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池 田 大伍篇 


賴時ロ 瀧 


瀧 口 時 頼 


西八條 邸、 西の 軒廊 

春の 夜 や、 更けて 中空 高くな リ しお ぽ, C 月 軒廊の 中央 

こ うち 

LL 見 ゆる。 饗宴の 席 rs リ！^ れ 出て たる 侍女 三人、 小 打 

着に 再 袴して 桐 干に よ リて 疲れん 休めね ろ。 

侍女 1 まあ， この 風の 心 もちの よい こと、 まあ あの 御 紫 

のぼせ 

の 蒸し いこと、 この やうに 逆上て しまうて …… 

侍女 二 ほんに、 私 も …… 、 まあ 男の 方 はおえ らい こと、 

今日は 午過ぎから、 ずう と續 けての 御酒 盛に、 どなた も 

足元 も 定まらない ほど 醉 つてお いでな されて、 まだ 御 興 

が盡 きないの やら …… 

侍女 三 女で もさす が 其 道の もの、 白拍子 達 はよう めげ ず 

に 御 相手の 出来ます こと、 私 どもに は迪 もな り ませぬ。 

侍女 一 まあ、 あの 騒ぎ は。 こ. - まで が聽 えます る。 ま 

あどう し て あんな 大きな 聲が 出る ので せう。 

侍女 1 1 あれ、 白拍子 を ：ャ：； 驅け て臺盤 へ つ まづ い て 橫仆し 

に なられた …… 何 誰ぢ ややら。 


侍女 三 あれ、 難 波 様が いつもの 癖で、 ぉ醉 ひな さると 惡 

. r さけ をな され て …… あれ 紅 議 の 懐へ 手 を 入れて、 

ま、 よい 氣味、 紅梅 機に 高頰を 平手で …… 

侍女 1 あれ 憎らしい、 今度 は、 冷^.水さまの壊へ …… 

つ ほ- ：;-, 

侍女 二 ほんと に 憎い は、 年寄の 醉 as  、見 も 外 もない 

, て ：  さつ-.;』 

惡 A さけして … … わた しも 先刻 、 あの 厭ら しい 鬚 面 を 顿 

先へ 押つ けられた …… 

侍女 三 ほ k  .1  > -、 まあ、 それ はお 仕 合な …… だが 此方 

か * 「は  . > 

達が ちと S れて ほしい 方 達 はあって も、 た V 柔 しう 他 

人の 樣を みて 笑って ばかり、 ほんに ま X ならぬ …… 

侍女 一 お ほ、、 紅 紫 機の！ れて ほしい 人 は、 瀧 ロ時賴 

樣か、 あの 左 衞門義 春 さま か、 笑止な ことに は時赖 さま 

に は 西の 曹司の 橫笛 さまが 深い 中、 義春 さま は、 白拍子 

の 刈 藻と 久しい g 染ぢ や。 

侍女 三 は. -、 はてさう igl それと 御氣 のつ くと ころ をみ る 

と、 あなた もやつ ばり 揶揄れ て ほしいの ぢ やな。 

ほ、 \ ほ …… ま、 それく 橫笛樣 と 申せば、 内大臣 樣 

力  

侍女 二 お、 あなた もお I, がっきました か。 御酒 盛の はじ 

めから じろ り/ \ と 橫范 さま を てば かり  

侍女 一 さう く、 段々 御^ ひなされ ると 橫笛樣 を よんで 

傍から 離さず、 上樣 の靈 なされて ゐるも かも はず、 い 


賴昨ロ  ifiH 


s 


ろ くな お 戯れ を なされて … … 

侍女 二 ぉ&、 あの £. はもう 上 樣は大 相御醉 ひなされ て、 4j 

夜叉 御前の 御 膝 を 枕に 假睡 をな されて おい でな さった。 

ま の 前に 御 膝 を 枕に なさった ま \ 、「わい へん」 を 御 

Ji ひなされ て、 文句 を 忘れ、 幾度 もく 「わい へんの く」 

とお 緣 返しな されても あとが 思 ひ 出せず、 それでも なほ 

「わい へんの く」 つて、 まあ 可笑しく つて、 夜叉 機と 顔 

見合せ て 笑 ひを堪 へ た 苦し さ、 まあ あんなに 御醉 なさる 

まで 召さず とも ぢゃ。 

侍女 ョ あれ、 さっきから 大分 騷 ぎが ひどくな つたと おも 

う て ゐ たら 、 上樣 はもう 御 引けに な つ た、 御 席が 空ぢ や。 

侍女 1 い やく、 また  一 n 一 御 引け になって 眞 夜中.、 J ろ に 

ま たお 出； になる のぢ や。 其 時に 皆が 御 引け なされた 前 

の 通りに 揃つ て 騒いで ゐ ねば 御機嫌が 惡 いの ぢゃ。 こり 

や、 また 今お は 夜 明し ぢゃ。 

s い-つ 

侍女 二 ほんに 今日で もう 十 B いろくの 1 が Ig く。 一 化 

の 咲い てゐる K は 休み もなから う。 御 家の 盛り も 今に 超 

える 時 は あるまい。 

侍女 三 お、、 さう 中せば， 關； では 石橋 山で 大敗け に 敗 

け て洮 J けた S 朝が、 また 族 上げ をし て大相 勢が ついて、 

今にも 都へ 逆 寄に も. おせ さ うぢ やと やら、 ほんとうの こ 

とか 御存じ か。 


侍女 1 さあ、 ほんとう か、 虚か、 それ はわた しも 知らな 

お ま^, y 

いが、 もし ほんとうなら、 かう 安穩に 御酒 {C* をよ もな さ 

れて はおいで が あるまい。 

侍女 三 なるほど， こり やさ うぢ や。 

侍女 二 あれ 內大 Kss がた うとう 立 上られて 橫笛樣 を追驅 

けて、 あれ 到；. へ て g& きになされ てもとの 御 席へ… 

…… 時 頼 さまの こと、 御存知ない 譯 はない のに、 ま、 時 

頼 さまの 見る まへ で …… お、 時 頼 さまが つと 立 上って、 

あれ、 御座 敷の 外へ …… こり や 御 道理 ぢゃ。 

侍女 三 ほんと に/ \、 いかに 昔からの 御 Ig, ちゃと て、 呆 

れ たもの。 まぁ御氣の！^母な、 時賴 さま は 先刻から 沈み 勝 

ちに して ゐられ たが、 

侍女 一 いや 先刻からで はない、 此頃 はいつ も 御 沈み 勝の 

樣ぢ や。 それで 却つ て咸が 具つ てち と H 瘦せ がして 限が 

大きう みえて 一段と 御 縹 致が 上った。 

侍女 二 あれ、 時 頼 さまが この 御 廊下 傳 ひに 此方の 方へ 來 

る わ。 

侍女 三 お、 ほんに。 や、 あとから も 人が、 や * 義春 さま 

ぢゃ。 何時の 間に。 先刻から 资盛 ：1 さまの 御前で、 いろ 

やな ご 

い ろの 女御の 品定め をな されて おい でな された が 、 

： &女 二 ほ、、、 ほ、 はて 、 お 一 一人と も、 義春 さま と 時 M 

おく は  お » ふ 一 

さまの こと は 何から 何まで 御 委し い、 あの ffi; 席に ゐても 


?E 時 口  M 


始終 其方ば か り 御覧な されて おいでな された のぢ やな。 

侍女 一 しつ、 これ 聽 ゆる、 もう それへ おいでな されて ぢ 

や。 

(と 三人 下手の 方へ 席.^ 避けろ、 上手 i リ瀧ロ 時賴、 

こつせ-， 2  - つ.. 5 ろ 

好みの 狩 衣に 立爲 帽子、 六 骨 扇.，^ 携 へて 出る。 後 リ 

左 衞！： 義春、 直 > ^-」 立 烏帽子、 いづれ も 太刀.^ 帶 びず。 

3^  口 物 思 はしげ- J- 行 過ケん とすろ。) 

(左衞 e: 後.， -リ。 ) 

これ、 i.  i. 待てく、  II 

t. 頼 誰ぢ や、 —— お \、  8. どうして そち は あの 席 か 

ら 出て きたの ぢゃ。 

義春 はて それ はこの 私が そちに くこと ぢゃ、 そち は ど 

うし て あの 席 を 立 つ たの ぢゃ。 

時賴 はて、 先刻 か ら、 大 (刀 否 の 數が赏 つ てち と 心地が 重 

うな つた か ら、 醒 さう とし て 立 つ てきた のぢ や。 

義春 いや、 さう では あるまい、 私 は 先刻から 時 々そちの 

素 振 を 見て ゐた。 で、 そちが ふと 席 を 立った ので、 わし 

も 直立って 後から 追うて きたの ぢゃ。 そち は あの  い 

や/ \- これ は 云 はずと も 分った こと。 殊に 今の 氣 持に は 

云 ひ 出す は 罪な こと ぢ やが、 ちと 仔細 あつ て 云 はねば な 

ら ねこと …… これ 時 頼、 そち はま あ …… 

(と 云 ひかけ て、 下手の 女達，^ ふと 見付け。) 


や、 御 達 も、 これに か。 わ は i  、は。 こり や、 K がし 

きを 避け て靜 かに 花を樂 しまう と い ふ；^ 流ぢ やな。 その 

興 を 破って かやう の 高 ：§。 これ は 御免 を。 さ、 時^^ぁち 

へ ゆかう …… 

(と 立掛ろ 時、 上手に て。) 

ft 義 春々々、 何處へ 

(と i ぷ。) 

義春 誰ぢ や、 や、 これ は中將 さま。 

(と 跪く、 上手，，^リ、 右 近衛の 中將 盛、 小 直 衣、 指 

赏、 冠 に て 先-, i 立ち、 白拍子 かろ も、 侍 二三 人-,: 洒>^ 

, ^携 へさ て 出ろ。 綾いて 文 早 协士. 5- 仲、 醉 どれて お 

^子 も 衣紋 付 も ゆがみた る 1- 波の 六 一郎 (五十 半白) 

ひ i ろ/ \ と 從 いて 出る。) 

これ 義春、 そちが 3 お前の 話の 餘り おもしろさに、 席 

を 立 たれた るが 殘念 さに、 これまで 追うて きた。 あの^ 

がし い 中で は 兎角 一；^,. 着 ぬ。 あの 放出 を裝 置せ て 心 知り 

モ ち  さ. bisi 

の もの 共ば かりで、 其方が 品定の 續$ を 聽 かう と、 酒 W 

を 改めさせ、 酌 入 も わざと かる も 一 入 刀：： 迎れた わ。 

義春 これ はつ まらぬ 物語に 御懇の 御； or 恭 けなう。 さら 

ば 御供 申し ませう。 

資盛 や あ、 それに 居る は 時頼ぢ やな。 最而は 席 遠くて 語 

る 折 もなかつ たが、 義 春に 劣らぬ この 道の 先達、 そちが 


SRt 時 口  fffi 


亍、 Vi- 六 \ 


して ぢゃ。 

六那 えい、 知つ でゐ る。 

侍 一 あは、、 知って る 扇 を 何んで 投 すの ぢゃ。 

ま 

六 一郎 はて、 餘 計な こと を、 えい、 こり や、 ちと 目が 廻う 

てきた、 、つ \/\.>。 

S え い 醉ひ どれめ 。醉 へば しだ らもな い 奴め。 お \ 、 

俯 1自 をった とお もったら、 もう 寢て しまうた。 は 、 .1 は、 

や あ、 よい 月ぢ や。 あの 寢^ より はもう 見えな うなった 

一 月が、 こ \ では 丁度 眞 つたに 中に み ゆる。 ぉ&、 放出 ま 

でもな し。 こ .1 で 端 居して 月み ながらの 物， 語りが 却って 

興が 深から うわ。 

$ お、、 それ も 一 段で ござり ませう。 

文^博士 仲 はて、 月 を 追って 宴席 を 移す と は、 和漢の 

故事に も 例な き： » 流、 これ は當 代の i、 後代の 龜鑑に 

ノ， ざり ます。  . 

资盛 あは \  >1 は、 康 仲に は 太う 感に堪 へ たな。 さらば 後 

日の 記念. 卽與 一 首 所望 ぢゃ C 

厳 仲 は、 これ は …… 今宵 はいたく 醉 ひました ので。 

資盛 お \醉 うたれば、 出來 ぬと いふか。 ：… さて は 笑止 

や、 康仲は 李 白が 醉 へば 與愈々 發す るに は、 いたく 劣つ 

たな。 さらば. もう その 盃、 おけ。 そち は醉 ふと も 冗な 

男ぢ やわ。 


批判 もお もしろ から、 つ、 さ、 そち も參れ …… 

昨 紐 は、 私 は …… 

$ いや、 e-g もお 供いた します る、 ちと 心地 惡 しいと 

は. S. して をり まする が、 さほど ともみ え ませぬ。 

S お、 さらば 參 つて くれ。 や、 女 原 も ごれ に 居るな。 

柳 波の 六^ なに 女 原が、 これに も、 どれく。 

S えい、 醉 ひどれ 奴。 そち は參 るな と 申した にな ぜ附 

いて まゐ つた ：… 

六耶 はて、 主從は 一一 一 ゆ、 いづく まで も 御 伴 仕ります る。 

は、 御免 を/ \。 

(と 人々，^ 搔き わけて 侍女 達の 傍へ よる。) 

よ  、、は、 成 s^、 こ、 にも ほた わ。 

女； あれ、 何 をな されます る。 

^ わ は、、 は、 では、 こなた。 

女 二 えい、 いやらしい。 

^ これ はしたり、 では こなた …… あいたった、 こり や、 

1^ を 収ら ぬう ちに 換 たれた。 や、 大事 ぢゃ。 これ、 なぜ、 

私の 扇 を 隠した。 これ 人の 惡ぃ、 こなた、 懐に …… 

侍女 一 あれ。 

六耶 では こなた …： 

女 二 あれ。 

侍 一 これ、 六郎 どの、 こなたの 扇 は 半開きに して 襟に さ 
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賴時 口;' H 


^  m       眸       義       资 時資 


てし まうた と 、， ふまで ござり まする。 あ： 、は。 

資盛 はて、 さりと て は 女の 心が 無殘な …… 

義春 でも 末 遂げぬ 戀 なら、 捨 つるが よう. こざる、 戀は苦 

しうて して 何の 甲斐 も あり ませぬ。 は て、 樂 しう てこ そ、 

戀 のうれ しさ も ある。 所詮 は 浮世の 慰み ぢゃ。 色よ き 女 

は 一 人で ない。 何れも is に みれば それ <\ の 取 柄 は あ 

る。 一人に 深う 泥む はよ いこと では ござり ませぬ。 

次 a; 盛 では 通 盛 どの- の やうな はどう ぢゃ。 通 盛 どの 

みこせ  み s-y  ち I つ.；，. う 

が 三年が 間、 戀ひ 侘びて.. - 志操 固うて 糜 かれず * 中宮の 

御 媒.； S にて、 漸くに かなった 戀。 ごの やうな は、 なって 

の 後の 志、 さ こそと おも はれろ ではない か。 

義春 ほう、 いかにも。 が、 りなう 中せば、 この やうな 

御 方 は 物 さへ 果敢々々 しう はい はれぬ 性、 その 樣に思 ひ 

ざし は 深っても、 面に あら はれず。 とかく 頼 しげな 所 は 

あっても、 この 某し の やうな 氣 S 者 は、 輕ロ いうても に 

つ と 笑 はれた きりで は、 侮 づられ たやう で 打 解け にく い 。 

これで は 始終に 氣が おけ て を かしう も ござります ま い。 

旗 仲 さらば ど の や うな 女 を 好まる 、 。 

なづ 

義春 はて、 どの やうな 女 をと 中して、 泥まぬ 心に は、 心 

上れる も、 浮 ® な も、 內氣な も、 とり <\ に se 白う ござ 

る。 たヾ、 泥む 心が ついては、 どれ も/ 白うな.，' な 

ります。 心 上れる？！ 親しみが たう、 浮 氣なは 頼もしげ な 


腹 仲 はて、 さらばち と覺 めた のかな。 では 今一 盞 重ねて 

みませう。 

資盛 こり や 出来た わ。 あは、、 は。 

( 一 同 笑 ふ。) 

みつめ 

(この 中時賴 ils! 宴 の あろ 方，^  • ちつ と 熟視 ねる。) 

(資 盛み て、) 

盛 お k 時 頼、 これ 時敏—— 

賴 はつ。 

盛 お \、 心地 惡 しいか。 思へば 氣の 毒な。 先程よりの 

おと 乂 

大臣の If 舞。 叔父^^ながらぁんまりな御仕打。 父君の 御 

家人たるe^^sが最愛の …… 

春 いや、 時賴 はちと 飲べ 過して それ 故いた う 頭が 重い 

とのこと。 時 頼、 しばし 御 暇 賜 はって、 その 邊を 逍遙せ 

い。 わしが ちと 後程に 用 も あれば 餘り 遠くへ 行くまい ぞ。 

賴 さらば 義春、 あとに て 御免し を 乞うて くれ。 …… で 

は 御； 下され ませう。 

(と 額へ 手.^ ぁズ 下手へ 入る。) 

# さ \、 中 將樣、 いま 一 舊、 それ、 かる もお 酌 …… 

盛 いや、 それより は 先刻の 話の 績 きが 所望 ぢ や。 さ、 

此盞は そちに 與ら さ-つ。 さ、 して あの 話の 續き はどう ぢ 

や。 

$s 春 はて、 あの 話の 續 きなら、 その 男が、 その 女 を 捨て 


頼|*  口  fSI 


く、 內 ii.^ な は 物 足らず  

K 盛 は、、 その や-つな こと、 此 かる もが 前で 申し 

てよ いの か- これ、 かる も. 義春は 憎い 奴ぢ やの —— 

かる も ほ X、 ちっとも ござり ませぬ。 

S は、、 中將 さま、 かる もめ は、 この 義春を 世界で い 

つち 愛しい ものにして をり まする。 

仲 でも あの やうな こと 云 ひ をっても か。 . 

かる も ほ乂、 なんの、 義春 さま ほどの 男、 この かる も 一 

人で 持つ て をり まする の は 、 勿體 なう おもう て をり ます 

る 0 

沖 こり や、 |^^っも泥んだものぢゃ。 わ は、、 は。 

^# いや、 女 は 情 あつく、 一人の 男に 思 ひ 入りの 深い 性 

は、 とかく、 嫉妬|0^-て、っぃ愼みのなぃ娠舞なぞして、 

男の 心々 反らし まする。 また、 嫉む氣 もな く、 大樣に 花 

やかな は、 面 iir けな 所 はあって も、 心 を ゆるす ともみえ 

ませぬ。 所 0 は 氣心を 知り合うて、 善い につけ、 惡 しい 

につけて、 大方の こと は：. に 見 ゆるして、 逢 ひ 遂げて 隔 

て もな. つなった 仲 こそ、 はに も を かしい もので ござる。 

のう、 かる も。 

かろ も ほ > -、 さう でノ J ざり ます。 

1>  あはせ 

S は&、 蒙、 そち は 幸 福 な …… 

は、、 幸福。 ^の 中 はた r 樂 しう 面白う 過すべき も 


さ. 


にこへ ひ \1 や Mi つみ や 5 

の。 ま、 人 定命を 保つ といっても、 七十 八十 を 過ぎ ませ 

ぬ。 其 間に も、 人の 身の 盛んなる こと、 ゎづ かに 二十 餘 

年、 過す に 間 もない 世で ござる。 

盛資 まことに さ うぢ や。 花の 盛り も 今日明日 ぢゃ。 まし 

_?? 、わい 

て や、 月 を 追うて 宴 を 移せし 今宵の 興會 は、 又 何時の 世 

響づ 


にか はぢゃ。 心 ゆく まで 眺め あかさ、 

唄へ、 さ、 かる も、 酌せ、 . I 

C と資盛 ー谊， 取り上げ、 ふと 物 思 ふ 體。) 

義春 はて、 なんとな されました。 

た-つ.. やか； i 

S いや 今 ふと 思 ひ 出した ことがあ るの ぢゃ。 今朝 當館 

へ、 相 摸の 大庭景 親よりの 早 打に、 頼 朝 勢 ひ 以ての外に 

猖撅ぢ やとい ふこと ぢゃ。 大事に もなら うかの。 

義春 はて、 なんの、 賴朝 づれが 謀叛、 何事が ござり ませ 

う。 唯今の 當 家の 御 勢 ひ、 御 征討の 道々 に 御 勢を驅 催し 

て も 十五 萬骑は 瞬く 間。 たど 一 挫ぎ で ござり ませう。 

資盛 お- --、 さ うぢ やのう、 は、、 そちが いふ 通り ぢゃ、 

さ、、 盃を めぐらせい。 

(この 中。 難 波の 六郎、 眼 さめて ふと 聽ふ、 つけたる 心。) 

六郞 何ぢ や、 賴朝、 何の、 賴朝 ごときに。 いざと ならば、 

この 六郞 一 入馳せ 向つ て 手捕りに して、 鞍の 前輪に 引 繁 

つて 罷り かへ らう わ。 … ■ だが、 待てよ。 そり や 昔の 六 

郞ぢ や。 もう 年を老 つたわ。 いや、 おれば かりで ない、 


8 


節 晬ロ瀧 


戰場 老功の もの は、 みな 年老った わ。 又 若い 奴 原 は、 み 

* の 

なぬ らくら 漢 ばかり。 これで あの 阪東 武者に 驅け 合うた 

ら、 あ、、 こり や 敗け る わ/ \。 平家の 世 ももう こり や 

i ひ 

終ぢ や。 ぁ& …… 

資盛 これ、 六郎、 何 をい ふの ぢゃ。 

六 一お ぁ气 醉 うたく， なぜかう 醉 うたん ぢゃ。 かう 酒 

を飮ん では、 長う は 生きられ ぬわ。 …… あ、 後の世 は あ 

るかし らん。 此頃 慈； 5 坊 とやら いふ 坊主が、 地獄 を 見て 

きて か へ つたと いふ こと ぢゃ。 そんなら おれ は 地獄へ 墮 

つる わ。 あ、 助けて くれえ …… 

S この 醉 ひどれ 奴 を あちへ 連れて ゆけ。 

侍 ども はつ。 

(と 立掛リ て。) 

さ、 御意 ぢゃ、 六郎 どの、 あちらへ。 

ナ、^ お k、 獄卒 ども ぢ やな、 どうぞ 助けて  

侍 一 はて、 六郎 どの、 何 を 21? 鹿な、 さ、 あちらへ。 

(と 二人ば かりにて 引 連れ ゆく。) 

(資 盛と 義 sts" と J ^見合せ 淋しく 笑 ふ。〕 

よ ひどれ 

資盡 え X 将 もない 醉漢 のた は 言に 何とな う 興が 破れ た 

わ。 11 お \、 夜更けて は 花 も 却って SI しう み ゆる。 お、 

まだ、 あちで は、 あの やうに 騷 いで ゐる。 さ、 こ-. -の風 

は 寒うな つた 彼方へ ゆかう わ。 みなも こい。 


義眷 は、 勝手ながら、 私 は時賴 にち と 申すべき ことが ご 

ざり ますれば。 

資盛 お \、 では 後より、 …… さ、 みな 參れ。 

(と^^^^先きに、 侍、 かろ も、 侍女 等 人る。) 

(時賴 下手ぶ リ 出る。〕 

義春 お \、 時 頼。. 

時賴 義春、 用と はなん ぢゃ。 

5 つけ 

義春 はて 時 頼、 そち はま あ、 何で あの やうに 白痴たん ぢ 

や。 

5 つ. b 

時賴 なに あり やうに 白痴た と は。 

義春 はて あの 滿 座の 中で、 あれ 程の ことに 心亂 して、 そ 

ち の 想 ひ を 引隱し えぬ と は 何う し たも のぢ や。 はて さう 

までに 迷うた か。 大臣 どの、 御 5?-、 半ば は、 そちが 苦 

しむ 額のお もしろ さに ぢゃ。 心の 苦悶 を 他人に 示す と は、 

そちの 曰 頃の 氣象 にも 似ぬ こと ぢゃ。 

時賴 えい、 もう 何とも なれ  

義卷 のみならず、 そち は此 程より、 母御の 許へ か 

へらぬな。 

時賴 お、、 どうして それ を 知って ゐ るの ぢゃ。 

義春 昨日、 母御が 私の 許へ ござられて、 さま^ \ に 嘆い 

て 行かれた …… 

時 粗 なに 母上が、 ：••： 


賴昨 口-; 
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義春 さ うぢ や、 そちが 1； 笛と いふ 素姓 賤し きもの に戲れ 

て 母御が す K むる 良緣を 担み、 母御が 老後の 安心 も、 そ 

ちが 行末の 立身 もみな その 女に 見 代 へ をった とのお 腹 立 

であった。 

昨賴 …… 

やがて はまた さめ，^ と 泣かれて、 「親の 訓に 反く 憎 

い 奴、 惜しい と はお も はぬ が、 一粒種の 木 守り、 組. 先の 

祀り絕 されず、 今一^ かへ る やう …… し よう 意見して と 

わしへの お頼みであった。 

昨 頼 なに 母上が その やうに いはれ たか …… む、。 

^# お、、 さう いはる ト むの 裏に は、 深く も る 御 慈- 乂 

に、 この 義春、 思 はず 母御の 心が 思 はれ、 &淚 した …… 

これ S-M、 なんで かう まで あの 小 女郎に 泥んだ のぢ や。 

^0 はて、 …… この 時賴， 都に 人と なって、 こ、 の 女、 

かしこの 女、 とそち とも 鏺をュ C ベ て ゆうべ の g 外より、 

遊 が籬の もとへ 钩を よせ、 かれが 情け もお もしろ く、 

これが 志も踪 しくて Si れ あるきに 年 を！！ て われより は 深 

う も 思 はず、 何れも 待 返さる、 面白さに 戀 て. つもの はか 

かろ もの、 せ 今に 讀ん だ學ゥ たの 意 は みんな 空 事ぢ や。 

入の 情 は、 みな 偽りの、 た その 富 一 坐の 淸 こそ あれ、 

後 朝に は 離れば なれに 別れ ゆいて、 心 は 別々、 深い も淺 

いも ある もの かと、 これより、 あれへの 心移りに、 心 止 


. まる 方 もな く、 慕 ひよ る をば、 笑 ひ 捨て、 世の中 安う あ 

つた 身が、 あの 女に 泥んで より、 かう までに 心う つけ 

て …… 

義春 はてさう までに 分別あって、 なぜ その やうに 逆上す 

るの ぢゃ。 

時顿 さ、 それ ぢゃ、 悲しい それがしが 心き いて くれろ か。 

義春 お、、 聽 かいで か、 其方の 嘆き は、 わが 嘆き ぢ や。 

時賴 お、、 1K4 けない。 この 時 は、 此頃 ふと 入の まこと 

が 欲しうな つた  

義春 ほう， して また その まこと を： W てゐ ながら、 なんで 

さう 悲しい のぢ や。 

時賴 さあ、 それが 自 業の 果ぢ や。 浮いた る 戀に世 を經た 

身 は、 たまさかの 眞の情 も 浮いた る樣 にお も はる- -。 此 

時賴が 若い 曰の、 それより それへの 移り 心に * 女 も 同じ 

若さに は 又 同じ やうな 移り 氣も 起ら うかと 疑 ひの 眼に は 

さもない 素 振 も 疑 はれて、 女の 情 は 得ながら も、 それ を 

我 ものと おも ひ 得ぬ のぢ や。 

義春 はて、 淺猿 しい 心に なった の。 

時賴 お \、 淺 猿し いわ。 淺猿 しいと 知りながら も、 此心 

を 除り 得ぬ 苦し さ。 お、、 いっそ 此 苦し さを績 くるより、 

女 奴が 殘る 方な く、 私 を 欺かった と 知って 心 ゆく まで 我 

愚か さ を 笑 ひたい わ。 
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賴 時ロ蔬 


義春 はて、 何 をい ふの ぢゃ。 さう までに 苦しいなら、 そ 

め 疑 ひもろ ともに 女 を 捨て、 しまわぬ のぢ や。 なぜ、 あ 

の 女ば かりに さう 泥む の ぢゃ。 ちと ほかの A 比 も 見ぬ の 

か 。 今宵 の 宴席に も 女 原 は みな、 そち S 方へ 波を经 つ 

てゐた ぞ。 の 御 B の 夜叉 御前 さ へ 折 々 盜み 眼し て 其 

方； K 見て をった わ。 

時賴 お、、 もう その やうな こと はき- - たうない。 

義春 はて、 なんで さう 顏を 反 くるの ぢゃ。 この やうな こ 

と聽ぐ さへ 厭ぢ やとお も ふ ほどに あの 女 を 思うて をる の 

か。 して あの 女 も そ れ ほどに 其方 を 思う てゐ るの か。 

眸賴 これ、 義_^ なぜ その 樣な こと を 云 ふん ぢゃ。 

義春 ぉ& 免して くれく。 だが、 なぜ さう までに 悶 ゆる 

のぢ や、 ^國 機の 街 上 を 見い。 佛 御前 を 得た まひて は、 

祇王 を芥の やうに も 捨てられ たは、 情な い 御 仕方と おも 

うて ゐ たが、 さう までにお も はせられ た 佛 御前が 又 後 を 

5 どう 

隱し て もぎ.. せられた SS! もな く、 佛に まさ つ た 白 拍子、 

國 一 を 召し出され、 佛に 見放され たれば、 夜叉 を 愛しが 

るの ぢ やと て 夜叉 御前と 呼ばせられて 御 f., 愛 をな さる > - 

わ。 これで こそ、 らしい 御 If 舞ぢ や。 ず； 角の こと は 申 

しても、 やつば り 御 一 門に は隨 一 人ぢ や。 思うた ま&を 

なされて 毫も 泥む ところ もない。 これ、 j:? 頼、 もう 好い 

程に その やうな 頑固な 心 を 捨て \、 母御に も 孝養して、 


過ぎ 易い 世を樂 しまぬ のぢ や。 思 ふば かりに、 過ぎて し 

まふ ぞ。 

時賴 お \、 義春、 そちに は、 此時賴 が 心 かわから ぬの ぢ 

や。 そちの いふ 樂 みなん ぞに、 此 むが 慰めら る、 程なら 

.u« しみ 

ば、 なんで かう まで 物に 狂 はう ぞ。 世の 逸樂に 厭き 果て 

て、 はじめて 人の 眞の情 3 欲しい 心 も 憑いた のぢ や。 

義春 はて、 むづ かしい。 さらば、 何う しても その 心を捨 

てぬ とい ふか。 なるほど、 そちの 樣な 一圃な 男が 思 ひ 詰 

めて は …： あ、 私に は 迚も 出来ぬ こと ぢ やわ。 

(かる も 上手.， 6 リ 出ろ。) 

かる も 義春 さま、 まだ、 これに か。 あちで 召します。 

義春 お、、 さう か。 …… これ 時 頼、 …… 平家の 卷 ももう 

幾 返へ りか。 やがて 世 も ら、 っぞ。 昨日 弓 場 殿で、 久し 

振りに 弓 引いた に 拳が よう 定まらぬ やうに なった わ。 

平 治の 軍に 十！ 一 一で 初陣し て、 敵の 首；^ つたに 比べ て は 著 

るし い 劣り 樣ぢ や。 が、 別に 悔む心 もお こらぬ。 思 ふま 

まなる 世 を經て は、 末 はいかなる 野末に 屍 を 曝す とも ぢ 

や。 た -、 わが 世の ほど は 面. E うぢ や。 花 は 散る とて 〔か、 

かぬ もの か、 思 ひの ま. -に 咲き誇って、 た^ 散り 際 は 潔 

ぎょう  

か f はて、 なんで その 樣な こと —— 

義春 ま- 1、 それ はま だ 先の こと、 今ではな いわ。 さ、、 


秦 【现 
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m  U.V-  m 
产 tfi-  m 笛 


時賴 え \、 そち は醉 うて ゐ るな。 

楛笛 え、 右大 K さまが、 無理 強 ひな さるので、 つい 飲み 

ました。 

S えい、 おのれ、 默 れい。 

横笛 ま、 またお 怒りな されて、 何故 まあ その やうに ...，： 

さ； 

時 1^ えい、 我が 見る 前 も ffi: らず、 右大臣との あの 態 は、 

あり やなん ぢゃ。 

横笛 ま、 あり や 是非が ござり ませぬ。 右大臣 樣の 遊ばす 

こと、 さう 情なう はなり ませぬ。 

S はて その 情なうなら ぬと は、 あの 右大臣に そちゃ、 

心 を 寄せ て ゐる の ぢ やな。 

横笛 なんの、 まあ その やうな こと を  

時賴 でも、 かう 何時までも 時 をす ごして  ゃッ ばり 心 

を せて をる のぢ やな …… さう か、 さう か、 退 事せ い。 

檳笛 え \ も *  くどい。 

(と 扇 拍子 とリ ねる") 

S なに、 くどい、 …… 二言 IH に は その 樣な こと を、 さ 

うい ふ 手間に つ い 一 言、 わしの 心 を 和げ う 言. 紫 を かくる 

こと はならぬ か。 

横笛 でも、 あなた はく どい ゆ ゑ。 

S なにく どい と はお のれ、 はて、 物き いて 答へ ぬに、 も 

一 度き いたが、 何が くどい。 えい、 おのれ、 時 頼 ほどの 


彼方 へ 行って、 久し li^ りに そちが 今樣， きかう ぞ。 

(と 二人 上手 へ 入る。 わと。) 

00 えい、 子 を 愛する さへ、 眞 ill をい はず、 「親の 訓に反 

く愤ぃ 奴、 33 しいと はお も はぬ が S 先の 祀り たやされず、 

かり； 5 

今 一 ^^か へ ろ やう …… 」 と は 何事 ぢゃ。 …… 子が 假 初の 

家出に も 斑き 騒がれて、 他人 を^ まる V ほどな 御 慈愛が 

あるならば、 なぜ さう まで 言 を 飾らる-. -のぢ や。  そ 

の 御 心で は g 馆が こと 御 心に 召さぬ も 道理 この 事： かせ 

ら る、 も 道瑰ぢ や。 …… この 問 も 御〕. 割に 反 いたと て 持 

佛へ 入って 御 看經の i の 淋し さ、 聽 くに 堪へ かね、 そ 

ぞろ にも 出た 家出 ぢ や。 子に はな ほこれ ほどの 心が ある 

に …… お \、 親子の 愛さへ ま乂 ならぬ、 まして 他人の 橫 

笛が 心に 勝： 中 ある は 道理 ぢゃ。 お. -、 かう までに 知りな 

がら、 かう までに 思ひ絕 えぬ は、 偏に 女の 情に； « んで、 

雕れが たなうな つ た故ぢ や。 この 上 はかね ての 覺悟ぢ や 。 

女の 情の 底 を ffi して …… お、、 誰 ぞくる、 や、 横笛め ぢ 

や。 

(上手 rt リ^ 笛、 微醉 の體、 小 桂ん， -脫ざ かけ、 ，2 衣に 

長 持し ズ、 口へ あて、 出ろ。) 

お、 時 船 さま、 まだ、 こ、 にか。 

ぉ&、 iHg るが どうした  

ほ X、 誰ぞを 待って。 
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構 横 時 


もの を 弄び をる。 きく 事に 正しい 返事 だに もせず、 其 上 

に に 恥を與 ふる か。 おのれ。 

横笛 え、 また、 そんな 大きな 聲、 なんで そんなに 恐い 顔、 

あなた は 恐い。 

時賴 なに 恐い、  さて はもう 私に 愛想が つきた とい ふ 

のか。 

横笛 え \。 

時賴 えい、 愛想が 盡 きずば、 なんで 恐い、 恐い 男が 思う 

てゐ らりト { ，つか"" 

横笛 えい、 また、 あなた はさう ー圖な …… 

時賴 お、 ー圖ぢ や、 も、 つ この 時鎮は 唯一 11 ぢゃ、 お、、 

此ー圖 に、 そちに、 親 も 見 代へ た わ。 今 はた V おのれの 

、- U 一つで は、 この 世 も 捨てう として ゐる わ。 

横笛 ほ，^、 あなた はお 口が 上手 ぢゃ。 

眸賴 なに、 口が 上手、 かう までに 眞 實を 語る 時賴を まだ 

弄り をる か。 

横笛 でも、 あなた は 時々 頼もしげ もない ことば かり、 此 

契 もい つまで 續か うかの、 もう 別る K 時が きたのと、 聞 

きたう もない ことば かり。 

昨 頼 お k、 そり や、 そちの 心が 疑 はれた 時ぢ や。 頼もし 

げな い 女に、 賴も しげ もな いこと いふ は 當然ぢ や 。 

橫笛 ほ  > -、 それ その 通り、 どうせ、 さ うぢ や、 あなたの 


心 は 分つ て ある。 

時賴 はて、 なん ぢゃ、 なにが 何う せぢ や。 何が 分って ゐ 

るの ぢゃ。 

横笛 なんでも よい。 

(と 横，^ 向く。) 

S えい、 なぜ 物 を 明瞭い はぬ のぢ や。 

橫 S はて、 心に おもうて ゐる こと を、 さ， つ 々入に t  二 

もので ない。 

0. この 私に も か。 

笛 え、 あなたに も。 

賴 な 二 私に も  では も、 つ 別る、 時が， *v た f  。 

笛 なに 別れる …… いや ぢゃ。 

0 えい、 なり や、 なぜ その 樣な こと をい うて この わし 

の 心 i てお はすの ぢゃ。 

横笛 なにも 惑 はし はせ ぬ、 あなたが 一人で ぢれて ござる 

のぢ や。 

賴 でもお のれ、 わしに も 心 を 語らぬ というた ぞょ" 

横笛 ぢ やというて 語る 要 もない こと、 語らう ほどの こと 

も ござり ませぬ.^ 

時賴 でもお のれ、 人 は 要の ある ことば かり 語. つもの か、 

私が 語って きかせい とい ふに、 俘き をる か、 おのれ .：•： 

橫笛 ま： て、 まあ どうな された。 あなた はまる で氣 狂ひぢ 


賴昨ロ  fsl 
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時 橫時横 


^  i お k、 氣 托ひぢ や、 それで そち は 愛想 を， 薪した のぢ 

やな。 

横笛 えいもう 二！； 一一 口 目に は その やうな こと を、 二り やもう 

私に 愛想が 盡き たん ぢ やな  え い 、 口惜しう ノ J ざる。 

S はてなに が 口惜しい、 やつば り、 私 を 思うて ゐ ると 

いひ をる のか。 

檝笛 それ を 今. 更 …… 

00 それで そちゃ 泣く か。 

S い、 え、 泣き やしませ ぬ。 

(とお^ 拭うて ねろ。 時 賴 それ.^ V つと みて、 に はか 

に 心が 開いた やうに。) 

00 お k、 ゆるして くれ。 泣いた 淚を隱 さう とする は、 

柔 しい 幼い 女心 ぢゃ。 そちが 明瞭と した 物言 ひせず、 と 

かくに 物 を引隱 す も、 同じ 心ぢ や。 この 時 頼が 世に 古び 

て 硬くな りたる 心の 一圃に、 それ を 情ない 仕業と 思 ひと 

つた は 過り ぢゃ、 免して くれ。 橫笛、 私 は、 その やうな 

柔し い 女心 を 喜びな が ら、 萬づ に 不束な そち の 足ら ぬ 心 

を ゆ M めようと して ゐた、 こり や、 私が 惡 かった のぢ や。 

 ゆるして く  .ri。 

横笛 では、 お 心が ました か。 

時賴 お、.. 融けた わ。 …… これ、 そちに はじめて まこと 


の 情け を覺 えた 時賴、 かならず おも ひすて、 くれるな。 

横笛 なんの まあ、 勿體 ない。 そり やわた しの 申す こと …… 

時賴 この 時 賴は今 は そなたが た e 命 ぢゃ。 ：… 必らず 心 

を か へ てく る 、な。 

栲笛 まあ、 もう その 機な こと を、 何やら 悲 うなります リ 

さ、 もうお 止めな され ませ。 ： ... さ うぢ や。 私 や、 かう 

して は ゐられ ぬ。 

時賴 え、 なんで ぢゃ。 

横笛 上樣 がさつ き、 此 .1 の 櫻 を 御覧な されて、 花 もも 

う 今日明日が 盛りの 頂上、 散らぬ 中に と 急に 明 曰 嵐 山へ 

の お成り を 仰せ 出された ので、 私 等 は 朝 まだき からのお 

伴、 早う 行て、 支度 をせ ねばな り ませぬ。 

昧賴 ではもう、 こ， k にゐ ぬと いふの か。 我 を 思 ふとい ふ 

口の 下から。 

笛 でも、 これ は上樣 のお 伴で、 仕方が ござり ませぬ。 

いたつ？ 

0 でも そり や 磨 m ぢ やという て も濟む こと ぢゃ。 

笛 でももう 此 春に は 最後の 御宴。 

賴 で、 そち も往き たいの か、 その 通り ぢゃ、 やつば り 

口ば かりで 眞寶の 心 はない のぢ やな。 

横笛 あれ、 また あなた はお 怒りな さるの か。 

時賴 お、 い、 や、 怒らぬ く、 が、 ま 一度 そちに きかう。 

まつ こと そち は v,^ を 思 ふの か。 


賴時ロ 瀧 


横笛 え 

S では、 私が かう せいとい ふこと、 何なりと する か。 

横笛 ぇ&、  •：：. この 身の 出來 ますこと ならば ：： 

時 賴 なに 此 せに 出 來る ことならば  は、、 そり や、 よ 

い 言 紫 ぢ や 。 出来ぬ こと は 出来ぬ こと ぢ やからのう …… 

横笛 え、 ぢ やというて、 何でもす ると 云うたら、 あなた 

は 又、 そり ゃ嘘ぢ やとい ふで あらう。 

00   

横笛 あ \、 もう 私 や、 つむりが 痛い。 戀が この 樣に 苦し 

いものなら、 わしゃ、 もう 厭ぢ や。 男なん ぞは 男なん ぞ 

いづく 

は。 …； 何-めへ も 身 を 捨て、 尼法師と もなら う。 

時 賴 えい、 そちの 心 は それ ぢゃ、 苦しい 思 ひまでして、 

男 をした ふ 心がない のぢ や。 そちの 心 は 浮れ てゐ る、 世 

の 榮華を 一お つ て 、 多く の 浮れ どもの 口 に 上る を 喜んで 

思 ひ ありげ な 素 振に 男の 心 を 誘 ひ をる のぢ や。 

横笛 なんで 私が、 そんな まあ。 …… 

時賴 えい、 では、 なんで 私 を 捨てお いても 明日の 櫻 狩に 

は往か うとい ふの ぢゃ  えい、 そち は なんで 眞資を 語 

り をらぬ のぢ や。 

s 露 K とて これより 外に 眞责 はない。 

S えい、 偽り者 奴、 おのれく。 

椅笛 えい、 もうで は あなたの 宜ぃ樣 に、 あなたの 勝手 こ 


なされ ませい。 もう/ \男 なん ぞに は/^。 …… 

時賴 えい、 おのれ、 よういう たな。 これが 親に も 見 代へ 

た 女 か。 馬鹿め、 おのれ、 時 頼のう つけ 者め。 こんな 女 

に眞資 の 情 を 藤ぎ _i し てか& る 猿し い 愚痴の 奴と なり 

をった か。 えい、 いよ/ \ 私 を. H みはぬ とい ふの ぢ やな。 

これな せ 口 を 利かぬ のぢ や、 なぜ 口 を 利かぬ のぢ や。 え 

い、 女 はお のれの 都合に よって は、 只押默 つて 勝た うとす 

る。 よい、 さらば その 押默 つた を 返事の 印と もみよう わ。 

ま 一 度 私が 問 ふに 答へ ずば、 それが 返事 ぢゃ。 全く 私 を 

おも はぬ のぢ やな、 お.^、 いよく 默 つて をるな。 えい、 

情けない 奴、 いままで 此時頼 を 欺き をった な、 おのれ • 

弄び をった な。 いや/ \. もう それ はい はぬ わ。 そちが 眞 

寶の 情を戀 したれ、 その 情の 失な つた そち は 私に とって 

は 何んでも ない のぢ や。 たヾ戀 しい は、 眞貨の 情の あつ 

た そ ちぢ や。 …… お、、 なれ ども 先刻までの 、舞に は 偽 

りならぬ 眞も みえた、 あり やどう したの ぢゃ。 

橫笛 はて、 どうで もよう ご， さります。 

時 頼 では あれ もま こ と は 思う て は をらん の ぢ やな  、 J 

れど うぢ や。 

S はて 思うて ゐた とて、 それ を その 人の 前で 云うた と 

て 何になる、 云 ひたく ば その 人の 居ぬ 所でい ひます。 

^賴 えい、 またしても、 そんな 謎々。 女 奴 はかう EK の 苦 


しむの をみ て、 胸の 中で 笑 ひ をる のぢ や？ 大方の 女の 戀 一 

と はさう したの ぢゃ。 の 情 を 弄んで 喜び をる のぢ や。 一 

偽り もない R 心 をお し いと もお も はぬ のぢ や。 お \ 、 

この ぽな りの 情 を、 親の情に 代へ たか、 えい、 その 親 

の 情と て、 …… ？^. 猿し いは 世の中 ぢゃ、 もう 此上 はた 

か うぢ やわ。 

(と 矢. おに ほ 帽子 脫れ のけ、 115 し！ つたる 小刀 逆 S に _ 

接お し 切ろ。； - 

(横馆 みて 驚き。) 

S えい、 まあ これ はどうし たの ぢゃ。 

昨賴 わ は、 X  . ^は、 S^E 切り 下し て 一 切の 緣を放 下 すれば、 

早 や 心に か-る， M もない わ。 浮^の 女が 舉 つて 来て、 わ 

れを 欺けば とて、 もうな にあら う。 流 轉三界 中、 恩愛 不 

i.  HJJ^W^ 人 無爲、 眞. M 報恩 者、 橫笛 さらば ぢゃ。 

§ これ まって 時 頼 さま、 あなた は 私 を ほんと に 捨て >1 一 

おしま ひな さるの か、 これ、 どうか、 も 一度 止まって… 

…… これから は、 最ぅ あなたの 心に 逆ら はぬ、 何の やう 

な ことがあっても、  

^0 はて、 一時の 情に、 その やうに 誓うた とて 女が それ 

を 守らる、 か。  えい、 放て、 

椅笛 い- -ゃ、 放さぬ。 

00 えい、 放し をれ。 


横笛 いや ぢゃ： 

つと 此 端、 ^光、 fe 鳴、 風雨 e  1 この i2 よ.； r いっか 

月， 次第に 暗 くな りね ろ；。) 

あれ -… 

< と おも はず、 手，^ 放し、 俯伏す。) 

時賴 はて、 時なら ぬ 雷鳴， ちゃ。 

(と褙 笛.^ みて、) 

わ は \> "は、 わが 男の 一 大事 を 止めん とする 時に、 雷光 

の 光に 怖れて 手 を 放つ か、 は、、 男の 情 を 弄んで 慰みに 

し をる ほどの 膽太 さに、 これほどの 雷鳴が なに 怖、.'、 な 

におび える、 お. >-、 女と は その：！.： で-な もの ぢゃ、 雷が はた 

めけば、 傈へ をの k き、 {さ が啧 るれば、 けろ りと 忘れ は 

つるの ぢゃ。 

棧笛 なんの まあ、 その やうな こと  

(橫 is の 肩へ 手.^ かけ。) 

時賴 はて、 では なぜ この やうに 懐へ をる のぢ や、 女は懷 

へ てゐ ながら も、 恐れて ゐ ぬと 偽り をる。 偽って 少 とも 

心に ぢ をらぬ。 か- -る 偽り者の 兼 言に なんで 眞資 がか 

けらり ようか。 女 は 深う 霄ぅ たこと さへ、 その 々の 情 

のまに く、 恥づる^^?なく、それを破るゎ。 まして や、 

I 時の 情 を みに、 また 幾年の 年月 を 怒りつ、 悔みつ、 

经ら りょうか、 え \、 さう までに は 白痴ぬ わ。 
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(と 突 放す。) 

(風雨い K 烈しく、 花 盛に 散ろ。) 

時賴 お、、 散る わ/ \。 お、 最前まで まだ 四 五 曰 はとお 

.  いなづま  I 

もうた 花の 命 も、 もう 今宵 ぢゃ。 電光の 光の 中に、 先 爭，. 

つて 散り 落つ る わ。 明日 は 花な き 都と ならう わ。 瞬た く 

間に 變る 世ぢ や。 か X る 頼みな き 世に、 更に 頼みない 女 

を 頼みに …… はて 捨 つるに 難い 世 か、 女 か、 横笛 さらば 

ぢゃ。 此世 さらば ぢゃ。 

横笛 これ、 待って …… 

時賴 え い、 今， 更に 何 止む る …… お の れは 撮り 世に 榮 えて 、 

今宵ば かりの 花の 樂め …… 

00 お \、 どうぞ 免して、 全く わたしが 惡か つたの ぢ 


S えい、 出 離の 道の 妨げす るな。 

(と 拟 放って、 つかく と 二 化出づ る。) 

棧笛 これえ レ 

(と 追 ひ 縫ら うとして 倒れ、 泣 伏す。) 

(風雨、 0^ 光、 雷鳴、 サ IS 花。」 

峻峨 野， 瀧 口 入道の 庵室 

s; 十ば かリの 百姓 男 

百姓 これ S きいた か、 都の 1^ を、 え、 恐ろしい こと も あ 


る もん ぢ やない か。 相 II さんが 火のお ぢ やとよ。 あまり 

奢が 長 じたんで 天狗 さんに 見込まれ さし やった、 いや な 

こと ぢ やのう。 

(七十 もまり の 老^、 辖， かと リて 掃除しながら 聽 くて 

もな く繾か 2 てもなく。. > 

老僧 さう か の う。 

(百姓 男 熱心に、) 

百姓 うむ、 それが の、 なんでも その、 相 國 さんが はじめ、 

此 上の 願 ひ はた ど 長生が したいば かり ぢ やっとっての、 

不老不死 い 藥 たら い ふ もの を搜 さし やった さうな。 さう 

するとの 、 誓 婆たら い ふ 唐のお ^3 者さん がみえ ての 其 藥 

を 調合しょう というた。 相 M さん 大喜びで、 その 藥を日 

に 三度、 夜に 三度 のんだ んぢ やな あ。 さあ それが 事 だ 、 

寶は そのお P 者 ？んが 天狗さん が 化けたん で、 相國 さん 

が あんまりお ほけ ない を かけさつ しゃる 所へ、 附 こん 

で 魔 迫へ 引 張り こまう とした の ぢゃ。 そ の 藥を 一!^ ん でか 

ら とい ふ もの は、 次第に 身； 2： に Si が 出て 到頭 火のお ぢゃ。 

それで そ の 藥が の 天狗 道の 喰 物、 鐵の 熱揚と い ふもん ぢ 

やった さうな、 それからの、 その. 人醫 者が の 到頭 正體 

を顯 してな、 一 丈ば かり も あろ 大ぉ 5 になつ て の やう 

な 翼 を 擴げて 鞍馬の 方 へ 飛んで いつ た。 

(老^ 輕く。  J 


頼 昨 口 湖  17 


老惯 あは、、 そりゃ^ ぢ やらう。 

(百姓 男 a 面目に なり。) 

US 姓 いや、^ ではない、 本眞ぢ や。 何處 でも その &ぢ や。 

現に. 1 昨日の あの 恐ろしい 辻 風な、 …… I 萬が 交つ て どう 

と 小 半時 ほど 吹いた 風の 、 あり やその 天狗さん が 鞍馬 へ 

飛んで 行つ た 名殘を 受けたん ぢゃ。 都 方で は 大變ぢ や、 

T>\J み  だな 

大木が 倒れる。 境 根、 都が 飛ぶ、 物 &S 小路の 物賣 店が 床 

儿だ ふしに なった。 

お \ 、あの 風 は 悪い 風ぢ やった。 樂 にして ゐた此 庵 

室の i4 の 柿 をみ な 落し てし まうた、 まだ 半. 分 はまる で靑 

いのに。 

In 姓 あ、 さう か、 そり ゃ氣の 毒な こっち やった。 私 もの、 

少しば かり 畑に 殘 して ゐ たせん ざい もの をみ な臺 なしに 

してし まうた。 したが 今い うた 話 は 嘘で はない、 あの 風 

が 證據ぢ やない か。 

老^5 あ、、 ^^でも本眞でもょぃゎ。 …… だが 私に は 眼に 

みた^で なければ 本！ H に はお もへ ない。 七十 年来、 いろ 

いろの 不思議な こと もあった 樣 だが、 暇に みた こと は 一 

度 もない、 みな おや。 したが あの 風 は 憎い 風ぢ やった、 

わしの 此 秋の 、を 半分が だ臺 なしに しての け た …… あ 、 

此 の愁は あれば かり ぢゃ つ たに。 

百姓 お まへ、 柿の ことば かりい うて …… 相國 さんの 今の 


話、 恐い こっち やと もお もはんの かい。 

老僧 さ、 恐いて &、 こ& にかう して ゐる 身の 拘り のない 

こ つ ちゃ。 だが 淸盛 どの も 年. M は 年寄の 樣 にし て ござれ 

ばよ いに、 まだ 浮世の 念が 絕ぇ ぬから 其樣. な HE にも あ ふ 

のぢ や。 

百姓 あは X、 でもお まへ も 柿に は 大分 念を殘 して ゐ るで 

はない か。 

老^ でも 惜しい もの は惜 いわ、 だが わし は 身に かな はぬ 

もの は 望まぬ。 不老不死の 藥 なぞ 欲しい ともお も ふ 念 も 

ない 0  . 

百姓 ぢ やお まへ 、何時までも 生きた うない か。 

老僧 出來なぃことに^^^はなぃ。 

百姓 なるほどな。 …… それ はさう と、 遂ぞ 聞いた 事 もな 

かった が、 お まへ は 此邊で 見かける やうに なつ て も最ぅ 

大分 古い こっち やが 經ー っ讀 むで なし、 方々 の 庵室 や 寺 

の 掃除 をしたり 使 ひ 歩き をしたり して ゐ るが 一 體 どうい 

ほつ 11 ん 

ふ譯の a 心ぢ や。 

(老^ 緣 にかけ て。〕 

ほった い 

老 ^5 あは \  、わしの 發心 かの、 わしの 法體 はの、 髮の毛 

が 次第に 無うな つ て髻が とれ なくなつ て自 から 法 體の姿 

になった のお やな。 

百姓 自 から 法！ a の 姿に なった。 


18 


頼 時ロ蘊 


おこな ひ 

老僧 そよ、 形ば かり か 心 も 行 爲も自 から 法師に なって し 

まった よ。 今の 身に はもう 破るべき 戒も ない よ。 此 身と 

なつ て 間 を 立てぬ 身に 人の 偽い はう 要な し、 まして 得 

づ かう 心 もない に 人の 物欲し いとい ふ 念 もない。 

百姓 ぢゃ 45. 子 はどう ぢ やの。 

老^ さ、 それ ぢゃ がの、 情けな や、 とんと 夢にも 見ぬ や 

うこ/, 4 つた。 あよ、、 ま。 

百姓 さて はお^ 1 もむ かし は 極道 をした こと もあった のか 

いの。 

老 $E でも 今 は聖ぢ や。 

百姓 あは、 そり や 左-棟 も あろ、 が、 それにつ けても 感心 

な はこ k の 御 庵主さん ぢゃ、 まだお 若うて 都 方で も 身分 

のい」 お 武士 ぢ やさうな が、 どうい ふ 上の 御. なお 心 かしれ 

ぬが 日毎の 佛 前の 御 勤めぶ り、 御 心の 堅！： さも 思 は れ て 

信心が 生ずる わい の。 

老^ あは、 k  、は 、さ-つ 見える かの。 

百姓 え、 さ- 「見える かの つて、 初めて こ、 へ 御 鹿った と 

き は地藏 菩薩の 御 化せ かとお も はれた やうな 美 M ぢ や つ 

た ー、 此 頃の 御 れ やう、 一度に 十 年 も 年 を とられた や 

うで 行ひ濟 した 御 機 子が けで はな いか。 

老 $5 あは は V は さう か の 0 

In 姓 これ、 お前、 何ぢ やか 奧の ある やうな 物の 言 ひ樣さ 


つし やる が、 私の 云 ふこと が 違 ふかいの。 

老^5 さ、 違 ひもせ ぬが， 唯 あまり 若い のでのう。 

n 姓 え、 さ、 その 若い からえ らいので ないか。 

老^5 さ、 それが 左樣 なり や、 全く 左樣ぢ やが の、 どうも 

私 は 今 ま でに 見た 事の 外 信ぜ ぬ の で の う。 

百姓 ではお まへ、 あの 御 庵主さん のこと でな にか 見た か 

も 

老$£ さあの 御 庵主さん の 事で は 未だ 何にもみ ぬがのう、 

今まで 見て 來 たこと ではのう。 

百姓 ふうむ、 だが あの $5： けた 顔 かたち、 よも 御 信心の も 

どる こと も ある ま いと 思 ふが な あ  

(こ、 へ 上手 與，， ん リ兹げ に、 ニー  1 一人の 男、 笠 傾けて 急 

ぶ、 來 懸リ、 庵 みて 點 頭-さ 合 ひ、 うちの 1 人 枝 折 1：； の 

外 5  0) 

男 卒爾ながら 物 問 ひませ、 つ、 此 庵は齋 i の 只今のお 

住居 では ござり ませぬ か。 

老^^ 齋 ii 樣と はは 頼 法 帥の 、 J とで ノ /さるが の 。 

じ い  と リ 

男 なに 時^、 いかにも 俗の 時 の 御名 乘 はに^、 さて は 

此庵 で ノ J ざ りました か、 そ れ な ら ば 御免な さり ませ。 

(t-MLL 入リ來 リウ) 

0 早速ながら ちと 密々 の W 事、 御 庵主 様に お n に懸り 

たい もので  


*n 時 口 
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0 や、 それ は 折 あしい、 只今在^^ぃたしませぬが …… 

0 え- -、 それ は S つたこと ：… さりと て は 急がる、 し 

…… して これへ 年敏 十六 七の 娘 御が 御 訪ねな されて は 見 

えませ なんだか  

老僧 い.^ や、 おいでに はならぬ。 

0 なに、 まゐり ませぬ と、 それ は 大事ぢ や、 して あな 

たは …… 

老俗 守お の もので ござる。 

(Br  、、れ にて 述れの * と 小. Ill 相談し、 老 ひ。) 

0 そ れ なら ば 中し £はき まする も 差 支 へ ござります ま 

い。 資は 我々 は liit 樣御 在俗の 折に、 深 iK ひ 交された 

が 家 の 者で V 」 ざり ます。 此春齋 藤 樣御 R 心 のの ち 

に は； ffl. の 御. Ko^ へ御歸 りに て、 うつらく-と 曰 

を. おられ、 御 胸の 巾 は唯齋 i のことば かりで、 御 姿が 

みえぬ とお も へ ば、 何時か 物 蔭 へ 入って 泣い て ござられ 

る。 思が 積れば！ H 夜中で も ふ と 起き 出で 、 は 御 泣きな さ 

る、。 やがて は 御 命 も 捨て かねない 御樣 子に、 親御： 1 た 

ち 共に 瘦せ、 それとなく 齋 藤 様の 御行 方 を 御 尋ね 申し ま 

する 中、 計らぬ ことから 此 里と 知れました ので、 後先 か 

ま は ぬ 御  一 その Si に 御 家出な され、 それで かやう 

に 後： おうて まゐ つた 譯 …； 今にも 齋藤 SiJl 御歸り になり ま 

すれば 此斟 よろ しう 御 傅 へ を …： あ、 これへ おい でが な 


いとしたら 何れに 御 迷 ひなされ て やら、 心配に なって ま 

ゐ つた。 ：… ではな ほ心當 りの 方 を、 急ぎ ますれば これ 

れ にて 御免 を …… 

(と 男 先き に 打 連れて 急 V； 、出て ゆく。) 

(Kn 姓兑送 リ、) 

f« 姓 さて はこ >1 の 御. 庵、 王さん もやつ ばり 戀がぁ つたの か 

い の D 

老^ さう であって は 愈々 以ての  

Iw 姓 御 f^r やむ が 遂げられ ぬかのう …… お、、 まだ 聽 かなん 

だが 今日は 御 庵主さん は 何の 用で 出さつ しゃれた。 

老^ や、 別に W というて あろ？ 2 ^でもない が 先の 程 出られ 

た。 此頃は 其處ら あたり を W もな いのに ふら めき 歩く 癖 

がつ いた。 それが どうものう  

百姓 さう かの。 それ は闲 つたこと ぢ やが、 折角の 御 出家 

ぢゃ。 どうか 遂げさせた いもの ぢ やのう。 

老僧 . はて 案じた とこが 濟 まぬ こっち や。 や、 もう 全で 晴 

うなった わ。 

さ • ふ  S 

百姓お \ 窓、 うな つ たら 急に 塞うな つた。 や、 こり や 

長座し ました。 また 逢 ひましよ、 さようなら。 

(と 校 折の 外へ 出ろ。) 

さ *ん 

百姓 お- -密、 さぶ、 枝折の外へ出ろと北.31^^がまともぢ 

さぷ 

や。 お A 一く。 


賴 時ロ證 


£0 


老時老 
M 賴 fg" 


め つ. JTiH- 

ちに 明瞭 寒い 姿に なった の。 

ちつ きがた 

老^ さよで ござる かの。 お、 さ うぢ や、 も少と 先方、 こ 

れ へ お 人が 見えて 橫箱？ ii とやら のお 行方が 見えな うな つ 

て …… 

(昧賴 事 も なげに 引取り。) 

時賴 や、 そり や 其 人達に つ い 其處で 行き あは せ てみ な 

いた、 併し そり や 今の 此 身の上に は 何事で もない、 唯訪 

ねて は來 ぬと いうて 別れた… お、 それより は此 野菊 あ 

の佛 前へ 供へ て 下され、 此擾に はも はや 見ぬ 花、 かの 松 

蔭に 一 一三 本殘 つた を 御 佛に手 向けう とて ，収 つ てきた のぢ 

や。 

老^ かしこまりました。 

(と 持 佛へ花 つて 入る C) 

(時賴 もと 1 人、 歩きながら、) 

時賴 橫 笛が 我 を 慕うて •••：. 我 を 慕うて …… は、、 それが 

な マの 身に とって 何ぢ や。 諦めて 捨てた 世で ない、 厭うて 

捨てた 世ぢ や、 女ぢ や。 殘る念 は 少しもない …： 唯 上 求 

菩提の 緣 となった る 女、 床しう は 思 はれる が戀 しう はな 

い。 一度 厭 ひて 捨てた る鶴ぢ や、 w び 結ばう 心 はない… 

…… が、 我 を 慕うて 歎いて く、 その 餘 りに は 命 も： t" て 

う もしれ ぬと 彼の は淚を 押へ て 物語った …… わ は&、 

はは、 女 は 一 時の 情の 爲には 命 も 捨てう。 併し それが 生 


(と歸 る。) 

S 御 庵主 はま だ歸ら ぬ、 かう 15! うなった に 何處を ある 

かれて ゐる こと ぢゃ。 や、 もう 大^ 川の 水 音が きこえて 

來る。 此頃は 暮れる と 直に 聞え てく る。 世間が 日 壻 しに 

靜 かにな つ て 秋 も 鼓 うぢき 終る のぢ やな。 どれ 燈火を 點 

けて おかう か。 

(と 燈臺へ 火ん」 點 してね ろ、 沘中枝 折 戸の 外、 心. i げ 

なろ {せ 月と なリ、 その 光の 中へ、 lg 口人 道の 姿 わら は 

れる、 手に1^菊，妙壁.-^もっ、 昔の 花やかな！ S はなく、 

面瘦 せて 剃リ たてた ろ. M 逸げ に黑 衣の 萎えた ろ 1 小 纏 

ふ。 無言の ま V に 入 リ來リ 、綠 先の 桶へ 花，^ 入れ、 掛 

けろ ともなく 緣に 腰.， 下し、 1" い 庭の 面，^ 視凝 ねる。) 

(老 $3 心 付 告。) 

や、 これ は御歸 庵で ござりました か。 

お、 いま、 歸 つた。 

して 今日は どれから どれへ 御 出に なりました。 

(時 賴投 ぐる やうに。) 

時賴 ^Jl の 松の ある 邊を 彷徊 うて をった …… この 程まで 

は晝： から も！！ えて ゐた蟲 の 昔 もば つたり と 止んで 何 所 

も 彼 も 靜かぢ やの、 それに 一昨日の 辻 風に 木立が みな 紫 

を 振 ひお として 山々 が 一 時に 見 隙け てきて その 間に 晚紅 

葉が ちら < と 淋しく み ゆるば かり、 山 も 野 も 一夜のう 
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老時老 時 


，こと  あ 51 

きて  一 の を K く 證據と はな ぬら。 誓うても、 百度 

うても S まれぬ は 女の 心ぢ や。 女 は 片方の 眼に 夫を戀 

ひながら 片方の 服に 仇し mf: に 思 ひを溪 ぶ。 女 は 悲しうて 

涙 を 流す さ 中に も 偽 をい ふ もの ぢゃ。 女の 爲る 仕業の す 

ベ て は 前より は 計られぬ、 仕遂げた あとに 眼に 見て はじ 

めて 知る ばかり ぢゃ。 今_s^^a-に何の執藩、 もし 思 ひ 出す 

日 も あれば 愛しうて ヾ なく 厥 はしうて ぢゃ  た ヾ さす 

が 今の 身に なつ て も £ 心 ひ 出さる k は 御 母上 ぢゃ。 勤行の 

暇々、 思 ひ 出さる、 は その 御 慈愛 ぢゃ。 世に も 絵し き眞 

底からの 御 慈愛 ぢゃ。 が、 それ も 云うて 返らぬ 事、 今 は 

思ぅて！^^^^なぃ事ぢゃ …… それより は此 頃の 我心、 物慾 

の 念 漸く f, おく、 細り ゆく 大 « の水昔 の 日 @ に 蒲れ ゆく や 

うにて 此晚 秋の 靜 かさに も 合 ふ 心地 ぢゃ C 唯 一 人 茫漠た 

る 13^1^ に S はさる k もの もな く 立つ 心地 ぢゃ。 た vnir 前 

の冬枯 W 、さながらの 我 境地ぢ や、 唯 何故に 我心、 この 目 

前の 冬；： 一 5^ &、 物 足ら ぬげに 眺めら る. -ぞ。 世 念 漸く 失せ 

果て 、功名 もな く、  み もな く靜 かなる 我心に、 久しく 

鳴らさぬ 鎌 盤の 傑 1^ に. H づ と 微かなる 昔 を 立 つ るが やう 

に りくる 心 はなん ぢゃ。 水盤 を靜 かに 捧げ 持つ 手に 動 

く 心 もない に自と 波立つ やうに 起り くる 念 はなん ぢゃ。 

…… この 靜か さは ありながら、 物 答 へ なき 靜 かさ ぢゃリ 

に "r;^ を抆じ て 水 4.;:: を 聽 かざる.、 J とき 靜か さぢ や。 物 


忘れした るが やうな 靜 かさ ぢゃ。 春の 日長に 假寐の 夢よ 

り覺 めた る が やうな 靜か さぢ や。 物 やすから ぬ靜か さぢ 

や。 仙 家の 赛 に！：^ ね 入り たる 杣 人の 情の やうな 靜 かさ ぢ 

や。 却って 心 を 騒がす 靜 かさ、 この 靜 かさの 中に なにが 

あるの ぢゃ。 …… 

(此 t. 老^ 持 怫の內 i リ出 てきて isj.^ 透し 見て、〕 

七^ お、 それにな に をな されて  どうぞな され まし 

たか、 

8 いや、 どうもせ ぬ、 今 それへ まゐ る。 

(と 上へ あが リ陋爐 一 aSS の 側 へ 坐る。) 

(老 5^ 粗朶. 煙べ ながら。) 

老偕 毎日よう 天 氣の績 くこと で ござり ますの。 

(時賴 思 ひ？ i げ 

賴 お、 そして 靜 かなこと ぢ やの。 

僧 さ、 この 靜 かさもう 直、 終りで ござり まする。 

賴 え、 どうして ぢゃ。 

僧 やがて 木 枯が來 て 毎 B の樣に 荒れます る。 遠くの 方 

から 音を立て 、來る 木枯が 木立 を ひごい て 行きます ると 

地の 中から 風が 起る やうに、 木の 紫 を 逆 £ に 吹き あげ て 

物凄 じ い 日ば かり 續 きます る。 

時賴 では この 靜か さももう ほんのし ばらく， ちゃの。 

老$? さよ ぢゃ …… ほんの 須 時の 休息で ごり まする。 
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老時老 時 老降老 

fit  m  f せ 賴 f< ま 賴 


老^ ど-. i あの が 耳に 附 いて 來 ると 此. 所に は 長う 御 在 

に なられ ませぬ ：•： 前 住 の 方 も さう で ござりました。 

時賴 なに 前 住の 惜が あの 聲を聽 いてから こ、 に 居な くな 

つたと いふの か。 

老 as  丁度 あな たの樣 に 鹿の K をき いて 氣 にかけ て ノ J ざら 

れ たが、 それから 後 はなん となく そ はくな されて お 勤 

め も M りが ちに なり、 やがて 春になる と 何 所へ か 影 を か 

くされました。 

4? 輕 ユ うん— 

つと £ ふ 入、 やがて 輕 く、) 

は、、 で、 わし もさう なるとい ふの か、 が、 心，^13ひは無 

ffl ぢ やわ。 一口 一思 ひ 立った る t^l^ 心、 左：. な ことで は 心 は 

亂 さぬ。 鹿の こと は 山 近き 里の 習、 た y きこ ゆろ とい ふ 

話 だけ ぢゃ。 

老^ お- --、 それならば ようご ざるが  前 住の 御 if 主 も 

隨分 堅固な 御 sis でい .1 ざったが、 あの やうな 事に たられた、 

よさ  よさ  よさ  よさ 

::: 一夜、 二 夜 は 唯に も 過 さう、 三 も、 四&と m. りて は 

のう。 始めは 何とも 思 はぬ こと も、 次第に 心に 5^ みこん 

で 離れな うなり、 やがて は 捨て が たうた るが 愛着の 常ぢ 

やでの う。 …… それに 世 をお て は つ るに は 未だお， キ齡が 

若いでの う。 

時賴 はて？ お t!3 の緣が 齢に よる ことか C 八； の 龍 女、 if 


t. 賴 お \、 やがて 荒る \ 日の 休息 か …； 便りない 靜カさ 

ぢ やの。 

(と 思 人 0) 

(.^ 時逮砧 突如と おころ。) 

時賴 お、 あの 音 は …：. あ、、 砧ぢ やの、 心 急し い 音. ぢゃ 

の。 

老僧 都 方に 住 はれた 方 達に は 慣れぬ と 喧しい もの で ござ 

ります る a 

時賴 お、 あり ややが て 來ん冬 を 促る 音ぢ や。 夜 I 母に 忙し 

うなって くる。 …… それに 此頃は 夜； 培つな ると 鹿が 啼く 

のう。 

(老^に つと した やう：，：.、) 

え、 鹿が. W く？ 

さ うぢ や。 

そ れ がお 耳に つ きます る か の 。 

お、 これ も 夜 每に聲 が 殖える や うぢ や。 

(老 is^ 腹から 押出す やう LL、) 

あは、 >- は、 さて はもう お別れに なりました かの。 

なに 別れに …… なせ ぢゃ。 

お いで 

でも あなた はもう 此 所に 長う 街 在 は ござ ります ま 

昧賴 え、、 わしが 此 所-に 長う 居ぬ？ 


頼 時 口 離 
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成佛の 本文、 所？^^は機根にょることぢゃ。 

老^ が、 そり や 御經の 上での ことで 遠い昔の ことで ござ 

る" 此畔. 峨に年 久しう ゐて、 多くの 寺々 の 夥多の 御 僧 達の 

御身の 上 をよう おじて 居ります るが、 幼 だち からの 御 出 

家 は 、もとが 御逍心 からでない 故、 御 志 は 俗 も M じ こと、 

これに は 論 も *、 /さり ませ ぬが 、 中年 か ら の 御 出家 は みな 

御 道心 を S せ られて の 上の 事 ゆ ゑ、 此條峨 へ -、 J ざ つた 始 

めに は その 御 修道 の u 覺 しさ、 いづ れも眼 を 驚かす こと 

で ござる が、 半年と たち、 一年と 立つ と 鬼 角 鈍りが ち、 

屮には 俗に も 劣 つ た 行跡 をし て 、身 を 堕さる 、 方 も ある。 

この 〔はなの は 寧 そ 御 出家 をな されぬ 方が よか つ たらう に 

と^はれ まする。 …… 先づ 中年 か ら の 御 出家で 遂げられ 

る は 四十を^：^程越ぇた御人で 、 & 世の 念 も 薄ら い でノ /さ 

ら ねばの，^。 

昨 頼 ffi;^ の 念が 蒲うな つ て自と 遂げた 出家で は利ハ も 功 

德も ある まいよ。 年老い て 精根 も 無うな つ て 欠伸 交り に 

念怫し て.^ 分 は 腿って ゐて 何の 出家、 若う て 遂げ て >  J そ 

出家 も资 いの ぢゃ。 

老 いかにも、 それ はさう で-こざ るが、 お 年齢が 若って 

の 御 出家 は ， 始めは 一一； 呔で ござっても 中頃に は綏 みがち 

ぢゃ。 何れ、 若うての 御 出家なら、 深い 譯が なうて はな 

らぬ こと、 ：S もの ことに 思 ひた、 れ た御發 心なら、 末遂 


げらる i 樣、 よく /\ 销 用心が 大事で ござり まする。 

時賴 えい、 一 念 だに 動かず ば、. ft (緣簇 りきた ると もぢ や、 

今更 心 を 動かさう か、 左 機に 淺ぃ 1.^1 心で はない。 

老 |5 お 1*、 さ、 つも ござらう、 が、 ど. ひも 私に はのう  

では 此 頃の 朝夕の 動 行 は缺さ $勤 めた されて V こざる 

かの。 

時賴 え \。 

おみで 

老 $H お止めな されて 御 在で は. ござらぬ かの。 

時賴 え、 なんで それ を聽 かれる のぢ や。 

元 かラ ろ 

老僧 最前 御持佛 へま ゐ つたと き、 見 ますれば 柄 香 a の 灰 

がしめ つて 香の 氣が 久しう 絕 えて をり まする。 あり やど 

うした の で ノ  J ざり ます。 

晓賴 …… 

老僭 よもお 止めな された ので は ござります まいが、 鬼 角 

御用 心が 大事で，. - /さります るぞ。 

(といって 下へ おり、 阿 伽 桶へ 水 汲ん て歸 つてき て 

阿 做 棚へ おく。) 

(時 賴、 不意と J 

時賴 い V や、 止めた のぢ や。 が、 この 事の 爲 ではない、 

外に 由来の ある こと ぢゃ。 

わ け 

老^ して、 その 由来と 申します ると …： 

^0 私に は 今 深い 苦惱が ある。 伸陀の 慈悲 も 如何と もし 
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« やみ 

がた き 苦惱が ある。 が、 そり や 語るべき ことで はない。 

老 $5 さ、 その 苦惱 とい ふが 修道の 妨げ、 佛の 道に 苦惱は 

ありませ ぬ …… 鬼 角に 此が 大事の 處、 よう 御 心 をお つけ 

さっさ 

なさり ませ、 最前の 人達が 申して ゐ たお 方の これへ 訪ね 

て ござられう もしれ ませねば。 

時賴 はて、 捨てた る 女が 訪ねて 来たと て、 浮世の 女が 訪 

ねて きたと て …… 浮世の 女は戀 しうな いわ。 

老僧 なに 浮世の 女は戀 しうな い、 ：：： 

(と 訝し さう に 時賴， ^見つめて ねて、) 

もしゃ、 もしゃ あなた は あの 釋迦堂 の 壁に け た 觀昔菩 

薩の掏 影に 焦れて ゐて e は ござらぬ かの。 

(時 賴も訝 かしげに、) 

時賴 なにわし が觀音 菩薩の 御影に 焦れて ゐ る？ 

老 お k、 さ うぢ や、 /\ -、 さう いへば 面 差 も 何 所 やら 

似て. ござる。 あの 折に は あの 御 僭 は あなたより 二つ 三つ 

上の 年齢 ぢ やった が …… さて は此 頃の 苦 惱とは それで ご 

ざった か。 

時賴 あ、 いや、 私 は その 觀音 菩薩の 御影と やら 見た こと 

もない。 

老僧 なに 見られた こと もない  全くの ことで ござる 

か G 

時賴 さ うぢ や … … して その 譯は又 どうい ふこと ぢゃ。 


老^ さ、 そり やもう 十 年 ほど も 前の 話で ノ /さ つ たが の 、 

此 峨に 一 人の 御 傲が 居って 朝夕 觀音菩 慮の 御影 を 1§ 持 

して 堅！： に暮 して ござった が、 何時と なく その 觀音 菩薩 

の 御影に 戀 慕し ましたの ぢゃ。 …… 恐し いこと ぢゃ。 

時賴 ほう、 それからなん となった のぢゃ ： … 

老僧 ； a  〔れ てく 思 ひの 餘り に瘦 せおと ろ へ て ノ  J ざ つ 

た、 そして 日毎にた i^、 虛 然として 空 を兑て 坐って ござ 

つた リ 

時賴 うむ。 

老^ 時には あらう ことか、 御 僭の 身の、 さめぐ と 泣か 

れて ござつ た、 また、 何 所 ともなく ふらめ き. 歩かる X  

時賴 む&。 

老僧 たうとう 果て は 心が 狂 はれた …… 

時賴 なに 心が …… 心が 狂 はれた …： 觀お n 菩薩の 掛 Sj: にど 

んな 思を懷 いたか  心が くる はる. まで も  む、。 

老僧 で、 何 所 ともなう 迷 ひ 出て いってし ま はれた が、 其 

の こして 行かれた 遣 品が 今 IS 迦 堂の 壁に 揭っ て ある § 

ぢゃ。 此事 はもう 誰もよう. S つたお はなく、 その 御 相 を 

誰も 心に 留める 者 もな く、 わし も 久し-つ 忘れて おました 

が、 ふと 御言 紫で 思 ひ 出した、 …… が、 もしも その 樣な 

御 心が 起った のなら 思 ひ 拾て さっし やり ませ、 能 はね こ 

つき； 

とに 思 ひ を かけても 不滿ぬ 事ぢゃ …… さっき 人の tf^ にも 


老 BJ- 老 時 


暇 中し ま， r る。 

&賴 お、 もう 往 かる、 か。 

あ T 

老 $5 では また 日、 さやうなら、 御免な さり ませ。 

(と 校 接して 奧へ 入ろ、 やがて 枝 折の 外の 薄 月の 中へ 

淋し. 姿ん ふせて 樣切リ 去ろ， - ) 

時 頼 お 、觀 音の 御影に あこがれて 心が 狂うた …… 及ばぬ 

り や、 そり ゃ棄 てい、 いやく 棄 てうと て棄 てられ 

ぬ 時 は …… 世に は棄 てうと て棄 てられぬ ものが ある わ… 

…此 庵に 来た その 始め、 一 圖に 浮世 厭 はし さに、 唯 山林 

寂の 境 慕 はしく、 良き たりと て、 專念 8: に 身 を 

傾け、 緣ゃ &斷 じえ て、 心 は 漸く 長關 に、 境界の 變っ 

た 職 喜に 心 浮かれ、 11 慢を 生じ ゐた 時なら 知らず、 その 

輟喜 にも 漸く 慣れ、 彼岸 は あなたに、 狭霧の 露れ ゆく 樣 

にも 見え 染めた る 今と なって 何故に かう た ゆ た ふの ぢ 

や。 因果 を 撥 無し、 生死 を斷 じ、 Pi 槃に 入る 喜び はあり 

ながら、 此方の 岸の、 まだ 棄て がたい 思 ひがす るの ぢゃ。 

ある 

かの 竹お のかぐ ゃ姬 が、 着れば 思 ひの なくなる とい ふ 天 

の 羽衣 押し と めて、 し ばし 此世 を瞎 しんだ にも 似た、 ：；- 

うつ T1 み 

地、 お、、 衆綠 斷じ盡 きぬ 前に 現 身ながら 今一度 …… さ 

りと て 浮^の 女、 戀 しう もない、？ > しだら もない 戀に、 

今更に 泣きみ、 笑 ひみ 物に 狂 はれう か …： さりと て はこ 

うつろ 

の 物 足らな さ …… 此 頃の 我心、 形な き ST 空虚に 似た る 


|:" ぼ どのが 不老不死の 藥を 求め て、 天狗の 魅で 火のお に 

力、 つたと やら、 淺 ましい こと …… 

お、 そり やわし もさつ き 道行く 人の 話に きいた、 元 

來 それ は 御 病に 託けた 巷の 雜說。 なれ ども と い ふ は 人 

の 心の 鋭、 誰し も 2 や 亡」 とが 自づ と寫 るが 螺ぢ や、 太 政 

入道の 御上ば かり か、 人愁の 限りなき 上 求の 志、 一概に 

諦め 捨てる とば かりい ふべき ことか、 出家遁世の 上 もた 

だ 諦めす つるば かりで はない と、 浮世の こと は聽 かじと 

する 耳に も、 思 はず 止めて 歸 つた  

老^ お、 その 機な こと 云 はれる ので、 私に は氣遣 はれま 

すの ぢゃ  この 念ば かり はくれ .<\ も 思 ひ 捨てさつ し 

やり ませえ。 

m はて、 大丈夫 ぢゃ。 大丈夫 ぢ や。 

份 はて  ではなに を その やうに 考へ かう で  

賴 いや、 なにと もない こと ぢ や/,....。 

^ では ござる がのう、 どうも  お >|、  i5/\h^n  \ 

わし 

ます ま.，^, T.rt- 我が. it. して 止めら る >1 ことなら 申さず と 

て 止まらり よう。 また 御自身に 思 ひ 止まれぬ こと、 が 

屮 したと て 止められまい。 さ うぢ や、 迷うた とて、 佛の 

, 道に 遠ざかって 却って 近 附く緣 になる こ. iJ も ある。 つま 

り は 成る やうに しか、 ならぬ が世ぢ や。 唯 各々、 の 射に あ 

る こと ぢゃ …… あ、 大分 晚 うなった、 では わし はもう 卸 
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物 思 ひに 惱 まさる 、 とお も つ たも 此物 足らな さからで あ 

つ た。 身內に 痛み あり て 始め て 病の あった を 知る やうに、 

今 こそ 始めて 明かに なって 來たゎ ；… お.. -、 此物足 らな 

さに、 觀音の 御影 ぢ やとて、 描いた る 像ち やとて、 現 身 

ならぬ もの ぢ やとて 圓； f 美妙の 掛 相に 思 ひ を 焦がす ま い 

i  W ぱケ 1- 

もの 力、 戀 うて 心 を 狂 はすまい か .：： 空しい 幻影、 捉られ 

ぬ 影 を 追 ふとても、 この 追 ふ 心 は現ぢ やわ/ \!/\ ::: 

(此時 遠く 妻-、 ふ 鹿の 聲告、 、ゆる。) 

や、 あり や 鹿， 7 聲ぢ やな、 またき こえて きたな、 はて あ 

の やうな K に 今更 慾 念 を 動かさう か。 だが、 なぜ 此頃は 

あれが^に 附 くの ぢゃ  

(鹿の 聲ゃ、 近くなる。) 

；  , I  ひと 4 さ ，y£ さ  こら 

お.^ またき こ ゆる •：：• 一  夜、 一 一夜なら ば耐へ もなら う、 

三 夜、 四 夜と も なれば  えい、 その 樣な ことがあらう 

力  

(鹿の 聲ぃ rs/ 、近く、 数 ふえる。) 

お V、 わしの 遁世 は戀を 諦めす てた 遁世で ない、 浮世の 

戀が 厭 はし さ 故にす て た世ぢ や 。 されば 姿 は Is 形で も 執 

着 tf 俗の 二倍、 苦權 もまた 二倍 ぢ やわ。 11 (鹿の 聲) え 

い. D- 痴た .：•： その 樣な ことい うて 自り おのれの 心に 薪 を 

添へ をる 奴が あるか …… (鹿の 聲) えい、 添へ ずと も.： E 然 

とぉのれで！^ぇたっゎ、 えい、 白 痴た、 .11 痴た ：.：• 


(鹿の 聲 一 き は强 くなる。) 

(時賴 思 はず 立 上ろ。) 

時賴 お、、 なんで 立った のぢ や。 高まり 來る 淸愁の 高波 

-ゥ つろ ぎ 

に 此身を 浮され て 、 魂 を 洗 は れた 木 の やうに 唯 ふわ 

ふわと 浮び 出 て し まうた か  んぃ 坐れ く  。(鹿 の 紫) 

えい、 また 聽 ゆる、 その 唆 かす やうな 鳴く 音 を やめろ、 そ 

の 昔に つれて 胸先へ 突？ S けて 來る 情火、 下に おれ、 下に 

下に、 …… (鹿の 聲) お， \、 何故に 振 捨てた 橫笛ぢ や、 あ 

わし 

り や 私 を まだ 慕うて ゐた、 慕うて ゐる ほど はやつ ばり 我 

物ぢ や、 それ を なぜ 捨てた、 なんとした 我心 ぢゃ …… 

(鹿の 萆) えい、 その K は 何 を，？^ に 促る んぢ や、 世に あつ 

た 曰の、 逢 へ ぬ戀に 悶えて 明した 夜の 苦し さ を また 思 ひ 

出さす るの か、 えい、 もう 止めぬ か、 止め をらぬ か o( 1 

き は銳き 鹿の 萆) お >、 橫 笛-  なんで 橫 笛の 名 を 呼 

ぶん ぢゃ、 捨てた る 女が 戀 しいか、 …… 捨てた 女が なん 

とした、 捨てたい からこ そ、 捨てたん ぢ や、 戀 しいから 

ひな 

こそ、 戀す るん ぢゃ、 さ、 來ぃ、 橫笛、 この 胼へ …… (鹿 

の聲) えい、 魔の 誘 ひで も 構 はぬ は、 佛 でも 魔で も、 此 

身の 苦しい ま、 に 住すん ぢゃ。 止めた くば 止めい、 諸 天 

善 神、 何時 にても 止まらう とい ふ 心 は ある わ。 止まる 力 

を與へ て くれ。 今時 賴 入道 は 一 切 護持の 11 卷を 魔に 供 sit! 

せう として ゐる わ。 さ、 止めい、 諸 天 善 神、 止めず ば 魔 
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に 供 «1 せう、 さ、 止めぬ かく、 さて は 止めぬ のぢ やな J 

わ は、、、 は、 さ、 橫笛、 この 腕へ、  が、 橫笛 はこ 

れに 居らぬ わ …… (鹿の 聲) えい、 もう、 鳴くな、 鹿 ども 

が-;、 ん 

奴、 |{ るな、 心 を、 わが 忍耐の 糸 綱 を 切らして 四肢 五 1^ 

を 支. 糊々々 にして、 其隨 ばかりに、 この 夜 を滿し をる… 

…えい、 もう 堪 へぬ、 ffir  S, 橫笛、 管、 横笛！ 

(と緣 へ ねざり 出て 、緩け 呼ぶ。) 

(„ ^昨 枝 折の 外にて、) 

^ や、 あの は 賴 さま ぢゃ。 

と ^-」 折の こしら へ、 づれ わびた ろ體、 戸口へ き 

か、 リ、 この^ yJ- き、 つけ、 驅 込み 來リ 昨 賴，. みて 縫 

:rr< る。) 

S お、 6. おさま. ちゃく、 逢 ひたかった。 

(と M じく 极.々 、抱かう として ふと 横笛の 變れる 姿に 與 

出ぜ し^ん 思 はず s ^く。) 

(5|^3はなほも鎚リ-5って。) 

§ えい、 何から 云 はう、 怨みから か、 喜びから か、 悲 

しみから か、 えい、 何れから 先へ いうても 優り 劣り はな 

い、 みんなく. 身に 泌む ほどに 知った ……、 ズ」 い、 あなた 

はく、 お. 1、 やつば り 怨みが 一 帮先 きに 出ます る …… 

(と 泣く。) 


(昨賴 や、 1" かに、) 

時賴 はて 怨みな ぞ聽 きたうな い 。 

檳笛 えい、 聽 きたうな うても、 わたし や 云 ひたい ：•：.、 え 

え、 なんで そんなに わたしの 顔 をみ ておいで なさる のぢ 

や。 

時賴 はて、 何でもな いわ。 

つ：？ ほ 

横笛 えい、 接^も ない 物の； K ひやう、 それに 半年ぶ り 

に 逢うた わたしに その 樣に默 りかう で ：： ： 

(この 中 時 賴颜. 反く る。) 

(横笛 心 付. さ。) 

S えいなん で、 その やうな 情ない 顔 を * …… 

いや、 情なう て や はない、 此身 となって 今更 戀を語 

る 身で はない  

横笛 いや、 く，  く， では 今の 先に なぜ わたしの 名 を 

續け 呼に なされた のぢ や、 私の 姿 を 見て か ら 急に そ の 樣 

な 情な い K 振、 さ て はわた しの 窶れた 姿に 急に 愛 相を盡 

したの ぢ やな。 

S なんの、 その 機な こと、 でも まあ 其方 は變 つたのう 

…… それに この 手の 冷た さは …… 

横笛 お、 此頃は 始終 身內が 冷えて 臥床が ちとな つた、 そ 

れ もこれ もみな あなた を 思 ひの あまり ぢゃ、 それ を 今更 

 ズ」 い、 あんまり ぢゃ/ \.。 
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椟時構 
笛賴 笛々 


時賴 はて 姿 貌に戀 した 私で はない、 心に こそ 戀 したの ぢ 

や、 たと へ 姿が 變 つたと て 心が か はる 私で はない。 

横笛 そり や ほんとうで ござります るか。 

時賴 お、、 さう して まあ 此 日頃 どうして 暮 した。 

(横笛 見上げて. じ 

横笛 泣いて ばかり 居ました。 

時賴 何んで" 

横笛 え、 なんでと は あんまり ぢゃ。 

S ま、 よい ：•：• が、 何で ぢゃ。 

横笛 あ ひたうて …… 

00 お、 私 も 逢 ひたうて …； 

00 え、 そり やまこと か、 

時賴 なんの いつはり、 あらゆる 女は虚 いふが  

横笛、 え V、 まだ そんな 無 rat! を …… かう して たづね てきた 

もの を . … 

時賴 まことに、 久しうて？ fiu うたの ぢゃ …… 橫笛、 都の 入 

人 はみ な 無事 か。 

S さて はま だ御存 1 ないか、 母御 さまのお SSk なされ 

たの を …… 

$ なに 母上が …… たった 一 人の 私に 眞實 のあった 人… 

…… 世に ある 眞寅は 親 一十の 情ち や。 ：-… 怒る につけ、 悲 

しむに つけ …… その 親の情に 反い て 移 ひ い 情に 田 3 を 


むけ • …あ k もう 去 なれた か …… 不孝 無 li 、の.； が 手 向 

くる 念储、 お受け もな さるまい が、 南無 阿 g 陀^々 々々 

々 々0 

し tt  まこ こ 

これ、 母御ば かりが：！^ &の 情で. - /さ. CS まする か。 

そちに も 誠. W! が あるか。 

まだ 夫れ を 疑うて …： あんまり ぢゃ、 くく。 

(と 泣き。) 

なるほど この 春の 時分に は あなた を 思 ふ 心の 一 阔が 足ら 

なんだ。 ：JU えたり、 拗ねたり して あなたに _ ^も 立てさせ 

まん さつ 

た が、 それ はこの iSe の 本眞の 心でなかった。 に不 

足の な い につい i* る 我 儀で あ つ た。 あなたに 別れ て 、 

深^!1|.の里へ歸ってから、 曰に 募る の は あなたに 別れた 悲 

しさと 逢 ひたさば かり、 辛うて 苦しうても 1 度 あなたに 

0 ひたいと かう して 来た 今の わたしに、 少しも 浮い た 心 

のな いのは 見ても 分る 害ぢ や。 それ を また そんな 情けな 

い I 一 一理ば つかり …… 

(と 泣 伏す。) 

時賴 お、 よい、 わかった く。 わしの 疑 ひ：：， ぶい 心に、 か 

うわ ざく と 訪ね てきた そちの 心 を 疑うた、 もうこれ か 

ら. ！.< さ. <  ,JU 

横笛 お \。 

00 さ、 これへ こい …：. 
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(と 椅^ 户. -搔 ：；？^  、。： - 

お. ！：？ 上 は此： g を 死ぬ るまで； £1 まれた のぢ や。 子が 15 愛 

しかった 故。 

Jwi 山 え 、も、 母御 さまの こと を 今： S に、 

VV ひ 

^0 さう， ちゃ， もう iw が こと は終ぢ や。 母上よ さらば ぢ 

や。 …… これから はもう そちと 二人 ぢゃ。 ：：• お、 そち 

は 泣く か、 心の 信 .K. がさな がらに 流れ出た やうな その 淚 

に つて …： 

(と 此昨. M 夜の 鏡な リは じむ。) 

お、 御 《=5 の 初夜の 鋭 ぢ やな、 諸行無常と 響かば 響け …… 

生お 廻 の 上に あって これより 後の 幾 i、 そちと、 も 

に曉の 鐘、 一 つ 臥床に 聽 いて 過 さう。 

お k 、うれしう ござる。 

(飽 しばらくに して 鳴リ 止む。) 

(時賴ふぃと^^笛，^突5^!!けろ、 横笛 驚いて みる。) 

^0 えい、 瘤めば 足りず、 放てば 足らぬ、 何とした 私の 

心ぢ や」  

え、 

錢^ り 止んだ 後の こん な戀で は 物 足らぬ わ。 

靜 かな 心に 還って くれば、 また 疑 ひが 萌して くる… 


横笛 え. -。 

t. 頼 さ r. ぢゃ、 先の 分らぬ 戀 をして また 人の 世へ 迭ひ出 

さう か。 

S え、 それで はまた 私 を 振り捨て 乂 …； 

S  $r ない 戀に 心を惱 さうよ りかう して をる が 優で あら 

うわ。 …… 雜今】 動かす まじと すれば 一！^ く 心 か。 …… 

笛 では まだ 私 を 疑うて …… 

賴 お、 今の 心 は 疑 はぬ が、 これより 後の 長い 歳 刀 ：… 

笛 えい、 また それ を 云 ひ 出して …… 

® さりと て 今の 心が か はらぬ と i 〔はる、 か。 

笛 え、 誓 ひます る。 

賴 は て 誓うた とても 女の 心、 その 時と ならねば 分らぬ リ 

笛 では、 まあ どうした らい、 ので ござる  

報 はて、 ど， つし や， つもな、， わ  も， つ、 さら f; ぢ や。 

笛 え、 ま、 待って  えい、 あなた はなん とい ふ 情し 

あ-や S ち 

らずぢ や、 やっとの 思 ひで 逢 ひに きた 私に 過 もなん にも 

ない に、 またお 捨てな されて しま ふ 積 か。 

時賴 さ、 それほどな 情け知らず、 捨てた がよ からう …… 

S 捨てたがょぃとてすぐ捨てらる--戀^~、 いや ぢゃ、 

別れる の は …… 

時賴 は X、 すぐ 捨てず とも やがて は 捨てう、 同じ 事ぢゃ 0 

s い、 や、 捨てぬ …… 
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時賴 では、 私が も， つ 捨てた わ …… さらば ぢゃ。 

橫苗 これ まって ：••： お、、 さて はかう ー圖 に振捨 つる は 

やつば り 苦 勞の爲 に E£ りした わたしの 顔に 愛想 を m か 

したの ぢ やな。 

00 えい、 ijti に戀 する わしで はない、 頼まれぬ 女心 を 

捨 つるの ぢゃ。 …… 

横笛 いやく さう でない、 あなたの 素 に そ れが 見え 

る  

S. 賴 はて、 さうならば それと せい。 …… いづれ にしても 

もう 逢 は ぬぞ。 

(と ろ i: 笛 か报拂 ひ、 つか /-、 と 上手の 持佛 へ入リ 

內ニリ 障子.，^ ^ す、 横笛追ひゅかんとして^^びそのま 

ま 泣 伏す。) 

横笛 えい、 では どうで も此儘 わたし をお てるの か、 もう 

よい、 さう までに 情ない 人に 殘る念 はない。 …… が、 も 

う 一 度 顔見せい …… それ も 長う とはい はぬ、 た^この ま 

まに 別れて は …… これもう 一 度； みせて 下され …… いや 

い や 諦めた 人の 顔もう 見た う もな い、 …… い や-/ \ 、恨が 

いひたい のぢ や、 恨が くく、 えい、 何う でももう 一 

目顔み する こと もい ゃぢ やと 思うて か、 お、、 /(...J/\、 

…： いや/. \泣 かぬ/ \、 嘆いて かな ふこと ならば、 こ 

の 日頃の 魔き で 足りて ある。 よい も、 「愚痴 ぢゃ。 何 


にもい はぬ、 ：ffl も 生きて はゐ ない 身ぢ や。 思うた 入に： 

てられて 苦しい 辛い ばかりの 世に 半： きて ゐて 何の 樂み、 

月 花の 樂みも あなたが あつ てこ そ ぢゃ。 かう 死ねが しに 

されて 死 かねぬ 女ぢ やない。 …… 女に 闺資が あるか. な 

いか、 賁も 恨み も 女心の 狭 さも 今み な 見す る、 死んで 

みな 見す る。 …… ぉ乂、 死ぬ るに しても あんまり 情な さ 

ぢゃ、 情な さ 故に 死ぬ る身ぢ やが、 あんまり 一 向な 情な 

さに 心が 殘っ て-死 兼ぬ る。 というて かう 情なう されても 

いっき 

う 一 刻 も^きて は ゐられ ぬ。 …… おんわた しゃこり や 5^ 

い. 1 

みで 死ぬ るの ぢ やない。 お 期の 際まで わた し や あなた 

を 恨んで はゐ ぬ。 あなたが 戀 しい、 戀 しうて 死ぬ るの ぢ 

や/ \ もうさら ばぢ や。 これ g-Mi?/ もうさら ばぢ や、 

もう …… お、、 別れの 言葉 も かけて はく だされぬ  ん 

い、 どうして さう まで この 身 1 つ を 辛い ものにす るの. ぢ 

や。 

(と f^: 伏す • こ、 へど！？ •/、 と S 前の 横^の 家の * 共 

入 來リ、 横お，^ 见附 くろ。) 

ろで 

男 お、 これにお 在な された、 やっと 御 兌つ け， 2. した， 

ま、 どうな された ので …… 親 0 達の 御 心^ は  一 :f な 

らぬ こと …… それでも 御 H に懸れ て まづ 安心、 …… や、 

齋藤樣 は 御 在，； で、 资 ま樣、 齋藤. 1々々々、 お、 さて は 

お 留守 か、 さ 一 先づこ 」 は 御 か へ り を …… なんで その や 


うにお i^. き" されて •：：. これ 手助けして 御 起し 申して く 

れ …… 親御 達 は 只今 ごろ は * 御 心配、 さ、 このま、 に 

直，^ り を …… これ へ ねて 御 出な さるなら、 私共が 必 

ず 御 俘 をいた しま すれば …… さ、 どうな されて …… 齋藤 

. 樣と はかう 御 住居 さ へ 知れ ますれば また 何 なりと 御 逢 

はれに なれます る …… さ、 さ、 今日は 一 先 づ御歸 り を、 

え、 ま、 御 かへ りな さり ませ …… 

(と はき 入ろ 械仿， ^介抱して  一 やっと 枝 折の 外へ 出 

て ゆく。) 

(、、の 少し： Mfs リ. w=-f:- れ、 おた りは^と なリ、 空 高 

く 過ぶ、 ろ&の 音き 、、え はじめ る 。J 

(昨 Ms: び の うす- ' i リ^の ごとく：， 1 わら はる。) 

(鹿の ^また 逮く 風に 交 つて ニ碟三 It 告、、 ゆろ。) 

t. 賴 お.^、 また^の 一 l^H がき こ ゆるな、 が、 もう 慾 念 は頓 

に 消えた わ" あ の  一； in をき くと 思 ひ 浮ん だ 横笛の 幻影 は も 

う 消えた わ。 お. -、 といつ て わが 此物 足らぬ 情の 渴きを 

%  C ごうか 

なんとす る、 熱大の下の^^；河の！^^砂、 渴き あへ いで 口 を 

開いて 法が ぬ；.！ を 待 つやうな この 心 をなん とする。 ： ： ： 

お k 、 あの 菩騒を _ おうて 心 狂うた：！^ の 心 は、 I また 我 

心ぢ や。 得らる、 ほどの 情に は、 心 傾かず、 得られぬ 情 

に 思 を； g ます、 何とした 心ぢ や、 さりと てこの 心 を 何と 

もしが た いわ。 か の^とて 描 い たる 像に 心 を 狂 はする に 


は、 傑い 惱が なから うか。 …… ぉ气 どの やうな 御影で 

ようがん 

あらう か、  容顔た としへ なく- この 世の 者と も 思 は 

れず、 一 目み て 思 はず も 跪き、 身 を も 世 を も 忘らす る や 

うな 御 姿 か …… お \、 その 3g な 御影に は、 この わしと て 

も 心 を 狂 はすまい もの か。  ズ」 い、 煩惱は 菩提 * 菩提 

は sr§5 なり や、 菩提 もまた 輪廻のう ちぢ や。 その 機な も 

くわ U.V5 

の を 得て なんとなる。 よし また、 不退 轉の果 を 成 じ？ おた 

り と て 惱の 影 もさ 、 ぬ 菩提が なんとなる。 賓玉 を； A 襟 

とする も、 瓦礫 を K 玉と する も 唯 一 心ぢ や。 五 百 牛： 轉生 

澳惱 する とも、 それ を 欲する 心 に は 不退 轉の 善 El^ に ま さ 

たう： J ん やぶ  «^ も  やい は 

る わ。 刀^に 壞られ ず、 水に 溺れぬ 不壞の 境界 も、 195 や、 

水 を 厭へば こそ ぢゃ。 よし 水に 溺る& とも 刀 a に 壞らる 

ると も、 此 情の 渴 きを 止む る を 得ば 足 ると おも ふ 心に は 

なん ぢ や。 …… お \  、 といつ て此 情の 満足 を 何 所 へ ，问 つ 

て 求む るの ぢゃ。 お \、 辛 や、 苦し や …… 

(と 打 沈む。) 

(こ 、へ、 幕開きの K= 姓 男、 松 火ん、 报リ 照らして お 折 

戶 i リ驅 込み 來 て、) 

百姓 お、 御 庵主 さま、 大變ぢ や、 く。 

(時 頼 額， か あげし 

時賴 なに 大變ぢ や。 

百姓 ぉ气 大變ぢ やわ。 さ つき これへ 来られた 横笛 樣 が 
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死なつ しゃれた。 

晬顿 え、 橫 笛が 死んだ …… 

百姓 お、、 さ うぢ や、 最前 こ \ から 迎 への 人達に つれら 

れて往 かれた が、 あの 千鳥が 淵の そばへ 通り ると、 摑 

へられて た 手 を i して、 ほいと 深みへ 飛込まれた …… 

それから 迎 へ の 人達が 大騒ぎ をし てゐ ると ころへ、 通 

つたの がわし ぢゃ。 早速 言付か つて 此方へ 知ら せ に 来た 

のぢ や。 さ、 直と 一緒に 往 つて 下され。 

時賴 なにわし がー 緒に、 …… なんで ぢゃ。 

百姓 でも、 橫笛樣 が 死なつ しゃれた。 

00 えい、 横笛が 死んだ のが、 わしに 联 つてなん ぢゃ。 

わしの 今の 此 心に はなんで もない わ。 

百姓 や、 お前 樣、 こり や 11? が 狂 はしゃれ たな。 これ、 心 

を 確に さっし やれ。 

時賴 お \、 いっそ 氣が 狂うて しまへ、 お \、 堪 へられぬ 

わ。 

(とうめ 告 泣く。) 

百姓 お、 尤も ぢゃ く。 が、 嘆かつ しゃれても か へられ 

ぬ こと ぢゃ。 さ、 急いで 往 つて 向して やらし やれ。 

時賴 えい、 横笛の ことで 泣かう か、 我淚は その やうな こ 

とで は 翻れぬ。 …… が、 この 淋し さが、 …… お、 この 苦 

しさが …… 


(ふら/ \ と 歩告 出す。) 

(百姓 驚きと めて、) 

百姓 あ、 これ 何 所へ。 

時賴 え、 何 所へ、 お、 何方へ ゆかう ところ もない。 

(とふら./、 と 迷 ひ 出る、 K= 姓：； 木れ、 見送ろ 風の？ t に 

交って 鹿の 聲リ) 

—幕 I 


祭幡 A 巧 名 
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名月 八隨祭 (S 六揚) 


序 

深 川 八幡 一 一軒 茶 松 本 

^面 や 、上手へ せて、 下手へ 折 廻し の 小 IS 敷、 い 

て や、， ％ ^に母 ほの 一部ん 见ぜ、 三尺の 繩 暖簾の 出入 

ぁリ C 供 待 なぞ わろ 心、 綾いて 下手ず つと 前へ 寄 ゝ 

梅 軒 門。 往 1;^.^ リ i^aM. 、にす ぐ ffi® へ 通れる 心。 平 舞 

0^0. 植木、 燈流 など よろしく。 

小 i-il- の 上 LL 松 水の 女屮、 甲、 乙、 同 つか ひ.^ し 

ながら、 緣 先に 腰.^ かけて ねる おの 气 い、 る、 は、 

と 話の 體。 

A 幟 {W の 神 樂の鳴 物。 

* ^い やっと 軒先 をす つかり 打って しまった。 

*3る 何しろ 辦ま はりから 裏口まで すっかり 打つ と 大分な 

軒敏、 ー寸ー仕^^だ。 

女屮甲 おや、 さう かえ、 今 ハ牛 は大相 早い の だね え。 

女中 乙 いつも は 御 小の 二三 日 前に 打ちに くる ぢゃ あない 


か。 

なにの、 今年 は 何しろ、 十 何年 H かの 大&- で、 何 所 

も かも 大張 込みで、 仕事が 立 込んで やりきれ ねえ。 今 か 

ら手 廻し を附け て お か ね えと 切迫 際で 大 ま，. - J つ き だ 。 

女中 甲 成程ね え、 今年 は大 相よ く屮； I 來 ると いふ こ と で 、 

私達まで も 何だか、 物が 手に 附 かないよ。 

女中 乙 1 g ゆ どうして こんなに 景氣が 立つ たんだ ら う ね 

え。 

«5 い 其處が 人の 氣と いふ もんだ。 誰い ふとな く氣が 1! つ 

て 滅法よ く 出來る ことにな つたんだ。 

何しろ 江戶 中の 評判で、 もう 讀費 なぞが：》 番附を 造 

へて 寶 つて 歩いて ゐる とよ。 

かうな つ ち や あ、 いや でも 立派に し に や あなら ね え。 

どう だ、 ぼつく 出掛けよ うか。 

い さうよ。 ぢゃ ぁ御內 儀さん によろ しく。 

女中 甲 まあい 、ぢゃ あない か。 あっちで 一 杯 のんで おい 

でな。 

^い 何、 さう しちや ぁゐ. りれ ねえ レ 

寫ろ また 今度まで 御 預け だ。 

ず ^ は さあ 出掛けよう ぜ。 

(と *3 の 者 三人 捨ぜリ ふ LL て 梅 軒 門 r< リ 出て ゆく。) 

女中 甲 お八 重さん、 今ョは 久し振りで、 珍しく 趣 町の 藤 
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女 三女 女 三 


女中 甲 でも 今 御 敷ぢ や あな い か 。 

コ： 次 そり あ 分って る。 だからお 前に 頼む の だ。 そんな こ 

と をい はずと 一寸の 間 だ。 手間 は- 収ら せね え。 呼んで お 

くれよ" 

女中 甲 仕樣がない ねえ。 

(と 乙と 颜 見合せ て 二人 立つ。 わと 一一； 次！^ 盆ん. 引 i 

V、 たば、、，^ 吞ん てぬ ろ。 藤に て。) 

美 代 古 ありがたう。 ぢぁ 一 寸 頼みます よ。 

(と驛 して 換か わけ X  S 、代 小" -：： 山の 扮裝 LL て 出 乂 一ー一 次，^ 

みて。〕 

お、 三さん、 おめえ、 出先へ 闲るぢ や あない かねえ。 

(と 化る o) 

一二 次 何の、 己 だって 來 たか あねえ が、 今朝 次郞の 野郎に 

逢って、 見つ ともねえ、 往來 中で、 I： は 促されて、 いろい 

ろ譯は 話しても、 あいつに あ、 少し ：1 理の惡 いこと をし 

て ある もの だから、 哮 りたつ て どうしても 放し や あがら 

ねえ。 何う しても、 こいつ は sffl らざ あなら なくなって、 

後までと 約. おしてき たの だ。 こいつ は 無くち や あ、 已も 

面の 立た ねえ 金 だ。 大し た - J とぢ やねえ。 一 一 一 1； ばか 0 だ 0 

一 寸用 立つ て くんね え。 

美 代 古 へん、 極り をい つて ゐ るよ。 一 昨： 《 持って つた 五 

兩 はどうし たの だえ。 


岡の 殿 はが、 美代吉 さん をお 迎れ なすつ てお 見えな され 

たねえ、 ほんと にあの 美 代 Ac さん は 何時 みても すっきり 

としたい  >藝 者 衆 だね え。  * 

女中 乙 ほんと に、 あの 美 代 苦さん も、 惡 足の、 n 一さん さ 

へ附 いて ゐ なき あ、 申 分の ないい \ 藝者衆 だが 、一つの 

班 は あの 三さん だね え。 

女中 甲 およしよ、 (と 下手の 母屋，^ 指さし) あすこに 藤 岡 

樣の 御供さん が 飲んで ゐ るよ C 

女中 乙 あ、 さう だね え。 ，迂 潤した こと は 云へ ない ねえ。 

;( こ V へ 梅 軒 門より 船頭 三次、 ^.v 、、； み、 女中.^ みて 

入って くろ。) 

次 お、、 姉さん。 しばらく。 

中 5- おや、 お まへ は 三さん。 

中 乙 今 t5*」 して ゐた 所。 

次 大方よ くはい や あしめ え。 

中 甲 何の、 久しく 見えない といって ゐた のさ。 

三次 そり あ 船， g は 八幡へ は 無沙汰に たりが ちょ。 時に 姑- 

さん、  こ つ ちに 美 代吉 さんが 來てゐ る だら う。 

(女中 達颜见  <=. ぜて つてね る。 J 

何も 隱す こと はあり あしね え。 今 尾花！ 1 できいたら 八幡 

だとい ふこと だから、 追 掛けて きた。 一寸 呼んで， 

え か。 
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一 

一一； 次 お \ ありあ、 さう く： M はんにば かり も 苦勞を ^ 

けたく ねえから、 ほ 形で い \ のが 出來 ると きいた から、 

1 帮 うけて、 偶に あ、 ！ M さんに 土 逢 を 持って いかう とお 

もつ て  

美代吉 よしても おくれ。 そんな 嬉しがらせ はき >- たく も 

ない よ。 それ を収 られ てきた とい ふの かい。 

一：： 次 うむ、 惡ぃ 時には 惡 いもので、 振、 編 笠よ。 

美 代 古 ほんと に C 木れ もしない ねえ、 おい、 三さん、 祭 は 

そこへ 來 ると いふし、 物 前 は 近くなる し、 わたし も 人並 

よりあ、 派 乎な 質、 押せく にして きた 無理が、 こ&で 

1 度に きて、 座敷へ は 出て ゐ るが、 勤めて ゐる： S はねえ 

の だよ U そこへ 顔せ え 見り あ 無心々々 とお 前 も 大概に 性 

を附 けね え かよ。 

1!； 次 さう いはれ ると、 而！： ：： ねえが、 己 もお 前にもう 無心 

もどで 

をい ふめえ と、 一 资 木造え ようとした 所が、 今い ふ 通り、 

造り 报ひ、 其處へ 丁度 間 がわる く、 避けて ゐた次 郎の野 

郞 にばった りと 仲 町の 往來 で打衝 つてし まひ、 何う にも 

かう にも； ^様が なく、 それで 姉 はんの 所へ 持 こんで きた 

譯 だ、 术眞 にもう 今^ 限り、 一 つ 工面 をして くんね え。 

美 代 小：：！ でも 私 あ、 出先の こと、 何も 持つ ちゃ あいやし な 

いよ" 

三次 だから 一寸 御 客に 借りて くれね え か。 今日 來てゐ る 


の は、 例の 趣 町の 殿樣 だって こっち や あねえ か。 

美代吉 馬鹿 あお いひな、 そ んな 無心が 殿樣 へいへ る もの 

かえ。 

三次 ぢゃ あこ、 の 御内 儀さん に …… 

美 代吉 齒 の こと、 そんな 極まり の惡 いこ と あ 出來な い よ。 

一一 一次 ぢゃ あ、 何しても 借して くれね えとい ふの か。 

美代吉 さう さ、 今日は まあ 出來 ない よ。 

三 次 さう か 。 ぢ や あい  >1 。 此頃 聞き や あお 前 は あ の 近所 

ま はり の 縮. M を 情夫 にして ゐる とい ふこ とだが 、 それぢ 

や ぁ本眞 だった の だな。 

美代吉 何 をい ふの だい。 あの 新： g さんが 何う かした とい 

の 力、 

三次 此頃 お前の 內へ 一 寸々 々出入り を するとい ふ 事 だ。 

美 代 古 何 だな。 あれ もお 前の 爲ぢゃ あねえ か。 大概に し 

な。 

！ー 一次 なに、 已の爲 だって？ 

美代吉 さう さ、 あの人に も ござく で 二十 兩 ばかり 借り 

てし まった。 滿更 やつ てく る もの を 管な く は出來 ねえ ぢ 

や あない か。 其 外さつ と 積って 二：， ni 兩、 この 祭りと 物 前 

の 入 n: を いれて 百兩 ばかり、 こ 、 に 三百 雨ば かり 無くつ 

ちゃ あ、 何う にもなら ない 羽 H になって ゐ るの だよ。 そ 

れを何 だい。 吞 氣な顏 をして 持た してやり あ、 取られて 
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しま ひ、 また 収られ たもね えもの だ。 あたし も 打 出の 小 

槌は もつ ちゃ ぁゐ ねえよ。 い、 加減に する が、：， &ゃ。 

三次 濟 まねえ く。 全く おれが 軍：々 惡ぃ。 お前の そんな 

苦勞の ある 處へ、 こんな こと をい つてき た 上、 厭味まで 

竝 ベた は惡 かった。 姉 はん、 堪忍して くんね え。 .：： お 

が、 今お の 金ば かり は 全く 義理の わるい 金 だ。 どうか、 

我慢して 一 つ 造らへ てお くんね え。 ね、 姉 はん。 

美代吉 知らないよ。 

三次 そんな こと をい はねえ で、 ねえ 肺 はん、 助ける とお 

もって …… (と美 代 小： リ 3 かほ，^ みて、 怒って ねろ のて 問 

がわろ く) え、 へ \  -1  >- 、 へ。 

美 代吉 何 だね え、 差賫 みたい な 笑 ひ 方 をお しでない よ。 

三次 でも賫 れる ものなら、 差で も賫 つてみたい 位 だよ。 

美代吉 (仕方なく 笑って) 馬鹿にお しでない よ。 

三次 あは W は。 ほんと に；！ はん、 一 つ 頼む よ。 ほんと 

に 今度 だけ だ。 

美 代 古 仕？ ilg がない ねえ o( と 後 さしの @ か 取って 波し) ぢ 

や あ、 これで も 持って おいでよ。 

一一 一次 (受取って〕 や あ、 こり や 有難い。 いつも 伊 ST おで 五 

兩¥簪 だ。 

突 代 古 え XI 人？ きの 惡 いこと をお いひで ない よ。 

(此時 母屋 の 方て ごた/ \ する 物音。 「 いや-た ，^了見 


なられえ。 まもお 靜 かにな すって 下さい まし」 なぞい 

ふ？ ゆき、 一 ゆろ。) 

おや、 何だか、 あっちの 方が @ 々しいよ。 こんな 所 をみ 

られ るの も氣 だから、 早くお 出よ。 

三次 お- -、 ぢゃぁ 姉 はん、 また 後に、 どうも 濟 まなかった。 

(と捨 \JW ふよろ しく 梅 軒 門の 外へ 出て 行く。 ：、 へ 

愈々 下手 ® がしく、 繩暖 旅の 口 i リ藤 M の 仲間 伍助 酷 

つて^い *  二人 ll 止められながら 出る J 

伍助 いや だく。  了 ならね え。 先刻から 忍耐 をして ゐ 

たが、 もう 了見なら ねえ。 ぇ气 放さね え か。 

若い者 まあ 御靜 かにな すって 下さい まし。 

(と r< ろしく 止める。 伍助 娠. 放して 美 代. fH,^ みて。) 

伍助 え > -、 あんまり 馬鹿にし や あがるな。 薄々 おれ も聽 

いて は 居 たが 、 殿樣に 呼ばれ て 來 て ゐ ながら 、その 出先 

でまで 出合 をし や あがる と は 餘り殿 樣をぽ 目に しゃ あが 

る。 おれ も 一 季 牛-李の 中間 ぢゃ あねえ。 子供の 時分から 

^行 所から 来て お世話になって、 その上お 情けの あり 

あま る殿樣に こ んな恥をか されちゃぁ了3^ ならね え。 

さ、 殿樣の 所へ しょ 引いて 行って 存分にお させ 巾す の V 一 

だ。 失 しゃがれ。 

(とまた 振 放して 立掛 ろ。 一同 止める： と。？； 代 小：：； ぐ 

つと. せし 障へ た體 にて、)  一 
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0§ なんだ え。 奴さん、 ぉ悄の ありあまる 1:1?: たとえ、 

そり あ 年中 紕ぉ板 1 枚で な：^ を摑ん でゐる 奴さんに は、 

少しの 9,? 有 雑から うが、 わたしに は殿樣 ばかりが 御 客 

. ちゃない。 仲 者は少 つと やそつ との 余 目 をみ せ られ 

た つて、 ころ しがる やうた そんな 安 いの ぢ や あな 

いの だよ。 

伍助 え- -、 此奴 勿！^ ねえ こと を 吐し や あがる。 殿樣 まで 

もね え。 もう おれが 了兑 ならね え。 

(と^„:骚ぐ。 、、の 時拽. ^あけて 藤 岡？ 十雕 大 病の 旗本 

のこしら へ。 松 本 女房、 おつれ、 lis 間 i:?wsr 藝者 おし 

め從て 出る と oj 

これく. s 助、 何 を 立 騒ぐ の だ。 

(と^ 着いた 體。) 

伍助 お、、 殿樣、 だから 平常から 出過ぎた ことながら 申 

上げた の はこ、 のこと で ござります。 た^ 二 コ/ \, なさ 

つて 捨てお けく と 仰し やって 到頭 こんな 大恥 をお かき 

なすった。 この 奴 は n 惜 くって ロ惜 くって なり や あしね 

え" 

膝 岡 これく 何 をい ふ。 何 所で おれが 大恥 かいた。 左樣 

な こと は 迂濶に い ふべき 宵 葉で ない ぞ。 遊 所 場で 立 騒が 

れては それ こそ、 1^ 人の 恥、 贵樣も 昨 B 今 曰かう い ふ 所 

の 供に 立った 譯 でも あるまい。 控へ ぬか。 


伍助 へい。 

藤 岡 兎角 そ ち の 酒癖の 惡 いのに は 閉口 だぞ。 往け く。 

(と 和 かく 叱る。 これにて 伍助 是非な くぶつ/ \ 云 ひ 

ながらお い * に 述れら れ\ 、暖藤 口 へ 入ろ。 あと 藤岡壽 

鶴.^ みて。 J 

これ、 S 鶴、 おれ は 美 代に 少し 話が ある。 差し ももと 氣 

が惡 い から、 お； 2： 儀に だけ これ へ錢っ て聽 役に な つ て 貰 

はう) 手前 はおし め を 連れて 少し 脫 して くれ。 

0m へ い、 よろしう ございます。 それ ぢゃ あ、 おしめさ 

ん G 

おしめ あい、 では あちらで 御 待. 5:,. して 居 ませう。 

(と^ 鹬 とおしめ 立つ、 あと。) 

藤^ これ 美 代、 何で そんなに すくんで ゐ るの だ。 これへ 

こい。 

美 代吉 i; 樣、 私 は 面目なく つてお 合せ 申す 顏も ありませ 

ん。 

(と 俯む く。 藤！： みて 微笑して。) 

藤 岡 これ、 手前 は 後 ざしの 簪を どうしたの だ。 

美 代 古 えつ。 

(と 思 はず、 身， ^起して 頭へ 手，^ やろ。) 

藤 岡 あは、 は、 手前 も 恨み だぞ C 何故 頭の もの なぞ し 

て やる の だ" その 手間で なぜ おれに 無心 をい はぬ。 おれ 
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が秕 話し てゐ ると い ふ藝 者が 、 頭の 物 も 無くし て ゐては 

餘り 世話 W 斐 がない やう だ。 おれ は屋 f ので、 町人の 

やうに 金 nH は 立たぬ が、 五雨、 三兩の 無心に 事 はか \ せ 

ぬぞ。 (と 紙 入.^ 出して 数，^ ft め) さあ、 こ&に 五雨 あ 

る。 これ を 御内 儀、 美 代に やってくれ。 

おった まあ、 殿様の 大樣 なお 棚き で、 どうなる ことかと 

思った 事が 丸く 納まって こん な 嬉し いこと は ございませ 

ぬ。 これ 美代吉 さん、 私 も 知らない こ と 乂は云 ひながら、 

. 座敷に 出て ゐる藝 者 衆を內 所で、 情夫に 逢せ て は 事 面倒 

になった 時、 云譯が 立たない よ。 それ を 有難い 殿 樣の思 

召しで、 無事に 濟ん だはなん ぼうか、 御禮を 申さに やな 

らぬ 所、 まして やお 前 は その 本人、 餘っ程 御 恩に 着に や 

ぁ濟 まない よ。 

美代吉 お 内 ！K さん、 お前に も濟 みません。 どうか 忍し 

て 下さい。 

おった さあ、 こえ 御金 を 戴いた から、 よく 御禮を 申し 

ておくれよ。 

美代吉 ほんと に 穴で も ありあ、 入りたい。 今日の 御 恩 は 

忘れません。 

藤！！ あは、 御 恩 もな にも あり はせ ぬ。 唯 おれ も かう して 

氣唷 しにくる は 内所の こと だ。 お 互 ひだ e 餘り ばつく 

と爲て くれるな。 自然 話が 大仰になる とおれ もさす がに 


^^！間の手前、 この 深 川へ 足 踏が ならなくなる。 そうすれ 

ば おれ も 慰みが 無くなろ 譯 だ。 よい か。 分った か。 

美5^吉 もうこれ から は 御 心配 はかけ ません。 三次と は 立 

派に 切れて みせます。 

藤 岡 これくな にも 切れろ とい ひ はせ ぬ。 意； 一 讽を 命の 傑 

川藝 者、 半轉着 を 好く は 通常 だ 。だが あの 三次 はよ せよ。 

ぁ& いふの は 一 つ 間違 ふと 末 は a 物 三昧 だ。 手前 もこれ 

から 老 先の 長い 身、 氣を附 けろ よ。 話 はこれ 丈け だ。 

(と 立ち、) 

美 代と 二人 座敷へ かへ る もばつ が惡 い。 己 は 一 足 光へ ゆ 

く。 はて 经らず ともよい。 

(と 拽产ク 明けて 入ろ。 おった 拽際 まて？ f3 つて^り、) 

おった これ、 美代吉 さん、 お前 ほんと にどう した もの だ 

え。 かう いふ 羽目に なって は、 苦が い 口の 一 つも 利く 所 

だが、 お！ li もこ &の 家と は 長い 馴染、 私 は 何にもい はな 

いよ。 だが あの 三さん も 出先へ 無心に くる 樣ぢゃ あ、 お 

前の 人氣 にも 障る 道理、 こチ b が 切上げ 時 だら うよ。 

美 代吉 あい、 私 もそう はお もって ゐ るが 拙い こと も出來 

ない ので。 それ で闲 つ て ゐ ます の さ。 

おった 成程 それ もそう だら うが、 こ X らで親 校 を 立てな 

いと、 お前、 あの 藤 岡の 駿樣の 思 J« に濟ま ない よ。 そん 

な ことの 分らぬ お前で もない の だから、 よく/, \考 へて 


e?f 轍 八 n  r. 


39 


みて おくれよ。 

类代吉 あい、 ありがたう。 其 中き つと どうにかし ますよ。 

おった まあ、 そ、 「話しが 分って くれ \ は 私も始 しいよ。 

ぢゃ あお 前、 御. U 敷 へ 行 つたら 何う だえ。 

さあ； さん、 一 寸 あたし も 極り が惡 く、  iSi 敷 

へす ぐに 行き 份 いから、 少し こ、 へお いて 下さい。 

おった あ、、 それ もそう だ わえ、 それ ぢ や あ 私が 殿樣の 

前 は よ く. sis げ て おくよ。 

(と 立つ。) 

}^^^代古 ぢゃ あお. さん、 濟 みません が、 頼みます よ。 

おった あい。 

(と 換， ^-; S け て 入ろ。 わと 美 代. 1.3 思案の 體、 ：v へ以 

前の 船 M; 一； 次 脇け つけて きた 心 LL て 急いて 梅 軒 g:.-5 リ 

人り 來リ、 すぐ； g 代士 2.^ 见 付けて。) 

一一 一次 お、 姉 はん、 お前、 其 處にゐ たか。 今、 松 本で 美 代 

吉が問 違 ひ を 起し て 打 たれて ゐる ときい たから、 その 足 

です ぐ 飛んで 來 たが、 それ ぢゃ あ、 何でもな か つ たの か。 

何の こと だ。 

^^^？代吉 それでも お前、 資が あろ わえ。 

一二 次 馬鹿にする ねえ。 一 g 全 K どうしたの だ。 

代 古 おはお 前の 一 件が 藤 岡さん の 前で て K. 綿で 首 

の やん はりと、 今汕を とられた 所 さ。 さすがの 私 も 極り 


が惡 かった よ。 

三次 ふむ。 それ ぢゃ あ、 お前 は それで 思案が 變っ たか。 

美代吉 馬鹿にお しでない よ。 私 あどう いふ もの か、 御 轉 

婆で、 お： S の やうな 入と 馬が 合 ふとみ える よ。 (と 一 寸， i 八 

の 方，^ みて) あんな こと は 百 も 承知 だ。 通が つたって 底 

にれ 氣をも つ て ゐ るの だから、 却 つ て 欺し い 、 よ。 

(と 笑 ひ、) 

お、、 三さん、 わたし も 今 極り が惡 いから 拔 けて 歸 らう 

とした 所、 (とふと 最前の 五雨の 金.^ 見て-取上げ) この 物 

前に 五雨、 十雨 有っても 何の 足しに もなら ない。 …… 丁 

度い \、 向 ふ 地の 例の 所で 一 杯 やらう。 

0 そいつ は 皆え 所へ 來 合せた な。 

美 代 小：" それ ぢぁ、 私 はこれ から 家へ ゆき、 一寸 憲^へ て 

舟で いか、 つから、 お前 ささ へいつ て 待つ て 、おくれよ。 

0 お k、 そ、 「か、 それ ぢゃ あ、 已は 永代 を 11 つて 先へ 

行って 待って ゐ るぜ。 飛んだ お 染久松 だ。 

美代吉 え \ お洒落で ない よ。 

fと捨\Jリふにて^^J^代ぃ：：：は襖へ、 一一； 次 は 梅 軒 門へ 别れ 

て 入る。 あと 別の 換,^ 開け、 おった 出て。) 

おった まあ、 ほんと に 呆れた ものだねえ〕 濟 まない とい 

ふ 口の 下から あれ だもの、 私で さへ もこの 通り、 お 客 を 

だます に 不思議 はない ねえ。 
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お 魚 ： お 魚 お       魚 お 魚 お 魚 ^ 魚 


(、、、 へ ^ffi 間^ 範 出ろ。) 

00 もし、 おかみさん。 

おった おや、 鶴さん、 殿 稼 はもう お立ち かえ。 

S 八 から 舟で お立ちな すった から、 御经り 申した 所 

さ 0 

おった おや、 御疾投 をし 損ねた ねえ。 

もしお かみさん、 ほんと に 呆れた ものだねえ。 あん 

な 結構な 旦那 を 袖に し て粹が つ て ると は 世 は 末 だね え。 

おった おや、 お前 も 今の をき いて ゐた のかえ。 

0m あいさ。 併し 美 代 古さん も、 今が 色 氣の眞 つ 盛り、 

一 寸後牛 -氣 は 出な からう ねえ。 

おった だが、 あの 子 も あの 氣ぢゃ あ、 末が 案じられ るね 

え。 

全く あの 深-切， に ほ だされな くつち や あ、 仲町藝 者の 

張 もね え。 あ. -江戶 は 末 だな リ 

おった ほ \、 相變ら ず、 お 株 をい つてる よ。 

S なに 今日の は 滅劍だ = 

(こ S 體、 道具 廻る。) 

濱、 魚 I や M 座敷 

川面に.： i いた 一 敷、 平 舞； 望 は 川、 卅の往 來.； S リ，^ 仲 

町.^リ新地へ暴ん-廻って敏^|洲へ出る通ぉ。 敷に は 


祭の 支度と 見えて 金 好 風，^ 片-6 ぜ、 亭主の <g 惣、 六十 

位、 大ゎ ぐらて 酒ん 欽ん てね ろ。 大丸 のおい *、 おの 

衣裳， け：. I きて ねる。 女 一:^ お 竹-おて isl^ してね る。 

吹拂 ひ、 伊. 像 旅、 風^ なぞ。 

魚惣墨 紙.^ 開けて 衣裳ん. - みて。 

^ うむ、 よく 出來 た/,、。 この 上り はさす が大丸 だな。 

い 者 へい、 京へ 染に廻 はさせ ました。 

m そうか、 そいつ は 豪^だ。 ど-つ だ、 見ね え。 

竹 ほんと に 眼が 覺 める や- 「だ わえ。 

惣 うむ、 、つむ、 若え 奴， i^l: は. とうした。 $1 こ. -へ來 て 見 

ろと い へよ。 

竹 皆 は 今夕 河岸 を 片付け て 湯に いったよ。 

惣 え、、 氣の 利かね え 奴等 だ。 一 入位殘 つ て ゐりぁ い 

いに。 極り で 腐ぐ に 飛び出し や あがら あ。 ちっとも 落着 

かねえ 奴^だ。 

竹 まあ、 お前さん、 そんなに いったつ て；^ 方が な い。 

？ I から 歸 つたつ て 見られら あね。 

惣 t 仕樣の ねえ 奴等 だ" ぉ气 火 丸の 若い 祭 まあ 

一杯の みねえ。 

い 者 へい、 私 は 不調法で。 

您 そうか、 お 竹、 大 丸の 若い 衆に 祝 を やってくれ。 

竹 あい t 
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(と金 包.^: しらへ る。) 

おい 者 いえ、 チ？ S の 店で はそう いふ もの は 一切，^ い て ま 

ゐ つて は 済まない ことにな つ て ります ので  

S. え、、 何 だな。 身 祝 ひだ。 野暮 をい はずに 持って て 

くれ。 

^ い * へい、 では 頂- 5^ い たします る。 有難う 存じます る 0 

(とよろ しく 大 丸の^い * は 暇 乞 して 歸 ろ。) 

おいお 竹、 おめえ、 蚊^り を 焚いて くれ。 も 、「そろく 

出て きゃあが つた。 

お 竹 あい。 

、と^所へ^=5っ。 魚 一  入に、、 /-.、 して i:i;sdt 手 に 衣 

裳 ^つてみ てね ろ。 前面の 川へ 客，^ 送った IS リ 舟の 

船 一 M、 卅.^ 消いて 出ろ。) 

や あ 親方、 大 sl^ な 化 度 だな。 金； は大張 込み だな。 

^惣 (に、、 くして > てうよ。 なが 近え からな。 

^0 そうか。 おいら はまた 逆さに 立てる 支度 かとお もつ 

え 

§. (怒って) この 野， sr ふざけるな。 この 鹿の子の 七 枚 

わが 見えね え か。 

00 ふむ、 おいら はま たれ A 無 li^ かとお もった よ。 

ぉ惣 (立 上って 地则太 ％ み) え V この 野郎、 とんでも ねえ 

こと をい つてけ ち を附け や あがる。 やい、 懷を持 つて こ 


いくこの 野郎、 待ち や あがれ。 

船頭 あは、、 は。 

(と 船頭 揶揄って 逃げて ゆく。 お 竹、 蚊い ぶしん 持つ 

て 出て-) 

お 竹 まあ 何 を そんなに 怒鳴って ゐ るの。 

魚惣 なに おれが 身 祝 ひだと 离ん でゐる 所へ けち を附 けて 

行 きゃあが つた。 

お 竹 だれが。 

魚惣 あの 長吉の 野郎が よ。 

お 竹 なんだ ねえ。 お前さん も あんな 者の いふ こと を联上 

ると いふ こと はない よ。 第一 相手に なつ て 聞く から 惡 い 

よ 0 

魚^  ( B 言 の やうに 〕 え \  、 逆さに 立 て る の だの、 無^ 

だ の 、 碌な - J と をい や あがらね え。 え .1 延喜 でもね え。 

(と 臉へ歸 つて 1^,^ 取る。 途端に 外面の 方に て 尺八の 

え、、 唯 さへ 氣が議 ぐ 所へ、 虚無 as なぞ、 來ゃ あがって 

…… 日 ！# 方 に 忌 になって し ま は あ。 

お 竹 何 だね え。 虚慨： as がくる に 不思議 はない やね。 そう 

怒った つ て 仕方がな いよ。 

え \  、 何でもい k から、 早く 遣 つ て 行か してし まへ。 

お 竹 あいよ。 
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祭 八 n 


新 n 新お 


(と 立つ。 なほ 尺 A の？ t。) 

魚惣 え. -、 まだ、 やらね えの か。 

(此時 尺八 £1^、  えて、； > 

新 助 御免下さい まし 

(とい ふ It する。) 

魚惣 誰 だく。 そんな 無氣 味な 聲を 出して、 吃驚 させ や 

あがる。 

新 助 はい、 縮 is で ござります。 1W 度 何 ひます 新 助で ござ 

ります。 

お 竹 あら 新 助さん かえ、 何 だね え、 遠慮し ないで お上り 

な。 

新 助 へい、 では 御免 ります。 

(とお 竹、 先告 に 新 助、 践戶. ^わけて 出ろ。) 

魚惣 お \、 誰かと おもったら、 お前、 新 助さん だな。 

(新 助、 荷 *J-dtfs せて。) 

新 助 中々 殘 暑が 酷し うご ざいます が、 御 變りも ございま 

せんで …… (と sif^:!.^- みて) ぉ&、 これ は 御祭り の 御 支度 

で、 も- 「全 B 出夾- ましたな。 大層 御 美事な ことで …… 

魚惣 お、 (とに こ/、 して 杯 さし〕 まあ 見て くれ。 今年 

は 丁 度 おれ も本卦 返りで 久し振りで りが よく 出來 ると 

いふ こと だから、 それへ 持 込んで 此奴 を 着て 一 つ 若：.^ ら 

うとい ふの だ。 


竹 それで 夫 ぢゃ無 中な の だよ。 

助 それ は 御：：：： 出度い ことで ござります。 

惣 そうして お前もう 歸る のか。 

助へ い、 幸 ひと 方々 樣で、 1H 愛が つて 戴きます ので、 

荷 も 荒 增 し 片付きました ので、 明 曰 は 立た うと 存じます 

る。 かう 晩くなりまして 上って 相濟 みません が、 一寸 御 

暇 乞 ひに 上りました。 

m 惣 そうか、 ではもう 明日 歸る のか。 お前 は 何時も 祭 前 

に歸る やう だが 、 今年 は 祭が よく 出來 て 近年に ねえ 大祭 

だそう で、 ，江戶 中で さへ 待って る 位、 又 一寸 見られね え 

祭 だ。 國 への 土產に j つ、 見て 行ったら よから う。 

新 助 へい、 有難う は 存じます が、 一 n でも 止まりまして 

は 旅： 龍が 勿體 なう.. - /さります。 

«E なにもそう 儲ける ばかりが 能で はなから う。 少し は 

遊んで ゐて もよ からう。 

新 助 どう いたし まし て 、迚も そんな 儲け はノ  /さり ませぬ。 

魚 慰 旨くい ふぜ。 甲 州 や 越後の g 人 は 年分に すり あ、 ど 

の位ゐ 江戸の 金 を 持つ て 行く か 分り あしね え。 

新 助 これ は 飛んだ 事 を 仰り ます。 … . 時に おかみ 樣、 何 

時ぞ や、 御 K に 入れました 口 を  一 二 反 置いて まゐ つて {且 

しう ございま すか。 

お 竹 あの 値段で 置いて 行く とい ふの かえ。 


祭幡 八月 


43 


新お 新お 新お 


新 助 へい、 丸で 元 似で ございま すが、 此方. の 事故、 働 

らいて 置い て まゐり ます。 

お 竹 あの 價段 でい、 とい ふの なら 二 反ば かり 澄いて おい 

きな。 

新 助 へい、 ^雑う-、 J ざ い ます。 

(と 矢 立と 小さな 出して 付けろ 事 ろしく。) 

S, なにが 元惯か 分り あし わえ、 新 助さん、 お Ms はほん 

とに 商 ひ 上 た。 

新 助 sfra,^ つけながら) いえ 本統 でございます。 歸 りの 

荷 を 少しで も輕 くし てま ゐ りた い 計りで ございます。 

S あは、 暇 乞に 来たと いって 何時か 商へ 持ち かける 所 

は 田 <S の 人 は油斷 がなら ねえ。 江戸 つ 子 は 甘 がられる 箬 

だ。 

新 助 御 冗談 を 仰い まし。 お 江戸の 御裔で 糊口 を 立て \ 居 

り ます 私共、 御江戶 の 御 方 は 氏神で ..>  J ざ い ます。 

お あは、 途方 もね え 事 をい は あ。 

お 竹 だが 新 助さん は 感心 だよ。 何 をい はれ て も 怒らな い 。 

越後の 人 は 辛， i 强 いとい ふこ とだが 、 成 そ の 辛抱が な 

くつち や あ、 い k いお 入に はなれない ねえ。 

新 助 へい、 有難う 存じます。 ：：： (と 形.^ おめて) これ は 

^ しい ぬ 分に 伺 ひ まし て 御 邪魔 をいた しました。 又來 

年 は '々に：！！ ひ ます。 何う ぞ 相韃ら ずお 願 ひ 申し ます。 


おお おや、 お前もう ぉ歸 りかえ。 まあい \ぢ や あない か。 

新 助 いえ、 そうして は 居られ ませぬ。 勝手が ましう ござ 

ります が、 これでお 暇. S. します。 

竹 そうして 今の 勘定 は。 

助 へい、 來 年で よろしう ござります。 

竹 それでも お前、 來 年まで。 

助 いえ、 それが 私共の 定法で ございます。 

竹 さう かえ。 お 粗相だった ねえ。 

助 では、 曰； 那樣、 ご免下さい まし。 

(と」， 儿 掛ける。 魚惣忙 て.' 呼 止め。) 

魚惣 おい、 待ちね えく。 いくら 金儲けが 一心で も、 そ 

う 歸りを 急ぐ にも 當ら ねえ。 此大； 5^ を 前にし て 何も 急い 

で歸 るに も當 るめ え。 是非み て； t くが い k 。 

新 助 (営 惑した やうに) へい、 II に 一人の 母 様が 待って 居 

ります から  

S なんのお 袋が 待って ゐ たからと て、 五、 十日 遲れた 

とて 何うな る もの か。 > J の SJ;^ り を 見ね えで 行く 奴が ある 

もの か。 

新 助 へ い。 

お 竹 ほんとう だよ C 新 助さん、 今 i5{ の， れ& は大變 な景氣 で、 

花.： 早ば かり も 一 一十 幾？ 1^ 出る し、 こ の 町 一 2： の は 龍神の 花.； 卑 

で、 龍宮の 行列が 出て、 大きな 蛤の 中から、 雀 踊が 大勢 


祭喊 八月 名 


魚お 魚お 


出る 趣向 だそう だよ。 それに 仲 町 3 者が 助に 出て 伊勢 昔 

頭で 出る そうだよ。 

新 助 へ え、 仲 町の 藝者宗 がみな 伊. 勢 音頭で 出ます ので ご 

ざいます か。 …… それ は 美事な ことで ございませう。 

お 竹 だから、 お前 も 見て いったら、 い k ぢゃ あない か。 

新 助 へい。 (といって 思 ひ 返した やうに) 有難う は 存じ ま 

すが、 何だか 急に 歸 りたい やうな 氣 がいた しまして、 そ 

れで思 ひ 立って 急に 歸る ことにいた しました。 實は此 間 

中 か ら 死んだ 親父 を 夢 にみ ますので、 若し ゃ國の 方に 變 

でもない かと、 それで 心に 5S つてな り ませぬ。 

魚惣 ふむ、 それでお 前國へ 便り をした か。 

新 助 へい、 昨 曰、 幸 ひと 此 間國 から 出て きた 近所の 人に 

あ ひまし たら 別に 變る こと もない 樣子 で ござい ます。 

魚惣 それ 見ね え、 何でも ありあし ねえ。 おれ も 今年 は 本 

卦 返り 、この 衣裳 を 着， た 所 もみ て K ひて え。 第一 この 祭 

を あとに し て 歸られ ちゃ あ、 取る に 足らね え 祭の 樣に思 

はれて い 、氣持 はしゃし ねえ。 もう 一 そ おれが 頼ま あ、 

是非 見て いって くんな。 旅籠 位 おれが 達 引か あ。 お、、 

それよりも 今日から 己の 家に 居る がい \  。 狭え」 豕 だが、 

一 一人 や 三人 ゐる場 席 は あら あ。 

新 助 へい。 

魚您 へ いぢ や あねえ。 商 入 は 少し は 愛嬌 を 持つ もの だ。 


まあ 付合 ひだと おもって おれの 家に ゐて くんな。 

(新 助當 f ふした 體、 ぉ竹见 娘れ て。) 

お 竹 もしお 前さん、 そんなに 云 つ 亡つ て 新 助さん も 都合 

が あら あね。 

魚惣 ぇ&默 つて ゐろ、 この 祭. や 後に か へられち や あ、 江 

戶の恥 だ。 是非とも みていつ て賀 はなく ちゃなら ねえ。 

竹 お前、 そんな 無理 を いったって。 

惣 え&、 餘 計な こと をい や あがるな。 

竹 だってお 前、 ひとりで いくら 極めた つて。 ：：： 

惣 え、 この 阿 魔め、 まだ 口答へ をし や あがる か。 

(と 立ち か、 ろ。 新 助忙て 、止めて。) 

新 助 あ- - もし、 お待ち 下さい まし。 夫 程までに 仰し やつ 

て 下さい ますれば、 御祭まで …… 

魚您 うむ、 お前、 居て くれる か。 そり やい- 1。 

新 助 へい。  それで は立歸 りまして 國へ かへ る 仲間に 

手紙 を 持たせて やりまして …… 

(と 立た うとす る。) 

魚惣 まあ、 そう 事が きまったら、 落蔚 いて ゐる がい、。 

今に 若え 者も歸 つてく るから、 それに 持たせて 事 付け て 

やっても 濟 まあ。 さあ 今日から 家の人 だ。 その 積り で 一 

杯 やる がい、。 お、 そうだ。 手紙 もこ、 で 書く がい \。 

お 竹、 卷 紙と 懸け 硕を 出して やれ。 
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新 魚お 新 


わ 竹 あい。 

(と卷 紙、 と け现， ^持って くる。) 

新 助 へい、 これ は 有雜ぅ 存じます。 

(と^^^非なく乎紙か^！^さかけろ。 こ k へ 前の 川へ、 仲 

町の f;^ ょリ类 代 小 H、 好みの 着 付 猪 牙へ 乘 つて 出ろ。 魚 

惣，^ みて。) 

代 W 親方 あ、 今晚は あ。 

S, お、 美 代坊 か、 鐵，： S 洲 へ浮氣 にいく のか。 きいて る 

ぜ。 

0§ あれ 忌 だよ。 おや、 そこに ゐ るの は 新 助さん だね 

え。 

新 助 お \ これ は 美代吉 姉さん。 

(と乘 出す。) 

美代吉 此頃 はどうし たの、 ちっとも 來な いぢ やない か、 

また ちっとお 出掛よ。 待って るよ。 

(この 中 Si 通リ 過： 、て ゆく。) 

i. お V 、そういへば、 お前、 この 頃 あの 美 代吉の 家 へ 

ちょく，/ \ 出 人す る さう だな。 

新 助 い え 何う いたしまして 商 ひ に 時々 伺 ひ ます だ けで ご 

ざり ます。 

お 竹 お \、 そうだ。 お前 この頃 あの 子の 情夫 だとい ふ 噂 

もき いたよ。 


新 助 と、 とんでもない。 何う いたして 私な どが 及び もな 

いこと で ご.. さいます。 

魚惣 あは、 何も 眞 丽 目に 言譯 する にあ 當ら ねえ。 だが 新 

助さん。 お前 も 方々 の 家へ 出 人して 世間の 裏 もみる 商 

賫、 〈刀って ゐる やうで も、 まだ 若え の だから、 うっかり 

すると 飛んだ 者に 引掛っ て 非道い HI にあ はされ るぜ。 そ 

うして お前、 あの 美 代 苦に 金 なぞ は 貸し あしめ えな。 

新 助 い、 え。 決して そんな 事 は ございません。 

惣 そんなら い \ が 、あいつ も惡 ぃ女ぢ やない が、 道樂 

の 多い 女 だから、 金 なぞ あ、 必ら ず、 貸さね えがい \ せ。 

新 助 へい。 …… (といった が、 顔 上げて〕 もし 日 一 那樣、 美 

5^ 吉 さん は 今 どちら に 御出扮 なす つたので .V 」 ざ い ます。 

魚惣 なに、 あの 女 は 鐵砲洲 の 船宿で、 出合 を するとい ふ 

こと をき いたから、 大方 そこ へ 行 くだらうよ。 

助 へえ、 さやう でございます か。 

竹 おや、 お まへ、 新 助さん、 何う かした かえ。 

惣 うむ、 さう いや あ、 顔の 色が 惡 いやう だ。 

助 (我 しらず 顔，^ 撫ぜ) いえ、 どうもい たし は 致し ませ 

ん。 

魚惣 さう か、 そんなら い \ が  

(こ- -へ 若い者 場から 「唯今」 と歸 つてく る。) 

お、、 若え 奴等が 歸 つてき た。 それ ぢゃ あお 前、 手紙 を 
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書いて、 すぐ 宿の 方へ 持た してやれ。 おい、 お 竹、 行燈 

を つけねえ。 

(新 助う つと リと 空.^ 見上げて。) 

新 助 お 1、 とつぷり と 暮れ ましたな。 

(と 去リげ なく 手 欄へ 出て。) 

ぉ乂、 あすこが. w、 あすこが 築地、 あれが 鐵 砲洲、 …… 

よ い 景色で /さり ますな あ。 

(とい ひながら、 眼 は-ちっと 鐵砲洲 の 方， „5- 見て 居る 體。 

、、の 模樣、 千鳥の 萆、 の 昔。) 

. I 幕 —— 

二 幕 目 

仲 町 美 代 吉 {氽 

中央、 上手.^ リ 下手へ 折 廻し、 土 庇附の 家體、 E 面 三 

尺の 暖籐 口、 臺 所への 通 ひ。 上手， M へ i せて 二 枚の 襖、 

奥の間との 通 ひ。 その外す ベて 藝者 やの 飾 リ附。 家體 

の 上手 は 奥の 冏の 心に て 丸窓。 下手 は 後へ 下げて 下 星 

の 横手 みせ、 いつもの 所、 屋根 附の 格子 11^。 御神燈 

下げ、 綾いて 下屋 との 問、 低き 屋 极 つきの 街、 窓へ 

靑 すだれ.^ かけろ。 庭先 に は 秋草の 鉢 栽 二つ 三つ。 二 

重に 美 代吉の お袋お i し、 吳服屋 の 手代 重 助と 話の 體。 


お r< し ねえ、 お前さん。 あれ も 心配して 今朝から 出て 歩 

いて 居る の だから、 必 つと 八 ヱ までに はお 金 は 造へ てお 

かう から、 ほんと に 今夜まで 待って おくれな ねえ。 

重 助 へ い、 それ はもう 此方の 姊 さんの ことで ございます 

から、 間違 ひ は ございま せんが、 何に しても 祭の 衣裳、 

私の 方 は 手 廻して とうにお 納め 申して あるのに、 未だに 

お金の 方 を 下げて 戴きません では、 何 か 途中で 私に 暗い 

ことで も ある やうに、 店の 方へ 申譯が 立ちません。 今日 

は 必ず 戴ける とい ふこと で：！； ひました のに、 また 晚に伺 

へと は 少し 御 無理で せう。 

おふし さあ、 お前さん のい ふこと は 一々 尤で、 私の 方で 

い ふこと は 成程 無理 だらけ 、 それ は 私に もよ く 分 つて ゐ 

るから、 かう してお 前さん に：^、 むの だよ。 ほんと に 後生 

だから、 一旦 歸 つて 晩に また 来て おくれな。 

重 助 へえ、 それ は 無い もの を 無理に- m 戴しょう と は 中し 

ません。 た i -、 かう して 一 寸延 しにされ て 戴いて は、 5；： 小 

と 申しても う 明後日、 その 日が 來て 仕舞つ て は それ こそ 

ほんた うの 後の祭、 打明けた お 話が、 いた ヾ ける もの も 

つ い 長引いて しま ひます。 それに 先 分 も 今度 こそ は 御 一 

緒に とい ふ もので 造へ ました 今度の 衣裳、 それ を かう い 

ふ 御 話しで は、 私が 店へ 申譯 がご ざり ませぬ。 據 どころ 

ノ /さり ませ ぬ。 損 を い たし て も 衣裳 は いた いて まゐら 
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ねばな り ませぬ。 

お よし あれ、 それ をして 賈 つて は 身 も M もない。 さうな 

つ て は あれ も 名の 出る こと、 それで 隨分 心配 もして ゐる 

の だから、 それでお 前さん に賴 むの だよ。 今夜までに は 

卯 is ひなく 必っ と 造へ てお かう から、 ほんと に A ヱ仪 まで 

化：： つてお くれよ。 

ず-助 へい。 それほどまでに 仰し やれば、 今. 一 化まで は 待ち 

ますが、 もし つて 出来ない 節に は 衣裳 は 頂戴して 

まゐ ります るが、 それでよ ろしう ござります るか。 

お r* し さあ、 それ はもう  

助 それで はお 暇いた します る。 これ は 御 をいた し 

ました。 

rs し ほんと にお 前さん に は 毎々 濟 まない ねえ。 

K 助 どういたしまして。 戴けさへ すれば、 足 を； if ふの は 

否勞と はなり ませぬ。 

(とよ, C しく  $S ぜリふ LL て 重 助は歸 つて ゆく  S) 

お i し あ 、今日は あれで 二人 Ec、 ほんと に ほと する 

ねえ。 

( 此昨类 代. f:n 上手の 検，^ あけて、〕 

お つ か あ、 もう 吳服 g はか へ つ たかえ。 

およし あ、、 やっとの ひで 歸 したが、 お前、 晚には 衣 

裳を収 りに くると よ。 


美代吉 あ k 忌 だ，/ \。 ほんと にかう も 詰る もの かねえ。 

(と rs きと、、 ろ へ 坐ろ。) 

お よし お前より 私の 方が、 餘っ程 忌 だよ。 みすく 知れ 

た云譯 でつな いで ゐ るの も 切ない もの だよ- - 一 體 お前 ど 

うしょうと いふの だい。 

美 代吉 何う にかなる とお もって ゐた 金の 工面 も かうな つ 

て は li: の 思案 も 出 や あし ない よ。 

おぶ し それ もお 前の 心柄 だよ。 この 物 前 をして 下さる 等 

の あの 藤！： 機 も あれ 以來、 呼ばれても 顔出しせ ず さ。 あ 

の 三 公に は 家の 物 はあり 從ひ、 見繼 いでし まふし さ。 二 

曰 も 三日 も あんな 者 を つれて 飮んで 居て …… 

美代吉 え、、 もうよ しても おくれ。 今更 そんな 愚痴 をい 

つ て も 始まらね えよ。 あの 三さん のこと を 知られた 藤！！ 

さんに、 いくら 私が 生く 地が なくっても 金の 無心 はい へ 

ねえよ。 その 位な 意地 は あら あな。 又、 三さん のこと は 

私の .31 力です る こと だよ。 默 つて ゐ ておくれ。 

お i し おやく 御大 相な こと をい ひ 出した つて 深 川 名う 

て の 美 代吉が 火鉢の 引出しに 湯錢 もな いのも 見？ お ぢゃぁ 

あるまい。 

美代吉 何 だ つ て、 i せ 越しの 錢 はもたない 美 代吉 が！ Si 乏す 

るの は 當り前 だ。 唯 さへ くさ/ \ して ゐ る處、 そんな こ 

と をもう いってお くれで ない よ。 
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お r4 し だ つ てい はなき あ、 どうす るの だ い。  お ま e 

うだ り お まへ、 あの 縮 屋の新 助さん に 頼んで み たら どう 

だえ。 

美代吉 なに あの 新 助さん に。 頼んで みろ と は 金の 工面 を 

かえ〕 馬鹿 をお いひな。 あんな 田舍の 人に そんな 工面が 

出来る もの かねえ。 

お.^ し だってお 前、 あの人 は 夕べ もこ、 へ 來 たさう だよ。 

美代吉 なんだ つて さ。 

お よし さっき、 隣のお かみさんの 話に、 夕べ 家の 前 を 行 

きつ、 戻りつ して ゐる 人が あるから、 怪しい 素振りの 奴 

だとお もって、 わざと 傍へ よってみ ると、 あの 新 助さん 

で、 急いで 逃げる やうに いづて しまった とさ。 お前に よ 

つぼ ど 惚れて ゐ るの だよ。 

美代吉 ふむ、 馬鹿にお しでない よ。 

お r8 し だから さ、 頼んだら 隨分 造へ て くれまい とも 限ら 

ない とお もってさ。 こ  > -の處 は ざっと 百兩 ありあ、 一時 

の 凌ぎ は附 くの ぢ や あな い か 。 

美代亩 ふむ、 だが、 あんな 田 舍者を 欺し て 金 を 造 へ たと 

なつち や あ、 美代吉 さんの 沽券に 障る よ。 第 一 百 雨なん 

て 工面が 出來る もの かねえ。 

お よし ぢゃ あ、 お前、 どうす るの だい。 晚には 衣 党；^ を 取 

りに 來 ると いふの だよ。 


美代吉 え \、 もう 自棄 だ。 さうな り あ 土地 を寶り あ、 濟 

むこった。 おつか あ、 一杯つ けて おくれよ。 

お し お まへ、 土地 を K るなん て、 私 あ 今更 田 <5j.n へ 行つ 

て 苦勞 なん かする の は 忌 だよ。 

美代吉 それ も 時 ゆ 時節で 仕方が ねえよ。 まあ、 一杯つ け 

ておくれよ。 

お r< し でもお 前、 そんな こと をい つたって  

美代吉 え \ 、うるせ え。 一杯 附け ておくれと いふに。 

-r ぬ  おれ 

お rs し 何 だな 。自己が 惡 くつ て ru に當る 奴が ある もの か。 

(とお しぶつ/、 云 ひながら、 酒の 支度,^ する。 こ 

こへ 前 幕の 縮 屋新助 、 佃煮の 曲 物.，^ さげて 向 ふ i リ出 

て、 一寸 花道に て 振 返 ヘリ、 直ぐ 舞 S へさて 格子 戶へ 

手， かけ、 思案の 體。 思 ひ 切って がらり と 明ける。 美 

代吉 吃驚して 立 かけ、 見て。」 

美 代 古 おや、 新さん かえ。 私 あ 吃驚した よ。 

新 助 それ はどう も相濟 みません。 一 寸 御門 を 通りました 

から …… 

美代吉 何 だね え。 そんな 處で …：. ずっとお りな。 

新 助 へい、 有難う 存じます。 (と 二重へ 告て) この 中 は 御 

無沙汰 をいた しました。 

美代吉 何う したい。 待って たよ。 此間魚 物^の 座 1.^ にゐた 

ねえ。 
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新 助 へい、 此頃は 魚 慰さん に 御 厄^ にな つ て 居ります。 

^^}^代.|.:3 おや、 さう かい。 ぢゃぁ 近く ぢゃ あない か。 ちょ 

くくお 出掛けな。 

新 助 へい、 有難う 存じます。 

およし おや、 新 助さん。 この頃 はすつ かり 御 見限り だね 

え。 

新 助 へい、 御無沙汰 をいた しました. - 

(と =g 物.^ お しの 前へ 出し、〕 

お 珍ら しく も.、 J ざ い ませ んが 、 召 上 つ て 下さ い まし。 

お r4 し おや、 何 だね ぇレ お前さんから 貰 ひ 物 をして は濟 

まない ねえ。 さう してお 前、 今日は 荷物 はなし、 何 か 御 

用 かえ。 

新 助 へ い、 その …… 

(と 少しも して， Q る。) 

代 古 何 だね え、 おつか あ。 新 助さん は 遊びに 來 たんだ 

あね、 まあ、 ゆっくりして おいでよ。 今一 杯 はじめよう 

とした 所。 T ぼい、、 對手 でもして おくれよ。 

新 助 へい。 

^！？；代古 さう いへば、 お前に も濟 まない ねえ。 ござく で 

ざっと 一 一十；^ ばかりの 借になる ねえ。 私 も 忘れる こと は 

無い の だけれ ど、 こ 、 の處、 お前 だから 打明け て い ふが、 

ちっと 不手 11 りで、 闲 つて ゐ るの だから、 何う か、 もう 


少し 待って おくれよ。 

新 助 (手.^ 振って) い、 え、 姉さん、 飛んだ ことで ござい 

ます。 今日 伺 ひ ました の も 決し て 御 催促に 上 つ た譯で は 

とろ 

ございません。 餘り 御無沙汰に なりました ので、 遂 から 

上り た い と 存じ て 居り ましたが 、 上 る と 御 催 保に 當る や 

うで、 つい /(,\御 遠慮 申して 居りました。 

美代吉 あは- -、 金 を 貸して 遠慮して ゐる 奴が ある もの か 

ねえ。 世間が お前の やうな 人ば かりだと 苦勞 はない が、 

私 あ、 今お 前が 入って きた 時 も 借金 1^ りかと 吃驚した の 

だよ" 

新 助 それ は相濟 みません でした。 

美代吉 おい、 おつか あ、 お前、 新 助さん も來 たこと だか 

ら、 橫 町の 着屋で 何 か 見て きて おくれな。 

お i し (一寸 新 助.^ みて) でもお 前、 あすこ も唯ぢ あい 

かれね えよ。 

(新 助 これにて 脑ん rM いて 紙 入.， * リ 1 兩 出し、 い 

新 助 おふくろさん。 恐れい ります が、 これで 一 つ、 姉 さ 

ん に 御着 を 上げ て 下さ い まし 。 

お i し おや、 これ は濟 みません ねえ。 お前 新 助さん に 一 

兩 いた t いたよ。 

樊代吉 何 だな、 お前。 そんな こと をして くれて は 困る ね 

え。 
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お，， * し ぢぁ、 私 は 一 寸 行って くるから、 新 g さん、 ゆつ 

くりして 下さいよ。 

(と i ろしく お £ しは^ 藤： I へ 人ろ。) 

美代吉 お Ig、 あんな こと はしな さら にゃあ、 ぃ乂 に。 い 

つも 済まない ねえ。 

ぎ 

新 助 いえ、 何いた しまして。 は田舍 者で どういた して 

よいの やら、 一 向 不案内 で ノ /さ います。 

美代吉 どうして お前 は 中々 通り もの だよ。 

新 助 どういたしまして、 かう して 毎年 江戸へ まゐ ります 

るが、 遊 所 場 なぞへ はとん と參 りません ので、 不調法ば 

かりいた します る 0 

美代吉 ほんと にお 前位ゐ 堅い 人 もない ものだねえ。 國 の 

おかみさん は 何ん な 人 かしらな いが、 飛んだ 仕 合せ 者 だ 

ねえ。 

新 助 いえ、 どういたしまして、 まだ 女房 は ございませぬ。 

もう 一 稼ぎいた してからで ございます" 

美代吉 さう かい、 まだ 一入 かえ。 そり あ 感心 だね え。 だ 

が 雪 11 の 女 は 綺麗 だとい ふから、 お前の 國には 定めし、 

い i 女が 多いだら うねえ。 

新 助 どういたしまして、 お 江戸の 水で 洗 ひ 上げた 姉さん 

の樣 なお 方 は 何 it; にだ つ て.、 J ざいません。 

美代吉 おや、 お前、 中々 世辭 がい、 ね。 


いえ、 全くの 事で ございます。 

美 代吉 さう かえ、 そり あ 有難い ね。 新 S さん は 全く 田舍 

の 入に 似合 はない 程が い、 から 惚れ てる女 も 多いだら う • 

ねえ。 

新 助 何う いたしまして、 御 冗談 を 仰って はいけ ません。 

美代吉 ぃ& えさ。 お前の やうな おとなし 作りの 堅い 人に 

は、 却って 女 は 惚れる もの だよ。 私で よき あ、 惚れて 上 

げて もい ぷ。 

助 御 冗談 を …… 姊 さんに は 三さん とい ふ 方が ：：： 

代吉 うむ、 あいつ に はもう 愛想が つきて しま つ たよ。 

助 へえ、 どうして や ご， さいます。 

代吉 まあ、 なんでもい V よ。 さあ、 ちっとお へ n ひで も 

さつ. a 

してお くれよ。 先刻から 私 ひとり 大分 飮ん だよ。 

(と 一 寸思入 わって) 

考 へて みり あ、 堅氣 ほどい & もの はあり あしない ね。 あ 

あいや だく。 

新 助 (怪訝 さう に) 何 か 御 心配で も ございま すか。 

美代吉 な あに、 い k の だよ。 お前に きかす こっち あない 

よ。 まあ 一杯お のみ。 おや、 お 酌 かい。 こり あ E. り だね 

え 0 

(と此 間に 美 代 吉大分 重 て、 少し 醉 つた 思 ひいれ。 

新 助 は 始終 心 うれしい 樣子。 しく 酒 盛の S2。) 
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(こ ゝへ向 ふ r* リ 船； 3n 一次、 好みの こしら へ。 すぐ 舞 

鏖へ きて 格子戸 4- わけ、) 

一一！ 次 姉さん、 家 か。 ：… お、、 お 客 か。 誰 だとお もった 

さ 1> 

ら新 助さん か。 相對で 一 杯 はじまつ てる 所 か。 惡ぃ 所へ 

きたな。 

(と 二重へ もがり、 賴草盆 引 i せて 一 服す ろ。 新 助 

間の わろ い 52 子。) 

^^^u なに をい つて ゐ るの だよ。 さう して 何 か 用 かえ。 

一一： 次 用って いって 極って ゐら あ。 S 々氣 の裔 だが 五兩ば 

かり はして くんね え。 

何 だってお 前、 今 家に あ 何も W 革 も ありあし ねえ 

よ 0 

11 一次 なにね えとい つたって、 こち とらの 樣な もの ぢ あね 

え。 己 も あんまり 氣の JSf たから、 もう 無心に ゃ來 めえ と 

思った が、 今お つか あに 5^ つたら、 縮： ：？！ の 新 助が きて 酒 

が はじまって ゐ るから、 行つ ち あこ まると いった。 新 助 

さん を對 手に 酒 を 飲む 位なら、 おれに 借して くれても い 

いぢ や あねえ か。 

美代吉 なに をい つて ゐ るの だよ。 おつか 4 め も 乙に 廻す ね 

え。 なんにしても 今 私 はお 金 はない から、 歸 つてお くれ 

よ 0 

一二 次 ぢゃ あ、 どうで も 借す 譯 にあ、 いかね えとい ふの か。 


それぢぁ( と 新 助 に て 指 し ) こ の 譯を つ け て くれ。 

(新 助、 愈々 間の 惡ぃ樣 子に て、〕 

新 助 もし、 姉さん、 私 はもう 御 暇 をいた します る。 

美代吉 あれ、 い k の だよ。 居た つて かま や あしない の だ 

よ。 おい 三さん (とすつ か リ醉の 出て. V  、た 體) お前お い 

らが か うし て 苦しが つて ゐる 中へ、 よ くも そん な ことが 

云へ てきた ものだねえ。 

三次 何 だと。 

美代吉 今 私 も 七轉 で、 出の 着物まで 曲げち まって、 外へ 

も 出られず ゐる とい ふこ と は、 お前 も 知 つ て ゐる だら う。 

： バオ、 を 前へ か、 へ て驅 落しよう か、 しまいの 境 だ。 そこ へ 

お前 五 兩贷 せと は 何 だ い 。 あんまり 人情が な さ， す ぎ ら 

あ。 今日と いふ 今日は、 私 はお 前に ほんと に 愛想が 盡き 

たよ。 まさかお 前に 工面 も賴 まない が、 共々 心^らし い 

顏 ぐら ゐ して ゐて くれたって、 jSi まり 義理 も惡か あある 

まい。 大げぇ 馬鹿にお しでない よ。 

三次 何 だって、 今 仲 町の 美 代ぶ n が 五 兩十兩 の 金に 闲 ると 

いふ ことがある もの か。 一 寸 客に 無心 をい つたって その 

位な 金 は 出來ら あ。 

美代吉 なんだ つて、 私 あ 客に 無心 をい ふの は、 きつい 嫌 

ひだよ。 そんな こと はお 前 だって 知って る箬だ あ。 

三次 ふむ、 どうかう いって、 手前 おれに 愛想が つき、 突 

I   
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出し 者に する 氣 だな レ 

美 代. fH さう さ、 この 中へ 金の 無心に くる 機な 人情な しな 

ら、 突出し 者に してやる よ。 私 あ 薄情 者 は大嫌 ひだよ。 

S うむ、 ぢゃ あ、 いよく この おれ を 突出し 者に しゃ 

あがって、 疾 うから、 こんな 縮 尾 野郎と 出 來てゐ や あが 

つたの だな。 

美代吉 ふむ、 乙に ま はすね え。 どうと もハ の 通り だよ。 

三次 此奴め、 よく 吐かし や あがった。 土臺 こいつが 鑌に 

障ら あ" 乙う 色男が つ て濟 まし や あが つ て、 お 城の B ぢ 

や あある め えし 、 い や にお 高く 棲り あが つて  f、 

蟲 唾が 走ら あ" 

(と 新 助， か 域 倒す。 美代吉 い-^/ \ ぐっとして、〕 

美 代 古 あれ、 その 人 を 意地め る 奴が ある もの かい。 好い 

加減に する がい、。 私 も 仲 町の 美代吉 だよ。 お前く らゐ 

な 情夫に は ち つ とも 闲ら ねえよ。 それ を 逆上せ て 情夫が 

つてよ くこの 中へ 無心が いへ て來 たもの だ。 も 、つく 私 

はお 前の 顏 もみる のが 忌に なった。 さあ、 とつと- -歸り 

あがれ。 

三次 (ロ^5しがリ：>  え- -、 こいつ、 よくも そんな 事が い 

へや あがった。 うぬ。 

(と 立掛 る。 新 助 驚く-〕 美 代 古 一 寸<3-.^ 引いて、) 

美代吉 おや、 お前。 立掛 つて どうす るの。 私 を 打た うと 


いふの かい。 お前 なぞに 打 たれて たまる もの かい。 生れ 

てから 親に だって 手 を 上げられた ことのない 私 だよ。 お 

い、 お 一り の 船頭が、 藝 者の 頭へ 手 を 上げて その ま k 濟む 

とお も ふかい。 大； 1 におし、 見 番へ斷 つたら、 何 所の 船 

S 

宿 も 止められて 食の 喰 ひ あげ、 その 腮が干 上る よ。 あん 

ま り ふざけ た 眞似 をす るない。 

三次 む.. -。 

f と mis しがろ- 美 代吉 いひ くれ びれ たやう LL、 ごる 

リ とな リ、) 

美代吉 え \ 、歸れ といったら、 歸り あがれ。 

(と寢 てし まふ。〕 

( 三 次，=^^,^揉んて 口  W し がリ 、 ) 

三次 え. 1、 よくも 恥 をか& しゃ あがった な C おれ も 男 だ C 

この 返報 は覺 えて ゐろ。 

(と 飛 出し、 格子戸に て、) 

やい、 縮展、 うぬ も その 分に して はお かね えぞ- 

(と 一 故に 向 ふへ 人ろ。) 

(わと 新 助心刚 してうる/、 する" 暖滚 ufs リ、 f 

し 岡 持， ^提げて 出て、 そこへ お， 

お t まあ、 新 助さん、 私 あどうな るかと おもって 岡 持 

を もった ま- -、 裹 所に 立って たよ。 お前さん、 何 所も怪 

我 はしなかった かえ。 
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新 助 へ い、 何とも ございません。 

お i し まあ、 あの 三 公め、 何だか、 變 なせり ふ をの こし 

て歸 つたから、 私 は 一 寸 これから 見番 へい つ て廻しを^3 

ん であい つ の樣子 を搜ら せる から、 一 寸 守 をみ てゐて 

下さい。 

新 助 へい、 よろしう ございます。 

およし (类代 *J,^ みて) おやく この 子もう た k ね をし 

てし まった よ" 闲る ねえ。 

(と 戸棚.^ 叨 けて 紅 •： おの 半纏，^ 出す。 新助晃 て、) 

新 助 もし、 お袋さん、 それ は 私が いたし ませう から、 早 

く 御 川 を お 達しなさい まし。 

およし さう です かえ。 それ ぁ濟 みません ねえ。 

(と 船底 枕と、 半纏.^ 波し、) 

ぢぁ、 ぉ賴み 巾し ますよ。 私 は 一 寸 行って きます よ。 

(と 股^ ：! へ 入る。) 

(わと、 新 助 懐る.^ リ 三つ折りの 手拭，^ 出して 枕へ わ 

てが ひ、 そっと Is^ 代 小：：： の 頭，^ 上げ. 乂枕. ^させ、 半纏， 小 

取って 着. かけ r< うとして 脇へ 抱へ てうつ とりと 立つ 

てね ろ C) 

(これと 一杯に 向 ふ i リ £3； 本 や 甚ス、 萵 荷.^ 背お ひ、 

手に 一 册 もって 近 吸の こなし 1: て證 みながら 來 たリ、 

この 端が らリと 格子戸，^ あけ、 ：> 


甚八 御免下さい。 

(とい ふ。 新 助. ひつく りして 美代吉 ， ャ； 成ろ L- して、) 

穿 も  一 TTiE た 

(と大 さくい ふ。 甚八. ひつく りして、〕 

甚 A へい、 貸本 やの 甚 八で ござります。 

新 助 今 たれ も 留守 だ。 また 来て 下さい。 

八 へい、 左 機で-、 J ざ い ます か 。 

(と 近 吸の こなして、 パチ /\ やりながら、 fs  くみ f* 

うとす ろし 新助氣 味の 悪さ 思 入。 甚八 C) 

では また 伺 ひます。 

(と惓 評さう に 出て ゆく。 おと 新 助 半纏 1^ か け 終リ、 

美 代吉の 額へ 蠅の來 た 思 入に て、 圃 ！：§ にて：？」 ひ、 次第 

に 編ぐ。 美代吉 ふっと 眼.，^ 覺 して、〕 

美代吉 誰 だえ レ お \、 新 助さん かえ。 まだ 居て くれたの 

かえ。 

(とい くら か醉覺 めの、、、 ろ。) 

ず 5,八 へ L 

美代吉 さう してもう 何時 だら うね。 

新 助 もう 七 つ 下り で：, ■ 」 ざ い ませう。 

美 代 *3 もう 直に 暮れる の だね。 あ V 忌 だ、 忌 だ。 いよく 

私 も 旅 かねえ。 

新 助 (，ちっと 思 ひ 入った 體 LL て) もし 姉さん、 あなた は 
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先刻から 大分 御 心配の 様子、 御 差 支 へ がな い の なら 御 話 

しなす つて 下さい まし。 

美代吉 (しんめり したやう lO お前に 愚痴 を竝 ベても 仕 

方がない が、 今度の： a で、 百兩 ばかり 人 用の、 その 出 所 

がない eii に、 今夜までに 金が 出来な けり あ、 衣裳 を 押へ 

に來 るとの こと さ。 今 曰まで 何う にか、 かう にか、 fK つ 

てきた 私。 この 大祭で 恥 を かいち や あ、 もう 4^1 間へ 顏も 

向けられない。 一 そ 死んで しま ひたいよ。 (と 一 寸眼頭 

拭. t ヽ またい らくした やうに) あ、 忌 だ 熟々 こ 

んな 派手 商 K はもう 忌 だ。 小さい 時から こ、 で 育つ て 今 

まで 意地で 押し てきた が、 もう/ \ こ ん な苦勞 はする の 

は 忌に なった。 どんつ く 布 子の 筒つ ぼで 草むしり をした 

つても、 今 曰の 曰が 樂に くらせる ものなら ば、 其方が 餘 

つ 程 まし だ。 いっそ 田舎へ 引 込んで 新 助さん の故鄉 へい 

つ て 一 緒に 雪で もみて 暮 さう かねえ" 

新 助 姉さん、 そり あ、 本統の >  J とで.， 一 ざ い ます か。 

美代吉 本統 もう そ も ある もの かねえ。 今日の 夕方が 私の 

，生死の境 ほ だ。 もう 分別 も ありあ しないよ。 

新 助 さう し て その 金の 高 は 百兩で ノ /さ い ますね。 

美 代吉 ぁ>^、 さう さ。 

新 助 もし 姉さん。 あなた は あの 三次さん にもう 愛想が 盡 

きたと 仰し やった の は本統 のこと で..、 /さ い ます か 。 


美代吉 なぜ さ。 先刻お 前 もみて ゐた 通り さ。 

新 助 ぢぁ、 もう 手を切つ てお 仕舞 ひな さるお 積り で ござ 

います か。 

美代吉 さう さ。 だけれ ども それ も 金の いる こと。 今の所 

ぢゃぁ 仕様 もない よ。 

新 助 もし 姑さん。 今 こ k で 百 兩の金 さへ あれば、 姉さん 

の 御顔 も 立ち、 三次さん とも 手が 切れ て樂 な身體 になれ 

ますので すか。 

美代吉 あ、、 さう さ。 さう してお 前、 それ をき いて どう 

する の だい。 

新 助 へい。 その 金 を 私が 造へ ませう。 

美代吉 えつ、 お前が その 金 を。 

新 a" へ 、 

美代吉 (喜ん て) えつ、 お前が 造へ て くれる つて。 ：：： 

まあ、 さう して くれり あ、 本：^ に 私 は 助かる よ。 この 瀨 

戶 さへ、 越し さ へ すり あ、 私 も , J れか ら心を 人れ か へ て 、 

一 稼ぎす り あ、 の百兩 位、 今年の 中に 立派に 利 をつ け 

て 返して あげろ よ。 

新 助 へい。 

美代吉 さう してお 前、 それ は 何時 a; して くれる の だえ。 

新 助 へい。 

美 代 古 おや、 お前、 何う かした のかえ。 
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新 助 (5^ ひ 切った やう LL) もし、 姉さん。 その 百兩 は、 

きっと 夕方にまで 造へ て 上ります るが、 その代り、 どう 

か 私のお 願 ひもき いて 下さい まし。 

え、、 お前のお 願って、 それ あ 何 さ。 

新 助 姊 さん。 私 は、 此間 M へ歸 つてし ま はう といたし ま 

した。 一 つ は此問 中の s か 見の 惡 かった ので H の 事が 氣に 

なりました ので も ございます が、 もう 一 つ は 成 丈け 姉 さ 

ん のお 顏の见 えない 所へ 參 つて 仕舞 ひたかった からで ご 

ざいます。 それ を 魚 の 日； 那樣 に？ 5- をみ て ゆけ と 止めら 

れた その 處 へ 、 姉さんのお 顔が 又 見えて 三次さん と鐵砲 

洲の中 ^5 とやら で 御 出合な さるの だとき い て、 悲しい や 

ら、 口惜しい やら、 一時に 胸へ せまって きて 遂に 31 り そ 

びれ てし まひました。 …… 元より これ は 姉さんの 御存知 

ない こと、 私の 勝手で ございま すが、 それから 後 も 姉 さ 

ん の お； € を 見れば 思 ひ の 種、 どうぞし て 諦め ようく と 

思っても、 つい、 此方の 方へ Is 向き、 昨日 も 一昨 曰 も 

お 家の邊 り をう そ./ \- と 歩き 廻 はり、 どう 考 へても 時折 

姉さん の 仰つ た 御言 紫が 耳 への こって 思 ひ 切れず、 今日 

は 思 ひ；^ つ てお 顔 を にまゐ りました。 

(と 俯む いてね る。) 

(类代 少し 持て 餘 したやう に 0  J 

これ は とんだ 、 ^ と をき いてし まつ たねえ." 


新 助 え、、 では 姉さん、 私の 願 ひ をき いて は 下さり ませ 

ぬ 力。 

美 代 古 いえさ、 そんな こと はない けれど、 餘り 不意で 喫 

驚した のさ。 成程お 前に はこれ まで 二十 IT はかり？ = あ 

り、 こ- -の 凌ぎ をつ けて くれ、 ば、 大恩 人。 まして 私の 

やうな もの を そんなにまで 思つ て くれる お前、 それ あ 私 

も 嬉しい よ。 

新 助 それ ぢぁ、 私の 此願ひ をき いて 下さります るか。 え、 

本 統に。 え X、 こんな 嬉しい こと は ござり ませぬ。 

(と 一寸 眼ん-拭 ふ。) 

美代吉 さう してお 前、 そのお 金 は？ 

新 助 へい、 それ は 丁度、 0 か ら出 て來 ておいでの 人 もノ J 

ざい ますれば、 私が 判 さへ つけば、 直ぐ 調 ひます 0 

美 代. f:a さう かえ。 それ あ 嬉しい ねえ。 ぢゃー つ、 お前に 

賴 むよ。 

亲助 へ ../e 

(といった が、 須臾 考 へて ねて、) 

もし 姉さん C 金が 出来た 時には、 此方の 御 家へ 置いて い 

た 乂けま る 力 】 

美代吉 え \、 私の まへ、 (と 一 寸怪 評な 顔，^ したが) あ. 1、 

さうな り あ、 私の 情夫、 立て 過し にして おか あね。 

新 助 (嬉し さに に、、 （. して〕 そ- <、 そり や 本統で ござ 
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います か o( といった が 急に 淚， か 流して) ぇ乂 ま、 思 ひが 

けない 廻り あは せから、 迪 も か な は ぬ 事と 諦め てゐ たこ 

とが、 こんな ii 合せに ならう と は、 私 は 夢の 樣で ござい 

ます。 あ、、 よく^らずに 居りました。 

(と 嬉し 泣きに 泣く 體。) 

美代吉 (少し 困って) それで は 新 助さん" お前す ぐ 行つ 

て くれる 力え。 

新 助 へい、 これから 石 町まで、 つい 一 走りで ございます。 

それで はすぐ に - 

(と 淚.^ 拭って 立上り、 沓脫へ ゆき、 片足お として 思 

人。) 

もし： g さん、 もしゃお 欺し なさる ので は ございま せんね 

え。 

美代吉 え、 お！ g、 なに をい ふの だえ。 

(と 立って きて 1 寸 肩へ 手 を かける。) 

新 助 (嬉し さう に その 手.^ そっと 押へ て) あ、 惡 いこと 

を 申しました。 …… だが、 私 も 荷 を 呼んで、 これから 必 

死に 稼ぎます が、 お 家へ だけ は、 きっと 置いて 下さい ま 

し。 

獒代吉 あ、、 そり や、 もとより だ あね。 

新 助 それさへ きまれば、 私 は 直ぐ 行って まゐ ります。 

(と 急いて 格子戸の 外へ 出て、 いそく として 扇，. つ 


か ひながら お ふ へ 人る。) 

(美 代 古 思 入。 暖簾 ui りお.， < し 出て。) 

お t まあ、 お前. 今き いて ゐり あ、 新 助さん に 金の ェ 

面 を賴ん だの はい \ が、 あんな 寧 をい つて 仕舞って、 鳧 

を どうつ ける 積 だい。 

美代吉 でも あ \ 眞劍 になって ゐる もの を、 つい 外し もな 

らず、 あ 、いったが、 何とい つても 百 雨の 金、 一寸 g^M 

に は出來 憎い から、 この 儘もう 来られね えよ。 

お- 1 でもお 前、 もし 持って 來 たら、 何う する の だい。 

美代吉 まさか、 私が ii 屋を 情夫に も 持てまい。 譯を 話し 

て 貸して 貰って、 こ、 の 凌ぎ を附 ける のさ。 もうかうな 

り あ 藁で も摑 む。 おつか あ、 水 を 一杯お くれよ。 

お f* し あいよ U 

(と臺 所.^ リ、 水，^ もってくる" 美代吉 のん てね る。) 

(向 ふ i リ 常 間壽 鹩、 扇，^ 半 EI 告 に して、 夕 m*J~rs け、 

1 寸 着物の 棲，^ 取って 出て きて、 直ぐ 舞臺 へく る。) 

mm もし、 美代吉 さん、 お 家 かね" 歸 鶴です よ。 

(と 格子戸ん」 あけて 入る。) 

お よし おや、 師匠、 さあ、 お上り 下さい。 

壽 鶴 おつかさん。 暫く。 

(と 二重へ 上って、) 

今時分 上つ て濟 まない が、 實は今 曰 は 御上，；^ とい ふ 所 
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で、 柄に なく 公 W さ。 それで 一 寸 美代吉 さんに、 …… い 

や、 おつかさん にも て もら ひたい。 …… もし 美代士 "さ 

ん、 5：； は；^ あ、 今日は 泣かされ たよ。 

代 古 え、、 何です つてえ。 

0m  .M はわえ。 今日 藤！： の 殿 樣に尾 花屋で 御 目に 懸 つた 

のさ。 それでい ろくお 前の 話が 出て、 . 打明けた ところ 

が、 同じ 商； iM〔„_, 、利、 ま、 私達の 目から みても お前の 仕 打 

ちが 餘り ひどい から、 通が つても、 底に 色氣を もってる 

すっかり 

から、 欺し い k よと お前の 言葉 を そこ へ 全體打 まけて 議 

訴の役 廻り、 殿様 あれ はいけ ません。 御爲 になり ません 

と. W. 上， けたの さ.." 怒って はいけ ない。 さう おもへ たから 

さ。 いくら 大阪 中の 殿樣 でも これに は 御 怒りな さると 思 

ひの 外、 例の 通り、 にこくな さって、 かう いふ 丄」 地へ 

さつ ほり 

來る もので、 幾ら 淸爽 してみ せても、 她 はれて くれよう 

とて 來る もの は 一 人 もない。 今更 色氣 がどうのと は、 美 

代せ も條を 割る 野暮な こ と をい ふ 奴 だ。 併し さう 手前 達 

の 口にまで か、 る 3ig になって は、 已 ももう この 土地へ は 

来られぬ。 元より 美 代 W は いづれ 仕舞 は 金で もっけ て 手 

切れ 話に する 女" 向 ふ で 放れ て くれる と は、 よい 潮時 だ。 

お れも 今^ 愈 々 役 付 い て さう. 輕 々しい 出 人 もなら なくな 

ると、 餘り給 M な 仰り やう。 私達 は 腹 を ゑ ぐられ て 一 座が 

しんとして しまった。 すると 殿樣 はこの 百兩 包み をお ffi 


しなす つて、 これ は 手切れの 印 だ。 壽鶴、 美 代吉に 渡し 

て くれと 仰った。 それで 私 は 喫驚して、 向 ふで 愛想 づか 

し をした 女に、 金な ど を勿體 ない と、 人相 應な こと をい 

つて 恥 入った U まあ、 美代吉 さん、 殿 機 はなん といった 

とお も ふえり おれ は遂々 泣き出した。 「これ、 壽鹤、 馬鹿 

をい へ。 あの 意地の 張りの 强ぃ 美代吉 が、 この 祭 前、 き 

つと 工面に 盡き てゐ る。 この 金が、 どの位、 役に立つ かし 

れゃ あしね え」 とさ。 何から 何まで 氣の 付く つて あんな 

殿樣 はあり あしね え。 それから 一 同へ も 多分の 御 心 付で 

赈 かた 別の 御酒 宴、 氣 もない 顔で おかへ りなされ た。 で、 

すぐ その 足で、」 こ k へ百兩 もってき た。 ねえ、 美 代吉さ 

ん。 當^ の 穿 もに おくれた 古風な 私の いふ 事な ぞ聽 いて 

も くれめ えが、 これ を 嬉しく 思 はなく つち や、 おめえ、 

江戶ぢ やねえ ぜ。 

美代吉 (一寸 現..^ 拭って) あい、 私も濟 まない こと をし 

たねえ。 

おぶ し まあ、 藤 岡の 御前の おぼしめし は 何と 御 總 を 申さ 

うやら、 有が たい 事 だね え。 

美代吉 ほんと に. 殿樣 ありがたう ございました。 

(と }E 兩 包，^ 一寸 戴く。 それ.^ みて、) 

mm うむ、 美代吉 さん、 殿. 樣 のお 心が お前に 通り あ、 私 

も 何もい ふこと はない。 日暮 時分、 飛んだ お 邪魔 をし ま 
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した。 

お r< し まあ、 い、 ぢ やありません か。 

(毒 鶴、、 の 中 下へ おりて。) 

00 い、 や、 これから、 又 一寸 愁張 さ。 (と 格子戸に て) 

美代吉 さん、 铃 計な こと をい ふやう だが、 早く 座敷の 方 

へ 顏を 出す やうに お しな さ い 。 

美 代. あい、 ありがたう。 

壽鶴 では、 その 中 また。 

(と 9:^ 鶴 か へ つて ゆく  C およし 喜ん て、) 

お し まあ、 何てい ふの だら う。 金の 工面 盡き 果てた 最 

中に、 不意に こんなお 金が 湧いて くるなん て、 

獒代吉 だから、 世の中 は 案じた もので はねえ のう。 

(此時 慕 六つの 鐘 鳴ろ。〕 

お、、 あり や、 暮 六つの 八幡 鐘、 紋切 形の 金の 刻限。 出 

來て みり あ、 乙な 音 だね え。 …… まあ、 おつか あ、 行 澄 

でも 附け ねえな。 金が 入った とい ふに、 暗く つて 陰氣ぢ 

や あねえ か。 

お i し あいよ。 それから 延喜 棚へ 一寸 そのお 金 を。 

美代吉 あ \、 そり や、 私が しょうよ。 

(と金.^ 延喜 棚へ 供 へ て 切 火， <J- 打つ。) 

(： の 少し 前ぶ リ 船頭 三次 向 ふ リ出 てきたり、 一 寸 

門口 rs リ、 ii: ひ、 r もへ ま はリ、 ：^昨 暖簾 口よ りず いと 


出る。 美 代 i,-n ふと 振り向いて、) 

美代吉 あれ、 お前 は 三さん。 

三次 (懐 i リ 合口 1^ 出して ずい と 突きつ け) さっき はよ 

くも 恥 を か k し や あが つ たな。 

お r< し (驚いて) あれえ。 

(と 一 立てる。) 

美代吉 おつか あ、 驚く こと はねえ よ。 これお 前、 眼の 色 

を か へ て 何 だね え。 

一！ 一次 手前 を 殺して おれ も 死ぬ の だ。 

美代吉 冗談 をお いひで ない よ、 (と 手早く 金 包 取 つ ズ 五 

兩 とリ) さあ、 さっきの 五兩 さ。 

と抛リ 出す。 三次 取上げて、) 

三次 や あ、 こり や あ、 金。 

美代吉 おい、 美代吉 さん もま だ、 PS 勢 は 上々 吉 だよ。 今 

が た 藤！； さんから 持た し てよ こして くれた の さ。 

三次 え、 それぢ や あ 先刻の 愛想 づ かし は。 

美代吉 私が むしゃくしゃして ゐる處 へ、 お前が 餘り 情な 

しの 無心 をした から、 つい 、籠に 障った のさ。 

三次 さう か、 そり や あ、 ちっとも 知らなかった。 勘忍し 

て くんな。 己 あ、 さう と は 知らね えから、 お前 を 殺し 

て …… 

美 代 古 嘘 をお いひな。 お前、 わたしが 傈 へて 謝 まると お 


な 八 n  f, 


r,9 


ず. ：: や = 
お 代 次 代 次 


(三次お いと 立 つ て 暖旌ロ へ 人" 、 すぐ 出て 壁 際の 岡 

持 1^ みて、) 

三次 や あ、 こ 、に 乙な ものが あら あ。 

美代吉 お. 1、 そり や、 さっき 新 助さん が 取った 肴 だ。 

三次 そいつ はい、。 ご馳走に ならう。 

(と 剌. の 出して 持 つ てく る。) 

美 代. f::: え」、 お前 も 意地き たなし だな。 

(と iK! しく 二人 酒 盛に なろ。 と、、 ゝへ向 ふ リ縮 屋 

新 助せ か/ \ と 汗.^ 拭きながら 出る。 すぐ 舞臺 へく 

る。) 

新 助 もし、 姉さん、 唯今 歸 りました。 

(と 格子 戶.， ^明けろ。 美 代 古 一 寸ざ fs つと した E わ 入。 

新 助 はまた 三次， 屮 見て 吃驚す る。 三次 ft 、-少 かけて。) 

三次 お k、 新 助さん か、 さあ 上ん なせえ。 先刻 は 間遠へ 

て濟 まなか つ た 。 どうか 勘辨し て 下せ え。 

(新 助怪 詠な 額 1^ して 無 言 LL 座に. つ. V、、 もじく しな 

がら、) 

新 助 もし、 姉さん、 一 寸ぉ顏 を …… 

美代吉 (もう 是非ない とうな づ いて) ぉ&、 新 助さん、 

お前、 先刻のお 金の 話 かい。 ありがたう。 あれなら もう 

心配して おくれで ない。 出來 たよ。 

新 助 えつ。 


もって 來 たの だら う。 

一；； 次 (ー^！；笑して) え >1、 さう 見える か。 姉 はんに はかな 

はねえ。 

^^!^代士11 まあ、 その 耳穽 りみたい な もの を 仕舞って おしま 

ひよ。 

三次 おいよ。 

类代 古 まあ、 おつか あ、 お前 も 吃驚した らうが、 何 三 さ 

んは妾 を 新る 氣 はあり やしね えよ。 

1 二次 まあ、 おつかさん、 嚇 かして 濟 まなかった。 勘忍し 

てお くんなさい。 

お よし え k もう 私 は 知らないよ。 

(とこの 揚の 様子に：： 木れ てし まって、 少し 腹立氣 味て 

外へ 出て 行く。) 

二： 次 おつか あは 怒って 仕舞った よ。 

^^代古 なにい、 よ。 近所へ でも 娘び に 行つ たんだよ。 ま 

あ、 一 杯 やらうよ。 私 も j 寸 むか へ るから。 

(と腊 引 寄せろ。 三次 も 傍へ 行き。) 

ぉ&、 さう して 先刻の 縮 M は …… 

何 ありあ、 來 合せて 一杯 さした V けだ あね。 

な あんの こった。 さう か。 

古 ぉ气 お前、 この 片口へ、 一寸 吞ロ を撚 つてき て 

くれ。 
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美 代吉 折角 だが、 出来て みれば、 人らない お金、 お前、 

もし 造らへ て 持って きた の なら 、 先方 へ 譯を 話し て 返 し 

ておくれな。 

新 助 えつ。 

(と S 端 1： 驚いて しばらく 口が 利け なかつ.；.： が、 やう 

やうに。) 

新 助 そ、 そ、 それ ぢゃ あ、 姉さん は 私 を 欺した のです ね 

え。 

美代吉 え、 欺した と は。 

新 助 さっき あんな 程の い、 こと を 仰し やった の は、 みん 

な 私 を 欺した のです ね。 

美代吉 あ、、 あれ かい、 まあ 欺した とい ふと 間違 ふが、 

あれ はお 前が、 あんまり 眞劎 なので、 一寸 冗談が 過ぎた 

のさ。 まあ、 勘忍して おくれ。 

新 助 (嚇 となって、 え、 そ、 そり ゃ餘 りで ございます。 

今更に なって そんな こと を 云った つて 私 は 承知で きませ 

ぬ。 さあ、 こ、 へ 約. お： 迎り (と la 雨 包 か 出し) 百兩 持つ 

てきました。 姑さん も 約.； 通りに して 下さ い まし。 

美代吉 まあ、 お前、 そんな 無理 をい つたって 時の 拍子の 

話 だから 仕方がない。 今い ふ 通り、 先方へ は 冬少利 づけ 

を すれば 返せる 金、 お前に 損 も 立た せない から * い \ぢ 

や あない か。 


新 助 い k えく く、 此余： は 姉さんが 一 緒に なって 下さ 

ると いふから 造 へ てきた 金、 今更 先方へ は 戻され ませ 

ぬ。 

三次 これく 新 助さん、 已は 何う いふ ことが あつたか 知 

ら ねえから、 口 も 出せね えが、 姉さんが お前と 一 緒に な 

る なぞと は、 解せ ねえ 話し、 お前なん ぞ勘違 ひぢ やねえ 

力 

新 助 いやく 私の 間違 ひで は ござり ませぬ。 先刻た しか 

にお 前と 手を切って 私と 一緒に なるとい ひなす つた。 そ 

れを かう し て 仲の よさ さう にして .>  r さる 所 をみ ると 私 は 

欺され たの だ。 …… だが 欺した としたならば、 何の 恨み 

で こんな 根深い 計 策 をして 私 を こんな：：：： に 逢 はせ なすつ 

た。 

美代吉 恨み もな にも あり やしないが、 先刻 もい ふ、 ほん 

の 拍子の 話 だから、 私 も 先刻から、 謝 まって ゐる。 だか 

ら 新 助 さん、 勘忍して おくれよ。 

新 助 いやく 何 ぼ 何んでも、 あんまり 酷い ひどい 仕方。 

なん ぼ わしが 田 4ic 者ぢ やとて 切ない おも ひに 一一つ はな 

い。 それ を 弄り 物にして 笑つ て やらう と は 餘り 酷い 心 

だ。 さう と は 知らず、 心の底 を 打明けて 腸まで も 摄き探 

られ、 笑 ひ 物にされ たと 思 ふと 私 や 口^しい、 口惜しう 

ござる。 …… これ、 なん ぼ 田 舍者を 侮る が、 江 戶の御 人 
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の ^ ひ， ちゃと て あんまり 酷い。 あんまり ひどい。 これが 

お 江戶： M 志の 人なら、 よも この 儘 では 濟 みますまい。 わ 

しとても 子供で はなし。 冗. マ >J では 濟 みませぬ。 なん ぼ 田 

舍者ぢ やとて さう./ \馬 鹿 に はされ てゐ ませぬ。 しっか 

りした 返离 をして. ト さい。 

(と よろ。 美 代吉 もぐつ と痴痛 起した 體 にて。) 

类 代.？ え、、 もうい- - 加減に しねえ のか。 わたしの 方に 

も惡 い 所が あると おもって、 默っ て 居れば 方圖が ね え。 

おい、 積り にも 分った 話 だ。 誰が お前の や、 つな ものと、 

私が 一 緒になる もの か。 まして 金 を 奴った とい ふぢ や あ 

なし。 利 附の金 も 出さう とい ふ もの、 欺した なぞと、 そ 

んな 大^ 立てられ ちゃ あ 近所 隣り へ 見つ ともねえ" お前 

の M の 在と は _i ^は あ、 長え 橋 を 渡っても 江 尸の 中 だ。 そ 

れから それと^に なって、 仲 町の 美代告 は、 人 も あらう 

に 田 ポ者 の、 縮 m を 欺して 金 を K つたと いは れ ちゃ あ、 

今まで rsi- つ てきた 意地の 名 折 だ。 あんまり 馬§3 にしゃ あ 

がるな。 

新 助 ではい よく 欺した の だな" 

(と i:^*^-!^ はして ロ^し 告思 入。) 

1 一！ 次 おい、 さっきから 開いて ゐりゃ あ、 手前 も餘 まりく 

ど 過ぎら あ。 姉 はんの 云 ふ 通り、 手前に 損の いく 話ぢゃ 

なし。 何も ごてく する こと あねえ わ あ、 何某が 利附を 


賀 つて 歸 つたり い、 ぢゃ あねえ か。 この 上い や あ、 言掛 

り、 その 分に あして おかね えぞ。 

(新 助 これにて. ちっとな リ、 返事 も ぜ ず、 俯 首く。  二 

の 少し 前 r< リ魚慰 出て きて 家の 様子，^ 何って. Q たが、 

この 時 家へ 入り。) 

魚 想 お、、 御免な せえ。 魚 © た。 

(と 通る。) 

美代吉 おや、 親方、 い k 所へ 來て 下す つた。 私 あ、 A ，新 

助さん で闲 つて ゐた所 だよ。 

魚惣 何の、 おれ も 新 助さん が、 そ は/ \ として 歸 つてき 

て 又 そ はくと 出て 行く 樣 子が 怪し い から、 若し やとお 

もつ て おれ も 一 寸思 ひ赏る こと も あるから、 夕凉 みがて 

ら ぶらくと 此方の 家へ 來て みると、 案の定 何 か 間違 を 

起した 樣子、 これ 新 助さん。 だから、 云 はねえ こっち や 

あねえ。 お前 も あんまり 見界 がね え。 何處で こせえ た 金 

かしらね えが、 利附 をして 返す とい ふから は、 理窟 はね 

え。 問 違は不 して、 さあ 歸ら うぢ や あねえ か。 

(新 助な ほゲツ としてね ろ。) 

おい、 お前、 それ ぢぁ、 あんまり 强情 だ。 さあ 行か うぢ 

や あねえ か。 

新 助 (• ちっと 1^,^ 上げて) もし、 日 一 那樣、 私 はも、 っ歸る 

家が ございません。 
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え、 何 だって、 

新 助 私の 造へ て來た > J の 金 は 故鄉の 家 や 田畑 を- Kti し て 

も つ てきた 金で.) /さ い ます。 

魚惣 えつ。 (と 大きく 驚いて) お前、 と、 とんでも ねえ 事 

をす るぢゃ あねえ か。 

(美 代吉も 三次 も 額 見合せ て 驚く。) 

新 助 (次第に 眼. 瞬いて) 急場の 富 故、 問屋 仲間へ む 

隙 もな く、 當 座の 工面に 闲 つた 所から、 丁度 國 から 上つ 

てきて ゐる高 歩贷の 權右衞 門と いふ 人が 石 町の 宿に ゐる 

の を 思 ひ 出し、 ■ そこへ 行つ て 家蔵 を抵當 にして 金 を 借り 

ようとした 所、 足 許へ 附 こまれ、 金の 時刻 は 迫って くる、 

姉さんの 家へ 置いて 下さる とい ふ 言葉 を 力 にして、 なに 

家藏、 田畑 も、 これから 必死にして 稼いだら、 一旦 放し 

た迚、 また 1« 返せる こと も あると、 百兩 で、 權右 衞 門へ 

捨 »! にしても つてき ました。 

魚惣 まあ、 お前 も 呆れて 物が いへ ねえ。 いくら 若え 人の 

一 圖だ つ て餘り 過ぎら あ。 

新 助 へい、 でも 欺され たと は 露 しらず。 姉さんの 言葉 を 

本眞 にして 此方の 家 を 宿に して、 園から 荷 を 呼び、 江戶 

にゐ て、 姉さんと 共稼ぎに したならば、 やがて 立 l^M な 世 

帶を 持て、 故鄉の 母さん も 此方へ 呼び、 今の 不孝 は、 後 

の 孝行と、 腹で 詫び、 いたした こと も 水の 泡、 返しの 


つかぬこと をして しま ひました。 

(と 頭. 4. 抱へ こむ。) 

三次 成程き いてみ り あ、 氣の 毒な やう だが、 みんなお 前 

の 早まった 了簡から だ。 百兩 ばかりの 資本 を 下して、 當 

時 名うての 姉 はん の 御亭 にな つ て 納まらう と はちつ と 押 

が强 すぎた。 

美代吉 魚您 さんの ゐる 手前、 わたし もちつ と 極り がわる 

いが、 田舍の 人に あ、 うっかり 口 もき かれね えのう。 

魚惣 これ、 新 助さん、 今更い つても 出来した こと は 仕方 

がね えが、 なぜ 前に 一 寸 おれに 相談して くれね え。 かう 

いふ ことに はさせ や あしね え。 

新 助 へい。 みんな 私が 足り ませぬ 所から、 今更 旦那 ほに 

は 面目 も ございませぬ。 私 もさつ き は あまりの ことに 稱 

として 大？ i を 上げ ましたが、 一 度に 夢が さめ てみ ます 

た け 

と、 みんな C 分が 白痴 だから …… 悲し いも 口惜しい も、 

我^^^をくゃむょり外ござりませぬ。 思 へ ば 足らぬ 我 身が 

くやしう ノ  /さります。 

(と It ん んて 泣く 思 入。) 

魚惣 これく 何も そんなに 考 へこむ こと はあり はしね 

え。 一，；：.^ に 角 こ、 にゐち あ、 思 ひの If だ。 一 R 一 まあ 歸 るが 

よから う。 さあ、 この 金 を 仕舞 ひねえ。 

(と 下 Lisa いても ろ百兩 包. *^ 渡さう と マろ。 新 助、 モ 
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の佥へ 手.^ かけて V つと な リ。) 

新 助 この 金 故に、 故郷の 田地、 田畑 も …… あ、 もう 何も 

かも； if 舞で ございます。 . 

(と！^ 惣の 手へ すがって 面ん. - 伏せて、 ん慄 はす。 

0i 一  寸泣、 さ。) 

m 惣 、つむ、 尤 だく、 お前 もま だ tj^ えの だ。 悲しい ロ惜 

しい は尤 だ。 だが おれ も、 ひで え 事 をし や あがった とお 

も つ て も かう い ふ 紛糾 ぢゃ あ、 懸 合の 仕樣 もね え。 まあ、 

忍耐 をし ろよ。 併しお 前 もこれ から 老 先の 長え 身體、 ま 

だ 幾何で も 稼いで IS 返せら あ、 それらの こと も、 また 家 

へ 行って 相談しょう。 さあ、 いかうよ。 

新 助 へ い。 

(とし.^/ \ として 魚 g^LL つれられて 門口へ 出ろ。〕 

i これ は 大きにお やかましう。 お：： 代坊、 いづれ 詫に 

あその 中く るよ。 

ハ i 少し „ ；.: i て V いひ。 新 助の し rs んぼリ して- Q ろの,. 

みて。) 

さあ、 いかう。 そんな 樣子 をして 人が みら あな。 さあよ。 

新 助 へい。 

へと 新 助し，^,^ として 先に 立ち、 魚惣 ついて 向 ふへ 

入ろ。 わと。) 

11: 次 妯 はん、 飛んだ こったな。 


代吉 (向 ふ.^ 见て) おもへば、 罪な こと をした ねえ。 

三次 、不意と) お 、ひで え 蚊 だ。 

(と 腔ん 打つ。) 

獒代古 何 だね。 びっくり しら あね。 

三次 お、、 知らね え 間に こんなに 喰 はれた。 

(と 脛ん、 擦る。 美 代. fu 少し！^ か 《 額、 錢 樺の 音、 骚ざ 

1  つ J- て。) 

11 幕 1- 

大 切 

深 川 ：5：  mj- 裏 

上手 町家の 家並 1^ かぜ、 下手 藏の橫 手、 4- の 番小屋な 

ぞ。 中央 斜 0? 込みに 横町 ，^2- ぜ、 藏 につ i 、いて 材木 匱 

場の 體。 化お 《w リは極 幅 狭に 川筋.^ み ぜ、 極 诋 く 川 向 ふ 

の 家並、 後に この 上 i リ、 十五夜の. K きな 月が 上ろ 仕 

掛。 すべて r あ 町 通り. ^みせた 道 CT 

いくらか 祭の 雜 水".，^ リ 遠ざかりし 4 に て、 祭の 若い 

衆、 甲、 乙、 s、 捨石 UK, かかけ て c^.-^ 入れて ね 

ろ。 傍に 祭； 物の 男女、 四 五 人、 ^掛 リ、 少し はな 

れて E チ-侍 一入 拔 衣紋、 問の 拔 けた 扮. おにて 蹐 がん 

て 休ん てね ろ。 始- お、 祭の 嚇子、 幕 開く。 
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祭の 若い 衆 甲 今 花 車 は 仲 町の 往" 來 だから、 こ、 で 一息し 

て 先く  り をして 佐賀 町へ 廻って 居よう。 

若 乙 さう だ-.,, \ -。 まあ ゆっくり 一息 いれて い か 、つ。 已 

あ、 もう げっそり 疲勞れ た。 

若 丙 何しろ、 あの人 込ぢゃ あ、 見物 を 押 分ける だけで も 

大骨 だ。 

見物 もし、 私共 は 女 連れで も あるし、 迚も 表通り は 通れ 

ませぬ から、 町 をまゐ りました が、 どこへ 廻って 見物 

し たら よう..、 /さ いませう。 

若 甲 さう さの、 今度の 祭り は 女子供 を： g れてゐ ちゃ あ、 

迪 も 敷で も 借りな き あ、 11 兑られ や あしね え。 宮本 

の 茶屋に 贷淺 敷が 出 來てゐ るから、 そこへ いつ て 見る が 

よから う。 

見物 へえ、 さう でございます か、 ぢぁ、 さう いふ ことに 

しませう。 有難う..、 /さ いまし た 。 

(と 祭の 見物 は 上手 へ 入る。) 

田舍侍 くやく。 其處 許た ち は御當 所の 人と 見受けて お 

尋ねいた すが、 身共 は 昨日 出府いた したば かり、 皆暮不 

案內ぢ や、 今日 當所 八幡の 祭 禮と承 はって、 同役 共の す 

すめに まかせ、 同道して 罷り越し たが、 途中で はぐれて 

迷惑いた す。 八 sn へま ゐ るに はどう まゐ つてよ いか。 

ぉ敎 へに^ りたい。 


若 甲 始め て江戶 へ 出て きたの ぢゃ、 道筋 を敎 へ た 所で 分 

るめ え。 

若 乙 なんでも 構 はねえ から、 人 込に 押されて いったら、 

自然と 宮本 へ 出ら あ。 さう しなせえ。 

田舍侍 いや、 あの 群衆の 中で は、 刀の 鞠 を 割られ 申す と 

大事で ござる。 

若 丙 そり あ、 お前、 まだ 人 込 を 歩く こと を 知らね えの だ。 

大小と も 背中へ 廻して しま ひなせ え。 

田舍侍 成程 (とやって みて) これ は けない。 それ，^ 

法の ある もの ぢゃ。 これ は 御世 話で ござった。 

(と i ろしく 挨按 して 上手 へ 入ろ。) 

若 甲 なんだ。 あの 新 五 左 は 昨日 江戸へ 出た ばかりで、 こ 

の 祭の 中への そく 來る奴 も ある もの ぢ やねえ。 

若 乙 さうよ。 全く あれが】.！ 3 蛇た あ" 

r こ、 へ 下手 i リ、 祭の？： £ 附资： ^端折、 帶附. ^手 にも 

r -、) 

螢附賫 お祭り 番附。 

(と 呼 *;S ながら 出て くろ。) 

丙 お、、 お前、 今 永代の 方から きたの か。 

附資 左樣 で.. こざいます。 

丙 今 あっちの 方 は どんな 樣子 だ。 

附寶 へ い、 今 永代で は、 靈 岸の 花 *K が 橋へ か k る 所で、 
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大混雜 で まるで 人が 大波 を 打つ てゐ ますよ。 

it 甲 さう か、 雷 岸の 花.： 半 か 橋 へ か. -っ ちゃ あ、 已 1 も か 

うしち や あ ゐられ ねえ、 花 車 へ 附か にあなら ねえ。 

(と 立 上ろ。 滑 附ぅリ は 呼びながら 入る。 引逮 へて 魚 

§5 の 若い者 一 人、 入 1 か 搜マ體 にて 出て さた リ。〕 

*S 想のお い お、、 おめ え， f は內の 親方 は 3^ 驟け ね え か 。 

若 甲 お i、 お前 は 魚 の 若え t_ だな。 お前の 內 の， 方に 

あ、 已達は 今 曰 まだ 出合 はねえ。 

魚 若 さう か。 何 所に ゐ るの だか、 W つた もの だな。 

若 甲 さう してお 前、 何 か 心^の ことで も 出来た のか。 

何の、 はこの 問から、 家へ おいた 新 助 野郎、 一寸 

した 違 ひから、 ぼんやり 考 へこんで しまって、 碌々 飯 

もく はず、. お 込ん でゐ るので、 少し樣 子が を かし いから、 

親方が 氣を附 け ろと いふので、 み んな氣 を. £ け て ゐた 所、 

この 51- で 親方 はじめ、 今朝から 家 は 總 出よ。 その 中で お 

れ 一 人 s. ソ で 新 助 野郎の 番人に ついて た譯 よ。 いめえ 

ましい つち や ありあし ねえ。 すると 何た か、 可笑しな 眞 

似ば かりし や あがる ぢゃ あねえ か。 かう 顔をしかめ や あ 

が つ て 兩 手で 頭 を 押 へて、 あ、、 あの 太鼓が 太鼓が つ 

て …… 

若 乙 祭に 太鼓が 鳴る に 不思議 は ね ぇぢ や あねえ か。 

魚 若 だから、 可 笑い や。 その. &、 あっちで も 此方で も賑 


い * ちリ 

やかな 撫子 だら う。 野郎 ぼ-つと したと みえて、 突 鳴 裏 

口から 飛 出して しま や あがった。 おれ は それつ と 追 g け 

たが 人 込で 皆 くれ 行方が しれね え。 兎に角 親方に 逢 ひ て 

えと 思つ て 捜しに きたの だ。 お前 達 ももし 新 助 野郎 をみ 

かけたら、 押へ つけて おいて くんね え" 

若 甲 さう か。 そいつ は 心配 だら う。 

魚 若 うむ。 

ct へ 祭の 若い者 丁驅 けて 出て。) 

若 丁 おい、 大變だ ぞく 知って るか。 

魚 若 え、 もし、 何 か 狂人が 問 違で も 起しました か。 

若 丁 い 、や、 さ うぢ や あねえ C 今き いたら、 今朝 本所撞 

木 橋に 十七 八の い 、女が 切られて ゐる とよ。 まだ 引取り 

人が 無え と 見えて そ の 儘 だ とよ。 

魚 若 さう か。 おら あ 又び つくりした。 ほんと に 親方 は 何 

所に ゐる だら う。 

(と 下手へ 搜 r 心 LL\ 、入ろ。) 

若 丁 それで 今 みんな 見に 行った ぜ。 何う だ、 お前 達 もい 

つて 見ね え か。 

若 甲 馬陲^^めぃひねぇ。 だが、 祭の 中で 延喜 でもね えな。 

若 丁 お、、 さう いや あ、 お前 達 は 知って ゐ るか。 今朝 百 

人ば かりの 舆 丁が、 御神輿 を 舁き上げよう とすると、 い 

つ も輕く あが る 御神輿が ち つ とも 動かず、 やっと 上げる 
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と、 あとに びっしょり 汗をかいて おいでな すった とい ふ 

ぢゃ あねえ か。 何 かなけり あ 好い がと いふ こと だ。 

若 甲 かつぎ あがるな、 そり あ 手前の 御み こしの こったら 

う。 

若 乙 さう だ/,.、、 一杯の ませて やりあい、 に。 

若 丁 馬鹿にする ねえ。 勿體 ねえ こと をい や あがら あ。 年 

寄 手 合 は 大 喧嘩で もな き あ い I- がと 心配し てゐる ぜ 。 

若 丙 此 野郎 はいつ でも、 そんな ことば かり 聞いて きゃあ 

がる。 さあもう 行か うぢ やねえ か。 

若 乙 さう だ/ \ 出掛けよ-つ。 

(と 若い者 一 同 下手へ 捨ゼリ ふに て 入ろ。) 

(H- 面の 橫 町の 奧 i リ新助 ふらく として 出て さて、 

四邊を 見廻して ねる 體。 上手 リ祭 見物の 女房、 小さ 

な萬燈 1^ もった 子供の 手 vj- 引いて 出る。 新 助つ か 

と 傍へ ゆき。) 

新 助 もしく、 あなた は 美 代 吉は何 所に ゐ るか、 御存知 

では.. こざいません か。 

女房 (氣狂 ひとは 知らず) い、 え、 一向 存 ません よ。 

新 助 さう でございます か。 まあ： いて 下さい。 あんな 不 

實な 奴はありません よ。 あいつ は あんな 綺麗な 顏 をして 

ゐ たって 心 は 鬼です。 蛇です よ。 

女房 (少し 氣 味の 惡さ思 入に て) へえ、 さう で ございま 


すか。 私 は 急ぎます から、 樹 免なさい。 

(新 助、 行かう とする 袖 i<J -摑 まへ。) 

新 助 おや、 お前さん は瞻 だとい ふの だね。 そり あ 知らな 

いから だ。 お前さん も 欺され ると いけない。 まあ 聞いて 

下さい。 (と 胸 ，<J- 叩いて) あいつ は 胸の 惡ぃ 奴です。 あい 

つが K つ て 祭 へ も 出ら れな いと 泣いて ゐる 所へ 行って、 

百兩 とい ふ 金 を こしら へて やった のです よ。 すると も-つ 

誰か を 欺 くら かし て 金が 出來 たも の だから、 もう 要らな 

いとい ふの さ。 だが、 そんなに 早く 金の 出来る 氣遣ひ は 

ない。 ありあ 贋金 だ。 (と？ t.^ ひそめて) こ、 だけの 話 だ 

が、 あいつ は K 金 も 使 ひます よ。 

いま リ 

(といって 突 鳴。) 

畜生、 贋金つ かひ だ。 

(と 怒 ％T ろ。 〕 

小兒 母ち やん、 怖い よう。 

(と 泣 出す。 女房 困って うろ/ \ して。) 

女房 ほんと に 仕樣がない ねえ。 誰かき て くれ \ はい k ね。 

(とこ V へ、 祭の若ぃ^r  二三 人、 通 リが」 リの體 に 

て告か 、リ、 、、の 體. ^みて。) 

若い 衆 何う した。 く。 

( と 寄 つ て く る 。 こ れ に て 女 房 は 子 つ れ V、  <rv て 逃 

fc  ©- く。 ン 


新 助 (、、れん 兌て) や あ、 皆さん も來 た。 問いて 下さい。 

あの 类代士 = は 大惡黨 です よ。 

若い 衆 なに、 あの 美 代. fH が惡黨 だって。 

新 助 まあ、 聴いて ド さい、 あいつが 惚れて ゐ るの なんの 

といった つて、 みんな ありあ 欺す のです よ。 あいつに は 

三次と いふ s< があって そいつと 云 合せて は、 みんな 嘘 

を 吐く のです よ。 ハと 語， 溯.^ か へ て) 欺して 金を联 らうと 

したの だ。 へん 、奴 損なった もの だから、 あんな こと をい 

つ て まやかす の だ。 今 m 妃と いふの は 彼奴の こった。 (と 

いって！！ n,^ 倾げ) だが、 全くい.^ 女 だな あ， 水 髮の島 田 

で、 求、 肌へ 上布 をき て、 縫 を かう 耿 つて、 切 H の 長い 目 

で、 他人 を ぢ いっとみ て、 ニコ リ とした 所 は、 全くい \ 

女 だな あ。 (と^.^^ して) だが あの 眼に 欺され ちゃ あ、 

いけません。 私 は 彼奴の に、 一 入の 母さんが、 國に待 

つてる のに、 歸ら ずに ゐ たばかりに、 田地、 田畑 は 無く 

してし まひ、 其 上 こんな 恥 を か k されて は、 もう li^ へ も 

關られ なくなって しま ひました。 (と； 1^ ご ゑに なり) 11 に 

は、 惡ぃ 親類； 家が 竝ん でゐる 中へ、 江戶で こんな 目に 

遇 はされ て歸 つて は、 それ 兑 たこと かと 笑 はれます。 親 

の代までは^；：卞帶刀の家だ つた。 それ を 親類 が 寄つ て 

集って、 収っ て 舞 や あが つて、 …… だか ら 私が 稼ぎ 溜 

めても う 一 度 母 樣に樂 を させ 申して えとお もった に、 情 


け ね え。 わ づか殘 つ た ffl 地 田畑まで 無くし て しまって… 

…(と 泣く： と rs ろしく、  X ふいと 頭 もげて) こんな 

にだ まされて は、 いくら 田舍者 だ つ て 悔しく つてな り あ 

しねえ。 おれ は 彼奴 を 殺して しま ふの だ。 うむ、 殺して 

やる。 きつ と 殺し て やる C さう だ、 家 へ 道中 をお い て 

きた。 

(とふら と行告 かけろ。) 

若い 衆 一 いま 魚您の 若い者の 話し はこれ だら う。 

若 二 さう だ。 これ だ、 摑 まへ といて やらう。 

(と i せい 衆摑へ LL か V る。) 

新 助 なに をす るの だ。 おれ は摑 へられる 覺ぇ はない。 ぢ 

や あ、 お前 達 は 美 代吉の 廻し 者 だな。 おれが 邪魔 だから、 

殺してくれと^^まれたな。 

若 一 これつ まらね えこと をい ふもん ぢゃ あねえ。 

若 二 まあい k から 此方へ 來ぃ。 

新 助 いや だく  (と 振 放し) ぢゃ あ、 江戸の 奴等が、 み 

んな 寄って たかって 田 舍 者の おれ を いぢめ ようとす るの 

だな。 もう いぢめ られる もの か。 江戶 ツ子が なんだ、 

の 底まで 見て しまった ぞ。 口先ば かり 旨い こと をい つた 

つて、 みんな 金が 欲し さ だ。 金 さへ やりあ、 何 £ン じ も 二 

コ くす るの だら う。 江戸 ツ子が 何 だ。 みんな 大嘘つ き 

の大； 8; だ。 
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(と 怒鳴ろ o〕 

若 一 何 を 吐かし や あがる。 

若 1 1 途方 もね えこと を い や あが る 。 

若 三 構 はねえ。 叩き伏せ ちまへ。 

(と 寄らう とする。 新 助懷. ^リ、 兩 包，^ 出し、 封，^ 

切って、 一同へ 二三 十 枚づっ 叩きつ ける。) 

若 一 何 をし や あがる。 や、 こり や 小判 だ。 

(と 拾 ふ。) 

新 助 それ 見ろ。 金せ え、 やりあ、 い、 の だら う。 江戶ッ 

子 もな にも ある もの か。 を： a ろ。 あは-. -は は。 

(と 高 笑 ひして 呆れて ぬろ 一 同ん- にして 上手へ 入 

る。) 

若 一 ぇ气 かう、 あの 氣 違えめ、 こんなに 小！； を 叩きつ 

けて 行き あがった。 どうしょう。 

若 二 篦棒め、 あんな 事 をい はれて 抛ら れた 小判なん か捨 

てつち まへ。 已が拾 は あ。 

若 三 ふざけるな。 拾つ とい て 魚 想 へ 返し て やらに あなら 

ねえ。 

(と 一 同小 判.^ 拾って. Q ろ。 こ、 へ 下手-, * リ 魚惣、 鹿 

の 子の 七 枝 重れ の 肌 脫本卦 返りと い ふ 心て 持物 は 赤 い 

もの づ くめ、 若い者 二人に. Kffl 扇ん 持たせて、 最前の 

若い者と 話しながら 出ろ。〕 


魚您 さう して 手前 まだ 捜し あてお えの か。 

若者 へい。 

魚惣 仕樣が ねえな。 

若 一 (氣 がつ .vo お、、 親方、 今 こ k へお 前のと この 氣 

狂が ゐた ぜ。 

魚惣 さう か。 さう して 何方へ 行った。 

若 二 おれ 達に この 小判 を 叩きつ けて、 あっちへ 行った。 

魚惣 さう か。 手前た ち、 行って みろ。 

魚 若 おい。 

(と 免您の 若い者 上手へ 驩 けて 入ろ。) 

若 一 親方い まお 前のと この 氣 狂に 小判 を 打つ けられて、 

拾って おいた」 健 S に 渡す ぜ。 

(と 纏めて 魚惣 LL 渡す.。) 

魚悠 さう か。 そり あ 有難て え) W つた 奴 だ。 

(と 受取ろ。 、、、へ 上手 rs リ、 魚惣の 若い者 一人 驅け 

てきて. -〕 

魚 若 親方 今 そ こで、 新 助 野郎 を 攆 へ た か 、 連れ か へ らう 

と丄て も、 暴れて 手に 合 はねえ。 

魚惣 I. 恩氣 地の 無え 奴等 だ。 ぢぁ、 己が いって やらう。 

魚 若 だが、 親方、 おめえ 怪我で もす ると あぶね ぇぜ。 

魚惣 馬鹿め、 いくら 氣が 違った つて、 おれの 前へ 出ち あ、 

あばれ もしめ え。 お. 野郎 こっちへ 来た" 


(と、, V へ 上手 i リ新助 ふら/、 と 出る。 <S 惣の 若い 

者 二人 後 i リ從 いて 出る。 《5惣 つか/ \ と 傍へ ゆき。) 

S. これ、 新 助、 前、 あんまり、 氣が 小さ 過ぎる にも 

程が あら あ。 見つ ともねえ" 確！； しろ。 

(と存 中.^ 打つ。 新 助 • ちっと ffi^ 悠の額 みて。) 

新 助 なに、 この 禿 爺め。 手前が 歸 るの を 止めな き あ、 こ 

んな 事に ならね えぞ。 い 、 年 をし て 世話 やき も 大概に し 

て 引 込んで ゐろ。 

想 * れて 後へ 下り。) 

こいつ はおれで もい けね え" それ、 みんなで 摑 まへ 

て くれ。 

(とこれ にズ 一 同 押へ つけ .is うとす る。 新 助 素早く 潜 

りぬ けろ.？；； 廻リ、 r* 告止 まりへ、 幕 明 i- 、の 田舍 侍、 存 

中へ大小ん廻し；：ま、薄^?織.^凝ん\、懷へ入れ、 うろ 

うろと して 來リ、 祭の 若い 衆，^ 见 かけて 0) 

ra 舍侍 くやく 先刻の 御 人、 また 方角 を 失うた。 八帱 {la 

へ はどう まゐ る，" 

(と氣 が 付かずに 新 助の の 先へ、 芥 中な， W ける。 新 

助 刀に 目. 付け、 素早く、 拔告 放す。) 

ra 舍侍 (始めて^ 告) これ、 なにいた す。 

(と 取 支へ fs うとす ろ。 新 助 刀，^ 报ま はす。 一同 わつ 

と 退く。 新 助 刀，^ 持って 向 ふへ 驅 けて 入る。) 


m 贪侍 これ、 待て、 これ C 

(と、、 れも 追って 入る。 魚 g^。〕 

魚惣 え、、 飛んでも ねえ 事 をし や あがる。 これ、 押 止め 

て くれ。 

若 一 でも、 刀 を 持って ち あ。 

魚惣 え、、 葛 M 地の ねえ 奴等 だ。 ぁ气 えれ え 者 を 引 止 

めた。 

(とべ つたり となる。) 

仲 町 尾 花屋 前 

正面 一 面 出格子， か^け 放した 家體、 上手に は 門レ 家體 

に は 巴の 紋 2 帳！ # に 軒 提灯， ¥P 鹩.^ 引つ め、 屏風.^ 立 

て、 桟敷の 體、 男女の 見物 大勢、 平 舞 璗には 祭の 練 物 

二つ 輻湊 つた 體、 上手 LL は、 若衆、 ふ • ち 1^、 (みな 藝 者) 

座頭、 据<犬^-子，^缝附けた、、しらへ(帮間〕みな休^3ゅ 

し乂 茶碗 酒ん のみ- Q ろ。 や V 下手 寄 LL 伏勢 昔 頭の ー圑 

(仲- i- 藝 *0 姉って ねろ。 ^!|-代古同じ、、しら へながら 1 

際 目に 立つ 好みに て 踊の 後見に て 中央に ねる。 祭の 警 

誰、 世話役 等 i ろしく 大 賑やかの 體：. I て 道具と まろ。 

$ ^勢 音頭の 吸、 翅 角力。 

『都 LL も 住ま じかり けり、 角力と リ、 鄙 は翅の 下り 

どこ, c。 西の方に は渡リ 鳥。 東の 關 は叫 け 鳥 ▲ 
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『拍子木た、 く隊木 鳥に、 镜 いて 出；： る 名 取 もの。 

金錢 5t| の錦絲 から、 鈴 懸け 鳩の 入れ 黑子。 小雀.^ 先 

へ 土俵 人 ▲ 

『旣 に 角力 も 始まれば、 行司 は 國扇持 か へ て-. f i;g ん、 

幾の、 股 立と リて彊 々と i? 色 名 乘ろ聲 けて 今 rn の 

出掛け は 四十雀、 老 相撲 なれ ど、 巧者に て 突 事 Li 收 

けた 溝鹪鶴 4 

『次 は 今年の 出來 ものと 錢の名 はせ 波リ。 我 も/ \ 

も 出ろ 中に 進み 過して 醮 鶴が 砂 水浴. ひて 逃げ こめ 

ば， 靑 い 目白の 飛 入リ. ^ふくら 雀の 腹 IHA 

『駒 は拽 ぐが 得手の 物。 上手に i 逸す 翡翠が 前髮 解け 

て 肩す かし 。或 ひ は 鴨の 入 首， か、 跳 U 返した ろ 勝 <?: 

力。 土俵の 砂の 働き はす クリ中 入と こ 一て 見えに け 

リ赢 

この^り r5 ろしく、  ：，，r  、頃 L1 向 ふ- 15- リ、 魚 t.^ の 若い 

者 1 人驟 けつけ てく ろ。 花 a:-!- て。 

魚 若 ぉ乂、 美代吉 さん。 

(と美 代吉. ^見付け 直ぐ 傍へ ゆかう とすろ。 祭の 警 

護 余 棒て 押と めて。) 

警甲 おい、 お前 は、 なんで 踊りの 中へ 飛び こむ の だ。 

魚 若 なに、 美代吉 さんに 急 S だ。 一寸 逢 はして くれ。 

警甲 馬鹿 をい つち やい けね え。 今 踊の 最中で、 姉さん は 


後見に 立って ゐる。 待って ねえ。 

ぷん どころ 

魚 若 ぇ&、 待つ てられる W ぢ あねえ。 據處 ない 急 W だ。 

警甲 いけね えく。 用なら おれが 聽 いてお かう。 

魚 若 ぇ气 いへ る用ぢ あねえ。 

(と ごたくす ろ。 警護 ニー 一； 人 i ばってきて。) 

警 乙 何 だく、 けち でも 附け に來 やが つたの か。 撲 つて 

しまへ く。 

(と 「さう y やれえ く」 と 鎮：. ：• 荡 接く 魚；^ のおい 者 

,亇 下手へ 追 込む。 踊り は 構 はず、 踊って ねろ： と r< ろ 

しく (「見え LL けり」 とい ふ 切れと 一 緒に 向 ふ Li わつ と 

いふ 人聲。 一同. ひつく りして 踊 止み、 向 ふ.^ みろ。 「何 

だ 何 ，た」と い ふ 口 々 。 向 ふ に て 「永 代 が ^55 ち た わ く」 

とい ふ聲、 一同 また 驚く。 ：、 へ 向 ふ i り、 町名 主， 

£E 合 ひの 家主 衿、 羽 11 にて つけ、 花 a にて。) 

町名 主 これ、 祭 はもう 止め だ。 く。 今 永代が 落ちて、 

人が どし/ \ 落ちて ゐ る。 

家主 若え 者 は みんない つて くんな く。 

(と 怒鳴って 直ぐ 引返へ す。 舞 蜜 一同 大骚 ぶ、、 ニ乂ち 

となろ。) 

若 甲 そいつ は大變 だ。 

若 乙 それ、 船 を 出して 助けに ゆけ。 

若 丙 おっと 合點 だ。 


な幡八 J】 名 
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• 新 町 揚屋 茨木 g。 

舞-;??! h 手 は內 部ぶ リ 店先， ^みせた 道具、 下手 は. 好つ，、 

.V、LL 離れ 敷" 

はじめは 午後の 光景に て 店内 からりとし て 誰もね 

ず。 やがて 外より 若い * 喜 之 助 氣 にん つ てく ろ。 

喜 之 やれ、 1^ ぃぞノ \ 。小春日和の ほかくと してち よ 

つと 急いで あるく と、 こんなに 汗ばむ。 (と 脇の 下 1 か 拭 ひ〕 

おや、 誰も ゐぬ のか。 これお かめさん/ \。 

r と 呼ぶ。 仲 頭お かめ 奧 出ろ c) 

おかめ お、 喜 之さん、 もうお 歸 りか。 

お： 之 お、 さ、 今： i り やした。 そして 且那 さん は？ 

おかめ ぃま奥で昨日の帳を兑てゐゃんすパと四逸^^-みて 

小. 碟 になり) ：.：• そしてお 前う まく あの 呼狀は 屈け てく 

ださんし たか- 

お 〔之 所が 1 の 家の 前 を 幾度 も 行ったり 來た. o、 好い 首 

尾 もな く、 果て は 人が 見る やうな ので 氣が St めて、 狀は 


. J の 通り 懷に まだ 溫ま つ た 儘 . ： ： 

(と 結び 文，^ 出して みせろ。) 

おかめ あれ、 では 屈 かなんだ のかえ。 

喜 之 あい、 歩き 損の 草 臥 ぞん。 その代り 狀 はこの？ a り aj 

I  ,  じ-やうなん 

まった。 これが ほんとの 上 酣々々 。 

おかめ ぇ&、 ま、 おかんせ" それで は 白妙さん が 御氣の 

毒な、 折角 今日の 首尾 を樂 みに して ゐ たもの を …… 家の 

旦那さん も 心配して かう やつ て 無理な 首尾まで 造ら へ て 

:v つ 

井筒屋 さんで 窃と吉 三 樣に逢 はせ る 手 害 を …… まあ、 何 

うしたら よから うな あ。 

(この 時 太 四^  二十 二三 奧 i リ 出て。) 

太 四 一郎 これ、 おかめ、 淸樣の 方の 首尾が 出來 なかった と 

の 力。 

おかめ お、、 ロー 那 さん、 おき- - なされた かえ G 

太四郎 お \  、(と 點 頭いて 坐リ) 私 も あの {E 妙と は 幼い か 

らの 遊び 友達、 禿 立ちから 始終 わしと 一緒に 育ち、 联分 

け 優 さしい 彼の 氣象、 早く ffi 親に 死別れ た わしに は 姉の 

やうに 思 はれて 此 頃の 彼の 心が 不懲 でなら ぬ。 ほらって 

ゐる 上に 告樣は 六百兩 までの 工面 はなっても あと 四百 兩 

の 工面が ならず、 親父 機に 逢 瀨を絕 たれ て あんまりな 氣 

の 毒 さ。 - J んな 無理な 首尾 をし て 白妙の 客 血 の 中で も 人 

のよ い あの 淸探に 呼狀を つけて それ を 潮に 井筒屋 へ 拔け 
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させ 吉樣に 逢 はせ る 手 害、 あ \ 矢張り 惡 いこと はいけ ぬ 

もの、 尾の 出来ぬ も 當前、 といって 白妙 も吉樣 も 今日 

は 待 ai^ れてゐ るの を … … ぁ气 何う か 思案 はない もの か。 

(とうな だれろ- おかめ も 喜 之 も氣の 毒の 體。 、、、へ 

表の 方よ リ浦 上與 左右 衞門、 老け 扮 りの 浪人 體、 無 案 

內 さう にう そ/ \ と みま はし 來て 入口.. 5- 視 きこむ。) 

浦， 上 ちと 内方 へ 申します。 われら は 旅の 者に て 當所不 案 

內 …… 

(とい ひかけ る。 喜 之 振む き、 病 裝，^ みて。) 

喜 之 あいく、 道の ことなら 我等 も不 案內、 外で きかん 

せ。 

モウ は-つ 

(、、の 內 おかめ、 氣が ついた やうに 竊と 外して 奥へ ゆ 

く。) 

滞 上 いや/ \ 道 のこと では ござらぬ。 少し 御 無心の こと 

がご ざって …… 

. (と 暖簾 リ入リ かける。) 

喜 之 (忙て V) あ、 これく、 折角 打 水した その 敷石へ 

む ざく と 泥足 蹈 ん.， J んで貰 ふまい …… 筋の ない 無心 合 

力 は 堅い 御法度 斷 ります る。 

•M はさ 

上 いやく、 われら も .K 小 打帶む もの、 左樣な 無心で 

は ござらぬ。 

(と 編 笠.^ 取って 入る。) 


さつ S 

喜 之 (見て) や、 お まへ は 先刻 北側の 局 見 世で 醐 ぶら れ 

て ござった 御 武士。 

5 な！ J 

甜上 さ、 當所 不案内の 爲、 よい 氣な 女子 共に なぶられい 

か い 迷惑いた します る。 御宅の 前 も 3 お前より 兩 三度 通り 

か 、 り 遂に 忍び かねて の 御 無心、 御 自分が 御 亭主で-、 /さ 

るかな) 

あるじ 

喜 之 いや (と 1 寸太 四^.^ 見て) 主で は ござらぬ が 御 W 

はなんで ござります。 

浦 上 太夫と 申す ものに 御 近付に なりたう ござる。 

喜 之 わ は 、 X  >1 は。 こり や 嬲らる、 も 道理 ぢゃ。 お ま 

へ、 よい 年 をして その や、 つな 道化、 やめに なされ。 

浦 上 では こちらで も かな ひませ ぬかな。 

喜 之 かな ふ も かな はぬ も當 家で は 通りが K りの 御 入來は 

ぉ斷り 申します。 

上 はて 是非がない。 (と考 へ ) なるほど それが 常廊 のお 

a ほう 

仕來り で ば ござらう が 、そこ を 貴方 の 御 働きに てな にと 

かならぬ で ござらぬ か。 

喜 之 はて 質く どい ぉ人ぢ や、 ならぬ こと はなり ませぬ。 

さ、 早う 去んで くだされ、 あ、 これ、 そこ を其樣 に；^ こ 

つけに して は、 はて 仕樣がない、 え 、去んで くだされと 

いふに。 

(とい ふ。 沛上 取つ き やうな. き 思 入。 太四郎 少し 前 i 
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リ； si^J-gt けて、、 の 問答.^ きいて ねたが、 浦 上の 樣子ぁ 

リ けなの^ 見て 此^ 前へ 出て。) 

太 四^ これ、 喜 之 助、 控へ ぬか。 芊 前方と お見掛け なさ 

れて お出でな された 御. ぉ樣、 まして や 御 武家 P に …… 

J* 之 でも あれ は 袖 乞 の 色氣違 ひ " 

これ、 なに をい ふ。 隨分 御歴々 の 方々 に はお 忍び 

であの ai^ に御逛 しなされて あとで あ をお とりなさる こと 

が ある" もし 御 無^ 申してから 御大 盡で あったら 何とす 

る (と；： しなめ、 ？せ之 助と 入れ 代り 膝， つき) へえ、 こ 

れは 毎々 御 asH にあ づ かります る " 手前が 亭主 太 四郞と 

.¥ もの、 御 S の Sia を 仰せられ まし。 

^^上 いや、 毎々 御 t€K とは 身に 恥 かしい 御挨 接。 (と 腰 か 

け) われら は兑ら る & 通りの 田舍 もの、 傾城と 申す も 

の、 や S にかいた より 見た ことなく、 寄る 年波に あの世へ 

の 土.！^ がご ざらぬ。 牝度 出府いた した 序、 一生の 思 出に 

太夫と いふ もの K うてみたい 願 ひ、 (と 扇 14- ひる • けて 財布 

の ^もけ て 出し) これに 路 金の 餘 りが 一 兩 二分 ござ 

る。 これ を 其 許に 御 渡し 中せば、 これにて なにと か 御 

計 ひ はなるまい か。 

太四^  (小膝ん 打って) いや、 これ は 面白 いお 話し、 年 

代 記に のる 傾城の EMSSr ならぬ 所では ござり ませぬ。 か 

うい ふお 傾城 13； が 私 方 へ 御 出 下さる は 揚屋 K 利， 喜んで 


ぉ联 持いた します る。 

滞 上 (喜ん て) では 道 知ぬ 願 ひ 樣と御 笑 ひも 下されず …… 

太 四ー0 はて 何の 御 笑 ひ 申し ませう。 かう 打明け 仰せられ 

るの が 野暮な やうで ほんとの 粹、 偽らぬ のが 傾城 貿の極 

意で ござり まする …… して 女郎 衆に お望み は？ 

浦 上 なんの く 太夫で ありさへ すれば 誰でも 構 はぬ。 

太 へえ、 太夫で ありさへ すれば 誰でも …… (と不 斗 

白妙の こと！ i 氣が付 さ、 につ、、 リ として) もうし、 あの 

i ん とう 

^^統に太夫でぁれば誰でも構ひませぬか。 

浦 上 いかにも。 

太四郎 (一寸 考 へて) ぇ气 もうし 御 武家 さま。 御 案内 

でも..、 /さり ませう が、 總じ てこの 女郎と 申す もの は 初め 

て の 御 客 祭 は 御 心 の 深さ を K すため、 大方 初手 は 振る と 

申し て ふ あしら ひ い たします。 其處等 はよ く 御 合 點でノ J 

ざり まする か。 

浦 上 はて その 機な こと もとん と 構 ひませ ぬ。 

S0 なに、 あのお 構 ひなされ ませぬ か。 

浦 上 いや 御念に は 及び. 5. さん。 

00  (喜ん て) 左樣で ござります るか。 …… (喜 之 助 

みて)、 」 れ 喜 之 助 本家 へ 行って 白！ B よ んで こい。 

喜 之 はず 手.^ 打って) 成程 こり やうまい。 

太四 郎 これ、 何 をい うて ゐる C …… 早くと 云へ よ。 
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喜 之 そり や 申さず とも 飛んで 來 まする。 

(と 浦 上 1^ みて 笑 ひ. <J ^忍ん て驅 けて ゆく。) 

太 四郎 さ、 兎も角も どうぞ これへ C  (と 手^ 拍告) これ、 

だれも ゐ ぬか。 御 客衆ぢ や。 ぉ盃 もってき や。 これ かめ 

はゐ ぬか。 

广 お- いと 長返辭 して， Mi リ おかめ 鏖.^ もって 出 

太 四^ これ、 この 御 客 衆、 御 案内し や。 

おかめ あいく どれへ 御案內 しませう。 

§0 あの 離れの 小 座敷が 明るうて よかろ。 

おかめ では かう 御 越しな され ませ。 

浦 上 はいく、 これ は御雜 作に ぁづ かる。 

太 四^ あ、 もし、 私 御 相手いた します るので ござります 

るが、 ちと 差し か >1 りました 用事 ござり ますれば 後方 御 

意 を 得ます る。 これ かめ、 今 こ i へお 相手に.. H 妙 さま を 

呼ぶ ことにした。 私 はまた 先刻の S 事で 井筒屋まで ゆ 

き、 吉樣に 逢うて くる。 用が あったら 禿の 橫笛 をよ こす 

ほどに 賴 みます ぞ。 …… お、 これ は失禮 いたしました。 

せ は 

(と 冇繁 に氣が 咎めて) はて 忙しない こと ぢゃ。 

(とてれ かくしん」 云 ひながら 出て ゆく。) 

おかめ さあ、 こちらへ。 

(と 浦 上 1^ 下手の 離れ座敷へ 案内す ろ。 この 中： 1： 居 I 


人奧. ^リ重 詰と 魏 子，^ 持って きて 匿いて 入る。 おかめ 

受取り。) 

かめ さ、 まづ 太夫 さま 御 出までに まづぉ 一 つ。 

上 いや 手前： 小 調法で ござる。 

かめ まあ、 でも 御 出までの 御；^ 凌ぎ • まあお 一 つ。 

上 で ござる かな。 

(と 1^,^ 取リ、 一 うけて 下へ おく。 こ V へ 門 口 i リ 

白妙 や、 病楚れ のした 太夫の、、 しらへ。 引 舟の へ摑 

ま リ秀， ^ 一  人 つれて 前帶の 女に 傘 さしかけさせ、 靜か 

に 出る。 前 帶の女 はすぐ 傘ん 、た-^ みかつ いて 入る。) 

引 舟 (奥へ 向 ひ〕 もした れぞゐ ぬかえ、 太夫さん の 御 出 

ぢ やわい な。 

(わい I と 返辭 して 仲居 二三 人出ろ。) 

伸 居 甲 お \、 これ は 太夫さん- ま、 聽 いたより は御惡 い 

樣子 もな く、 今日はよう まあ 御出でな された。 

仲居 乙 まあ、 ほんに 御顏色 もよ く 御目出度う ござります。 

(白妙 腰かけて。) 

白妙 あい 有難う ござりん す。 何 &へも 出ぬ 所 なれ ど、 氣 

晴し にもと 太 四 郞樣の 御言 葉で、 座敷た け氣 儘に 勤め に 

モ£ 

きました。 まあ 久し振りで 外 をみ て 晴れ ばれと してよ い 

氣持 …； (と 懐紙ても ふぐ) 

秀 でも 太夫さん はいつ になく せかく と 歩かし やん し 
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て. u ぎれ がな さんせ う。 

•H 妙 (にっこりして) なんの いのう。 久し振りで 出た 嬉 

しさに つい 浮かされた …： そして かめ どの はえ。 

仲居 (心得て) これ、 おかめさん ゐて かえ。 

(と 呼ぷ。 おかめき、 付けて。〕 

おかめ おん、 もう 太夫 さまの 御人來 …… 一 寸 ごめんな さ 

れ ませ。 

(と 立って 白妙の 傍へ くろ。 ，：《 妙 突如 立って 思 はず、) 

妙 お、 かめ どの、 わしゃ 嬉しうて く。 

(といって 引 舟、 禿に 氣が 附告言 淀む。 引 舟樣子 あり 

とみて) 

引 舟 さあ、 私 等 はもう 往に ましよ。 太夫さん、 かめ どの、 

これにえ。 

(と 引 舟、 1^,^ つれて 入ろ。 仲 S!S 等もう なづ告 合って 

入る。〕 

c 妙 これ、 かめ どの、 わしゃ 聽く とも， つ 飛び立つ 思 ひ、 

« に 

久し 板り で吉 様に あへ ると おも ふと 何 やか や 一 度に 胸に 

逼っ て1^^~こぼれた。 …… これから 行つ て 逢ったら 何 か 

ら 云 はう。 先 づ-収 m つて 泣かう わい な あ。 

むせ 

(とおかめ の 肩へ すがって 1： びな く。 おかめ も K ひ 泣 

する。〕 

白妙 そして 今日の-お 衆と いふの は？ 


おかめ にべもない 田舎の 御 客、 ちっとも 障りの ない お 人、 

お 座敷 は あの 離れ。 

白妙 (うな づ いて) では 使 ひがき たら 賴 みます ぞぇ。 

おかめ それに 如才 はあり ませぬ。 

白妙 あ、、 いつもながら 嬉しい ぞぇ。 

(と 一 寸拜 む。) 

おかめ さあ. 御座 敷へ ござんせ。 

(と 速 立って 離れへ あがる。 かめ 一寸 dtj^.^ 突いて、) 

おかめ 白妙： 1 御 出。 

(と 引合. f-。) 

おかめ さあ 御盃を 白妙 樣へ。 

浦 上 - . 一れ は 御無醴 い た し た。 ぶし つけな がら 持 合せ 

を …… 

(と 差す。 e 妙 無言 に うけて 飲み、 ^！上へかへす。) 

浦 上 いや 手前 は 全く 不調法 なれば …… 

おかめ ほ.^、 そのお 盃は 御 受け なさる もので ござります。 

浦 上 で ござる かな" 

(と 受ける、 かめ 酌して。〕 

おかめ もし こなた 樣 はお id 合で ござります、 今 全盛の 白 

妙 さま、 中々 不意の 御 出 はかな ひませ ぬの を 今日は 折よ 

う 願へ ました。 ようお 拜 みなされ ませ。 ほ >1>1、  &。 で 

は 白妙 さま、 これにえ、 あなた も 御免し。 
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賓幸星 水 笑 


(と 立って 上手の 奥へ ゆく。 白妙 ゆったり と 浦 上，^ み 

て。) 

白妙 のう 御客さん は 遠 II の 御 方と みた。 ちと 珍ら しい 話 

おきかせ〕 

浦 上 いかにも 我等 は 大和の もの、 (と 思 ひ 入あって) もと 

より 太夫 ii^ 方 を 呼びます る 風體の 者で もな く 御 傾 减と御 

言葉 か は します る も 今 日が はじめて。 況して この 廓の 何 

方が 何方も 存ぜ ず、 此 家の 亭主 太四郞 とやら が 心？ おて 不 

思議に お； H 見えいた します る。 

白妙 (にっこりして」 これ はまた 御 叮嚀な 御挨 ；^、 その 

やうな こと は R お い てま あくつろ いだ 御 話し をな され ま 

せ。 

浦 上 いやく 全く 武骨 一 遍の御 話 一 つならぬ 某、 今日 こ 

れ へま ゐ りし はよ くせき のこと、 情け ある 御 傾城と お 見 

かけ 申して 御 願 ひ 申す。 一通お き X 下さい。 

( ^：：妙 や 、 朵れ て 鎮ん、 み て ね る 。) 

浦 上 我等が 兄弟より 親しう いたす もの X 一人娘、 今年 十 

五に S 成る が、 當 春より 行方 しれず。 もし 人 買の 手へ で 

も 渡りし かと 京都 伏 見の 遊女 町、 よりく に 尋ねて みて 

も 相 分らず (と 涙ん < 押 へて) ことに 母 も 無い 奴の、 父の 

歎き を 御 推量 …… (とまた 泣き) 親子の 心， 窓 ひやり 我等 

かチ 

自分の 身の上の やうに 斯樣に 尋ねます る。 數 多い 充 子供 


の 中に も し 思 ひ當り の 方 も ある やと か く 御 招き 申し て か 

かる ことお. 耳に いれます る。  まことに 無錢 ながら 思 

ひに 餘っ た 御 願 ひ 、 御 P ざ 分け 下され い 。 

(とはら/ \ ^涙す ろ。 白妙 次第！ i 同情し て 眼，^ 拭 

ひ。) 

白妙 のう はじめて の 御 客 衆に 淚を こぼした はこれ が はじ 

ちつ 

めて …… 些 と 違 ふか 違 は ぬか , 女郎の 成立ち は 皆 それに 

似よ つたこと。 親御の おなげき、 御念 頃の 中と いへば さ 

> J そとお も は れ ます る 。 私 も 昔が 思 ひ 出され て 思 はず も 

泣きました。 (と 鼻 打ち かみ) 此 廓の 女郎屋 は充 たち 多い 

と 申しても 二十 人 か 三十 人、 た V この 屋の太 四郎樣 の 父 

御 は 茨木 屋幸齋 とて わし 等の 親方、 この 揚ゃを 太 四郞さ 

まに 出させ、 自分 は 別に 大きな， まや をな されます。 太 

夫ば かりが 五十人、 天神が 七十 人、 禿ば かりが 百 人 あま 

り、 もし その 中に 娘 御が ひよ つ と 居まい もの でもない。 

それ と の う 聞き あは し て あげ ま せ う。 

浦 上 なにお き 合せ 下さり やうと や、 早速の 御 承知、 あ 

あ けない く  (と 淚.^ 押へ) 由ない 話に お 傾城の 淚を 

絞らせ まし た 段 御 容赦 に ぁづ かりたい。 

白妙 なんの まあ * その 御 會釋に は 及び ませぬ。 琉れの 身 

の 、 J ぼす 淚は *  J  、 らが まこと で ノ  J ざり ます。 

(こ、 へ檳笛 十五 位秃 姿、 急が しげ に 暖旅 口から 入つ 


^や^  4  く 茨 
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V- くろ。) 

棂 M もし、 太夫さん はこち では ござり ませぬ か。 茨木 屋 

の で ござんす。 

白妙 f すぐ^ 耳. 1^. て V) あい、 白 妙 はこ X に。 (と 浦 上に 

介 して 立ち こなたへ 來ろ) 

棧 t 山 r 懷 i リ文. ^出し) これ 太 四郞？ ：！^ が 本家へ 来て お前 

に继ぜ とおつ しゃん す。 

白妙 これ。 (と 制して 文.. 披げ みて) や あ、 吉三樣 はもう 

井 に …… では^^ぐにぉ前と 一緒に 裏口から …… 

(一寸^ 笛 LL さ、 やく、  うな づき 笑 ふ。 此. & 座敷 

.-^リ^§上、 何氣 なく^き、 ふと 橘 ん 見て 驚き、 0^ 

掛け i うとして ためら ひ、 ^£々思人、 .E 妙 は 文.^ 仕舞 

ひ、 奥へ.： i ひ、) 

A 妙 これ かめ どの、 わしゃち と 逝れぬ 用が 出来た、 一寸 

往 てきます ほどに、 客 衆の 前 を 親み ます。 さ、 横笛、 き 

や。 

广 と 云 ひ： K ズ、、 一 寸胸， ？^押 へて とっか はと 出て 行く。 

梢 笛つ 1^ いて 驅け出 うとす ろ 途端、 浦 上^敷 i リ。) 

^^上 これ 秀 衆々々。 一寸 これへ 借り ませう。 

S™ 笛 あいく  (と 报リ 返りみ て) や、 父樣 かいの。 

(*^リ1リ取リ鎚リ。) 

お 入 i ぢ やく。 


浦 上 あ、 これ、 聲が 高い く。 (と 額，^ みて) それでもよ 

うま あ 無事で ゐ て くれたな。 

横笛 あ、、 あ ひたう ござった。 

(と 互 ひに 抱きつき 泣く。 沛上 1^, 亇 押へ、) 

浦 上 これ、 みや、 これへ 來 いく。 

横笛 あい、 く。 

r とこれ にて 橫笛上 へ みがろ。) 

浦 上 はて まあ、 何から いは 5 やら。 この 卷 より 今日が 日 

まで、 尋ね 餘っ て 最早 此 世に 逢 はれぬ もの と 思 ひ 切りな 

がら、 若 やと 思うて こ k へ 來て思 ひも よらず 逢 へ たる ぞ。 

…； だが まあ 何 として 禿 なぞ と はなった のぢ や。 

棧笛 (泣 さながら) 父樣に 御苦勞 かけ、 自分 もこん な 憂 

き 目 をみ る もみん なわた し の 心が 足らなん だから のこと 

…… 此 f をみ ての 戻りが け、 .m 髮 頭の 赤ら顔、 浪人ら 

しい 親父め が、 や あ、 浦上與 左お の 娘 か、 小さい 時に？？？ J 

うたれば わが 顏は覺 えまい。 無事の 成人 目 出たい く。 

そちの 親父 も 長々 の 浪人、 氣の 毒な。 其方 を さる 大名の 

奥へ わが 傳手 で 奉公に 出さう。 やがて は 親父の 立身の 便 

り にもなる。 た つ た 今 久し振りに 親父に 逢うて 談合き め 

ぬ I  ゆ 

てお 主 を こ」 まで 迎ひ にきた。 さあ 性 こと 誘 はれて、 騙 

される と は 夢にも 知らず、 父樣さ へ 合點 ならと いうたら 

直ぐと 駕籠に のせ、 この 廓の 茨木 尾 幸齋 とい ふ おきや へ 


80 


齋幸屋 木 茨 


横 浦 模 浦 
笛 上 れ 笛 上 


I 

いっそ 死なう とお もつ たれ ど. 父樣 にもう 一度 あ ひたさ 

に 今まで 生きて をり ました。 

浦 上 えい、 何とい ふ非義 非道 …… 併し かう して 廻り 合 ふ 

から は 父が どう 工夫し てな り と 必と联 返す。 必ず 心 を 落 

すまい ぞ。 

横笛 あいく、 今 こ \ で 父 さまに お 目に 懸 つたれば 心に 

カ賴 みが ある。 少しも 早う 取 返して 下され。 

浦 上 お、、 お X、 必らず K 返す。 なれ ど それまでに 親の 

名、 きっと 人に 語るな、 漏すな よ。 

横笛 あいく。 

(と 親子 手.^ 取リ 泣き 居ろ 思 入。 暖鎞ロ i リゃリ 手の 

なべ 人り くる。) 

なべ もし， 家の ちぴ はこ ちらへ 來 てに は ござんせ ぬか。 

(横笛. きいて 急に 1^,^ 拭いて 下へ ぉリ る。 なべ 見付け 

て、) 

なべ お、、 そこに、 おのれ はなに として、 今つ から 油賣 

る こと 覺 えてなん とする。 え 、も、 野太い 奴の。 

(と 横笛 yJ- 打とうと する、 横笛 袖 をく  V つて 上手へ Li 

げろ。 なべ： F」 ふとす ろ.^ 浦 上 飛ん て 出て 止め、) 

浦 上 これく この 禿 衆、 御用の かいた は 我等が あやま 

り、 廓 珍ら しさに 禿 衆 とらへ て 長話し、 どうか 御 了見 下 

されい。 


連れてき て 一 生 を 五十 貫に 費り わたされた。 (と 泣く) 

浦 上 (齒 がみ.^ して) お、 僧い 奴の、 てっきり、 そやつ は 

あ キ】ん ど 

人 商人 …：. 去りながら 左 樣な迂 論な 奴より 買 ひとる 茨木 

ぁ5 じ 

屋 とやら の、 王 は 曲者、 よい、 これから 某が 懸 合うて …… 

(と 押 取 刀て 立 上る、 横笛 忙て k 前 i リ縫リ とめ。) 

あるじ 

模笛 これ 父樣、 待って 下さん せ。 その 屋の 主と いふ 

は 鬼と きこえた 非道 者、 迚も 一 通りの 懸合 ひで は 却つ て 

理を 非に 云 ひなされ て 御身の 上と なります る。 じっくり 

と し た 御 思案 ど、 つ か み まする。 

浦 上 (•  ちっとな つて) 別れてから はま だ 三月、 子供の や 

そ ち  おこな 

うにあった 其方が、 いつ、 その 樣に 大人び た 物 云 ひ、 口 

上、 太い 苦勞 をした とみ ゆるの。 

横笛 (W- ら なくな つた やうに ヮ -ソ となき) 云 ふまい とお も 

うたが 父 SIIS きい て 下さり ませ。 私 も 間が な 隙が なあった 

ら けて 退 ふと 心 を 配っても い つかな 油斷 のない 親方、 

その 根性な ほさぬ かと 縛って 長 押に 釣り下げられ たこと 

も あり。 

お. 1 リ 

柱 を 横に 渡して 足に 石 を 括り付けて、 それにの せら 

る 木馬と やらい ふ 仕置に あつ たこと も あろ。 

え 

ぶち S き は 常の こと。 食 を 止められ たこと も ある。 
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なべ はいく、 これ は 御 客 の 手前 もお 恥 かしい なれ ど 

大抵で は 性懲り のない 奴、 どうぞ 見捨て k おい て ドん せ、 

さあ 失せう。 

(と^ t5 の 脇 Ei け i リ手ん 入れ 乂 見えぬ やうに 捻ろ。 

馆 V つと 痛み，^ こらへ て 親に みせぬ 心、 引立てられ 

て E::!.^ 出て 出格子の 外ん- 见 返り/,、 連れ て ゆ かれ 

ろ。 ぁと^1上^.^报リ。) 

^§上 えい、 ^ れ たりと も 武士の 娘、 その 娘 をみ すく 

親の 前で 下^女に さいなまれ、 切っても 捨てられぬ 淺ま 

しさ。 …… お、、 親方 茨木 屋幸齋 とこ、 の 亭主 太 四郎と 

は 親子と か、 幸齋 いかに 無道の 者 なれば とて、 彼奴 も 子 

を 持 つ たれば 親子の 哀れ は 知る ベ き 答、 某 大地に 手 を 突 

い て；. g をドげ Si を 折つ て ロ說 くなら ば 指した る 我 大小の 

^0 にも； 迎 つ て il 分け ぬ > 」 と はよ も あるまい 。 …… 冤 も 

5^ も 一;}. 生の かへ り 待 受けて …… 

(と 此昨外 Li て 「えい、 何と 致す 無 鱧 もの、 放せ、/、」 

なぞと 人の e- ふ？ 恥する。 浦 上 不審と！： 口へ ゆきみて。) 

沛上 や あ 3Mi の-:: 妙と やらい ふ 傾城が 男と 一 緒に 引つ 立 

てられて くる。 さて は あの 法體が @ にきいた 茨木 屋幸齋 

か。 うむ、 何に しても 忍んで 様子 を  

(と-離れ^敷のう しるへ 小^す る。 外の 爭ひ 1 ^烈し 

くな リ、 深见. f:" 三、 一水 差し、 若い者 大勢と 幸 ひなが i 


ら 出て 突かれて 下にね る。 茨木 屋幸齋 白妙， か 引立てさ 

ぜ、 のさ /(\ と 出ろ。 後.，*リ若ぃ者穴勢用、.^棹,^もっ 

て 出る。 奥 i リぉ かめ、 はじめ 仲居 等 出て この 體に驚 

きながら 「お 歸リ なさい まし/、、」 と 口 々に 挨^して 

裤、 たばこ 盆、 天 目 なぞ 直す。 幸齊 むず と 坐して。) 

幸齊 おのれ 等 太い 奴の、 おれの 滓 玻璃の 眼 を くら 

ましてよう も 忍び 合うた な。 今 見て ゐ をれ。 よい E に 合 

せて くりょ ふ。 

(この 中お かめ は吉 三.^ み、 C 妙， <J -见、 途 胸.^ つく S 

入。 仲居 二三 人と 目立た W やうに そっと 白妙の 傍へ i 

リそひ 介抱す ろ。) 

幸齋 やい、 おのれ は 白妙の 調染 とかい ふ 西 國の吉 とい ふ 

男 か。 商 貢物に 忍び 合 ふ 盗賊め、 いきず りめ、 面 上げぬ 

か。 

吉三 (詫 ま リ入リ たる 體に て) 盗賊と い はれても 忍び 合 

うたる は 我 あやまり、 重々 御 詫び 申します る。 (と 頭，^ 下 

げ) なれ ども こ \ に 一 つのお 願 ひ， 身の 不屆 きに 御腹 立 

さなか  せ つ に 

の 最中 へ 申す もい か どな 事 なれ ど 致し 樣 なき 身の 切迫、 

そこ もと さま 

た V 其 許 嫌の 御 慈悲に 縫つ て 願 ひます る。 

幸齋 ふむ、 その 願 ひとは？ 

ぶ 1 "つけ 

古 三 さ、 無 鎖に 申し ますれば 兼ねて 井筒屋よりも 申 上げ 

置き ましたる 通り、 六百兩 にて あの 白妙、 お 暇 下さり ま 
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せ C 

幸齋 何ぢ やと。 

さげすみ 

吉 一一！ さ斯樣 に 申し ますれば 餘り 身勝手な お 願 ひとお 視 

も あり ま せ うが 、何 を隱. さう 某 は 唯<8 ひ 親 の 勘當 うけ 、 

今 は 天地に よる 所な き 身の上、 あの 白妙 は 新 らの久 

しい 馴染、 廓に あっても 夫 II 同然の 仲、 今 この 破目に な 

つて 次第に ひ は 貢る ばかり、 何卒いた して 廓の 外へ 出 

し、 養华ー させた しと、 この 一 腰 は 死に ゆかれた .M 父の 譲 

り、 .EI 緒 正しい 正宗、 これ だけにの こる 我家の 系. 圖、 末 

代傳 ふ る 品 なれ ども W 代な し て 身の 代と おもへ ども 、 方 

方 主 を ねても 千兩、 ニ千兩 にも 資られ ぬお 劍、 時 も 時 

とて やうく 三百 兩、 五 百兩、 六百兩 より 上に 値 をつ く 

る もの もな く、 千 兩ニ千 雨の 金、 つやく 惜 むに はなけ 

れ ども、 今の この 身に は 出來ぬ 沙汰、 かやうな 見苦しい 

御 無心 申 上ぐ る もよ く/ \- のこと と 御 推量お き k 屈け 下 

さり ませ。 

幸齋 (この 前 i リ腮 て差圖 して 若い者に 屑 叩かせて なた 

が、 止めさ ぜて えせ 笑 ひ) えい、 何ぢ や、 默 つて， *、 い 

て ゐれば 大金 出し て 抱 へ た 奉公人、 千 雨と い ふ もの を 負 

*8 らひ 

けて 六 百 雨に してく れいと は 法外な、 いかに 武士の 算用 

しらず ぢ やとて 見た所が 餘り豐 かさう にも 見えぬ 身の 廻 

り、 その 體 になって 世間の 世智 辛い こと を 知らぬ と はよ 


く/ \ なう つ そりな。 それ だ からこ そ 貧乏す るの ぢゃ。 

わつ はつ、、 ま。 

(と 大口 あいて 笑 ふ。 .a 妙た まらず、 仲 Dig 等.^ 退けて 

出て 吉 三に 鎚がリ 0) 

白妙 ぁ&、 ありがたい、 吉樣、 あれほど 宽 潤な 物に 堪へ 

ぬお 前の 氣象、 それが 私 故に こそ 手 を 支いて それほど ま 

でに 言葉 を 下げて、 え、、 私 や 口惜しい。 嬉しい。 悲し 

いわいな。 

吉三 C それ，^ デタと 止め、 幸齋 に) いや、 知つ たれば こ 

そ此ぉ ^ひ 、 現在 白妙 を al の 前にお きなが ら我自 .ra なら 

ぬ も 金 故と 知る 苦し さ。 恥 も 作法 も 外 g も 忘れ て 武士が 

兩手 をつ いての 御 願 ひ、 お-？ k 屈け. 卜さり ませ。 

(c 妙 これ. > ^き いて タ ク と：？？.； く。) 

幸齋 や あ、 ならぬ く。 四の 五のと 面倒な 世 ま 百、 ぇ气 

此奴 女郎に 忍び あ ふから は、 腐の 作法、 打ちのめした 上 

で 摘み 出せ。 其 上で 白妙 はおれが 折 操す る。 えい、 なに 

を うぢ/, \早 くしろ。 

若者 等 へえ。 

(と 立掛 ろ。 、、の 途端 太 s: 郎驟 動，^ き V つけ， ペ心 にて 

忙て、 驟 けこみ 來リ、 、の體 LLJ 

太 四^ あ、 これ、 親父 さま、 しばらく 待って 下さり ませ。 

(と 若者 等.^ 制し 幸 齋に〕 こり やみな、 吉樣と 白妙が 惡ぃ 
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ので は ござり ませぬ。 二人 を 忍び 合 はせ たの はこの 私、 

どうぞ 御 了簡 下さり ませ。 

t なん ぢゃ、 お、 王が した。 たわけめ が。 (と 少し 拍子ぬ 

ける) 

太 s:m でも あんまりな 御 氣の毒 さ。 あの 様に 神妙に なさ 

れて …… 

(この昨^3三再び手，^支く。) 

あたま を さげたり 手まで 支い て *、 /さるもの 、 どうぞ 吉樣 

が 積む とい ふ 六 ほ！ g の 金 だけで 白妙が 暇 をば •  ：：  • 

S や あ、 おのれ は 何 不足な く 大樣に 育って 金銀 儲ける 

苦 を しらず、 Ki: 山 さう にっか./ \- と 物 をい ふ。 IS 下げる 

がな にめ づ らしい。 橋祭 で^ 錢 一枚 投げ出せば 地に 頭す 

りつけ て 行 過ぎる まで 辭 する わ" 

小：：！！ 一一 (吃と なって、) なに 某 を _g 乞に …… 

$ お、、 物 乞と いうた がなん とした。 その 身裝で 裏口 

から 女郎の 餘り をせ V つ て あるく おのれが 物 乞で なうて 

なんとす る。 

ひけめ 

吉 三 (ぐっと^I^J.,.J-gjして)ゃぁぃMlょり身に引Hのぁれば 

おのれ 

こそ、 己の やうな 奴に かう まで も 身 を 下し て 頓む にもき 

き 入れず ばもう 賴 まぬ。 武士た る ものが 意地 をす てた の 

一 U は ぬより 苦しい 心 もしらず。 物 乞の、 ぬすびとの 

と ある ま >- の雜言 、 日頃の 我 なれば その 一言で も 堪忍せ 


ぬ。 えい、 世が 世で あれば、 直に も 言葉 を かけぬ 奴に か 

く 手 を 下げた とお もへば 口惜しい わい。 く、  口惜しい わ 

い。 いっそもう おのれ。 

(と 刀の 柄へ 手ん， * かけ、 走り rs る。 白妙 ァレ I と 思 は 

ず 止めろ。 幸齋も わて、。) 

幸齋 やあ^ 物に 手 を 懸ける 亂暴 者、 構 はぬ。 棒づ くめに 

して 叩き伏せろ。 

(若者 等 1 同 用心棒て 押つ 取り まく。 吉ー 一一 ハタと 我に 

か ヘリ 1 人 二人、 榨.^ 跳れ のけ。) 

吉ー 1! や、 武士た る 者 を棒づ くめに する だけ は 免る せく。 

か. S 

不 i のお のれ 等に 手 込 に され て は 切 死しても 屍の 上の 

恥 厚。 手 を觸 えずと も立歸 るく。 手を觸 ゆるな く。 

(と圍 まれて 次第 LL 門口 へ ゆき。) 

吉  一二 お k 白妙。 

白妙 吉樣。 

吉三 え、 情けない。 二人の ざま。 (と 泣き) おのれ 幸齋、 

身に 過ち あれば 今日は この 儘に 立歸 る。 お- < 白妙、 緣ぁ 

れば又 逢へ る。 隨 分と 转氣 せず 命 大事に して をれ よ。 

(と 袖に 鎮 i-?^ 隱 して 吉三 驅け ゆく。) 

白妙 あれ 待って、 まだ 云 ふ 事 も、 きく 事 も …… 今 別れた 

ら、 もう 逢へ ぬ。 これ 吉？ 

(と 夢中に なって 追鎚 らうと して ニー 一 一度 引 もどされ、 
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思 はず 幸齋の 額，^ みて むら/、 とな リ、 つか/ \ と な 

き 見 掘 ゑて。) 

白妙 これ 親方さん、 餘りぢ や 情けない。 たと ひ と 忍び 

合うた とて 此 永い 年月お 前の 爲に 勤め おろそかに せず。 

今日 まで 辛抱し た 私の 心 を 思へば これ 程の こ と 大目にみ 

たと てお 前に 御 損 もい きやすまい。 子 飼の 時 から 傍に お 

あんま 

き大. 逸 わたしの 氣心 もしれ てあらう。 それ を 餘りぢ や。 

何 ぼしがない 私ぢ や と て 茨木 屋 の 白妙と 少し は 人に 知ら 

れた身 を 禿 子供 を 折 g する 樣に往 來中を 引立て、、 大事 

な の顏 はさら され、 町內の 女郎 衆 達の 見る 前で、 よう 

闪人を 追 ふやう に 追 立てな さんしたな" あんな 姿 は 地獄 

の繪 よりみた ことない。 え 生きながら の 地 31 と はこの 

事、 えつ 口惜しい (と ヒス テリ 力 かに 泣.， V こもうが まん 

がなら ぬ。 

(立 上る。 太 ra^ 最前 i リ ハラ/ \ して 手出し もなら 

ずね たろ が = ^時 止めて。) 

太 四^ あ、 これ 親父 樣に 逆らうて は惡 い/^、。 親父 さま 

へ の 詫 言 は 己れ が い ふ。 そなた へ の 詫 言 も 己れ が い ふ。 

どラ 

何が 何事 も わしに 免じて だまつ てく。 

白妙， (向 直って 太 四 節の 膝に？， I リ) え \ お前に はわし や 

濟 まぬ。 お前に 聲を かけられて はわし や 何にも 云 ふこと 

出來 ぬ。 何卒々々 云 はして 下され。 お前への iWi は あとで 


する。 何卒 々々いはして 下され、 (と か 振 はぜ) いえく 

いえ 何卒い はせ て 下され。 (と 幸齋の 方へ 向きな ほり 胸，^ 

押へ て) これ こなさん 達の 眼から みたら、 かう いふ 不 

蓮な 果敢ない 身、 死なう とも 生きよう とも 蟲 けら ほどに 

からだ 

も 思 はれまい が、 これ こち 達の 身 II ぢ やとて 撲 たれ や 痛 

く、  くすぐられり や 笑 ひます る。 切れば こなさん と 同じ 

やうに 赤い 血が 出る。 辛い とい ふこと も 人竝、 悲しい と 

おも ふ 念 も か はらぬ。 それ を この 樣な 目に よ う も 合 せ て 

(と 泣 さ〕 人前 もなら ぬ 身に して 下された。 女郞に は女郞 

の 張り も あれば 見得 も ある。 それ をよう も/ \-、 え、 口 

惜しい くパと 身ん、 振 はぜ) これ 女ぢ やとて く 一心 こ 

と ま 

めた 怨は とほる もの か、 撒らぬ もの か、 覺 えて ござんせ" 

(と 、はぜき 入り/ \ 息 .V?- 告 らして 睨み つける。) 

太 (介抱して) これ、 身體に 障って はわる い。 そ、 

そ、 その 樣に身 を 揉んで はな ほ 咳き いる。 /^。 さ、 あ 

つ ち へ 行つ てち と寢 るが よ い ノ\。 

幸齋 えい、 おのれら の 分際で 恨よ ば はり 片 腹いたい。 病 

おれ 

人 丈に 大目に みれば 附け 上る。 あんまりな 顿析 叩いて 已 

に 腹 立てさす るな。 隨 分ぶ ち据ぁ かねまい ぞ。 •：.： 

き  ぶ 

白；^  (吃と 額 1^ 上げて) え、 ぶち 据 ゑる、 え. - 打つなら 

打たん せ。 蹈 むなら 蹈 まんせ。 ぇ乂 もういつ そ蹈 ころさ 

れて あの世から こなたの 未来 を 見て ゐ よう。 
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$ え-、 こいつ、 まだい ふか。 

(と 立掛 ろ。 太 s!^ も わて 止め。) 

太 S! 郎 これ 親父 さま、 人の. {M 妙、 手荒な こと をして、 

若しも の ことがあつ たら K となされ ます。 

tjn  おれ 

S はて 死た と て 已 の 金 出し て 買つ た 奴、 損すり ゃ濟 む。 

c 妙 (カタと して) もう それまでき けば 親方で ない。 人 

鬼め、 惡 魔め、 え、 口惜しい。 

(と 夢中 LL なって 武 ぉ报リ つく。 幸齋 振り はなし 域と 

ばす。 c妙、、^cび胸，^打ち、 思 はず 血ん、 吐き、 それ 1^ 

=5- て：：^ の？^  くな つた ra^ ひ 入り。) 

白妙 お、 古 gr わしゃ 死ぬ る。 蹈 まれて 死ぬ る。 ……^ え 

え、 まだ 云 ふ？^ くこと も、 お、 吉 s^々々 ••：： 

(とい ひながら： がと ほくな つて 倒れろ。 太 M 郎 驚い 

て。) 

太 1： 邵 お、 こり や、 氣絕ぢ や、 これ かめ、 さ、 奥へ つれ 

てゐて 直ぐ 錢者 よんで 介抱し や。 わし もす ぐ ゆく。 

(L. これにて か. 5、 仲居 等 C 妙，^ 抱へ て 奥へ 入ろ。 太 

幸 ん みて 泣き。) 

*s もし、 親父 i!^! 

^0 何ぢ や。 お 主なん で 泣く。 

太 s:^ え、、 ま、 あなた はこの 樣な こと を 度々 なされて 

後の 詰り はなん となります。 


幸齋 これお 主、 またしても 氣が 弱い、 そんな 事氣 にかけ 

るな。 

太 四^ いえく 氣が 弱いで は ござり ませぬ。 この 樣なこ 

となされ たら 親父 さまのお 成 行が …… 

幸齋 はて まだい ふか。 これ、 よう 考へ て も 見い。 この 

おれ  おのれ 

己が この 樣に 骨折つ て 金銀た むる も 誰が 爲、 みんな 汝の 

爲、 さう 膽 玉が 小さう てこの 身代 蹈み 固め て 行く 、 」 とが 

ならう か。 さ、 もっと 氣を 大きう 持たぬ か。 え \ ちと 

1>  つか リ 

確固せ。 

太 四 郡 (是非な 告思 入れ) 

おも *  あわ 

(こ、 へ 母屋の 手代 一 人 狀宮ん J- つて 忙た , 、しく 入り 

來 る。) 

手代 もし、 親 且那樣 はこれ にお ES で、 - ござりました か。 

1 寸ぉ顏 を。 

幸齋 は てなん ぢゃ、 血相 か へ て 何が 起つ た。 

手代 でも この 機な 御 奉行所からの 差 紙が ：：： 

太四郎 え、 御恭行 所から 差 紙が …… 

幸齋 あは は。 年中 出入の 多い 遊女 屋 稼業、 差 紙が 珍 

らしい か。 これへ 出せ。 

(と 手に 取って 狀笤の 封印 咅リ狀 とって む。) 

幸齋 「其方 儀 御 吟味 申すべき 镇有 之、 明 午の 上刻 奉行所 

へ 出頭すべき 事、 屹度 申 渡し 候 也」 ふむ、 なん ぢ やしら 
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ん。 

てつ？ 5 

太 W 郎 (心配して) お、、 そり や 決 走 あの 能 舞 裏の こと、 

それ だ か ら 申さぬ ことで は-、 /さり ませぬ。 早速 今夜 中に 

お 肢 毀ちな され て 明 曰 はお 言 ひ 開き を。 

幸齋 はてなに をい ふ。 折角の 能 舞臺、 もう 1 月 もしたら 

舞 5i 開き。 その 舞臺を 今更 破して なんとす る。 この 幸齋 

ほどの ものが そこに 拔目は ある もの か。 大名 も 及ばぬ ほ 

どな はして あるが 態と 本式に は 建て k はない。 大名 

ぢ やとて 人。 人が する ほど の ことをこの 幸齋が し た と て 

はない 害の、 そこが 町人の 殘 念な。 だが その 機な 心 

配 いらぬ。 こり や 明日 はおれ は i というて 誰ぞ 袴つ け 

て 出させと 喜兵衞 にいへ。 

手代 へ、 それで は 代人 をお 出しな されます るか。 

太 四^ もし、 その 様な こと をな されたら 重ねての 御 咎め 

力  

つ-、 ほ 

S はて この 幸齋、 なんの 利祿に 今更 白洲の 砂に 蹲踞 ふ 

か、 (と 手代に) これ 早くせ。 

手代 へい。 

(と 出て ゆく、 太 四 r 化し r* んぼリ として ねる。) 

幸齋 お \、 おれ ももう う。 や、 先刻す こし あがいた の 

ひ -iis  どいつ 

でが 疲 うなった。 これ 何奴 ぞ 来い。 

(若い者 1 人へ いと 出る。) 


い  § 

幸齋 おのれ は 先へ 往 つて 善哉 餅い ひつけて おけ。 但し 小 

S  や-つかん 

豆 は 舌に 障つ て 心地 わるい。 京の 龜屋の 羊羹す り 潰して 

せいとい へ。 

(若い者へ いと 先へ かけて ゆく。； 

幸齋 では 太 四 郞 また 後に。 これから 往 て舞薹 開きに する 

松風の 稽古 ぢゃ。 

(と悠 々と 出て ゆく。 若い^も 精く。  .K四郎も^^:!って 

出ろ。 滞上與 左右 小 隱.^ .H 出て て。) 

浦 上 所設 あの 心で は 我等が いかに 嘆き をみ せて ロ說 いた 

とて 閗 入れ はよ も あるまい。 生 中の こと まひ 出して 仕 損 

じて は 後日の 首尾 もい か^。 こり や 迚も 上の 威光 を 借り 

ずば …… 何れにしても 一先 宿へ かへ つてから のこと ：•••• 

(とし *J /くと 思案しながら 歸 りかけ る。 太 も 思 

菜 しながら 歸 つてき て E 心 はず 行 f 雙方氣 がつ ふ/、) 

浦 上 や あ、 これ は ご 亭主、 今日は 勝手 も 殊の外 御 取込み 

と 見受け ますれば 長居 もい か^、 それにな ほ參ら ねばな 

ら ぬ 用事 も.、 /されば もう これで 御 暇 申します。 

太 四^ これ はくもう お 立で、 まだしみぐと御找^^も 

申さず  

浦 上 なんの く …… 然 らば 御免 下さりよう。 

太 四^ では 第： ねての 御出で を ちます。 

(と 互 ひに 挨 15s して 浦 上 は 外へ 出て ゆく。 太四郎 なほ 
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し i んぽリ と 立って ねる。 や ゝ此前 f* リ to 甚 か、 る。 

奥 fs リ I ねい * 一人 ss,^ 持って 出て 表の， お H 仃燈へ 火.^ 

モ\: 

人れ、 不密 相に して 奥へ ゆく 外は脤 やかな 太鼓 入り 

の&^^、s^になる。 太！：^ 柱に つかまり しくく 泣 W 

す。) 

—— ^ 11 

二 

茨 水 S 本家 幸 资の D5S 間。 

舞 ^正面お つ さの 上 Si の 問、 平ぶ たい 上手 は 襖の 出入 

リ、 下手 は 壁、 つ 1- いて 下手 前 廊下への 通 ひ 口、 障子 

.yj-sl けて 波 リ晦の 一部， ^みせる。 すべて 豪奢，^ き はめ 

*u つら  ご おら-? だ 

た 好み。 上^の 前面の 左右 1: は 銀の ひげ 籠、 和 蘭 縛の 

うつ は 

壶 なぞ さま，^ の 器 に いろ /-> の 名產珍 菜な； て， い 

れ、 進物祭へ のせた祝链の贈物.^^^へてもる。 

(s:^ もくと 平ぷ たいに .1 庵暨 者の，、 しらへ、 番頭 九 

兵微、 羽 II、、 しらへ、 二人 話の 體。 下手に 能役者 二 

人、 麻 上下 後見の、、 しらへ にて、 ，2 ひ あ ひ、 廣蓋 LL 

のせた 松：^ の裝 束^, 撊べ てね る。) 

00 いや どうも 今日はお 日和と 申し、 お 客と 申し 日本一 

の 舞 画き。 それに 今の 熊 野、 ぁの裝^3-の結構さ、 大名 


¥„眞 似が ならぬ と 御 評判、 御座 敷で は あと を 松風、 大 

待 かねで /さいます。 …… さう し て 旦那 樣は今 どれに お 

いで >1 ござい ます 0 

九兵衞 唯今 汗に なられた とて @呂 でございます。 もう 

あ f 

やがて 御上り なされます。 

福 庵 成程、 成程、 あれほどの 大物、 お疲れ も 一し ほ、 早 

う あとが 見たい なぞと 此方の 蔡耀ば かり は 申され ませぬ 

な。 

(、、の 中 後見 二人 は 装束.^ 調べ，^ はリ、 袱紗. ^かけて 

あが 

上段の 下手へ なほす。 この 時 奥に てつ. f; 上リ」 と 呼ぶ。 

上手！： て 「あ I い」 と、、 たへ る。) 

S お、 もうお 上りで ござり まするな。 

(と 居住 居.^ なほす。 上手 換 r* リ宪 甲乙 二人 出て 上段 

の 間， へ 脇 足、 紙 置 螯、 重れぶ とん なぞ 直し、 換 ざ はに. 

平伏す る。 茨木 EHS 幸齋； f 上の 體 にて 蹄 S 浴衣、 名古屋 

帶 にて、 手拭，^ つか ひながら のさく と 出て 重れぶ と 

どてら 

ん へどつ かと 直る。 後 i リ秀 二人、 好みのa袍.^.v、ぜ 

かける。 幸齋 手拭 宪 甲へ わたす。 甲 は-てれ.,^ もって 

ば ひ  -rl ろ 

入リ、 すぐ また 出て、 二人 後へ 控 へる。) 

S お \、 これ はお 風呂で ございまし たか。 いや 今の 熊 

野の 結構 さ、 御座 敷で は輮 とり- 九兵衞 どのに 今 御 

話いた した 所。 あの 「のうく お 雨の 俄かに して 花 を 散 


8; 


齋幸 i 永关 


福 幸福 
庵齋庵 


らし 候 はいかに」 なぞの 邊、 @ りながら 米 をと る 大夫達 

も跌 足、 一 ,- の 上 日和に 雨が ほんに 降つ て來 たやうな 氣が 

い たした。 いや とん と 結構の 顶上、 浩し いお 方に この 藝、 

たまさか に 出さる 、丈で 仕舞って おかる \ 。 福 庵 なぞ に 

この 藝の 半分 もあった ら醫 者で は をり ませぬ。 

f  (不機 嫁 さう に) えい、 ベら くと もう 止めに せ。 

つぎ  や 5 ち 

熊 野で 雨が ふると はよ くいうた。 では 次の 松風で は 家内 

に 波風が 立つ か。 SM きたう もない 世辭、 もう 饒舌るな。 

. なに 

福 庵 (顔色ん、 うか V つて) こり や 何 か御氣 にさ はり まし 

た 力 

f お 、氣 にさ は つ た。 大きに さは つ た わ。 水ば かりに 

五 人 も 三人 も 係つ てゐて 京の 水 をき らして、 か 、り 湯に 

大 の 水 を 使 は せ を つ て 肌 ざ はり の惡 さ、 とんと ねばつ 

くやう で 心地 わる い 。 これ 九 兵衞、 われ もちと 屈 か ぬ ぞ。 

帳面 預かる ばかりが 役で はない。 臺 所に もちと 氣を使 へ 。 

九兵衞 (是非な く) へえ、 恐 人り ました。 

幸齋 あ i、 金 次第で 心に かな はぬ ことな けれど、 汲み 立 

ての 京の 水 と嗟峨 松茸の 取り立て。 この 二種が ま& なら 

ぬ。 此 頃に 上りたい が、 造 中が 大儀な、 船 は 嫌 ひなり、 

馬 はい や。 駕籠 はふら つき をる。 …； お 、福 庵、 お 主 は 

地體京 生れ、 もし 贫乏 公家に 近付が あるなら 御所車 一 輛 

かうて くれぬ か。 


へ、 御所 享、 なに はす。 

知れた こと、 乘 つて あるく わ。 

へえ。 

(と 福 庵 も 采れて ロ^と V- る。 幸齋 ふと 祝 ひもの 、品 

品*^かて。) 

幸齋 うむ、 これ 九 兵衞、 この 品々、 こり ゃ何ぢ やつ 

九兵衞 はつ、 それ は大 夫た ちの" a 厦々々 の 御 客 さま 方 か 

ら 今日の 御 祝儀と し て の 御 進物で V /さります る。 唯今お 

風呂で ございま したので、 これへ 蓮ば せ てをきました。 

幸齋 (笑み.^ 舍み) うむ、 祝 藩々々。 何れも おれが 好物 

の 品 をよう 知って 心 入れの 程、 恭 けない、 ー稳 いはう。 

大夫 たち、 これへ よべ。 

九兵衞 へえ 畏まりました。 

(と 1 鱧して 下手 晦下 口へ 入ろ。 此 昨 後見 前へ 出て。) 

後见甲 御裝鬼 は 整うて をり まする が、 すぐお 召しに なり 

まする か。 

t まあ 待て、 これから おれ は钣 をく ふ C 見物 共、 もう 

ちっと 待たせて をけ。 

(、、の 時下 手奧 にて 鼓 しらべる 音き こえろ。〕 

幸齋 あれ、 鼓 をし、； 0 ベ をる わ。 もう 次ぎ を はじめる か。 

これ 一 人 あっちへ 往て おれが 案内す るまで 始めるな と 止 

めて こい。 
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(後 兑》- はっと 下手へ 入ろ。)  ろ 

$  (今一 人の 後见 に) お 主 もこの 間に 勝手へ いって 飯 

にせ。 liw^ も 呼ばれて こい 0( と 1^ ルに) こり ゃ瞎 出せと い 

(1^ 甲、、 れ にて 辭 5^ して. N つて 上手へ ゆき 坐り、 「お 上 

の 御 gi」 と 呼ぷ。 典 にて 「は— い」 と 答へ る。) 

li 庵 (辭 1^ して) では 下 拙 も、 あちらで 御雜 作に ぁづか 

り ませう。 

宰齋 お、 さう せく J 

(と 福 庵 先き に 後见乙 下手 廊下 口 へ 入る。) 

かげ 

(上手.^ リ 下お. H、 裙 なリ、 緋の1{^の當！！；£の遊女、 二人 

か S1 ん 

各 八ル： 褓の欲 紗ん、 かけた 魅 盤，^ 捧げて 出て 幸 齋の前 へ 、 

はい .S ひひつ 

f . 一  人は更らに入って飯植1^41へ のぜて持って出 

て、 控へ る。) 

(幸 f5 袱紗 はれの け、 勝の 上，^ みて。) 

幸资 なんと 卅. 界に もう 喰 ふ ものない か。 明けても 暮れて 

も § の 鯉の と^はれ ぬ 物ば つかり、 この 二の 汁の 鳥 は な 

んぢ や。 きいて こい。 

遊女 .p- いや ira いて まゐ るに は 及び ませぬ。 何が な 珍ら し 

い 物と て、 生 鶴のお 汁に いたしました。 

あぶら 

S ぇ气 鶴と いへば 結構な もの かとお もうて、 脂が な 

うてぬ はる、 もの か。 打 S けて 犬に^ はせ ろ。 (と iir* リ 


取の け) お、、 こちの 血 はなん ぢゃ。 

遊女 乙 あい、 そり や 生 鮭で ござりん す。 わざ < 若 狭へ 

飛脚 を 立て &联 りよせ たと 申されます。 

幸齋 なに 若 狭へ 取りに やった。 こり や 出来た わ。 

(と 箬，^ とろ、 この 時下 手 i リ大夫 長 門、 薄雲、 初 紫、 

らち かげ 

奥州、 染 物の 給、 前帶 にて 廊下.^ リ 出て、 たが ひに 一 

寸會 ii して... <る しく 居住 ふ。 

長 門 旦那さん、 お呼びな された は、 何ぞ 御用で ござりん 

した か。 

幸齋 (にこく として) お、、 大夫 たち、 揃うて 大儀、 

大儀。 なに ^ と 云 ふ 程の ことで もない。 今 口の 進物の 禮 

いはう 爲、 何れもが 親方 大事、 客 大切と 勤めら る \ 故、 

これ この 樣に客 衆から も 心に かけた 進物、 幸齋祝 着いた 

した。 

具12 これ は 何かと 思うたら、 御覧に いれた 品々 のこと。 

P あはせ 

親方さん の 御機嫌に そ の 様に かなう て 始合、 の う 皆さん。 

報 雲 さう で.. こざ りんす。 何 不自由の ない E ー那 さん。 何が 

な 今日の 御 祝儀に、 ぉ氣 にかな ふかと、 大體 苦勞 した こ 

とで はない。 

初 紫 それが まあ 御氣 にかな うて 御喜び、 この 事 を 客さん 

達に 話し たら 甲斐が あ つたと さぞお 喜びで *，  /さんせ う。 

奧州 それに つ れ て は 私ら も 喜び 、嬉しい ことで-、 /さりん 
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齋幸层 水^ 


奥 初 薄 長 


す。 

ほんに 皆さんの 云 はんす 通り、 私たち 勤めの 身の 喜 

び は、 親方の 機鎩 にかな ふが 第一 、 今日の 御 祝儀、 心 か 

ら 御喜び 申し 上げます。 

幸齋 (い fs  くに：/ \ して) 何れもの 賢い 口上、 幸齋 

ますく 滿 足した。 したが 勤めく と 思うて 無理 酒な ど 

け ふ さっさ 

して 煩つ て 下さん すな。 いや 今日 も 先刻から 客 衆た ちの 

側 をつ とめて さぞ 氣づ まり、 こ k に は 遠慮 はいらぬ。 ち 

と足投 出すな り、 寢 ころぶな りと 心 まかせに 休息な され。 

なんの 親方の 前 なぞと 氣兼は 無用、 われらが 大事の 金笞 

さまた ちぢ や。 

(县 門ら 顔み も はぜて 思 ひ 入リ、 長 門 i るし くうな づ 

長 s: もし、 皆さん、 旦那さん のよ い 御機嫌、 それにつ け 

て も かの 事 を 今 御 願 ひ 申さう ではない か。 

薄雲 お \、 さう で ござりん す。 又とない よい 折から。 

初 紫 ほんに わたしら 一 同の 御 願 ひ。 

奧州 長 門 さん、 お前の 口から 旦那さん へ。 

具 門 あい、 では わたしから 且那 さんへ 申さう から、 お前 

方 も 口 を そ へ て 下さん せ Q 

(と 向きな ほり。) 

長 門 もし 旦那さん。 これに ゐる皆 さん 始め、 一 家中の 明 


輩た ち .1 同の 御 願 ひで ござりん す。 そり や 外ならぬ あの 

白妙さん のこと、 曰ー那 さん も油斷 なう 醫者衆 もい ろ/ \ 

联 かへ、 よう 面倒 をみ て 下さん すれ ど、 次 第々々 に 病が 

おも 

重り、 どう 手 を？！ しても 今度 は あっちの ものに 極まった 

とどの 1： 者さん 達の 見立て もみな 同じ こと。 そり やもう 

白妙さん は 身の 蓮で、 カづ くに も金づ くに も かな はぬ は 

壽 命の 沙汰、 其 身の 時節と 是非ない が、 たビ傷 はしい は あ 

の吉 p、 襲が 重い と き 知つ て 迚も 死ぬ る 道なら ば、 

一 日たり とも 廓の 外へ 出し、 わが 手で 介抱して 死なせた 

いとの 嘆き、 此頃は 田 心 ひ あまって 日が 暮 る- とう そ /\ 

と此 家の ま はり を 歩 くげな …… 

幸齋 (じれ VO え X、 こまだる い。 皆まで いふな。 六 百 

雨で 白妙の 暇く れいと いふの か。 

門 お  >-、 さう で ござりん す。 これ 皆さん も 願 はんせ。 

雲 今 長 門さん の 云 はんす 通り。 

紫 これに ゐる わたしら はじめ、 一同の 顕ひ。 

州 どうぞ 御き \ 15 け 下さり ませ。 

(と大 夫ら、 ^仕の 遊女、 禿 まて 一同 頭.^ 下げる。) 

幸齋 いやなら ぬく。 白妙と いふ 奴で は、 なんぼう か 損 

.5  くつ *J  I  CTH, 

をす る。 幾， R; も 煩 うて 勤め はせ ず、 藥 はくふ。 人手 はか 

けさせる。 この 損 勘定に いれず、 お 主ら はこの 幸 齋が唯 

むご 

联る ばかりに 慘 いこと をす ると ふか。 &: 體 この 士 口 め、 
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けちな 奴、 おり や 暇 やらぬ とい ひ 切った ではなし、 千兩 

；. 3 めば 今が今で も 暇 とらす。 

««門 さ、 その 千； 1 が； S めさへ すれば、 このお 願 ひ はいら 

かせ 

ぬ こと。 これが これから 稼がる、 白妙さん なら、 また 御 

K.fis  からだ 

拟 とい ふこと も ある。 もう E 一夕に 迫った 身體  

$ はて そんな こと 知って ゐる。 損が 立つ とて 捨て 賫り 

にす る やうな、 そんな さもしい 商 ひ、 この 幸齋 はせ ぬ。 

旦夕に 迫 つ たと て あ の吉 めが 千兩 つむまで は、 藥 S 手當 

も  ち * つ 

立派に して 持た してお く。 それ を あの .111: の 奴、 この おれ 

を 1： 慈悲 の^に いひな して、 日 が！^^る とうそく. と此 

家の ま はり を 23 ひ ま はると いふ こ とも 知 つて ゐる。 で、 

おれの この 居 il から 見 ゆる あの 數寄屋 へ 病人め を いれて 

おく。 されば あの f め、 浪人の 娘と やら、 義理ば つて 

ま 母し 立てす る こと もよう 知って ゐる。 それ を 大目にみ 

て お く おれが なん で 無慈悲、 多分 今 H なぞ は、 , J の 混雜に 

附け 込み、 あの 吉め、 見物に まぎれ、 ，r< つてく る手箬 も 

ある こと \、 先刻から g も^たぬ。 今日は 誰でも あの 

寄屋の 傍へ よったら ば 括し あぐる といへ。 さ、 客が 大 

事、 もう 往け/ \。 

§  (少し 進み出て) こり や B; 那 さんと も覺 えませぬ。 

C  iz.  あとが « 

吉 様が 今の 身で 六 百兩の 工面と は 大抵な 事で な い 。 跡 金 

の £ 來ぬ H! はみ えて ゐる。 こり や もと 御 無理な 仰し やり 


やう。 

幸齋 はて 無理と は 何が 無理。 六 百 雨の 工面より 出来ぬ と 

は、 まだ 身の 責め 様が 足りぬ からの こと、 これが 一生の 

大事と おも へ ば盜 みし てな り と 出来す が 當然ぢ や" 

薄雲 そり やあん まりな、 盜 みして 金 こしら へる 吉樣 なら 

5 もい リ  む ご ； e つ 

一 同 揃うて この 肝 煎 はいたし ませぬ。 あんまり 慘ぃ 仰し 

やり やう。 

幸齋 え \、 慘 いと はおれ よりその 吉が 事。 見す く 白妙 

めが 死ぬ ると 知りながら 四百 兩 惜しむ 物 知らず、 これが 

慘くは あるまい か。 こ &を押 張って 四百 兩產み 出す か、 

こ  >  か. t ひさ 

但し 千 雨 損する か。 爱らが おれの 商賫 誰もす る 商の 懸引 

あたり 前の こと ぢゃ。 但し それ を 鬼 や 角い ひ、 情知らず 

すね 

の 親方と ® 張 つ て 勤め 麁 末にす る 奴 は 棒 先で 勤めさす。 

もうい ふな。 默れ く。 

(と 睨めつ くる" 县門 ぐっと 急いて 進み出ろ。) 

fi. いや、 なん ぼ、 默れ とあって もこの 長 門 は默ら ぬ。 

最前からの はなし は， H 妙 どの 一 人の 身の上、 なれ どこ」 

ろ は 私 はじめ あまたの 女郎の 身の上、 それ を まあよう そ 

の樣な 非道な ことが いへ たもの。 (と 1 寸 泣き) ほんに い 

ふぢ やな けれども 能の 雜 子の とひ とり 榮耀榮 華に 誇つ 

あが  す 

て、 朝 晚王樣 の 上る やうな 二の膳、 三の 瞎、 い 甘い の 

と 誰が いはす。 みな わたしたちが 勤めれば こそ、 それ を 
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一 一 言 目に は 打つ の 突く の と、 總體の 女郎が 氣を揃 へ て不 

• つとめ  さい 

勤したら、 この 榮耀 もど こです る。 この 長 門の 采ど りで 

隨分 それ もして みする。 その 時に なって 旦那さん。 その 

お こが ひ  く  > 

頓 がお どろいて 橫 町へ 飛ばぬ やう、 今から よう 括って 

おかしやん せ。 お ほ. -、 ほ。 

(とづ、 ソけリ いふ。 幸资， はリ /、と 齒 がみして。) 

幸齋 どいつ もく 憎い 奴、 女郎のお 薩で榮 M すると はよ 

うい 5 た。 世界の 女郎屋に おれの 三分の ー眞 似の 出来る 

奴、 どこに ある。 みんな おれの 果報です る 榮耀、 この 

おとが ひ 

頃が 橫へ 曲る か、 曲らぬ か、 これ を 見よ。 

(と 立上り ざまに、 腊.^ 蹴とば す。 美-門ら 驚き 立た う 

とすろ。) 

どてら 

幸齋 (榲 袍脫 ざすて) や あ 一人 も 動くな。 やり 手 ども 男 

共、 繩 もってこい、 棒 もって 来い。 

き て 

(と 紙 BMJi の 上の 小刀 逆手に 取り。」 

幸齋 頭取 は 長 門め。 

(と 具 門ん、 插ま へ rs うとす る。 女 『恥た ちわ つと 逃げ 

る。 秀 二人 もお びえ て 一緒に うづく まろ。 4- 仕 2Sk 一女 

も 止め うと 立す くむ。 こ、 へ 太 四 1  が、 烏帽子 K 斗 目 

の 着附長 袴に て、 素 抱の 袖.^ 脫き かけた 持へ、 手 に 小 

鼓 1^ もって 走り出て、 幸齋 1^ 支へ る。) 

太 四^ あ、 これ、 親父 さま、 高聲 あげて 舞臺 へき こえ ま 


する。 まづ 御；！ 忍、 御 勘忍 (と 長 門.，^ にらみ) これ、 お 

のれら、 何で 御機嫌 を 損 ふ。 面々 のお 客 をす て、 これへ 

きて 白妙が 御 訴訟、 今 曰に 限る ことか。 慮外ながら 親父 

樣も 親父 樣、 今日は 御歷々 の 方々 のお 集り、 もし あちら 

へ 聞え たら、 何とな されます。 もう 御 了簡な され ませ。 

さ、 そち 達 は 早く あちへ/ \ -。 

(と 眼て 知らせろ。 長 門 はじめ 皆 下手へ 入る。 太 n 郞 

給仕の 遊女ん、 みて。〕 

太 四^ これ、 そち 達 も その t% 散らした もの 片 づけて 早く 

あちへ。 充 たち も ゆけ。 

(これにて 給仕の 逸女 懐紙.^ 出して そこら，^ 拭 ひ、 膳 

椀.^; it づけ、 揿 妙，^ かけて 持って 上手へ 入ろ。 禿ら も 

つ-つく  0  J 

太 四！ S  (幸 齋， y ちっとみ て 1 灰ん-うかべ、 下にね て) これ 

親父 さま、 家の 中での 我儘 は 誰 一 人、 非の 打ち 手の ない 

と は 我 身の 理窟、 その 證據、 これ 御覧な され、 今 我らが 

この 鼓 を 調べし に、 御存じの 折 居の 胴 * 打って みれば ほ 

どくと 桶の 底 を 叩く やうな に 驚いて 皮 を 外せば、 何者 

の 仕業に や、 これ 御覽ぜ (と懷 i リ 一 通の 書つ け.， <j ^取 出 

し〕 胴の 中に 料理の 献立に なぞらへ てお 前の 惡事、 一 家 

の 惡ロを かきつけ ていれお いた。 讀 むも淚 - J ぼ るれ ど、 

これおき きな され。 料理 献立、 汁の 物 は、 世上の 入 を 淡 
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つら  -  た ひ 

向^ くさい 葱、 面の 皮 牛蒡、 二つに 切 鯛の 刺身。 .浪 

ぼ- r だら  よ- p,^- つ  SJ 

物 は 傾城. 8 の i。 燒物は 1^ 沙： す， 魴紼、 人間の 葛 かけ。 

はて はは じ^の 吸 ひもので， 驕る もの 久しから 漬の 香の 

物。 明日 はお 上の おんめ し。 (と 泣. v、) これ、 おき \ なさ 

れ たか。 親父 さま、 かう して 我らの 股に ふる \ 程 なれば 

廓 はもと より 町中の 評判、 もう 外 も 歩かれぬ。 情けない 

と はお 思 ひなされ ぬか。 

(とかの 害つ け， 寸々 に 裂き、 打ちつ けて 口  15 し^き 

に 泣き ふす。 し 

モね 

$ や あ、 また 始めた か。 そり やみん な 叶 はぬ 奴ら が猜 

みで いふ こと. 捨 VJ»^ おけく。 これ 惡く いはれ りやこ 

そ、 身上 も 殖える のぢ や。 世に 人に ほめられ、 金 出来し 

た 奴、 何處 にある。 そんな 惡ロ いはる.. 1 は、 こり や 金ぶ 

つけて くれる のぢゃ とおもう てに こ ，/\ とし て ゐ たがよ 

い。 これ また 泣く のか。 觅っ ともない。 お 主 は 此頃ぢ き 

1>  つか り 

に浪を みする 樣 になった" はてち と 確固と せぬ か。 

太 四^  (餌 ふリ もげて) これ 親父 さま、 今日は 默 つて は 

をら れ ませぬ。 今 私が IS んだ 料理 献立、 「驕る もの 久し か 

ら：. S の 香の物、 明 B はお 上の おんめ し」 とあった を 何と 

おき \ なされた。 この間の 町奉行 所の 呼出し も Is とい 

ひ 上げて、 手代です ませ、 今日の この 晴々 しいお 催し、 お 

上のお g も g り あり、 この やうな こと をな されて は、 親 


子？ Ifi 共 手 錢繩目 の 恥 をう け、 世の すたり 物と なる 身の 果、 

少し は 私 を 哀れと おも ひ、 聞き わけて 下さり ませ。 

(と 泣く。) 

幸齋 これ 太 四郞、 他人が いへば ともかくも、 おのれまで 

が、 眼を据 ゑて 親子 諸共 手錠 繩 目と は 何のた はこと、 阿 

i う 

呆 ぬかせ。 

太 四^ でも 此 御身 持が っ^い たらさう なる は 知れた 果。 

幸齋 を、 たはけ 奴、 まだ 吐かす か。 

か は ゆ 

太 四^ いえ 云 ひます る。 この 太 四郎を 可愛い と 思し 召せ 

ば、 よも かう はなされまい" © りながら 御 恨み 申します。 

幸齋 や あ 親を捉 へて 恨む と はお のれ、 不孝 者め。 

お-や ぢ  おやち 

太四郞 お、、 もう 不孝 者で も 構 はぬ。 親父 さまが、 親父 

さま で ノ /さらねば 、 子 も 子 で は をり ませぬ。 

幸齋 おのれ、 氣 でも 狂った か。 もうあつ ちへ 行け。 

太 M「# いや 行き ませぬ。 私の 云 分 通して 御身 持 を 一.： M して 

下されぬ 中 は 動き ませぬ。 

幸齋 なに 動かぬ レ これ、 この おれに 疳瘸 おこさす ろな。 

子ぢ やとて 打据ゑ かねまい ぞ。 

太 Mis え、 打据 ゑる？ たと へ打据 ゑら れた とて 申す 言 

葉 はか はり ませぬ。 恨む 言葉 はか はり ませぬ。 

あく  ぷ 

幸齋 えい、 おのれ、 飽ま でも 親に 逆 ふ、 打 たれた くば、 

.f;- つて くれよう C 
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太四郎 さあ、 お打ちな され ませし 

幸齋 おのれつ。 

(と 幸齋太 四郞の 襟が み 掴み、 はっし/ \ と 打って ね 

たが、 何 s4 つた か、 太 四^ん 突 はなし、 はら/ \ と 落 

涙す ろ。 太 1： 郞 それ，^ 見て 拍子 拔け すろ。) 

幸齋 (源ん 狒 つて) えい、 おのれ、 かう まで 親に さから 

^  ち ひさ 

ひ をる。 子と いふ もの は 入らぬ もの、 幼い 時から 母に 別 

れ させ、 男親の 手 i だかけ、 唯さへ脾^^なぉのれ奴、 三 

-St- うく 

曰 に あげず B5- つ て 育た ぬと いふ を 苦勞し て、 漸に 人と な 

し、 この 幸资が 手助け をして 苦を拔 くこと か、 親に 逆ら 

うて 睨み をる。 おのれが さう いふ；， おい 心 故、 行末が 案じ 

.  .^H.  のち 

られ、 親 は 一 倍の 强 をみ せ、 この 己がない 後 も 安う 世 

を 過 させう と あがいて ゐる。 その 深い 心 も 知らず、 おの 

れの膀 手 を 云 ひ 募つ て 云 ひたい 放題、 女郎 共 は ともかく 

も、 一人子のお のれまで、 この 幸齊に 反き をる (と 泣告) 

え X、 おのれめ は 子と 思 はぬ。 もうどう とも 勝手に さら 

せ。 

(太 四^ さし 俯む き、 次第 Lut.^ あげ マ 泣く。) 

太 gif 恥 あ、 親父 さま、 御免な されて 下さり ませ、 思ひ餘 

つ てい はで もの こと 申し出し あなたに 淚を みせました。 

何卒お ゆるし 下さり ませ。 

(と 平伏し 詫びる。 幸齋 1^ ん拭 き。〕 


幸齋 なんの く 親子の 仲に なんの 詫、 譯が わかれば、 あ 

と は殘ら ぬ。 

太 g:^  (思 ひつ めた やう LL: もうこの 上 は 何うなら うと も 

親父 さま、 何 所まで も 御 一 緒で.. こざり ます。 

(と 泣く。) 

幸齋 もうよ い/ \。 これ 太 四 にも 心配す る ことか。 

能 舞 峯： の 、 J とも 氣に するな。 隨分歴 々の 役人と い くら も 

略 組み で 酒の むこ の 幸齋、 まさか の に はどうと もなら 

. つ わ。 今から ちっともび くつくな。 何事 も 度胸が 大事、 

C の 幸 资、 今日 に なる までに は、 隨 分と あぶな い 世渡り、 

度胸と 我慢で 通して きた。 度胸が なうて は 有る も 開か 

ぬわ。 な、 分った か。 

太 s: 郎 は、 はい。 

幸齋 さ、 ではもう 見と もない。 その 淚 ふけ。 お りやこれ 

から 松 JT ぢゃ。 あは、、 や、 もう 狂言 は はじまって ゐる 

様子。 P: 鬼つ けよう。 

(と 紙 の驛^ ん、 ふる。 秀 1 人 上手 rs リ 出て。) 

禿 お召しな されました か。 

幸齋 お X、 裝.； 來 つける。 後兑 よべ。 

0 はい。 

(と 下 一 ll' へ 入ろ。 すぐ 後見 二人 出て、 控 へる。) 

幸齋 さあ 裝束 つける。 これへ よこせ。 
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舞 蜜 下 へよ ぜ、 数寄屋の 屋體。 土 庇、 蹴込み、 、、の 

み 二ろ しく。 前面 障子，^ 立て ま はす。 上手に 枝 折 戸。 

飛石、 植、、 み fs ろしく、 、、の 枝 折戶と 屋體の 間、 廣庭 

の 半 泣兑、 植み しに 能舞臺 の. 被 風.^ み ぜ ろ も i し。 

(道 其と まろと、 又は 幕 あくと、 蟲ぶえ 。 すぐ 一 聲 

になり、 横笛 新造の こしら へ 接.^ 取リ、 下手 植込 i 

リ そっと 忍ん て 出て。) 

椅笛 大 夫さん、 お 目 あいて かや。 

(と-てつと 障 十.^ わける。 中 に 白妙、 好みの、、 しら へ 

枕に 俯伏. して， Q ろ。 六桟屛 風が 片.， * せて ある e この 聲 

に 額 力で あげ。 > 

.E 妙 お、 橫笛 どの かえ.。 よい 女郎. S 一 〈になって ぢ やの。 あ 

の 恐し い 親方さん の 目 を 忍んで よ う 見舞、 つ て 下. 1 0 ん す。 

よくく 心 にかければ こそ、 年 も往か ぬに ありがた い 。 

忘れ ませ ぬ。 さ つ きも 暇の >  J と を 朋輩 衆が 身に か へての 

訴訟、 ちぎれく に 聞こえて 皆さんの 心 ざしの 嬉し さと 

親方の 辛 さと は、 たと へ 死んでも 忘れ ませぬ。 

檳笛 まあ 白妙さん、 そんな こと は 取 置いて ちっと は 御 心 

持よう ござんす か。 

白妙 ぁ&、 吉樣に 逢 ふまで は、 もちつ と 生きたい くと 

今日まで も 思うた が、 物 をい ふに も 力が なく、 此 胸の 苦 

しさで は、 今夜が 多分もう 持つまい。 


(後 二人 無 f" にズ、 上 ほへ もがり、 ^もって、 

幸 の侧 へす リ i る。) 

$ お、。 

r と 立 上リ、 これ もし， と 立上り、 行かう とする 

太 M 郎，^ 見て、) 

齋 これ 太 四. g、 まてく。 

(报 向. v、dk 膝つ き) はい。 

^ もう 何.； sihp 心^す るな。 

四^ はい、 もう 何 f 親父 さ ま 次 JiT 心 は 決め て をり 

まする。 

(とうつ むく。) 

t おうよ いく。 今 曰 は 客を歸 した あ-.」 で、 久し振り 

で 親子 一 一人で ； 杯の まう。 

.KM 服 は、 はい。 

さ、 よい。 早くい つて 離 子 を いれさせ。 

(太 四！ S うな づき 立上り、 f. 齊 後見に 手 悼 はぜて 装束 

にか、 ろ。 鼓の しらべに て 道 ま はろ。) 

11 又は 幕 —— 

同、 . お中^ 寄屋。 
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横笛 え、 そり や 太當で ござんす か。 

白妙 ほ \  、(と 淋しく 笑 ひ 〕 お前のお どろく 顔 はま だ 子供。 

も. -r 覺 悟した 私に は 悲しい こ ともなに も な い 。 お前に 頼 

みは この 抱いて ゐる 小袖、 これ は あの人の 形見の 拾、 一 

緒に 棺へ いれて 下さん せ。 (と 一 寸 眼.^ 拭 ひ) さう して 死 

ん だら すぐ あのお 人の 囘 向が 受けたい。 井筒屋へ 第一 に 

知らせて 下さん せ。 

S あい /\>、 それ はよう ござんす が、 そんな ことより 

心 を糙か に 持た しゃん せ。 實は私 を 親方さん が 店 へ 出す 

とい ふところ を、 お前が 長 門さん に 話して 下され、 長鬥 

さんのお 衆に 頼み、 揚づ めに して 下され、 親に 逢 ふまで 

無事に 今日まで 居られる もお 前の 御 恩、 そのうれ しさに 

生きて ゐる 中、 一目な りと も吉樣 にあ はせ たく、 今 B の 

モ. 0 

能 見物 の 紛れ に吉樣 忍び こませ、 あの 枝 P の 外まで 來 

る や、 つに  

(と 云 ひかけ ろと、 白妙が. はと 跳 U おき。) 

-H 妙 あ- - ありがたい。 そり や 何 所に ：：•• お、 あ-す こに あ 

れ居 やしゃん した か。 

(と 立た うとす ろと、 構 笛 驚き 支へ。 し 

S これ、 どこに ：：： あり や 庭の 燈： 龍で ござんす。 

白 妙 あ 、さて はもう 眼が 一 暗んだ か、 C と 手 オ 1:^ かざしみ て) 

最ぅ 死ぬ るに 間 も あるまい。 これ ：1 笛 どの、 わしの 顏ど 


うぞ なった かへ。 

横笛 あれ 大 夫さん、 ^ らしい。 

(と 顔 反け る。) 

白妙 さて はもう 死相が 出た か。 逢 はぬ 中 死にた うない。 

早 、「あはして/ \.。 

横笛 ま、 さう 急いても あの人 込みの 人々 の nr を 忍び 橋懸 

りの 床 T づた ひ、 摘 込のう しろ 廻らねば、 あの 枝 折戶の 

所へ は 出られぬ。 なれ ども、 もう 直きに 廻って 來 さんす 

頃、 もし それ も あすこと 此處。 た 顔 合 はす だけの こと。 

必らず 嬉し さの 餘り、 高聲 たて \ 下 さんすな。 云 ひたい 

事も聲 低く に 頼みます。 見附 けられて は 一 大事、 ようご 

ざん すか。 

白妙 あい./ f\ -、 さう して 吉樣 まだみ えぬ か。 

横笛 (いくらか 仲び 上リ みて〕 ほんに もう 見え そな も 

の、 や、 あれ！！^ えた、 吉 機が …… 

白妙 え、 見えた、 吉樣が (と 敷居 際へ ねざり 出て) お .1 

吉響 や。 

横笛 あ、 これ 大きな 聲 して は …… 

白妙 あい/ \リ 

(、、の： S- 古 三四邊 みま はしつ k、 枝 折戶の 外へ くる。) 

白妙 (待ち かれて) これ 吉樣。 

吉三 お \1 妙 か 


» 牵屋 木^ 
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C と 枝 折戶押 わけ、 中 へ 入らう とすろ 。横笛 あわて」、) 

横笛 あ、 これ、 そこ 入って は 舞 5# ^らた^ 一  目、 そこ か 

らお 話して 下さん せ。  ，  . 

士 口 三 (是非な く 下にね て) お X。 

0; の 能の 離 子 また 始まる。) 

横笛 お、 又雜 子が はじまった。 あれに 紛れて 少しの 高 S 

きこえまい。 わし は 向 ふ を：！ 1^ 張って ゐる。 この間に いろ 

いろ 御 話しな され ませ。 もし 人 音したら 吉 三樣、 その 植 

込へ 忍んで くださん せ。 よい かえ。 

(と 横笛 i ろしく 數寄屋 の 後ろへ 入る。 白妙 緣 i リ、 ) 

,= 妙 まあ、 も 一度 逢 ひたい/ \> と 思 ふ 念が 屈いて こんな 

嬉しい こと はない。 も、 つ 思 ひお く 事ない。 もし吉 樣、 私 

やもう 死ぬ るぞ や。 

亩三 (伸び 上りて) あ、 これ、 そんな 事い うて 折角 逢う 

た 嬉し さに、 忘れて ゐ たこと 思 ひ 出さす るか。 ：•：. それ 

もこれ も 皆 この 己が 腑 s{ ない 故、 其方にまで 此苦を か 

ける。 六百兩 よりつけ えぬ 士 1: 三、 よも 物惜しみ ともお も 

ふまい が、 も そっと 工面の なり そな ものと、 恨んで ゐょ 

うと、 それ 計りが 心懸 り。 この 吉三も 出来るだけ のこと 

让！^ しての 此態、 必らず 恨んで くれるな よ。 

.H 妙 のう 何の 恨み ませう。 わし 故の その 御 苦勞、 これ も 

私が まつ はって 放れぬ 故、 わし を 哀れと おも はねば、 何 


御苦勞 もな い お前、 かうな るまで に 思 ひ 切らずに ゐた 私、 

堪忍して 下され。 

(と 泣く。 虫ぶ え。) 

吉三 これ 何 をい ふ。 この さまになって 今更ら しい 事い ふ 

か。 そなたと て此 身がなければ、 引手 あまたの 身、 面々 

の 果報に よ り 、 大名 貴人 の おも ひ 人と もなる  一 J とも ある 。 

世 を 安う 過す ばかりが、 目的なら ば、 互 ひに 此 身に はな 

り 果てぬ。 もう そんな 事 云 ひ 古る した 果 の身ぢ や。 さ 

あ、 それより 一 寸の間 も 惜しい。 泣く よりも その 顔み た 

い" 見せて くれ。 

白妙 あい、 

(と 額 力 sq: げる、 士" 三 見つめ ズ。) 

吉三 お、、 やつれ やった のう" 

白妙 お. -、 やつれて 相好 か は つ たか え。 お ほう。 

(と 泣く。) 

吉！ 一一  これ 白妙、 何とし， k く。 

白妙 あい、 わしゃ 最期の この 顏 みせて、 お前に 鎮 きを か 

け 度うな いと、 もう 今生で は あはぬ 覺悟、 このお 前の 小 

袖 を、 お前と おもうて 手 を はなさず、 死んだら 一 っ棺の 

中、 それでお 前と 連立つ 心と せめて 諦めて ゐ ましたが、 

今、 お前 を 見て、 又 執着が 萌して 来た。 も 一度 鐘って あ 

い-! t レ  いま 

ひとげ たいが、 もう： S も 生る こと はかな はぬ。 せめて 最 
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期に お前に 手 联られ て 死に 度い、 これ、 其處 から i 處へ 

くる ことなら ぬかえ。 これ。 

吉 一一 一 お、、 わしと しても 其處へ ゆきたい は 山々 なれ ど、 

もし 見附 けられて は 二人の 身の上 構 はね ども、 手引きし 

て くれた 横笛が 身に 及んで は 何となる。 是非ない こと- 1 

あきらめて くれ。 

白妙 え、、 情けない。 目の前に みて ゐ ながら、 …… や あ。 

もう 目が 衰へ たか。 た r し 涙に 曇って か。 お前の 顏がも 

うよう 見えぬ。 もうよう 見えぬ。 これ 傍へ きて くれる こ 

とならぬ かいな あ。 これ 吉樣 …… 

吉三 ぉ& 白妙もう 何もい うて くれるな。 この 胸が 張り 裂 

くる。 たに け、 .m 妙、 そなた を わが 小袖と 連れ立た さ 

ぬ。 そなたが 最期と きけば 直ぐ、 重代の 一 腰 わが 血に 汚 

す は 恐れ あれ ど 我 腹に 突き 立 て V 共に 連れ立 つ 。 

(、、の 中 s-r4 り 白妙 うっとりと なろ。) 

吉 三 それ をせ めて の 力 草、 もうあ きらめ て 死んで くれよ。 

これ 白妙、 や、 これ どうぞし たか。 

(、、の 途端、 今 まて かすめて ねた 螺子ば つたり 切れろ。 

横笛す き 屋の橫 リ額 出し。) 

横笛 あ、 これ 古 三 機、 そんな 大きな 聲、 雜 子が 止んだ、 

きこえる/ \.。 靜 かに /\.。 

(とすぐ かくれる。〕 


+H 一！ お、 心得た。 〔と 小聲に 力ん： め) これ 白 妙、 これ 白 

妙、 や、 もう 事切れた か。 

白妙 (また ふっと 氣 がっき @t に〕 お、 吉樣、 士ロ Sir ど 

こに。 

吉三 あこれ、 これに ゐる。 これに ゐる。 ひそかに/^。 

今 離 子が 切れて 靜 かにな つた。 聞え るく。 

(此 時曄子 しづかなる もしら ひに なろ。) 

白妙 (うな づ告、 小萆に 力， かこめ〕 吉樣、 お前 も 死ぬ る 

というた； ^1 ぢゃ、 ほんと かえ C 

おれ 

吉三 お、、 己 も あと 追うて すぐ 死ぬ る。 片時 一 腰 はなさ 

ぬ は、 あ 方の 最期が 耳に 入る や、 1^ ぐに その 場で 死ぬ 覺 

悟。 

白妙 (おなじく 弱リ たる 小？ 1^ によろ、、 び) え、 ではお 前 

も 私と 一 緒に、 、t うれしい、 私 も かねて その 覺 13、 

我 口から はい ひ 出せなん だが、 お前に  一 nr あへ たなら、 

それ を 限りに 死なう とて、 そっと 謹して、 これ この やう 

こ 0 

(と 蒲國の 下に かくした 二 挺 剃刀，^ み t 一ろ。) 

吉三 お、、 迚も この 世に 望： みはなし、 せめて は 二人 連立 

たん、 最期 どころ はちが ふと も 二人 迎 立ち、 おっつけ 晴 

れて 冥途の 旅路 ぢゃ。 

白妙 お、、 つれし い。 (と 空，^ 摑む やうな 手つ 告^して) え 
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え、 それにしても 今 一 度 死ぬ まへ に 手 を 1^ り あ ひ、 お前 

の 顔が も ； 度みたい く。  - J れ士 2sr 

(と發 作 的になる。 小：；； 一一 5^,6 揉み J 

吉 三 あ、 これ、 きこ ゆろ く。 これ， H 妙、 これ. n 妙と い 

ふに、 あ >- どうせう。 

f とこの 物^の * 子になる。 榷笛 後ろ，^ 見い/、 出 

て 早口に。) 

S これ 士； ：5r いま 物 着で 日ー那 さんが 下座へ 下って 水 干 

お 帽子 を つけて ゐる。 この間に 一 寸 尾 の； S: へ。 

古 一一； え、 傍へ 行っても 大事ない か。 

8  (後ろ.^. 見ながら) さ、 それ も 早くく。 これ 早く 

なさり ませ。 

(吉三 はっと うんた へ、 枝 折 押 あけ、 駆け 入リ、 お 

妙の^ へよ ろ。 ，：； 妙 も鎚リ よって 手ん 取合 ふ。) 

吉 一一！ お k、  ，：！： 妙 あへ た。 傍で あへ た。 

白妙 お、、 吉三 さま、 見える。 ぉ顏 がみえ る。 

小："：；： もうかう なり や 語る こと も 云 ふ f ない。 極樂 でも 

地 でも  一 ^に ゆく。 

C 妙 うれしい く 二人 一緒に 死なれる か。 

(と^?3リ<::ひ：！ばく。 舞 is 靜 かなろ 離 子に なろ。) 

吉 一二  (ふ、、 f=t たて. 0 や ああの 離.^ は リウ ジン ぢ やな。 

幸齋 め、 どうお もうて あの 松風 を 舞 ひ をる ぞ。 かたみの 


狩 衣 烏 S 子に 深き 嘆き を あら はすと いふ- M の こ  ろ を 何 

う 汲み をる。 わが 小袖 身に そへ て、 片時 はなさぬ 白妙 は 

联り もな ほさぬ 松風よ。 この 二人に 嘆き をみ せ、 何のお 

のれが 松風 ぢゃ。 

.E 妙 あ、、 これ 吉樣、 わしゃ 二人 かう して Ji へたから は、 

もうあの 親方 もたれ も 恨まぬ。 たどうれ しい。 この 上 は 

お前の その 刀で お前の 手で 死にたい。 た す 刀で 後れ 

て 下さん すな。 

吉ー 一一 云 ふに や 及ぶ。 せめて 心ば かりの 死 用意。 支度し や。 

白妙 あ、/ \- 

(と 吉三は 床の間の 香 爐.， ^もってさて、 焚く。 白妙 は 

しご， 、て、 膝 し. はろ、、 とな； て。) 

白妙 (はれん ヽ とした 顔，^ して〕 もし 吉樣、 あ、 わし は 死 

ぬと はお も はれぬ。 一 一人して 遊山 旅に でも 立つ やうな。 

吉 一一！ お、、 われ とても その 通り、 さあい そがん。 

(と士  3 一一 一刀.^ 拔き、 屛 風.^ 立て ま はす" 中 にても つと 

白妙の 萆、 、、の 途端、 今迄 かすめて ねれる； i 子 か はつ 

て 段 切と なる。 横笛 橫，， ^リ 飛ん て 出て。〕 

S ゃぁ吉 一二 さま、 能が もう 切れ 果てる。 すり や 衣装ぬ 

ぎに 日； 那 さん は あの 居 ii へ 来られる。 あれから はた V 一 

眼、 見咎められて は 一 大 事で ござんす。 さ、 早く、 早く。 

古 三 (屛 風，^ 少し 明けて みて) お、 橫笛、 そちゃ 此處に 
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居て か  >- り やって は 一大事、 早く あちへ く、、  二 入 はこ 

こで 死ぬ。 

(とく つ ろげ て ねた 肌へ ぐつ と 突 込む。) 

S や あお 前 は …： 

(と rs らうと すろ,. 手て 制し。) 

吉三 さ、 早くく、 (とい つ て 引 ま はし) いざ 白妙、 諸共に。 

(と 白妙の 方へ ねざり i ろ 心！， L て 昇 風の 中へ^ 人ろ。) 

横笛 (屛 „^ の 中,^ みて うろた へ) ぇ气 まこり やどう し 

よう。 

0、 の 途端 權子打 さろ。) 

S や あもう 果てた。 や、 大變ぢ や、 こっちの 道 は 人 立 

ちがす る。 樂屋 より はな ほなら ぬ。 あ X 何處 から、 や、 

旦那さん が裝 束の ま 、。此方へ くるく" 

(とうる たへ て 下手の 水 蔭へ かくれる。 上手 奥.^ リ幸 

齋 松風の 裝束 のま、 にて、 若い者 共， か 大勢 ひきつれ、 

のさ/、 と 出て。) 

幸齋 これ、 どいつ も 今の 松風み たか。 

若い者 甲 はい、 みな 拜 見いた しました。 

幸齋 うむ、 では これから 此裝 束の ま \、 こ \ で 直ぐ 自然 

ろ かひ 

居士 をし てみ せう。 あの ヮキの 人賈 ひが 艢權を も つ て 打 

据 ゆると ころ、 「身に は繩、 口に は 綿の 轡を はめ、 泣け ど 

も聲 のいで ば こそ」 (と 一寸うた ひ) とい ふ所ぢ や。 これ 


ど いつ ぞ 樫の 棒 もつ てこ い。 

(若い者 甲 はっと かけ ゆく。) 

幸齋 今 ちらと 何者か、 あの 植 込へ かけ 込む を 見た。 それ 

どいつ ぞ 行って 引出して こい。 えい 早くせ ぬか、 早くせ 

ぬと おの れ らも 打据ゑ るぞ。 

若者ら へい。 

(と 二三 人 下手 植 込の かげへ ゆき。) 

若者ら や、 橫 笛さん ぢゃ。 

(と いって 手. <!- とって 引出す。) 

(橫笛 小さくな リ、 ふるへ て- Q ろ。) 

樣齋 旦那さん、 ご免な さり ませ、 ご免な さり ませ 

(と 打 伏す。) 

幸齋 やい、 おのれ、 先刻 おれが 何と ふれた。 この 數. M 屋 

へ 今日 たれ もよ る こと 無用と いうた。 なぜ 反いた。 詫び 

たと て その 分で 置かう か。 待ち をれ。 今 棒が くる。 

(、て へ 若い者 樫 S 棒，^ もってくろ。) 

幸齋 よし、 さ、 おのれ、 病人め に 何 用あって これへ 来た G 

何奴 かこれ へ 連れてき たか。 さ、 それい へ。 

橫笛 あの わたし は 何も； 逸れて は參り ませぬ。 た^ 白妙 さ 

んの 御見舞に …… 

幸齋 えい 、嘘ぬ かせ。 それ その 屏風 1^ つてみ ろ" 

(若者ら 二三 人 「へ い」 と 敬寄屋 へニ义 寄り、 屏風.^ 押 あ 


幸 若 若 
资者者 


初 f#  M' 
紫雲れ P3 


けて み v^c) 

5- や あこり ゃ大變 た。 

し 白妙さん も 吉樣も 死んで ゐる。 

なに 二人 死んで ゐる。 

(とっかくと 立って みて、 かつと 怒リ檳 笛，. 脫 み。) 

/ やい おのれ 奴、 二人 を 手引して、 心中 させ、 此 家に 

けちをつけ， 己に よう 損 を させ をった な。 もう ゆるさぬ。 

(と 棒ふリ 上げろ。) 

S あれ。 

(と 一!f^ げ i うとす る。) 

$ おのれ、 逃ぐ るな。 太い 奴め が …… 

(と ひすが つて"  > ソシと 打つ。 横笛 仆れ かけ、 立直 

らう，. 二， ろと，, ろん 膝，^ 拂ひ、 仆れた 所 か I® みかけて 

打つ, 

(横笛 打 たれながら その 棒に すがって。) 

极笛 え、、 お 二人が 氣の S さに、 たった 一目 あは さう と 

したば かり、 いかに 私に 過り が あれば とて、 かう まで 打 

つと は？ な E; 那 どの。 

幸齋 (かつと して) えい、 うぬ 等の 分際で、 この おれに 

向って 殿よ ば、 り、 憎い 奴め。 

(とまた 打 招 ゑる、 この 瞎 門 薄雲 初 紫 三人 かけて 來 

て。) 


あれ それ 程の 处；： でもない に、 そんな 手荒な ことな さ 


新造の 折 なら 私達の 役。 

その 棒 こっちへ 下さり ませ。 

(と 一 同幸齊 に 取リ つかう とすろ。) 

幸齋 えい、 一 つ 穴の li めら、 寄るな。 

(と 棒ん 振リ i はす。 一同 思 はず、 パッ とどく。 模笛 

け 打 たれ、 ほとんど. 絕息 する。 こ、 へ 太 四^、 素袍袴 

.v^- 脫ぃ だま、 の： しらへ、 a けつけ てきて、) 

太 四^ え \、 親父 さま、 またで ござります るか。 (と 横笛 

ん 抱きお、、 し〕 や、 こり やもう 半死半生 ぢゃ。 さあ そな 

た 達。 勝手 へ 連れて ゆき 介抱 々 々 。 

(と 門 等に つれさせて やり。) 

太 四 m 今 聞けば 白妙 は あの 吉樣と 心中した とのこと〕 そ 

り や ほんまで ノ  J ざり 々- 6 する か 。 

幸齋 さ うぢ や、 そこに 死んで ゐる。 

太 四^  (走リ ゆき 見て) お-. - こり や ほんに さぞ 口惜しく 

も 悲しく もあった であろ。 ゆるして くれ/ \\。 

(と 伏し，， y がみ こなたへ 來 て。) 

太 四 こ れ 親父 さま、 だ から 申さぬ 事で は ノ /さり ませぬ。 

何時 ぞは 大事お 出来しな さりょうと 案じた は この 事、 か 

う い ふ 事 あら せまいと 思へば こそ、 口 を 酸く し て .s. し た 
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ので ごぜ」 ります。 

幸齋 はて、 これが 何の 大事、 廓の 心中 珍ら しいか。 さつ 

きちら りと 見て おいた 腰の物、 あい つが 手に あつ て は 六 

百 雨の 品、 おれが 持てば 二 千兩、 三千 雨の 品。 滿更の 損 

でもない。 これ どいつ ぞ 今の 間にな まくら 一 本 持って き 

て拖 りかへ ておけ。 

太 四^ え. -。 

(と 呆れろ。) 

(、、の 峰 奥の 方 物 さわがしく、 やり 手の なべ、 色. <J 'か 

< て 飛んで くろ。) 

なべ もし 旦那 さま、 大變 でございます。 今、 新造の 橫笛 

かみ モリ  f 

力 刀で 自害し てま だ 死 切らね ど 深お で 、 あたり は 血が 

-、 -; つ とり 力う いふ 中 も あや ふう ざいます。 

00 なに 横笛が 自害した。 もし 親父 さまく。 橫 笛が 

.21: お！！ しました。 どうし ませう く、 一  時に 三人が 變 死と 

は、 こり やどう したら よから うな あ C 

幸齋 え X、 あのち びまで が；^ 介 かけ をる。 お、 これ、 九 

兵衞 よんで あの 二人 仕 末つ けさせろ。 それから 橫笛 は… 

…… 日頃 素 振が を かし か つ たが、 たうとう 氣が 狂れ て自 

害した といへ。 …… 但し (と 恐い 顔 して〕 橫 笛が こと は 

どいつら も 外へ いてい ふな。 

若者ら へい 大丈夫で ございます。 


幸齋 お 、早くしろ。 

(と若^|?甲「へ い」 と 行かう とすろ 出合； MLl 枝 折 戶ロふ 

リ九 兵衞も わて、 出て きて、 、、れ とぶ つかり、 i ^きの 

九 兵衞 もし 旦那 さま、 唯今 與カ 衆の 隼 さまが お 手先の 衆 

あ 5 じ 

を つれて 御 越し で , 主 入 を 出せ とのこと で-， /さり ます。 

幸齋 なに この 中へ 與カ がきた。 それで どうした。 

九兵衞 私 出迎ひ 唯今 主人 赏 病に て 居間 1^ ちらかし 居り ま 

すれば 暫時お 控へ をと 表の 間へ お通し 申して お き ま し 

幸齋 お k 、そり やよう した。 ではす ぐに 居間へ. 賴 i 教け。 

(と 立 か、 る。 ：s£.^ リ枝折 戸外へ 與カ华 兵 助、 手先 

二人 つれ 出て 來て ねて、 I の 時 。し 

华 いや 來 るに は 及ばぬ。 それに 行て 逢 はう。 

(と 前へ 出て くる。 一同お どろく。 九兵衞 ふるへ て。) 

九兵衞 まあ、 あなた さま は 何う し てこれ へ 御 出な された。 

牵 (笑 ひ > でちが 案內 して くれた わ。 大 iig であった。 

(と 幸齋 にむ かひ。) 

隼 や あ 上 を 偽る 不屈き 奴、 いつぞやの 御召し 出しに も 病 

氣と 偽り、 代人 を 差 立て、 唯今 もまた 枕 も あがらぬ 重病 

とい ひ 立てた るが、 これにても 病氣 なる か。 

(幸齋 是非な く 下に 居て。) 


^幸^ 木 茨 
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幸资 へえ、 恐れい ります る。 

0、 の 中、 おいお 甲、 そっと 数寄屋の 障子ん-立てる。 

* 目早く み  <  素 知ら ぬ か ほ して。) 

华 これ 幸 资、 其方 能舞蔡 -1^ こ はしの SI 承 はりながら、 今 

曰の 晴々 しい この 興行。 のみならず、 今朝 浦 上 某と 名の 

る 浪人、 その 方 抱へ 横笛の 親、 理不盡 に 娘 を 人 S1I 前の 

さて 

芋 段に て 恋 はれ、 拷問に ひとしき 責め苦に あ ひ をろ 由、 

联； S さん も 非力に かな ひがたく、 おのれに 一 太刀 恨みん 

と 構へ しも 大 の 人手の 中老 骨の 仕損じ もやと 御 政道の 

行 iii かざる 皆の！ £T 細々 と 相 認め、 牽行 所の 門前に て 

m きった わ。 かくて はお 早 一 刻 も摘豫 ならず と 呼び上げ 

に 此方， おった。 …… して 横笛 は どれに をる。 これ 幸齋申 

さぬ か。 九 兵衞ど うぢ や。 

九お 衞 (ふるへ て) へ、 その、 その 横笛 は •：.： 

华 SS 變 死した か。 

九お 銜 へ 、 もう 御 § で …… 

m. で、 あの 障； 十の 中に をる か。 

(ありて、) あり やちが ひます。 

华 なにち がふと。 あれに も 何 か あるか。 それ 改めろ。 

(手先 二人 驅け ゆき、 障子 ひきわける 隼 立 i りみ て。) 

m  、つむ、 こり や 男女 二人の 變 死の 體。 

九お 衞 へえ、 それ は その 心中で ございます。 


华 や あ、 此方が 問 はぬ ことに 返事 はいらぬ。 これ 九な- 衞、 

橫笛 もこの 兩人も 一 應. 1 檢死願 へ 。 御 取 しらべ は その上 

のこと ぢゃ。 さあ： 辛齋 立て。 

幸齋 いや この 御 呼び あげ 不？^ 知で ござる。 

华 や あその 方 あらが ふか。 

幸齋 いや あらが ひませ ぬが、 この 幸齋御 呼び上げ うける 

覺 えが ござり ませぬ。 盜 みいた した こと もなければ、 人 

あや 

を 殺め たこと も 御座らぬ」 今迄に した こと、 みな 自分の 

分際で いたした こと、 御上と いへ ど 御 差配 はう け ませぬ。 

太 s;^ これ、 もし あなた はま だ そんな …… 

幸齋 えい、 默れ。 

隼 これ 幸齋、 では 强っ てこの 御 呼び あげ、 担む か。 

幸齋 はつ、 拒みます る G 

隼 ふむ、 それ 手； 111^ かけろ C 

(手先 立よ リ裝 束の 废 11,^2 がせ、 手鎞 かける。) 

幸齋 こり や 理不盡 な、 なに をな さる。 

隼 や あ、 御 呼び あげ 担めば、 御 威光で 召し つれる。 それ 

引立てい。 

(太 M 郎 みて。) 

太 四 1^ や あ 親父 さま は。 

(と 泣く。) 

おれ 

幸齋 なんの 手銨 かけられた とて、 曇りの ない 己、 云 ひ 開 


いて g き^ へ つてく る。 

隼 (隔て、) 其方の 俘 太四郎 か。 

太 四^ はい。 

隼 これ、 九 兵衞、 この 太四郎 其方に ぁづ くる。 また この 

家の 召 仕 ひ、 抱へ 遊女、 道具 一 切 明日までに 書 上げ、 御 

屆け い たせ 。後日 御联 調べ あ つ て 相違いた すと 曲事 だぞ。 

九兵衞 へい。 

隼 それ。 

(と 行かう とす る" -〕 

太 g.:f 卧 もし 暫く、 御容； g を (と 幸 齋に向 ひ) もし 親父 さ 

ま、 この 體で 町 一 s: 御 出な され て は 御， 恥 か しう.) J ざり ませ 

ぬか。 

(幸齋 さすがに 無言。) 

太四郞 (难 にし ど i て 御 慈悲に 冠り 物お ゆるし 下さり ま 

せ。  . 

隼 うむ、 よい 免す。 

太 は、 ありがたう 存じます。 

(と 懐中の 手拭 出さう とする。) 

はづ 

幸齋 や あ、 手拭、 縮 細で も かぶらぬ。 あの 装束の 袖、 脱 

してせ。 

隼 や あ、 この 分に なって 錦の 冠り もの をと は 案外な； ：$。 

太 四^  (思 ひ 入った 體 にて〕 もし i、 これ は 親父め が 恐 


らく 一  期の 派手の 仕 じ まひ、 If 取 後の 綺羅、 子の 身 にても 

一 期の 願 ひ、 どうぞ 御 ゆるしく ださり ませ。 

隼 r うな づ いて) お. -聞 屈け た。 

(太 四郞 これにて、 若者に 手傳 はぜ、 装束の 袖，^ 脫し 

幸齋の 頭へ きせ かけ、 幸齋 のーチ にす がって。) 

太四郎 親父 さま。 

(とせく。 幸齋 さすがに 眼，^ しば だ 、く。) 

(维立 i リ、 引 はなし。) 

隼 それ 引立てろ" 

(と 枝 折 戸の 外へ つれて ゆく。 幸齋 ひかれながら。〕 

幸齋 太四郞 く。 

太0 はつ。  ， 

(と i る <0 

幸齋 太 四郞/ \、 おれが いた あと、 しっかりせ、 しっか 

4。 

(とい ひながら 引立てられて ゆく。 大四 「郎眞 中に 泣咅 

ふす。 、、の 體。) 

1 幕 I 
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m^^u  ^  ^  2 幕 三 場) 


1 

舞？^ は不忍 池畔、 正面に 辨天 島が みえろ。 まだ これに 

ずる^ がな く、 行 通 ひ は 舟て する やうに なって ねろ。 

c« も 松が まばらに あって、 その 中に. ^接の 古風な 社が 

わり、 一面に. a 砂が 撒いて あり、 新しい 石燈 籠が 一基 

さながら 

n に ^ いてみ え ろ なぞ、 然 の 佐紛の « 趣が もる。 

上手 は 忍 川の 水道；^、 こちらから は 水門の 上部が 半ば 

みえろ。 下手 はや、 小お くな つた. H 坡。 その上に 葉 

おとした 柳の 老木が 枝,^、 低く れて ねろ 0 その 傍 Li 

石の 小さな 供養塔が わろ。 さう して この 土 坡の先 は 次 

は ひ 

第に 低く 水中へ 入って ねる。 、、ちらから は その 先.,， J< な 

しれ  一 II がみえ ろ。 これが a 典 中 i リゃ V 下手 寄に なつ 

てね ろ。、、 の 前 は淺淑 てと、、 ろ，， 枯葉が 生えて ねろ。 

昨 は. ^：跑牟 間、 晚 秋の ある 01 の 午後の ことて あろ。 幕 

あくと、 一人の 老人が し i んぼリ 十； 坡の 突端に 立って 

水,^ 見つめて 立って ねろ。 に は みすぼらしい 切繼ざ 


布 子、 素足に 藁 草 覆 牙いて ねろ。 

老人 はやが て兩 手て 眼ん. -蔽 うてし ビュし 泣いて. が 四 

逸ん 見 ま はし、 水面に 向って 屁つ ぴリ 腰ん、 して 手.^ 合 

ぜ 4^ かとお も ふと、 はっと 飛び こむ。 水 音" 同時に そ 

の 突端に 近い 枯 葦の 中から！？ 一 羽、 斜めに 下手へ 引 

いてと る。 

« ろ-つど 

と 向う リ、 反り 編 笠、 焦 茶の 天 -絨の 袖な し 羽織、 

袖口に 金 裯，. つけたる 衣裳に、 織物の 持ん-穿き たろ 武 

士、 金 ごしら への 大小.^ さし、 急 ざ 足に 出て くろ。 つ 

づ いて 奴 一人 袋 入の 長 煙管に、 巾着の 煙草 入.^ 括リっ 

けたる VJ- 擔ざ、 これ も 急お、 足て 出る。 

二人す ぐ舞臺 へきて 水面. みて。 

武士 や あ、 浮き 上った。 權平、 救へ。 

權平 ねえ。 

(とも v»,.f\ して， Q ろ。) 

武士 これ 早くいた せ。 なに を 躊躇いた し をる。 早くいた 

さぬ か。 

權平 ねい。 殿樣の 仰せな り や、 火の 中へ とび 込めと なら 

陸つ き、 あとへ は 下り 申さね えが、 水の 中 は 大の不 得 

手、 これば つかり は 御 ゆるし 下さり ませう。 

キづ こ 

武士 では そち は 水心がない と 申す か。 不自由な 奴め が ： 

…おれが 飛び こんでも よいが、 昔から おれ も …… 水は大 


ior> 
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嫌 ひだ。 …； はて、 おれが みすく 見掛けた 身投げ、 跟 

の 前に 殺す は殘念 だな。 

權平 まことに 毆樣 のお 眼の 前で、 飛び こむ と はよ くく 

運に 盡き た老耄 め、 もう 少し 待ち や あがり あい k に。 お 

おさう だ。 殿 樣 しばらく 御 待ち 下せえ まし。 

(とっかくと 下手の 十； 坡へ 上り、 柳の 木へ 手.^ かけ 

て。) 

機 平 やい そこな 身投げ、 耳 かつ ぼぢ つてよ つく 聽け。 こ 

れへ お渡りな された は、 當時男 達の 總本 締め、 吉屋 組の 

頭領、 三 浦 小次郞 さま。 助ける となったら、 金輪際、 人 

はおろ か、 天人が 寺の 欄間 を 配 落し て 添 ひて え 若衆が あ 

ると いっても、 きつ とお 世話な さる  >1 。た し、 殿樣も >  J 

やっこ  -! .,+-i,.J 

の 奴 も、. T きの 一 手 を 知ら ざれば、 木 曾の 核 橋、 七 曲り、 

聲 はと やい て 手が とどかぬ。 、つぬ め、 水心が あるならば、 

も 一度 岸へ 房り あがれ。 きっと お助けな さる \ ぞ。 

三 浦 え \ 何 を 申して をる の だ。 

やつ- I 

機 平 ねい。 毆樣も 奴 も 泳ぎ は 知らね ども、 もしゃ 身投が 

存じた かと …… 

三甜 えい、 白 癡づら め。 むだば かり 申す 奴た。 

機 平 ねい、 (といって し fs げたが、 水面，^ みて) や あ、 こ 

り やならぬ。 身投も 泳ぎ は 知らぬ とみえた。 沈む わく。 

(とい ふ 0) 


(この 時下 手の 士坡 のかげ にて。) 

0 さわがつ しゃるな、 奴 どの。 今 助ける。 

(と 切繼 ぶ、 の 長 半纏に 三尺^、 竹の子 笠， 冠った 男、 

田 舟に のつ ヾ擢て 押して 出る。 i ろしく.^ 面.^ みわた 

す、、 ともって うな づき、 舟.^ 上手へ 押して ゆき、 一 つ 

へさ. S 

ま はして 舢，^ 下手へ 向ける。 その 前へ また 浮. ひ 出た 心 

にて さっきの 老人、 うつむい.；，： ま V ぼく リと 出る。 男 

すかさず、 その 襟が み，^ 取って 舟へ 引上げる。) 

(此時 上手.^ リロ々 に。) 

聲 お X、 助かった く。 

(とい ひながら、 往來の 男 ニー 一一 人出て、 この 體，. なが 

めて ねる。) 

(男 はやが て 舟，^ 舞臺 a 中の 打へ つけろ。 すぐに 老人 

の 雨足，^ もって 水中へ 逆さに して 水.^ 吐かせろ： とわ 

つて、 その ま-^ 岸へ 抱いて あが リ、 どっかと 坐して 膝 

せ J 

の 上へ 老人 1„J ^頭 下にう つ 向けに して 兩手て 背，^: き 

上げ。) 

男 おい、 爺つ さん、 しッ かりし なせえ く。 . 

(とい ふ。) 

(この間、 灌平は 一二  51 の 側へ 來て、 、、れ 指し、 うま 

く 助かりました とい ふ： なし。 1 一一 浦うな づ いて 編 笠 ご 

しに 男の；^ 舞に y つと 眼，^ つけて ねる。) 
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(老人 はっとな な ふ ふ、 返し、 少し 水 1 ^叱く おもいれ、 

5;^ 抱へ なほして. H 分の 膝 i^J- 枕 にさせろ。 老人. i 々と 眼 

, やひら いてみ てお たま- -0) 

老人 え、、 助けて くれた はこな たで ござる か。 りぐ ぐ 

Si 世が 賊 になって 身 を 投げた に、 助けて くれた は 恨めし 

い。 わし はこな たが 恨みで ござる。 

(とい ふ。 往來の e? ^共 この 昨 側 LL よってみ てね て。) 

祁來甲 あは、、 この 爺さん、 よっぽどな 道 知らず だ。 人 

が 命 を 助け て くれたに 怨 むと は 呆れた もの だ。 

往來乙 さう だ。 どう あらう とも 先づ 1 通り 禮を いふ もの 

だ。 

作來闪 全く 可笑しな ぢ いさんだ な。 あは、、 は。 

(とみな 笑 ふ。 E?J 笠へ 手 1^ かけて。) 

巧 やかまし いわい。 (と 下手の  一！！ 沛主從 んニ寸 みて) いら 

ざる 郞は みんな 早く ゆけ。 この 爺さん はおれが ひきう 

けた o( とまた 往來の 共に) え、、 蚊 とんぼ めら、 往き 

あがらね え か。 

(と 一寸 膝 1  乂て なほす。 往來の 男 共、 勢 ひ：.： 恐れて そ 

こ.， /(\ に 逃げて 入ろ。) 

(描平、、のー？ー2恭1^^ふ、ぃてっかくとゅかぅとする，^三 

沛片 手に 押へ て悠々 と 切株 へ 腰，^ 下し。 し 

P 乎。 


I 一  服 所望 ぢゃ U 

ねい。 

(と 袋の 煙管.^ 出し、 翅 w-,^ つめて 出し、 腰の 胴亂 

から、 4- 打，^ 出す。 一一 一浦 大樣に 吸 ひつける。 この 管 

の 長さ 三尺 ぐらね。) 

(男 思 入お つて 笠 ..J- 取る。 頭に は 手拭.^ 冠って ねる。 

Ee の 、リ V とした 色白の 二十 五六、 裝に 似合 はぬ 男 1^ 

リて あろ。 、、れ も 三 浦 に かま はず。) 

男 あは X、 は、 おい、 爺さん。 たと は ど 果敢ね ぇ蟲 けら 

でせ え、 命の いらね えもの はねえ。 まして 人、 死ぬ にや 

あきつと 譯が あらう。 まづ その 譯を きかせな せえ。 まつ 

こと 死なに あなら ねえなら、 とてもの ことの 世話つ いで、 

もう 一 度 この 池の 深みへ、 こ k から 抛り こんで やら うぢ 

や あねえ か。 

(老人 ざく リ として 思 はず 起な ほろ。) 

男 ま、 びっくり する こと はねえ。 まあ その 纏で 落着いて 

一 通り 話しな せえ" 

老人 へい、 …… わたくし は 六 兵衞と 申しまして この 山 下 

へ ー錢 茶店 を 出し 六 丘 i の 店と 申して 次第に 仕出し、 繁 

昌 をして をり ましたが、 三年 前の ある 大雪の 日、 店の 前 

で 倒れて ゐた 若い 男が ございました。 それで 私が やれ 可 
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哀相 にと 家へ か k へいれ、 姜酒を こしら へての ませ ま 

すと やっと 口が きけ る やうに なり、 申します に は、 名 は 

又 兵衞と 申して 親兄弟 もない 一 人身、 身寄り を たづね て 

お 江戸へ 上り、 尋ね わびて 路 S もな くし、 m はへ る。 雪 

に は あ ふ。 それでた ふれて ゐ たとの こと。 不便に 存じて 

家へ おきます と、 算筆は 一 通り 料理 も 一 寸 いたし、 人前 

むすめ 

はよ し、 つい わたくしの 一時の 了簡ち が ひ、 女の^に い 

VS  ょモ 

たし ましたが、 その 女が 本年 はからず 死にます ると、 他 

より 女房 を いれ、 諸式 を乘 つ とり 、 わたくし を 蔑ろに い 

たします る。 餘り 口惜し さに、 お 上へ ぉ訴へ 申します る 

と、 どこ を どう 手 を 廻した もの か、 お 役人 さまが 御 上 

けがな く、 わたくしが 云 ひが、 りに 落ちて 一 一十 杖ぶ たれ 

て 追 ひ はら はれました。 …… もし これで も あなた、 死な 

ずに 居られ ませう か。 この 上 は 冥土へ ゆき、 ぉ閤魔 さま 

に 申 上げ 聲めも よん で この 捌き を つけて いた V かに や、 

この 胸が 癒え ませぬ。 

(と^く。) 

,  き 

男 あは 气 爺さん。 そり や あ 了簡 ちげ えだ。 この 世の 捌 

きも 分らね え 世の中に 、あの世の 捌き も あ て に は ならね 

え。 き、 あ 聱は今 金が あると い ふぢ や あねえ か。 たと へ 

にもい ふ 地獄の 沙汰 も 金 次第、 今時の 鬼の 了簡 は、 此世 

から ぢゃ あわから ねえ。 地獄へ いつ て 敗け たら ば 爺 さ 


ん、 お前 どうす る SJ。 

六 兵衞 へい …… 。 

男 こり や あ、 おれの 分別 ぢゃ、 お爺さん こ、 は 一番 と 

張りあって 見 かへ すの だな。 

六兵衞 へい …… と 張りあって 見 かへ します と は …… 

男 どう だ 、 もう 一 軒、 軒！！ 処 へ 店 を 出し て は どう だ 。 

六兵衞 (眼^む き 出し) え \、 お！ li さん も 大概に なさり 

mo こ  たべもの 

まし、 こんな 破れた 布 子 をき て、 食物 も碌々 ない 身で、 

茶店が なんで 出され ませ、 つか。 …… お、、 そんな こと を 

, て £  さつ 一 

いはつし やる 手間で、 いっそ 先刻い はっしゃった 通り、 

この 池の 深みへ 抛り こんで 下さい まし。 

男 まあ さう 急き なさん な。 一 §2 その 茶店 を 出す とい ふの 

は、 どの位 ゐか& るの だ。 

六！；^ハ衞 まあ、 きりつめて 三十 兩 はか. --り ませうよ。 

男 さう か。 大した ことなら 出來 ねえと おもった が、 三十 

兩 なら . どう だ 、 おれが 搏 へて や らう ぢ や あね え か 。 

六兵衞 へい …… お前さんが …… 

へと男の^3^裝..^^みてねろ。) 

男 あは、、 お前、 おれの 身裝 をみ て、 こんな ものに出来 

さう もね えとお もって ゐる やう だが、 なんの その 位え の 

しら 

金。 明 曰と はい はず 今夜 中に 裕 へて やる。 さう だ、 曰 

の 明け i ハ つ JI,^ もう 一 度 こ 、まで 來な， せえ。 —き， つ の 時 
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持って きて やる。 

六お 衞 へい …… 

(とま だ 疑 はし さう に 男の^.. みて ねろ。) 

き 

男 えい。 まだ 疑 ふの か。 よくく 疑え 深け え 爺さん だ。 

(この 沛煙 ^いっか 權平 に 渡して さ いてね た 

が、 し. つかに 立 上って こなたへ きて。) 

三沛 こり やく 老人、 何 を うぢく いたし をる。 この 御 

人の 申す こと はまこと ぢゃ。 必ずと もに ili 返 ひない。 な 

て  あか 

ほ疑ふなら身が|:^手ぢゃ。きっと設しになっ てとらさぅ。 

(六 兵銜 これにて 一一 一浦. $- みて びつ くリ して 辭 餞して。；, 

4 ハ兵衞 へい …… 

(と：； 木れ てね る。) 

(男 ぐっとしたら しいの，^  ^みこんて o〕 

男 どう だ、 爺さん。 かう いふお 歷々 の 御言 葉が そ はった 

ら滿更 うそと もお も はれめ え。 長え こと ぢゃ あねえ、 

あ 11 た 

明日の 明け六つまで だ」 間ち が ひなく こ、 へ來 なせえ。 

(と から 一 兩 出し。) 

S もの 

さう して そんな れた 衣服 を 着て ゐちぁ 身の 毒 だ。 こ 

れで身^^^5t; つばり とし て £も盈 くし て おきな せ え。 

(と-て、、 へ 抛り 出し、 すぐ E 舟へ 飛び 乘 つて 櫂 と 

リ。〕 

まちが ひなさん な。 明け六つ だよ。 


(と 根，. j< 押して 上手へ 去る。) 

あっけ 

(六 兵 衞呆氣 に とられながら 一 兩拾 ひと リ 押いた > 

く。) 

權平 殿樣、 を かしな 野郎で ござり まするな。 

三 浦 いや 中々 面白い 奴た。 

(とそ こ /, (、に ゅ告 かける 六兵衞 に。〕 

11 一浦 こり や 待て/ \.。 

六 兵！！ へい …… 

(と 下にね ろ。) 

三 浦 こり や、 老人、 明日 明け六つまでに は 必ず こ >1 へま 

一度 まゐれ よ。 唯今の 男が 金の 出來 ざる 節に は、 身が き 

つ と立替 へ つか はす。 必ず 時刻 をた が へまい ぞ。 

六お 衞 へい、 それで は あなた 様が そのお 金 を …… 

,  か や つ へんが へ 

S 浦 お &さ、 彼奴が 變更 した 時には 身が つか はす 安心い 

たせ。 

六 丘 (衞 へい、 それ はま あく 御 深切に 難 有、 「ぞんじます。 

…… それで は 明日 この 處へ …… 

11 一浦 お、、 必ず まゐれ よ。 もうよ い、 ゆけ/ \" 

六兵衞 へい、 へい、 ありがた 「存じます。 では 御 暇 申 上 

げ まする。 又 明日 …： 

(と 喜ん て 六 4、 衞 は疾. ^拭う て さろ。) 

(一一 i 見送って。) 
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三 浦 權平。 

權平 ねい。 

三 浦 身 はい さ& かこれ より 用事が ある。 そち は 一 步 先へ 

立 録れ。 あるひ は 今宵 は 身 は 立歸ら ぬか もしれ ぬが、 必 

ずと もに 騷ぐ , J と 無用と 申 付け よ 。 

ほ 平 (不審が ほて) ねい。 

三 滞 ゆけ く。 

機 平 ねい。 

(と 不審が ほ、 行き かれて ねる。) 

(三 浦 これに かま はず、 上手 へ 行き かけろ 0) 

二 

山 下、 X 兵 街 茶店。 いは ゆろ 當 時の 1 錢 茶屋、 二階に 

女 なぞ もお ふ、、 料理，. J- もす ろ 後の 料理 やても ろ。 店の 

標 へば 一服 一 錢の 茶の IS の發 達したら し いお もむ き 

て、 上部に 二階の 前 側 fj- みせた 家體。 上手へ： せて 二 

重、 下手 は 土間、 二重の 正面 は 格子窓、 上手へ せて 

梯子段，^-みぜ、 土間の 突 あたり は、 暖簾ん、 かけ 入口と 

なって ねる。 左右の 見切 は r8 るし く、 平舞裹 に は 長 

几 ニー  脚、 や、 下手へ よ^て 匿いても ろ。 

二重 i きと ころに 風爐ん 、匿き、 二 村 折の 小屛 風、 棚な 

ぞ. ^置き、 亭主の 又 兵衞、 三十 位、 投 頭巾， 小挎、 B 


礎，^ r 引つ け、 側へ^ 面，^ ひろげ， 金の 勘定.^ して 封，. 

してね る。 そばの 小屛 1^ の 端 LL は拂 子が かけて わろ。 

少し はなれて 女房と ま、 ^膝て たばこん、 のん てね ろ。 

とま もしお 前さん、 お前さんてば、 さっきから 私が 呼ぶ 

になんで 返事 もして くれないの だよ。 

又 兵衞 えんなん だな。 今 勘定 をして ゐる ところ だ。 用な 

ら あとに しろ。 

とま でも 私 は 13^ になって 仕方がな いんだよ。 あの ぢ.^ い 

を 追 出した の はい \ が、 どうも このま \ぢ や あ、 置け な 

いとお もってさ  

又兵衞 だから あの 時 おれ はま あゆつ くりやる とい ふ もの 

をお 前が がみ/.^ い つ て聽 かねえ から ：… それ もま あつ 

まく 御 1^ 上げに ならね え やうに したの だから い、 ぢゃぁ 

ねえ か。 

とま い \ え、 あれ ぢゃぁ 又 あの 强 情な ぢ、 いのこと だか 

ら どこ を どう 訴へ 出まい もので もない と氣 にか 、つてな 

らな いの だよ。 

又兵衞 あ X。 (と 一寸 嘆息.^ ついて) ー體 いや あなんと い 

つても もとの 聲舅、 ちっと 拙い こと をして しまった レ 

とま え、、 (と 急 に 颜色， ^か へ て) お前 は 二言目に は stsT 

やつば り 先のお かみさんが 戀 しいの だろ。 

又兵衞 え \ また それ をい や あがる。 
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とま だから あの * ち \ い にも 思 ひ 切 つ た處 ma が とれない 

の だよ。 お前の 先のお かみさんが 氣が 利かない、 な 

にも 死なな くつ たって い、 ぢゃ あない か。 さう すり あ 私 

もこ、 へ來 てこん な苦勞 もしず さ。 ：：： いっそ あの ぢぃ 

さん を 呼び 一. K し て お ！： 1 はもと く； ぬり の 録 ST さう し て 

私 を 近 ひ 出す がい &。 

(とつん となる。) 

又お 衞 これ さ、 これ さ。 何も そんなに 怒る こと はねえ。 

ぉれが死んだ女0$に^^練のぁる譯もなし、 まして あんな 

ぢ \ いに 未練が ある 揮 が な いぢ や あね え か 。 

とま (愈 つんと して) い &ぇ、 私 一人が 死ぬ とも どうと 

もしり あい.^ の だろ。 もう 構って おくれで ない よ。 …… 

又お 衞 (立って さて) なんだ な。 こり あおれが わる かつ 

た。 叨 =3 にも あの ぢ-- いの 方 はどうと か 工夫 もす る わ 

さ。 なにも 怒る こと はない さ。 これ さ、 これ さ  

(とな：；，： めて ゐ る。) 

(此 -ぃ小 へ f 旅 ni リ！； 3 つと  一！： 沛小 次^が 入って く气) 

一一；^ ゆるせよ。 

(とい ひながら ずっと！ i る。) 

G ひ卞： み い. 乂： と いふ H:5 入、 も わて 、 へ 

片. つけ、 面，^ 上への せて 押 ゃリ、 女 ほに. M へへ ゆけ と 

目が ほて 知らせろ。 女 IS も 少し 狼 犯へ たが、 つんく 


して 奥へ 入ろ。) 

(k 尸 主 小 風の 端に かけた 拂 子.^ 取って 下 へお リ迎へ 

て 出る。) 

又兵衞 へい、 これ は 御歷々 さまの ようこそ 御 入らせ。 ま 

ことに 今日はよ い 御天氣 で、 曰 和 もつ きまして  さ 

あ どうぞお 二 g が見晴 しがよう ござり まする。 どうぞお 

上り 下さい まし。 

三 浦 いや、 これでよ い。 

(と 二重の 上手の 端へ 腰，， かけ、 はじめて 編 笠.^ とる。 

l^s たてち- vs. ん 

所 IS 士" 屋 風の 五分 月 代 の 立 茶宪、 立派な 男前て ある。) 

又兵衞 へい。 (とみて) もし 殿樣、 お茶 を 召 上られ まする 

か、 御 1^ を 申しつ け ませう か。 それ なれば 不^ ものな が 

ら、 酌 人の 女子供 も 二階に をり まする。 

0 うん、 もとの 一 服 一 錢、 この 節 は 女子 も 一 一階に おい 

て あると. £,.13 か。 

叉 兵衞 へい、 殿 方 の 御た は むれ にも 又お 氣が か はって 

およろ しう ござり ませう。 どうぞお 上り 下さり まし。  

それとも 御述 さま を 御 待ち あはせ で ござります るか。 

-S いや 述 もない。 酒 ものまぬ 茶 を 一 服 所望せ う。 

又兵衞 へい 、く 畏まりました。 お茶 は、 上 林の 初 北 n 利 休 

ごのみ の綠の 森、 お 一！，？ にいた しませう か。 お 濃い 茶 を 差 

上げ ませう か。 
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三 浦 お \ いづれ でもよ い。 

又兵衞 へい、 ではお 濃い 茶 を 差 上げ ませう。 

(と 行き かける。) 

一一 一浦 こり やまて、 亭主。 そちが 名 は 何と 申す。 

又兵衞 へい、 又兵衞 と 申します る。 懸行燈 をお 覧 うじて 

下さりました か。 又兵衞 店と ござり まする。 どうぞ 御 

貭を願 ひ 上げます る。 

三 浦 うん 又兵衞 か、 呼び 惡ぃ名 だな。 

叉兵衞 へ- - W へ。 は て 御 呼びな さり 惡 くば、 何なりと 

御意 次第に お呼び 下さ いまし。 

11 一浦 あは X、 左樣 か、 みたところ さう に はみ える が、 

女に は野呂 さう だな。 野 呂兵衞 はどう だ。 

又兵衞 へ い …… 御 冗談 を …… 唯今お 茶 を 立て 乂 ま ゐりま 

す。 

S いや 待て 野 oclss. もとは この 店 は 六兵衞 店と 申し 

たが、 なんで 今では 又 兵 街 店と 申す の だ。 

又兵衞 へい。 もとは 六 兵衞の 店で ございま したの を 私が 

i 薪り うけ まし て ノ  /さります る C 

一一 ー沛 うん、 六 兵 衞と又 兵衞と は！； KEJ! の やうに きいた が、 

全く さやう か。 

叉兵衞 殿 ：1 に はよう 御存じで. それ も 唯今で は 六 兵衞の 

娘が なくなり、 別に 家內を 持ち まし て *、 /さ い まする。 


一一 一浦 うむ、 その 女房が よくない な。 mM! で 公事 を^ ふや 

うで は、 その 女房が よくない な。 

(これにて 乂兵衞 K つ て 三^の 颜.^ みて. Q ろ。) 

一一 一 館 こり ゃ野呂 兵衞、 當家は 家內は 何人 ぢゃ。 

又兵衞 へい、 私せ； (夫婦に 、抱へ てノ  J ざり まする 女 共が 一 一 一 

人で ござり まする。 

11! 滞 うむ、 大相繁 Mill して 身代 も出來 たで あらうな。 目 出 

度い な。 

又 兵衞 へい、 ぉ薩 さまで ありがたう 存じます る。 

三 浦 うむ、 して その 金 は どこに 敏 つて ある。 

又兵衞 へ、 (怪 評さう にした が) えへ \、 これ はまた 御 冗 

談を  どれお 茶 を 立て、 まゐり ませう。 

(と ゆきかけ る。) 

こり や 待て、 野呂 兵衞、 最前 ちらりと みかけた が こ 

こに ゐ たが そちの 女房 か。 

又兵衞 へい、 さやう で ござり まする。 

一一 一浦 うむ 福相で 愛橋 も の、 身上の 爲 になり さうな 女房 だ。 

大事に して とらせろ よ。 

又兵衞 へい …… 

一一 I 浦 あは 气 もうよ い。 C}- く 茶 を 立て、 ま ゐれ。 

又兵衞 へい く， これ は 心 付き ませ なんだ 。 唯今。 

(と 行き かけ る。) 


り や！： Hi 男 
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(、、の 時 W つとまた 一人の 男が 入って くろ。 みれば、 

先： W の 漁 肺の sf- て わるが、 ！ S は 撥^の 廣額、 扮裝 もす 

つかり！！ y つてね る。 ぬに は、 $ ^逹衣 (.r  级 ごし 

ら への 火 脇， お、 ぉ^の町方^：カ；？^の風てもる。 つて 入 

リ來 つて 下 m  。の 長 床几へ どっかと 腰.^ 下す。) 

(父 \4: 衞 それと みると 急に 拂子， か 襟 へ はさんて 揉 手, 

する。) 

又お © これ は 親分 さま、 この 節 は 御  一. M で。 今日は どう 

した 風の 吹き ま は し 、 ようこそお 立 寄り 下さ い まし た。 

男 .J^HH おれ は 始めて きたの だ。 見ち がへ て くれるな。 

XS へい。 これ は 不調法 を. S. 上げました。 さう してお 

茶 を？^ 上られます るか、 御酒 を …… 

(とい ふ. ^冠せ て。) 

うん、 酒 ものまぬ レ また 述 もまたぬ。 茶 を 一 服 所望せ 

う。 

x$ へい、 お茶 は …… 

かん * つ syj 

男 うん、 上 林で も 松林で も、 E 離 子で もなんでも、 \ 力 

ら 持って こい。 

又兵衞 へい …… 

(と 父お 衞氟 ,<5- 吞 まれて 行かう とすると。) 

まてく。 これ 亭主、 手前の 名 は 何とい ふの だ。 

又兵衞 へい、 又 兵 街と 申します る。 どうぞ 御" に。 


男 うん、 又 兵衞、 呼び 惡ぃ名 だな。 

又兵衞 えつ。 

(と 一 一一 滞と 男 fj- 一寸見 比べる。 三 浦す ましてね る。) 

男 呼び 惡 いから 一 つ 改めて やらう か。 

又兵衞 (仕方なく) えへ、、 どうぞお 願 ひ， E. します る。 

男 さう だな。 見る からに 女に 野呂 さ， 0 だが、 慾に も拔け 

目が なさう だな。 與九 郎兵衞 はどう だ 。 

又兵衞 えへ &、 へ、 どういたしまして、 これ は 全く 御 見 

立 て ちが ひ、 手前 は無愁 で 名代で"、 /さ い ます。 

男 さう か、 愁 がない ：：， つん、 では 一 番、 愁 内と つけた 

らど うだ。 いや 全くよ くねえ 奴 だからな。 

又 兵衞 へ え …； どれお 茶 を 持 つ て まゐり ませう。 

(と 朵れて 行き かける。) 

男 これ 亭主 待てく。 

又兵衞 へい。 

男 もとは この 店 は 六兵衞 店と いった やう だが、 どうして 

又 兵 筒 店と 今ではい ふの だ。 

又兵衞 へい。 

(と 一一 一浦の fu^ みながら。) 

又 兵衞 手前が 讓 りうけ まし S /さります る。 

男 うん、 六 兵 衞と又 兵 衞とは m 舅の やうに きいた が 何時 

とっかべ えに したの だ。 


り や は' 達 男 


又兵衞 (も、 C- うんざりして 言葉 少なに) へい。 

男 それ も 今では 六 兵衞の 娘が なくなり、 別に 家內を 持つ 

たの か。 

又お 衞 へい。 

男 その 女房が よくね えな。 聱 露で 公事 を爭 ふやう では、 

その 女房が よくね えな。 

又兵衞  

さ S 

男 最前 ちらりと みたが 女房 か、 うん、 みたところ 福相で 

1 ん 1 ゃラ 

愛 者 で、 身上の Eni になり さうな 女房 だ。 大事に しろよ。 

(といって 急に 首 葉， <Sv かへ。) 

男 …… なぞと おれ は餘 計な 世話 はや かねえ。 …… これ 一:> 

主 早く 茶 を 立て k こい。 

又兵衞 へい。 

(と 驚いて 二重へ 上リ、 a 爐の 前へ ゆき、 怖 さう に 二 

人， か见 比べて ねろ。) 

三^^  (悠然と) 見かけた ところ、 最前と は 身 i は變れ ど、 

おなじ 町人、 過 刻 はまこと に 大儀で あつたな。 

男 まことに さっきのお 武家 さま、 異なと ころで 會 ひまし 

たな。 

f しゃ 

1  一；？ 1 して また そちの 名 はなん と。 身 は 三 浦 小 次 郎義 也、 

旗本の い たづら 者ぢ や。 

よ. S  わつ ち 

男 三 浦の 殿 機と は 外 に それと 存じて ゐ ました。 私 はま 


で& 

た 當時男 達の ii 本山と 人に いはる V 幡 隨院、 その 脇 寺の 

朝日 奈三郎 兵衞、 どうぞお M 知りお き 下せえ まし。 

I 二 浦 お にきいた 朝日 奈三郎 兵 衞、 さても 美事な 5si 

…… して その 一 二 郞兵衞 が 今日は また、 なん で 蓮 池 の 田 舟 

の 中に 索って ゐ たの だ。 

朝 3 奈 それ はちつ と 馬鹿々々 しい。 …… 天氣 のよ さに 野 

がけ と 出掛け 、この 頃 出 來た辨 天 の 池の 景色に 見惚れ て 

すがた 

ゐて、 こんな 景色に こんな 姿 も 釣合 はねえ、 こいつ はい 

つ そ 一 日の 田 舟の となって K めようと、 丁： Ks:^ 知った 

百姓家で、 姿 を かへ て粹 興に のった 舟の 中。 思 はぬ こと 

で、 ざん ない 姿 をお 目に かけやした。 …… しかし その g 

ぎ かへ や 何 やか や。 こ  >- へ も 一足お そくな り やした。 

(と 思 入あって。)  . 

朝 1H 奈 さう して 一 體毆樣 に は 何し にこ 、へお いでな せえ 

ました" 

そ^- ろ ある S 

三 滞 なにし にと は 事 改めた 尋ね 樣、 逍遙の 歸る さに、 

通り か、 りに 立 寄った。 

朝 tc 奈 へえ、 さう で ごぜえ ます か。 

-S さう して そち は 又 何し にこ \ へ 立 寄った。 

朝 H 奈 へえ …… 私も又 通りが &り、 一服の まう と 立 £ 台り 

やした。 

お、、 さやう か。 


リ や II： 违巧 


^け お (なに か 3^.- へて ねて、 不 怠と) もし 殿 …… 

なんだ。 

朝 = お もしゃ、 お前さん は …… 

1ー；^1 うむ、 おれ は …… 

な： 小 (ふうと. u,^ 卟 いて) いや、 なんでも ごぜえ ませ 

ん。 

lli  s;< み.^ 含ん て) これ 朝日 奈、 さっき 約 ia- の 明 曰の 

刻限、 きっと まちがへ は あるまい な。 

^H^.^ え。 (といった が、 ぐっと 急き 上げ) お \ 私 も SR1 

疋、 それに まちげ え は ごぜえ ません。 

今 あらためて 約お する ぞ。 

^3 む、。 

(と 3^ 机む とき、 上！； の 1* 六つの 鏠、 打 出す。) 

(雙方 無 首。) 

(又 ぉ©  二 lisS に て 二 人 の 様子，$- 氮 つ け て 次第 に t.^^^ 

わろ さう LL してね たが、 鐘の 昔.,^ きいて ふっと 思 ひつ 

い；，： 體：. L て 前へ 出る。) 

XS へい、 Eas^ へ も 親分 樣 へ も. S. 上げます。 折 あしく 

s~ 沸らず、 その 中に 唯今の 慕 六つ、 此 頃は暮 六つより 

はすべ て 手前 どもの 體は 御法度、 まことにお 殘り 多う 

ございま すれ ど、 今日のと ころ は 御 容赦 をね が ひ、 又の 

御出で をお 待 中 上げます る。 


朝 H お ぅむ、(とーー；^1に£^入もって) のみた くもね え 茶 一 

ばっこ  こ^1<が；" 

服、 法制と あれば 別段 t?- 居の f ねえ。 (と Sl-r8 リ碎銀 .J- 

出し) これ は 茶代 だ。 

(と 抛リ 出し。) 

叙 en 奈 gif 樣、 また 明日お 目に か&り やせ 5。 

(と 後 目に して 靜に暖 藤 口  リ 出ろ。) 

(又 兵衞送 つて 出て。) 

又 § これ は 御多分に お茶 代 を ありがたう 存じます る。 

御 近 い お いで をお ち 申 上げます る。 

(と ー说 つてき て 三 沛，， みて 揉 手.^ して。) 

又兵衞 へ え 唯今 申 上げました 通り 此 中の 犬 喧嘩より 暮六 

つより はきつ いお 制止、 御 立ちの ほど を 願 ひ 上げます る。 

一一！ 浦 いや、 おれ は歸ら ぬ。 <2 仅 はこ >- に 厄へ ハ になる。 

又兵衞 へ. 1 -1  > "へ、 これ はまた おた は むれ を。 

II 一浦 いや 戲れ でない。 今， おこの 家へ 盗賊が 忍び入る。 そ 

れ で 身が ゐ て とらす の だ。 

又兵衞 え。 (と 颜&, ^かへ たが、！^ ひ 出して〕 へ \w へ、 

いや 又お たは むれ を、 …： もう 御 勘 辨を願 ひます。 

II 一浦 いやさう でない。 懸砠 にも 大分の 金銀。 

又兵衞 え。 

三 滞 隨 分と W 心いた せよ。 

へい。 


IIG 


リゃ II： 達 男 


う さ， 2 

(と はじめて 迂 散らし さう LL 一一 一浦ん、 みる。) 

(この 啡女 房と ま 行燈. ^もって 二重へ 出て、 これ も迂 

散 さう Li。) 

とま これ 又-お ハ衞 どの、 此頃は 暮れて は 物^、 油斷 はなら 

ぬ。 早くお 立ち を 願って、 戶締 をして 仕舞 ひな さらぬ の. 

かえ。 

又兵衞 (うな づ いて) お \ 、おれ もさう 思って お 願 ひ 申 

して ゐる ところ だ。 

三 浦 あは- は、 そち 達 は 身 を 疑うて をる や うぢ やな。 

しか、 ベば 一通り 話して とら さう。 これ 又 兵衞、 そちの H5 

六兵衞 は、 今日 不 忍で 身 を 投げた。 

又兵衞 (さすが LL 驚いて) へえ。 

一二 浦 それ を 助けた は 今 こ &へ來 た 朝日 奈三郞 兵衞、 夫婦 

が不 の 一 伍一 什、 みな 六 兵衞が 口から きいた。 

又兵衞 へえ、 その、 それ は …… 

一一 一 滞 いやま づきけ、 その 朝日 奈は六 兵衞が 身の 不仕 合せ 

を あはれんで、 金の 工面 を 引う けた。 明日までに 三十 兩、 

外に 借りに ゆく ところ はない。 こ >1 へく る。 

又兵衞 え \0 (と 驚いた が) と、 とんでもない。 私 ハに大 

枚の 金 なぞ は …… 

とま ほんと にさう でございます。 私共に 金 なぞ は。 

一 1; 浦. いふな。 それ も 六兵衞 が、 近頃 は金贷 もして 内 顧と 


： 申して をった ぞ。 

又兵衞 え X …… 

とま まあ、 あの ぢ、 いめ、 そんな ことまで も  いえ * 

. それ は あの ぢ、 いの g でございますよ。 もしお 前さん、 

よく 殿： 樣 へ みんな 申 上げ て ノ らんよ。 

又兵衞 うん、 うん、 全く 金贷 をいた す なぞと、 それ はみ 

んな 嘘で ございます。 へい、 » 形 もない 大嘘で ございま 

す。 

とま え X、 なに をい つて ゐ るんだ よ。 それば つかり ぢゃ 

あないよ。 どんな 事 を あの ぢ X いが 殿樣 へ .5. 上げた か 知 

れな いが、 ほんとの こと を、 何もかも みんな 中 上げたら、 

I  \^ や あな 1, 力。 

又兵衞 うん さ、 ゥだ。 …… Sfl を 追 出した のは惡 いやう では 

ございま すが、 これに は その … … いろ /\ -譯が ございま 

して …… 

とま あれ、 追 出した のぢゃ あないよ。 

又兵衞 うん さう だ、 追 ひ 出した のぢゃ あご ざいません… 

…… 考へ てみ ますと、 逍ひ出 したやうな もの \ …… いや、 

さ うぢ や あな い . ：： . まあ 申し てみ ますと、 追 ひ 出した や 

うに もみえ ますが  いや、 さう でもない  

あわ 

とま え、、 ぢ れつたい。 お前さん はなに を忙 て、 ゐ るの 

だよ" ま、 斌の 小さい つたら …… さ、 私が 申 上げる から 
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お B1 きょ。 …； もし、 K2S、 仉の 中に あんな 恐し いひ ど 

い 癒つ t ございません o( といった が、 ュ に 泣 出し) あ 

あ、 なんの SEi^ で、 私達 はこん な：；： に 八" はなければ、 な 

らな いんで ござんせ う。 …； 世の中に 正 M 者 ほど、 意氣地 

のない もの は ございません。 夫； W とも 口不調法で、 ：ffl も 

口が ま はり かね、 何時も// \ 口前の 上手な ものに ま はさ 

れて、 情けない：：： にば かり 合 はされ ます。 ：：： かうな つ 

たら 一 半： 懸命、 なにもかも 上げます。 一 體 あの ぢ \ い 

は、 あの ザ をして あらう ことか、 あるまい ことか、 私に 

::: お ほ、 ほ&、 まあ、 こんなお 多 福の やうな もので ご 

ざいます が、 それにい ろ/ らしい こと を 申し かけ ま 

S なご 

す。 …： はこの 通りの 氣の 小さい 人、 私 は 女子の こと、. 

風の 柳に うけて をり ます 辛 さとい ふ もの は、 (と 一 寸 また 

^, ^ふき) まあ 般樣、 御お し 下さい まし。 それば かり 

か、 私が いふ こと を 聽 かぬ といって、 その 腹癒せ か、 近 

所 i: り へ 、 私共 夫婦が 辛く 仕向けで もいた す やうな こ と 

を. S. します る。 まさかに それ を さう でない、 かう/ \ と 

私共の 口から はお 恥 かしい …… 

& へい、 へい、 全く これ は 私共の 口から は 申され ま 

せん。 

とま まあお 前さん は it,; つてお いで。 こんな こと は 女子の 

私から 5. 上げる よ。 ま. 何う あらう とも、 私に も 


お ST 屈かぬ 中から、 や はら かい 物の 一 つもと 仕立て \ 

は 着せましても、 わざと ぼろ/, --の 着物 をき て  さも 

私共 夫婦が ひどい ことで もいた します やうに …； しょ ぼ 

しょ ぼと して 出歩きます  その 出て ゆく 姿 を 見る たぴ 

に、 まあ、 私共の 胸の 中 …… 宿と 顏を 見合せ て は 泣いて 

ばかり をり ました。 

(と.^, C しく 泣く 體。 ) 

x§  (、、 れも^ 面つ くって〕 お i く。 

とま 1 蹬 この 店 ももと はしがない 茶店、 それ を 又 兵衞ど 

のが 敷金 もって 入して、 ま、 一 牛： 懸命 稼ぎ 出し、 どう 

やら 今日の やうに いたしました。 …； それ を あの ぢ\ い 

はま あ、 身投の K 似まで して、 私共 を惡 者に して 追 ひ 退 

けようと は、 もう-/ \- あんまり 情けない、 いっそ 私共が 

死にた うご ざいます。 

(と.， <  、と 泣く、、) 

(又 兵衞 もこの 間 Li 思案が 出 來た體 てす、 み 出る。) 

x^^m へい、 殿 一 1。 私から も 申 上げます る。 この度の 一 

伍 一 什、 全く 私共が 追 出した とい ふので は ございません。 

…； 何が 腹が立ちました やら. 何時の間にやら、 家 を 飛 

出し、 御 役 向へ けこみまして、 出 放题な こと を 申し ま 

したので、 私 も 御 RJ 出し をう けまして、 御調べ がきび し 

いので、 據 どころ なく、 有の 儘の 十分 1 、 申 上げました 
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ところ、 六兵衞 どの は 以ての外の 御 叱り 受け、 せめて は 

それで 心 を K して くれます こと ::: へい、 心 みに い 

たして をり ましたに、 そんな 身投の 狂言まで して、 まだ 

も 性根が なほり ませぬ かと 思 ひます ると …… あ、、 男の 

；!^ も、 どうやら 涙が こぼれて まゐ りました。 

(とこれ も 眼,^ 擦ろ。) 

一 1 一浦 (笑み.^ 舍ん てきいて ねて) いや、 仔細 をき けば、 

みな 尤も、 か の 六 丘.、 衞が 申す こ とば かり もき かれぬ …… 

したが、 目前、 朝 B 奈が 今- にも これへ まゐ るが、 それ 

ま.^ ん と.^ る。 

又兵衞 へい、 おいで 下さいましても、 最前 申 上げました 

S り、 手前 共に 大枚の金 なぞ は …… 

§ はて 金ば かりなら 身 は 世話 やかぬ。 朝日 奈は 名うて 

の あばれ 者、 今 i せま ゐ つたら 一 一人の 命 も あるまい わい。 

又兵衞 え X。 

とま .^xo 

又兵衞 そり や ほんの ことで ござります るか。 

一一 一浦 はてなに の爲の 偽り、 身は亭主がロ^^前きく通り、 三 

浦義 也、 二人の 命の あはれ さに これへ まゐ つて とらせた 

のぢ や。 た 文し この^ 立 かへ らう か。 

(これにて 又 兵衞、 おとま 急 LL びっくりして。) 

又兵衞 へい、 成程 これ は 存ぜぬ こと \ て、 とんだお 疑 ひ 


を； y りました。 常時 名うての 三 浦 さま、 さう いふ 譯 でお 

いで 下された と は 露 しらず、 とんだ 失禮を 仕りました。 

…… どうぞ 今 はこ \ に おいで 下されて、 われく 夫婦 

をお 助け 下さり ませ。 これ、 おとま、 お前から もお 願 ひ 

申せ。 

とま はい、 はい、 毆樣、 よう 御いで 下さりました。 あり 

がた う 存じます。 どうぞ 夫 をお 助け 下さい まし。 

(と 二人 ふるへ てね る。) d 

=ー 浦 よいく、 身 はもと よりその 覺悟、 …… これ 亭ま、 

早く 戸締り し た ら ど うぢ や。 

又兵衞 はい/ なるほど これ は …… 

(とも わて、、 暖旅 外の 懸行 か^こみ、 暖 筵，^ 外し 

て戶， 屮 下し、 つ いて， お 子の 1;^.^ 締めろ。) 

又兵衞 さう して 機、 私共 は どこに 隱れて をり ませう。 

三 浦 はて 身が こ、 にある から は 大丈夫 ぢゃ。 しかし 夜長 

の 徒然、 こ \ にかう しても をら れ まい。 そちの 家に は 酌 

おろ 

人 共が をる と 申した な。 これへ 呼び 下せ。 

又兵衞 はい，/ \., これ はとん と 心 づき ませなん だ。 (と 二 

階へ 向 ひ) これお 客 さま ぢゃ。 下りて こい。 

(とい ふ。 二 isr6 リ 返事して 酌 人の 女、 甲、 乙、 丙 下 

リ てく る。) 

又兵衞 これ、 おとま、 女 どもに 手 はせ て、 御酒の 支 K 


リゃ 男 


IIP 


三 酌 H  M 


しろ。 

とま あい/ \>。 

(と 酌 人た ち LLrs るし くさ V やく、、 とわって つれて 入 

ろ。 又 兵 銜三沛 の 席，^ 骰 けて。) 

又お 銜 さあ 殿 s^、 これへ お上り 下さり ませ、 なにも ござ 

いませぬ が、 鯛の よいの が ござります。 唯今 手前が 料理 

して 作り身に して 差 上げ ませう。 

0 お X、 それ は 馳走 ぢゃ。 

(と 二重へ 上って i ろしく 化 ふ。) 

又 丘 〈衞 では 御免 下さり まし。 

(と 入ろ。 引ち がへ て、 とま^ 子，. J< もち、 酌 人た ちに 

杯^.^, ばば Ifi て 三 液の 前へ なほし。) 

とま さあ、 ぉ収 上げ 下さり まし。 

S お、。 

(と 杯，^ 取上げ、 酌 人 共 をみ \^。) 

お、 いづれ を みても 花 ある 姿、 三 浦 今日まで 知らず 

にゐ たは 不 であった な。 

mm. ほ \v 、丹前 風呂へ お 通 はせ、 お 名の 高い 三 浦 さ 

ま。 

酌 乙 私たちの やうな ものに も、 御 <^：； 釋 は勿體 ない。 

た r これ を御綠 にこ X へ もちと お運び を 下さり ま 

し。 


11 一浦 お 1-、 まゐ らうと も/ \。 銘々 の ほどの よさに 信心 

のこ、 ろが 開いた。 •：：• して 各々 の 名 はなん と。 

3£甲 はい、 私 はなみと 申します る。 

5? やう 

三 浦 うむ、 なみ …… まことに なみ/ \ ならぬ 容色と みた。 

 して ゥて もじ は  

乙 はい、 よしと 申します る。 

浦 うむ * これ もよ し./..^。 して そ もじ は …： - 

丙 私 はとめと 申します る。 

： 浦 うむ、 とめ。 (と 一寸つ まって、 ぼんと 膝.^ 打ち) と 

めて かへ さぬ 夜半の 雨 …… わけ て 情け ある 御名と みた… 

…あは、。 

とま ほ  >1 、  >1 .1 ほ、 まことに 御 氣の輕 い、 もう/ /\女 子 

に は 罪な 殿樣、 宿の 女子供 も、 これ か.，？ は 浮 はついて な 

りますまい。 ほ >1、\\ ほ、 どうぞ これから は、 ほんに 

御 越し を 願 ひます る。 さあ 今お 一 つ。 

(と f* ろしく 酒宴に なろ。 、、、へ 又お 衞組权 の 上へ m 

*5 'のせ、 眞魚 箸と 泡 丁チ小 載せても つて 出て。) 

又 兵衞 もし 殿 さま、 あちらに 居りまして は、 どうも 後ろ 

が みられて なり ませぬ。 私 もこ \ へお  >1 き 下さり ませ。 

11 一浦 はて 心 弱い …… さやう の 時には、 ニー 杯 * 大きな も 

ので 重ねる がよ い。 

又兵衞 なるほど、 これ は 左 棟で ございます。 實は 勝手元 
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で 平 椀で 二三 杯、 引かけ てみ ましたが、 へ、 へ、 どうも 

まだ 異な 心 もちで …… 

三 浦 は て それ は まだ 足り ぬの だ。 もう 一つ 二つ 重ねてみ 

ろ。 

又兵衞 へ、 へ、 ではもう 一 つ、 こ、 で 頂戴いた しませう。 

(とす- -み 出て、 平 物の 蓋， ^手に する。 とま 酌して。) 

とま まあ、 お前、 臆病な、 殿ー樣 もお いでの こと、 しっか 

りと したがよ い。 

又兵衞 (飮ん て) はてなに が曉 病、 おれ も 前髮の 時分に は 

棒の 一 手 も 稽古した ことがある。 なんの 男 達の 一 人 や、 

1 一人、 まして 殿 さまの 後 立て、 驚く こと はなん にもね え。 

へ 、 憚りながら 、 >  J れは 殿樣 へ …… 

三 浦 いや、 それ は 押へ ろ。 

义兵銜 へい、 ではもう 一つ。 (とと ま LiiS させて 欽み、 ほ 

つと 息，^ して〕 ほう、 へ、、 大分 こり や 廻った や. つで、 

…： だが (と 急 Li 苦し さう Li 息, ついて) あの ぢ、 いめ 

とんでも ねえ 目にあ はせ や あがる) はつつ け 爺い め。 … 

…… もし 殿様. よく ある 世間の 聱 » のお 沙汰、 大抵 は聱 

力 わる... にき まって をり まする が、 とかく や， 外から 

見た ではち がふ もの、 …… 親 なり子な り、 は 七 分の 徵、 

 へ、 へ、 これ は 愚痴で ござり まする。 

一一 一浦 、つむ、 どう だ。 少し は、： J が ひらけた や うぢ やな。 


又兵衞 へ \ 、(といった が、 急に がっく リ醉 つた やうに 調 

子 高 に なろ) へ \、 渡り くらべて 世の中 みれば" 阿波の 

鳴門に 浪も なしと、 こ はいの は， せ 渡り、 その外に こ はい 

もの は 何 にもね え 害 だ。 か うい ふ 商賫 をす るか ら は 、 酒與 

の 上の 亂暴者 や、 無法者の 押惜 り、 それ を 恐れて ゐた日 

に は商賣 になら ねえ。 へ、 世渡り はもと より 命懸け、 お 

つかねえ、 恐い は 何もね え。 へ、 一度 死に あ、 二度 は 死 

なね え、 死んで い、 命 は 一 つもね えが、 死なね え 命 も 何 

さ う 

處 にもね え、 へ、 へ、 殿 樣左樣 で ごぜえ ませう。 

つば もの 

三 浦 あは \、 に はかに こり ゃ强 者に なった な。 

又兵衞 えへ、、、 へ、 なに K 悟 を すれば、 こ はい もの は 

何もね え …… どれ、 作り身 をして 差 上げ ませう。 

(とひ i ろ/ \ して 姐 板の 前へ なほろ。) 

はて それ は大 £^ ぢゃ。 ：••： して そち は 金の 在所 は大 

夫 か。 

衞 は、 はい、 そ、 それ は 大丈夫で ござり まする。 

はて、 それ は W 心の よい こと ぢ やの。 

衞 へえ …… では こ、 で 料理 を させ て 頂き ませう。 

(と asi™- ばし と 庖丁ん、 使って 鯛 か 料理す る。 三 浦 それ 

ん>  みて。〕 

三 浦 はて これ は 面白い 夜 宴の さま ぢゃ。 

(と 酌 人に； させ。 ：- 
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又兵衞 へ い./ \. 、もう 決して いたす 段で は ござり ませぬ。 

明日に も 六兵衞 どの を 呼び 戾 しませう。 なう おとま。 

とま はいく。 これから は 一 人のお 舅、 きっと 孝行に い 

たします る。 どうぞお 助け 下さい まし。 

一一： 滞 きっと 後悔いた した か。 

又 丘ハ衞 へ いく 後悔いた した 段で は ござり ませぬ。 

とま 何事 も 命あって の 物種、 きっと 今までの やうな こと 

はいたし ませぬ。 どうぞお 助け 下さい まし。 

(この時表の戶へばらリと石1^^:っけろ音。) 

=1 浦 は、、 來 たな。 靜 にいた せ。 あり や 家の 様子 を搜り 

の 石 一哲、 入らせた がよ い。 靜 にいた せ。 みな 居所 を 必ず 

動くな。 

(とふつと 行 燈.， ^吹き消す。 みな C55 すくむ。) 

(戸， 切リ やぶって 朝 H 奈尻 S 折跌 足、 そっと 入って 

告て、 二重へ 足ん かけ i うとす る。) 

(三 浦 居所 に て。) 

11 一浦 盜人 きた か。 

(と ft かけろ。 朝！ H 奈 はっと すくむ。) 

三 浦 三 浦 小次郎 これに をる。 かりにも 男 を 立つ ろ もの， 

切 夜盗 はよ もすまい、 金の 才覺、 立派に いたせ。 

朝 H な. 小 えつ。 

(と： Si 念の 體。 忍 は V 刀の 柄へ 手.^ かける。) 
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三 浦 はて 刀の 柄へ 手 を かけて、 夜盜 となって た ふれる か。 

三 浦 は. きこ ゆ ゐ手裏 劍の手 だれ。 そこ 一 歩たり とも 出づ 

ると 命がない ぞ。 

朝日 奈 む \。 

三 浦 え \、 立 去れ、 立 去れ、 立 去り をらぬ か。 

(と 大喝す ろ。〕 

(朝 cn 奈 悶 して ひら リと おんかへ して ffi けいて る。) 

三 浦 はてよ い。 もうこれ で 安心 だ。 …… 又 兵衞、 又 兵衞、 

もはや 夫婦の 命 は 助かった ぞ。 

又兵衞 (ま だ 居す くみながら) へ、 へい。 

コ 一浦 この 命の 禮に は、 あの 懸硯 にも 三 四十 兩、 もらって 

ゆく ぞ。 

(と 懸现 1^ 引よ せる。) 

又兵衞 へえ。 (と 思 はず その 方へ ゆかう として 杯盤 LL つま 

づ告； ： ふれ) と、 とんでもない。 

一二 浦 それ も 六 兵衞を 助ける 金、 喜んで 出す がよ ぃぞ" 

又兵衞 え \、 そ \、 それ は 御 情けない …… これ、 たれ か 

あかり  あかり 

燈を つけぬ か。 燈を つけぬ か。 

とま ど、 どろば うぢ や。 近所の 衆、 どろば うぢ や。 

三 浦 はて 騒ぐな、 後悔した と は 偽り か。 あの こ. -な橫 道 

者め が。 …… 

又兵衞 (思 はず) へ、 へい ：：： 


一一； 浦 あは は。 

(と金,. とってせ， 上り、 靜に 出て ゆく。) 

(又 兵衞、 おとま 簡の 巾て 朵れ て. Q ろ。) 

三 

Is はもとの 不忍 池畔。 

六 兵衞は r6 きと ころの 捨石 に 腰ん、 下して 居 腿り，^ して 

ね ろ。 

すぐ 上手 i リ朝 B 奈三^ 兵衞腕 組ん-しながら 出ろ。 ふ 

と 哏，^ わげ て。 

奈 お \、 爺さん、 さぞ 待く たびれ たらうな。 

六兵衞 (眼，^ わいて〕 ぉ气 昨日のお 方。 

(と 立上り 下にね て。) 

六 兵 衞 なんの、 今 山の 六ッが 打ちました ばかり …… 年 を 

老 ります とつい がな く、 御出で も 知らず 申譯 がご ざ 

いません。 (と 朝 tn 奈 の裝， ^みて) お \、 あなた は 昨日と 

はお 身 裝もか はり …： 

(と 云 ひかけ ろか 朝日 奈冠ぜ て。) 

き 

朝 Go 奈 お、 爺さん、 そり ああとの 話しに する。 早速な が 

S の-,"  おも はく 

ら昨 曰の 金、 ちと 目算が ちがって 出來 かねた。 

六兵衞 へえ …… 

朝 B 奈 資 はおれ は 何 を 隠さう 朝日 奈三郎 兵衞、 これから 


リ や 


& さんが、 兄弟分の 6? 犬械兵 衞* 放！ S の 円 郞兵衞 へいつ 

て 鎖めば こんた の . せ 分 は どうと もして くれる ：… こんた 

への 約お の變 おは、 而= ねえが、 この 股 一 つで 敗け てく 

ん ねえ。 

(とどつ かと 坐って 脇差，^ 拔 く。) 

(六 兵衞 ^つくりして 鎚リ つき。) 

もし. と、 とんでもない。 私 風情の ことから 親分 

さまが、 お腹 をな さる なぞと、 まあ 待って 下さり まし" 

いや、 切るな といっても 切らに あ なられえ S …： 

- J ん たは 早く 兄弟分 の ^^犬か放^ のと ころへ いって この 

譯を いって くれ。 

六お 微 へえ、 譯と. E. して、 そ * その 譯 が；？^ -には 分り ませ 

ん。 

^3 え、、 面倒な。 朝日 奈が腹 を 切った といや あい X 

の だ。 ぇ& わるく とめだて 仕な さんな リ 

(と 六 兵衞， ^突きとば し、 逆手に 突立て i うとす る。) 

(この 昨 下手の 土 の 上へ 三 浦 小 次^ 編 笠，^ 手に して 

出てぇぃと金^50ん<打ちっけろ。〕 

(これが 朝 B 奈の 小手へ 常って 思 はず ハラ と 刀. ^落 

す。) 

え、、 一!^ え、 なに しゃがる。 

(と金 &,^ みて。) 


朝 B 奈 や あこり や 金 だ。 

(と 驚く。) 

三 浦 これ 朝日 奈、 金 は 出来た。 腹 を 切る に は 及ばぬ わい： 

^日奈 や あ、 うぬ は 三 浦 小 次 郎。 

(と 突如 刀. ^取上げて ^りか V つて さって か V る。 三 

沛 病，^ 移して 無手 の あしら ひ。〕 

三沛 これ、 六 兵衞、 早く その 金 もって こ \ を 立され" 

六 兵衞 へい …… 

(とぅろ，^、してねたが、 ト 、、、金，^ 拾 ひ、 うな. ついて 

1 妝に^？ぅへ入ろ。) 

と 一一 一浦、 剖 H お 小 守： a リ、 ト,， 朝 B 奈、 小手，^ 打 

たれ、 刀ん. し、 すぐ 組みつ く。 三 浦 投げの ける。 又 

組みつ く。  二三 度。) 

つ こ 

0 これ 朝日 奈、 あだ 執拗い、 もう 止めぬ か。 …… 

また 逢 はう。 

(と 报リ はなして 行かう とすろ。 朝 Go 奈 その 腰へ 摘ま 

つて。) 

朝 B 奈 い  >- や、 ならね え。 かう 投げられて は 最早 堪忍な 

りが たい。 殺して おいてい つて くれ。 

_s はて 無法 をい ふ男ぢ や。 この 三 浦、 めったに 物の 命 

を とらぬ。 さ、 はなせ。 

朝 H 奈 い 、や はなさぬ。 昨日から あたら 男 一 疋を 長齋坊 
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にされ たから は、 もう 了簡 はなら ねえ わえ。 その上なら 

ず、 二度まで も投 つけられて は 牛； きて はゐ ぬ。 殺して お 

い て 行き あがれ。 

三 浦 はても て餘 しもの め、 三 浦 は 人の 命 はとらぬ とい ふ 

こ 0 

(と 报リ はなして ゆかう とする。) 

(朝 H 奈 仰向け Li た ふれ。〕 

i^B 奈 や あ 卑怯に 逃げる か、 三 浦 後を兑 せて ゆく 積り か。 

三 浦 (EW はず 歩み，^ とめて) なんの 卑怯に 逃げさら うか。 

(朝 to 奈 は：：： おきて また 取つ き。) 

朝 B 奈 さあ 殺して ゆけ、 殺して ゆか にゃあ、 いっかな こ 

の 場 ははな さね えぞ。 

S む、 

(と 少し 困って ねろ。) 

(4- 昨 向 ふ i リ、 废犬機 兵衞、 放 駒 四^ 兵衞、 當 時の 

男 達の、、 しらへ。 胆^？て出てきたリ、 、、の 體か 見て す 

ぐと 舞靈 へく ろ。) 

唐 犬 これ は 三 浦の 御前 さま、 唯今 はからず あった 六兵衞 

\s い？， 2  なかま 

とい ふ 老爺に きけば、 仲間の 朝日 奈が、 御 武家と 联合ひ 

最中。 

放 駒 きくと びっくり^ けつけ てま ゐり ましたが、 これ は 

御前で ごぜえ ました か。 ：：： これ朝曰^^ボ、 みり あ 亂れ髮 


で、 なんの ざま だ。 これ 手前 は 1^ けちが つて まだお 目に 

は懸ら ねえが、 常時 名うての 三 浦の 御前、 粗忽が あっち 

やなら ね えぞ。 

唐 犬 さあ、 はやく その 手 を 放さね え か。 

(と兩 人す ぐに 朝 H 奈.^ 引 はなし、 介抱して 下手へ つ 

れて くろ。〕 

ヨ浦 あは \、  丁度よ いところ へ、 唐 犬、 放^、 はじめて 

あった 朝日 奈に はおれ も ほとんど 手を燒 いた。 

魔 犬 これ 朝日 奈、 どうした もの だ。 あの 水 野 どの なぞと 

はちがつて 仁義 を 立てる 三 浦 さま、 已 達の 爲 にも 後 立て 

無禮が あつ ちゃ ぁ濟 まね えぞ。 

胡 tn なポ い、 や、 なんで あらう と 投げられて はこの 朝 S 奈 

の 男が 立た ねえ。 どうで も 殺しても らふの だ。 さあ、 唐 

犬 も 放^も どいて くれ。 

放 駒 これ、 待て、 どうい ふ譯 かしらね えが、 外ならぬ 三 浦 

の 御前、 笑つ てす ます 法 も ある。 まあ、 下に ゐ ねえの か。 

一一； 浦 はて 朝 曰奈、 この 上 はなん としたら、 その 了  11 がい 

ると いふの ぢゃ。 

朝 B 奈 うむ. 昨日からの 詫狀の 一 札 かいて、 平にと おれ 

あ-; 2  » 

へ 註ったら 了簡の しゃう も あらう その外に はい 力な こ 

つ て も 了簡なら ねえ。 かな はぬ まで も 幾度で もうぬ が 腰 

にと りついて いっかな この 場 は 立た せね え。 


V や If 逮男  125 


-s はてさり とて は 執念い 奴ぢ や。 

^けお 5 ぬ. さ. つ 吐かし や あ ：… 

(とまた 1 乂か k る. -i-iw 犬と めて。) 

廣 犬 これ、 朝日 奈、 なんで あらう と 三 浦 様へ 詫狀 なぞと 

は 方^が ねえ。 もう 大抵に する もの だ。 

えい、 いや だ、 问じ 口で、 なぜ 骨 を 拾って くれる 

とはい はねえ。 

(と 押の けて ゆかう とする。 放 駒と めて。) 

放驹 これ， 俘.^、 兄弟分が とめる とい ふに、 なんで 手前 は 

きかれね えの だ。 

^= ベ. 小 お \  、 きかれね え。 兄弟分で も 向 ふ へ ま はりあ 三 

浦 力。 どいつ こいつの i4 赦は ねえ。 

(とニ人.^-突のけ立；か、る。) 

^犬 え. -、 いかに 曰 の 云 ひ 出したら、 利かぬ 氣象 とい 

ひ なが ら、 ？戏理 を 忘れ た， ふみず、 S の 面汚し 三 浦 さ 

まへの 而 晴れに 兄弟分が 成敗す る。 覺 はしろ。 

(と 1 刀 引 52 き、 斬 付ける。) 

(朝 = おとびのき、 物 はみ ま はしても ない の V- 矢-;^ 

素 裸の 下 リー つ に なって 物，^ 1:^ リま 

はして 1  乂 廻リ、 ト *、^?犬の刀，^^;?物\、卷告とる途端に 

:w 力 S 觀み わして 横から 裸 A へ 常 いれろ。) 

(朝：！： 奈 うんと E んま はす。： > 


(S5 犬と 攸駒 膝. J^is ベて i^.^ 拭き。) 

犬 もし 三 浦： If 朝日 奈は 二人で 唯今 かう しました。 こ 

れ から 家へ 速れ かへ り、 仲間 中の 成敗。 

^.M それで どうぞ 御 容赦 下さ いまし。 

三 浦 はてさう いはる、 と 面 ほ ない。 おれ も 少し 朝日 奈を 

i ひすぎ た。 …… この 場で 生かして 速れ かへ つて くれ。 

强 "の も (懲りた であらうよ。 

^^犬 へい、 ありがたう 存じます" 御言 葉 も あれば なう 放 

放 駒 お、、 こ 、から； ij^ かして 連れて ゆかうよ。 

(と 二人 立 r* リ、 放 駒 は 抱へ て活. ^入れろ。) 

(朝 B 奈 はっと 氣 がっくと  >  すぐ 手^ 伸して。) 

朝 R お 小 え、、 詫び 狀を 書き あがれ。 

(と 立上り さう にして. はったり なろ。〕 

(^犬 放 駒 無 言 に 額み あはす。〕 

三 浦 (うな づ いて) 天晴れ、 朝 B 奈、 いかにも これ は 三 浦 

がまけ た。 詫 狀をか い て とら さう。 

(朝 H: 奈ぇ つと E4 はず おきな ほ リ。) 

朝 nn 奈 え \、 もう その 御言 葉 をき ぅ澤 山、 私 も 今 

から 御 近附、 どうぞ 目 を かけて おくん なせえ。 

三 浦 あは X、 やっと 氣 がすんだ か、 いや 强 情な 男 だな。 

(と 笑 ふ。 朝 n 奈太 息，^ ついて ねろ。) 
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京邵 三本 木投展 の 中の 間。 舞慶 上手 二 ffi、  S£ 敷の 心、 

上手.^ リ打 廻して 腰換の 障子。 績 いて 1 ！ «低 く 板 敷 上 

より 八 間.^ 釣 下げ、 中央 に 圍爐 一:-r 正面 壁 添に^ 棚、 

櫚 問に 定め 書き。 續 いて 繩 暖簾の a ひ、 鎏 所へ 續く 心。 

Itla 前 i リ下 手へ 打 廻して 十： 間。 ずっと 下 芋に 格子戸 

の 出入。 績 いて 奥へ 障子の 嵌った 出格子、 この 出格子 

つな 

と 二重 下手と は 小 壁て 絡ぐ。 壁 はすべ て 赤 壁。 

二重 报 敷に は 小お 籠， 鼓、 縮緬 手拭な； て g き、 舞妓 四 

人 呼ばれて きて ねる <5に て 二人 は较 取， 小し、 一入 はお 

手玉.，^ 取って 遊ん てね ろ。 別に 一入 少し 離れて つく  U 

んと 物案じ 額て ねる。 

根 敷に は 仲 is 二人 赤 前垂に て膀 立.^ して， Q ろ。 下手の 

框に 廻し の 另、 ぶら 提灯，^ 格子へ 下げ I ^ふ 仲して 園爐 

isT て Si せ 十ん-吸 ひ附 けて ねる。 始&、 錢 つ て 0,$o 

廻し の おきの はんく。 家の 岸 野 はん はま だ 貰 はれ や 

へんの かいな。 

仲 尻 甲 さ、 さっき もい うて ぢ やけど 承知々々 とば かりで 


いつもの 通りの 大醉ぢ やわい な。 

廻し の ej- あきや へんな。 あの 妓も醉 はんと. ズ、 氣質 やけ 

ど、 いつも これ も ら せられるな あ， - まことに 濟 まん こ 

つち やが、 もう 一 度 云うて おくれん か。 あと 口が やい-/ \ 

いうて ぢゃ 程に リ 

仲 まあ、 待ちい な。 今 忙しい によって …… 

廻し の另 そな いなこと いはんと 一寸 頼みます。 

仲居 甲 そない にいうても 今 ii 懸けた 用が あるが な。 ま、 

も 一服して 待ちい。 

廻し の 男 あ \仕樣 ことがない。 

(とま.；.： 1 服す ろ。 こ、 へ 奥 i リ仲： 出て きて、 

舞妓 達ん、 みて。) 

仲 丙 あれ この 子 達 は まだ こ、 かいな。 ぉ客樣 方 はもう 

见 えたが な) 早う 行きん か いな。 (と 物案じ 颜の  一，^ み 

て) ぉゃ離8?^はん、 どない しゃ はった。 氣合 でも わるい 

のかえ。 

It 妓 い、 え、 さう やお へん。 

仲 では どない したの。 

(雛 SPK つて 俯 首く、 舞妓の 一 人 n,^ 出して。) 

舞妓 S- 雛 勇 はん はな。 襟 かへ が 近々 だんな。 

わ てえ-.； -  S 

舞妓 乙 それで 沈んで まんがな。 私 等が 何 かいふと 泣き 

まんがな。 
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(雛 a?^ へ 袖.. ズ ろ。) 

仲： lie- 内 まあ この 子 は、 襟 かへ と はお H 出度い こと やない 

か。 御 赤 炊いて 祝 ふ ほどの 事 やない か。 泣く とい ふこ 

とが ある もの かいな。  さあ" 早う いきん か。 

舞妓 屮 歷 敷へ ft く は Im,:" いけれ ど 此の頃 はお 武家 はんの 

お は みんなお 刀 を 傍へ 引つ けて ゐゃ はるに よって 怖う 

てな あ。 

舞妓 乙 それで 醉 うてな，^ 曰 も菱接 はんのお 座敷で 劍の 

舞 を 舞う てみ せうて な あ、 長いお 刀 を 拔きゃ は つたので 

れて えら 

私化^^はきゃァ って逃げたがなぁ、 岸 野 姉 はん は醉 うて 居 

や は つ て 穴 T; 力 味から 肱 を は つ て！：^ て や は つ たらお 武士 

i こ 

はんが. f*o と；^ りな はる 拍子に あぶなく おが 落ちる 所 や 

つたつ てな あ。 

舞妓 S あの 怖。 …… ！ g はん、 今 B のお 客 はんもお 武家 は 

ん やない か。 

仲 ：i!S 丙 此 のお iiJ 敷 はお 武家 はんば かりで 持って ゐ るの 

やない か。 お 武家が い ゆって はお 座敷が あり や へん。 …… 

それに 今 H のお 武 0^: はん 方 は 御 年 SJ^ の 立派な 方ば かりや 

によって 少 とも 心配な こと はあり や へん。 早う 往き い 。 

あいく。 

(と 舞妓 i.;- 打 池れ \  、與へ 入る。) 

仲 Dlj 巾 おと ははん。 お 王 はん は どない して ゐゃ はる。 


仲 ISS 丙 お 玉 はん はた ど氣 合が 惡 いというて まだ あの 小 座 

うつぶ 

敷に 俯伏して ぢゃ がな。 

仲居 甲 ほんに まあ、 西鄉 はんが 少 とも 見えな うなって か 

ら、 あんな 氣象 なお 玉 はんや けれど、 めっきり 元 氣が無 

うなって 變 つた 人の 機に なつ たな あ。 あんな も のかい な。 

仲居 乙 ほんに 他から は 分らん もん やな。 何 ぼ 自分が 肥え 

てゐゃ はる 云うた かて あんな 太いだ ぶく した 西. 1: はん 

が 何處が い、 の やろ。 

$0 ほんに お 玉く つ てお 客 に 可愛がられ 此處の 名 

物に なって ゐ るお 玉 はん、 どない な浮氣 かて 出來ゃ はる 

に 選りに 選つ て西鄉 はんと は 可 笑いな。 

さつ； さ 

仲お 甲 お X 先刻 も その 話で 大笑 ひやが な。 いかに 豚姬さ 

ん やて、 あんまり 食 好みが 無 さすぎ るて.. -。 

仲居 等 一同 お ほ.^  \  、ほ。 

廻し の 男 これお きのはん も， おさ わ はんも そない な 事い 

うて ゐる 手間が あったら 一 寸 あの 妓に 知らして おくれん 

か。 ほんに 矢の 催促 ぢゃ がな。 

仲居 甲 あい/^、 もう 一寸 ぢゃ がな。 ••：.. だが まあ * お 

玉 はんも 餘程 突き詰めて ゐゃ はる。 g 付が 据っ て ゐゃは 

るな。 

仲居 丙 さう やな あ、 誰し も 男に 凝つ. てく ると爭 はれん も 

んゃ、 みな あれ や。 だが まあ、 それが あの， わて え 等に 
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意見の 一 つもい ふお はんとお も ふと ほんに 可 笑い やう 

なお 氣の 萬な やうな。 

^居 乙 ほんに 全く さう やな あ。 

ない i 

仲 oSS 甲 それに こり や； E 密の話 やが な あ、 西鄕 はんの 爲に 

はな、 あの 慎の よかった お 玉 はんが、 着る 物 も 頭の もの 

もみな なくし て 葛籠 は 空ぢ やとい の 。 この 移り 代り もど 

うし や +S る，？ らう。 

廻し の 男 (忍耐し かれて) もし 早う 賴 みます に、 これ、 

おきの はん。 

仲居 甲 あい /\.。 

(この 途端 11 所 に て。) 

0 お 吸 ひ 物が 上った がな。 

仲居 等 あいく。 

(と 答へ て ii,^ 持って 立つ。) 

廻し の 男 では 頼ん ますせ。 

仲居 等 あいく。 

(と繩 贈 簾の 口へ 入ろ。) 

M しの 男 何の こっち や 仲居 等まで 意地 惡な U 此頃は 更け 

て は往來 はう かくと 歩かれ や へん。 ほんに 物騷 な。 昨 

夜 も 橋 詰で 斬られた 奴が あるが な。 岸 野 はんも 闲り もん 

やな あ。 早う してく れんかい な。 え、 いっそ 自分で いて 

よんで こうか。 


(と、、 れも 上へ もが リ暖 旅： n へ 人ろ。 此昨蹄 地の 三味 

線の 止り。 拍子の 昔 一し キリして、 ^ニリ 仲 お 太 

リ 肉の 色白、 愛く ろしい 親つ き、 二十 四； i の扮、 頭. M 

のす る 心に て 物 S さう に 出ろ。 

お 玉 おや、 誰も ゐゃ はらんの。 

(と 云 ひながら 11 爐 ；-=^ へ ゆき、 if 吞 へ 罐子の？J.4^&み、 

帶の 間から 合藥. ^出して ぐっと 吞む。 この 時 奥.^ リ以 

前 の 雛 與竊と 出 て 小お 籠 へ 倚り か 、りしく  く；；^ き 出 

% ぉ玉氣 がっき、 ふっとみ て。) 

お 玉 お、 お前 は 離 勇 はんやな いか。 どない しな はった。 

維 S? お、 姉 はん J 私 姉 はん を搜 して ゐ たんの や。 

お HI お \、 どうしゃ はった。 

わて え わて え  あさつ て  f 

0M 私な、 私な。 (と 泣き) 明後日な 襟 かへ で、 あの a ひ 

な 夢 はんの 世話になる 機に、 家の 姉 はんが 約束し やしに 

わて えど 

の。 私， 可 、りしよ-つ。 

お 玉 お、、 お前、 あの 夢 はんの 世話で、 襟 かへ しゃ はる 

のか。 まあ/ \ あのさん もよ い 年 をして こない な 者を捉 

へて ：•：. あ、 厭々。 ま〕 見る 事 も II くこと も  (と 額 

.J-l: へろ) 

雛與 あれ 姊 はん、 何う しゃ はった。 (と 立 寄ろ) 

お 玉 (隔て、) いや、 何う もしゃ へんく。 

(此 時與 LL は 廻し の 男の^。) 


0 あれ、 あぶない。 姊 はん。 さ、 河德 はんが 矢の 催促 ぢ 

やわい な。  ： 

女の « あれ、 そない に 引 張って は 衣服が 切れる よう。 引 

張らず とも 往 くわいな。 

(と 21s:w 醉 ひどれ た 子の 扮リ、 先刻の 廻し 男 Li 介抱 

されて 川る。) 

さつ. a 

SiiJ  (お H-.^ 见て) あれ、 妯 はん、 こ- - にか。 ま、 先刻 

にから 何 處にゐ や はった。 s$ 姉 はんに 是非き い て賀 はに 

やならん ことがあ るの や o( と^り 込む) 

週し の 男 あれ、 又 かいな。 

ぉ.：^„5 お、 岸 野 はん、 なん や 知らん けれど。 今 頭痛が して 

どもな らん。 今度に しい。 

その 頭痛 知つ てゐ る。 誰れ も 知らん 姉 は んの 胸の 

中、 私 はよう 知って ゐる。 ま、 姊 はんも あの 两 はんの こ 

とで は大 ぃ苦勞 しゃ はるの。 

わて え  ひ 

お 玉 ほ \、 私の やうな 不恰好の ものが、 色の 戀 のと、 他 

人が 笑 ふに え。 

ほ X、  ：^£^が何ぅなとぁらぅと思ふ心に變りはぁら 

へ ん。 殊に 妯 はんの  一 1|_な氣 象で は そ 辛い こと やらう 

と 察せられ て 私 も 涙が £  〈"れ るにえ。 ( と はく  ) 

お 玉 ほ气 お前、 醉 うて ぢ やな。 

は ま、 が醉ぅ て た て 、 何も そな い に SIP だ てな は 


わて- „ ふ 

る こと は あり や へん。 では 私が みんな 云う て 上げう か い 

な。 西鄉 はん は此 頃、 殿様の 御 首尾が 惡 うて 蟄居して ゐ 

や はるの やろ。 

お え、 西鄉 はん は楚 居して ゐな はる。 

岸 え、 知り や はらんの か。 

お 玉 何にも。 …… みなが 私の こと を 西！： はんと 大層 譯の 

ある 樣に いはんす けれど、 そり ゃ西鄉 はんがお！ stAS や。 

あのお 方 はほんに 豪い 方 や。 今の 世に 一 一人と ない 人 や。 

そない な 方が 私の 事な ど、 何うな と 思 や はらう か。 ま、 

でも 蟄居な どして ゐゃ はるなら 、 手紙な と 下されたら 好 

いに、 いかに さつば りし や はった 御人ぢ やとて あんまり 

ぢゃ。 もうあれ きりに 見えぬ ことかと、 大抵 案じた こつ 

ちゃない。 あんまり や。 

岸 i: ほう、 ほんに さう や、 何とか 直ぐ 怨んで 上げん かい 

な。 

お 玉 いや くさう で 無 い 。 西郷は んには 色々 の 外に 大事 

な 御 H.H 勞が ある。 私ら が 事 なぞ は …… 。 

岸 ま、 姉 はんも めっきりと 氣の 弱い、 こ、 ら がほんの 

戀ぢ やな。 

お 玉 何の、 私 ももう ちっと 女らしい 恰好 もして ゐ たら、 

云 ひたい 事 も あるの やけれ ど …… (ゲ、 ソ となる) 

岸 ij ま， また 姊 はん は あないな 事 を …… 肥えて ゐゃ はる 


によって 皆が、 惡ぃ名 をつ けて 言 離す けれど、 私に いは 

ひ 5-, 、ざ う 

せり や、 色白で 柔和な 所 は 白 象 はんや。 それでお 隐の中 

わて え 

は 普 1^ 菩薩 はん というて もえ \  。 私 は しみ <\ 姉さんが 

S 

好 や 0 隨分 男さん 達 も姊 はん を 好き や は る 人 々 は そり や 

多い。 

お 玉 ほ X 、 岸 野 はん は W 變らず やな あ。 あ \ 、 私 も 岸 野 

はんの 機に 飲めたら ま た氣 の 移る こ とも ある や ろ 。 因果 

と 酒の 臭 も M でな あ …： (と^^*^颦めろ) 

岸 野 ま 姉 はん。 私 も かう みえても 此胸は 樂ぢゃ あり やへ 

んの。 お、 然ぅ くその 事で 姉 はんに 聽 いて 貰 はんなら 

ん こと、 あの 半の 字な  

(廻し の 男 ft 方な く 後， M いて 鬧爐ー 5sr て 1^ 草，^!;,:" ん てね 

たが 此 時。) 

廻し の 男 妯 はん、 もうえ い 加減に しゃ はれ、 さ、 もう 往 

に まほ。 (引 立に か，. -る ) 

岸 野 (报リ 放して) ,t これからが 大事な 話 や、 まあ 

待ちん か。 姉 はん、 聽 いとくれ な あ。 又 あの人 は 何時 ま 

や け  さ.' 

で 私に 苦 を 懸け るの やろ。 もう 自棄 や、 それ で 吞む酒 や、 

一 寸も醉 や へ ん。 

廻し の 男 でも こない に醉 うて ゐて …… 

岸 野 え、、 默 りんか。 でもな あ、 姉 はん、 わて え 餘り氣 

にか、 るに よって 先刻な 祇^ はんへ 往て 御觀を B 、いてみ 


たらな あ、 末 を 頼めと いな 5。 今 は苦勞 をした とても 先 

に樂 みが あれば な あ。 で 急に 胸が 開いた やうで 心 *s しさ 

につい こない に醉 うた。 は は。 

遇しの 男 ま、 姉さん、 さ、 もう 往に ませよ。 さ。 

tu  も-？ 

岸 i; お、、 これ をい うたら 最往 ぬ。 最往 ぬ。 …： 姉 はん •• 

また、 明日。 

廻し の 男 さ、 さ、 では 姉 はん、 大 けに。 

(と 仆れ さう にす ろ 岸 J^,^ 介抱して 1 寸ぉ玉 LL 挨？？ i し 

てぷら提灯>^^持って格子戶-,^リ出て行く。) 

お 玉 (惱 まし 相に 見送り) あ .-、 苦勞 するとい うても 笑 

うてす まして 置け ろ 苦勞。  

(と 胸.^ 押へ ろ。 し 

雛 (此時 まて 一寸 鋤れ て黎じ a てね たが) もし 、姑-は 

わて えど 

ん私 可う しょう。 

お 玉 お.^、 お前 は 雛 勇 はん、 堪忍して おくれ。 岸 野 はん 

に捉ま へ られ てお 前の 話 を 途中に して …… (と ゲクと 雛 

1£?の額.^^^き) お前 はたし か兩 親と も 無い のぢ やな。 

雛 SR え \。 (と 1^ ん 拭く) 

お 玉 たよる 者 は 誰もない。 何を當 ての 樂み もない。 (と^ 

伏した 斑ん 然と 上げ) お前、 お死にん か。 

雛異 え、。 (と 逃げ か、 る) 

； S 玉 (捉 へて) ほ气 恐い かえ。 さう も 命 は 惜しい かえ。 


ほ&、 まだお 前 は 命の 倍し いのも 知らぬ。 たヾ 死ぬ ると 

いふの が 怖い の や。 堪忍し い。 わて えが 惡 かった。 ：•：• 

だが、 な あ、 姊 はんも 何う ぞ、 して 救うて 上げたい が此頃 

は： S が あつ て それ もな らん。 

0M でも： M はんから 家の 妯 はんに 話して くれたら。 

お 玉 さあ、 それ は 先の 私なら、 お前の 知らん こって 姉 は 

んが 私の いふ こと を ii く 法 もあった の やけれ ど。 今の 

k  でけ， >  > 

私に はもう 出來ん こっち や。 

え \、 では！ M はんに も  何う せう。 (と 泣く) 

お 玉 もうお 泣きで ない。 あ \、 私 はもう 泣かれる と堪ら 

んく。 あ、 も 一 展此 な 佻 £ 外に 牛； きて ゐた とて 何に 

なる。 死ぬ るなら お前 方の； やのう ち、 厭な 苦勞 もしずに 

死ぬ るが 堆 しゃ。 

孅 e? あれ、 姉 はん、 免して！ 

お 玉 ほ \ 、 仰山な。 私が 殺す と いやしま いし。 

滩 S? で もい つもの 姉 は ん と 遠う て 怖ら し い 。 

お 玉 (我に：.？.！ つた やうに〕 お k 、何にも 知らぬ お前に こ 

んな 架。 還し い。 い k わ、 私が 昧じ ようして やる。 明 

B にもお 前と この 姉 はんに 會 うてよう 云うて やる。 夢 は 

んの 方は斷 りい うて やる やうに いうて やる。 

§ え、 ほん まに？ ま、 ？踣 しい、 …… 姉 はん、 1^ 痛 は 

何 うぢ やわい な。 


お 玉 ほ \、 現金 やな。 

asR ほ气 でも 姉さんが 諸 合うて 吳れゃ はった ので 嬉し 

うてく ：… . 姉 はん、 私 あちへ 往 てい > ？ 

お 玉 ほ&、 往 きい。 

mM あちで 今、 小 六 はんが 面. H い 事して ゐゃ はるよ つて 

a たうて。 え。 

お 玉 ぉ气 往 きい。 

雛 sf; ぉ气 嬉しい。 

(とばた/ \與 へ 入る。 わと。〕 

お 玉 (せぐ リ來ろ 淚.^ 押へ て) あ、、 この 恰好で 人 を 思 

ふの なんの て、、 恥 かしい けれど、 西鄕 はんの 事ば かり 

は 思 ひ 切れん。 何卒して ま 一 度 逢 ひたい。 ま 一 度 …… この 

儘で は 諦めう にも 諦め ら れん」 …； あ、 私の 樣な 者が 、 

西鄕は んを 慕うた て \ 、 迚も 末 の 1_ はげら る、 こっち や 無 

いとしれ てゐ て、 何う して こない な 心が 附 いたん ぢゃ。 

というて 諦めて 何を樂 みに 生きて ゐ よう。 …… 親 も 

兄-おもない 唯 一 人の 因 m 小な 身に 產れ て、 もう 何もかも ，股 

はしうて 死なう と 思 ひ 切った、 ； ffl もの ことにもう 一 度 西 

鄉 はんに 逢うて 死にたい。 たった 一 目で も 逢へ たなら 夫 

を 名殘に 死んで しま ふの ぢゃ。 た V 此 では 死 切れん。 

あ Ht よ 

死 切れん。 ま、 せめて 有 所な と 知れて ゐ たら、 せめて は 

心頼みが あるに、 私の この 苦 を 知り や はらん 方の、 知らせ 
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て來 よう 譯も なし。 思 ひ 遣りない とて 恨まれぬ。 § は 

つ. U  拳 f 

この 身の 拙な う て、 分に 餘っ た 人 を 思 ひつめ たが 過誤 ぢ 

や ••••： と いうて/,, \- 諦められん。 ま 一 度 逢うて ：：： 逢う 

て •：•： (と 伏し 沈む。 、、の 途端 グ ワラ リと 昔して 頰冠リ 

の 太った 男、 無 恰好な 尻 端折して 飛び、、 む。 お 玉 ヮ-ソ と 

驚いて 飛び 返く の.^ 見て) 

男 お 、お 玉 か。 己ぢ や。 

お 玉 ぇッ。 (と 見て) あれ 西鄕 はん。 

(と 十： 間へ 飛 下リ、 獅魄 ついて) 逢 ひたかった。 逢 ひた 

かった (と 泣く) 

两 郷 お、 久しかった なう。 いつも 無事で 結構 ぢゃ。 

お 玉 え、 無事で？ ま、 (と 泣 iro 私 極り の惡 いこつち や 

けれど、 見えな うなられてから とい ふ もの、 毎日 夢の 樣 

に暮 した。 —— でも まあ、 よう 尋ねて 來て 下された。 さ、 

上らん せ。 

(此阵 一 寸外 LL て 人の 氣勢 する。) 

お、 誰 やら 外に …… お 連 一 1 が あるの かいな。 

西鄉 いん や、 あり ゃ已を 斬らう として ゐる 奴等 ぢゃ。 

お 玉 ぇッ。 (と 驚いて 戶 口ん-鎖す) 

E 鄉 いやく あいつ 等 はかう いふ 明るい 所へ は 入って 來 

ん。 出る の を 待って 斬らう として ゐ るん ぢゃ。 

お 玉 まあ ー體 何ない しゃ はった？ 


西鄉 (框へ 掛けて) ぉ&、 今日 大久 保の 所まで 所 W で 忍 

ん でいて、 その 歸途 から 跟 けられた。 た ヾ危險 とおもう 

たの は 三條の 橋の 上ぢ や。 あの 上で 掛かられたら 逃 場が 

ない とおもう て 急いでく ると 仕 合せと 斬 懸け をらん。 あ 

れ から 此 通へ 曲つ てく ると 不意と 走り 懸っ て來 をった。 

お 玉 まあ …… 

ふ £  あんどん 

西 鄉 すると 不斗こ \ の 行燈が 見えた によって 飛び こんで 

来た。 

お 玉 ま、 それで 何う しな はる。 

vi- リ，、 

西鄉 何う するとて 5$ に 法 はない。 こ k を (ぬ臾 借りて ゐる 

のぢ や。 

お 玉 ま、 でも そいつ 等が 入って 来たら …… 

西鄉 なに 入って は來 はせん。 貲はニ 曰ば かり^んの ぢ 

や。 睡 うてた まらん。 何 處ぞ贷 してく れんか。 寢て 往なう。 

お 玉 ま、 そない な 事い うて 表の 奴等が 何時までも 待って 

ゐ たら 何な い しな は る 。 

西鄉 うむ、 それ はまた その 時の 思案に する。 

お 玉 でも ま、 お 刀 を 持って ゐゃ はらんで 無用心な …… 此 

頃 は 御 武家 廊 でもお 刀 を 預け や はらいで 手許に 引つ 

けて ゐゃ はるに  

西鄉 でもお いは 劍術 はさ 下手ぢ やからな。 用の ない 時に 

こそ 武士の 表 道具 大小 は 差 して ゐれ、 大事の 場合に は 何 


も "5 豚と^ 西 
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時 も {ii 手ぢ や。 

お 玉 でも …… 軛り かけられな されたら ：… 

瑪 ける。 お ：土、 でも …… 

S は て 逃げられ なんだら、 斬られて 死ぬ る ばかり ぢ 

や。 

お 玉 まあ。 

S あ \ 、こ 、へ 掛けたら 一 時に 睡 うなって きた …… 何 

處ぞ 一寸 贷 して くれ。 

お X あいく、 ま 上らん せ。 

(、、の 時 表に て 「えい」 「やつ」 と氣 合、 チヤ リ/、 と 

二 太刀 三 太刀 太刀 昔、 バ ッサリニ人ほど斬らる V^S3、 

1. り.！^。 舞 if, の 二 入 l=t.^!si す。 やがて 格子戸.^ 叩く 

3 

？ t 先生、 先生、 已 共で ごわす、 中 村で ごわす。 

S ぉ气 中 村 か、 お H1、 開けて やれ。 

お 玉 え、 よいの かえ？ 

S ぉ&、  E 薄の 者 だ。 大丈夫 ぢゃ。 

(お 玉 ける。 中 村 半 次^  (後の 桐 Sf 利 秋) 飛白の 着 

附 L1 小 介^.^ 短 かく 穿き、 赤\1?^^.^マ y トの様 LL 着し 一 

血 刀 1^ 下げて S3 つと 出る。) 

あ HH い 

中 村 お k、 先^、  ^^2險ぃ所でごゎしたな。 

g:,l お \、 中 村 か。 何う して 來た。 


中 村 先刻から 先生の 跡 を 迫 掛けて 歩いて ゐ ました。 大久 

とこ  あ 1- 

保 どんの 所へ 行く と 一 歩 違 ひ、 そいから また 跡 を 追うて 

くると 先生の 影 をみ かけた。 そいで^ を 掛け うとして 

不阖 みると、 怪しい 奴が 二人 先生 を附 けて ゐる。 で、 こ 

れ はならん と 身 を ひそめて くると 先生 はこ、 へ 入られ 

た。 で、 二人の 奴等 攝 き 合って 家の 中を窥 ひ、 拔き ら 

うとした から、 走り 懸 つて？ 降 を かけて 斬った。 二人とも 

えい 氣 持に 斬れた。 

西 郷 さう か。 だが さう 無 ffl と 人 を 斬って はいけん。 

中 村 でも 己が 斬らなん だら、 先生 は 斬られて ゐ なさろ。 

TOILf  (！寸 返答に 困って) ふむ。 

中 村 先生 はよ く 己が 人 を 斬る と 叱りな さるが、 斬ろ か、 

斬るまい かと 考 へて は 人 を 斬れん。 斬る とおもう たら 底 

ぐ 斬らん と 斬れん。 

00 中 村、 ^件と いふの は 何 だ。 

中衬 その 事で ごわす。 殿 樣の御 決心が まだ 附 かん。 佐幕 

とも、 勤王と も 確と した 仰せが なく、 唯 西鄕は 憎い 奴 だ 

ひ へ 

とば かり、 繰り返しく お憤り ぢ やさうな。 今日 も 午前 

一 から 大久保 どんが 懇々 と 利害 を 述べ、 再び 先生 を 御 採 W 

一 あ つ て 藩 論 を 一 決する が 最上 策と 聲を S し て 申 上げた の 

一 ぢ やさうな が、 矢張り 只 憎い 奴ぢ やくの 一 點 張りの 御 

つ. 乂リ 

返答な さうな、 畢竟 西鄕 切腹と 仰せ 出された いので ある 
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が 御先 代 の 愛お と い ふ 所 か ら御 遠慮が あって、 役 共に 

察しろ と 許りのお 仕向けな のぢ や。 で、 大久保 どん も 到 

頭 あぐね て 座 を 立 たれた やうな 譯ぢ や。 それで 先生 の 所 

へ 使が 向いた。 先生 も 大久保 どんに 逢 ひなされ たら 大略 

聞かれた で、 ごわせ う。 

S お \、 聽 いた。 

中 村 それから 跡ぢゃ 。後 は 藩老の 頑固 黨の 分らず やば か 

りお 側で、 到頭 西！： 切腹と 仰せ 出された。 

(お 玉え つと！^ く。 西 郷 が輕 くうな づ いて。) 

西鄉 ふむ。 

中 村 すると 今まで 何にもい はれな か つた 新納 どんが、 「西 

^切 ^ と は その 意 を 得ん。 tH と い ふなら ば まだ えて 

ゐる。 腹 を 切る 罪 はない 。しと 論じ られて 有墜 の 殿樣も 返 

される 言ず f なく、 切腹の 御沙汰 だけ は 一 時 中止と なつ 

たが、 何せい 殿 樣は赤 問が Si の 事 以來、 自分の 指揮 を 待 

たず、 越 權の計 ひ をす る。 今の 中に 仕置 を せんと 謀叛 を 

する 奴ぢ やとい ふの ぢゃ。 それと いふ も餘り 先生に 衆望 

が 集まる からの 御 嫉みぢ や。 御先 代と 遠うて 狭量で 何事 

も 先生に 任せて おけん から ぢゃ。 

两 鄉 ふむ。 それで ：… 

中 W それで？ (一寸 拍子抜けして) それで 大久保 どん 

は 今、 もう 1 度 最後の 嘆願 を するとて 支度 を 改めて 出て 


ゆかれた。 

西鄉 うむ、 大久 保が もう 一 度 …… さう か。 

中 村 大久保 どん も餘 程の 覺 IS の や うぢ や。 ぢゃ 先生、 其 

が 萬 一 叶 はんやうなら。 何う しな さる。 

おはん 

1: 鄉 (それに 答へ ず) 中 村、 今汝が 斬った の は、 あり や 

矢っ張り 幕府の 者 か。 

中 村 に 幕府の 奴等で ごわす。 

西鄉 お、 已も 幕府から は 憎まれて 附狙 はれる、 殿 から 

は 御 勘當、 もう 何 處へも 往く處 のない 身に なった な。 あ 

はは &は。 (と 淋しく 笑 ふ) 

中 村 (膝.^ 進めて〕 先 牛； も かうな つて は 非常手段 ぢゃ。 

薩 藩の £1 にも 天 下の 爲 にも 藩 論 を 一 決させん けり やい か 

ん。 若し 大久保 どんの 嘆願が 屈かん やうなら、 同志 を 集 

めて 御旅館へ 隞訴 する ss ぢゃ。 

いかん。 そんな 輒# な 事 はせんと、 己に はま だ考へ 

が ある。 

中 村 え X 考 へが？ 

せつ ぶー 

西鄉 うむ、 まあ、 落着いて ゐ なされ、 まだく 切羽に は 

おまん 

なって をらん。 それより 汝幕 |3„{ を 一 一人まで 斬って 此處等 

にゐ てはいかん。 早く 歸 りなされ。 

中 村 でも 先生 一人 置いて …… 

西鄉 己 は 二日 起され 通しな ので 睡 うてた まらん。 少し^ 


I3:s 


て ゆく。 …… ょし町方の^}^かこ、まで収調べに來たとて 

己 は 大丈夫 ぢ やが、 汝がゐ ると；. 倒ぢ や。 早く 歸り なさ 

れ、 え >c 十く 歸 りなされ。 

巾 W  (不. ^々々) では 歸 ります。 

S  ちな され。 (と 呼び止め) だが 返す ぐ も傲訴 なぞ 

しちやな らん。 

S は、 はい。 

TOM  (お-玉に) お、 お 王。 この 人 を：：：： 立たん やうに 他の 

出口から J1 してやりな はれ。 

お 玉 あい、 あんた、 方へ。 

(と 心 ズ 中衬. ^つれて ヒ 手の 奥へ 人る。 中 trc^LL 

して S! 物.^ もっての そ/、 と 人ろ。 あと s; 鄉腕 a 

して 吸，^ ちズ ねろ。 やがてお 玉 引返して 、て。) 

お 玉 もし、 お^し 巾し ました。 

g 鄉 おう、 さう か。 

お 玉 今のお 方の 話の 樣子 ではえ らい 事に なり ましたな。 

两 郷 うむ。 

お 玉 それで 何ぞ よい 御 工夫で も あり やすの。 

S 無い。 

せつば 

お 玉 ぇッ …… でも 今 まだ 切^で はない。 考 へが あると い 

や はった ぢゃ ありま へんか。 

^0 いや、 あり や 若い おは 押へ てお かんと 何ん な 事 を 仕 


出す か 知れん から、 それで 云うた のぢ や。 

お 玉 (おろく 驛，^ 出し) では ま、 何ない しゃ はるく。 

ちつ 

TO: 鄉 ま、 心^せん とい \。 何う かなる。 ま、 少 との 間寢 

かしても らまう。 

お 玉 (額， ケ见 て) まあ。 

(と"1^ひる。 此時 喪の 方物骚 しくな リ、 口々 LlEg る ft 

き、、 える。 お 玉 ははつ として。) 

お 玉 お 取調べが 來 たと 見えます。 さ 一 寸こ X へお 隱れな 

さり ませ。 私が 工合よう やります から …… 

鄕 さう か。 

(と 西 鄉 立って 無造作に 街 立の 藤へ かくれる。 お 玉 急 

いて Mil の 履物..^ かくす。) 

^甲 健に 斬 手 はこの 家へ f こんだ やう だ。 

fc4 乙 左樣 で、 ー應联 調べ ませう。 

(と聲 して 戶ロ， ^ぐ わら リと けて 出 役の 同心 二人。 

手先 1^ 述れて 入って くろ。) 

同心 甲 これ、 唯今 これへ 何者か 參り はせん か。 隱 すと 爲 

にならん ぞ。 有體 にいへ。 

同， 心 乙 其奴 は 上役 人 を 二人まで 斬った 重罪 人ぢ や。 どれ 

へ往 つた。 早く 申せ" 

お 玉 at. 着いて) これ はよう お出で …… (と挨 接して) 唯 

今 これへ 何方もお a えな さり はし ま へん。 


136 


姬 豚と ％西 


同心 甲 や あ、 偽り を 申せ。 この 方に は 確な 證據が ある ぞ。 

隱し立 て し て 後で 後悔す るな。 

お 玉 でも 何とお 云 や はっても お出でにならん もの はお 出 

でに ならん 0- 

同心 甲 よし、 其方に はもう 間 はん。 これ 誰ぞ らん か。 

これへ 出い。 これへ 出い。 

(と 高萆 あげて 呼ぷ" 暖旅 口から 料理 澄の 六。 洗 ひ 方 

の 平な ど 出る。) 

六 (同心.^ みて 恐れ) へ、 これ はお 出で。 なに 御用で ご 

, さ ります る。 

同心 中 こり や 其方 共 は これへ 唯今 ま ゐ つた 奴 を 存じ て を 

ら ぬか。 

六 (平と 叛 見合せ て) へ、 一向 知らん。 な あ 平 < ム。 

平 ぉ乂、 私 も 知らん。 

同心 乙 然 らば この 女 は 最前より こ、 に をった か。 何 うぢ 

や。 

六 (平と 額 見合せ) へ、 それ は ：… 

同！ 50- こり や、 偽る と爲 にならん ぞ。 

六 へ、 へい。 確に 2S りました やう に ： 一 /さ います。 

同心 乙 左樣 か。 (と 同心 甲とう な づき 合 ひ、 お 玉-. ひ) 

其方 最前から これに 居った と 申し、 外の 者 共 は 知らん と 

いふ。 然 らば 其方 一人で 何 處ぞへ か、 その 者 を 逃がした 


な。 

ゎてぇ I 

お 玉 いえ、 私 は 全く 知らん がな。 

阔 心 甲 や あ 知ら ん と 申し て も illsi からこれ に 居ったら、 

二人まで 人の 斬られた を 知らん とい ふこと は あるまい。 

お 玉 はい、 そり や 知って まんがな …… 

同心 乙 然 らば； W 者が 斬った？ 

わて-二  .V,r2 

お 玉 そり や 知り ま へんが な" 私 は 女子の こと ぢ やし、 こ 

こで 懐へ てゐ ました。 

同、 5 甲 や あ、 それで 知らん と は 一一 a 拔 けさせぬ ぞ。 さ、 R 

^^に申せ。 何處へ 逃がした。 

お 玉 そり やお 前、 無理 ぢゃ がな。 こ、 で 斬 合 ふ 音 をき い 

た 許り、 誰が きった か、 誰が きられた か 知り や へん。 多 

分お 互 ひに 斬 合 はしゃん したが 好んで 斬られる 入 も 

なし、 やっぱり 强ぃ 方が 勝つ て 弱い 方が 斬られ やん した 

の やろ。 

同心 甲 こり や 何 を /ム ふ。 斬られた は 御上の 御用 を 動む る 

新徵 組の 人達 ぢゃ。  > 

お 玉 では 相手が 强 すぎ やした の やろ。 お前 はんも まあ、 

つま  ， ， ， 

こ、 で 私の やうな 味らん 譯の 分らん 女子 を捉へ て わ やわ 

や いうて 居 や はろ 手間で、 早う 外を搜 したら よご ざんし 

よ 0 

同心 甲 や あ、 此奴、 無 禮-な 奴、 一 I ゅ繩 ではい かん。 番 g 
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へ 引. N て、 しょう。 

お 玉 ぇ&、 どうな とさん せ女ぢ やとて 命 をす てたら 强ぃ 

もの 知らん もの は 知らん まで ぢゃ。 

同心 乙 こいつ 强悄な 奴。 では 希 所へ 引立てろ W 

(手先 はっとお 玉の 傍へ 行かう とすろ。 料理^、 洗 

ひ 方な. そ 斑いて おどく してね ろ。 此 時。〕 

g: 榔 待て。 

(と 銜. 一 从ん押 返け ろ。 お 玉 「ァ レ」 と 是非な き E わ 入。) 

同心 B- や あ ft 公 は ぢゃ。 

E: 鄉 「」 は！ ^藩の M: 鄉士； ： 之 助ぢ や。 

SB. えへ、 S: 鄉ッ。 (同心 乙と ^兄 合せる) 

mm ぃゃその女は已が馴染の^！？ぢゃが、 まことに 翻 持で 

ならん、 そいで 御 無禮屮 したや うぢ やが、 何う かお 免し 

., >  こ、 0 

力 Bi; こえ、 

同心 E- あ &左樣 で ござる か。 それでお 手前に は 最前 から 

北ハ 處に お出で &  ノ 」 ざ いました か。 

左様。 

同心 屮 では この 門口での 變事を 御存じ かな。 

TO: 鄉 いや 知らん。 

心 & ぃゃ御^^なぃと云はれても下手人がこれへ入っ 

たやうな 形跡で ござれば、 介 はされ たる 不祥、 番所 ま 

で 御 M 行 を 願 ひたい C 


g: 鄉 いや、 それ は斷 る。 

お S ふ 5 

同心 乙 では 後 曰の 爲め、 御 ^ ^刺が M 戴したい。 

Eiri 左樣な もの は 持 合さん。 

同 心屮 で は强 つ て 番所まで 御 同行 を 願 はう。 

M« ふむ、 行かん というたら •：•： 

同心 甲 (ia 勢して) 强 ひても 御 1M 行中す。 

西郷 (嚇と 怒り VO や あ、 已を强 ひて 同行す る。 强 ひて 

とは繩 かくる とい ふの か。 薩 (潘の 西 鄕士； ： 之 助と 名乘 つ た 

者に 繩 かくる とい ふの か。 馬鹿者が"： (と 太喝 して) 幕 

-; W が 表向きに 、 」 の s: 郷に繩 打 つて 引かる > もの なら 、 何 

故 刺客な ど を 使つ て 打に なぞしょう とする のぢ や。 … 

. に 門 口 で 斬られた 奴 は 新徵組 の 奴等と い うたな。 彼等 は 

已を 斬らう とし をった。 但し 彼等 新徵組 の 奴等 は內職 に 

物 K り を 働く かッ。 

同心 等 (氣 1^ 吞 まれて. Q ろ) 

西鄉 物収 りなら ば 斬らる 卜が 當然ぢ や。 ー體 幕府の 遣り 

口が すべ て 堂々 として をらん。 常路の 役人 共に 誠意が な 

い 。 だ か ら 已共 の やうな 芋 を 掘 つて をり やよい 者にまで 

世話 かけさせ るの ぢゃ。 おのれ 等 小役人に は 分らん。 歸 

つて 上役の 者に 云へ。 西 鄕を 縛るなら、 堂々 と 縛れ】 卑 

怯な 暗殺 なぞ せんとお けと いへ、 え、、 もう 歸れッ C 

同心 等 (，=5^ 體，^ 固く して 息，^ 切つ \ ^ねろ) 


138 


姬 豚と 鄉 


g: 郷 但し、 おのれ 等、 立派に 薩潘の 西 鄉告之 助 縛って 牽 

く か ッ。 

同心 甲 む \。 (と 詰ろ) 

面、 5 乙 (口，^ 出して) いや、 强 ひて 御 同行 申す と 申し 

たは 同僚の 申し あやまり。 御 身分柄の こと、 歸 つて ー應 

相談 を 遂げ、 重ねて、 御 藩の 方へ 御照會 申さう。 では 失 

鱧。 

. (と 1 同 そこ くに して 出ろ。 六と 平 も 西郷 とお 玉の 

樣 子.^ みて、 、そくと 暖旗 口へ 入る、 お 玉 土間へ 下リ 

芦口，^ 敏 し。) 

お 玉 ま、 私、 待てえ と 衝立 を 開けて 出 てきや はった 時に 

は 何ない しょうと おもった。 

HI 鄕 あは 气 彼等 何奴 も、 已を 斬って 返す 刀で 腹 を 斬ら 

うとい ふ 氣魄の ある 奴 は 一 人 もない。 おのが 命 を 庇 ふか 

ら踏 込んだ 事が 出來 ぬ。 彼等に 限らず、 幕府の 奴 はみ な 

あれ ぢ や。 だか ら滞 は衰 へる のぢ や。 

お 玉 だが まあ、 大夫 はん は 何時もに 似氣 なく 大きな 聲を 

.5J てえ ひつ， 

出しな はれて 私 も 吃驚した。 それに あない な^を 相手に 

しゃ はる 方 やない とおもう てゐ たに。 

おまん 

g: 鄕 (長. KG.? して) ぁ&、 お 玉、 ぬに それが 氣が附 いた 

か 。 さう いはる、 と 已も恥 入 つ た 。 あんな 小役人 共 を 相 

手に 大聲を 上げた とお も ふと 已も もう 終ぢ や。 …… 有騰 


に 今度 の 事に は已も 思案に 餘 つ た 。 永らくの 謹慎が 免り 

て やっとお：：：：： 見得が 卟 うたと 思 ふと、 又 勘氣ぢ や。 もう 

今度 は駄 ni ぢゃ。 ：^^^大久保がぃかに巾上げたとて御免 

は あるまい。 …… あ 、己の 仕事 も 中途 挫折 ぢ や。 まだ 時 

節が 來ん のぢ や。 動 王の 大警 、 竹內 式部 先お に 始まつ 

たリ 山 縣大貳 先生と、 いづれ も 時が 来んで 中途 挫折 ぢゃ。 

今度 こそ は 時節 到来と 已も幸 ひな 時に 生れ あはして この 

S 古の 大 菜の 雜兵位 は 勤めら る V とおもう て 喜んだ が、 

矢張已 の 妄想 ぢ やった。 まだ 時節が こん。 あと は 次の 時 

代ぢ や。 もう 已の 仕事 はし まひ ぢゃ。 (と V つと なる) 

お 玉 (はらく と^,^ 涙して〕 ま、 大夫 はんが さう いや 

はるの は餘っ 程な こと ぢゃ。 

(颜， ^上げて) ま、 えい。 この 成 行は翌 U まで ぢ や。 

睡 うてな らん。 ま、 ® てまた う。 

お 玉 えつ、 寢ゃ はる？ お、、. wr そお 疲れた やろ。 少と 

ぉ橫 になつ て 手足 を 仲し なさる もよ かろ。 あちの 小- M 敷 

へ 一 寸；^ をし ませう。 

TOM いや、 こ、 でよ いく。 

( と ご ^C リ と 极 に な リ 、 ® 立 ，^ 引 やば ぜ 、 體 ，<J- か く す 、 

お 玉 取 支へ かれて。) 

お 玉 お、、 さぞお？ ？{- いて ゐゃ はらう。 一寸 飯 をして 

持って こよう。 (と 立つ) 


mm と "HKpq 
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(一同え つと お. ひえろ。 この 途端 a の 音、 一同 わつ と 

我先に 逃げ i うとす る。 出會 頭に お 玉 リ 飯に 翁，^ そ 

へ 盆に のせ、 土瓶，^ もって る。) 

お 玉 まあ、 びっくりした、 お前 方 は どない したの や。 

舞妓 w- でも 姉 は ん 、 あれ S 蛇が r 針 を か いて …… 

お 玉 えつ。 (と. ^たて、 u^n^ ま。 あれ 程の 苦勞の 中で 

もうあな いに … … (舞妓 達に〕 これ、 お前 方 そな いなこと 

い ふもん ぢ や あり や へん。 あり や 私 の 知 つ たお 方が 其處 

に 寢てゐ や はるの や、 だが へ々" 方へ いて は 云うて よな らん 

ぞぇ。 

舞妓 等 あいく。 

(と 點顾 いて 入る。 お-玉、 盆 1^ 下へ sd. き銜 立ん、 搔 いや 

リ、 两鄉の寢姿^^^て。) 

よ  わ V- き 

お 玉 ま、 このよく お. S れつた こと。 全く 私 等 なぞに は 底の 

知れん お 方 や。 …； 此ぉ 方の 御苦努 に比べたら、 私の 苦 

勞 なぞ、 馬 鹿ら しうて 話に もな らん。  というて、 か 

うし て 御；：；？ に ゐり や； ゆ 一 $ も 忘れ てゐる けれど、 また 離れ 

たら …… あ、、 此ぉ 別； a がもうお 殘ぢ や。 (と 1^,^ 吞んて 

泣 ふ、。 やがて t^,^ 拭 ひ) もし、 大夫 はん。 おにぎりが 53 

來 ました。 起きて お上りん か。 もし，/ \。 この 儘で はお 

風 召します。 さ、 お起き さんか。 もし，.， （\ 。(と 搖リ ffij す) 

西鄉 あ W  、あ。 (と 目覺 し、 お 玉ん 一み て) お k お 玉 か e 


お」 ； 寸 iw, 飛で もして くれ。 

あいく。 

(岡爐 お の 侧に もつ た煉 W い の筲. ^取つ て 懐紙.^ 03 て 、 

枕に ゎズが ひ、 ！^. ^拭い マ 旅 口へ 入ろ。 あと. si リ 

i:^!- さの 舞妓；^ 出る。 一人 は； 一一 味 線.^ 持つ。) 

E- さ、 〈£】 々わて、 の银 や。 さ 、こ- 1 でお つてお かん。 

乙 なにし や はる。 

S- 椀久 やない か。 雛 s はん。 さ、 お立ちん か。 

(n 前と はか はリ、 にこ^ \ してね て) あい。 (と 小 

ぉ攛 から 杖と 面ん、 出す。 舞妓 等 鼓、 一一： 味 線な ど 合 はぜる 

、 、とよ *^ しく) 

舞妓 屮 さ、 よい か。 

(と 雛 巧 一寸 椀 久の报 になる。 どっと 風の ぬ：！、 

めて。) 

維 JS? お k 懷- 

(； 1 ！!^ も  一一；.^ 線、 鼓の 手， 5 ^止めろ。 と何處 と...' なく 鼾 

の ト。 舞妓 •# おびえて。) 

Ms? あり や 何 や。 

«t 妓屮 ま、 新の やが、 何處 にも f ゐゃ へん。 ま、 氣 

味わる」 

舞妓 乙 もしゃ、 ！ m いもん やない か。 あれ 又 …… 

It 妓屮 お、^。 …； もしゃす ると 蝮 蛇 やない か。 


(腹， ぼひ：， i なって： 欲. ^上げ) お、 ffi 飯 か 一 つくれ。 

お 玉 ま、 起きて お上りん か。 

(と 5^ さかけ て 搌リ 飯ん 、取ら うとし ズ ふ t お. 小の -  ^ 

见て 一とみ つめる。 ぉ玉见^？！められて額ん-：；；^はるゃが 

て。) 

SI 鄕 お 玉、 汝は 死ぬ 氣ぢ やな。 

お 玉 (極端 に 驚く) ひえ ッ、 …… (漸く 氣ん、 取 直した やう 

に) V え。 

西鄉 嘘 をい へ。 死ぬ 氣ぢ や" 相に 出て ゐる。 

0 えつ、 相に？ (と 斑へ 手，^ やる) 

00 いや、 已は 人相見ち やない が、 今までい くら も 死 を 

決した 男に 出會 つて ゐる。 そい で 分る C 何う したん ぢゃ。 

お 玉 (胸 迫って 泣き出す) 

0 これ 泣いて ゐ ちゃ 分らん。， いへ。 

お 玉 (や： きながら 點 頗告) では 私い ふ- i4 はた、 九つの 

時から 親に 別れて かう いふ 茶皇 へ 1. 八ムに やられた， - 00 

はもう ずつ と 小さい 時に 無くなられて、 父 やん は 私が 九 

つの 時、 都の 世帶が 張り きれず。 私 を. ？^<ム に 出されて 田 

舍 ヘリ 込まれた。 それから 十、 十一 、 十二、 十三と 五 年、 

隨分 悲しい 目に もあった。 それ で 忘れ もせん 十三の 冬、 

丁度、 ちらく と SI の ふる 朝、 不意と父ゃんが私を？^^;5 


て 杖に つ て來ゃ はれた。 久し 1、 りで 舉- つた し さ に 

い； と う  い ひゃくし やう 

t,ffi々g 聽 くと、 父 やん は 田 < ^へ 行て s!:^  .:1 をして いや はれ 

たが 、 もう 年を老 つ て 出來ゃ はらんの で を だつ てきや 

はれた との 何をぃふにも；^；^はその^-まに十三、 父 や 

んを 過す こと もなら ず。 家の 無くなら れたお 〔4 はん は 

にも 立たん 者、 來 たと 白い 眼で 睨み や はる。 で やっと tc- 

めた 三分のお 金 を 父 やん に 渡して どうぞもう ： へ歸 

つ て くれな はれと 泣いて 親んだら 聽 へ：^ けて 出 て ゆかれ 

た。 やがて その^ 曰の 午 に また、 if 然と 3^ つて こられ 

た。 私 ははつ と 肚胸を 突いて 化 5 せう かとお もうて ゐる 

と、 「これお 玉よ。 もう 心配す るな、 おれ はな、 今 n の 擅 

那 寺の 和尙 さんに 遇うた。 それで かう くい ふ譯と 話し 

たらな。 よしく 飾り を 下したなら、 12 へ  一 m- れ ていて お 

れが录 話して やらう、 おれ はもう 金 は いらん ことこな つ 

たから 返す と いうて な。 私の 顏をぢ つ とみ てた， - J れが 

別れに ならう もし れん、 達者で "i: ろよ というて 出て ゆか 

れた。 その 姿が 今でも 腺に あ 6 /,\  ••: それつ きりに 

今に 一 沙汰な く。 今考 へ れば 多分 その S. 何. E ぞ 遠くの 河 

淵な と往て 身 を 投げ て 死なし やれた と 見える ：… それ か 

らは私 は 一 人 ぼち。 努めて 元氣 にして みせて、 やれ 玉 は 

面. 0 いの、 苦が なさ \ う なのと お 客 祭に 云 はれても、 時 

時 i 人になる と 何ともい へず 寂しうて く、 一と 一 K ひ し 


ズ 少し 颜，^ 上げ) それが ふと 大力 はんに 逢うて から 始め 

の 中は濟 まん こっち やが、 収り 止め もない や、 つなお 方ち 

やとお もうて ゐ たが、 mig: しにお：；： に懸ん につれ て、 大 

9- 底の 分らん、 それで 懐かしい、 世の中に もこん な 聚 

いお 力が あるかと おも ふと、 お 傍に ゐ ると、 物に 喩 へて 

い へば、 かう 大きな/ \ お 日さん の 一 杯 さした 野邊 にで 

もゐろ ® な、 醉 うたやうな 氣 持ちに なり、 夫から 今まで 

の 我 身が^ みられて 今まで うみえた お 入 も、 豪う みえ 

たか；. 〔もみな 下らん 人に な つ て、 敷で 浮 いた ことい う 

てゐ るの が： 1,:^ らしうな り、 何やら、 かう 心に 大穴で も 

あいた iji^、 それで そ の 隙が^ らんで ゐる やうな 氣持 がし 

て、 何もかもみ な； S になって、 というて 大夬 はんの 奥 

に はどう あがいた てなら るトせ やなし。 もう 何の 執着 も 

なし。 もう j 度お EI に 懸かれたら、 夫れ を 仕舞に 死んで 

しま はう と をき めた。  というて そり やみん な 私 

の 心の 勝手、 大夫 はんのお 知り やした ことで はない。 つ 

いみな 云うて 仕舞う たれ、 怒ら ん とお くれやす。 ( と 胸 迫 

つ \ ^泣き出す) 

00  o つと 聽 いてな た 首. 5^1^ げズ) 今まで 已は 何にも 

おは， 3 おい 

云はなかった が、 汝がヒ に に 曰，问 にいろ/ \«. 適して く 

れ たの もよう 知 つ てゐ る。 い つ か 已 も禮の .w 来る 時が く 

る だら うと 默 つて ゐた。 


お 玉 ぉ&。 (とた 泣いて ねる) 

四鄉 汝. か 身の i! りの もの や、 何もかも 無くして 己 や 同志 

の もんの 爲 にして くれた 、 J ともよ く 知 つて ゐる。 

お 玉 (驚いて) えつ。 …… 

西鄉 し 「5 も已に それ を K して 少しも 知らせまい-/. \と骨 

折って ゐる事 もよ く 知 つて ゐる。 

お 玉 えつ、 それまで も …： 私、 う、 うれしい。 

(と 感極まって 西 1 の 膝に 打 伏し、 1:^ 泣く。 西郷そ 

の W へ 手，^ かけ。) 

つ S 

四 鄉 己の 樣な 味らん 者 を、 よくこん なにまで 面倒 をみ て 

くれた" …： その上に 命まで …… 已は、 う、 う、 うれし 

いく。 (と 泣き出す) 

お 玉 (首 报リ 上げて) あれ、 ま、 大夬 はんが 私の 樣なも 

んに淚 を  

おまん  お ん  ^  ^  ^  i 

西鄕 は、 汝は、 已に、 己に、 たうとう、 たうとう、 M 

を 出さ せて しまった。 淚 を 出さ せて し ま つ た 。 

(、、み 上げて おい/ \ と 泣 さ 出す。) 

お 玉 あれ、 大夫 はん。 そんな 大きな 聲 をして …… ま、 人 

力き く。 見と もない.，， /,,-.。 

(とい ひながら、 これ 》^ しゃく：；：' 上げ 一，、：？^  く。 、、の 時 

奧 の 問 ム リ 仲 S. 何 な し に 出 て こ の 體 見 て 笑 ひ 

ん. 忍び、 、、そ/. \ と 出て 2  く。 やがて 一同 YJ-^ んてき 
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お 西お 
玉 鄉 玉 


た 心に て 仲 aw 二三 人、 料理^、 洗 ひ 方の 男な ど 押 重な 

つて そっとぬ さ 指さし、 ^いて 腹 か. 抱へ。 笑 ひ.^ 堪へ 

る 心。 と みん. - 打って 銜"， 乂， か 押 倒し、 どっと 逃げて 

行く。  二人 氣が 附ぃズ 見送り、 心- し も 懸けぬ 様子。 臺 

所の 力 Li て 1 人の5?の驟«^へ か U たやう に。) 

聲 でも 肥えた の と 肥えた の とが a; 飯 を 前 へ お い て 手放し 

でお いく 泣いて ゐて は、 いっかな 金佛 でも 笑 はずに 

や …… 

他の 聲 しつ。 (といって 笑 ひ，^^ へろ 標子、 と V 堪へ か：：： 

て どっと 笑 ひ 崩る、 It) 

西 鄉 (DW 住 c5Sv 卞 M して ふいと) お 玉、 已 も 一緒に 死なう。 

お 玉 えつ、 ま、 大夫 はんとした ことが、 そない な 冗談い 

うて  

M 鄉 P や 冗談で はない。 已も 死ぬ る。 「L1 ももう 世に 川の 

な い 身 „ 堕ぢ や。 今まで は どんな 難 ¥ 忍んで 大業 を 成就 

しょうと いふ があった が、 それ も ふ つつり 絕 えたれ 

ば 、もう 何にもない。 已は よく 首 を 斬、，？ れる奴 をみ たが 、 

切られろ まで は 眦を釣 上け、 齒を喰 ひしば つ て 有りた け 

め 力 をみ せて ゐ るが、 太刀 風と 共にば つたり と 何にもな 

くな つてし まふ。 已の 望の 絲も 切れたら、 もう 持 拔ふほ 

ど. ぬな 身に な つ た 。 迚も 死ぬなら おと 死ぬ。 

お 玉 でも 滅相な、 私の やうな 者と"； ^にや はったら、 それ 


こそ-取り返し のな らんお 名の 汚れ ぢゃ。 

西鄉 あは- - 死後の 名な ぞい ふ もの は已に _収 つて はなんで 

もない。 …： それにつ けても 思 ひ 出す は あの 月 照 上人の 

こと ぢゃ。 あ、 おい.^ のい ：2 な こと をした。 元來 rr 一は あの 時 

おはん 

死ぬべき 勞ぢ やった。 II 家の 爲に 死ぬ るの も、 汝と 一緒 

に 死ぬ ろの も 事に 輕ー isT: は あれ、 己に 奴って は 一 っぢ や。 

たビ 情に 醜い るの ぢゃ。 あの 月 照 どんと 一 緒に 薩靡 潟の 

水へ 人った の も： s: じ si:^ ぉぢ やった。 あの 時 月 照 どんの 歌 

は 「大^？の爲には何か惜しからむ、 さつ まの 瀨戶に 身 は 

沈む とも。」. に の は 「ふたつな き 道に 此 身を捨 小舟、 波た 

たばと て、 風 ふかば とて。」 ヒの心 はいつ も變 らん。 なん 

で 死なう が 道 一 っぢ や。 波が た k うが 風が 吹かう が。 さ 

ぁ往… 

(とお 玉の 手ん-取つ ズ立 たうと する。) 

(手 カク 執られた ま、) 掛 こと は何處 へ。 

死に ぢゃ。 鴨 川の 深み を Is ね て mffi- ひ に いかう。 

でも まだ， 好で 人通りが ：… 

(とっか，/ \ と 下 1.^ へ ゆき 出窓の i せ 子ん 、叫 けて 见渡 

X どっと 風の 音、 八 間の 鬆. 4<、 瞬いて 消えろ。 十 ：= 

の 月の 光、 流れ 人リ、 一面？ お 外に は黑く 流ろ、 川 

と 北山み えろ。 お 玉 そ の； I： 尸 " & に 見入 リ ながら 立 1^ つて 

ふて。) 
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お H=J もし あの 鴨 川の HI い 流れ を ：… 一： 一途の 川と やら も あ 

の2^でぁろ …： (とわ；，： リん； ^廻し) まあ 靜ぢ や。 死ん 

だ とい ふ もこ んな！ ；M 持 や ろか。 

g: 鄉 さ うぢ やろ。 

お まあ、 うれしい。 い 上烈持 やろ。. ¥ いひ 入 通り もない。 

さ、 往に ませよ。 

お、、 往こ。 

(と p  口へ 魅ろ。 ： の！ 5^ 端、 けた、 ましく 111- ：= か 叩く。 

二人 一 寸 慌て v+ss 隅の 雜 の， B へ 小隱れ すろ。) 

^ これ、 明けん か。 これ 明けん か。 急 S ぢゃ。 たれ も 居 

らん か。 これ。 

(これにて 奥 i り 仲： lis 甲 出て。) 

* つくら  あかし 

仲：；？ おやま あ、 ほ. 唁ゃ。 これ、 平 はん。 ちゃと 燈 がき 

えてる。 來 ておくれん か。 おや * お はんも あのお 方 も 

US や はらん (is^ や  

^ これ、 g けんか、 これ。 

あかり 

仲- ijs- はい /、どなたです。 これ 平 はん、 早う 燈を 持つ 

てこん か。 

(こ S 中、 窓口-, * リ中村 半^^, 响 さ。； * 

屮村 これ、 早く あけん か。 失 生に 急 はぢゃ。 

(とこの 中、 本 燈ん持 つてき て、 八 間に ST すろ。 仲 


E- は 土間へ 下リ、 n-ia 中 村 半 次^、  ^^^^ 

の大ク 、保 市 助 (後の 利 通) と共につ か/ \ と 入って く 

5 

中 村 これ 先生 は 何處ぢ や、 急 £=ぢ や" 喜ばしい お知らせ 

を 持って きたの ぢゃ。 早く 知らせう" 

仲 ips- へ、 でも 何處 においで やら。 

w.l いや こ、 だく。 

(と 前 へ 出て くろ。 あと、 >5 リぉ 玉お. つく. 出ろ。) 

中衬 お、 先 iH、 何で そんな 處に 居られた。 …… ま、 それ 

より 大吉 事で い わす ぞ。 大久 保さん が御盡 力で 遂に 復職 

され て 藩 論 一決 (とや、？ ひそめて) 勤王に きまり ま 

した ぞ。 

S え、 動 王に …… 

大久保 さ うぢ や、 西鄉 どん、 喜びな されい。 商ぐ に 西 鄉 

どん は 密使と して 水 戸と 打合せの 爲 め江戶 へ 下される こ 

と  >-火 りました 5V。 

00 えつ、 では 殿： 11 の 御 思 召が 急に つて …… ぁ& 有難 

い。 大久保 どん。 みんな 君の 御- Si: 志ぢ や。 

r と 4< 久 保の 手， や 執る、 大久保 も その 手ん 執って。) 

さつ S  .1 , 

大，々 保 ぁ气 先刻 は あれまで に 言葉 を盡し て もお 聽き入 

れ がない。 もう、 一れ までと ヒを 信；^ して この 大事 を 任せ 

た.， r にも 濟 まんと 刺 違へ て 死なう とお もった が 今 一 度と 
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決死で 上って 望みが 叶うた。 思へば 先刻よう 死な &んだ 一 

ぞ ：… お. - これ は M 樣 からのお 手許 金、 旅費と して F さ- 

つた。  一 

( と 懐 i リ 百兩 包，^ し ズ ； S 鄉に 波す。)  . 

雇 お、、 では 直ぐ 立た う。  -ー 

(、、の 時お づく とお 玉 側へ ゆき。)  ... 

お 玉 も、 もし、 もし。  - 

西鄉 (根 向き) お、 お 玉、 情死 はもう 變更 だ。 

1 同 えつ、 5g 死！ 

(と S く。 ぉ玉杨 リ恶く 親. $ -隱 す。) 

西鄉 (百兩 包の 中から ー兩， たけ 拔 出し、 わと.^ お 玉の 手 に 一 

持たせ) さ、 これ は L§ つて 來る 迄の 手當 だ。 

(と 1 兩 兵！ 3- 帶の 間へ 抉ん て 出、 七 フ とすろ。) 

中 W ま、 生 一 兩持 つ て何處 へ 行きな さる。 

西鄉 何處へ ゆくて、 二分 あれ； 道 は 上り下り mi が 

出來 る。 .：： では 大久保 どん 往て くるつ あと を 頼ん ます 

ぞ。 …… お > -、 お 玉ッ。  一 

(とっか/.., -と側 へ ゆ さ 手ん かけよう とし V 、中 村と 大 

久保， やみて 極ま リ惡 さう にして、 、、モ （-と 出て 行つ 

てし まふ。 お 玉；； 木つ 取られた やう LL 二足 一一： 足 出て 

大夂保 i? 中 w に颜兌 合せ、 これ も 杨リ惡 く、 框へ後 向 

告： J- 俯伏して しま ふ。 大久 保と 中 iE とは^： せて、 一 
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根： i の 一夜、 一 き 

(雨 華 庵秩 事) 

根-: 塚 抱 1 上人のお： 舞 上 乎へ r* ぜヾ折 廻し の 

二 m ぉ體、 中央に 敷 入りて 二 間と なろ。 上手の 問 は 

0.^00^0^. 軒 雨 華 庵の 額、 下手 は.， ヒ面暖 

0P, 中央 Ll 爐，^ 切リ、 自在 竹の^ん、 掛ける。 i き 所 

に 孟^ 1? と賊 したろ 三味， ぬ i5、 その他 M 五の 調. ぼ^、 

綠ホ -に^^ なぞ ありて i し。 又 下手 軒先に 蒸 十 

栈 ほど 絲へ！ g し ズ！： 巾し ある。 舞 5S5I 前と 下手に. お、 すべ 

てこい も 作ら £ 體、 枝ぷリ き 松 一本と 折 柄の. Ei- だ 

け. -彩 ヒ" よふ-所 に 井简、 水 溢ろ、。 後 は 低い 竹：？；、 

下手^^に竹扉の枝折11.。 外 は 件^に て，； i ふ は 田 II の 見 

^-、 たんぼ、、 げんげ、 s^ra の 畝ん 色 どろ" 

ニ！^^上手の問に抱ー の 妾 加 PI 川、 頭ん 櫛卷 にして お 刀 M 

の？ 一? 附 LLM じ 袖 無 羽^、 花，^ 生けて ねた 心に て 水 差、 ® 

刀な； てん、 舰 y た 盆 . 小片 や.，" ぜ控 へ、 上； g  UK 井家 G  i- が 中 

大 小に て 加お 川と 談話の 體。 庵-,: は 竹の 5^ 轰 I 

^^^0^0A,  ^||^}?甲、乙麟かけて煙：31なのみねる.^ 一 

I 


阪# 家の 家中 某 甲 (談話の &、 リ たろ 體 に て 歸リ 支度 し て 〕 

では 春條様 、 手前 は これで 御 暇， 仕ります る？ 御歸 館に 相 

成り ましたれば 御前 體ょ ろしう 街 傅 へ を 願 ひ 上げます。 

加 IHI 川 ではもう 主ぁ歸 りなまん すかえ。 上人さん ももう 

ぢ きに 歸 りんせ うに。 まあ 話して ゆきな ましな。 

其 甲 い ゃ手ュ g も久 々 に て 御 H 通り を い た し 度 存じ ますれ 

ど、 最早 御門 限の t. 刻に 間 も ござり ませねば、 殘念 なが 

ら此に て 御 暇 をた ま はります る。 

加 K 川 では 何して も 主 あもう 歸 りなます か 。 それ は まあ 

まあ 殘り 多い …… では 大手へ (W- 井家の 本邸) 歸り なま 

したら 殿さん によろ しう 御 披露 賴み いす。 

其-甲 心 縛まして ござり まする。  では 春 目出度 

御 法體. 御 遂げ 遊ば し ます やう … … 

加 go; 川 (さすが は 一寸 眼 頭な 拭 ひ) ようい、 つて くれな ま 

れち S 

す。 K ふなう おす。 r!?. ん やうな ものが 足に なり ィ しても 利 

益 も功德 も あり んす 一い が、 いっそ さば /(^ と し て 鼠が 

變りィ せう) 

(„ ^時下 手の 封 巾問藝 * 一  寸驚 い て も に ぜ ろ " 、 

某 S- あは X、、 は、 これ は f 乂御氣 輕な" Is; お。 …； 保し、 

愈 御 法 體の曉 に は 最早 かやうた や  11  一一 は 伺 へ ません な。 

加 js; 川 い  え、 尼に なり ィ し てもーーー曰^^は や つ ばり この 儘 

と の 上人さん の 云 付 ざます。 


夜 一の 岸 根 


^«^甲 ( 一 寸 怪訝な 颜.^ して) あ \ 左 機で ござります るか。 

お- -、 では 手前 はこれ で 御 暇いた します る。 

加赏川 これ はま あ、 御 構 ひも. おしませんで …… (とこれ 

LL て 物陰.，： -ぉ へ て わ た： 1： 間 ^1* 暖ュ少 底し 某 甲 捨ぜリ ふ に て 

挨拶して 下へ おり。 sle.^ 等に 一 寸會釋 して is; 折 戸 i リ出 

て ゆく。 封 £閬. まもと 見？ j3 リズ) 

間 もし 花魁え、 あなた は 尼に おなりな せえ まして 菩提 

の 道と やらへ 御 入ん なせえ ますの かえ。 

二 よ  っむリ 

加 52； 川 あれ、 八さん は氣の 早い。 尼になる とてた V 頭 

を 丸 め る 丈 のこと さ。 菩提 の 道と やら 何の と 、 そんな 難 

しい こと ぢ や ああり ん せん。 

^0 へ、 え。 だが 又 何で そんな 飛んでも ねえ 思 ひ 付 をな 

せえ ましたね。 

加赏川 別！ i ズ これと いふ こと も ありん せん。 上 入さん が 飾 

、 、 、 、 、 

り を附け てゐ ると 朝夕の せ つ ちょうが 傍の 見る 眼 も 五月 

蠅さ うだから 一 層 剃つ てし まへ とい ひなんす し、 さして 

もう 惜しい 髮 でもな し、 つい 剃る 氣 になり ィし た。 

藝 * 甲 花 S3 も 33 ひ 切りの い、。 

わつ ち 

藝* 乙 ほんに-ん等は^?.?ぃただけでも淚が出ろ： 

わ ち a 

加 IHJ 川 ほ、、.. -ほ、 私 も 愈 今日 明 n: となって みると さす 

おつ 

がに 妙な がしい す。 先刻 も 大手の 御用 人さん が 生眞面 

目な 挨； お を さっし やる と遂 いま ぢく なって 淚を 落し ィ し 


おつ 

た。 妙な もの ざます ねえ.^ 

辩間 成程 此方 とら は睛面 H に， M はれる と. S つ きし iiM- 氣：. 

のね えもんで、 はし ヤー. 元氣で 持って ゐる奴 さ-〕 ：：： だ 

が こり あ 花魁、 こや は 鼓 八. 么 一 世 一 代 を 出しても 一 っ眞 

面目に なって お止め 申したい ね。 

藝者甲 ほんと に +化魁 これば つかり は 御よ しなさい まし 

よ。 

藝^？乙 全くね え。 花魁な にも 洒落に 尼さん になって みな 

くても い  > -ぢゃ ああり ま せ ん か 。 

加赏川 ほ-、、 お前 方 も li^ 切に よういうて くれな ます。 け 

れど 私も^ 更 忌なら 成り ィ せん。 もう 熟 々 5i 夕が 大儀に 

な つ た。 観れ た髮で 居よう より い つ そ 坊主が ま し ざ ま 

窗者甲 こり や あ 花魁の い つもの 御氣象 さう も ありませ う 

が、 何だか 餘り短 氣の樣 で …… 

€0 さう だ./ \.。 剃る の は 何時でも 剃られます。 ま& </ 

度 はお 止しな せえ まし。 

加 1凤 川 ほ、、 今更 止 される も の か え。 大手 の 15- さ ん へ 

も 願 ひ を 上げ て 唯た 今御附 女中 一;!^ 條 M 之 通 剃 髮被仰 付と 

い ふ 御 使者まで あつ たもの 、 何うな ろ もの かねえ。 

封 巾 間 へ え、 では 今の 街 武士 はん は 御 使者で J ざ え ま す 

か 。 それで 花魁 は 御附 女中 ill^ 條と いひな せ えます のかね。 
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こり や あ 初耳た。  き 

加 H 川 あい、 御 dBJ 敷々： んと いふ もの は £ ぶ いもので 私に 春 

條と い ふ！ = ^ぬ を 5. チ、 れ ぃィ してお は 御附奥 女中と い ふ 

のさ。 今度 ：5 になる の も 一 々御 H 記と やらへ 載って 後へ 

SJ りィ す。 だから さう 手 輕 に よす の 止める のとい ふ譯に 

はいき ィ せん。 ：.… だが 思へば 私 もい ろ/ \- におの 附ぃ 

たもの さ。 親の：33てくれた^!::は小兒の時にょばれたき 

りで、 1^ での々.；： が 加賀 川、 こ、 へ來 ての 1 パ 名が 條、 無 

くな つた 盹 is さんや 蜀 山さん が^め かして 呼んだ 名が 小 

1^ 女史 …… やが て附く 名が 妙 華 尼 ざます。 

へ V え、 もうお 名まで 定 つてお いでな せえ ます か。 

何たかかぅ铨り急な^^^で變な氣が い たします ねえ。 

甲 全く. 3. し樣 がありません ねえ。 花魁が 全盛で おい 

でな すった のも此 M の やうに 思 はれます のにお 頭 をお 下 

しな さるなん てね え。  . 

^* 乙 私 はもう 先刻から 淚が 出て なりません。 

加^ 川 え、、 もう 止しなん し。 何の 道 女 は 先が 知れて 仕 

舞って 味らない もの。 それに 私が 尼に なり ィ したら、 大 

手の 方も受 がよく、 上人さん も 安^し いでせ うとお もつ 

て ® ろ髮、 指 を 斬る より まし ざます。 

へ、 え、 では これに はなに か ® ぃ譯 合が ごぜえ ます 

わつ ち 

の だね。 私 や；；. に はさう い ふこと は薩張 雲上で 分らね え。 


加賀川 (一寸 考へ) 心 置の ない お；！ 1 方 だから 云 ひなます 

が、 上人さん も 此頃は 大手 へ も往來 して 昔の 樣に御 家中 

の 人達 を 嫌 ひなさん せんの も、 みんな 私の 行. 一 一 〈を 思つ て 

なせえ ますと おも ふと 御氣 の蕩 でありん す。 

^0 成程 さう 伺 へ ば あの 結稱な 御身 分に もさう い ふ 御 心 

造 ひがお あんなせ えます と 思 や あ 誰の 身に も樂 はねえ。 

甲 さ- 「中 しゃこの 四 五日 吉原 へお 見えなさい ません 

の も、 そんな こんなで 御忙 がしい ので 御 いますね。 

藝 港 乙 さう と はしらず。 もし 御 加減で も惡 いかと 御機嫌 

何 ひ 旁御迎 へ にまゐ りました が、 こり ゃ惡 い こと を い た 

しました ねえ。 

加 ia: 川 なんのお 前方の 來て くれる の は • 版 かで 結構 ざ ま 

す。 それに 上人 ももう 歸り なま > 刻限 まあ 暫く 話して ゐ 

なまし。 今 曰 はか へりに 土產が あると いって 出な ました 

から、 まあ どんな もの を 持って くる か、 まあ 待って ゐな 

まし。 

おつし 

S 上人 機が 口 へ 出して お 土 達と 仰え ますから は 餘程御 

趣问で ごぜえ ませう。 こり やお 樂 みで ごぜえ ますね え。 

おや あの 駕籠 は 上人 樣ぢゃ あ ごぜえ ません か。 お、 上人 

樣だ。 もしお かへ りで ごぜえ ますよ。 

(と 1 同 表，^ 見ろ。 四つ 手 駕籠 烕；！ ク もく 枝 折戶. んリ入 

ろ。 抱ー^^形玉十五六。 無地 物の 羽 二 S の 着 附に地 白 
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黒の 紋紗の 信 玄羽鎮 Li 古代紫の fivlr 織物の 

帶， め、 黒 wwllr 膝へ 稚子輪 LL 結って 挺 袖 Li 括り 袴 

お- tE け た 十 位 の 獒 少年ん、 抱 いて 乘っ て ねる。) 

^0  (n 々に) これ はお 歸 りなさい まし。 

抱 一 お、 みんなよ く 揃つ て 來てゐ て くれたな。 

(と 少年の 手.，^ 引いて 二重へ 上 リ爐の 側へ 坐り。) 

これ 駕籠 やに 祝儀 を や つ て くれ。 

(加贺 川 駕籠 やに 金.^ やる。 駕籠 や^.^ いつ ヾ歸 ろ、、 

と i ろしく。〕 

加賀川 (茶 1^ 出して ァ丄 S 相：.：) もし 上 入さん、 その 御子 

t え。 

抱 一 あは、  >-  > -、 は。 行く 時に 云 つ た 珍し い 土產と は - J 

れだ。  >  】れ は 今日から 手前の 子 だ どつ だ、 よい 子 だら う。 

加 川 えつ。 

-ゃ モ S 

抱 一 これ. へ 十 丸、 お 母 さまに 御挨 一お しろ。 

A 十 丸 (SI きしく 加 r せ 川の 前に 手.^ 支へ ズ) お 母 さま 始 

めまして 御 目に 懸 ります る。 不束者 に ノ J ざり ますれ ど 何 

卒御： T 懸け 下さり ませ。 

(と 辭潘 する。 加赏 川狼狠 へて。) 

加貿州 はい ノ\ …… (と 抱  一 5 これ はま あ、 何う したの 

で ござりん す。 

抱 一 あは k 、は、 其方 を 尼に したの も その子 を 貰って や 


じ. I5.-rJ=- ふじ  と 

りた さから だ。 こり や 浮 立 寺の 二 男 だ。 利口者での、 疾 

うか ら 私の 大氣に 入り だ。 其方が 法 ぞ.： や 遂げたら 早 速、 

-っ げ あん みみう ぜ -W つ 

大手 へ さう 云 つ て 其方の 養子に して fbs;,.:^ のタ. 跡 を 襲が 

せる 積 だ。 それで 今日から 連れて 來 たの だ。 何う だ、 t 湫 

に 入ったら うな。 も、 つ 其方 も 子が 樂 みになる 年 だ。 

加 K 川 (はら/ \ と めして) では. もに 落髮 をす、 めな 

んし たも、 この 爲 ざました か。 上 入さん は 何故かう 不意 

わち a 

と 私の 心 を 刳る やうな こと をし なんす。 は 今生れ て は 

じめ てお 母 さまと いはれ ィ したら 何ん ともい へず 胸が 一 

杯に なり ィ した。 …… これ 八十 丸さん、 もう 一度お 母 さ 

ま といつ て く んな まし 。 

八十 丸 お 母 さま。 

加 加：：： t 川 お ほ、.^  、、ほ (とや 、ヒス テリ 力 か Li:^ つて 八 

十 丸の 肩 へ 手， かかけ) 私 はかう 何だかお  1- しく つ てな りん 

せん。 

抱 一 あは つ 、 もう それで 親子 だ 。 そ れ で 光づ 已 の 心 も 3 

いたと いふ もの だ。 仲よ く 一緒に やってくれ。 さあ、 八 

十 丸 を 彼方へ 述れ て往っ て 菓子で も S: 、へさせる がい、。 

加 IB; 川 あい、 では 八十 丸さん、 こちらへ 來 なんし. J 

八十 丸 (.ぬ 赋 しく) はい。 

加！ 3! 川 (心から 嬸 しさう に) ま、 ほんに し をら しい …… 

さ、 來 なんし。 


夜 一の 岸 根 


抱 加 抱 加 抱 


(と 八十 丸の 手.^ 引 いて^ 雄 n へ 人ろ。、 一 

抱 1 (おと 几 つて) あは、、」 は。 (ふと： の 付い、 K や 

、フに J™ 問に.： S ひ) お、 J« 八、 今 泣で 一 寸 耳へ 入った が、 

昨夜 .fG^ に 又 心中が あ つ た さう だな。 

射 問 へえ、 そのこと で ごせえ ます。 例の 通り 淺猿 しい、 

裸に されて 狨包 にして 手足 を つて 葬られ やした が、 あ 

れを、 あれ を 度 々 a てゐて もケ張 やる 奴の 絕ぇ ねえの は 

情けね え 物で こせえ ます。 

抱 一 ふむ、 町 .2: は 何處， た。 

京 町で. ごぜえ ます。 それでもし、 不仕 八：； とばつ とし 

たも ので ご ぜ えます か ら 、 小 31£ 者が 蹈 込ん で 部 接 の もの 

を 出す やら 大 きで ごぜえ ました。 •：：• お & さう だ。 そ 

れで御 話しが ごせえ ます e あの 御存じの 茶の 宗匠た つた 

宗 興ね。 一 昨年のお 心中 を 仕 損ね 小屋 者に 下げられた 彼 

さ f リ 

奴め。 よく ま， あ 恥 かし くもなく 乘 込んで きて 立に なつ 

て 指 M をして ゐ やす。 それで-もの 顔 を て 「や あ 鼓 八 さ 

んし， 工 らく。」 つてね え。 あ も i^f:! 分 違えに なろ と、 ナく 

お 0 

なる もの かと 01^ れ やした。 先に は 物腰の や はら かい、 5il 

& しい 男でした がれえ〕 

抱 1 ふむ、 さう か。 彼奴 も 河 im:. にの 一 つも やる f. に 心中 

をして、 しかも ヤ 3 りそくな ふと はよ く の 業 晒し だ。 

だが彼奴も^12はど つ か： if^ 粹な 可愛らしい 所の あ つ た 奴 だ 


が、 そんなにまで！3^ったか。 

さァが わち 0:1 

le 間 變 つた K ぢゃ ごぜえ ません。 有 Ms 私 も 驚き やした- 

is* 甲 まあ、 のの 與 さんが そんなに おなん なさい まし 

たか。 

ii* 乙 ほんと に 人の 行！^ は 分らない ものです ねえ C 

抱 一 うむ、 彼奴 許り はそんな になら うと は 思 は な か つ 

た。 …… S にお 前 を つれて 吉 5- へ 行く 所；」 が、 今 G は往 

かれぬ。 これ 加貿 川、 加賀川 e  (と 呼ぶ。 加 川 奧ぶリ 返事 

. ^しながら 出る) お &加賀 川 みんなに 叔^ を やってくれ。 

加^ 川 . ^い。 

(と 紙 纏.. やらう とする 

1 これぎ： お： なぞ を やらず と、 I  I 分 宛 金で やれ。 

賀 川 あい、 でもお 金が もうあ りんせん" 

1 ほう も、. >無 いか。 

1«; 川 あい。 

一 さう か。 (と不 斗 軒先の 蒸^へ 眼， せっけ) これ、 鼓 八 

も、 おき わ も、 おとら も 蒸 蝶 は. J^: きか。 

鼓 八 へ。 大好物で ごぜえ ます。 併し、 この； S 氣ぢゃ あ 貴 

れつち ど"？ 

くって： ffl も 私共の 口へ は 入りません。 實は 先刻から 軒先 

を橫 目で 脫ん で 居り ました。 

抱 一 さう か。 さすが は 鼓 八 も 喰 物に は 意地が きたなく つ 

て薛し い な。 全く 此奴 を 手 を 汚しながら 剝し て ふの は 
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m  B  ？ it 


ど 5 して ゐる。 

お i な 

加 川 今、 あすこに 溫順 しく 草艸紙 をみ てゐィ す。 

抱 一 お \ さ うか。 此處へ 呼べ。 

加 p; 川 あいく。 八十 丸さん く、 上人さん が 御 呼び だ 

よ" 

(奥 にて、 はいと 返事して 八十 丸 出る。) 

八十 丸 (手. 支いて) 上人 樣、 何 か 御用で ノ 」 ざ い ます か 。 

抱 一 お、、 此處 へこい く。 (と 呼び i せて 一 屑へ 手，^ か 

け) これ、 あの 伯母さん をお 母 さまと 呼んで，^ 故 已 をお 

父 さまと 呼ばぬ。 

八十 丸 でもお 上人 操 は 御主お 樣 でございます。 

抱 一 なに 己が 御主 君 様？ 

八十 丸 はい、 私 は 伯母 さまの 子に なって 上人 機の 御 家来 

になる の だと 申されて まゐ りました。 假り にもお 父 さま 

なぞと 呼パ ^ 御 無禮が あつ て はなら ぬと 申され て まゐり ま 

した" 

じ-や- r リ-? -じ 

抱 一 お、、 さう か。 立 寺め、 大相 堅く 出 居った な。 併 

し 大手への きこえ は 其方が よい。 又お 父 さまと 思って を 

れょ。 

八十 丸 はい、 さう 思って をり まする。 

抱 一 たに、 さう 思つ てゐ る？ 

八十 丸 はい、 これ もさ-つ. S. されて まゐ りました。 


別な もの だ。 これ、 加賀 川、 三人に 分けて やれ。 

間 これ はま あ ^難. つ 存じます。 

せ ほんた うに 結構な、 晚の i が 梁み だね え" 

一 だが 四五抆 のこして おけ、 今夜 八十 丸と 三人で っッ 

突いて 1=- ふ 分 だ。 

加 p; 川 あい/ \。 

(と 蒸 魅ん-取って 紙へ 包み、 三人へ 渡す。」 

^間 これ はま あ 有難う 存じます る。 …… だが かう 强 飯の 

施行で も 戴く やうで、 戴きつ けて ゐる 手が 出惡ぅ ごぜえ 

ますね。 あは、、、 は。 それで はお 上人 樣、 お 近い 御 出 

を 御 待ち 申します。 大きに これ はお 八签 しう。 さあ 制 暇 

をしょう か。 

荡 乙 あいく。 

V モリと や， ち 

(と 三人 捨ぜリ ふて 挨 一 ^して 枝 折 戸口  二り 出て ゆく。) 

抱 一 あは \、 鼓 八 なぞ は 二分 も K つて 世帶の 足に もした 

か つ たらう に、 究. 鑠 を 貰つ て 涼し さうな 顔 をして 歸っ て 

ゆく 所 は 有 體は吉 原の 問 だ …… 。 

加赏川 でも T 度 御金が なく つ て 極り が惡 う，.、 /さりん した 

ねえ。 

抱 一 何の、 千兩 あれば 千兩、 百 あれば 百兩、 ある だけ 

い  さ \J 

の 金が 要って しま ふの が の 遊び だ。 年中 そこへ 人 浸つ 

あ. U り 4tU  や モ i 

てゐる 己が 金の 無 いのは 通. S だ。 …… さぅして八十$=^は 
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抱 1 お、、 さ-つか。 ほ 立 上れめ、 ひビく を； i したな。 あ 

£  ^ 1 to 

加 M 川 ほ、、、、 ほ。 まあ 此 一十と し をして るれば 屛る 

ほど、 始めて？^-った11?がしィせん。 ほんに 利 n で大 Js^ で 

欲の い 、、 こんなよ い 子 をよ くま あ れ たもの ざます ね 

え。 はお ほさ まとい はれる 度に >M から 此子を «i つ てゐ 

たやうな；. おがし ィ してが" しう てた まり ィ せ ん " 

抱 一 あは \ だが その り、 髮を 切る の だ。 

加 K 川 ほ、、 ぉへなんぞも、っ^^しぃとも思ィんせん。 今で 

も a" つてみ ィ せう。 ほんに 子が 夂 いとい ふの はこの 事 

ざます ねえ e 

(と 八十 丸ん-抱. クマく め ろ。〕 

抱 1 あは、、 併し さ-つ 一 時に f^r ふな。 - J れか ら も ま だ 

b-„l は ある" …… だが 思へば， J の 中" 涯も 一 ほ 落つ いた 譯 

だな。 十 年ば かり 前、 m,l^.m の I： おに 资を乞 はれて 何の 

？ P なく 「思 ふこと： K ひ はてた にや 桐 火桶」 と 害 流した 

が、 其！？ がふと 心に： ばって 時折 思 ひ 出された が、 到頭お 

れも それに 似た 時が きた、 …… 己 も 大名の 次 に 生れて 

¥ の 奴 の 由な い から 鬼 « がの 役 迥 り 、 飛んだ？ 

S0^A^  -、 お-, £  M 

の立^^にされ、 面倒 さに ズ 制れば、 今度 は 惟 t^i-A の 親 

fi- が り した ほど：. おの 1^ がり、 千 石 五十人 扶持 の 拾 11^ 

持 に；？ 父の 薙刀お が せ て お 入。 元より 管が： IS ひ であつ 


た 坊卞、 た つ た 十六 日で I つ て身を落した町&：^^の 25? 

涯。 は 味のお も 知り、 金の 费 ひ？！？ も覺 えて 1 S の eE^ の M 

も 開いた と 思った のこと は 先つ 仕遂げ  一 〕 ^ を；？^ け る ハ 

方 はあり、 子も^|=-づ賀った。 長く 不通に して ゐた. 1^ 手と 

ill 

の 仲 もな ほ し て. せ 後の - -ー とも 心 りな い 。「思 ふこと 云 ひ 

は てた にや， 火！^」 疾ぅ から 心の K にあつ たれば -  一二、 S 

句に もな つた か"  , 

加^ 川 まあ、 そんな こと を： M ひなんして 私 は 何だか 心， ゆ- 

う ざます。 

抱 一 はて 何の 心細い。 ^05政以來^に榮ぇた文人墨.：^も い 

ろく だが、 おれ は先づ S のい i 方 だ。 きけば 文 も 詩 

佛も 一 時 は あれ！ 盛んだった がー 一人と も 中 で、 しかも 

何れも 娘の 身 持が 修 らんで 苦努 して ゐろ ときいた。 己と 

1 番 仲の よかった 域 m は 早く 死ぬ。 まづ ついけば.. しな 

ぞは 上： „s! といって い、 の だ e 

加 Si 川 r せ. へ ！_ 化く) 成程、 ほんに さ-つ ざます ねえ。 さう 

い へ ば？ 5 も 幼 い 時分 か ら？ i 川 竹 へ 身 を til め て、 悲しい cr 

や 辛 い n を晃 ながら 育 つて、 色々 の 掏 客 C ぶ ゃ& おの 

中で 揉まれぬ き、 氣 ばかり は iR くな つ て、 あの人 もい や、 

此人も い や と氣 31 を！ ら せ た^  W の 果が 、 ふと 上人さん 

に^^はれて色でもなく、 愁 でも. なく、 見；. 52 も も： 括て 

て來て 大山の 町： iris では、 赵造其 いれろ 押入 一 つ、 
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て あるの は その 爲だ" 無くなっ た魏田赙齋が聖11の：^^.釋 

をして 半ばに 筆 を 止め、 f に 深く： 極 むれば 天機 S す 

1^れがぁると肉ら恐れてゃめたとぉれ へ の 話 だ つ た。 聖 

經 でさへ， での 通り、 ：rMP に 過ぎれば よくない もの だ J 物 

はぢ つと 見詰めたり、 思 ひつめ たりす る 物で ない。 たに 

輕く 見て おく もの だ。 

加賀川 成程、 ほんに さう ざます ねえ。 

(この 時 表の 方が や /,\ と 物騒し き？ t。) 

あれ 何 ざませ う。 

抱 一 (見.. -、) お、、 あり や 今日吉 原に 心中が あつたと か 

で、 そこへ いつ た 非人 共が 歸 つ てきた の だ 。 

(此中 K 折の 外，. 擔 いだり、 0m.  0.i..<$ 

つたり して 亦 人 通る r-) 

非人 甲 何しろ 今 曰 は lla くや つ た。 お 事 案内 をして ゐ る 

モ-っ あにい  つ  . 

宗！ 兄が 差 11 で ぶ 意に 橫窓を 脫 して 現場 を 押 へ、 一つ 殘 

らず 上げて 来た の だからな あ。 

非 入 乙 さう だ。 早く頭の所へ擔ぎこんで，成ぇ|^としてぇ 

もんだ。 それにしても 1$ 兄 はま だ 一 足殘 つて ゐ たが 何 を 

\  -ゐ るの だ。 お、 來 た/ \。 1«;^兄何、っした。 

S 血 染の 着物 抱 へ て 出る。」 

宗興 お 、手前 達 はま だ こ &か。 己 は {ぉ は 一 足 K くれて 八， 

曰の 心中 は ^ 身で 葬つ たと 聽 いたから 懸合 をつ けて - } の 


れんじ まど  さ SJ 

橒子 窓から 物 賫りを 呼ぶ 氣安 ぃ暮 し、 それから こ k の 田 

舍住 居に なって は、 段々 世帶の 水に は g みても、 鶴 や 雲 

雀 を 朝夕に きいて 一句 ありたい とい ふやうな 託に、 卞 

曰 を 暮す曰 もあって、 憂いと いった も、 辛い といった も 

過して れば みんな 昔し、 思 へ ば 私 も 蓮の い 方.. さます 

ねえ。 

抱 一 あは、、 まづ さう だ。 其 上に そんな 子 は 出来て 行末 

の 便り は ある。 唯 これから は 命 大事にながら へて 移って 

ゆく 世 を 眺める の だ。 「樂 みは 命の 外 はな かりけ り、 長ら 

へ てみ る 有 明の 月」 年 を老っ ての 樂 みは 祸 しくと もた V 

命 だ。 

加 K 川 (ふと 何 か 思 ふが 如く) だが まあ、 上人さん、 私 

は 時々 思ひィ す。 人 問と いふ もの もこれ がー 生なら 味ら 

ぬ もの、 仕 合せと いふ もの も、 大抵 こんな ことなら ばい 

つ そ 生れぬ 方が し。 さう おも ひィ すと ふ つ と 忌な 载持 

になり ィ して 氣が 滅入り 何とも 云 へ ぬ氣 がし ィす。 

一 ふむ。 其方 はそんな 氣が 時々 起る か。 

^fl あい。 

一 (と 思入リ たろ ごとく、 やがて 思 ひかへ したやう LL) 

いや そんな こと は考へ ぬ もの だ。 物 は 突きつ めて 思 ふ も 

ので はな. い。 己 は 水で さへ 深いの を 見る の は！ If ひだ。 あ 

の 茶の 水 も lli く 掘拔か せ て も、 上 底 をし て 小 砂利 を 入れ 
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通り、 范ぼを 上げて きたの だ。 

非人 5- 成 行： S いた ものだねえ。 

宗 典 お、、 こ X は IE, お. の 前 だな。 

非人 乙 さう だよ。 有名い 抱 一 さんの 家の 前 だよ。 

宗典 、「む、 久し： で、 上人 さまに 一寸 御 = に懸 つて 行き 

てえ な。 

非人 5- 成 5;^ お前 はせ は 知る 人た な。 


宗 i: さうよ- おやこの？ ig 類 も 一 つに ま i 持って いってく 

i- 

非人 屮 おい、 おや、 こり ゃ大 な 血が ついて ゐ る，；： 、ズ。 . 

0 さうよ。 不 思？.； f はねえ や、 人間の 血 だ。 

^Am. こり あ やられた。 ぢぁ^ 兄 一足 光へ IS のと ころへ， 

行つ て i£ つ てゐ るぜ。 

宗興 お、、 さう して くれ。 

(と 非 入 迷 着 域.^ t„K 取リ、 通リ 過ざる。 宗與忍 入 わつ 

て i?- 折 _户 へ か  > リ。) 

宗興 へえ 御免 ドせ えまし。 

抱 一 お、、 宗 興 か。 おれ はこ、 にゐて il いて ゐた. - 其處" 

から 這 人って こい。 

宗與 お 、、二れ は 上人 樣。 まあ 御 久し i*^ 、りで-、 /せえ ます。 ； 

まあ 御！^ く の を拜 しまして …… 。 

抱 ！ - 厂 し./  A 、こで は 話が 屈かない。 さあ これへ 這 入つ 


て 


て 上って くれ。 

宗與 へえ、 では 恐 入ります が、 御緣： -rK だけ、 itSig し 申し 

(とお づく道 入って きて 加賀 川ん-見て。) 

宗與 これ は 花魁、 いつも 御 達者で ト 目に 懸. も. 3 目 ごせ 

えません" 

わき 

加賀川 まあ、 宗匠さん。 私 はお ff- をき k ィ した 時、 ほん 

と にび つ くりし ィ した。 飛んだ - ^ と をし な ましたね え： 

宗與 へえ、 しかも こんな 生 恥 を 曙して ゐて 我ながら 申 上 

や, r,<# ありません。 

抱 一 あは  、 併し 今更 それ を い つ て も 仕方がな い 。 , れ 

あっち 

加賀 川、 其方 は 八十 丸が 祸 しからう から 方 へ 速れ て い 

つて 相手に なって やれ。 

加 IH; 川 あいく、 では 宗匠さん、 御 ゆっくり。 

宗與 へえ、 どうぞ 御 構 ひなく。 

加賀川 さ、 おいで。 

(と 八十 丸ん 、連れて 暖簾 口 へ 人ろ。) 

抱 一 これ、 宗與、 あれから 其方 はま あ 何う したの だ- 

宗與 へえ、 飛んだ 遣り 損ねえ を やら かしまして、 日本 橋 

へ 三日 晒され やした 時に や、 この 上の の 0 き やう は 無 

えとお もつ て 一 餍 や：： ァ ほんで 死んで しま ひやせう とお も 

ひやした が、 考 へて 見り や、 この 上に 恥の 接き やう もね. 
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えとお も へ ば：？ 取う 何ん な こと も 恥 かしくな く、 街 覧の通 

o^s^.u^ になり やした。 

抱 一 うむ、 大分 11 つたな。 さう して あの 经井は 何う して 

ゐる。 

宗興 へ え、 此 身分 に 下げられる 時 は 別 々の 手下へ 下げら 

れ ましたが 今ぢ やま あ 一 緒に 居り やす。 だが 此頃 は！， せ 曰 

喧嘩ば かりして をり やす。 

抱 一 ふむ、 可哀相に、 あいつ も 其、 方の 爲に それまでに 墮 

ちた もの、 何： K 勞は つ て やらぬ の だ。 、 

宗與 へえ、 でも 兑 のあった は 始めの 屮、 いぼ ぢり卷 で 

I がみ  つら  すべた 

獅 J ついて くる 面ァ みると 何で こんな^ 婦と 一 緒に 死に 

かけた かとお も ふと^が 立って 堪 りません。 

抱 一 ふむ、 それ もみん な 足らね ぇ暮 しのさせる 業、 …… 

どう だ、 昔の よしみに 一 肌 人れ て やらう か。 

宗與 へ え。 

抱 一 こ」 に 二三 十雨 金が あったら、 足 を 洗って 上方へ で 

も 行って、 一 っ龜の「汍でも^>火っ て 二人で 一;^ 氣に暮 して 行 

く 位の こと は 出来よう。 

宗與 へ え、 でも 、 J んな 裂の 人 つ た 身 ぢゃ 今更 それ も始 

まります めえ。 ， 

抱 一 何の、 随分 心中の 遣り 損 ひも 金で 12： 濟に すんで ゐる 

の も 斧 何も ある。 其方の は 少し 大仰に して しまったの は 


拙い が、 それでも 上方 へ でも 行 つ たら 話の 出来な いこと 

も あるまい。 

宗與 へえ、 そり あ 成程 さう で ごぜえ ますが、 何、 つも わえ。 

抱 一 ふむ、 何が 何-つも だ。 四 五 口 待てば 金 はこしら へて 

やる。 さ， つし ろよ。 

廣 へえ、 です が、 こり あ 餘っ程 考へ物 だ。 

(と腕-！-^-くむ。) 

抱 一 ふむ、 可笑しな 男 だな。 

C- 一  の 少し 前 f* リ：： ：： そろ /\とぉ れか、 ろ。 お 折 戸 の 

外へ 羽織 着^しの 手代 風の 男、 ^紗^^ん、持って尋ほも 

のん ，-す ろ 風 Li て 出て 來 たり。 だとい ふ 入に ヾぉ 

づく 入リ來 リ。) 

手代 へい、 一 寸伺 ひます るが、 抱 一 上人 樣の御 dtes はこ 

こで 御座ります か。 

抱 一 お、、 抱 一 の 住居 はこ \ たが、 お前 は何處 から 來ら 

れた。 

(a? て〕 これ は 上人 樣で いらっしゃいます るか。 では 

一 寸失禮 を 化り まする。 (と緣 側近くへ す、 み〕 私 は 中 村 

歌右衞 £ 手代に-、 /さります る。 過日 は吉 原に 於き まし て 

歌 右 衞門儀 計らず 御 目通り を いたしまして、 其：. ゆ は御染 

筆 を赐 はりまして 早速 御禮に 上ります る 害のと ころ、 何 

分に も 歸阪が 差 迫りました ので 存じながら 御無禮 をいた 
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します る" これ はほんの 胡挨： ^の 印までに ござります る • 

本來 御^ ま で は 8^ に 入れべ きで -- ざり まする を き の 

御 E 通りへ^ 出しまして 恐れい ります る。 御 m 立 もな く 

御 納め を K はれま すれば^ 難う 存じます る。 

(と：；： す。 抱 一み て 何 か 心 付いた やうな 眼て 

笑 ひ。) 

抱 1 これく 「し は 1^ 右衞 門の 爲に 染筆し， 覺 えない。 成 

程此 SS ある 場所で I 衞 門と M 席して 染 h はした がそれ 

は その 場の -1； 興で i したまで。 捨て V 歸 つたの を 後で 

1^ 門が 拾つ て歸 つたので あらう。 それに 目 錄 なぞと 

は 無^で ある ぞ) 持って 歸れ。 

手代 へえ、 これ はお 叱りで 恐 入ります が、 これ はほん 

の …… 。 

抱 一 えい、 なんでも よい。 持って 歸れ といったら 持って 

歸れ"  _ 

(とほ^！包んぽんと手代の前 へ 抛リ。) 

お、 さう だ。 その g 瞅ぉ衞 門に 祝儀 を収ら せる の を 忘 

れた。 …… これ 加 川。 

(加 I：； 川 「もい」 と： 返事して 奥より 火，^ 燈 した 行 燈，^ 

携 へて 出ろ。 ：- 

抱 一 (ひらリと2::玄1^©.^脫ぃ\、) これ、 これ を 持って 

f;g 州：： re へ 行って 例の 通り 五 借り 、 この 男に 持た して 歸 


せ" 

加^ 川 あい。 

(= ^昨 八十 丸 出て。) 

十 丸 お 母 さま、 私 も 御 一緒に まゐり ませう。 

賀川 いえ、 これ はお 前の 行く 所ではありません。 

一 い や 行きた い の なら 連れ て ゆけ。 

川 あれ まあ。 

一 何の 、 さう い ふ 、 J とも 知らな けれ や 己の 一 一代に はな 

れぬ、 連れて ゆけ。 

賀 川 まあべ と！； 水れ.；，！ が、 M..v^ かへ て) では、 お前 もお 

いで。 あなた 來 なんし。 

(八十 丸の 手.^ 引き 下 へ おりろ。) 

代 それで は 兎も角も 一 應立歸 りまして …… 

一 えい、 何でもよ いから、 あれへ 附 いて 行け" 

代 へえ。 

(と * 氣に 取られて 加赏川 の 後へ 附 いて 入る。) 

抱】 (宗與 に) これ、 飛んだ邪魔が入ったが、 何で^54ぐ 

^事が 出來 ぬの だ。 …… 一 體全體 其方 達 は 分り つた 話 

だに、 何も それまで 浮世の 底 を 叩い て 見る にも 及 はな か 

らうに、 何う した もの だ。 

宗與 へえ、 それが ひょいとした 拍子 もので、 詰らね え 意 

地つ 張りから 此な 事に なりました。 思へば 世の中と い ふ 
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抱 宗 
一 す 與 


もの は 一寸先 は^と はよ く 云った もの。 私 もこん な 身に 

落ちる と は 思 ひも かけませんでした。 

抱 一 ふむ、 そり あ 人に は 思 はぬ 事から 大事 を 引出して 联 

り 返しの 附， "ん ぬ 事 をして しま f もの だが、 そり あ 矢張覺 

悟が 足りぬ からの 二と ど。 今更 云っても 仕方がな いが、 

其方 も 茶人 ぢゃ あない か。 何の 爲に茶 を や つ たの だ。 

宗與 へえ、 私の 茶と いふ もの は 親譲り 表 商賫で 別に 好き 

と い ふ譯 でもな く、 陰氣な M ひの 茶の 香よりも 茶 1* 一 酒が 

身に： おみ て、 本 ：案 よりも 好な 河 東に 浮 身 を Si し て&だ と 

か 乙 だと か 云 はれた 果が此 態 • よく 云 ふ 奴. たが、 思へば 

あの 音色が 仇 さねえ。 

抱 一 あは k、 そこが 其方の まだ 到らぬ 所 だ、 三味線 ひい 

て なぜ 茶 をのまぬ。 

宗與 へ i え。 三 味 線 彈 い て 茶 を のむ と は ？ 

抱 一 さあ、 それが 已 の 流儀 だ 。 お れも 其方に 劣ら ぬ隨分 

な 三味 せん 好き。 あれ 見ろ、 三味 せん は 始終 手近に 置い 

て ある。 だが 又 茶 も 忘れない。 それで 今 曰まで 失敗ら 

ず、 やって来 たの だ。 何う だ、 三昧せ ん彈 いても 茶 はの 

める。 その 茶 を 一 服 馳走しょう か。 

宗 3； へえ、 この 身に なって を かしな もの だが、 久し振り 

の 御手 前、 拜 見いた しませう か。 

抱 一 いや、 手前 は 略して 丁度 一 f たぎって ゐる。 た V 茶 


だけ _ ^ん でもら ォふ。 

(手輕 に 傍の 茶お-, -J- 取って 茶巾て 拭ュ- さ ら /—、 と 山义 

だ が 茶の 水が 自慢 だ。 こ、 らの水 は 惡 い の で隨分 深く 掘 

り拔ぃ て 吹 上げさせ、 それに 上 底 をして 漉した 水 だ。 

へえ、 さや うで ございま すか。 この 井戸で ございま 

さう だ。 

ヽと茶 舆の 前へ 直す、 宗與吞 む。) 

結 19 ございます- 

ど、, だ、 もう 一 服- 

へ 、ズ、 何卒もう 1. 仕舞 ひ 下さ い まし。 

さすが は宗 興た。 分った な。 

じ や-つす _3 

へえ、 この 水 は 大した 上水と も 申し兼ねます。 こふ 

井戶 は 掘拔 では ノ 」 ぜ えせ  <  す め え。 

抱 一 さう だ。 いかにも 其井戶 は掘拔 ではない。 本家の 

人に 云 付け て 掘らせ た 井戸 だ。 、 J れ くの 藻 さに 掘り 、 

上 底 をし ろ と 云 付けた に 費 5^ を if 3 ん で Si く损 り、 上 底 を 

し て 誤 魔 「〕 し た 。 彼奴 等に は 水 は どれ で も i おめ さ へ す り 

やみん な Si: じだ。 己れ も それが 分らぬ とお もって ゐ るか 

ら * 無用の 贅澤 だとい ふの だ。 だが ヒが 呼び 附 けて 叱つ 

たなら、 それで は 莫大の 1： 費： e、 御隱 IS の； t へぜ 分に は 御 
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思し 止まり をと いふに 極まって ゐる。 云って 遂げず、 彼 

奴等の いやな 利 n 立て. を 聽！^ うより、 まだ 已を .® か つ て 

1 かして お く 心 を 汲 ん で砍ん でゐ る。 ：： ： これ は 味 ま 

ら ぬ述檢 だが、 宽政 £ 共 學の禁 以來、 却って 町爾 者、 町 霜 

?s ん 

ェの 勃興から 一 時の 風 雷に じて 天祿を て、 みな 

.iK 路を よくして ras ぬ。 その 屮で已 ひとり、 茶 を 好んでも 

好まず、 酒客の 問に 交 は つ て與は 共に しても 一 滴 も 

g- ほ は 通さず。 三十 年來， 古 原 を 家と して ゐても 腐の a 

情 を 愛し て 唯 そ の 時々 の 與を ふば かり。 牛 as 半 俗の 我 

儘ぐ らし、 はしい 浮世の ！: は雅に の がれ 風流の 寂し 

い 所 は 俗に 歸っ て 三十 年の 夢の 生涯、 これ はと 手 を 打つ 

isT ひに も あはぬ 代り、 無 に 今 B まで 過して きた」 これ 

が 己の 生涯で、 やがて 人間の 一 無事な 牛： 涯だ。 どう だ、 

ふ vip の 

宗與、 今日の 茶 何 は、 あの 三味線が 花、 この 意見が 幅 物 

だ。 これで 今 一 服 どう だ。 

S 成程 思 へ ば 面ね い 、 戴き ませう。 

抱 1 (^4.^ てながら〕 ふむ、 この 味が 分るなら、 さあ 

上方へ 行ったら どう だ。 もう 金の 工面 もして ある。 商に 

持つ てく る。 

(忏！ して〕 へ- -ぇ. - 

抱 一 (それに はず) 唯 上方へ 行ったなら、 この 茶の 昧 

を 忘れろ な。 たと ひ n! 尺 棚に 住んだ と て 1 を 路地と 心 


得、 朝夕に 掃除 打 水して、 龍の 前 を 釜 前と 心 暮 して 

- S  (茶？ 受けて) へえ、 だが、 どうも 其 返事 は 出来 

ません。 

抱 一 ふむ、 何故 出来ない。 

{: 小 興 へえ、 此身 になって 自ま： 落な 暮し をした ものが、 今 

更 素：^ 帳：. M た暮 しが 出来ます もの か。 

抱 一 だ か ら 分ら ぬ 男 だ 。 そ の 窮屈 を 和らげる の が 茶 だ と 

いふの だ。 

宗興 えへ \  . - へ C 御 話し は 分って ゐ ますが、 今更 さう 

し て 退屈な 娑^^^ をしょう と は おも ひません。 

抱 一 何 だと。 

S へえ、 かう. S. しちや ぁ濟 みません が、 私 は 元来 物 を 

中途半端で 濟し てお くことの 出來 ねえ 性分で、 私 も ふ と 

した 迷 ひと 云條、 あんな 窜を やら かした も；.^  ^  I」」 ひた 

意地 張りからで •：：• 今更い つても 仕樣 も あ f  ...  /. か、 

私 だ つ て 始めから 死ぬ 氣 があった 譯ぢ やありません) 丁 

度 あの 曰 は紋曰 前で、 忙が しい 中の 續 けに 染の 井と 色 

色 末を考 へた 上、 別れ話 を； 極め、 偽も眞 もみな 緣， つく、 

別れて 長者になる が 分別 だと 一 一人で 別れの 酒宴して、 さ 

う とき まれば 暮れ ぬ 中、 止めるな、 止めぬ と 分り も 早く 、 

丁度 降り出した 秋雨に #パ难 を惜り て 出る 途端、 段 子の 


在 一》 岸 i:: も 


中段 「；： ら見逡 る染の 井と、 たヾ につ こりと： つ た 切り 、 

が-つせ い.：； ふ 1 

恐らく 凉 しい 別れ 際、 まあ こ、 まで は 豪.. i, 力 粋で ごぜえ ま 

したが、 それから 日本 堤 へ か、 つ てく ると 俄に 降りが 强 

くな つて、 木の^に あたる 兩の音 に 行 手の 方 は 薄暗く、 

後 をみ る と 士；； 原 は 今 火が 人 つ た 許り の 景 窺に 、 > J れ から 

歸っ てまたぁの^8で雇ひの婆ぁを^手にして面白くも 

なく 暮 て かとお も ふと、 ふ と 氣が變 つて こ れか ら長 い 世 

の 中 を 3 心 ふ 女 と 添 ふ 事 も 3 來 ず？』 に たらね え 4i を 经る位 

ゐ なら 一 曆 のこと に 1 思 ひ、 それ ほ X ま； の殘る この 世 

でもね え、 何の 卑怯に 命 を 悟んで ど、 つす る もの だと、 JJt-w 

にむ らく 引返す と 、 女 も；； を 起し て ゐて 騒ぎの © 中、 

それから 跡 はもう 無 一 (. -苦茶 、 まん ま と： よくやり 損じ 

てこん な 身に なり や し たが 、 まだ そ の 根性が 拔け やせん。 

かう し て 恥 をす て X しま や あ、 世間の 恥 も 恥ぢゃ あなく、 

義理 人情 もす て、 しま や あ、 悲しい こと も 何にもな く、 

己が！^ 手 の 仕たい；： ー昧、 元より 好ん でな つ た譯. ち や あり 

ません が、 後悔す る氣も ごぜえ ません。 何う せ经る 世の 

中なら これ も れて り やせう。 もし 上人 Jil^、 11 じお 

情け を 下せ えますなら、 あすこ にある 御祕藏 の； 二 味 せん、 

しばらく 御 借し なすって 下せえ まし。 久し振り でい 土 一一 

昧 で 一 段 彈 いてみ たう ごぜえ ます。 

抱  一 ( V つと なリ) ふむ、 其方 も そんな - J と を 思 つて ゐ 


るの-か、 己 も 今 曰まで 心に 懸っ てゐ たこと があった が， 

それが 一 先づ 片付く と 定めし 氣も樂 に、 心も變 ると 思 ひ 

の 外、 不思議に 寂しい 氣持 がする。 先刻 其方が 云 ふこと 

に 似た こと を加賀 川に 云 はれた 時 も、 ふ つ と胸騷 ぎがし 

た。 思へば 無事に 经 つた 五十 年、 振 つてみ ると 何の 

かんたん 

もない。 た e 邯鄲の夢の 覺 めた 心地 だ。 (とっか/、 と. 一 儿 

ってゅ告三咏ぜん^?,^開けて三味せん，^出し、 一 寸 調子 

, ^直して) これお 與、 この 一一； 味 せんの 銘は孟 束 野、 平 か 

なら ざれば 鳴る とい ふ 心 だ 。 丁度 時 に联っ て の 名 だ 、 何 

でも 一段 彈 いて 聽 かせろ。 

宗興 (抱 一の渡す 三 ざん 1^ とって) 思へば こ んな晚 だ 

つた。 玉 菊花 魁が 力， 期の 思 ひが. つて ゐ ると いふ 「反 魂 

香」 を 好 も 心から 無理に 家元に 移して 貰つ て 引き 5! ける 

なか！ る  ひさ 

と 牛 頃から ぞ つ と くな つ て 彈 止めた こと あ つ た ) 

抱 一 ふむ、 その 反 魂 香 は.； せ 保の 北：：；、 玉 菊三囘 忌の 追善の 

作で、 家元で は 封 じ 物、 面， H い i: いてき かせろ。 

(この 時奧 i リ、 .wl;:^ 川、 八十 丸 vj- 述れて 出ろ。) 

加お 川 あれ、 上人さん、 およし なんし。 

抱 一 お k 、加 川 か C 何時 歸 つた。 

加& 3! 川 あい、 もう 先刻から 歸 つて ゐィ した。 だが 今き け 

ば、 あの 「反 魂 香」 を IS くたん ど 飛んでも ない。 あれ を 

彈 くと 玉 菊さん の 幽靈が 出る か、 不思議の 變が ある と 云 


'夜 一力せ if: 


加 歯 加 黛 抱 


ひ へ て -M では 話しに する の も 怖が ろ も の 、 味ら ぬ 事 は 一 

する ものではありません。  一 

抱 1 あは  は。 封 じ 物の 河 東が きけ た 上に、 .^の傾 一 

城 の 幽 『が 見られたら 面白 い 。 不思議な 變が ある といつ 一 

て^りに 無事な 牛： 涯に それ もまた よから う。 其方 も！ 一三 

日に 尼になる 身、 己 も ： 展隙 になろ 名殘、 赛 いも 惡 いも 

今夜 限り だ。 而 白い， ii け/ \。 

おつ 

S 成 ST 私 も 浮^の 底へ fJS ち、 これより 落 こちの ねえ 

身 ST 陶 が 出よう が 不思議が あらう が 驚く こと はねえ。 

やり ませう。 

加 川 あれさ、 止しな ましとい ふに。 子供が おびえい ィ 

すに よ。 もし。 あれ まあ。 

(と れろ。 、、の 中宗 1( 撥，^ 入れて 前^.,. 小 ひく。) 

八十 丸 あれ、 お 母 さま、 怖い。 

加 I；；！ 川 (抱へ、、 み〕 これ、 默 つて く。 瞎を 上け る と 却 

つて 怖い。 

00  (m- ふ) あら 惜し や、 あたら 夢 や、 ありし 名 殘のぁ 

s、  i 夜の 夢と 眺めば や、 昔の 朝の 化 S に髮 にたいたり 

据に とめ. そよ とふく さの§ も、 今 境 香の 立つ 煙り、： 

K 魂 香と M ゆる や。 

(、 、 の S-,LL つれ、 いくらか 風 立ち 心に て 山吹 モ i ぶ、、 

枝 折 はたり.. f\ と 翻る。 やがて ホイ、 .15 ィ、 ホイ、 


やの 懸. 錄、 ー挺の四っ^^5^籠、 1^- れん V 下した ま 

ま 5 すみ 

ま、 枝 折 バの前 へ is ぃノ ぶ，、 てと まろ。 垂れ 1$- あげて 黛、 

こ 一. りへ  13 ゆ てん ふう 

い 遊女、 扮裝は 文金髙 ..Js の 御 守 殿 風、 金扇 1,4^ 持って 

つい 出ろ。 駕籠 やに 無言て 指 闘して 彼方へ ゃリ 此方.. 屮 

見て する/、 寄って くろ。 1 同 ぞっとした. 思 入、 も 小 興 

三味 ぜん 彈 止む。〕 

上人 樣、 御 久しう ござり まする。 

一 0 ての 類.， y ちっと 見て) お、 其方 は 驚で はない か。 

あい、 その で ご， さります。 

p; 川 (見て〕 まあ、 ほんに お前 は 黛、 まあ/, \ 何した え。 

お いらん、 まあ 御 懐し、 つ..、 J ざり ます る。 

絜川 まあ/^ こっちへ お上り /\..。 

はい、 では 御免 下さり ませ。 

(と 二 富へ 上リ、 -,^ き 所へ 住 ふ。) 

加赏川 まあ、 お前、 去年から 不意と 行方 をく.，： ませて 大 

文 字屋 の 方 を 聞 合 せ て もほんと に 知ら ない 風 -- 大 心 ^ 

した こっち やない。 見れば まあ 御守^の 扮裝 で. とうお し 

だえ。 

B まあ 色々 御 話 も ご. さります る。 私 も大文 〔十 や を 暇 を 取 

り、 去る 御 邸へ 上りまして 一年 振に こんな. 姿で 歸っ てま 

ゐ りました。 まあ 花魁に も 上入樣 にも 山 ほど^ 世話にな 

りながら、 御禮を 申す 暇 もな く、 その 儘 行方 をく らまし 
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て 御免な され て 下さり ま せ 。 

, お 一 うむ、 不意と 大文字 やに 居 なくなつ たので 何う した 

こと」 案じて 居た に、 今 また 不意と 「反 魂 香」 を 彈 いて 

ゐ ると 出て きたので 幽靈か と 吃驚した。 

M お ほ、、、 ほ、 それ も不思 Li は ございませぬ。 これ か 

ら私は 幽靈 のと こへ 嫁入し ます。 

抱 1 ぇク、 何 だと。 

加赏川 ぇ气 氣 味の 惡ぃ ：•：• 

M 花魁 は 知っての 通り、 私の 御 客 で 本 町の 信さん と 北 

條 さんと は 雨 方と も 長い， f 馴染み、 それで 私 は北條 さん 

と 行末 を 約. おした とい ふ譯 では ございま せんが、 呼联 り 

なさる 心なら 行かう と 思つ てゐ る听、 lt!H さん は 私の やう 

たもの を 思 ひ 詰めて 到頭 氣 病に 死んだ との こと。 それ を 

私が 氣の なと おもうた とて 北條 さんが 法 格氣か ら腹 

を 立 てた ので、 思つ た 程 の 人 でもな い と 愛想が つ き て ゐ 

る 所 へ 、 本 町の 親御さん が 分 つ た 御 方で f?4 を 身 請し て 北 

條- んへ 嫁入らせようと 有難い 御 志に、 私 は 泣かされて 

大文字 匿の 方 を 暇 を K り、 一 年の 間、 行儀作法 見 SH! の爲 - 

お 邸 へ 奉公して 今日 御 暇 をいた どい て、 これから 若 H!; 那 

の 御 位牌へ 嫁入して あの 房 御 夫： S へ盡す 積り、 それで 一 

年 振りに お 知合 へ 、御 暇 乞 ひ やら、 御禮 やら、 こんなに 晚 

くな つて 此方へ 上った 譯、 これまでの 御 鱧、 た e 一言に 


は 申され ませぬ が、 有難う 存じました。 別けて. SI に は 

子饲の 時から お 世話になつ て これから もちよく 上 つ 

て 御機嫌 を 伺 ひたいが、 さう いふ 譯で 嫁ぐ 私、 家 を 明け 

る こと もな. ります ま い 。 今 か ら御 詫び 申して おきます： . 

• . - 上人； はに も 、 おいらん にも >  J れが當 座 の お別れ で..， J ざ 

い ます。 

(と 泣く。) 

加 gn! 川 まあ. お前、 不意にき て そんな 悲しい 話、 なんと 

もい へ ：：；^？な い 、併し それが お 前 の 身の 納まり となり や、 

仕 八" せ で..、 J, さりん す C 

抱 一 ふむ、成程な、手前は|^にゐた時分から  一 条ぁ る- 1™? 

白い 女 だとお もつ てゐ. たが、 さう いふ 羽 H になった のか。 

宗與 ほんと にこり や あお 目出度え やうな、 お m: 出. おくね 

え やうな …… もし、 上人 fi、 この 黛さん は 廊にゐ た 分 

あなた は 一 寸氣が あつ て 私 等に も 冗 の やうに 彼奴に や 

あ、 1 寸氣 がわる いといつ てゐ なす つ たが、 かうな つ て 

み る と 妙な 氣か し や せう わ え。 

抱 一 馬鹿 をい へ。 昔の こと はい はぬ もの だ。 

黛 (振 向いて) お や、 丸 つ きり 、 姿が n つ -, J お し まひな 

のでお 見 外れ 申し ましたが、 お.. g は宗 K の宗與 さん * 北" 

$a  、 、 、 、 

の 高尙な と はまた 違つ てす つきり としたい なせな；^ に 

なりな さんした ねえ。 
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宗與 へ、、、 へ、 さん、 お前 も 人が 惡ぃ、 こんな 身に 

たった もの を 冷 かしち や あいけ やせんせ。 夬 よりあ、 花 

魁、 , J り あち つ と氣が 揉め ますせ。 

加^^ 川 ふ > -、 JI^ はもう この 子 さへ ありあ、 上人さん が ど 

うなら ひんせん。 おやま あ、 この 子 は 恐い といつ 

た ST 何 £ か. M 人り ィ したよ。 まあ 罪のない。 

(と 袖 無ん 脫 いて 掛けて やろ。) 

もし、 おいらん、 その子 はえ。 

これ は 私の 子 さ。 よく 見て おくん なまし、 可愛い 

子で ござりん： ！；、- う。 

贷 では、 ぉぃらんは御^i2i子をなさぃましたの。 それ はま 

あ、 さぞお fj!-: びで こざんせ う。 

加？：^川 おも へ ばお 前 も 私 も 思 はない 身の に な つた も 

の、 元より 女郎に S られる 身 は， 述 がよくて 成る もの は 一 

入 もない が、 去りと て 行末に 31 み を isr ずに ゐろ者 も 一 

人 もない。 そ ，，： 中で も緣の 深かった お前と 私が、 一 人 は 

一人 は-", 後家、 別 々に！： じ 寂しい 暮し をす る もよ く 

よく ざます ねえ。 

5^: あれ、 花魁、 私 はこれ から 幸 先 長く 先方へ 行って i 

十 ろ. irlr そんな 心細 いこと はい はずに、 幸 先 祝 つ て 笑 

つ て F さり まし。 

.glu 川 ほんに さ-つ ざます ねえ。 
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たか。 

=^ー (我に 返って 苦笑 ひして) う ふ， 何う かした かもし 

(この 中 加 I：； 川默 つて、 八十 丸，^ 竊と 下へ 臥 かし、 持 

佛の 問へ ゆき、 幕 明き い V 、あった 花 剪刀て ぷっリ 

と髮の f-, ^切る。」 

抱 一 や あ、 そち は。 

加货川 は 熟々 世の中が 恐し くな りィ した。 明後日まで 

に ふつ と變 つ た氣が 出まい もの でな し、 そ の 場で また ど 

んな 未練が 出よう もしれ ぬ。 もうかう して 仕舞 へ ば大丈 

夫と 今一 思 ひに 切り ィ した。 

(と 髮ん- 持佛へ 納め。〕 

もう これから は 此の 子 を 便り 、 もう 何事 も此 子に 忘れ て 

暮しィ せう。 

(この 中宗舆 親 笑 ひして また 三昧 線.^ 彈き はじめる。) 

抱 1 これ、 もう 止めろ、 三味 せん は …； 全く 封 じ 物の 三 

味 せんな ぞ彈 くも ので はない。 ふつ と 不思議な 氣 にな つ 

た。 人の 止せと いふ もの は 矢張りよ してお くもの だ。 も 

う 八十 丸 は 寢てゐ るか。 お、 暗い 行燈 だ。 百匁 を 二 本ば 

かり 點 けて 三人で 飯に しょう。 

(この 途端 最前の 手代、 ひ-一 \ と來リ 窥ひ、 金 

包， 抛リ こみ、 一散に！ T けて 入ろ。 こ S 金 包、 宗 興に 


當 る。〕 

宗與 えい、 何 をし や あがる。 (と 立上りみ て) や、 これ や 

金 だ。 どうして こんな。 

抱 1 うむ、 分 つ てゐ るく。 歌 右 〔倚 門が 捨て V いつ た 金 

だ 。 つと いて やれく。 だが 幾何 ある。 

宗與 ( 一 寸 員数.^ あ K つて) へ え、 一 一十 兩 ごぜえ ます。 

抱 一 ，つ ふ >  、 。上方贅六 彈み をった な。 併し さすが 歌右衞 

門 だ 。資本 を 下し て や つ たらよ く： て.^ いつ た。 彼 2$ 下 つ 

さ C つ 

てきて 大當 して 江戸の 金 を 躍て 持って行く 中から、 手前 

に 世帶を もたせ て やらう と 一 一十 兩呼 戻し て やった の だ。 

わつ ち 

宗與 へえ、 でも 私 はそんな 氣は …… 

抱 一 え、、 其方 も惡黨 がっても 正直 だな、 佻帶を もつ 顔 

をして 联 つてお け。 

與 へえ。 . 

一 これ、 宗興、 宗興。 

與 へ え。 

一 も 、「、黛の 駕籠 は餘っ 程遠く へいった か。 

興 (枝 折戶 へ 行って) へ え、 もう 影 もみえ や せん。 

(と 寂しく 笑 ふ。 加 川、 これらに 構 はず、 I： 山り し 

ま-つ 

て あろ 塞 一 蹀，^ 脫し にか、 る。 〕 

—— ^ 1 


師 SI ぉ掼 (一 S 


錦の 小路 足 利 直 義の館 

Ity  而ゃ 上手へ i つて 小甞 ともみ ゆろ 逮物。 

下手へ 廊下が っヾ いて-ての 止まりに 逍 ll- が あろ。 つ V 

いて 下手に は^^ 門。 は 前栽の 植木 ろしく。 

小お はに は 足 利 直？？？ が 出" m してね る。 うしろ LL 堂 一 人 

太刀， い 持って-おへて わる。 緣 LL 平伏して ねろ の は、 K 

a の 呢近 S  E 次 左 衞 門て あ る 。 

00  (ひどく 激 おして わる) ではなに か。 師の 奴め。 

兄 上の 仰せ を Ktt て、 この-邸へ 家 さがしに くると い ふ の 

か。 

額 出 左2^.でござぃます。 

-is さう して おれ の^に 應ハ介 判せ が まつ て あろと い ふ 

のか。 

Mm 左 でございます。 

K m そんな^り さう もな いこと を 一 K ひ 觸ら し た 奴 は 何奴 

一 0 


額 ra い ゃ隨 分. り さう もな いこと でも，. - /さ い ませ ん。 

何 だと。 

およ モ 

額 E 御前。 一 餘瘦谷 判 {B の 身の上 は 誰に きかせても 氣の 

蕴な 人で ございます。 執事 師ー. は slt^ に まかせて、 その 妻 

を 藩 はう と いたし、 事が 遂げ. り れんと て 、 S 谷 判官 を 謀 

叛 人と 讒言し、 これ を 追つ めて 路傍で 腹 を 切らせた。 こ 

んな 無慙な ことが、 當時 政道に 私ない とい ふ 足 利 の 天下 

にあって よい もの にご-さい ませう か。 

直義 うむ、 それ は自と 別な こと だ。 その 腹切った 判官 を 

已 がどうして まつ ておける。 それが どうして ありさう 

な ことなの だ。 それ を聽 いて ゐ るの だ。 . 

額 E さ、 そこで ございます。 誰し も氣の 毒な こと だとお 

も ひます。 ，E 然^ 切った はいつ はり、 誰か、 慈悲の ある 

都 在住 の 大名が 廣 まって、 腹切った の は 僞：， 自 A 誰い ふと 

なく 申します る。 これが 人情で ございます。 さう して 自 

然と E まって ある だら うと 人の 指さす は御當 家、 當將軍 

家の 御 連枝で、 評判の よい 御 當：， ^でございます。 ま體ぃ 

へば、 さう した 方が 本 常で.. こざいました。  一 

直義 馬鹿め、 今更 腹 を 切った 者が どうなる。 何 時 も 下ら 

ん ことば かりい ふ 奴た。 

額 E いや りながら、 何時も 下らん ことば かり 申して を 

りながら、 -g みしめ て 見ます と、 みな 味の ある ことば か 
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りで ご， さいます。 

0m.  口，. ハ滅 らんお だ。 戰場 では 非力で、 いつも 已の 陰に 

ば か りゐろ に 口の 達者な 奴 だ . 

•Is いか にも 非力で、 何時も 戟場 の 御 役に は 立ち ませ ん"」 

併し 口舌の © ひに は 御 S の 强者も 誰 一 人、 私の 向 ふへ ま 

はる 者 は ござ いません。 自 1^ 口舌の 爭 ひも さま. <\ なが 

ら 私の いたし まする は、 戰 ふとい へど も 刃に 血 を ぬらず、 

その〔-^^ひゃ一;«子たりとゃ申して …… 

S えい、 もう 止めろ。 汝と はなして ゐ ると 肝心ん こと 

を 忘れる。 曰；？^前ょり中した師直が こ の 邸 を家搜 しに くる 

と はまこと か。 

額 ra そ の £2 に 間遠 ひ は ノ  J ざ いませぬ。 一 g 化 御前 は どう 遊 

ばし ます。 

直義 どうす ると 申して、 をらぬ もの は をらぬ ばかり だ。 

額 田. では あの 愤 い 肺 直め に家搜 しせられて 無念 をお 堪 へ 

遊ばします か。 

直義 む. -。 

(と 歯, くひし ばろ。) 

額 m 私なら 師 K め を 打つ て 打つ て打据 ゑて 追 ひ 出します 

る 0 

直義 白磁め、 御敎 書の 御 使 ひ を そんな こと をしたら、 

を. どうす る 0 


額 ra それに はちゃ んと 工夫が V /さ い ます。 

S 白竊め 。では その 工夫から 先い へ。 

額 m いえ、 かやう に 申さん とわたく しの 細かい 工夫が あ 

ら はれません。 

S もうよ い 分った。 まづ そ の ェ 夫 を い へ C 

額 E!  あまりました。 その 前 かどに-へ 二 つ 申 上げて おかわ 

ばな りません。 

直義 なんだ。 

額 田 御前 はな ほ 私 を まだ 御 自分 -? 御 家來だ と 思し；^;: し て 

おいでになります か。 

直義 汝は 今日は どうかして ゐる： Q お前から 突拍子もない 

事. はかり 申し をる。 心 はたし か- 1。 

額 m  〈い、 御前、 わたくしが なほ 御前の 家来で あ つ たら、 

い かに 小 載し くても、 こんな 將 H 家 の 御前に おける 密_^ 

をお 知らせ. S. しに ま ゐろ譯 に はなり ません。 

直義 では どう したと いふの だ C 

額 田 御前、 唯今で はわた くしに、 師直 公の 御 推薦で 將軍 

家の 御昵近 C になり ました。 

直義 何 だ。 …… 今一度 申せ。 

(と 直 翁 はさす がに 額の 色, i かにる。 童の 持って ねた 

太刀， 一 執って、 柄へ 手が か V ろ。) 

額 E  (5 心して) 今一度. E せば 御手.； IS でございます か。 
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l«r) 


で は. W. し 上げられ ま せ ん 。 

直^  (心 付いて 太刀 Sig, か はなし〕 やい。 おのれ は 己の 

知行 をう け た で 、 假 にも.！ _ れつ れの 膝の あたり を 道 ひ 

ま はって その 口入れで、 將 5e3 家へ まゐ つたと は、 見下げ 

お て た 奴め。 道理で この 四 五 日 見えなん だ 。 

Mm 御前、 わたくし も 仰せの 通り、 變而 の 知行 をいた や 

い た^で *、  .？ い ます。 肺い 阬 公の もと へ は 御 の 塵 を拂ひ 

に まゐ つ たも：： t 細が い /さ い ます。 

S その 譯を いへ。 其の 譯を。 

•Im はい、 唯今 申 上げます。 まづ； lia 公へ 联 入った の は、 

布 長う ございま すの で贿 します。 曰 の わたくし 辯 舌 を 

御 r^, 知で ございま すれば、 わたくし がいかに 巧みに 収入 

つた か 御 心が まゐる こと、 存じ ます。 

I 昶 味の わるい 奴 だな。 

:SSE 御前、 わたくし は 非力で、 戰場 でお 役に立ちません。 

だが また；： お^に 於い て 出世の 道 位 は 心 て をり ます。 一 

寸 いたしても：；.^, 早 ¥5 御呢 近と なりました。 御前が 二言 

に 仰せ あそばす 滿. お，：！ 擬 でも. - ざ いません。 だが 御前 

のこと を 忘れず、 叱られながら、 か、 つ 御雍公 中して ゐる 

の はやつ ばり 白癜 かもしれ ません。 

え、 ま はりく どい 奴 だ。 も、 つ 解った。 では 汝が、 0 

^^をぉびき出し て 、 何 か 彼を収 挫く 工夫が ある とい ふの 


>  0 

力 

額 田 こ.^ まで 申 上げたら、 あと は 一 氣に申 上げます。 御 

前 わたくし は 當年ー 一十 八 歳に K 成ります。 御 承知の 13 り 

の 非力で、 戰 場で 何の 手柄 も ございません。 永らく 御寵 

愛 はう け て をり ますが- 夜長の 徒然のお 伽話のお 相手が 

勢 一 お でございます ミ その外に 當世 において は 役に立つ 

とい ふこと も ございません。 しかし、 わたくし も 生きて 

をり まする 上から は . 何 か 又 分 相 應な事 もいた してみ た 

いと、 かねて 思って をり ました。 そこで わたくし は、 あ 

かみ 

の ュは御 連枝の 御前 を はじめ、 諸 大名、 下 は 都 大路に 印 

地 打つ 童まで も 一 人 も 憎まぬ 者な く、 しかも 忌み！ らる 

る あの 師直 を、 面の あたりに 罵って、 大路の 上に その 面 

部 を打据 ゑし かも 禮 をい はれる こと を 思 ひ 立ちました。 

かう 思 ふ と 矢 も榍も たまりません。 わたくしの はかない 

一 生の 恐らく 一  代の 晴案。 是非 やって みたくて たまり ま 

せん。 あらかじめ、 御 相談 を 申 上げれば、 御 叱り をう け 

てお 止め 遊ばさる. 1 は 知れて をり ますので、 唯今まで 極 

め て 內密に 事 を！ ig; びました。 S 谷が 御當 家に かくれて ゐ 

ると、 肺^？；！に吿げロぃたしたもゎたくしなら、 その 1^ 持 

ちで、 將軍 家へ 召され、 その 證言 をいた し、 改めて 御呢 

近 C として、 御敎書 を かき ましたの も 私で ございます。 

直義 (= ^れ て) ま、 何とい ふ ST だ、 汝は。 その 納まり は 
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どうつ ける。 

額 £ ま、 おき k 下さい まし。 やがて： g いれ は、 唯今に も 御： 

敎書を 棒げ て 11. りこみ まする。 山 名^: 翠> 時 氏 どの、 か 一 

の 手に あつ て！ t げたる 簡谷の 首が 偽： と あつ て は、 面歸ー 

と 自ら 願つ て 手勢 引 つれ、 肺 直 を iis して ま ゐられ ます； 

る。 御前 は 御 神妙に あそばし、 ま づ御敎 窗を联 上げさて 一 

詰 合の t ざ 召させて 散々 に打据 ゑ、 追 ひ 出して、 おしま; 

ひなされ ませ。 

直義 ふむ、 その 叩き出す の は、 何の 角に よるの だ。 

額 E それ は 御 家の K 賓。 御 へお 祖鎮西 八 郎爲朝 公の 大 島の 

御眞 影、 あれ を これへ おかけ 遊ばせ。 もとより 傲慢 無禮 一 

の 肺^、 御上お を 嵩に、 よのつねの 尊 嫁に 事 か はった る 一 

大 島の 御影つ いうつ かりと ヒ路 いたす に 相違 ございませ 一 

ん。 . 

a 義 成程 妙案 だ。 尊像への 無禮を かどに 打据 ゑる。 こり， 

や 近頃の 一 快事 だ。  - 

(i 乘.： T. 出す。)  -  . 

額 ほ た ^しこ れは師 直に 云譯の 暇を與 へ ず、 か つ と 遊ば 

され. はなり ませぬ。 詰 合の 索に も 唯今より 手笞を あはせ i 

てお かねば なり ませぬ。  . 

S こり やさ うぢ や。 一 よべ。  - 

額 E はつ。  j 


(と 立 つ て 下手 の 下 い へ ゆき。)  ： 

Qi 八" ひの 衆。)  ； 

(と 呼ぶ。 諸 士 数人、 はっと；. むへ て 出る。」  一 

諸士 御兩 でございます か。  一 

直義 こり や 唯今 これへ.！ まが まゐ る。 わが 聲をか へ ると 一 

同時に 立 出で て打据 ゑい。  i 

諸士 はつ。  一 

額 E あいや 方々、 お 打 据ゑ なさる とも 必す 面部 をお 打ち! 

下さるな。 身體 ばかり をお 打ち 下され。 (と 直 翁 に) 左樣ー 

御 指 圆賊ひ 上げます る。 

S 次郎 左が，：^ す； 逸りに いたせ。  一 

諸士 まつ。 

(と  一^して 入ろ と。) 

直義 さて 次郎 左、 この 納りを 其方の 智 慰で ど、 ついた すの 

だ。 

額 田 その 践は しばらく 御覧 を 願 ひます る。 わたくし  一 一 

に を さまり をつ け、 この度の 趣旨 を 明かに いたし 御迷惑 ： 

は 及ぼし ませぬ。 つまり 御前 は、 は を打据 ゑた V けお 一 

得で.. こざいます。 それから わたくし は 今日 限りお 暇た ま ； 

はり、 出家遁世 仕ります る。  - 

$ な、 なんとい ふ。 

額 E かう いたさねば、 この度の 儀 は 成り かねます る。 そ； 
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れ か、，： を も 揮りながら 少々： 您 n い たします。 

§ な、 なんとい ふ。 

額^ かう いたさぬ と、 翻 S. が il 腹になります。 曰 御前 

は 一一 iwrnl に は、 わたくし を in 擬、 ，：： 凝と 仰せに なり まし 

た。 それ を 少し 惡く します る。 

B 汝は それが 日顷 不平であった のか。 

いえ 少しも 不平で は ございません。 御前 は 御 寵愛 を 

下さ いまし て 外に ¥ 、 J とが ノ /さ いません。 それで あれ 

を 中し ます。 ， 

，か^ ふ k ん。 

(と！！！ な^ 产 M- 'る J 

額 E もう s;;! なう g 直が まゐ ります。 御前 も 御 M 思 あそば 

せ。 わたくし はこれ にて @ 像 を 懸け ませう。 

^0 お \  、では おれ は 奥へ いつ て _^駿 から 1^ 像 を 収り出 

さする。 

(と 直 は 太刀 持 の 帘； ん， - つれて 人ろ。 額 田 は 立って 床 

い 間 , ーー-幅對の{^、巾の幅，^外して^^^さかける。) 

( ^煎 門 の 外 か ら. R W 子延 it そっと 入り かけ、 さすが 

に つて こなた. i-^ き。) 

もし、 もし、 (や. -大 きく：！ もうし。 

(と 呼ぶ。) 

(額 m 心 付いて 报か ヘリ。) 


0  S や ぁ汝は 延 a で はない か。 何で こんな 所へ きた の だ 。 

(延裔 立よ つて。) 

延壽 でもお 前 はこの 五六 日顏 をみ せない ばかり か、 先刻 

このお 館へ たづね てき て も 何時 ま で 經 つ て も、 御前 を 下 

つてお いで &な いので、 お前の 朋， SIS! 祭の 情け で そ つと こ 

こまで 來て 見た。 お前 はま あ …： 

額 田 これ、 おれ は 今 それ 所ではない。 ちと 大切な 御用が 

ある。 彼方へ 行って をれ。  ， 

S ま、 お前 は此頃 どうぞな された のかえ。 さう 二言目 

に は 怖い顔 ：•：• こり や 私に 愛想が つきた のぢ やな。 

額 田 これ/ \ こ 、で そんな 泣聲を 出されて は W る。 今す 

ぐ已も あちへ ゆく。 さ、 ゆけ/ \。 

00 でもお 前の 心の わからぬ 中 はこ 、を 動かぬ。 

額 田 はて、 何時まで ゐた とて 人心、 表面に 解ら う SIT. はな 

いわい。 

延窃 いえく 分って ある。 さう いふお 前の 心 はよう 分つ 

た。 た V 分らぬ はお ュ i がどうして さう い ふ 心に ならし や 

ん した。 わしに 何處か 足らぬ ところが あるか。 また 惡ぃ 

ことで も あるか。 さ、 いうて ド さんせ。 

額 5： いや、 お 主に 足らぬ 所 もない。 惡 いところ もない。 

延セ では、 どうして さ- 「强な うな さるの ぢゃ。 

額 出 はて 今 はちと 心 わるい。 何事 も あとに して くれ。 
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え、 お前 は當 1 に 云 ひぬ けて •：•： さて はいよ く 私 

に 愛想が .1 き た の ぢ やな 。 

(- 何やら 怨じ かける と， 疏リ ついて ？ す が に .^ ：乂 < ず 

に く。〕 

(こ S 時 丄、 から 苦 侍が 軸物 の 営， か 持 つ て 出て くろ。) 

若侍 額 田 どの、 御 軸 を持參 いたしました。 

額 田 はつ、 これ は。 

(と 延壽， ャ押 1 け、 ける。) 

0マ侍は素知ら5^:;^リて人ろ。) 

額 田 それみ ろ。 あんなと ころ を 見られて どうなる。 それ、 

この 通り、 御用が あろ。 さ、 あちへ 行って くれ。 それに 

今 こ k へ 高武. i 守 どのが 見えられ るの だ。 さ、 早くい つ 

て くれ。 

00 あい。 では きっとす ぐき て 下さる かえ。 

額 m お. -、 .7 ぢゃ。 

00 でもお 前の 心が …： 

額 E はて それ もやが て わかる わ。 

S え. - どうわ かるの ぢゃ。 

額 出 さつば りと わかる わい。 さう したら おさ も 恐らく さ 

つばり としょう わい。 

0.0 え、 そり や、 ほんかえ。 

0 さ うぢ や。 


0 、 の 時 表に て、 「御ヒ 0..< ；  - る 、一 の 武藏の 守 さま」 

と i ぶ聲す る。) 

額 田 それ 師獻 公が お出 ぢゃ。 早く ゆけ. - 

延 あい。 

(と 延壽 は辦赏 門の 外へ 出る。) 

(額 m は それに かま はず、 軸物， 屮取 出し、 三 幅 對の中 

へ かける。 前-,.: い ふごと き 鋭 s: 八： 邱 1^ 朝の 大島 -」 於け 

ろ as^ て ある。 異風て 一 寸 みたの て は 木の の 仙人 

の 書： 像の やうて あろ。 額 田 はこ れん， <か ける と、 軸の は：： 

もって 早く 姿.^ かくして し. S ふ。) 

(奧 から W び a W が 童.^ つれて 出ろ。 さう して 廊下 n 

へ出迎 へる と 向 ふから 高 , 武 „1 守 、 五十 位 の 年 ffi、  0 

W 子、 wl>&-i、 御 敎喾. ^懷 にして 出ろ。 つ 5- ぃヾ. H 名 ゆ 

氏、 ： れ.， ？ぉ 帽子、 ぼ垂て 出る。) 

直義 や あ、 武 の 守、 上使と は 大儀、 正麼 へ。 

肺 直 (勿體 らしげ に) 御 挨拶 は 後しての こと、 唯今 は 御 

上使、 正座 仕る。 

(と ヒ〕 へ a る。 直 魏對 ひもって 下座へ つく。 昨 氏 は 

5 らに 下座に つく。) 

時 氏 今日の 御ヒ使 E 〔護の ti、  ra^ りながら これへ 差控 へま 

吋る。 

直義 ぉ气 大儀。 いか やうの かは存 せわ ども、 li^ に 


於て は、 將 m 家の 御- w 汰に叛 くべ からず。 御上 使の 次第 

はいかに。 

師 K 御^^^なるその仰せ、(とぁざ芡 つ て ) 必ず 御 違 W: あ 

るべ からず。 唯今 御敎 御 披露， S. さん。 

(- "例？ W せ，^ 神 ^ かう とする。) 

しばらく、 その 御敎 開く に 及ばす。 いかなる な 

りと も、 i& なき 謹、 その ま&に IS 戴いた さん。 

あのす りゃ此 に、 御敎 の 儀が いか や、 「な i5f なり 

とも  

もとより 身に きこと なき！^ 義. B; は； y らぬ。 御敎 

i?? その ま、 K 歡 让 らん。 

邮 K  (に はか にに たくと 笑 ひ) はてさて 御； § なる そ 

の 仰せ、 お 使に 立ちた る、 .gg も 祝 着、 だが 中さぬ 事 は 

わるい。 この御敎^«そのま>-にぉ受けぁれば、 E 非に 伏さ 

れ たる も S: じ 萬 一 その 御 敎^、 御 咎めの 御 一：?; とも あ 

らばい かにいた さる 

S なんでもない^、 御敎窗 の 匕 口に 一 £;：： たりと も くべ 

からず、 御 ほひと も あらば 命 はもと より まゐら する は、 

かねて いたし をる。 

ほ トウ. お  > -、 ぉ凉 しい そのお 返答、 しからば、 御 

教 iKT 拜受 あれ。 

(山 名 氏您 いて 二人の い てね たが、 この 時 


口. 抉み。) 

時 氏 あいや、 その 践 はしば らく。 御敎書 一通り 御き、 あ 

つて 御 申 開き も あらば 一 通り は  

師 e だまらつ せい。 そこ 許 は 拙者 警固 の 役、 粗忽の 口 出 

し、 控 へさつ せへ。 

昨 氏 でも あまりなる 直義 公の 御 神妙 ••：： 

肺 K ほう、 では あらかじめ、 御敎謦 の 旨 を 私の 口に、 洩 

らさ うとな。 

昨 氏 全く 以て。 

師. ぼ では 控 へ さっせ へ 。(直 義 に) 錦 小路 どの に は いよい 

ょ此 儘。 

ま義 いか lijs=。 

肺 H しからば、 御 v;- に ST? あれ- 

(と 波す。 f 牝義 受取って. ズ へて， いが、 に こりと しズ、 

その ま-懐中 する。) 

師直 や あ、 ^^.^?公には、 御敎霤 を。 

直義 ぃかにも此儘、御^-けぃたした。 開封 は 後刻 ゆるり、 

^^に讀め と の 御 一一 ie 葉で も は つ たか。 

師 K や あ、 左樣の 御言 ：1 は ござらね ども ：••： 

直義 しからば 御敎 書し かと 拜受 した C  SS. 

一 肺 直 では ござれ ど、 大切な ろ 御用 …… 

i 直義 ゃぁ肺^^、 うかくと 何 申す。 御敎 書の 11 曰 を 私に 洩 
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らさ うや。 

師武 む \。 

(と 塞がる。) 

S  (G ^目に かけて：' や あ、 武藏 守、 おのれ 御敎ゃ ：1 の 御 

使 ごと 濟 みながら、 なほ 上座。 この 直！！ を 侮づる はま だ 

しも。 ゆ る され ぬ は、 そこに 懸け た る 御影 こそ、 御 f ぉ祖、 

鐡西八 郞_爲 朝 公、 大 島の K 影。 

肺 直 はつ、 まことに それ は 思 ひも 懸けず …： 

S や あ、 云 ふな。 我家の 雷 S と 人 も 知った る大 lis の 御 

影、 t^^にもきKっらんを、 殊更に 知らず 顏 なる^ 上慢。 

まこと や、 此頃 人の に iis を もって 5 難の. 輩 を， 5^: ひ、 

下 冠 上す る 曲 も の と^5^の 雜說、 あら ぬ とき 、 ながせし 

が、 目前 か&る 不敵の 舞、 この 直義は 忍ぶ とする も 御 

先 腐爲朝 公の 照覧 も g り あり。 や あく？ ^共- 肺 ぼめ を 

追 出せ。 

(と 直義、 師 直の 襟へ 手ん かけろ。〕 

肺 直 こ は 不盡 なり、 直義 公、 山 名 どの、 身 を 等 護の 役 

目、 なにして ござる。 

時 氏 はつ。 

(と 立；：、 r- とする。) 

直義 や あ 時 氏、 すでに 御 敎書を わたせし. g!^ 、収支へば、 

不敬の 同罪。 


昨 氏 はつ。 

(；. ： めら ふ f:) 

直義 や あ 者 共、 はやま ゐれ。 

( と 肺. a,^ 綠ょリ 突きお とす。 同 ォに はっと 諸 士 大勢 

堺 首-門 i り 出る つ) 

直義 打据 ゑい。 

諸， H はつ。 

(と-ての 通リ する 0) 

直義 すぐ 追 出せ。 

諸士 はつ。 

(と 一 间师 直ん 梓. つくめ にして： ポー 立て V 入ろ。) 

昨 氏 (恐ろ く) はつ、 が 粗忽、 元より その 罪な が 

ら、 私め 心 もっかず …… 

(と いひ かくる.^ 直 f¥ 冠ゼ て。) 

直義 いや 時 氏、 義 これより 唯 一 人、 將軍 家の 御前へ 出 

て、 御 申 開き、 そち も 立て。 

時 氏 はつ。 

(とそ、、/ \に  一 して 立つ リ) 

直義 次郞 左、 次， g 左。 

(と 呼ぶ。 苦 侍 出る。」 

直^ ど うぢ や、 御敎 書を联 上ば たは 、 工夫で あらう が …… 

(と 振 か ヘリ J 


額 師額師 


S はて、 次郞 左め はどうした。 呼んで ま ゐれ。 

^侍 はつ、. 次- 饥. Z はかね ておの 仰せな りと て、 我々 

師直 どの を 追 出します ると ころ へ まゐ り、 我らの 棒 を 押 

の け 、 .Ef は ど の を ：5 けて 何處 ともな ぐ 落の びました。 

なん， ちゃ、 師 を 助けて …… 

^侍 はつ、 我々 55 の 仰せと 心得、 額 田 どの. - ために、 棒 

を 恋 はれ、 一 兩人、 わざとぶ たれました。 

S はて 白療 た. 2;^^!. だ。 

巧 侍 え、 では 仰せで は ご りません か。 

え. -、 次 郎 左め は どこ へいった。 さがせく。 

よ つ。 

え X、 どこへ ゆきをった。 (この 體、 道 ハま はろ) 

M じく  地 外 

上手に は 地堺 下手. W へ 折 ま はす。 下手に ずっと 叮家 

の； a や S  i さところ に 松の. K 木。 松の 根方い、 衣紋 も 

く. つれ；：^ ffi か 介抱して ねる のに、 額 £ 次 郎左衞 門て 

あろ。) 

額 S 執 ^公、 もう 大丈夫で ござる。 御 心た しかに なされ 

、 0 

g 直 お  > -、 次. m 左 か、 こ  >- は ど こぢや。 

0 はつ、 K 義 どの 築地 外で ござる。 なれ どこ ト までよ 


追 ひかけ て はま ゐり ませぬ。 御 安心 あそばせ。 それにし 

て も 幸 ひのと ころへ まゐり あはせ ました。 ま、 ー體 どう 

なされた ので バ /さ い ました。 

師直 いや、 思ひの外なる手段にか、って^?^義めに逐はれ 

た。 

額 田 え、 では 鹽谷 判せ をお 捉へ なされ ませなん だので ご 

ざる か。 

直 それ どころではない わい。 

m でも 御敎 書の 御 使 を。 

直 そ の 御敎書 をう かと演 した。 

E え、、 何事で ござり まする。 去りと て は 執事 公に も 

似 あは せられず …… 

(と..？ がみす ろ。) 

肺 直 面目ない く。 

額 田 これと 申す も、 執事々 のハ siui あつまる 人 は あまた 

なれ ど、 心服の 人が ござらぬ。 

肺 直 お.. -さ ういへば、 時 氏め はなん とした。 

0 時 氏 どの は 手； 1 引きつれ。 さっさと 引上げられ まし 

た。 

g 直 え、、 さう して おれの 馬 はどうした。 

額 田 どこかへ 飛んで いってし まひました。 

肺 直 家来 共 は。 
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額 田 みな 逃げて しま ひました。 

肺 直 え \ 頼みに ならん. M だ。 まことに おもへば、 心服の 

者と 申す は新參 ながら そち 一 人 だ。 

額 田 ありがたき 仰せ、 して これから 何と あそばす。 

肺 直 すぐに 將軍 家の 御前へ 出て、 この 事 を 申 上ぐ るの ぢ 

や。 

額 田 惲 りながら、 それに は、 身内に どこと 申して、 お 傷 

の あとが ございません。 これで は 狼藉 を 申し たと 申 上げ 

て も、 證據 となり ませぬ。 お 顔に 少しで も 傷が あれば よ 

いので ござる が  

肺 直 さう だ。 お > 、よう 思 ひついた。 た V 打 たれた では、 

おれに も 少し 越度が ある。 面に 傷が あれば、 將軍家 もよ 

もお 見す ごし は あるまい。 これ はよう 思 ひついた。  

そち そこらの 石 をと つて この 邊へ (と 小額.^ 指？ し) 傷 

をつ けろ。 

額 m 飛んだ ことで V /さる。 まだ 御 口入れの 御 恩 も 報ぜず。 

執事 公 を 打ちます る なぞ は 迚も かな は ぬ 一 .- とで ござる。 

師直 いや、 さう でない。 おれの 口惜し さに もな つてみ ろ。 

顔の 傷 位に はか へられぬ わい。 さあ 打て、 さう してす ぐ 

に將軍 家の 御前へ 出る わい。 

額 田 でも、 何といた しても 私に は …… 御覧な され。 あれ 

に 石が. こざる。 執事 公に は袂を 口へ 御銜 へな され、 御自 


身で おあてな されて はいか V で. こざる。 

師直 なに、 自身で せい。  あの 石 か .：：• どつ もなら ぬ 

わい。 よい、 そちう まく 打って くれ。 

額 田 したが © りながら、 隨分御 短氣な 御前、 御 辛抱が か 

な ひますまい。 

师直 え、、 この 期に 及んで それ 程の ことが 辛抱なる まい 

か。 打てく  o 

額 田 は、 では 打ち ませう 。(と」， ん， 上り 石ん 拾って) おのれ、 

奸賊、 g 直め。 

師直 (怒って) おのれ、 大瞻千 萬、 なんで おれ を 奸贼な 

,そ と は  

(と 太刀 へ 手， かかけ ろ。) 

額 田 あは &、  &は。 それ 御； IB? なされ。 口で 申し て さ へ 、 

この 通り、 それ を 石 を あてまして、 萬 一お 氣に 入り ませ 

ず V<  

肺 直 あは &、  &は、 用心深い 奴め。 よい。 怒らん。 打つ 

てみ ろ。 但し あまり 强くは 打つな よ。 

額 H は、 その 儀 は 心 て をり ます。 が、 どうやら 心許な 

い。 お 太刀 をぁづ かりませ う。 唯今の 御恩赏 にた ま はり 

ませう。 

肺 直 あは > -、 拔目 のない 奴 だ。 さう いうて この 太- んを稼 

ぐの か。 


誰 ii: 师 
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Mm あは、、 これ は"； if 非に たま はり ませ 5。 なんと やら 

i お 味が わるう ござろ。 

諫^  地の ない 奴め。 ではつ か はす。 

(と 太刀， 小 解いて わたす。 額 E うけて き。) 

EE この 上 は 恐れながら 打ち 港り ませう。 

肺 ffi ぉ气 うまく 打てよ。 したが だれも 見て をらぬ か。 

額 E は、 唯今 は 誰もみ て をり ませぬ。 では 打ちます る。 

(と 石ん 取って 立 上リ、 やっと ほ 直.^ 打つ。 師武、 あ 

つと いって 倒れる。) 

あつ、 おのれ 憎い 奴め。 浙樣 にう つと いふ ことがあ 

るか。 ，1: 凝め。 おのれ、 その 太刀、 逍せ。 

0 m それ 御 .，ー なされ。 したが、 もう 濟んだ の で-、 /さる。 

うまく 血が 流れ出ました . 私め の はたらき を 御 賞美 あそ 

ばせ" それ 琉れ まする/ \ -。 

肺 E 成程、 う ひ 奴。 、つ ひ 奴、 これでよ いわい。 手當 をし 

ろく。 

額 £ では ご滿足 で ござります るか、 では 御前の 爲 にかく 

i^l い たす わた くしに、 御ぬ： 釋が V /さり ますまい か。 

師ナは お k、  けない く。 師 las んで禮 いふ ぞ。 

額 W あは k& は、 今 天下に 執^の 而を 打ち、 fj をい はれ 

ん者 , 我 を 措 い て 外に ある ま い 。 

肺 K うむ、 その 通り ぢ やく。 


額 S いかに 人々、 たしかに きけ。 今一 天下に 忌み はヾか 

らる上 咼の師 直 都 大路に さそ ひ 出して、 天下に か はって 

その 面 をう つ。 みよ や 人々。 

肺 直 や あ、 次， fHii、 おのれ 狂氣 した か。 

額 田 かしましい、 默り をら う。 今日は 北 野の 御緣 日、 參 

詣の 群衆 引き も 切らず、 しばら く 歩み をと r めて これ を 

見よ。 いかに 師直、 汝、 いかなる 功の 當代 にある とも 知 

らす、 鹽 谷高貞 が 妻を鸾 はんとし、 あまつ さへ その 一門 

を悉 く 路傍に 無 慰 の 死 を させし こと、 天人と もに ゆるす 

ベから ず。 我は璧 谷に 恩怨 共に なく、 全く 道路の 人に ひ 

とし けれども、 公憤 やる 方な し。 しかも 天下に 誰あって 

おのれ を 打ちうる 者 もな し。 今 こ、 に 誘 ひ 出 だしてお の 

れを 打つ 。 犬 を 打つ が..、 J とく 路傍に お の れ をう つ C 

(と師 直の 太刀.^、 鞘の ま、 振. あげて 散々 に 打つ。) 

肺 直 (聲 ん， - わげ \、) や あ、 近きぁたりに^^^内の者はなぃ 

か。 誰に て もこの 無法者 を捉 へ れば千 貢の 賞を與 ふる ぞ。 

額 m だまれ。 再び い へ ば 命が な い ぞ。 人 たれ か 恥 を 知り、 

義を 知ら ざらん。 この.； おまきに 驚き 呆れて； む 人々 の 中 

に、 京 家 衆 も、 武家 方 も あまた あらん。 恥 を しるもの、 

誰か j 人お のれ を 助けん。 おのれの 打た る、 こ k ろよ さ 

を 千 貫の 赏 にかへ る もの あらん。 元來 おのれ は 一 太刀に 

打って すつ る はやす けれど、 それにて は あまりに 與 なし。 
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智華 者の 工面が 拙い に 似た。 それ ゆ ゑに かく 路傍へ 引出 

して 打つ。 しばし 打 たれよ。 命 はたす くる。 

(また 打つ。 師直、 た ふれ 伏す。) 

いかに 師直、 汝を 打つ の 快よ さは、 た^ 一  通りの ことな 

らず、 骨に 傲り 身に 徹 つて 快よ いわい。 この 快よ さに、 

か の 

わが 一 生や 賭 物にした。 元来 今の 世 は武邊 一 べんの あば 

れ者 か、 お の れの やうな， 仏の えせ 者に 幅 をせられ て、 

正しい 智 毒.： 者 の^に 出る 席がない わい。 この やうな 未練 

はの こらぬ。 今す て、 ゆく 唯今、 一生の 思 ひ 出に、 おの 

れを 打つ わい。 

(とこの 時、 延壽 ころげろ やうに 甌け 出て 次 那左衞 門 

に鎚 ろ。) 

延壽 これ ま をし、 お前 は 私 をす て k ゆく とい ふの かえ。 

額 m お、、 延. ：， 器 か、 あは、、 この 快よ さに は、 お 主との 

語ら ひも かへ た わい。 

(延壽 泣 伏す。) 

00 え、 お；！ i は 私 をお もうて はくれ なんだ のかえ。 

額 B! はて|1^!?情けも世にぁる中、 生ぬるい 癡話 ことに も 

あきはて た わい。 

額 田 きけ、 人々、 もと わが 主 はこの 築地の 中の 主なる 直 

藝、 J れ とても 武 の 器で ない。 わが 非力 を あざけつ 

て 我 を 用 ゐ，. どし らず、 同朋 か 茶坊主なん ぞを拔 ふや 


うに 白 癡々々 とっか はる、、 あまりの 心外 さに、 直義公 

を 土偶に つかうて 師直を 誘き出し、 今日 事 を こ、 に 成就 

したわい。 かくて 世 をす て& ゆく 次 郎左ト 門が、 一生に 

一度の 晴業 見ろ 人々、 永く 傳 へよ。 

(と 太刀 ぬきはなして、 髻. ^切り はなし、 散らし 髮と 

なって、 太刀 W さか. さし ズ舞 ふ。) 

(この 前 i リ群 衆、 一 一二 一； 伍々 遠く リ 次第 LL あつまり 

くろ。 さう して,、 の 時 杯 になる。) 

額 田 g 直 を 打ちし 心の そこ しらず、 たどよ しとの み 眺め 

けん、 人の 心のお ろか さよ。 

(こ £ 時 築地 の 上 へ 直 義：^ 士と、 i に 半， =R あら はす。) 

(額 田、、 れと 額，^ あはせ。) 

額 田 あは、 w。 

(と 高 笑して、 太刀.^ かざし、^ 衆の 中.^ 押し わけ 何處 

ともなく 行末 しれず となる。 延き. 迫 ひすから うとして 

がば と 伏す 0 師直は 痛みん-こらへ 病，^ s さう とすろ。) 

直義 けっく 彼奴、 おれまで 馬鹿にし をった わい。 早く. M 

直 を  < ：ハ 抱して やれ。 

諸士 はつ。 

(と 諸士 築地の 中へ 下りろ。 舞？ i に は 群衆 それ/ 木 

れざ わめく 體。 直 ^¥は 遠く 兑送 る。) 

11 幕 — 
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第一 幕 

晴 つた 十月の わろ B の 午後" 上 州 館 林に 近い 東 f 村 

LLニ三.Ki■前から9£來た別莊風の；tH宅のl^_〔•前。 建 i;!^ は 和. 

^折衷て 城， 臨ん て對 34 に 花 山 S 賊！^ 1 や 望ん て 

ねる。 ^面 は 下手に 洋飽の 1 部が みえ、 その 建物の 後 j 

は Is- へ 通 ふ 路に なって ねる。 洋游 に は 扉の 出 人が ある 9 

すつ か 》 

後 は iK 來 一寸した 森て 幽翠な «き が もった のが、 全^ 

問 始まった のて 取拂 はれ、 見切 LL 植ゑた 杉 ゃ檢が 

未だ 宵たない のて 掘：. へされた 赤土の 肌が みえ、 その 

向 ふ は 一 面の 麥 畑の 畝ば かリ に、 逡く赤 城の 山が ©ん 

てゐ ると ころ iv みえて、 S は さぞ 暑さう. た.」 上手. A 

ら 前へ かけて て それに 添うて^ 折に 展 9- 裹 S の L ぞ-根 

のおろ ブラ- ソトホ —ムが 出来て ねて、 正面に 綺子卓 

が E いて わる。 上手の 沼の 中には ブラ、 ソトホ I ムの上 

手の 端から 打 廻して 柵 A 出來 てね 乂 {.^i-.^ 飼 ふと、、 る 

になって ねズ、 その 中に 小 ぺ. な 橘 が 突き出て ねる ノ， 


沼の 中にはお 處此 -ri に ^ が繁 つてね ろ。 此沼は 元來 干 

年 以上，^  IS たお 沼て 四五 年 前 まて は？.？ 水.，^?? へ た 好齒 

の 山中の 小 湖水の やうな 俤 1 ゃ備 へて 奪茱 .ズ 名物 V- わ つ. 

たが、 附近の 開蔡が はじまろ と 同時に 久しく 計畫 され 

て ね 乇スリ 、ノ 會 社が 幾 本 かの に！^林 S- 空 へ « 氣 

,5- 添へ る やうに なつてから 審 水が 流れ込む のて、 さし 

もの 淸淨な 沼 も 水に なって iwH^tl みな 腐 っズ しま 

ひ、 捕れる 魚 も 泥く さくって 喰へ なくなって、 一面 に 

^つて 鈍い 光.^ 放って 昔の S£ 澄な^ はない。 さて、 二， 

、、の 主人公と いふの は 近頃め き/、 仕出した 〔茂 業 家て 

かう いふ 結 になら うと は 知らず、 東京 近くて こんな 

好 風 i な 地 はない と 住宅.^ 構 へ た譯 て、 ^躅の 時分に 

は對 岸の 自然の 大 築山に 一 面の 驟躅， や^ 夕に みて 古へ 

の 纖っ 一公の 豪奢 も、、 れには 及ぶまい と大得 意て あった の 

は 僅 1 年、 その 翌年から 問 察が 始まろ、 モス リ 、ノ會 社が 

建つ、 散々 な、、 とに. なつ.；" が、 自分 も 4< 分 モス. „ -ン會 

社に は^ 係が わって 率先 し ズ 盡カ もした のて、 文句 も 

いへ ぬのみ か， かう 云 ふこと まて Ic: 業 上の 5? 右. 3： 同様に 

考へ る 主人 は 株て 大分 やられた 位 に しか 思 つ て ん、 ら 

ぬ。 て、 今 は： ほ 種の 事業に なぞ に も單 に 株主 Jf 防 位な 

ことにして、 杨ffl散に苺して骨l^s^.^愛したリ、 園藝 に. 

凝って みたり、 沼， か 利用して 家鴨，^ 飼って みた リ、 西 
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洋 趣味、 H 本 趣 成 ごつ ちゃな の は 主人の 半生の 經歷ん V 

暗示して ねる。 て、 今の 钟士 に. ^  く あろ 女道樂 とい ふ 

、、と はなく、 先お に 死别れ てから、 慂 める 人が もる ま 

ま に、 い 細君 1^ もつ て 子供の 樣に 愛して ねる。 所て、 

これ 程 稀々 な こと，^ やって， Q ろが、 翠 に道樂 とい ふの 

て 妙に 尻拔 けて、 一 時 13 へ 家鴨，^ 百 羽， はか リ 飼って、 

がお くが あ ~ /-每 B 驟々 しい こって あつたが、 その 

生 餌に 放した 田螺が 泥の 中て 腐つ てし まった の 家鴨 

がた ベた のて 片端から まれ 今では 二三 羽に なって しま 

つたの 1-^、 今度 は 鄭重に かけて 育て 、ねる。 \」， あ ひ 

るが、、 んな 風に 失 股した のて、 今度 は 養 §S ん」 やって ね 

る。 所が これ Li は 狐が か、 ろの て 父 ー苦勞 してね ろ。 

だが、、 れらの 世話が 面倒に なろ と 何時ても 不意と 旅行 

に 310 けて しま ふ。 て 若い 細君と いふの は 半ば^ 想 的 

な 51" な 人て 構 ひつけ もせず、 御 化 被.^ 奇魔 11 して 

ねる のが 好， き だが、 令嬢の 民 子 は寘際 的な、 始終 動い 

てね ろの が 好きな 娘て、 進ん ていろんな 世話 1 ややいて 

ねる。 今棧撟 て、 家鴨に 鉀ん、 やって. Q るの が-てれて、 

多い 髮の 毛ん. - ぐろ/、 と束髮 LL して. Q ろ C 扃裝 は搆は 

な い て^踐女凤^^ぉの 制服 ナト塵ぉ けに 被って ねろ。 0 

に 二十 位、 肩體 は屈托 なく 大柄に 育って ねろ が、 翻 作 

は 敏捷ても ろ" それん-見て 傍に 立って. Q ろの は 小 間 遺- j 


ひのお 新、 一 つ 二つ 年 劣り 世 惯れて 狡つ からい 性、 V 

きに 相手.^ 見て 應對 し、 成 丈 何もし ずに. Q て 饒舌って 

ねる 女、 頭ば かリ氣 にし V 、始^ 前髮 や、 ，ひんの形.„^>氣 

にして ねる。 頭 は ハ ィ カラ 風の 大前髮 の 銀杏 返し に 結 

つてね る。 

お 新 ねえ、 御據 さま、 貴女よ くそん な 汚ない 眞似 をな す 

つて 平氣 でい らっしゃ いますね。 え、 まあ a ー那 一那 

樣で すわ、 飽き ぼくって いらっしゃって、」 此： は 鶴の 方 

ばかりお 構 ひなす つ て、 この 方へ はちつ とも 御 構 ひな さ 

らな い 。 何時でも あなたが 後 へ 廻つ て そんな - J と をな す 

つて ゐ らっしゃる。 ほんと なら 奥 機が —— 

民 子 (此 途端 餌 1^ ゃリ 任舞 ひ 立 上る。 あひる は 棧梳の 端 へ 

首ん、 並 ベ て なほ せがむ) あらもう 無 いよ。 (と鉀 入の 底.,^ 

叩 い て 追 ひ 拂 ひ 、 お 新 の 方 い て ) い ぢ や あな い か 、 

私 は - J れが 好きなん だから 、 ひなこ となら g まれ た つ 

てし や あしなく つてよ。 

(此 中め ひ る はがお i いひながら 逸く へ 泳 い て ゆ 

く。) 

お 新 あら、 だって あなた は奧 さまと も 仲よ しで ゐら つし 

やる し、 旦那 樣の御 無理 も は い/ \ つて い つ てらつ しゃ 

るし、 ですから 私  

民 子 だから さ、 なにも 好 いぢ やない か。 それが 私 好きな 
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んだ よ。 

お 新 (怿 な頗. ^して) へえ、 だってお 孃さ まだって 奥 

さま の やうに お 能に し てい らっしゃ りたいで せう。 

民 子 い k え、 母 さまと 私と は 違 ふよ、 —— さお 前。 その 

バケツ や、 金 SI を あ つちへ 持って行つ て お くれよ 。 

お 新 はい (といった が 父 俊^りか ける) ねえ 御壞 さま、 

私 何時でも あなたが 奥 さま の 、 J と を 母 さまと 仰 有る の を 

伺 ふと 可 笑う.、 /さ い ます わ。 

民 子 ( 単 の 傍へ ゆ さ、 5^ 子へ 腰.^ 下し  一/) なぜ。 

お 新 だつ てお 嫂 さまと 幾何 も 御 違 ひな さ らな いの でし 

よ、 御 母 さまより 御 姉妹の やうです わ。 

民 子 さう さ、 一緒に 外へ いった^に は、 私 も 時々 極が 惡 

い とお も ふ  一 J とが ある わ。 それに わたし の 方が 丈が 高 い 

からさ —— 

お 新 それ は御娥 さま、 學 校で あんまり 體操 をな すった か 

らで すよ。 

民 子 馬鹿お い k な。 |g 操 をして 大きくなる もの かね。 

お 新 でも、 みんな さう. S. します よ。 

民 子 それ はね、 學 校へ 行って 祷を 穿いて 胸 を 反して 歩い 

いくら 

て ゐ る と 幾何 か 大女に はなる ね。 

お 新 まあい やです こと —— 

民 子 あらお 前い やかい。 


お 新 え \、 大きくなる なんて。 あたし 小作りで 粹でゐ た 

う ござんす わ。 

民 子 あ、 さう、 お前 は粹な 人に なりた いんだ つけねえ、 

何時 だつ け、 お前、 肺病に なりたい つて 云った ねえ、 粹 

だから。 

お 新 まあ、 いやです よ。 あれ は 脚 HI 湫 になる より はと 申し 

たのです よ。 

民 子 まあ、 ぃぷ。 だが お前、 朝 鏡の 前で 何時までも 頭 

を いぢって ゐ るの はおよ しょ。 

お 新 (急に 頭.^ い V つてね た 手ん、 下し) あらう そです よ。 

民 子 でも、 お前の 持つ ものが みんな 油 だらけになる よ。 

此間も あさづけのお 香 物が 油く さいから 聽 いたらお 前が 

切つ たんだと さ。 

お 新 あら、 うそです よ。 

民 子 さう かい、 それならい \ が。 今日は また 土曜日 だし、 

御覧 * 向 ふの & にもち らく 人出が ある 樣 だから、 また 

東京から 御.：； が來 るか もしれ ないから、 用が あるなら、 

今の 中に 片付て お- -き よ。 

お 新 え、 (とい ひながら、 なほ 猶？^ はって ねて) ねえ、 お 

孃 さま、 私 はお 孃 さまの やうに して 下されば、 ちっとも 

申 分 はな いんです が、 i は隨 分お 氣 難しく つて —J n 

でお 孃 さまが 奧樣の やうで、 奧樣 がお 孃 さまの やうです 


ITS 


お 民 お 
新 子 わ 新 


それに 奥 さま は 鈴 木さん をお 嬢 さまより 御大 事に なさい 

ますの ね。 

民 子 だって あの人 は 病人 ぢゃ あない か。 

すつ かリ 

お 新 え、 病人、 もう 全れ i J つて ゐ ますので すよ。 それ は 

奥 さまの 前 だと、 さも 「ii さうな 切な さうな 顏 をして。 I 

—私なん ぞには 「おい」 だなん て 大きな 【.s を-: a して。 病 

氣 であん な聲か 出ます もんです か. * さう すると 奧 がま 

た、 さもく 心 1 だとい ふ ill に、 そんな 疳 贖なん. そ 起し 

て 大きな 聲を 出す と Is に 障ります よつ て 仰 有る の です 

もの。 

民 子 なんだ よ、 母 さまが さう 鈴 木さん を 大事に する の は 

父 さまの 湖 言 ひ 付なん だよ。 あの人 はねえ、 父 さまが 昔 

大^ やせ 話に なった 方の 息子さんで、 父 さまが よく 面倒 

をみ て 上げな き あならない 人なん だよ。 

お 新 さう でございます か。 

(此中 ダイ オリ 、ノの 音： y む。) 

あら、 もう ゲイ オリ ンを 止めて おしま ひなす つたわ。 奥 

さま は此 どうかな す つ て ゐら つ し やる わ。 

民 子 (立. 1- リ) さあく もうお 前 は あっちへ 行って 用 を 

おしよ。 それに 今日は 風の向きで S -々 モス リン の 油：？ i! が 

くるから、 應接 をもう 一 度 氣の棄 だが： E 除し なければ な 

るまい よ" 


わ。 

民 子 (直^に) ぇ、ぢゃぁ母^lチどぉ孃さまだとぉもって、 

わたし 1^ 奥 さま. たと 思つ てゐ たら、 お前の 方に 損： S はな 

、 ぢゃ あな、 力 

お 新 さう です けれども —— 

民 子 どうしたの —— 

さつ-: に-一 

お 新 先刻 もね え、 御用 を 伺って いたして ゐ ますと、 それ 

が濟な い 中に 又 他の 御 E を 仰 有る し、 t. 鈴が なつ た の で、 

御 居間へ かけつけ ると、 きょ とんと なすって ゐて 「何 だ 

い」 なんて 仰 有る し —— . 

民 子 分曉 たよ。 母 さま はお： 想 家で 詩人、 わたし は 貸 際 家 

さ 0 

お 新 (民 子の ト衣 1^ 見て) あ、 なるほど、 ぉ孃 さま は實 

際女學 校の 卒 i¥; でゐら つし やい ましたね え。 

民 子 ま、 なに をい つて るんだ よ。 -,! この服は事„;^5服が 

はりに 着て ゐ るんだ よ。 

(^時 後の 二階よ リ 若い 君の 彈く ダイ オリ y の $ 

洩れて くろ。) 

あら、 奧 さまが ゲイ ォ リン をお はじめな さ い ました 

さう 1 々o さまの こと を氣 におし でない よ" 

(なほ ダイ オリ、 ノの ずに 章. 味わ リげに 耳.,^ 傾けて) 


友 1a 
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お 新 、うっかりと) い.. -ぇ、 丁度 まだ 御 除 をし ません 

でした から 11 

民 子 え、 まだ：？ 降 をし ない。 呆れた ねえ。 

お 新 f 逸 かに：^ 识て) 今朝から、 ^用が 多かった もので 

すから、 つい —— 

K 子 ま， い 、から その バケツ やなに か 持って あっちへ 御 

出よ。 

お 新 (さすがに^ 氣て) はいく。 

(と バケツ や 金 つて 行 さかけ。」 

あ、 奧 さまが いらっしゃいました。 

K 子 それ-こ Jli、 今の 話 をき かれたら 何う する の、 早くお 

往 でよ。 

(お 新 SS 頭いて 物の 校へ 往く。 引 違へ て 建物の 中 か 

ら 若い a 君た A 子、 手，^ 帶の 問へ 挟みながら 出ズ來 る、 

二十 八 九、 派手 作り なれ ど、 それが 華类々 々しくみえ 

人、 色は拔 ける ほど LLC く 何 所 か 淋しげ な 額 て. 

胂.； ？ さうな、 ？=; かゆ W に物腦 ましげ にみ ぜ、 li 綺に堪 へず 

などと いふ や. つた 聯^,^ もたせる 女、 ！. g は ハイカラ 風 

の 丸： Sf に i;^ つて わろ。) 

^子 (ふと 民 子に 級が ついて) おや、 R 子さん。 鈴 木 さ 

んは 此方 ぢ やありません か。 

民 子 父 さまと 1 緒ぢゃ あなく つて。 


爲子 さ うぢ やないで せうよ。 では また 出 けた か 知らん。 

民 子 まあ 母 さま、 こ  >- へい らっしゃ いません か。 (と椅 

子の 位 SM..^ なほす) 

1^ 子 え 、有難う。 (と 歩み i つて かけ) まあ 民 子さん- ま 

た あひるに 餌 を やって 下す つたの。 御苦勞 さまね。 父 さ 

ま はもう この頃、 鶴の 方ば かり 夢中です のね。 

民 子 (3? じく 椅子へ かけ) え、、 父 さまの は みんな 道樂 

だから 取 止めがない のです わ。 まあ 父 さまの 爲る ことで 

秩序の あるの は 旅行 丈け です わ、 e. 間 Its の 上手な のが 

御自 1? よ。 あれ 丈に、 昔 敏腕に 働いた 癖が-おって ゐ るん 

てす-? 

1^ 子 ほんと にね。 —— また 一 昨曰歸 つてお いでな すった 

ばかりで 直ぐ 四 五日 中に 御 出55 です つ て  

子 また 銃 凝？ 

お 子 いえ。 

民 子 ぢゃ あ、 また 旅行 案內の あら 拾 ひに です ね。 

爲子 それまでに 狐 を S へる のです つて。 

民 子 ほ k 、父 さまが！ i: 小屋へ か. -る — (とい ひかけ、 ふ 

と^子に 同 IE して) 母 さま も、 全く 寂しい のね。 いま 何 

をして いらし つたの。 

爲子 いえ、 何 にも —— な んだ か氣が 浮な くって く。 ( と 

額ん、 親指て 押へ る) 
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民 子 あら、 母 さまの やうに、 なにも かもさう 無味ら なさ 

うにな さって ゐて も闲る わ。 あ、 さう。 こ乂に 今月の 貴 

婦人 ij^ 部が 屆ぃ てゐ てよ" (と 卓上の 雜 誌.^ 取上げ) 

結 is- の 理想って い ふ 題で 所謂 諸 名家の 感想が 集め てあつ 

てよ。 隨分 馬鹿々々 しい ことが 書いて ありさうよ。 御 一 

所に 讀 みませうよ。 

.  >1 'つ sv 

爲子 結婚の 理想 11  (恍 然として) あ、 そんな こと を 云 

つてた 時代が 養 ましい わね。 

民 子 あら 母 さま、 何う したの I . 

^子 い、 え、 何う も —— 

民 子 さう、 それでね、 母 さま、 私の 所へ も 御 感想 をって 

端 書 でい つて きた の。 馬鹿にして ます わね え、 理想 を以 

て 結婚す る 馬鹿が あって 11 理想って もの は絕對 的よ。 

結 ® は 一 人で は出來 ない わ。 少 くと も相對 的よ。 馬鹿 馬 

鹿し い から、 返事 もしな か つ た 11 婦人 雜誌 なんて 馬鹿 

にした ものね え。 

爲子 まあ、 あなた は 何時も 元氣 ねえ。 

民 子 だって 母 さま、 別に 陰氣 にして ゐる譯 もありません 

もの —— (と 云 ひ 差し、 ふと 何 か 見つけた やうに 立上り) 

あら、 父 機、 ま、 大變な 風ね え 11 

ほ 子 (同じく 振，： i いて〕 あら、 まあ —— 

(主人 菱田賴 造、 今迄の 話の 様子て. K 凡 はれろ やう 


な 人柄、 善 H な 大樣な 中に 苦 勢 もして 咅 たとい ふやう 

な 人物、 年 はもう 六十に 手が 屈く が、 立派な 强 壯な體 

質、 頭は奇 魔に 秀げ 上って. Q る。 中古な フラ y ネルの 

寐 衣.^：^ 端折に して、 两洋早 拭て、 頰 冠り LL して 構 は 

ない 風て、 建物の 萬 手から つか と 出て くる。〕 

民 子 (二三 歩出迎 へて) ま、 何 をな すった の、 父 さま リ 

菱田 あの 狐め、 また 鶴を观 ひに き やが つたから、 穽をか 

けて ゐた のさ。 憎い 奴め、 晝 ii から 來て やが る。 

民 子 おや 》.^、 父 さま、 ぢゃ 狐が 摑 まって？ 

蒸 田 なに、 まだ 掴まり やしない。 

民 子 ほ  >-> -. >-> -、 父 さま は 騒ぎば かり 大仰で、 少 とも 摘 

り やしない のね。 それで 以て 鶴の 方 は どんく！^ られる 

し、 一層、 狐を摑 へる より 鷄を飼 ふの をよ した 方が 早チ 

廻し だ わ。 

菱田 馬鹿い ふな。 今に S まへ てみ せる。 

(此 途端. 奥！ 1 て 何 か 物^する。) 

民 子 あら 來た わ！ 父 さま 早く 行って @:？ なさい よ、 來 

てゐ るか も 知れない わ。 

菱田 なに まだ 來な いよ。 

民 子 あらだ つ て 鶏の 啼く聲 が 聞え る わ。 

菱 ffl え、 さう か 11 

民 子 お- ま 、ほ。 


isi 


平民 菱ほ 


遂 E こら g ふな。 、 

爲子 (ニ人の；^^の間にぽん ゃリ對ふ岸の E^3!&1^ 眺， i てね 

たが、 不意と まって？ §な する) あ 

实 E  (ふっと 北； 力へ 注 1.,^ 向けて) おや、. とうしたい、 

お前 は 鈴 木を见 Si なか つ たか。 

は 子 い X え。 あなたと 御 一 緒ぢ や あな い か と 思つ て ゐま 

し/ 

^-m い V やく。 あの 人を少 とで も 外へ 出して はいけ 

ない のに。 何 S 出て いった かしらん。 (と 椅子へ かける) 

(此. t 奥 11 て。〕 

0 あれ、 いけね えく、 そんな 所から. H を？ S んで 行って 

は、 これ 駄目 だよ。 

他の^ いや、 一寸 その、 土が 入 るんだ。 御主人 は 御 承知 

だ。 

^ い、 や、 虛だ、 此^から、 窃と來 もや そこの 土 を 蓮ん 

で ゆく、 ぢゃ 旦那の 所へ 1 絡に いかう。 私 も、 こ、 の臺 

所 を # つ て ゐる责 任が あるんだ。 

他の^ ぢぁ、 御主人に 斷 つて 貰って ゆく。 

(と& ひながら、 建物の 後 i リ出 てく ろ 1 人は此 邸の 

下男の 平 助、 一入 は：^ 邸の 隣 LL 小さな 家 1^ 構へ マ. Q ろ 

四 十 位の 瘦 sir  . 一 

接 男 (麥 脅 E_l る； え.！ に 御 の. TZ:  


菱 E  (ゆ！： まて 云 はぜぬ やうに) あ  、よろしい。 其 處の 

土 は 別に 人らない の だから、 持って らっしゃ いよ。 

(瘦男 ひ r* こ C 辭 鶴， かして、 平 助 1.^1; ^目に かけ V  、入 

る。〕 

平 助 (口 措し さう に〕 あれ、 旦那、 駄目です よ C あすこ 

の家ぢ や、 此間も あすこの 土 を あらまし 持つ て 行つ てし 

まひました。 今に ra 地に なつ て 水 溜が 出来ら あ。 1, あ、 

それから 一 昨日 も 如露 を 1 寸っ て 持って つ てま だ 返さね 

え。 (と 後， Q.^ 向いて 火 聲に) あの 如露 は與 つたので ね 

え、 返して 下せえ よ。 

子 (顔 か蹙 めて) まあ、 大きな 聲だ ねえ。 

W  (：^？^氣さぅに) あは、 、は。 

子 まあ、 だが 隨分 酷い 奴ね え。 

助 (まだ、 獨リ てぶ つ/、 と) 此邊の 奴等 は、 みんな 

馬鹿にして ゐゃ がる。 こ \ の 邸が 出來 たの を 好い 儲け 場 

所が 出来た やうに 寄つ て 集って 酷い 眞似 ばか りし やが 

る。 昨日 植 ゑた 梅なん か、 木 を 合せて かすが ひで 止めて 

赤土 をな すつ て 誤 魔 かしてあります ぜ。 

蒸 田 あは.. -、 道理で 割合に 安いと おもった C 拔 目がない 

こと を やるな。 

平 助 旦那、 笑 ひ事ぢ やありません" この間の 杉 苗 だって 

馬鹿々々 しい、 一 本 五錢づ だつ て。 旦那 方 は 御存知な 
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くった つて 私 は田舍 育ち だ。 馬鹿にされて 口惜しく つて 

Mffl  (微笑し つ V) さう かく。 

平 助 だが、 一等 瘤に 障る の は、 隣の 奴 だ。 この間 も 1 . 

(此中 何時か、 お 新 除. ^しかけた ま、、 都，^ 持って 

出て きて、 頻りに 口許 1^ むづ くさせて ねたが、 此時 

溜らず 口  出す。) 

お 新 ほんと です よ。 あの 御 隣の 奴。 この 問 も あたしが I 

寸ぉ 隣の 方へ 塵を捨 て たら 、 隱 居さん と いふの が 大きな 

聲で 怒お りつけ て —— 隱 居さん もない もんだ。 夏なん か、 

腰卷ー つで、 跪 團扇を 遣って ゐる it に、 頭 丈け いやにび 

かくさせ て、 遊ばせ言葉 を， おつ て I . 

菱田 あは.. -、 は。 

爲子 まあい、 よ。 ぉ隣づ からで、 そんな 角 突 合 ひ をし な 

く つ て も  

平 助 でも、 奧 さま、 隣り の 奴ば かり は竊 にさ はります よ 3 

いろ/ \ 此方の 世話になりながら、 さも/ \ こちらの 04 

那 でも 惡 い やうに - J んな所 へ 地所 を 買 つ て 損した くと 

口癖の やうに 云 ふの で — なにも こちらの 且那が 進め や 

あし まいし、 手前 の 勝手で こちらの 曰 ー那が 此所 の 蚤、 色 を 

譽 めて、 この家を^^てたのをみて、 きっと 今に こ \ が 別 

莊 地になる と 勘く つて 儲ける 積り で賈 込んだ 癖に、 そ 


れが當 が 違 つたって、 此方の 旦那の 爲 だってい ふので— 

菱田 いや、 それ は 全く 氣の 毒だった な。 

お 新 (4 ノ 刻から 饒舌 リ 出す 糸口，^ 说 つてね て) それから 

あの か うな の で..， J ざ い ますよ 。何 でも 此方 の 眞似 をし て 、 

此方で 家鴨 を 飼 ふと 直ぐ 又 家鴨 を 飼 ふし、 お if おが ブ ラ 

ン コ を 御 造 へ なさる と 直ぐ また 變なブ ラン コ を、 造へ まし 

て 汚ない 我 鬼が 乘 つて ゐ ますの、 あれ はも 然、 何處 かの 

御稻荷 一.Jg の 烏 居 の^れ を 持つ てきた の で，.， 」 ざ い ますよ。 

爲子 まさか。 

姜田 あは、、 は。 

お 新 いえ、 本 le: でございますよ。 其 C 等に 破れた 物が あ 

ります と、 直く これ は不； 5 ない のか。 勿體 ない つて つ 

て 行って しま ひます もの。 

民 子 お止しよ、 もつ 人の あら 拾 ひ は 11 それより 早く 掃 

除 をして お 仕舞よ —— つまり、 お： M がなんでも 母樣 の眞 

似 をす るのと 同じなん ぢ やない か。 柄 行 も 考 へずに， 

お 新 あら、 うそです よ。 

民 子 でも 母：： ii が 丸た ぼに すると、 お前 も H ぐに 丸た ほ、 

母お が ハ ィ カラ 風の 丸 髢に結 ふと K ぐお 前 もハ イカ ラ風 

の 銀杏" 返し にす るし、 母 さまが 薄色 の f  一 8 を かけ ると、 

お前 もす ぐ かけろ し、 母 さまが 翠グ叙 を醫 すと、 お前 
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も+ はぐ ®^ 物 を 買って くろ ぢ やない か —— (と 一 々指さし 

て 云 ひ) さ、 もう、 あっちへ お出よ。 さう して 早く 掃除 

してお しま ひよ。 

あは、、 は。 もう 分った./ \。 さあ、 あっちへ 往っ 

たく、 平 も ® 小虔 の 方 を 見 て くれ。 

(、 、 れ にて 平 助 ^.^^ へ 行 さ、 ^；新 も家 の方 へ 行 ふ、. A 

けろ。) 

お、 お 新、 お まへ、 鈴 木 を 見？ K けない か。 家に は 何 所に 

も it な，' の 力。 

お 新 ぇ&、 何 所に も 御 家に はゐ らっしゃ いません。 

(と 入る 0) 

ぢゃぁ 愈 また 出揭 けたの だな。 それ たこと か。 恢 

期が f 大事 だ。 出ち や あいかんと あれ 程 云って おい 

たに。 

民 子 だって 少と位 は B 光に 當 つたって い \ぢ や ありませ 

.< 力 

0m, いかんよ。 村 木が さう いったよ。 

K 子 あら、 村 木さん は 日光に 當 つた 方が い、 つて 云って 

ました わ。 

そんな こと をい や あしまい 11 P 者の 蹄に 11 

尺 子 (戊 肉に) あら、 ぉ雜者 だから さう いふの ぢゃ あな 

くって — 


蓬 田 何 だつ て —— 尤も あ の藉 者は少 し變だ からな。 來診 

に 来ても- をみながら、 話ば かりして ゐる。 容態 をき い 

て も. おりで 承知して ゐる。 それに ぢ つ と 人の 顔 を 見る 惡 

い- 1 が ある。 

民 子 それ は 父 さま。 骨相！ # を やって るからで すよ。 

0 田 さう. た 。 それ に 此頃は 姓名 判斷 に 凝って 妙な こ とば 

かりい つて ゐる。 まだ それ はい \ が、 ，1 めの 墓 を 集める の 

は 何の 事た。 あれの 家へ 往 つて 見る と、 庭先に 二三 十 墓 

が 並んで ゐる、 人の 病 を 治さう とい ふ醫 者の 家に。 

民 子 あら、 父 さま、 どうして、 さう 村 木さん のこと を惡 

くい ふの。 先に は、 あんな 氣 作な 入 はない つて ほめて た 

ぢ やありません か。 それに 父 さま だってい ろくの 道樂 

が ある ぢ やありません か。 

蓬 田 いや、 今の 若さから、 あれで はいかんと いふの だ。 

本業 を 怠た つて。 

民 子 まあ、 でも 父 さま、 吞 氣に暮 して ゐる 人が 惡 いの。 

菱田 なに 吞氣 に暮 す。 馬鹿な  そんな 人間ば かり 殖 

えたら 何う する、 日本 は  

民 子 そんな： 1 濟家 じみた 心配 はいらな いわ。 あんな 入 は 

殖やさう つたって 殖え はしない から。 

菱田 なに をい つて ゐ るの だ。 お前 は 近頃、 餘程變 つ たな。 

(と 詰 ，.5- 强 めて) 父 さま はいくら 物に 構 はない から つ て、 
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娘の ことに は 構 はずに は ゐられ ないから な。 さう おも ひ 一 

なさい。 

民 子 (いくらか 笑.^ 含ん て) 大丈夫、 父 さま。 わたし は： 

父 さ ま の 感情 を： M 簡す る やうな こと はしません から、 た 一 

と へ どんな 欲求が あつ て も、 私 は 世の中 を圓 滿に暮 さう 一 

とお もって るんで すから。 —— もし あの人と 一 緒に なら 一 

うとお も ふなら、 父 さまが 理解す るまで 待ちます。 それ 一 

でもし 理解し なかったら —— よします。 

蓬 田 なんだ、 そんな 利口ぶ つて。 —— そんな こと も あの 

村 木に 習つ たんだら う， I 第 一 お前と は 幾何 違 ふ。 十五 

も 上 だ。 お父さんと いっても い、 位 だ 11 

民 子 だって —— 

菱田 何が だって だ。 

民 子 だって、 父 さま は 母 さまに いくつ 上？  二十 も 上ぢー 

や あなく つ 一」。  一 

爲子 (見て 居られな くなリ ) まあ、 民 子さん、 もうお 止 

しなさい よ。  ： 

菱田 (調子に 乘 つて 出 根れ、 著しく 機先 1^ 制され) ま、 - 

犟に 年齢ば かりの 問題 ぢ やない、 よく 考 へて 見なさい。 

お前の こと だから 大丈夫 だと はお も ふが、 あんな 男に 欺 

されて はいかん —— (と 立上り 急に 氣が 付いた やうに) 

お、 鈴 木 は、 何 所へ 行った の だら う。 何う も 心配 を かけ j 


る 奴ば かり 揃って ゐる。 

(■ とわ ざと ぷリ- して 家の 方へ 入って ゆく。) 

ほ 子 (心配して) まあ、 民 子さん、 父 さま を 怒らせて は 

惡く はなく つて 1 1 

民 子 でも 父 さまが 平常 は打棄 り 放しに してお いて、 まに 

思 ひ 出した やうに 叱 言 をい ふの が 可笑しい から、 一 寸揶 

揄 つたの よ。 

ほ 子 まあ。 (と 呆れて) だが、 父 さま は 本眞に 怒って おし 

まひな すった やうよ。 

民 子 なに 父 さま は 尻 w$ けよ。 あんなに 怒った つて. おき 

に 忘れた やうになる のよ。 

爲子 あら 酷い こと を —— 

民 子 いえ、 それ だから 父 さま は 御金 持に なれたの よ。 

爲子 まあ。 (といって、 ふと ssil^f ヾて 手近の 椅子へ か 

け) 民 子さん" 兎に角、 村 木さん はいけ ません よ。 

民 子 (眼，^ 瞠 つて) なぜ。 

爲子 なぜって。 餘り 年が 違 ひすぎ ると。 夫が 妻 を 子供の. 

樣に おもって 夫婦ら しい 情 合が もてません よ。 

民 子 まあ、 さう か 知ら。 

爲子 それ は 一時 は 仕 合せ だとお もっても、 長い間に はね 

え —— つまり 不幸の 基よ。 惡 いこと は 云 ひません よ。 

民 子 (V お 子の 眼.,.^ みて) ぢゃ あ、 母 さま は？ 
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は 子 私？ (强 ひて 笑む やうに) 私 は 何も 不足 はな いぢ や 

あありません か。 

(此 昨お 新 の 中 i リ 出て 来て 躍 1^ かけろ。) 

お 新 お 娘 さま、 ぉ娥 さま。 旦那 樣が 一寸い らしって 下さ 

いと 仰 有い ます。 

ほ 子 きっと、 父 さま はま だ 怒って ぉゐ でな のよ。 あなた 

, 武ら なく つて は惡 いです よ。 

民 子 にす 馱に) え \ さ うね】 ぢゃ、 一寸 行って； K 

つ てき ませう、 母 さま は、 家の 方へ いらっしゃ ら なく 

て〕 

は 子 私 少し 此 所に 居て みませう。 

R 子 さう、 ぢゃ あ、 また 後で" 

r と；； 新と 共 LLq^ 輕 に 家の 方へ 行く。 お 子 あとん 見送 

つて、 ふと雜誌へ眼1^^^^しズ取上げ、 好 加诚に 二三 枚 

i.v  つぐ、 -:- 

飜 つてみ て、 不味な さう に 下へ！！^ A -、、 片手て 腮.^ 支へ 

てうつ とりと！^ W 色，^ みて ねる。 この 少し 前、 裘 手の 方 

から 今 まて 大分 « の わった 鈴 木 俊 一、 散歩から 歸 つて 

4、 て 此方の は 子ォ小 5g つてね たが、 此 時-てろ くと 前へ 

出て くる、 - 扮裝は 羽二重の 福祥 S 襟 1 ^克明 LL 合 ぜ て 光 

の わる 来琉の 拾の、 ^へ 雜ら みさうな の， て、 お 

召の 11^ 兒 I； ホんだ らリ と^ * ひ 下げ、 氣 取た ソフト ， "ダ 

ト，^ 前 下り LL 冠リ、 .1 い ステ- ソキ， か 持って 練 子の 紕足 


袋に ゴ ム 裏の 草 牙いて. Q る。 眼のば つちり とした 

鼻の 高い 海 ざすな 好男子。 年 は 二十 三 だが、 それ-.! リ 

若く みえる。) 

鈴 木 奥さん 11 

ほ 子 (吃驚して 振向告 急に 活氣 づき) あら、 鈴 木さん。 

あなた、 まあ、 何した の。 何 所へ 行って？ 云 ふこと を 

聽 かないで、 困る ぢ やありません か。 ま、 疲れたで しょ、 

ま、 一寸 御 待ちな さいよ。 い、 事 をして あげる から。 (と 

山 A つて 椅子 1^  二 脚 r* ぜ) さあ、 この 上へ 長く お けなさ 

いよ" 

鈴 木 有難う (と 掛けろ) 

ほ 子 (自分 も 傍へ 椅子,^ 持って きて 掛け) ま、 あなた 逆 

上 やしなく つて —— 

鈴 木 えん、 一寸 11 (と 額へ 手.^ やる)  . 


爲子 ぢゃ 咽喉 も渴 いて ゐる でしよ。 シトロン を 持って き 

て 上. け ませう か。 

鈴 木 (物憂 さう に) いえ、 も-つ 何にも 入りません。 

爲子 ま、 何う したの、 あなた。 丸で 一 £ おして ゐて 1 1 そ 

れ でもよ ござんす わね、 これまで になって。 あなたの 樣 

な柔 しい 方が あんな lis になって 苦しんで ゐ ると、 私 も 

堪らない 穩な氣 がし まし てね。 . I- わたし も身體 がよ わ 

いのでね"  I 
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鈴 木 (感動して) あ \、 奥さん、 わたし はこの 御 深切 を， 一 

どうして 感謝し ませう   一 

子 ま、 そんな こと はお 止しな さいよ。 

. 鈴 木 い、 えく 云 はし て 下さい。 わ た しに は此 事の 外 話 

す ことはありません。 わたしの 病の isi つたの もこの 喜び 

の爲 です。  一 

爲子 て) でも 御 翳 者 機の こと も 御 忘れな さる な- 

よ。  —— 折. X これまでに 癒った のに、 また 無理な こと を- 

して ぶり 返したら 何うな さるの。 村 木さん に 叱れます よ。  ： 

鈴 木 (爲 子の 顔ん 熟と みて しんみりと」 あ、、 私 はもう 

一 度 さうな つ た 方が い k 。 さう すれば . また 貴方 のお 柔； 

しい 仆 把が.； 学 けられる。 その 爲に伴 ふ 肉膛の 本： 痛なん か 一 

何でもありません。 

爲子 (陽 氣に笑 ひながら) まあ、 大層 御叮 彆 ね。 二度と， 

そんな ことがあつ て 溜る も.，： です か。 そんな 不味ない 事 一 

をい ふもん ぢ やありません よ。  ； 

鈴 木 ぇ&。 (と柔 しく grM いたが、 何 か 34 ひ 出した やうに 

急に 激昂し) 先刻 こ、 にゐ たの は 民 子さん です ね。 あの 

入 は 私 を 好きません。 私 も あの人 を 好きません。 あなた 一 

と は 丸で-:; 1$ る て、 あんな 感. 情の si 野な 人はありません。 ： 

$ まぁ滅 にお 掛けな さるな よ." あの 子 はちつ とも 惡氣ー 

が あるん ぢ やありません から。  j 


鈴 水 です が、 私 は 好きません" あの人 はすべ てが 打； 4 的 

です。 ニニが 四と いふ 形而上の 假定 を眞理 だとお もって、 

女の 感じ をな くして ゐ ます C 中 です、 ダスです。 た 

働けば よいと おもって ゐ ます。 —— ： 奥さん、 私は懒 

でせ うか。 仕事 をして ゐろ 空疎な 頭と、 か うぢつ と靜か 

にして ゐる わたしの 頭と —— ！ とい ひ 掛けて 繁々 と爲子 

の颜， やかて 堪 へられ り やうに) あ、 しかし 今の わたし 1^ 

權 者です。 わたしの 頭 _ は 白紙 同お ですから —— あ \ 生 

^ 充. く！ 

爲子 (少し 解り かれた やうな 額， やして) ま、 あなた。 さ 

う あせった つてい けません。 また 1^:5? に 障ります よ。 御 

勉强 もお 身體が 癒つ てからの ことです よつ それに 民 子の 

ことなん か、 ぉ氣 にお 掛けな さるな よ) 全く あなたと、 

あれと は氣 象が $^ ふ の ですから。 

木 (、、の平凡な語11、 著しぃ感動.^かぜて) あ、、 奥 

さん、 あなた は 全くお 柔 しい。 あなた は、 さう して 諦め 

てお ゐで なさる —— (悶えろ やうに) 私 は それ を 思 ふと 

御氣の 毒で ％り ません。 

爲子 (嬸 しさう に) 有 淨っ。 全く 同情して 下さる の は あ 

なた よ。 (と 云って 考へ 深さう に) それ はねえ。 世の中の 

こと は、 すべ て 不一- 1 足です わ、 私 も 面白く はありません。 

私 も、 もと 文 0:+ が：^ きでした の。 (と 急に 浮 いたやう に〕 
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わたし の 名、 爲子 つ て隨分 つ まらな い 平凡な 名ね。 

鈴 水 (不^て、 意味が 分らない のて 驚いて) 何して V す。 

ほ 子 だって、 さ うぢゃありません か。 (や、 蓮！ ^に) 笑 

つち やい けません よ。 

鈴 木 («i 心に) え \、 笑 やしません。 

は 子 私、 香？ 位 子って 名に なりたい の。 さう して、 (と み 

る やうに) こんな a に .li、  ？ 《 つ S ぶい 木蔭で 長 小，？. 子に， り 

か& つて 詩集で も繙 いて ゐ たら、 何な に 好い 氣. r でせ ラ 

—— 私ね、 學校 【代 トは、 竹す ほ 何時も 先生に ほめられ 

ましたの。 でも、 その 時分 里の 方 も不如 でした から • 

も 止し ませう/ \ —— 併し 緣 があって 此 所へ まゐ つて、 

かう して 樂 にし て ゐられ 、 ば、 結構 だとお も つ て ゐ ます。 

(と 鈴 水の 方 みて 急に 资 めた やうに〕 ほ ほ、 私、 

つまら 

ね、 ま、 不味ない こと をい つてし まって。 

鈴 水 「熱、 心に) 何、 Hllsi? 飛んだ こと を。 今の 貴方 こ 

そ、 本 0 の あなたです。 何時もの 贵女 こそ 却って —— C と 

首^？；-に困って苜^^む) 

St 子 へ 皮肉て なく、 人が 好 さう LL) 馬鹿 だとい ふの。 

鈴 木 -忙て V) い 、や。 さ、 何てい ひませ う。 (氣 取つ 

て) あ > -、 私 は 何て 拙ない 詩人で せう。 表白す る 言^ を 

知らない。 (i 眼，^ 伏 V て 俊ぶ、 こむ) 

$s 子 (その 餘リ a® 目な のに 氣の なリ) あら、 い、 


のです よ。 忌 味 をい つたの ぢ やない の。 氣に 掛けて はい 

けません。 

鈴 木 え \ 。(と デ ッと爲 子の 額， ^みて、 何 か 思 ひ 切った や 

うに) 奥さん、 私 は 11 

ほ 子 (怪訝な 顔，^ して) え？ 

鈴 木 (言 そ びれ て、 いふ 事.. Hi へた やう に) ぢぁ、 奥 さ 

ん。 あなた はや つ ばり 今の 境遇に 滿 足し て ぉゐ でな ので 

すね。 

爲子 (全然 諦めた 人が 着いて る やう に) え、、 滿 足し 

ない といつ た つ て 仕樣が な い ぢ や あありません か。 (と 

笑みて) これからの 樂は あなたの 樣な柔 しい 方に、 柔し 

ぃ奧 さん を 御世 話して、 仲の よさ さうな の を竝べ て 見る 

のです。 

鈴 木 あ、 もう、 そんな こと は 止して 下さい。 頭が痛い" 

11 (と 額，^ しかめて 頭，^ 押へ ろ) 

爲子 (驚い て) ま、 何した の、 貴方。 また、 熱が 出た の 

ぢ やない の。 

鈴 木 え、 熱が。 い、 え。 —— (また n. たる？ つ Li) あ \、 

私 はどうし て かう 隨病 でせ う。 

爲子 え、 瞭- 病？ ま、 贵方、 何して そんな こと を 急に 氣 

に 掛ける の。 (慰めろ やうに〕 ま、 臆病の 方が い  ので 

すよ。 間違 ひがな くって。 
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$ いきえ、 だめです。 私 は 自分の 藝 術と 生活 を 一致 さ 

せる こと が 出來な いからです。 

ほ マ 1- (勘逮 ひ.^ して) あら、 さう 急に そんな 心 li をな さ 

つたって いけませんよ。 此處 にかう して ゐれ ば、 差 支へ 

な いぢゃありません か。 その 中には、 あなたの 1  爾で、 

立派に 生活 をな すつ て ゆく ことが 出來 ますよ。 

鈴 木 さ うぢ や あない。 

爲子 え？ 

鈴 木 (じれて) あ、、 あなたに は 分らない。 

^子 まあ、 さう じれない でさ、 口で 仰お いよ。 

鈴 木 (愈 決心し ズ、 一 大事，^!!^5ろゃぅに) では、 云 ひま 

せう、 奥さん。 私 は 嘗て 戀を しました。 氣 狂の やうに 戀 

をし ました。 し かも 相手 の 婦人 は 少しも それ を 感じ て く 

れ ませんで した。 私 は その 入の 前へ の 一切 を 抛げ 出し 

ました。 だが、 その 人 は 私の M 情 を 感じて くれません。 - 

その 婦人 は 眞情を 感じて くれる 力がない やうでした。 戀 

の 力 を、 二人の 魂 を 一 つに 結ぶ 戀のカ を 11 

爲子 まあ、 御氣の 毒ね。 それから、 何して？. 

鈴 木 r 拍子 拔け がし；： やうに) え？  もし、 では あな 

たの 身に、 さう いふ ことが 起つ たら 貴女 は どうし ます。 

爲子 (平凡な 調子て) さう ね、 それほどに 思 はれたら、 

婦人の 身なら 誰し も 嬉し い で せう。 


$  (熟して) え、 本眞 です か。 

爲子 (全お， 冗談に て) ほ、、 だが 今 はもう 駄目、 夫が あ 

ります。，  - 

鈴 木 (いか li も 情けな ささう に) あ、 あなたに は 夫が あ 

る。 私に は 心 友 さへ もない のです。 私 を 慰めて くれる 心 

友 さへ もない のです。 

爲子 御 心 友 もない？ それ も 及ばず ながら、 夫の がゐる 

ぢ やありません か。 

鈴 木 (強く 首.. j< 振って) い- -ぇ、 私の いふの は 婦人の 友 

達です。 失戀を 慰め えられる もの は、 獨り 婦人の 友情で 

す。 —— 私に は 母 もな いんです。 姉妹 もな いんです。 そ 

し て 精神 も 肉體も 弱 いんです。 11 詩 入 は 地上 の あら ゆ 

る カを楚 はれて ゐ るので す。 だが、 たった 一 つの もの を 

得る ことによって 最も カ强 いものと なる のです。 それ は 

II あなたの や うな 優し い 方の 庇護 が 要る のです。 

爲子 え、 私の や， つな 11 

水 (夢中な やう に〉. さう です a あなた は 私の 求めて ゐ 

た 心 友です。 あなた も それ を 担まないで ゐて 下さい。 あ 

なた は 私 を 心 友と して 迎ヘ て、 心 友の樣 に i して 下す 

つた。 ですから、 何う かその 名 を けて 下さい。 

ほ 子 (少し W つて 輕く享 けて) え、 え、 享 けます とも •；：！！- 

けます とも。 (といって、 子供-..: いふ やう に」 です が條件 
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つきです よ。 あなた は此 後と も、 わたしの： M ふこと をよ： 

つ くきい て iwM を すんで すよ。  ： 

^水 ぢゃ、 ^$けて下さぃますか。  J 

ほ 子 え、、 え- -。 

^水 お、、 ありが と。  】 

(と と. m 上って、 爲 子の vi,,^ 掴まう とする、 お 子、 " 

ぴ つくりして、 手ん 退く。)  丄 

0^ 木- sjc 敗た とい ふ 思 入て * その ま、 「わ、 目が。/ \」 

くな つた J^. 似ん、 して 倒れ か V る。 爲子 驚いて 

支へ て)  ノ， 

$ あ、 大 11、 々々。 

(この や：； 端 奥 に. 乂。)  ) 

あ、 さう です か、 ブラ ットホ ー ムの 方。 よろしい。 行 

つて？^ ひます。 

(と 士村 水^ 急 ざ 足て 出ズ くる 。年に 三十 HI .1 ハ、. 

風. 化 は梆は 者 風、 i!g まの 廣に 山の 低い 山 一 ：！- 幅。 

この 様子，^ 見て。〕  ： 

衬木 奥さん。 どうし たんです、"  ； 

爲子 お、 先生でした か。 い、 所へ 11 ま。 何う した； 

んで すか 知りません が、 仏 や 小さん が、 なに こんな 風に。 

村 木 は、 さう です か。 (と 山：：： 寄って ほ 子の 手 i リ 椅子へ 移. 

し、 一寸 &て) よ 一つし い、 大丈 失， |( と 11 リ む) 二 


(鈴 水 t ひる。)  3 

巧； 十 あら、 あんなに 苦しがって ——  一 

村 木 え 、大丈夫、 々 々々。 —— (と 手： iu や 一寸 裂き、 何； 

か 書いて^ 子に 渡し) ？ t りです が、 誰か 一 寸宅 まで やつ- 

て 下さい、  これ を 渡して 下さい、 藥瓶を 取 せます から。 - 

爲子 は、 度 やります。 (と 心配して) それから 此 所へ 此ー 

ま、 S いて はいけ ますまい。  い 

村 木 ；輕 くう けて) さう です ね —，.— あ、 綠色の -sf です よ。 

お 子 (なほた めら つて) はいく。 です がね。 生、 ど" 

う も 可笑し い んで すよ。 靜か にこ.. 1 で 話し て ゐ ると い ふ 一 

と：；：： を 廻し たんです の。 まさか、 またぶ り 返した ので は 

ございま すまいね。  一 

村 木 な あに さ うぢ やあります まい。 —— „ 戒は藥 局の 右の な 

棚に あります よ。 右の。  i 

爲子 はい/ \。 わたし はね、 どうも 資 にね、 吃驚いた し 一 

ましたの ——  j 

村 木 さう でせ うく 。(と， まくう けて) 早く 願 ひます よ。 . 一 

ほ 子 はいく。 ぢゃ、 急いで.^? 〈マ ませう。  .： 

(と 急いて 家の 方へ e- く、  W 木 サ.、 £11? いてが ケクト r* リ 一 

. 卷葉入 か 出し、 紙 卷ん拔 お、 リ火ん じ 一 服して、 鈴 木 二 

1^^:^^に见て。)  .\ 


]90 


友 親 


村 木 さ.、 さ。 目 を あきた ま へ。 何方でもい、 から。 右の 

眼から IS き 給 へ 。 勝手が： 惡か つ たら 左の 眼から。 

鈴 木 (眼.^ 開いて) あ. -、 先生でした か。 

村 木 癒った かい。 

鈴 水 (大儀？ うにして) ありがたう。 私 は 氣を失 ひまし 

たか 知らん —— どうしたので せう。 M§ が あり やしません 

力  , 

村 木 (肩，^ 叩いて) おいく 君、 君 は 中々 好靑年 だが、 

君の 判斷カ は、 ある 點 に 於て ひどく 缺 乏し て ゐ るね。 

鈴 木 え。 

村 木 ^« はド ク ト ル 村 木 を こんの 奥さん！； ：1 にお も つて ゐ 

るね。 »i 者 は S はれん もんなん だよ。 

鈴 木 QS 奮して〕 なんです つて、 私が 何を僞 はりました。 

それ をい つて 下さい。 

村 木 なるほど。 (と 笑みて 意味 わりげ L! 鈴 水の 額， かみて) 

君 はだ つ て 善良で 淸淨 な靑年 の やうな 顏 をし て ゐるぢ や 

ないか。 

鈴 木 え、 それが 何う しました。 私 は 少しも 恥 づる所 は あ 

りません。 

村 木 だめ だよ、 君。 君の その 眼が 承知し ないから ね。 (と 

指さす) 

鈴 木 え？ なんです つて。 


村 水 眼が どんより して 鼻に 充血して、 健-撫^の 神 經哀弱 

鈴 木 そり やなん のこって す。 

村 木 ま、 き k たまへ。 偉の 知合に ね、 一 人の 若い 宣敎 M 

が あつたんだ がね、 信仰が 堅く つて n 身で 素行が 立派で、 

婦人と は 二人き りで は！ E 席 もしない 位で、 ひどく 感心 さ 

れてゐ たが、 11 は \ 翳 者 は 偽 はれん よ。 一目 見た 丈 

けで。 . I それから 僕 は 骨相 舉を やる が、 失敬だがね^? 

の その 頭腦の 戴きの 低. いのは 口で い ふ ほど 善人で ない こ 

とを證 する ね、 靈 性の 活動が 乏しい よ。 それから、 こ、 

さし 

が 張って ゐ るの は (と 鈴 木の 森の 脇.^ 指 C) 破壊 性に 富 

んでゐ るよ。 

$ よして 下さい。 

(とその 早 先.^ 拂 つて 後 向く。 村 木す ぐ 後 脂.^ し 

て。) 

村 木 この 後腦の 張つ て ゐる の は 、 欲 壯ん で、 しかし 

分れて ゐ るの は、 情 を 一 一三に する 冬 情の しるし だ。 

鈴 木 そんな 馬鹿な こと を —— 

村 木 いん や、 责驗上 鶏の 小腦を 傷つけ ると その i がな 

くなる ところ をみ ると、 萬史 うそで もない よ。 —— . それ 

から 君、 姓名 判斷 からい つても ねえ、 の 名前 は 字赘全 

鼈が、 えつと 11 二十 七 か、 それで 土 金 土木 だ、 どうも 
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爲 村 爲 村 お, 


民 村民 村民 村民 
3- 木 子 木 子 水 子 


おは 根氣 がない ね。 それに 陽 i つ Si 々は 君の 性質の 有 一 M 天 

になり たがり 自ら 欺く までに 一事に 心醉 する 質 だ。 しか 

も 木 S に ¥ はでき ない。 (と やかに 笑みて) 熱 

して ゐる やうに みせて 屮 々冷，！ にやる ね。 

ぬ 木 retl 鹿な、 そんな 姓名 判斷 なんて 下らん こと を I . 

すっかり 

村 木 併し 君、 どう だ、 全然 當 つて ゐる だろ。 だから さう 

： 概にも 貶せん よ a  - 

$ なんです つて。 

村^*1 ま、 なんでもい X さ。 僕 は 君に 少し 話して おきたい 

ことがあ るん たが、 今 は その 間がない。 あ、 もう 奥さん 

が來 た。 さ、 f う 一度 病人に なり 給へ、 早く 11 

(^水 は 何とか 反抗した くも、 、、の 揚合已 得ず、 忌 

ひ〕 し？ う Li 椅子へ ぐったり となろ。 爲子、 お 新，^ 連れ 

て、 家の 中 r*y<s いて 出て くろ。) 

お、 先生、 あの 早速 御宅の 方へ は 人 を 遣 はしました。 

や、 ；？ OJS>、 それ は/ \.。 

あの 少し は 快くな りました か。 

え、 大分もう 快し い。 

あ、 さう でした か、 ま、 私 は 吃驚し まして —— (と 

木の 傍へ r* リ) 鈴 木さん、 何う？ 少し は 快くって？ 

(衬 木の 居る 手前、 探ぐ つた さう！. 1) ありがたう。 

少し は 快い やうです.。 


ほ 子 さう、 まあよ かった わ。 さ、 彼方へ 床を舒 ベて おき 

ましたよ。 少し 橫 になる とい、 わ。 —— あなた 歩け て？ 

さ、 お 新、 手 をお 貸しよ。 

(鈴 木惱 まし さう に 立 上リ、 爲子 とお 新に 支 へ られて 

そ, Q-/, 、人る。 ^子が途中ぃるく大事に勞ろの，^.、 

お 新 は 馬鹿々 々しいと いふ 額.^ してね る。) 

(引 違 へ て 民 子 後 >&5； ^向きながら 出て くろ。) 

お、 先生、 鈴 太さん か 何う かしまし たの。 

いや、 一寸 その 目 を 廻した ので。 

ぢ やまた 再發？ 

なに 心配した ことはありません。 

(分った とい ふ 額，^ して) あ、 ぢ やまた 假病？ 

(驚いて) え、 あなた 知って ます か。 

な あに、 あの人 は 詰る と氣収 つて 手 を 額へ やる から 

村 木 (笑って) あは、 その 氣 取り 過ぎです よ。 お蔭で 今 

日中 は 寢てゐ なきやなります まい。 

民 子 まあ、 だが あの人 はどうして あ、 膽が 平氣で やれる 

のでせ う。 母 さまと；； M が 合 ふっての も噓 よ。 母 さま は 詩 

人 だ つ て u^, 堇 派よ。 あの人 はデ 力 ダン ぢゃ あありません 

か。 母 さまと 氣の合 ふの はつ まり 僞 つてる のよ。  i 

5 今日 は 御； 5 は 濟んだ ん です か 。 
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村 木 え、 病 家 廻り はもう JfS ん だんです よ。 だが だんく 

驟 になる、 平凡な 病人ば かりで ね。 

民 子， ま、 そんな こと を 云って ると 琉行 なくなり ますよ。 

村 木 所が-も うなって ゐる。 此間績 け て 町の 有力な 奴 を 一 一 

人續け て な せて 仕舞つ たんです。 つまり 醫舉士 とい ふ 

1 を 信用し て 東京の 翳 者に も 見せな く つ て 殺した、 あ 

いつは 喰 はせ もの だとい ふこと になつ たんです。 おまけ 

に 葬式が 素晴らしく 立^ でれ、 行^が. 一 一町 も 三 町 も績ぃ 

て 僕が 1M1 すな こ と を大. ：，^ 町中 へ 鹿吿し ち や つ たんです。 

11 尤も 其奴 等 は 誰 を 連れ て 菜た 所で 太 槪 死ん で し ま つ 

たんです がね。 

民 子 r 少し Mlf れ V.) まあ。 

きょ。 

村 木 元ポ僕 は戀ら ぬ 奴に 藥を； W るの が 忌 だから、 駄目な 

奴 は どん/ \ ^見切る の で、 見 as: 者と い ふ 名 を 頂戴し て 

ゐ たんです がね。 それ 以來 誰が 云 ひ 出した か、 東京で 失 

敗って 此 町へ - 流れ こんだ 見切 もの 8? だ とい ふこと にな 

つ て、 大分 此頃 は玄 關 後 li を 張 つ てるんで すよ。 

民 子 (心 して〕 まあ、 それ は闲 りました ねえ —— 

村 水 いえ、 遊べて よご ざん すよ。 

民 子 (笑って) 先生 あなた はほんと に吞氣 ね。 (と 真 目 

面 に なリ〕 それ はさう と t, 頃 父 さまが あなたに 餘り 好意 

を 表して ゐ ません の。 


村 木 (意外とい ふ 額. J< して) え、 なぜです。 

民 子 (下 吸 に なり) あなたが 誘-; 恐す るんで すって。 

衬木 え、 誰れ を 11 

民 子 白ん て) わたし をです つて。 

衬水 あは V、 あなた をです か。 これ は 面白い。 

民 子 面白 かありません わ。 父さまはそれで大^^に心配し 

てゐ ますの。 

衬木 ぉ父さんがそれが爲に心！^ —— (とふと わろ 事、， か 

ひ 八 "せて にや リ として) これ は.」 灯い。 いや、 ちっと はお 

父さんに 心配して 賀っ て もい.^。 お 互ひ樣 だ。 

民 子 え、 何う して？ 

村 木 いや、 わたし も 父 さまの ことで は隨分 心^して ます 

からね。 鈴 木 君の 病氣 を應 さう とお もってね。 11 そし 

てお 父さん は 何う いふので す。 

民 子 あなたが 眞面 H でな いってい ふの です。，. I つ まり 、 

あなたが 餘り 道樂が 多過ぎる から です よ。 

村. K- あ * さう です か。 だが どうも、 この 者 は みんな 道 

樂が 多い ものです よ。 まあ 私 なぞ は 少ない 方で 罪の 輕ぃ 

方です よ。 骨相 學と 姓名 判斷。 墓 を 集める の 位ゐ。 あと 

は 性の 研究 i - 尤も これ は專 M にな るが 一 I まだ P 者 に 

よって は ill 々あります よ。 知って る 男に 長 に 凝つ て 小 

三郎に 入門して 破門され た 男が あります よ、 一 ォ クタ ー 
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菱村  菱村  民  菱村菱 


ブ つた 隨を 出す ので 11 

民 子 ま *s —— 

村 木 だが、 これ は 幾何 あなたの 爲 でも 止める 譯に はいき 

ません よ。 ^^京 にゐる と 親類 共が 何ん のかん の と蒼蠅 い 

から、 此方へ 來てゐ るの もこの 道樂の 爲 なんです から。 

民 子 ぁら私も止めて^^！かぅとは申しませんょ。 

村 木 いや それ は 有 維う。 

(、、の 55^ 端 泣 く 汽笛 の t 遊. 1T、 、、ゆろ。) 

民 子 (iK 耳た ズ) あら、 あれ は 午後の 下りの 一 番ょ、 誰 

か 御 が來 るかし らん。 

村 水 あ、 一お；： ^ からです か。 併し 大抵 この 水の 汚ない のと 

モ ス リ ンの油 で 逃げ出す でせ う。 

氏子 え、 さうな の。 です が 世 §1 は麼 いものね。 やつば り 

知らずに やって 來ま すわ。 ほ > -。 

(^の；，：^ コ端 家の 中に て魏 E の 「も は- -、. -っ」 とい ふ 

山 おひの？ t かふ：、 える。 二人び つくりす ろ。 直ぐ 蓬 田 

手に^ 继紫 内の 小册子 を： W つて いかにも 可 笑く て^ら 

わと いふ 風； <1$K ひながら S てく る。) 

0^  つ、 どうも 可笑しい。 あつ は，. つ。 

や、 衬木 さん、 お、 民 子、 (と 1 寸不 安な 紋.^ して) 二 

人 限り か。 お母さん は 11 


民 子 今 母 さま は 鈴 木さん が 一寸 ほ を 廻した ので 傍に 附ぃ 

てお ゐで  >- す。 

蓬 ra なに 鈴 木が 目 を 廻した 11 (云 はぬ： とかと いふ 顔 

i<j< して) それ 見ろ、 だから a 光に 當て、 はいかん といつ 

たんだ。 おれの 云 つ た 方が 間違 ひ はな い 。 

(民 子、 村 木と 眼， ^見合せ て 笑 ひん 堪 へる。) 

田 な、 村 木さん、 日光に 當 つたから だろ。 

水 え、 さう です。 

ra  (もう 一度 民 子に) それ！ 1^ ろ。 —— どれ 行つ て 見て 

こよう。 (と 行かう として 二人て 匿い て はと いふ 懸念が 

ら) いや 民 子、 お前、 往 つてみ ておいで。 

子 はい。 

(といって 村 木に 「それ 御 なさい」 とい ふ して 

家の 方へ ゆく。) .，； 

木 (蓬田の 1 寸漉ぃ顔，^^見て思ひ出して) 菱 田さん、 

今な に を 笑って ぉゐ でな すつ たんです。 

E  (E^ ひ 出して 忽ち 俾^ がな ほり) いや それ ノ\ 、(と 

狩って ろ册 子.^ 突出し) これです。 兩三曰 中に また 旅行 

しょうと おもって な。 — 

木 (眼. ^上げて) え、 また 御 留守に な るんで すか。 

£  (氣も 付かず〕 さう です、 今度 は その 信 州 地方へ 出 

懸る； 桓 りで 案 內記を 少し 調べ てみ ると 何う です、 この 本 
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に 野 尻 湖の 景色 を譽め た あげく  、(と 木.^ 開き 読む ) 「湖上 

一 あり、 辩天 島と なづけ、 島中 辩財天 を る、 沿岸 

より 架す るに 一大 長 撟を以 つてす」 つて、 馬鹿々々 しい。 

去年 行 つ た 時に 橋なん か 影 も 形 もな い 、 尤も その 時の 話 

む- f  > 

に 古 は 橋が あった さう だが、 一 一十 年 も 前に 大嵐が あつ て 

落ち た 限り 3 來 もしな いとい ふこと だった。 よくも こん 

な 出 目が かけた も んだ 。 

S 成程ち と 非道 過ぎます な。 

いや、 これ なぞ は 並の 部で 罪の無い 方です が 非道い 

のになる と案內 どころ か、 迷 はせ てし まふの があります。 

村 木 へえ？ 

しかも、 去年です。 土地 もこの 上 州で、 太 田の 金山 

から 脇道 へ 五 里 入 つ た 所に S 泉が あつ て、 案內 記に よる 

と 土地が 幽翠で 51 泉淸徹 多少 ：！ 味 あり、 四時 繁盛 を 極む 

とい ふこと で、 金山で 聽 いてみ ると 此顷は あまり 盛らな 

いとい ふこと だつ たが、 却つ て靜か でよ からう と 銃獵旁 

旁 行って みょうと 五 里 も 山道の 道 もない やうな 所 を^け 

入って みると、 荒屋の 破れ かけた のが 一 軒あって 戸障子 

も 締めてな いので、 勿論 人っ子 一人 見えない、 遂に 廢泉 

になって ゐ るので、 その 時には さすがの 私 も 泣き出し さ 

： うにな りました。 

村 木 成程 これ は 本統に 非道い。 


麥田 いや、 併し 可 笑な もので、 この頃 は 出？ W けた 場所が 

■ 案. 2： 記の 通り だと 却って 物 足らん 氣 がします。 問 違って 

ると また 一 っ發 見した やうな 氣 がして 嬉しい C  (と 沼の 

方.^ 見渡して) 何う です、 この 赤淘 つた 城 沼 なぞ も 案内 

記の 筆法で ゆく と淸 澄に して 太古の 俤 ありと でも かくの 

でせ う。 いやもう 書い て あるか もし れんて —— さう だ、 

この 問 も かう いふ 11 

村 木 (や、： 水れ ながら) ま、 菱 田さん、 鈴 木 君です な —— 

菱田 (俄かに 氣が 付いた やう L1) お \ さう、 あれの Is 

は どんな 麼 梅です。 

村 木 さやう、 大きによ ろしい のです。 一種 間歇 的 il:^ 質 

ですから、 ちと 精神 を させた はう がよ ろし い の です。 

何う でせ う、 動の 爲に 折々 お 使 ひに なって は、 鳥 小 I！ 

の 話 をな すったり、 花壇の 手 入 をな すったり する 御手 

傳ひ をお させな さる はう がい 、。 

菱田 まだ ほんと に 恢復し ちゃ ゐ ますまい、 それ を そんな 

こと を させち やい けますまい。 

村 木 何の/ \、 さう した はう が 却って 頭の 工合が よくな 

ります よ。 兎に角 獨 ぼつち でお 宅に お置きな さるの はよ 

くない。 つい 熱が 高ぶります からね。 

荽田 熱の ある 者 を 外へ 出しち やい けますまい。 宅に ゐた 

からつ て 決して 獨 りで ゐる やうな ことはありません。 始 
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ぉ麥ぉ 


お ^ 


お M お 


w 姜 村 


菱田 また 御 客 さまが あるよ。 水 I;.. 額と いふ 男が 家内と 子 

供 を 連れてき たさう だ。 

爲子 おや、 さう です か C 

民 子 また 母 さま 見物？ 

爲子 およしな さいよ、 民 子さん ー 

(奥 に て。) 

お 新 こちらで ござります。 

萆 分つ とる、 道が ついて る。 

村 木 (驚いて) 大變な 人 だな。 

(お 新 LL 案內 され、 水無^ 卓爾. ^先 LL、 妻 じゅん子、 

息 詔； 雄の 手.^ 引き、 車夫 "J- 荷物ん < 持たせて 出る。 卓爾 

は 截は 四十 A 九、 路 額て 胡麻 鹽の 五分 刈： ま、 1^^ が 

つてみ せかけ、 その 實中々 狡猾て、 今 は 多少 失意な と 

、、るから、 成功した 友人 なぞに 會 ふと、 露骨な 厭味.^ 

浴せ て 皮肉が つてね る 男、 職業 はけ" 護士、 大 島の 着 流 

しかな：， 1 か-,! 薄地の インバネス 1„J- 被って ねろ、 精子 は 

^！？-ソクス幅。 ^^ズじゅん子は四十.1六の肥リ肉、 や、 拔 

け 上った 髮.^ 束髮 l: して 薄い 御 納戸のお 召の 紋附に 緩 

珍の 丸帶、 金の 胸餓. ^かけ ズ、 その上から ス 力- フ， 

吹告 かしてね る、 見ろ から 强も のらし い 扮裝、 右の 

手 _」 オペラ、 パク クと 洋傘，^ 携 へて ねる。 息子の g; 雄 

は 十三 位な 利發さ うな 类少 年。 秩 父 銘仙の 筒袖に ち i、 


終！*が1^£にっ い てゐ ます 力ら。 

木 さあ それが 闲 るので 11 

ffl え？ 

木 何、 奥さんが 附 いて ゐ らっしゃれ ばい \ やうな もの 

です がわ —— 

£ 上 お 新 少し 驚いた やうな 瓿 なして 出て くる。〕 

新 口： 那 さま， 御友 達 だと おっしゃ つてお タ，： 前 はおつ し 

や いません が、 立派な 方が お見えになりました。 

S おれの 友達 だ？ 

新 へえ、 ご 婦人と i^H 麗な 坊っちゃん をお 連れな すって 

田 御名 前 はって M いて こい。 

新 さう いって 承 はりましたら 大變な 御 立腹で、 友達 だ 

とぃゃぁ分るとぉそろしぃ？^^でぉどなりになりましたの 

田 あ、 さう か、 ぢゃ ああれ だ。 水無瀨 だ、 到頭 出掛け 

てきた な。 こっちへ 通せ。 こっちへ。 

(お 新 頭いて 入る。 引 違へ て 家の 中より、 お 子、 民 

子 出て 來 る。」 

子 あ、 あなた。 

ffl お、 どう だ、 鈴 木 は。 

-ト えん、 もう 大 g よろしう ございます。 
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みの 兵 兒帶. ^きり、 と 締め、 帽子 は氣 取った 少^ 帽。) 

水 無 鎖 や あ、 君。 (と菱 田と 握手して) 今 一寸 細かい の 

がない から • .車 夫に 立 替 へと い て くれ 給 へ 。 

幾 田 あ- -、 い， \ とも、 お 新、 その 荷物 を受 K つて あっち 

で 平 助に 金を狒 つて くれと い つ て くれ。 

(お 新點！ ^いて 車夫と 入ろ。) 

水無聽 (もたり 1 やき，^ ろ/ \ 見廻 はして) これ かい、 君 

の 御 自慢の 別莊 とい ふの は。 え、 水が？ I- つと るな あ * 大 

川より 汚い な あ。 何 だい、 後の方 は 丸で § 地 だな あ。 

電車から 品 川の 塊 立地 を 見る やう だな。 (といつ て 急 L1 

藥 田の 袖， ^ひき 腮 て) あれ かい、 後妻 は？ 成程 若い な 

あ、 未だ 二十 位 だ。 

養 田 あれ は 娘 だよ。 

水 無 1( あ、 さう か。 では 丈の 低い 方？ おや、 なほ 若い 

ぢ やない か。 

(菱田と^；&子少したじろぐ。) 

じゅん子 . (腮ん.^引ぃて夫.^-上眼て聣み) あなた、 何です 

よ。 

水無瀕 (氣が 付き、 一歩退いて) 君、 僕の 奥さん 11 

じゅん子 (1 歩す、 ん て驚揚 LL スカ —フ. ^取って オペラ 

バ ク グ、 洋傘と 1 緒に tf 上 u おき) まあ、 菱 田さん でゐ 

らっしゃ います か。 4f 度 は 何う も 揃つ て 上りまして 御 邪 


魔 をいた します。 まあ、 奥さんに 嬉 さんで ゐ らっしゃい 

ます か。 始めまして、 まあ 結構な 御 住居で.. こざい ますこ 

と。 私 ども- -別莊 もと 存じて をり ますので すけれ ど、 何 

分^ 暇が ござりません の で、 此間も 鎌 倉の 方に 恰好な 地 

所が ございまし たのです がその 儘に いたして しま ひ ます 

やうな 譯で、 ちと 閥 散に いたして 居りたい と 存じまして 

も、 何のかん のとい ろ な 事 を 持 込んで まゐ ります の 

で、 今度の 帝 iZ 婦人 海事 協 貧 會 なぞ も 是非 奥さんに 一 枚 

加 は つ て 戴きません と 物に なりません なぞと 汕を i« けら 

れて、 また 遂々 引 1 り 出される やうな 譯で. そこへ また 

補缺選 と いふの で 牛 込" fe: の 或 部面 は 私で なければ 動か 

ない とい ふので、 もう 勘忍し て K ひたいので /さ い ます 

が、 せめ て あ 前 だけで もとい はれます と、 さう も參り ませ 

ん ので、 遂々 二人 曳で 飛し て 仕舞 ひ ます や 5 な 始末 で 、 

それに 宅が この 通り 構 ひません ので、 子供の 敎 なぞ も、 

私が 面倒 を 見なければ なりません の で —— £i 雄 や、 御挨 

5^ をお し X  g 一雄 母の 下よ： T 隐，： ^さう LL はにかみながら 默 

禮 すろ) ほ、、 御. の 通り まだ 一 向 御挨： ゆの し やうも^ 

じません の で、 併し 外 S の 御子 を惡ロ を 申す の では.. - J ざ 

いません が、 これと 同年 位な 御子さん 達の やうに 生意氣 

に は 育て あげません ので、 -兀來 私 は 今の 智育 一 15! 張の 學 

i;! 敎 育に は 反感 を以 て をり ますの で 手許 で敎 育し て をり 
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ます。 —— お i、 それでが うで ございます。 此間 M 役所 

の 1:5- から 呼出しが 參 つて 「あなたの 御子 息 は に學齡 

に 達して ゐ ながら 何故 小 へ 上げない のか」 と 申す ので 

す。 それで 私 は 女子高 ま 紬範を 卒業し て をり ますの で 、 

立派に子t:^を敎育する^^K格はぁるとぃ つ て 四まして やり 

ました。 まだ あ \ い ふゆ 校 へ 上げて さべ おけば、 敎 育が 

出來る やうに おへて る 一成 冥な 連中が 當局 にあり ますの で 

0, の 少し 前、 ；； 新 K 木 器ん- r ばんてきて、 この 雄 辯に 采 

れ ながら 引 込む。 勿論 各人各^に 呆れて ねる C 

子 は 茶 S ん 按排し ズ ねて、 それ.. i\ 茶 へ 注ぶ、、 じゅ 

ん 子へ も 出し。) 

は 子 奥さん、 お茶 を —— 

じゅ/子 は あ、 どうもお 難う。 

K 子 まあ、 どうぞ 奥さん、 御 け 遊ばして —— 

じゅん子 は あ、 t がた う。 (と 漸く 氣が 付いた やうに 四 

迹か 見廻し〕 どうも、 これ はおよ ろしい 景色で ございま 

す こと。 ま、 あなた、 そんな 所へ、 立ちはだかって ゐな 

いで、 御 けなさい ましよ。 ま、 此 通りで、 二人 子供 を 

抱 へ て をり ます やう f の で —— 

水無淑 はい、 奥さん。 

(これにて 一同 椅子へ かけろ。 但し 村 木と 民 子 は 立つ 


てね る。) 

菱 S いや 村 木さん。 

W 木 は あ。 

藥田 この 方 はわし の舊 友で 水 無 獺さん I . (水 無 向 

ひ) i: 學士村 木 su! おです。 (また 村 木に) 東京で 辯 護士を 

やって をら れる。 中學 代の 勉強 仲間 さ。 わ は 、、は。 

水無瀨 (わざと 聞 咎めろ やう LL) 勉强 仲間！ はつ、 聞 

いて 呆れる ね、 菱田 といや あ、 なまけものと 同 語義に 联 

られ たもので、 菱£ ん、 菱 ける、 菱 がんと いふ 一 らしい 

用語 例が 出來 たくら ゐな もの さ。 

续田 さう、 すっぱぬ いちや 闲 る。 わつ は、  >1 は。 II い 

や、 併し 君 は その 時分から 勉強家で よく 出來 て、 わしな 

ぞ よりず つ と 年が 若かった が 同級で、 却って わしの 方が 

坊っちゃん 扱 ひに された も の で 11 

水 無 瀬 ふん、 だが 世の中 は 何事 も、  1 だね え。 君の やうな 

なまけものが こんな 立派な 家 やしき を 持つ やうに ならう 

と は 思 ひ 掛けなかった、 そら 君が あの is 麥 やの 借りの 始 

末に W つて 1 . 

民 子 (唯 へ か て、 つと 出 マ) 母 さま、 あちらの 座敷の 

方へ 御 案内したら 何う です。 

爲子 え、 さう ね。 奧 さまと 坊っちゃん 丈け でも 11 如何 

で ノ J.VJ います か。 あちら へ 。 
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村萆ぉ 村菱 村 笠 村 


じゅん子 は あ、 有難う。 —— さう 願 ひませ うか。 

爲子 で ま 何ぅぞ 。 

. (爲 子 先き に、 じゅん子、 雄、 民 子 行き かけろ。) 

菱田 (呼びかけろ.) あ、 ミッション、 スタイルの 客室 も 

ごらんに 入れな。  - 

爲子 はい。 

(と M 人 入る。) 

水無瀕 ミッション、 スタイル た 何 だ い 。 

S いまの 流行の 建築 だよ。 

水 無 潟 コム ミッションの 類 か。 

は. や 《- 

菱 田 馬鹿 を いひ 給へ。 此頃セ 、ッシ ヨンに 代つ て琉 行か 

けて きたの さ。 大いに 流行の 魁と いふ わけさ。 

水無濱 へえ、 そんな 洒+洛 た眞似 をして ゐる のかい、 ぢゃ 

僕 も 一 緒に 住-つ て、 その コン ミッション で S 來た 部屋と 

い ふの を拜 見させて もら はう。 

C とっか /-\ と 入る。)  . 

村 木 . (見送 力て) 隨分 m 暴な 入です な。 

赛田 い-や、 古から あ. - いふ 構 はない 男で I . 

村 木. いや 菱 田さん- 1 

菱 B え？ 

村 木 さっきの 鈴 木 君の こって すが、 どうで せう、 あの 入 

は あ 、 し て 遊ばし てお. い て はどうし て も 磨 飛に 惡 いので 


すが、 家へ 置かずに、 何 かかう 骨の 折れない 一定な 職荣 

を 11 

蒸 田 い やそれ は 私も考 へて ゐ ない で はあり ませ んが 、 す 

ベ て さう 急に する 譯 にもい かん。 まあ/ \. はせ てお い て 

下さい。 

村 木 (また 仕方なく) あ \、 さう です か。 

0、，^ へ お 新 名刺.，^ 携へ て 出ろ。〕 

お 新 (菱 E に) この 名刺の 方が 曰： 那樣 にお E に懸 りたい 

つ て 御出です。 

菱田 あ  > -、 泉 谷が きた か。 こ、 へって いへ。 

お 新 はい。 

(と 引返へ す。) 

木 御 客： 1 なら、 僕 は あちらへ まゐり ませう。 

E いや (と：；？ 木の 額， ^見て) あなた はこ \に 居って 下 

さい。 

木 何 か 御用で  

H え？ いや その 11 私の 話 相手に な。 

木 (可笑しさん- 堪 へる やうに) あ \ さ うです か。 

(奥に て。) 

新 こちらで ございます。 

いや、 どうも これ は 恐 入り —— 

木 おや、 今度 は大 i3 叮 な 人が きました な。 
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( .r 新 先 に. ，！^  (八： 碟 も 衞 人 リ 告 た ろ 、 お 新 は 田 の 方 ん< 

指さし < ^曄 して 人ら うとす ろ。 G^^i: 「 一 寸」 と 猫. ち や 

の やうな 恰好て 呼びと め、 持って 來た 風呂敷 a,^ 片手 

て愤げ 水引の か k つた 大きな カス テラの 折ん、 出し 菱田 

が见 てね ろかと 一寸 こっち へ 吸 ゃリ、 見て， Q るの て、 

isli 態と 内密 LL 波す やうに ひよ： すかして 早くお つち 

へ 持って ゆけ とい ふ 風に みせる。 お 新叮陣 に禮， ^か 

へして 目八分に げて 入ろ。 ，：： 欠 〈。風 M: 敷，^ ！^に^ 俾は 

ぜ て 仕舞 ひながら 此方へ ふ、 たろ。 扮裝 はせ W 货の 拾に 鐵 

無地の.： J 羽織、 ？ のけば くしい^ 帶 に 金錢の 太い 

の，^から..^^;て中指に印ム：：の<^8指環.^はめ、 巾 折， か 冠 

つてね ろ。 W 子，^ 取ろ と、 髮 刀け て 油.^ つけ、 奇魔 

に光？ゅ>^-持たぜてねろのて中央の禿が餘計目に立っ。 

年顷は 五十 位。) 

谷 へえ、 これ は 御無沙汰 を、 お 變りも ございませんで、 

そのな、 今度 足 利の 方へ な、 その 出張店 を 設け ましたの 

でな， 勿論 出張店と 巾し ました 所でな、 私共の ことで お 

恥し いやうな もの でな、 ほんの 1^ 物 を 叩きます る 店で、 

 その 方へ な、 二三！： n まゐ りました ので、 序でと 中し 

て は 恐れ入ります がな、 兼ねて 此方 操へ 一度 伺 ひたいと 

存じて をり ましたので な、 下 率いた しまして な —— . (と 

もた リ， かも 廻し) これ は 結構な 御 住居です な。 さすが 大 


將の お好みで すな。 (伸び 上って みて 感心し) ど 

う も 何ともい へ ません 4i 一色で ございますな。 かう 氣がぢ 

つと f 洛 着きます やうです な。 

(とひと リて 首，^ 报る、 尤も 少 し、， V、 、-し 召して 御機嫌 

の體。 ) 

菱田 相變ら ず、 飲って るな。 

泉 谷 えへ  > -。 一 寸な、 その 停車場で た.。 何にも ありませ 

ん C でな。 その 正宗 を 一本 11 何しろ、 結構な 御 住居で 

ございますな。 

菱田 (や、 得意に) まあ ゆ つ くり 譽め て くれ。 相 當に苦 

心 をした も の さ。 . —— 何 か い 、 今夜 宿 つてい つ て も い X 

の だろ。 

泉 谷 いえ。 さう もいた して 居られません ので。 

菱田 まあ、 いろく 變 つた 酒を吞 ませる から、 緩り した 

ら どうだい。 

泉 谷 (相 恰. <J- 崩して) 何う も それで は あまり 恐縮で 11 

菱田 では 歸 ると 言 ふの かい —— 

泉 谷 何う いたしまして，， I 御酒と 伺 ひまして はな、 へ 、 

へ \ へ、 —— いや それに 此方 様で は 大分 書畫 骨董の 類 も 

お集め ださう でな、 私 も 下手の i で 是非 樂 まし て い た 

だきた いと 存じまして な —— 

サ？ S あ、 さう か、 骨董 類が 好か。 それ は賴も しいな —— 
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(とふと 思 ひ 出した やう Li) ぢゃ 一 寸 お待ち、 今 見せる も 

のが ある。 

(と-^^意と立って急ぃて象の方へ ゆく。  .ra^ 谷 や、 呆れ 

て ^,持 な さ さ う に ！-^^+人 ，ゃ取 出 しす ほん と ；K は ぜ て 村 

木の ろ-. i 氣 がっく。 村 木 は 何 §• か 椅子へ.：！ ふ 向，. V 、に 

腰かけて ねろ。) 

谷 何方？ 稼で いらっしゃいました か。 とんと 心 付き ませ 

ん で失禮 をいた しました。 手； 1 はな、 田 さまへ は 毎々 

御 出 人 を い たし て©く御轟嵐を受け ます^§と申すもの 

で、 只今 名刺 を 差 上げます ると 御 里が 知れます。 (と， 剌 

,.5^ 取 出し、 村 水の 前へ おき) へ.^、 かう いふ 商賫の もの 

でな、 然御 注文の 品 も ござりましたら 御 記憶 を 願って 

おき ましてな， I！ 

村 木 いや、 僕 は 館 林の 者で 東京 なぞへ ゆく こと はあり ま 

せんよ —— 

泉 谷 いや、 さやう でも 御 ざい ませう が、 また 此御緣 と 申 

す も の は 何 所に どう ございます か 知れん もんで な、 願つ 

てお きま すれば 又 —— . 

(この 眸菱 ra  二 尺， はかりの 立像.^ 持って 出て くろ。) 

姜田 これ は 最近に 手に入れた 奴で、 古 銅の 印度 佛 だよ。 

容易に ない もんで な。 

AI^ 谷 (煙 瞥，^ しま ひ 居住 居, 正して 感心し) どうも 結構 


な出來 で、 傑作で ございますな。 この 氣 分が 何う もい は 

れ ません な。 

0^ ほ > う 、氣 分？ 大分 黑人 だな。 1 村 木さん 何う 

です。 い、 出來 でせ う。 

村 木 また 御 ひなす つたんで すか。 もうい、 でせ う。 

の 間に 三 體の佛 像 は 多う すぎます よ。 それに 違 ひ 棚の 上 

は 丸で 古道具 やの 始末 ぢ やありません か。 

菱 E だって 墓を渠 める のよりい V よ。 

村 木 いや 私の 紀碑は 三十 七 枚と もみな 種類が 違つ てゐて 

學 界に裨 益を與 へて ゐ ますよ。 あなたの は 少し S: 語で 

いふ 採集 狂です からな。 

00 え、 i: 學上？ 

村 水 まさか、 考古學 上です よ。 

菱田 あは、、 に は 味が 分らん の だ。 この 品なん か メ W 

にない 品 さ。 だから 手に 人った のさ。 ュ が よか 

つたら 出る 品ぢ やない。 

，； ^谷 (ひどく 感服して) へえ、 どうも、 手前 ども は不景 

氣 だと 溜息の 時、 此方 さまな て は不 景氣 だと かう いふ" g 

が 手に入る と 仰 やる。 まる で 別な 佌界 へ 上つ たやうな も 

ん ですな —— 

(、 、 k へ 水無瀕 手に 驛鈴 1^ 持って 來て沸 像， みて。) 

水 無 瀬 おや、 こ、 にも あるの かい。 11 あっちの 廢？^ 
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すと いけません。 一寸い つて 來 ませう。 

(山 口人る。) 

水無瀕 (呆れて ねる 菱 田の 肩 叩いて) 君、 あの 男 は 心 

臟 だってい ふが、 あり や 肺病に せ。 ^«沖！もー緒に食事な 

ん か出来ん。 今夜 宿る 積り でも 居る やうなら、 何とか 口 

實を 設けて 斷り 給へ。 

菱田 村 木さん、 ほんと に 肺病 かね。 

衬木 そり や あ、 いふの は、 打診して みなき や 分りません 

よ。 

rt!^ 谷 そり ゃ氣 味が 惡ぅ ごすな。 

水無瀕 それ、 や つ て 来た、 や つ て來 た。 

(山 口 ま.；，： そろ/ と 出て くろ。) 

菱田 いや 山 口さん 今度 は 何う して 此方の 方へ 御 出掛で、 

なにか<ムー；^§でもぉぁりなすっ て？ 

山 口 いや 私 は 身. 體が 弱い ので 今 賜 岐を貰 ふとります。 そ 

れで何 所 か空氣 のえ」 所へ 、 轉地画 をせ いとい ふこと 

です が、 何う もよう glf 切に 世話 を 見て くれる 所 もない の 

で、 ふと 此方 を 思 ひ 出して な、 菱 田さん なら 深切に 面倒 

を 見て 下さらう と 思. つてな、 それで 此方へ 上りました。 

どうか  一 n: ほど 御 厄介 を 願 ひたいの でな。 

水無瀨 (思 はず) え、 一 月！ 

美田 (同情して) あ \ さ うでした か、 それ はく 何卒 御 


一 遠慮なく. i .  _ 

永 無 1、 (小聲 て) おい 君、 あの 男 を 宿るなら おれ は歸る 

ぜ。 

き 

菱田 (同じく 小萆 \、) まあく、 離れの 方へ 宿と くから 

我慢した まへ。 . 1 ■  (  一  E に) や あもう 夕食 時分 だ。 さ 

ぞ御 空腹で せう。 —— まだ 食事の W 意 は 出來な いの かな。 

(この 途端 奥 に て大！ ^口の 昔ぼう ん /-.\ と鳴リ 波ろ。 

ゆ l^ffl と 村 木の 外. ひつく リ する ピ 

山 口  (傑へ 萆 ん 出して) やつ 火事です か。 火 辜です か、 

あの 樣子 では 近いで せう。 私の 荷物 は ノ\。 

水 無 瀬 何 だ あれ は。 ほんと に 火事 か。 

rt}^ 谷 (き、， * と， （- して) 煙 も 火の 子も兑 えません な。 風 

が あるから 下 を 這つ てるのです かしらん" 

菱田 (兩^^A」制して) いや あれ は 内の 食事の 用意が 出来 

た 知せ です よ。 西洋 流に 鏡 を 叩く のです よ。 

水無顢 何 だ 馬鹿にして ゐる。 おれ はまた 近所の 寺へ 弔が 

來た のかと おもった。 

山 口 あ X、 わし はま だ 動悸が して ゐる、 はつ はつ。 (と 息 

, ^切らして 椅子 へぐ つたり とすろ) 

菱田 (昔に 間惚： てろ やう LL 一同に) ど- 「です、 あの 音 

色 は、 あれ は ほ 接 の大 鰐口 です。 元 iP 元年 3.;!^ 正月 吉 日 下 

川 漠」； H 司 兼行 之れ を 建 つと い ふ銘が 入つ て ゐ ます。 元來 
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關 八州に は 古 銅の 口が多いので、 その 中で も 逸品です。 

$  f は， 心した やうに) 成 指 伺 ひます と 好い 音で ござい 

ますな。 

0、の昨不ぉ=-と。) 

水 無 船 や、 こり ゃ大 i 一な： r®, た。 ひどい。 何處 から 來る 

の だ。 

山 口  (5T が 付いて) お、 こり やど、 つも わし は 身體が 弱い 

から、 こり やどう も。 (と 腰 ゆし V ^ハ y ケチ fj< 口へ 《3 て 

\  、え へんく と 情な うな^.^ 出して 咳 入ろ) 

0^ ぃゃまに風の^！：きが變って强くなったのでまともに 

來 るな。 

水無^ 何 所から 來 るの だ。 

衬木 (下乎，^?指さし) あすこの モス リン 會 社から 來 るの 

です よ。 

水 無； え、 あの モス リンから！ お、 こり や、 どうも 益 

ひどくな つてく る。 こり やた まらん./ \ -。 

泉 谷 (少し 怖れ なして) 成程 どうも これ はちと。 

山 口  (赤くな つて 一が で； 、いり) わし はもうた まらん。 菱田 

さん、 何 所か汕 煙の こない 所へ 速れ てつ て 下さ い 。 

0^ は あ./ \、 さ 食堂へ ゆき ませう。 どうぞ、 みなさん。 

水無^ さう だ こ、 にゐて はた まらん /\.。 

麥田 さあく。 


(と遂 m 先咅に 水 無瀨、 山 口、  C 水 谷、 物 に 逍 はれる や 

うに 急いて 家の 方へ ゆきかけ る。 村 木 ひとり 超然と 笑 

,^^含ん\、見送ってる。) 

11 幕 —— 

第二 幕 

翌 B の 午後、 揚所は 第一 慕と 同じ、 但し 第一 is^ と は 位 

反對 となりて 第 一 幕に は见： g 席の 方 LL なリゐ たる 沼 

^正面に 見 波し 對 岸の 花 山 1^ 手に 取ろ やうに みろ。 1 

面に 躑蹈の 繁茂した 自然の 大 築山の やうな 凹凸の 上 LL 

東 Jig なぞ サ：： 處此處 LI 見え、 赤松の 下 LL ある 牌な ぞ鮮か 

•」 みえろ。 從 つて 中央の ブラ $\ トホ I ムも 今度 は 陸つ 

づき！.： 見た所：，！ なった のて、 平舞臺 となって、 上 て 

奧 へ m 折に 折れて た 部分 は 下手て 舞臺 前 ま V 突. V "出て 

きて. Q る。 出入 も 第一 幕 は 下手ば かリ， たったの が 上手 

ばかり に なって 表へ 通 ふ路が 舞裹端 LL なって 戸口の 見 

えてね た 建物 は 側面が 見えろ やうに なろ。 幕 明く とお 

新 は 頻りに 卓 l: つ や 布巾， かけて ねろ。 g; 雄 第 1 幕 

と は 打って @ つた 生 意氣な 恰好.^ して 椅子に i りか、 

り、 小形の 本，：？ J む 振り.^ しながら 本 越しに お 新の 貌 

みて ねろ。 
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やい ましたよ。 

依田 あ、 お 不在、 ではよ ろしい。 一寸 今^の 新聞 を 貸し 

て 下さい。 

お 新 あ、 いけませんよ。 まだ 旦那 様 は 御覧な さらない か 

依 E うそ だよ、 $5、 もう 晝過 だ。 そんな 意地 わる をし ず 

に _K し ておくれよ。 

お 新 だって 新聞が そんなに 讀 みたき や、 新 M 位と つたが 

い 、ぢ やありません か。 

依 E でも 此方で あんなに 種々. 取る もの、 無 if たよ。 

；; 新 だって あなたが そんな ことい つ ちゃ 新聞 を 持 つて ゆ 

くから、 内ぢゃ 高所で 包み紙 もな くって 闲るぢ や ありま 

せんか。 

依 m そんな 意地 わる をい はずに 御 貸しよ。 持って くる。 

お 新 それ は あなたの P よ。 直ぐ 持って きた もの はなに も 

ない。 

まあく。 

お 新 あらいけ ません よ。 

依田 いや 一寸々々。 

(と、 ホ 上の 新 紙， や 無理 LL とって 入る。) 

お 新 まあ あんないけ づぅ くしい 奴 はあり や あしない。 

御 、工人 は 御 在お もない もんだ。 居ない の を 知つ てる もん 


だから、 こんな 所まで も 人つ て，？ て —— 

g; 雄 あの人 新 g を とらない のかい。 僕の 家なん か 十 種 も 

奴って ゐ るよ。 

お 新 まあ、 では 坊ちゃんの 家、 御金 持？ 

gi 雄 ぁ&さ うだよ. - お A なんか 廣 いよ。 

お 新 御 兄； S が あるの？ 

gi いぶ。 一人。 

お 新 ま、 一 人つ きりで 御金 持 11 ぢゃ 坊ちゃんの 御，. 嫁 さ 

ん になる 人 は 仕 合せね。 

g; 雄 だか らお 前なら な いかい。 

お 新 わたし？ さう ね、 だが わたし 嫉妬 やきよ。 よくつ 

て？ 

gi 雄 あ \ い、 よ。 © さま も 嫉妬 やき だ も の 。 

お 新 まあ あの 母 さまが？ う ふ、 ふ。 

£ 雄 なにが 可笑しい の。 

お 新 いえ 可笑しかない わ。 だが 坊ちゃん。 何う して それ 

を 知って るの？ 

照 雄 だって 何時でも 僕が 寢 かされた あとで、 父 さま は 母 

さまに 叱られて ゐ るんだ もの。 それで 父 さま は へ い/ \ 

詫 まって るよ。 

お 新 まあ 呆れた I ぢゃ 坊っちゃん も わたし にさう し 

て？ 
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昭 一 雄 あ ^ラブして ゐ るん たもの。 

(とお 新に 絡みつ く。) 

お 新 あら！ お ほ、、、 ほ。 

gi 雄 あは k  、は。 

(、、の谇ぉ|衬木^^上手から出てきて^^ぃて立止まる。 

二人 忙て 逃げ ズ ゆく。) 

水 (兄 送って) あは、、 あれが 御， Hfi の. 4 千 かい。 (と 

せ 上の 本へ 吸.^ つけ 取上げろ) 『货年 £カ 女の 偽らざる 吿 

白』 大 M 長い 名の 本 だな、 何 だって 11  (と 開いて ある 

所，^ r8 む： r なつかし いふうち やん や。 私 はお まへ が 好き 

です よ。 唯なん となし にお まへ が 好きです よ。 お まへの 

吸 は 一 種なん とも 云へ ない 人 を 惹き付ける 樣な 鋭い 力 を 

もつ てます。 殊に 一 ュ味線 を彈く 時な ど 手 を 器械 的に 動 

しながら そっと 見る：：： 付 や、 .m く 泡立った ビ ー ルに唇 を 

當 てながら 心 持 上 ほに し て 見詰める g 付 つ たら、 たまら 

なく 若い 人の 心 を そ k ります。 その 眼 付と お まへの 尖つ 

た 銀笛の 音の やうな 調子の 高い 唄 聲とは 何う しても 忘れ 

られ ません。 あの 晚ぉ まへ が 「おくり ませう」 と 云って 

月の 淡く 照って ゐる 新道 を 小 走りに 出て 來て、 手 を摇っ 

た 時の 心 持！  二つの 肩 を 1 砰 へて *i んだ心 持！ ぁ&な 

つかしい ふうち やん や、 私 はもう 一度 かう いってお まへ 

を 呼ばずに ゐられ ません」 あは、、 これ は 白い な。 中 


學 化が ..f 見 轉 に. 逸る 手紙 だな。 

(R 子 出て 来ろ。) 

民 子 あら 先生、 なに を讀 んでゐ らっしゃる の而白 さう ね 

え。 

衬木 えつ。 (と 思 はず 隠す) 

民 子 あらお 隱し なさらずに お見せな さいな。 

す V  3/ r\ こ、 。 

や x  IP つたな 

Ire 子 なにが ——  . 

衬木 え、 どうも 少し —— - 

民 子 まあ 御 見せな さいよ。 (と 村 水が 仕方なく 出す の.^ 

手に とって) あら こんな もの を讀 んでゐ らっしゃ るの。 

； W 木 ぇ气 その 一 寸 研究の 爲に I . 

民 子 まあ 何の 研究の 爲に？ 

衬木 靑 年の 心理 研究の 爲 にです よ。 中々 面白い ことが 書 

いて ある。 (と 木，^ 受取 リ) 「白く 泡立った ビ ー ルに唇 を 

$E てながら 心 持 上 にして みつめる 眼 付 —— 

そり やなん のこって す？ 

若き 藝者 ふう ちゃんに 與 ふるの 書と いふ 一 節です。 

まあ 不味ない こと を —— 

い や 面白 い ？ 立派な ヒュ マン、 ドキュメントです 

よ。 これ は初戀 です ね。 

民 子 ま、 どうしてで 十，。 
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村 木 いや 初戀 とい ふ もの を ひどく 淸淨な もの.^ やうに 世 

間で 普通に 云 ひ ますが 、 あれが 最も 肉感的な も のなん で 

すよ。 所謂 眼の 戀と いふ 奴です。 相手の 人格 も 知らず 甚 

だしい の は 名 も 知らず 唯 見た 眼 だけで 戀を する 。 清水 の 

石 S で 房つ きの 金扇 を擴げ たま、 落す 奴 です。 若い 藝者 

が 役者に 惚れる やつです。 綺麗で ありさへ すり や 誰でも 

い、。 だから かう いふ 文句 は 一 つ 造へ て 印刷して おくと 

あらゆる 若 い 女へ 经る 手紙に 通用す る —— 

民 子 まあ 相變ら ずね、 先生 は。 

村 木 だが この 戀に はさして 危險性 はない が、 危 いのは 理 

窟の ある 戀で すよ。 眼つ きと か 鼻つ きと か 云 ふのから 一 

歩 進んで 心と いふ 奴です。 これが 爲に は往々 に 死んだり 

生きたり する ことになる  

民 子 あら 先生 思 ひ 合つ て 死んだり する の はあり ますが、 

生きたり する のはありません よ。 

村 木 いや そんな 揚足は とられません よ。 そり や 昔 はお 何、 

覺悟 はよ いかと いふの だけで したが、 近頃 は 「一 一人 は 生き 

るんだ」 つ て 堂 々 と 郊外 へ 新 世帶を 持つ のがあります よ。 

民 子 まあ 11 です が 先生、 これ は 冗談と して 戀 愛に そん 

な 生きたり 死んだり する 力が あるので せう か。 

村 木 そり やあります な。 なんてい つても 戀愛は 人間の 感 

情のう ちで 1? 強烈な 力 を もってる ものです からな。 多 


少は その 爲に 純化され て 一 本氣 になり ますよ。 だから 冷 

靜 な理智 に 明か だと 云 は れた 人が 意外な 眞似 をし て 世間 

を 驚か し ます。 だが そ の 自分 の 振舞 を 肯定し て 豪 さうな 

こと をい ふの は 何う です か。 やっぱり 一 一人の 不味らない 

男と 女が 腐れ あ つて 離れぬ の 離れる のとい つてる のと： s 

じです。 つまり 戀 愛と いふ ことに 闘す る 知識の 不足から 

來 るので すね。 僕の 經驗 によると —— 

民 子 あら 先生 も ラブ をな す つたこ とがあります の 。 

村 木 いや、 ひどい こと をい ふ。 僕 だって 戀を しました よ。 

學校 時代に、 しかも 熱烈な 口 マ ン チックな 奴 を。 それで 

美事に 失敗し ましたよ。 それから 僕. は性愁 心理に 興味 を 

もつ て 種々 調べ てみ ましたよ。 

民 子 まあ ほんとう。 

村 木 ほんと です とも。 その 當 座の 口惜しかった のって、 

自分で は 入 生の 不幸 は 分 一 人の やうな 氣が しました 

が、 だが その 實、 僕の 經驗も 愁 心理 學の 上で は 一 個の 

ドキ ュメン ト として 半 頁し か 占める に 足りない ことなの 

でした よ。 

民 子 まあ。 

村 木 つまり、 私の 經 驗 はかう いふ ことです。 性愁に S- 

され て 自分 の 理想 を 女の 中に 見出し て 女に そ の 通りに な 

らんこと を 求め て 女が それ 以下に 下劣 だ つたと いふ こと 


—な fl 
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なのです。 

民 子 まあ 相手 は 何 所のお 嬢さん。 

村 木 知れて ますよ。 大： f. 生で 小 遣に 闲 まらない 奴の 相手 

は。 天神 下の 不見 S です よ。 溝泥 臭いね え。 

民 子 え？ 

村 木 述 池が 傍に ありま さあ。 

民 子 ま、 口が 惡ぃ。 

村 木 それでも その S. は^の 中 はすべ て眞 暗な もの \ やう 

な がし ましたよ。 世の中 は 何の 光明 もない た V 1 つの 

光の ラブ さへ 11 

民 子 お ほ X、 先： if.: 似合って よ。 

村 木 い や 冗^ ぢ やない。 外から 可 笑く つたつ て 本人 だけ 

は 可 笑くない のが？ 1 愛です よ。 だから 危險 い。 

民 子 でも 先生の やうに 考へ てお ゐで、 したら 大丈夫です 

よ 0 

村 木 いやさう でもありません よ。 翳 者 だって 傳染 病に は 

權 ります よ。 た^ 病 氣に關 する 知識と 豫防法 を 知って ゐ 

ると いふ だけです よ。 だが 無知な の は危險 い。 

R 子 では 先生 もま だ戀 愛に 對し て 可能性が おありな さる 

のね。 

村 水 いやま だは 非 い。 これから 結. 將 しょうと おもって 

ゐ るので す。 


民 子 それで 對 手の 方が 9 付って。 

村 木 (笑みて 意味 ゎリげ LL) さあ だんく に。 

民 子 ま、 だんく にと は 可笑しな 目 付け 法ね。 霧の 中 か 

ら でも 次第に 出て くるので すか、 王女が. I では 先生 は 

差づめ 御伽話の 王子ね。 まあ 可愛らしい 。 

村 木 いや 冗談 ぢ やありません よ。 結婚 は 一 人で は 出来 ま 

せんから ね。 相手の 意 ：1 やなに か V 分る の はだんく で 

すから ね。 

民 子 です が 先生 戀 愛と 結婚と は 一つで はありますまい。 

戀 愛が 無くなつ て も 結婚 は績 くので せう。 それ だから 戀 

愛ば かり で 成った 結婚 は 多く 不幸 をみ る つてい ふぢ や あ 

りません か。 

村 木 それ は 所謂 眼の 戀で 結婚す るからで す。 成程 それ は 

揮 _M 性を帶 びた 一 時 的な ものです よ。 併し もっと 複雜な 

辯| 愛に は づ EntwlckelunTO が  いや デ ベ ロッ プメン 

ト があります からね。 「人 は單 調お 堪 へ ざるべ からず、 然 

ら ずん ば 一 夫 一 婦の 尊と き 制度 壞 れん」 と 云った 钕家 

の 言葉 は 心 理學を 無視し た 言葉です よ 。 又 多く の 結婚が 

不幸 をみ るの は 此デべ 口 ップメ ントが 味く いかない から 

です よ。 

民 子 (笑みて) で 先生の 目 付けた 對 手の 方 は その デ ベロ 

ップメ ントが 味く いきさう です か。 
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村 木 いや その 前に 伺 ふが、 若し あなたが 結婚 するとな つ 

たら 旨くい， きさう です か。 

民 子 (笑みて) それ は對 手の 方 次^ I 先生 は？ 

村 木 僕も對手の人次^§ I 

民 子 あら 先生 はもう 對 手の， 方が 定 つて —— いや 定 りかけ 

てるの ぢ やありません か。 何 誰？ 

村 木 いや それ は。 11 あは.^、 もう 止し ませう。 

民 子 なぜです の。 

村 木 (笑みて) い や 者です から 豫防法 を 知 つてます 

よ" 

民 子 お ほ&。  11 お 、 さう、 もう 父樣 が歸っ てらつ しゃ 

る 時分 だ わ。 又 心配 させ ては惡 いから 彼方へ まゐり ませ 

•70 また 後に  

村 水 あ、 さう です か。 何う ぞ御 遠慮なく —— 

(民 子 人る。) 

さ い 

衬木 (見送って) あ k、 おれが 菱 田の 妻の 爲に盡 すの も 

意識下に 立淤に 彼女が 活 いて ゐ るの だな。 さう い へ ば 鈴 

木 はほんと に 何 所へ いったの だら う —— おや、 みんな 歸 

つて 来た やう だな。 • 

(と 立 つ て 椅子ん.^ 下手の 方へ 持って ゆ さ 目立；^ ぬ やう 

に 腰掛ろ。 水 無 1.^ 先き に^じ ゆん 子、 泉谷どゃく 

出\、^^リ疲勞れた やうに 椅子 Li かけろ。) 


水 無.；！ あ、 痰勞れ た/ \。 馬鹿々々 しい。 あんな 工場な 

ん かぐる く 引 張り！！ して 御 自慢ば かりき かされて、 こ 

れ では 晚は 大抵な 馳走 ぢゃ滿 足が出 來 ない ぞ。 

じゅん子 ま、 あなた 何です よ。 11 併し 御 .《n 慢は 多過ぎ 

る樣 です ね。 

泉 谷 へ \ で すが どうも 今朝の 御， llg は 結構で したな。 11 

それに 昨晚 の 御酒 も —— そ の 私なん そ はたんと も 頂戴い 

たしません がな、 その —— 

じゅん 千 (相手に せず、 夫に) あなた 1 1。： 菱 W さん は 私 

共 を こ K へ 何の 爲に 招んだ のでせ う。 た V 自！ T がしたい 

爲 なんでせ うか。 それ は 餘り蹈 みつけた 仕方です ね。 

水無^ さう だと も。 一 一言 目に は 私が くだ。 元來 昔から 

あの 男 は 自分の ことば かり 繞 舌って 人の いふ こと を 耳に 

も かけない 男 だつ たが 全然 成金 を 生 -ひ 見せた やうな ss: に 

あげ 

なり やが つた。 あの 1R り 工合 はどう だ。 結句の 果に會 社 

の 娛樂 【1 關 の 整って るの を みてくれつ て 大聲 蓄音機で 浪 

どう  ひ こく ^ 

華 節 を聽か せる と は 何 だ。 お まけ に  一 M 長 々とおし まひ 

まで。 馬 fe々 々しい。 

村 木 (前へ 出て) 皆さん 御歸 りでした か。 それで 今菱 W 

さん は 何 所に お 在です。 

泉 谷 へえ。 そこまで 御 1 緒でした が 11 その ©小<1.:！ の 方 

へ。 
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水 無 瀬 いや、 あの 5- は 何 S. も あの 通り 勝手 だ。 こ \ へ 茶 

j つも 持たせて よこさない。 

じゅん； 十 いや どうも 奥さんが 不行 屈の やうです ね。 昨晚 

など も 殆ど ¥ お 見 せな さら ない。 あ >1 いふ こ とが 賓客 

に對し て 失 |£ だ とい ふこ とに も御氣 づきが 無 い やう です 

わ。 第一 口の 利き やう も 碌に は 御 ffs ないやう です ね。 

いくら 出過ぎな いがい V といっても あれで も闲り ます 

わ。 それに 菱 田さん が ほいくい つ て 叱 言 を 仰 有らう と 

もな さらな いのは 見苦しう ございま すね。 

水 無淑， いや 變 田の 奴め。 すっかり あの 女に 丸められて ゐ 

るの だ。 いかに 上 州 名物 だ つ て^.: K 下 を リハせ つけられる 

のは^く。 これで i-^ つ 風に でも 曜 されり あ 散々 だ。 

C 水ハ介 (s^  く  r< リロ  fj- また 出す) へ- 1 併し どうも この 年 を 

老 りまして 若い 女に か 、ります とな、 どうも さう 成りが 

ちで。 若い 中 は (と 一 寸 自分の！ f  口 1^ 引 張って みせ) れ 

そな ぞを强 M られ ますと な、 すぐ (と 肱 域の 眞 似，^ して) 

これにし てし まふ 1:1^ になり ますが、 年を老 ります とな ど 

う も そ の 情が 出 まし てな、 物 なぞ を强： M れ まし て もな、 つ 

い M つて やる 氣に なります。 それに 眞に 恐れ入り ますが 

な 年を老 ります とな 若 い 分と 違 ひ まし てな、 そ の . I . 

じゅん子 (わざと 相手に せ 2^ みせる やう LL 話の先,^ 斷 

-っ Tllo 

って^1=.^向け) それに どうも 丸で こ X の 家に は 家庭と い 


ふ ものがない 樣 です。 あなた 氣が附 きました か。 昨晚晚 

餐の 後で あの 鈴 木と かいふ 若い BP と 奥さんと ばかり 話 を 

して ゐて、 菱 田さん は祸 しさう に 背 を 向けて 一 人で 新聞 

を よんで ると は 何う です。 それに あの 娘 は 何う です。 

客 待遇 もしないで 窓際 で 刺 a! を 始める なん て。 それに あ 

の 小間使 ひまで 仕附 がして ないから 無作法で 11 

水無激 いや 併し あい つ は 別. お だ。 

じゅん子 あなた、 別镇 だから 何う したと いふので す。 小 

間 使 ひが 別嬪 だ つ て 何う す るんで す。 

水 無？ g い や 何う もしゃし な い。 た^ 別- 竊だ つてい つた 丈 

けだ。 

泉 谷 いや こちら は 却々 別镇摘 ひで、 奧樣 も御孃 さま も そ 

れ にあの 小間使 ひも 一 寸 H み 顔で 愛 くるしい ところが あ 

つて I - 

じゅん子 (憤激して) あんな 女が 何處が 別嬪です。 あな 

た、 そんな こと をい つて 見っともな いと 思 はな いんです 

か。 照 雄に でもき かれたら どうします。 少し 謹んでいた 

だ きま せう。 —— それ か ら どうも 近頃 の 婦人 の烦向 はわ 

たし は 感心し ません ね。 つまり こんな 家庭の ありさま を 

みるの も 近頃の 智育 ばかり させた 影 ，です。 こ \ の 

奥さん なぞが 愛情 も 持たずに 金 持に 片付きたがる 婦人 達 

の 好例です。 この頃の 娘 達 は 試に 嫁に いく 氣でゐ ます。 
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始め か ら離緣 する 氣で 嫁に いきます。 これと いふの も智 

育 一 點 張りで 德 育と いふ ことが 閑却され てゐ るか ち で 

す。 

水無瀨 いや 婚姻 は 民法 上から 見る と 一種の 職業の やうな 

もの だ。 妻 はこれ によつ て 生活 を 得る の だからな。 

泉 谷 なるほど 婚鱧は 職業、 これ は 理詰めで すな。 

じゅん子 あなた 何です。 我々 の 結婚 を さう いふ 風に 解釋 

なさる のです か。 わたし は あなたから 生活 をえ ようと は 

おも ひませんで したよ。 わたし は 立派に al 活 していけ た 

のです。 

水無瀨 いや 奥さん。 あなた は 別 だよ。 11 第一 これ はわ 

しの 意見 ぢ やない。 

じゅん子 さう でせ う。 (と衬 木 に 向 ひ) わたくしの 夫 なぞ 

は 結婚 以前に は 大分 不品行 もあった やうです が、 わたく 

しと 一 緒に なつてから はさう いふ ことが 絕 えて 無くなり 

ました。 わたくし は 自分と 夫の 趣味に 於て 大分の 相違が 

あるの を發見 し て 極力 同化す る ことに 努めました ので、 

今日 では 全く 私 を 信じ て 、 私共 夫婦の 間 は先づ 理想的に 

まゐ つて をり ます。 

村 木 いや それ は 結構な ことで —— 

じゅん子 あの 鹿 島さん 初め 二三の 婦人の 主唱の 下に 議會 

初 ま つ て 以來何 萬と い ふ 連署 者 を 募 つ て は 請願す る 姦淫 


に關 する 刑法 改正です ね。 いつも まじめに 联扱 はれない 

の も 御 氣の憲 です が、 一 つ は 法 を 以て 夫 を奴締 らうと す 

るの はどう かとお も ひます。 妻に 夫 を 化する 力がない と 

いふ こと は 情けない ことです。 

村 木 いや、 そり や 全く さう ですな。 第 一 あれが 可決に な 

つたら、 御 良人の 樣 なお 堅い 方ば かりない から、 多くの 

連署 者 の 御 亭主 や 親 は 大概 抵觸し て 上げられ て、 國難こ 

こに みて 國 民兵の 大 動員 を 監獄で 行 つた やうに なり ます 

からな。 いっそ 刑法 改正に 骨 を 折る より 女子 解放に 力 を 

盡 した 方が い、 でせ う C 妻お が從 順にき まつ てゐ るから 

亭主が い 、氣 になつ て道樂 をす る の で、 妻 君が 亭生 同- 

お ほづ ら 

解放され たと ありあ、 大 }g をし て 妻 君 を 虐げて ゐる やう 

な 奴 は 大抵 恐縮して 妻 君 一 人 を まもる やうに なり ませう 

よ 0 

じゅん子 いや 私 はまた 女子 解放 なぞと いふ 問題に は不賛 

成です。 女 は 女らしく ありたい のです。 

村 木 は あ、 それで 奥さん は 始終 御 化 ffi をな すって ゐらっ 

しゃる のです ね。 

じゅん子 い や 全く 女が 身 だ しなみ を-」 心れ て 構 はなく して 

ゐる方 を 友人 なぞに も 見受け ますが、 決し て 見よ いもの 

ではありません。 わたくし はや はり 女 は 女らしく ありた 

い 主義です。 だから 近頃の 新ら しい 女の 覺醒 なぞと いふ 
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. J と は 全く 反對で *- r さいます。 あれ は 清い 正當な 愛に 飢 

ゑた 結果 だとお も ひます。 

村 木 いや、 併し あれ はま だ 若い からい &で せう。 この頃 

两洋で 大分 問 题 に なって る 四十 女の 覺醒 ときたら たまり 

ません ね。 どうせ やるなら 若い 中に やらし といたら 人 助 

です。 裾 短 かな スカ ー ト を 捨て 高利 貸の やうな 飽ゃ K 丈 

な 握 太な 2. を 抛 つて、 煙り 返つ た， 話 女房が IsJ 化 S を 

施して 立ったら じい もので せう からな。 ま、 若い 女の 

i なぞ、 綺魔 *f で 結構です。 息子の 道樂 なみに 打棄っ 

といたら い & でせ う。 

C 水 谷 へ  え HiE うごすな、 西洋に は 新ら しい 古い 女が— 

—全くな、 この どうも 年を老 ります とな、 若い 時分の や 

うな 愼 みがな く あけすけになります からな、 これが 迷 ひ 

出し たら う，、 .- すな。 私の 存じ て をり ます 御 婦人に な。 

ある 若い 役者 を 可愛がり ましてな、 人前 も りませんで 

な、 敷で お取り 藤 なぞが はじまります。 それで 御 素 入 

衆で日；那：.：^2もぉぁり です がな。 どうも 却て それが 商賫の 

役者の 方が はづ かしがり ます 位で な。 

じゅん子 (^いて ねられな いとい ふやうな^.^ し ズ) あ 

なた、 あちらへ まゐり ませう。 

水無^ うん。 

(と 二人 は 下手の 方へ 来て 水 無 淑は村 木の もってき た 


椅子へ かけろ。) 

泉 谷 (衬木 一人ん、 相手に してし や ベリつ V ける) どうも 

> 」 の 色戀 のこと \ いふ もの は 全く 別で、 學問 なぞ 立派に 

おありな さる 方 ほど 妙な > 」 と をな さ い まし て、 私 ども 無 

學な ものに はとん と 分り かねます がな。 ある 學 者さん で 

それ はえら い 方で •> /さ い ますが な。 家 へ 世話 をし ておい 

で の 田舍出 の 女學生 に はまり ましてな、 それが 却々 手練 

だとみ えまし てな、 遂々 奥さん も 子供 (も 捨て まし てな、 

それと  一：！ になる やうな ことにな りまして な。 元より 山 

出し でれ そ の 好み なぞ 丸 で 分ら ない 所へ 着こなしが 拙い 

と來 て 、 それ でで こ /^な 女優 卷に し まし て な 毛 をち V 

ら せまして な。 私 なぞ はこれ を (と と 人差指と て 輪 

1^ 造らへ) こちらへ 戴いても 御免で ござります がな。 こ 

れを連 まし て な白晝 つながって 歩い て をり ます。 とんと 

私 なぞが みまし て は 鈴 木 主 水で V /さ い ますが、 それが 豪 

いの ださう で 感心な すって ゐ らっしゃる 方 もあります。 

どうも 私な. そに は 分り かねます。 どうも 妙な もので な。 

え 、 私 なぞ も 女で は 今日まで 隨分 無： M な 金 も 造 ひ まし て 

な？ E. た 恐れ入りました 一 ,1 と を 申す やうで.. - /さいます が、 

一 一十一 一から はじめましてな 一 昨年までに 丁度 三十 年。 い 

ろ/\.馬§^^ぃたしましたが 一 昨年 ふと 感ずる 所が ござ 

りまして な。 御 宗旨の 方へ 入り ましてな、 イエ ス樣の 御 
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救 ひ を 戴き ましてな。 

村 木 は あ、 です が 君 は 始終 酒の 氣を絕 して ゐ ないやう で 

すがね。 

泉 谷 へ 、。 それ はな 御 宗旨に 入ります ときな。 酒が 飮め 

な ぃ樣 では 厭 だと 申しましたら 牧師 様が なに 飲んでも よ 

ろしい とい ふこと でな。 

村 木 は あ、 ぢゃ女 道樂を 止める 爲で すか。 

泉 谷 いや どうも この 道樂 もな 金が 費る と 申しても、 女 は 

知れた もので ございます がな。 この間 も 十日ば かりに 一 

寸 一 一千 五 百 圓！ 

村 木 は &ぁ。 

$ 久しく やりません でして、 一寸 引つ か i ります と翌 

；: ひじ ょリっ S 

曰から 敷々々 で、 唯打緊 る やうな もので、 いや 窗附と 

は 一;4H 附と むと ある 方が 申し ましたが 成程 名言 .—— 

じゅん子 (、、のお 喋 舌に 堪リ 兼れ たやう に 先刻から 幾度 

も 此方ん 睨ん て. Q たが、 その 甲斐がない のて 到！ g. お外れ 

な？ 巧て) あなた。 

水 無 液 (葉 卷ん- 吸って. Q たが 吃驚して) 何 だい。 

じゅん子 わたし は 何う も 不快で たまりません。 いかに 氣 

が附 かないと いって、 私共 も 誰も かも 同じ やうに 待遇し 

てゐ るの は餘 りです。 ことに 私 は 婦人です、 先刻から SS 

しい 思 ひ をして をら なけ れ ばなら ん 理由 は 少しも あり ま 


せん。 あなたから 一 っ菱 田さん に 御 話し をして 下さい。 

たに 御馳走 さへ しさへ すれば い、 とお もって ゐ るの は 殺 

も 侮辱した 話です。 ことに 奥さんと あの 若い との 關係 

なんか 見 て ゐられ な い ぢゃ あり ません か 。 私 は 昨 晚照雄 

に 心 付かせ まいと、 どれほど はら/ \ いたした か 知れ ま 

せん。 あなた 是非 菱 田さん に忠ぉ をし てお やりなさい。 

餘り 見兼ねます。 

水 無お， うん、 だが、 いくら 菱 3 が 甘い つたって 證摅 のな 

いこと を 云 ひ 出して 怒られて は R りかへ しがつ かんから 

な。 それに 職掌 柄から うっかりした 事 はい は れんから 

な。 

じゅん子 あなた はま、 臆病です ね。 なにも そんなと ころ 

に|| 掌 柄 はいりません よ。 た^ 友 入と して 注意 をし ろと 

云 ふだけ なの です よ。 それとも あなた 菱 W さんが 恐 いん 

です か。 

水 無 瀬 なんの 馬鹿な、 あんな 男。 それに 第一 贅 すぎる 

からな。 さう 大した 富； まとい ふので もない のに、 一流の 

金 持 面 をし て 下ら ん 骨董 なぞ 集め て 馬 薛な金 を 費 つて ゐ 

る。 同じ 費 ふなら も つ と 有 效な费 ひやう がいくら も ある。 

じゅん子 ぢゃ、 ちと 仰し やって おやん なさい よ。 

水無淑 うん、 云 ふよ。 やつ 來 たな。 11 いや 違 ふ。 肺： S 

先生 だ。 今頃 起きて きたんだ な。 
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(.E 口 守衞今 ふ、 たとい ふ 風て 出て くろ。)  一 

山 口  (やつば リ. i い^.^ 出して) お、 皆さん、 此方で し 

たか 。昨晩 は失禮 しました。 (と 立って ろ じゅん子の 側へ 

ゆき) あの 菱 田さん は 何方に ぉゐで > ！?  一 

じゅん子 (恐い もの 、側.，^ 離れろ やうに 小. 退 さ) 存じ 

ません よ。 (と 後，^, w いて 口.^ ハ ン ケ チて 押 へ ろ) 

出口  (化 なく 水 無 瀬の 傍へ ゆき) え \ あなた 御 i 

でよ？ 

水 無 瀬 aw 子 1^ 離れて) いや わし も 知らん。 

(1^ ャ、 もな ささう に！ S りごとの 樣 に〕 菱 田さん は 

ほんと に 何 所 へ 行つ たの かな。 

,:: 水 谷 (口，^ 出し) え、、 菱 W さま は 今 鶴 小： S の 方で ゐら 

つし やい ますよ。 

山 口  (！^ の 糸口.^ のて 喜ん て.；？？ 谷の 侧へ來 ろ) ぁ气 

さう でした か。 —— あんた も 今！： モス リン 會 社の 方 を 御 

見物でした かな。 わし は. 坊 しまして な —— 

&  (餘リ 近く 來られ たのて リ、 Ivc して) は、 

それで 御見えになら なか つたの で 11 


山 口 何う も昨晚 はどう も少 とも 睡れ ませんで な- 

* ハ介 (上の空て) は、 さやう で- --- 一寸 失禮。 煙草 を 一 

服。 (と 立. M り 下手へ 來て、 水 無： お， の. 《ん かり 一服 吸 ひつ 

け、 後ろの 方へ ゆ AO あ、、 どうも 喑々 としたい  >-景 色 


だ、 どうもよ く 晴れた な。 あれ 鳥が 飛んで る —— 

山 口  (村 木.，^ みて) あんた は？ 

村 木 こ \ へ 出入して ゐろ誇 者です よ。 

山 口 あ、 さやう か、 私 は昨晚 はな 一睡 もな りません でし 

てな —— 

村 木 は あ， 御體の 工合で も惡 かった ので ー— 

山 口 い、 や、 あの 離れ座敷 は 久しく 使 はんと 見えまして 

な、 それ は/ \, 蚤 が 居まして な 夜 ど ほしち くり/ ...... 。 ど 

うに も寢 つけません。 

w 水 あ 、それで 御寢 みに なれな かったんで すか。 そんな 

ら 今夜 か ら 充分 掃除 を させ て 蚤 一 収粉を 充分に 撒 い て .11 

山 口 いや それ 計りではありません。 それからな 犬が 啼き 

たてる のでな。 

衬木 なるほど、 あの 離れの 傍に 犬 小 < おが ある。 

山 口  (情けな さうな 萆.^ 出して)； いやもう 七 八疋の 犬が 

漸く 寢っ かう とすると 耳許で 狺々 々 々又 やっと. M つ かう 

SV ん/、 / 、 

とすると 狺々 々 々と 丸で 寢っ かせまい として 啼 くやうな 

ので I . 

村 木 は あ、 それ は IS りました な。 まさか 撲殺 も 出来ない 

し。 

山 口 いや それば かりなら い \ 力  

村 木 おやま だ あるんで すか。 


21'; 


山 口 え、、 散々 惱 まされて やっと 寢られ るな と 田 3 ひます 

と、 今度 は 鷄が時 を 作る ので、 一 ^濟 むと また 一羽、 ま 

た その 一 羽が 濟む とまた 一 羽、 一 羽づ、 ゆるく とやる 

の が 幾 羽 ゐ るの やら、 何時まで いっても 果 しがっかん。 

鳴き 止む の を 待つ てゐ ましたら、 到頭 夜が 明けて しま ひ 

ました。 

村 木 いや それ は 御 氣の氣 でした な。 

山 口 いやもう 昨日から 火事 ぢ やとお もってび つくりし、 

その 次 は 油 S: で 苦しめられ 夜 は 蚤に 犬に 鶴、 よう 身體が 

續 きません。 これで は 轉地療 .1 どころ ではありません。 

この 分で は浊も 辛抱が なりません。 

村 木 は あ、 ではもう 御歸 りで 1 . 

山 口 いやま あ 折角 上った もので も あるし、 菱 田さん の 御 

親切に 對し て も當分 成りが た い 辛抱 もし ませう と 存じ て 

ゐ ます。 

村 木 (顏. 見て) は あ、 さやう で 11 

山 口 だが もうあの 離れば かり はどう もな らん。 菱 田さん 

に 御 願 ひして 代へ て 戴き ませう。 私 は 病 入の ことで も あ 

るし  

村 木 なるほどな。 

じゅん子 (先刻から 山 口の 方.^ 流 目に みて わたが、 水無瀕 

に 小萆 て) あなた、 あの 病人が 私共の 部屋の 方へ まゐり 


たいって いつ てます よ。 菱 田さん にさう い つ て 承知 させ 

て は いけませんよ。 

水無瀨 ，つん、 勿論 だと も。 いや 變 田の 放任主義 もこ、 ま 

で 達しれば 極點た 。 私が 昨日 あれほど さう 云 つ た の に 

うむく と 承知して 置きながら 平氣で 食事 も 一 緒に させ 

て 忌な 思 ひ を させ をる。 もう 我 がな らん。 お、 今度 来 

たのこ そ。 菱田 だな。 . 

(菱 m 脊廣 服に 中折帽. 外出の ま、 の 服装て 出て く 

3 

菱 m いや、 皆さん， 失禮 をし ました。 その、 留守 巾に ま 

た 狐が やって 來 をって、 ， ^網 を 破して 中へ 入って， わし 

の 一 等大 is!- にして をった お古 屋コ ー チンの 良い 奴 を 三 羽 

もし て やり をった の で 11 そ の m ひ やな にかで 遂失ー S を 

しました、 併しもう すっかり 設備 も 整 ひました からな、 

さ. やつ  や 

今夜中に は彼^.^ き つ と^ つけて し まひ ます。 

水無濒 ふん， ま に 狐 か い 。 君の 苦勞は それば かり かい。 

も 少し 外の こ とに 注意 を 向け て もら ひたい わ。 

菱 田 いや 併し 彼奴 を 殺って しま はんと、 わしの 銑總 のお 

譽に關 する からな。 

水無淑 ふん、 それで 外の 名 譽は構 はんの かい。 

どラ 

菱田 (泉 谷.^ 見付け) や、 泉お、 何したい。 先刻の 工場 

の 工合 は —— 
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泉 谷 ぃゃどc^l^^れりi^せりでござぃますな。 あんな 大 

きな 娘 樂铅ま で，. - 一 ざり ま し て —— ( と 時計.^ 出して みて) 

あ 乂、 もう そろ 》/,\.g. 問 だ。 私 はもう 御 暇 を —— (と 急 

に 改まったお 出して) へい、 何う も 一寸 上り ませう と 

存じ て 色々 と 御：^.! 5^ に 相 成り まして —— 

や まあ、 君、 い \ ちゃない か。 

泉 谷 いえ 併し 東お にもい ろ/ \仕殘 しました 用事 も ござ 

いますので 11 

婪 E さう かい。 だって 君が 譽 めた あの 口の 酒 もま だ殘っ 

てる ぢ やない か。 あれ をす つかりに してから 歸 つたら い 

いだら う。 

谷 併し ど. 「も 恐縮で  

菱 E だが W 事が あるので は强 ひて 止められな いね。 

^；水谷 いえ、 尤も 私共の S 事です から 有って 無い やうな も 

ので。 

^ffl ぢゃ あ、 ま、 ゆっくりして 行く がい \ぢ やない か。 

ハ介 へ  、どうも 恐縮で な。 

サ お、 山 口さん。 大相 ごゆつ，、 りでした ね。 昨晩 はよ 

く 彩られた と 見えます ね。 

山 口 いや どういたしまして 一 睡も なりませんでした。 

は、 あ" それで は寐 所が 變 つた 故です な。 何う です、 

留守中に 鶴 小 4|C やなに か 見て 下す つた か。 一寸 種類が 揃 


つ てる 積り です が  

山 口 いやま だ拜見 はしません が、 啼 だけ はいろ く 伺 

ひました。 

菱』 田 (早 合點 して) ほう 啼餘で 種類が 分ります か。 それ 

は大黑 人です な。 では 一 つ 是非 御覧 を。 

山 口 いや その 私 はな。 その 啼聲 にっき ましてな、 少々 御 

願 ひが —— 

姜田 へえ、 何です か。 

(じゅん子 水無瀨 に-てれ つと 目 交， はぜす る。 水 無瀨ぁ 

わて 、横 合より。) 

水無灌 おい、 君、 (といった が 一寸 あとに 塞リ) ー體君 

ぉ1> 

はなんだ つ て こんな 所 へ 住宅 を 建 て たんだ い 。 私 は 昨 曰 

からい ろ/ \. 見て ゐ るのに 何 所に 一 つい &所も な いぢ や 

菱田 いやさう いった もので もない。 M 踢が 咲く と 天下の 

奇觀 だよ。 

水 無 だ つ て 今 は 咲い てゐな いぢ やない か。 それに 君が 

自慢して ゐた 山中の 湖水の 俤は何 所に あるの だ。 第一 後 

ろが かけ 拂ひ になって 赤 城まで 見えて ゐて何 所が 幽翠な 

の だ。 

菱田 いや 開墾が 始まった ので、 か，. 'なった ので 以前 は隨 

分 大木が 茂り 合 つて ゐて 中々 幽翠だ つ たよ。 
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水無瀕 だって 今 さう で なきや 仕方がな いぢ やない か。 そ 

れに夏 はさ ぞ署 さう だな。 

菱田 い や 复 は 暑に ゆく から い、 よ。 

水 無 瀨 どうも 呆れた な。 

菱 m でも これで も 中々 い、 所が あるよ。 これから 寒くな 

ると、 夜の 引 あけ 頃に 鴨が いく 羽と なく 遠くから 遊びに 

きて 下りる。 それ を枯 葦の 間へ 田 舟 を 出して ゐて待 受け 

て ゐてド ン とやる _ —— . それ は 倫 快 だよ。 

水 無 溜 ふん、 g も 愉快 だら うよ。 11 しかし 寒くな つた 

ら、 それ 、 」 そ 名物 の 空 つ 風で 此 所ら は 吹き曝し だから 溜 

るまい。 何の 取り どころ もない 所 だ。 こんな 所へ 別莊を 

立てる なんて 馬鹿 さの 數が 知れない な。 

村 木 (見 れ たやう に 進みい V) いや、 さう でも ありま 

せんよ。 上 州 は 1； 學 上から も 考古學 上から も忽 がせに な 

らん，. H 地です よ。 

水 無 溝 ふん、 なんで g 學 上に 關 係の ある 十： 地 だい。 

村 水 痛 病が 澤 山あります よ。 

來客 一同 (呆れて) へ、 え。 

村 木 それから かう いふ ものが あるので (と ポッケ ト. A 

ら 朝鮮 土器の 片ん、 出し) いま 拾って 來 たので。 

^谷 へ、 え、 それ はなんで。 

村 木 朝鮮 土器の 片で すよ。 一一 千年 前の 土器が 大正の 地上： 


に 落ちて ゐる ことがある。 どうです、 味. らぬ あら 拾 ひよ 

り 、かう いふ もの を 拾ったら いか^で、 少く とも 悠久な 

感じが 起って こせく した 了見 は 無くなり ますよ。 

泉 谷 へ.^ え、 そんなに ざら に 昔の ものが 今 落ちて をり ま 

すので。 

村 木 いや そんなに 落ちて ゐ ません が、 意が しっかりし 

てく ると 歩いて、 分 るんで すよ。 これ を 表 面 採集 とい ふ 

ん です。 室内 採集と いふの は 昨 B 水 無 獺さん が や つ た 奴、 

尤も 專！： 家 はやりません。 ——菱 田さん、 資は私 はさつ 

きから 鈴 木 君 を 待 受けて ゐ るので すが、 あなた は 何 所に 

ゐ るか 御存知ありません か？ 

姜田 いや 先刻、 彼方の 森の 方で 後ろ 影 をみ かけた と 思つ 

たか  

村 木 あ、 さう です か。 では 僕 は 一寸 鈴 木 君 を 診たい とお 

も ひます から 失禮 します。 皆さん、 さやうなら。 

(と 入ろ。) 

水無瀨 なんだ 彼奴。 無作法な 生 意 氣な奴 だな。 ど- i>。 

菱 K いや 君、 勘忍して くれ 給へ。 彼の 男 はまこと に 口が 

惡 くって。 

水 無 瀬 いや 怪 からん。 自分の 出入 先の 来客に 對 して、 無 

禮千 萬な —— 

泉 谷 いや、 日 ー那樣 、私 はさ つ きか ら伺 はう と 存じ て をり ま j 
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分った。 

水無瀨 どうも ほんと に 呆れた な。 

麥 0 あは、、 併しい、 縛驗 をした よ。 

水 無 溜 ふ ん、 百 羽 も 殺し て お いてい」 經驗 もな い もんだ 。 

一 體何だ つ て あんな 所 へ モス リン が 建 つ たんだ。 少とも 

抗議 を 申込まなかった のか。 

菱 田 いや 抗議 どころ か、 あすこへ 建てろ と 主張した の は 

重に 私 だよ。 こんな ことにな らうと は 思はなかった から 

ォ 

水無瀨 いや、 實に 何う も 開いた 口が 塞らぬ とい ふの は 君 

のこと だ。 

じゅん子 いや、 菱 田さん * そんな こと は 何う でもよう ご 

ざ い ますが ね。 どうも 御宅 は 濕氣が ある やうです ね。 

蓄 へえ 濕氣 ？ 

じゅん子 ぇ气 濕氣 かあります よ。 —— 蒲團で わかり ま 

す。 

菱田 へえ、 わし は 少しも 氣が附 かなかった。 

水無瀨 ふん 今に リュ マチス で 身體が 利かな くな つ てから 

分る よ。 

泉 谷 それ は大變 でい /さ い ますな。 

山 口 では わしの やうな 體の ものに も惡 いでせ うな。 

じゅ 子 え \、 f 惡ぅ ござんす ね。 一 體 水の 滸の 家は不 


したので すが、 この 沼の 名物、 例の 1 采 を昨晚 あたり 頂 

戴が 出来る こと、 存じて をり ましたが、 あれ は 一 寸 酒の 

Iff? におつな もので —— 

W いや， その i は み んな腐 つてし ま つ たよ。 

谷へ、 え。 

m ど- この モス リンの 棄 水が 流れ こむ ので、 水が 

すっかりい けなくな つて、 あの 通り 濁って しまった のさ。 

それで こ. 1 では 鯉 も 鮒 もとれな いよ。 とれても； おくさく 

つてぬ へない よ。 

& へ . ^え、 それ は 全く 御 力落しで すな。 

口 あ、、 それで は あの t. が K 々と 出 來てゐ て、 家鴨 は 

二三 羽し かゐな いのも、 あれ も 水で 死んで しまったの 

です か。 

E い k や あれ は 遠 ひます。 

無 瀬 では 始めつ から 二三 羽し か 51 はなかった のかい。 

m いや 百 羽から 飼って ゐた。 

無淑 ふん、 それが 何う して 二三 羽に なった。 みんな、 

^つたの か？ 

麥 £ 馬鹿 をい つてろ。 あれ は 生^に 放した 田螺が 泥の 中 

で 腐った の を 八 J ベ た の で 片端から 死んだ の だ。 はじめは 

何の £1 に 死ぬ の だか 分らな くって 家鴨 の 傳 染病ぢ やない 

あらかた 

かの なんのと いろく 心配した が、 大方 死んで から 漸く 


'220 


友 親 


健康です。 殊に 此 沼の やうに 濁つ て ゐては 定めし 有害 だ 

らうと おも ひます。 わたし はかう いふ 話 をき X ました。 

信州邊 の ある 沼で 名前 は 忘れ ましたが、 その 附近へ ある 

西洋人の 家族が 家 を 建て、 住居つ てゐ ましたが、 先刻の 

家鴨の やうに 一人一人 順々 に病氣 になって 斃れ てし まつ 

たので、 始めは その 原因が ちっとも 分らなかった のです 

乙 や- rs 

が、 漸く その 沼の 瘴氣 に當 てられた の だと 分って その 邸 

すみて 

は その後 住 入 もな く、 幽靈 屋敷と 呼ばれて 一軒 ぼつ、 り 

とその 沼の 際に 殘 つて ゐるさ うです。 

泉 谷 へえ、 恐ろしい もので ございますな。 

山 口 奥 さん、 それ は本眞 です か。 

じゅん子 私 は 虚偽 は 申しません。 

菱田 あは &、 奥さんお どかしち やい けません よ。 私 はこ 

こへ 住居って 五 年になる が この 通り 達者です よ。 

水無瀨 いや 妻が いふのば 脅し ぢ やない よ。 今に 次第に 身 

體へ 利いて くる。 それに こんな 地盤が しっかりして ゐな 

い 所へ、 あんな 重量の ある 煉瓦 家屋 を 11 

菱田 あは 气 やもう そんな 冗談 は澤 山々々。 分った く。 

0、k へ慌 しさう に. 下男 平 助 入： T 來リ菱 田，， みて。) 

平 助 旦那 樣、 また 來 たやう です。 

菱田 なに 又來 た。 よし 諸君 一 寸 失禮。 

(と 行かう とすろ。) 


水無瀨 おい、 君 まだ 話が あるの だよ。 

山 口 あ- わし も菱 E さんに 少し —— 

菱田 いや 今 また 狐が 來 たの で 一 寸 急ぎます。 後でく。 

さ 平 助。 

(と 急 いて 平 助.^ 連れて 出て ゆく。) 

水無瀨 なんだ。 あの 男 はまた 我々 を 置 去りに し をって— 

じゅん子 あなた、 われく の 待遇の ことにつ いて 何もい 

ひ 出さなかった のです ね。 

水 無 瀬 だってい ふ 暇が無かった ぢ やない か。 

じゅん子 いや、 あなたが 下らん こと をい ひ 出して —— 

水 無 51 ま、 い、 さ。 私達 も あっちへ 行かうよ。 

じゅん子 え \、 さう しませう。 

(と 入る 0) 

泉 谷 (山 口  LL) え、 山 口さん * 私 も 一寸 失禮を —— 

山 口 あ-彼方へ 御出です か。 では 私 も 御 一緒に 11 

泉 谷 いや、 私 は 一 寸 その. I 

(と 逃. ける 樣 Li 入る。) 

山 口 いや、 ま 御 待ちなさい。 御 一 緒に 11 あれもう 往っ 

てし まった。 

(とこれ も 人ろ。) 

(奥に て。〕 
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も ；；；； がみす/ \ -秉 態に おちいつ て 行く の を 見て ゐる譯 に 

はいかな いよ。 ま、 何う か 僕の 忠せ をき いて この 場 を 避 

け て くれ 給 へ 。 一 刻遲く つ て も 手 遲れだ 。 ぐ つ と 病^が 

募って る やう だ。 さ、 どう だ 君？ 

鈴 木 (深く 決する 處 わる やうに 唇， か 一 胸ん て) いやです、 

私 は。 こ、 は 私の 爲には 苦しい 獄 であると 同時に、 ま 

た 懐し い 天國 です。 何う し て も 離れる 譯には いきません。 

村 木 何 をい つてる の だ。 少し 眞面 H な考 へに なって くれ 

なくって は 闲るぢ やない か。 

鈴 木 なにが です。 私 はいつ も眞面 0 です。 

村 木 だって あの 婦人に は 立派な 夫が あるよ。 

鈴 水 それが どうした のです。 夫が あれば お^して はなら な 

いんです か。 戀 はそんな 不自由な ものではありません。 

私 は 寧ろ あの 婦人に あの 夫が あるか ら戀し たのです。 あ 

あい ふ資 利の 外に は 何も しらない、 しかも 年を老 つた、 

趣味に 於ても 何に 於いても 一 切 相違して ゐる不 釣合な 夫 

を もって， 不幸な 月 日 を 送って ゐる のが 見て ゐられ なか 

かよわ 

つ た のです。 しかも 繊細 ぃ體 であの 物柔 しい 手荒く 扱 つ 

たら， れ さうな 情 を 持ちながら. 何事 も 運命と 觀じ て諦 

め て ゐる 姿が 無慘 です。 よくい ふこと だが 私の は 同情が 

戀 となった のです。 

村 木 では 結局 どうしょうと いふの だい。 


先生 私 を 何 所 へ 引 張つ て 行 くんです。 

ま、 い k から 一寸 此方へ 來 たまへ。 

そり や 行きます よ。 だから さう 引 張らず に 下さい。 

引 張らない よ。 挑げ さいしな き や —— 

なんで 逃げる 要が あります。 立派に 行きます よ。 

(と 問答しながら、 村 水と 鈴 木 出て 來 る。) 

さ、 まあ そこへ 掛け 給へ。 

(椅子へ 腰な 下して) は、 掛けました。 何の 用です。 

(椅子へ ^倚せ かけ) いや 僕 は 自分の 上 君に 

いは わば ならない ことがあ るんだ よ。 

鈴 木 だから 何の 用です。 

村 木 (一寸 居住 居ん なほして) 君、 すぐ 荷 造らへ をして 

こ、 を f おってく れ^へ。 

ナ ん 、 、  にづ v.o' 

如 木 (怿 ，鉀 なか ほ.^ して) へえ、 荷 造 をして I - 

村 木 さう、 束 京へ。 11  (と 時計.^ 出して みて) 最終の 

h り 列車 は 一 時間 內に 出る。 

鈴 木 なんで あなたが そんな こと を强 ひる 權 利が あるので 

す。 

村 木 いや €は然 者で、 君の 健康 狀 態が 是非とも さう しな 

くって はなら ないから 勸 める のさ。 

^木 わたしの 健康 狀態 11 

村 木 さう さ、 IS の 身 S はより 精祌 上の 健康が ね。 僕 はどう 
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鈴 木 どうしょう？ どうしょう なぞと 結局 を考 へて 戀は 

しません。 

村 木 でも 君、 夫婦に なりたい とか I . 

鈴 木 夫婦？ 馬鹿な、 そんな 形式 上の ことなん か。 私の 

戀と いふの はもつ と {H 由な 拘. ia^ される 所の ない もので 

す。 二 入の 心が 一 つに 結ばれて ゐれ ば、 相手の 婦人に 夫 

が あらう と 構 ひ ません。 

村 木 (笑みて) ふん、 つまり 碎 いていへば 問 夫 仕 立で い 

かう とい ふんだ ね。 女 は 旦那に 世話 を させて —— 

^木 (愤懣 して〕 何です つて 11 

村 水 ま、 理窟 をつ ける のとつ けない の 相違で， 人間 は 下 

卑助 だ。 落ちる 所 は そこ だね。 誰し もやって みたい 粹な 

役 さね。 だが 僕 はい や. たな。 若し 眞 にあの 婦人 を 愛する 

とい ふの なら、 正々 堂々 とやったら 何う だ。 これが^5が 

あの 婦人の 氣の 毒な 境遇 を 見る に 忍びず、 堂々 と菱 W に 

迫って 別れさせ 立派 に^が 娶 ると いふの なら、 僕 も IS 分 

次第によ つて は 骨 を 折つ て gfrS の勞を K る 位な 茶 氣はぁ 

る 男 だが、 今の 口吻 だと さう いふ 決心 も 見えな いやう 

だ。 I— さう だ。 さっき 君 は あの 婦人 を 可哀想 だとい つ 

たね。 君 はどうい ふ 氣でゐ るか 知れない が、 もし 君の 目 

的 通りに いったと したら あの 婦人 は 何うな るね。 これが 

餵 だとい ふの なら まだし も 恢復の 仕樣 も ある、 世間へ 立 


つ て ゆく 術 も あるが、 あの 婦人 は 夫が ある。 夫が あって 

とい ふこと になる と、 もう 一 半- 11;^ ものと なって しま ふ 

ん だよ。 つまり 君の 一 時の II？ 弄と なつ て 一 生 を 過つ てし 

ま ふの だ。 ぢ ゃ餘り 可哀想お やない か。 

.5- きひ 

鈴 木 いや 私 は 決して 玩弄に なん ぞ はしない。 

村 木 ぢゃ 君が 東京で 關係 のあった あの AF 鎮は ど うした 

い。 もう 捨て \ しまった ぢ やない か。 

鈴 木 (驚いて) あなた は あの人 を 知って たのです か。 

村 木 ぁ&、 それ は P 者 は 方々 歩く から 知って るよ。 あの 

人 は 容貌 は惡 いが 心 立は實 にい- - もの だ。 それ を $5 は捨 

てる ぢ やない か。 さ、 もうさう 罪 を 作る の はやめて 僕の 

いふ こ とを聽 いて こ、 を發 つ て くれ $s へ 。 

鈴 木 (下，^ 向いて y つと) いやです。 私 は 何う しても い 

やです。 II あの 東京で 知合に なった 女 は 二人の 間に 愛 

が 無くなつ たから 別れた まで k す。 小ノしも^^し ぃ所はな 


村 木 で 君 はまた こ&で その 同じ 事を綠 りかへ さう とする 一 

のかい。 それで は餘 りひ どいだら う。 だから 何卒 直ぐ こ i 

こ を S つて くれ 給へ。  ： 

^木 いや 私 は 何も あなたに そんな 拘束 をう ける 譯 はあり 一 

ません。  一 

村 木 さ， だから 僕 は 拘束しょう とはい はない。 君の 情に 一 
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村 爲 村 爲 


n  H ほ 村 ほ 
子 木ん 子 木 子 


避へ てるのた。 

鈴 木 (つと. N 上って) いやもう 私 は あなたと 御 話す るの 

は 御免 1„:： 欲り ます。 私に は 私の 考が あるので すから。 —— . 

失敬し ます。 

(と；！；；. -v 、かけろ。) 

w 木 ま、 ^^：ち洽へ。 ぢゃ あ， 一?；5 は 何う しても いやと いふ 

のかい。 

铃木 ("S 然と) え、 然 うです。 それでい けなかったら ど 

う でもし て 下さ い。 ；T^ に は 私の 信ずる 所が ある のです か 

ら —— 

(と 足早 LL 入ろ。) 

W 木 ま、 お、 そんな：小^；！：腐れをぃったって 11 あ、 行つ 

てし まった。 併し 彼 の が 云 ふこ とを聽 かない となると 

W つ たな。 菱 W に いったつ て！ ：3W の ない 已 のい ふこと を 

ほん t 

本 露に する 箬 もない。 却って 惡 意に とる， たらう し。 とい 

つて あの 妻お は あの 通りの の ほ k んだ し。 法 意し た 所が 

どの 度まで 氣 がっく か。 11 その 中 人の 惡ぃ 奴等 は澤 

山 見. 強って るし。 11 あ、 愈 昨夜 考へ といた 最後の 手段 

かな。 だが 少し^ だな 一 

(こ  >  へ ほ 子 出ズ來 ろ。) 

ほ 子 おや 先生 11 

木 あ、 奥さんでした か。 


村 木 いや、 さう いふ 譯 でもない のです がね。 どうも 昨日 

あの 卒倒した のです ね。 あれが I . 

爲子 (熱心に) え \  く。 

村 木 あれが その —— どうもち と 御 婦人の 前で は 言 ひ 憎い 

ことなので すがね。 

(熱心に〕 は あ、 く。 

どうも 癲癇 性の 發 作らし い の で —— 

まあ。 

それが その 甚だ 申 憎い ことなので すがな、 男女 間の 

ある 不健！ ^状態から 起る のと 同じ 兆候な ので、 始めは や 

はり 神塑 と 同じ 症狀 で、 それが 少し 激しくな ると 痙 

攣を 起し て發 作が くるので 誘 S は 異性に 對 する 感； M で—— 

I つ まり 異性に 對し て 激情 を 感じ させる 機會が あると 何 

う もま づ いので —— あの 狀 態が 續 い て だんく 烈しくな 

ると 往々 生命に —— いやまさ か 死ぬ やうな こと も ありま 


あの 鈴 木さん はもう 今日は 御 診察 下す つたので？ 

は あ、 今 一 寸 診ました。 

いかにで ございました。 もう 案じ. る 所 は ございませ 

(考 へ て ろ やうに) さ、 それです がね。 

(心^ 相に) ぢ やまたい けない 所が 出來 ましたので 


224 


友 親 


子 木て 子 


13 ま 、力，.？ 

爲子 (ひどく 驚いて) まあ それ は大變 でございますね え。 

村 木 しかし 油斷 はならない ので、 まだ 心臓 も本眞 でない 

し 11 奥さん、 あなた は菱 田さん の 御 指 鬮 で 鈴 木 を始 

終 御 <t 抱 をな さ つてお い で V すが 、 どうも  一 J の 御 婦人 の 

柔 しいへ 抱 は 男の 心 を 激動させる もので、 少 とも 差 岡へ 

はない やうな もので あり ます けれども . 今 の 場合 少し 何 

う も  

爲子 は あ、 /\。 

村 木 で、 ま、 出來 得るならば. 今 病後で 非常に 感じ 易く 

な つ てゐ るので なるたけ 精神 を 激動させる やうな 談話 や 

なに か は 避けた い の で 11 と い つ て 今 本人に それ を 話せ 

ば 神經を 起す の は 知れて ゐ ますから， 堅く 祕密で 一 つ 奥 

さんの 御 胸 一 つで  

爲子 (もう はら/ \ して) は あ、 ./(,.»。 

村 木 いや 甚だ 申 憎い ことでした けれども、 申 上げません 

と 何う も 自分 の 職務が 濟み ま せんの で —— 

1^ 字 いえ、 何う いたしまして。 私 も 出来るだけ 注意し ま 

して II 

村 木 いや どうぞ さう 願 へれば 結構で 11 や、 失禮 しまし 

た。 では 僕 はまた 晚 ほど —— 

(と 出て ゆく。) 


爲子 まあ 飛んだ ことにな つたわ。 まあ 何したら い、 んだ 

らう。 

(と 椅子へ 考 へこむ。 鈴 木 ひながら 出ろ。) 

鈴 木 奥さん。 

爲子 (• ひつく リ して) あ」 鈴 木さん。 

鈴 木 今 こ &にゐ たの は 村 木さん です ね。 (と V つと みて) 

村 木さん は あなたに なに かいひました か。 私の 事で？ 

い、 え、 何にも -1 -た V よく して あげてく れつ 

いふ ことで したの。 

(不密 さう に) ぁ&さ うでした か。 

(向き 直って Itl^t- め) ねえ、 鈴 木さん。 あなた 昨 

日 私 は あなたの 心 友になる から その代り 私の 云 ふこと を 

よく 聽 くの です よと いったら、 あなた は 誓つ て 承知した 

でしよ。 (鈴 木うな. つく) だから これから はもう、 た V 

私の 云 ふ 通りになる のです よ。 

鈴 木 (熱して 椅子へ 手.^ かけ) 元よりです。 わたし は あ 

なた の爲に はきつ と 命も锆 みません。 あなたが 昔話に あ 

る 機に 獅子の 窟へ はいれと いったって 11 

爲子 (忙 て， 0 あ、 それが いけない。 

鈴 木 え、 なにが いけない のです。 どこか 私に 惡ぃ 所が あ 

りました か？ それ をい つて 下さい。 1^. します。 それ を 
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爲子 ん 揉ん て) あ、 あれ また そんなに 11 あ， 困つ 

た。 (と 立 上ろ) 

鈴 木 (鎚ろ やうに〕 え、 どうしました。 私が いった こと 

が惡か つたので すか。 勘忍し て 下さ い 。勘忍し て 下さい。 

わたし は あなたに そんな 風に いはれ ると 此， 胸が 搔き むし 

られる やうで —— あ、。 

爲子 (はらく して) あ、 そんなに じれて は —— あ、 何 

うしょう —— お、 さう/ \., あなた は 何でも 私の いふ こ 

とを聽 くと 替っ たのです よ。 靜 かにく 心 を 落ちつけ て 

^木 は あ、 /\。 (と 固くなる) 

子 (がっかりした やうに) まあ、 よかった。 ほんと に 

あなた はま あ、 どうして さう じれる のでせ う。 どうか も 

うじれ ずに 下さい。 

S はいく、 です が 何う して 私が さう じれて はいけ な 

いので 11 

爲子 ね、 あなた、 さう じれる と 御身 體に 障ります よ。 だ 

か ら どう か 氣を落 付け て —— 

鈴 木 (また 熱し ズ) えつ、 それほどまでに 私 を、 こんな 

私 を。 それ だから 私 は 11 どうも有難うく。 

(と爲 子の 手，^ 取らう と V ろ。 爲子飛 退いて。) 

爲子 (情けな さう) あ、 またい けない、 またい けない。 


^木 (颇， ^押へ て) ぁト M さん、 あなた はそんな じらす 

やうな 1 あなた は 私 を 弄ぶ のです か。 あ、 やっぱり 私 

は 弄 ばれて ゐ たの だく。 

(と 沈み こむ。 爲子思 はず。) 

爲子 ま 何う したので す。 

(と 立 寄ろ。 鈴 木 その 手.^ 掘ん て。) 

絵 木 奥さん。 わたし はくあな た を 愛して ゐ ます。 

(と 突然 抱へ て キスしょう とする。) 

ほ 子 え、 ま、 あなた は！ 

(この 途端 水 無 1、 夫 iwg 一雄 1^ つれて 出て きて、 ：の體 

, ^見て 驚く。 じゅん子 は 手早く  g; 雄 LL みせまい と rt^^ii 

て！ 1 ふ。 爲子も 驚告 手.^ 振リ 放して： r け 去る。 引 違へ 

て 襄田急 ざ 足て 入りい M リ、 この 體 1^ みて。〕 

斐田 おや、 いま 驅 けて いったの は 爲子ぢ やない か。 何う 

したの だ。 

鈴 木 いや、 なんでもありません。 

(と、、 れも 逃げろ 様に 去る。) 

菱 m  (見送り 水 無 瀬.^ みて) お、 水 無 瀬 君 どうしたの だ。 

水無瀨 (怪しげに) いや 何でもな いよ。 

菱田 さう か。 (と 附德 もな く 前に 忘れて おいた 精子.. 取 

上げ) 一寸 失 鱧 —— 

(とっか （-と 入る。) 
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じゅん子 たうとう 氣が附 きました ね。 

水無瀕 ふん， 奴、 漸く 氣が ついた。 

(と 二人 _ せ 笑す る。 袂の下 f< リ g; 雄 そっと 様子，^ うか 

がふに 

11 幕 —— 

第 三 幕 

主人 が 第 一 幕に 自慢した ミ クシ ョ、 ノ、 スタイルの 客室。 

！ i 面 は バルコニ  —へ の 出口 LL なって ねて 上手に 扉の 出 

入 二つ。 奧のは 庭へ の 出口、 舞臺 前の は 他の 室へ の 通 

路。 下手に も 腰板に 嵌め込ん て 分らぬ やうに 扉が 出來 

てね ろ。 マ y  .r ルヒ， 'ス、 物 匿臺、 大凡 物の 置 かれる 

上に は佛 像、 而樂器 等の 骨憲 品が 所 狭き まてに；： 奴 ベ て 

ある。 又 壁に？ r けて あろ 額 は  一 二 面の 水 彩 畫*^ 除く の 

外、 すべて 古い 物 K やの 看板、 寨納額 なぞ 扁額 軌範の 挿 

畫に ぁリ さうな の が ずらり と 揭げて もる。 中央 に Jof 子 

拉に 椅子。 下手へ よせて 喫 It: 卓、 安樂 椅子 なぞが もる。 

舞 « 下手 前の 壁に、 iJi: 幕の 幕切れ に 衆 客， <J- 驚かした 火 

口が 一 條の 紐.^ 垂れて 寂然と して I お， めて ねる。 

後に 切れる 仕掛。 室の 中央に はシャ A デリ H が 光.^ 放 

つてね る。 バ^コ 11 1 の 外 は 月夜に て 沼 見晴らす 


幕 明く と 水. f: 瀨 夫婦， 上手の 室から 後.^ 顧みながら 入 

つてく ろ。 

じゅん子 あなた。 到頭 ほんと に 氣が附 いたやう です ね。 

だん WH- 

あ の 食事 の 間 も ほ とん ど默然 でゐて 食事が 濟む と 不意 と 

立 上って 出て 行った 樣子 なぞ は 餘程變 でした よ。 

水無瀕 うん、 已も據 子が 可 笑いから 態と 何 か 話しかけて 

見 て も 碌な； ^一事 もし をらん。 そし て 何 か に i 淑を収 られて 

そ はくして ゐる樣 子がない 11 第 一 自分の 妻の 方を兑 

ん のが 不思議 だ。 それから あの 若い 男の 方 も 11 

じゅん子 あれ は 見る のが 辛く つて 態と， 避けて ゐ るので す 

よ。 それに 心柄です が、 ぁの奥さんの$^れ加，1も；1^の|^ぉ 

です ねえ。 併し あの 若い 男 はま あじろり/. \ と 奥さんの 

顏を兑 ては考 へこんで る 様子 は ほ ん とに 氣 味が 惡 い やう 

です ね。 

水無瀕 うん、 だが 彼.^、 あんまり おれが 見る もんだ から 

氣が 差し たと みえ て 不意に 何 所 か へ 行って しまった。 

じゅん子 併し まあ、 これから 何うな り ませう。 あ X して 

菱 W さんが 氣が附 いたと してみ ると 1 1 

水無賴 ふ、 ん、 いづれ  一 動 ある だら う。 併し、 裴 田の 

奴が 生地が ないから 泣. 5^ 入 位な と ころがし まひの 落 かも 

知れない な。 . I 何しろい け 年 をして あんな & 氣 つぼい 

若い 女なん か 妻に する からこん な 事になる の だ —— 
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じゅん子 いや それにしても、 奥さんと いふ 人 も隨分 ひど 

い 人です わ。 人 維 誌の 口；^ なんかに 5:^ 菱 S 氏 夫人た 

め 子なん て 出て ゐる所 をみ る と * 蟲も 殺さな い やうな 顔 

をして 濟 して ゐ ますが、 ほんと に 分らない ものです ね。 

水無賴 ふん、 人 雑誌 なぞで 氣収 つて 寫 つて ゐる 奴等の 

iSls; をみ れば 大概 そ んなも の だ 。 人が 面で あ てに なり あ、 

菱 W なん ざ あ 何 所へ 出しても 立派な 富お 永 面 だが、 あの 間 

拔さ 加減 は 態 はない。 何う して あんな 奴に 金が 出来た か 

と 思 ふと を かしい。 —— おや 誰か 來 たや、 つ だな。 

(上^；！-の室から^！：水谷、 山 口 これ も 後^ 願みながら や V 

忙て 114 味に 入リ來 る。〕 

泉 谷 いや、 これにお ゐで、 ございまし たか。 何う も 唯今 

菱 W さまが 妙な SiS 子で。 

水 無 船" え？ 妙な 様子って 11 

今 私達 も 御 食 * を顶數 いたして、 あちらの 御 部屋で 

休息し て をり ますと な、 菱田 さ まが つ か ，/\> と 入 つてい 

らしつ て 突れ： 御 1HS 間の 方 へ 御 人り になって な I . 

山！ w 私達が CiS るの も： m が附 かない やうに な  

$ え、 さや、 つで、 宛然 何時もの 菱 田 さまと は變 つた 樣 

子で な、 私共の 方 を 風お _ り もせず な、 つと 御 居間の 方へ 

な —— 

水無浙 ふ 、ん， それで 何う したね。 


泉 谷 それ か ら出 ておいで なさる のを兑 ると 驚く ぢゃ ..>  r さ 

いません か。 ピ ス ト ルの箱 を かう 小脇に 抱へ て 11 

水 無 船 えつ ピストル！ 

じゅん子 ま、 ビス トル！ 

泉 谷 え、 さやう でビ ス トル で。 その 箱 を 抱 へ たま 、 又 直 

つ とお い でな さらう とな さ つ たので  

山 口 それで 私が 思 はず 菱 田さん と聲を ける と、 えつと 

振 返った 顔の 怖 さ、 二の句が 出ません でな、 私 は 思 はず 

は つ と 詰ま つ てし まひ ました I 

泉 谷 それで 私が な。 且 那樣、 何うな さいました のでと か 

う 中し あげます とな、 あは .1 、 」 はとお 笑 ひなす つてな。 

山 口 いや その 笑 ひ 方が いかにも- 収っ て附 けた やうで な I 

え、 さやう で、 いかにも K つて 附け たやう にお 笑 ひ 

なさって な 「いや 今夜のう ちに は 是非とも 殺って しま は 

なければ ならん」 と 仰っしゃる。 

山 P そ れも 半分 摘 一一 一一 a の やうに な 11 

C 水 谷 さやう で、 それで 私が 「え. 何 をお 殺り なさる ので」 

とかう 申します と 「わしの 年来の 名眷 の爲 にだ」 とたつ 

た 一 言 仰し やって その ま、 ついと 行つ ておし まひなさい 

ました。 

水 無 雜 えつ、 名 譽の爲 に！ それち や あ 愈 11 
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じゅん子 ま、 大變な ことにな りました ねえ。 だが あの 菱 

田さん がま さか そんな 思 ひ 切った. I 

水無觸 いや、 あ X いふ 男が 却って ー鬪 になって 嚇と 逆上 

ると —— あ、 これ はえら い 事に なった な。 今に 何 所 かで 

ボ ー ン ときこえ たが 最期 だ  

泉 谷 それで は 何 か 樣子を 御存知な ので、 ー體 どういた し 

ましたので。 

水無瀕 いや、 何にも 私 も 知らない がちと 心當 りが ある。 

山 口 へえ、 その 心當 りと 仰し やる と —— 

水 無 瀬 いや 迂 潤な こと もい はれん よ。 いまに 分る。 

泉 谷 もしゃ あの 鈴 木さん と奧樣 との 一 件を菱 W さまが お 

感づきな さった の ではありません か。 

水無滅 ふうん、 IS は 何う して 知って ゐる e 

泉 谷 へ、 それ はまこと に 恐れ入り ますが、 多年 この 道で 

苦勞し て をり ます の で 昨晩から の 御樣子 でな、 こり ゃ惡 

いなと 思って をり ましたので — 雙方も 若 い 同士 で 辛抱 

がな く、 あんまり あけすけで ございまし たからな —— ^ 

しろ 大變な ことにな りました な。 なんとい つても 此 家の 

大將 なぞ は 御 年輩で も 斯道の 苦勞が 足りません からな。 

嚇 とおせ きな さる も御尤 で —— 何 しろ 大變な ことにな り 

ましたな。 

山 口  (額ん、 押へ て) ほんと にあ、 私 も 折角 轉地療 等； に來 


てえ らい 目にば かり 遇 ふ —— これで は身體 がた まらん。 

じゅん子 今更 そんな 事 をい つ てた 所で 仕方が ありませ 

ん。 だが 何う しませう。 

水. 無 瀕 何う しょうと いって、 こり やう か/ \- して 引合に 

なって はた まらん。 寄らず 障らず が 上策 だ。 —— 高が あ 

の 菱 田が 若 い 奴 を 殺 し て 處刑を 受け る 丈の こ とだ 。 

じゅん子 もし あなた。 (と 側に 人が， Q ろと 眼 交ぜて 注意 

すろ〕 

水 無 濯 ( 氮 が ついて) い や 併し それ はわし の 友誼が 免 さ 

ん。 兩 IT 15^ に 角 11 

泉 谷 へ え ！■ 兎に角 , —何う いたし ますので —— 

水無瀨 (詰って) え、 何う する、 11 あ- 闲 つたな。 

(こ、 へ菱 田、 鼻 目 鏡の 老眼 錢.^ かけ、 夕刊 新 問.^ 持 

つて 來ろ。 一同 わつ と 驚く。 斐田も 吃驚して。) 

菱田 あ、 皆さん こ、 でした か。 夕刊が 來 ました。 

(と 数枚の 新開 紙. < ^車上に ヽ A  〈；？ は 腰，^ 下して 一 

枝の 新 M 紙 讀み はじめろ。 一同 後.^ 取卷 いて 见合 

せて ねる。 菱 S ふっと 何 か きつけた！^ に ポッケ ット 

、へ 手1^突告こみ窓際へ 馳けゅさ、 下 fJ< 見込む。 一 同 そ 

れつと いはぬ ばかりにお KJ- 固く する。 菱Et;^cリ，--し 

て又^^の惻 へ か ヘリ 新 問.^ 讀み はじめる。) 

水無瀨 (搜リ 人れ る やう に) 何 か、 君、 珍ら しい こと 
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が 出て ゐ るか い 。 戰^^は どう だね。 

遂 ra いや 戰爭 のこと は 今 格 K のこと もない やう だが、 世 

間に 絕ぇな いのは 相 變ら ずの 血^れ 沙汰 だね。 

一同 (眼.^ 險 しくし ズ) 血 まぶれ 沙汰！ 

0m. それが また みんな 色 If が 太 だね。 

一同 6! 

^田 fei? が もとの 切った 張った さ。 だが 無理と は 思 はな 

いよ。 

ョ えつ！ 

0^ つまり 人情が 深ければ、 それ 丈に 口惜しく も あらう 

とい ふ もの だ。 別れた 女房 は 三 s し た 心地と 昔 か ら よ 

くい ふが、 あれ は 江戸 ツ子 流の！； 蒲な 考 へ だね。 それさ へ 

拘^りない 心 をい つて ゐる。 わし はかう 見えても 存外 ハ 

ィ カラで な。 一 n; 緣 あって M つた 女房なら つまらん 道樂 

で、 餘計 な 心配なん か けさせたくない。 よく わしの 知つ 

とる 人 なぞに も藝 者に 溺れたり なぞして 奥さんに 苦勞を j 

掛ける 人 も あるが、 どうも わし なぞに はそんな 情の ない 

こと は 出 來ん。 何も 想 ひあって 夫：！ になる とい ふもんで 一 

もない が、 そ こが 人情 さな。 よく 妻が どうもぬ ゃ痴 ばかり 並 

ベ て W る の 、 嫉妬 を燒く のでつ くん \賊 になる のとい ふ 

人が あるが、 それ はやつ ばり 一 や 主の 仕向が 惡 いので、 亭 

主が 外で、 眞 面目で 稼いで ゐれば 今日は まんが 惡 くって 


三十 S しか 稼げなかった と 持つ て歸 つたと て 釜の 蓋 を 開 

けて 待って た 女房 は 「あ \ さ うです か」 と 二人で 燒芋を 

買って 快よ く 晩飯 を濟 してお く。 これが 人情 さ。 それ を 

亭主 は 外で 勝手 を やって 女房 は 家に 燻ぶらして おく、 女 

は が 小さく つて こまかな もの だから、 世^ を 崩すまい 

と益儉 約す る。 で i や 主 は 益い \氣 になる。 これで は 遂に 

持って ゆき 所がない から 愚痴になる。 厭味になる。 これ 

は 當然で 、 もとより 女 は よわいもの で 男 を M り にして ゐ 

る もの。 それに 苦勞 させる とい ふ は 面白くない。 何う で 

す、 奥さん。 わしの この 說は？ わ は w\ は。 

き (山 口と 眼 交せして) それ、 あの 笑ひ聲 11 

じゅん子 (突然 言葉,. J- かけられ どき まャ、 して) え- 1。 そ 

れで その 今日 の 新聞に は どんな 事が 出て ゐ ますので 1 . 

養 田 あ、 今日の 新^の 話です か。 あ、 これです。 (と 新聞 

1^ 示し) 姦「％ を 木 <f で 撲殺 せんとす とい ふので す。 

じゅん子 へえ、 木劍で 撲殺！ 

菱田 さう です。 痛快です な、 犬に も 劣った 奴と いふ 洒落 

です かな。 あは >1  、は。 

( 一 同又颜 見合せ て あの 笑 ひ 方と いふ 額 1.5- する。) 

菱 P  (證 む) 「今曉 相 橋の 慘 劇、 星影 暗き 今曉 一時 京 橋 

新 悯西町 相 生 橋の 袂に 一 聲 鋭く 「人殺し」 とよぶ 女の 聲 

に 11 」 いや 讀ん でゐて は大變 だ。 何でも 田舍の 酌婦 上 
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りに 5 染を 霜ね て まあ 料理店 を 開 菜した 所が 女が 浮氣者 

で 飲みに くる 客と 出來 あつ て 其 儘 顒 落 をした。 そこで 亭 

主が 帆前船の 靈 f になって 11 一  寸こ \ は 西洋 だね の 人 

情話と いふと こ ですな 11 そ こで 方々 搜 して 到頭 居所 を 

突きと め て連歸 らうと する 途中で  ^\ 「怒氣 心頭に 

袋し て 三尺 餘の 木劎に て 右 の 兇行に 及びた るな り」 と い 

ふ譯 です。 

じゅん子 ま、 ほんと に 憎い 奴で  

斐 田 いや これな ど はよ く ある 奴です が、 どうせ 浮氣 にき 

まった お 業の 女 を 相手に 力んだ 所が はじまらぬ。 こんな 

ことになると また わし は 妙に 束洋 的な 豪傑 流の 考 へ で 

な、 心の 腐つ た 女に 未練 は のこらぬ と 潔よ く與れ て やる 

がい、 とお も ひます。 にくんだ 所で はじまらぬ。 尤も 封 

建 時代に も 女 仇 といって 刀の 手前 容赦 はなら ぬと いふ 

やうな こと も あつ たやう です が、 それ も、：； 1 ある 武士 は 接 

ノ  こ C ち ひ ii 

斥して ゐた とみえます。 過日 よんだ 隨筆 もの k なかに、 

、 J んな 、 J とが 出 てゐ ましたよ 。 ある 學老 の 息子が 大層； き 

問 武藝が 出來 るので 同家 中の 武士が 家老の 家 へ 出掛け 

て、 まいろ くに 稱 讚した 所、 その 家老が 「いや 俘 は 役 

にも 立ち ませぬ ものです が、 成長して 女 仇 討 をいた すま 

,り つげ  ^ 

ど の 呆氣に は 育て ませ ぬ 積り でノ J ざる」 と挨 おした さう 

です。 これ なぞ みても、 當 時の 武士の 時代精神の 一端が 


分ります。 だが 鬼 角 さう は ゆかぬ と 見えて. g 分別な 出 双 

騒ぎ や、 ビ ス トル 騒ぎの 結えない と は £ つた もので —— 

水 無 瀬 (いくらか 語調に^ へん 帶び て) 君、 君、 その ピ 

ス トル だが ね。 f おは その ビス トル を 今お つて ゐ ると いふ 

ぢ やない か。 

菱田 あ、 ビス トル か。 持って るよ、 こ、 に。 迚ももう；； § 

忍が ならん からな。 わざと 五 連； 511 を！； ん でもって ゐる。 

- 」れ なら 彈道も 遠く 利く し" 彈丸も ダ ム ダ ム 丸 的な； tl 獸 

を 打つ やつ を 詰めと いた！ 

1 同 えつ、 ダムダム 丸！ 

婪 E うん、 >  J れ なら  一 で 致命傷 を. M へ られ る！ 

水 無淑 だって、 だって 君、 それ は 餘り殘 lg だら う。 

やつ 

姜 ra なに 畜生 を 殺つ ける の だ。 稱 ふ もの か。 怨み は 骨 儲 

に 徹して ゐ ろから ね。 あは は。 

水無瀚 (驚いて 和めろ やうに) ^;5、 ま、 ちっと_ぉ付ぃて 

考へ てみ てく れんか。 それで は 君の 立 M な 口前に 矛盾し 

て ゐるぢ やない か。 

0m. あは \  .1 は。 相變ら ず 皮肉 を いって るな。 所が 矛 ほ 

.  もっと て nfe 

でな い 力 ある 力 ， 今夜の うちに 必然 手 J» を 見せ て やらう。 

水無瀨 (びく リ として) ^、 怒つ ちゃい けない よ、 く。 

僕 は 皮肉なん ぞ云 つ たん ぢゃ 決し てない。 

あた 星へ 

0 E それが 更に 皮肉なん だね。 普通の こと をい つて ゐる 
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して、 何とも 力と も 申されない 氣 がいた しました。 

水無淞 何しろ 何 か い へ ば疳を 高ぶらして ビス トル を 此方 

へ も 向け 兼ねな い 樣子 だから 何う する >  J とも 出来な い 。 

じゅん子 それに あんな 口で は 立派な 男らしい 言 をい ふか 

とお も ふと、 又 恐ろしい 事 を 云 ひ 出す し —— 

水 無 瀬 いやもう 餘程 逆上して ゐ るの だ。 努めて 押隱 さう 

とする の だが それが 押 へ きれないの だ。 それに あの ベら 

ベら と 舌る こと。 

rt^ 谷 よほど 怪しう ございますな。 あ いふ 風に ベら/ \ - 

饒舌る 氣違 がよく ございます。 1^11 狂 をな された ので は ご 

ざいません か。 

水 無 溜 ひょっとするともう 本构 になって るか もしれ ない 

山 口 あ、 私 は 何だか かう 目 迷 ひがし てきた —— 

(と 子へ く-つ 折れろ。) 

じゅん子 私 はか、 「なんだか 足が すくんで 11 あ. 1。 

(と^み こむ。) 

水無^ 觅に角 あんなに 氣が變 になって ると すると、 こん 

な 所に ゐ て は あぶな い 。どんな 傍杖 を， 25 ふか もしれ な い 。 

じゅん子 ほんと にさう です ね」 何う しませう。 

き あ X、 私 は 今 IHM 間 御酒 なぞに 未練 を；；！ さず 早くお 

暇 を すれば よかった I . 

山 口 私 はもし そんな ことにな つたら お 人 だし、 皆さんの 


ん たとい ふ譯 だね。 だが 今度 こそ は 非 やる よ。 是非 や 

ら なければ な b ない 譯が ある 。 あしたから 旅行す るよ。 

水無淑 えつ、 では 殺つ といて 海外へ か I . 

なに そんな くへ 行き あしない よ C  州へ だよ。 何 

しろ a  から の る の を 待 つて ゐ たの だから ね。 

mm ぢゃ 兼てから 覺 悟して ゐ たの だね。 

S それ は 少しも 油斷 はなかった の だよ。 

mm  (^と^ 兌 八：： せて) さう だった か。 

ra や、 私 はかう して は ゐられ なかった のだった。 では 

i> あなた 方と はもう 一 度 御 Rr に懸れ るか 知れない が 

IE  (SE けなさうな おて) もう； 度 11 

m.  E 翌は El. く寇 つ か ら或ひ はお：： ：！ に懸れ ん かも 知れん。 

では 左 § ら。 

一 IS  (W けなさうな-遮て) 左へ は. なら 11 

(^ &!, E つか C と-おへ 出て ゆく。  一 ra^ 见合ぜ てし VV 

らくな 1 ^のむ。) 

水 無 船 何う だ 、 あ の 左 なら といつ た 樣子は C まるで 永 

い 別れ を $： げて ゆく やうな：； ムひ方 だ。 ひよ つ とかす ると 

旅行す ると は瘦 で.： H 分 も その 場 を 去らず ボ 1 ン とやる 氣 

かも 知れな い。. is-  乂 えら いこと になつ たな。 

C 水ハ介 はまた あの 笑 はれる 度に、 ぞくく つと いたし ま 
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やうに 早く は 逃 けられない。 あ >- 何う しょう。 

水 無 凝 何う だ、 今のう ちに あの 庭の 展望 臺 へ 行 つ て 今夜 

一 夜 明かさ うぢ やない か。 あすこなら 母屋と は 離れて ゐ 

るし、 萬 一 の 場合に も 足場が 廣 いから 何う にで もなる。 

じゅん子 それより あなた、 いっそ 今の 中に こ、 を 出 ませ 

う。 

水 無 溜 いや、 そんな こと をしたら 大變 だ。 告訴し にで も 

行く とお もつ て f はぐ 後から 一 發 だ！ 

1 同 (ぞっとして) え！ 

水無瀨 だから さ、 展環臺 へ ゆかう。 

じゅん子 もし あなた、 ？ 5; 雄 を 何う しませう。 

水 無 瀬 うん、 照 雄、 何 所に ゐる？ 

じゅん子 食事 後、 しばらく 休 息をさせて 直ぐ 床へ 入れ ま 

した。 

水無瀨 あ、 ぢゃ 一 寸 起しに 行かれな いな。 困った な。 

じゅん子 (ハ ンケチ て 鼓.^ 押へ) 飛んだ 事に なりました。 

水無瀨 いや 泣いて、 もし かたがない。 多分 あれの 身に 及 

ぶこと も あるまい。 さ、 鬼に 角 こ に 居て はいかん。 さ、 

行かう。 

じゅん子 (やはり^,^ 押へ て) え、 く。 

rt! 水 谷 どうも 飛んだ ことで、 です が 鬼 も 角 こ、 に 居り まし 

てはいけ ま.. すまい。  ノ 


水無瀨 さう だく 0 さ、 行かう く。 ， 

(と 水 無 瀬先告 に  一 ZI 入ろ。 わと しばらく.： 叔 とすろ。 

上手の 室から 衬木人 搜す やうに 入って くる。) 

村 木 なんだい。 何 所に も 誰れ も 居ない な。 まるで 空屋の 

やう だ。 おやつ、 誰かく る —— 

(鈴 木-てつと 後 1^ 見ながら 口から 入って きて がち や 

リ- お，^ 下し、 宑ぺ然 下手の パネル に 嵌め；^」 み になって ね 

ろ 扉へ ゆき、 がちゃりと 錠 1^ 明けろ。) 

村 木 おい 君 何 をす るの だ！ 

鈴 水 (びっくりして) あ、 村 木さん でした か。 この 戶か 

ら僕の 部屋へ 行かう とお もった のです。 こ \ から 行く の 

が 近道です。 

村 木 だけれ どもな にも 非常の 用に なって ゐる戶 を 開けな 

くつ て もよ 力ら う。 

鈴 木 いや 何も 非常用の 扉 だから つ て 明け て惡 いとい ふこ 

ともないで せう。 僕 はこれ から 行って 寢 ようと おも ふの 

ですから、 失敬し ます。 

(と 突と 扉の 內へ 人ろ。) 

村 木 ふむ。 又 何 か 巧んだ な。 併し 己が 附 いてる 間 はとん 

な 、 J とが あ つ て も： 11 的 は 遂げさせな いから —— 

(こ V へ 上手の 室 i リ 雄 ij^i せ 姿に て 胸， や 抑へ て a 靑 

になり ふら.，^ して 出てば つ.；^ リと 倒れる。) 
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na  It  m  fj-  na 


村 ?3 村 照 


衬木 (驚いて 1.^ 寄リ) お、 どうした。 く 

£; 雄 なんだか 知らないが 胸が 變 で！ 

村 水 どう/ \.。 うん、 氣が 遠くなる や-つか  ふむ、 大 

丈夫、 何でもない。 

雄 でも かう 床が ふ は/ \ して だん/ \.大 井へ 貼付く や 

5 で —— それから 吐き さう で  

村 木 あ \  、お まへ、 子供の ii に 煙草 をのんだ わ。 

gi 雄 う \ ん。 

村 木 li. をお つき。 (と ポッケ 、ノト rs リニ 幕 目の 本.^ 出して 

见ぜ) こんな もの を！^ ん でる 位 だもの、 煙草 位吞ん でる 

だら う。 

雄 う &ん。 

木 ぢゃ 飲まない とい ふの かい。 

雄 う、 ん。 

^ ぢゃ、 どっち なんだい。 

雄 今夜 はじめ て 少し 許り ，1 父て-まの 吞 みさし の葉卷 

を 1 

村 木 あは \、 さう か。 それから 酒は吞 みあし ないかい。 

gi 雄 え V、 少し 許り 1 

村 木 いや 呆れた ね。 併し 裴 田さん も 酒場の ss^ に 棚へ ずら 

りと 瓶 を竝べ て ® くから 惡 いな。 あの 中 どれ を吞ん だの 


雄 どれ もみん な 少しづつ 11 

村 木 ま 何 だって そんなに 種 々 ---- 

g 一雄 五色の 酒って どんな もの だ と 思 つ て ゐた の で —— あ 

ぁ變 た。 小父さん、 死に あしま せんか。 

村 木 大丈夫 々 々 々 ，11 さ、 お立ち。 僕が すぐ 癒し て やる。 

一 寸 これへ けて 待って おいで 11 

(と 照 雄.^ 椅子へ 腰かけさせ 急いて 下手の 扉へ 人り、 

直ぐ 出 \ 、くる J 

村 木 果して 部屋に ゐ ない、 あの a-〕  II ^たが 旨い 工合に 

用が 出來 た、 これに かこつけて 樣子を 見て ゐて やる。 — 

—さ、 お まへ、 おれに 掴まって 立 つ て 御覽。 おれが あつ 

ち へ 速れ て い つ て寢か し て 上げる —— 

(と 照 雄. ^立.； いせて そろく と 歩み 出す。 照 雄 歩み. 4^ 

止めろ。、 一 

村 木 どうした、 苦しい かく。 なにす ぐ 癒る。 大丈夫 死 

にあしない (照 雄 首 か 振る) うん、 では どうした？ 

雄 あの、 あの 本 を 11 

木 うん、 本 を どうした。 

雄 母 さまに みせない や、 つに 11 

木 あは 、 大丈夫 々 々 々 。 さ、 御 歩き./ \ -。 

(と 下手の 扉へ 連れて 入ろ。 上手の 室の 戶 口- リ爲子 

しょんぼりと 寢衣 姿の 上 へ 紫紕： ぬ緬 の^ 羽織.^ 引 被け 
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て 出る。 時々 1^ ん 、拭く。〕 

爲子 あ k 私？^ うしょう。 自分の 心に は少 とも 恥 ぢる所 は 

ない の だけれ ど 11 あんな (g 子の 所 を 見られ てし まって 

何う 云譯 をし よ 5。 あ、 今まで あんまり 心 易 だてに した 

の が惡か つたの だった。 でも まさか あの人が あんな 氣で 

ゐ ようと は 思 はな か つ たから  

(とまた ^1^- 拭く。) 

(此 峰奧 にて。) 

民 子 母 さま、 母 さま、 母 さま、 何 所  

(と 呼ぶ 聲 する。) 

© 子 (心 付いて 上 乎の 扉 口へ ゆ. v、) 此處 です よ。 

民 子 (奥に て) あ、 其處 11 

(と 上手の {至 より 外 rs リ歸リ たろ 扮裝 にて 入って く 

る。) 

民 子 まあ、 此處 でした の。 私今歸 つて 來 ましたの。 あ、 

疲勞れ た。 (と 椅子へ かけ) 中の 間で 居眠りして ゐ たお 

新に きいたら 母 さま は { 竹から 御 加減が 惡 くって 掏寢っ て 

ぉゐ でな さるって 云 ふから 御 居間 の 方へ 上った のよ。 そ 

ろで 

れだ の に 御 在が ないか ら何所 だ と 思って 方 々捜しました 

の。 まあ 此方だった の。 11 さう して 御 客の 人達 や 父 さ 

ま は 何 所 —— 

子 えつ、 皆わない のです か。 


民 子 あら 母 さま も 知らないの。 お 新 も 知らないんで すつ 

だ あ  まるで 

て。 家に S れも ません よ。 宛然が らんと して —— 何う 

したんで せう ね。 11 あら 母 さま、 何した の。 まだ 御 加 

減が 惡 いの。 では さう して ゐては 御 誇です よ。 

爲子 いえ、 い X のです よ。 1- - あ- - もう 身 體 なんか は I • 

民 子 (立上りて) あら 變れ、 母 さま。 

爲子 (ヒス デリカ か Li) 民 子さん、 あなた は 私 を 信じ て 

民 子 え、 なんです の。 

爲子 私に、 私に ね、 もしも 詰らない 疑で も掛 つた 時に 11 

民 子 („ 木れ て) ま、 何う しました の。 (と 〔<s 子の 傍へ rs ろ) 

爲子 わ、 民 子さん は 私 を 信じて ね。 日頃の 私 を 倍 じて ゐ 

てね え" 

だし C+-- 

民 子 ま、 母 さま、 突然で 分りません が、 私 は 母 さま を そ 

り や 立派な 方 だと 信じ てゐ ます わ。 

爲子 ありがたう、 く。 私 は あなたに 極り が惡 い，" あな 

たの？^； II したのに 比べ て 私 はなん て の ほ、 ん なんでした 

らう。 

民 子 あら 厭よ。 そんな こと を #w に 云 ひだして は —— 

爲子 今日 も あなた は 町へ いろく M 物に 行つ て 下す つた 

の でせ うね。 それ も わたしが しなければ ならない 務め だ 

し iWi せ 

つたの でした わ。 11 つ まり 私 は あまり 幸 _5i 過ぎた の で 
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その 幸！！ が 分らなかった のです。 

民 子 ま、 何 をい つてお いでな さるの。 あさ 5、 母 さまが 

此問 さう いった 丸い 瓶へ 入った スヰ ー トビ ー つて 香水 

ね。 あってよ。 館 林 も ，1, 分 開けて きて ね。 

(と！ S つてね た 小さな 界 水瓶.^ 卓と におく。) 

いら  I つか リ 

爲子 あ、、 私もう そんな もの 要ない。 もっと.. i 固した 考 

へに ならな くって は 11  (と 下^の 喫煙 卑の綺 子へ きて 

沈み こむ) 

民 子 ま、 母！！ 今夜に 限って、 まあ 何う したの、 私心 配に 

なって きた わ。 (と總 いて 傍へ かける) 

爲子 いえ、 い k のよ く。 あなたが 私 を じて ゐて くれ 

さへ すれば —— お、 さう 民 子さん、 勘忍して 下さい。 

民 子 (驚い ズ) え、 何が！ 

爲子 一昨日、 私 あなたに あんまり 年の 違った 人 を 夫に す 

るの は 不幸の 某： た つ て いったで しょ。 あれ は 全く 私の 考 

へ I おびで したの。 たと へ 見た所が どう あら うと も 底 に 本 

sw の 情の ある 入が 一 番ぃ k 夫です。 了見の 定まらない 若 

い 人 を 夫 にもつより は 年 は 違っても 情の ある 人 を 夫に す 

る 方が 遙 かに 幸福です。 村 木さん は あなたに は 全く 好い 

夫で. i — 

民 子 ま、 母 さま、 あなた 餘程 神經が 過敏に なつ， てお ゐで 

なすって ね。 ー體ま 何う したので す。 


爲子 今に、 今に それが 分ります。 

民 子 今に？ 

爲子 (思 ひ 出した やうに しゃく リ 上げて) だから 何う か 

もう 今 は 何にもき かずに おいて 下さい." 

民 子 です がま あ 何う したの、 母 さま。 

^子 (なほし やく リ 上げながら) 父 さまが、 父 さまが 夕 

方から 此方 私に 口 もお 利きな さらない。 

民 子 ま、 父 さまが！. 

爲子 え、 それで 私 ゐても 立っても たまらなくな るので 頭 

痛と い つ て 寢てゐ ますと  

民 子 (誘 ひ 出す やう に) さう すると。 

爲子 さう すると 父 さまが 私の 部： へ 入って ぉゐ でな すつ 

た の。 さう して わたしの 顏をぢ つ と _g い 顔 を してみ てお 

ゐ でな さるの C 私 眼 を 開かう とお もっても 怖ろ しくって 

どうしても 明けない。 その 中 聲 も かけずに つか/ \ と 出 

ていって お しま ひなす つ た の 。 

民 子 あら 母 さま、 それ は氣の 故で はない の。 眼 を 開いて 

み もしないで、 何な； 雜を なすった か 分り あしますまい 0 

爲子 いえ、 く、 それ はよ く 分ります。 あたし は 股 は 塞 

いで ゐ ましたが、 父 さまの なさった こと は 何から 何まで 

まざ/ \.. と 見えて 胸が もう わく/ \\ して  

民 子 だって 母 さま。 父 さま は 母 さまが 寢てゐ ると おもつ 
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て聲も かけずに 出て お い でに な つ たの ではなく つ て？ 

爲子 いえ./ \- さう ではありません。 父 さま はもう 私 を 見 

捨て、 お 仕舞 ひな さった のです、 あ. -、 私もう _ 1 

(と 尸 y ケ チ., ^ま；，：， 頌； へ 押 わて ろ。) 

民 子 まあ 母 さま、 それ はきつ と 何 か 母 さまの 思 ひ 違 ひよ。 

爲子 いえく さう ではありません。 (と發 作 的に.) ぁ&私 

もう 1 層 なにもかも 父 さまの"； 则 へいつ て 申し ませう。 も 

う 構 はない。 私に 惡 いこと はない の だから。 

民 子 あらそん な こと をい つたつ て 父 さまが 果し て 母 さま 

の こと を 何、 つと か 思つ てらつ しゃる か 何う かとい ふこと 

だつ てま だよ く は 分って はゐ やしな いぢ や あり ま せ ん 

力 

爲子 でももう 私 忍， g が 出来ない。 

民 子 母 さま 必然 思 ひ P ぎです よ。 

爲子 それ は 民 子さん、 あなた は 何にも しらないから よ。 

知らない からよ" 

民 子 い、 え、 母 さま、 私 も 大凡 分って ゐ てよ。 

爲子 えつ、 あなた 知って ゐ て？ 

民 子 です が 父 さォ. はそんな こと を 疑 ふ 入で は なくって 

よ。 —— まあ そんな： W をし てゐて は 母 さま 風邪 を 引き ま 

すよ。 もう 御休みな さったら い X でしよ。 私 ももう 寢ま 

す， r 


^子 私寢 よう つたつ て 寢られ な い 。 

民 子 だって 母 さま。 あなた さう 與舊 なさった つて はいけ 

ません わ。 それより 緩り 御. J みなさい よ。 11 さう して 

父 さま は 何 所へ いらし つたの。 

ほ 子 何 所へ いらし つた か 分らない。 それ だから 私！ 

民 子 まあ 父 さま はよ く默 つて ぶら りと お出^な さるの は 

い つも ぢ やありません か。 此間も 夕方 ぶら りと 御.： 山お な 

さった 切り ニ仅晚 くまで も歸ら ない の で みんなが 心配して 

ゐ たら 、 鶴 小屋 で 使 ふ 鋸の 氣に 入った のがない つて 云つ 

て g 林 中の 金物 や を 一 軒： らず 11 は つ て 歩い て いらし つ 

たてい ふ ぢ や あり ません か。 ざっと また そんな 御 川で す 

よ。 —— -； 化が あけて 明 B になって 何の こったと おも ふや 

うな ことが あり ますよ。 だ か ら 母 さま ももう お .i^ みなさ 

いよ。 

1^ 子 ありがたう、 民 子さん。 —— だけれ ど 私 まだ 睡 くな 

いから かう して 置いて 下さい。 

民 子 あらさう、 では 母 さま 私 先 へ 御 5^ 蒙つ てよ。 (と. 一 乂 

て) です が 母 さま も E ぐ 御休みなさいな。 

爲子 え. X  (と 涙ん 拭い- /額な 上げ) あ 民 子さん。 あなた 

§ まだね。 

民 子 (振. 返 リズ) い トズ」 、町の 牛 5^ 店で パンと 牛 I 尻で 濟 

してきた わ。 ではお 休みなさい。 
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(と 出て ゆく。 あと 子 また 沈みい つて。) 

は 子 あ k 私 はなん て 馬鹿だった らう。 今の 身に なって は 

じめ て 今日までの 身の 幸福 を覺 るなん て。 幸： 幅が 無くな 

つ てから^の 幸福 を 思 ひ 出す ほど 不幸な^ はない つ て 全 

くだ わ。 あんな 情の lEi い 長い間に 叱 言 一つ 云つ た 事 も な 

い 人 を 物足りない やうに おもって わたし は 我 Si ばかりし 

て ！ わたし は 口で ちゃほやして 機嫌 をと つて も ら は な 

ければ 不足の やうに 思つ てゐ たなんて 11 一 中： 連 添 ふ 夫 

婦 がそん な 馬鹿な こと をい ひ 合って ゐて どうす るの だら 

う。 わたし は 夫 を戀人 かなん かの やうに おもって ゐ たの 

だ つ た。 しかも それ を 今にな つて やつ と 氣が附 くなん て。 

—— あ 、くもう 私が こ k でかう やって 泣いて ゐても あ 

の 人 はも， つ 私 を 何とも 思つ て くれないんだ わね え。 あ >| 

W うしょう/ \0 

〈また 卑に打 伏す。 下手の 嵌め： みの 扉.^ 竊と 明けて 

ぬ 木 E^.^ 见廻 はしながら 出て お 子 みて 額き、 そつ 

とへ》.^ 通りて 上手の 室の 扉へ ゆ. V 、突然が ちゃりと 鉈^ 

掛ける。 ^子せ：：： に^いて 报リか ヘリ。) 

？ 3 子 誰れ、 お 新？ —— あ、 鈴 木さん。 

(思 はず； W ズ立 H ろ。〕 

鈴 木 (乎て 制して) しつ。 

爲子 (おど/ \ しズ〕 まあ、 あなた は —— 


鈴 木 (下手の 扉，^ 指さして) そこから 入って きたので す。 

(と 次第に 傍へ 近寄って) 誰れ も 見やし ません。 11 なぜ 

そんなに 脅え てゐ るんで す。 私達 は 何の 恐れ もな いんで 

す 。こ、 に は 私達 一 一 人き り です。 そし て 誰も 知り ま せ ん 。 

さっき は 妨げられ たが 今 は 一 I 

(と 突と 寄って 爲 子の 手 1^ 取らう とすろ。 一お 子 驚いて 

,=5-.^ 退 いて。) 

子 まあ あなた は！ 先刻の iif 舞 を 後悔して ぉゐ でな さ 

ると いふの なら 免して あげます。 だが もうこれ から は 他 

人 の 居な い 所の 御 同席 は 御免 を 蒙り ます。 私 はもう あち 

ら へ まゐ ります .—— おやすみ" 

(と 出て ゆかう とする、 鈴 木 追 鎚 つて。) 

鈴 木 あ、 待って 下さい 待って 11 

爲子 放して 下さい。 

鈴 木 あ、 何う か、 たった 一 言 私の 云 ふこと を 聞いて 下さ 

い 何う か。 . i 先刻の 私の 早まった 仕 打 はどう か 勘忍し 

て 下さ い。 だが 私の 今迄の 心の 苦し さも 察 して 下さい。 

それで 今 あなた の さう い ふ 言 紫 を SI く 私 の 苦し さ を 察し 

て 下さい。 もう 私に は あなたの 外に 世に 慰められる もの 

もない。 あな たに さう いはれ るの は 私 は 死ぬ るより 苦し 

いのです。 奥さん。 あなた は 私 を この 灰色な 世界へ つな 

ぐ 唯 一 の 夢な のです。 わたしに 今 その 夢の 衣 をぬ いで 跣 
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足の ま \ に現實 とい ふ £ の 岩角 道 を 歩めと い ふので す 

いっき 

か。 何う して 堪 へられよう。 私 はもう 一 瞬 も あなたが 無 

くって ゐられ ません。 

(と.^ 子の 肩へ 手 掛け r* うとす る。 ほ 子 振 放して 息 

/切らし。) 

1^ 子 あなた は、 あなた はま 何て 恐ろしい 人で せう。 何う 

かあつち へいって 下さい。 あっちへ。 

鈴 木 なに 恐ろしい. I 恐ろしい なんて 私 はそんな こと を 

云 はれる 覺ぇは ありません" 奥さんに は 私が 惡魔 の や 5 

にみ える のです か。 それ は あんまりです。 この 胸の 中に 

は 燃える やうな 戀の 火と あなたの 姿と が ある ばかりで 

す。 あなた は あなたの 姿 を 憎みます か？  -私 はた 订ぁ 

なた の 前へ 身. を鐵げ だして あなたの 愛 を 求めて ゐる 一 人 

かよわ 

の微 „f い 便りない 靑 年に 過ぎな い の です。 しかも あなた 

を 愛する ことに 於て は 何物に も 劣らな い。  何う か懲 

はれんで 下さい。 

爲子 まあ あなたもう そんな こと、 i して 下さい。 わたし 

に は 夫が あります。 

鈴 木 その 夫が なんでせ う。 では あなた は 愛しても ゐ ない 

もの を 夫と 呼んで 私の この やるせない 苦しい 願 ひ を 斥け 

ようとす るんで すか 

爲子 えいもう そんな こと、 知りません。 


じつ 

鈴 水 (熟と 爲子 見据 ゑて) それで は あなた は 今まで 私 

に 示して ゐた 愛情 を 偽り だと い ふんです か。 

爲子 えつ！ 私が 何時 そんな I . 

鈴 木 えい 今更に な つ て そんな 通 辭を 構へ るの は 卑怯で 

す。 あなた は 口へ 出して はいはなかった でせ う。 併し あ 

なた の 眼が それ を 語 つて ゐ ました。 . 

爲子 あ k もし 私が そんな 風に みえたら ば 全く 私が 惡 るか 

つ たのです。 私に そんな 積り は 少しもなかった のです。 

鈴 木 え、 そんな 積り は 少しもない？ い  > "えそれ は 偽で 

す。 私 はもう 覺 悟が 定 つて ゐ るので すから、 何う か 本 1K 

をい つ て 下さい。 どんな 名 も あなたと 一 一人なら 甘んじて 

受ける 積り です。 

爲子 (傑へ て) と、 と、 飛んでも ない。 

鈴 木 あ、 よろしい。 あなたの 心が さう 變 つてる のなら、 

私 は ； 廣菱 田さん の 前 へ 行って 私達 一 一， 人の 愛 を 告白し 

て、 あの人から あなた を 美事に^つ てみ せませ う。 

1>  つか り 

十 (雜^ の もま リ決 、心して 確固と) ま、 あなた は 脅迫 

なさる なんて。 もう 構 ひません。 私 も 立派に 夫の 前で 今 

迄の 事を隱 さず 申して 夫の 判斷に まかせ ませう。 _  さ、 

其 處を返 い て 下さ い 。私 はもう あちら へ 參る の で す ゃ，：^。 

鈴 木 (またす つかり 萎れた 風に なって) あ、 勘忍して 下 

さい。 私が 今の 樣な亂 暴な 事 をい つたの も あなた を 思 ふ 
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木 子 水 


の あまりです。 この 胸の 苦し さに 何う してい. -か 分らな 

くな つて 思 はず 迸り 出た 言 紫です。 あ、 奥さん、 一目 私 

のこの 苦しんで る 姿 をみ て 下さい。 さう したら 又 あなた 

の 心 も 解けても う 一 度 先刻までの やうな 柔 しい 言葉 を か 

けて ド さるに 違 ひない。 

IS 子 えつ、 もうあな たは 1 . 私 忍； S が出來 なくなった。 

(と-むかう とする、 鈴 木 遮らう と 寄る、 ^子 椅子，^ 押 

し 倒して 逃げ。) 

爲子 あれ、 あなた 傍へ よります ね。 よご ざん す。 私人 を 

呼びます から —— 

(と 口の 傍へ i リ 紐へ 手. ^掛けろ。) 

S  S いて) あ、 いけない く。 

(とこれ もま；： 他の 椅子， 押し倒しながら 驅 けより J 

ぬ 木 かう すり やい &。 

(と ル+ て！ 口 ら さ せ S 樣に爲 子 の 手，^ 押へ、 片 

vl- に 細ん、！： 出し ズ あろ 根元 i リ ふつ リと引 切ろ。) 

S 子 ま、 あなた、 どうか 離して 下さい。 

ぬ 木 (離すまい と爭 ひ〕 いえ、 私 を 愛して ゐ ると 云って 

くれ なきや 厭です。 

S 子 (やっと 报 離し 逃げながら ふっと 思ひ附 く) しつ。 

鈴 木 (S はず 狞み) えつ？ 

爲子 見られた！ 


鈴 木 そんな ことが！ 

(爲子 首 つて パ^コ 11 -ん <  指す。) 

バ ル コ 二 ー? そんな ことが  

い >t え/ \- その 砲 子に 影が 寫 りました。 

えつ。 

(と^と バル コ 二  I へ 出ろ。 爲子急 いて IS 戶.， め 横 

木ん V 差し、 中央め 11 子へ かへ つてぐ つたり となろ。 ： 

の 途端 庭 口の 扉の 外にて がち ゃリ ，* 入お fj-gi ける 音が し 

て 扉.^ 開き 菱田 入って くろ。) 

菱田 や あ、 お まへ、 此 所に ゐた のか。 

爲子 あ.. *、 あなた —— 

(と 度 1^ 失って 倒れ かける。 菱田 支へ て。) 

菱田 や、 びっくり さして 濟 まない く。 おれ はお まへ が 

まだ 起きて 此 所に ゐ ようと は 知らな か つ たもの だから—— 

—何-つ だ い 。 氣分は 少し はい、 かい。 

爲子 (おどく して) え X。 

菱田 さう か。 それ はい \。 

(、、、へ 庭 口の 扉よ リモ つと 怖い ものみた さに ぉづ お 

づ と 水無瀨 夫婦、 泉 谷 山 口 入って きて 戸 n に 逃腰 に て 

見て ねろ。) 

藩 田 (ふと 四邊ん 見廻して) おや これ はどうした 

ひつ-, 9 

の だ。 椅子が こんなに 1 かへ つて。 おや、 鍔 口の 紐が 
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切れて る 11  (と^子： i) これ は 何う したの だい。 

(£5 子 無言 の is  、眼ん 丧ぜて 傑へ てね る。 水 無 瀬 モ の 

外す は、、 そと 眼 > ^見合 ふ。) 

菱田 (なほつ ヾ けて) あ、 この 非常口が あいてる ね。 こ 

れは 何う したの だつ 

ほ 子 (結 體鲍 命に つかく と 出て) それ は かうな のです。 

私もう：！： も かも  

(と 1 伍一 什.^:' ひ 出さう とすろ 途端、 その 戸口 二. y 

村 木、 つと 出て。) 

村 木 しつ。 

(と 制する。 一 同意 外に 驚く。〕 

ほ 子 あつ 先 iH! 

村 水 騒々 しくして はゐ けません。 いまやつ と寢 ついた 所 

です。 

赛田 えつ、 誰が！ 

村 木 あ \、 いけませんな、 そんな 大きな 聲 をして は。 靜 

かにく。 

(と 中央 へ くろ。) 

菱田 (怪訝な かほして 後- * リ聲 *^ 低めて) 一^ たれが？ 

村 木 水 無 .滅 さんの 坊ちゃんです。 

じゅん子 えつ、 あの 照 雄が、 ま、 何う かしまし たか。 

村 木 いや、 お父さんの 吞 みさし の葉卷 をのんで それから 


棚の 上の 五色の 酒 をのんだ ので、 それが 頭へ 來て 1 

じゅん子 あれが まあなん だって そんな こと を n 私 は 本 

眞と はお も はれない。 

村 水 いや、 その 爲に 現に 目が 眩った ので 11 

じゅん子 えつ 目が 廻 はった のです つて 1 - 

村 木 いや、 もう 御 心配に は 及びません。 大分よ くな り ま 

した。 

水無瀨 あんな 子供の 癖に 酒 や 煙草 を のむ なんて どうも： 

村 水 (：^, みて) いや 今の 世の中に は 一入 も 子供 はあり ま 

せん。 

0m. だが 村 木さん、 それにして もこの 戸が 明いて ゐ るの 

十 <? 

村 木 あ、 それ はかう です。 始めつ から 御 話す ると 食 は 今 

夜もう 一 度 鈴 木 君 を 診ようと 思って、 少し 晚く なった が 

構 はず 出扮 けて こ 乂へ來 ると 誰れ もみえない。 そこへ あ 

の 水 無 M さん の 坊ちゃんが よろめ いて 入つ てきて 其 處ゃォ 

中の 椅子へ 摑 つて は 一 所に 倒れる ので —— ^子が 倒れて 

ゐ るの はつい まだ 直す 間がなかった ものです から (と い 

ひながら 椅子.^ 一  々& す) 私 は 吃驚して しまったので 遂 

度 を 失って 11 いや 醫者 として 甚だ 失態で；. ra 目ない 譯で 

すがな、 そこに ある 口 を 鳴らして * 人 を 呼ばう とお も 
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つて g り强く 引いた ので 引 切らして しまって n  (と 紐 

*J< 取 t げ) この： g りで („• 蓬 田に みせ) 何う も濟 みませ 

ん。 何う か 後でお ig: し V さい。 それから この 戶で すがな。 

, J ゝ から 鈴 木； S の 部屋 へ 行く 近 造た と 知 つてた の です か 

らな、こ、を叩ぃて鈴木^^に明けて貰って、ぃまニ入で坊 

っちゃんを鈴木？^の部^！へ^かした譯です。 それから 鈴 

木^ ^は 坊ちゃんが 夢. 9- でしき りに お母さんと 呼ぶ ので 急 

いでお 迎 ひに 上り ましたが、 まだお 遇 ひに なりません か。 

じゅん子 い.^ え。 —— そして £ 一雄 は どこに. M てゐ ます。 

村 木 その 戶 口を出て 廊下 を W つた 角の 部！！ に寢 てお ゐで 

です。 

じゅん子 ま、 さう です か。 あの 子が そんな こと をす るな 

ん つて —— さ、 あなたい らっしゃい。 

水 無 瀬 うん。 

(とニ人下^^の扉へ 入る。) 

W 水 あ、 それから まだ 一 つ、 その 爲に 態々 寢 てお ゐ でな 

すった •！；• さんまで お起し 巾して 御手 傳ひを 願つ て 恐縮で 

した。 いや 奥さん。 もう 大分よ ろしい やうで 御 安心 をな 

すって —— 

ほ 子 ま、 先 iH、 あなた は 何ん とい ふ 御 心 a な、 私もう 御 

^の 巾し やつ もありません。 

村 木 いや これ はお 者の あたり まへ です。 


(ほ 子 深く 感激して 思 はす ぜぐリ 來る淚 1"^ ハ  >  ケチ て 

押へ て 片手 は来聰 .J. 揉み 頭痛に まざらす。 菱 H みて。) 

菱田 おや、 お まへ。 また 頭痛が してきた かい、 それ はい 

かんな。 

爲子 ぃ乂 え、 大した ことはありません。 

村 木 いや 奥さん も 私 同； B びっくり なすった から、 その 反 

動が きたので すよ。 

菱 田 ぁ乂 さう か、 それにして もこの 部 3® は 暑 過ぎる から 

の ほせ 

逆上 もす るの だ。 あ、 あの 戶を兩 方 閉めな くっても い、 

のに、 私が 片方 開けて あげよう。 

(と 行かう とする。 爲子 わつ と 小さな 叫び 立てろ、 

村 木悟リ 「あす、、 に ねろ のて すか」 とい ふ 風,^ して 爲 

子,^ みろ。 爲 子うな づ く。) 

村 木 あ、 菱 田さん、 いけません。 冷めたい 空 氣が 入って 

くるから 一 I (爲 子に 小聲 て) あすこから 飛び下り はし 

ません か。 

爲子 (同じく 小萆 てお ど/、 と) さ、 どうです か。 

村 木 よ ござんす、 飛 出させ ませう。 

菱田 (此方 1^ 向いて) え、 何 だって？ 飛 出させる。 何 

を？ 

村 木 (さつ i 、民 子が 持って きた 卓上の 香水瓶ん 手早く 取 

上げ) いや これです。 この コ 口 ッ プが拔 けない ので それ 


1  1  . 

で 飛 出させよ うとして ゐ るので す。 え、 何かない かな。 

生 僧 小刀 を 忘れ てゐ るが 1 . 

菱田 (鍍ん 、出し) さ、 これで は 何う です。 

村 水 結構。 さ、 飛び出せ。 飛び出せ。 (と 體戶の 外へ きこ 

える やう に) えい 飛び出せ。 win  twei  drei  ！ どう だ。 

(と ポンと 检を拔 く。) 

菱田 あは. -、 飛び出し たね。 

村 木 (外の 樣 子に 11 耳 ひて) たしかに。 (と爲 子に 瓶.^ 渡 

し) はい。 奧 さん。 これでい.^ でせ、 つ。 

菱 m いや 冷たい が 入って 惡 いかしれ ない がどう もこ 

れは蒸 熱い。 何う です。 EE けても い k でせ う。 

村 木 え，^、 ではよ ござんす。 

(菱 m つ か/ \ と バル コ 11 1 の戶 口へ ゆ. v-橫 木.^ 外し 

|^戸，^^右へ 一 杯に わけ。) 

麥田 さあ これでよ くな つたら う。 

すつ か 一. 1 

爲子 (露«の方.^-怖さぅにみて) え、 これで 全然よ くな 

つた やうです。 

(とほつ とすろ、 菱田 ふと X 何 か 聽 告っ けた やうに。) 

菱田 しつ、 く，  く。 

(と 手ぐ 制しながら 露臺へ 出て すぐ 引返し 庭 口の 戶.^ 

開けて 馳け 出ろ。 爲子 驚倒して 思 はず。) 

爲子 あつ 見られた！ 


(ベた リ として) あ、 到頭 殺った！ 

え、 殺った つて？ 

J とに なりました。 菱田 さまが く 殺 


(と 椅子へ 倒れ か V ろ。 村木馳 け， リ 介抱して。) 

村 木 見られました か。 

爲子 ぁ气 もうだめ です くく。 私 11 

(と 泣咅 ふす。 、、の 途端 奧 LL てポ —ンと ー發じ スト^ 

の 音。 一同 もっと 驚く。) 

泉 谷 

山 口 

村 水 

爲子 

泉 谷 あ \ えら 

つたので く。 

爲子 えつ、 な、 な、 なに をです。 

山 口 あの 鈴 木、 鈴 木 君 を！ 

爲子 えつ、 夫が 鈴 木 を！ 

(下手の 扉 i り 水 無賴夫 てろ。) 

水 無 瀬 到頭 やった な。 殺った な。 

村 木 何う して あなた，， てれ を 知って るので す。 

水無瀕 先刻から 菱田 は ピストル を 持つ て 鈴 木 を搜し て 

ゐ たの だ。 

爲子 えつ、 まあ 何う しょう。 

水無瀨 奥さん、 あなた も あぶない。 きっと 蒙 田 は is 木 を 

^つと いて 直ぐ こ 乂へ來 る。 さ、 みんな 逃け なきやい け 
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お 民 S 水 民 
新 子 子 無  - 了- 


村 木 (押靜 めて) ま、 兎も角 樣子 をみ てこなくて は I . 

おか 5>:！ 

民 子さん 、 母；；^ が ひどく 氣落 をし てゐ るから <k 抱し て 下 

さい。 

民 子 はい。 

(と爲 子の そ. はへ くる。) 

(爲子 民 子.^ みて 鎚リ ついて わつ と 泣く。  J 

民 子 ま、. 母； お、 々々、 々々。  

(と 慰めながら これ も 泣く。) 

村 木 (一同に) では 僕 は 一 寸 見て くる か ら、 騒がずに 

©カ ず 

(と 決心した やうに 病,^ 固.： S て陷ロ へ つと 出て ゆく。) 

(水 無？ i 外 一同お づ /\ 靡 口の 所へ 立ち、 向 ふ， <J- 見 込 

んノ、 さ 、 や いて. Q る。 この 前 i リ 例の 隣り の 瘦男侬 田 

，,、、、，  こ T 

き r* と告 i と入リ さ 5, -リ て猎 さうな 眼, して 一 同，^ 見 

廻して ねたが 此時 下手の 方へ お 新. 一寸々々 と 手招き 

マろ。) 

(ぉ新展，.^拭きながら來る。) 

依田 (小 It て) え、 お 新さん。 今の ビス トルの 音 は 旦那 

が 自殺し たんだって —— 

お 新 え、。 

依田 大 變 な こったね。 だが お 葬式た がね え。 

お 新 なんです つて。 


ほ 子 村 木 先： y.:! 何う しませう！ 

(と  一 長く 倒れ かけろ。 村 木 支へ て。) 

W 木 あ、 こんな ことにし まいと 骨 を 折った の だに — 

r こ、 へ 底 口の Irr-i リ疲衣 姿の 民 子と. 眼の お 新 急 

いて 人って くろ。 爲 子と 村 木の 外 一同 遂 田と 思って。) 

5 それ 米た！ 

く。  木, 早く & 5 子 1^圜 ふ。) 

民 子 (吸 n 十く  水. みズ) あら 先生、 今の ビス トルの 音 

はどうし たのです。 

(村 木、 民 子の 航.^ みて «^ら なくなり 無言に 泣く。) 

尺 子 あら 先 半-、 どう 力し ました 力。 

(-、 の 途端 一お ポ-ン と SI えろ。 一 d また わつ と 

驚く。) 

あ.，：' また ー 

« あ、 では 鈴 木 だけ 殺って 自殺した の だな。 

(？入 伏して わたの が^  * つて) えつ 自殺！ 

r えつ、 父 さまが 自殺！ 

ま、 n; 那 おがお 死になさい ましたって。 

(とわつ と^き 出す。〕 

民 子 ま、 先 牛-何う しませう。 

(と ら なく、、 れも 泣-. V  、出す。) 
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依 田 ま、 そんな 大きな 〔f をし なく つたって い、 ぢ やない 

か。 . i . (父 小； おて) その 葬式た がね。 いづれ 立派な の 

が 出る だら うがね。 私の 親 1 に棺： fh- や を やつ てるのが あ 

るんだ がね。 それに やらして IB; ひたい もんだ が.； r それ 

はきつ と 格： 女で 勉强 させる から。 大きな 葬 1 舍な んぞ へ 

頼む より は、 同じ ことで ずっと 安直に いくよ e だから 一 

式 それ に M 負 は せる：. に 奥さん に 話し て くれな い か 。 

お 新 (激怒して) ま、 なんです つて、 此 中で そんな こと 

をい ひ 出して。 ま 御覧な。 奧さ まもお 孃さ まも 泣いて お 

ゐでぢ や あない か。 

(とまた 泣き出す。) 

依田 だって 早く さう いはない と き つと 明日の 朝になる と 

聽 込んで いろく 名刺 を も つてせ り 込み に，. ズ ュヒ収 られて 

しま ふから。 

お 新 えい、 私 そんな こと はしらな いよ。 

依田 ま、 そんな 显地惡 をい はないで —— それから 此方 は 

Ji^M なの？ ただから 是非 私 も 使 つ て 下さい つ て 奥さんに 賴 

ん でおくれ。 曰當 はいくら でもい 乂 から — 

お 新 え >- もうこの 人 は 知らないよ。 

(此 途端 奥に 乂。) 

菱田 あつ はつ はつ は。 あつ はつ はつ は。 

(と 高 笑の 聲 する。) 


水 無 ®、 や、 あの 聲は菱 田の だ。 

民 子 >  (えつ 父 さま！ 

. C- 同. a? に〕 ^  I 

爲子 f  一え つ 夫が！ 

、と 戸口に ゆく。) 

^ ハ 4! おや 菱田 さまが おいでな すつ た！ 

じゅん子 おやま ぁ菱 田さん が！ 

(と 戸口  LL わた 一同^れ て 右左へ 開く。 英£爭 に ®Hj 

ひつ さ 

めた 狐.^ 引下げ 片手に ヒ ス ト か，^ もち。) 

菱田 あつ はつ は。 あつ はつ は。 

(と 人って くろ。 後.， *リ 衬 木つ い 一、 出て 微笑しながら 

手て 民 子と 爲 子，^ 制すろ。) 

菱田 あつ はつ はつ は。 遂々 やつ、 けて くれた。 畜生。 二 

？ 5 おでとう/ \ やつ 、けて くれた。 畜 

(と 狐，^ 中央 へ 抛り 出す。) 

水無瀨 【あつ、 狐！ 

その他 

；: と 顔 見合せ る。」 

菱田 (水 無瀕 に) 遂々 殺って やった、 く。 水 無 瀬さん。 

どう だ。 わしの 前言 空しから ず だろ。 これで わしの 銃- 磁 

の 名譽も まづ 保 たれる とい ふ もの だ。 

• えつ、 銃 癒の 名 譽！ 

山 n 
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( と ^ み わ はぜろ。) 

ま これで わし は 安心して 翌日 立てる 11 お、 さう 今一 

つ (と： 1? 水に) 村 木さん。 

衬水 は、 なんです。 

いや 村 木さん。 わし は 一 昨 曰 鈴 木の こと は 私に し 

ておいて もら はう といった ろ。 K は遂 から あれの 身 も 心 

^して ゐ たの だが、 まだよ い 口が 無 か つたので その ま > - 

になって ゐ たの だが、 昨日 社へ 行った 時 一 寸 話して み 

たら 州の 出 店の 方で 标^^ な 仕事が I . 一  寸事務 良と 

い つ たやうな こと だが ね —  { 仝- い て ゐる とい ふこ とな の 

で その 方へ 見お ひ 旁； け てみ ようとお も ふので、 幸ひ翌 

BST か 一お に i^, れて ゆかう とお も ふ。 就て は あれの 身 鱧 

はもう 確かに 大丈夫 だね。 

村 木 え、 それ は；^ F 構で 11 身 はたし かに 大丈夫です。 

笑み ズ〕 そこで だ。 村 木さん つ もうあれ が ない 

となると 君 も當家 へ は あまり 來る 會 がなくなる ね。 

衬水 (^評^ に) え、、 さう ですな。 

i.iy m  もお 1!!. やが しい 中 を： 終お いで を 願つ て 御迷惑 だ つ 

たらう。 これから はも、 つ さう 御 訪ね 卜さる に は 及ばな い 。 

^^小ひにみな無.：；？だから。 

村 木 (漸く 资 つて 吹，， V 、出し さうな の.^ 耐 へて) は あ、 こ 

れ まで は隨分 R 分 の 家の やうに して 上つ てゐ ましたが こ 


れ から は 上りますまい。 

楚田 いやお いでな さるに 差 支へ ない がせ？ い 娘 も ある こと 

だから -—— 

ほ+  (氣の 毒 さに 堪へか つと 出て〕 まあ、 あなた！ 

菱田 お. -、 爲子。 これで みんな 思って たこと が片 がつ い 

た。 おれ は lli^ める ときには ばた/ \ 決めて しもぶ のが 好 

き だ。 (と 自慢 さう に 首.. 5- 根り) どう だ。 それに 相變ら 

ず、 おれの やる ことに そつ はない な —— さあ、 あと は 旅 

だ。 旅 だ。 あつ はつ はつ はつ は。 

. 1 幕 1 


此作サ な 想はサ ルド I  >S 作 NCS  intimea  •.,!■ 得；： ろ も 

布 g 結構 人物の 性格 等す ベ \ んぁづ かろ 所な し。 
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南方 女兒國 (1 9 


第一 場 街 頭 

この 芝居の 全體の 意味から 女 は 女優 i たは 女方、 男 は 

男 @  > カ扮 する のが 當然て もろが、 主役の 外 はかへ つて 

男優 かこの 國の 男すな はち 女 L! -、 女優 または 女方が、 

、、の 國の 女、 すな はち 男 Li 扮す ろが i い。 つまりい ろ 

いるの S 此の あろ ことて 男.^ 表 はぜば い、。 同時 Li 男齒 

の 方： ：！ 面の つくり その他 LL いくらか 女らし いところ tj- 

み る。 それが：^ 芝居の 自然ても ろ。 舞 蜜の 下手に 唐 

S 

風の 械門、 その 側に 高 礼 場、 .i 字て 数百 行の 文字が か 

いて わろ。 それから 中央 奧 へ 斜めに 藁 葺の 民家が 軒,^ 

つられて ねろ。 更に 高く はるか に 王 宫，. のぞむ。 上手 

は 窓と 入： w,^ みぜた 民家に て 見切ろ。 と 、、る/ i\ に HK 

熱 植物。 すべて 嶺 南から 海上 数百 里ん 隔ズた 小王國 

通稱 4 兒國 場面。 幕 わくと 晝の 光が 一杯に さしてね 

る。 ： の 王國の 民、 右往左往 する。 風俗 はすべ て漢民 

俗に 準ずろ。 皮膚の 色 もお なじ。 た 男が 悉く 女の 風 


俗.. し、 女が 悉く 男の 風俗，^ して ねる。 さう して？^ 度 

もす ベて 女は活 澄に、 男 はつつ まし やか LL して. Q る。 

女 は 物な ぞ擔 ひ、 男 は 子.，^ H ひ、 小さた 籠 なぞ 下げて 

通ろ。 さう して 男 は 概して 髭 かわろ。 それ も奇魔 LL 細 

く 整へ て 中 LL はや、 璺 かな裝 ひ.^ してね るの は. 《 盼 

つけて ねろ。 これらの 人々 は、 城門から、 奥へ、 . 奥 か 

ら 城門へ ゆきか ひ、 知ろ 者 は 12^ かかけ あ ふ。 女が 無 f;^ 

慮に st,^ かけろ と 男が、 は に かんて しな.，^ するな-そ 面 

白 い。 

. 始&、 上手の 家から は 機 音が き、、 えてね る。 幕 わいて 

から 少し 間， cj- おいて、 上て 聲 高に E る聲 がすろ。 此 

たみ リっ S.3  けい， 

國，" 民 王 三 (女) 酒に 醉ひ、 女房 瑰ぉ は 男、 M 

の tgili- の やうな 鈿 ぃ腮髯 が もろ。 此國て はすべ て 男 

女と i* ひ、 女ん、 Ef: としてね ろ) の 耳,^ 左の 手て 引 

だき- j 

張って 出ろ。 環 抆は抱 4- ん-か V へて ねる。 

S あれ、 痛い く。 勘忍して 下さいよう。 

王 三 ぇ气何 をい や あがる。 亭主に 逆ら へ ば、 かう だく.。 

(と 右の 手. て 打つ、 項 枝 ひい/ \ と：^ く。 通行の 者と 

めに はいろ。 重に 女。 すな はち、、 の國の 男ても ろ。) 

わ-つさん  sso 

市民 これく 王 三 どうしたの だ。 また 醉 つて 纟房を 打つ 

のか。 大抵に しろ。 泣いて ゐるぢ や あねえ か。 、 

王 三 なに、 此奴が きまりで、 文句 をい ふから、 みせしめ 
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の に 打つ の， た。 

項 枝 でもお 前が 朝から お 酒 をのんで もう 日差し も 南へ ま 

はっても、 山へ 稼ぎに いって くれなくて は、 私と この 子 

は どうなる とお 思 ひだ え。 

：丄！ 一： え、、 まだい ふか。 だから 引 叩た くの だ。 

市民 一 これく もう 分った。 よさね え か。 (と瑰 枝 に 向つ 

て) これ、 お前 も 亭主に 逆らって はわる い。 誰も 酒 をの 

んでゐ る 時、 そばで ぐづ/ \ いはれ ると、 男と いふ もの 

は、 立たなくて もい 》 腹 も 立つ もの だ。 

市民 二  . (や、 8;„i かな 服裝， やした 町ての 口 利ら しいの が 近 

わ-つさん 

ついて くる) どうしたの だ。 又 王： 二の 夫婦喧嘩 か。 醉っ 

てゐ るのに 口答へ をして はわる い。 ！i. 嫌の い、 時靜 かに 

い つ て も わかる こと だ。 亭主に 逆らつ ちゃ あわる いく。 

この 國の女 はすな ほな のが、 國の 自慢 だ。 それで 南方 君 

子 Ei ともい はれる 位 だ。 又 王 三 もさう だ。 何時も 喰ら ひ 

醉 つ て 女 を 打 つ ばかりが 能で もなから う。 

王 三 (少し ひろん て) へい、 此奴が その 口癖に 愚痴 をい 

ふので …… つい。 

市民 二 まあ、 それ は 解った。 さあ 稼ぎに 出 懸けたら どう 

だ。 愚痴 をい ふの は 女房の 役、 稼ぐ の は 男の 役 だ。 

王 三 へい。 どうも 皆さん、 おさわがせ 中し ました。 

(と 王 三 は 腰から 斧.^ 出して 手 LL もつ ズ s«l;m(,^ うた ひ 


ながら 域 門の 外へ 出て ゆく。) 

市民 二 さあ、 亭主 は 出て いった。 お？： g もさう 泣いて ゐず 

と 家へ おかへ り。 

瑰枝 はいく。 (と 一 寸 撫 てつけ) まあ あの人 も ひど 

い。 臂を こんなにして しまって。 

(と 袖て ん、 拭 さ/、： 兀と 來た路 へ かへ ろ。) 

市民 二 あは、。 あの 女 も 愚痴 をい はない と 可愛い かみ さ 

ん だが、 あの 愚痴で 始終 夫 fe 喧 iK た。 

市民 一 さやう さ、 あの 女も腮 の 工合に 一 寸 乙な ところ 

が あつ て： れられ る 女 だが、 あの 愚痴に は S り もの だ。 

市民 二 まったく その 通り だ。 (と 側に ねる 男- 2 子-, 1) これ 

9B..S-- つ 

お前 なぞ も い X  «,<?貌 た が、 お 嫁に いつ たら 愚痴 を い ふな 

よ 0 

男の子 お ほ &、、 いやな 伯父さん。 

(と 額. <J< かくす。 みな 笑 ふ。 此時 一 人の 男 (無論 女裝 

の ( 城門の 方，^ みて。) 

男 一 あれ、 まあ、 あすこへ 女の人が、 お 禁制の 男の 裝を 

してやって くる。 まあ どうしたの だら う。 

市民 一 どれく 成程、 怪しい 奴 だ。 土地の 者で はない や 

うだな。 

市民 一 一 どれ、 お 、 、 あれ は 中國の 人達。 珍ら し いな。 時 

たまに gi 千里の 波濤 を 越えて 賀易 にくる。 中 II の 女 はえ 
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らい もの だ， - 

市民 一 へえ、 あれ か 中國の 女です か。 始めて みた。 

市民 一 一 わし.， f ずっと 昔 一 度み た 限り だ。 

(と  一 li^ 珍ら しげに 城門の 方，^ みる。 域 門の 中から 4< 

唐の 人 林子洋 (三十 歳 わ まリの 堂々 たろ 美丈夫、 海外 

K 易 家、 頭に は 布ん 、まふ 、据の 短い 唐 服、 肩から角笛.^' 

かけ、 腰に短：^^^-ぉぴてねる) . ^先き- -、 唐敖 (四十 

じ いさん かつや？ た さう こう 

あまり、 失意の 老害 生、 長髯. 儒 巾、 お 珍)、 多 九 公 (七 

十 歳 あま リの老 船頭、 一 行の 水先案内、 白 iwl:!?; く 垂れ、 

いくらか、 驟は かヾん てね ろが、 髮鑠 としてね ろ/ 從 

者 一 入 4 へさな 包.，^ 肩 lL して 出て くろ。 ： の 一 行 舞臺前 

へ 出て 來 て。) 

林子洋 (快活 に) どうも 不思議な II へきた もの だ。 船 か 

ら 上って みる もの きく も の、 大して 變 つたこ ともな い が、 

男が みんな 女の Si をして、 女が 男の 風 をして ゐる。 おい 

た さ- r こラ 

多 九 公、 これが^に きいた 女兒 LI とい ふの だな。 

多 九 公 はい。 さう で ごす。 わし もこの 年になる まで、 船 

で暮 したが、 っひぞ 一度 こ、 へ 上った こと はない が 成程 

嗜 にき い た 通り で ごすな。 

-^rv^  "*- き や-つ 

唐 敬 いや H< 下に あらざる ものな しと 山：^_^^^でみた不思.ー1 

な II 土 も 誰 ta を； i め ぐる 中 に まの あたり にみ たが、 これ 

はまた 不思議な 11 土 だ。 


林子洋 さう いへば 三藏法 1 が 天竺へ 誣 を 1^ りに ゆく とき 

に、 捉 へられて ひ ど い 目にあつ たとい ふ 所と はちが ふや 

うだな。 

多 九 公 いや、 それと は 違 ひます。 あれ は 女ば かりの Es、 

わしの やうな 老人で もうつ かり 上れば、 どんな 目にあ ふ 

か 解りません、 あは、。 こ、 は 夫婦 はやつ ばり あるが、 

女が 亭主の 0 です。 何でも^！！：：航海中にきぃた話では、 此 

國に 昔、 女の すばらしい 豪傑が 出て、 E を 平げ、 女の 權 

利 をのべ て、 H の 本 を 建てた のた とい ふこと で. こす。 そ 

れ もず つ と 大昔で 今で は 誰も >  ,1 れが 人間の wt 氷た とお も 

つて わした ちが 男と 女 を 怪しまぬ やうに、 誰も； II しむ も 

の はない さ，. つで、 だが らうつ かり 女 だとお もって 莎 1 ユ 

とそれ > ^ そ, 頼 を 張りた ふ される はま だな こと， 生命 も 

あぶない か 知れません。 

林子洋 おや、 それ はう つかり 出来ない なべわ^ リの 人々 

, ^見 ま はし) 全く 女の 豪，！^ なぞに は 出 て もら ひ たくな い 

な。 

モく  V.J 

唐敖 いや、 此れ はこの ES ばかりで ない。 今 わが 朝 は .^iK 

武 il に 唐の 世 をう ば はれ、 天下に 一人の 子がない" 此 

固の ありさま は、 やがて は 我 朝の みる 鑑だ。 旣に長 安の 

少年に は 紅粉 を S つ てゐる もの も ある。 これが 今の 世の 

ちりば  , 

憤し かもしれ ぬ。 
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林子洋 また 先生の： £2 ^です か。 それより は、 はるぐ こ 

こへ 來 たの も 商 費。 一寸 これ を 見て 1^ さい。 

(と衣*^<^ら^^:付.，^出して^敖llゎたす" 唐敖 開いて 

みて。) 

^ 奴 お 、 これ は 婦人の 化 W 品の H 錄、 嶺南を 出た とき、 

積 荷の 中に、 紅白粉、 お、 櫛 なぞが あつたが 何の 爲 かと 

おもった が、 今日の S 意で ござった か。 

林子洋 いやかね て 女 a ^口の 名 をき いて ゐ たので もし 役に 

立つ か と 積み こませた の です。 それに 美人 ほど 足の 小さ 

いの を 喜ぶ の は どこも 同じ だ。 小さな ¥洋 山 持って き 

ました。 あの 包の 中が、 そのいろ くの 品物です。 みな 

こんな 邊土 にな ささうな 上 i= 品ば かりで、 これで 一 つ 何 

か 珍ら し いものと 交易し て ゆく 積り です。 

奴 なるほど、 さう いへば あなた は 今日 滿 面に 紅い 光 を 

帶び てゐ る。 これ はきつ と 大した 吉事が ある に や；' ひ な い 。 

林子洋 さう いへば 今朝 帆柱の 上 を、 二 羽の 仙 蝶が 奇麗な 

超 を ひらく させて 萵く 低く 舞 ひ 立て k ゐた。 それに 喜 

び 踟 蛛が これ も ニ疋、 つるく とわし の 足 許へ 下って き 

た。 これ は 女の C で 吉事が ある 知らせ だと 思 ひます。 一 

つ まあ 土地の .li; 子 をき いてみ ませう。 

(と朮 民；： ちの 方へ 近 f6 ろ。) 

**s ど 

：寸 5； ひます が、 わたし は大 唐の 人です が、 この 口へ 


まゐ つ た 御 挨拶に 伺 ひたいの です が、 まづ どちら の 御 役 

所へ まゐ つたら よいで せう。 

市民 二  (す、 み 出て) いや あなた 方 は 女の 癖に、 はるん， \ 

海 を 越え てく ると は えら いもの だ C 

林子洋 へえ。 

(と 呆れる。 市民す まして。) 

市民 二 さう して 何とい ふい ほ だ" 此 13 では まづ 御城 

へ 御 挨拶に 出る の だ。 わしが 案 S してやり ませう。 こな 

た 位の SI 緻 なら、 きっと 手厚く 扱って くれる。 こんな as! 

を さし てお くの は 惜し いもの だ。 

(と 林 子洋， ^見つめる。 子洋氣 味が わるく なって 下 

3 

牧子洋 (唐敖 lag みて， } なんだか 變な. ._洩 持が する。 

廣敖 (首. ^振って) こ りや子 洋 どの、 ゆく の は 止しに な 

さい。 陰 盛んにして 陽 を IS して ゐる。 不祥の！ J 土 だ。 長 

く 居るべき 所でない。 これ は 一刻も早く 立 去った 方が よ 

林子洋 あは、、 先生、 諸國を 歩けば さまぐ 變っ たもの 

をみ る。 それほどむ づ かしい 事で もあります まい。 

唐敖 いやくお ^ 陰の 勝つ 時 は If その 所 を 得ない。 王 

宫へ ゆく のな ど はおよ しなさい。 

林子洋 何の、 た か^女の 口です" 大海の 波の 中で^ とも 
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取組みあった ことの ある わたしです。 この 匕首 は 人に 試 

る -っ5 ほ 

みてい まだ 嘗て 樓を濡 さず。 海賊 ばらに 圜 まれても これ 

ちつ 

一 つで 後れ を. 驭 つたこと のない わたしです。 少と やそつ 

との ことがあ らうと 大丈夫です。 

唐敖 さう で ござる か。 (と考 へな ほして) では 心配し ます 

まい。 併し 氣を つけて お出でな さいよ。 

林子洋 あは k 、大丈夫です。 一つ 大 儲け をして きます。 

先生 と 多 九 1 公 は 町で も 見て 待って ゐて 下さい。 (と 巿民ニ 

に) では 一 つ 御 案内 下さい。 

市民 二 あ \ よいと も、 お前さんの やうな 人の 案内なら。 

(と 男の やうに 笑 ふ。 これにて 林 子洋從 者に 指 して 

包み，^ も.；，： ぜ、 市民 二  Li 案 內さぜ てに： くしながら 

處へ 入ろ。 市民の 他の 者 も 子 洋，. のぞきこみ、 ！^芯し 

たやう に 首.^ ふリぞ ろ/, \從 いて はいる。 此函の 女 連 

すな はち 男 達 は、、 そく  t^s さ、 いろく 林 子洋の 容貌 

ん 批評しながら、 これ も從 いて はいる。) 

-s れつ S 

唐敖 (苦々 しげ に) はて 淺間 しい 11 だ。 本來の Ml 來を忘 

れて、 男が 女の まね をして、 女が その 本來の やさし さ を 

失って ゐ ると は 何てい ふこと だ。 

時 幕 明の 機の 音 また 上手の 家ムリ き、、 え はじめ 

る。 多 九 公！^ 耳，^ 立て、 上手へ ゆ. V ヽ 窓口 よ リ^いて 

みて、 ぷ つと 吹 出し、 急いて 唐敖の 方へ きて その 袖.,^ 


引きし 

多 九 公 ま、 先生。 珍ら しい ものが ある。 一寸き て 御覧な 

さい。  . 

唐敖 何 だ。 

多 九 公 まあ、 一寸い つて 御覧なさい。 

(と 廣敖， ^連れていって^ かぜる" 敖脅 えた やうな 

蠻 な 顔.^ して： ちら. ^むき。) 

唐 数 何てい ふこと だ。 若い者な り まだし も、 年老いて 顿 

髯も 胡麻し ほ まじり 。 鬼と も联組 さうな 顔 をし て？ 55^ に 

珠玉 を 垂れ、 耳に 七賓の 金環 を 嵌め、 玟瑰 色のお 衫 にな 

よ，/ \- とした 腰附 をし て ゐる と は 何 だ 。 これ こ そ 眞に天 

下の 醜 を あつめた もの だ。 

多 九 公 わたし もこの 年まで 悔を 好んで 歩いた が、 こんな 

化物 は はじめて みた" 

(とまた ^き、 e4 はず 吹 出す。 すると 中から 銅羅聲 

5 

〇 誰 だ。 家を視 いて 笑 ふの は。 

(とどなる。 二人 思 はず、 、、なた へ 逃 出す と、 家の 中 

を さ 

r* リ、 手に 梭 1^ もって 五十 あまりの 類 S$ の 男、 前の 麼 

,敖 の ぜリふ 通りの 装.^ して 小さい い 靴 か 穿き、 

、ん たと 出て 二人ん-みて。) 

頗 鬚の 男 や あ、 うね 等 は 男 かとお もったら、 髯の あるの 
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は 女 だな。 それにお 禁制の 男の 裝 をして 家の 中を視 くの 

は、 女 を 隙 兌 をして あるく 30 り をして K は を 釣らう と 

いふの だな" ま、 何とい ふ あつかましい 奴 だ。 この 家 は 

久しく 後 で 切れ は 一人 もゐ ない ぞ。 まあなん とい ふ 

態 だ^で うぬが 姿 をう つして みるがい 乂。 ちっと は 恥 か 

しいと もお も はない のか。 この ふんばり 奴、 女中の； g 汚 

し、 今 わたしに 見 付ら れ たからい \ が、 外の 者に 遇って 

みろ、 性惡 が 女 を^ 見 をし て あるく と 間違 へ られて 半 

ノ 一ろ しの n にあ はされ るぞ。 まあ：： 木れ か へ つ た 奴 だ C 

(と 散々 つて また 家へ はいろ。 さう して また 機耷が 

はじまる。 二人；： 木； 115^ LL とら. C ズ。) 

多 九 公 先生、 f ましたな。 わし は 身が すくんで、 今に 

あの 俊 を 叩きつ けられる かと 冷々 して ゐ ました。 

^奴 女 は 年老 いての 化 鼓の 醜く いのは 何處 も！！： じだ リ 

だが これ は； 一市-の 醜 さ だ。 かって 見た こと もない 聽 いた 

こと もない 醜 さ だ。 

多 九 公 先. ふんばりと いはれ ましたせ。 男で ふんばりと 

怒鳴られた の は 私たちが 始めで せう。 

この か. U 

^故 さう だ 。大凡？？： あって 25 來、 こんな 不思議な 駡倒を 

うけた は、 わした ちが 始まり だ。 恐らく 千古 第 一 の 力  1H 妙 

な H 倒 だ" とても i にあって は、 いっかな S- お 求 を 廻ら 

しても S 、わ ひもつ かぬ 馬 御 だ。 あまり， の』 ことに 憤る 言!^ 


出な い。 それ はさう と子洋 どの は 事 も なげに 出て いった 

が , ^ んな^ 樣 では、 どんな：； r に會は される かもしれ ぬ。 

何やら 心許なく なった。 

多 九 公 (うな づ いて) 全く さう でございますね。 (といつ 

て 上手 みたが、 額の 色. やかへ て) おや、 あすこへ 泣 

えんじ 

きながら 驅け てく る の は W 一 兒ぢゃ あな いか。  > ,- り やとん 

だ 事に なった ぞ。 

唐敖 (も 驚きみ て) お \、 さう だ。 こり や 何 かお こった 

に 遠 ひない。 

(と 二人 も わて る。 こ、 へ燕兒 (さつき 包ん、 もってい 

つた 伴 人) 泣 さながら 出て 二人に。) 

燕兒 大變 です く。！ u: 那：. 稼が 御妃 にされ てし まひました。 

唐敎 (何やら 解らず) おきさき。 おきさき と は 何の こと 

だ。 

燕兒 え、 おきさき で 間違 ひました か 王さん の 奥様の こと 

です。 

廣敖 なに、 王さん の 奥さん、 ー體 それ はどうし たこと だ、 

まあ 落 付い て 話して きかせろ。 

燕兒 へい。 (と 眼. ^こすって) はじめ、 お 城へ 出ます と、 

大層 叮 i さに して 品物 はみ な御賈 h げ になる から、 こっち 

へ來 いと 且那を 奥へ つれて ゆきました。 するとし ばらく 

すると、 どたんば たんと 奥が 大騒ぎに なつ て 旦那が 逃 出 
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し てきます と、 後 か ら 大勢 女が 追 つかけ てきて 、 旦那 を つ 

れ て ゆきました。 曰； 那も はたらき ましたが 如何して /\ 

女が どれ もく み ん な 力が つよくて 苦 もな く ョ： 那は 連れ 

て ゆかれました、 私 は 吃驚して 段々 きいて みます と 王 さ 

んは遂 からお 妃 さん を 搜 して ゐ たので、 そこ へ 旦那が 來 

たので、 すっかり 氣 にいって ぉ妃 にな さると いふ ことで 

す。 且那 がお 妃 にされ たら 第 一 どうして 子 を 生む でせ う 

と 吃驚し て それ でお 知らせ 申し にかけ てきました。 

唐 救 はて 怪しから ぬ。  . 

(といった が 二の句が つげない。 多 九 公 心配して。) 

多 九 公 先生、 飛んだ ことにな りました。 何う したら い、 

e せう。 

唐敖 はて 私に も 何の 思案 もない。 

(と 思 はず 見渡し、 下手の 高 礼 に 吸.^ つけ、 - ての 文 言 

LL 氣 がつ いた こ、 ろて つかく と 側へ ゆき 手.^ 後に し 

て默證 すろ、 多 九 公 側へ i リ。) 

多 九 公 それに 何 か 書いて. い J ざいます か。 

00 うむ、 この CI では 毎年 河が 開いて、 あまたの 人畜 を 

損 ふので、 それ を 治める 工夫 を ひろく 天下に 求める とい 

ふの だ。 

多 九 公 へえ、 では この II に は 毎年の やうに 水が 出る ので 

す 力 


唐 数 さ， 「だ。 此 II にこの 不祥の あるの は 天理の 自炊 r た。 

だが わした ちの 爲 めに は ケん怪 の 幸 ひだ。 多 九 公、 燕兒に 

手簿 はせ て その 高札 を脫 しな さ い 。 

多 九 公 へ、 そんな こと をして ようご ざいます か。 

よ い。 わしに 少し 思案が ある。 

多 九 公 さう です か。 では 燕 兒手を かせ。 

(と 二人て 高札，^ 脫す。 すろ と 「や も、 一 ：2 礼， 脫し 

た。」 「一 ：1 礼.^ 脫 し.；，： ものが わろ ぞ。」 と 口々 LL 叫 •  ひ、 忽 

ち 四方から 市民た ちが 押 rs ぜズ くる、 中には？. &物 1$- も 

つた もの ももろ。) 

市民 〇 や あ 見なれ ぬ 女 たちだ e 何 所の 者 だ。 

市民 A どうして その 高札 を 下した の だ。 

市民 口 その 高 礼の 譯を 知って ゐる のか。 

(とわ や/. \. 取り まく。  .^^,1 して。) 

廣敖 まあ ijc さん 靜 まって 下さい。 わし は大 唐の 生れの 者 

です-」 海 を 漂って 此 へきた のです。 大 唐の 者に 一人 も 水 

を 治め る 法 を 知ら ぬ もの は ござらん。 今 こ、 で この 高札 

を みれば、 もし 隣邦のお 主に してよ くこの 水 を 治め？ おれ 

ば、 長く K 物を逡 りて 臣服 ザん、 又隣 邦の ti ほに してよ 

く 水 を 治め れば 資 錄位擇 むに は すと ある。 これによ 

つ て 今 こ V に 皆さんの 爲に水 を 治めて この 國の忠 を 救 は 

うとい ふので す。 
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(これ，. JIV 、くと 市民た ち、 狂喜して 得物.^ 投げ出し、 

女、 地へ 跪， つく。) 

^Ko それで は あなたが この 11 の 水の 忠みを 救って くだ 

さると いふので すか。 

^R<" あ、 ありがたい C 此 12 を 救 ひに 天から ド つてき た 

女 菩薩 だ。 どうかお 救ひド さい) 

^i: 大勢 あ、、 お 救 ひ 下さいく。 

(と 口々 に いふ。 *s 紋また 制して。) 

救 や あ、 ifs さん。 どうか 立って 下さい。 わし はよ く 水 

を 治む る こと を 知る も、 財 资祿位 はもと より 求む る 所で 

ござらん。 た 一  つ、 iin さんが わしの 一み を かなへ て 下 

されば、 今日 に もす ぐに 工事に か、 り ませう" 

(、 、れv^き いて. 19 民 ま.；， 1。) 

市 それ はなんで ございます。 聞かせて 下さい。 

^R^^^ お、、 ni. くき かせて 下さい。 なんです。 どんな 

ことです。 何ん な ことです。 

(と 口 々 ：.！• い ふ。) 

た キァ 

故 まあお 待ちなさい。 なに 易い ことです" あなた 方 

た£, 

が やって 下されば 容= ^いこと です。 だが この 一事 をき い 

て 下さらぬ とたと へ は 山の ごとくに 積んでも、 わし 

_v ひふ  -, .S3  C 

はすぐ を此 13 に 向け て、 故鄕へ かへ つ て ゆきます。 

市民 〇 や あそれ は どんな ことです。 早くき かせて 下さい。 


市民 大勢 お、、 早くき かせて 下さい。 

4? 故 よろしい "ではい ひませ う。 だが もっと 町の 中の 廣 

い 所へ 出て、 もっと 多くの 此 II の 方々 にきいて 戴き ませ 

市民 〇 さあ、 もっと みんな を あつめる の だ。 

市民  <1 さあ 道 を ひらいて、 この II をす く ふお 方 を 案内し 

ろ。 

市民 X さあ、 あの 廣場 へいって 大勢の 者 を あつめて 早く 

話 をき かせて もらへ。 

とち 

市民 大勢 さあお 伴 を 申す の だく.。 

(と 口々 に 叫き、 どっと 上手の 方へ ゆく。 唐 数 も その 

方へ す V む。 多 九 公 心配して 袖ん、 ひき 小 It て。) 

多 九 公 先生、 大丈夫で すか。 先生 は 水 を 治めた ことがあ 

るので すか。  . 

いや、 ない。 だが 焦眉の急 だ。 外に 衛 もない。 (と聲 

ん -4< きくして) さあ 案 內 して 下さい。 

(とす、 む。 多 九 公な ほ 心づ かひの 體、 市民 口々 に 叫 

ぷ。 この もやう 道 E. 〈ま はる C) 

第二 場 王 山 a 

舞臺 正面に 庙 風の {„« 殿、 丸 柱、 石 だ k み" 前 に 石 階が 

もろ o(： の ，5« 殿 また^ 風ん 本に して： の國 LL 發 達しれ 
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らしい 特殊の 樣 式.^. ilt-li みせる も i い) 殿上に は 正 

面に 唐 風の 寢臺、 帳が 半ば 垂れても ろ。 その 側に 卓。 

上に 鏡 その他の 用具が のって ねる。 上手 は 別殿に つ > 

き、 下手 は廊。 舞 鏖前は 庭、 その 下手 は 培 壁て、 圓形 

の 出入口が あろ。 

きうが 

殴 上の 寢臺に 林子洋 もまた の 官 娥 (いづれ も 八字髭 

あ リ 

1 屮綺 魔に 脂て. i く 固めて ねろ。 無論 女装) L1 押へ つ 

けられ \- 、ねる。 さう して 林 子洋の 顔に は 綺麗に 紅白 

粉が ほど、、 され、 髮は 女の やうに； l-i* はれて、 鳳釵が 

鬚され、 3 に は ー對の 七寳の 金？ « が 下って ねろ。 ま 

た i«LL は 霞帔、 玉帶 *1 珍、 すべて 王妃の きら. ひやか 

な裝 束，^ つけて- Q ろ。 今や、 あま；^ の {aC 娥は 無理 LL 

小さな 線 靴 1^ 穿 かぜて. Q ろ 所て わる。 子洋は 痛みに 

堪へ かれて 泣苺ナ おわげ て. Q る。 こ、 のせ！ 1 娥も 女優 ま 

たは 女方が 扮す ろが い 、。 

林子洋 あ、、 みなさん、 どうかもう 勘忍して 下さい。 迪 

も そんな 小さな 靴が 穿け る ものです か。 あ  > -、 痛い。 (と 

耳.^ 押へ〕 丸で 錐で 揉まれて ゐる やう だ。 これ も 後生で 

すから 取って 下さい。 あ \IS がいたい。 E まひが する。 

あ、 さう 足の 先 を しめられて は、 丸で 炭火で あぶられて 

ゐる やう だ。 迚も 長 い 間 野育ちに 育つ てきた わたしの 足 

を 急に 締めた と て どうな ろ ものです か。 長い間したい 三 


昧 をして 遊び ま は つ てゐ た道樂 息子 を、 急に 仕 付 をす る 

やうな もので 何う にもなる もの ぢ やない。 あいた、 そん 

なに 無理に ffl. けられた つて ：.： あい た つ た 、、 折れる 

折れる。 

(と 泣く。〕 

宫 娥甲 まあ、 どう 遊ばした ので ございます。 もう 少しの 

ん. W う 

御 辛抱で ございます。 女中の 仕 合せ を 一 人で ぉ収 りに な 

つた 貴女 樣が、 お泣き 遊ばす と は、 どうした ことで ござ 

います。 あまりお はしたない。 お慎み 遊ばせ。 

林子洋 あ、、 たまらん。 身體 中が まるで 火の やう だ。 0 

がくらん できた。 もう 勘忍して 下さい。 

ia: 娥乙 まあ、 もう 少しの 御 辛抱で ございます。 ま、 これ 

ほど の 御 縹微を 持ちながら 御み 足が 大きく て は、 それ - J 

そほんと に 御 恥 扉で.. こざい ますよ。 さあ、 どうやら 御 穿 

けに なれます よ。 さう し てぢ きに お馴れになります よ。 

林子洋 あいたった。 とてもた まらん こんな 拷問に 生きな 

がら あはすなら 一 そ 一 思 ひに 殺して 下さい。 頼みます。 

賴 みます。 

宫娥丙 たに を 御意 あそばす のです。 ほれ、 もう 御 i 牙け に 

なりました。 

(と 宫娥 一 同 立つ。) 

林子洋 あ、。 
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(とお？？？ -へ 倒れろ。 一同^ 寄リ 介抱して。) 

{S 娥甲 さあ 、しっかり と 遊ば せ 、 もうよ いので..、 /さ い ま 

す。 御 支度 はみ なと V の ひました。 

(と 寢«1 へ かけさせ、 傍の 卓 Lii らぜ立 はなれて み 

ズ。) 

まあ かう して 御 装お を？^ すと、 一 段と お 標緻が 上って み 

^な； 一 

えます。 女 徒の 私 等で も：^々 といたし ますよ。 

営 姚乙 まあ 何とい ふお 可愛らしい。 あまた ある 御 妃の中 

で こなた 樣に 及ぶ 方 は，.、 .1 ざいません。 ぉト： の 御 寵愛 の 程 

も さぞ か し で.., /さ い ませう。 

娥丙 さあ、 御 支度が 出来れば 私共の 役； S も 一 先 づ濟み 

ました。 此. M を .5. 上げて まゐり ませう。 

甲 さやう いたし ませう。 お 上 は 定めて 御 待 かねで お 

ゐで  >- ございませう。 ではし ばらく こ X で 御 休息 あそば 

せ、 やがてお 迎 へに ま ゐ ります。 

(と 1 ra き釋 して 卓上の 品々 ん片 づけ もって 入ろ。 子 

洋病 起さう として 倒れ。〕 

林子洋 あいた、 た。 とても^i^^ー踏み立てることも出來な 

い。 (と 思 はず 大 て) 助けて くれ、 誰れ か。 誰も 助けて 

くれな い のか。 (と 肩の ま はり.,^. 廻 は 10 なんだ この.. さ 

ま は、 (と兩 袖 VJ- ひ, C. けて みて) それに 男が 顔へ 紅 ir 粉 を 

ぬられて ：… M^k 何ともい はれぬ 氣色 だ。 (と 額.^ いる 


いろに しかめろ) 頭の 釵も隨 分 重い もの だ。 あ、 耳環、 

丸で 鐵の 鎖が さが つて ゐる やう だ。 あ X 思へ ば 故鄉の 女 

たち はよ くこん な もの を 下げて ゐ. りれ る。 また 何んで こ 

んな もの を 女た ちに 下げさせ たの だ。 足が 小さく つ て 先 

が 反って ゐる のが、 何で 可愛い の だ。 あ 、おれ も 今まで 

可愛い と 思って ゐた。 それば かり ぢゃ あない。 こんな も 

のを賣 りつけ て 歩いて ゐた。 あ、 惡 いこと をした ぺと い 

つたが 急 に 顔， 4- しかめ \^) あいたった。 (と兩 手て 足 

へ) え \、 こんな もの を 穿 かせ や あがって (とす リ下リ 

石， た k みへ 坐 わり、 靴へ 兩 乎，^ かけ 頗.^ しかめて 無理に 

^す〕 えいこん な 白 絹 を まきつけ や あがって、 (と 靴の 下 

に まいても ろ？ gv^ 脫す。 萌分 長い) え、、 まだ ある。 こ 

んな長 いもの を卷き つ け や あが つ て 。 

(と 抛ろ。 此 時宮娥 一 人。 ふと 燭鑾ん if げ乂き て 入リ來 

りこの 體.^ みて、 吃驚して 引かへ す。 子？ i 心. つ かず。) 

あ、、 これで いくらか 樂 になった、 (i 立た うとして 立て 

ず) あ 、わるい こと をした" おれ は 故鄕の 女た ち を こん 

た 目にあ はせ て 可愛い とか、 好いた とかいって ゐ たの だ。 

それが 報って おれが こんな 目にあ はされ る ことにな つた 

ラち 

のか。 と 思へば 可哀 さ、 つなの は 女房 だ、 おれ は 長い間 家 

を あけて、 たまさか 歸っ て も 亦 諸國を 飛， ひま はる 面白さ 

に また 飛び出す。 いつも 門出の 時に、 跟に 一杯 淚を ため 
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て默っ て 俯 首 い てゐ たが、 心の中 は どんなに 侘し か つ た 

らう。 どだい おれの 0 の 習 ひが わるい。 小さい 時分から 

£*5  い のち 

男 は 商 ひの 爲 に 飛び出し 、 命が け の 事 をす る ほど 人に ほ 

めら れる、 女房 は 親が 留守の 間に 貰って おく、 たまに 歸 

つ た 亭主 は また 飛び出す。  >  」 れぢゃ 大抵の 女房 は 死んで 

しま ふ。 おれの 女房 も 死ん ぢ やった" それにしても 女 は 

辛抱 づょ いもの だ。 - .- んな 目にあ は されて 默っ て ゐる。 - 

あ 、己 はこん な 目にあ はされ て 迚も 我 Si が ならん。 あ、 

逃げる にも 逃 けられない。 これから もっと 恐ろしい こと 

が はじまる の だ。 おれの 力 はどうし たの だ。 みんな 拔け 

出して しまった のか。 こんな 目にあ ひながら 不思讀 に 手 

足の 力がぬ けて しまった。 おれ も へ 出て、 あぶない 目 

をして 勇ましい E.lf 後 を 遂げる さま は、 折々 ふと 幻に もみ 

たが、 こんな 目にあ はう とは寢 ばけた 夢にも 見な か つ た." 

あんまり 思 ひも 懸けな いので、 持 前の 隱玉も つ ぶれて し 

ま つ た。 何に 山な す 大波に 劎を 束ね て 打つ ける やうな M 

に 帆柱が めき/ \と音 をた て 、折れた ときに も、 目ば た 

き 一 つし なかった 已だ。 (と 立： たうと して) あいたた &た。 

足が いたい。 目が まふ。 どうかして しまった。 ひょっと 

かしたら (と ぞっとした 思 人れ) 己 はもう 女に なり か、 

つて ゐ るの ぢ や あな い か 知らん。 え 、 そんな、 恥 SJ み て 

生きて ゐる 已ぢゃ あない。 潔く 死んで やる ：：： (といつ 


て^^5裝.^みまはし) だがぁんまり馬鹿々 々しい。 こんな 

ざまで 死ぬ のが おれの 最後 だ つ たの か。 あんまり 馬鹿； iil? 

鹿し く あり さ、 つもな いこと で 死ぬ にも 死なれぬ わ い 。 無 

念 だ わい。 死ぬ 張 合 もない ほど 無念 だ わい。 Sil 鹿々々 し 

いわい 。あ、 淚 なぞ こぼれた ことのない 己が どうして か 

、「止め 度 もな く  あ —— . 

(と 手 離して 泣き出す。 、、、へ 最前の ^俄 a.lgv;&l げ 

て 人り 來リ、 卓上に おき、 跪き。) 

宮娥甲 申 上げます。 御妃 さまに は、 ほしい ま、 にお 靴 を 

お 1^ り あそばし たこと、 お 耳に 達し、 お 衿め あり、 雷く 

一 一十 を 罰せよ との 御 命 八 P で ござります。 . 

(と. I ん， 上って 廊： 卜へ 合 圖 すろ と、 一 人の 長 鬚の 老監 

女宫、 手に 幅 三寸ば かり、 長さ 八 尺ば かりの 竹 か 持 

ち、 四 人の ち i び 鬚の 手下の JW 人.^ つれて 出て ー齊に 

跪. つ さ。) 

長 鬚 御 命令 を窣じ て IS りなが ら打ち^^り まする。 

C と i.^. か. ^ろ。 子&ゎ つと えて、 逃げ i うとす るが 

臭が 動かない。 四 入の \？ ^下 は 子^.^ 押へ へう つ 

むけに 押 伏ぜ、 頭と 足，^ 押 へる。 長 鬚^ 入 は： ^に 竹 

筵，^ 揮って 子洋の r^,^ 打つ。 子洋 打た ろ 、度」 「助け 

て くれ /(-。」 と 叫ぶ。 具 鬚 人 五た ぴ ほど 打ち、 手.^ 

と V め、 宫娥 甲- し。〕 


s ぉ妃 さまの おん 下 E のお 皮 はう すく、 ゎづか 五つ 打 

ちましたら、 お 血が みえます。 一 一十 打ちましたら、 恐ら 

くお 肉が 破れ、 お s 出度い 日が 延 ひる ことにな り ませう。 

、 J の 由 を 女 さまより 申 上げ 御意 をおう か に ひ 下さり ま 

し 0 

心3:^>Hした。 

(と 娥 5- は 入ろ。 長 鬚 婦人、 子 洋：. ：。) 

S  g りながら 申 上げます。 唯今 私より 申 上げ、 これで 

お止め. S. す ことに いたし ませう、 就て はもう 必ずく 御 

靴 をお © り あそばす やうな はしたな いこと は 遊ばします 

な。 

林 子 St は：' く  C もう 決していた しませぬ〕 靴 もす ぐ 穿 

きます から、 勘忍して 下さい。 

(とも わて ゝ 靴ん 拾 はう とすろ。 長 鬚と めて C) 

S あれ、 何事で ござります。 御 靴 をお 手づ から 遊ばす 

とい ふこ と は- - 一， さ い ます ま い 。 

林 子 Si はい/、、 

(と 小さくな ろ-  -,  >- へ 前の ipc 娥；： ち 甲，.， ^さき： JL、 

手に/.、 練 の 器、 または人^{*?_1なぞん培げて出ろ。 

それとみて11!^鬚^^人は，釋し\、手下.^引っれ、 靜か •，！ 

返染 すみ。) 

せ： 娥甲 御 移-梅 あそばし たので、 あとの 十五 杖 は 御 ゆるし 


になり ました 上 御膏藥 と、 ぉ氣 つけの 入參揚 をた ま は り 

ました。 さあ 召 上り まし。 

(と 人考， 偽-^ 出す。 子 洋がぷ つくとの み、 少し 落つ 

い；： 體。 ) 

宫娥乙 さあ、 御膏！樂を張っ て御繃帶を中上げませぅ。 

^«娥丙 さう してお 靴 もお 召し あそばせ。 

(と官 娥；： ち、 子洋 のま はリ に. よって それん、 はたら 

くこな し。 これ は あま リ觀 客に 露骨 LL みえ 2 やうに、 

その さま, ^すれば い VO) 

,しゃさリ 

(i き： ろに 一人の 宫 娥に紗 燈ん- 釣らせ、 王、 三十お 

まりの ％ 女すな はち この 國の 男、 王冠、 龍 抱、 玉帶、 

蛇，^ 一お-間 見ろ こなしに て 出ろ。 廊 S 柱の もとに 立って 

こなた，^ みろ。 宮娥 たち 心づ告 0) 

娥甲 お x  、 お 渡り で ノ  J ざ い ます。 

(と 照いて 敬 S すろ。 王、、 なた へきて、 子洋 の-てばへ 

r* ろ。 子作慄 へろ。 王 は？^々 として 子 洋^み て。) 

王 かば かりの 佳人 を 朝の 人々 は 知らず、 い たづら に 男 

の 裝ひを させ、 あたら 埋 もる  >実 玉と なした は惜ん でも 

餘 りが ある。 予が 一 度 見出し てこ、 に 美 玉 も はじめて 光 

を そへ た。 皆の 者、 なんと 我 眼 は 高から 、つのう。 

(滿 足げ に. 笑 ふ。) 

娥甲 まこ とに 毎度な がらお 眼の 高 い の に は 恐れ 人り 奉 
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宫 娥 1 同 たに く 恐悅に 存じ まする 。 

(王うな づき、 懐ニリ ぼ； 珠の首 飾.^ 出して 子洋の 首へ 

かけろ。 子洋 肩.，^ すくめる。 { ほ娥 抉け お、、 して 跪づか 

ぜ 「萬 福」 . ^となへ させる。 王 は 立 寄って 一十 洋の手 1^ 

とり 寢臺： ，： 腰，^ おろす。 子洋はもぅ*5^1くカが《けて、 

する 通り：，： なって ねろ。 王 は 子洋の 手ん、 とリ、 滿 足げ 

に. 體中撫 てま はす。 子洋た x 額.^ 反け てなる。 

王 は それ，^ 恥 かしがって ねる のとみ て、 愈々 滿 足し。) 

王 はて、 きつい 恥づ か しが り やう。 は て 可愛 ゆら し い 。 

まあ 顏を あげたが よい。 

(と 手， .J- かけて 額，^ わげ ろ。 子洋 しくく 泣告 出す。) 

いま.？  \1 せ 

はて 何 を 歎きた まふ。 今 百年の 契り を 重ね、 今より 後の 

春秋 を、 花に 月に、 共に 樂 しまん とする 時に、 何で 淚を 

おとし 給 ふぞ。 御身 はこの 國 第一 の 貴く また 仕 合せの 身 

となられ たの ぢゃ。 今まで は 身に も 相應ぬ 男の 装 をして 

心 を あらび させて ゐ たの ぢゃ。 今 こそ まことの 女に かへ 

つて 永く 榮華 をた のしむ のぢ や。 女 は 男に かう いた はら 

れて 喜ばぬ もの はない わい。 

(と宮 娥，^ 顕 みて。) 

今宵 は こ- -に 合歡の 否 を あげ て、 ぞ のま V に 止まる であ 

さ， ft- つ  おもてむ S  いこ  . 

らう。 册 立の 儀 は 表面の こと ぢゃ。 あまりの 愛し さに， 


この 座が 立 たれぬ やうに なった わい。 

(とい ふ。 宮 娥ら はっと. 一 ルた うとす ろ。 、、の 途端 城外 

にわ わ I とい ふわ またの 入聲 ろ。 一同 餌の 色 1^ かへ 

ろ。 王立 上ろ。) 

王 や あ、 あの 騷ぎは 何事， ちゃ。 みて ま ゐれ。 

(とい ふ。 {S 娥ら、 再び はっと. 一 ル；^ うとす る 所へ、 i 

た わ わつ と 物 さわがし くき、、 えて、 一人のお 娘、 いそ 

ざム払 出て、。) 

さい VJ.-.,? つれい 

娥 は あ、 申 上げます る。 唯今太子さまと宰^^九；^さま、 

一 大事の 言上 ありと あれなる 御 廊下の 外までお いで \ こ 

ざり まする。 

王 なに 太子に 宰相 九禮 がつ いて まゐ つた。 はて 何事 ぢゃ。 

すぐ 呼べ 。 

(はっと {nC 娥は 引かへ す。) 

は て 何事 の 騷ぎを 引きお こした のぢ や。 

(と 驚 さい ぶかろ。 すぐと 此國 の^子、 名 はお 花。 十 

五. 一 ハ歳、 無論 この 國の 男て わるが、 木 性の 女らし さが 

勝って ね-て、 攀止 すべて 女の やうて わろ。 すな はち 此 

國の たつ；^ 一  人の 生れ 損 ひ。 從 つて 國： 土の 逆 に ふれ 

勝て 憂 穆 て わる。 宰相 九^^ 髮無！ K 一寸み ろと 老女の 

やうても ろが や はリ 此國の て わる。) 

王 お \、 あの 駿ぎは 何事 ぢゃ。 そちた ちの 中す こと も そ 
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れ であるか。 

世子 (女の やうに 一寸 首， ャ かしげ.) 宰相から 申 上げて 下 

さ い 0 

宰相 はつ、 (と 下： に 一 鱧して) え k 申 上げます。 お 上に は 

今日 大 より まゐ つた あれなる： 人を妃 にあ そ.. 5^ すと い 

ふこと が 知れ、 右 EI 伴の 婦人、 これ はき はめて 水 理に精 

しく 此國の 水難 をす く ふ 代りに、 あれなる 婦人 を 御釋放 

あそばす やう 願 ひ をり ます。 それ を閗 it へ ました 數萬 

の 百姓 共、 その 者の 願 ひ を かなへ させ、 國難 をのが れん 

と、 お 城外へ あ ふる、 ばかりに あつまり、 一 訴 いたして 

をり まする. レ 

(とこの. i- 父^ 衆の ：1^-<V  、わめく 聲 がふ、、、 える。) 

あれ/ \ あの Si がそれ でノ .- ざり まする。 

王 なん ぢゃ、 この 婦人 を 揮 放せい と數 萬の 國 民が 城外に 

あ ふれ て 哀訴す ると. S. すか。 し て そちた ち は 何とお も ふ 0 

0、 の昨徙 子お 花 V つと 子^の 方ん-いたまし いやう U 

見つめて うつと リ してね ろ。 王 はふと それへ 眼^と め 

て。) 

王 や あ-、 そち はまた がお こった か。 妃の方 をし げく 

と 見入って ゐる は、 あの 装束が うらやま しいか。 はて 淺 

間し い 奴の。 幼け ない 時から、 女の手 わざ を 好み、 打つ 

て も 叩いても 止まぬ 奴め。 今 曰 は 又なん で おれの 前へ 33 


A 

(世子 はっと 兩 手て 眼. 蔽ひ女 G やうに 泣く。 宰相 か 

ば ひ。) 

ともな 

宰相 はつ、 太子 をお 伴 ひ 中した は II の 大事、 恐れながら 

民 命 を 重し とした まひ、 曲げて それなる 婦人 を 御 釋放ぁ 

そばす やうに 願 ひます る。 

王 や あ 何とい ふ。 たと へ賤 しき 民たり とも 一度 娶 りし 女 

を 故な く 出さぬ は 我 國 法、 まして 一 國の入 君た る ものが、 

一 旦妃と 定めし もの を輕々 しく 出す 法が あらう か。 

； J さくりつ 

宰相 はつ、 恐れながら、 まだ 御册 立の 儀 もなければ，. た 

だ の 婦人、 彼等 も それ を 存じ て 曲げて 御 訴訟 申し あげ を 

ります。 あはれ 浪 滴の 御仁 慈 を 垂れた まひ、 ぉ聞濟 みの 

ほど を 願 上げます る。 

つま , 

(王、 かう いはれ てぐ つと 塞った が) 

王 よい。 では そち は 唯今 立ちいで、、 彼等 を 和めお け、 

明日 ともなれば 册立 の 儀 をす ぐ擧. ける。 しからば この 録 

人 はも， つ 妃：. P や、 木が すでに 舟と なって は、 彼等 は 何と 

も出來 ない わい。 

(宰相 ぁ告れ る。 王 また 世子,^ みて。) 

玉 や あま だ 其方 は それに をる か。 この 國の 長子と して 其 

方 を 生んだ を恥ぢ いる わい。 この 國 にた t 一人の 生れ そ 

こな ひめ。 おれ は 其方 を 見る のが 辛い わい。 もう 下れ。 
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(とい ふ、 世子し，^/ \ として、 しかも 女の やう- し 一 

鱧して 淚， かお さ へ ながら 入ろ。 もと 一 座 白けろ。 王 ま 

た 宰相に。) 

モ ち  す カリ 

王 して また 其方が 今 申した 水理に 精し いとい ふ 女に そち 

は 出 あうた か。 

宰相 はつ、 引見いた して ござります るが、 この 者 婦人に 

まれなる 雄 It にて、 かの Q に は 水^と 申す 書物 これ あり、 

そら  i 

彼 は 悉く これ を 暗ん じ、 說く ところ、 みな 耳 あたらしき 

事ば かり、 御用に も 立つ ものと 厚く 待遇し、 もし 御 召 出 

しも やと 召述 れまゐ つて ござり まする。 

王 よい" そやつ を此 へよ ベ。 まつこと， 水理に 精し きも 

のなら ば、 雷く 用 ひて 河川 を 治めさせ、 民 苦 をぬ かん。 

宰相 はつ、 それで は 御 釋 放の こと を 御 濟み F さり まし 

た 力。 

王 いや、 この 婦人 も かへ さぬ。 そして その 者に この a の 

大患た る 水 を 治めさ すれば、 ー擧： 吶得ぢ や。 

ち てん わ S 

宰相 でも その 者 は 御， 放がなければ 誓つ て 治水の 業に は 

服し ますまい。 

王 は て 高が 女ぢ や" 何 ほどの ことがあらう。 よい これへ 

呼べ。 

お に はさ さ 

宰相 はつ。 (と 是非な く) かの 婦入を 御 庭前へ 案内せられ 


(と {a; 娥 L1 命ずろ。 子洋 がくろ ときいて 嬉しい 中 

•JT 氣. つか はしい 思 入。 下 * は か ヘリみ て。) 

王 妃、 その 女と いふ は そちの みよりか。 

林子洋 はい。 

(と 小さくな ろ。 それが 大分もう 女らしい。 、- >  へ 

前の 洞門 i リ宫娥 u 案内され て 出ろ。 すぐ 子洋と 

^^みぁはぜて。) 

唐教 お、、 子洋 どの、 その 装 は。 

(と. I ル すくむ。) 

林子洋 お、、 先生、 王へ 御 願 ひ 申して はやう 救うて 下さ 

(と. 一 乂た うとして 轉ぷ。 娥。) 

{S 娥甲 御前で. ござります。 これ は 何事で ございます。 

(と 取 支へ ろ。 王うな づき。) 

王 妃 はしば らく あなたへ。 

(とい ふ。 宮 娥心 得、 ^^の 方へ 連れて はいる。 唐 2« 

愤 然として その 方へ す V む。) 

王 や あ、 廣 朝の 女と 申す は その 方 か。 

廣敖 (憤然と) や あ 女で は ござらぬ。 ffi- で ござる。 

ち す a わ W 

王 あは、。 なるほど； の 高い 女， ちゃ。 そち は 治水の 術 

こ し いと 申す ば まこと か。 

唐 叙 いや 聊か も 治水の 術 は 存知 ませぬ。 


！^兄 女ブ' f?i 
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(王、 わけて 宰相 はび つくりす ろ。) 

王 何とい ふ。 

ち すゐ わざ  ？ 

治水の^5は少しも存ぜねど。 街の 高札に ふと 思 ひつ 

き、 王に 近づき まゐら せ、 一 言 申した き 事あって、 あま 

た の 百姓 を い ざな ひ 、 宰相 を 動か し 、 御前 に 近づ いたの 

で. ござる。 偏に それ も わが 友 を 救 ひ、 まった この 國を救 

はん で ござる。 

王 して また 一言と はいかなる 事ぢ や。 

ち r.^ わざ  れ ざば ひ 

されば 我 治水 の^は 知らね ども 此 E1 の 水の 災を 止む 

る 手 © は 存じ て をり ます。 

王 うむ。 それ はまた.！： の やうな 事， ちゃ。 

斑& されば 王 はじめ この II の？； -と いふ a- 悉く、 衣裳 を脫 

ぎ かへ、 女の 服に か へら るれば、 立 どころ に 水の 忠ひは 

と まります る 0 

王 (^^^3な顔.^して) それ はどうい ふ譯ぢ や。 それにな 

にか 不思議が あるか。 

^.tt 元より 不 讓がノ きり まする。 天理の 自然に 逆ら へ 

ば 水 も 逆さに) 加る 、 。  > .-なた5^^をはじめ - 」 の ！； 1 ではす ベ 

て 天理に 逆らうて ゐる。 

王 (はじめて 勃然と 愤ろ) や あ、 予を はじめ みなこの a 

は 天理に 逆ら， つて ゐ ると は、 不^の 奴め。 なにが 天理に 

逆らうて ゐる。 


唐敖 されば 風俗 を 同じう し、 文字 をった へ、 おなじ 禹； 

の うちながら 中 SS- にし て 交通た え、 聖人の 道傳 はらず。 

陰陽 § して 女子 權を とり、 衆 陰 あつまって 散 ぜず、 國に 

淫雨 あり。 年毎の 大水 はとり もな ほさぬ 證據で ござる。 

王 や あ、 予を はじめ 此 u の 男 はみ な 女， ぢ やと すの か。 

それに もな にか 證據が あるか。 

唐敖 いかにも、 たと へ 男女 風俗 を かふる といへ ど、 爭は 

れぬ 天性 はか へられず、 男に は 髭 あり。 此 II の 一人の 

子 も IJsI な く、 女子に こ と-^ く liltV: る こそ、 -大性 の 示現、 

いかにす ると も換 へ られざ る 所で..、 J ざる。 

王 (吹 出す) あは、 \ は。. tC 痴 もの 奴が。 それ こそ は！ K 

が 女に たまうた 世に も 不思議の 下され もの ぢゃ。 ひげ あ 

ればこ そ 女 は いとしく 男の 心を牽 き、 -大然 の 和合 をうる 。 

されば i 谷 r!^ より 第 一 にこれ を 整へ、 男に 愛し まれう とす 

るのお や。 取り もな ほさぬ 女の 命ぢ や。 みれば おのれ は 

ぼ、 つ/ \ として 何時 梳り たりと もみえず (廣故 3^ はずお 

のれの 鬚 を なぜろ) 女 だてら の學問 沙汰。 此 II にも あろ 

例ぢ や。 四十にぁまっ てEf^^=ぇもたず.s.oの中にも居か 

ね て さすら ひ 、 邪 說を唱 へて 民の 心 を感は し、 わが 11 本 

を ゆるが さんと は 不敵の 奴め。 この頃！！ 內の女 ども、 と 

も すれば、 不穏の 取沙汰. 畢竟お のれの やうな 奴が、 時 

だ：； い-つれ ラ  ► 

折りに 入 込めば ぢゃ。 我 II は 高 腿大維 王、 國の敎 へ を 建 
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てた まうて より 一 萬 年 男女の別 あきらかに 5^ 臣の分 定ま 

り、 國内 ゆたかに 治まり、 隣邦の 推し 1^1; むと ころと なつ 

て 南方 君子 國の稱 が ある。 お の れ なほ 批判す る 所が ある 

力 

唐敖 (困惑して) さあ その、 それ は …… 

王 たどし 外にお のれが 男と いふ 證據が あるか。 

唐敖 さあ、 それ は その  

王 故 もな く 邪 說を唱 へて 11 土 を 騒がし、 此 II の 民 なれば 

死刑に も處 すべき なれ ど、 中 11 の 民と いひ、 かつ は 女， 

とく 引出して 國 外に 追放 させい。  . 

宰相 は つ、 (進み い て 、 〕 さて 驚き入 つ たる 彼が 陰謀、 か 

るぐ しく 彼が 口才に まど はされ.、 御前 へ 近づけた る不 

肖の 罪、 幾重に もお ゆるし 下さり ませう。 それ 引出して 

役人 どもに おわたし なされい。 

({ac 娥 はっと 立 か、 る。 唐 数 どっかと 庭 上 に 坐し、 は 

ら /、と 悲愤の 浜，^ おとし。〕 

唐敖 われ 、大患の 世に 仕へ、 則 天 后に 世 を せばめられ、 

中頃 徐英 公の もとに、 路賓 王と \ もに 天下に 義を 唱 へし 

も 事 成らず、 路賓王 は 行方 を 失 ひ、 われ はまた 嶺南 にの 

がれ、 海に 漂 ひ、 計らず も 今 また か&る 不祥に あ ふ。 今 

こそ 男子の 亡ぶ る-秋 ぢゃ。 近年 國 朝の 男子、 擧 つて 男子 

の 氣を失 ひ、 娘 佞して 女 寵を競 ふ。 联り もな ほさぬ 此國 


の ありさま ぢゃ。 今 L1 王 惑 ひ 深く して、 我 力に 及ばず。 

所詮 は 聖人の 道の 絕 ゆる 時が きたの ぢゃ。 

(と： く。 王 また 赫 とい かり。) 

王 や あ 女な りと 免せば、 なほ 誹 誇の ロを絕 たず。 此 上は以 

後の みせしめ、 とく 城外に 引出して、 gl 鍵の 刑に 處 せい。 

宰相 はつ。 

(と 領承す ろ。 、、の 時 氣づか はしげ にして ねた 子洋轉 

び 出て、 王の 褪 Li とリ鎚 ろ。 その の、、 なし は くの 

女て ある。 聲も やさしく。) 

林子洋 ， もし それなる は 妾の 身 寄、 どうぞお 助け 下さり ま 

せ。 はじめてお 宫 仕へ する 妾の はじめての 御 願 ひ、 どう 

ぞ御間 屈け 下さり ませ 。 

王 (喜 * ひ \、) はて 妃に は、 はじめて 女らしうな つたな。 

れ S 

林子洋 ( 一 生 懸命に) その 者 は 水 を 治む る 術 を 知らぬ と 

ば 偽り、 妾より よう _論 し、 きっと 治水の こと もさせます 

れば、 どうぞ ゆるして 下さり まし。 

王 (愈 喜び) まことに そちが はじめての 願 ひとい ひ、 治 

水 の 術 も さす ると あれば、 ゆるして そちに ぁづ け れ ば.、 

きっとよう 論す がよ ぃぞ。 その t^Jt の 心 を とれば、 役に 

立つ 者と みた。 

(とこの 時 外の 泣き わめく 聲告： ゆろ、 王、 宰相.^ 

か ヘリみ。) 


I 
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故 子 攻 せ 子 


唐敖 さあ、 私 も 何やら 譯 がわから なくなって しまった。 

た この 上 は 逃る、 だけ は、 逃れて みるば かり ぢゃ。 幸 

ひ 城の 案内 も 略 分った。 折からの 閣を さい は ひ、 のがる 

るなら 今 ぢゃ。 たど、 おみが 足が 立たなくて は  

林子洋 いや、 もうかう なって は 見つけられたら それ迄、 

すぐ 逃げ出し ませう。 

(と 痛み..^ こらへ て 立 上ろ。 唐敖 支へ る。 この 少し 前、 

上手の 廊下から そっと 以前の 貴公子 若 花 忍， ひ 出 て 袖 か 

口  LL もてさいて ねろ。 二人が ゆかう とする の ^みて 前 

へ 出る。 二人 わつ と 脅え ろ 苦 花 手て 制し。) 

若 花 あ もし、 お驚きな されます な。 わたし は 御 二人 をお 

逃し 巾し にきた のです。 

(子；^ みて。) 

林子洋 お \、 あなた はさつ き 御 n: にか \ つた 此國の 太子 

さま。 

若 花 はい (といって 突然 二人の 前 に 跪 づき、 泣いて) ど 

ぅぞ御 助け 下さい まし。 

(とい ふ。 二人お どろ さ "木れ る。 若 花つ 5^ けて。) 

わたくし は 今 身に 迫る 大難が ございます。 どうぞ わたし 

の 侖を お 救 ひ 下さい まし。 

林子洋 (そばに 坐って〕 それ は 何う した 譯で ござる。 

若 花 わたくし は 八： J 淡のと きこの 國の 太子と なり ま し た 


お、、 この 上 は、 かなたへ まゐ り、 自ら 城外に あつまり 

し 者 共へ この をった へ 引と らせん." 

宰相 はつ。 

王 ま ゐれ。 妃、 また 後に ぢゃ。 

(と 下；、 宰相、 はじめ 案内せ し {nc 娥，^ さきに、 廊下 傳 

ひに 人る。 もとにの： リし {S 娥、 妃， 屮助 けて 寢臺 にか 

けさせろ。 子洋 左右，^ か ヘリみ て。) 

^ みなの 者し ばらく かなたに。 

(• 雠，^ 指さす。) 

せ娥 一同 は，" あ。 

(と、、 れも 入る。 小洋 もと 兑送リ て。) 

Jt 先生。 どうか これへ 來て 下さい。 私 は 足が 立ち ま 

ん C 

(つかく と 立 i リ〕 え、 ど、 ？ された のぢ や。 

(：！^. 錄 出して) 先生、 この 足 をみ て 下さい。 

お、。 

(と 手.^ かけて 靴，^ 取らう とすろ。 子洋 あわて- -。) 

林子洋 あ X、 とって はいけ ない。 又 竹 度で 引つ 叩かれ ま 

す。 

なに 竹 度で 打た れ たので ござる か。 

林 子 作 (うな. つ iv) 先生、 これから 何う したら ようご ざ 

いませう。 わし はもう 女に なった のぢゃ ございま せんか。 
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が、 六 年 前に、 まことの 母 はなくな り、 今 西 の 母が" 

父 の ，M を專ら にして、 その 生ませ た 次 の 子に 世 を繼が せ 

んと、 父に たび/ \ の 讒言に、 いろ/ \ の あや ふい 目に 

も あ ひ、 やつ と遁れ て 今日 ま で の 命はノ /さ い ましたが 、 

近頃 父上 はまた その 護 を 深く 信じ て 、 わたくし を 殺さう 

と い ふお 心が..、 J ざり ます。 また 內 外の 11£僕 もみな 西宫の 

お も" 

勢 ひ に 諮り、 一 人 もお 中に わたくし を 助ける もの は、 J さ 

いませぬ。 ， 今日お ほに か k つた 貴方 樣、 この S をお のが 

れな さる、 なら、 何卒 わたくし も 連れて ゆき、 わたくし 

の 命 を 御 助け 下さり まし。 

f と i  V と： く C) 

林子洋 (考 へて) だが わしの 國は、 この 0 と 風俗 かちが 

ひ、 あなた を つれて ゆけば、 女の &を して、 髮 もこの や 

うに 結 ひ、 ハ とわが 頭 へ 手.^ ゃリ) 脚も裹 まねば なります 

まい。 

若 花 お、、 それ こそ はわた しの 願 ひ、 わたくし は 生れて 

より、 ふっと 遠い昔、 自分 は その やうに して ゐ たやう に 

おも はれ、 今が 夢で はない かとお も はれます る。 おの づ 

て 51 

と 女の手 衛を すき， 父上に も 疎まる V も その 爲で ござり 

ます。 今朝 大 唐の 方が みえた とき、 ふと 垣 間み て、 これ 

こそ は、 此 S の 男と ちが ひ、 まことの 男と たヾ お懐かし 

5 存じて をり ました。 御 伴 申して あなたのお 11 へ ゆく こ 


と はわた くしの 喜び でございます。 

(とぃって小^^,^みて恥かしぃ思人。) 

林 小^ ぉ&、 さう き、 ますれば 御迎れ 巾し ませう。 

苦 花 (喜. ひ) え、 あのお 連れ. ト さいます るか。 ありがた 

う 存じます る。 

(とひれ 伏す。) 

林 子^ さう して 此城 をのが る、 に は。 

若 花 それ は 御手び きいた します る (とうな-つき) ぉ&こ 

れは あなたの 御所 持の 品。 

(と 懐から、 短劍， ^出して 波す。 子洋 喜び。) 

さつ キ1 

林子洋 お k 先刻 は、 女と 慮して 収り あげられて しまつ 

たが、 これ さへ あれば、 たと へ 幾人 さまたげても .：：• 

r と拔 いて 手-」 もつ。) 

さあ、 先生、 ゆき ませう。 

(と 立ち また fi ろけ ろ。. A 花と^ 雨 方 i.!:r さ 、 へ る。 

城外の 叫び！^。 またき、、 える。： 二 入 も. リ，^ うか  >  ひ、 

子洋は 靴^ « ぶ 、かけろ。 この 模様、 夜の 女兒^ の！ 

なみ た？ お 割 一!f  , ^ふリ かぶ ぜる。 S3  く 海 が み え X ね る 。 

i きこ K:i リ おのず。 知ら ぜにヾ 切って^ すと。) 

第三 場 船 屮 

*t ん か とも  へ ICS 

舞臺 はすべ てナ、 St の 上、 中央に 艨の 高い： t? 船、 舳.^ 下 


ra';d ケん -| お 
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手に して 帆 1^ あげて つてね ろ體、 上.？ H に は 月が 咬々 

とし， t^gi つてね ろ。 

船 上に は 中央 Li 子 作 もとの 姿に なリ、 胡 坐に ズ、 臺 

附の 1^,^ 乎に しズ ねろ。 右-」 廣敖。 ：れ も； 盃. ^手に 

してね ろ。 その 間に 燕 兄、 洒瓶， ^手に してね ろ。 艫 

LL 多 九 公、 腰かけて 膝.^ 抱へ てね る。 

林子洋 (ES 然と 空 i-e- 見上げ) お 上人な も 唷れて 一 點の雲 も 

ない。 風 は：： 手ぢ や。 あは & 今日は を かしかった な。 丸 

で 夢の やう だ わい。 

叙 全く 夢 ぢゃ。 恐ろしい 惡夢ぢ や。 

多 九 公 全くお 船主が 女に なられた の は 見たかった わい。 

件 十 作 はて、 それ をい ふな。 思うても 氣色 がわる いわい。 

；… さう して 太子 は ど-, } なされた。 

燕兒 へ い、 今 下の 室へ ゆきます と、 ロー 那の 召した とい ふ 

ぉ妃 さん の 藩 物 を ひ とりで 着て r  ノ  /さりました。 

林子洋 はて 5. 飛の はやい。 さう して どうして 又 こ、 へ來ぬ 

のぢ や。 

燕 兒 恥 か しが つ て ノ  /さる やう で す。 

林子洋 お、、 では 多 九 公 これへ よんで きて くれ。 

多 九 公 お、 よう ござります。 

(と 下 へ はいる。 すぐ。) 

さあ、 何も 恥 かしがる こと はない。 さあ 上へ ござれ./ \ -。 


(と 多 九 公、 恥 かしがろ 若 花，^ つれて 上って 來 る。) 

林；. f 洋 お、、 よ- 「似合うた。 今までの 裝 とちが うて 花が 

かん Jft 

に はかに 開いた や うぢ や。 お ヒ髮も むすばれ たな。 釵も 

さ、 れ たな。 はてさう 恥 かしがる こと は.. こざらぬ。 それ 

が こなたの 本來 の裝ぢ や。 

お 花 いえく  (と 子洋 1^ 偸 見ろ やう LL) この 身の 姿は嬉 

し いとこ そお もへ、 ちっとも 恥 かしい と はお も ひませ ぬ。 

た V 今までと ちがうて 何やら 物が 恥づ かしうて (とい ひ 

さし〕 それに 何やら 物悲しうて …… 

(とうつ むく。) 

林ゃ洋 お 、 を さすがに 生れた 0 土す て 、 、 知らぬ 11 へ 

ゆく 門出 ぢゃ。 悲しい も 道理で ござる。 

苦 花 いえ/^ さう では.. こざり ませぬ。 

林子洋 はてで はなに となされ た。 

it 花 あの それ は C とわた リ vi- みズ〕 妾に も わかり ませぬ。 

(と 袂，^ かむ。 多 九 公 側-^ リ。) 

多 九 公 お、、 それ はこの 年寄が いはう。 はじめて 女に な 

t つてみ た 男らしい a- のお 船主、 焦る i に 無理 はない。 中 

國 にもない この やうた 美人、 この 老爺の 橋渡し、 これ は 

是非 こなたの 內方ぢ や。 

麼敖 (うな づき) まことに 不思議の 天緣ぢ や。 こり ゃ老 

人の いふと ほり ぢゃ。 
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？  V 林：^ 林 


唐 数 (沈 翳に〕 - つむ、 まことに 端倪すべからざる は 男女 

の道ぢ や。 私 は 今日の ことに 遇うて、 全くの 物識ら ずに 

なった わい。 宇宙の 大は、 わしの 淺ぃ 問 なぞに は 計ら 

れ ぬわい。 た^ 男女 諧 和の 道 は、 男が C みら しからず、 女 

が 女らしから ずな つ て は 破れ だ わい。 

林子洋 あは、 kx、 何 か k はりの ない^の 上に は その 樣 

な 事 も いらぬ。 わし はまた 男に か へ つ て 女らしい 妻 を 得 

た o( とふと 空に 眼.^ つけて〕 ぉ&、 仙 蝶が また 來た わい。 

月が あまりに あか るいの で 浮れ 出た のか。 おもへ ば 今朝 

わしの 身の ま はりに 舞うて ゐ たの は、 この 前兆であった 

のか。 

(と 左の 手に 盃， もち、 右に 若 花ん， - たすけて 共に 立 上 

る。 大きな 翅の 笑し い 仙 蝶 二 羽 舞 下りる、 子洋 ？^. ^さ 

し 出す。 蝶 酒の 香， 小した つて その 緣に 止ま リ、 交る？ i\ 

欽む。 さう して 喜び 狂 ふやう Li  二人の ま はり,^ 高く 低 

く 舞 ふ。 唐 敷 も 多 九 公 も 立って みる。 子 洋 の、、 リの酒 

-,^ 海へ わけ。 it 花-. i もたせろ。 燕兒 立って きて 酌す る。 

子洋、 更に 蝶.^ みて、 快- ^ げに笑 ふ。 若 花 しとやか LL 

酒.^ のむ、 唐^^鬚.^執リ， 多 九 公と 喜ばしげ にうな づ 

く。 すべて、、 の 模様。) 

I -幕 II 


多 九 公 はてさう きまれば、 こなた は そこへ。 

(と 若 花.^ 子洋の 側へ 押し やる。) 

林： 十洋 はて 珍ら しく 變っ たもの ぢゃ。 したが 若 花 どの、 

わし は さつき女 になって 懲り はてた、 こなた は、 その や 

うな もの をき て 術な うは ござらぬ か。 お、 その やうな 叙 

をして 頭が 重い こと は ござらぬ か。 お、、 耳に 金環 も 下 

げてゐ る。 よも あの 小さな 靴 は 穿 かれまい な。 

若 花 いえく。 あなたが 御 好みな され、 ば、 どの やうな 

事 もいた します る。 

子洋 えつ、 では あの 靴 も 穿いて ござる か。 

花 はい。 

子洋 足が いたみ はなさら ぬか。 

花 いえ、 何の こと も ござり ませぬ。 (と 熱意 こめて) こ 

の やうな こと はま だな こと。 どの やうな 辛い 事 も あなた 

の 御 傍に ゐて すれば、 樂 みで， ございます。 

林子洋 はて、 し をら しい 事 をい はる \  。わし は、 はじめ 

て 女の 心 を 知った。 まことに 男女の 心が 合うたら、 憂い 

も 辛い も理； g はない わい。 

多 九 公 (もとのと ころに 腰かけて ねたが) はて、 やっと 

鉈が もどった わい。 これが まことの 男らしい 男と 女ら し 

い 女の ー對、 年寄の わしで さへ 見て ゐて 小级 味が よい ほ 

ど氣 持が え いわえ。 先生 さ うぢ ゃぁノ  /さ いません か。 


反 黃 粱 (玉 S 


づ  nn  一 

^の 水，^ 泌の 作に 枕 中 記と いふ ものが ある。 これ はか、 

の w,^,  一  生が 一代の 榮 華，^ - みて、 覺 むれ ば- 

黄 梁の 飯が まだ 炊け てね なかった とい ふの て わる。 我- 

國にも n 十く から 傅 へられて * 請 曲の 屮に. t 邯^ の 作 が- 

わ  ハ  てお 名て わろ。  ^^代にはなほォ卢公^^のぉ柯！；^^がぁ 

ろ。 共に 莊 列の ゥ ぁ意談 の 怠. ^おぐ ものて、 所謂 人生 1 

の 想.^ おした ものて ある。 さう L てこの 二つ は 後 

世の 文人の 资 となって、 これらに 傚った 小品 は 多くの 一 

小 》^ の 中に 散见 してね る。 こと LI,„f 顯 ffi のご とき 

は、 1|-^«堂^:*:々の中に、、のニっか採って戯曲としてね 

ろ。 それて これらの 物語りが 1" ど^ 記 小說 S 常^と な 

ろに 及んで、 いっか 枕 中 記の 方に は、 反黄粱 とい ふ も 

のが出來た。枕中っ^^すなはれ黄粱^の反對とぃふのて，. 

わ ろ 。 粱 ^<ク に わ つ て は 、 貧 晚 に ね て 富 « ,^ 夢 み て 、 そ 

の 一 炊 s<„!> なる、、 と I.J- 感悟 する のて あろが、 反 黄 梁 は、.! 

ほ ？"に ねて 贫 ij の 苦 楚,. J-i^ み て 、 了 得する と いふと こ丄 


,T か あると いふの て ある。 この類の 作意 は 元 rs リ內外 

に 域 似の 作意 は 珍しく はない が、 黄 梁 夢から 脫 して 來 

た、、 の 反 黄 梁の 思想に は それらに 比べて、 もっと 哲學 

的て 且つ は 一 段と 深い 暗示が わろ やうに 思 はれる。 同 

時に 原 話の 黄粱 夢に 比べて は ー麼切 S な ものが ある。 

それて 自分 はこれ,^ 戯曲 化して みたの て ある。 なほ： 

の 反黄粱 LL も S 分の 見た 丈け て数篇 わる。 その 中、 淸の 

世 . 满の髟 談の 中に あるが、 最も 自分 S 意，^ 惹 いたの 

て、 材 1 ^これに 仰いて おいた。 無 si それ も 原文 は 数 真の 

小品て、 この 作の 出 所と いふ まて k わる。 大段 はや はリ 

自分の まづ い 創作て あろ ことん 併せて 添へ てお く。 

第 一 景 

正面 白き、、 と 雪の ごとき 壁。 

や V 上手 i リにス 角 形の 大窓、 その 左右に 聯 、上に 額。 

下手 は 幅 1^ 半ばし ぽリ たる 入口。 

や V 前に 蘭，^ 植ゑた 靑磁： '大 鉢.^ 臺の 上へ のせて お 

く。 上^5リ鎖\.、#-れた^;|架、 鹉が とまって ねる。 前 

通り は 一面に 透し 彫の 大 欄間， か 下し、 左右 切 は 大き 

な 柱て 見切る。 (もし 廣 ぃ舞臺 ならば、 その外 はフ レ I 

ム， .J- つけろ) 

大 窓の 前に は 支那 風の 横長の 大旖 子.^ おき、 孫， 尙書、 
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爐門者 


(呼， ひつお、 の 者 心得て 去る。 淸客 元の 席へ か へ る。) 

あ 、 、 最前から 引き つ V いての 賀 の 者 共に 少し 疲れ は 

てた。 しばらく 休息しょう。 

淸客甲 さやう でございます。 今日の 五十の 御賀、 かくま 

で 盛んな 朝野の 御 祝 ひもの、 御 受け 遊ばさる、 ばかりで 

も、 お疲れ は 一 しほ、 しばらく 御 休息が よろしう ござり 

ませう。 

尙書 それにもう わしが. E ら受 くる ほどの 者 も 数 ある ま 

い。 あと は 子供ら に 受けさせよう。 さう 傳 へて 下さい。 

淸客甲 畏まりました。 

(と 一 禮 して 人口 へ は ひろ。) 

淸客乙 (進み出て) まことに 今日は なんと 申す 御 目出度 

い 曰で ござり ませう。 明 公の 御壽誔 はもと より、 しかも 

その 日に あたって 第 一 の 御 孫が 登 龍 門の 第 一日。 旣に五 

人 の 公子 は それぐ 顯要 の 職に つかせた まひ. 今 また 初 

のおん 孫の 御 立身の はじめ。 必ずや 第 一番の 御 及第 はま 

ぎれ ござり ませぬ。 

尙書 (髯. ^撫 て、 輕く笑 ひ) あは k  、幸 ひに して 我家 三 

代 布 衣 無官の 子弟な し、 併しながら、 聖 朝入材 も數多 い 。 

第 一 狀 元は 覺 束な からう。 

淸客丙 (進み出 \^) いえく 和 子の 才識 はな かく 半白 

の 老儒 も 及ばず。 第 一 番の御 及第に まぎれ は ござり ませ 


五十 位、 一品の 衣帶、 寛 然と 腰 してね ろ。 下手 寄 

リ 門下の 淸客、 (文人墨客の 寄食 入〕 £•、 乙、 丙、 丁 袖 

^わ はぜて. H つてね る。 その 前に 赏 鱧の 使者、 さま，.^ 

の 贈り もの，^ の せた ろ壽 卓.^ 前にして、 その 目錄. ^請 

んて ねろ。 ずっと 末座 LL 僕隸 二人 控 へて ねろ。 人口に 

は 、 、なた に 背 1^ 向け て 呼 •  ひ 次 ざ の 役人 立って ねろ。 

吹 打の 樂昔。 

たいや  -V も 

大爺 の 御前に 禀 しあけ たて まつる。 

下の 走狗 仇耀 謹んで 具 ふ。 綵殺十 端、 金 絲帳ー 頂、 金 

一座。 

(と證 み もげ、 一 禮 する。) 

尙書 (輕く 手， ^わげ \ に) 厚く 賜物 を 喜びます る。 仇 公へ 

よろしう。 かなたに 聊か 宴 を 設け たれば、 一献 過して 下 

さる やう。 

使者 はつ、 113 けなう 存じます る。 

(と 拳.^ 捧げて 拜 して 退く。^ 隸 二人、 1 瞳して 進み 

いて 壽 卓の iv、 贈リ もの.^ 手舁き lL して 入ろ。) 

呼ぴ次 ざの 役人 趙學士 大人の 御 使者。 

(と 呼 * ひも. けろ。 ソ 

尙書 まづ 待て、 (と淸 客 甲に) あれ 止めて 下さい。 

(とい ふ。 淸客甲 一 鱧して、 呼. ひつ ざの 者 LL 旨.^ つた 

へ ろ。) 


梁荄反 
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h^o それにつ けても p 當 家の 福祉。 ひとり 三 星 はこの 上 

1 めつ  /,  ■ , 

にの み^き、 五 11 ひとしく こ、 に聚 まると 申さう 力 0 

代に 外に 櫞は ござり ませぬ。 

S 客 丁 まことに、 明 公の 福 は _a ^、海の ひろき に 比し、 壽は 

南山のお しへ なる に 比ぶべく • これ も 偏へ に 御 一代の、 

御； W 瘙の なす 所と も ござり ませう。 

0 つ  ；、 

S 客 乙 いかにも、 あれ 御 k 再し ませ。 瑶池 日 暖かに、 =»條 

風輕 く、 軟 片々 の 金を驟 へし、 天 も 明 公の 此 日に^る 

かとば かりの 好 日。 御賀 び. W. すに 限り は. こざり ませぬ。 

あつ  ，■ 

尙 (うな. ついて) これ も 偏へ に "大恩の 渥き のいた す 所 

ぢゃ。 わし はもと 父の 功に よって 身 をお こし、 中 ごろ 南 

被を征 して 功 あると いふ も、 みな I 亡く も 時の 御稜 威に よ 

ると ころ ぢゃ。 しかも 幸 ひに して 一十 供ら も聖 朝の 見捨 て 

たま はざる ところと なり、 今 また 孫が、 第一 の 魁 元 を？ お 

る こと X もなら ば、 ー1 足 はこの 上 もない。  

(この時もなたにてどっと歡ャ^^^がリ、 吹 打 一 、き は 盛 

ん に なろ。) 

や、 あの 騷ぎ はなん ぢゃ。 に はかに 激 びの 聲を あげる は。 

客 乙 さやう でございます。 多分 今日お 招きの 俳 J ども 

が、 な 科 をして、 來賓の 方々 を 笑 はせ て をる ので も 

ございませう。 

尙^^13 さやう か。 いや.^ さう でもない や うぢ や。 


(此時 吹 打 また 盛んに 歡. ひの 5t もがり、 f;s 客 ¥、 入口 

.,,<リ は ひつて くる。) 

淸客甲 はつ、 御中 付けの 通り、 公子 方へ 申 上げました。 

尙書 お \、 御 苦勞で ござった。 さう して あの 騒ぎ は 何事 

ぢゃ。 

淸客甲 さ、 その 事で. ござります。 今日の 御壽 宴の 日が、 

はからずも 1 の 日に あたり、 明 公の 御 長 孫、 第一 の 魁 

元 まぎれ あるべからず と、 御 来賓の 上席、 李侍郞 公、 自 

ら杯を 執って、 公子の 前に 賀 せられ、 一座 は 狂す るが ご 

とく 喜び の 聲を あげて をる の S  J ざり まする。 

尙書 ； 莞爾として) さやう か。 •：：. それにしても * もう 

程な う 知らせの ある 刻 ぢ やが …… 

淸客甲 さやう で ござり まする。 例の 知らせの 鈴の 音が も 

う， きこえて まゐる ことで ご * さり ませう。 したが、 あの 通 

り、 喧 すし い 宴 會 の 樂音に まぎら され、 、 J  、  i?,5 まで は、 

聽 えますまい。 しばらく あの 樂音を と V めさせ ませう か。 

尙書 あは  >- 。さう もなる まい。 

淸客甲 いやく、 御宴 席に ある 方々 は、 時の s» と は 申 

せ、 多く は 御門 下の 方々、 明 公の 仰せと あって と^めら 

る k に、 なにし に 御 遠慮が ござり ませう。 

淸客乙 さやう で ござります。 しばらく 樂を と^めて、 御 

八 P 孫の 捷を. 報ずろ 鈴の 音 を ま つ 。 これ、 とりもな ほさず、 
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今日の 賀宴 を い やが 上に もよ ろ ， J ばし きも のとなら しめ 

まする。 わたくしが 申して まゐり ませう。 

(と 戸口へ ゆき、 手.，^ もげて 入.^ i ぷ、 呼び 次 ざの 役 

人出る。 淸客乙 旨.^ 含めろ。 役人 1 龍して 去ろ。 吹 打 

止む。 淸客乙 元の 席へ かへ る。) 

尙書 いや それ 程に せず ともよい に。 

淸客甲 いやくもう 刻限で ござり まする。 (と 聞 耳 +4 て 

て) や、 遠くき こ ゆる はかの 知らせの 鈴の 音で は ござり 

ませぬ か。 

淸客乙 (これ も閗耳 たて.^) お、、 たしかに さ うぢ や。 

いよ. /(\ 御知らせ がま ゐ りました。 

请客丙 なるほど 御門 前へ 向って まゐ ります。 

£ 客 丁 お、、 いよ/ \ まゐ りました な。 

(と淸 客た ち 騒ぶ、 立つ。 ： れ：， 1 かぶせて 鈴 旗の 鈴の 音、 

次第-し 近づいて くろ。 同時に 歡聲 盛んにお こる。) 

尙書 (衷心の 喜び.^ もら はして) あ X、 さて は 孫め も 及 

第した か。 

淸客甲 もとよりで ござり まする。 (走って 入口へ ゅ告) 府 

中の 人々 、みな 御門 前 へ 馳せ 出で \ まゐ ると みえます る。 

御免ください まし。 わたくし 共 もい つてみ てま ゐ ります 

る。 

(と 走り出る。 つ いて 他の 淸客 らも 走り出る。 散聲 


また 盛んにお こリ、 近く は 廊下.^ 馳 せちが ひ、 「おめて 

たう。 おもた リ にな リ i した。」 「お目出度う、 お 中り：， L 

なりました。」 と 挨拶，^ 交 はす 聲 する。 尙嘗も 立って 室 

の 中央へ す 、みこれ,^ きいて 滿 足の 思いれ。 吹 打 また 

盛んにお こリ、 淸客 甲、 こ. 丙、 丁 喜色 1^ 滿 面に 漲ら 

して 入って くろ。 入口に は 家人ら、 犇めき 來れる 姿み 

え る 。 ) 

淸客甲 まことに 手の 舞 ひ、 足の 蹈 みどころ を， 烛ら ぬと は、 

この 事で ございます。 わたくし は iH れ てこの 方、 か \ る 

喜び を覺 えたる こと は ござり ませぬ。 

淸客乙 唯今 かなたに て、 お知らせ を 持って まゐ つたる 役 

人 ども は、 旗 を 立て、 お 杯 をた ま はって をり まする。 

淸 客-内 追 ひく 第二、 第三の §ら せ を もった る 者 共 も 

あつまつ てま ゐり ませう。 

淸客丁 彼等に も 御疾ぉ をた ま はり ませう か。 

淸客甲 御 奥の 方々 を はじめ、 府中の 人々、 また 來賓の 方 

方に もお ゆるし を 蒙らば、 これへ まゐ つて、 御 祝 ひ を 中 

しのべよ うとの ことで ご， さいます る。 正 堂へ 御いで なさ 

れて お受け あそばされて はいかに で ございませう。 

尙書 ぁ&、 これ も ひとへ に 聖恩の かぎりな きのいた すと 

51 た 

ころ ぢゃ o( と 感極まって 險 おさへ る) ま づ遙拜 してお 

藉を 申さう。 
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(と 跪ふヽ 北の方.^^51:す.る。 淸 客ら も感き はまって 泣 

く。) 

？ ,5 客 5- まだ 御喜び に それの みならず、 和 子の 才識 拔. 肝と 

は 中せ、 まだ： iruif- の 中の 鼓 幼年、 四十 八 名の 中の 第三 名 

と は、 まことに、 き V も 及ばぬ ことで ござります。 

(^^すて！， L 立 上った る 尙甞、 ふと これ 1^ さ、、 顔色 

か はろ 0) 

尙番 な、 なにと いふ。 

客 S- (心. つかず) まことに 四十 人名の 中の 第三 名、 御 

奥の 方々 にも、 公子 方 もみな 淚を こぼしての 御喜び で ノ J 

ざいます る。 

§  0, 第： 二 名。 

?ぉ{^^乙 さやう でございまする。 又とない 御手 柄。 われら 

はた^ 明 公の 御 福^ の かぎりなき に 、 今更 い たす ば 

かりで ご. さいます る。 

まことに 今夕の 御 si„ 女に は、 更に 第三 名の 張燈を 

添へ、 喜の 御 or あ、 今より その 盛んな 有樣が 押し は 

かられ まする。 

客 丁 まことに 御：：；： 出度い 限りと 中 さう か、 われらまで 

も 今 HI のこの 御せ は、 ； 牛； 忘れえぬ 日と なります。 

J.W 客 3- さ、 御 奥の 方々 にも、 來賓の 方々 にも、 みな 正 堂 

へお あつまり にて、 御 jjj: うけで ござります。 すぐに 御 出 


あそばし まし。 

尙害 第三 名 …… 第一 魁 元で はない とい ふの か。 

淸客甲 はつ、 第一で は ござり ませね ど、 それに も ひとし 

い 第二 一名 …… 

尙書 でも やっぱり 第一 名で はない わい。 

淸客甲 はつ。 

尙害 (总 ぐるし いやう に) わが 長 孫の はじめての 發途が 

第一 名で ない …… その やうな ことがあら うか。 此 度の K 

驗宫の もの どもに も 日頃より 疎か はない 箬ぢ や。 それに 

第三お ……、 えい、 第三 名と する ほどなら ば、 一層、 第三 

十 名で も、 第三 百 名で もよ いわい。 えい、 彼奴ら、 S 

學 道の 大任に ありながら、 迂拙 かくの ごとく、 時務に も 

通ぜ ざる 無 W の 腐 儒 輩、 何の 眼 を 具へ て、 わが 孫の 學術 

かどいで 

文章 を 第三 名と は 鑑定した ぞ。 第三 名 を 以て、 S 途 する 

ほどなら ば、 一 生 を (41 しく 錄齪し て 、 白髮に いたって、 

儘に 遠き 州 縣の知 府知事 を もつ て 終らう わい。 わが 長 孫 

が、 知 府知事 を もって ：：• 彼奴ら、 日頃の 好み を 忘れ を 

つた か。 別して 此程 よりの わが 心づ かひ を 忘れ を つ た 

か。 但し われ を 侮 どる か。 ……、 えい、 聪 ましい。 あの 樂 

を やめぬ か。 えい。 やめぬ か。 えい。 やめぬ か。 

(i^is 客 一同 釆氣に とられて ねたが、 此時 はっと 淸客甲 

は 戸口に ゆき、 At 圖 すろ。 戸口の 人々 散 じ、 吹 打忽如 
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と 止み、 寂と なろ。 淸客甲 元の 席へ か ヘリて 0) 

淸客甲 (おそろ/ \) かなたに は、 あまたの 方々 がお 集 

まりで ございます るが、 いか 申 上げ ませう。 

尙番 えい、 今 不快 ぢ やといへ。 今 は 誰に も あ ひたうな い 

わい。；； a 々に、 g き傳 へて 賀禮の 人々 も あつまり 來 よう 

が、 みな子 供ら にあ はせい。 おれ は會 はぬ わ。 會ぅ てこ 

の 上の 不快 を つのら さう か。 なほ 今夕 の 实も 第一 二 名の 燈 

火 を揭ぐ る こと はならぬ ぞ。 

fM 客 乙 えつ、 御 家門 を耀 かすべき 第三 名の 燈火を も …… 

尙書 おつ、 第一 名た る 元燈を 掲げえず して， 第三 名の 燈 

火 を 掲げえ ようか。 のみなら. す、 爆竹の たぐ ひも、 すべ 

て 喜び を 表する こと 無 s。 たと ひ 1C 宴 は 夜 を 徹する も、 

外に か V やく 燈火 はすべ て揭 ぐるな。 壽 宴の 賀燈も みな 

片付けよ。 

淸客丙 え、 御歸宴 の賀燈 まで …… それ は 又 あまりなる 遊 

ばし 方 …… 

尙書 や あ 不快で、 壽宴 もな にも あらう か。 すべ て 片付け 

よと い へ 。 

淸客 甲 はつ。 

尙書 (前.^ みつめて) …… せめて は 燈火を も揭げ ずば、 彼 

奴等 も わが 心 をし り をら うわい。 (と いって S み) や あ、 

お 主ら、 まだ そこに ゐ るか。 え X、 みな ゆけ/ \.。 


(淸客 一同 はっとぬ 狠へ、 そこ/ .l-i  一  して 入ろ。 

a? 書な ほ 前.^ 睨ん， V 立つ。) 

つれ 

尙書 え、、 試驗官 ども はま だし も、 辛な き は 聖上の 御 心 

あ V つら や 

ぢ やわ い 。 己れ 南 蠻を征 し て 、 炎熱 0 を 焦く が J とき 

中に、 癘、 蛇 と あらそ ひ、 山野 を 走る こと 猿の ごと 

きかの 出 沒自. M の蠻族 ども を 相手に、 轉戰 百：^、 寒 を 

代 ふること 三度、 漸く その 巢窟 をつ くし、 はじめて 功 を 

收 めて か へ りき たれる とき、 聖上に は 階下に W 迎へ ま 

ひ、 畏 けれど、 御淚を 袖に かけ、 深く も わが 勞を^ ひ、 

わが 子孫 三代 は 見捨てた ま はずと 宣ひ しこと、 今 もな ほ 

耳.. 晚 にある に、 それになん ぞ やわが 長 孫 を 第三 名の ま、、 

s^- に 見過した まふ。 か の 時 われ 力 を盡し て 南 蠻を征 せず 

ば、 この K あや ふく、 今 君の この 中 土 を 保ちた まふ こと 

難し。 しかるに JS く 太平に なれ、 E 十く わが 勞を 忘れた ま 

ふ。 かくて は 子孫の こと も 心 もとない わい。 頼む に 足ら 

ざる は、 君の 御心ぢ や。 

(と 激怒して 拳 力 e 捉リ つめて ねたが、 興 齊のほ LL、  LL 

はか LL 眩暈.^ 感じて、 頭へ 手.^ もて、〕 

はて 心 わるい。 に はかに 目 まひ を覺 ゆる。 はて 誰ぞ 居ら 

ぬか。 …： 邊 りが 喑む わ。 

(といった が、 體.^ 支へ か U てパ タリと た ふれろ。 す 

ると 突然 上手、 リの大 窓の 障子す るりと わき、 .ra 髮道 
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装の 老人、 杖.^ た. つ さへ、 忽然と半^=5!.^ぁらはし， 窓 

. ^越えて 入リ きた リ、 尙 書の 傍らに 立つ。 尙書、 ふと 

、心 付. V 、病，^ 起し、 これ 1^ み \ に。) 

やつ、 何物 ぢゃ。 

(と 咎める。) 

^55士 いや 兑らる V とほり の老 道士で ござる。 

尙 害 何として こ、 へ 入って きた。 

(と 立って さっとなる。) 

道士 いや、 今 IT は 公が 五十の 扉 宴、 およろこび を 申しに 

きました。 したが、  <ム に は 何やら 心よ からぬ やうに 見受 

けられ まする。 とかく^ 上の 事 はま、 ならぬ が 常。  <ム は 

もとより 仙 家の 宿 因 あり。 もはや 浮世の 榮華 をす て、 こ 

の 上 は 長生 をた のしみ 給へ。 

尙香 なに 長生 …… 

(とつく？ 4\ 道士の 風貌，^ みて^ すろ：、 ろ。) 

さて は尊逋 に は、 舞き 大 仙の 化 現にお はす か。 

道士  (^みて) いや/ \ さやうな もので は ござらね ど、 

公の たまく 不平の こと ある をみ て、 機緣の 熟せる をみ 

て、 まゐ つたので ご *さ る。 

S あ、、 (客び の^ あげ) 元より 長生 は 願 ふところ、 

まことに をし へ 給 ふか。 

(と 長 招す る。) 


道士 いかにも、 公 は 日頃 心を勞 する こと 多し。 しはらく 

先づ塵 外の 境に 遊んで、 心を泰 ひた ま へ 。まづ こなた へ 。 

(と 道士 再. ひ 窓口へ ゆき、 窓の 上」 立ち、 尙書 招く。 

尙書も 窓 口へ ゆき、 お なじく 窓 の 上へ 立つ。 同時 に 窓 

の 中.^ みて。) 

尙書 やつ、 この 深い 坑は ッ。 

(と 叫ぶ。 道士、 ぱっと 尙 書^つ く。 尙書、 もっと 叫 

んて 窓の 中へ 荡 いろ。) 

道士 往け。 さう して 新たに 生れよ。 

(と 杖 かもち A?-,^ 反して 大笑す ろと、 全景 まつ 暗：， L な 

-ゥぷ ご • 

ると 、闇の 中から 赤子の 生れて る 初聲、 つ  >  いて 泣萆。 ) 

第二 景 

次第に-^-景明ろくなろと、左右の柱と欄間は元のま 、、 

(これ は 以下 景 のか はる；， 母に おなじ) 正面 は 貧家の さ 

まと 變っ てね る。 上手.^ リに 汚れた 布 1^ 垂れた 寢臺、 

下チ LL 入口。 床几 二三 脚と 卓 一 つ、 その外に 目立つ も 

とは 

の もない。 卓の 上に は 粗末な 燈秦、 燈 心が 點 して あろ。 

寢臺に は、 產婦 が^ 1^ 橫 へて ねろ。 傍に は、 產婆 がう 

しる 向きぐ、 赤子 LL 產 つか はぜて ねる。 赤子の 泣 

つ 5/ く。 外 は 冬の 夜、 時々 風 S 昔が， -V: 、ゆる。 

產婦 (少し 首ん わげ ズ) 小母さん。 小母さん どうして そ 
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の 子 はさう 泣く のでせ う。 

産婆 さあ、 私が 抱いて in 揚を使 はせ てゐて も、 手 を もが 

いて、 さっきから 泣きつ ヾ けて ゐ るよ。 まるでな にか 氣 

にいらぬ ことで も ある や、 つ だよ。 

産婦 どうしたんだ らう。 みんな はじめて 生れる 子 は、 そ 

ん なに 泣く の。 

產婆 なに、 こんな 冬の 晚で、 お腹の 中から 出て、 寒い の 

だら 、つよ。 今ぢ きに 泣き止む だら うよ。 心配し ないで お 

いで。 

(と 產， 1.^ つか はぜ 終って、 裩袍へ 包みながら。」 

それ、 暖 たにな つた ぞ。 暖 たにな つた ぞ。 もう 泣くな よ 

泣くな よ。 あれ、 まだ 泣き やまない ね。 まあ、 だが！ S 愛 

い 子 だよ。 それ ごらん。 

(と產 の 傍へ つれて ゆく。 產婦 みて。) 

產婦 まあ、 これが 私の 子、 抱かして 下さい。 

產婆 さあ/. \、 あんまり 泣く から 乳房 をく、 めて やる が 

い ぷ。 

(と 抱 かぜる。 子： さやむ。) 

產録 まあ， この 子 は 泣き やんだ が、 口 をふさいで 乳 を 含 

まう と はしません よ。 まあ どうしたの だら う。 

產婆 どれく、 成^、 なに ぢき にお g がきいて くると 吸 

ひつく よ。 まあ. K 常にお 前、 手柄 だよ。 こんない、 男の 


子 を 生んで、 今に 陳秀 さんが 歸 つてく ると どんなに 喜ぶ 

か 知れない よ。 

產婦 小母さん。 どうも この 子 はへん だよ。 どうしても 乳 

房 を 吸 はう としない。 もし か 何 かの 生れ 代り. ち あやない 

かしら。 

產婆 なんだ よ。 氣 味の わるい。 そんな こと をい ふ もの. ぢ 

や あないよ。 

產婦 でも 小母さん。 私、 子供の 時に、 わたしの 村で みた 

ことがあ なの だよ。 生れ 代って きた 子が、 前生の こと を 

よく 知って ゐ たの。 その子のお 父さんが、 隣の 村の ある 

人に 金 を 借りて ゐ たの。 すると その 人が 死ん でし まつ 

て、 その 家の人 も 誰も 知らないので、 い- -幸 ひに して ゐ 

ると、 その 人が、 貸金 を 促り に その子に なって 生れて き 

たの だって。 その子が やがて 死ぬ とき さう いふと、 お 父 

つさん は、 心して、 坊さんに なった。 それで わたし も 

その 人 を 見て 知って ゐる。 この 子 は、 もし かわた したち 

を闲ら せに 生れて きたの ぢ や あな いかね。 

產婆 なに をい ふの だよ。 そんな ことがある もの かねえ。 

產 tw でも こら、 こんなに 口 をし めて どうしても 乳 をの ま 

5 としない。 ::: 小母さん、 わたし ほど 不運な もの はな 

いのよ。 四 年 前の 大 飢饉の 時に、 家中が つてた、 つとう 

わたし は 賣られ て、 惡ぃ 奴の 手に わ たり 喰べ られる こと 
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にな つたの。 ある 旅舍の 裏手で 妞 板の 上 へ 載せられて、 

を 上げて 泣いて ゐ ると、 陳 1^ さんが、 T 度 居 合せて、 

わたし を laf つて この 村へ かへ つてき たの。 それで また そ 

か ヘリみ ち おひ ュ>-  も \1 で 

の 歸途 で强盜 にあって みんな 資本 を とられて しま つ た 

の。 この 村へ かへ つて 陳秀 さん は 日 雇 をし てゐる けれど、 

これから 先、 どうなる の だら う。 

0 だれも；： si- の 中には、 いろく 苦勞 する もの だよ。 

こんない 、子が 生れた のに そんな こと をい ふ もの ぢ や あ 

ない よ。 

でも この 子の 運が い、 かしら、 さっき 產れ ると き、 

私 は. ゆ 中で ゐ たが、 ぴ ゆうく 風り 音が して、 尾根の 上 

で- -., が啼 い てゐ た。 あれ は 大變、 緣 fe がわる いの だって 

い ふぢ や あない か。 

0^ そんな こと はない よ。 わたしに はき こえなかった よ。 

^-^ たしかに 啼 いて ゐ たよ。 

(：s^、 風の^；ば、 一き は 烈しくな ろ。) 

あ 、 、又 M だれえ" 陳秀 さん は 今夜 歸っ てこない だら う。 

產婆 どこまで いったの だえ。 

0 曰 «g で IW はれて、 三日 泊り のと ころまで いったの だ 

よ。 今日 かへ ると こなの だけれ ど…… 

0 もうお そいから 明日 かも 知れない ね。 

あ、、 外 は 風が 寐 いからね。 


產婆 それでも 家に 米 も、 薪 もあって よかった ねえ。 

產婦 ぁ&、 わたしが 生む の は 知れて ゐ たけれ ど、 丁度お 

金がなかった ので、 三日 泊り の 用 を 云 ひっかって、 それ 

で、 米と 薪を廣 いて 出て いったの だよ。 

lit. 婆 うむ、 さう かい。 深切な 入 だね。 

產^ あ i、 もとは あれで も學 S をした 人なん だって、 や 

つばり 不運な の だね え。 …… あ、 なんだか、 最 がして 

きた。 

しゃべ 

產婆 あ、、 お まへ、 さっきから 少し 饒舌り すぎた からだ 

よ。 少し 氣を おちつけ なけり やい けない よ。 

產 おや、 この 子 は、 乳 を 吸 ひ はじめた よ。 

S ほれ、 ごらんな。 つまらぬ 氣を 接む もの ぢゃ あない。 

…… おや、 誰か、 きた やう だ。 あ、 陳秀 さんが 歸 つてき 

たの だね。 

(と 戸口へ ゆく。 戸口 ひらいて 陳秀 出ろ。 年老いた 男 

\ 、わる。 粗末な 旅裝、 笠， ^たづ さへ てね ろ。〕 

お \ 陳秀 さん。 よく 歸っ てきた ね。 ま、 お喜び。 生れ 

たよ。 く。 

陳秀 おつ、 これ は 小母さん。 私 もさ うだらう とお もつ 

て、 あんまり 寒い から 雪になる から、 泊って いけと いふ 

の を 振き つ て歸っ てきた。 さう して 何時 i^. れ ました。 

產婆 たった今 方 だよ。 さう してお 喜びよ。 男の子 だよ。 
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睐秀 え、 男の子。 あ、、 さう でございます か。 

產婆 まあ、 それに なんてい 、子 だら う。 さ、 早くい つて 

みて ごらん。 

陳秀 え、 もう 見て ようご ざいます か。 

產婆 まあ、 お前さんの 子ぢゃ あない か。 

g 秀 え、 お前さんの 子 …… あ \、 わたし はこの 年に なつ 

て、 はじめて 子 を 持った の だ。 (とうれ しげに 笑 ひ) では 

みせて もら ひませ うか。 

(と 寢鎏の 側へ よる。) 

產 M  (や V 首，^ あげ ズ) あ \、 お前さん、 よく 鼸っ てこ 

-っ 乙. こ 0 

"レ IMi/ ォ 

陳秀 お、 どうした。 男の子が 生れた の だな。 

產婦 あ \、 ごらん、 この 子 だよ。 

陳秀 どれく。 (と 抱き わげ ろ) お X、 い、 子 だ。 い、 子 

だ。 これ は 小母さん、 い 上 十 だね。 

產婆 ぁ气 ぃ&子 だと も、 額 も ひろいし、 耳 も 大きい。 

い、 相 をして ゐる。 今に 出世す るよ。 

陳秀 ぁ&、 全くい k 子 だ。 

產婆 しかもお 前さん に、 宛然 だよ。 ほれ、！： H つきと いひ、 

鼻つ きとい ひ。 

陳秀 え、、 似て ゐま すか。 えへ、、 なるほど、 あは、。 

これで 先祖の あと も繼 がる。 小母さん。 わたし も、 貧乏 


な 家へ 生れて、 自分の 家 を 興さう と、 少し は學問 もした 

が、 運が わるくて、 中年から 商 入に なった。 それで 女房 

も 持てず、 年を老 つて 女房 を 持つ と、 少し は蓄 めて あつ 

も *J で 

た 資本 を 失って しまった。 これ (と 赤子に) お前 は 出世 

しろよ。 出世し ろよ。 あ、、 小母さん、 全く 似て ゐる。 

まったく 似て ゐる。 これで おれの あと も出來 た。 だが、 

おれに 似た の はい、 が、 大きくな つて、 己の やうに 入の 

やと ひ  >  3 

傭に なって 了るな よ。 あは、。 

(この 途端、 赤子 またけ た.. - えしく 泣 さ 出す。) 

ぉトく 泣くな く。 おやこい つ 不思議 だ。 もがいて お 

れの 手から 飛び出さう とする。 お 父つ さんだ、 お 父つ さ 

んだ。 ほうれく。 

(と兩 手て 腰.^ か  >  めながら 持ち あげる。 赤子ます 

泣く。  景 次第に 暗くなる。) 

第 三 景 

再び 明ろ くなる と、 上手 LL 家の 橫. ^みせ、 ： 止 面に？ 55。 

簾.； ^ かけて わろ。 つ 1^ いて 下手へ 正面. ^みせた 建物 

中央に 出 人口、 上に 衬 塾の 二字.^ 橫 書し 乂 おろ。 つ， ゝ 

いて、 おとへ 下け て 門。 門の 扉 は、 格子に なって、 外 

が 一いて みえる。 この 門の 側 i リ小 川、 それ *J 'へ， たて 

て、 ^柳 桃花の 衬.^ みろ。 下手 前 は、 おなじく 川，^ へ 
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だて 家の *?。 これ LL も 桃花が 花ん， - つけて ねろ 舞 

^前 はお、 fj..v 、と <、，C1I、 梨の. X 木、. 《! い 花. つけて、 

軒ん 蔽 うてね ろ。 その 下に は- M 石の 妣_椒 の やうな 卓 1^ 

屮 にして 陶器の 達が 二つ n 一つ 掘 ゑて ある。 扉 口の そば 

に 空^ 仰いて 李 龍 立って わろ。 二十 八 九 歳、 儒 巾、 藍 

0, 色. R く J» 象髙 くみえろ。 かの 孫尙 書が 生れ 代った 

姿て わろ。 

まじ H 

I あ、、 また あの 幻が みえて ゐる。 あの 妖道 人め に咒 

ちんか 

はれて、 陳 家へ 生 を かへ たと き、 聲を ffi らして 「おれ は 

孫- 3 富 だ。 妖^3人の爲にぉとし入れられた。救へ 、救へ 。し 

と 叫んでも、 人の 耳に は、 たに 泣き叫ぶ ときこえ るば か 

り、 はじめて 父の 手に 抱かれ、 储ェの 子と 知った とき、 

身 をす て、 死なん と あせっても、 かな はず、 むなしく SSi 

曰 をす..、 J す 中、 は やわが 元の 骸は そこな はれ たる を 思 ひ 、 

京 畿の地 は 遠くして 歸 るべ からず。 …… はや 一 一 十八 年、 

三た び ハ乂を 失 ひ、 二た び 母 を 代へ、 今 は 村 塾に fS 童に 書 

を敎 ふ。 赛 光の 逃， きたる ごとに、 かの 五十の 壽实の 曰 を 

思へば、 恍 として 夢の や うぢ や。  あ \、 もう そのこ 

と は、 忘れて ゐ る害ぢ やに。 

(と 恨 然とす ろ。 この 時 上手の 簾.^ わけて、 妻の 朱 氏 

額.^ 出 マ。) 

朱 氏 もし、 を こで ござります るか。 


X  (振む いて) お \ 、なに か 用 か 

さつ S 

朱 氏 いえ、 用で は ござり ませぬ が、 先刻から 何 をな され 

ておいで なさる やらと おも ひまして。 

李 龍 あは \、 あまり 春の 日の 長閑な に、， つつと りと して 

ゐ たばかり だ。 お前 も 用がなかったら、 こ &へ來 い。 

朱 氏 はい。 

r と 簾. y 下し- やがて 中央の 扉から 出て くる。 二十 一二 

四の 美人。 手 に 赤子.^ か、 へて 出る。) 

まあ、 今日は 長 M で、 風 もな く、 何とい ふよい 日で. ござ 

まぶ 

いませう。 向 ふの 山が、 しい ほど、 光って みえます る。 

(と 二人 立拉ん て、 向 ふ.^ みろ。) 

0  (赤子，^ みて) お、、 坊は 今ね てゐ るの か。 

氏 まあ、 よ、 つねて をり まする。 

龍 ぉ&、 さう か。 

氏 まあ、 ( と 四 逸 か みま はし て ) 今日は 城內 の 人た ち は 、 

袂を つらねて、 野に 山に 出て、 遊んで ゐる ことで. こざり 

ませう。 

李 龍 うむ、 (と 111;- 暂 に) お前 も 行って みたい か。 

朱 氏 . (に はか LL 夫の、 心.^ 覺リ て) い &ぇ、 私 ども は、 田 

舍にゐ る Ei に は、 この 春の 光り を かう して 家に ゐて知 

る ことが 出來 まする。 

李 能 (ひと.： r- つぶやく ごとく) いつまでも おれ も、 村 夫 
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子で はゐ ぬ。 お前 も それ を 待って ゐる。 es も それ を 侍 

つて ござる。 おれに も 子が 生れた。 今年 は、 せめて 及第 

する であらう。 

ぜ 

ォ氏 まあ、 さ、 つお 急き なさる こと は ございませぬ。 わた 

し は、 かう して 暮 して ゐ ますれば 、 仕 合 せ で.. - /さり ます。 

© し い 巾に も あなたの やうな 夫 を もち. かう し て 可愛 い 

者 も 出来た の で ) J ざ い ます も の 。 

李 龍 あ、、 おれ は、 © 家に 育って、 晝は 餅を資 り、 夜 は 

書 を 請み、 時には 夜讀の 油に 事 を かいて、 土地 % の常燈 

明の あ s^: り を 借りて ゐたを * お前の 舅， 御に 見出され、 や 

ゃ讀書 の り をえ て、 お前まで 妻と して 下された。 せめ 

て は 一度^に 出よ-つと、 志 を： s まして みても、 度々 の 試 

驗に まだ 及第す る ことができぬ。 お前 も、 舅 御 もさ ぞ齒 

が ゆいこと であらう。 

朱 氏 まあ、 何で そんな こと を 思 ひませ う。 隨分 頭が 白く 

なっても、 なほ 年 を いつはって、 童 年の 試驗 をう けて ゐ 

る 入 も 多い とのこと でございます もの。 まだお 若い ので 

ノ J ざ い ます。 お 急ぎな さる こと は ございますまい。 

李 龍 だが、 おれ ももう 三十 だ。 隣の 陶 氏の 子 も、 この 

まで は、 子供で あつたが、 もう 今年 は、 丁年で、 おれと 

一緒に 試驗を 「けた。 しかも 家 富み、 あまたの 館 g を 邸 

へ 招いて、 制 13 にす ぐれ、 秀才 だとい ふこと だ。 おれ も 


城內の 試驗 場で 出 あうた が、 中々 に 侮れん。 それに 城内 

にも 今年 は あまたの 秀才が 出た …… あ、、 たった 一変、 

及第 すれば よいの だ。 それから のこと は、 おれの 伎 俩 に 

ある。 知事と なって 治鎮を あげる も、 台閣に す >ん でお K 

理の才 をみ せる の も …… あ、、 たに 一度の 及第が、 難い 

の だ。 これ を 通らねば、 みな 畫餅 だ。 一介の 令と さへ な 

る ことが 出來 ぬ。 

朱 氏 ぁ&、 ほんと に それ をお も ふと、 あれほど、 .一 化は更 

たけるまで、 御勉 をな さって 御 及第がない かとお も ふ 

と、 た^それ がお いとしう ございます。 

(とさし- フっ .J^  く。) 

辛 龍 あ k、 それ も 是非がない。 おれ は晚學 で、 十分な 時 

とてもない。 

(と 来 氏ん. 顧み、 つと その 面. ^みて。) 

あ、、 それにしても、 おれ はお 前の 舅 御の 世話に ぁづか 

り、 お前 ゃ娶 つた も、 や 丄|?書の：^^りをぇて 一度 世に出 

ようとい ふ 心に 外なら なか つた。 それ を やさし いお 前の 

やうな 妻 を 55 て、 おれの 半 4H の 不遇の 中に も、 うれしい 

仕 合せ をえ た。 

(と. ちっと-ての W へ 手, 6- かける。) 

朱 氏 (泣いて) なんの、 わたし は 先の 連 あ ひに 別れて、 

やもめ 

寡 5! でゐた を、 緣 あつ て あなたの やうな お 人の；^ となつ 
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て、 子まで もった は 嬉しうて なり ませぬ。 どうそ 見す て 

ずに 下さ ノ まし。 

S つと 

S あは k 、(と 强 ひて 笑 ひ) おれの 母 は 三度 夫 を 代へ た。 

それ も 私 を ふ爲 であった。 さう して 育った おれが、 な 

ん でお 前を兑 捨てよう。 お前の やさしい ^11; 節が た V うれ 

しい。 

(朱 氏 無 首に^く。 本 龍 話頭，^. A へ て。) 

あ、、 つまらぬ こと をい つて、 お前 を 泣かせた にす ぎん。 

…… さう いへば、 お 父つ さんが、 この 十 ほば かり 見えぬ 

が、 どうしたの であらう。 

朱 氏 さう で ノ  J ざり ます。 多分 急が しいので ございませう。 

いや、 三日に 一度 はみ えたお 父つ さんだ。 あとで 已 

がいって みょう。 ま、 もうい > -。 今年 は 及第す るか もし 

れぬ。 此 f いうた 朝廷から この 州へ つか はされ た學道 

は 今の SHi だとい ふこと だ。 或は おれの 文章 を拔か る X 

かもしれ ない わい。 

朱 氏 まあ、 さうな つたら 嬉しい ことで ございませう。 

李龅 ぉ乂。 

(この S. 小川の 向 ふへ 下手から、 李 龍の 朋友、 潘進、 

出ろ。 や、 態度に. 滑稳 なと、、 ろが あろ。 手に は ーぉ.„^持 

つてね ろ。 すぐ^ 飽.^ みかけ 川 向 ふから 聲， ^かける。) 

潘進 ぉ乂、 李 君、 家に ゐ たね。 や あ、 奥さん も、^ 溺で 


した。 

李 龍 (心 付いて) ぉ气潘 IT よく 來 たねえ。 

潘進 いや、 今 H は あまり 天氣 がい k ので、 南郊 は 城內の 

すべた 共が 押出して 一杯 さ。 それで 雜沓を さけて、 この 

北郊へ、 君を訪 はう と 出て きたの だ。 

李 龍 さう か、 さあ 入って くれた まへ。 

潘進 ありがたう。 

(と 門の 方へ ま はろ。) 

(李 龍に) 御 書齋へ 御通し 申し ませう か。 

いや、 却て こ、 が 霽れぐ してよ からう。 

では 御茶の 支度 を し て まゐり ませう。 

(と 扉 口 へ 入る。 同時に 潘進 門，^ もけ て 入 らうと し 

て、) 

おや、 この 門 はし まって ゐる。 明けて くれた まへ。 

お  > -、 さう か。 

(と 開けろ、 潘 進入って。) 

あは、、 この 好 日に 閉戶 先生と は 驚いた ねえ。 

あは X、 おれ を 訪ねて くる 人 はない。 

ところが おれが ある。 

まことに さう だ。 よくき て くれた。 さあ、 かけて く 

〈 

ありがた 5。 
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(と 二人、 驚へ かけろ。) 

李 龍 時に 城内に は、 か はった こと もない か。 

潘進 さあ その 事 だ。 喜びた まへ。 今日 あたり は、 及第の 

進士 の 名が？？ 表に なり さう だ と い ふ 事 だ 。 

李 龍 なに 今 H あたり 發ー になる。 …… さう して 君 は、 又 

- つち 

どうして 家に ゐな いの だ。 

潘進 あは \ 、は、 おれ は 落第に きまって ゐる。 また 落第 

0 も 

して くれな くって は、 闲 るの だ。 今度 落第したら、 親父 

も 諦めて、 もう 進めまい。 …… だが、 君 は 今年 こそ 及第 

だ。 この 州の 名士で、 文章 學衛、 鄉黨の 冠たるお だ。 そ 

れが 今まで、 平凡 唐 俗の 宗師學 道 どもが、 この 州へ 派遣 

せられて ゐた。 それで 君 も 志 を 得なかった の だ。 それが 

今度 は、 この 州の 先悲 で、 淸 胺の聽 えの 高い 柳 公 だ。 し 

かも 祈 頃き いた 所では、 君の 名 を 知って、 この 州へ 來る 

と 第 一 に 口にして ゐ たとい ふ. S しだ。 今度 こそ この 州の 

第一 の 魁 元は 紛れない。 それで 今日は 知らせ 旁、 祝に き 

たの だ。 

李 龍 あ X、 ありがたう。 しかし 今度 は試驗 場で、 に はか 

の 腹痛で. 十分な 考慮 を す 、 .1 とも 出來 なか つ た。 

漆 進 なに 君の 才識を 向 ふ で 知って ゐ て くれ てゐ るの だ。 

さう して 州の 先輩と して 君 はるのと ころへ 名刺 を呈 した 

らう。 


李 龍 いや、 しなかった。 おれ は、 いつもた^ 試驗 をう け 

る だけ だ。 

潘進 うむ、 さう か。 (と 一 寸喑ぃ 額，^ したが) 却って その 

方が、 淸康な 柳 公に はむか へらる \ たらう。 …… おれ は 

君 も 知っての 通り 商家の ifj れだ。 それでな まじ ひに 童子 

お ま。 

の 試が 通った もの だから、 親父が に はかに 力 味 だし、 家 

門の 譽れだ のなん のとい つ て 館 師を雇 ふ やら、 大 さわぎ 

うや 

をして、 おれ を 老爺 大入 にしようと 骨 を 折って ゐる。 と 

ころが おれ は il.. れつ いて 商 ひが 好きだ。 南 船 北：：！ il 到る 所 

で、 女を賈 つて、 金 を 儲ける。 それなら 人後に 落ちない 

つもり だ。 い つも さう して 飛び出す と 述 れか へ つ て來ら 

れて、 制藝 の、 なんのと、 七む づ かしい こと を させられ 

て、 泣いて 頼んでも きかれない。 第 一 おれが 萬 一 、 及第 

して 州 のん P か、 知事に でもな つてみ ろ。 奸 通の 婦が 別. お 

で、 乙な 流 でも しられろ。 すぐにく た/ \- になって、 

あべこべに 亭主 を， iS してし まふ。 家門の 譽 どころ か。 飛 

ん でもない こと だ。 親父 は そこへ 氣 がっかず、 不孝の 子 

の、 親の 心 子 知らず のと、 泣いて きま はるの だ。 人の 

子の 擧っ て宫 とならう とする の は、 今の 11 家の 通弊 だ。 

…… だが、 君 はちが ふ。 君の ごとき 人 をして はじめて 官 

となす ベ しだ。 の 雄才を - J んな邊 31 な 州の 片田 <|« へ 埋 

めて おくと いふ ことがある も の か。 おれ は 諸 州 を 歩 い 


！!? ■Jf 反 


281 


て、 多くの 名士に 接した が、 fl^ ほどの 者 はない。 それで、 

いつもお の 名 を舉げ て、 11 輪 文章 を 話す と、 みな 敬 を 表 

して わが 州の 人 ある を ft んで くれる の だ。 おれ は 落第す 

るの は、 あたり 前 だが、 君 はどうしても 今年 は 及第 させ 

ずに はお かないの だ。 

i ありがたう く。 おれ を 知って くれる 者 は 君 だ。 

が さつ 

潘進 (はらく とおち ろ 泥ん 拂 つて) おれみ たいな 我 殺 

な 奴が、 どうした ことか、 君の 知遇 を 受けて 友た る こと 

久しい。 さ 5 してい さ、 か 君 を 知って るつ もり だ。 

(といった が、 ふと 思 ひ 出した やうに。) 

ぉ&、 さう. た。 おれ は 城内で、 を かし な^をき いたが、 

お 露 御さん のこと は、 本當 かい。 

S  (はっと 驚く) なに、 お父さん のこと。 いやな にも 

知らない。 この 二三 日 あはぬ ので 心配して ゐ たが、 どう 

かした のか。 

潘進 なに、 なにも 知らない。 それ は 可笑しい。 實は ：：： 

(と なす V め fs うとす ろ 途端。 朱 氏、 茶器,^ たづ さ 

へて 出る。 潘進 LL はかに 口，^ つぐん \ 丄ん， つ。) 

朱 氏 (茶器，^ 卓へ おいて) まあ、 どうぞ 御 下に。 

潘進 ありがたう ございます。 では 御免下さい。 

(と W びかけ， 0  0) 

朱 氏 なにも 田 <in のこと で、 おかま ひ 申せません が、 どう 


ぞ、 御 ゆっくり。 

(といって  一^して 入ろ。 それ. 送って 何か考 へて 

ねる 0) 

李 龍 ー體、 お 父つ さんが、 どうしたと いふの だ。 早くき 

かせ 給へ。 

潘進 成程、 失敬 だが、 奥さん は 美人 だ。 わけて この頃 は、 

一段と、 氣 高い ところが 出て、 縹 致が まされた。 

李 龍 潘君、 なに か、 •； 要に 關 する ことか。 

潘進 うむ、 (とうな づ いて、 s^^w 君 も 城內に 兩冀虎 

ならす もの  K- つて 

とい ふ 破落戸が ゐ るの を 知つ てゐる だら う。 有名の あば 

れ 者の 上に、 親父が 巡 撿の官 にゐ る。 それで 勢 ひに 乘じ 

て亂 暴して ゐる。 仇： ja の 通り、 虎に 翼 を 添へ たやうな 奴 

だ。 ところが， そいつが 奥さんが、 まだ 家に ゐた 時分、 

妾に よこせと いった。 

李 龍 それ は 知って ゐる。 お父さん は、 それ を 担んで、 わ 

たしに 添 はせ たの だ。 

潘進 さう だ。 それで、 あいつ も その ま、 になって ゐ たが、 

近頃 奥さんが、 家へ か へられた ところ を 垣 間み て 舊病再 

發 したの だ。 それで、 舅 御 を よんで、 君のと ころから 

かへ して、 よこせと いったら しい。 無論 そんな こと を 舅 

御が きかれる 譯 がない。 すると、 兩冀 虎め、 拳 を 振って、 

舅 御を撲 つたと いふの だ。 
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s なに。 

(と 額 巴が か はって 立 上ろ。) 

潘進 無論 大した ことで はない。 » 御 も 店に は 出て ゐるゃ 

うだ。 それに 長者の こと だから、 君に 知らして 心配 を か 

けまい として ゐられ るの だ。 おれ は 無 sEP つてる こと .1 

委しく きかう として、 却て わるい こと をい つた。 

李 龍 いや、 そんな こと はない。 …… だが、 妻に はき かさ 

ぬ 方が い、、 心配す るから。 あとで 君と 城內 へいって 樣 

子 をみ よう。 …… それにしても その 兩翼 虎と いふ 奴 は、 

父の 權に 傲つ て 不埒な 奴 だ。 兩 度まで この 無. 1 を敢 てす 

るタ …： 

き.？ 

潘進 それに つ け て も、 君が 一 たび 及第し さ へ すれば、 & 奴 

ら はもう 息 を ひそめる の だ。 文 場に 苦しむ 豪傑の 士を知 

らず、 い たづら に 落第の 秀才と 侮 どって、 かくの ごとく 

なの だ。 それ も 彼奴ら が 思 ひ 知る 日 もこの 一 兩 曰の 中な 

の だ。 

李 龍 うむ、 (とや、 快 i げに) 願 はく はさう ありたい。 今 

年の 文 場に は、 惱 みはあった が、 Ellefi- 心を盡 してい さ \ 

か 恃む所 も ある。 …… 

(この 眸 遠く 鈴の 昔、 潘進聞 耳た て」。) 

潘進 や、 鈴の 一 W だ。 やつば り 今 曰だった の だ。 (といって 

門口へ 出て) おい、 いよく 中った。 いよく 中った。 


この あたりに 外に 試驗 をう けた 者 はない。 鈴の 音が この 

村へ 人って くる。 此方へ 向って くる。 (とすぐ 引返して 李 

龍 LL) おい 君、 いよく 中った く。 

(と 躍ろ。) 

李 龍 (さすがに 躍に 傑へ.^ 帶 びて) いや この 村に は、 お 

れ ばかりで ない。 隣； 豕の陶 氏の 子 も ある。 

潘進 お」 隣り の 靑ニ才 か。 あんな 者、 去年 はじめて 童子 

の 試が 通 つたの だ。 しかも 州の 勢" に M 託する と- J ろが 

あつたと いふ fh^ だ。 あんな 奴が 中るなら、 I； は！，：； 論の 

こと だ。 

(この 中、 鈴の 昔、 烈しく い i(< 近くなる。 潘進か 

け i はって、 戸口 へ ゆき。〕 

潘進 奥さんく。 李 君が いよく 中り ましたよ。 中り ま 

したよ。 

(と 叫ぷ。 戸口,. ^ひらいて 朱 氏 出ろ。〕 

朱 氏 はい、 きいて をり ます。 ほんと でございます か。 

潘進 まあ、 おき >1 なさ い。 こ、 へ 今き ます。 

朱 氏 おう。 

(と f*!< めく やう に 階... 下リ る。) 

李 龍 (正面.^ みて) あ. ^愈、 待って ゐた 時が きた か。 (と 

朱 氏に) 祝纖 にやる 金が、 今あった か。 

え】 ん. ややく  1 

朱 氏 (懐 f* リ 巾着，^ 出して) はい， とうから にして 


mw 义 
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おきました。 

(と 出 マ。 ^6.|1それ."^みて思はず、 二人^み あ はぜて 

無ー！-£に^^£^マる。 潘進 それ，^ みて、 拳て 淚， か はら ひ。〕 

$ さあ、 もう そこへ きた。 門 を 一 杯に ひらいて、 出迎 

へ ませう。 

(と 辛^ 夫 おして 門のと ころへ ゆ さ、 李 龍 夫婦 は 

§： の 上手に、 潘進は 門 1^ 押 ひらいて 下 \4 ^に 立つ。 鈴の 

昔い i/. 、近づき 上手から 「捷報 貴府 老爺. 陶充。 高 

中 第二； 十二お 亜 元」 と 二 行に かいた 权，^ かつ AT、、 

振って 三人の 報 喜の 卒、 出る。 潘進 は迎へ i うとして、 

はず 字-,^ みて はっと 下る。 夫 も 思 はず 一歩 出る。 

卒は 門へ 入らず、 前，^ とほる。 一； 一入 棒.！ 乂 して 见送 る。 

卒 はこれ，^ 知らず 額に 鈴，^ 1? らしな から、 川， M ふ，^ 通 

つて、 隣家の 墻へ かくれる。 やがて 隣家に わたって わ 

つと？ せびの 1^ あかろ。 それに 交って 「おめて たう。 お 

屮リ になり ました。」 「お. S てた う。 ぉ中リ になり まし 

た。」 とい ふ 5?- 女の -碌高 に挨 接.,； か はす 苺が さ、、 える。 

一二 人の 頭 は 次 Li うなだれる。 潘進 たまらず。) 

S なに、 なに、 まだ 失望す る こと はない。 報吿 人の 奴 

等 は、 祝 の へ さうな 所 へ 爭っ て 先 へ とび 出す の 

だ。 まだ ？屮 ： 報、 第三 報 も ある。 まだ 落第と はき まらな 

い。 さう だ。 お \、 あの 報告 人の 奴等に きけば. わかる 


わ。  一 寸き いてく る。 

(と 門の 外へ かけ 出て、 隣家の 方へ 入る。 朱 氏、 李 龍 

.> ^みて 鎚 つてた まらず 泣く。 辛 龍 も 朱 氏の 肩へ 手. か 

け、 泣く。) 

(又 わつ と 家に 喜. ひの 聲 わ がリ 、 潘進ひ i ス /, 、とし 

て歸 つてく る。 さう して 門內へ 入る と、 地へ 倒れて し 

やく リ上げ ズ泣さ 出す。 李 龍 取 支へ て sij し。) 

S 潘君、 どうしたと いふの だ。 

潘. 1 あ、、 0. ls、  i5r (と 李 龍-,! すが リ) 君の 名 は、 及 

第の 人の 中にはな いとい ふの だ。 

(とまた 泣く。) 

李 龍 さう か。 (と 悲痛に) それ も 是非がない。 まだ 時が こ 

ない の だ。 

(潘. 1 火 地へ どうと 坐して、 齒 がみ.^ して。) 

潘進 えいこの 州の 先輩で、 淸廉 のき こえ も 高い とい ふ 柳 

公 は、 何の 眼 を 具へ てゐ るの だ。 永く官 をな して、 やつ 

ぱり 人な みに 毫 けて もし まった のか。 こんな 粗漏な 考 

試 をして、 なほ 邦家の 爲に、 人 村 を あげる とい ふの か。 

後進の 英雄 をむな しく 塵に 埋めて、 なほ 朝野に 傲つ て、 

清廉の 名 を か. - ぐるの か。 …… ぁ乂、 李お、 おれ は ：： 

おれ は …… 1^ の 胸の 中 をお も ふと …… 

(と 又 泣く。 李 龍 その 肩へ 手， 4^ かけ。) 
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s もうよ い。 もうよ い。 ；… 柳 公が おれ を 知らぬ とて 

恨む こと はない。 …… 志 を 得れば 誰し も、 むかしの 功名 

に 苦しんだ こと は 忘れがち だ。 まして、 柳 公 は 今の 大官 

だ。 ことに 一 村夫子の 文章に 深く 目 力 を 費 さう か。 今年 

は 幕僚の 手に まかせず、 親しく みられた とい ふだけ でも 

滿足だ 。 まだ おれの 力量が、 人 を 感ぜし むる に 足りない 

の だ。 又の 年 を 待 つば か り だ 。 さあ、 も、 「、立ち た ま へ 。 

(と扶 け 起す。) 

S ぁ&  (と 李 龍の 額， 屮 みて) 君 はさう いって この 苦し 

みに 堪 へる のか。 

李 龍 うむ。 (と 微笑. ^つくり) 文 場に いって は、 た^ 快 心 

の 文 をつ くり、 場 後に あって は、 懾哭 せず、 それが 男子 

だ。 

潘 あ、 (と 立って) まったく 君 は …… 

(と 感じて、 頭プ たれろ。) 

李 龍 (しばらく 間 V おいて) 凡そ、 われら 讀書入 は、 人 

とが  おのれ 

を尤 むる よりけ、 己に 克っ ことが 大事 だ。 人を尤 めな け 

れば、 德 はます/ \,宏 く、 己に 克 てば、 學 はいよ/ i 一 

む。 目ュ 1 の き は、 もとより 時の いたらな いの だが、 ま 

た 心 を 平らに して みれば、 まだ 力量 も 及ばない の だ。 こ 

れ に：！ せられて、 なほ 勵 めば、 一段と 又 深み をます の だ。 

さう /\- 天下に 盲目の 人 はな い 。 


潘進 あ \、 何とい ふ 立派な 省 紫 だ。 今 この 時に。 

(とた まら W 思 入、 朱 氏 もす-^ リ 泣く。 この 時？ て 

は 吹 打の 音が 盛んになろ。) 

えい、 なんた、 騷々 しい。 えい、 止めち まへ。 やめ をら 

ぬの か。 

(と 地た らん 踏む。 辛 能 制して。) 

李 龍 いや、 あれ は、 隣に は徵 びの 聲 だ。 

(やがて また わつ と 喜びの It して、 陶 家の 下 ら、 俄 

にこ しらへ たらし い、 稀々 の 旗 LL  、「新 ま 人、 陶允 老爺」 

または 「恭 喜新贵 入」 などと かいたの li-i: たて、 吹 打 

の 樂隊， ^さき LL  、最前の 報告の 卒は 前の 权. ^かつお/ 

w 內ん- 練リま はる 心に て 出る。 あと- -* リ、 近所の 老若 

男女つ 1/- く。 さう して 口々 に 「おめて たう、 苦さ まが 

お.^ リ なされた。」 と 叫ぶ。 さう しズ 次第 LL 李の S: 前，^ 

通る。 三人. ちっとうな. たれて ねる。 吹 打 次第に 泣くな 

李 龍 £^^.^w あ、 潘ぉ 久しぶり だに、 なにも 待遇が 

なかった。 丁度よ い。 さっきの 祝-: i の 金が あつたな。 

朱 氏 はい。 

李 龍 あれで 酒 を 貢って こい。 

朱 氏 はい。 

(と 扉 口の 方へ ゆかう とする。 潘進 あわて、 止めて。) 
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00 あ、、 奥さん、 待って 下さい。 おれが いかに 無情で 

も、 その 酒 はの めない。 あ  > -、 もう おれ はこ  に ゐら^ 

ん。 霜ね てま ゐ ります る。 

？ 兩チて 颜.^ 蔽ひ、 門 の 外へ K けいて、 1 散 LL 人る。〕 

(朱 氏潘逃 の 姿^み えなくな る と 凝立 して ねる 李 龍 U 

職 fji つて。) 

朱 氏 あ、、 あなた、 御殘 念で ございませう。 わたし は… 

…わたし は …… 

李龅 いや、 もう i!^ くな。 …… おれ は 長らく 言 はなんだ こ 

と を、 いま 云-つてき かせる。 

來氏 え X、 そ、 それ はなんで こざいます。 

いや、 驚くな。 おれの 前生の こと だ。 

(怖れて^ 1^ みつめ) ま、 あなた、 ぉ氣 をた しかに 

して 下さい まし。 

S いや、 心 は 狂 はん。 信ずる こと も 出来ん ほどの 不 

【1 な 話 だ。 おれ は 今から 五十 年 前、 前 朝の 爲に 南， I； を征 

して 功が あり、 公 酎に 敘 せられ、 三 公の 位に あった 孫ぬ 

省と いふ もの だ。 それが、 怪しい 道 人の 爲に まじな は. 

て、 a.}^ の 子と 生れた。 

まあ。 

し 力 も 就 *Ti のこと も 忘れん。 出生の 時の こと も 知つ 

てゐ る。 


朱 氏 まあ (と 卟； 息して) おそろしい。 

辛 龍 いや、 怖れずに きけ。 

(、、の 時 家に てけ た、 ましく 赤子 泣きた 一 、る。) 

まあ、 坊が 目が さめました。 

ぉ&、 こ、 へ つれてき て、 おれの 話 をき け。 

はい。 

(とい-ていて 家へ 入リ、 子，^ 抱いて.、 赚 しながら 3 る。 

子は頻 に：^  く。) 

(、、の 時には かに 狂風お こリ、 桃花と 梨花の 花. ^飛ば 

し、 杠. Q の.？ IvJ- まく。 空 もに はか に曇 つて 暗くなる。 ン 

まあ、 このは やて Mi 。 

李 龍 お \、 かう いふ K の 中で、 おれ は 生れた。 しかも d?^ 

は iiK 根の 上で 泣いて ゐた。 妖道 人め は、 おれの 一生 を 

ひ をった。 

朱 氏 まあ  お、、 泣くな よ/ \.。 

すか 

(と.？； びえ ながら 赤子,^ 賺 す。) 

李 龍 (大息， せついて〕 架して おれ は、 半生 事 志と たが ひ、 

つねに S 闲に骨 をけ づら れ、 文 場に 幾度 か m いた。 だが 

おれの 公明正大の 氣は 失せん。 かの 妖道 人め、 おれの 不 

平の 語 をき いて、 を 示して、 おれの 氣を 挫かん とす 

る。 何の S2、 何の 蹉跌、 一 點 この 天地 正大の 氣が あら 

ば、 つ ひに 一 たび、 M かずに おかん わい。 …… 今 富貴に 
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資 緣 して 功名 を阖る はたやす いも、 おれ も 前生に はい さ 

さか 恥つ ると こ ろ も ある。 ために 妖道人 の 弄ぶ ところと 

もな つた。 た^この 一片 正大の 氣を もって 貫く のぢ や。 

さ てつ 

百の 貧 H も、 百の も、 百の 妖道人 もこれ をい かにせ 

ん とする こと は、 出來 ぬわい。 見よ や、 かくの ごとくに 

し て 、 時 至らば、 やが て は 再び 台閣に 立 つ 日 も 来よう わ。 

孫 尙書は 一代の 英豪、 妖道 人の 呪 なぞに は、 屈せぬ わい。 

(と 次第に 與 奮して 高らかに 笑 ふ。 風 止み、 いくらか 

明ろ くな リ、 赤子 もやう やく 泣き止む。) 

来 氏 (ほっと 吐息して) まあ， あなた はそんな お 方の 生 

れ 代りで ございまし たか。 

朱 龍 (夢の さめた る ごとく) お \、 それ ももう 遠い 夢と 

なった。 た r 何事 も堪へ 忍んで、 時の くるの を 待つ ばか 

りぢ や。 

朱 氏 お、、 何時か は 一度、 きっと その 時が まゐり ませ、 r。 

李 龍 うむ。 (と 空，.^ 見て) あ \、 もう 晚れ かけた。 坊に^ 

-っ ち 

を ひかせて はならん C さ、 家へ 入らう。 

(と 二人 行 ける。 こ 、へ、 朱 子の 父、 朱 貴 後ろ.^ 

顧みながら、 急いて 出ろ。 六十ば かりの 老人、 頭に 編 

帶，^ してね る。 すぐ 門へ 人って、 貫 木 かける。) 

李 龍 (ふリ むいて〕 お、、 お 父上で ございまし たか。 


 一 

朱 貴 ぉ&、  SR ど の 。 娘もゐ たか。 

朱 氏 (緇 帶，^ みて おどろき) ま、 父さん、 その 怪我 はと 

，りした ので /さ い まュ 3。 

朱 貴 これ か、 なに 一寸した こと だ。 あとでい ふ。 聱 どの、 

殘念な ことで.. - /さった。 力落し もさ ぞ と、 わし は  

(と 一 寸泣. さ) それより は 早急な こと、 一 一入 はこ X にゐ 

ら れん。 (と 衣囊 から 財布，^ 出し) こ、 に十兩 ある。 これ 

を もって 一先 づ すぐに 安樂 縣の 伯母のと ころへ いってく 

ォ 

S え、 では、 もしゃ あの 兩冀 虎め が …… 

朱 貴 え、 知って ゐ るか e きいた と あらば 何もい はん C 實 

は、 今日、 こなたが、 落第と きまった ときい て、 愈々 

あ！ ひ  t, 

侮 どり、 み 7 おに も • こ 、へきて、 娘を弯 ひとら うとして 

ゐ ると 知らせて くれた 者が あった。 

李 龍 (愤リ ) ぇ气 おのれ、 兩翼 虎、 操 家の 勢 ひに おご 

つて 强 ひて 人の 妻 を 奪 はんと は。 おしよせ 來 たらば、 目 

にものみ せう。 

朱 貴 いや、 いや、 そり やならん。 今 城内の 兩翼 虎の 勢 は 

天の や うぢ や。 誰も 逆ら ふ もの はない。 その やうな こと 

をしたら 禍ひは 眼に みえて ゐる。 こなた は、 これで 了る 

人で はない" こ&は 忍んで、 他 縣へ避 は、 そこで 出世 を 

して 下さい。 
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s  (うなだれ) は、 はい …… したが、 あなた はどうな 

されます る。 

朱 K わし は城內 にかくしても らふと ころも ある。 娘 さへ 

ゐ なければ、 又 どの やうに もなる。 

(、、の 中、 次第 LLB 甚れ て、 おぼろ 月 になる。) 

おう、 日 も i« れた。 さあ、 早い がい、。 f 支度せ ぬか。 

(と 急ぐ。 朱 氏^ 1 ^にお どるき、 おる く tt て。) 

朱 氏 では 父さんと お別れ 申す ので ございま すか。 

0 さ、 それ も 一時の こと だ。 

(と 急き.！^, て、 三人 家へ 人る。 マる とすぐ 川 向 ふへ 張 

兩 W 虎. 富家の 子？ R の、、 しらへ、 もまた の從機 に 棒な 

もたせて つれて 出る。) 

URS 虎 これ、 村學 究めの 家 は あすこ か。 

ぉ僕 一 さう でございます。 

兩翼虎 よい、 ではす ぐ蹈ん ごめ。 高が、 噙 ふや 喰 はずの 

i% ^儒者、 i2 り 倒して、 女 を 引つ かつげ。 

00 1 へ い。 

(と從 僕す ぐ 門へ さて 押してみ て、 兩翼 虎に。) 

戶が閉 つて をり ます。 裏へ ま はり ませう か。 

兩 ss; 虎 なに かま はぬ。 門 を 押し こ はして しまへ。 

從僕 へい。 

(と從 廣、 門 1^ 押し こ はす。 、、の 音に、 朱 貴 出て みて 


驚. 5 

朱赏 や、 娘、 張 どのが きた。 早く 逃げろ。 

(と聲.^立て」；：^,塞がろ。 兩翼虎 入り. V 、たり。) 

兩翼虎 え、、 親父め、 邪魔す るな。 

(とつ 告 のけ"」  . 

それ、 擔ぎ 出せ。 

(と 從徵 ：.： いふ。 すぐ 從 僕ら 家へ 入る。 赤子の 泣聲 6?f- 

ふ 昔。 從 僕ら 再び * 氏，^ 引立て 、去る。 っヾ いて 李 龍 

奮然と して 劍ん， 執つ て 追 ひ 出て、 從 僕ら 突きの け、 

朱 氏，^^ ひかへ し。) 

李 龍 や あ、 親 倫 無 慙の癡 者め、 理不盡 にも 人の 門 を 破つ 

て そ の 妻 をう ば は ん と は 言語に 絕 えた 人獸め 。 もう 容赦 

せぬ。 

兩翼虎 や あおのれ が 李 龍と いふ 腐れ n 者 か。 小 竊な奴 

だ。 僕らの めして しまへ。 

(從 僕ら、 はっと 進まう とする。 朱 貴、 、、の 時 起 かへ 

リ、 あわて k。) 

朱 貴 あつ、 聱ど の 待 つ て 下され。 

(と 張の 前へ 跪づ く。) 

もし 張の 御前 さま。 娘 は 御意に 從は せます。 聲 どの は 助 

けて 下さい まし。 

兩翼虎 なに、 娘 を くれる とい ふの か。 
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朱 貴 はい/ \ -、 どうぞ、 お 幼け 下さい まし。 

兩翼虎 よい、 では、 連れて ゆく ぞ。 

朱. 袁 いえ、 どうぞし ばらく お待ち 下さい まし。 まだ 娘に 

は いう てきか せ て，.、 ざい ませぬ。 よう 得心 させ ますで、 

今夜 だけ 待つ て 下さ いまし。 

兩翼虎 え、、 その 間に 逃がす とい ふの か。 その 手に のら 

うか。 

朱 貴 いえく、 そんな こと はいたし ませぬ。 わし も かう 

申す から は、 きっと 御意に はおき ませぬ。 聱 どのに もよ 

う 云 ひき かせます る。 それに はせ めて 今夜 だけ。 どうぞ 

唯今 は、 このま、、 一日 一 御 ひき 上げ 下さい まし。 

(とひれ 伏す。) 

雨 翼 虎 え、、 今更、 そんな ことが きかれよ うか。 どけ。 

(と SI のけ i うとす る。) 

朱 貴 どうぞ，/ \ -、 これ だけ 御き & いれ 下さいましたら、 

この 御 恩 は 忘れません。 

(と鎚 ろ。) 

兩翼虎 .f、 うるさい わい。 

(と 立 域に 蹴た ふす。 朱袁 もっとい っズ ひ.， S るく と 

して パ ク タリと なる。) 

朱 氏 あれ、 父さんが …… 

(と萆 立てる。 李 龍躍然 病.^,^ どらし じ 


率 龍 や あ、 貧に して 賤 しき はかくまでに. 情けなき か。 (と 

劍，^ するりとぬ き) おのれ、 兩冀 お、 もう 逃さぬ。 

(と. iji! リ i ろ。) 

兩翼虎 や あ 手 向 ひする か。 引 包んで ぶちころ せ。 

とい ふ。 從 ら 競って 棒，^ もって か、 ろ。 李飽、 縱 

横に 四 五 人 1 ^切りた ふす。 殘 れろ從 鍵ら、 わつ とのが 

れ、 門外へ 逃 出ろ。 兩翼虎 もお どろき、 逃げ i うとす 

るの.^！: 側へ 追 ひつめ、 dt 手つ さに 突く。 兩翼虎 し 

む。) 

李飽 (憂憐 して) えい、 功名と はなに、 富贵と はなに。 

人の 情 を ころして はじめてうる こと. ちゃわい。 さるに て 

も、 ^の 富 を恃 み、 横にお ごる 奴 ばら、 贫し くして 正し 

ICS"- 

く、 賤 しくして？ _| ^なる を かくの ごとくに 虐 くる。 貧に し 

て 身 をお こす は、 不正より 外 はない。 

朱 氏 (-351-^ はず まぜて、 ねざ リ". .4 リ) もし、 あなた はま 

あ …… 

李 龍 ぁ气 功名 は 夢と なった。 

(と 劍，^ はな マ。 兩翼 虎た ふれる。 全景 次第 LL くらく 

なる。 ：> 

第四景 

(次第 LL わか ろくなろ と、 正面 や： 域ら しい 丘が、 中央 
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ゃト； く、 上手 fj リ 下手へ つながって ねろ。」 その 据 LL 

は、 雑 jE 十が しげって ねろ。 や 上 5 い 上に は 雨に 曙され 

た^ 表が  一^たって ねろ。 もとはあった らしい 石の 彫 

刻 ひ 勾 柳 なぞが、 表 i_ar: 根の^ ち.；， 1 のと 一つに、 慕 

側に- ,<  ぜて もる。 うしろ は、、 れも もと、 杜 が.，？ つたの 

. ^伐ったら しく、 た く逮く 田園の 景が 兄え ろ。 下 

手 は 1 木の _ 老槐レ 下 LL 1 軒の 陋 Gig の 戸口が みえろ、 時 

は 秋 だが、 中には、 もまり それ 示 す ろ もの もな 

损 S の 11- の 前 LL は、 筵.^ 布いて、 八十ば かリの 老媼、 

やうに-、 V まって、 絲^sf.^まはして絲ん^ぃて 

ねろ C 

そば- 11、 r" 夫 I 人、 ^.^下して石に腰.^-かけ、 老媼と 

sgl てね ろ。 

0 夫 おばあさん。 息子 どの は、 いつもの 通り. K 汲みに 出 

たの かな。 

老 n はい、 さう で ござります。 

t2 夫 おばあさん は、 いつも 達老 だな-つ。 それによう- Pt も 

きこえるな う。 

老姐 はい、 よう もき こえ ませぬ わい。 

® 夫 もう 幾つ だな う。 

老姐 はい、 八十で ございます。 


農夫 あ > -。 さう か。 もとは 身分の よい. tf の果 だとき いた 

が、 この 村に きても、 もう 三十 年に もなる かなう。 その 

も リ 

時分に は、 この 後ろ も杜 で、 あつたな あ …… 

老 姐 はいな う。 その 時分 は 社で ございま したが、 次第に、 

賫拂 ひました。 

農夫 あの 杜 はもと、 おばあさんので あつたか。 

老媼 はいな う、 もとは この あたり は 先 訊の 墓所で ござい 

ました。 今の こって ゐ るの は の樹 ばかりで ございま 

す。 

農夫 この 槐の樹 は 美事な こ とだなう。 …… ではおば あさ 

んも昔 は、 立派 暮し をした 、 ^ とだら うなう。 

老 IS さう で ござ い ます。  も. つ それ も 夢の やうで. V J ざ 

い ます。 (と い つ て絲 車の 14.,^ とめ) や あ、 絲が きれた わ。 

(と あたり，^ うるく とみて) もし 揮 りながら、 絲 がみ 

えませう か。 

農夫 おう、 そこに ある。 膝の わきに ある。 

老^ あ、、 ありがたう ございます。 どうもよう 賜が みえ 

ませんで な あ。 

農夫 あ.. 1、 さう であらう。  さう しておば あさん は、 

息子 は あれ 一 人だった のか。 

老 11 いえ、 三人 ござい やした が、 みな 死にました。 それ 

もみん な 昔で ございます。 心の 足りない 彼れ 一 人の こり 
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ました。 

農夫 ぁ&、 氣の 毒な こと ぢ やなう。 息子が 入 並で ないで 

な あ。 さぞ さみしい ことで あらう。 

老 姐 いえな あ、 さびしい なぞと いふ もの はま だ 身 S が 達 

者な 中の ことで ございます。 

農夫 なに 身體が 達者な 中の こと だ。 

老媼 (わら ひて〕 はいな う、 もう 墓の 中に ゐる やうな も 

ので ございます 。( と m さし.,^ 眩し さう il みて) お、、 も 

いっき 

う 出 來ん。 ほんの 一時で ございます。 

(と絲 車.^ もって、 家の 中へ ゆったり と 人ろ。 やがて、 

家の 中から、 椀へ 粥.^ 盛って、 箬，^ そへ て 持って 出て、 

靜に墓 i へ siv ヽ それん ^ 供へ て 鱧 する。) 

(農夫 立って-てれ か-見て ねろ。 やがて 老 媼禮萍 ん， - 了つ 

て 向きな ほろ。」 

農夫 おばあさん、 それ は 誰の 墓 だな う。 

老媼 これが 御 先祖の^ fw 父 さまのお 墓で ございます。 そ 

れは くえら い お 方 で ノ /さった が、 五十のお 祝 ひの とき 

つれ あ ひ 

に、 わしの^ 偶が、 ぉ上の^5^驗で、 狀元 というて、 一番 

になら なんだ というて お^りな され、 悶. 絶な されて、 お 

蠤れ になり ました。 それから 一家が、 だんく に 零落 を 

いたしました。 

農夫 はてなう、 さう して その 御 Is, 乂 さんと いうの i、 ど 


の やうな えら い 人で、.、 /さ つ た。 

老姐 南蠻を 征伐な された 孫尙 書と い う て 名高 いお 方で ノ  J 

ざり ます。 

農夫 はて、 南蠻を 征伐した …… きいた こと もない わい。 

それ はず つ と 昔の ことで あらう。 

老？！ はいな う。 もう 七十 年に なり ませう。 

農夫 あはん、 おれ なぞ は 生れん とつとの とつとの 黄 だ わ 

え。 

老媼 はい、 昔に なりました。 このお 墓 も わしが 死んで は、 

もう 粥 も 供へ る 人 もあります まい。 わしが 生きて ゐる間 

は、 せめて 供へ るので ございます。 

農夫 さう かなう。 さう いふえ らい 人が、 氣の證 な こと. た 

なう。 

S  (、、の 時下 手奧 LL て) おのれ 等、 なにが を かしい。 

なに を 笑 ひ をる。 わら ふお のれら が を かしい わい。 

(とい ふ It マる。) 

農夫 はて、 なんだ。 (とびつく りして 見て) あ \、 氣狂ひ 

の やう だ わ。 

老姐 氣狂 ひで ござります か。 

農夫 や あ、 こっちへ やってくる。 おばあさん、 お まへ あ 

ぶないから、 此方へ おいで。 

(と 農夫、 老 姐，^ つれて、 傍へ 避けろ。 下手奧、>*リ^_ゃ 
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龃、 _^-十位、 第 1 の 孫 尙甞の 面貌 v^i ^ばせ ろ。 た マ 

し、 おはみ だれ、 頭に は、 被れた 大： ま 巾.^ いた》 ふ 、、• 

病 LL は 腕 も わら は！， L なった ぼる 》 (-の 着物 .•^.v 、て、 破 

れた 竹^. 背； fj; ひ、 竹，^ 劍の やう 佩び、 出て くろ。) 

S はてなにがを^！しぃ。 この 身に なった とて、 孔孟の 

か， 3r.5 

lii^ 子た る ものが、 J<:i!g を亂 さり やう かい。 なに 冠 がな 

い。 あは、  >->- は、 その 冠， みせう わい (とわ わた 5^ し 

く 病，. J..AJ- めて * 被れ 靴 ナヤ 股 ^ ^ヽ 兩手 にて 頭 LL もて) ど 

は£ の 

うぢ や。 なに 履物 ぢゃ。 はて 知らぬ か、 これが 今の 世の 

冠ぢ や。 正しき はす てられ、 不正 なれば、 Isef! こる 冠 轉 

倒の 世ぢ や。 これ こそ、 冠と すべき ぢゃ。 おのれら、 お 

れに 傚へ い。 う ふ ふ、 似合 ふか、 似合 ふか 。(とき r* と ./(.-. 

して、 忽ち 靴^す て、 告 つと なリ) なに 徒らに 世を詈 つ 

て 快と する 嘲 W 篤 俗の 白 徒 だと、 はて、 しからば、 問 は 

う。 今の 世に 時め く 諸 公、 その はじめ 競って 志 を 行 はん 

と、 功名の 門を敲 き、 一 たび 門 を 開けば、 徒らに 數十 年、 

尸 位徒餐 の 徒で な いとい ひ えら る 、 人が ある か。 はて、 

いはれ な。 他人 は 欺かる \が>  おれ は 欺かれん。 K はお 

れは (と * 难ん， - ひそめ、 四03 ん， -は かろ ごとく) 孫. ぉ書ぢ 

やよ。 よう 公 等の こと は 知りす ぎる ほど、 知って ゐるゎ 

い 。あは、、 驚かれた か。 あは、 v」k は、 なん ぢゃ、 

揮毫 をして くれ、 おれが 孫ぢ やとき いて、 すぐ 字 を 乞 ふ 


か。 よい，/, \ -、  i! いて とらせよう (と 文字., つくろ E あ ひ 

入) それ、 湛々 たる 靑天、 欺くべし。 なにち がって ゐ る。 

欺くべからず だと、 ちがって は をらん。 靑天は 欺くべし 

ぢゃ、 欺くべし ぢゃ、 おれ はなう、 長い間 苦勞 して、 そ 

れ がほんと ぢ やと 知った わい。 あは、、 はは。 

(と 笑 ひく づれ たが、 ふと 豊夫. ^みつけ。) 

誰ぢ や。 圜 中へ 立 入った は、 誰か をらん か。 こやつ を 引 

出せ。 こら。 (といって ふと、 わが 臭裝 1 かみて) あ、 こり 

あ、 いかん。 ぁ&、 また 李 龍に かへ つてし まった わ。 

夫 を かしな 氣狂 ひだ わい。 

媼 なに をい うて ゐ るので ご^』 います。 

夫 わしに も さっぱり わからん わい。 

龍 (ふとき 、つけ) なにわ からん。 さ うぢ や、 分らん 

か やつ 

とい ふこと は、 情けない こと ぢゃ。 彼奴ら。 富んで 貴け 

れば、 つねに 貧賤の こと を 忘れ、 英雄 を 空しく 風塵の 間 

に埋ら すわい。 いかなる 英雄 も 久しき 貧賤の 間に あつ 

て、 よく 挫けざる， f« の はない わい。  情けない わい。 

お れも 到頭 氣 が 狂うて しまうた わい。 はか らずも か の 張 

翼 虎め を 手に かけ、 官の捕 ふるところ となって、 たまた 

ま官 詞に抗 ひ、 拷. おは つぶさに 加 はり、 滞 域 二十 年の 久 

しきに 及んで 妻 は 節に 死し、 子は飢 にた ふれ、 到頭、 到 

頭 おれ も 心 狂うて しまったの ぢ やわえ。 
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(と.；.： ふれて 泣く。) 

島 夫 どうやら 氣の 毒な 入の や うぢ や。 

老 S さう で ござります かいな う。 

李 龍 ヅけ てす わり) これ、 あざけるな。 決してお 

れを 嘲け るな。 今 かくの ごとく 衰 へたる は、 決して おれ 

の 機能が、 世の 人な みに 劣った る 故で はない。 © にして 

踐し きが ゅゑぢ や。 かって は 雄 略  一 ft を蔽 ひ、 位 は 人臣 

を 極めた る こと も あるお れぢ や。 今 かくの ごとく、 乞食 

となっても、 おなじ 入た るに か はり はない。 今にして はじ 

めて 知った わい。 世の 人々 よ、 決して 貧に して 賤 しく、 

顯れ ざるの 故 を もって 人 をお としむ るな。 そこに はむな 

しく 雄 圜 をく じかれ たる あまたの 英雄が ゐる わい。 .：：. 

(と氣 ごんて いったが、 又氣， ^かへ) お、、 さ うぢ や、 

おり や あかう して はゐら れん。 河南へ ゆく のであった わ 

、 0 

(と 立って ふらく とすろ。) 

島 夫 はて、 を かしい こと をい ふわい。 河南に ゐて、 河南 

へ ゆく というて ゐる わい。 可 一 1^ さ うぢ や、 いうて やらう 

わい。. これ、 これ、 こ、 は 河南 ぢゃ。 

李 龍 なに 河南 ぢゃ、 うそ ぢ やわい。 

農夫 はて、 うそな ことがあら うかい。 河南 も 金 陵の 都に 

ちかい 南 0: ぢ やわい。 


李 龍 なに、 南柯 村、 きいた やうな 名お や。 (とふと、 老槐 

に 眼，^ つけ) や あこれ はお ぼえ ある 槐 の樹ぢ や、 お V、 

おれの 塋 域と 定めた る南柯 村に あ つ た槐 の木ぢ や。 お 、 、 

では、 おれ は南柯 村まで 歸 つてき たの か。 う \ う X  (と 

喜 •  ひ) これ そち は 孫 の 名 を 知って ゐ るか" 

農夫 いや、 知らん。 そんな 人 はきかん わい。 

f なに、 知らん、 はて 知らん i: はない。 南 蠻を征 した 

孫墨ぢ や。 

老姐 (き、 耳た て) もし、 その 氣狂 どの は、 孫尙 SI とい 

うて ゐ るので は ござり ませぬ か。 

臭 夫 さ うぢ や、 孫なん たらい うた。 

老姐 (す、 み 出て) もし 、 孫 尙書を - J なた はどうし て た 

づね なさる。 

李 龍 おれ は孫尙 書の 生れ か はり ぢゃ。 (と い つ て 泣 AO と 

いうても たれ も 信じ をらん。 

老 姐 なに 孫尙 書の 生れ か はり ぢ やと、 (と i!  くみて) お、、 

两さ しに は、 なるほど、 似られた ところが ある。 では こ 

なた は孫尙 書の 血筋の 人 か。 

龍 いや、 孫 倚書ぢ や。 

媼 では 孫 嫁の 名 を 知って ござります るか。 

龍 お \、 知って ゐる。 舜 1 ぢゃ。 

媪 お X、 知って ござり ますな あ。 したが、 その やうな 
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老姐 土地の 者に それん \賫 りました。 

李 龍 (吐息つ いて) お、、 さう か。 

老媼 さう して 今 は、 わたしと、 た V 一人の 息子と が殘っ 

てゐ るば かり でノ .- ざいます。 

李 龍 あ \、 おれの 心 をつ くした 一代の 富貴 もつ ひに かく 

の ごときで あつたか。. 

禽夫 はてお 前 さま は、 正氣に なられた や うぢ やな。 

李 龍 ぁ&、 今 こそ 長い 眠りから さめた わい。 …… さう し 

て その 息子 は どこに ゐる. - 

老 II それが (と 一 寸泣 .v、) 愚かしう てな あ。 …… (とい 

つて 下手.^ みて) あすこへ 歸 つてき ます。 

李 龍 お \ 、 孫尙 書の 曾孫 は 水 汲と な つた か。 

(この もたり rs り や 、暗くな リ、 老媼の 子、 四十 位、 

髮 M-  く、^ 濃く、 容貌 は 堂々 としてね ろが、 どこか 愚か 

しい、 短 かき 衣に、 空の 水 桶，^  二つ、 枴 て かついて 出 

ろ。) 

老 II の 子 お \ おつか. あ。 今日は みんなに 幾度 もた のま 

れて、 隨分澤 山 汲んだ わい。 その代り、 錢を どつ さり、 

もらった 數 へて くれい。 

(と 手ん 突き出す。 I 

老媼 お、、 それ は 骨折り であ つ たな あ。 今 25 へて やり ま 

せう。 


不思 M な ことがあらう か。 

李 龍 で-の 間、 y つと 老 SI の 額に みいり) お、 お まへ は 

舜華ぢ や、 お、、 て も 年 をお つたな あ。 

(と 抱 ふ、 か V へ rt うとす ろ、 老姐 おどる き、 身， ^退き。) 

老姐 はて 味の わるい。 

お k、 いぶかし いは 尤も ぢゃ。 これに は 長い 仔細が 

ある。 おれが 書の 生れ 代りた る證據 はいくら も あげ 

られ うわ。 た 今日まで、 境 遠く 牛- れて歸 つて こられな 

ん だの ぢ や。 ようま あそち は 達者で ゐた わい。 

老媼 さて はお 前 は ss« のまった く 生れ 代りで ござり ま 

する か。 

李 船 お X、 さ うぢ や。 (老 姐の 姿 見て) はて、 そち はな 

んで そんな St ましい 姿 をして ゐ るの ぢゃ。 

老姐 はい 。51 書 八み がお れ になつ てから 次第に 落魄れ て 、 

今 はか やうな 姿に なりました。 

m ぉ&、 では sf 街の 屋敷 はどうした。 

姐 四十 年 前に、 李侍郎 公に おゆ づり 申しました C 

m 九 龍 村の 別默 は。 

媼 包 公に おゆ づり 申ました。 

m では 浣花莊 は。 

姐 覼御史 に。 

M うん、 さう して あまたの 田 HI は。 
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李 龍 (それ 1^ ちっと 見て). ぁ乂、 富貴の 人 を 害する こと、 

かくの， ごとき か。 三代に して、 曾孫 は叔麥 を辯ぜ ざるの 

癡 となった るか。 お、 (とた まらぬ やうに、 どっかと 坐 

し) 孫 被 も、 曾孫 もこれ へこい。 久しぶりの 對面 をせ う。 

老姐 はいく、 これ、 あれ は 曾祖父 さま ぢゃ。 いってお 

目に か、 るの ぢ. や。 

老媼の 子 (おとなしく) さう か。 

老媳 ぉ祐父 さま。 (と 二人 李 龍の 兩方 i リ寄リ すがろ。) 

老？！ の 子 お n 祖父 さま。 

李 龍 (二人.^ 抱へ VO あ、、 劉 阮犬臺 にいり、 仙女に あ 

ひ、 三年に して かへ り 五代の 孫に あ ふと、 それと は 事 か 

はりて か、 る 悲しい、 不思議 を 見た ものが 外に あらう 

か。  でも、 もう 嘆く 心 はない わい。 嘆かん に は あま， 

りに 深い 悲しみ ぢ やわい。 …… お、 さ うぢ や、 今 思 ひ 出 

したる がわが 生前、 最も 愛した る、 南 蠻を征 したる 時 持 

ちか へ つたる 赤 玉の 獅子 はどうした。 たれに ゅづ つた。 

老媪 お、、 あれ は、 お前 さまが、 一番 御 寵愛 をな された 

もの、 お 墓へ 一 つに 埋めました。 

李 龍 お、、 その 墓 は ど こぢや。 

老媪 お前 さまの 後が、 もとのお 墓のと ころで ござります 

る。 

李 龍 なに (と 後， ^振りむ き) お \、 これが 己の 墓 か。 あ 


あ、 人 は 七十 は 稀に、 墓に もまた 百年の 主な しと、 やが 

て 覆へ されて 田圜 とならう わい。 ：：： あ、、 おれ はなに 

も かも 見果 で >v し まうた わい。 

(と  一？ t 叫ん てお， も はずた ふれろ と、 それが、 勾攔 や、 

華表の 展 根ん、 おいても ろ 後ろへ かくれる、 すろ と老 n 

と、 老媼の 子 は 居所て 下へ 消え、 ^Si0i^ た 5- 

の 丘に なリ、 その後ろ へ は 上 乎に は 城門が わら はれ、 

つ ヾ いて 下手 へ は 二三の 人家のう しろ， W 告 がわら は 

れ、 遠景- かくす。 老槐 と、 陋 S は、 下手へ 引く。 す 

ベて、 金 陵 城外の 景と 自然-, I か はろ。 光線 もも かろく 

なろ。 たヾ かの 臭 夫 は 立って ねる。 最前からの 再會の 

光せ 尸".^ や、 態度が もらた まって みて ねたが、 いっか 目 

» やう LL うしる 向 、とな リ、 この 時 も 1 人の、、 つ 

て 立って ねる。 すると 逮 くに 蹄の 音。 李飽 は- i び 茫然 

と 立 上る と、 第  一 ！ の 一 品の 衣帶 となって. Q ろ。 やが 

て 蹄の 音 止み、 下手から 一 人の^せ が、 鞭.^ もって 現 

れろ。 5 うして 李 龍 かみろ と 地 に 跪く。) 

李 龍 (會釋 し v^) や あ、 どなたで.. こざる。 

(と いぶかしげ LLSi! ふ。) 

軍官 はつ、 某 は、 御 忘れ も，. こざり ませう が、 かって 征 

蠻の 時、 いさ & かの 功 をた て、 御拔 權 にあ，. つかりました 

鄭雲で ござり まする。 今日、 明 公の 五十の 宴と 攻り、 


？ rsj 反 
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つて、 に はかに 一 家 一 門が 召 捕られて、 この 門外で 斬ら 

れ るので ございます。 

市お 二 あれ、 もう そこへ 引かれて まゐ ります。 

市民 三 だが、 まだ 肝心の 本人が 捕まら ぬので、 捕まへ 

さら  D 

て、 一 つに 51!^ し 首にする のぢ やさう でございます。 , 

(李 龍 は 事毎に 驚き、 軍.：！ R と 額み 合せ、 ん 一ち * もめろ 

かの 農夫つ か/ \ と ぶって その 襟.^ つかみ。) 

農夫 その 謀叛 人 はこ、 にゐ る。 

(とい ふ。 みな、、 なた 报リ むく。) 

李 龍 あつ。 

(といって これ もふリ むくと、 かの 農夫 は 何時か 第一 

景の. 0 髮の 道士の 顔に か はって ゐ る。〕 

お \、 おん 身 は C 

道士 今 この 時の 間にみ た る は 、 富ん で 貴き も の に 足ら ざ 

ると ころで ござる。 八 ムには 必ず 一 場の 夢と した まふな。 

(と 李 龍 1$- ぼんと つきはなす。 くらくな ろ。) 

第 五 景 

わかる くな ろと、 第 一景： J- もどろ C 

た ふれて. Q た孫尙 書、 茫然と 立 上ろ。 

1 幕 11 


遠く 馬 をとば せて、 御 祝 ひに まかり 出ました が、 何分に 

も 地の ことと て、 遲參の 段 はお ゆるし を 下さい まし。 

S なんとい はる、 (と みて) して こ、 は どこ ぢ 

や。 

官 金 陵お 係 門の 前で J ざり ます。 

m うむ、 して 年號は …… 

洪武 二十 八 年。 

m 四季の 時候 は。 

せ 春の なかば。 

m 今の 時刻 は。 

iB 午の 刻で ござります。 

m う K む、 (空ん わふ^て) 我心 地つ ねなら ず、 思 はず 

ftp ともなく、 こ、 へきた とみ ゆる わい。 では、 其方の 

2? を か り て 城 へ 入らう。 馬牽け 。 

¥ はつ。 

(とい ふ。 、、の 時. 奥.， * リ、 わつ とい ふ 人-遊、 -rM 六の 市 

民う しろ,， や 指さしながら 出る。； 1 

WK=^ はつ c  (と、、 たへ て」 これ あの 騒ぎ はなに ごと ぢゃ。 

(と 市民に さく。) 

市民 一 はい、 今日 孫- 書 ど の が 、 お孫さんが 第 一 魁 元に 

かみ  モし 

あたらぬ と いうて、 お 丄 を^み 誇 つ た とい ふこ とがわ か 
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四 
郞 

若 黄 次 


村長 渡四郞 次が 住家 

上 "^寄 リに竹 緣，^ 迴 らした 平家。 正面から 下手 寄りの 

iSii は、 &; 赤な^.^ つけた 怖の が澤 ma ぶ。 遠景の 

山の端等にも多くの^^の樹が見ぇる。 初冬の うら V か 

な 午後。 百舌 iJI が 賑やかに 啼 いて- る。 

村長 四 ^次に 梯子に 登って、 怖の 賈 もいて ねろ。 老 

0  S. が 下から 籠 \ 、一ての K  けて ねる。 

倉藏 旦那 樣。 お 危なう 御座いま すから、 私が 登っても ぎ 

ませう。 

村長 何、 大事ない く。 俺が 子供 を 育てる やうに、 丹精 

して 作り上げた 柿の 資ぢ や。 他人に もがれる の は、 孫の 

腕 でも もがれる やう だ わ 。 

會藏 ハ、、 、 。 然ぅ 云うて、 餘り 大事に して お出でな さ 

る 内に、 .ir が 皆つ 、 い て 了 ひます るぞ。 

村長 烏と 云へば、 何時の 問に やら、 上の 方 は、 皆つ \か 

れて 了うた。 今年 は 烏 を 追 ふ 者 も 居 なくなつ たから、 烏 

め はい、 事に して、 毎日 荒しに 來 をる わ。 後で 一つ、 大 

きな 案 3 子で も樹て 、K はう かな。 

倉-; i 旦那^3r  ill は M う 案山子に は 驚き ませぬ ぞ。 村 中で 

も、 其 所 等 中に、 澤 3 案 W 子を樹 てました が、 何の 役に. 

も 立たぬ と 申して をり ます。 —— 然ぅ 云うて ゐる； s: に、 


is  Jl!; る jE  (一  S 


物 


县 


菊次郞 

ひ  さ 

0 兵 衞 

倉  藏 

鷲 岡主税 

加賀： 《^ 藤彌太 


S  は 上お 方の 侍碩姪 

間 左 近) 

m  (北條 方の 武士) 

女  中 

下  男 

下  僕 

上 杉 方の 旗頭 

同 侍 頭 


其 他 軍卒、 村の 老人 婦女子 子供 等 

時 

北： i 氏康が 東 函 を 支配し てゐた 頃 

處 

1 相模の ！ 1 境に 4- 在す る 極め て 寂しき 村 


そら、 s:^ つ、 あの やうに、 烏め が 輪 を 作って 飛んで 來ま 

した。 

村長 惡々 しい 奴ぢ や。 

S 宛で 上お 勢の やうで 御 いまするな。 

村長 ® さ をす ろ 者と £!? と は、 何處へ 行っても^ はれる の 

う 0 ハ 、 、 、 、 0 

S 全く その：^ りで 御 iiJ います。 11 その h お 勢と 云 へ 

ば、 先き 手の J^.l? ^は" 矢 坂の^に 攻め寄せ たさう 

に 御 .M いますろ な。 

村お あの やうな 處 に 、§ ど を 作 つてお くから 惡 いの だ。 

れ q があって n>, れば、 g も 索 通り はなり かねる。 面倒で も 

其セ .£ を 攻め 厄る 寧になる の だ。 だから、 俺が 何 e. も 云 ふ 

通り、 何の 備へ もせずに、 放っておく 事 だ。 すれば、 敵 

は 何の 仇 もせずに、 其 處 を、 通り 貫け て 行く.  。いや、 

然、 「は 云 ふ もの、、 俺 も 永い 間、 この 柿の 實を もぎ .收 る 

やうに、 人の 命 を 無駄に- 収 つて は悅ん だもの だ。 そして、 

寸：1-^.^りのセ，卅>を恋ひ奴って、 動 功に^つ たもの だ。 す 

ると 又、 その 土地 を If て&、 层 されて 丫ふ。 そこで 又 兵 を 

起す。 宛で， は ffi: の ig の 取り やりの やうな 事し て を つ たも 

の だ。 その めに， 何れ だけ の 人 を あやめ たやら 知れぬ 。 

それが、 何の み、 何の § なの だ 11 。 それより は、 

llts はせ 

ぎ て 柿の. お を 作る 方が、 どれ だけ 幸 一 si か 知れぬ。 村 


の 者 も 皆 喜ん で 居る やう だな。 

倉. 1 喜んで をり ます 所 か、 村の 者 達 は E ー那樣 をば、 生佛 

の やうに 思って をり ます。 - 

村長 いやく、 俺が 斯うした 心 を 起した の も、 IT  i 

寺の 和尙 のお 蔭 だ。 和 倚 は 今&に は， 全く 珍ら しいお 方 

ぢゃ。 

倉：： 喊 且那 n。 最ぅ 一 杯で 御座いま する ぞ。 

村長 さう か。 やれく、 骨の 折れた 事であった 11 。  (^ 

上：，： 下りる〕 では、 御苦勞 でも、 一 走り 應！ f 寺，々； 31 持つ て 

行って くれ。 俺が 手製の 自 te? の柿ぢ やと 云うて な。 

會藏 畏 りました。 和^^ぉ：は、 どの やうに かお 悅 びで 御座 

いませう。 では、 行って 參 ります。 

村長 それから、 晚に は、 碁 を 打ちに お出でな されと 云う 

て くれ。 

X 畏 りました。 (去ろ) 

(少し 前から、 室の 隅て 茶，^ 入れて ねた 娘 入 重 は、 ： 

の 時 茶， 屮 入れお つて、 茶碗. 持 つ て緣の 所に 行く。) 

0 父上、 fei お 勞れで 御 iij いませう。 お茶が 入りました か 

ら、 一服 召 上り ませ。 

S む、 それ は 有難う 11 。 (緣に 腰ん、 下して、 茶.^ 喫み 

なから、 遠方ん、^ めて) やれく、 今年 も 柿の 寶は豐 作 

ぢゃ。 これで 村 中 も、 豐 かに 年が 接れ ると 云 ふ もの だ。 
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0 でも、 今年 は. s を もぐ 男の 手が 有り ませぬ から、 烏の 

餌食に なり はせ ぬかと、 村 中の 女 A ハは、 皆 心配 を 致して 

を. s.- ます 0 

S 何、 男共は^^きに戻って來るょ。 上 杉 勢 は、 如何に 

荒 くれ 武者 許りで も、 飢には 勝てぬ て。 小 田 原の 橫 手 か 

ら 不意に 攻 立てよ 5 とし て、 この やうな 3 奥の 裏道 許り 

を 進んで 來を るが、 肝 # の 兵糧が 手に入ら ぬから、 纏て 

小 田 原に 行き着く 頃に は、 飢の爲 めに、 バタ./ .\ 皆 倒れ 

ようて。 すれば、 村の 者 1;!. は、 擦り傷 一 つ 負 はずに、 皆 

無事に、 小 田 原から 歸 つて 來 よう わ。 

娘 霜の 降りる 前に、 皆戾 つて 參れ ばよう 御 1- いますが な 

ァ …… (差 俯向く) 

村長 は 、ァ、 音 若の 事が 氣 になる か？ あれ も、 柿の 寶 

の 熟する 迄に は、 必ず 戻って 來 ると 申した から、 纏て、 

最ぅ歸 つて 來 ようよ。 

娘 でも、 途中で、 この 戰 さの 爲 めに、 めら れてゐ るの 

やら も 知れ ませぬ。 

衬長 或は 然ぅ かも 知れぬ。 然し 戰 さが 終れば、 無事に 屍 

つて 來 よう。 土產物 をたん と賈 うてな。 まァ/ \、 何も 

案ずる 事 はない わ。 

(女中 ひさ 登場。) 

女中 お：、 J 樣。 此處 にお 出で \ 御 ij いました か、 おぐ し 上 


げ のお 仕度が 出來 ました。 

村長 髮を結 ふ に、 ひさと 裏山 へ でも 登 つ て 3^ て は 何う 

だな。 村 境から 彼方の 山 は、 一面に 紅 紫で 錦の やう だ。 

又 此方の 山 や 谷 は， 柿の a に 秋の 3 が 照り映えて、 宛で 

瑚の 林で も 見る や うぢ や。 まァ、 氣が晴 々致す から、 

見て 參れ。 

女中 本に、 曰； 那樣の 仰せの 通り * 秋になる と * この 村の 

柿の 實の 美し さは、 他 一 1 の 者が 一；！^, む 程で 御座います。 そ 

れと 申す も、 皆 日 ー那 ai の， 永年のお 丹精で 御： ii います。 村 

の 者 達 は、 旦那 樣を ば、 何の やうに * 有難が つて をる か 

知れ ませぬ。 

村長 ハ、、 、。 俺 は 村長と して、 常り 前の 事 をした だけ 

だ。 然し、 その 昔、 この 村に 始めて 來た 時には、 果物 は 

おろか、 粟 一お. も， a 來ぬ瘦 土地 ぢ やった が、 それ を， 漸 

う 丹精して、 これ 迄に 仕上げた。 然し、 俺の 仕事 は、 こ 

れ からだ。 何う せ、 米 粟の 出來 ぬ.. H 地 だから、 儲けの 多 

い 栗 物 を、 これから、 ドシく 核 付けて、 村 中 を S つと 

富ます の だ。 斯うして * 苗木から 育て上げて、 美しい 資 

をなら せて 行く 樂 しさ を 思 ふと、 弓矢 を 奴って、 命の 1^ 

り やり をし て を つたせ の 事が 、 つ くぐ 後悔され る わ。 

女中 小 田 原のお 城 をお 出に なつてから、 丁度 十八 年に な 

ります るな〕 


村 る^も 
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村 弓矢 を 折って、 この 村に 引 込んだ 時には、 八重、 其 

* リ  つ 

方 は また 漸 とつ かまり 立ち をす る 幼い ち やった。 篤に 

つ て幾っ ，，-f くお ぃ：^を越した^！-は、 まだ 覺 えて をら 

うな。 

0 迫 中の ゾ 》i てに、 ^£乂 えて をり ませぬ が、 篤の 中で、 S 樣の 

お 乳に すがった 事 は、 よう 覺ぇて をり ます。 

女中 そのお 母 が、 今 B 頃 迄 お出でな されたなら、 何の 

やうに か お 喜びな され やう も の を —— 。 

WIS- 本に 彼女 は、 この 柿の K の 成る の も 知らずに 死んで 

了うた。 あれから、 五 年 卜 年 十八 年と たつ 內 に、 柿の 木 

はこの やうに 大きく 延びろ。 §"は..51^々に墦ぇて行く。 そ 

して、 其方 は 大きく 育った。 年の 立つ の は、 本に 罕ぃ物 

ぢ やのう。 — 長話し をして ゐる； 2： に、 m が 大分 傾いて 

來た。 乂 上つ 一、) どれ、 日の 暮れぬ 內に、 裏の 柿 畑 を 

兑 廻って 來 ようか。 おうく、  ill めが、 又 群 を 作って、 

稀 盜 みに 来 をった。 ホウく …… 。 (追 ひながら 襄手 L-ias 

一-、 行く .) 

0 本に， おが 、 あの やうに 澤山 飛ん で來 た。 

女中 惡 らしい iL? で 御座いま するな ァ。 

(跛せ の 下 巧.： iJ ぉ微. お 先から 登場。) 

ルん 5 さサ、 大變 だ/ \-。 

女中 ま、 ted 兵衡 殿。 何 を 慌て &ゐ なさん す？ 


兵衞 どうしてく、 大變だ C  n: 那樣 は、 ぉゐ でな さる？ 

女中 旦那；； S は 、 裏に お居で だ わい な。 一 體、 何 を そ の や 

うに 慌て &ゐ なさん す？ 

住 丘 (衞 戰さ だく。  k, 杉 方の 軍勢が、 今にも- に 押 寄 

せようと 云 ふの だ。 

女中 え * 上杉勢が？ 

^：^兵衞 隣り 村から. S の 使と あるから は、 大方 ® さの 知 

ら せに 決って ゐる。 したが、 戰 さは、 この 庄兵衞 大の嫌 

ひ 。 お 藤で 大事の 片足 を、 か たなし にし て 了うた からな。 

女中 それ は、 一 かどの 手柄 を 立て、、 お 一?^ 樣 のお 聲樣に 

ならう と 思 つて、 根の 臆病 も 打 忘れ て、 こ の 前の 戰 さに 

出た から ではない かいな？ 

ま 兵衞 ゃァ、 それ を、 ：K はれる と 面 H ない。 —— どれ、 

急いで 日； 那の 所へ、 このお 文 を 持って行か うわ 11 。-， 行 

かけて.： i の 敷石に IT つく) やれ 危な や。 入らぬ 所に 出 

しゃばる 石 だ。 

女中 庄兵衞，！。 あの やうに 木の h で、 烏め が 笑うて をり 

まする ぞ C ホ、、 、 、 0 

芘 兵衞 、f、 おいて くれ。 ：儿談所か、火急の3^事だ。 (去 

ろ) 

0 ホ、、 、 、 本に 面白い I カぢ やのう。 

女中 S 病で、 少し 足らぬ 所が 御 U いまする が、 根 は あの 


302 


衬る實 袖 


通り、 li; 直な 面 白い 男で 御座います。 彼も片 S で 無 かつ 

たら、 今度の 戰 さに 引出され たで 御座いませ うに。 若い 

男で、 村に 殘 つて 居る の は あの 5 人となりました。 

0 男の 一人 も 居らぬ 此の 村へ、 若しも 敵が 押 寄せたら、 

何うな る 事で あらうな ァ ？ 

女中 本に、 その やうな 事が ありましたら、 何うな る 事で 

御座いませう？ 

(、、の 時. おが 激しく， S て啼 く。) 

0 あれ、 氣 味の 惡ぃ啼 き やう だ わい な。 

女中 本に 烏の 啼 り は、 何時き いても、 いやな 物で 御 

座い まするな ァ。 

(突然 庭 口から、 一 んの背 年 血 だらけの 姿产 r して け 

込み 來リ、 地上に 倒れろ。、 

娘 あれ， -ッ。 (袖て^.^ 掩ふ) 

女中 其方 は 何者お や？ 

若い 男 (苦し さう にして 漸く 額.^ 擧げ〕 お 願で 御座る。 

お助け 下され。 暫く 隱 まって 下され。 敵に 追 はる \ 者で 

御座る。 

女屮 可、 かくまへ と？ 

若い 男 某 は北條 方の 者。 上 杉 方の 軍勢に 追 はれて、 漸く 

此れ迄 落延び 參 つた。 何卒、 助けて 下され。 

0 では、 味方のお 方ぢ や。 早う 介抱して 上げた が 可い。 


(ひさに 額て 知らす) 

女中 まァ/ \、、 それ は 飛んだ * で 御座いま したな 一 - 。 

(•ML: お リー-、 行く) まァ、 この 血汐の 夥しい 布。 i 一お 苦し 

う 御座いませう —— 。(側に 近 リ男 S 額ん 、よく 見て) お 

お！ 齊方は 菊， ズ郎 il では 御座いませぬ か？ 

若い 男 (漸く 正氣附 いて) お、！ おひさ か。 某 は 如何 

にも 菊 次 郎ぢゃ ー  。  (M?^ ん a 廻 はす ) 

女中 ぉ孃 樣、 菊 次 郞樣で 御座います ぞぇ。 

0 まァ、 菊 次 郎镓。 どうして 貴方 は、 この やうな お 姿 を 

して —— 。 (.SLL 急いて 降リ る) 

t 古い お、、 お八 霜 殿。 では、 此處 は、 叔父 御の 家で あ 

つた か。 某 は 只 一 散に 驅け 込み 來た 故， 何 處の屋 数と も 

辨へ ずに、 飛 人り .3. した。 お八 甫 どの。 久しう 御座った。 

0 菊 次 郞樣。 先づ 座敷に お上りなさい ませ。 さ、 ひさ。 

手を贷 してた もれ —— 。 rgig- に 伴 ひ 行く) ま大變 なお 

怪我で 御座いま するな ァ —— C して、 敵に 追 はれた と は、 

この 村に 人つ てからで 御座います るか？ 

若い 男 杉 坂 村から 此の 村に 入る と、 直ぐ、 敵に 追 はれて、 

この 始末 ぢゃ。 某 は 矢 坂の 装から、 小 田 原の 城に 援兵 を 乞 

ひに 參る 所な の だ。 この 一命 を棄 てるの は、 少しも 惜し 

、つ はない が、 大事の 使命 を sffh 迄 は、 死ぬ にも 死なれぬ 

身 陰な の だ。 此の 身の 傷の 癒える 迄、 何處 ぞに隱 まって 
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たま はれ。 

0  (布て ef- の^ 口，^ 卷告 ながち) お案じな さる 事 は 御座 

いませぬ。 此處に お出でな されば、 敵に 知られる I 艰遣ひ 

は 御 iil いませぬ。 ひさ。 父上 を 早う お呼び 申して おくれ。 

女中 はい —— 。(- Iss! の 方に 行告 かけろ) 

(waf! 急お、 足 LL 出て 來 る。) 

女中 お、、 口： 沉樣。 樣. が、 只今お 越しで 御塍 いま 

する。 

村長 何、 甥の 菊次郎 が？ それ は 珍しい。 して、 急に、 

何 W ちゃ？ (座敷の， 2:*^ 晃て) や. -、 怪我 を 致し をるな。 

戰 さに. 跛れ たか？ 

おい af- いえ、 戰 さに 破れ は 致し ませぬ。 小 田 原へ 使者に 

向 ふ 途中、 敵 兵に 見出されて、 この 始末に 街 座い まする。 

村 ti?! 然 うか、 それ は、 危ぃ 事であった。 然し、 菊 次郞。 

矢 坂のお は、 最早 落ちた との， 1 らせ だ。 

若い 男 え、！ 砦が 落ちました か？ 

モさ 

衬 CIK. 今し方、 隣村の 長から 知らせが あった。 今朝 程、 遂 

に 落ちた さう だ。 

若い 男 では、 御主 君 初め、 父上 兄 上に も 討死な された か？ 

村長 無く もがな の 所に 此 K 等 を 築く から、 その やうな 事に 

なる の だ。 氣の f, おで は あるが、 何とも 致し方の ない 事 だ。 

若い si- この. 上 は、 某. 一 人、 おめく と 生き 存ら へ て は 居 


られ ませぬ。 皆 機、 御免  (刀ん 取つ ズ切^ しかけ 

る) 

村長 これ、 菊 次郎、 血迷った 眞似を 致すな。 砦が 落ちた 

とて、 其方が 死ぬ る 理も が あるか。 砦の 落ちた の は、 其 

方の 罪で はない わ。 上 杉の 大 軍の 前に は、 如何 やうな 砦 

でも、 叶 ふ 害 はない の だ。 

若い 男 でも、 このま、 おめ./ \. ::: 。 敵 兵 は、 纏て 此の 

村に も 押 寄せ 參り ませら —— 。 

村長 押 寄せて 来ても よろしい。 女子供 や 年寄 許りの この 

村に、 何で 手 向 ひ 致さう。 敵 は 素通りに して 先 を 急ぐ に 

相違ない の だ。 

0 菊 次 郞樣。 敵 は 何 の 邊り 迄、 押._^£ せ て 居ります るか ？ 

若い 男 最早、 餘程 間近まで 、押. せて をる。 昨夜 迄 は 、 

まだ 此_? ^遠卷 きにして をった が、 今朝 程、 其處を ー擧に 

陷れ て、 この 道 へ 直ぐ さ ま 進み 來 たも のと 見える。 

村長 この 村に は、 北條 方の 武士 は 一 人 も 居らぬ から、 誰 

も 向 ふ 者 はない の だ。 —— 其方 は 苦しうても、 當分倉 

の 内に 隱れて 居る が 可い。 その内に は、 敵 兵 は 皆 立ちの 

くで あらう。 —— さ、 見 とがめられぬ 内に、 早- 「彼方へ 

行って、 侮の 手當を 致した がよ い 。 

若い 男 有. is^ う 御座います。 では、 暫時お かくま ひド さい 

ませ。 
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村る 15： 柿 


村長 さ、 八 雷、 ひさ。 彼方へ 案内 を 致せ。 

八重 畏 りました。 

ひさ さ、 i 郞樣。 何卒、 此方へ 一 I 。 (手.^ 引いて 行き 

かけろ) 

若い Bf-  (.N 上り かけて) 叔父 上。 つい 忘れて as りました 

が、 最前、 この 村の 入口で お八 重 殿の .^fe に 逢 ひまし た 。 

S 何、 聲に？ 

娘 では、 旅からの 歸 りで 御座いませう。 

若い 男 いやく、 然 うでない。 敵軍の 內に 居った の だ。 

而も、 一方の 侍 になって をった の だ。 

娘 え！ 敵の 侍 頭に？ 

若い 某が 危ぶく 敲 兵に 捕 へ られ ようとした 時、 突： お 

から 現 はれた の は、 姿形こそ^5^れ、 確に あの 音 若で あつ 

た。 そして、 軍卒 共 を 彼方に 去らして、 それとなく、 某 

に 逃げよ と、 手 露 似で 敎 へて くれた。 

村長 はて、 不思議な 事が ある もの ぢゃ …… 。 然し、 それ 

, はよ い lis 手に 會 つて、 仕 4n せだった な。  . 

若い 男 ほんに 然 うで 御 u います。 何時ぞや、 お八 重 殿の 

事で、 激しい 戀爭ひ をした 事 を も 打 忘れ て 、 よ くも 今 日 、 

某 を； W け くれたと、 半ば 不总 OS に 思って をり ます。 

0 でも、 何う して、 音 若 機が L 戟 さに お出でにな つたので 

せう？ 


村長 然れば さ。 今度の 商 ひに は、 上野 信 澄から、 鄕 ES 越 

後に も立窃 る と .5. し て を つ たが 、 たま./ \ -戰さ の 初 まる 

所に 歸り 合せて、 無理やりに 軍势の 内に 差く は へられた 

のかな …； 。 さ、 菊 次 郎、 入でも„^4れば面倒だ。 早く 奥 

へ參 れ。 

若い 男 御免下さい ませ。 

娘 何卒、 此方へ 11 (ひさと 二人 て 菊 次 郎か. ％ に 導 & ゆ 

く) 

村長 (思案して) はて、 音 若が 敵軍に 加 はり Si? ると は、 

不思 な 事 だ。 然し、 彼が 敬 軍に 加 はり をる と は、 もつ 

けの 幸 ひ。 彼に^5んだら、 隣り 村で 行った やうな 亂. お； 狼 

藉を 防ぐ 事が 出來 よう。 ま、 時の 來る迄 侍つ としょ，？ わ。 

S  5  0 に 空 ん-見 ヒげ \、 .) お k  、何 かに 追 はれた と 見え 

て、 又澤 山の 烏め が 飛んで 來 をった。 こり や、 裏の 栋の 

K が危 ふくな つ て 來たぞ 11 。 (急ぶ、 足に！ M の 方に 去る) 

(Is 登 揚。) 

娘 父上 樣、 お 夕飯の 仕度が 出來 ました -—— 。 (お. V なのに 

氣附 さ〕 又 裏の 柿 S にで も お出でな された か 11  (隅の 

茶道 Hi;  片附け 初める). 

(庄 兵衛登 揚。) 

庄兵衞 や、 ぉ懷様 は、 此處 にお 出でした か。 今お ひさ^ 

- から g けば、 -lis 若驟は く 此れに お越し ださう に， 御 lil 


305 


いますろ な。 さぞ、 お 嬉しい 事で 御 ij いませう。 その 喜 

ぶお 顔が、 C 丁， 拜 みたう 御 13 いまするな。 

0 庄 lii パ衞 とした 事が、 又しても その やうな てんごう 許り， 


庄兵衛 いや、 まだ あるく。 あのい としい お m 樣は、 敵 一 

の大將 _ ^だと 云 ふ 事で は 御座いませ ぬか。 こり や、 まァ、 

ー體、 どうしたと 云 ふので 御. u います。 その 理 をお 閣 

かせ 下さい ませ。 ^方の 大將と 知って、 にお 1^ りな 

された か？ さ、 その 理由 をお 問 かせなさい ませ。 

0  (立 4^ リっ. 0 え  、その やうな 事 は 知らぬ。 うるさ 

いわいな ァ。 (典 に つと 去る)  I 

庄兵衞 (M ん いて) これ は 又、 怒らして 了うた。 飛ん 

だ 事 をして 了った。 (緩いて， 提に 入る) 

(上 杉 方の^ 卒先き に 立って、 11 間 左 近、 加 賀 見 藤彌 

太、 6^^卞税等人リ來ろ。) 

1^ 卒 これが、 村長の 宅に 御座いま する。 

(つかく と 庭の 內に 入り) ゃァ、 石 は 、北"、 

關八州に其名を鳴したi^四郞次が成の &;4の 住家だけぁ つ- , 

て、 小 汚い 百姓家の 中で は、 とにかく ほ 立つ 家 だ わ。 —— 

こり やく、 誰も 居りぬ か。 上 杉 方が 先手の 大 g-M 岡 主， 

i の お越し ぢゃ。 者 共出迎 へ く。  ： 

(庄& 衞舆 から 出て 來て、 、、の 體ん、 見て 打 驚く。) 一 


加赏見 この 馬鹿め？ 早う 村長 を 呼 出せい。 

！ i 問 加賀見 氏。 ぉ靜 まり 召され。 某が 呼出して 參 ります 

る。 (奧に 入 りかけ る) 

加 gs! 见 これ は、 とんと 失念 致した。 此處の 村長 は、 蛭 間 

氏の 舅 殿で 御 ii つ たな。 序でに 其 所 許の 花嫁 御 も 拜見致 

したい もの ぢゃ。 豫て三 國 一の 美人と 承 はり 居った。 

(蛙 間は蠶 岡に 輕く 一  鱧して、 =^ の 言^ん-閥：. M す やう 

に して 入る。) 

加賀見 (S: 方.^ 見廻 はし) こり や、 s.:^ 卒共。 何と 綺麗な 

柿の 實 ではない か、 この 村に 入って から、 至る所 柿の 實 

が 赤う 熟して をる ので、 It. が 走って ならぬ わ。 美味 さう 

なの を、 一 つもいで くれ。 此の 村で は、 米の 代りに 柿 を 

食って iH きて をる と：：^ える わ い。 (軍卒の 取つ ズ渡 した 

柿，^  一  口な ベて， 成-かし かめ) え \、 溢い わ。 この，； t 柿め 

が！  (it, 小 抛リ楚 てる) 

. (村 B^s- 間に 伴 はれ V 、出て.； J^- る。〕 

S 手前 はこの 村の 村長 渡四郞 次と 申す ふつ X か 者。 以 

後お 見知りお き 下されます や.. つ — 。  > 」 の 度び はは るば 

ると、 ようこそお 立 寄り 下されました。  . 

加 1风 見 何、 よ. つ 立 寄った と？ 

S.N 加 賀兑氏 —— 。 (たしなめる) 村長で あつたか。 お 

手前の 事 は、 豫て蛭 間 氏から 承 はり をった。 この度 相模 
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蛭 &  f-r       加 娘 f; 


喪へ 下る 途中、 兩 三日 この 村に 滯留 致す 事と なった から、 

何かとお ES になる 事で あらう。 何分よ ろしく fi;3。 

村長 知 致しました。 然し、 碍覧の 通り、 荒れ はてた 村 

落、 とてもお 氣に 召す やうな おもてなし は出來 兼ね ませ 

うが。 御 S の 事 は、 何なりと 仰せ 下しお かれます やう… 

EN 扨て 早 if ながら、 此.；^|に屯致す軍.¥共の兵©その他 

の 事、 蛭 ii 氏から、 とくと 問 取った 上、 ft 浴ち ないやう 

手配 をた のみ 入る。 又 我等 上 杉 「勞に 向って 村人 共が 過つ 

て も 手 向 ひ i せ 致さぬ やう、 とくと 云 ひ iS- して 賀 ひたい。 

この 先き の 杉 坂 村で は、 井の 内に 毒 を 入れたり、 だまし 

討ち を 致す 者 等が あったり 1^ た 爲め、 不 慈ながら も、 其 

處の 村長の 首 を はね、 村 中 を燒拂 つて 了うた。 これに 似 

た 愚かな 眞似を 致さぬ やう、 とくと 村人 達に 云 ひ 渡して 

貰 ひたい。 

村長 承知 致しました。 一 同の 者に よく 申し g ける で 御- M 

いませう。 したが 御 iiE^ の 如く、 この 村に は 女子供 か 老人 

しか つて をり ませねば、 その やうな 大 それた 事 を、 考 

へる 者 も 御！ i3 いませぬ。 

加 K 见 そ の 女子供が 、とかくに 云 ふ 事 をき か ぬ もの だ て 。 

女と 云へば、 飯 を かしがせる 女 共 を、 早う 狩り出さねば 

ならぬ。 その やうな のん ベ ん だら りと した 問答 をし てゐ 


る 内に、 夜が 明けて 了 ふわ。 某 一 人で 村 中から よさ さう 

な 女子 共 を 第め て參 らう。 者 共 參れ 11 。 ("ル 掛ける) 

鷺！： 加賀見 氏。 待た れい。 村 中 を 歩かれるなら、 この 布 

令 を、 辻々 に 貼 出させて K ひたい。 又 軍卒 共が 病！； も、 

曰の 暮れぬ 內奴 計ら はれい I -。 (布令の 紙.^ 波す) 

加 pi! 見 承知 致した。 さ、 者 共 參れ。 ffl- 一  疋も姿 を 見せぬ 

この 村 は、 宛で 女 の 島の やう だ わ。 どれ、 見 H よき 娘 

からからめ K つて 來 ようかな —。 (行き かける) 

(銀 八重 女中 ひさと 共に 酒 道具， か 持って 入リ來 ろ。) 

長 娘。 早う これへ 持て。 

KB^  (娘の 姿，^ 見附けて 一：^ リ來 る) や、 これが 蛭. n 氏 

の 花嫁 御 か、 g きしに 優る あでやか さ。 某 も先づ 一献 食 

ベ てから 出かける と 致さう 11 。 (元の 處 LMW ろ ) 

具 何 はなく とも、 先づ 一献 11 。 ： 鷺！； に ん 出す) 

1； これ は IK ふい。 (受けて 飮む) 

間 これ は、 村長が 多年 心 を；； 龍め て隨し 出した、 葡萄の 

酒に 御座ります。 

無類の 味ぢ や。 

SE. どり や、 f 一  献 K は -っ 。 0 ^前の 柿 の やうな 事 は 

あるまい な 11 0  (受けて^ む) む、 これ は 甘露々々。 

さ、 最ぅ 一献つ い で くりやれ。 この やうな 突し い 嫁御が 
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あって は、 戰 さの 先 IS 汗 は 厭に 相なら うてな ァ。 ハ 、 、 

！ ；、、  0 

0^ 加賀兌 氏、 何と. S. さろ、？ (氣 色ば む) 

いや、 氣 にさ へられて は 迷ぬ〕 致す。 餘 りのお 美し 

さに、 つい 見 恍れ. S. した。 では、 日の 暮れぬ. 2:、 村 中 を 

一 廻り 致して 來ょ つか。 (立 出ろ) 

奴て、 村長。 村 中には、 男子 は 一人 も ：11？ ぬと 云 ふか 

ら 、 「つ 矢 飛道具の 類 を 所持 致す 家 は あるまい な？ 

W 長 元 々 柿のお 許り で 、 計 を 立 て、 をる この 村で 御座 

いますから、 丐 矢 刀 检の類 は、 Is ひに も W ひて は 居り 

ませぬ。 

效 岡 でも、 念の £ ^め、 家 々 を 改め て も 差 支 へ あるまい な？ 

村長 一向に 差 支へ 御座いませぬ。 

又、 此の 村の 柿 は、 近 13 にも S3 くお 產 だが、 その 

^sf^II と の 収引 で 、見かけに .¥ らず家 々 は 裕福た と 問 及ぶ。 

されば、 .軍别 金 兵 g 等 も、 他の 村々 に 比して、 多分に 申 

しっけて よから うな？ 

S いえ、 その 柿の 收 入りと. & した 所で 11 。 

默れ！ この 村の 有お は、 豫て隙 者と して 年久しく 

住 込ませお いた、 この 蛭 ii 左 近から 悉 しく 聞 联っ て ある 

わ。 今； &{云 ひの がれ は 許さぬ ぞ。 

村-お これ は 恐れ入り まする。 では、 村の 者 等の 生計の 立 


つやう にして、 お 1^ 立ての を、 お 願 ひ 致します る。 

輕 間 父上。 それ は、 後 とくと 御 相談の 上 取 計 ひませ う。 

MN 調べ 書に は、 まだ 米の 事 も 記して あった。 この 村に 

は 、 よき 米が 澤山貯 へ ある さ うぢ やの？ 

村長 いえ、 何う 致 しまして。 御覧の 通り、 粟 一 粒 出來ぬ 

瘦士 地で 御座 い ますから、 柿 を に 費 狒 つ た そ の 金で、 

漸く 一  冬 を 過す 丈の 米が E 貝 入れて あるに 過ぎ ませぬ。 

然し、 今年 は 村の 男 は、 皆 J 地に 出て ゐ るから、 そ 

の 分 丈で も賀 うて 行けるな。 

！^^間 (村長の 何 か 云 はう とする の.，^ 目て 止めて) 父 h。 

何れ 後程に、 委しく お話し 致します る。 最早、 日 も 暮れ 

か  > り ましたれば、 鷺！： 殿 を 奥の 座. に 御 案 2： 申 上げて 

下さい ませ。 

S 本に 然 うであった。 八 ffi。 奥の S 意 はよ いか？ 

m はい、 整って をり まする。 

S では、 むさくろ しい 處 では 御座います るが、 奥の 一 

間で 御 体 息. 1 ばされ ませ い。 (先に 立 つ て案內 すろ) 

鷺^ では、 お fis に预る 事と しょう 。(導かれて 奥に 入 

m  (！ S 間 0 側-」 寄って) もし、 音 若 操。 逢 ひたう 御座い 

ました。 

蛭 間 其方 も 無事で 何よりであった。 


308 


村る 袁柿 


0 柿の 實の 熟する 迄に は、 必ず 歸 ると 云 はれた から、 今 

か/ \. と、 毎日お 歸りを 待って 居り ましたが、 かう して 

敵に なって 房ら れ ようと は、 夢にも 思 ひかけ なんだ。 孃 

しいの やら、 悲しい の やら i. 0 

簡 この 门 は餘 儀ない 事で、 上 杉 勢の 者と して IB- つて 參 

つたが、 間もなく、 吾々 は、 小 田 原 城に 馳せ向 ふで あら 

う。 それで、 城 攻めが 終り、 戰 ひが 無事に 濟ん だなら、 

元の 音 若に 戻って、 此 處に歸 つて 來 よう。 そして、 その 

こそ は、 豫 ての 望み通り、 武士 を 全く 廢 して、 其方と 

一 一人で 一 生樂 しく、 柿の 寶 作り で この 村に 終る であら 

う。 それ迄 は、 人からの^^物も同然の身體、 村からの 一 奴 

立 て 事 等で 父 上 とも 爭 はねば な ろまい —— 。 

娘 でも 何卒、 父 様の 心 を 苦しめぬ やう、 くれ，.^ \ もお 願 

ひ 申します。 

蛭 間 それ はよ く 承知し をる。 必ず 氣遣ひ 致すな。 

娘 そして、 何時頃、 此處 をお 立ちになります るか？ 

II 間 されば、 後 詰の far が此處 に來合 はすの を 待 受け て か 

ら 、 此處を f^lfi 足 致 す 事に ならう 。今迄 は お 度 の 合戰 にも、 

擦り 手 一 つ 負 はず、 此處迄 は 無事に 來 たなれ ども、 これ 

から 向 ふ 小 田 原の 城 は、 名に し 負ふ大 下の 堅城。 一 朝 一 

夕で は陷 るまい から、 如何なる 苦戰 で、 この 一命 を果す 

やら も 知れぬ。 この度 立 寄った の も、 云 は e 其方への 暇 


乞 ひだ。 

m まァ、 情けない 事 を 仰お ります る。 これから 小 原に 

向 ふの を 止して、 この 儘此處 に お 止り なさる わけ には參 

り ませぬ か？ 

間 はて、 今 も 申す 通り、 この 身 Si は、 借物 も 21； 然 なの 

だ。 然し、 この 大 が濟 めば 大小 を 素て 木铗を 腰に i^:: 

む覺悟 だ。 

娘  一 nr も 早う、 然ぅ なる H: が 待 遠う 御^いま する。 

(村 a?; 人來 る。) 

村長 音 若、 此處に 居った か。 今爾岡 殿からの 話し を 聞け 

ば、 此村， VI つの IS? 立て は llsli 道斷な 沙汰 だ。 それで は、 

村 中の 者 は 皆飢死 をせ ねばならぬ。 其方 はこの 村に、 そ 

の やうに 貯 へ 多い と 申立 て た の か ？ 

IS 間 いえ、 某は只この村に餘^^の分だけを、 巾した ので 

御-おいます。 何れ 明朝、 貴方と 御 同道で、 村 中の 在 高 を 

とくと 誠べ た 上で、 1^ 立て 高 を 決め ませう。 何卒、 お氣 

を 安め 下さい ませ。 

村長 いやく、 今の 樣子 では、 极 こそぎ、 この 村の 物 を 

持 蓮ば うとの 肚ぢ や。 

^間 いや、 それ は、 父上のお 邪推に 御座います。 その 収 

立ての 役 は、 某で 御座いま すから、 萬 事お 任せ 下さい ま 

せ。 彼の * 岡 殿 は、 一 曰 一 斯うと 云 ひ 出したら、 中々 後へ 
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は 引か ぬ 御仁 です か ら 、 その 積り で 御 Ml. 封 を 願 ひます。 

. 1 それに、 村 中の 家 を 悉くお 調べたり 致す と、 如何な 

る北條 方の- 人が、 忍んで IS ぬと も 限り ませぬ から、 せハ 

處^ の 所 もようお 考へ あつ て、 葸事 某に お任せ 下された 

がよ ろしう 御 趣い ます。 

村 成程、 其方の 云 ふ 通り だ。 では、 萬 事 其方に 任す と 

致？。 

0 父上。 それが よろしう 御 iiJ いまする。 

村 扨て、 改めて K 方に 訊かねば ならぬ の は、 其方の 身 

の上ぢ や。 最前 M けば、 其方 は 上 杉 方の 諜者 として、 こ 

の 村に 住 込み をった と 云 ふが、 全く その りで、 此處へ 

^に 來！ US つたの か？ さ、 包まず 云うて K かせい。 

0^ 父上。 其 に 就？ まして は、 お訊ねな くと も、 某 か 

ら 辆中 上ぐ る り で 御 .13 いました。 鷺阀毆 は 某 を諜者 

と 申し て f れ ますが、 決し て 某 は , そ の やうな； おり で 、 

この 村に 込んだ もので は 御座いませぬ。 成 3S、 某が 生 

れは越 筏 高 田の 在、 上 杉 殿の 領地の 者に は、 相違 御座い 

ませぬ が、 幼い から 常 地に 育って、 身 も 心 も 旣に當 地 

の 者と なり 終せ て 居りました。 この 春、 緣 あってお 八重 

殿の せ 子と 決まり、 身の 根方 も附 きました ので、 久しく 

音^す らも 打 絶え 居 ました 親戚 の 者 達に、 此 等の 事 も 知 

ら せたいと 思うて、 この^びの 12 ひの £1 り 道に、 越後 高 


田へ立.2^5りますると、 折 此 度の 大 軍の 催しに、 E ー惡く 

某 は此邊 りの 地理に 明る い からと て 、 有無 を 云 は さ ¥.、 

先手の 軍に 差 加 へられた 次第に 御座いま する。 某が 軍 さ 

戰ひを 好まぬ * は、 父上に もよ く 御存知の 害と 思 ひます 

る。 

村 s それ は、 よう 解って 居る。 成程、 その やうな 事情で 

あって 見れば、 致し方の ない 事 だ。 お 互 ひに この やうな 

S 世に 生れ 合せた のが 不仕 合せな の だ。 ま、 早う 戰 さが 

片 S い て、 其方が その 錯を脫 ぐ 日 を 待つ としょうよ。 

0. 某 も 一 曰 も 早く、 この 靜 かな 村に 戾 つて、 柿 を 作る 

ぉ手傳 ひが 致した う 御 趣い まする。 

村. 炎 何卒、 然うして くれ。 今年 は、 村の 3!- と 云 ふ！ sf^ は、 

皆 小 田 原に 引取られた から、 折角 熟した 實 を もぐ 事 すら 

出來 ず、 む ざ/ \烏 の 餌食に され て をる 有樣ぢ や 。 

蛭 間 今年の 出來 は、 一段と 素喑 しい や、 つで 御座いま する 

な？ 

村長 其方が 丹精した 襄 W の 柿 等 は、 近年に 稀な 上出來 だ。 

明日の 朝で も、 八電， と 一緒に 見て 廻ったなら よから う。 

0 音 若樣、 贵 方の 御 留守中 は、 妾が 代って 世話 を 致し ま 

した。 

1; 間 お、、 これ は、 ！！：£ くお 禮を云 はねば ならぬな。 

いや、 俺も禮 を 云うて 貰 はねば ならぬ。 其方が とて 
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も 苗を植 ゑる 事 は 難しい と 申した あの 沼地 を、 其方の 留 

守 中に、 すっかり 干して、 柿の 苗 を 山械附 けたよ。 一二 

四 年したら 又 見事な 資を 結ぶ であらうて。 

照 間 父上の 御 丹精で、 この 村 は、 段々 と榮 えて 參 ります。 

隣 11 で 蒙む の も 尤もで 御座 い ます。 

村長 いやく、 この 村 は、 これから 本と に榮 える の だ。 

今年 植附け た 四 千 本 か らの 柿の 木に、 M 赤な. M を W け る 

やうに なったら、 この 村 は 本と に 裕福に なった の だ。 赤 

い 柿の賓 が、 一 つ 宛 殖えて 行く のを兑 るの は、 宛で 孫の 

顔で も兑る やうに 嬉しい のぢゃ —— -。 . 孫と 云へば、 其方 

も 早う 孫 を 作 つ て 俺 を 安心 させ て くれ。 

00 とに 角、 一日 も 早く、 この 役目 を 架し ませう。 

(女中 ひさ 登場。) 

女中 お 食事が 整 ひました。 これへ お Mr ひ 致し ませう か？ 

村長 む、 話に 食が 入って、 頓と 忘れて をった。 いや、 彼 

方へ 參っ て 食事 を 致さう 11 。 楚 1^ は、 嘸 空腹で あ つ た 

らう。 さ、 彼方へ 行かう —— 。 

(一！ ra 綠傳 ひに 隣リ 1 敷 じ 赴く。  Itif 半 廻と なろ。 月 

光 柳の 木の間.^ れヾ 々と 照り 渡る。 蟲の 萆々。 ) . 

村長 何 はなく とも、 娘が 手作りの 物で、 ゆるり と 食べて： 

くれ。 幸 ひ 今 1  せ は 明月 ぢゃ。 明月の 柿の 木の 下で、 親子 

水 入らす の^ 汲み 交 はす も、 亦 一 與だ。 


J 


1^ 間 左樣で 御座います。 久し 摂 りで、 お八 宽の 手料理 を 

赏昧 致し ませう。 

0 生 I?X7 おは、 何の 附意 も御蹈 いませぬ。 

(女中臉部^^持って登揚。) 

女中 お 孃樣。 音 若樣 に、 たんと お 酌 をして お上げなさい 

ませ。 

村長 さ、 ゆるり とくつ ろいで、 飮んで くれ。 俺も久 振り 

に 對手を 致さう。 

(逮 くて 女子の 叫び 聲が 聞え る。) 

女中 あの 物 昔 は、 何で 御座いませう？ 

村長 女 共の 聲の やう だな。 

(庄 (衞庭 口から 1^ 入る。) 

庄兵衞 もし、 曰 一 那樣。 大變で 御座います。 

村 何事 ぢゃ？ 

庄兵衞 は い 。 村 中の 娘と 云 ふ 娘 は - 皆何處 へ やら 連れて 

行かれます。 あれく、 あの やうに 皆 は 泣き いで をり 

ます。 

レ 4： 長 (立 上って) その 速れ て 行かう とする の は、 何者 

た？ 

ま 兵衞 はい。 最前、 此處 におった、 あの 赤面の —— o-^ 

間の 方 ん- 見て 口.^ つ ぐむ) 

衬長 己れ！ か弱い 女子供 を 手 ごめ にす ると は、 ほい^ 
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ぢゃ I  (口 w しき 思 人れ) 

(女 共の 叫. ひ^  一：^ 激しくなる。) 

女中 あれ/ \、 あの や、 つに 泣き叫んで 居ります。 

姐 もし、 ！ HH 苦樣。 何とか 救うて やる 道 は、 ない もので 御 

いませう か？ 

00 よろしい。 某參 つて. 収^べ よう 11 。  (•站に降リr^ぅ 

とすろ) . 

r 、の^.; 然：^ く^える。 ケ共は：=^屮ふさぐ。 庄 

に ハ銜は 汀お； く。〕 

W- お や  > -、 今の 砲 一 P は？ , 

0^ はて、 何^が 打 放した ので あらう？ 

(ポ卒 ！ ん. >1y: お、 入來 る。〕 

5^ 卒 屮上げ ます。 加 贺見藤 si、 只今 何者かに 鐵 砲で 

お 打 たれな されて 御 い まする。 

^間 何、 加贺： が？ 

^卒 はい。 彼方の 裏山 下の ：® 藤で、 何者かに、 後ろから 

-械， の ひ 打ちに 合 はれた ので 御座 い まする。 

0^ して、 その 下手人 は？ 

下^^入は、 まだつ かまり ませぬ。 

0^ よしく。 某が 行って 兑る。 早う 房って、 附近の 藪 

巾 をく まなく 搜せ。 

：水卒 S りました。 0?^ る) 


歸 父上。 W つた 事が 出來 致し ましたな。 この 村 許り は、 

折角^ 事に 納まる 事と 思って をり ましたのに。 

衬 eK して 又、 鐵.§ がどうして あったらう？ 

蛭 間 されば、 弓矢 を 初め 飛道具の 類 は、 一際 村 中にはな 

いと 先刻 父上 は 云 はれまし たが、 この 樣子 では、 何處ぞ 

に隱 してあった もの かと 思 はれ まする な 。 

村長 い やく、 ,  J の 村に 鐵砲等 所持 致す 者 は 一 入 もな い 。 

又、 獵師 とても 住んで は 居らぬ 衬だ。 事に よったら 上 杉 

方 の 者が 過って 火蓋 を 切 つ た やら も 知れ ぬ 。 

蛭 問 いやく、 その やうな 間 淳ー ひ は、 毛頭 御 鹿い ませぬ。 

いづれ は、 行って. 收 調べれば 解る こと。 然し、 父上。 こ 

り や、 容 ならぬ 事に なり ましたな。 (去ろ) 

(鷺岡 軍卒 共と. 奥から 岀て來 ろ。) 

衬長。 今の 物 昔 は、 何事 だ？ 

村县 はい。 —— 加賀見 殿が、 鐵 砲の 狙 ひ 打ちに 合 はされ 

たさう に御徑 います。 

®N む、、 さて は、 この 村に も 謀叛 人が 忍び 居った な。 

草 を 分けても、 索し 出さねば ならぬ。 者 共 急ぎ 參 つて、 

その 四邊に 居った 者 は、 誰彼の 容被 なく、 皆 S 捕へ て、 

此れに 引 つれ 參れ。 一 々詮議 をして くれる わ。 

軍卒 はッ。 (去ろ) 

§ 其方 は、 蛭 が 舅と iw くから、 油斷 をして をった に、 


312 


村る K 饰 


衬鷥娘 軍 


鷺岡 何、 下手 入が 捕 はれた か？ 

(衣 は 破れ 愛..，， 亂れた S が 、 S とし ヾ； g に 引かれ 

て 入リ來 る。 蛙 間 其の後に 從ひ、 卒化： (及び 村の 女子 

供 等 も 後に. ii く。 月光 強く 室 の 内に 射 込む。) 

村長 (一見す る や 驚いて) お \、 そちゃ 倉藏 ではない か？ 

倉藏 H 一 那樣！ ， 貴方 も繩 目の 恥 をお 受けな さ いました 

か？ ー體、 こり や 何う した 事で 御. ii います？ 

鷺 m こり や、 下郎。 其方 は、 上 杉 方の 侍. 頭加賀 見 藤彌太 

を、 砲で だまし- 「ちに 致した か？ 

倉藏 これ は、 ： 威 相 もな い。 私 はこの 村 端れ の 應善 寺と 云 

ふ お 寺から の 歸り 道に 、 餘り大 の 武者 達が 女 を 引き つ 

れて 往還 を 歩いて 居な さる 故、 裏山 を 傅うて こなたへ 來 

る 途中、 突然 砲 音が 問えた ので 驚いて 耳 をふさぐ 所 へ 、 

バ ラ/\と大1$^^の軍卒共がゃって來て、 打つ やら； M る や 

ら、 とても 命が あるまい と 思うて 居る 所へ、 こなたの 音 

若様が 見えられて、 軍卒 共 を 押しの け、 潮く 5:^ けて 下さ 

とが 

れ たので 御座います。 ；ir 何の 科で、 私 は 縛られた の 

で 御座います？ 

輕間 それ は、 某から. S. し閱 かさう。 =!4、 方が 耳 をふさいだ 

そ の 砲 音 は 、 上 杉 方 の 加賀化 it 彌太殿 を 狙 打し た 砲 昔な 

の だ。 その 場 附近に は、 其方の 外に は 誰 一 人 も 居らなん 

だ。 いや、 村の SR は ： も E なかった。 だに よって、 其 


計らず もこの 始末 を 惹起した。 驚き 人った 事 だ。 この 樣 

子で は、 村 中の 者が、 我が ヒ杉 方に 吸 向 ふ 物と 見ねば な 

らぬ。 その 下手人が 現 はれる 迄、 氣の 毒ながら、 村長の 

其方 を 人質と して 縛って 置かねば ならぬ。 者 共、 總 れ！ 

卒 はッ。 (練りかける) 

申し、 鷺 1 樣。 何卒、 それ 許り は —— 。 

m いよ、、 ならぬ。 

長 私 はお .11 を 頂戴 致 しませう。 村人が 致しました なら 、 

l^i り も さず 私の 落ば r 如何 やうな お とがめ 受けまして 

も、 お恨みに は 思 ひませ ぬ。 

よい 覺悟 だ。 して、 この 村に は 飛 造 其が 豫 て 藏ひぁ 

つたの か？ 

村長 い え./, \ -、 只今 そ の 音 を 聞く の が 初め て ^ 御 い ま 

す。 鐵 练を 所持 致す 者 はこの 村に は、 iw 來 ： 人 も 

御 is- いませぬ。 

醫 不思： 1 な 事が ある もの だのう。 では、 北條 方の 者が、 

早く も 此處に 忍び 人 つ たかな。 

m  (うろ/,.、 し y) 早う、 音 若樣が 屍ら れ、 ばよ いがな 

ァ。 ひさ。 早う 表 を 見て たもれ。 

女中 畏 りました。 r 外に 出ろ) 

rwl. 卒入來 る e) 

軍卒 下手人 を 召 K り參 りました。 
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方が ド手 人と 見た された の だ。 氣の_^3ながら、 誠の 下手 

人が 現 はれる 迄 は 共 方 は 縛られ てゐ ねばなら ぬの だ。 解 

つた か？ 

^0 解り ませぬ" •： 向に 解り ませぬ e 殺し もせぬ 者 を 殺 

したと は、 餘 りに 御 無理で 御 鹿い ます。 一 wi;^ 樣は、 私に 

も 御主人。 私が 人 を 殺す やうな か、 どうか は、 よく 御 

^ の で 御座います。 然し、 あの 場 含、 あの やうに 若 

い 乙女 達が 非道い EI に 逢 ふの を： a て は、 よし、 その 手許 

に鐵 砲がなくても、 よも： 午氣 では 見て 居られますまい。 

S 下郎の 分際で、 無^の 雑言。 者 共。 打の めせ？ 

：水卒 はッ。 (打ち かける) 

S あ、 お待ち 下され。 その 下郎の 代りに、 私が 打 たれ 

ませ- 「。 この 村人の 科 は、 私の 科。 そのお 罰 は 私が 引 

受けます る。 ； -HI 殿。 このド郎.の5:^りに、 何卒、 私を存 

分に お打ち ド され。 

この 村の 者 共 は、 比ゥ J の 下郎の やうに、 我等 上 杉 方 

に讽^^：^を挾み居ると兑ぇる。 蛭^ 氏。 こり や 全く 汕斷は 

ならぬな。 

0^ 左様に 御 ij います。 して、 この 光き、 如何 & 計ら ひ 

ませ、 つ？ 

驚 阿 誠の 下手人の 現 はれる お、 草 を 分けても、 嚴 しく-取 

調べねば 成らぬ。 それが 判らず ば、 最前の 布令に 示した 


通り、 氣の 毒ながら 、これらの 者 を 罪に 落さねば なら ぬ 。 

m  (i^ 間に) もし 音 若殿。 父 棟の liH を 解いて 上げて 下 

さい ませ。 

村長 こり や、 娘。 何 を 申す か。 この 父 は、 立派な 下手人 

だ〕 あの 鳥 おどしの 弓す らも？ お引かぬ 倉藏 が、 鐵砲を 持 

つて 入 を 打つ 等と は 思 ひも よらぬ 事 だ。 殊に、 この は、 

柿 作りの 名 入 だから、 この 村に は 大事な 人間 だ。 この 男 

を 下手人の 抵：； にしておく 位なら、 未し も 俺の 方が、 人 

質に は 適 はしい の だ。 

置 岡 ^ 仪 g; け 迄に、 誠の 下手人が 現 はれ、 ばよ し。 さもな 

い a- に は、 村長の 望み通り、 ド手入 代りと して、 縛り：！ {E 

に 合 はせ るの だ。 

倉 威 え — ッ！  E ー那 ：1 を？ 

尙 その上に、 この 村に は、 最前 申 S けたよりも 餘分 

な. 奴 立 て を 申し 附 けねば ならぬ" そ の 事 は 皆 もよう 含ん 

でお くが よから う。 - J の やうな 不祥事が 湧 起らねば よ い 

がと、 かねぐ 案じて をった が、 遂に、 この 恐し い 結果 

となった。 村長。 氣の. 1 だのう。 

S 何とも. 5. しわけが 御座いませぬ。 

醫 1- 間 氏。 早う 手配 をして、 下手人 を搜す 傍ら、 弓矢 

の 類 を も、 隈なく 搜 すがよ からう、 それから、 加賀 見が 

屍體 は、 寺に 溪んで 懇ろに 靡： りっか はせ。 (奥に 入る) 
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s 間 畏 りました。 

倉 1 もし、 mM:l。 誠の 下手人が 出ぬ 時には、 その代り 

とし て 、 且都； お 一の 命 を 召される の で 御座 い ます か ？ 

S 然 うだ。 それが、 上 杉 方の 投 だと 云 ふの だ。 

倉藏 ー體、 何處の 何奴が、 人 設し等 をし をった の だ？ 

(垣根の 外の^ 染の 方，^ 向いて) これ、 村の 衆。 そなた 

達の 内に 誠の 下手 入 を 知 つ て ゐる 者が あるなら、 早う 連 

れて來 い， - 然 うでな くば、 此 村長 様が、 代りに 侖を 奴ら 

れて了 ふの だ。 村長 揉が 居 なくなれば、 この 村 は 暗で は 

ないか？ この 村 は 滅びる ではない か？ 皆 も その 事 は 

よう 知って ゐる勞 だ。 夜の 明けぬ 間に、 早う T 手 人 を 索 

して 來 るが 可い ぞ！ 

(村の 者 達 は 互にうな づき 合 ひつ k 彼方に 去ろ。〕 

£  (§=  く考 へた 末) もしも、 下手人が ほぬ 時 に は、： W 一 

那： お。 私の 命 をお とり 下さい ませ。 私 は 最早 この 世に 住 

み 狗 きた 者で 御座います。 それに 妻 はなし、 子 はなし、 

この 世に 何の 未練 も、 望み も 御座いませぬ。 永年 御 恩に 

なった H ー那樣 の めに、 この 一 命を棄 てる 事が 出來れ ば、 

却って 仕 合せで 御座います- 

0^ こり や、 者 共" この 老人 を 彼方に 引 連れ 參れ I— 。 

(lef 卒が 倉： 被ん 連 ひ 去ろ の. ^免た 後.) 父上。 i 一お 苦しう 

御座いまし たらう  。 (と樾 1 か 解き かける) 


S こり や、 其方 は、 何故、 俺の 手 を ゆるめる の だ？ 

Igil はて、 下手人 は旣に 決りました から、 をお ぬけし 

てお く 事 は出來 ませぬ" 

村長 何？ 下手人が 決った と？ ぞれ は、 何處に 居る？ 

今の 倉藏で 御- M います" 

村 長 本人 は あの 通り、 手 を 下した 覺ぇ はない と 中して を 

るので はない か？ 

00 然し、 父上。 ようお 考へ 下されい。 明朝； ーほ搜 した 所 

で、 沖！ も 誠の 下手人の 出よう 害 は 御座 ません。 なまじ、 

^^？間を延ばして居る内には、 家々 を. 殘らず 捜す 事に なら 

、つも 知れ ませぬ。 又 あの 氣の 短い 殿 は、 一思 ひに 村 

を燒け と の 難 を 持ち出す やら も 知れ ませ ぬ。 それより、 

あ ん やう に し て 妻 も 子 もな い 、 命 も 惜しくな い と 申し \ J 

をる 倉藏 をば、 木 人の 望み通り、 ド手 人に して、 村の 爲 

め 、 あなた の 爲め に 殺した 方が 、 一 番 おだやか では 御. a 

いませぬ か？ 

村長 それ はならぬ，^ 如何 やうな 理； S が あらう とも、 誠の 

下手人で はない 者 を、 下手人 だとして 殺す 事 は、 この 村 

長た る 俺が 不承知た！ 

0^ でも、 高が ド 0- の 卑しい 人間。 村長の 方の 身 4i り 

に は、 少しも 惜しう は 御座いますまい。 

tl ん  H ろち 

W 長 下男 だら うが、 何たら 5 が、 人と しての に 何の 
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if りが あらう？ 身分 の 高下 w-r を 云って is る 時で はな 

い C この 村の 者 は、 is がヌ や 子供 祈 f た。 その 者 達 を、 

どうして、 俺の 身代りに 立てられよう？ 殊に、 あの 倉 

藏は、 柿 2.ぉ を 作る 事に けて は、 天下の 名人た。 この 

村に は 無くて はならぬ 人間 だ。 この 村に とって は、 俺よ 

り も. おかに 大事な 人 ii だ。 あれ を 殺す 位なら、 俺 は 喜ん 

で 死んで 行かう。 俺 こそ、 最早、 この 世に は W 事の 濟ん 

だ 八 間 だ。 十八 年^ 丹精して 育て上げた 柿レノ 木が、 漸ぅ 

皆- U を S ける やうに なって. 村屮 は、 どうやら、 それで、 

過せ る や. つに なった。 俺の 務め は：； ¥ゥこ れで、 十二分に 

つきた と 云 ふ もの だ。 俺が 死んでも、 俺の 魂 は 村 中に 永 

久に tgj. ん でありう。 それで 俺 は 一 1 足な の だ。 只 思 ひ殘り 

なの はこの 八 t^、 これ 許り は、 其方に 頼む ぞ。 

0^ 仰せに は 及び ませぬ。 然し、 あたらお 命 を、 高が 下 

と. 収；. 说へ にお 扮 てな さると は —— 0 

村-お いやく、 下 ap と は 収換に 致さぬ。 この 村の 代りに、 

； 人の 過の に、 俺 は 一命 を R てるの だ I 

0^ でも. 御座いませ うが 1 。 

0 音 r 殿。 父上 もこの 村 も、 下 Bfj の倉藏 も、 皆無 事に 助 

かる 道 は、 ない もの かいな？ 

0^ さァ、 その 道が ある 位なら、 期 程 迄に 苦心 は 致さぬ。 

父上。 八^5_迄が欺程に心を痛めてをりまする。 何.； 午、 最 


一度お 51； 考 なされて は 如何で 御 座 います か？ まだ、 時 

は 十分に. t 座い ます。 

村長 いや、 罪ない 者 を 殺す 事 は、 俺に はとても 出 來ぬ事 

だ！ 

1^ 間 と 巾して、 父上が 身代りに 立 たれる の も、 ET じく 無 

寶の罪 —— 0 

村長 いや、 俺 は 村長と し て の 一お め を 采 す 迄た" 又考 へ て 

見る が 可い。 上 杉 方の 其方 を、 知らぬ 事と は 云 ひながら、 

我 娘の IR にした 事 は、 村長と して、 村の 者 や》 に 何で： .1 向 

けが 出來 よう。 それが 爲 めに、 村 を. 助ける 事が 出来れば 

の 事。 今にも 村に は 恐ろしい 災が 降つ マ來 ようとして ゐ 

るで はない か。 それ を、 どうして、 このま- - おめ/ \. と、 

き存 へて 行かれより。 

0 父上？ ir 妾 とても、 この 儘 生き 存 へて は 居られ ませぬ。 

妾 も 共に お 伴 を させ て 戴きます。 

蛭 間 何、 其方 迄 も？ 

村長 こり や、 娘。 何 を 申す-」 其方 は 何も 知らぬ 事 だ。 村 

人に は 俺から 十分に 詫 を： K はう。 半： 先 長い 其方 を 述れ 

にす る 位なら、 俺 は 死に はせ ぬわ。， この 村 も、 衬の者 達 

も、 is けまい 許りに、 この 白髮』 を；；：^; t. すの だ。 

0 音 若殿。 父上 を この 村から 無事にお 落し 申す 事 は 出来 

ませぬ か？ 


316 


村る K 柿 


艇閬 村の ま はり は、 味方の 軍勢が、 十重 二十 雷に 取卷 い. 

て 居る から、 とても、 卟 はぬ 事 だ。 

S 又 逃げ延びた とて、 K 方 や 村に は、 仕 合せが 向いて 

來 ぬわ。 却って 恐し い 報いが 夾 よう。 . 

鮮： 間 全く その 通りで 御座います。 

村長 さ、 然 うと 決れば、 殘るは 村からの 奴 立ての 事 許り 

だ。 其方 も 知る 通り、 みいりと 云うて は、 柿の 資の資 上 

げ 許りの 貧しい 村。 ^^に向ける情がぁるなら、 村 中 を 救 

つて やってくれ。 これが、 俺の 一生の 願 ひだ。 俺が 命 を 

棄 てるの も、 村 を 助けよう が爲 めだ。 が 死んでも、 

村が 苦しめば、 俺 は 犬 死と なる 許り だ。 奠 としての S-t へ 

の 最後の 願 ひ は、 これ 許り。 序でに、 上 杉 方の 軍勢が、 

片時 も 早く 此 村から 引上げる やう、 其方から くれ/^ も 

意 岡 殿に 頼んでくれ。 

霞 畏 りました。 一 々お 尤もな そのお 言葉。 音 若 確かに 

お引受け 致しました。 

HM では、 あの 哀れな •> 男の 繩を 解いて やれ。 

蛙 間 承知し ました。 r 彼方に， W ひ) こり や、 者 共。 最前 

の ド手人 を、 これへ 述れて 參れ。 

軍卒 畏 りました。 (去ろ) 

(他の 車卒 入リ來 る。) 

^卒 .S. 上げます る。 村 中の 家々 を 殘らず 捜し ましたが、 


脇差の 類 四 五本 を 3!^ 出した 許りで 御座 い ます。 殘る は、 

只 この 家 許りで 御座 い ます。 

さが 

li- 間 よろしい。 下れ。 (取 卒^る) 

衬長 iliH 若。 何分 後 を 頼む ぞ i 。  (^差. ^抜いて 腹に 刺 

す〕 む 11 。 

^ や \ 、父 ヒ こよ  。 

S お、、 ，HI 害 をな された か 11 。 

衬县 いや、 騒ぐまい。 打 .fu に ふより はと S やって、 {EI ら 

始末 をつ けたの だ。 さ、 ； Mite に 巾して 來ぃ。 加 賀兑氏 

を だ まし 打ちに したの は、 こ の 渡四郎 次た と。 早う く。 

輕間 ぉ八^^。 御 介抱 を S むぞ —— -。 (去る) 

HM これ 娘。 何も 案ずる 窜 はない。 これで 物 布の 決りが 

附 いたの だ。 只氣掛 りな は、 倉の 中の あの l,g。 敵に 

知られぬ やうに、 4- 抱 を？ S むぞ。 

M あい 11 。 

、驚^ 蛭 間と 共に 出て 来ろ。) 

村長が、 下手 入で. あつたと. 5. すか？ 

HM 如何にも 某が ド手 人に 相 遠 御 K いませぬ。 その 罪 を 

悔いて、 この やうに 相 ef^ てます る 上 は、 何卒、 村 一 11 の 

者 をお 助け ある やう、 ：1 にお 願 ひ. S. 上げます る 。 

鷺^ 承知 致した。 

^ 倉 1 その他 村の 者 等 庭から 急 、入 リ來 る。) 


村ろ K 柿  317 


な 威 お、、 那 方 は 何たる 率 をな されました？ 

その 下手人 は、 この 老 ぼれ で 御座いま したに II 。 

何 をた はけ を €. すか。 その やうな 事 を 申す 暇に、 柿 

の 木 を 育てる 事に 力 を こめて くれ。 そして 來年 は、 最っ 

とよい 柿の をたん と 作って くれよ。 それが、 俯の 最後 

の 願 ひだ。 S むぞ。 皆の 者に もよ く 頼んだ ぞ！ (がっく 

リ となろ) 

M お、、 父 h 梯 —— C 

S  n:i 11 C  (鐘の音 逮く 聞え る) 

— 幕 II 


一 
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同山庄 初お 柴 
尾 

賊兵太 源 
太 

乙 甲 衞郞菊 夫 

商モて "fe 

の け 
_ ^のる 
ナ 武 
人 供妻士 


映が、 力無く 空，^ gi してね る。 

一 の大. V 、な 胡蝶が、 下,. から 飛ん て來 て、 次第に 枯 

木の 方に 飛ん て 行く。 それん、 追って 一 人の 小 が、 

下手から 定リ 出る と、 その後から、 母親ら しい 女が 

小 走りに 出て 來る。 彼女 は れた樣 子.^ してね ろ。 

小童 (蝶，， 小 追 ふ 目，^、 ふと 足 下の 革 花 に 移して) ゃァ、 

. J んな 綺麗な 花が 咲 いて ゐる …… (花.^ 取らう として 前 

Li 進む) 

母親 不可い く e その 花に 摘って は 不可い。 その 花に は 

毒が あるの だよ。 

小童 母さん は、 何時でも、 坊やの 联 らうと する 花に は、 

毒が あると 云って、 ぉ止めなさ^oのね。 

母親 然 うだよ。 お前の 联 らうと する 花に は、 何時でも 港 

が あるの だから、 それで、 止める の だよ。 …… さ、 こん 

な 淋しい 所に ゐな いで、 早く 彼方へ 行き ませう。 (手.^ 取 

ろ) 

小童 坊や は、 先刻の 蝶々 を収 つて 行く の だ。 先刻の 蝶々 

を 索す の だ。 (母親の 手 1^ 报 放さう とすろ) 

母親 (小童の 手 1^ しっかと 握って) 不可い く-お前； 

人で 先き へ 行って は 不可い。 母さん を 置いて、 何 所へ 行 

くの だよ e 


山賊 ミ鐘 (1 幕) 


所 

尾 張 國洲の 股 城 附近 の 曠原内 

時 

永祿 年間の 秋の 末 頃 

見渡す 限リ、 i ぉ寥 たる 枯 野原 C 遠くに、 山々 の 姿が、 

徵か に 見えろ。 中程から 稍 上手 寄りの 所に、 一本の 枯 

れた 大木が 蕴ぇ てろ e モの 根元に 一 匹の HIT か斃れ て.^ 

リ、 その 胴の 下に は、 鎧.^ 纏うた 一 人の 武士が 打 敷か 

れて 倒れて ねる。 彼 は t 苦しげ に、 ^ど 無意 iiJil- いて 

ねる。 11 彼の 苦悶.，^ 表徴す るかの 如く、 打颜へ る 夕 
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小 だって、 坊や は、 あの 蝶々 を …； 

^親 え、 不可い。 坊や は 母さん を 置いて 行って は 不可 

い。 ：•：. 坊やまで も、 この 母さん を棄 て丄仃 かう とする 

のかえ？ お頼み だから、 坊や だけ は、 母さんの 侧を離 

れ ないで おくれよ。 

小-泣 (無！？ "て^ 親の^.. 5^ 见 上げろ」 

母 机 よく き 分けてお くれ だね" …さ、 この 石に 腰 か 

け て 少し 休んで から 行き ま せ う —— _ 小 i と共に 傍らの 

石の 上に 腰ん-下す) . 

小お M 母さん。 坊達 は、 これから、 柯處へ 行く の だえ？ 

母轨 さァ、 それが 解らない の だよ。 お父さんが 歸 つて ゐ 

らっしゃらな いと、 何う して 可い か 解らない の だよ。 

小宽 お父さん は、 何 所に ゐ るの？ 

母 机 それが 解らない の だよ。 

小童 何日 歸 つて ゐ らっしゃ るの？ 

$a さァ、 それ も 解らない の だよ。 

小^?1 ！  S 収、 何 をして ゐら つ 1- やる の ？ 

«稅 戰さ をして ゐ らっしゃ るの だよ、」 

小^« 戰 さって、 そんなに 面白い 事な の？ 

^視 さァ、 お父さん 方に は、 面白い 事ら しいの だけれ ど 

も、 お前 や 母さん iiil- は. そのお で、 期う して、 何 所と 

云 ふ 宛 もな く、 野から 山、 山から 町と …… 。 あ、 考 へれ 


,i» 本と に、 こんな 情けない 事 はない  (さめ，， と 

泣き出す) 

小童 母さん、 泣かないで 頂戴よ。 坊や も 悲しくな るから、 

何卒、 泣かないで 頂戴よ …… (ふと、 最前の 蝶い、 目の 

前 に 飛ん て來 たのて、 思 はず 立 上る) あ- -! 蝶々 が 飛 

んで來 た …… (蝶の 後.^ 追って、 枯木の 根方に 行く と、 

其 所 u- 人と 馬が 倒れて ねる の.^ 見て 打 驚く) ゃァ！ 此 

所に、 人と 馬が 倒れて ゐる。 恐い く …… (母親の 所に 

^親 そら、 御覧な ね。 その 通り 怖い 物が 居たら う。 さ、 

此方へ お出で。 何でも 母さんの 云 ふ 事 を 聞く の だよ C 

小宽 、枯木の 根本の 方 か 指して) 母さん。 彼 所に、 人と 

馬と が、 血 だらけに なつ て 倒れて ゐ るの だよ。 

母親 それ こそ、 軍 さ 人が 戰 ひに 敗け て 倒れて ゐ るの だら 

う。 氣 味の 惡 いこと だ。 さ、 こんな 恐し い 所に ゐ ないで、 

早く 彼方へ 行き ませう。 さ、 曰 丁く 行き ませう  (小童 

の 手^ 引いて、 下手に 入り かける) 

f 商 入芘 兵衞急  >:、 足-し 下手 か ら出、 來ヾ、 $ と 行 逢 

ふ。) 

商人 お. t  、  丁度 好 い 所で 行き 合 つ た 。 今お 前 さ ん の 後 を 

索して、 此 所まで やって 來た 所た。 さ、 俺と 一所に 行か 

う。 今日 こそ は、 何う あっても、 俺の 所に 連れて 歸 るの 

I 
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だ。 …… これ、 お 菊 殿。 何 を 呆然り して ゐる  (その 

抉，^ 取る) 

母親 (.M く 抉 か振拂 つて) 何卒、 最ぅ 暫く 待って 下さい。 

その 內に は、 屹度、 夫が 戻って 來 ますから。 

商 入 これ さ、 何む 云 ふの だ。 夫が 歸 るく は、 此 三月の 

間隨分 g き 飽きた よ 。 今度 其方 の 亭主が 歸 つて 來る 時に 

は， 大方 白骨の 亡者に なって にあら うよ。 其方の 亭主 小 

源 太 の 御主人 齋漲龍 興 と 云 ふ 人 は、 洲の 股の 城 を 追 は れ 

て、 今では、 何 所ぞの 山に 一れ てゐる さう だ。 とても、 

戰 さに 勝 目 は 無し、 城 を K 返す 見込み もな し、 小 源 太 は 

主人 諸共 討死に 決って ゐる。 そんな 生きて 歸る 見込みの 

ない 亭主に 鼓理 立てして、 つ まらぬ 月日 を经 るより は、 

この 金の たんと ある 庄兵衞 の 女房に なつ て 、 面白可笑し 

くその 日を经 つた 方が、 遙 かに 仕 合 はせ ではない か。 そ 

れが、 當佌 向きと 云 ふ もの だ。 まして 亭主の 小 源 太 は、 

武士に なりた さ に、 評判の よ い 作り の 商賣を 投げ 緊て 、 

然も 女房 小 供 を抵當 に、 この 俺 か ら 金 $ り 1! 二け て 、 戰 

場に 驅け 出し て 行った 大 鹿 者 だ。 そんな 不赏 に 情 を 

立てる と 云 ふ 法が ある もの か。 さ、 ，？ つばり と あんな 男 

の 事 は 諦めて、 この 俺の 女房になる が 可い。 (W びお 菊 

の 手,. ^ 執らう とする) 

^鋭 ま、 待って 下さい。 夫の 愚か さは、 云 はれないでも 


一 私に も 能く 解って ゐ ます。 でも、 私に は、 何う しても 振 

一 棄 てる 氣に はなれません。 これが 所謂 義理 かも 知れ ませ 

ん。 未練 かも 知れません。 とに 角、 私 は 何う しても、 夫 

の歸 るの を 待って ゐ ねばな りません。 第 一 、 この 子供が 

可哀想です。 

商人 いや、 この 子が 何れ だけ id 合せになる か 解らない。 

金 持の 俘に なれば、 立 出世 は、 思 ひの 儘 さ。 一 rH 後れ 

れば 一日の 損 だ。 この間から、 此方 等親 子 を 引取る W 意 

は、 ちゃんと 出 來てゐ る。 さ、 俺と 一所に、 俺の 所へ 行 

くと しょう。 とや 角、 迷って ゐる 時で はない。 さァ、 俺 

と 一 所に —— (女の手.,^ 取らう とすろ) 

母親 (手，^ 报 切ろ) え、、 厭な 事です！ 

商人 と 云って、 其方の 身體 は、 其方の 亭主が 軍 さに 出る 

時に、 借金の 抵當に 立派に 入れて 行 つ た の だぞ。 

S 譬ひ 何ん な 約 鬼が して あっても、 私 は 私です。 私 は 

私の 好きな 事 をす る だけです。 第一 、 庄兵衞 さん。 お前 

さん は、 私大 嫌 ひです。 

商人 何、 嫌 ひだ？ へん、 嫌 ひだらう が、 何 だら うが、 

俺 は これから 吃 度お 前 を 速れ て 行く。 そし て 嫌 ひ と 云 つ 

た その 口から、 この 俺 を 可愛 い  >- と 云. はして 見せる の だ。 

ハ、、 。 其方 は、 最早 俺の 物 だ。 一所に 來ぃ！ え、、 

面倒 だ！ 
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s. に 手.^ 執つ て 引 立 て よ う i マろ。」 

ゆ 親 え \ 己れ！ 誰が 引かれて 行く もの か？ (と 云 ひ 

なから、 矢；^^リ引かれて行く) 

小ぷ？ 一  さ 出して〕 あれ！ 母さん！  (^锐 の 後， „^;FJ ひ 

かけろ) 

入 (小 縱リ 飛ばし) ぇ气 e; さいわい！ 泣いた 

り 吹え たり、 ^;さぃ娥鬼だ1 

(小^：丄の傍に驅け寄っズ) まァ、 何て 非道い 事 を… 

•:o だから、 私 は 方が 赚 ひだと 云 ふので す。 

商 入 え、、 今と なって、 好き も 嫌 ひも ある もの か！ 何 

うお. つても、 述れて 行く の だ- - (むづとぉ菊の^^^ん-掘み 

かけろ〕 

母视 あれ！ 何 をす るので す！ (小^„>!の**^.^引張っヾ逃 

げろ) 

商 入 已れ、 逃して 堪る もの か 11  (迫 かけろ) 

(^子 は 逃げ 迷うて、 ふ 局、 枯木の 根の 人馬の 倒れて 

ねる所へ、 ^；^^知らず進み寄ろ。) 

武士  (突然 物？ ！= に 頭.^^ •  けて、 お 菊.^ 見ろ〕 お i 、お前 

は、 お 菊で ないか！ 

^机 お！  ^：！方は小？^太？^^!  (S 思 はず！ y 寄ろ) 

武士  ctz 子に： F」 すがろ 商人 1 か はった と 睨ん て) 已 れ！ 

庄 丘.， 衞め！ 已の 女房 を 取らう とする のか？ 


商人 知れた ことよ。 約束 通り、 金 の お 常に P れ つ て 行く の 

だ。 それが 惜しく ば、 約束 通り、 贷 した 金 を 返して よこ 

せ！ さ、 元利 揃へ て、 金 を 返せ！ 

武士 その 金 は、 今 は 返せない。 今 はま だ 爭 最中 だ。 戰 

爭 が濟ん だら、 必ず 返す から、 何卒、 それまで 待って く 

商人 へ ん、 この 上 待た されて 堪る もの か。 第 一 、 その 大 

命が 助かる と 思って ゐる のか。 こ のた はけ 者 

め！ 愚阖々 々云 はずに、 その 女 を 渡して 了へ。 然 うす 

れば、 愈々 死んだ .1 に は、 念佛の 一つ 位は稱 へて やらう 

わい。 

武士 そんな 無慈悲な 事 を 云 はずに、 最少し 待って くれ。 

すれば 戰 さに は、 必ず K つて、 一城の 主に なれる の だか 

ら、 昔り た 金の 十咅 にも、 廿咅 にもし て 返す。 ず 返す。 

商人 ふ 、ん、 その 態で、 戰 さに 勝つ も 押が 太い や。 一時 

と if たぬ 內に、 くたばって 了 ふに きまって ゐろ。 目 をつ 

ぶらぬ 內に、 女房 を 渡して 了 ふ 方が、 まだし も功德 だ。 

さ、 早く 女房 を 渡して、 成佛 して 了へ e 

武士 己れ！ これ 程賴ん でも、 また g 入れて はくれ ぬの 

か。 足に 立たなくても、 この 通り、 腕 はま だ 達者 だ ぞ！ 

(刀.^ 拔 いて 振 廻 はす〕 

商人 (少し 遠の いて) おいく、. t 痴 威し は. M して くれ。 
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己に は、 この 通り、 二 本の 足が あるの だ。 ：… さ、 お 菊。 

已と 一所に 來 るの だ！ (お 菊の 手ん 取って 急ぶ、 行 さかけ 

る) 

S あれ！ (手. ^振 切らう とする) 

武士 え. -、 己れ！ 無； 1 をし をる か！ (追 はう として 立 

上リ かけた が、 足の".：^ み に 地上に まろぶ) あ！ 痛々！ 

S もし、 贵方！ (心 M してお りかけ る) 

商人 え- -、 何 所へ 行く！ 己と 一所に 來 るの だ。 おい、 

小 •  ゆ 太、 いや、 八-では Ov へ 尾 i 太夫 か。 貴； r は. S にもない 

侍 化： になら うとした から、 この 態に なった の だぞ。 桶屋 

渡； W: をして ゐれ ば、 こんな 事に はならなかった のに、 な 

まじ；：. 吉 •』 の 摸 似 るから、 態な の だ。 然も、 女房 

を 質に 人れ て、 鎧 を 買ったり、 馬 を S つたり した 揚句が 

この 態に。 何と 可い 氣味 ではない か。 これ も 皆 toi だ。 こ 

の IH 愛い、 女 11っ は、 己が いんけ て やる からな、 有難く 思つ 

て-, g 佛す るが 可い。 本來 ならば、 貴樣の 首に 引靠を 渡し 

てから 行く の だが、 己 は 斬られろ 事が 嫌 ひなら、 斬ろ 事 

も 大の爐 ひだ。 御玆、 悲に 斯うして 放と いて やる から、 お 

となし く 犬 や 烏の 食と なる が 可い。 已 とお 菊と は、 こ 

れ から、 三々 九 度の 杯 を；！ げ るの だ。 草 場の 截 から、 よ 

く 狭 やんで 拜 むが 可い わい！ さ、 お 菊。 日の 暮れぬ 内 

に 行かう ぜ。 (女ん、 引立て 行. V 、かける) 


武士 おい、 庄 兵衞。 貴樣 は、 何う しても、 お 菊 を 連れて 

行く のか？ 

商人 知れた ことよ。 草 場の 蔭から、 已達 二人の 仕 合せ を 

祈って 居れよ。 

武士 あ \ 己 も 木 下 in 郞と j 所に、 織 田 方に 附ぃ てゐ 

れば、 こんな 事に はならなかった の だ！ 

人 おい、 藤 吉^と お前と は、 ちっと 計り 人間が 違 ふぞ。 

そんな 事 を 口 に する だけ 可笑し くな ろ.。 こ んな馬 £ 者 に 、 

このお お を 添に してお くの は、 第一. T 體 ない 事に。 ：：： 

4^所にゐれば益々未練ケ-募らす許りだ。 さ、 行かう。 曰 

がすつ かり 落ちて 了った。 早く 行かう。 (お 菊 引 張リ、 

行きかけろ) 

小童 (^s 手 II すがって) 母さん！ 坊や も 速れ てって 

おくれよ！ 

武士 初 太郞。 お前 も 行く か？ (悲し さう に见 送ろ) 

母親 わ アツ！ (思 はず 地上に 泣 <r. 伏 I- て 了 ふ) 

商人 おいお 菊。 何う したの だ？ 亭主に 未練が 出た のか。 

こんな や く ざな 男に は、 早く 見切り を はけた が 可い ぞ。 

御前の 友達のお 萬 を 見ろ。 猿の やう だと 笑 はれた あ り 木 

下藤士 n 郎の 女房に なった 計りに、 今では、 J お 田 方の 恃： a? 

の奧 方と なって、 豪勢な 暮し をして をる わ。 お前 も、 こ 

れ から、 、む を 入れ fel へて、 おとなしく 己の 女-おに なった 
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なら、 今迄の！^ は iic 联 返せる と 云 ふ もの だ。 さ、 日の 

幕れ ぬ 内、 早 く 行かう ぜ。 

武士  (庄兵，微の^1に手.^突き) 庄 _ぉ 衞殿、 俺が 如何にも 

惡 かった。 金 も 今：.：： ぐ 返す。 謝り もす る。 何卒、 その 女 

房と 子供と だけ は、 S いて 行って くれ。 その 女房 や 子供 

を 化合せ にして やらう 計りに、 俺 は I； 戦 さにまで 出かけて 

行った の だ。 何.. や、 m むから、 返して くれ。 この 通り 頼 

むく 1 (地上に；. 招リ附 けろ) 

人 え、、 m さいわい！ (武士.^ 足 域に すろ) 己 は、 何 

- 「でも、 お 菊 を已の 物にする の だ！ 

武士 何う あっても かぬ のか 11 む！ 己れ！ (立 上リ 

かけて はすろ) 

(商 入 は、 は. V 、^してね ろお 菊 1^ 引 招ろ やうに して、 

彼方に i ^れ. 仃く。 小^！化は^きく^^稅の後ん追ぅて人 

る。 武士 は S 辆 し；： te、 苦し さう Lit. さ 1^1^ してね 

る。 嬤て急 LiM??31= くな リ、 木枯物 く 吹 荒ぷ。 次第 

に 父 叫 ろくなって、 n 光 冷；： く 野原 一面，^ g; す。) 

武士  〔^かに； M.^^ げて、 M?^.^ き ろ /-、 見廻す) お 

お！ 今の は 夢であった かな！  にして は 恐し 渦ぎ る 

夢だった .：. 。 Js^ てよ、 あの 庄 Hi 翻の.；^ は、 己の 留守中 

に、 teK あの やうな 事 をして、 お 菊 や 子供 を 意地 目て ゐ 

るに 逮 ひない …… 。 あ、、 早く 戰 さに 勝って、 Li に歸り 


たいな ァ。 (ふと 足の 上の！ ii§ の 屍 Is. ^眺め) や！ 馬が 脚 

の 上で 死んで ゐる！ 道理で、 腰から 下が 拔 ける やうに 

痛い と 思った。 そして、 最 UK 氷の やうに へ，？ た くな つて ゐ 

る。 この 寒さが 身^に 傳 はって、 ぞく. くす る 程^い。 

痛い く V- かすと；， 戚ん 遠くな 6 程 足 か 痛い。 (手，^ やつ 

てみ て) や！ 血たら けだ！ 兩足 H ハ、 骨まで 碎 けて ゐ 

る やう だ。 あ、、 何う したら 可いだら う？ …… お k、 

寒い く。 身體中 凍る やうに 寒い。 冷たい ほが 吹いて ゐ 

ろな。 此所 は、 一 體、 何 所な レイた？ 昆 渡す K り 荒野 M 

だ！ こり や、 1 體 何う したと 云 ふの だ？ 何う して、 

こんた 所へ、 一人で 來て 了った の だ？ 然 うだ、 田 方 

の 軍 fs^ に 斬り 卷 つれて、 皆 一 散に 逃げ出した。 己 は； 太 十 

入 計りの 者と 一 散に 西の方に 走った。 敵 は尙追 掛けた。 

それから 後 は 知らない。 已 一 人で こんな 所へ 来て 了った 

の だ。 ：… 誰か ないかな。 敵で も 可い。 何でも 可い。 

己の この 身 堕 を 、 馬の 下 か ら 引出し て くれ る 者 は な い か 

な ：… 。 味方 はみ.. 體何所 へ 行 つたの だ？  *  J の 卜 我 をし 

た 已を見 K て、 何 所へ 行った の だ？ いや、 己から 渾 3 

金 をね だり 联 つた 家来の 軍兵 共 は 、 何處 へ 行った？  

月が 蒼く 照って ゐる。 最ぅ 日が 暮れた の だ。 已は 朝から 

まだ をして ゐな い の だ。 t3S が脊 is に 引. M く 53 ひも じ 

さ を 感ずる。 脚 はずき，.， \ 痛む …… 。 あ- -、 誰も 人 は 通 
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ら ない。 寒い 風が 嘲け る やうに 吹いて 通る。 枯 草が 笑 ふ 

やうに 首 を 振って ゐる …… 。 あ \、 何う したら 可いだら 

う？ 矢張り、 女房の 止めた 時に、 軍 さ 人になる のを廢 

せば 可かった の だ。 いや、 軍 さ 人に なっても、 吉郞の 

す k め を いて、 織 田 方に 附 いて ゐれば 可かった の だ。 

齋 I 方が こんな 脆 ぃ负け やう をしょう と は 思 はな かつ 

た。 己 は 結局 f 吉郞程 H 光き が 利かな か つ たの だ。 あ \  、 

已は だった く。 一国一城の主 所 か、 この 荒野 原で 

馬と 一所に 白骨 を 曙す の だ。 あ X、 どうしたら 可いだら 

うな？ この 儘、 まご/ \> して ゐ たら、 本と にこの 命 は 

無くなって 了 ふ。 女房 は 本と に 庄兵衞 に おられて 了 ふ。 

然ぅ思 ふと、 傷口が 一 段と 痛んで 来た。 塞い 風が 身に 泌 

み て、 氣が 遠くな つ て 行く やう だ。 あ、 …… あ、 ：.：. (地 

上 に 伏して 呻吟す る) 

(木枯  一 K と 物逮ぃ 音ん 上 义て、 吹 荒む。 山賊 3- 乙 上手 

班、 から S つと 現 はれ 出る。) 

甲 (武士^-倒れてねろ樣に目^^光らぜ) おい！ 其 所に 

何 か 光る 物が 見える ぞ！ 

乙 何、 大方 犬の 骨の 腐った のが、 月の 光に 光って 見える 

のさ。 

5- いや、 然 うぢ やない。 確かに 金 光りが して ゐる。 

乙 ふん、 この 原ば の 内に、 金 は 落ちち ゃゐ ねえよ。 さ、 


愁を渴 かさんで 早く 行かう ぜ。 

甲 いや、 確かに ピ 力く 金の 光りが する。 此 所に 待って 

ゐろ。 見て くるから ：：： (入 H^s 倒れて. Q ろ 所へ 進ん て 

來 ろ〕 

乙 おい、 何時かの やうに、 大蛇に 喷 まれても 知らん そ。 

甲 (後ろ. 返って) おい！ 鎧 武者 だく！ 立派な 

鎧 を 着て ゐろ落 武者， た！ 

乙 何、 鎖 武者 だ？ (前方へ 思 はず 進み出ろ) 

甲 確かに 一 かどの 大將 だ。 可哀想に、 馬に 敷かれて 死ん 

でゐ る。 後ろから 矢で やられた の だ。 澤 W 矢が 刺さって 

ゐる。  この P 子 ぢゃ、 五十 や 百の 金 は、 持 合 はして 

ゐる だら う。 (尙 その 側 LL 寄る) 

乙 敗け 軍 さの 大將 だ。 何で 纏まった 金が ある もの か。 

甲 ま、 引 起して 晃 よう。 一寸、 手傳 つて くれ。 

乙 (武士の^:?體に掛けた1^.^%:1;ぃて) や！ 此奴 はま だ 

生きて ゐ る！ 

甲- 何！ 生きて ゐろ？ 

乙 然 うよ。 この 通り、 まだ い 息をして ゐる。 

甲 では、 馬が 倒れる と 一 所に 落ちて、 氣を 失った の だ。 

乙 雨脚が 折れて、 血たら けだ。 どうせ、 こり や、 助かる 

見込み は 無い や。 

(武士 ふと 目.,^ 醒し乂  .v、rs,c  く  M 方 あ 兌 廻 はす。〕 


'2； 


m. ふん、 牛：；？」 つたな。 …… おい、 侍さん。 氣分は 何う だ 

武士 お前 等 は 何 だ？ 

m, 見る； 迎 りの 人 il さ。 

武し 此所 は、 何 所 だ？ 

乙 此 所は洲 の^に 近い 野原 だ。 此 所に 入ったら、 出口が 

分ら んと云 ふ 所 だ。 お前さん は戰に 敗け て 逃げ込んだ と 

見えるな。 

W が 

武士 敗け たの ぢ やない、 馬が； a を 负 つて、 狂 ひの やうに 

走り込ん だの だ。 

m.  一  K、 御前さん は、 何方の 軍 さ 人 だ わ？ 織 田 ..$5 かね、 

それとも、 齋 一 _s かね？ 

武丄 齋 藤 勢 だ。 

m. では、 敗け た 方， ちゃない か。 總大將 の 齋藤龍 興 は、 今 

方 水 下 f  U 郎の E^f; に 首を舉 げられ た ぞ。 

武士 では、 大將 殿に は、 討死な された か …… (がっかり 

となろ) 

乙 :r た、 それ も 知らずに ゐる のか？ 

m. 外の^^^は、 皆降參 して 了った。 お前さん も 降参して 了 

へば、 こんな^^にはならなかったのだ。 

武士  (むくと 纽.^ ほ. げて) おい、 ？ S むから、 この 雨 g を、 

馬の 下から 引出して くれん か。 


こ 薇から 搾に 何 を 云 ふの だ？ 

甲 第一、 その S; を 出して 何う する？ 

武士 洲の 股の 城へ 歸 るの だ。 

こ その 城 は、 疾 くの 昔に、 織 田 勢に 联られ て 了った わ。 

武士 ぇッ： 城 も 落ちた か？ 

こ 總大將 が 討死した の だもの、 當 り前ぢ やない か。 

武士 では、 何 所 か 外の 所へ 落ちて 行かう。 

甲 まァ、 その 脚 ぢ や、 見合せ たが 可いだら ぅぜ。 

武士 おい、 賴 むから、 何卒、 この 脚 を 引出して くれ。 (自 

ら 引出し かけて) あ、、 痛い！ . 

乙 痛む のかね？ 

武士  ■ 痛い …… 段々 しびれて、 ； 1： を 云 ふに も 舌が しびれて 

来た。 親む から、 何卒、 助けて くれ。 禮は ^ 度す る。 

甲 禮を する かい？ 

武士 すろ" 屹度す る。 

乙 だが、 この ちゃ、 とても、 一 尺と 歩け まい ぜ。 

武士  ^？^負って行って貰ふのだ." 

乙 ふん、 虫の 良い 事 を 云って らァ。 して、 その 禮は、 何 

の 位 くれる 積り だね？ 

武士 五十 兩 やる。 此 所に 五十 兩持 合に して ゐ るから、 そ 

れを、 皆 やる。 (胸の 中.^ 指す) 

甲 む、 其 所に 持 合 はし てゐ るの かい。 何う だ い ？ お前 
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は， やろ：； 照が あろ か？ (乙と 一寸 颜, 見合 はぜる) 

乙 ぢゃ、 その 金で、 何處 まで も擔 いで 行く としょう か？ 

(甲と HI て 何 か,^ 合 11 すろ) 

武士  IS むから、 何卒、 然うして くれ。 一刻も早く、 この 

死んだ の 下から！； を 引出し て くれ。 氷の やうな 屍骸の 

冷た さが、 此方に 傅 はって、 宛で 凍えさう なの だ。 

甲 よしく、 今 出して やる。 だが、 g 少し 閗 かせて くれ。 

ii, 齋藤 方の 何 だね？ 大將 かね、 何た ね？ 身 

分 を M かせて おくれ。 

武士 一方の 旗頭 だ。 柴尾源 太夫と 云 ふ廣頭 だ" …… 金 は 

この 通り ちゃんと 晚卷の 内に ffl 意して ある。 ( 懐 ろん-叩 

いて 见ぜ る) 

甲 よし，. では、 早速 引出す としょう。 (乙に 向 ひ」 さ、 

丰傳 つて くれ。 手前 は、 その 身 體の方 を 引： おれ。 已は馬 

の 方 を 持 上げる から 11  (乙 に 何事 かか 目配せし つ V、 

馬の 側に 寄る や、 らの 地から 侍の 刀，^ 取上げ、 矢庭に 

武士  w,^ 斬 一?^ す) えい！ 

乙 (驚いて 飛。 ひのき) 吃驚した。 己の 首 を 斬った かと 思 

つたよ。 

甲 隨； S めが。 さ、 此奴の ま、 ろ を 索れ …… (乙と 北 ハに 武 

士の燈 に 手 1^ 入れ 金 包み，^ 取 出す) む. - あつたあった！ 

大部 雷い ぞ、 五十 兩は 確か だ 11  (乙 かま：；. i 何 か 採して 


ねろ の.， 見て) おい、 何 を まだ やら かして ゐ るの だ？ 

乙 まだ 外に、 金目の 物が あろ かと 思って よ。 

甲 馬鹿な！ 何時もの 旅 入と は 違 ふぞ。 戰 さに 敗け た 侍 

だ。 金の 外に 何が ある もの か。 …... さ、 其 所に 落ちた 首 

を 持って行かう ぜ。 

乙 この 首 を、 何う する の だ？ 

甲 知れた 事 さ。 織 田 方の 陣 所に 持って行って、 恩 赏に有 

り附 くの だ。 そり や、 手前に やる から、 擔 いで 行け。 

5- にら 

乙 財布 を 持つ 方が 餘程樂 たな。 空 I に.^ は、 可な りこ 

たへ さう だ。 だが、 棄 て、 行く の も勿體 ない。 どれ、 持 

上げよう かい —— (：一!s,^ 取上げる) 

甲 最ぅ， 夜明けに 間 も あろまい な。 (歩告 出す) 

乙 然 うだ。 東が 白み か. - つて 来た。 

甲 (歩 ふながら) 久し振りに、 小判の 袋を懷 ろに 入れて、 

良い 氣持 だ。 

乙 此方 や、 さっぱり 氣 持ちが よくね え や。 に、 この 首 

は、 何の 位の 相場 かな？ 

甲 然 うよな。 何時もの 首と 違って、 其奴 はちつ と 格が 可 

さ i うだから、 二三 十雨に はなら う ぜ。 

乙 何とか 云 ふ 名の 侍だった な？ 

甲 柴尾源 太夫と 云 ふ 旗頭 だ。 

乙 いた 事の ねえ 名前た な。 …… (急に S ひ 出し.^ やう 


-M "と賊 m 
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に立ト つて) おい！ 兄 $;;。 此奴 は駄 R だぞ！  に、 早く 行かう ぜ …… C 

甲 何故 さ？  (急 ざ 足に 二人 は 歩. -V  、出す。. > 

乙 何故って、 御；！。 この 男の 主 入の 齋 藤 龍 興 は、 とうに  I- 一お 11 

cn になって ゐるぢ やねえ か。 戰 さは 濟んで 了った の だ 

ぜ。 そこへ、 こんな 旗頭 位の 首を擔 いで 行った つて、 誰 

が 三文に も 買 ふもん か。 

m. 成 ET 然 うよな。 己もう つかりして ゐた。 ァ ハ、、 、 

乙お い、 笑 ひ事ぢ やねえ ぜ。 こんな 軍； い 物 を、 擔 がせ や 

がって。 

甲 讽の fi? な 事 をした。 其處 いらへ 打ち やら かして 了へ！  r 

乙 え、、 馬鹿々々 しい。 鳥の にで もな り や がれ，. 

f,M のれい むらの 内へ 放り；^」 む) 

甲 ハ、、 、 、 。 可い 音が して 轉 がり やが る わ。 

乙 さ、 兄资。 小判の 方 を 半分 持た して くれ。 

甲 せえ 奴 だな。 …； (後ろから 金，^ 摑み 出して) そら、 

これが 中分 だぞ。 

乙 ちと、 不足の やう だが …… 

甲 文句 を 云 はずに 歩け。 

乙 む、 行かう。 大分 遲く なった。 皆 は最ぅ 待って ゐ るぞ。 

(歩. V  、出す) 

m.  ^が啼 き 出した な …… 。 さ、 皆に 仕事 を 荒されね ぇ內 
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女 ちょいと， 屋 さん。 こり や、 道が 違 やしません か？ 

俾夫 何、 これが 近道です よ。 それに、 堤の 上 は、 下手な 

00 が、 かま はず 自動車 を かつ 飛ばす から、 危 くて 歩か 

れ やしま せんや。 昨 曰 も 荷.； al. を 一 毫引 けて 了って …… 

女 あの、 濟 みません が、 急ぎます から、 何卒、 早く やつ 

て 下さい まし。 

俥 天 一寸、 此 所ん 所 は、 道が 惡 いんで ね n  (俥 は 止つ 

たも 同樣 に、 のろ/ \ となって ねる) 姐さん は、 今夜の 

圜遊會 へ 行きな さるんで すかい？ 

女 え \。 だから 急いで ゐ るんで す。 

俥 夫 少しお そ 過ぎら ァな。 だが、 何しろ 牛 山の 御前^ 咸 

勢と 來 たら、 祭 俵な もんで さァ。 大臣 初めお 上のお 役人 

は、 皆 あ、 してお. M 嫌 伺 ひに 行 くんです からな。 

女 何卒、 早く やって 戴きます。 

俥 夫 (急に 銳ぃ 目.^ して 四方. ^ど 見廻 はした 後、 突然^ 棒.^ 

止めて) 姐さん、 濟 みません が、 一寸 降りて おくん なせ 

女 おや、 何う したんです？ 

俥 夫 此 所に 水溜りが 出 來てゐ るんで ね、 この 儘ぢ ゃ澳れ 

ねえ 1! ハ 梶棒，^ 下し、 女，^ 地上に 立た せる、 

女 本と に 仕樣が 無 いわねえ 11  (足 許に 氣な附 けながら 

先 さに 歩いて 行く) 
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幕) 


物 


夫 

男 

男 

仙吉の 女房 

男女 職工 

下僕 通行 入 等々 

時 

現代 11 春の 夜から 朝！ 

所 

. 墨 田 川上 流の 堤 下、 草 むらの 中 

提 に は 斓漫と 咲. V 、亂れ ろ 櫻の 木が 立ち 拉. ひ、 水^の 草 

むらの 中には 草花が 開く。 堤の 一部分にば 水門 口が あ 

る 。 朧ろ 月夜 文 金 の 卨島田 に 結った：？ i^, 装の 枢，^ 乘ぜた 

俥が 一 臺來掛 る。  A 


に 2 かけて 


.Ti'.l 


^夫 を附け て お歩きな せ い よ —— つ 乎.^ 放 

す や 否や、 先. さに 進む 女の n 許へ、 後ろから 急いて j:^ ぐ 

つわん. - 掛けて、 片手て 女の，：：？. 體，^ 抱きす くめる) 靜 かに 

しろ！ じたばた すると、 ^我す るぞ！ 已の云 ふ 事 を 

よく  い て 何でも はいく； K つ てり や、 問 違えね えの だ。 

こ r- ち 

さ、 おとなしく 此方へ 來な I— (幾分"^,^緩めて、 彼方 

へ 述れて 一；；： さかけ る) 

女 やい、 F 戯けた 眞似を しゃがるな  (と 云 ひ 様、 

他 夫の 腕.^:: S にかつ いて、 その 大きな 瞬體 地上に 叩 .v- 

附けた女は.^&と共に、その態度は、急に男子に11って了っ 

.u。 お.^ 取..^ っズ、 の 蹴込みに どっかと 腰ん 下し、 急 

LLSil 上り ない 他 夫の 方.^ 見下しつ、) 人が 急ぎの W 事 

を 抱へ てゐ るから、 下手に 出り やつけ 上り、 段々 邊 at な 

所へ 引 措 り 込み やが つて、 とやの つまりが 腺朧 接の 本色 

を 出し やが つた" 手前の やうな 貧乏人 1 思 地目の 弱 い 者 泣 

かせ は 二度と 悪事の 出來 ねえ やうに、 首つ 骨 をへ し 折つ 

て やる の だ が、 此方 は A ヱ 仪大难 な S 事 を 抱 へ て る 身 だ " 

今夜 計り は兑 のがして やる から、 以後 は 心 を入換 へて、 

人助け に 宗旨 を變 へ ろ よ —— つと 立って 行 さかけ る) 

； W 夫 (地上に もぐらん かい.；，： 儘) 待て、 若^;3" 手前、 そ 

の 磁 失せ やが る氣か 。 憚りながら 仲 間 中ぢ やち と 計り 顏 

を 知られた 月の マ  1 銀 次 だ。 切取り 强盜强 m り Si り、 惡事 


と 云 ふ 惡事は 皆 仕盡し て、 婆 婆に ゐ るより 獄 舍に暮 した 

年數の 方が 遙 かに 多い のよ。 近頃 は、 仕事がず つと 化づ 

らくな つて、 せえ 酒に も 有り 附け ねえから、 急に 宗旨 を 

變 へて、 この 誘お 屋さ。 若い 女と 見り や、 皆此 所に 引摺 

り 込んで、 云 ふ 事 を g かした 上で、 遠くの だるま 屋へ叩 

き寶 るの だ。 遂そ 今日 迄 仕く じ つ た 事 はねえ の に、 手前 

の 化け 方が 器用な 計りに、 この 銀 次 も、 つい、 一生のへ 

ま を 見た) だが、 其方が すっぱり K を脫 いだから にや、 

最ぅそ の 儘 ぢゃ歸 しちや やれね え" 損料 物 の 衣裳 鬉で化 

け 込む からに や、 何う せ 只の 惡黨ぢ やねえ 箬。 仲間 同志 

の 寸法 位 は 心得て 居よう わさ。 それ を 何でい、 惡 事を廢 

めろ の 御 說法は いて あきれら い。 やい、 この 銀 次に；^ 

を； t:^ めさした 手前 は、 全體 一? 所の 何 4 だ？ さ， 名 を 名 

1:* つてから 勝負 を 仕 K せ！ 

女 いや、 暇な時な ち 幾らでも 對手 になって やる の だが、 

生憎く 今夜 は 急く の だ。 仲間 は 先き で 待って ゐる。 いづ 

れ、 緣が あったら 又 逢 はうよ。 月の輪 銀 次と 云って 訪ね 

て 行かう よ —— ( 行 、/、 かける) 

俾夫 やい く、 待て —— 0 手前 は、 一 S 呼 茶裕 じみた 容 

姿 をして、 牛 山の 御殿へ 何し に 行く の だ？ 

女 きたくば 云って 聞かさう。 S 乏人ゃ 弱い者 を 助ける 

爲め、 大；^ 捧の 仕事なん だ C 
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俾夫 何、 泥棒 だ？ 其奴 は 頗る 耳. りの 話し だ。 

女 馬鹿！ 手； g 達の やうな、 けちな 金に 手 を 下す 泥棒 ぢ 

やねえ の だ 。 全 E 何千 萬 人 か ら の 勞働者 を 仕 合 はせ にし 

よう 爲に、 〇〇 のお 役人と 牛 山と が 契約した 秘密の 書類 

を K りに 行く のが 目的なん だ。 

俥 夫 へ ん、 馬鹿に 大きく 出 やが つ たな。 萬 ぃ企てぢ 

やな さ& うだか、 手前の やうな 靑ー 一才 二 書類 を 易々 肢ら 

れる やうな， そんな、 へまな 牛 山の 徒前ぢ やねえ の だ。 

さ、 物 は 相談 だが、 何と その 仕事に 加 はらしち や 貰へ ね 

え かな？ 

女 折角の 望み だが 已達 泥棒の 仲間に や、 手前の やうな 監 

獄 等に 入り込んだ そんな 據れた 入 間 は、 一 匹 も 居 やしね 

えの さ。 皆^の 中の 手本と なるや、 つな 人間 計り だ。 

俥 夫 へん、 人が おとなしく 聞いて ゐりゃ 大きな ほら を 吹 

いて ゐゃ がる。 入れて くれ なきや それ，！ -ょ。 實は、 この 

ん隈 で、 牛 山家に 仇 をす る やうな. 奴 は、 こっそり fcj んで 

も 可い と 云 ふ 内密の 頼み を 41- 屋敷から 受けて ゐ るの だ。 

貴 稼を奸 所で faf 理っ て 了 や 、當 111 の 飲み代 は 湧いて 來る。 

あさら 

それ も 人助けの 一 つ だ。 然 うと 決ったら きつば り Sis マ" め 

て、 銀 次の 手に 往生して 了へ  P 刀ん 拔 いて 切リ 

掛る) 

女 最 つと 痛い目が 見たい と 云 ふの か。 え > -、 ちょこ 才な 


II  (掛 つて 來ろ 匁-,: 病. 5- か はし、 逮 に？. 1 手の 短刀 W つ 

腕 捕へ て、 強く^ •  ち 上げる〕 

俥 夫 あ、 痛々！ 此 ..cr 見 けに よらず、 腕 節の 强ぃ男 

だ！ 最ぅ 斯うな つたら 敵 はねえ、 の 云 ふ 儘に なつ 

て やる から、 せめて 资樣の 名 を 聞かしてから 殺せ！ 

女 問 はれて 何の 何某と、 名乘る の 茶番 氣は生 Is く 持 合 

はさね、 ズ。 それよりも、 已は、 大事の S 事を控 へて ゐ る。 

それの 濟む迄 は、 損料の 着物 は、 うっかり 汚されね え。 

まだ、 ちっと は 寒から うが、 手前 は、 ちと 計り 水 IK で 

も # "つて ゐ ろい —— (ig: 夫 fj< 無理に 引ば つて、 河岸へ 行 

告 かける.； 

^面の 水門 口がぬ つと 上ろ。 內 から 覆面の 男 

が飽 1^ 抱いて はれろ。) 

澄 面の 男 おい、 待て！ 

女 貴 樣は、 何者 だ？ 

覆面の 男 おい、 仙吉。 已 だよ 11 (覆面.^ 取る) 

女 む、 貴樣 は、 i! 又 仕事の 邪. おに 來ゃ がった か？ 

覆面の 男 邪 M 所 かい、 今日 こそ、 已の方 か 先手を打って、 

これ この 通り、 貴樣の 狙 ふ 祕密の 書； i は、 牛 山の CES^ か 

らまん まとせ しめて 來た わ。 何と、 己の 手際に は 感心し 

たらう。 ハ、、 、 、 。 

女 え、、 汝れに それ を. 概してな ろ もの か。 何千 人 かの 勞 
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働 者の 命に か、 はる 大^ 

s 面の 男 ハ、、 、、 そんた リ<ヒ の 知った ことかい。 己 

は、 これ を 〇〇 の 役人に 見せて、 しこた ま 金 をいた ぶれ 

ば それでい、 の だ。 生意氣 にお 5 賊 振った 眞似 をして、 勞 

働^1<??!5|の1を_収らぅとする贵様の根& が續 に觸 るの 

だ。 手前が そんな 事した つて、 勞働^ や 世の中の 人達が 

決して 仕 合 はせ に はなり やしね えよ。 おいら も 若い 時に 

はそんな 事 を考 へ た ¥ あ つ たが 、 そり め 皆 他愛 もな い 

鹿の やうな 夢 だと lis つ て、 今ぢ やすつ かり 宗旨 を變 へ た 

のよ。 手前 達の 仲間と 緣を 切った のよ。 そして 已獨 りの 

利益 計り を もへ てゐ るの さ。 ハ、、 、。 ちっと は、 これ 

で、 溜欧の 虫が 納まった と 云 ふ もの だ。 おい、 俥屋。 そ 

の 怖 を 此方へ 持って来て、 已を 挽いて 行け。 

女 えい、 費 様に それ を 波して なる もの か。 今迄の 苦心が 

皆 水の 泡た。 さ、 おとなしく 渡して 了へ  (鞠.^ 奪 

はう と掛 つて 行く) 

»1 面の ef- ハ、、 、 、 折 用、 花見の 飮代 にしようと 思ふ大 

事の 代 た。 n ^々渡して なる もの か！ 

女 sr::M3 奴に； おしちや、 皆 i 不幸 だ！ 何う あって 

も 菊って 兑 せる わ  (激し 鞠の 取合 ひ.^ する) 

体 夫 「しも 一 番、 分け前に 預から ざァ。 (彼 も 鞠 LL 向って 手 

出す) 


(三人 もみ 合 ふ 間、 遙 かの 1E 遊^の 樂隊 は、 脤 やかに 

奏樂 する。 飽 はせ 一に 川の 內 LL^ ちて 了 ふ。 三 入 驚いて 

餌 見合 はす。 德て 三 入 は、 .3. 合 はぜた やう lT 急いて 

川の 內 へと 飛び込む。) 

(遠 寺の 鐘が 鳴り渡ろ。) 

(川上から けた、 ましい 音,. J 'させて 乇 I タ I ポ.' トが 

来ろ。 二人の 男 は、 船 か 重い 袋.^ 持って 陸-.. 1 上る。 

袋.^ 幾つ も 船から 陸に 取 出して 精 上げろ。) 

和服の 男 やれく、 漸く 片： S いた。 

洋服の 男 現金で 五 萬兩、 運びでの ある もんだ 一1 (燔 草 

に 火 點 ける) 

和服の 男 間違 ひなく 受 1^ りに 來 るの だら うな？ 

洋服の 來る とも。 來 なけり や 商賣に はならん からな。 

和服の 男 確かに 巧く 行く の だら うな？ 

洋服の 男 正午の 汽 m を合圖 に、 あの 大工 場 は、 一 齊に仕 

事を廢 して 見せる。 

和服の 男 然ぅ 行けば、 君への 禮金 は、 又 別に 澤山 且那か 

ら 出させる よ。 

洋服の 男 其. 4 を 是非 忘れず 賴 むぜ。 何しろ、 難しい 仕事 

だからな。 一 つ 間 vi^ や 首 物 だ。 

和服の 男 そり や、 お 互 だ。 だが、 君の 腕 は、 凄い もんだ。 

あのけ ちん 坊の主 人から、 易々 五 萬 兩の金 を 出さし たん 
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だからな。 —— r 對 手の 肩， か 叩く，) 

洋服の 男 冗談 云つ ちゃ 困る よ。 二 萬の 職工に たった 五 萬 

の 端た金 だ 。 實は 巧く 行く か と 危ぶ んでゐ るの さ。 

和服の 男 おいく、 今にな つて 錢 返り は 非道い ぜ。 ■ 

律 服の 男 何、 引受けた からに や、 見事 やって みせる がね。 

然し、 牛 山と 云 ふ 人 は 太い 男 だ。 あんな 惡黨は 見た こと 

がね え。 

和服の 男 そり や、 何しろ、 一代で あれ だけの 身上に 叩き 

上げた 人物 だ。 使 はれて る已達 でも、 時々 冷やり とする 

やうな ことが たんと あるよ。 

洋服の 男 OQ の 役人と 結 托して、 あの 大工 場の スト ライ 

キを やらせ、 そして、 その仕事を皆自分のェ場に！^^って 

了 はう と は、 ちと あこぎな やり方 だ。 全く 五 萬 ぢゃ安 過 

ぎる 仕事 だよ。 

和服の 男 だから、 君に や、 別に 禮金を 出す と 云って ゐる 

のさ。 

洋服の 男 己の 禮 金な ざ 何う だって 可い が、 そんな こと 迄 

して 金儲けが したい かと 思 ふと、 己 は 情けなく なった。 

和服の 男 君の 考へ は單純 だよ。 その 儲け は、 牛 山の 旦那 

一人の 懐ろ に 入る と 思 ふの は大 間違 ひ。 そら、 例の 〇〇 

の 親玉ね、 それから、 あれから これと、 夫々 金の 行き 路 

は 分って ゐる のさ。 牛 山の 且那 は、 云 は r 道具 さ。 


洋服の 男 番頭さん。 厭に お 忠義 振り を 見せて るね。 それ 

だけの 事が 云へ るに や、 餘程 鼻藥が 利いて ゐ ような？ 

和服の 男 何う してく、 見たり 聞いたり が樂 しみな のさ。 

云 は r 矢張り 道樂 仕事 さね。 だが、 毎日 見慣れて ゐて も、 

冷やり とする やうな い 話しが 湧い て來 るから ね。 

洋服の 男 フ ン、 そんな 仕事 は、 番. 頭さん、 大抵お 前が 參 

謀 だって 云 ふぢ やない か？ 

初 服の 男 何、 凄い 參謀 は、 たんと 附 いてる よ。 . 

洋服の 男 だが、 日本中 を 引搔き 11 はす やうな 惡事 をた く 

ら むの は 面白から うね？ 

和服の 男 世間の 奴等が 騒ぎ立て るの を、 知らぬ顔して 高 

見で 見物 は、 まんざら 惡ぃ もしない ね。 ヒ、、 、 、。 

洋服の 男 大惡黨 め！ この頃 流行る 强盜 なん ざ、 宛で 蚤 

見たい な もんだ ！ それに つ け て も 何も 知らずに 道具に 

使 はれる 勞働者 は 可哀想な も の よ。 

和服の 男 不 似合な 佛心を 起した ね。 

洋服の 男 考 へり や、 つくぐ 厭に なって 了 ふ。 

和服の 男 おいく、 今更 弱 い 心 を 出して 貰つ ちゃ 闲る ぞ。 

洋服の 男 何、 大丈夫々々々。 

新 服の 男 さて、 中々 ifc はやって 來な いね。 

洋服の 男 まだ。 やっと 東が 白み か. - つた 計り だもの。 蒸 

氣が 動く 頃に なり やや つ て來 るよ。 
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Y 榍 肌の 他人に 附 かると：^ 介 だからな。 

^tb 肌の 男 何、 此所 は、 決して 人の 通らね え 所 だ。 何なら 

ISK^ さん。 私が 阯 所に つてる から、 引上げて もよ ござ 

ん すよ。 

和服の 男 では、 然ぅ願 はう か。 朝 迄に まだ 仕事が 澤山ぁ 

るから" 

洋^ S 男 安心して ぉ歸ん なせい。 

ィ楣 服の efj では、 正午 を 合 园 に 大丈夫 だら うね？ 

Si: 服の 男 その代り、 g 金の 方 を 確かに 頼みました ぜ。 

お 服の 8;- ヒ、、 、 、、それ を 忘れる やうな 私ぢ やない よ。 

では、 左 なら I トに 入る) 

^肌の SR. 牛 山の 日； 那に、 何卒、 上ろ しく。 

^服の 男 ぢゃ、 化窜 を？ S みます ぞ 11 (？！ 去ろ〕 

洋服の e?- フ 、 、 、 、 、 惡然 め、 行き やが つた 11 。 どれ 

の 上 に 腰 を 下し て 2^ ようかな —— (金の 袋に 腰 か 

けろ〕 フ 、 、 、、 惡ぃ氣 持ち はしない や。 — や、 東 は、 

紫色に g けて 來た。 が 鳴くな。 櫻 はま だ睡 つて ゐる。 

11 こんな w.=5=^ 色 は. 子供の 時以來 見た 事がない —- 。 

だが、 今 H は、 正 午 迄に ー齊に ストライキ。 それから 觼 

金 …… 。 早く、 奴等が や つ て 來れば い 、な 11 9 ラ く 

歩 さ 出 マ) 

ifesL.tl ふ， IntwJyL と！ しす 5!^ 灯 ふ J ^りか.^ して、 


0 五 人の 男が 驅け 出 す。) 

甲 義 た！ 羅だ ！ 

乙 大事な 秘密 書類 を 持 つ て 逃げた- 

0 曰： 那の飽 を 持って行かれた！ 

(洋服の 男 は、 驚いて 金袋の 後ろに、 小さく^3?;.^すく 

める。 急に 四 邊リが 暗くな ろ …… C 朝風が 稍强く 吹い 

た. と 思 ふ 問に、 明るい 朝の 景色 LL 蠻る。 太陽が 暖かさ 

う Li 告ら ^f.- と g 一 リ 渡る。 櫻の 花が ちら/ \ 散る。〕 

(ffi- 下 Li 一  人の 男が 睡 つてね る。〕 

(槌の 上， 、一 一一  々伍々 男女の ェ 達が 辨當 箱.，^, フラ下 

げて通 る。) 

男 a ェのー (5^ 下の 男.^ 見附けて) や \ 、彼 所に 人が 死 

ん でる ぞ！ 

女 職工の 一 あ. -、 怖い！ 

男 職工の 二 何、 睡っ てるんだ。 

男 職工の 三 お-、 仙吉の やう だせ。 行って 起して みろ。 

女 職工の 一 一 ぢゃ、 主婦さん に 知らして 来る わ。 昨夜から 

寢 ないで 心 M ，してる るから  (-バ タ/ \と ヘムろ) 

男 職工の 一 (腿つ ズ るお， 小 起しながら) おいく、 仙吉 

君 何う したんだ。 cf. く 起きね え か。 

男 職工の 二 おい、 仙吉 君。 醉拂 つてる のか。 

男 職工の 三 この 舆は、 この 病 ひさへ なければ、 本と にい 
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い 男なん だが な。 

男 職工の 一 昨日 联 つた 金 を、 皆 斯うして 飲んで 了つ たん 

だ。 

男 職工の 二 でも、 感心に 主婦さん への 土產 に、 折 詰 を 持 

つ てるせ。 

男 職工の 三 とに 角、 昨夜 は 、己と 一所に、 ハイカラな 講 

談を 聞きに 出 けて、 途中で 別れたら この i なんだ。 

己に も 半分 責任が ある か ら 起さう 11 ( 起し かけろ) 

男||ェ の 一 何う も、 非道い 句 ひだ。 餘 f ん だと 見える 

な。 

男 職工の 二 主婦さん が 又 ぼやく ぜ。 

男^ ェの三 何しろ、 だら しがね えから な。 11 おい、 仙 

< ム氣 がつ いたか？ おい、 しっかり しろよ。 

男 職工の 一 何う だ、 頭が 重い か？ 

(仙吉 の 主婦さん、 他の 女工 等と 急ざ來 ろ。) 

男 i^HS  二 まだ、 この 通り、 正氣 に歸ら ねんだ。 

女房 ま、 何って ざ まだらう ね？ 仙ち やん/, \、 しっか 

りおし よ。 まァ く、 縫 ひ 立ての 着物 を、 こんなに 泥 だ 

ら けにして 了って さ。 本と に 仕樣の な い 人 だね え。 さ 、 、 

早く 起きて おくれよ。 最ぅ 出動の 時間た よ。 

男 職工の 三 今日は 駄目 だよ。 

女房 本と にあ きれて 了 ふね。 昨夜 は、 誰が 一所なん だい？ 


1 虼度 財布 は、 {4- にして 了った の だよ I— (懷 ろの 財 

布， 6 索し かける) 

男 職工の 一 さ、 人が たかって せいから、 彼方へ 連れて 

行かう。 

-房 濟 みません が、 手 を 貸して 下さいな。 

男 職工の 二 さ、 どっこい しょ。 

(皆て 引ずり 起す。 仙吉 フラ- (、と 立 上って、 急に 目 

, ^見開き、 四方， ^見廻 はして、 地上，^ 手て 索る 形，^ ォ 

る。) 

男 職工の 一一 一 おいく、 何 を 索 すんだ い？ 折 詰 は 手に 持 

つてる ぜ。 

仙吉 ム ー、 袋 だ、 袋 だ。 金の 入った 袋 だ …… 。 

男 職工の 一 何、 袋 だ？ 金の 人った 袋 だ？ そんな 物 は 

落ち ゃゐ ねえよ。 

仙. fw いや、 ある 害 だ …… 。 

男 職工の 二 何、 まだ 夢が 醒めね えんだ よ。 

女房 お前さん、 何 を 云って るんだ ね。 袋なん か 持って 出 

やしな いぢ やない か。 て れ隱し に そんな 事 云って る んだ 

ね。 さ、 財布 を 出して 見なね。 屹度 空に して ゐ るんだ 

らうから 11 (懐の 財布ん 索し かける J 

(工場の 汽笛 勢 i  く 鳴り渡る。) 

男 職工の 三 や、 最ぅ 時間た。 急いで 行かう。 
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Bf^ 職工の 一 主婦さん、 大丈夫たら うね？ 

女 CS  i、  ^難う。 さ、 ijE 急いで 行って 下さいよ。 

女^^逮 ぢゃ、 左樣 なら。 1 

(sfj 女 職 T-  ^に 上って 去って 行く  。) 

女 _s さ、 お：：： S さん。 しっかり 步 いてお くれよ  (仙 古 

の 手.^ 引いて ％LL.^ リ かける) 

仙 然 5 急ぐな よ 11 (突然 手^ 舉げ て) 

職 H 逮 (泣 方から 和して) f  . 萬 歳！ 

女 03  (仙吉 の 手，^ 引 SI つて) お前さん、 氣 でも 違った の 

かよ。 さ、 c 十く ぉ步 きょ。 

仙レ 3 ハ、、 、 、 、 、。 

— 幕 l 
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ぷ 飛に 首 


鹏首は 飛ぶ (1 S 


入 ^ 

主  入 

書  生 

女  客 

安 H:l? 取リ 12 適 はしき、 揚 末の 楝割 aw 屋の三 間 程の み 

す ぼらし い {豕 て ある。 主人の EiS? 間て. リ、 且つ 應接室 

て もろ 八 # 許りの 室：.： は、 机 だ の 箪笥 だ の 本箱， た の が 

ごた かれて わろ。 壁にば、 猿芝居 r< るし くの、 

樣々 の 衣？ おが ぶら下げて あろ。 —— その 座敷の a 中！ i 

赤子が 轉 がしても つて、 然も、 それ は、 大 げ 

.a 告 喚いて ねろ。 

玄關の 格子戸， ^開けて、 役所から r おって 來 た-、 の 家の 

主 入 は、 玄觀： u から 座敷に 首ん ニ寸 突出して、 赤子の 

はく 樣 ん見 る や、 急い \ 、靴 力 ど 脫ギ、 棄て、 11 敷-し 入って 

おろ。 

主人 お k く、 可哀想に、 獨 りで 放り出されて ゐ たか… 


…おい、 こんなに 泣かしち ゃ蟲が 起る ぞ。 何故、 乳を飮 

まさん の だい。 

妻の^ 飮 まさん 所 か、 乳：， 自の 痛くなる 程飮 ましても、 寢 

附 かんので すよ …… 。最少し で片 g くから、 一寸 抱いて 

ゐて 頂戴。 

主人 やれく 可哀想な こった。 や、 おしめが ぐつ しょり 

だぞ。 

妻の 聲 今 皆仕變 へる から、 少し その 儘に してお いて 下さ 

主人 や、 着物 迄 透って ゐる。 こんなに 濡 してお くと、 又 

腹 を 痛める ぞ。 —— 何う も、 衞生 思想の 無い 者 は、 これ 

だから 闲 るて " 

妻の 聲 そんな 事 云った つて、 私の 手 は、 二 本き り. S いん 

ですからね。 

主人 いや、 解って ゐる く。  11 さァ、 坊や、 寢 るんだ 

寢 るんだ。 坊や は い 、 子 だ、 寢 ん ね し なァ …… 。 やれ 

/\. 何う し て も おとなしく ならん かい。 闲 つたな ァ —— 

あ」 困った な/ \.。 

^拭きながら 臺 所から 入って 来ろ。) 

妻 どれ、 私が 見 ませ， T  

主人 それ、 その 通り だ。 だが、 如何にも 現金な 奴 だて 11 

そら、 月給 だ。 
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^ 主 ^！^  ！] ミ 


妻 おや、 g う、 そんな です か。 

主人 月給日 を 忘れち ゃ闲 るな。 然し、 その 通り、 己に 催 

促す る？,、  忘れて くれる とい  の だが •：：• 

^ あ、 忘れない 內に 云って おきます が、 先刻 家から 漸く 

返事が 來 ましたよ。 机の 上に 置いて おきました リ 

人 む、 返 布が 來 たか —— 

ね、 K 方、 家 S は 月末 持って行 きませ うね？ 

人 何う せ拂 ふもん だ。 早べ 持って つたって い i だら う。 

だって、 fK 方。 地 もあって 塑 なさい な ：••： 

人 E1T5^。  CI^ づ地. 瘼 があって 堪る もの か。 11 おい、 こ 

の 手紙に や、 非道い 事が 書いて ある ぞ。 微祿 ながら、 日 

* 帝！ 1 の 政府の 役人 をして る 者 を 掘へ て、 田舍の 人燒場 

の監 をし ろと は 何事 だい？  前の 親父 も、 少し 何う 

かして ゐ るぞ。 

P だって、 贵 方が、 何ん な 仕事で もい、 から、 吞氣で 金 

になる 仕亊を むと 仰 有る から、 それで、 お父さんが、 

1^^ の 社長 を 知って るので、 折角 話し を 纏めて くれたの 

ぢ やありません か ：：： 職業に 高下が な い と 仰お つて ゐる 

日£-の^^方にも似合はん亊を仰有る.ゎね。 

主人 いくら 高下が 無い からって、 死人 を燒く 仕事 ぢ やな 

いか？ 所謂 i£HJ だせ、 昔なら 非人. の やる 仕事 だ。 その 

親方 はとても ヒには 出来ん よ。 己 は 斷然斷 わる！ 


妻 ぇ&、 ぉ廢 しなさい よ U 是非 やって くれと は 書いて な 

いんです から。 賴 まれた から、 仕方なし に 父 だって 捜し 

て くれたん ですから。 

主人 馬鹿々々 しい。 人 を 馬鹿にして ゐ る！ 

0 さ、 S を 上って 下さいな。 坊やが 起きる と、 又 M 介 

. ですから。 

主人 うむ。 n いや、 己 は 湯へ 行って からにしょう。 

妻 今 H は、 廿 五日 だから 駄目です よ。 

主人 え. -、 畜生！ 

妻 怒った つて、 私の 勢ぢ やありません よ —— 

肯生 今日は —— 

妻 おや、 北 野さん、 貴方、 國へ はま だ歸ら なかった の？ 

！ いや、 明日 歸ら うと 思って ね、 それで、 一寸 伺った 

のです よ。 

主人 君、 試驗は 何う だったい？ 

書生 いや、 半分 不可い から、 又 今年 も 落第です よ。 

主ん 然ぅ 毎年 失錯って は 駄目 だね。 斷念 めて、 國で 百姓 

でも や るんだ ね。 

# 所が、 北 野さん は 駄目なん です よ。 その 百姓が 厭な 許 

りに、 試驗を ロ责 に、 かう して、 東京に 出て 來てゐ るん 

だから。 

書生 何、 そんな 譯 でもないで すがね。 11 何う も、 試驗 
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妻 喾妻書 妻 書 主妻睿 妻 主 書 主 書 主 


妻 主- 冉妻睿 * 妻  主  書 妻 書 


は 中々 難し いんで …… 

人 だが、 北 JT 君 は、 確か 長男だった ね？ 

生 え- -、 長男です よ。 

人 ぢゃ、 結 EE へ歸ら なけり やならん のぢ やない か？ 

普： 通 文官の 試驗 なん か 、 斷 念め た 方が い、 ね。 

生 いや、 僕 は、 家督 は 弟に 譲って、 東京で  一 募し ま 

すよ。 

人 この 東京が、 そんなに い k のかね？ 

だって、 北，^ さんに は、 東京 を 何う しても 離れられな 

い 事が あるんで す ものね。 ね、 北： おさん？ 

生 何、 そんな 事が ある もんです か …… 

皆 聞いて 知って ゐ ますよ。 

人 然 うく、 君は洲 崎と かへ、 馬鹿に 行くて 云 ふ 話し 

だせ。 

生 tt です よく。 そり や、 誰かの 惡 口です よ。 

いえ、 種 はちゃん と 上って ゐ るんで すから ね。 隱 した 

つ て 駄目よ。 

生 困った な、 どうも —— 。 ー體、 誰が 來て云 ひました？ 

誰でも、 貴方 を 知って る 人 は、 皆然ぅ 云って ゐる わ。 

生 困った なァ —— 

そんなに 困らな くた つてい. -ゎ。 北 さんの 家 は、 お 

金持ち だから、 少し 東京へ 持って来て、 ばら 撒く の は 世 


間の 功德 です よ。 11 さ、 何もありません が、 一緒に 上 

つ て 下さい。 

害 生 いや、 僕 は，、 先刻 食べた 許りなん で 11 

主人 そり や、 君晝食 だら う！ 何もない が、 つき 合 ひ 給 

生 ぢゃ、 御馳走になります から —— 

本との 有り合 はせ です よ。 

生 この 野菜 料理が、 僕 は. 堪らなく 嬉し いんです よ。 殊 

にお 宅 は、 に 料理 だから #- 味 いんです よ ——。 下宿 ぢゃ、 

どうも、 野： cif が まづ くて … … 。腐つ た 魚 許り つける ので 

やりきれません よ。 

人 そんな まづ い 料理 を 食つ て、 無 3! に 東お に へ ばり 附 

いて ゐる理 田が 解らん； T  E へ歸れ ば、 君なん か、 どん 

な 贅澤だ つ て出來 るんだら うがな。 

本と にいつ そ、 その 女を受 出して、 13 へ 連れて行 くと 

い k んで すね。 

入 1 體、 どんな 女なん だい？ 

生 全く 無お の 事. おです よ。 

何 S- か、 ちらと おのろけ を 聞かされ ましたよ。 

生 いや 弱った な 一 . 

入 そんなに 頭 を 接く と、 塵が 落る よ。 

本と に、 そんなに 頭 許り 摄 いて ゐ ないで、 澤 山お 上ん 
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なさい よ。 まだ、 此方に どつ さりあります から。 

S 遠 f く 食べて ゐ ます。 矢張り、 奥さん は 料理が お 

上手です な。 

主人 lis がそん な^ 云 ふもん だから、 これ はっけ 上って、 

毎日、 こんな 野菜 計り 食 はして 仕方がな いの だ。 能率が 

上らん と 云って、 課長に お E 王 を 〈化 ふの も當然 だ。 

^ おや、 私の 勢に す るんで すか？ 御馳走が 食べた かつ 

たら、 も つ と 月給 を澤山 K つてい らっしゃ いよ。 

主人 又 始まった …： 

替生 時に、 役所 は、 緊縮た の、 行政 整理 だので、 局 や 課 

が 大分 酸され たん ぢ やありません か？ 首の 飛ぶ のが 大 

分 ある さう です ね。 

主人 あると も/ \-、 今月ぎ りで 首の 飛ぶ の は、 先づ 一割 

だら うと 云 ふこと だ。 僕の 課なん か、 何う しても 獨 立し 

てゐ なくち や 仕事が 出来ない つて、 大 as が 閣議で 頻りに 

頑張って ゐ ると 云 ふこと だが、 他の 課の 者 は、 皆戰々 兢 

兢さ。 魏 初め、 iJSH: い 顔して ゐ るよ。 内閣の 代る 度に 

課，^ 級 以上 は、 あれこれ， き換 へられる ので、 動く の は 

惯 れてゐ よう けれ， とも、 今度 は、 下の 方まで、 ばっさり 

やられる の だからね。 役所. ちゃ、 皆 仕事が 手に 附 かんの 

さ 0 

害 生 そんなに 減らし てい >- の です かね？ 


主人 何しろ、 今迄が 多過ぎた からね。 煙草 を 吸って、 半 

分 は んでゐ たの さ。 體 のい 上咼等 遊民なん だよ。 人民 

の 税で食 はし、 貰って ゐる。 本と に 腕の 揮 ひたい 者 は、 

役人なん かになる もん ぢ やない な。 君なん か、 普通 文官 

試驗 なんか 廢 める こったね。 

書生 けれども、 その、 半分 ブラく 遊んで 暮 してゐ られ 

り や、 こんな：： ji 構な こと はな いぢゃありません か？ 僕 

の やうな 身體の 弱い者に や、 持って来いの 仕事 だ。 

主人 女郎 を 女房に でもして か？ 

書生 いや、 然ぅぢ やありません よ。 そんな 事 はあり ませ 

ん よ-) 

0 北 さんなん か、 假 令 役人に なって 首に なっても、 少 

しも 心配 はないで せう が、 宅なん か、 n おうその 日から 困 

るんで すから ね、 本と に、 早く 何 かい k 仕事で も 見附け 

てお かないと …： 

主人 所が、 君い X 仕事が 見附った の だよ e これの 親父が 

世話して くれたんだ がね、 實 にい、 仕事なん だ。 

書生 ほう、 あの 狭い 土地に、 何 かい、 仕事が ありました 

か？ 

主人 あつたと も、 素敵なん だ。 火葬場の 監督と 云 ふ 仕事 

だ。 

書生 ほう —— 。 
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主人 何、 つ だ、 驚いたら う？ 

妻 入 ig きは惡 いか も 知れません が、 い、 お金になる さう 

ですからね。  ■ 

主人 つまり、 其奴 は、 死人の 着物 を剑 ぐんだ よ。 それ か 

ら金 齒を剝 す。 それ をす り や、 金に はなら うが、 いやし 

くも 政府の 役人 をし て ゐた 者が 、 そ んな 非人 乞食 の 摸 似 

は 出 來んと 云って 聞かして ゐ るの だよ。 とに 角、 その 仕 

事 は、 隱 亡の やる 仕 なんだから。 

書生 贵 方が、 その 隱 亡の 統領 を やったら、 そり や、 全く 

觀 物です よ、 全く ハ、、 、 。 

主人 此奴の 親父 も隨 分の 奴 だと 思って、 僕 は 全く あきれ 

てゐ たの さ。 

妻 何でもい k から、 金に さへ なれば い \ 等と 云って やる 

のが 惡 いのです よ —— 

主人 とに 角、 然し、 役人なん て、 明日が 曰の 命が 分らん 

の だからね。 

書生 役人 許り ぢ やな い 、 會社だ つ て 何 だ つ て 、 今 は危ぃ 

でせ う、 何しろ、 こんな 不景氣 になって 了って わ。 

主人 其 所へ 行く と、 火葬場 は、 年中 不景氣 知らず か。 入 

の 死ぬ の は 遠慮し ないから ね。 

書生 その 意味で、 矢張り、 天下で 一 番確實 な 割の い \ 仕 

事 かも 知れません よ。 殊に 不景氣 になって、 藥 代が 拂へな 


くなる と、 死人が 增 える かも 知れません。 國の方 は、 ® 

更ら 不景氣 が 強いと 云 ふから。 

人 何 だい、 君も隱 亡になる 事を獎 める のかい？ 

生 いや、 然 うい ふ譯ぢ やありません がね I . 

客 御免下さい 11 

生 や、 两川 女史の, だな？ 

客 おや、 北 野さん 來てゐ らっしゃ るの 一 . (人 リ來 ろ) 

今 もょ  

人 や、 久し振りで したね。 

生 西 川さん。 地方 遊 說は濟 みました か？ 

客 え \ 漸く 濟 して、 昨日歸って來た許りで^  。 

これ は、 つまらない 物です けれども、 お 土產の 印し まで 

I J  

主人 や、 そんな 心配 を けて …… おい、 西 川さん が、 お 

土產を 下さった ぞ。 お前の 大好きな 物 だ、 來 てお 禮を云 

妻 まァ、 お 珍しい、 よくい らっしゃ いました。 何う も 結 

構な 物 を 有難う 御座います。 

女 客 い \ え 、本の少し 許りで 11 。何しろ、 彼 地 此地飛 

び 歩く ので、 荷が 邪魔な ものです から、 少し か^って 來 

なくて …： " 

書生 何う です、 國の方 は、 變 つた 事が あり.？ か？ 
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何だか、 景 H の惡ぃ つ て 話し か G り iS い て來 ました わ。 

ぢゃ、 (は少 たかった 譯で すね？ 

い 、え、 1^, 何 所へ 行つ て も 一 杯よ。 

あ」、 只 だから。 

然 うです とも。 政談 説に 金 を 収 るなん て、 そんな 

馬鹿な ことがある もんです か ■。 

あんな 狭い 國ぢ や、 女の 政治： i だって 大騒ぎし たで 

せう？ 

女 客 まァ、 可な りね。 

主人 だが 、因循な 田 旁の 事 だから、 一お 懸命 i した 敎 

ゃ！！！；：者等もゐたでせぅ？ 

え」、 それが さくて g つたので すわ。 本と に 頑冥 

でお 話しに ならないです もの。 

主人 だが、 國の 女が、 皆 貴女の やうに、 演說使 ひに なつ 

て 了つ て は、 それ こそ 物 jgi も 何も 無くなって 了 ひます か 

, ノュ。 

女 客 $ ^方迄 がそん な^ 仰お るから 闲 るので すわ。 誰も 彼 

も 私 の やうに 主 * ^のせ：^ に 歩 い て 許り ゐて は、 そり や 

大變 です とも。 一 通の 婦女子 は、. 先 づ自已 を自覺 す 

る 事が 必要なん です よ。 自分の 地位 大職 を自 する。 其 

所から 凡てが 出立す るので すよ。 それ を、 私は說 いて 歩 

いて ゐた のです。 


書生 む、 そんな 風に 說ぃ たんです な。 序でに、 其 所で、 

演 つて 見せて 欲しい な 「- 

客 からか ふの は廢 して 頂戴よ。 

人 だが、 そんな s^s したって、 國 の 女 共に 解る のかな？ 

客 それが 張 合 ひがありません のでね" 

何てっても、 まだ、 國の 人達 はねえ。 

客 でも、 贵 女のお 父 が 聞きに ゐ らして 下さいました 

よ 0 

おや、 父が？ 

客 え. -、 この 節 は、 村の 靑年團 の 顧問と か をして.： ら 

つし やる のです つて。 

生 然ぅノ \, 來年 は、 縣會議 負に 打って出 るって 話し 

でした よ。 

人 ゃァ、 仳 の 中 は. 段々 物騒に なって 來たぞ C 

何も 物 „JS になん かなり やしません わ。 

人 だって、 お； jg の 親父が …… 

客 あ k、 お父さんが、 その 赤ちゃん を、 早く 見たい つ 

て 然ぅ仰 有って ゐ ました わ。 

妻 え k、 今 も、 早く 田 旁へ 歸 つて 來るゃ うにって、 手紙 

をよ こしたん です よ。 

女 客 けれども、 贵 女方 は、 餘り田 舍の單 調な のに、 まぐ 

飽きて お 了 ひなさい ます わ。 何う しても、 都， la に 長く 住 
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んだ 者に はねえ。 

書生 そこ/ \ そ こだ。 僕なん かも、 何ん な 苦しい 仕事 を 

しても、 東京に 住んで ゐ たいな。 

女 客 北；！？ さん、 裔； 方の 噌が、 お 國 の 人達の 間に 出て ゐま 

したよ。 

書生 何 だって？ 

女 客 餘り 貴方が 道樂 をな さるから、 大 評判よ。 

書生 そんな 事 誰が 知る もんです か。 西 川さん、 貴女が 喋 

つたんだ らう？ 

女 客 私 はそんな 事に 與味を 持って ゐ ません よ。 色々 訊か 

れて 困り ましたよ。 そんな 事 疑 はれる のなら、 皆 喋れば 

よご ざんした ね。 

書生 いや、 西 川さん。 f 色々 瞜を 聞いて ゐ ますせ。 第 

一 今度の 貴女の 地方 遊說 は、 貴女 一 人ぢゃ 無かった でせ 

う？ 

女 客 おや、 妙な こと 仰 有し やる わね。 本部から 三人で 出 

掛けた のぢ やありません か。 女 許りで。 

套 あの 、 摆井 代議士が 一 緒 ぢゃ無 か つたの です か？ 婦 

人 參政權 の演說 をす る 害で。 

女 客 それ は、 お止めに なった のよ。 

書生 いや、 誰か 5fr か 一緒に 附 いて 步 いて ゐた ぞ。 國の新 

聞で、 ちらと その 名 を 見た やう だ。 


ぢゃ、 あの方 ぢ やなく つて？ 

客 叔母さん。 默 つて k 頂戴よ。 

生 ゃァ、 いよ/ ヽ ばれた ぞ。 

客 そんなに 私 を 意地 目な くっても い >- ことよ。 それが、 

今の 時勢の 惡ぃ 風習よ。 女と 見れば、 目の敵に したがつ 

て" 

書生 や、 こり や、 大：！ 1< だ。 

女 客 御覧なさいな。 坊やが 驚いて 目を醒 した ぢ や な い 

の？ 

書生 冗談 ぢ やない。 西 川 君の 聲が 大きい の だよ。 演說で 

鍊 上げて あるから。 

女 客 どら、 私に： かして 頂戴 —— ま、 暫く 見ない 間に 大 

變大 きくな りました わね。 お父さん、 そっくりの 顏 にな 

りました こと。 

書生 ほ、 う、 坊や、 泣かない ね。 この 髮の 薄い 所なん か、 

お父さん そっくり だ。 

主人 冗談 ぢ やない よ。 そり や、 まだ 毛が 生えない の だ。 

女 客 本と にね え、 今から げたら 大. y です わね え。 I . 

> J ん なに 可愛 い  >- ん です もの。 田舍の お父さんが 見た が 

つて ゐ らっしゃ るの は、 當然 です わ。 

書生 だが、 西 川さん が 子供 を 抱く の は、 頗る 不調和 だな。 

男が 入 形 を 抱く よりも、 ず つ と 形が 惡 い よ。 
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女 何う して？ 

0^. だって、 產兒 i を稱 へ 、 婦人 參政を 口 にす る大婦 

人 政治家 だもの。 赤坊を 抱く の は。 全く 矛盾して ゐ るよ。 

女 客 私は產 は、 然ぅ說 き はしな くって よ。 

^ 西 川さん は、 赤坊が 好きでした わね？ 

女 客 え \ 私大 好きよ。 これで も 女です もの。 何日 子供 

を 生む か 解りません わ。 

主 入 西 川さん だけ は、 萬 年處女 かと 思って ゐ たら、 然ぅ 

は I 力ん 力な 

<WA そり や、 ^1^ゥ疾くの^1ぱに …： 

女 客 い、 加減な こと 仰 有い よ。 

«生 所が、 今度の 地方 遊設に 一 所に 附ぃ てった 男の人 

女 客 あり や、 何でもな いわ。 戀愛關 係なん か 勿論ない わ。 

ねえ、 . ^母さん" 

妻 え、、 今迄 は 無かった やう だけれ ども、 今度の 旅行の 

^は 知らない わ。 

女 客 あら、 叔母さんまで 非道い わ。 

i 所が、 今度の 地方 遊說 は、 實は 新婚旅行なん だって 

女 客 滤々、 そんな 事 云って 侮辱す る もん ぢ やない わ。 第 

一 あの方に 失醴だ わ。 あの方に は、 歷 とした 1E が ある 


ん です もの" 

生 おやく、 それで は、 たうとう 礎の 飽か。 

客 磯の 鮑って 何？ 

生 磯の 鮑 を 知らないの？ それ ぢゃ、 SI をす る 資格 

まな いよ， - 

客 え、、 どうせ、 私 は 傳統 的の ラブなん かしゃし ませ 

ん から。 

生 どんな ラブ をす るの か、 一つ 拜 見したい もんだ な。 

客 今に 見て ゐ らっしゃい。 

人 西 川さん は、 旅から 歸 つてから、 馬鹿に 綺魔 になつ 

たやう だな e 

妻 え、、 私 も 先刻から 然ぅ 思って ゐ たのです よ。 旅 をす 

ると、 大抵 日に 燒 ける ものです がね。 

書生 や、 耳の 後ろに 白粉が 附 いて ゐ らァ、 何 だ、 傳統的 

の化駐 をした んぢ やない か？ 

女 客 北 野さん。 貴方、 人の あら 等 捜して ゐな いで、 早く 

試驗に 及第したら どう？ 普通 文官の 試驗 を、 二度 も 三 

度 も 受ける 人はありません よ。 みっともない。 國の 者の 

名折れで すわ。 

主人 所が、 北 野 君の は、 試驗に 及第す るの が 目的で なく、 

東京に ブ ラ/ \. して ゐる のが 目的なん ださう だ。 

女 客 おやく、 そんな 風 だから、 E の方ぢ や、 あんな 騷 
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金 でも 附け なき ゃ賈手 はっかんし、 政府で は 引 奴っても 

くれん し、 全く 困る のです よ。 

主人 どうして、 そんな 事になる かな？ 

女 客 勞资 協調が 巧く 行かない からです よ。 

書生 所が 然 うぢ やない。 百姓の 生活が 膨脹した からだ。 

彼等 は 段々 贅澤 になった からだ。 第 一 、 サ k 等 は、 昔の や 

うに 臭い 刻み煙草 なんて 吸 はないで、 敷 島 を 吸 ふの だ も 

の 0 

妻 だって、 そ んな事 は 、 比 3 北 野さん 達が 、！ I へ歸 つて 敎 

へ るので せう？ 

主人 その 女郎 買の 方法 も、 地方 靑 年に 傳投す るん ぢ やな 

1, 力な？ 

t 然ぅ僕 許り 意地 目ち ゃ殘 酷です よ。 

女 客 北 野 さん 最ぅ 降參 なさ い よ 。 

害 生 降參 なんかす る もんか。 

女 客 本と に 仕方の. ない のら くら 者ね。 ； 1$ 貴方の やうな 遊 

民 は大维 ひよ。 

書生 嫌 はれて 仕 合 はせ、 好かれち や あの 子に. SIS なし。 

女 客 ま、 何て 人で せう？ こんな 人と 同！！ に 生れた 事 を 

恥る わ。 

書生 私 も 同？ t。 

主人 ま、、 喧嘩 は發 して くれ。 子供が 泣き出す から。 


ぎが 起き てく るん た わ。 

書生 どんな 騒ぎが？ 

女 客 貴方、 まだ 知らないの？ 貴方の 家の 大きな 田地 は、 

小作人が 皆 スト ライ キ をした もんだ か ら 、 そ の 儘に 放り 

出されて あるんで すわ。 

書生 あ、 1、 あり や、 餘程 前からの こと さ。 小作人 は、 我 

儘 を 云 ふ。 稅金は 高い、 米 代 は 安い。 手 を！？ S ける だけ 損 

だから、 あ、 して あるので すよ。 あれ を 見た^け でも、 

如何に 田舍は 不愉快 だか 解る でせ う。 だから、 僕 は、 一 

生 田 舍へは 歸らな いんだ" 

客 そして、 洲 崎のお いらん と 新 家庭 を 作 るんで すか？ 

=^ 野さん、 早速 敵 を 討 たれ ましたね。 

生 誰が 又 そ んな事 云 ひふら すの だら うな ？ 

客 北 野さん の 机の 袖 手 は、 おいらんからの 手紙で 一杯 

だと 云 ふ 話しよ C 寫眞も 一 1 三枚 入つ てゐる さう です ね。 

生 はてな、 どいつ かな、 そんな 市 を報吿 する 奴 は。 

蛇 度 一 所に 遊びに 行く お 仲間よ。 

人 ま、 そんな 事 はい、 が、 その 只 if はして おく 田地 は 

勿體 ない なレ それ を糾 やしたら い、 だら う？ でな けれ 

ば、 その 地面 を資 るか？ 

書生 貴方 は、 何も 知らん から、 そんな 吞氣な こと を 仰 有 

る けれども、 最ぅ 私の 所の やうに、 面倒に なつ た 地面 は 、 
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女 i 各 本と に、 つまらな いから 駸 しませう。 こんな 翻； iss 

^^な入と.譲41なんか し て ゐる 暇がない んだ わ。 I- 實は 、 

今夜お W.M に 上 つ た の は 、 今度 私^5^- の 機 關雜誌 を 出す の 

で、 その 發行所 を、 此 所に してお 貰 ひしたい と 思って、 

それで そのお 願 ひ に來 たのです わ。 

主 入 此所を 雑誌の ぉ仃 所に？ 

女 客 え i、 只 名 儀 だけ だから、 決して、 お 迷惑 はかけ ま 

せん。 

窖生 所が、 今の やうな 過激な 論 を 載せる と、 忽ち 袋 行禁 

止 を 食 ふので ね。 名 儀 人 は、 體刑も 受けます ぜ。 

K 客 あら、 そんな なんか ある もんです か。 極く 穏やか 

な：； f 論 許り 載せ るの よ。^々 今の 政治家 役人 學者 を攻擊 

する のよ。 

主人 おい/ > 一. 寸 待って くれ 給へ。 これで も、 僕 は 役人 

の片 i ぜ。 

女 客 だって、 贵方達 下端の. 1 、 御免なさい、 つい、 口 

が 消つ たんだから 11 、 政 權を飯 弄 物にして ゐる 上の 方 

の 役人 を 攻撃 すん のよ。 彼め 1= は、 富豪から 金 を 絞り K つ 

て、 お に 好都合な 政治 許り 行って、 そして、 自分 達 は 

待合の 一 一階で、 政治 ゴ 口 や 封£ 間 者を對 手に、 一 般國民 

の 事 や 婦女子の 車 等 は、 少しも 念頭に ffl かないで、 勝手 

な 該 論 を 闘 はして、 藝 者に 鼻毛 を讀 まして ゐる、 その 墮 


+i 敗した 有樣 を攻擊 する の です よ。 

人 は k ァ、 そんな 調子に 田舍 で演說 する のかね？ 

客 い トぇ最 つと 痛烈よ。 

人 ぢゃ、 田舍の 靑年ゃ 娘 達 は、 面喧 つたら うね？ 

客 ま、 そんな 事 はとに 角、 お宅 を 強行 所に して 下さい 

ね。 決して、 御迷惑の； » る やうな こと はしません から。 

私 今日 出て 來る 時、 もう ちゃんと 然ぅ 約束して 來 たの だ 

わ。 會の 人達と。 

主人 手 廻 はしの 早い こった。 然し、 僕 は、 田舍に 行って 

了 ふか も 知れない よ。 

女 客 そり や 何う して？ 

主 入 つまり、 その上 役の 役人の 81 になって、 無職に な 

るの さ。 

女 客 そんな 事で も あったら、 それ こそ、 維 誌で うんと 叩 

いて やります わ。 

書生 所が 婦人 雜 誌の 百 や 一 一 百で 攻撃した つ て、 蚤の 喰 ふ 

程に もこた へ はしない よ。 

女 客 惲 りながら、 そんな ilpf 弱な 雜誌ぢ やありません よ。 

主人 とに 角、 僕の 首 は、 女の 雜誌ぢ やつな がり さう もな 

いて。  一 

書生 いや、 却って、 危險 です よ。 
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女 客 貴方 は默 つて ゐ らっしゃい。 

妻 そして、 毎日、 大勢の 女が 此所 へい らっしゃ るの ぢゃ 

ありま せんか？ 

女 客 い、 え. 月に 只 一 度 だけ、 御座 敷を拜 借し ます。 編 

輯#議 をし ますから。 

書生 さ. それが、 大 JiH なんだ。 西 川 女史で この 位なん だ 

から、 これが、 三 四 人 集って 御覧なさい。 それ こそ… 

女 客 貴方 は. 默 つて ゐ らっしゃ いよ それ こそ 貴方の 

やうな 方 さへ その 場に ゐ なければ、 誰も 口なん か 利 やし 

ません から。 

主 入 いや、 利いても い、 がね。 僕 は、 寄席へ でも 行った 

積り で 聞いて ゐ るから。 

書生 寄席と 同格 はよ，. こざんし たね。 僕 も その^に や、 傍 

聽 に來て やらう。 

女 客 贵方 見たい な 人格の 低い 人 は、 私達の 席へ は 入れ ま 

せんよ。 

睿生 無！！ 此方から ぉ斷 わり、 僕 は マスタ ー と 一所に、 彼 

方の 部屋から 聞いて ゐ るの だ。 

女 客 おや、 5f 取う 七 Q です ね。 これから 會 があります から、 

これで 失禮 します。 何れ、 お 禮ゃ何 かの 事 はこの 次に 伺 

つて 決めます から 11 C 何う も、 お 邪お を 致しました。 

问分 よろしくお 願 ひ 致します。 


最ぅ、 ぉ歸 り？ 

客 え、 * 又來 ますから 11 。 では、 左樣 なら —— 

人 とに 角、 今の 間 題は考 へて おか. つね。 

客 いえ、 是非お 願 ひします よ。 11 左 なら。 北 野 さ 

ん、 今度 又悠 くり 會 ひませ うね C 

生 今度 來る 時に や、 美人 を 連れて 來給 へよ。 その 會負 

の 内の。 

客 洲 崎の やうな 譯には 行きません よ； 左 ^1 なら 11 

る) 

(間。) 

生 いやはや、 驚いた 女 論客 だ。 

本と に脤 やか だ わね。 

人 あれで も、 とうく、 名物 女に なって 了った からな。 

立派に あれで 飯が 食って 行ける わ。 

生 我 村の 名譽 です かな。 

人 全くお より は 天下に 名 を 出して ゐる だけで も 偉い 

よ。 

本と に、 月 一度 此 所へ 集 るんで すか？ 

人 何だか、 さっさと、 ま 分獨 りで 決めて つたせ。 

生 ，つんと 部 UK 代 を 奴って やる とよ ござんす よ。 どうせ， 

何 所から か * あぶく 金 を 奴つ て來て やる 仕事 だから。 

妻 この 前に も そんな 事 を 云って 來て、 その 儘に なった 事 
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ろ そろお 暇し ませう。 

主人 君も歸 るの か。 急に 淋しくな るな。 

妻 まだ、 い、 ぢ やありません か？ 

S いや 友達の 所へ 寄ります から。 

主人 洲 崎の 友人 かい？ 

書生 いや、 あれ は、 最ぅ 昔の事で すよ。 

主 入 ぢゃ、 今は變 つた 所 かい？ 

書生 いや、 全く そんな 所へ は 行きません よ" 

主人 行かん がい、 ね。 名 儀 だけで も、 僕 は、 君の 家から 

監督 を 委任され てゐ るんだ から、 .§ する よ。 

書生 全く、 その 御 心配 は 無用です。 

主人 僕 だって 萬 更不粹 な 人間 ぢ やな いんだが、 多少 責任 

と 云 ふ 事 を 感じる からね。 

書生 それ は、 解って ゐ ます。 

主人 本と 云 や、 僕 だって、 君と 一所に 紅燈綠 酒の 情調 を 

味 は ひたいの さ。 頭は秀 けても、 まだ 氣 持ち は 若い の だ 

からね。 

書生 何、 貴方なん か 大いに 持てます よ。 

主人 ぢゃ、 一番 出 懸ける かな。 

書生 い、 所へ 御 案 2： します よ。 

妻 貴方、 そり や、 本氣で 話して ゐ るんで すか？ 

書生 だって、 御主人が 眞 面目に 仰 有る から …… 


が ありまし たよ。 

主人 然う く、 去年 かそん な 事 を〕 K つて 来た 事が あった 

な。 何しろ、 狐 を 馬に 乘せ たやうな 女 だからな。 

i 成程、 然ぅ 云へば、 顏附迄 狐に 似て ゐ ますよ。 

いえ、 今日は、 何日 もより 綺麗です よ。 

一 では、 矢張り が 出来たん です よ。 

何しろ、 陽氣な 象です わね。 あれで は、 何の 苦勞も 

なさ、 うで、 羨し いわね。 

省 生 女 も ひとつ ノラの やうに、 何にも かもお つぼり 出 

して、 家出 をし ます か？ 

^  is をしても、 まさか、 演說使 ひに も なれない しね。 

矢張り 食べる 事に 直ぐ 闲っ て 了 ひます わ。 竈の 前に 働く 

やうに 牛- れて來 た 者 は、 矢張り 然 うする より 外 ありませ 

んょ。 

書生 いや、 f その 方が 賛成 だな。 

0 私 だって、 家庭なん か 持たないで、 飛んで 歩いて ゐら 

れり や、 こんな 結構な 事はありません けれどもね。 それ 

では 食べ て 行かれません もの。 

主 入 やれく、 飯の 爲に 仕方なし に 家庭に おとなし くし 

てゐ るの か。 

0 い >- え、 この 子が ゐ るからで すよ。 

S 何だか、 話しが.^ 部 世話 場に なって 来ました ね。 そ 
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主人 馬鹿！ 女なん かの 知る 事ぢ やない。 

0 だって、 矢 M に收 S して、 免職に なった 人が 多い から、 

私 も 心配して ゐ たんです よ" 

主人 そんな 下らん 事 は 心配し なくても い > -。 

妻 だって、 前の 課長さん は、 牢屋 へ 迄 入れられたん でせ 

う。 _  何年 勤めて ゐ たって、 お金 は 少しも 貯ら ず、 心 

配 許りして ゐ なけり やならん のです もの。 私 本と に 一 日 

も 早く 田舍 へ 引 込みた い と 思 ひます わ。 

外の 聲 君ゐ るかい？ 一寸、 此所迄 1 贷し て くれ： お へ 。 

主人 (立 上って) や、 桑原お か。 ま、 上ったら どうだい？ 

外の 聲 いや、 急ぐ から、 此 所で 失敬す る。 

外の It ま、 餘り 心配し ないで ね。 何とかなる だら うと は 

思 ふけれ ども  

主人の It いや、 どうも、 有難う。 わざく 有難う。 1 

大方 そんな 事 だら うと は 思 つ て ゐた —！ 

一 外 の聲 ぢゃ 失敬す る 11 

主 入の 聲 然 うか、 では、 左 なら。 ど- 「も 失體 したね。 

外の！^ 左 機なら 一 一 

0 貴方、 桑原さん、 何し にいら したの？ 又 何 所 かへ 遊 

び に でも 行かう つての ぢ やありません か？ 

主人 馬鹿 …… そんな 話し ぢ やない わい。 

妻 そ いぢ や、 何の 話しな の？ 


一 

何、 君の 氣を 引いて 見る 積り さ。  一 

劍 呑々々。 近頃の 御 役人 は、 中々 性質が 惡く なった 

ら —— 。 どれ、 お 暇し ませう。 

ぐ：， 逃げ出す かね？ 

又い らっしゃ いね。 

え \、 歸 つたら 又 伺 ひます。 

あ \、 明日 E1 へ歸 るんだ つたね。 

何卒、 お 家へ よろしく 11 

>f、 では、 左樣 なら —— - 

おや、 贵方、 其 所へ. P ぞ 了って は闲 ります よ。 

何、 一寸、， 橫 になった の だ —— (欠伸， して) あ \、 

くたびれた。 どれ 寢 ようかな。 

* ぉ寢 なさい よ。 今 床 を ¥ ますから。 

主人 だが、 斯うして、 役所から 歸 つて 來て、 子供のお 守 

をして、 飯 を 食 つ て 、 雜談を して、 そして、 寢 て 又 朝 役 

所に 出 懸ける なんて、 全く 無趣味 極まる もの だな" 何の 

爲に 生きて ゐ るの か 解ら なくな つ て 了 ふな。 

# 今度の 課長さん になって から、 大層 暇に なつたん です 

ね。 前の 時には、 毎晚 十二時 一時にな つて、 然も、 ぐで 

んく 醉拂 つ て 来て 、 それが 役所の 用の 爲だ と 仰 有 つ て 

ゐ ました からね。 今の やうに、 毎 P3 きちん く歸 つて 來 

たので は、 i, ぞ 退屈で せうよ。 
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主人 OtiLl 思 ひ 出した やうに) おい *  ills 刖の お前の 家 か 

らの乎 紙 は 何 所へ 行った？ 

お w_ 方が もみく ちゃに したから、 彼方へ やり ましたよ。 

あの 手紙が 何う かしたん です か？ 

卞. 人 あの 手紙に や、 火雜 場の 監督 は、 今 現に 缺ね になつ 

てると 書いて あつたな？ 

^ え \ ゆ： う ありま したわ。 此方から 返事の ある 迄 人 を 入 

れ ないで おくから と。 

卞人 よし. では、 早速；^ 事 を 書かう。 

. ま おや、 あれ 程 文句 を 並べ て ゐ たのに、 急に あの^ 事 を 

す るんで すか？  亡の 摸 似 を。 

キ； 人 何でも い、、 今の 月. 給の 一 一倍になる 仕事 だ。 文句な 

しに 承 す るんだ 1 

： ぶ 厭です よ、 そんな 下等な 仕事 は、 私 こそ^の 人達に 氣 

まりが 惡 いわ。 腰辨 だって、 安 官吏 だって、 今の 方が ど 

れ だけい、 か 解り やしません わ。 あ k して、 國の 人達が、 

色々 の^を 親み に來 るの も、 $1 そのお 蔭です わ。 

卞人 所が、 その も、 いよく 明！！！ から 免の だ。 

お おや 本と？ 11 桑.！ さん は、 その i 確 を； ーム ひに いらした 

の？ 

4^1 人 今日 課長の 所で、 そんな 話しが あった さう だ。 どう 

も已も 3£ 子が if たと は 思って ゐ たよ。 何しろ、 三分の 一 


から 人間 を 減ら すんだ つ て 云 ふから な。 

妻 それ 許り ぢ やありません よ。 前の 課長さん のおしょう 

ばんがた \ つたので すよ。 

主人 馬鹿 云へ、 そんな 事が あってた まる もんか。 

妻 桑原さん が 云って ゐ らしゃった のなら、 蛇 度 それです 

わ。 めの 方 は、 始終 心配して ゐ らしった の だから …… 。 

主人 あ \ く、 すま じき 物は宮 仕へ か 11 。 これから は、 

吞 氣な隱 亡の 親方 だ。 

妻 情けな いぢゃありません か？ 

主人 何 をしても、 一生 は 一 生 さ！ 

(I 幕 1 
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皇 始の泰 


季趙季 ^1 朱 呂 始 
太 不 皇 


景 

寢處に 降る 1 室。 

正面に 露 慮お リ、 亜 字稠 もて 園 まろ。 後 庭樹々 は花旣 

LL 散りて、 旺镇； しろ 綠 は|£ ましき 慕 春の 氣. ^含み、 is 

かなろ 空 に は黼 なる 星 も 仄めけ リ。 

高き 天井と 壁と に、 すべて 朱帷. ^かけ 列れ たリ。 帷 LL 

は 球，^ 捧 ぐる 龍， や 金 絲 T。 その 球、 明月 夜珠 にし、、 

闇に ゎリ V 、も 冷た 告 眼の 如く 冴えたり。 

露 豪 i リ逮 からず、 大 なろ 草 あり。 榻も据 る； られ. f.: れ 

ど、 入な し。 

麒缺の形したろ香^^めれど、 杏 IS 亦^ えた リ。 ^れん 

うす 1めかリ 

と 寸 る- 靖明 わびしく 一  室 LL うごめく。 

すべ ズ 暖かく it られ たろ 室 なれ ど、 人の餘51の1^?め；订 

きし 時の 如く、 歉樂の 夢の 醒め 際の 如く、 わびし さ、 

ラす あかり 

薄明と 共 Li 漂 ふ。 

二人の 侍女、 露 蟹の 左方ぶ リ轉び 出て、 &に：5^~はろ 

ろ^ 花の 如く、 室.^ 橫ざリ て 右 7"=- の 扉！ 1 向 ひて.： ま 

る 0 

第一の 侍女 (息 も 忙しく) 朱 太后 殿下！ 朱 太 lis 殿下 ー 

(扉.,^ ほと/、、 と 叩く、 その 昔與 かに 聞 ゆ」 

(答な し。 無 昔 …… ) 


纖秦 の始皇 (涯 一き 


I 呂不韋 

帝 卽位後 十 年の 秦王 (二十 三 歳) . 

韋 相國、 仲 父と 呼ばろ 五十 四 歳) ： 

始皇の 母君 (四十 歳) 一 

毐 後宫の 宦官 (三十 餘 歲) 

氏 御衣 夫人  (三十 餘歳) 

高 .1 ハ宫 大使  „ 

斯廷尉  -  _ 

侍女、 臣下。 

時  一 

西暦 紀元前 二三 九 年、 暮春の 初夜。 

處 

i、 始皇の 母君 朱 太后の 隱 れて淫 酒に 耽る 後一 


皇 の泰 


3：3 


is 二の 侍女 来 太 US 殿 了. 朱 太 殿下！ 國 王&, 下の 臨 

御に..、 /さります る。 

(答な し。) 

第一の 侍女 (扉に 耳 1^ つけながら) 内 は 湖の 様に しづ ま 

つて cie ります わい な あ。 

第二の 侍女 此の 御， M 處 に は 渡らせられ ぬので ノ /さり ます 

まい か。 

第一の 侍女 太 后 殿下！ 國王 陛下の 臨御に ござります。 

(I!:: なし。)  一に < 

第 li; の 侍女 (左方の 扉^ HI け 放 ち^ろ i  、匇徨 として 來 

リ、 嘛く 様：！) 申 上げな されました か。 

お 二の 侍女 い >- え、 叩いても 叩いても、 何の 答 も ござり 

ませぬ。 

第三の 侍女 (詰ろ が 如く) でも 申 上げねば なりますまい。 

やがて 此 へ お渡りな され ませう ぞぇ。 

第一の 传女 (扉 か 稍 激しく 叩. V 、ながら) 太 IS 殿下！ 太 

后 殿下！ 

(答な し。) 

第三の 侍女 扉 を 開けて 申 上げ ませう。 

第二の 侍女 -、 呦ろ S^LL)  lis を？ て？ それ こそく、 

女の お rl-as^ が 危う，.、 ざり ます ぞぇ。 

第一 1 一の 侍女 お 、それく、 季 氏の やうに な あ e 


第一の 侍女 あの方 は 殺された との # で.、、 .- ざり ま し たが 、 

今 【せ のお 伴 の 中に 見える 樣 ではノ  /さり ませぬ か 。 

第三の 侍女 ほんに、 さう で ござり ますな あ。 

第二の 侍女 あのお 方は趙 大使の 方へ、 身 を 寄せられ たと 

の^も *- ざり ました ゆ ゑ、 今特の 臨御 は あの お 方のお 吿 

.げ によつ てで.、 J ざり ませう。 

第 1 の 侍女 殿下が 此の 宮 へお 遷り 遊ばされて 以来、 一度 

も 臨御； ばされ ぬ 陛下が、 今宵 俄に 渡ら せられた の でノ  W 

ざり ま せう。 あのお 方のお 告げに 違 ひ ン /さりますまい、 

殿下が 日頃の 御行 跡も大 かたはお 耳に 入つ た ことで..、 J ざ 

り ませう。 ほんに、 一 大事で ござり ますな あ。 

第二の 侍女 (2 はしげ U) さうな る 時 は、 妾 達の 身の上 

ま如问 なること で ござり ませう。 

, 第三の 侍女 如何なる ことで ござり ませうな あ …… 少しも 

早う お知らせ. B. さねば …… 

一； 三人 (と リム \に) 太 Iw 殿下！ 太 Iw 殿下 (扉 か 叩く 音 

一一 激しく  W ゆ) 

一 第 三 の 侍女 (後.^ 顕み X  ) あれ/ \、 最早 あれ へ お渡り 

： なされました わい な あ。 

第二の 侍女 如何なる ことで ござり ませう" 

第三の 侍女 ほんに 如何なる ことで ござり ませうな あ。 

(遙 かなる 後 庭に 寂しき 風の 音、 吐 ゆ】 の 如く 簡 ゆ。) 
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(炬火の 光、 開け放れ たる 左方の 扉の 臭 i リ、 ほの ぽ 

の と 薄喑. H 至.,^ 照らし 初む。) 

男の 萆 (右方の 室の 內 r* リ) 何事 ぢゃ …… 夜中に 御塑 

を 驚かし 奉る は 何事 ぢ や！ 

第一の 侍女 (訴 へろ 樣に) 國王 陛下の 臨御で ござります 

わい な。 

男の 聲 (少しく 周窣ぜ ろけ は ひ) なに、 國王 陛下の 臨御 

とな？ 

f あい さ W 

第二の 侍女 (ip く樣 に) 喜樣 のお 聲で ござり ませ 5。 

第三の 侍女 (聲 高く 扉の 内へ 呼， ひかく)  ^毒 樣！  pi 

樣！ 

(答な し。) 

(沈默 1 や 刻む 緩やかな ろ 衆人の *s 曰 …… 炬火 持ちし 

從者 二人 路 1 ^照らし、 金の 瑞草 1^ 繍ぜろ 白き 法服^ 纏 

へろ 始皇表 はろ。 孔雀の 翅 もて 成れる 辙.^ さし かざす 

者 一 人、 .一 ハ宫 大使 趙高、 御衣 夫人 季氏、 臣下 六 人 其の 

後 Li 從 ひて 出 づ。) 

(露 臺.^ 後に して 席.^ 占む。) 

(帷 に 近く 立ちた る 後宮の 侍女 三人、 恐ろ/ \來 リズ 

跪く。) 

趙高 (侍女に 向 ひ) 臨御の 趣 を 殿下に ぉ傳へ 申した であ 

らうのう。 


(第一 の 侍女と 第二の 侍女と は C (額， ^BMn ぜ たろ ま、 

默 す。) 

第三の 侍女 (恐る/,.、) ぉ傳へ 申し上げまして は ござり 

ま IP わ と  

趙高 如何いた した？ 

第三の 侍女 更にお 答が ござり ませぬ C 

始皇 續毐は 何れに 居る。 環毐を 呼べ、 gll 毐を 呼べ。 

趙高 畏まりました 。(臣下の 二人に 何事.^ か^く) 

(臣下、 侍女 達に 何事 か 問 ひ、 三人.^ 先立て、、 右方 

寢盧 LL 近づき、 扉の 內 に 人ろ。 扉 閑 ふ、 ズ、 の燈釤 

紅く 投 出す。〕 

始皇 呂不韋 は 未だ 參ら ぬか。 

趙高 御意に ござります。 廷 尉李斯 やがて 同道して 參 るで 

ご， さり ませう。 

始皇 - 呂不 A 年が 參 つたら ば、 申しつ くるまで 此へ 通して は 

相 成らぬ ぞ。 

趙高 畏 りました。 ( 一 入の E 下に 何事な か 命ず) 

(命ぜられ たろ 臣下、 左方の 扉に 入ろ。 ：> 

(狐 靑裘， 纏へ ろ 嫁毐、 首 1^ 垂れて 寢處， ^出て、 始皇 

の 前に 跪く。 ほ 下、 侍女 S の 座 LL 復 ろ。) 

さ， レ 

始皇 趙高、 其方！ 5 毐の罪 を 裁け。 

趙高 は \ ッ 。(緩 毐！， L 向 ひ 、 少 し嘲リ の 調，^  =„• て ) 燈毐、 
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卿 は 腐 罪 を 受け しも の と 聞き つ るが 、 確と 左樣か ？ 

00  (問 ひし 入の 心の底 測 リかれ し 如く〕 左樣 にご ざ 

ります C 

趙高 (少しく^ 立ちて) 確と 左樣 か、 偽り を 申すな。 

趁毐 (心，^ めし 如く、 狡し き 眼に 趙高 1-^ 見上げて) な 

に 偽り を 申し ませう。 期 樣に鬚 眉を拔 きまして、 宦 者と 

なり、 に 仕へ まつり まする も、 偏に 腐 罪 を 受けし が 

故に ござります。 誠に 禍が 却つ て 身の 幸と なりました 儀 

にご.. さります。 

趙髙 (得た リと云 ふが 如き 笑.^ 洩 して) む、、 却って 身 

の 幸と な？ されば こそ、 幸昂 じて、 幸に 醉ひ、 卿の 胤 

を 擁立して、 陛下の 後 を 窺 はう とまで 企んだ であらう？ 

00  t は 又 無 な 仰せで は ござり ませぬ か、 下臣 毛頭 存 

モれが 

じょらぬ ことに ござります。  H は宦 者た る 下臣に 子 

の あらう 理の ござり ませう や。 

み  おんみ 

趙^ い、 や、 卿、 如何ば かり 口舌 を 以て 爭 はう とも、 躓 

が 子 を 預けた る季 氏が 訴へ により、 S 行の 數々 悉く 聖聽 

に 逢した るぞ よ。 季氏此 へ 出られえ。 

季氏 は あい。 (趁毐 の 面前に 跪く) 

00  (_^ 氏.^ 睨みて) はて は汝、 いつぞや 禮儀を 失せし 

い ゥはリ 

廉を 以て、 叱责 せし に怨を 含み、 虚を 構へ て訴へ 出で し 

と 見えるな。 


季氏 何の 偽り を訴 へませ う。 見る も淺 ましい 曰 夜の 御亂 

行、 少し は 心に も 恥 ぢられ ませぬ か。 猶其 上に 非望 を 企 

て、 妾の 洩れ 聞いた を 怨に思 ひ •：：. 

錢毐 あ k い や 何事 を 申す やら ん 。 期樣づ れの女 入の 訴 

へ、 必ず 御 Is.- 上な き 樣願 はしう 存じます る。 

始皇 (先程よりの 論爭， ^煩 はしげ に、 見て ゎリ しが、 眉宇 

に 微 がな ろ電の 過ざる と 見ろ、 迹 ろが 如き 聲 にて) 無益 

なる 論爭控 へ 居らう .：：• 續毐 を. 斬罪に 致せ！ 

趙高 は ぁッ。 

(沈默 …… 後 庭に 微かな ろ 風の 吐息。) 

趁毐 (雷に 打 たれし 如く 平伏し 居れろ が、. の 中に も 何 

物にか^ りっかん とする が 如き 眼 色 U ズ、 趙 高.^ 見上げ) 

何事 も 申 上げ ますれば、 何卒お 聞 屈け 下さる やう 願 はし 

、つ 存じます る。 腐 罪 を 受けし と 偽りまして 宦者 となり、 

太后 殿下 の 寵を 扉う し て 、 子 を 設け し に 相違. ) ざり ませ 

これ I ゃラ：  一く 

ぬ。 なれ ど、 比 皆 相國呂 侯の 命に 從 ひました までの こと 

にて、 毛頭 下臣の 心に て は ござり ませねば、 何卒して 御 

宥免. トし 置かれます やう、 御 取りな しの 程、 願 はしう 存 

じます る、 願 はしう 存じます る。 

始皇 呂不韋 が 命に、 相違ない と 申す か。 

嬉毐 (少しく 望，^ 得し 如く) 御意の 通り、 御意の 通りに 

ござります。 
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始皇 子 を 設け しこと にも 相違 は ない のう。 

00 は あ \。 

(先程の 臣下、 左方の 扉； リ 入り 來 ろ。) 

臣下 相國呂 侯、 廷尉 李斯、 只今 見えられまして ござり ま 

す。 

始皇 此 へと 申せ。 

E 下 よ .ょ ッ。 

始皇 趙高、 續毐を あれなる 室 (右の 室.^ 指し) に閉 し、 

事の 濟 むまで、 確と， ぉ視 いたせ。 

趙高 畏 つ て ..>  /さります。 

(嫁 毐.^ 先に 立て、 趙高、 太后の. 入ろ。) 

(行 違 ひ-し 左，. * リ S 不韋、 李 斯と共 Li 人リ來 ろ。) 

(悄然たる 呂不韋 の 影 LL 壓 せられて、 すべての 人、 聲 

^のむ。) 

S 不章 陛下、 ぉ人拂 ひが 願 はしう 存じます る。 

始皇 む \、 李斯、 皆の 者 を 連れて、 あれなる 室に 待て。 

(左方の 扉 1^ 指す) 

李斯 畏 つ て /さり ます。 ( 臣下、 侍女，^ 隨 へて 左方の 扉 rs 

リ 退く) 

(臣下の し匿告 たろ 炬火 漸く 光.^ 失 ひて、 室 は 薄暗 

くな り 行き、 月光 靑く 露臺 らして、 風の ilaTe びし。) 

呂不韋 (退きし 者の 後 1^ 見送りて) 陛下お 恨みに 存じ ま 


する  

始墓 李斯 より 何事 も 聞いた であらう。 

呂不韋 委細 承 はりまして、 只お 恨みに 存じます る。 

始皇 怨みと は 何が 怨み ぢゃ？ 嫘毐を 太 G に 進めし さへ 

あるに、 あまつ さへ その子 を 擁立 せんなん ぞと は、 ほた 

る もの  > -、 假八 P 思うても 見るべき ことか。 

呂不韋 陛下、 お恨みに 存じます る、 下 S1 に 左 樣 なお 疑 ひ 

を かけ 給 ふなん ぞと は、 存じ も 寄らぬ 儀に ござります。 

一 日たり とも 玉瞠 の、 安否 を 思 はぬ ことなき 此の 呂不靠 

に、 左 機なる 邪念、 些かな りと も萌 さう 理の ござり ませ 

うや。 

始皇 左程まで 朕が 身 を 思 ふとなら ば、 何故あって、 妄に 

仲 父の 稱號を 潜し 一 身の 權勢を 張らう とする か。 

呂不 t1 举 お恨み 巾す は此 事に.. こ. さります。 ^ドの 御.： il^ にと 

りまして、 下 i{l は 抑、 何者 ぢ やと 思 F« されます るつ 

始皇 何者で もない、 相 M ぢゃ、 ほ ドぢ や。 

呂不韋 臣下で ござります るか、 何事 もない 臣ド で ござり 

まする 力 

始皇 只功努 ある 臣下に 過ぎぬ、 假 令へ 如何程 功勞 あれば 

とて、 臣下の 身 を 以て 仲 父の 名 を 潜す るなん ぞとは Is 

至極 ぢゃ。 

呂不韋 あ、 陛. トには 何事 も 御存じな き 故で *、 ^ ざ ります 
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る。 何？ > 御存じ  

始皇 (怒りて) い、 や 何 IT 存じて 居る わ。 

3  ；木 章 御存じ で ノ  /さり まする か 、然 らばお 尋ね 申 上げん 。 

太后 i ^下 は 何者 ぢ やと 思 召され まする。 

始皇 太 lis は 太后 ぢゃ。 

厶章 太后 殿下 は 太后 殿ドに 相違 は *、 .- ざり ませね ども、 

臣下に とりまして、 何に 當り ませう やと、 お尋ね 申 上げ 

た 儀に ござり まする。 

始裏 (その 餌に^ 恶の影 一 M して) 破廉恥 ものめ、 左 機 

な こと 力 たいか！ 

K 不韋 承 はりた う ござります。 陛下に は 御存じな けれ， は 

一 J そ、 期く 情無く も 振舞 は せ 給 ふ か と 推せられ ます。 

始桌 い 、 や、 知れば こそ、 李斯に 申しつ け 汝の罪 を 間 は 

んが爲 め、 まで 呼び. 翁せ たの ぢゃ、 汝、 太 lis と密々 に 

通じ、 事 露 はれん こと を り、 彼の！ 5 毐を宦 者と なし、 

狡し くも 已れが 傷 を ：|?J ひし, J と は 彼の 鏐毐が 悉く 自. H に 

及びし ぞょ。 ^毐 をお へ 呼ばう か。 (呂 不韋の 恐传, ^豫想 

して？ i め 寄ろ。. - 

呂不章 あ、 あ。 何？ > 御存じで は ござり ませぬ。 何事 も 

御存じ は ござり ませぬ。 それ も 尤もに ござり まする。 陛 

下お いと をし さに、 二十 餘年來 二人が 胸に 秘めて、 誰 人 

にも 打明けぬ 密事で ござり ますれば 御存じな き は 尤もに 


ご， ゼ」り_ ま，^.' る。 

始 (不審の 爲 めに、 想像の 緊張.^ 覆されて、 不審と 少か 

なろ 驚きと，^ 交 へ たも 心 にて) なに、 一 一十 餘年來 の 密事 

とな？ 

呂 1<韋 左樣 にご ざり まする、 よつ くお 聞きな され ませ。 

陛下 は 下臣と 朱 Iw との 間にお 生れな された 身で ござり ま 

する ぞ。 

始皇 なに？  f 息.^ 吞んて 凝立す) 

(沈跌 …… 雨 人の 間 に 心の 暗闘 激しく 來往 す。) 

(tl- 望 に 女の 泣萆& ろ。) 

K 不韋 (传 然として 心ん. 榑じ， - 何者 ぢゃ 何者 ぢゃ。 

(朱 太后 萎：： 果\ 、たる 姿に て 表 はる。 J 

呂 }<韋 お X 朱 后 殿下 か。 …… 何事 もお 聞きな された か- 

朱 太后 (R:!^ きく づん、 る) 

呂不韋 (朱 太 IWLi 近.， * リ その 背，^ 撫 すろ やうに 窺き、、 み) 

一 一十 餘年來 一 一人が 胸に 封 じた 密事 を、 今宵 は 陛下に 申 上 

げた わ。 何事 もお 聞きな された で あらう 。 

朱 太后 (泣き止ん て、 靜 に肯づ く) 

K 不韋 (寬 ろぶ、 たる 態度に て) 二十 餘： ヰ來、 今宵が 初め 

てぢ や、 假面を 脱ぎ捨て k 親子 三人 顏合 はすの は 初めて 

ぢゃ、 寬 ろいで， 語ら はう ではない か。 四邊が いかう 唁 

い。 (左の 方に 向 ひ、 聲 高く) こり や、 燈を つけい。 

- 
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(風の 音 ゎぴ しく 聞 ゆ。 室 仄暗く して 庭上靑 ふ、 光 LL 冴 

え 返ろ。) 

(侍女 二人 釤の 如く 入り 來リ、 二つの 角燈 yJ- 點 じて 音 

もな く 去ろ。) 

(始 皇は榻 LL 寄り、 前，^ 見つめた ろ ま、、 石の 如く 凝 

坐す。) 

呂不韋 陛下、 母后の 行 とても、 さまで 嚴 しくお t 貝め なさ 

れ ますな。 母后 は 操 を 守らぬ が 正しい 道と 敎 へ ら れた哀 

れ なる 女人で ござり まする  最早 一 一十 餘年 の 昔の こ 

こう.； V.;JS;.3 

と、 先王に は秦趙 不和の 爲め 人質と して 邯鄲の 八， i 乾が 

館に 預けられの 御身、 あはれ 客舍の 寂赛 如何ば かりと 察 

それがし  そしゃく 

し、 下臣 一 夕蔬酌 を備へ て 孫 乾と 共々 招じ窣 りました。 

其 折 酒 を 捧げて 席に 侍つ たの は 此の 朱 子に，、 - 」 ざり ます。 

モれが T> 

下臣の 妾と して 家に 迎 へられて、 未だ 三月 も經ぬ 程の こ 

とで ご、 ざり ましたが  

朱 太后 あ i 其 折の ことならば、 お話し 下さるな。 お話し 

下さ  

呂不韋 ：\ え、 申 上げねば 陛下の 御 不審が 霽れ ませぬ。 

…… 陛下お 聞き 下され …… 其 折 先王に は 朱 子に 眼 を 離さ 

ず 注がれ ま し て 、「何卒、 客 中 の 不聊を 憐んで 彼 の 朱 子 を 

遣 は しくれ まじき や、 生きて は 環 を 卿み 死し て は 草 を 結 

んで、 此惠を 忘れ じ。」 と 心 こめての 御望、 此の 時 旣に朱 


子 は懷胎 の 身で .>  J ざり ました。 

始皇 そり ゃ眞寳 か？ 

呂不韋 實證 にご ざり まする。 

始 1 痙攣 fl ん ばかり 緊張せ ろ 面 持に て、 太后 LL 向 ひ) 

微塵、 虚妄 は ござり ませぬ か。 

朱 太后 (恐る、 如く 始 の 額.^ 上 眼に 見上げながら) 眞 

寶ぢ やわい のう。 

Rr 不章 實證 にご ざり まする。 其 折. 下臣 父に 謀り ましたる 

所、 朱 子に 男子 出生せば、 呂 家の 子に して 秦の 世嗣 とな 

る理、 一時の 情 を 抑へ て 萬 代の 策 を 建てよ との 言に、 少 

壯の 身の ことなれば、 風雲 を 望んで 心 頻りに 勇躍し、 其 

夜 直ちに 朱 子に 向 ひ、 汝 誠に 夫婦の 情 を 念は气 殿下の 

望み を容れ 殿下に 侍き くれよ。 吾に 仕へ る 道と て は只此 

の 一 筋ぞと 心を籠めて 說 きました。 陛下 貲證 にご ざり ま 

する、 微塵 虚妄 は ござり ませぬ。 只 下 御 一身の 榮達を 

なさけ 

念 すれば こそ、 斷じ ¥ 、情 を斷ち なら ぬ 造 を 踏ん で ま 

で、 謀りに 謀りし ことに ござります。 翌年 甲 辰の 正朔に、 

陛下に は 先王 の 王子と し て 御 誕生 遊ばされました。 …… 

先王の 世嗣 になら せ 給 ふ 折に も、 不韋が 盡勞は 語り 盡さ 

れぬ 程に ござりました。 秦宫に 収入つ ての 縱橫の W 策、 

i より 先王 を 救 ひ囘す 折の 苦肉 慘 ir 憶 ひ 廻らしても 

實に 吾ながら よくも 成し 了 ほせた る ことかな と、 夢の や 


盒始 の^ 
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-っ にも^え まする。 

* 太-:^ 女子の 身の よく は 知らね ど、 邯 鄲 の 城 を 忍び 出る 

折の 恐ろし さは、 <f7 思うても、 ほんに fi 身の 慄 へる 程、 

モ よかぜ 

1 も 息 を ひそめた： &の眞 夜中、 -ぉ靜 つた 民家の 間 を 縫 

うて、 轍の 音 を竊ん で、 密々 と 車馬 を 進めた が、 闇の 中 

に M.! 々と 立つ 家々 が、 今にも 襲 ひか.^ り はせ ぬかと、 息 

を 殺し て 居た こと は よう ®! え て 居る わい のう。 

呂不^^  K に、 彼の 折 とても、 下臣 豫め、 泰廷に 迎の勢 を 

請 ひ冠き たれば こそ、 殺到した る 孫 乾が 追手 を も 免れた 

れ。 さもな くば、 先王 はもと より 朱 后 もろとも、 陛下！ 

K 下の H,〈ffi とても、 や はか.： か穩 にあら せられ ませう や。 

…… 斯 までの ^|努 も、 皆 誰 ゆ ゑな りと 思 召す。 陛下！ 

皆 降下の 御 一 身 を 思 ふが ゆ ゑに ござり まする ぞ。 

朱 太后 ほんに さう で ござります。 接 臣の言 を ほゐて 肉親 

の 相國を 疑う て はなり ませぬ。 

始 (侵し 難. V 、森厳なる 態度に て) 呂 不韋、 汝速 かに 相 

國の位 を 去って、 蜀に行け！ 

(，H らの .p^,^^ しむ 如く) 何と 仰せられます。 

朱 太 15 肉親の 父を蜀 へ わたさう と 仰せられて か。 

始皇 父で はない、 

w: 不 f;* 父で はない と 仰せられます か。 

始. M 父で はない。 


朱 太后 い \ え、 陛 F は 相國の 子に 違 ひ は ござり ませぬ。 

始皇 呂不韋 が 子で はない。 幼き 折、 呂不靠 が 子に 非ず や 

との 疑 起り、 子な りと して 自ら を 卑しみ 薄な む 心と、 子 

に 非ず として 傲ぶ る 心との 戰に、 屢々 苦しみ 惱 みしが、 

今 こそ、 今 こそ、 呂不韋 が 子で ない こと は 明かに なった 

ぞ。 朕 は 呂不韋 が 子で はない ぞょ。 

.呂 不韋 然 らば、 先王 莊襄 王の 王子 ぢ やと 仰せられ まする 

力 

始 墓 い X や、 先 玉の 子で もな い 。 

呂不韋 然 らば 何人の 子に 〈波ら せられ まする。 

くわう T1 

始皇 何人の 子で もない、 天の 皇子 ぢゃ。 汝、 先程、 吾れ 

ながら 此 程の 事 をよ くも、 成就せ たと 自らの 功 1^ に 不審 

を 懐いた であらう が、 誠に 汝 こそ、 知らず して 天に 操ら 

れ たる 傀儡 ぢ や 。 只管 卑しき 私愁 を 遂げん 爲め企 てし こ 

との、 期く まで 整 ふ は 唯一 人の 愛 兒の爲 めに、 18 を 開 

ほが G 

かしむ る 天の 心ぢ や。 今 こそ 朗 かなる 吾が 心 鏡に、 父の 

心 は 映れる ぞょ。 …… 私愁の 奴、 汝呂 不韋、 汝の 務は畢 

りし ぞ、 去れ、 速 かに 蜀へ 去れ。 

(沈默 …… じ 

(庭 園の 彼方 遙 かに 整々 たる 人馬の S 音 聞え、 次第- し 

近づき 來る。 炬.^ の 反映 綠樹の 聞 リ見 ゆ。) 

(風の 吐息 …… 。) 
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始 趙始趙 始 


李 新 (慌 しく 人 リ來リ て〕 夥しき 人馬 此へ 押.？^ せて 參る 一 

や， 「にご. さり ますれば、 (DC 不 章，， ャ： g 目.， 1^ みながら〕 陛 一 

F には趙 大使 を 御 伴 あ つ て 、 急ぎ 咸陽 {a へ 御 引 上 の 程 願 

モれが 

は しう 存じ まする。 下臣 は 臣下 を率ゐ 屹度 彼等 を 防ぎ 止 

め、 說 服いた す覺 悟に ござり まする。 

始皇 うむ、 恐らく は 呂不韋 が 臣下の 者 共で あらう。 主の 

安否 を 思 ひ 煩 ひ、 後 を 慕うて 參 つたに 相違 あるまい。 捨 

て 置け …… 彼等 此に參 らば、 彼等の 面前に 於て、 呂不韋 

が 吃 謫を申 渡して くれう。 

李斯 なれ ど、 陛下の 玉 體に萬 一の こ とが ござ りまして 

i  

始皇 い K や、 天の 愛子に 萬 一はない。 

(左方 遙 かに、 騒がしき 群衆の 潔々 聞 ゆ。) 

、E 下 一 人慌 しく K け來 リズ 跪く。) 

g 下 相國の 臣下と 申し、 多勢の 人數押 寄せ、 相國 をお 返 

ひ， J め 

し 下され、 お返し 下されと 犇 いて 居ります る。 

(李斯 出て 行かん とす。) 

呂不韋 (靜に 立上りて 李斯. ^止め) あ \ いやお 待ち 下 

モ.； 4^1> 

され、 下 Hi 參 つて 直々 に奴靜 めます る。 (沈 痛な る 面 持 LL 

ズ) 陛下、 お 暇 を 申 上げます る。 r 頭，^ 垂れて 徐ろに 去 

る) 

(始 垦、 その後 姿 1^ 見送る。)  ，_ 


(左方の 騒擾 依然として 績く、 辛斯； S はしげ LL 左方.^ 

見やる。) 

朱 太后 陛下、 何卒 相國の 謫は思 ひ 止まって はた もらぬ 

か。 蜀の山 谷の 風 は 嘸 かし 装から う。 此の 都で は 燕 も 輕 

く 飛ぶ 頃に、 遠い く溪 間に 猿が 悲しく 鳴く と 云 ふ、 年 

老いし 相！ 1 の、 廢 所の 港に 卞" 命 も 縮ま- ゥに、 思 ひ 止まつ 

て はた もらぬ か。 

M い、 や、 なり ませぬ。 (右方に 向 ひ) 趙高は 居らぬ か。 

高 は ぁッ。 (右方の 室 二 リ 出て 來る) 

阜； (趙高 LL 向 ひ) 毐は 如何いた した。 

高 あれなる 室に 縛め てあります る。 

皇 うむ、 彼が 三 族 を 悉く 捕へ、 爆？ S 共々、 斬罪に いた 

せ。 

趙高 畏 つて ござります。 

(朱. K 后 泣きく づ. ^る。〕 

(左方の 骚掇 止む。〕 

(沈^ …… J 

(ほ 下靜々 と 入リ來 リ。) 

臣下 相 11 呂不 *r 只今 毒 を 仰いで 果てられまして ござり 

まする。 

,$ 相 國 が 果てられた？ 

趙せ 1 毒 を 仰いで …… 


き. 始の # 


3«1 


^き ST 王 秦 荆 蒙 李花 始 

文 

P 無む 舞  5 皇 

入 M'^nm 陽 軻嘉斯 人 帝 


武 將四人 

殿上の 臣 m 人 

軍勢の 歸々 

時 

IS 暦 紀元 ニニ 九 年。 中 夏の 眞晝。 

處 

咸 sir 

左右 共 に 高き .m 壁 *^ 3- ズ缠ら ろ。 左 壁 -しは 出 人 の 扉 あ 

右方 炮は、 舞 臺の四 分の 三，^ い：！ めた る 高き 臺 となる。 

if は その 左端 階段 と なリ X 大床 LL 尊 かれ、 右端 は 白 き 

帷 にぶつ て 隣室に 境 せらる 。背 端 は 朱 欄，^ 以ヾ n まれ、 

背 端 と 左端と 交叉す ろ處に E 火. な る 銅柱聲 え 、右端な 

る 銅 柱と 相對 す。 

階段と 左方の 白壁との 間に 通路と な リズ、 これ i リ下 

の 方なる 廣 庭に 導く 階段、 彼方に 降る 心 持。 

廣. 好の 林 樹深綠 な る 柁 頭ん ffi か -IL 露 はし、 遙 かに は驗 

山の 影 淡く 橫 にり、 深 碧な せる 中 S の 空、 聲 1 小 潜めて 

^れ度 r-.rr'c 

入界の 激しき 動搖， ^離れて、 S 然は 3 〈寂寞 と し て 戀ビ 


始 iJi して、 呂不 M がお ドは 如何いた した。 

臣下 相 IT が、 悉く 取 静められまして ござり まする。 

始 as 臨終に 初めて 醒めた と 見える わ。 

(沈^ …… 。) 

(朱 太 liSS 闱 かなろ 欽 秋。) 

(始皇 冷 かな K "惯惡 の 眼もズ 朱 后.^ 見下す。) 

—— 靜 かに 幕 11 


n 荆 柯 

後 二十 年 (三十三^) 

始 CIS の愛姬 (二十 餘歳〕 

泰國の 1^. 相 

秦王 の. ME 

燕國の 大使 

燕國の 副使 

凱旋の 將軍 

秦國 の猛將 
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ざるな リ。 

幕 上らん とする 時、 靓 陣の將 卒が擧 げたる 高 ふ、 関の 聲 

聞 ゆ。 

萆々 低く 績 けろ 間-」 幕靜 かに 上る。 

始皇 一人 臺上 ぁリ、 勾 欄に 近く 廣 庭に 面 t、 遙かに 

下なる a 陣 の將卒 に會釋 し慰勞 す。 

殴との E 下 数人、 白壁と 階 との 間なる 通路 "し 立ちて 

手，.^ 擧げ、 體. ^屈げ て、 下なる 人々 の 問の 聲に 和す。 

始皇 (臣下の 方 L1 向 ひ； こり や、 こり や、 凱陣の 將王賁 

を此へ 呼び上げい。 

臣下 等 (跪きて〕 は ぁッ。 

(臣下 一 人廣庭 11 下り 行く。) 

(始皇 その後 見送る。) 

(臣下、 王實. ^先立て、、 登リ來 ろ。) 

E 下の 一 (王 實に向 ひ) 閣下、 國按 により 劍 をお 預り申 

します。 

(：+: 赏劍， ^解きて 波す、 受取 リ.； しろ 臣下 廣 庭に 下りて 

行く。) 

臺 下に 跪く。〕 

始皇 お、、 王賁 か、 軍旅の 疲れさ こそと、 痛 はしく 思 ふ 

ぞょ。 


莨 辱う 存じ ます る 。 

始皇 趙は 先王 以来、 秦國の 恨 深き 仇敵な りしが、 今 悉く 

其 地 を擧げ て 臣服せ し は、 偏に 汝等 父子が 勇武 の 致す 所、 

誠に 建 國以來 未曾有の 功績 ぞょ。 

ff.- 實 陛下、 畏れ 入り 奉ります る。 只々 陛下の 御 接 成に よ 

り まし ての 事で ござり まする。 斯か る 御 S: き聖言 を、 父 

ゎラ. 41- ん 

王 剪が 傳 へ 聞かば、 誠に 感涙に 咽ぶ ことで，.， ざり ま せ う。 

始皇 お 、 王 剪 は 更に 兵 を 進め て、 燕の 南の 界に 到りし と 

聞きつ るが、 如何いた した？ 

王寳 されば にご ざり まする。 軍 を 中 山に 屯し て 燕 に 臨 

み、 直ちに 月 力水 を 渡つ て攻 入らん とする 勢に ござります 

るが、 燕に は、 陛下に 罪 を 得て 走りた る將 5^ 樊於期 あつ 

て、 嘗て 本國に 質と なり、 亡げ 歸っ たる 太子： « と共に、 私 

に 企 謀 を 廻らして 居る と 承り、 一 擧 にして 燕の 社稷 を 傾 

けん 爲め、 更に 三十 萬の 軍勢 を 賜 はる やう、 臣 r を 以て 願 

ひ 出で ましたる 儀に *，  /さり まする 。何卒 御 £ 量 あ つて、 此 

の 儀 御聽許 下し 置かれ まする や 3 御 願 ひ 申 上げます る。 

始皇 む、、 樊於期 は 憎き 匹夫 ぢ や 、彼が 素 *i 提げ 來 らば 、 

千金 萬 家に 換 へ 遣 は さんとの 布令 を 出し つ るが 、 未だ 何 

の 沙汰 も 無い わ。 …… さりながら、 汝の父 も 老いた のう 

え つ pi ラ 

；… 今より 十 年 前 彼 の 楚國、 趙魏韓 燕 の 四國を 合従し て 、 

•rs 谷關に 殺到した る 時、 汝が父 王 剪 は 一 一 干 萬の 軍 を領し 
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て 她せ向 ひ、 五 EI の 兵 を 々と 追 ひ 散らせし が …… 多年 

の 屯 旅に 痛く も 老いし と 見える のう、 …… 王 剪の 後 を 1 

* んん もの は、 王貨、 其方なる ぞょ。  援： 傘の こと は 

追って 沙汰しょう、 退いて 疲れ を 休めて くりやれ、 身 を 

大 35 にして くれよ。 

0  ぷ錄 にて) 陛下、 辱う ござり まする。 辱う 

ござり まする。 

-T.,M, 頭.^ t: れて 階段. ^下り 行く。) 

( ，の駄 のど i み J§ き …… 次第に 遠-さかり 行く。) 

(花 ^夫人、 右方の 帷 i リ靜 かに 出て 來リ て、 き 行 

く  S! 卒，. ^ 見； f," れる始 .：：il の 背後に 立つ。) 

花^  0r.  -m 陣 の將卒 は、 仔羊の やうに 罪のない もので 

, こざり まするな あ。 

始 (顕 みて、 莞 W として) お k、  か、 あれ を 見よ、 

喜び ss^ んで歸 つて 行く わ、 彼が 朕の 琴の 絃ぢ や、 ：tl, 方の 

眾卒は 琴の 紘、 朕が 琴紘は あの 將卒の 輝く 劍ぢ や。 あれ 

見よ、 .H 日 を 射返す 齊ぃ劍 光 * 海 潮 を どよ もす あの 鬨の 

^、此の _f 身 の 血潮が 松り を 打って 喜び 狂 ふわ … … お. - 

もう？^ れて 見えぬ わ …… もう 見えぬ わ …… 广向さ 直リ て) 

靜 かに 1! 方の 琴 を 31 かう か。 

こ £ 

花 琴で ごさり まする か、 お^り 申 上げ ませう。 

始 CIS 今朝より 未だ 一 度. でぬ やうで はない かゥ 


花 陽 降下に は. 幾 ぉ聽き 遊ばされても 同じ 事で は， ござ 

り ませぬ か。 

始皇 いや、 朕 は 殊の外 琴の 音 を 愛づる もの ぢ やと 思 ひ 居 

るが  

花^ い \ え、 如何お に 愛でられましても、 簡， に i を 愛で 

られ ますと M じ t 心 ゆ ゑ 琴の 音の 心へ はお 入りな された 

こと は ござり ませぬ。 

始皇 如何にもと かっかる. -ゎ。 

花^ 陛下 は、 一度 も 悲しまれた ことのお はさぬ ゆ ゑ、 悲 

しみより 入って 悲しみ を 忘れた 琴の 音の 心が、 御 心に^ 

みる こと は ござります ま いかと はれます る 0 

始皇 む、、 悲しみより 人って 悲しみ を 忘れる とか C 

花？ i 御 心を靜 めら れて、 音の 奥へ 忍び入られました らば、 

あたり  .S? りか 

四邊を 遮る もの もない 和 い、 光の 天地が 開け ませう、 

風 吹 い て 枝葉 も 鳴ら ぬ 境に， - i ます。 

始皇 む \ 風 吹いて 枝葉 も 鳴らぬ 境と あるか …… 是非に 

一 おで、 くりやれ。 今日 こそ は 心 を 澄まして 聞かう 程 

こ C 

花 陽 左樣 なれば 心 を 籠め て 奏でます る でノ /さり ませう。 

奧殿 へ ： 泡ら せられます るか。 

始皇 此の 高. K で 晴れ渡った is を 見ながら &ざ たい もの ぢ 

やのう。 


364 


#J§ の泰 


蒙 始 m 

if!,- 皇 ^ 


始皇 (殿上の 臣下に 向 ひ) 李 斯蒙驚 以下 文武の 臣に 急い 

, で 此へ錯 まる やう 申し 簿 へよ。 

臣下 は ぁッ。 

(彼等の 中二 人 は 殘リ、 その他 は 階 si リ、 左方の 扉 

、- 5 リ 分れて 退く。) 

(殘リ たる 二人 は 塞 下なる 大床 に榻， 列べ 整 ふ。) 

(花 陽 夫人、 右の 帷 i リ、 琴ん- 携 へたる 侍女 二人，^ 從 

へ て 表 はる。) 

始皇 (顧みて ) お 、 、 花 陽、 琴 を聽く 約お ぢ やった の 5。 

花 陽 最早 御 心變ら せられて か、 今の 今な された お 約束で 

は ご. さりせ ぬか。 

始皇 い、 や、 心移りい たした 故で はない。 只今 此へ 燕の 

使者 參り 、 豫 て 誇り し 彼 の 憎き 樊於 期が 首 を る箬な 

れば、 その 式の 終りし 後に て、 心靜 かに 聽く といたき つ。 

かな 

花 陽 左ー樣 に ござります るか。 心 4^ ぎ せらる.^ 折に 奏で ま 

して は、 常と 同じ 事に-、 /さり ますれば、 妾 は帷の 後に て、 

式の 終ります までお 待ち 申す で ござり ませう。 (侍女に 向 

. ひ) 琴 は それへ 置いて 夾- や。 

(帷の 後へ 返く。) 

(侍女、 始皇の 席へ 琴. ^匿き て 夫人の 後. =V;?J ふ。) 

(左 壁の 扉 i リ 斯 以下の 文 E わら はれ、 惠下 i リ右 

壁 に 沿 ひて 匿 かれた ろ榻の 席次に りて 居 拉ぷ。 ) 


花 陽 左樣 なれば 此 へ 琴 を 蓮ば せます で ござり ませう。 (楚 

楚 として 帷の 内に 人る) 

始皇 (驢 山.^ 眺めて 迫遙 しつ、) 風 吹いて 枝葉 も 鳴らぬ 

境 …… 枝葉 も 鳴らぬ 境 …… 

(蒙 器、 左の 扉 i リ來 ろ。) 

(殿上の 臣等 蒙嘉に 敬-！ i す。) 

(臺の 下にて 跪告) 陛下！ 陛下！ 

(額み て) む \ 蒙 嘉か、 何事 ぢゃ。 

燕より 荆軻、 秦舞 陽の 兩人 使者と し て參 着し 御 謁見 

モれ がし 

の 儀 を 下臣まで 願 ひ 出で まして-) /さり ます、 如何 K 計 ひ 

ませう や。 

始皇 燕より 使者 參 りしと あるか、 彼の 樊於期 を 如何いた 

した。 其方 屹度 訊ねた であらうな。 

S 御意に ござります。 燕 王、 陛下の 威 を 怖れ 諸侯の 列 

に 入って 長く 貢を斷 たじと て、 彼の 樊將罩 が 首 を 斬つ て 

函に封 じ、 督充 の地圖 と共に §f せらる k 使者に ござり ま 

する。  . 

始皇 樊於 期が 首と 督充 の地圖 とな。 (小兒 の如告 喜悅 顔 

に 浮べ) 雨 人の 者 を 引見せ う 程に、 急いで 呼べ。 

蒙嘉 へ臺 下な ろ廣 庭の 彼方に 指し). あれに 控 へさせて ご 

ざり ますれば 直ち に 召し連れます でノ  /さり ませう。 (廣庭 

の 下へ 降り 行く) 
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(^段 リ ssst 以下 五 人の 武將登 リ來リ て、 蜜 下.， * リ 

左 壁に； 15 ひて かれた る の 席に 妓ぷ。 ) 

( 1 伺、 始 ISLL-M ひて 長揖 す。) 

李斯 趙！ 1 臣服して 未だ 幾許なら ざるに、 燕國又 朝貢す と 

の 事、 やがて は 四^ 悉く 下に；^. M し 稜咸彌 天日と 共に 

域 か ん.^ 瑞 と 察し 紫り 、 臣等  一 ：！！ 恐悅 至極に ノ 」 ざり ます 

る 0 

始 お.^、 朕が 心 を 早く 四海に 布きたい もの ぢ やのう。 

(殴 上の 臣 二人 先^し、 紫？^ 次て 表 はれ、 首函 1 ^捧げ 

たる 荆軻、 地 岡の -M,^. 捧げた る 泰舞陽 之に 次 殴 上 

のお 数人 後に 從 ひて 階段，^ S リ來 ろ。) 

S 燕 11 の 大使 荆軻、 副使 泰舞陽 を 此へ伴 ひまして ござ 

ります る。 

(殿上の 臣等 SE 段の 上 リロに 立ち、 荆軻舞 陽の 兩 人に 

臺に？ *  く 階段の 下 に 立つ。〕 

荆顿 招して) 燕 王 葛、 誠に 大王 陛下の 威 を 仰ぎ、 願 

はく は LS を！^ つ て內 となり、 ^!51侯の列に加は つ て 貢 を 

納め、 郡縣の 如くに して 先王の 宗廟 を 薪 守す る 事 を 得ん 

と、 謹んで 等 兩人 をし て 使と し樊於 期が 頭と 督亢の 地 

圃と を： M ぜ し め 、 只 大王 陛下 の 大命 を 待 つ 次第に V  /さり 

まする。 


(滿 堂の 視線 悉く 荆軻、 舞陽兩 人の 115- に 集まる。) 

始皇 r 莞爾として、 お、、 燕 王 諸侯の 列に 加 はると ある 

か、 兩 人の 者、 頭と 地 M を ^ へ 持て。 

兩人 は ぁッ。 

(荆軻 恐る-^ 所な く靜々 と 進みて 函.^ 搀 ぐ。) 

(始皇 、 函.^ 蘭き て I？ 於 胡が 首. -;^ 檢し、 滞 足し 喜ぶ 色 

あ リ。) 

(秦舞 陽、 四.？^ の喑れ がまし さに S ら懷 く喑き 後め た 

さに 恐怖.^ 感じ、 額 色 f! じ、 戰懷 して 階段.， 登る、 r-J 

んふ. W ずして 逡巡， -0) 

r 武將、 殿上の E.#、  = ^の 様.^ 不^し、 ^寄らん と 意 

！ 組む。) 

荆軻 (舞 陽の 綾かざる.^ 怪 みて、 後，^ 顧み 此の 樣.^ 見て 驚 

きしが、 直ちに S ら， 制し、 武將 殿上の 臣等カ ど 手 に て穩 

かに 刺し、 靜 かに 始白 H に 向 ひ) 副使！！" 陽 は、 S 十三 歳に 

して 人 を 殺し、 當る ものな き； 男士 にご ざり ますれ ど、 蠻 

夷の 中に 入と 爲り、 未だ 嘗て 斯 くの 如き 大儀に 接した る 

ことの ノ /さり ませねば、 大王 陛下の 咸 儀に 打 たれ て慄へ 

恐る、 者 かと 存 せられ まする。 何卒、 陛下の 允許 を 得 ま 

モ& し 

して、 下 S£ 副使に 代つ て 地 圆を献 じ 度つ 存じます る。 

始皇 (樊於 期が 首.， * リ 眼.^ 上げて) お、、 汝 よきに 計ら 
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荆軻 は ぁッ。 (階 ^下り、 秦舞陽の^^^^-*リ地圖の匣ん、受 

f、 密か LL 叱陀 I 勵 ますが 如く その 眼ん-見入りて、 靜 

かに 階段 1$- 上りて 始 -M の 前に 匣^ 備ふ) 

(文 E 武将の Si 線 は 多く 戰傑ぜ る 舞 陽に 集まり、 此の 

哀れな ろ 猛獣，^ 憐れむ が 如し。) 

(始蠱 晴れ やかな ろ 額 色に て 此の 匣 か-開き、 靜 かに 地 

園 1^ 繰リ權 ぐ。 ソ 

f 繰り 摘げ つ， - 地圖ん 點 檢 して 行く 始墓の 眼に、 一 闪 

輝け る もの 映ず、 軸と なリて 一 振の ヒ首 もり。 始皇愕 

然として 9^ たんと す。 疾く、 此時 荆軻が 右爭は 雷光の 

如く その ヒ 首.. 取リ、 左手に 起たん とすろ 始皇の 右の 

袖. 屮搁 みたり。 s; 電 一 過せ しが、 匕货短 さ爲め 始皇の 

HSJ に 達ぜず ■") 

(文 ほ 武將、 只-ての 餘リに 不意な ろ爲 め、 事態，^. 解せ 

ずして 呆然たり しが、 愕然として 醒めた るが 如く 階段 

の下に^^き集まる。 此の 突如た る騷擾 LI 彼の^ 段に 戦 

傈 せりし 哀れなる 猛獸は 初めて？ S を 得；^ ろが 如く 異氣 

ん< 挽囘 して 、その 狭き 道に 立塞がりて 突立ち £3 。 ) 

始皇 (端然と して) 如何に 荆軻、 朕 旣に斯 く 汝が虜 とな 

る 上 は、 朕が 生命 は汝の もの ぢゃ、 朕に ics- の 暇 を とら 

せよ。 (荆 軻ヒ 首，^ 始皇 S 胸に 換 して 始皇. <J -眯 みたる ま、 

待つ) 朕 平生 琴を聽 くこと を 愛して、 日々 怠る ことな か 


りしが、 今日は 汝 等が 參內 によって 未だ 一度 も 琴 を il か 

ぬ。 特に 今 は！ 後 なれば、 一曲 を，； 11 いて 淸 流の 如く •  死に 

行かん と 思 ふが 如何に。 

荆軻 片時の 暇と あるか。 秦舞陽 は 如何に 思 ふぞ？ (顧み 

ずして 背後に 問，^ 放って、 謀る) 

秦舞陽 (階下に 向 ひたる ま、 にて〕 片時の 暇と ならば… 

…… なれ ど 階ドの 群臣 立 騒がば、 後れ 給 ふな。 

荆軻 片時の 暇なら ばまゐ らせん。 

始皇 花 陽 はせ？ にある か。 

花 陽 (帷 の內 i リ。 悲しき？ t にて) は ぁッ。 (悄然と して 

立 出 づ。) 

きつ. W よく 

始皇 花 陽、 其方と 約した る 箏曲 を 今 こそ 心靜 かに 聽 くで 

あらう ぞ。 (荆軻 に) 花 陽と 呼んで、 朕が 後宮 第 1 の^の 

名手ち や 

荆軻 (始ほ K の 袖，^ 摑みヒ 首.^ 擬 したる ま、、 I ^ひたる 花 陽 

の 姿.^ 見や リ) あ、、 吾に も高漸 離と て、 能く 筑を擎 つ 

ほこり 

友の ありし が、 彼の 水の にて、 復 還ら じと 分れ 來し 

吾に 餞して 筑を擊 ち、 君 去って 誰か 能く 聽 かんとて、 其 

儘 絃を斷 ちました。  あ、 同じ 身 の 上で.、 J ざり まする 

な。 

(遙 かなる 友ん 懐うて 1^ 下る。) 

(花 陽 夫人 は始皇 LL 向 ひて 箏に し、 淑やかに 祭，^ 彈 
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じ 初む。) 

f 始 cS は 眼 ち 荆軺は 口，^ 喊し、 階下に 集まれろ 群 

E すべて^.^ のみ たれば、 せ W 樓 寂寞と し.. \、 爭 M の 添 

かなろ 音 £J、 香 IS の 如く、 おかに 澄み渡れる 碧空. si 

リ 行く に 似たり。〕 

(その 底に 鈒 鈴の ん-游 めた ろ 花 陽の 爭 m は 聞えぬ。) 

— —— 

nim ふ 春の 調に は、 

陽炎 る 空の 綾 

^^^^れ渡り消ぇて行く。 

秋 泣めば 

雁が ね く  して 

A 夜 を 波る 風の こ ゑ。 

ここち 

琴柱に か」 る 々も 

^の 光と： あみて 行く。 

(以上、 f と 肉 接： ：- 絡みて 諧調ん おり 出し、 以 

下 肉 « の歎詞 主と なりて 樂は 伴奏と なろ。」 

君？ け や、 ISH を g け、 


せ さ へ い，^ -っ 

七 尺の 薛4 は * 

躍らば やがて 越えつべし。 

羅；" がの 御袂、 

引かば 直ちに 切れな ん を。 

君き け や、 君跽を 開け。 

(眼ん して、 靜 かに 箏曲ん」 聽き 居た ろ始皇 は 「月の 

光と： 5み\ 、；仃 く」 の 曲 5^、 ろ §-、 肯づ くが 如くして 眼 

見開きて、 荆軻. ^見ろ。) 

(荆 軻は箏 3 の 中に 沈み 行 ..v ュ、、 悲しみに 醉へ るが 如 

し。) 

(「引か•は直ちLi切れなん，^^J の 曲お る 時、 始皇は 突如 

起ち 上 リて荆 Ji! の 手な， 1^ れ、 飛な 4 の 如く、 右方なる 飼 

柱に 走ろ。) 

(荆軻 お 然として 夢 i リ 醒め、 起ち 上りて 後 yJ* 追 ふ。) 

(侍 £5 K 無 1 右方 帷の內 二 リ表 はれて、 荆軻 LL 藥襄ん 

抛つ、 荆 柯 ひるむ。 秦王劍 ^拔 いて 荆軻が 左の 胶 打 

つ。 荆軻 あぜって 泰 王.^ 打たん として 銅 柱 に ヒ 首，^ 中 

つ。 此の間に 階下の 武臣、 秦舞 陽，^^ vi„4 ゼ、 臺 上：.！ 

馳ぜ 登り、 折り重なって 荆軻. ^捕 ふ _じ 

(荆 軻、 桊舞 陽の 兩 人に 鏖 下の 大 床に 引据 ゑら ろ" 秦 

舞 陽 はせ も攀げ ず。 し，.、 （fr:  f  .rr  .:!,  ■  f  I. 
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荆軻 (嘲笑の 調子.^ もて) 天下 を 仇敵と する 秦王 なれば 

斯程 の 卑怯 は ある ま い と 心 許した が不覺 ぢ やわ い 。 

始皇 い k や 卑怯で はない ぞょ。 

荆軻 樂を樂 しむ 淸き 心の 虚を 伺って、 生命 を 盗み出 だす 

が 卑怯で ないか？ 

始皇 む \、 匹夫に あって は 卑怯と もなら む。 不德 ともな 

らむ。 なれ ど、 四海の 内に 天の 心 を 布かねば ならぬ 朕が 

身に、 生命 は 何よりも 大切 ぢゃ。 盗んで なりと" 収ら ねば. 

ならぬ …… 汝 一 人に 樂を樂 しむ 心 を 許さば、 萬 民に 此の 

心 を 布く  、  J とがなら ぬぞょ 。 

荆軻 左程 迄 高き 心の ありと ならば、 何故あって 濫りに 干 

戈 を 動かし 四隣 を H し 良民 を惱 ます ぞ。 

始皇 E1 夫 匹夫が 割據し て 干戈の 絕 ゆる 時の あらう と 思 ふ 

か。 所設 干戈の 絕 えぬ とならば、 武を 以て 四海 を 一 にし 

威を以 て 天 の 心 を 布かねば なら ぬわ。 

荆軻 何故あって 德を 3? て 靡く を 待たぬ？ 

始皇 德を 以て 魔き 来る は只镲 ある 者の みぢゃ C 百年 黄河 

の 澄む を 待た うや。 

(荆 軻默 しても リ しが、 舌， 化 喊んて 死す。) 

蒙鴦 舌 を 噴んで 相 果てまして ござります。 

始皇 む&、 惜しい 勇夫 ぢゃ。 …… お \、 花 陽。 今日 初め 

て箏の 音の 心が、 よう r ルみ 渡った ぞょ。 其方が 筆の 音の 一 


心 は 天の 心お や。 … … 四海の 内に 布ねば ならぬ は 此 の 心 

ぢゃ。 

蒙繁 陛下、 秦舞陽 は 如何 联計 ひませ う？ 

始皇 お \ 僧き 太子 丹が 刺客， ぢゃ。 汝、 秦舞陽 を 出 陴 の 血 

祭に 斬って 捨て、 三十 萬の 軍兵 を 率ゐ、 彼の 山中に 屯せ 

る 王 剪と 力 を 協せ 燕の 都に 攻め入つ て、 彼の 匹夫 丹が 首 

を 提げ て 歸れ。 (荆軻 の 持 来れる ヒ 首.^ 紫 驚に 與ふ) 

紫 驚 はは ッ。 畏まって ござります る" 直ちに 出 g の 用意 

い たします るで..， J り ませう。 (秦舞 陽,^ 引きて 廣庭 に 下る 

階段に 至り、 秦舞 陽の 首.^ 階下 遙 かに 斬り II： す) 

(廣is^,^リ問の聲^gく。) 

蒙繁 (下の 方に 向 ひ大聲 にて) 陛下の 王體は 安泰なる ぞ 


へ始 皇^ かに 歩みて 高毫. 

(歡聲 高く 亂次 として 湧， 


リ廣 庭に 面して 立つ。) 

じ 

幕 一1 


ほ 徐 

3 夢 

始 . 


幻 

皇 帝 
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李芙 扶花始 


夫 宝 
斯蓉蘇 人 帝 


紅 衣の 童 子 

靑 衣の 童子 

金 甲の 武人 (数十 人) 

疾 と al3 と 戦 へ ろが 如き 恐ろしき 骚 昔の 蜒^ 起伏 

以て 幕 は 上る。 

一 物.， え-さろ 簡、 閤の 中，^ 驟音は 搔告亂 すが 如くう 

れ.； r 網-る。  

骚？ は 漸く ST さか リ行 さて、 何^しか 洞鏽の 如き 悲し 

さ旋 靜 かに …… いと 靜 かに 歩み 來る。 

洞^の 旋拌と 共 LL 閒は 徐ろに 叫し 來リ、 薄明の 底に 

朧 LL して？ > はかなろ 斑 の 城の 形 頗勒 しつ 、表れ 來 

る。 形の 判明せ る昧； S 琉の顧 $ ^は 消え 行 さて、 其餘韻 

の 如く 明 は 微に微 に搖曳 す。 雜明は 次第に 明け 行く 

につれ さ 光，^  ぴ來 ろ …… 其 光 S 々 明く して 紅き 太 

陽 W; 火 リ fS 々 と 降り 來リ、 县 城の 影靑 黒き 色 か 陰ら 

す。 杠陽 地に 沈む と 見る。 沈みた る 地 Si に、 白衣. 2 有て、 

紅^.^ 附 けたる 冠 1 ^戴き、 恐怖に 瘦ぜ たる 人の 姿 立て 

リ、 の始 aili 似た リ。 BJi 城の 靑黑告 彭は顔 動し つ k 

迫リ來 て、 徐に始 墓の 姿ん、 II み. 行く …… 始良は 延び 上 

リ 延び 上り 戦 .1^ マ。 長 城の 形柁の 如く 此の 人 1 ^内に 封 

じ^ A たる 刹那、 冠せ る 紅 陽 地に 轉 び^つ。 …… 同時 

に 寂 か 破 リズ 角の 音 突如と して 起リ、 左右の 闇黑の 


中二 リ靑 衣ん/趣 へる 意 子と 紅 衣，^ 纏 へろ 意 子轉ぴ 出 

て、 ちた ろ 紅 陽^ 拾 はんとして 相互に 爭ふ。 角の 昔 

は 銅 鍵 か 交へ て 次第に 高く 次第に 速く 鳴リ鞸 く、 兩人 

の 童子 これに つれて 轉び合 ひ、 追 ひ 合 ひ、 激しく 挑み 

藺 ふ。 角と 銅 li と は 折々 撥 止と 休み 遙か なる 方に て 

多勢の あぐる 鬨 の？ t 幽かに 反響す。 

, 紅 衣の 童子 終に 靑 衣の 啻. 子.^ 倒して 紅 陽.^ 楚ひ 取リ、 

微笑める 紋 1 かもげ、 紅 陽.^ -高 くさし 扛ぐ。 銅 P 一の 止 

み 化の 昔 II リ 朗 かにせ：^ まリ、 軍 調な ろ扣 節ん」 刻む …… 

金 甲の 武人 数十 人 歩武ん、 整へ て肅々 と 進み 寄り、 紅 衣 

の 索 子，^ 先に^て V 慘 とし ズ 進み 去る。 金 甲の 武人 隱 

る k と 共 liSl は 籙に復 して、 暗黑 にして 寂寞；^ る 虚空 

に 風の 颯々 と 吹き 去る 昔殘 る。 

幕下る。 

崩御の 二 年 前 (四十 七歲) 

秦 王の 愛妃 

秦 王の 長子 

花 陽の 侍女、 扶 蘇の 愛姬 

秦廷 の相國 
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徐 福 方士  一 

宗 無 忌 始皇 S 近臣 

李斯の 臣下 二 入  一 

宿衞 臣下 四 人  一 

鳳 si  二人  ； 

侍女 数人  丄 

時  一 

e: 暦： a 元 前 一 一 百 十三 年、 秋の 一 曰の^ 明" .1 

阿羅 s。  -; 

景  一 

左！ 11=3 く 一宇の 樓 sl^ え、 朱 rtlw 壁、 斜 LL 右 奥に 波 リー 

て その 正面 か 示す、 左端に 近く 入口 ゎリ、 階段 LLi つ 1 

て 扉-」 達す。 梨 二』 夫人の 住 ふ^.: a なり、 後 営 夢 未だ 癜一 

かたろ にや 扉 は. く 鎖され たリ。  一 

^ 1.1 も 高く 1 千の 樓 si. 结ー义 す。 花 陽 夫人の 後宫 なり。 一 

0  化 夫 入の 後 {03  U  .S せる は 此の 側面に して 蘭 牕 _ ^ふく 鎮ュ 

されたり。 侧面は 奥^く 連 リズ 右に 折れ g ろ" . 一 

折れ g リ たろ 右 £ 樓閣 の. と 左 S 樓^ の 右端との 問ー 

に 秋，， 黎明の 空， 1 告 一線，^ 表 はし、 傾きた ろ 冷たき 孤 一 

月； i- 僅か に その 問 隙 r* リ！^ 見 ゼリ。 道 は 白く 兩閣の 閬ー 


^登りて、 左の 樓閣の 後に 隱れ 去る。 

色の 羽 蓋，^ 有する^ tr 左の 樓閣： 扉に 近-? 處！ i 止 

まリ、 扉 LL 近き 階段の 上に は、 金 a-l-J- 裝 ひたろ 宿 (似 の 

臣 二人 立像の 加く 左右-し 立てり。 

秋の 明け やら 2 彼誰レ 薄^、 霧ん おけ 合 ひて くかゝ . 

リ、 何處 ともなく 秋隨の ふ。  一 

水" の音谢 々と^えて、 .0き路の上，^紫の5^:服ん經へ る 

李斯、 E 下 二人，^ 伴 ひて 下リ リ、 鳳お.^ 見ズ立 止リ、 

E 下に 耳語す。 

E 下の 一 (宿 衞の臣 に 向 ひ) 陛下に は 此の 後. •；《 に； M らせ 

宿衞の 一 御設 なれば、 その は：，， £1 へ 申 上げ 欽ね まする。 

宿 SI の 二 陛下に は、 日々 夜々 に 玉. 5j を D かされ 、何人に 

も.^ らせ 4i はぬ 旨、 く 仰せお され まし て. - ざり ますれ 

臣下の 二 その は 存じ 罷り ある。 なれ ど M3f 此に 御. M あ 

れば …… 

宿衞の 一 あ、 いや、 殿より 宮^へ 四： i 八達の i 通を設 

け ありとの ことに ござれば、 假令 へ 鳳， お 44」 に 止まる と 

も  

臣下の 一 あ  >- いや 画の 方々、 火急の 事 なれば こそ、 吾 
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に は 斯く拂 ^に 御 1； 所 を 採り 奉る 仕践、 何卒 曲げて、 

此の 旨お 達し 頼み入ろ。 

宿 衞のニ でも 1^1^にござりますれば …… 

臣下の 二 や、 化 t 徒に 御：！； 1^ に拘： « つ て、 大ド 政道の 亂 れを叻 

けん 所存な ろか。 

ゃ斯 (は 下，^ 制し) あ、 こり や、」 ぉ爾 あって は 相 成らぬ 

ぞ。 

(綠の 服ん 纏へ ろ徐 、 何 if しか ォ卢斯 の に 立 • 乂リ。 ) 

S  (李 斯に向 ひ〕 KH< 入に は 未明よりの 御 出仕、 何 か 

火. il,^ の r 〈上で も ござりまして か？ 

や、" W されば にノ /さります る。 彼 の 盧生 生が に ついて 

御戮 g を 仰ぎ とあって 斯く、 拂^ に：：^ 候せ し 次第に 

ノ /さり まする が 、 陛下に は 此の 後宮に 渡ら せられる で ノ J 

ざり ませう か。 

徐福 されば 近 の 御 寵愛 偏に 梨花 夫人に 集まり ふ と 承 

はれば、 恐らく 御座所 は 此の 後宮で ござり ませう。 F 臣 

も密 々 に 裁許 を經 たき g あつ て ：31 候 致し \ ことなる が、 

して 大人の 火急のお 上と は 如何なる 仔細で *、  J ざり まする 

な。 

(此^、 右なる カ簡， 腿お，^ に^きて、 花 陽 夫人の 

^仄见 ゆ。 _s!r ，行く  f< の 月，. "もろが 如し。) 

$  (これ-,, 1 心附 かず 徐福 i の m ぷ ) されば、 彼 の 


雲氣の 歌と 云 ふ をお 聽き なされた ことが-こざ ります る 

、 0 

力 

徐： i いや、 未だ 一 度 も 耳に した 、 J とはい J ざり ま ぜ ぬが、 

民間の 童 達が 近頃 J を 忍んで 謠ひ ますと やら …… 

李 新 そ、 その 歌に ござります。 陛下 騮西御 巡. おの 微、 鷂 

頭 山の 2«| より 望み 給 ひしと 云 ふ、 彼の 五色の 光 K 々たる 

雲氣に ^ 、 陛下 の 無道 を 恨み 御衰 1! を 謳 ひし 歌で ノ J ざ 

ります るが、 陛下に は 此の 由 を 洩れ n だ せられて 驗 しく 

詮 II せよ との 御 ゆ ゑ、 檢緊 いたせし に、 彼の 盧生候 生 

わ W 

がな せ々 案と 知れし ゆ ゑ …… 

徐 ：i 盧 生が なせる 業？ して、 御 奏上な さる >- は 其 事に 

ござります るか。 

(此の^ 蘭牕は n き K る ま.^ にて、 花 陽 夫人の 姿 浴 ゆ。) 

李斯 されば、 火急に_^^〈上したる上、 裁斷を 仰がねば ：：： 

徐 ：1 Ml こと を^ 上 せ られ たらん に は 如何な り 行く  一  J 

とか、 御靜 慮へ 、れ ました か。 

李斯 さ、 天下の 方士、 道； 豕の徒 は 悉く ゆ ゆ 刑に 處 せられん 

や も 計り 難しと は 察し ましたれ ど、 秦 朝の 安： < "に は 代へ 

^しと 存.. しまして •：：. 

徐： i 方士、 道； 豕の 生命 を盡す は、 事 小さ けれど 陛. ャの慘 

^> 四. K の 怨恨 を K は V、 それ こそ： 1 に 棄^の 一大事で 

ござり ませぬ か。 さらで だに 彼の 長 城 を 築き、 此の 阿房 
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宮殿 を^ てし 爲め、 男 は 召され て 田園 徒ら に 荒れ 果 て 、 

T^.4.sw  うづお 1 

女は愁 ひて 織機に 塵堆 かく、 父子 相 分れ、 夫婦 離れ、 私 

かに 淚 をのむ もの ありと やらん …… 。 

李斯 (詰責の 調子， か帶 びて) そり や 鄉 も 陛下の 政道 を 難 

じ 奉ろ 所存 か？ 

お J み； 1 ころ モれ f 

徐幅 い、 や、 陛下の 如かなる 大聖 心 は、 下臣 深く 感佩罷 

り 在れば、 毛頭 難じ泰 らん 心 は.. - 」 ざら ね ど。 (辛斯 の 吸.^ 

見 人り て) 只、 李 大人に は、 天下の 政道に 與 りながら、 

適 此の上に 四民の 怨恨 を 買 はんとし 給 ふ は、 陛下の 御 一 

身に 怨恨 を棄め ん策を 廻らし 給 ふに かと、 お訊ね 申す ま 

での ことで ござります。 

李斯 (自ら の し き 心 の 傷.，^ つ かれて 驚 さ 、 此 の 驚きん、 糊 

途 ぜんとして、 もの 甜か にこぶ ろが 如く) 此は又 厳しき 

お訊ねで は ご， さり ませぬ か、 下臣 は 只、 大聖 心 を 民の 

內に 布き 天下の 統 一 を 計らん との 誠意 を 以て 陛下に 仕 へ 

奉る もの、 何條、 さる^^しぃ心のぁりませぅゃ。 …… よ 

し 又、 方 士道 家の 生命 は 悉くな きものに せよ との 劇しき 

勅命 下り ませう とも、 ^窬 厚き 卿に 災の 及ばう- J とのご 

ざり ませう や。 

徐 ：5| 李 大人 に は 下臣が 一 身 の 安否 を 思 つ て 、 盧生 等が >  J 

それがし 

と を 辯疏 する かに 思 召さろ 、 樣 なれ ど、 下臣 決し て 然る 

さ， ほさ 

私心 を 挿んでも の 申す 卑しき 者 で は ノ J ざり ませぬ。 只 社 


稷を 泰山の 安き に 置か ん と存. すれば  一 J そ 申 上げし までの 

こと …… (聞け る 辛斯が 心の 卑し さ 思 ひて、 暗き 心に 

なり) 大人の 心 を 以て 測られまして は、 何事 も ；… 何事 

も 私心に 出で しゃう にも 見え ませう  最早 何事 も 申 上 

げ ますまい。 

(寂しく 微笑む。) 

李斯 (周 草して 宥めん とすろ 心に て) 左樣 にお 怒り あつ 

てよ、 下臣 甚だ 當ぉ 仕る。 下臣 とても、. 天下に 陛 ドの稜 

お ま ご- -to 

威 を遍く 布き 萬 民に 大聖 心.^ 傳 へ んと存 すれば - 」 そ、 斯 

く昧爽 に、 努めて 出仕して、 國 事に 焦慮いた す もので は 

ござり ませぬ か  

徐. i  (默 して あらん かと S 心 ひしが ロ.^ 開告 て) なれ ど、 

春風 柔 かに 渡って こそ、 芳？" 微！ ^に 纖り、 桃李 も 雲と 

靡く ためし、 秋風. S を 吹き 逸りまして は、 野 も 山 も 只 白 

く 枯れ 果て 、 靑草の 影 も 失せよう か と 存じます るが ： ：： 

モれが 1"  L か  «  I  - 

李斯 さ、 下臣 とても 然思 はぬ に は あらね ども 力 及 はぬ 

を慨く 外に 道と て は ござり ませぬ。 

(二人 は 相互の 心.^ Jl: ふが 如く^して 立つ。) 

(左の 樓閣の 扉、 sfs リ 開く。) 

(李 斯、 徐； 1、 その他 戶 外に 立てろ もの、 すべて 扉の 

方ん 一見ろ。 鳳楚の 馭 * 一 一  人 何事 も なげ Li 立ち 出づ ；… 

内 は 暗く し乂、 暗き 奧 LL 殘燈 微かに 見 ゆ。) 
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^斯 (您 ける が 如く 階段の 上に 立 止まれる に. W ひ) 

陛下に は此 より 何れ へ か 臨 1 ば さる、 仰 出 で あって 

か？ 

の 一 (此昨 初めて fi,^ 施し) 左樣 にご ざり まする。 

今朝 惡夢を 御覧せられ しとの 御 事に て、 蘇々 として 沈ま 

せられし が、 只今 御苑の 邀遙を 仰 出 でられまして. V /さり 

ま. r-o 

$ む 、 然 らば 臨御に 先 つ て 御 伺候 中 上げね ば 相 成ら 

ぬ。 (徐！ ！に向 ひ) 御免 下され。 

(二人の K 下，^ 促し、 開かれし 扉 i リ急 ざ人リ 行く。) 

(節 は m づ。) 

(駄者 風^に 近づ ふ、 て、 轍の 塵ん. -拂 ひ、 縛. ^清めな ど 

す。) 

(徐 福 も亦靜 かに^ 上り 行かん とす。) 

(太子 抉 蘇、 花^ 灾 人と 共：. 1 白き 道 * ゾ下 リ來 ろ。) 

抉 蘇 く …… 暫くお 待ち 下されい。 

(徐； i、 階 Kr5 リ 下りて、 二人， か迎 へて 揖 す。) 

抉 蘇 母^^ょり密々にぉ頼み申^きことのぁる由なれば、 

13 くお 待ち 下されい。 (駁 者、 拉 に 宿 衞の臣 LL 向 ひ) 其方 

逮、 lag-t より f お 慮いた せ。 

(s-者；娘1^_M^れて.I:M、路r*リ左の樓閣の陰に隱れ、 宿 

衛の E 亦 階 Kvi- 下 リズ、 その後に 從 ふ。) 


花^  r 徐福 に 近づ 咅) 種々 の 心勞 辱う 思 ひます ぞょ。 先 

程牕 より 仄かに 洩れ 聞けば、 李 期が i よりの 出仕 は、 

彼の 雲 氣の歌 を盧生 等が なせる 業な りと し、 之 を 奏上せ 

ん爲 めと やら、 誠に 盧生 等が なせる 業 で あらう， か の う？ 

徐福 されば にご ざり まする。 盧生候 生が 不死の 靈藥を 求 

めんと て、 太 岳の 山中に 分け入り しも、 もとく、 下臣 

が 奉りし 上書に よって、 功ァ \ 褫 はん とせし ものに.. - J ざり 

ますれば、 望を果 し？ およう 理 は ござり ませぬ。 さすれ 

ば、 その 非 を 覆 はん 爲め、 琉言 S 虫 語 を 放ちし もの か、 と 

*. から 

も存 せられます。 彼の 盜竊 をな せる 輩が その 罪を蔽 はん 

爲 め、 盜 める 家に 火 を 放つ と 同じ 心 かと 接せられます。 

花 陽 されば のう、 東 華の 頂に て會 ひし 仙人より し 仙 書 

てんろ，、 ひ けつ  たて ，まつ 

なりと て、 天 錄祕訣 とやらん を獻 りし ま、、 又も 靈藥を 

4 氷 めんと て 行方 知れず なりし が …… 。 

扶蘇 父君の 寵を 受けながら、 如何 なれば 斯く ばかり 仇 を 

なす もの で，.， /さり ませう。 四民の 怨嗟 を 買 へ る 長 城の 修 

1< ん を JC- ほ 一 -i-s は こ 5:. ん 

築と て、 「天錄 秘訣」 に 「亡 泰 者 胡 也」 と ありし より 

起り しこと。 

徐福 さ、 その 文字 を II きたる 者 は 何人な りと 思 召す。 

扶蘇 悉く 掛抖の 文字 を 以て 記し、 S 語 を 以て 封せられ た 

れば、 文字に 明 ある 李斯に 命じて 鐸 かせられた。 

徐 ：1 左樣で ござり ませう、 「天錄 祕訣」 を 讀んで 長 城の 修 
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築の ェを 起した もの は 李斯で ござり まする ぞ。 その 李 新 

が 又もや、 §ls 語に ついて、 此 ぼの ® 上。 

花 陽 如何な り 行く ことで あらう のう。 

徐； f されば に- - J ざり まする、 a 生 等が 行方 知 れず なり 

てより、 早 や 年 を K します るに、 未だ 何の 一せ 信 もな けれ 

ば、 陛下に は 頻りに 聖心 を. _ 可 立た せ 給 ふ 折 なれば、 欺か 

る 忌 は しき こと を 君聽に 達しな ば 定めし、 流言 一 S 語 を 放 

やから 

ちし K の 1 を捉 へ 根 を Hi てよ との 劇しき 勅令 は 下り ま 

せう。 

扶蘇 さすれば 盧 候 生と 交り，， ゲ 結びし もの、 方 士道 家 は 

もとより、 おは 3 家にまで 及ばう。 

徐； S されば にご ざり まする、 ^下の 御 一身に 怨恨 を 集め 

ん策を 11 り 十 彼の 李 斯が上 ci^ にご ざり ますれば、 災は何 

處 まで 及ばう や も 測られ ませぬ。 …… 彼等 書 を 學ぶ者 共 

が 動もすれば、 先王の 道 を M ぶ餘 り、 當 今の 政令 を批議 

する 傾き も. - /さり ますれば 或は 賓籍を 悉く 燒き棄 て よ 

との 勅命 下り もせず やと、 おに 憂 M- 罷り ある 鎖に，. - /さり 

まする。 

花 陽 書籍 を考け と？ …：. 先 が 思 を 凝し て： S に 漆 も て 

止めし 心 を …… 

徐福 されば に ノ /さり ます。 陴 下の 萬 歳に 亙り 給 ひ、 

お ほ み： て ろ 

大聖 心の、 萬^：^の心に悉く布かれなば、 新しき 道 は榮ぇ 


行く 理 にご ざり ますれば、 .fsvisci の 道の 亡び ませう 

とも、 何の 憂 ふろ 所 も ござり ませね ど  

花 陽 不死の 靈 .Tn^ に 入らず ば、 帝に 百年の 齡 さへ 望ま 

れず、 先賢の 道 も 亡び 行かば、 末代の 子々 孫々 は、 何の 

光に よって 道 を 求めよう ぞ。 の-つ 徐 .1、 陛 F をお 諫め 申 

すに 手は盡 さう とも、 若しお 許しな くば、 如何いた さう。 

鄉 に何ぞ よい 謀 はない かや。 

徐福 されば にご ざり まする、 別に 謀と て は ご. さり ませね 

ど、 先年 上書 を 以てお 願 ひ 申 上げし 蓬お 山 へ J& 造 はしの 

儀、 御聽 許お 執 成し 下されな ば、 道の 萬分 1 は 之に よつ 

て： ばり ませう かと 存 せられ ますが …… 

花 陽 0, 不死の 靈藥を 求め 歸る 心に か？ 

S  1:^ 意に ござり まする、 屹 不老の 練 丹 を て 立 還る 

所存に.. こざり まする。 

花 陽 さ へ 靈藥を 爾し歸 りなば、 帝の 御 齡は萬 歳に 瓦り、 

新しき 道 は 四 ife の 内に おかる、 理 …… 

S ぁ& いや、 假 令へ 靈 藥を窗 しませ. - とも、 陛下に は 

恐らく 效 なきもの か と存 ぜられ まする。 

ひ！ £ 

(右の 樓閣 S 開 ふ、 たろ^ 隐に 芙蓉の 姿仄見 ゆ、 私 に 扶 

蘇の ん 見ん か爲め なろ べし。 下なる 三人 は 之に 心附 

かず。) 

• ,( (ヌ. めき 旣 れ ズ 、 . 谈告 Bss^gi らし 來 る 。： >  - . 


の恭 
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花 SI そり や 又 何故に  ？ 

徐福 されば にご ざり まする。 赤子 は 終日 號け ども 喉の a _ 

れぬ ものに ござります るが、 之卽ち 一人に して、 その 內. 

和す るが 故に ござり まする。 不老の 練 丹 は 此の 一人の 完 

き 和 を 保たん 靈藥に ござります。 然るに 長 じて、 男女 相！ 

互に 戀；. 浪 する は 二 を 以て 和 せんとす る ものに ござり まし ： 

て、 旣に その内 傾ける が 故で ござります。 斯 して 子 は 生- 

れ、  一 一 にして 完 うし さりし 和を完 つす る務を その内に 

礎ぐ ものに ござり まする。 此の 道に よる もの は 子々 孫々 

によって 不老 を 期す る ものに ござり ますれば、 一人に よ 

つ て を Si つ 練：^ も 何の 效 なきものに ござり まする。 陛 

下に は 三千の 女 を a かせられ、 扶蘇 殿下 を 初め、 胡亥 

殿下 その他 王子 王女 も 在らせら る V 事 なれば、 子々 孫々 

によって 不老 を 期せる 道 を 路み給 ふ 御 方、 不老の 練 丹 を 

求め られ まする は 、 矛と 稲と の 兩全を 求めら る X ものに 

ござります 0 

花^ さ、 陛下に は ザ」 優れたる 御身 なれば、 親ら に 等 

しき 子 をぬ 多く 設けん とて， K 多の 宫女を 置き 給 へ る 

が、 …… 斯くて は a^if も その 效 ない とか。 

徐. i なれ ど、 ^^/穌^下には未だ御 一 人に て， ^$ら せらる. >t  ； 

ことなれば、 下 h 何卒して 彼の 靈： -樂 を. M し 「.g り 度、 「存じ 一 

まする が、 此の 儀！ g に お 執 成し の 願 は しう 存じ まする。 一 


(芙蓉 は、 扶 蘇が 此の 願，^ 容 ろれば 卽ち 之れ、 自らの 

顧みられず— て、 捨てら る、： となれば、 抉 蘇の 答 如 

何に と 心，^ i ちて^ i リ額. ^出して 耳.^ 傾く。) 

花 陽 お K 、ほんに 太子の 齢 を 延べて、 道の 光を傳 へな ば、 

國は 平に 民 安らけ く、 琴の 音に 聞く 境 も 開かう。 

S 何卒 陛下に お 執 成し の 程 を …… 

扶蘇 母君。 (花 陽 夫人の 袖， か 虫く) 

花 陽 …… ？ 

扶蘇 母君、 扶蘇は 千歲の 齢より …… 

花 陽 お、、 芙蓉の ことか、 ほんに 其方に は 芙蓉と 云 ふ 齢 

に 代へ 難い 喪が あった わ： う。 

(芙 二人の 後 i リ萍 す。) 

徐：？ I 最 IT 御 一人に てはノ /さり ま せ ぬ か 。 

花 陽 い 、え、 未だ 一 人 は 一 人 なれ ど …… 

S 御 心 傾かせられし は、 殘 念に ござります る …… なれ 

ど 玉 體淸淨 に ii らせ給 へ ば、 仙丹 效な きこと は *、 さり ま 

せぬ。 御， k 慮 如何に ござり まする。 

(花 陽は扶 蘇ん リ、 扶蘇は 首，^ 垂れて 答な し。 J 

(笑錄 頻りに 焦心す。) 

8  •  散 彼の 仙丹 を 求めん 爲め、 {mras3H^ 各々 五 百 人 を 召 

速れ 大船 十：.^ を以 て 東； g に 赴く 心算に. •、 .- ざり ますれ は 、 

- 一-一れ が L  ひ：？ か 

(耀ん 港め) 下 の 集め 置きた る 先賢の .5 ぉ訓 は、 私に 船に 
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徐花徐 花 


花 抉 徐 抉 


て 救 ひ 出し、 彼の 童 男 童女に よりまして、 長く 末代に 傳へ 

ん 所存に *、  J ざり ますろ が、 御 賢慮 如何に ノ J ざり まする ？ 

陽 先賢の 遺訓 を？ 船に て 救 ひ 出す とか？ 

福 御 賢 ま 如何に .- ざり まする 。 

陽 祆蘇、 如何いた した もので あらう のう？ 

福 (抉 蘇に 向 ひ) 殿下、 御 賢慮 如何に ござり まする？ 

(芙蒋 は 焦心して 1? か 忘れ、 上 i リ聲， ^放つ。) 

芙蓉 殿下、 妾の こと は 思ひ斷 めて 下さり ませ？ 

(一一； 人 等しく 驚きて 上.，^ 見 わぐ。) 

S  (昂奮して、 青白く 痙攣せ ろが 如き 鎮 にて) 殿下、 

あさら 

妾の こと は 思ひ斷 めて 下さり ませ。 

扶蘇 お X、 思ひ斷 たる \程 ならば、 天下の 大事、 潔く 返 

答申 上ぐ る箬 なれ ど …… 

芙蓉 11^ うご ざり ます。 其の 御 心の 測り かね たれば こそ、 

日夜に 心も惱 ましたの で ござります。 其の 御言 紫 を 聞き 

ますれば、 此の上の 望み は ござり ませぬ。 厚い お 情 を 身 

にしめて、 潔う 果てます る、 何卒 百年 も 千歳 も 御 存らへ 

下さり ませ。 

(芙蓉、 窓に 凭りて、 白 もて 喉， か 突告て 死す。) 

(下な ろ 三人 止めん として 焦躁す。) 

徐福 最早、 相 果てし やうに ござります。 

花 陽 芙蓉が 健；^ なる 志、 快う 受けねば なるまい。 な、 っ扶 


蘇、 これより 直ちに 徐； 幅 を あれへ 伴 ひ、 陛下の 齡を i 

に 保たん 爲め、 徐福 を蓬萊 へお 遣 はし 下さる やうに と、 

其方より 御 願 ひ 申 上げた がよ いで あらう。 

扶蘇 (悲痛の 調に て) 父 1?5 の 御 齢に ござります るか？ 

花 陽 されば よ、 陛下の 御 齢と 申し上げ ずば、 御 n 許の 程 

如何 かと 思 ひます る。 

蘇 御尤も に 一， ざり ます る 。 

福 辱う /さり まする。 

蘇 (立 去り かれて 踪躇 しつ- 0 母君 …… 

陽 お、 よう 存じて 居ります わい、 妾 は K に參 りて.^ 抱 

しよう 程に 心 置きな く參 るが よい ぞ よ 。 

(白き 道 1^ 登リ て、 右の 樓阁の 人口へ 急ぐ。) 

扶蘇 (花 =Ji の 後 i リ) 芙錄 のへ" 抱、 宜しう <s 願 ひ 申 上げ 

まする。 

花 陽 (顧みず して) 心 置きな ぅ參 るが よい ぞょ。 

(扶蘇 は S はしげ に 蘭^, か 見 上ぐ、 蘭跑 i り 美しき 衣 

袖 、、ぼれ 寂しく 風 に 描ぐ。) 

(徐福 は 首， <^ti れて階 K に 向 ふ。) 

(遠く、 微かに、 兒童 等の 諸聲 にて HJfl ふ 『雲氣 の耿』 

聞え 來 る。) 

11 雲 氣の欲 ー— 


始の泰 


377 


職 西の、 山々 2? く、 

風 もな き、 空 深く、 

隱々 と、 雲と もなら で、 

か^ょへ る、 五色の 雲氣。 

うづ ま 

見よ 見よ、 黑雲 渦卷き 起り、 

日輪 蝕し、 雷 はためき、 

. 長城の影搔き10!^れて 

，は となる、 圈 となる。 

(『見よ、 兑 i』 rs リ 『fE はためき. I- まての f?^ は 近く、 

『™I となる、 問と なろ』 は 幽か えて 行く。) 

(徐； i 等 立 4： リて M く。 歌 51- ろ 味、 始皇 の？^: 聞 ゆ。) 

始 《K の 架 (扉の 2:. んリ) 宿 衞の者 は 居らぬ か。 宿 衞の者 

はおらぬ か。 

…… 。〕 

sf. 少しく 惟作 VI る颜 にて 始皇表 はる。 繽 いて 

李斯、 E 下 二人、 侍女 数人、 北； の 後に 從 ふ。) 

(扉の 奥旣 LiS 'ろし。) 

始 a  (階 ほの 上に 立ち-;^ ろ ま、) 宿 衞の者 を 呼べ！ 

侍女 達 は ぁッ。 

(侍女の 二人 立ちて 奥に 入る。) 


始皇 (李 斯の臣 に. M ひ) 汝等、 宗無忌 を 呼び出し 慮 生 候 

生に 交 ある もの は、 方士と 道家と 儒者と を 間 はず 悉く 檢 

擧し 土坑を 穿って 一 人 も 殘らず 生きながら 埋めよ と 申し 

つけよ。  . 

臣下 はは ぁッ。 

始 a 李斯、 卿 は 天下 郡縣の 吏に 布令 を發 し、 秦 室の 記" I 

を 除き、 詩 經 書 經 を 初め 諸子 百 家の 書を藏 する もの は 窓 

く 差 出さ せ 、 斷簡に 至る まで 悉皆 灰 儘と 燒き粲 て させ い 。 

扶蘇 父上 暫くお 待 下さるべし。 彼の 盧生候 生の 輩に は、 

流 SES を 放って 陛下 を 誹謗せ し 罪 も あれ、 彼の 儒家に 

至りまして は、 天地の 理に 則り し 道 を設く 者に 」 ざり ま 

すれば、 何卒 御宥免 下し 置かれ まする や、 つ 願 はし. つ 存じ 

ます。 

始皇 愚ゃ扶 蘇、 彼等 儒者と やらん 云へ る 奴！ r  口に 天地 

の 理を說 くと も、 心 鏡に 天地の 心鲜 かに 感銘す る もの 一 

人な りと も ありと 思 ふか. - 彼等 徒に 往古 を範 とし、 動 も 

すれば、 當 代の 政令に 批議を 加 ふる を 見ても、 跟 あつ て、 

天地 を視 るの 眼な きこと 明かなる わ。 徒らに 小さき 私心 

を 逞しう し て 天下 民心 を 迷 はす 醜 族、 土 を嚙ん で その 頗 

を 叩き 居れ。 

抉 蘇 父上、 然 らば、 せめて は、 先賢の 心 を 止めし 書籍ば 

かり は …… 
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始 cm 默れ、 扶蘇！ 先賢の 道 は 腐儒が 民心 を 迷 はす 呪文 

ならず や。 先賢に 何の 道が あると 思 ふか、 天下の 道 は始 

阜： に 始まる のぢ や。 

(沈默 …… 幽かに 索兒 等の 敬 問 ゆ。) 

(侍女 に 導かれて 宿 衞の臣 二 入 出て 來リ， 階下に 下リ 

て 跪く。) 

宿衞 お召しに ござります るか。 

始 お、 汝等咸 陽の 市に， ませ 向 ひ、 彼の 雲 氣の歌 を 謂 ふ 

男 {:^女 を 引 捕へ、 立 に 死罪に 行 ひ 街頭に 晒ら せ！ 

{ 佰衞 畏 つて ござり まする。 (退 緣) 

扶蘇 あ、。 1¥ なく 無心に； } ^ふ窥 男 {sS 女 を …… 

(蘭 sti り は、 花 陽 失 人 憂 はしげ に 目ん しばた、，. V 、て 

見下 ス す。) 

始皇 汝、 如何 なれば、 "^く 朕が 意に 逆 ふぞ。 中 LI にあつ 

て は、 朕が 政令の 妨げ ぢゃ。 …… 今 北の方 上 郡に、 sSI 

八十 萬 の 軍 を率ゐ て、 彼の 胡賊を 撃ち 拂ひ 居ろ 害 なれば、 

汝上 郡に 赴いて、 が 軍を監 せよ。 卽 刻に 北へ 立て！ 

(扶^ 首， か 垂れつ、、 右の 樓閣の 入口に. M ふ。 徐；？ J 悲 

しく 扶 蘇の 後 姿，^" 見送る J 

(抉 蘇と 行 交 ひに 宗無 忌、 李斯の E 下 二人，^ 後に 從へ 

て 路 ん 下リ來 る。〕 

宗無忌 (階下に 跪き) 勅命の 趣、 委紬 承りまして ござり 


ます。 下臣、 彼等が！？々 に 門人 徒黨を 集む る 處を據 り a 

きまし たれば、 蛇度檢 墜 し て 悉く 捕 へ まする でノ  /さり ま 

せう。 

始皇 お、 早く 行け！ 

宗 f て. >5 は &ッ、 身に 餘る篾 te^ を 辱う せし 喜びと も 存じ、 

： モれ？ 

畏 多く は V /さり ますれ ど、 下 f 只今 手 に 入りました 璧を 

獻上 い た し 度う V 」 ざり ます。 

始皇 あ、 璧と あるか、 此へ もて！ 

(宗無 忌、 懐 i リ璧， ^取 出し、 恭しく げ て、 始皇 LL 

献じ、 階段，^ 下る。) 

始皇 お、 珍ら しい 璧ぢ や、 汝 如何にして 斯 かる 璧を 手に 

入れし ぞ。 

宗無忌 されば にご ざり まする。 ；； I 下、 邯 鄹 に 遣よ したる 

使者、 都への 歸途、 曰 も 暮れ か- -り ましたる 森 & にて 異 

形なる 者に 出會 ひました さう にご ざり ますろ。 異 の 者 

此の 懇を 使者に 投 けて、 近年 祖龍 沙&に 終らん に、 汝 

此の璧を？？？池の君に：fe^yくれょ、 と 云 ふかと 思へば、 早 

姿 は 消えた さう にご ざり ま 丁る、 珍ら しき iij と 存じ 陛下 

に 献上いた しました る 係、 何卒 i 納の 5151 願 はしう 存じ ま 

する。 

S お \ 定めし、 方士 の惡戲 でが な あらう ぞ。 納め S 

くぞ よ。 早く 行け ー 
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ふ V 無 はは ぁッ。 (C 告 S3 よ リ隨れ 行く) 

$1  ^も 布 <p を^いで くりやれ。 

李浙 畏っ て ござり まする。 (は 下，^ 促して. E 道ん 靜かに 登 

リ； 仃 く) 

(花 夫人、 ^斯と 行 交 ひに 下リ來 る。 李斯、 夫人に 

^しヾ 去る。) 

(抑- g は^に さる。) 

始 G?l (：^;^ の^に 〈叔 しく ほれ ri5 たろ 徐. 1ん> ^め) お、 徐 

福 か、 0. 何 此へ參 つた。 

S 先程より； 1^1^ いたして 居ります る。 

始 ； 侍女 其 仙.： の * 共に， M ひ) 其方 達 は 奥へ 參れ、 扉 を 

銷してfぉ^iぃたせ！ 

女逯 は ぁッ。 (扉ん 鎖して 去る) 

始皇 (階段ん 降リ、 鳳^に 近づき) 徐； 暇、 卿 は 彼の 宗無 

nF が. W. せし 一 W を 何と 問き や つ た？ 

徐； =J 祀 龍沙& に 倒れむ とか 申しました やうに .> /さり ます 

るが  

始 cSi 左 「はぢゃ。 卿 は 此の 言 を 何と 釋 くぞ。 

S …… (£5^ す) 

始 cui  ？お蹬 いたすな！ 

徐： a  S おたがら、 i ^は： 火 子、 祖は 始原の 意に ござります 

： お. W は ひ 

れは、 陛下のお 齡を 諷せし もの かと 推お A 仕ります る。 


0  (始桌 の 背後-, * リ) 陛下！ 

M お 上 化 陽 か。 

陽 しげなる 態^に て) Si 下、 徐福を 蓬；： (へお 遣 は 

しの 儀、 願 はしう 存じます る- 

始良 お X、 朕 も 然思ひ 居った 所ぢ や。 今曉 夢に 襲 はれ 

てより、 生れて 知らぬ 物寂し さ を覺 え、 先年 徐 福 が 納め 

たる 上書 を 思 ひ 出で、 卽刻 呼び出 さんと 思 ひ つた 所な 

りし ぞ。 

S 扉う 存じます る。 年来の 宿 く 遂げられ まする 仕 

儀、 誠に 喜ばしう 存じます る。 

. ： お： > み  あや S ち 

始 ai  ^なら は、 盧 生が 如？ 過 は あるまい。 

徐； i 盧生は 全く 無知の：^ にご ざり ますれば、 太 岳に 長生 

の 仙丹 を 求む るが 如き 愚 を 致します る ものに ござります 

る。 不老の 靈藥 は^ 方に 求む ベ きも のに ござり ま する。 

東方に は木德 あり、 人に して は. us^ 盛大に、 色に 配 すれ 

ば、 黄に して S 一洋々 たる 相に ござり まする。 又 四季に 配 

すれば 、 泰に し て fE! 物； とし て 生育 する の It に 充ち て 

居ります る。 彼の^*〉|に蓬，來、 方丈 慮 洲と云 ふ 三つの 

仙 山 あり。 八 春の 如く、 02 清朗 にして 該暑 を覺 えす。 

多くの 仙人 鶴に りて、 悠々 と 逍遙し、 草 を 集めて 丹 を 

練る 。 之ぞ卽 一り 長生 不老の 靈藥 に， V /さり ますろ。 

始皇 (寂しげ に〕 お、 早く 川 意 をいた せ。 


3f() 


盔 始の秦 


徐；？ I 何卒、 彼の 三 山に 分け入り まする 爲め、 心身 淸淨な 

る 嵐 男、 童女、 各々 五 百 人、 之を乘 せて 東海に 漕ぎ出で 

まする 大船 十鎪を 下し 置かれ まする やう 願 はしう 存じ ま 

する。 

始 ai お \、 汝 それ.，： L\ 宜しき やうに、 申し付けて よから 

うぞ ！ 

S 辱う 存じます る。 然 らば 卽刻御 暇 申 上げます る。 

始墓 早く 立歸 つて くれよ！ 

S はは ッ、 殿下に も、 暫くの 程 御 暇 をお 願 ひ 申 上げ ま 

する。 

花 陽 (徐； S の 眼 見 人る 樣に して〕 幼い 者 俘う て の ^路。 

よう 賴むぞ よ！ 

徐福 よう つ く 心 55 て 居り まする。 

(徐 .1 靜か に 白き 道 1^ 上リ 行く …… 。〕 

(始 皇、 寂しく 見送る。 その後 姿に 淡咅 秋の Bss 叔し 

く 注ぐ。) 

(花 陽 夫人、 悲しげに 始皇の 姿ん <見 やろ。) 

(遠く、  かに 『雲氣 の 歌』 ® き來 る。) 

長 城の 影、 かき 暮れて、 

世 は i§ となる、 闇と なる  


靜 かに 慕 下る 


^.■ij^ の— -ャ. イヴ >F 
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m  /\.  m  A  m 


一 

處 

ilc. ー後國 B 出が 中！ 5 に なって 居ろ。 

第一 場 義鎭 居城の 天主 閣 

未 ，た 天主 閣 と 名 づ ける 程に 形式 は 整って 居なかった か 

i 知 れ な い が 、 W ー樓 になった リ、 城主の 宴樂 に ffi ねら 

れ たりした 城の 最ヒ 層の 室て ある。 啧れ 渡った 秋の 午 

後の H 光が 暖 くさし こんて 居る。 義鎭は 愛妾お 八重の 

方.^ 話對 手に 酒， か 飮んて 居る。 幼い 侍女が 一 人 侍って 

る-た けだ。 戰國 時代 かと 思 はれる ftm 寂， た。 空中て 

話す 二人の 話が はつ，. V  、リ聽 きとれ る。 

鎭 あの 猿 は 如何いた した かのう。 

重 相 變らず 一 冗氣で ござります。 

鎮 左樣 か、 相 變らず かな。 

重 少し 元氣 過ぎまして、 困って 居ります る" 

鎭 なに 困る、 其方が 闲る なぞ は 面白い、 如何した のぢ 

や。 

ざ  t 

八重 少し 戯れ 樣が 過ぎます るので、 人に 媳 はれます。 

mm 娘 はれても よいで はない か、 其方 一入が 可愛がって 

やったら、 ¥ 本望で あらう が。 

A 重 い V え、 それが 可愛がられ ぬので ござります。 もと 

もと あ の 猿 は 妾の 連れて 參 りました もの ゆ ゑ * あの 樣に 


ザ ウイ ェ — の喂着 (一 幕 一一 一場) 


サン *フ ラン ソァ ー. ザ ゲ イエ ー 

B 本へ 最初に 來た 天主 敎の 

傳 道师。 

ェヅ ー アル .ド， ガマ 

l^raM 々 長。 

大 友？^ 鎮 HJi 後.^ 根據 として 居た 群雄 

の 一 人、 其 時 二十 三 歳。 

お八 重の 方 義鎭の 愛妾。 

へ r, ヾ 

戶 次 道 雪 義鎮の 重 ぼ。 

名 左 馬 雜鎭の 雇從。 

ザ. ウイ ェ ー の 徒弟 

葡萄牙 人 


大 友の 一 族、 家臣、 侍女。 

時 

两£-  一  五一 年 (天文 二十 年) 九 中句。 
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入 も 無げ に 31 ふ と の i!. を きま し て 、 不愍な が ら 松の 

間 へ 閉ぢ 籠め て 置きます ると、 又 •  腰元 共が からか ひに 參 

ります。 猿 は 寂しい 處へ 誰か 參 ります ゆ ゑ、 人 i こく 寄 

らうと する。 腰元 共 は 驚いて 逃げよう とする。 猿 も あわ 

てて ひっかきます、 とそれ、 着物が 裂かれた。 猿 も 赤い 

着物が 欲し い と 見える と、 ば つ と ft が 立ちます る。 

s は、 …… 他愛の ない。 その 樣な こと を氣 にして 居て 

は、 は、 …… 氣の 弱い 奴ぢ や、 猿に 着物 を 裂かれた と 腰 

元が 泣 い たら 、着物 を 調 へ て 浸 したら よいで はない か。 

其方 も 欲しい か、 ほし さ うぢ や、 恰度 今、 此 沖へ 葡萄 <:k- 

の 船が 來て る。 南蠻の S 物で も 調へ て 遣 はさう か。 (不 

圖何か 黄大 な 事ん、 S ひ 出した 檬 子て) お、 大切な 事 を 思 

ひ 出した。 道 雪 を 呼ばねば ならぬ。 (幼い 侍女に) これ、 

此 の 階下に 道 雪が 居る 害ぢ や、 呼ん で 參れ。 

(幼い 侍女、 默禮 して 降リて 行く。) 

八重 あの、 道 雪 どの を 何でお 召に なられます。 道 雪 どの 

が 浮 W を 殺して やらう と、 いきま い て 居る こと をお 耳に な 

されました か。 

mm なに 道 雪が 猿 を、 は w。  is の 老臣が 猿 を 相 

手に いきまく なぞと — は >1  >1  >1。 

A 重 い.^ え、 笑 ひ 事で は ござり ませぬ、 あの方の 事 ゆ ゑ、 

殺さぬ もので も ござりません。 


義錤 あ \ よい わ、 よい わ、 今 これへ 參 らば 聞いて 遣 は 

AM では その 事で お 召に なられた ので は ござり ませぬ 

か。 

mm いや、 ちと 密々 の 話が あってな. • 

八重 では f お 慮いた しませう か。 

mm いや、 其方に は 何 を 聞かせても 差 岡ない。 (盃. と 

る。 お八^の 方、 お. 德な さに 酌， .J- する) 

(其^；！へ迸雪が上って來る") 

m0  (それへ 手，^ つかへ) お 召で ござりました か。 

義鎮 道 雪、 其方 や、 あの 猿 を 殺さう といき まいて 居る さ 

うぢ やの。 

mm  (斜 にお Alias の 方 1^ 陣 みながら) 早お 耳に 達し まし 

たか。 

義鎮 では ihi 誠 かな。 今 も  一 0 の老 おが 猿 を あ ひ 手に し 

ようかと 笑って居つ た所ぢ やが …… 

道 e い、 や、 殿、 一！ 1 の老 ほ なれば こそ、 あの 猿め を 殺 

さう と 申し まする の ぢ や。 

mm 腹 を 立てるな、 對 手が 猿ぢ やよ。 

も  一 ^€モ 

^?」雪 い X や、 殿、 人を玩 ベば、 (お八 重の 方.^ に 兄 

て) 德を失 ひ、 物 を 弄べば、 志 を 失 ふと 中し ます。 ^前 

の 秋 月、 肥 後の _匆- 地、 薩 摩の 22 津と敏 へます ると、 九州 
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1 圆を 統べます るに も、 一 通りの 事で は ござり ませぬ ぞ、 

此を わが 根.？ と^め 中 11 に 打つ て 出ます るの は、 更に 强 

敵 毛 利と S ^を 交 へ わば なり ませぬ 」 内 に は德を 布き 外に 

^を 磨ぐ に； S も惜 まに やならぬ 時、 秋の 日向に "盃 手に 

して、 猿の 話と は 何事で ござります。 

雜锁 造鄭、 一お は その ぢ やよ。 其方の 樣 にっきつ めてば 

かり ESS て は、 よい 智蔥も 出ぬ であらう が。 此の 晴々 とし 

た 秋の 空 を 見ながら 不 11 思 ひ つ いた は あの 葡萄牙の 船の 

- 一と ぢ やよ。 

S 船が 如何いた しました か。 

00 八^5;、 見， 张を 中し つけい。 

(お Ai. の 方、 下りて 行く。) 

00 先年 鳥 打の 小銃 を „il 子 島に 傳 へたの は あの 葡萄 人 

お. 5* 

であらう が、 又 あの 商船に は大， S を備 へて ある。 あれ こ 

そ：..：. 矢 刀劍 に^る 屈竟の 軍器 ぢゃ、 何と ぞし て あれ を 諸 

國に 先つ て 手に入れ なば、 - 一れ まで の 軍法 を 以て 如何程 

堅く 備 へようと、 一 壘 一 城 を 拔くは 瞬く 間の こと ぢゃ。 

道 Sir 如何， ちゃな。 

00  ； 1 策と 存じます る。 したが、 軍法と いたしまして は、 

ちと a}. 怯の .1 を 受け ませう かと 存じます るが。 

S なに、 卑怯。 なにが 卑怯。 刀劍 のみの 戰に 慣れた 時 

に は、 弓矢 を川ゐ たこと さへ、 こり や 卑怯と： M られ もし 


二 づ、 お づ- 

ようで はない か。 旣に 弓矢 を W ゐる上 は、 小銃 大銃を 用 

ゐ るに 何の 顧慮が 要らう か。 よし 又 われに 於て、 卑怯 か 

と 案じて at 躍 ふ 中に、 島 律 は 曲者， 逸早く 手に入れたら、 

何となら， つ" 

00 御尤も、 したが、 如何して 手に入れ まする。 先づ葡 

萄牙 商船の 船長に 誼 を ：1 んで密 にわが L1 へのみ、 大砲 小 

銃を傳 へる； 踪に 堅い 契約 を い た .,- ね .は なり ませぬ が、 先 

づ それ 程の 深い 誼が 結ばれ ませう か。 

義鎖 その 義に當 惑いた す 次第 ぢ やが、 …… 

道 雪 最初 南蠻の 船が 着き ましたの は、 摩羅の 港で. ござり 

ましたが 、 その 商船が やが て鹿兒 島に は 影 も 見せず な つ 

て、 平戶に 入港す る。 平戶 にも やがて； » を斷 つて 此別府 

の 灣 へ 現 はれた 次第で ノ  /さり. ますれば 、 長く 誼 § か の 

は、 こり や 一通りの ことで は參 りますまい かと 存じます 

る。 

義鎮 その 薩 摩に 着 fvT なり、 平戶にも着^：ずなったは何 

の爲 めか、 其方 は 採ら せ た 一 ,- とが あるか。 

mm 未だ 其處 までに 思 ひ 及び ませなん だが、 此の 商船の 

、 J とならば、 蟹 名 馬と 申す 若侍が 多少 は 心？ おの ある 樣 

に 存じます。 

こ Is ち 

義鎮 む \、 扈從の 左 馬 か。 左 馬 を 呼べ" 

(道 雪、 枉の 紐.^ 引く、 鈴- 矚る。 お A 重の 方 額 1^ 出す じ 
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左義  左  義道左  道義 邀義 


左 馬 細 作で は ござりますまい。 葡萄 人 はお ほかた、 此 

の 天主 敎の 信者な やうに，.， /ざり ますれば、 そ の 敎の傳 道 

師を 助け 度い 心？ S は，.、 /さり ませう、 傳道師 も 亦 商船の 爲 

め を 思 ひ、 互に 扶け合 ひます もの かと 察します る。 

義鎭 左 馬の. W. す 通りで あらう。 して その 傳道 姉が、 鹿兒 

島 を： おはれ、 平 戶を追 はれた は、 何 か 企みで も 致した 爲 

めかな。 

左 馬 い 本， 左 機で は ござり ませぬ。 佛敎 の： 僧侶が、 天 

主教の W ゐられ まする 爲め ， 自づ と 疎せられ ます 仕儀と 

なり、 敎の 敵と、 そね み 激しく、 彼の 天主 敎を 雷く 用ゐ 

るに 於て は、 徒黨を 結んで 不逞 を 企て まじき 勢に、 國內 

みだれ 

の si を賠 けて、 天主 敎を 保護す るまで も あるまい と、 傳 

道 師を追 ふこと になり ました やうに 聞き及び まする。 

義鎮 む、 よく 分った。 盃を遣 はさう。 

(左 馬 謹ん て 受ける、 道雪が酌，^/する。 乾して KfJ,_J* 

する。) 

mm 下って よから う。 

(左！ il 默禮 して 下りる。) 

義鎮 (左 馬の 後 姿，^ 見送った 後) したが、 道 雪、 傳道師 

を用ゐ ると き は、 ^侶の すねる は、 こり や 知れて あるが、 

僧侶の 騒ぎ を 賭け て まで 、 傳道師 を 手に入れ たもの であ 

らう か。 


義鎮 左 馬 を これへ。 

(お八 一 M の 方、 跌. f して 下りる。) 

鎮 左 馬 も、 下に 居る 箬ぢ やのう。 

雪 御意に.. こざり ます。 見張 は 左 馬で ござり ませう。 

鎭 あれ は 左 門の 遣 子ぢ やった のう。 

一 露 入 田 親 露 謀反の 討 手に 命 を 落しました 左 門の ひとり 

兒 に.. こざり ます。 

(左 &| 上って 來て、 下座に 控 へろ。) 

馬 お 召に ござります るか。 

雪 ぉ召ぢ や、 南蠻 船の ことで、 お尋ねが あるの ぢゃ。 

m む. -、 左 馬。 あの 南 11 船ぢ やな。 あれが、 薩 摩に 入 

港して 長績 きせず、 又 平戶の 入港 も續 かず， 此の 別府の 

灣へ參 つたの は 何が 原因 ぢ やな。 

馬 詳 かに は 存じ ませぬ が、 薩摩が 、 天主 敎の傳 道師を 

逐ひ まし て 以來、 ふ つ と 南 蠻船は 姿 を 見せな くな つた さ 

，つで.. - /さります。 

m 平 戸の 際 は 如何 ぢ やった な。 

馬 平 戶も同 樣に傳 道 肺を逐 うて 以來、 南 變の船 は 入港 

せぬ やうに なった との ことに ござります。 

道 雪 む、、 さて は、 南蠻船 は傳道 師の後 を 追 ふ ものと 見 

えます るな。 夭 主敎 の 傳道 肺 は 南蠻船 の 細 作 で が な... J ざ 

り ませう。 
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S 左 2^ にご ざり ます。 ^侶が 謀反 を 企てる といたし ま 

して、 その 兵力 は ；… 恐れる に當り ませぬ が、 只 恐れ ま 

する は、 佛徒を 虐げた と あらば、 民心に 安から ぬ 波が 立 

ちませ うかと 存じます る" 

00 兵力 は 恐る.. -に 當ら ぬか、 それならば 案、 する に 及ば 

ぬわい。 民心の 動摇は 怫敎に 代る 天主 敎の 敎を以 て 靜め 

られ う。 

(階下 i リ引 告し繩 にて、 鈴が 鳴る。〕 

(道 露 立って 階下.^^  く。) 

S お の 方 で.. - .r さり ます。 (義鎮 に 報告す ろ 意 味て 一 K 

ふ) 

S 呼び上げい。 . 

S0, 下に 向って 合 岡，^ する。) . 

(お ス 重の 方、 遠眼！^.^ 持って 上って 來 る。) 

AM  8? なされ ませ、 門？： i は 人の 山で ござります。 

00 なに、 人の 山。 (立って、 左手の 窓から 見下ろす) 何 

にさ ま 夥しい 群衆 ぢ やのう。 何事で あらう。 

(お八 重の 方が 近づいて、 遠眼 錢. 波す。 義鎮 取って、 

下，^ 见ぉ るす。) 

Am 黑ぃ 着物 を 藩た 乞食の やうな 5R が、 大勢 を 前にして 

何 か 說 き】，！ し て 居る. けに /さり まする が 、 何者で， V /さり 

ませう。 


何 さま、 みぐるしい 姿 をした 男ぢ やのう、 坊主の 大 

iwi^ 法 かな。 道 雪、 見やれ。 

道 雪 ( 一 人 坐って 居た が、 促されて、 漸く 立って 來て、 同 

じ 方向な 見る) なか/ \- の 多勢に..、 /ざり まするな。 

0 湊 眼鏡 をつ か はさう か。 

よけ ひ 

雪 いや、 齢の せゐ か、 よく 見えます る。 

鎮 何 さま。 あの 黑ぃ 着物 を 着た 男 は 何者かの。 なに か 

手 を あげたり、 振ったり する 所 はちと、 常の 人と は 違つ 

て 居る や うぢ やが  

雪 狂人で ござります るかな。 兎に角 御門 前 を 騒がせ ま 

する は 不屆な 奴で，.、 /さります る。 

重 道 SiS どの、 殺されて は 如何で ござります。 

0 あれ は 人間で ござります。 

重 人間 ゆ ゑ、 お殺しな され ませぬ か、 猿なら ば、 今 

はお 殺しな された  一 J と でノ  J ざり ませうな。 

道 雪 殺せとの 仰せで ござります か。 

八重 殺せと は 申し ませぬ、 なれ ど、 猿より むさくる しい 

あの人 間 を、 何故 あの ま X になされ ます。 猿が、 人 を S 

がせた とて、 殺さう といき まく 道 雪 さま、 何故 あの、 む 

さくる しい 人 を その ま >1 になされ まする。 今にも、 あの 

人な だれが 打つ て、 門 を 破つ て琉れ こみ ませう ぞ。 

義鎮 (遠眼鏡， ャ 取りて 二人の f. ん 、見て 居た が) 道 雪。 あ 
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の む さくる し い 5!^^追ひ の け い 。 

0 0 畏 つ て，， 、 ざり ます。 (そ、 くさと、 降り て 行く ) 

八重 (その後 姿 1 か见 送って) とうく 參 りました。 堅く 

るし いお 入で ござり まするな。 堅 くるしい 人が、 むさく 

るし い BfN^ 追 ひのけます。 ：：： 日 ざしが 少し 淸ら かにな 

つて 参りました。 

義鎮 ぉ& よい 曰より おやな あ。 其方に は絕 えず <^ 〔ひなが 

ら、 まだ 沁々 と はぬ 心が いたす。 ：：： 其方の 跟を 見て 

居る と、 うるんだ 樣な その 隨が、 絕 えず 搖 がぬ に 見え 

ながら、 動いて 居る の は 何の 爲めぢ やな。 

Am それ は、 あなた 樣 のお 心が、 動かぬ 樣で、 絕 えず 動 

い て 居ろ 爲め で..、 J ざり まする。 

00 動いて 居る か。 只 一筋 を 指しながら、 何故 斯っ搖 る 

る こと ぢ ややら パ 1^.^ 取る、 お八 重の 方、 酌ん， - すろ〕 せ 

めて、 其方に 會 うて 居る 時、 吾に かへ つた やうな 心地が 

、こ I  0 

八重 わら はは 贵方樣 のお 前に 居ります 時、 心が しく 摇 

れ まする。 あなたに つ い て搖れ まする。 

0m  (驚いた 様に) む、、 さ うぢ や、 …… さう であらう。 

水 と舟ぢ や、 水 は搖れ ながら 舟 は ^ かに 動かぬ と 思うて 

居よう が、 は、、、、、 舟は搖 いで 居た のぢ やのう。 

(遠く 火砲の 昔、 同じ 間 匿いて 四つ。) 


義錤 (二つ目に) 何の 一 -昔 ぢゃ 。(三つ 目に) 葡萄牙の 船ぢ 

やな。 左 は SS るか。 左 馬 を 呼べ。 

(お八 重の 方、 立って 綱ん、 引く。  ^が 鳴る。) 

左 馬 (^け ト つて 來ズ) お 召に ござります か。 

義鎮 今の 物音な.. 聞いた か。 

八重 あの 狂人の 乞食 どのが、 11 。 

左 馬 葡萄 li. 船より 打った 大， 跑の 響かと 存じます る。 

00 さも あらう。 して、 葡萄 _圹 の 商船に 何故 大，： i を 打つ 

たので あらう。 其方 は 如，！： 思 ふ。 

左 馬 ぉ閱 及びに，. こざり ませう。 近 八幡 船と. S. す 海賊の 

輩、 方 を 劫略 致す 由に ござり ますれば、 彼の 南： M 船 を 

脅やかし たるに は あらざる か と、 ® り 乍ら 存じます。 

00 む，^、 さも あらん。 …… 其方、 精兵 を率ゐ て、 彼の 

葡萄 一 i 船に p.. きつけ ■ 八 K 船 ん 者 共なら ば、 其方が 智略 

に まかせ、 追拂 ふべ し. - 若し 又 八幡 船なら ざる 際 は、 其 

方の 才覺に 住せ、 如 樣 にもお 計へ よ。 先程の 話 は い 

たで あらうな。 其方の 胸に iti せ くぞ よ。 

左 馬 (感激して 涙ながら 1.： 立つ) 

八重 4iKr どの。 

左 馬 (平伏し、 平靜な 態-ぼ. „J- 取りて 立； ち 上り、 靜か LL 下り 

て 行く) 

(t. 鎭、 遠眼 錢. ^とりて 立つ。) 
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(お八 <SS 方、 ：：^^鉞.^^„-ふ。) 

S  (见 下ろして) 門前 は 静かに なった や うぢ やのう。 

八^  (奥の 方 .^33 眼^ に て 見ながら) 船は靜 かで ござり 

まする。 

第二 場 葡萄牙 船の 船室 

舞^.^ 狭く^ つた^ 内の 1 室て、 天井 も 之に 釣り合つ 

て 低い。 K 面の 壁 は^かく 明るい G の 片て つてね 

ろ。 二つの 方形の 窓 1^ 通して 日の i- ろく さした が 見 

えろ。 窓と 窓 との 間に .Ki: 、い 金の 十ネ 架が か 、っズ 居 

ろ。 左手の 歷 にもる 扉 は« 内の 通路に n き、 右手の 壁 

の^は 他の 船 に じて ろ。 a 中に 4< き な 卓子が も 

つて， 、、れ だけ 先づ目 LL つく 程 汲^な 色の、 厚く 一 M い 

^物が 床 まて 一 ばい LL か \ つて ろ。 對ひ 合って 椅子 

が 二つ。 正面の 壁 LL 沿うて 右手の 隅に 寄ろ 様に 長 55 子 

つ" 1 つ。 壁 も 天井 も 壁と 同じ 色。 

左 ^の 奥て 多 の？？ 敬の 合 が 11 えろ。 

イス- フ H ル. ^率ね て 埃 及 人の 中 r* リ 出した i へろ も 

のにかん しゃぜ- 5。 

甘： ハ憐み は永乂 に.？^ ゆる 事なければ 也。 

臂1^のばし强さ御手1^も\、、 -れ，^-ひき出し給 へ ろ も 


のにかん しゃぜ i。 

あはれ み 

其 憐憫 は 永久に^ ゆる 事なければ 也。 

此合 3„ロ の 緩いて ろ 間に 聖師 ザヴ イエ I と I？ 長 二 ダ I 

ア^ .ド. が マと が 左手の 扉から 入つ ズ^ ろ。 聖； g は 古 

^た黑 い 長 い 法服.， 纏うて 居る。 その髮 はもう. a い。 

船長 は鄭 に 右手の 椅子 1 ^す」 め、 自分 も かけろ。 

聖帥 種 々と鄭 雷な 迎の お催し 嬉しう 存じます る。 

船 長 羅馬 件、 王 の is?® に對 する 儀式と し て 至らぬ こ と を 恥 

ぢ まする。 赏は 海路より お越し ある こと、 存じ、 海上に 

のみ 氣を 配らせて 置きました 所、 マ ルチュ ー、 口 I- ラン、 

ベルナルの 三人が 見えられて、 聖 肺に は 只今 日出 へ ぉ菌 

きとの 事に、 K 敢 へずお 出迎に 及びました i、 心 あり 

ながら、 及ば さりし 仕 係 ゆ ゑ、 お 宥しを 願 ひます る。 

0^ 侮路は-;^でが捷&:でもぁりますことゅゑ， 船で とは存 

じました が、 もはや 印度へ 出立と 定 つた 上 は、 日本に 種 

を- ;£ く 折 は 又 あるまい と 存じまして、 陸路 をと つて、 路 

路傳ー S をして 參 つ た 次第で ン /さります。 

0 それ は 殊勝な ことで ござります。 先程 も此 城下で 御 

說 法の やうに 承り ましたが …… 

0 は k 气 近 はれました。 恰度 城の 前に 立つ て 說法を 

して 居ります ると、 集まった 群 の 中で、 妖§、  S 〔魔 
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めと 罵って 石 を 投げる ものが. ござります。 佛敎の 僧侶 

が、 先だって 觸れ 廻った ものと 見えます る。 此の 難に は 

度々 遭って 居り ます 事 ゆ ゑ、 ひる まず 說法 を續け て 居り 

まする と、 罵る 聲は なかく 絕、 スず、 一 人な b ず 一 一人な 

らず石 を 抛つ 。瓦 を 打つ。 折から 城内より 城主の 家来と 見 

さ； レ § 

えまして. 十 人 程の 侍が 表 はれて、 門前 を 騒がす 不屈 者 

と 呼んで、 群 €( を追拂 ひました。 說法 をす る 對手を 失つ 

て、 已 むこと を SW ず、 引き上げました。 海 へ 近づ い て、 

大小 の 旗の 翻る 船の 姿の 見えました 時 は 、 故鄕 へ 迎り蕾 

いた 時の やうに、 心 弱く 涙が？ S きました。 したが あの 時、 

大砲の 音が 聞え ましたが、 あれ は …… ？ 

船長 あれ は 聖師 をお 迎 の 禮砲 で ござり ます。 

聖师 お \ 、(船長の 手.^ 握って) 戴ね ぐのお 志 辱う 存じ 

まする。 

(沈 默。 波の 昔 幽か LLM ゆ。) 

(波の音 KJ- 聞 耽る 樣 にして) したが、 もはや 盛大な 儀式 

は 御 無用に なされ ませ。 手 をと り 合 へ ば 心 へ 心が 琉れま 

する。 その上 何の 儀式が ありませ 5 ぞ。 

船長 御尤もで ござり まする。 聖師に はも はや 儀式 は 無用 

で ノ /ざり ませう が、 信仰の 薄い ものに は 中 々 儀式が 大切 

で.. こざり まする。 ァ ヴェ. マリアの 鐘が 莊 K にな つかし 

く 鳴り響きます るので 信徒に は： g 膝に 蹈る 心が しみ-.^ 


湧いて、 祈 躊 に 急ぎます る。 あの 鐘が 儀式 かと 存じます 

る。 信徒 は 祈らねば なり ませぬ。 祈らねば 祈る 心が 起り 

ませぬ。 祈り も 儀式で ござります。 盛大な 儀式 を 行 はね 

ば聖師 に對し まする 感謝の 心が 至り ませぬ。 

5 つ 

聖師 デ ォ ス に 對し牽 る 儀式 は 殿 細の 極 を盡 さねば なり ま 

せ ぬ 。 嚴肅な 儀式に よって、 信徒 は淸ら か な 恭儉な 心 に 

入 つ てデ ォスの 御 光に 浴す る >  J とが 出來 まする。 信者が 

此 の 鎮式を 自分 に 求める やうに なりまして は、 恭儉な 心 

を 失 つ て 、 デ ォスの 御 光 に 浴す る  一 J とが 出來 ませぬ。 デ 

ォ ス を 忘れ て 、 儀式 を 求め て は、 此の世の 榮華を 求め る 

も 同じ 心で ござり ませう。 

船長 もとより、 デォス を 忘れての 儀式で は ござり ませぬ 

が 、 信徒が 祈る 爲め に 儀式が なく て は なら ぬ もので /さ 

り ますれば、 デ ォ ス の 光 を 受け て 道 を 說く傳 道の 聖師に 

は 又 道 を說く 儀式が なう て は と 存じます る 。 聖師は あま 

り g しき 姿で、 道に 立って 說 かれます る ゆ ゑ、 瓦 石に 打 

たれ、 又は 追 ひ 立てられます もの かと、 お 痛 はしう 存じ 

まする。 

いや、 恭儉、 貧窶、 忍耐 は、 デォス の 光 を 身に 浴び 

られた 基督の 三德 で.. - きり ます。 此の 三 德を說 く道師 

は、 又 貧しき 姿 をし、 恭儉な 心 を 行 ひ、 瓦；； r にも 耐 へる 

のが、 説く と共に 身 を 以て 行 ふ もので ござります。 iSKa 
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の 儀式 はこれ でなければ なり ませぬ。 

船長 でも i?a はれまして は傳 道の 便 も ござりますまい。 道 

に 立つ て說法 をな されうよ り、 此の 輕 後の 城主に ぉ會ひ 

なされ、 城主の 心 を ¥、 なされましたら、 上に 傚 ふが 此 

の 國 の 風習で， >  J ざり ます ゆ ゑ、 堤 を 切 つ て 水 を 流す 様に、 

臣下の 間に 信徒 は 一時に ig= して、 敎は 波の 機に II がらう 

かと 存じます るが、  

あ KI じ  ； 1モ が 

^師 ー國 の、 }f 一は 心の 急し く 散ります 者 ゆ ゑ、 中々 誠の 信 

仰に は 入り ませぬ。 それ 故、！，； 3 に 立って 貧しき 者の 間に、 

誠の 信仰 や 楠 ゑ つけよう と 努め ましたが、 信徒 を壻し 、 

敎を弘 めます るに は 城主 を說 くが、 誠に 捷徑で /さり ま 

す。 したが、 城主に 近づく 便が ござり ませう か。 

S ござります。 先 つた 禮 砲が、 聖師を 城主に 近づ 

け ます iilS 式 の 鐘で ノ  J ざり まする。 

聖帥 それ は 又 思 も よらぬ ぉ説ぢ やが …… 

船長 もとく 此の 靈 後の 城主に 限り ませず、 此の 島の 城 

、王 達 は 葡萄 船に 誼 を 求め て 居り まする。 それ は 城主 と 

城主 と 互に &ぅ て 居ります ゆ ゑ、 葡萄牙より 自國を 富ま 

し、 自 國を强 うする もの を 得て、 敵に 勝た うと、 絕 えず 

此の 商船へ も 近づ く 折 を 求め て おります る 。 此の 砲 を 

聞い て 必ず 好き 折と 近づき 來 るに 相違 ござり ませぬ。 其 

時、 先程の 大砲 は、 聖 師を迎 ふる 爲 めの 禮 砲と 說 きます 


れば、 始めて 聖師の 尊嚴を 知って、 聖師を 城へ 招待す る 

は 火 をみ るよりも 明らか で..、 ざり ます。 

聖師 雷： ねぐ のお 心 造 ひ 辱う 存じます る。 したが、 城主 

より 使の 者が 參り ませう か。 

船長 必ず 參り ませう。 若し 又 使の 者が 參り ませず とも、 

此の 體 砲に 驚いて、 不審 をた r す爲 めに 近づき、 此を機 

に 誼 を 求める に 違 ひご ざり ませぬ。 聖師 招待 は 定まった 

運に ござり まする、 が 此の 招待に ついて お 願 ひが ござり 

ます。 そ の 古び たる 法服の 代りに 華麗な 服装 をお 召し あ 

る やうお 望み 申 上げます る。 

聖師 そのお 勸 めは容 れられ ませぬ。 十二使徒 も 王者の 門 

に 入り ましたが、 王者の 門に 入る 爲 めに 綠の衣 を 纏うた 

ろつ は 

例 は..， 」 ざり ませぬ。 使徒が 若し 十字架より 他の 具 を 用 ひ 

て傳 道いた しまし たら 、 世界 各國の を 悉く その 信徒と 

しました 時、 その 激は、 敎の本 を 失 ひませ う。 基督 は 貧 

しき 者 は 幸な りと 宣 うて、 貧し さ を 基と して 敎を 開かれ 

た。 心に我のなきことを根元として1^,ゲ^^られた。 日本 

に 於て 敎を弘 むる に當っ て も、 此の 本 を 失つ て 何とな り 

ませう や。 

船長 御尤もの 御說 にご ざり まする。 御尤もで は ござり ま 

する が、 日本の 人 は 心の 尊 さより は、 先づ その外 見に よ 

つ て 人 を 判じます る。 若し 聖師 その ま X の 姿で お越しな 
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されました らば、 城主の 周圍の 入々 が、 一向に 鄙し め ま 

う。 引いて その 宗敎 まで も 卑し いもの と 思 ひ認ら うかと 

恐れます る。 

»f: 師 その 心 を M. めねば なり ませぬ。 

S それ は 近づ い てお； il: れき なされ まする 時の ことで.，、 J ざ 

ります る。 只管に 世界の 时賓 と、 盛大との み 求めて 居り 

こ na 

まする 日本人の 前に、 乞食と 代らぬ 姿に て、 何物 も 持た 

ずに 立ちました らば、 日本の 人 は、 自分の 心 を 以て、 此 

の 鄙し い 姿した 人 は 金銀 財賓を 求め に參 つた もの 、 宗敎 

は 人の 肘賓を 捨て させ て 、 わが 物にし よう 爲め の 敎と思 

ひ 計る かも 存じ ませぬ。 

00 それ は、 日本の 人が 金銀 財寶が 欲し さに 參 つたと 疑 

はう とも、 金銀 时賓を 捧げた 時に 担んで 受 K ら ねば、 そ 

の 疑 は 忽ち 晴れ ませう。 

船長 それ は 近づいての 後の こと、 近づく までの 尊敬 を 光 

づ ねばなら ぬかと 存じます る。 禮砲を 打たねば、 日本 

の 人 は 近づ， *v ますまい かと 存じます。 

(聖師 は. 默 しズ、 迷 ふが 如く、 立ちて、 靜かに 歩み 

つて 居ろ。) 

(波の音が 耳 立つ。) 

(船 弁の 從 者が 左手の 靡から 入って 來 ろ。) 

從 * 只今、 豐 後の 城主より 使の 者が 来り ましに。 


船長 城主より 使の 者： 

(聖師 立止リ て、 ろ" - 船長 a!^. 師ん、 兒ゃ リて微 

笑す。) 

お ほ づ-'  <^ 

從 * 先程、 大砲の 音が 聞え ましたので、 海賊の 類で も此 

の 商船 を 襲うた 爲め では あるまい かと、 多勢の 侍 を述れ 

て 見舞に 參 つたと 申して 5g り まする 。 

船長 して、 その 使に、 先程 申しました やうに、 聖 師ぉ迎 

の爲 めの 謄 砲と 解いて 聞かせた か。 

從者 聞かせました。 使の 者 は 驚いた 樣 子で ござりました 

ひ 4 あはせ 

力、 何か考 へました 後、 その 聖師に 紹介が 願 ひ §J{ いと 中 

し 出で まし て ござります。 

船長 む V。 さう あらう。 その 人 を これへ 御 案. 2 いたせ。 

(從者 左手の 扉 .，* リ 返く。) 

船長 聖師、 豫定 いたしました 通り、 參 りました。 

聖師 御 計畫に 敬服いた します る。 

S では 計畫 をお W ゐ 下さり ませう か。 

(聖^ 默 つて ot- る。) 

船長 兎に角、 只今 此： おで、 ぉ會 ひなされ まして は、 計 ^5 

r が 無になります る。 暫く  (右手の 扉，^ 指し) 次の 室で お 

休み 下さい まする やうお 願 ひ いたします。 

ひ 4 あはせ 

でも その 使の 者が 紹介 を ま、 んだ とやら 承りました 

力  
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船長 いや、 今、 その^!<?にぉ^ひなされましては、 すべて 

水の^になります る。 何卒 iG く 次の 室へ、 御 is 申 上げ 

ます。 

(船 手.^ 執りて、 右手の 5^.^SE いて、 聖师 く。) 

si^. 波の？？ s。) 

(從 者、 it 名 左 馬.^ 衆內 して 左手の 扉 i リ入 つ て來 ろ 。 

J?^ も if ない のて、 1 寸不巒 する。 K つて、 左 馬 LL 椅子 

, ^す V める。 左. £1、 Is,^ さげて 禮，^ ー；ム ふ。) 

(«141、 右手の 扉から 出ろ。) 

(？ .or 1= れ やかな 笑 ひ 額して、 左 馬の 手.^ 執 リて握 

手. ^する。) 

« 長 船 ェヅ ー アル. ド. ガマで \  J ざり ます。 

左 M  gJ: 後口 出の 城主 大友. 議の 使^<？ 鹽名左馬 と 中し ます 

る 0 

S 驟名左 馬？ 

左爲 左 〔ig にご ざり まする。 

S 御 1, 舞 ：5 うご ざり まする。 

左 sg お 恥 かしつ 存じます る。 海賊の 嬰來か と 存じ まし て、 

却つ て：^ 船中 を騷 がせ ましたる 罪 平にお 街し の 程 を 願 

Sri づ. 》 

ひます る。 ？ W り ますれば 先程の 大砲 は禮 砲と やら、 さ 程 

f0 .1 の 城下 をお 過ぎな された >  J とも 知 らず、 お出 迎 

も 致し ませず、 失 纏に 過ぎ まし て ござり まする。 


船長 (微 $K しながら) 御存じなければ、 失禮 にも 當りま 

すまい。 

左 馬 聖： 帥 はやが て 印度 へ 御 出立と やらに？^ ります るが、 

聖師御 出立の 後 は、 御船 も 此の 灣 へお 立 寄り 下さらぬ こ 

と、 なり ませう や。 

船 長 何故 左； 1 な こと を お 尋ねになります る。 

左 馬 實は、 聖師の 鹿 n 儿島 にて 御說 法の 折 は 御船 も 鹿兒島 

へ 立 り、 平戶 に御說 法の 折 は 平 戶へ立 寄られ、 聖師の 

御 出な き 處には 御船 も 立 ^られ ぬかに 察し ましたれば、 

斯樣 にお 尋ね 申 上げました 譯で ござり まする。 

M その 事で ござります るか。 吾々 は異 13 人に て、 口 本 

の 0 法 も 詳しく は^らず、 乂道德 も 知り ませぬ。 若し 此 

の 天主教 を 信ずる 人 々ならば 安んじ て 取引が 出來 まする 

が、 此の 天主 敎を追 ひ 返け まする 土地で は、 如何なる 無 

法に 會 はう も 測り 兼ねます る ゆ ゑ、 船 も 自ら 立 寄らぬ 次 

第で ござります る。 

左 a| では 天主 敎を 信じます る丄 地なら ば、 安んじて 御 取 

引な されます るか。 

船 長 左： 1 で ござります る。 

左 馬 (深く， 決心した 樣 子て) 主人 大 友な 鎮に 於き まして 

は、 豫ね てより 天主 敎の敎 に 眼 を： ぱ ぎ、 如何にもして、 

そ の 敎を 受け たき 望 を 抱きな が ら 、 未だ 良き 導師 を 得ぬ 
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を 憾みに 存じ 居り ましたが、 此度、 ザ-ウイ ェ ー の聖. g の 

お 立 寄り こそ 誠に 又な き 操會と 存じ ますれば、 卽刻 にも 

御來 城下され まして、 御傳 道の ほど 願 はしう 存じます る。 

ぞみ 

K 々聖師 に 見えて 御 願 ひ 申 上げ 度う 存じ-ま する が、 御 

ひさ > る- せ 

結 介 下さるまい か。 

S 聖. 師には 山 口より 遙々 の 御着に て、 只今 御 休息で ご 

ざり ますれば、 後刻お 達し 申し上げ ませう。 

0 御來 城下され ませう か。 

長 傅 道の 爲め で ござり ますれば 、 喜ん で 參ら れ ませ う。 

M 何日 御來 城下され ませう か。 

長 今日 にても 參られ ませう。 

M ならば、 御 同船 仕り 度う 存じます るが。 御联 計の 程 

願 はしう 存じます る。 

船！ UK 先 の處 にて 暫くお 待ち 下さり ませ。 默 ちに 御 返-事 

を 申 上げ ませう。 

(左 馬、 ー禮 して 左の 扉.^ 出る。) 

(長椅子に かけて 居た 從者、 ついて 出 rs うとす る。) 

(船長、 手て 呼. ひ 止める。) 

船長 (從 者に 向って) 聖師の 晴着の 用意 をいた せ。 黑羅 

妙の 法衣、 綠の天 鵝械の 頸 飾。 金 總 つきの 袈裟、 肩に か 

おひ- is 

ける 帶 形の 金鎖、 羽 飾の ついた る 211 帽、 落ちな く 用意い 

たせ。 次に 五 人の 船の 者に 各 美服 を 纏 はせ、 一人 は 聖書 


の 入りた る 白 殺 子の 袋 を 持つ こと、 一入 は 聖母の 像 を 包 

みたる 緋 綸子の 袋 を 持つ こと。 一 人 は 金 林 擒の附 いたる 

り-やうさん 

ベン カラの 杖、 一 人 は 黑大鵝 誠の 靴、 一 人 は 凉傘を 持 つ 

やう 申— つけい、 更に 先程 迎に 立った 三十 人の 者に は 美 

服 を 纏うて 待たせよ。 猶、 喇叭と 笛と を 忘るな よ。 ■ 

(從 者跌 して、 ー禮し 左手の 扉から 出ろ 0) 

(船 11^、 右手の 扉に 近づき、 開いて 1 禮ヤ る。〕 

(聖 肺が 靜か に 出て 來る。 J 

mM 聖師、 晴着 をお 着け 下されます るか。 豐 後の 城主 は 

喜ん でお 越し を 待 受け て 居り まする。 

聖師 御 厚志 辱う 存じます る。 

船長 晴着 をお 着け 下されます るか。 

聖师 (苦悶の 色，^ 衷 はした 後、 十， }f 架の 前に 跪く〕 

(船長左手の琉ん、開けて右^1;,..^~;2|くもげる。 同^に 喇 

叭と 笛との 音樂が e る。) 

第三 場 豐後 m 出城 內の 書院 

m 本 願 寺 の 書院 に 似た 造り の 院て 、 右手の 廊下の 外 

は© 樹 園に なって 居て、 之.^ ^ 透いて 月 がが 室へ さしこ 

んて 居る。 ^樹圜 の與の S の见 え る お.！  ？ 方て は 多勢の 

人の け は ひがす るが、 此の^^；：院は靜かて暗ぃ。 

暂く すると、 十 人 程の 侍女 達が 燭 手に して 入って 
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來る。 お八？ S; の 方が、 モ れん、 指圖 して、 程 i く かぜ、 

左手に 牀几， ^立てさせる。 其處 へ ^博 gi が 人 つ て 来る。 

wgi お八 の 方 様、 ちと 折 入つ てお 願 ひが ござり まする。 

Am  (忙し さう LL) 見られます 通り、 不意の 客來 にて、 

上 を 下への ® ぎで ござります ろが、 又の 折に  

wgi その$4^乂-に つ い てのお 願 ひで ござります るが …… 

八 (侍女 に) 其方 達 二人 はこれ に殘 つて、 餘の もの 

はお 手傳に 立て。 

(侍女 達の 中二 人 1^ リ てせ し、 他の 者 は 返く。) 

00 あの デォス めの 說 法に、 大友 氏に はいたく 魅ら れた 

も と 

やうに 見 t 乂 けました が、 あれ は 12 を危 くす る 原因で-、 J ざ 

ります るぞ。 デ ォス 奴、 魔魅の 類と 交通し て 親しく 語 を 

交へ、 幻術 を 以て 愚人 を. おはし、 財 S を棄 てし め、 終に 

は戏 Hii を ち、 國を亡ぼすにl^ll-ると承っ て居りまする。 

As でも 先程の 說法 は、 わら はな どに も、 ひしく 思 ひ 

當る 程、 理 深う 思 はれまし たが ：.：• 

博 g 一  それが 彼の デォス 奴の 幻術で ござり まする。 あの 妖 

辯 を 以て 人の 心 を. 為 かし、 次第に 近づ い て 財 賓を棄 て さ 

せ、 侍 妾を逍 はせ、 M 奢の 風 を 戒めて tY 第に 權勢を 殺が 

せませ う。 さて 籀 1ク>」^ぉざ、 iS: 蛮 を 追 はせ、 財 賓を棻 て 

させ 、 t 世の 榮華を 悉く 離脫 させ て 、 自ら 次第 々々に 之 

に 代って 捨てた る 財賓を 30 み 上げ、 抛ちた る 權勢を 集め、 


自ら 王者 の カを摑 まう とする 惡 心で.、 /さり まする。 御覧 

せられた か、 口に 榮華を 戒めながら、 あの 身に 纏 ふ 美服 

お！ -り 

は 何事で、 ござり まする。 口に 驕を 戒めながら、 あの も 

の ものし い 行列 は 何事で \  J ざり まする 。 今 近づかう とす 

る 始めに 警めら れ ずば、 お八 一 M の 方に は、 やがて 追 はる 

る 憂き め を 見 ませう ぞ。 

(お八 重の 方 思に 沈む。) 

(笛と 喇叭の 昔。」 

侍女 やがて これへ お渡りで ござり ませう。 

博 照 お八 重の 方。 必ず、 主君に 申 上げ、 彼の デォス 奴 を 

近づけぬ やう、 なされ ませ。 

(藤に. .,^13 ませる。 し 

(左 馬の 案内て、 ザヴィ H  - 聖師、 船長が マ、 聖師の 弟 

子 、 葡菊矛 人從者 多勢、 靜 に 出て 來て、 牀几に かける。) 

(大 友義 鎮、 ^s^. 道 雪、 其 他の 侍お、 葡萄牙 人と 

同じ 数、 附 添うて 出る。) 

(お八 重の 方、 侍女 迎 へて、 座 に つく。〕 

義鎮 (^師 の 前へ す、 み、" C.1 へ 手，^ ついて ー證 し) 聖師 

今日の 御說 法、 誠に 心に しみて 辱う 思 はれました。 義鎮 

生れて 二十 餘年、 支那 聖人の 儒敎、 又 印度 聖者の 佛敎に 

ついては、 幾 百度 S きました が、 今日 聽 聞いた しました 

御說 法の 加く 高大に し て、 道理に 合 ひました 說は ござり 
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ませぬ。 « に 聖師の 一 言 一 語 * 朝の 露の 樣に爽 かに 心に 

落ち て、 心の 華が ほ の ぐ と覺め て 行く 樣に思 はれまし 

た。 旣往幾 百年 この IS 人 を、 光 もない 暗い 中に、 何故に 

沈ませ てお 置きな された か と、 デ ォスの 御祌 にお 問 ひ 申 

上げ 度 い 程で，. >  J ざ. 0 まする。 

0^  ( 兩手， わげ て 、全世界の 創造主、 デ ォ ス 上帝よ、 冀 

く は 此の 城主 上帝の 在す こと を 知って、 上帝 を 尊崇し、 

理法 を 守り、 他日 天堂に 牛； れて、 上帝の 御 許に 至ります 

おん ミー ひこ 

る やう、 i ぉ赆を 注がせ 給へ。 

義鎭 辱う ござります。 辱う ござります。  (左 馬 顧 

み) 力 馬、 今 は聖師 をお 招ぎ 申した 其方の 智慮、 若年に 

珍ら しき 拔 群の 働き、 追って 恩赏の 沙汰に 及ばう ぞ。 

左 馬 は、、 11^ う. ござり まする。 

八重 左 馬 どの、 先程 出立の 折 は、 血の 雨 降る ことと 案じ 

ました に、 穩 やかに 濟 みまして、 お 芽出度、 つ 存じ まする 。 

左 馬 辱- 「存じます る。 これ 皆、 これに 波ら せらる、 船長 

殿の 御 親切なる 联計 ひに よ つて 丈-、 /さります る。 

0 城主の 御望、 聖 肺の 御望、 すべて 望が 落ち合 ひまし 

たので、 圓 かに 事が 纏 りました。 誠に 喜ばしう 存じます 

る C 上帝の 御 思 召に 添うた ので ござり ませう。 此の上 

は、 聖 に は、 印度へ 御 出 袋まで、 度々 お越しあって、 

御說 法な されます る やうお す 、 め 申 上げます る。 


00 此方より もお 顕 ひ 申 上げます る。 

(潜ん ぐ 01? た 博 grw 懣.^ 抑へ か ^の 席へ 表れる。) 

博 gi お八 重の 方 先程お 願 ひの 题、 何卒お M に 達し 下 

さる やうお 願 ひ 申 上げます る。 

八重 其方より 直々 主君へ。 

博 £i 何卒、 お聞きに .：：• 

篛鎭 何事 ぢゃ？ 

0 主君、 ？ t り 多 けれど、 敎の装 は 何卒 la 侶に 取 計 ひ 

を 仰せつ けられ 度う 存じます る。 

(すべての 視線、 佾博 照に ftf る。) 

f , 鎮 ぃネ、 此方の 腑に 落ちる によつ て 、 そ の 敎を 受け 

るまで ぢゃ、 其方 達の 指阖を 待た うや。 

W 照 あ、 いや、 主君、 恐れながら、 □ を 治められ まする 

は 主お の 職分 かと 存じます るが、 .51^^の 一 大事 を； I する 

は - J れ C 弟子 の 職分と 存じ まする。 

義鎭 なり や、 予に 宗敎を 論じ 事 を KT る才 がない と 中 す 

か。 

00 恐れながら、 主君に は 宗敎を 論ずる 才を備 へさせら 

か- * は  けつち みう 

れぅ とも、 {ー ザ 缄に關 ろ 事 は、 ^侶に 計って 後、 決定な さ 

れ まする が、 過の 少なから うかと 存じます る。 

^？鎭 (怒氣 力で 含ん て) なに、 予を 文； W なりと. 5. すか。 

道 雪 主 ®、 ぉ靜 まりなされ ませ。 これに 聖師も M ら せら 
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れ まする、 船長 も； 彼らせられ まする。 な、 斯 機な 人を對 

^にお ^立ちめ され て は の 品格 を つ け まする。 

-i.  as 师.^ 见、 s^^<, 怒， ^鎮める。) 

八重 博 照 どの、 左程に 仰せられます るなら、 聖 肺と 直々 

に 問答な され て は 如何 で ノ  /さります る 。 

协 Si 願，^ て もな きこと。 (聖師 の 前に 進ん て、 つ \ 立った 

よ、) 先程よりの 生ぬ ろき 說法閗 き 飽きた。 物 藤より 見 

れば、 上帝 を 呼ぶ ごとに、 手 を あげられた 樣ぢ やが、 上 

帝 デォス とやら は、 靑 空に でも 居られます るか。 

佛 道の 神 は 何處に 居られ まする。 

博 (少し 焦れて) 卽身 卽怫、 汝の 眼前に あり" 

m.^ 1 の 神 は、 猿の 樣に齒 をむ き 出して 怒り狂 ふ もの 

と 見えます るな。 

wgi  (^所.^ つかれた 枝に 怒って〕 愚物 奴！ (聖師 の 額 

に li.^ 卟 V 、かけろ) 

(^^l^,- 人 $»^=1 つ。) 

^0  (股に^ ゑ かれて) 左 馬、 あの 坊主 奴 を 引出せ」 

、左 馬、 他の 侍 ほに 目^せし、 共！. L 立ちて、 博 g;,^ 引 

出す。) 

i^, お八^の 力、 道 雪 も附 添うて 聖師の 前に 進み、 

tc ュへ 手."^ つく。) 

S 初めての お 招ぎ に 、^様な 無禮を 働か せ まし て、 お詫 


び の 言 紫 も ■>  J さり ま せ ぬ。 屹度 彼奴 を 成敗 いたします る。 

八重 直々 に 問答 なぞと す、 めました が、 過の もと  

00 誠に 重々 の不行 屈、 罪 は 手前に ござり まする。 命 を 

棄て k も 御 詫 を …… 

聖師 いやく、 左 機に お詫びな されて は、 却って 痛み入 

ります る。 傳 這に は 欺 程の こと は 度々 ござり まする。 

mm 寬仁 大度の 御德、 只々 恐 入って ござり まする。 

AM  (聖師 が 腹立ちた ろ樣子 もな く 、袖て 額.^ おし 拭って 

るの,^ 見上げる) 別にお 腹立ちの 御氣色 もな く …… 

聖師 惡に 敵す る ことな かれ、 人、 汝の 右の 頰 をうた ば、 左 

キリスト £h 

の 頰をも >  J れ に 向け よ 、 と 基督 は 訓 へ られ て 居り まする 。 

義鎮 H 本に 数 ある 武將の 中に も 程の 德を備 ふる 人 は あ 

ろまい。 堪忍の 德で ござり ませう か。 

聖師 忍耐と 申し ませう か、 忍 © は 基督の 三德の 一 つで ご 

ざり ます。 

八重 あり 難い 御敎で ござり まする。 俾敎 では、 女 は 罪深 

いものと して、 卑 めら れて 居ります るが、 天主 敎 では 如 

何で ござり ませう。 

聖師 信心 篤ければ、 女 も 決して 卑むる やうな こと は ござ 

り ませぬ。 

八重 女 も？ 

聖邮 左樣で ござり まする。 


？ II 嘧のー a: ィゲザ 


八重 有難い 御敎で ござります。 女 も 信者になる ことが 出 

來 まする か、 ；… 罪深い 女 も 信者に なられます るか。 何 

1! る， -> 

ぞ、 その 證を 頂き 度う 存じます る。 

な」 <3T> 

聖師 それが、 此の 國の 習俗で ござります るか。 

A 重 習俗で は ござり ませね ど、 證が ござり ますれば、 御證 

が あれば、 猶々 堅く 信ずる ことが 出來 まする。 

聖師 さらば、 此の 袈裟 を まゐら せませ う。 

A 重 (袈裟.. 受け取り) It うご ざり まする。 

聖師 これ は、 此方へ まゐら せませ う 。(肩に かけた 余 錢.^ 

取って 義鎭 LL 差 出す) 

義鎭 (受取って) 辱う 存じます る。 

(道 雪 は 頻りに 葡萄牙 船長と 話，^ して 居ろ。) 

A 重 恐れながら、 獸も、 御敎の 光に 觸れる ことが 出來ま 

せう か。 

聖師 獸？ 

八重 わら はの 飼 ひ 置きます る 猿が ござり まする。 腰元の 

美し い 着物 を 見 て は 縫り つ きます る 哀なも の でノ .- ざり ま 

する。 御敎の 光に 觸れる ことが 出來 ませうなら ：：： 

聖師 敎 は禽獸 にも 及び 度い と 存じます る。 

八重 何 かお 遣し 下さ ，り ませう か。 

く： saf 

聖師 お V 此の 頸 飾 を 進ぜ ませう。 

(頸 飾. ^とりてお 八重の 方に 渡す。) 


(其；！ I へ 左 馬が 歸 つて 來て 跪く。) 

ひこ-や つ；^ 

左 馬 彼 者 は 獄に 縛ぎ まして ござります。 

義鎮 お、 大儀であった。 

聖師 お k 左 馬 どの。 (何 か與へ i うと c?5 ま はり.. 探す) 

船長 (道 雪と 小 It て 話して 居た が、 聖師が 次第に 身の ま は 

りの 飾. <J -剝 いて 居ろ のに、 氣づ いて 驚き) 聖肺。 ザ ゲイ 

ヱ ー 聖師。 

聖師 (冠って 居た 美しい 羽 飾の ついた 帽子. ^脱って) 左 

馬 どの これ を まゐら せう。 

(飾，^ 剝 いて 門前に 立って 說 法した 時と 同じ 姿と なつ 

た 聖師， ^見て、 並み居る 侍臣 等の 間に、 『乞食』 『門前の 

說 法師』 『デ 方ス』 などの 低い ft が ざわめく。) 

道 雪 (船長が 聖師 に 氣 1.^ とられて 居る のに 氣づ ぃズ、 聖師 

, ^見上げて、 はっとお どろき) 門前で 說 法した 乞食 ：… 

遽 } (驚いて〕 先程 JS 鏡で 見た 門前の ？ 

(聖 師、 左 馬に 帽子. ^とらせ r* うとす、 み 出た が、 此 

の聲に驚ぃてはっとしてゎが^^^3まはリ，^見まはし呆 

然と 拧 む。) 

(葡萄 tj- 船長 苦々 しい 額.^ して 聖師. ^見ろ。) 

. —— 靜 かに 幕が 下る —— 

(大正 八 年 十二月 作) 
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三右衞 門の 賣 出し (ー幕ー き 


人 物 

白與三 右衞門 敵.^ もつ 俠客 

深 見 重 左衞門 冏 夜泊り 合せた 客 

安 井 數右衞 門 三右衞 門の 敵 

同 廣右衞 門 同 

湯 女 おはつ、 おさ だ、 とみ、 りん、 あやめ 

湯の 内儀 其 他 

場 所 

赤 坂 氷 川の 丹前 風呂 あやめ 湯 

時 代 

宽文 年間の 或 夏の 夕 ぐれ 

一 

舞 蠆は赤 坂 の 永 川 に 名高かった もやめ 風 K の 上 リ揚て 

大 さな 座敷，^  二つに 仕切 リ、 中に 廊下.^ 隔て、 ゎリ、 

浮世 風の 屏風な ど 取 廻 はして 宛然 實樓の 如き 感じ.^ 

與 へ る造リ て あろ。 


幕 初から！ f 女と か 比丘： S とか 呼ぶ ものが わって これ 

は 風呂屋て は あるが、 一 稀の 遊女 屋 稼業て わった。 わ 

やめ 風呂 は卽 ちそれ て、 夕刻から は 風呂 揚 ちて、 

湯女 は 皆 脂粉，^ 粧ひ、 类しぃ衣服ん>着飾っズ客^^ゎし 

らっ た。 ^敷 はや、 髙 目の 二 體 \、、 前面 は. おにな 

つて。 ろ。 

t- は寬文 年間、 或ろ 夏の 夕 ぐれて、 靑 簾の iJSi に はもう 

とくに 灯が ちらついて. Q ろ 刻限、 上手の^ 敷 に は膀に 

向 つて 靑髯の 重 左と い ふ 武家 出の 俠 客が、 異形な 風俗 

てチ ビリ /,\と 杯.,.^ かたむけて ねろ。 

重 左 おい、 こら、 —— (と 手，^ 拍ち) 誰も 酌の 女 は を 

らんの か。 

(と、 呼. ひニル てろ。 奧 から 「はい 11 」 と 長く 返 辭.^ 

引いて； _1 女お リん (十六 七) が 急い- P 出て 來 ろ。) 

リん なん ぞ御 W で i。 

重 左 なん ぞ 御用 どころではない。 跳 子が みんな 輕く なつ 

た。 それに、 灯が 暗い。 おっと 待った、 それから 膳の 上 

の 皿 も 椀 も、 日照りの 沼で 目高 一 疋 見當ら ぬわ。 

リん はい、 はい、 かしこまりました。 (と 立た うとす ろ) 

重 左 待て、 待て。 もう 大抵の もので は 腹の 蟲がム 力く 

して 承知せ ない。 此 上の 獻 立に は 土龍の 汁 か、 ® の 鰌 か、 

さなく ば 蛇 鼠の 蒲燒、 蚯蚓の 鹽辛、 i^fe の 吸物、 なんで 
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もよ いから 變っ たもの を もって 來 いと 早く 云へ。 

(と、 小 女 は 平 3 きの 眼.,^ 见；^ つても た ふたと 去ろ。) 

(下手の 敷に は，： n 與三 右- i!™ 門と 云 ふ 色の 生白い 神經 

ちの 町 奴が、 J^s 上リの 浴衣の ま V て薛 縛の 立 鏡の 

前に 坐り込み、 、、れ もお りんと 同じ年 輩の 小， かんなお 

さ だ 梳ら せて ねる。) 

白與 いや も、 とてつ もね え 御託 を 並べ やが る。 あれ はい 

つも 來る客 か。 

さ. た はい、 晚の やうに 見えて ゐ ます。 

,1: 舆 なんとい ふ た。 

さ， た m の 左衞 門 とも 云 ひまた  一 口に の 赏 で 通った 

武家 出の 伊達衆、 1 寸 見る と强 らしい 面 をして ゐ ますが、 

弱い もの を いぢめ たこと はありません。 

白與 うむ、 あれが き 及んだ 髯の雷 か。 では、 このごろ 

お 初に 馴染み を かさねて 來 るの だな。 

さ だ さ、 お前に は 言 ひかね るが、 ：：： 

n0 なんの 1 が ある もの か。 お 初 は 俺 一人の 女と いふ 

譯ぢ やねえ し、 云 は if 此の あやめ 風呂の 一 枚 看板 だ。 (と、 

一 寸 暗い 額，^ する〕 

さ だ (慰め 餌に) さ、 そのお 初ね えさん が、 お前のお 越 

しゅ ゑ、 今日はち よつ とも さんのお 座敷へ 出ない の 


で — 。 

白 輿 それで、 あの 客が 不機嫌 だとで も 云 ふの か。 然 うい 

ふお 初 女郎 は、 俺の 座敷へ もさつ ばり 天降らね え ぢゃァ 

ねえ か。 

さ. た あら 親分、 そんな こと を 云 ふ もの ぢゃァ ありません 

よ。 もう 先刻の 拍子木で 上り 場の 客 衆 は 皆ん な歸 つた 害 

ですから、 ぉッ つけ 此處 へま ゐ ります よ C 

白 輿 とか 何とか 云って 焦慮され る 奴 さねえ、 (と、 後る 

. ^振 向きながら) いや、 どうも 世話になった。 

さ， た 親分、 髮梳 きも 手が か はると ぉ氣 味が 惡 いでし よ。 

白 輿 な あに、 お蔭で さつば りした よ。 これ は 落し紙のお 

しるし だ。 

きぎ 

纏頭，^ 與 へて、 立上リ 座敷の 外部， ケ 不安な 眼附 

て ギヨ 口く と见廻 はす 流し 揚て 若衆の 聲が 一 寸 かす 

れて、 幽かな 歌 三味線になる。) 

e 輿 隣り の 客 はいつ の 間に か寢 たと 見えて、 白 河 夜 舟の 

大 いびき だ。 

さ だ ほんと に 罪のないお 人 だ わ。 

白 m ハ (何となく 荡 つかない 態度て、) おれ も 一 日で い \ か 

ら、 あんな のんびり とした 氣に なって 此の世の 中が 暮し 

て 見て、 v^。 

さ. た え、 何 か 有 仰って？ 
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Q さ 白 

員 ゎプ： ^ 


肩の 重荷 をお 前に も 半分 負つ て 貰 ひて えと 思つ てゐた 

の だ。 (と、 一 寸 隣室に 氣. 配り) だが、 さっきから 妙に 

あい つが 氣 がかり でなら ねえ。 

はつ な あに、 あの人 は 大丈夫 だよ。 それに、 好い 心 持に 

寢 込んで 了った 樣子 だから。 

(と、 これ i リ先 さ、 隣リ 敷へ は、 おりん が 入って 

來て、 i ろし 告時屛 風 立て 迥 はし 薄い 夜具，^ かけて 

行く、、 とも リ。) 

A 舆 然 うか、 それならい \ が …… (思 入れ もって) だが、 

お 初、 お前 あい つと はよ つ ぼ ど 深い 馴染の やう だな あ。 

はつ まあ、 何 を 云って るんだ ねえ、 こんな 商賫 をして ゐ 

•« か 

るう ち は お客様の を 落したり 髮を 洗ったり もし なきや 

ァ ならない わさ。 ぁッぃ &處へ 酒が 來た。 

(と、 小.^ ん なの 運ん て 來た酒 看，^ 受取って、 盃.^ 相 

手に さしながら。) 

はつ さあ、 一 つ！ 酒で も 吞んで 浮々 さんせ、 氣 から 苦 

_ 勞 がわ くわいな。 ほ w、。 

白 輿 お 初、 俺 はお 前に 期して 會 つて ゐる時 だけ は 救 はれ 

る。 實 はこん な 人出 入の はげしい 場所へ 毎日 毎晚通 ふの 

は、 あんまり 氣味 のい、 話ぢ やねえ。 と 云って、 一日で 

も 手前の 顔 を 見ね え ぢゃァ 寂しく つて ゐられ ねえの だ。 

はつ (it 蔑す る やうな 寧ろ 憫む やうな 眼光て) それが お 


な あに， こっちの ことたよ。 

では 御免下さい。 直ぐお 初 ねえさんに 然ぅ云 ひます 

まあ、 早く 酒 をつ けて くんな。 

(と、 四 邊，. 片付けて おさ， た 去ろ。 夕 一:* から 他して， Q 

た 空 合が 妙に 濕ぼ くな つて 蛙の 聲が徐 かに 聞え 出す。 

三 右 衞門は 敵の、、 と，^ 心中！. L 描いて、 柱に 凭り 深い 溜 

息と 共に 沈み 込む。 そ 三、 足音，^ 窃む やうに 徐 かに 

お 初が 人って 來ろ。 、、の 時代の 浮世 給に 見る 一種の H 

11 ティ タクな 面貌、 容姿。 これ, か 見 もせずに、 三右衞 

門は空想から驚.^さめて矢.蹈に^!?!構へ ろ。し 

はつ まあ、 仰山な！ ほ、、、、、 わしの 姿が 敵の やう 

に でも 見えた かえ、 お前 はこの 頃よ つ ぼ ど 氣が焦 立 つ て 

ゐ ると 見える。 

白 輿 あ、 お 初 か。 (と 初めて 吐息,^ つき) 全く 我ながら 愛 

想が つきる。 假り にも 白 輿 三右衞 門と いふ 男 を賫る 身が、 

寢ても 起きても 物の怪に 憑かれた やうに 氣の 落ちつかね 

えの が 情ね え。 

はつ お前さんとの 馴染 も、 思って 見れば もう 隨分 古い 話 

だが、 今夜 は悠 くり それ を 聞かう ぢゃァ ないか。 

白 輿 お . ^落つ い て それ を 聞い て吳れ るか。 寶は俺 もい つ 

か 一 度 は 何も 期 も 打明けて、 心の わ だか まりを 解きて え、 
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互 ひの Es?f^ も 知れない よ。 丹前 姿、 六法 者、 風呂屋 岡 場 

所と ころ 嫌 はず を兑 せたい 世の中に、 女と 生れて お前 

の やうな 弱い ものに 獅 みつかれて …… 三右衞 門さん、 

わたしの 身に もな つてお れな。 

(と、 さ--れて盃，^J^、ソと飲み干すo) 

白 輿 それ ァ 尤も だ。 お前が おれの やうな 男 を もって 肩身 

の 狭い 思 ひ をす るの は 尤も だ。 だが、 俺が 斯うして 白 輿 

の 三 右衛門と か 男 達と か 町 奴と か 云 はれろ 境界に 身 を 落 

したの は、 .33! は 敵に 巡り合 ひたく ねえから だ。 

はつ と 云 ふの は、 ：體 どうい ふ譯 なんだ え。 

C 與 耻を 話さな くッ ちゃ 解ら ねえが、 おれの 兄贵は 根が 

侍で ありながら 有つ て 半； れた 一: 颯 早の 性分から、 町 六法の 

早： g 牛お 衞 門と 身 を やつし、 よせば ぃ& 他の 助太刀に 恨 

みを賈 つて、 到頭 酒 井雅樂 頭の 邸內に 大矢數 のあった 時、 

安井 兄弟と 云 ふ ものに つけ 狙 はれて 命 を 落し た。 その 安 

井 兄弟の 顔 は 知らぬ 弟が、 緣 につな がる 兄貴の 死から、 

仕返し 流行の 世間の 手前、 はいつ まで 浪人の 身で もゐ 

られ ず、 その 時 武.： ^の 作 居を棄 て、 町 奴の 群に 投じ、 そ 

の 名 も 白 與三右 節 門と は 改めた が、 どうかして 一生 敵に 

巡り 會 ひたく ねえの が 俺の 望み、 話と いふの は ざっと 斯 

うだ。 

はつ なんだ ねえ、 打 たれる より は 打つ 方に 廻る のがお 前 


の 敵、 それ を、 そんなに 靑く なって ビ クシ ャク する こと 

はな いぢ やない か。 (と 笑 ふ) 

白 輿 と、 ところが 然 うは 行かね えんだ。 に 聞けば 安井 

兄弟 は 早 桶 半右衞 門の 弟 河合權 太夫 11 それ は 以前の 俺 

の 名 だが —— あいつが 町 奴に 身 を やつした の は、 てっき 

り 敵 を 打つ 覺 悟と、 どこかで 俺の 人相 は、 見知って ゐる 

と 仲間の 評判 だ、 若しもの 事で、 俺も此 儘、 返り 討に な 

つて 死にた くねえ。 な、 お 初、 金 は悽に 放さず 用意して 

あるんだ、 どうか 俺と 一 緒に 人里離れた 處へ 身を隱 して 

は吳れ ねえ か。 

はつ まあ/ \> お待ちよ。 (と 握られた 手^ はなして) そん 

な夢兑 たいな こと はさら りと 忘れて、 度 询で最 一 つお 重 

さねよ。 

白舆 夢？ 夢なら こんな 怖ろ しい 夢 は 早く 覺 めて aK れ、 

俺 は 敵なん ぞ 持つ 身で ありた くねえ。 (と、 不安な 表情) 

はつ なんだ ねえ。 しっかりと お持ちよ。 

(と、 此の 時、 隣リ 座敷の 重 左 衞門ム タク リ担咅 て 聞 

耳，^ 立て \ ねる。 庭先の 蛙の It 突然 啼. V 、歇 む。) 

白 輿 あつ、 今迄 あんなに 啼 いて ゐた 蛙の 聲が パッ タリと 

歇んだ やう だが …… 。 

はつ 何んでも あり やしないよ。 

(と、 此時、 さ. たは 腰， .J-S; かさん. はかり！. L 慌て 、入り 
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來ろ。 重 左 は 灯. ^吹き消す。) 

白 輿 な、 な、 なんだ？ 

さ， た は、 はい、 今し方 三 四 人のお 侍らし い 風 體の入 達が 

風呂場の 脇の 露路 口から 庭の 方へ 廻った とい ふ ことで 

す。 押 込 夜盗 かも 知れません から、 親分、 用心な すって 

下さい まし。 

(と、 三 右 衞門は 物ん- iK はず 突如 逃げ出さう とすろ 

お 初に 縫り つくお 初 は. M 询. ^据えて 何事 か 彼-, ilw く。) 

(庭の 隅から パラく と 三 M 人 姿 1„J* わら はし、 物，^ も 

云 はずに 飛 is 宽 らうと すろ。) 

白 輿 おい、 待った。 待って くれ。 お前 達 は 何者 だ？ 名 

を 名のれ。 

な の 

男 一 名なん ぞ 名告ら なくと もい . --。 

男 二 俺達 はお 前の 敵に まれたん だ。 

男 三 お前の 命 を 联れば 金に な るんだ。 

白 輿 なに、 おれの 命 を 1^ れば 金になる？ 賴 まれた？ 

おれの 敵から 賴 まれた …：： そ、 それ は 酷い。 理不盡 た。 

男 一 理不盡 も 糞 も ある もの か。 

0 1 一 お前 を 返り 討に すれば い k んだ。 

男 三 さあ、 覺 悟して 立 向へ。 

白 輿 そ、 それ は it 酷 だ。 まあ、 待て。 待って 吳れ。 お前 

達 は 金で 頼まれた と 云った な。 金で 賴 まれた のなら、 俺 


も 金で 賴む。 金 はいくら でも 出す。 さあ、 持って行け！ 

それ、 拾って 行け。 それ、 それ。 

(と、 一一： 右 衞門は 懐から 胴卷の 小判 思 ひ 切って パラ 

パラと 庭へ 撒，. V 、散らして やる。 初めは さすがに 蹿 し 

たが、 次の 瞬間 Li は その 小判.^ 攫む やうに 拾って、 ^rt 

こそ/、 と 其揚， ^立ち去ろ。 白 輿 一一； 右衞門 は哲く ^s.,^ 

わげ rs うと もしな い。) 

はつ もう 大丈夫. た、 もう 誰も ゐ やしないよ。 

白 輿 水 を —— 水 を 一ば い 呑ませて くれ。 

はつ しっかり おしよ。 人が 來 ると 見 ッ ともない やねえ。 

(と、 お 初 は 三 右衞門 に 水 與 へながら たしなめろ や 

うに 云 ふ。 そこへ おさ だに 案內 された 內链 おしまと；！ 

女と み、 さ. た 、りん 等 骚.. 閒 きつけ；^ 形て 入り "来ろ。) 

內儀 それでも まあ、 相手が 親分 だ つたんで、 何の 苦 もな 

く 事が を さまり、 ほんと に大 幸せで ございました。 

とみ おかみ さんの 御 仰る とほり、 これと いふの も 白. n; 親 

分の 御 威光です わ。 

さ だ 氷 川の 丹前 風呂と 名高い あやめの 湯へ、 .ぉ の 口から 

夜盗が 入 つ て 、 お 客が 迷惑 をした と が 立 つ て は —— 。 

リん ほんと に 稼業に か、 はる こと だと 思って、 何の 役に 

も 立たない わたし 達まで、 どんなに 心配した か 知れ やし 

ません" 
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內篮 お 初さん も. M へが 高い よ、 ，1! 興 親分の やうな 金ば なれ 

のい、 方に 御 *s ほ をう けて ゐ るの だから、 あした は 屹度 

こ、 ら 界隈ば かりで ない、 江戶 市中の 大 評判に のぼり ま 

すよ。 男 はやつ ばり 金つ ばなれが 第一 でさ あ。 

白與 な あに、 そ、 そんな _f も あるまい が、 相手が 向不 見の 

いつ あ 

無頼漢 だから、 一 寸 平日と は 違った 手 を 見せた まで さ。 

褒め られち や ァ 冷汗 も の だ 。 飛んだ 猿芝居 のお 大盡 さま 

さねえ。 

(と、 .^:.^*ぃて1^草.^煺らす。 隣から ニル 上つ て^いて 

ねた. 左衞門 はこれ，.^ M いて モ nLj -喷告 出す。) 

宽左 ふん、 それ も ありよう は 命が 惜しい からよ。 當 節の 

男 達 は 骨が折れるな あ。 

白 與 な、 なんだ と 11 。 

はつ まあ、 默 つて 何とで も 云 はせ てお 置きよ。 お 隣り の 

お 客 は當時 江戶で 名うて の 夭 邪鬼、 土龍の 汁が 欲し い の、 

蛇- M の 蒲燒が 食べ たいのと、 さっき か ら さんざ ッ ばら 人 

を W ら せて ゐ るんだ からさ。 

白與 道理で 無氣味 な^を 出す と 思った …… ィャ、 そんな 

こと は 如何で もい k、 座敷 を か へ て 陽氣に 一 ばい 飲み 直 

さう。 さあ $1 來ぃ。 

內依 ぉ大盡 さまに は、 先づ 入.. r せられ ませう。 お ほ、、 

ま 0 


(と、 聲&の a 似て 笑 ふ。) 

(皆々 捨臺詞 i るし くついて 入ろ。 お 初 一人 もと 殘 

る。 奧は脤 やかな 歌 三味線に なろ。 お 初 四 逢.^ 見廻し 

ながら、 灯.^ もって 隣 座敷へ 人ろ。) 

い. U づ § の 

はつ 重さん、 お前 も 飛んだ 惡戲者 だね え。 

重 左 いや、 それと 云 ふの もお 安くね えと ころ を 見せつ け 

られ たからの こと さ。 

はつ それ ぢゃァ お前 は、 いまだに あれ を眞劍 だと 思って 

おいで かえ。 

重 左 眞劍 であるか ないか 知らね えが、 まんざら でもね え 

と！ ：！^ たは 僻目 か、 わつ は、 \、。 

はつ まあ、 止して おくれ。 あの 態 を …… (と 噴出し なが 

ら」 思 ひ 出しても 可笑しくなる。 町 奴の 候のと 鳥お どし 

の 案山子に もなら ねえ、 ァノ唐 變木を …… 重さん、 お前 

も隨分 だね え。 (と 寄 添 ひながら 抓れろ。) 

重 左 あ、 いてえ ッ、 それ ぢゃァ おはつ、 お前が あの 野郞 

を 卯の 毛で つ く ほど も 思つ て ゐ ねえと い ふ 證據を 見せ て 

貰 ひて えもの だ。 

はつ その 證據は —— ぁッ 、 然 うだ 。 今夜 の八ッ 半 過ぎ 奥 

の 座敷で —— (と、 何 か 耳元に 攝 く。) 

重 左 あいつ を、 おれに 殺せと いふの か。 

はつ 然 うよ。 あんな ものに 獅噴 みついて ゐられ ちゃ ァぃ 
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つ 何時間 違で 傍杖に、 一 一 つ とない 大切な 命 を られ ない 

とも^らな い。 わたしが 可哀 さう だと 思ったら 扶け ると 

思つ て、 あいつ を 一 息に 殺して ぉ吳れ な。 (と、 しな， た 

れ か.. ^ろ。) 

重 左 いや、 折角の 賴 みだが それ は 駄目 だ。 何故と 云 ひね 

え、 物の 數 にもなら ねえ あんな 腰抜け を、 苟も 女 出入で 

殺した と あっち ゃァ 此の 深 見の 顔 は どこで 立つ、 ィャサ 

男 を 磨く 靑髯の 重 左が 廣ぃ額 は 天道 樣に 向けられ ねえ わ 

さ。 

は つ それ ぢ ゃァ白 a で嚇 して 置いて …… それだけ でい \ 

からさ。 (と 再び 耳元 Ll-f.v 、ながら) ね、 ね、 お 髯の重 

さん、 男より や 女を扶 ける のが、 結句 伊達衆の …… 。 

重 左 えい 蒼蠅 えな あ、 それ ぢゃァ お前の 合 31 を 待って… 


はつ しッ、 靜 かに …… 。 

(と、 お 初 は 重 左衞， か 制して、 ふ、 ソと灯 吹 消す。 四 

邊黑 簡 々として 幽かな 雨の 昔、 蛙の 萆。) 

—— 舞 臺は徐 るに 廻る。 

舞 n は 同じく もやめ 風呂の 他の 一部、 欄干の ついた 廊 

下， $ -傳 はつて 池に 面した 潔 洒な魔 敷が わろ。 


池の 中 LL は 折から あやめが 咲. V 、みだれ、 座 上に は 杯盤 

が 狼藉， にろ 有樣 て、 白舆三 右衛門 は； 5 ぬ 女達に 園ま れて 

大 酊の體 て もろ。 それ は 恰度 脤ゃ かな 歌 三味線に 乘 

つて 騒 ざが 一 渡リ 濟ん， たもと て、 當の三 右衛門 は 何と 

なく 物 足らない 不安な 類 付て 生欠伸ん 喷み 殺して ね 

る 0 

內餞 あら 親分、 ぉ氣 持で もお 惡 いの ぢゃァ ございません 

>  0 

力 

白舆 な あに、 別に 氣分 は惡 くないが …… も &出鰭 H に骚 

ぐの はやめ て 吳れ。 俺 はなんだ か氣が 滅入って ならね え。 

騒げば 騷ぐ ほど 地獄の どん底 へ でも 沈んで ゆく やう だ。 

內餞 それ は 不可ません ねえ 11 (と四^^.^見廻はして) 

あら、 お 初さん はどうし たの、 先刻から 見えな いぢ やな 

、力 

りん たぶん 靑髯の 旦那が また 何 か 天 邪鬼 を 云って ゐ るの 

かもしれ ません わ。 

さ. た 一 寸、 わたしが 行つ て 見て まゐり ませう。 

內儘 ほんと に 仕樣の ない 女 だね え。 早く 然ぅ 云って 連れ 

ておいで よ。 

白 輿 な あに、 打棄て \ 置く がい、。 (と、 不平 さうな 顔 

, ^して) 俺 はもう、 頭が ふらく して 眞 ほぐに なつち や 

ァ ゐられ ねえ。 (と、 その i  、ゴ 口 リと寢 搏ぷ) 
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内镞 あれ、 そんなと ころへ およって 寢 冷え を するとい け 

ません よ。 親分、 親分 ッ たら 11  (と、 搖ぷら れ\ ^も 三 

右 衞門は 狐. お 人り.^ してね ろ。) おい、 誰か 早くお 初さん 

を …… まあ、 氣が 利かない ね、 早く 夜着で も 持って おい 

でッ たら わえ。 (と、 しく 眼附， ^して 見せる。) 

(？ f 女 等 は 慌て、 「はい、 はい o」 と差圆 される ま、 LL 

せ々 入ろ。 人れ 遠 ひ LL お 初 入リ來 る。) 

はつ おかみさん、 濟 みません。 髯の 重さん がいろ/ \ 八 

茶： しい こ と を 云 ふ ものです から …… あら 三 右衛門さん、 

どうな すった の、 もし、 白 輿の 親分、 ほんと にどうな す 

つたの よう。 

(と、 おり 添って 搖リ 動かす。) 

A 與 う、 う、 う、 ^蠅 えな、 (と、 態と 氣が ついた 如く 眼 

か 0 りで ソ 漸っ とい、 心 持に 寝込んだ もの を、 何も 態 

態 起す >  J と はねえ ぢ や ァ ねえ か 。 

はつ おや/ \、 これ はどう も濟 みませんで したわね え。 

(と、 態と ッ> 'として) どうせ、 わたし なんどが 起しち 

や ァ 御 .if 嫌 にや ァ 入りますまい からね。 

C 輿 いや、 そ、 そ、 そう 云ふ譯 ぢゃァ ねえが …… 。(と、 

聊か テ レズね ろ、、 なし) 

(£ 镟は その 様子， 见て 取って。) 

內 ぢゃァ お 初さん、 わたし は 一寸 御免 を 蒙る から …… 


親分に お 風邪で も 引かせない やうに、 さ。 

(と、 矢張り 言外に 意 1^ 含ませて 入る。) 

(お 初 はいつ まても タ ンと 澄まして ねる。) 

白 輿 おい、 お 初、 おい …… 何も そんなに つれな く 當るこ 

と はねえ ぢゃァ ねえ か。 

は つ でもお 前、 今 の 先き 何と 云 つた か覺 えてお いで かい。 

ヒ ト おもしろく もない。 

白 輿 まあ さ、 まあ さ、 そんなに 怒る もの ぢ やねえ ッ てこ 

とさ。 今夜 こそお 前の 腹を閗 かなく ちゃなら ねえと 思つ 

てゐる ん だが 、 どう だ い 先刻の 話 は … … 思案が ついた か。 

はつ 先刻の 話？ …… 藪から 棒に そんな こと を 云った つて 


A 舆 な、 なんだ な、 お 初、 白ば ッ くれて …… それ、 あの、 

匪 落の 話よ。 俺 はもう、 繁華な 場所に や 一 曰 も 落つ いち 

ゃァ ゐられ ねえ。 

はつ なんだ ねえ 三右衞 門さん、 お前さん だって 町 奴の 仲 

間に 籍を 置きながら、 そんな 心細い 氣 ぢゃァ 女の わたし 

が、 どんなに 頼りない か 知れ やしない やね。 

白 輿 だから さ、 だから 俺の 云 ふこと を 訊いて、 一刻 も UK 

く 安 穩な處 へ 落ち延びて 吳れ ろと 云 ふこと さ。 え、 解つ 

たか、 解ったら 何とか 返事 をして 吳れ。 (と， 女の手に 

鎚リ ついて 賴む〕 
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はつ だって お前、 それ はお 前が 無理 ぢ ゃァ ないか。 わた 

しだって 今の 若さで 人里離れた ところへ なん ぞ 行かれ や 

しない。 これで もま だくし 殘 した 徵樂が 江戶一 ぱい 錢 

つ てゐ るんだ ものね え。 

白 輿 そんな 事 を 云 ふ もの ぢゃァ ねえ。 そんな 人闲せ を… 

…その 替り お前に やどん な 氣儘も 資澤 もさせ て 置く か 

ら。 

はつ 串戲 云つ ちゃ 不可ない よ、 山猿 ぢゃァ あるまい し、 

人 お離れ て 氣儘も 贊澤も あ つた もの ぢゃァ ないやね。 

白 輿 うむ、 ぢゃァ 俺が これ 程 口 を 酸く して 賴ん でも、 手 

前 は それ を 聞く こと は出來 ねえと 云 ふんだ な？ (と、 威 

嚇氣味 U) よし、 厭なら 止せ。 俺 も 男 達の 端くれ だ。 白 

輿の 云 ふ 事 を 聞かね え 女 を 只 その 儘に 生かして 置く と 思 

ふか 奴ぬ！ 

つ. a  い さま 

(と、 刀の 柄に 手.^ かけて 敦圉 く。) 

はつ な、 な、 なに をす るんだ ねえ。  . 

白舆 なに をす るも冀 も ある もの か。 それ ぢゃァ 俺の 云 ふ 

事 を 素直に 問く か。 

はつ だって、 それ は、 - お前が 無理 ぢゃァ ないか。 

白舆 俺より は 男の 云 ふこと に從 はねえ 手前が 無理 だ。 覺 

悟 をし ろ。 

(と、 とど 三有銜 門 は拔 病,^ もってお 初，. おどし LL か 


かろ。 此の 時、 深 見 重左衞 門 は、 ぬッと 一一 ー右衞 門の 前 

に 姿 1^ あら はして 立ち は. たかる。〕 

重 左 三 びんめ、 女 を 捕へ て 此の 態 はなん のこった。 町 奴 

の 男 達のと 鳥 おどしの 安 0 子 ほどの 度询 もね え 癖に、 巫 

山 戯た眞 似 をし ゃァ がるな。 

(と、 一握み LL その 利 腕.，^ 捻 V わげ る。) 

白 輿 あいた \、1--。 息が とまる、 息が とまる、 何とか 腕 

を ゆるめて くだせえ。 

重 左 女郎の 風上に も 置け ねえ 野郎 だ。 

(と、 刀，^ も ざ 取って 押 離す。〕 

白舆 まッ 恐ろしい 力の 男 だ。 (と 鍋 節.^ 撫 てながら) さう 

云 ふ 貴方 は 何の 誰 だ。 

重 左 何の 誰も 凄まじい。 知らぬ と あれば 名吿っ て 聞かせ 

る 耳 を かぼッ じって 聞き ァ がれ、 上 は 梵天 帝蘀 から 地 は 

金輪 奈落の底まで 音 に 聞え た 天 邪鬼、 町 奴 でも 旗本で も 

强 いと 見れば 龍に 水、 弱き を扶 ける 旋毛 曲り、 それ を 見 

る奴樣 々 に義俠 のなん のと 云 ふの が 第 一 續 に 障る 。 當時 

武家 出の その 中で、 關東流の自^！！者、 傑 兑 左衞門 

生れて 腮髯の 深いと ころから、 靑髯の 雷 左と も、 又髯の 

重と も 呼ばれて ゐる わ。 三 びん、 眞 近く 寄って 面相 拜み 

奉って 置き や ァ がれ。 广と、 怒鳴 ろ - 

白 輿 では、 貴方が、 あの、 聞 及んだ 深 見 S 左衞 1： …… さ 


し 出!^ の 門? お 右三 
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(と、 威 猛高卩 左右から 詰め寄ろ。 白 與は齒 の 音 も 合 

はぬ ほど 胴 傑 ひ 1 せして。) 

白舆 いえ、 それ は 違 ひます。 拙者 は、 拙者 はそんな もの 

ではありません。 

廣右 ゃァ、 此の 期に 及んで 卑怯な 奴め、 如何につ」 み隱 

し て も、 其方が 吾等 兄弟の 手に か  >  つ た 俠客早 桶 半右衞 

門の 實弟白 輿 三 右衞鬥 なること は、 特に 此方で 見知って 

置いた わ。 

数 右 しかも 以前 は 浪人 河合權 太夫、 さあ、 尋常に 立 上れ。 

白 輿 いえ、 それ を —— その 名を然 うでない と は 申し ませ 

ん。 確かに 手前 は、 河合權 太夫、 又の名 を 白 輿 三 右衛門 

と 申す 町 奴で ございます。 では ごさい ますが  。 た^ 

その 假 りに 町 奴に 姿 を やつした ばかりの もので ：：： 

ある もので は ございません。 (と、 熱心に あやまる) 

，"ぶ 0 

数 右 や あ、 ほざくな。 他意な きものが 何んで 士分から 町 

奴な どと 身 を 下し、 姿を替 へて、 遊里、 岡場所、 さて は 

斯の やうな 丹前 風呂など へ 出入 い たす 用が ある？ 

白 輿 そ、 それ は、 その …… 違 ひます。 貴方のお 目が ねが 

失禮 ながら 違 ひ 申す ぞ。 拙者 は 敵な ど 討 つ 存念 は 毛頭 ノ J 

ざらぬ。 敵な ど を もって ゐる とい ふこと すら、 何の 譯か 

拙者に はわ かり 申さぬ。 あ、 裂ける ものなら、 此の 淸淨 

潔白な 腹 をかッ さばいて、 その 腸 をお 二人の 前に 出して 


ま 力。 

(と、 傑へ あがって 平蜘 株の 如くな ろ。) 

(此の 途端 LL 奥の 方から パ タ /\ と いふ 足音 LL つ い 

て大 Hi-  Li 怒鳴 ろ It^ え る 。) 

^a- さあ、 神妙に 案内し ろ。 

港 乙 たって 邪 M 立す ると、 その 方 どもの 首 も 胴へ はつい 

て 1HS らん ぞ。 

c 與 ぁッ、 また 何 か 恐ろしい ことが やって来た。 

(と、 突如 入口の 一方から 12 面した る黑裝 束の 侍が 拔 

刀の ま... - わら はれろ。) 

(^へ^.^ 絞って) な、 なに 者 だ。 

ゃァ、 何^^！とは無禮な奴！ 

魔 病 者、 うかつ 者の 其方 は 夢にも 知るまい。 

某 こそ は 其方が 多年 兄の 敵と つけ 狙 ふ根來 li 身 流の 

達人 安井 數右衞 £。 

侍 乙 苗 鹿 右 衞門。 汝の やうな へナく 武士で も * 町 奴 

に 身 を やつして、 吾等 兄- 躬を附 け 狙 ふと 聞いて は 一 日で 

も 枕 を 高く は 眠られぬ わい。 

6! 右 さあ、 尋常に 立 向って 勝負せ い。 

か た うど 

嵌お © 前 はわれ 等 兄弟の 加擔人 を、 よくも 金銀 を もって 

たぶらかし つたな。 

數右 さあ、 立て。 只 I 刀の 下に 返り 討に して 吳れる わ。 
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は重廣 重數虜 


お見せ 申したい。 

廣右 巫山戲 るな、 白痴め、 必定 こんな 場所で 遊蕩 をいた 

し 居る 如く 體 よくせ 問 を 欺いて、 とに の 結局 は 安々 と 敵 

を 討たん 巧みに 違 ひない。 

數右 畢竟 腕ッぷ しで は 協 はぬ ゆ ゑ、 生来の 弱味 を 一 層： IS 

味と 見せかけて、 相手の 敵に 油斷を させ 置き、 最後に 勝 

を 制する ためし は當 世柄に 間々 ある やつ だ。 

白 輿 (煤悶 して) あ、 困った。 拙者の 此の 心 持が どう 致 

したら 貴方 達に 通じる もの か。 (と、 キヨ 口/、 と 見廻 

はし、 後ろの 方 LL 小さくな つてね ろお 初 yJ- 見て) あ X お 

初、 お前 は 平素から 俺の 心の底 を 知って ゐる。 どうぞお 

一 一方に 俺の 心の底の 底まで 申し上げて 吳れ。 

はつ なんだ ねえ 三右衞 門さん、 今にな つて 引 腰の ない.： 

…敵に なつ てゐる 方が、 こんなに 男らしく 名吿っ て 出て 

來て 下さって る もの を。 お前さん も 元はお 侍の 端くれ ぢ 

ゃァ ないか。 一 か. ハチ かやって 見る がい V に。 

白 奥 と、 と、 とんでもない 事 を 云 ふ 女 だ。. 

数 右 これ はお 前の 女房 か。 

は つ (さすがに 愕 き) いえ、 違 ひ ます。 違 ひ ます。 

(と、 突如 深 見 重左衞 門の 姿. ^見せ S やうに してね ろ 

他の 方へ かけ 出さ、 つと すろ。〕 

廣右 逃げれ. は 一 打ちに ぶッ ばな すぞ。 


(と、 追 はれて お 初 は さすがに 膽，^ 冷して 重 左衞門 LL 

鎚リ つかう とすろ。 安井 兄？ $ は 重左衞 門の 姿^ 見て 初 

めて ギヨ Ss として 直ぐ. s?; 構へ ろ。) 

廣右 うむ、 兄貴、 意外な 奴が かくれて ゐた。 

数 右 お前 も油斷 するな。 (と、 重左衞 門の 方 LL 向って) 

お前 は 何者 だ、 名 を 名 吿れ。 

な * 

重 左 それ は 此方から 云 ふこと だ。 生い きなこと ほざいて 

後悔す るな。 

右 うむ. 助太刀 だな。 

右 卑 怯者、 助太刀なら 男らしく 名 を名吿 つて 出ろ。 

左 い、 や、 俺 は 助太刀 ぢゃァ ない。 お前 達が 此處を 引 

上げる まで、 默っ て 見て ゐて やらう かと 思つ てゐ たの だ。 

右 嘘 をつ け。 

左 己れ も 男 だ。 嘘 はっかない ぞ。 

つ い \ え、 なん ぞ つくもので すか。 此の お 客； 樣 はな 

んの關 係 もない 人です。 

数 右 お前 は默 つて ゐろ。 それで はこの 女 はお 前の 女 か。 

せんさく 

重 左 餘 計な 穿鑿 は 措け、 俺に 向って 潜 上な こと を 云 ふ 奴 

等 だ。 

廣右 何 を！ 

數右 まあ、 待て！ 

白 輿 (進み出て) い、 え、 比の 女 はわた しの 女で ござい 
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はつ ぃ乂 え、、 違 ひます。 違 ひます。 (と惯 さげ l: 男 1^ 睨 

んて) 共 死なん か 厭な こった。 

重 左 まあ、 お前 は 何も 云 ふこと はねえ。 

(と、 お. W が 1；3： 左衞 STLL か. ははれ るの 見て、 白舆は 

1= んど水 能 的に K じく 彼の 脚下に. a^l^ 投げ出す。) 

A 與 然 うだ、 叱 上 は  どうぞ  どうぞ。 

(と、 傑へ ながら H^,^ 合せて 重左衞 門に 扶 けて くれと 

紐む。 IS 左衞門 入れ。) 

赏左 どう だ、 安井 兄弟、 誰し も 命の 欲し いのは 同じ こと 

だ。 敵 を 討ちた くねえ と 云 ふの だから、 男らしく さつば 

りと 水に 流して やったら どうた 。 

席 右 なに？ さつば りと 水に 流せ？ そ、 そんな 甘い 手 

に は乘ら ない ぞ。 

^右 iHis は？ 1 ら さつな > J と を 云 つ て存： S 病 者 だな。 助 

太刀が 怖くな つたの か。 

席 右 ィャ 急に 命が 惜しくな つたに 違 ひない。 

^左 男 を, く俺兑 担くな つち ゃァ ならね えぞ。 (と 睨み 

つけ 云 ふ) 

,nm^ どうぞ  どうぞ  扶 けて 下せえ。 

數右 フン (と 嘲笑し VO  5^^015くなんぞと云って、 存外 

こいつ 小判 を 磨く 奴 かも 知れね えぞ。 


重 左 なんだ と (と 憤怒する) 

廣右 口惜しけ れァ 刀を拔 け。 見れば 人並より 長さうな 刀 

せみ 

を 差して ゐゃァ がる 癖に、 田舍 浪人の 故 か 兄貴、 氣も長 

いな。 (と 罵詈す る) 

重 左 (怒 髮 天.^ ついて) ゥム、 その 顿桁 おさへ てゐ ろ、 

でな くば、 今、 三 里 八 町 飛ばして 吳れ るぞ。 しかも 大江 

戸の 八 百 八 町、 喧隨. 好きで 人に 知られた 深 見 重 左 衞鬥、 

白 輿 三右衞 門の 助太刀して くれる。 如何にも 貴 樣の云 ふ 

通り 長い 方が 三尺 八寸、 差 添へ が 二 尺 六寸、 大小と もに 

銘は豐 州 M 行の 業物、 何の 飾り もね え。 白 柄の 鐵鍔 だが、 

眞 赤な 朱鞘 は 伊達に はさ & ぬぞ。 が、 待てよ、 此の 弱蟲三 

右 衞門を さ へ 怖ぢ 恐れ て、 つけつ 廻 はしつ 卑怯 にも 返り 

討に しょうと いふ 人非人、 武士の 風上に は 置け ねえ 奴等 

だ。 良 行の 刀 は據れ になる、 (と、 そ 、、じ 投げ 繁て、 あった 

三右衞 門の 拔 お.^ 取上げ) 此の 生 くらで 澤山 だ。 そッち 

が 根 来の |g 身 流なら、 こっち は關東 流の 隨 一番、 腕 は 金 

鐵、 水 も 溜らぬ 手練の ^25 先 を、 さッ、 見ン事 受けて 見ろ。 

廣右 何 をッ！ 

數右 弟、 ぬかるな。 

(と、 三人 はしば らく 激しい 大 格闘、 その 凄まじい 白 

の 間.^、 隐病 者の 三 右衛門 は、 他の 兄ろ 眼 も 可笑し 

いほ ど 恐れお の、 いて 逃げ 廻 はる。 お 初 も 逃げ 廻 はる。 
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逃げ 廻はリ ながら も ：1: 右衞門 はお 初 の 方に 寄せ 

る。 お 初 は 殊更に それ. ^維って 逃げ 廻 はる ことな ど。 

と5^ 三右衞門は池の深^?! へ ^れ 飛ばされろ。 お， 初は氣 

魅す る。) 

(廣 右衞 門が まづ 一 太刀先き にあ び せか けられ、 次い 

て 兄の 数右衞 門が 肩先から 装 袋 W リに 見事に 断 リ斃さ 

れ る。〕 

重 左 なんの こった。 口 ほどに ねえ 奴等 だ。 

(と、 此の 時 池の 中から 泥 まみれ に なつ；： 三 右 衞門は 

のこ/ \ とわが つて 来る。) 

白 輿 ぁッ、 助かった。 俺 はま だ 生きて ゐ た。 (と 二ろ こ 

びながら 重 左に) 髯の 旦那、 お前 は 此の 三右衞 M が 命の 

親で ございます。 それにして もお 初 は  (と 心づ咅 彼 

女に 取つ く。 お 初が 重 左 の 手て 喚び 生けられた のて 再び 

. ^ろ こ. ひの 聲.^ 發し J おうお 初 も 生き て ゐる。 

はつ (初めて^,^ ひら さ 泥 まみれの 彼の 餌 ..J- 見て) あれ 

い ッ！ 

(と、 驚 さ 且つ 氣味惡 い 表情に て、 重左衞 門に rt?;.^ 寄 

せる。 重 左 衞門は 思 はずお 初，^ 抱へ 込む。 雨 やみ、 月 

や 、雲， J, いづ。) 

白 輿 (重 左 に 再び 叮嚀に〕 此の上 は 欲せお は 申しません、 

金子 は 殘らず さしあげ ますから、 どうぞ これで 一先 づ江 


戶を 離れて 下さい まし。 (胴 卷の金 1$- 殘らず 出す) 

赏左 それでお 前 はどうす るつ もり だ。 

お 舆 な あに、 御 心配 下さる ことはありません、 此の 身 は 

全然 町 奴から 足 を 洗つ て、 此の 敵 討の 出來 たの を 手柄に 

して、 再び 舊 主に 歸參を 願 ひ、 お 初 を 女房に する つもり 

でございます。 な あお はつ。 

はつ まあ、 此の 人 は どこまでお 目出度く 出 來てゐ るん た 

らう。 もう >/\> ふつ//. 厭な こったよ。 (と 刎れ ろ〕 

白 輿 ねえ 曰 ー那、 曰 一 那の肝 煎で どうか 然 うなる やうに もう 

一度 骨 を 折って 下さい まし。 • 

重 左 命が 助かれ ァ 女が ほしいと、 よくもお うぬけ/ \ と 

云 はれた もの だ。 

白 輿 その 替り、 此の 大金 は …… 。 

重 左 (ムク として) おいく 人 を見损 ふと、 肋かった 命 

がまた ね えぞ。 

(と、 威嚇され ろ。 おはつ は 舌 打す ろ。) 

はつ 重さん、 ついでに やって おしま ひよ。 

重 左 しかし、 どうも 弱い 奴 は 殺せね え。 ぇ& つもう 一 度 

水風呂に でもつ かるが い、 や。 

(と、 池の 中へ 再び 投げ込 i れろ。 時の 鐘、 月釤 雲，^ 

破って 光リ， ^投げろ。) 

はつ (凝視め て) もうこれ つきり 浮ばぬ とい \が ねえ。 
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m 左 苦しい から 然ぅも 行くまい。 が、 しかし 思へば 果報 

過ぎる。 夜が S けて 見ろ、 此の 風呂 は 敵 討の 評判で 大變 

だ。 嘘ぢ やねえ 八 百 八 町、 ST が 鳴いたら 白 輿 三お 衞 門の 

名 は 江 戶 名物 の やうに 云 ひ 離される に 道え ねえ。 その 時 

あの 总氣 地な しが、 どんな 大きな 面 をし て 威張り散らす 

か、 それが 一 番 見て やりてえ 氣 がするな あ。 (と 笑 ふ) 

はつ ほんと にね え。 思へば あの 男 は 江戸 中での 當り者 だ 

ねえ。 

(と、 ひ 額， ^兄 合せて 笑 ふ。 ；ー： 右衞 門、 泥水，^^吹.^ 

ながら、 今度 は 全く 眼も粪 も见 えない やうな 眞黑な 額 

. ^めげ ズ 見廻 はす。) 

—— 幕 11 
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鼠 小僧 旅枕 (二  S 


人 物 

鼠 小僧 次郞吉 

銀 蠅の久 太 


定 

淸 

役 


兵 

つ、 き 

の 若 


十 

Alls 

代 


衆 

人 


其 他、 捕手、 旅客 

時 代 


胡麻の 蠅 

次 IS 吉の ハタ 

馬  方 

德 利龜屋 主人 

同  娘 

同 番頭 

田島屋 手代 

田 島屋娘 

目 明し 手先 

女  中 

二  人 

三  入 

一  人 

大  勢 


天 保 十 一 年 師走 

第 一 幕 小怫 峠の 让堂前 

甲 州 路の驹 木 野から 小佛 峠に か、 らうと する 山道の 一 

部。 正面、 水 立の 間に 破れた る 辻堂、 堂の 上下 は 物凄. 

い 鼓！！ 一 て その 奧は 恐ろしき |g 壁に なリ 居る。 

追 ひ 詰った 師， の B の、 しかも ® 苦しく 曇った 七つ 下 

リの空 合て、 今にも 白い ものが 落ちて 来さうて わる。 

や k 遠い 馬 鈴の 音と 馬子 S 〈て i# 明く。 

下手 寄の 道端て、 乞食の 甲乙： 内が 焚火 かかき. N て k 酒 

, ^吞ん てね ろ。 . 

乞 甲 どう. たい 兄い、 もう 一 つ 行かう か。 

乞 乙 有難て え —— やっと これであった まった。 順に 迥す 

とすべ 、え 力。 

乞 丙 濟 まねえ な。 

乞 甲 な あに —— 物 貰 ひ は あ ひみ 互え だ。 

乞 5； おありが たう 御座います、 11 かね。 は &、、 。 

乞 丙 情ね えこと にや、 K ぐ そこへ もってき やが る。 

乞 乙 おいく、 靜 かにし ろよ。 

乞 甲 あ、 本統 にお 客樣 だせ。 

乞 乙 そいつ は 不可ね え。 
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S0, 上手 坂 tsi リ旅裝 の 田嶋展 手代 洁七 (二十 玉 

S 娘お 千代 (十九 歳) の 二人が 通り か- * る。) 

乞 丙 c あ 腰の 立たない もので ございます。 

乞 甲 n の 見えない： Is 者で ございます。 

乞 丙 どうぞお 惠みを .：：. 。 

乞 e- お施し を… - 。 

乞 乙 う、 う、 う、 う" (と、 啞-の 报て拜 む。) 

(と、 お 千代 は JiS 七：. L さ、 やいて、 十 文ば かリの 錢，^ 

出して 與 へる。〕 

乞 甲 お あり が たう 樣で ノ /さ います。 

乞： 内 お. M みさまで ございます。 

乞 乙 ひ、 ひ、 ひ、 ひ。 

(と、 乞食 等 は猶も 二人の 傍に 近寄る) 

お 千代 まあ、 氣 味の 惡ぃ。 (と、 淸 七に 寄り添 ふ) 

あんま 

七 つけ 上って 餘 りな R 似 をす ると 承知し ない そ。 

(と、 お 千代.，^ かば ひながら 淸七は 息 まく。： > 

たべもの 

乞 甲 でも 今朝から まだ、 食物に ありつけ ない ので ござい 

ます 

乞 丙 まだ 粥 一 杯 も 咽^の 管 を 通って は 居ません。 

淸七 それ を、 わたし 達が 知った 事 かい。 

(二人が 乞食 等に！？」 られて 辻堂の 緣先 へ 立 練んだ 時、 

そ の 中 に お 込 ん て .Q れ 旅 裝 の 鼠 小 ^ 小： " が 眼 覺 ま 


した 態て 節，. 蘭け ろ。) 

次^ 吉 おい、 おい、 なん ぼ 非人 乞 だからって、 そんな 

の さば つた 事 をす る もの ぢゃァ ねえ。 

乞 乙 う、 う、 う、 II こいつ は 相手が 惡 いや。 おい 兄弟 

行かう せ。 

(と、 急に 足が. N ち、 目が 明い \^、 替 通の 無頼漢 Ll な 

つて 上手の 方へ 逃げ込む。) 

淸七 有難う ぞんじました。 

お 千代 お蔭 樣で 五月 蠅 いところ を脫れ ました。 

治^ 吉 まあ * よかった が、 見れば 樣 子の ある 旅さうな 

11 一  體、 これから 何處 まで お出でなさい ます。 

淸七 はい、 行く先 は あの 甲府 でございますが —— 。 

お 千代 旅 馴れない ものです から、 (と、 躊 躍ら ひながら) 

あの、 旅 宿まで は、 まだ 餘 程の 程で ございませ うか。 

次^ 吉 なァ に、 小佛 も此處 まで 來りゃ 此の先の 峠の 峰 か 

ら然 うさ、 凡そ 一 里 も テクったら、 武藏 相模の 境になる 

小 原と 云 ふところへ 出ます から、 日の あるう ちに 急ぎな 

せえ。 

お 千代 御 親切に いろく 有難う ございました。 

淸七 では。 旅のお 方、 足弱 を 連れて 居ります から、 一 足 

お 先き へ — 。 

て. 3S4 

次郎吉 ゎッ しも 一 緒に 行つ てあげて えが、 ちい ッと 天日 
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を 嫌 ふ 身の上 11 いやさ、 身延 まで 心願が あつ て 行 くん 

だが、 どうも 勞れ てなら ねえから、 幸 ひの： W 堂で もう 一 

休みして、 ぉッ つけ 後から 參 ります よ。 氣を つけて おい 

でな せえ。 

淸七 有難う ぞんじます。 

お 千代 では、 御免下さい まし。 

(と、 二人 は 下手 水 立の 間.^ 縫って 行く。 次 節 吉は見 

送ろ。) 

殆郎吉 同じ 世間 を かくれる 旅で も、 同行 二人 笠の 中から 

一 てつ 

竊と M を 見合せ て は、 互 ひに 樂 しく 笑 ひ 合 ふこと も ある 

だら う。 が、 こっち は 野郎の 一人 中、 氣樂と 云 ふの は 负 

as しみ 重なる 惡 事に 江 戶を賫 つて、 さらで も 寒い 甲州路 

,j ヒリ つま  み の ぷ£ゐ  い s 

を、 鐺の 詰った 師走の 空、 身延詣 りと 誤 麻 化しても、 生 

まち 

耻 晒す 心願が、 叶って 若しも 一人の 親爺に、 ひょっと 何 

處ぞ で出會 つたら、 まともに 顔向け は出來 ねえ 身 堕 だ。 

生命 はもと より 惜しく はねえ が 一 I 。 

(と、 此の 時 突然、 けた、ましく山^1-が鳴さ過ぉ、、 木 

の 菜が ばらく と 散る。)  . 

次邵 *J え > 驚か しゃがる。 然ぅ思 ふと、 急に 襟元の 風が 

つ： G  くひ 

冷たく 首に こたへ て來 た。 

(と、 辻堂の中 へ 再び^=5-.^入れ->*ぅとして、 ふと 下手 

か 見込み、 展く 衷情。 ) 


次郎吉 え &ッ、 こいつ は愚圖 ついち ゃァ 居られね え わい。 

(ト、 四？^ ん、 見廻 はし、 如何にして^=^,^隱さぅかと苦心 

し、 と マ 地 藏@ に 眼.^ つけ) 濟 まねえ が人扶 けだ。 暫く 

橫 になって ゐ て下ッ し。 

(と、 次 郎吉は 地 藏^. ^隅の 方に 倒し、 ftl 分が 笠 LL て 

面，^ 隱し 代り LL 速 豪の 上に 濟 まして 立って ねろ。) 

(下手、 他の 道 i リ、 捕物の 役人に 三下ら しい がつ 

いて 來ろ。 その 男 は、 次^ 吉に 一 寸氣 がつ い；： が、 近 

寄る と 突如 小判，^ 握らせられ、 思惑 わって 辻堂の 扉，^ 

外から 閉めろ。 〕 

役人 おい、 金藏、 堂の 中 はよ く 見た か。 

金藏 え \ 見やした。 此の 中に や 笠 を 冠った 地藏樣 がゐる 

ッ 切りで、 他に 何も 怪しい もの は 見 常り ません。 

役人 然 うか、 確かに 厚木 街道の »1 物 だと 蹈んで 来たの だ 

がな あ。 

金藏 此の 邊 にや ァ、 よくね え 古狐が 幾 を^って ゐま すか 

らね。 

役人 そんな 事がない とも 限らない。 が、 急いで 日 野宿 あ 

たりまで 追 ひ 詰めて 見る としょう。 

金； I へい。 

(と、 役人と 共 に 金 〔1 は 上手へ 人る。) 

次郎吉 え. 1、 冷 汁 を か X せ やが る。 だが、 あの 三下の 野 
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郞は ま ん ざら の 田 舍者ぢ ゃァ ねえ。 は、、 w。 

(と、 下手 前の 街道 筋から、 叙 蠅の久 太と いふ 胡麻の 

蠍が 急^ SLL こ、 へ か、 ろ。 その後から 淸七 とお 千代 

の 二人が、 迫 ひ鎚ろ やうに して 出て 來 る。) 

1^ 七 申し、. ra. し * 旅のお 方、 一寸お 待ちな すって 下さい 

まし。 

うるさ 

久太 i^r 喊ぃ男 だな、 何 か 用 か。 

淸七 用と 云 ふの も 可笑しな 話で ございま すが、 此の 女が 

お預け 申した 金 包 を、 どうぞお 返しな すつ て 下さい まし。 

久太 おい、 おい、 .S 談 云つ ちゃ ァ 不可ね ぇぜ。 俺 だって 

江戶のぉ店に^^公してゐる時分、 比のお 續 さんと は、 些 

わけ  なつ 

とば かり 雍 情が あつ てお 拂箱 にされ たもの だ。 つく 

で 金 包 を K つたから つて、 滿更 憎い こ ともねえ 害た。 ね 

えお 嫌さん。 

お 千代 まあ、 滅相な。 淸 七さん が 百姓家へ 貰 ひ 水に 行つ 

た 後で、 で 脅された ばっかりに 11 。 

久太 おい、 おい、 默 つて 閱 いて ゐれ ばい &氣 になって、 

11 それ ぢ や 俺が 、 無 ffl: 無 S 化 にお 前な 瞞 した 事に 當るぢ 

ゃァ ねえ か。 

七 何 を 云 ふに も、 旅 馴れない 私達、 これから 甲府 まで 

落ちて 行く の に  いえ、 落つ く 先 々も 金が 賴 りで ござ 

います。 どうぞ、 それば かり は —— 。 (と 、懐中に 手,^ 入 


れ i うとす ろ) 

久太 え、、 仕 太い 眞似 をし ゃァ がるな、 一旦 こっちへ 卷 

き 上げた 此金 を， 手前 達に 素直に 返して 如何なる もの だ。 

甲 州 街道、 中 仙 道、 行く先々 を 股に かけて、 銀 蠅の久 太 

きな  >  . 

とい ふ 縛 名 通りの 巾着切り、 胡麻の 蠅の その 中で、 ャレ 

兄ィ の、 銀蠅 のと、 よばれる だけ、 ちっと は 面の 光った 

方 だ。 四の 五の 拔 かすと 承知し ね えぞ。 

お 千代 では、 あの、 お前 は  。 (と、 呆れる) 

久太 どうだい？ また 惚れ 直す 氣 はねえ か。 

淸七 え > -ッ、 いま/ \ しい、 只 此の儘で は —— 。(と、 久 

太 LL 組み か、 ろ) 

久太 ij,- 意氣 な眞似 をし や ァ が る な。 

あ 11 げ 

(と、 二人 は 足蹴に されろ。 辻堂の 中から 次^ 吉が扉 

.^簡 け： うとした 氣 勢に、 久太は 慌て V 冷笑.^ 殘 した 

ま.， -  一 ^に 上手 へ 入ろ。) 

(淸 七と お 千代の 二人 は、 抱き合つ たま、 て 暫く 途方 

に^れろ。) 

お 千代 淸 七さん 如何し ようく。 (と、 男の 膝に 泣告崩 

れる) 

fiS 七 一 一人と も 旅 馴れない 上に、 持った 金 を 殘らず if はれ 

て 了って は、 木 か ら 落された 猿 も 同： 採で 、 思案 の しょう 

もありません。 
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お 千代 これ も 親 を 欺した 罰 か。 

淸七 御主 筋のお 前 P を、 -喊 かして 連れ出した —— これが 

罪科に 違 ひない。 

お 千代 これ 淸 七さん リ 

淸七 お 千代 さま。 

お 千代 お前に 此の 上 ど ん ない \ 思案が あるか 知らない 

が、 わたし や 寧 そ 死んで 了 ひたい。 

淸七 飛んだ こと を 11 それで は 親御へ 猶更 不孝、 法 して 

そんな 短氣を 起し て 下さい ますな。 

お 千代 と、 云って 何 處に身 り賴 りが あるで はなし。 (間) 

お前 は、 今と なって、 わしと 一緒に 死ぬ のが 厭に なった 

のか。 

淸七 い- 1 え、 夢更然 うではありません が、 處も あらう に 

甲 州路の こんな 山奥まで 連れ込んで、 一 一人で 情死した と 

あって は、 親御の 嘆きが、 思 ひ 遣られます。 

お 千代 と 云って 他に い \ 思案が あるで はなし， わたし や 

わ 5. みの お i-s-TS 

此上、 惡漢ゃ 狼の 餌食になる のが 適 怖ろ しい。 それでお 

前と 一 思 ひに 死んで 了 ひたい。 (と、 お 千代、 劇しく 泣き 

鎚ろ) 

七 わかりました、 わかりました。 (と、 1 めながら 決心 

の 思 入れあって) お前 さまが、 それほど 心 を 決めて おい 

でな さるなら、 すんでの 事に あの 時江戶 で、 大 川へ 投， け 


込んだ 二人の 生命 11 。 

お 千代 死んだ 姿 を 親の E にかけ ない のが、 思ひ樣 では 不 

孝の 孝、 わたし や 他に 思 ひ殘す こと はない。 

淸七 それで は、 一思 ひに 此崖 から 11 (と、 物凄い 311H 下 

, ^見下ろし) さ、 お 千代 さま、 目をつぶって、 しっかり 

と 私に 联 付いて お出でなさい まし。 あの世へ 行っても 必 

ず 一 っぢ や。 

お 千代 その 一 言が、 わしに は 何より 嬉しい。 さ、 口て つ。 

淸七 まあ、 せめて 落つ いて 唱名 を —— 南無！： 彌 陀怫。 

お 千代 南無 阿彌 陀佛。 

(と、 二人が 抱きへ II つて 口の 內 LiBDa 名ん 繰り返した 味、 

次^吉は素^^く後に廻ってね飞、 彼等.，^ 抱 止めろ。) 

のち 

次郎吉 お つ と 待つ た。 串談ぢ やねえ、 然ぅ 容易く 生命 を 

棄て k 如何なる もの だ。 ま、 お待ちな せえ。 

ぃさュ り 

(と、 突如 後ろへ 二人 1^ 引き もどす。) 

淸七 や、 や、 お前 はやつ ばり あの 旅のお 方 11 。 

さつ S 

お 千代 それで は、 あの、 先刻から 11 0 

次郎吉 お、 殘ら ずお 堂で 開いて ゐ ました。 が、 何も そん 

なに 氣を 狭く 持ちな さる こと はねえ、 高が 金 包を収 られ 

た 位で、 死ぬ の 生きる のと は 狂氣の 沙汰 だ。 まあ、 氣を 

落ち 付け ておいで なせ え。 

淸七 と、 云って、 二れ とい ふ當て もない ので II 。 
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お 千代 を 極めた もので ございます。 どうぞお 情けに 

見遁 して 殺ろ して 下さい まし。 

次郎吉 m 談 云つ ちゃ ァ 不可ね ぇぜ。 俺 も江戶 ツ子 だ。 僅 

かの 金で 人 問 二人 を兑 殺しに する 譯 にや 行かね え。 ー體 

その 金子 は 幾らば かり 持って 居な すつ たんだ。 

ひつ 《 か 

お 千代 恰度 小判で 五十 兩、 虎の子の やうに して 匹 田 鹿の 

子の 服紗 にく るんで ありました。 

なに 五； f. 兩？ 

それ もお 店から、 謹り なしの 拜 借金で ございます。 

.i¥ ^士" は. >- >- >1、 なにも、 そこまで 云 ふに ゃ當ら ねえ。 

あっち 

(問) ぢゃァ 斯うし ませう、 その 五十 雨の 金 を 俺が、 今、 

融通して あげやせ う。 

七 え、 では、 五十 兩と いふ 大金 を！ 

お 千代 見ず知らずの わたくし 達に？ 

次^ 小：：： なァ に、 金 は 天下の 廻り もの だ。 見ず知らず でも 

他人で も、 苦しんで ゐる 味に 變り はねえ。 これが 親類 緣 

^li^だって、 まともの 板 性 を 持って ゐ なけり ゃァ、 錢 一文 

だって 逍 りゃァ しねえ、 つむじの 曲った おれが 极性、 死 

んだ金 を 蔵から 出して、 生かして 費 ふの が道樂 なんだ。 

(と、 懐中から 取 出して 與 へる〕 

淸七 え、 では 此のお 金 を 下さる とお 仰い ます か。 

(と、 二人 は^,^ 見合せ て 驚く。) 


次^ 吉 何も そんなに 驚く こと はねえ、 五十 兩玆 にある か 

ら此 のま  持って おいでな せえ。 

お 千代 何とお 禮を 申して い \ やら、 まるで 夢の やうで ご 

ざ い ます。 

淸七 地獄で 佛と 申します が、 旦那 樣は 私共の 命の 親で ご 

ざいます。 江戸のお 方と お見受け 申します が、 どうぞ 御 

住所 御 姓名 を、 お聞かせ なすって 下さい まし。 

あ * ま 

次郞古 ぉッ と、 そいつ は 謝罪ら う、 なんにも 云 はずに 路 

用 に 費つ てお 吳ん なせえ。 その代り 一 一人と も隨 分身 體を 

大切に して、 親御に 泣き を 見せね え やうに、 な。 

淸七 有難う ぞんじます。 御意 兑 はきつ と 守ります。 

お 千代 死んでも 此の 御 恩 は 忘れ ませぬ。 

次^ 吉 なにも そんなに 恩に 被な さる こと はねえ。 今 も 云 

ふ 通り 金 は 世界 の 融通 だ 、 それ は然 うと かた られた 金 包 

の 中に ゃァ 何とな に を 入れて 置きな すった？ 

お 千代 五十 雨のお 金の 外に、 下り 藤の 紋の ついた 手鏡と、 

肌身離さず 持って ゐた水 天 宮樣の お 守と 11 。 

次郎吉 山の 道中に 水 天宫樣 のお 守 は 入らな か つ たらう 

こ、 i  \  XO 

お 千代 あの、 それに —— 。 

次郎吉 魔よ けの もので も 入れて 置きな すった のか。 

お 千代 い チズ」、 あの i 1 (と、 思 入れ) 淸 七と いふ 男 か 
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らお 千代と いふ 女に 宛てた、 起請が 1 枚 入れて ありまし 

た- 

次郞吉 それ ァ 出来過ぎた 話 だが、 その 文句 は、 どんな 事 

を 書いて 置きな すった？ 

淸七 さあ、 それ は、 あの 11 。 

次 「恥吉 まあ. 用が あるから 野暮な 事 を 聞いて ゐ るんだ。 

そ の 起請の 文句 を隱 さず に 聞か せ て 下せ え。 

お 千代 それ は、 あの、 ，—— 此の 樣に 書いて ありました。 

一筆、 一旦 言 ひか はし 候お 前樣と は、 何なる 義理に 迫り 

候と も、 夫婦になる かさなく ば 生死 をと もん \ にいた し 

申すべく、 神々 樣を誓 ひに 立て、 夢更 偽り は 申す まじく 

  0 

次^ 吉 ぉッ と、 それで 何も 斯も 腹に 入った。 俺 はこれ か 

ら 一 番小戾 りして、 あの 胡麻の 蠅に追 ひ 付かな くち ゃァ 

ならね え。 

淸七 では、 これが お別れで ございま すか。 

お 千代 ぉ名殘 惜しう 思 はれます。 

(と、 暮 六- ソの逮 い、 鐘が 聞え て來 る。) 

次^ 古 お \ 11 もう 暮六 つか。 詰り 詰まった 冬の 日に、 

これから 先き の 長い 旅、 二人の 衆、 おさらば だ。 

(と、 次 節吉は 氣，^ 替 へて 上手へ 一散に 入る。 二人 は 

思 入あって 見送る。 鐘 寂しく 鳴リ絞 告、 蹈 かな 時雨の 


5 

—— 幕 11 

！&ニ  i3S| 八 王子の 德 利龜屋 

小佛 から 四 里 二十 六 町 ほど 小 I 拔リし た 八 王子の 旅籠 

屋、 德利 龜屋の 店先。 

下手 ニ牧 障子、 德利， か 一 筆 書きの 繪 にして 龜屋 とい ふ 

暖簾の 看板ても ろ。  - 

舞 臺は廣 い 店先の 土間て、 上手 は 上 框£リ 幅 揚、 モ、、 

-し 番頭 與九郎 が 何 か 親り に 勘定. ^したり、 幅 面，^ わら 

ためて ねろ。 - ての 奧の 方に 二階へ 通ず ろ 階 子 段が 早 7、、 

上リ 下りが 出來 る。 

上手 は 可成 リ廣ぃ 座敷。 階 子 の S から、 下座 敷へ 行 

く 廊下が もろ 心" (出入〕 

上リ框 の奧、 i き邊 に 黑 光りの すろ 大きな 角柱、 それ 

から 下手へ 寄 V て 緣臺の 如 さ 長方形の 腰掛、 これ は 旅 

ち-つじ- 2 

人の 中 食， 小す ろ 者 や、 一杯 吞の 客の かけろ に備 へても 

ろ。 平面， 奥 は繩暖 旗て、 風呂場 ゃ臺所 LL 通ず ろ 入口に 

なり 居る。 

下手 寄りに 土間，^ 切った 大圍 爐裡、 a 在 鍵て 鐵瓶， ^さ 

げ寒 氣ん、 凌ぐ 爲め LL 常に 焚火.^ 絕 やさな い。 一穴 井の 中 
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定 番 
十 居 頭 


央 Li 八 問 (掛 行燈) .^ほ し、 人 ：3 の廣く 取った 土間 1 午 

g; マ やうに しても ろ。 

森 わくと、 ^掛に は 横 山 宿の 權 六と いふ 髯 面の 馬方が 

IS あ ふって ねろ。 

|,_ ーリ U 

の 前 に は、 定 i と 呼ばれ て -Q ろ 定 十が 焚火，^ し 

ながら 店 带，^ してね る 心て、 權 六と 話して ゐる。 

六 それ ぢ ゃァ定 爺、 お前 はもう 餘 程い.^ 年 だな。 

と？、 

十 然 うよ、 もう 疾に 死んでも い、 年 だよ。 

六 * 談 云つ ちゃ ァ 不可ね え。 人間 幾つに なった つて、 

死んで い、 年と 云 ふ ことがある ものけ えな。 

定十 だが、 も-つ、 つくぐ 浮世に も あきたからの。 (と 

笑 ひながら.^,^ 焚 ふ、 かさ 立てろ) 

槭 六 は.^ あ、 それで、 お；！、 こんげ な 25 で 往生す る氣に 

なった のた な。 

定十 まあ、 まあ、 そんな もんだ。 俺が むかし 辨 町の 中 村 

座に 木戶 番をし て ゐた 時分、 K 戶 の千兩 者が 謠 つ た 唄 

の 文句に 「渡り くらべ て 世の中 見れば 阿波の 鳴 尸 の 波が 

しら」 と、 いふの が 如何した 拍子 か 莫迦に 若い もの  >1 血 

を 湧かしての、 つい 口.：^ においら も； }i つた もんだ が、 渡 

りくら ベて 見り ゃァ、 浮世の 浪の 荒い とこより は、 結句 

山の 方が 御所 樂 でい  > "からの。 


權六 だが な 爺さん、 お前の やうに 若い 時分 繁華な 所で 暮 

らした ものが、 よくも は あ、 此麼 ところで 老い 朽ちる 氣 

になった もの だんべ えと 思 ふよ。 (間) どう だ、 一 ベい 飮 

まねえ か。 

定十 い k や、 俺 や 酒 は 禁物 だ。 

權六 如何して V. 

定十 何して ッ てこと もね えが、 それば かり は眞平 御免 

、- *  J0 

權六 寒い 一 1 へ 来て、 酒で も飮 まなき や 凌ぎ 切れめ えに な。 

定十 だが 俺ァ 心願が あつ て ！ 滴 もやら ねえの だ。 第 一 酒 

は 苦くて 不可ね え。 

權ナ、 然 うかな 11 (と、 德 利，^ 报リ ながら) おや、 こいつ 

は 不可ね え- おい、 誰かもう 一本つ けて 吳れ ねえ か。 

(と、 番頭 與九^ は 始めて 氣 がつ いた 樣に 親.^ あげる。) 

へ —— い。 おい、 お 松 どん、 おきく どん、 —— 誰か 

ねえ か。 

なァに 番頭さん、 俺が 燜を つけて 遣る からい、 よ。 

(と、 立って 繩 暖簾へ 人ろ) 

番頭 宵の口から 始末に 負へ ない 女 共 だ。 (と、 眩き つ、〕 

どうも 相濟 みません。 

權六 定爺 もい \ が、 矢張り 酒 は、 どんな 阿 魔 ツ子で も 阿 

魔ッ 子 に 世 話し て 貰った 方が 飲める だからな。 番頭さん。 
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定十 番頭さん、 今夜 はもう 遲 いお 客 はなさ、 うだから、 

そろ/ \\ 店の しまり をす ベ え か の 。 

權六 フム、 もう そんな 刻限 かな あ。 

番頭 いえ、 まだ 刻 K は 早う ございま すが、 物 騷な話 を 聞 

くと 氣 味が 惡 うい 」 ざ い ます。 

攉六 なァ に、 そんげ な 弱い 事で 旅籠 渡世が 出来る もんで 

ねえ、 胡麻の 蠅 はさて 置いて、 どんな 惡黨が やって来た 

から ッて、 橫山 宿の 權 六が、 滞りながら、 店に IW 張って 

ゐる問 は 心配し なさる こと はね えぞ。 (と、 額リに 酒,^ 煽 

ろ。) 

(そ、、 へ 工面 繩暖游 の 出入から、 娘のお しま (十八 歲) 

趨 1^ はづ しながら 出る。) 

おしま おや、 權 六さん、 大 相な 御機嫌です ことね え。 

權六 ィ ヨウ、 おしま 坊か、 お前さん はまた 何時 見ても 別 

鑌 だな あ。 髯 むしゃの 權六 も、 お前の 顔 を 一 ：：： でも ま 

ねえ ぢゃ 歸れ ねえ だから 困った もんだ て。 

おしま あら、 冷 かすの は 止して 下さいよ。 それ は然 うと 

權 六さん、 お前 今夜 はお 泊り か い？ 

權六 おしま さんが 泊れ と 云 ふなら、 にた、 き 出されて 

も 泊って 行きて えな あ。 

おしま ぉ談 はおいて、 此の 寒空に、 裏口で お 馬が ひい ひ 

い 云って ゐ ますから さ。 


へ >1  、、 御尤も さまで  0 

(德 利に 酒，^ つめて 出て 來リ) え、 なんだ ッて？ 

ぉッ と、 聞え たか、 は、 \> -。 あやまり だ、 あやま 

り だ。 また ifj? に 江戸 の 芝居の 話で も かして 貰 ふ ベ えよ 。 

定十 な あに、 それに や 及ばね え。 

權六 は. 1\.1、 これ は大 しくじり だ。 だが な定 爺、 此の 

八 王子の 德 利龜屋 にや ァ、 ぉュ 冊の やうな 店 被が ゐ るか ら、 

胡麻の 蠅 一 疋 やつ て來 やしね え、 本統 にお 客樣が 安心 だ 

と、 お 關所を 越えて 甲府の 先き まで 響いて ゐ るだァ よ。 

定十 そんな 胡麻 は S きたくね えの。 

攉六 い 本 胡麻， ぢ や ァ ねえ 、此 頃の 街道 の 評判 のよ くね 

え 事と 云ったら 11 やれ、 曰 野宿で 枕 さがしが あつたの、 

やれ 小佛 で 追 ひ剝が 出た の なん ざ ァ お茶の 子 だ 。 府中 か 

ら 先き へ 來 ちゃ ァ 旅 龍 へつ い ても迂 潮に 居睡り も 出來ね 

えとい ふ 評判 だからな。 

ぶつ さう うは さ 

S そんな 物騒な 評判が 立つ と、 ほんと、 つに 街道 筋は淋 

れる ばかりで 闲り ものです よ。 

定十 (燜の a; 合^ 见て) さあ、 ちい ッと是 はっき 過ぎた 

かもしれ ねえが， - 

攛山ハ や、 これ は 有難て え、 (と、 あつい のん 二 杯欽ん て) 

キ ュ ー ッと 腸に 5 俊み 込む やうな 熱燜 だ。 酒砍 みは これで 

なくち ゃァ 嬉しく ねえ だ。 
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權六 違えね え、 俺ば かり い トむ 持に なつ て 酒 を 喰つ てゐ 

や らラ  すつ か り 

ちゃ 今日様に 濟 まねえ。 愛馬の こと を 全然 忘れて ゐた— 

—(と、 立上り) おしまさん、 お前の やうな 愛 11 者の 親切 

な！？？ 板 娘が あるから、 此の 鼴 ぼ 紫、 301 す るんだ よ。 

おしま あら、 .臉 なを ぢ さん。 (と。 取られた 手，^ 拂ふ) 

權六 なん ぼ 八 王子 小町 だから ッ て、 默 なを ぢ さん は御挨 

一な。 あま ッ， H  >1 0 

(と、 r*,c め ふ 、ながら 繩暖 旅から ー3^  口 へ 入 つ て 行く。) 

お. f- あれ だから 酒飲み はだら しがね え。 

おしま でも 爺 や、 横 山 宿の 權 六さん は、 顏の 割に はほん 

1>* うにん 

とうに 上人 だよ。 

お 十 あれが また、 顔の 割に 上人で なかったら 飛んだ こと 

だ。 

(と、 愛想 もな く- -:s 、ひ 放って Igwtl^ ふかして ねる。 此 

昨、 外に人の來た：5^|カがすろ。) • 

おしま あ、 お $s の や うだね。 

定十 へ ほ； レん、 ^けて〕  さあ、 どうぞ こちらへ  0 

客の 御免よ。 

(と、 叙 蠅の久 太と a 小^ 次 邵吉が 旅 連れの 商人 風て 

入って 來 る。) 

おしま 入ら ッ しゃい まし。 

S へい、 入ら ッ しゃい まし。 お 早い おつきさまで —— 0 


次 f"  二人連れ だが 御 厄介に なられます か。 

Is 頭 へ い、 畏まりました。 一 I 女中 達 は 如何し たんだな。 

おまつさん、 ぉ客樣 だよ。 

(と、 おまつと 呼ばれた 山出しの 女中が、 上手の 下座 

敷から 出て 來る。 ) 

おまつ 入ら ッ しゃい まし〕 あの、 奥の 六疊 にし ませう ね。 

番頭さん U 

番頭 いや、 それより もお 二階の 八疊の 方が 廣く てい \ た 

らう。 

定十 どれ、 俺が お濯ぎ を 持 つて 來て や る ベ え か 。(と、 墓 

へ 入 る。) 

次邵吉 いや。 構 はないで 下さい。 どんな 處 でも、 雨露 さ 

へ 凌げれば 私達 は 結構 だ。 

久太 おいく、 幾ら 旅 馴れね えから と 云って 旅籠へ つい 

て まで そんな に 遠慮 をす る 奴が ある も のかな。 

来 S 頭 左樣 でございます とも、 ではお まつ どん、 お 二 gS へ 

御 案内 を。 

おまつ へ ー い、 (と、 長く 引いた 返事 1^ して) —— お 荷物 

はわ しらが 持つ てま ゐ ります ベ え。 

(と、 おまつ は 先き に 二階へ あがる。) 

おしま お 序でにお 風呂 は 如何で ございます。 そのうち 御 

々飯のお 支度 を い たします から 11 。 
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< 八 太 そいつ は 有難え な。 どうだい 同行、 おぬし は 入らね 

え か。 

次郞吉 どうぞ、 お前さん からお 先き へお 入りな すって 下 

さい。 

久， K ぢ ゃァ、 古い やつ だが 湯の 辭儀は 水になる とい ふか 

ら 御免よ。 (と、 おしま に 向 ひ) ねえさん. 濟 まねえ が 風 

呂場 は何處 だい。 

おしま どうぞ 此方へ 入ら ッ しゃい まし。 

(と、 繩 暖簾の 奧 へ案內 すろ。 入れ違 ひ Li 定 十が 濯 ざ 

湯ん 、持って来る C) 

定十 さあ、 >  J れ で 足 を お 洗 ひ な せ え。 (間) こちらのお 客 

樣 はお 湯へ 入ら ッし やらね え か 。 

次那吉 私 は 一 寸 風邪 加減 だから 止し ませう。 江戶を 出る 

時お 袋が それ を氣 にかけ て、 吳々 氣を つ け ろと 云 はれて 

まゐ りました のさ。 

定十 それ ぢゃ 止しな さるが い X。 まあ 此方へ 來て 少しお 

あった まりなせ え。 

(と、 圍爐裡 へ 焚 木ん. - 投げ込みながら いふ。) 

.^s^fn へい、 有難う 存じます 。寒い 方へ 旅に 出て は 何よ 

り 焚火が 馳走 で ノ  /さ い ますよ 。 

定十 さあず ッと 此方へ お 寄ん なせえ。 

次^ 吉 御免下さい。 (と、 火に 袖， か爵 しながら) さっき 日 


野宿 の 出はづ れ で パ ラ くと 奠 まじ りの 時雨に 會 ひまし 

■ てな、 すっかり 身體が 冷え切って 了 ひました。 

あった 

定十 まあ、 よくお 温まりな せえ な。 (閬) ぉ客樣 はま だお 

若え やう だ が、 感心 に 親孝行 だな あ。 

次郞吉 え？ 

定十 親御さん の 言葉が、 旅へ 出ても 耳の 底に 殘 つて ゐる 

だけ 當節 のお 若い 方に や 珍ら しいよ。 お前さん の やうな、 

實 直な 孝行な 子 を もちな す つ た 親御 樣は お 幸せ だ。 

次^ 吉 ハ、、 、(と、 鸫く 誤魔化し 笑 ひ. 漏らしながら) 

お爺さんに そんな 事 を 云 はれる と、 私 はなんだ か耻 かし 

い やうな 氣が し て なり ま せんよ。 

定十 な あに、 然 うでね え、 菊 孝行 は眞 似で も譽 めて やれ 

とい ふお 上から 御 改革の 御 布令が 出た と い ふぢ や ァ ねえ 

か。 當 節の 若い 奴等 は 七六ケ 敷し さうな 御託 を つ き や ァ 

* とも 

がるが 、 眞實の 人間ら し い 心 持 を も つ 奴 はあり やしね え、 

ォ だもの 

皆ん な獸 見て えな もの だ。 それ を 思 ふとお 前さん なん ざ 

感心な こと をい ふよ。 惡 いこと は 云 はねえ から 身 體を大 

切に しなせえ よ。 それが 何より 親に 孝行 だ。 

次^ 杏 ありがたう 存じます。 お 他人 樣の有 仰って 下さる 

お 言葉と は 思 はれません。 

定十 これが 世に いふ、 佛 心の ついた 老 ぼれ ほど. 蒼蠅 いこ 

と を い ふ も の はねえ とい ふ 奴 さ、 耳に 障つ たら 御免な せ 
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えよ。 +<  11 \  、。 

(と、 おまつ 此時 二階から 下 リて來 て 墓所の 方へ 行か 

うとす ろ。 繩暖 旅の 方から、 權六 は？， S もがりの 心て 女 

屮の おさく： i つかまりながら 出て 来ろ。) 

權六 だって、 おきく どん、 お前の やうな 飲 相手が あっち 

ゃァ、 n ハ此儘 はおつ かれね えから な。 

お ふ、 く まあ、 鬼に 角、 ^敷へ 行って また 飮み 直し ませう 

ッ たらさ。 だら しがない ねえ。 

權六 然 うか。 よし、 よし。 (と、 おまつ に 行 ふ、 あた リ) お 

お、 おまつ、 十 村の 口から お前の やうに、 好きな お 客の 座 

敷へば かりへ バリ 付いて ゐ ちゃ ァ 駄目 ぢゃ ァ ねえ か。 

(と、 ^態.^ もら はして 云 ふ) 

おまつ わしら は、 ぉ客樣 でい そがし いんだよ。 

(と、. 描 六. ^押し 除け て 塞 所の 方へ 人る。) 

權六 へん、 厭に ッン くして やが る。 

ぉ告く そんな こと を 云って 管 を 捲いて ゐ るから、 女の子 

に她 はれ るんだ よ。 さ、 早くお いで ッ たら。 

^六 あいよ、 御免よ、 ぁッ は乂. -、。 

(と、 上手の 下座 敷へ、 お ふ、 く權六 入ろ。) 

次. g.f" 大した 8 上 一.^ でございますな。 世の中が あんな 

風に， 1^ られ たら、 嘸 一 氣樂で 面白う ございませ うねえ。 

定十 馬方 なんても の は 皆ん な あんな もの さ。 晝 のうち は 


牛 か 馬の やう に 働いて、 夜に なれば 酒で お の が 命 を 吹き 

返す の だからの。 

(と、 おしまが 繩 暖簾から 颜.^ 出す J 

おしま あの、 お 客樣、 御酒 をお つけいた しませう か。 

次^ 吉 然 うです ねえ、 連れの 男 もい ける 口ら しいから、 

お膳の 上へ 一 本つ けて 下さい。 

おしま 畏まりました。 (と、 顏 かくれる) 

定十 だが、 ぉ客樣 え、 あんまりお 若え うちから 深酒 をな 

すつ ちゃ 不可ません ぜ。 それが 癖になって、 終 ひに や 飛 

んだ 間違え を 仕出来す ことがあります からな" 喜び も 酒、 

あっし 

泣き も 酒、 俺なん ざ、 その 酒の 爲 めに 云 は r 一生 を 棒に 

振って 了つ たんで さあ。 

次^ 古 お爺さん は、 江戸の 生れで ございませ うねえ。 

定十 扇の 的 ぢゃァ ねえが、 一 本 矢で 當 てられ ましたよ。 

今 ぢゃァ 甲 州 街道で こんな 山猿 同 樣な暮 し をして ゐ るが 

これで も #：! は. I -。 

次 吉 昔 は ii いろ/ \. な ことがあり ませう ねえ。 

定十 な あに、 したみ 酒で 頗ぺた をた \ いた、 ホン ノ江戶 

つらよ tj 

ツ子の 面汚しで さあ。 は \>-> -。 

次 I 郎吉 串 談ばッ かり 有 仰い ます。 

(と、 銀 蠅の久 太、 風呂 上りの 心て 大立 の 榲袍に 着 

11 へて 出て 來 る。) 
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久太 お、 同行 はま だ 此處に 居な すった のか。 

次 r 卧古 焚火で^^內を溫めながら、 旅へ來て昔の江戶の話 

でも 聞かう と 思つ てゐ ましたの さ。 

久太 成程 爺さん は 江戸の 者ら しいね え。 

(と、 此の 時お i つが 膳.^  二階へ 運ぶ。〕 

次^ 吉 あれ、 お膳が 出た やうです よ。 丹波昆 さん、 お前 

さん は 行ける 口ら しいから 一杯 引ッ かけて、 ほんとうの 

身内から ぉ溫 まりな さるが い、。 

久. K 役者が ぃ&と 見えて、 よくお 先き へ 使 はれる 奴 さね 

え. ギヤ ァ 待って 居る よ。 

(と、 ズ太は 先 i- 、へ 二階へ あがろ。) 

定十 時に、 ぉ客樣 え、 江戸 は どちらのお 住居で 御座いま 

十" 

次^ 吉 江戶 かね 11 江 戶は神 田の 三 河 町 だ。 

定十 神 田の 三 河 町？ へえ ー、 それで 御 商 寶は何 をな す 

つて 入つ しゃい ますな。 

次郎吉 商賣 かね 11 商寶は 11 織物 蔑 だ" 吳服 iis. たよ。 

堅く はして ゐ るが、 ほんの 小さな 新 店で ございます。 

(と、 少しく 狼 55 の氣味 合) 

定十 へえ ー 然ぅ でございます かねえ" 

次郎吉 可笑しな こと を 云 ふぢ ゃァ ないか。 それに 違え は 

あり ァ しない。 (と、 や、 ムキ に なろ。〕 


定十 い \ え 、そんな 積り で 申した の ぢゃァ ございません。 

あの 貧乏人ば かりが 巢 を^って ゐた神 田の 三 河 町に 11 

すると 江戶 は、 大した 開け 樣で V /さ い ますね え。 

次那吉 それ ァ、 江戸 は、 開けた が、 ィャ、 こッ ちの 渡世 

は ケチな もの さ、 實は隱 さう と 思った が、 吳服 店と 云つ 

たの は 名ば かりで、 その 资 貧乏人 相手の 古着 展 です よ。 

定十 へい、 然ぅ でございます か" 

次郞吉 フム、 飛んだ 旅籠 屋 のお 白洲に 坐り込んで 了った 

も/〕 だ。 \  \  \  0 

定十 いや、 f り、 葉 掘り、 失禮な こと を 伺って 相濟み 

ませんで した。 これと いふの も、 つい 生れ 故鄉の 江戸が 

戀し いもので すからの。 

次郎吉 それ は 御尤もで すよ。 

(と、 此時幀 揚の番 マ M がいきな リ 話しかける。) 

番頭 お 話中 を 甚だ 失禮 です が、 お 客樣は 今日は どちらの 

方から お出 ましで- >  J ざ いました。 

次^ 吉 私 かね、 私 は、 府中の 方から 來 ましたよ。 それで、 

. 明日 は身延 山の 方へ 行く つもりで すがね 11 。 

S お 速れ 樣は 江戶 からの 御 同伴 で 入ら つ しゃいます 

力 

次郎吉 い、 え、 然 うぢゃありません。 下 高 井戸から 上石 

原に か、 らうと する 11 あの それ、 道 はづれ の處で 連れ 
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になつ たんです よ。 

番頭 おや、 左 si^ で 入ら ッ しゃいます か。 では、 お 後で 御 

一 緒に お を どうぞ 11 。 

次耶吉 承知し ました。 あの人 は、 なんでも 深 川の 木場 だ 

とか 云って ゐ ましたが。 

定十 それ ぢゃァ 甲： W あたりへ、 木材の 仕入れに でも 行く 

のでせ うが、 なにしろお 客；. 枕 方の やうに、 旅から 旅へ と 

歩い てゐ たら、 i ー氣散 じな ことがあり ませう ねえ。 

次^ 古 な あに、 他で 見る ほど 樂 しみな もの ぢゃァ ありま 

せんよ。 11 帮 頭さん、 {ぬ 帳 は 後で 二階へ やって 置いて 

下さい。 二人で 一緒に 書きつ けて 廣 きます から。 

00 へい、 どうぞよ ろしく。 

(と、 带 IS は 帳場の 5 ^り.^; t 付けて、 その 儘、 上手 奧 

へ 入る。) 

お 十 お 客 樣、 お？， I まり になつ たら、 ュ- ろ くお 二階へ 入 

らッ しゃって は 如何 で ノ  J ざ い ます。 それ にお 連樣も お 待 

ち？. おでせ うからね 11 。 

^^^u いや、 旅 は 造 づれ世 は 情、 話 相手がない ので 仕樣 

事な しに 近づきに はなった もの X、 寶は、 お前さんの 方 

が江戶 前で 話しが 合 ふよ。 

(と、 二人 さ リ になって、 B 然に 親しみの ある 調子 に 

なる。) 


定十 お 客樣 え、 お前さん も 只 の 鼠ぢ や ァ あり ま せんね え。 

次郎吉 え！ 

定十 なに さ、 お 若え に 似合 はねえ 御 苦勞人 だとい ふこと 

さ 0 

とづ 

次郎吉 おい 父さん、 若い者 だと 思って 冷 かしち や 不可ね 

え。 (と、 がら リと 調子,. 崩して 笑 ひながら) お &s こそ 

隅 へ は 置け ねえ 代物 だが、 餘ッ 程 前に 江 戶を賫 りなす つ 

たの かい。 

定十 然 うよな あ、 もう 彼是 十 年 あまりに もなら うかの。 

次 1^亩 それで、 もう、 一生 江戶へ は歸ら ねえつ もりで 居 

なさる のかい。 

定十 此の 年に な つて、 何の コケ 未練に 娑婆 ッ 氣を 出し ま 

す もの かい。 だが、 こんな 處へ 埋もれても、 朝に 晚に思 

ひ 出す の は 只った 一 人の 枠の こと だ 11 今でも 此の世に 

生きて ゐれァ 、 寛 政 七 年の 生れ だから 恰度お 客樣 位に や 

ァなり ませうな。 

次^ 吉 すると 今年、 三十 二に なりな さるんだ ねえ！ へ 

b つ ご  一 C- 

1 え、 不思議な こと も ある もの だ。 して 何時頃 別れな す 

つたの だ。 

定十 別れた の はま だ 蔬の上 だが、 その 枠を棄 てるまでに 

や ァ いろくな 纖悔が あり ますの さ。 

次郎吉 ギヤ ァ棄兒 をな すった のか" ふ-む。 
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(と、 次 一郎 吉は 何物に か 打 たれた 如く、 腕.^ 組み 片唾 

^吞 んて定 十の 額 凝視す ろ。) 

定十 なんの、 人の 親と して 子の 可愛い のに 變り はねえ が 

如何した 事に かま だ 生 若え 時分から 酒が 好きで、 一杯 入 

ると 氣が變 り、 博 突 は ござれ、 女 は. ござれ、 人の 道は橫 

道と 放蕩に 身 を 持ち崩し、 押が り、 ゆすり、 厭がらせ、 

ほんに 思へば 人の 物 を、 斷ら ずに E ら ねえば かり。 揚句 

の 果てが 義理の 惡ぃ、 他の 女と 出來 合って、 出來た 餓鬼 

が 子年の 生れ、 しかも に 宿った 其 時 を、 繰って 見れば 

廣 申の、 時も寢 夜中 子 時の 九ッ、 ぁ上仃 先き 碌な 事 は あ 

るまい と、 女 は それ を 苦に 病んで、 生み落し たのが また 

或る 夜の 子の時、 九ッ 半に は 血 を あげ て 死ん で 行 つ たは 

まだし も 極樂、 後 は 地獄の 世話 場つ V き、 ガンドウ 返し 

に 蓮が 惡く、 迚も 我 手で 育て \ は、 血に 染 つて 赤くなる 

V や-つろ 

とも 正路の 人に はなる めえ と、 無慈悲の 慈悲で 棄兒 をし 

ました。 が、 ぉ客樣 え、 惡 いこと は出來 ねえ もの さねえ。 

次那吉 成程な、 聞く も 涙の 霞悔 話、 父さんの 枠に  一 0 會 

はせ て、 今の 仔細 を 聞かして やりてえ が、 その 棄兒に 何 

か見覺 えの 證據 でもつ けて 置きな す つた かえ。 

定十 證據と 云 ふの は、 帝 釋天樣 のお 守と、 生れた 時の 縢 

のモ がき 

緒 書、 淺 草の 住人 定十枠 次 銘吉と 記して K きました 害。 

次郎吉 え、 次郎 吉？ 


定十 ぉ客樣 のお 知合に、 若し やそん な 名の 野郎が、 あり 

やしませんでした かの。 

次郞吉 次郞吉 とい ふ 名 は 世間に 幾ら も あるが、 まさか 和 

泉屋 の 次 郞吉ぢ ゃァ あるめえ な- 

定十 和 泉 屋の次 郞吉と 云 ひます と？ 

次郞吉 大名 や 金 持の 有り 餘る藏 の 中 は 荒しても、 貧乏人 

や 弱 い 者に は 黄金 の 花 を 撒き散らす、 常時 義賊と 名の 高 

い 鼠 小僧 次郎吉 さ。 

定十 同じ 賊 でも その やうな 立派な 賊が 枠で 欲しい。 お 客 

樣ぉ 察しな すって 下さい まし。 (と、 思 はず 淚.. ^ 拭く) 

次^ 吉 それ ぢゃァ 父さん、 お前 はそんな 悴を もった の を 

1: ん じつ 

侮み もせず、 眞實然 う 思つ てお いでな さるの か い 。 

へ つ 、ひが. し 

定十 何の、 嘘に 淚を琉 します もの か。 鼈 河岸に 住んで ゐ 

ると は 風の 便りに 聞き ましたが、 もしも それが 佇で あつ 

たら、 よろしく 傳 へて 下さい まし。 

次^ 吉 その 一言 を 聞かせたら、 その 野郎 も、 どんなに 喜 

ぶか 知れ やしね え。 

(と、 感情が 迫って、 二人 は 暗 J^LL 咽び： SS: く。) 

(此の 時 二階の 客 (久 太) がポ 、ンく 柏手. 6 鳴らしな 

がら。) 

久太 おい、 酒 を 持って来い、 酒 を 11 。 

(と、 怒鳴ろ。 娘のお しま、 繩 暖簾から 餌 vs. 出して。) 
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おしま へ ー い 0  ( と、 調子 二く 咎 へろ) 

(と、 おまつが 直ぐ 階 子 K オヤ 下りて 來ろ) 

モば 

おまつ 木統に^な^^だょ、 わしが 傍に ついて £ をして や 

つ てるのに さ。 

おしま なんだ ねえお まつや、 何 を^ 仰った ッ てお 客 樣ぢ 

ゃァ ないかね え" 

おまつ でも 餘 りです もの、 お前 はお 多 福 だから 話せね え 

のなん のかの ッて 11 。 わしゃもう、 あんな 客の 傍へ は 

行き ましね え。 

おしま 仕様のない 女 だね え。 

久太 おいく、 どうしたんだ。 (と、 再び 喚ぶ) 

おしま へ， -ぃ。 

(と、 おまつ は 所へ 入ろ。 おしま は 仕方なく  二階へ 铫 

子，^ 述んて 行かう とする。 次耶士 ：； は 之.^ 呼. ひ 止める。) 

次^. f:" もし、 もし、 ねえさん、 そのお 跳 子 はわた しが 持 

つて ッ てあげ ませう。 

おしま だッ てお-客 樣、 あなたに 持つ て 行つ て 頂いて は… 

…… 。 (と、 ^路 する) 

次^ 古 な あに、 そんな f お 慮 は 入りません よ。 酒癖の 善く 

ない Sf: ですから、 まァ 私に まかせて きな さるが い、。 

定十 此の お客様 だ つ て 御 一 絡に 召し 上 るんだら、 つから、 

然うして 頂く 方が ようがす ベえ よ。 (と、 傍から：： r,^ 添 へ 


て やろ) 

おしま では、 濟 みません が、 ぉ賴み 申します。 (と、 德利 

. ^次^ 吉 に 波す) 

次邵吉 なんの、 お 易い 御 W だ。 (と、 立上り) ぢゃァ 父 

さん！ 

定十 え？ (と、 思 はず 額， cjv 見上げる) 

次 ^古 なに さ、 お蔭で 身內が ぼかく して 來 ましたと 云 

ふこと さ。 (と、 此の 昨 ま；！ 二階て 手^ 鳴らす のて) え 

え、 うるせ え 讓蛸4？ だ。 

(と、 次^ 古 は 二人，^ 見て 笑 ひながら 二階へ 上って ゆ 

く。 おしま は 好いたら しく 见送リ ながら 0 

おしま ねえ 爺 や、 おなじお 泊り のお 客樣 でも、 いろく 

なお 方が ある わね え。 

お 十 全くで ございま すよ。 だが、 一 々それ を氣 にして ゐ 

たら 旅：： 龍屋稼 菜 は 出来ません よ。 

おしま (茫 乎と 思 入れ, つ J/- けながら) でも、 あんな、 

江戸のお 客樣は …… C 

定十 飛、 飛んでも ねえ こと だ。 おしまさん、 ませた やう 

, ， ，  _r はべ 

でもお 前 はま だ おぼこ だ。 表面 は どんな 好い 男で も、 腹 

の 屮は反 にどん な惡 If たか 知れた もの ぢゃァ ねえ。 決 

してく 旅の 若い 客なん そに 惚れち ゃァ 不可 ませ んぜ。 

おしま あら 厭な 定爺 だ、 …… 誰も そんな こと を 云 やしな 
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いのに …… 。 (と、 愧 かしき 樣 子) 

定十 は  >- 、、そ んな ら爺 や も 安心 で ノ /ざ いますが ね。 

(と、 此の 時 夜お が 鳴らして 歩く 鳴子の 音 ffl え、 3 

の 夜は靜 かに. 更けろ。 定十は S! 逸.^ 片付けながら。) 

定十 もう 聞え る ものと 云って は 火の番の 鳴子ば かり、 斯 

う 更けち ゃァぉ 客の こぼれ もあります まい。 (と、 

おろしながら) ョ ォゥ、 寒い/ \ と 思ったら、 到頭 白い 

ものが ちらついて 來 ましたよ。 

おしま まあ、 然 うかい  (と、 心 そ、、 LS めら ざろ 如 i ？、 

氣 のない 返事， やすろ) 

定十 これ、 おしまさん、 何を茫 乎して ゐ るんだ な" さあ、 

と じ ま 

さあ、 »: の 戶緊り を 見て、 今夜 は早寢 にします ベえ よ。 

(と、 おしま は定十 LL 伴 はれて、 殘リ 惜し さう Li 奥へ 

人る。 It 臺 空虚、 吹雪の 中，^ H$l 浩の 鳴子の 昔， たん/ \ 

遠ざかって 啊く 犬の 遠 吹え のみ ゆ。) 

—— (時の 進行.^ 见ぜろ 1^ めに 舞臺. ^暗黑 にして 

直ぐ また 明るく す るが r* し〕  

(竹 くす ろと 此 寂寞.^ 破って、 二階の 座敷て けた、 ま 

しい 物音が 問えて 來 ろ。) 

久太 此の 野郎 は 太え 野郎 だ。 枕 さがしだ、 泥棒た。 


次^ 吉 どッ ちが 枕 さがしだ、 どッ ちが 泥棒 だ。 あべこべ 

な こと をぬ かしゃが るな。 

久太 なに を 11 。 

次郞吉 四の 五の 拔 かすと、 その 頗桁を 鱒き 挫く ぞ。 此の 

胡麻の 蠅の 出來星 野郎め！ 

(と、 二人 は 幸 ひながら、 階 子 段.^ 引 擦る やう に^げ 

サゲ りろ、 互 ひに 禝み 八" つた 揚句、 次^ 古 は夂 太の 利 腕 

, ^いさな リ 逆に 捆 i へて！； i リ もげる。) 

久太 ァ、 痛え！ ひ、 ひ、 人殺し だ！ 

次郎吉 意氣 地の ねえ 事 を ほざく ねえ 11 此の 唐變 木め！ 

(と、 „^ 時 は. その物〉；？ .1 駭 いた 頭與 九郎， ^初め、 

女中 達 泊リ 客 の 男女等大 勢^^合 ふ。 Ac 々 不意 の 騒ぶ、 に 

周 荜狼狠 して 口々 に 「泥 核 だ と- 气」 「人殺し だって。」 

と、 慄へ 且つ 眩きながら、 戎者は 荷物 产 r かハ ざ、 

は、 枕行燈などもって來ろ^^:雜ぉ.^ろべし- 亭主 仁 兵 

衞は 人.^ 摄告 分けて、 .！v^ 士 M の 前に 進み出る。) 

亭主 これ はく、 飛んだ 御 災難で、 何とも * 譯が ござい 

ませ ス。 手前が 此の 龜屋の 主 入 仁 兵衞と 申す 者で， - き い 

ます。 

次 IS 士" お k お前さんが 宿の 御亭、 でか。 いや、 飛ん た 蚤に 

たかられての、 よる 夜中に 人 騒せ をし て^せ 5 な い 譯さ。 

亭主 い、 え、 それ どころ では 御座いません。 が、 どうぞ 


枕旅鮮 a  *29 


權 久 機 


御 紛失 物 をお 調べな すつ て 下さい まし, と、 揉み^,^ し 

つ 膝， す 、める) 

次^ 古 それが の、 耻を 話さな くッ ちゃ 解らない が、 路 W 

の 金 はたった 五十 兩、 譯を 云って 鎖めば 利いて 造らね え 

>  J とも わ え の だが 、 勘忍 の ならね えの は 街道 荒し の 枕 さ 

がし 11 胡麻の 蠅と 睨んだ から は 11 。 

久太 そ、 そんな 事が ある もの か 。 嘘 を つくの にも 程が あ 

らぁ e 

S まあ、 まあ、 默 つて M いて ゐろ。 おい 權 六さん、 そ 

い つ を緊 乎と S み ますよ 。 

^六 大丈夫 だ、 ぉれも：！山^？の權六だ。 俺がっぃてゐる 

から は、 こんな やくざ 野郎に じたばたさせる 事 ぢゃァ ね 

えだ 0 

(と、 lg 六が 久 太，^ 後手に 抑へ てね る。 皆々 ろしく 

^^詞 にて 1^3^ する。) 

亭主 では 其 路用のお 金の 他に —— なに か 御大 切な 品で も 

次^ W  W は その、 さっき 耻を 話さね え ぢゃァ 解らない と 

云った の は そ の^さ。 まあ、 私の 弟に 淸 七と いふお 店 者 

が あると 思 ひなせ え、 その 淸 七が 不！： し たはず みで お 千 

代と いふ 主人の 娘と 出来合つ て、 意見され た その後が 若 

ぃ^1?の，^;ふ兑ずに、 甲府 在の 身 {<H り を H つて、 お定まり 


の 一お 落ちさね」 資は私 は 商 iwffl に 事寄せて、 その 紐 落 者 

を さがしに 旅へ 出た も の で -、 /さ い ます。 

亭主 それ は。 まあ、 .1 一 御 心配な ことで ございませう。 

久太 默 つて 聞いて 居り ゃァ、 あんな の、 見て 來た 

やうな 嘘ッ ばち をぬ かしゃが る。 

次郎吉 まあ、 默 つて 居ろ と 云 ふに さ、 手前 こそ、 赤耻を 

搔 、かな い 用心し ろ。 K は 御 亭主、 斯う なれば 何もかもぶ 

ちまけ て 了 ひます が、 此の 胡麻の； S にして やられた 金 包 

の 中には、 下り 藤の 紋の ついた 手 鋭と、 その 娘が 肌身 離 

さず 持つ て ゐた水 夭 宮様のお 守と 11 それから、 その 淸 

七と いふ 私の 弟から， 女に あてた 起請が 一 枚 入って ゐる 

んで ご. さいます よ。 

久太 ぁッ、 と、 とんでも ねえ 事 をぬ かしゃ ァ がる。 

權 六 此の 野郎、 神妙に して ゐ ねえと、 おらが 此の 拳せ で 

{C しょう ッ を 一 つぶ ツ^ はせ るぜ。 (と、 烕嚇 されて 久 

太は默 る) 

主 隨 六さん、 そ い つ の 懐中 を 採し て 見て おくん なさい。 

六 ぉッと 知 だ。 さあ、 野郎、 素直に 出さ わえ か。 

太 いや、 全く、 そ、 そんな 物 は 持つ ちゃ ァゐ ねえ。 

六 なんと、 往生際の よくね え. 敏變木 だんべ え、 此の 野 

郎は —— 。 ぁッ 、 もう の 中へ 狼ぢ 込んで しま やが つ た。 

(と、 带頭 等手傳 ひ、 久太 のじた ばた する の. ^腹へ つ 
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けて、 懷 中から 金 包.^ 引出す。 亭主が 手に 取って 調べ 

て 見ろ と、 ，>- つく リ其 儘の 金 包て わろ。 皆々 驚き 1 つ 

呆れる。) 

次^ 吉 御 亭主、 恥つ いでに 起請の 文句 を 11 。 

亭主 いえ、 飛んでも ない。 失禮 ながら 私が 殘 らず拜 見い 

たしました。 どうぞ 此の 品々 は此 儘お 手元へ ぉ收め 下さ 

いまし。 そして 手前 どもの 行屆 きません ところ は、 幾重 

にも 御勘辨 下さ い ます やうに。 

次^ 吉 なに さ、 胡麻の 蠅 とも 知らね えで、 道づれ になつ 

たの は 此方の 落度 だ、 これ を 何も 德利 龜屋の 亭主が、 そ 

ん なに 頭 を さげて 謝罪り なさる 事 はねえ のさ。 

亭主 然ぅ碎 けて 有 仰ら れては 却って 痛み入ります。 どこ 

も お 怪我 は ございま せんか。 

次郎吉 な あに、 どこも 怪我なん ぞ しゃ ァ しません よ。 (と、 

受取った 金 包.^ ^ 懐中 LL 收 め、 更に 他の 財布から 若干の 金 

, ^出し)、 J れァ ほんの ぼッ ちり だが 世話 にな つ た 店の 若 

え 衆 や 女中さん 達に、 溫 ぇ薷麥 の 一杯 づ つも 振 まって や 

つてお くんな せえ。 

亭主 い 乂 え、 此の 上 そんな 御 心 配 になり まし て は —— 0 

次耶吉 まあ さ、 まあ さ、 そんな 事 を 云って 私に 恥 を か、 

せる もの ぢゃァ ねえ。 

亭主 では 折角で ございま すから 11 これ、 皆ん な、 日： 那 


穩 にお 禮を申 上げな よ。 

皆々 へい、 どうも有難う ごい ざます。 

(と、 fS 頭 女中 達 叮嚀に 述べる。) 

久太 いやはや、 (と、 靑息太 息) 渡る 世間と は 云 ひながら 

飛んだ 厄 曰が あった もの だ。 意の さらった 油揚 を、 朦に 

せしめられ ると は 此の 事 か。 埋ら ねえの は 俺 一人 だ。 

權 六 當前だ い 、 罰當 りめ！ 葛なら まだ い \ が 、手前の 

やうな 胡 蹄の 繩の っッっ いた 汕揚 を、 街道 筋で 名の 高い 

此の 橫 山 宿の 權六漾 と 云ふ瞎 が、 あんで その 儘に させ て 

置く ベえ。 

おまつ ほんと にい、 氣味だ よ、 わしら 先き の 文句で はァ 、 

碌な 客ぢ や ァ ねえ と 思 つてた よ。 

おしま おまつ、 お前 は餘 計な こと を 云 はずに 默 つてお い 

で。 ほんと に 皆さん、 飛んでも ない お is がせ をいた して 

相濟 みません。 

客 一 な ァ に 、木 戶錢 なし で 見 物 を 見 て ゐる樣 な も の だ 。 

客 二、 それにしても、 胡麻の 繩 なんても の は： 圖々 しい も 

の だな あ。 

次郎吉 泊り 合せた お客さん 方に は、 私から お詫び を 申 上 

げ ます。 どうぞ 皆さん、 お 部屋へ お 引！ £^ 下せえ。 

亭主 まあ、 それより は 旦那樣 、 あなた こそお 二階で もう 

一休みな すって 下さい まし。 これ、 おしま や 御 案内 を 申 
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上げな。 

おしま はい 。(と、 返事 i く 行き か、 ろ) 

次^. いや、 私 はどうせ 早立ちで. N たなけ れァ ならない 

から、 ？」迷惑でも：5先で.1$^明けを待たせ て 貰 ひ ませう 

よ。 それ、 もう 何處， V で  一 ^鶴が 鳴いて ゐま さあ。 

亭主 それ ぢゃァ 下の 奥 座 敷で 一 休みな すった がよ ろしう 

ございます。 

定十 (此. ^隅の 方から 出て 來て) もし、 旅のお 客 樣 、折 

こ、 の a 那の お 03M ですから 然 うなす つ たがよう ござ 

います。 夜の 明ける までに や 未だ 間が ある。 それまで 此 

の 店先で べんく と、 面 を 11 いえさ、 それ ァ つら-つ 御 

座い ますて。 (と、  味，^ ふくめて 云 ふ) 

次^い" 成 3^ な、 然 うまで 云 はれて 店の 邪. M をす るで も あ 

るめ え。 では、 七つに なったら 知らせて 下せえ。 

お 十 御氣 m ひなさい ますな、 萬 事は老 お-が 合點で ござえ 

まさ あ。 追って 此の 胡麻の § も 夜の gj. け 次第、 早速お 役 

人へ 引渡す ことにい たします から 1 1 。 

亭主 では、 定 爺^ん だぞ 11 さあ、 ぉ客樣 御出でなさい 

ませ。 

(と、 一： HH は 次^ 士 =1 ^案内して 奥の 敷へ 入る。 おし 

まも 從 ふ。〕 

00 どうぞ 恃 さん も、 お 座 敷へ. I おい、 おまつ どん、 


おきく どん、 早く 徒案內 をし ないかえ。 

(と、 他の 客 達 も； S 臺詞て 女中に 案内され て 入ろ。 勿論 

權 六と 定 十と、 他に 来 S 頭，^ 初め 若い者が 二人ば かリ殘 

る。 繩て 角柱に 括られて. Q る久太 は、 次^ 古が 入って 

了 ふと 急に 鹿い 土間に 大 わぐ ら.^ 搔ぃ て 烕張リ 出す。) 

久太 おい、 番頭、 あの 猫 冠り のま やかし 野郎 をな せ隱し 

た。 斯う 見えても 俺 は 銀， 蠅の久 太と いふ、 街道 筋で 鳴り 

響 いたお 兄い さんだ- た r 生血 を はれた ま、 で、 役人 

の 手なん ぞ へ 渡されて おたまり が ある ものけ え。 

(と、 思 ひ 出し.；， 1 やう LL 暴れ 廻らう とする。 しかし 戴 

がれた 掠の 如く B 由に ならない。 榴六は 心 張 枠て 矢. お 

Li 一  っ喷 はぜる。) 

權六 まだ 懲りね え か、 此の 唐變 木め！ 

久太 ぁッ、 痛え， -  . 

？ r 六 だから、 いたけ りゃァ 辛抱して ゐろ てえ ことよ。 手 

お 2 

前 も名吿 るなら 倚 も名吿 るが、 欺う 見えても 此の 秋の 大 

暴風雨に、 街道 二十 四ケ 村で 誰 一人 手 をつ ける 事の 出來 

S4 し 

ねえ 雷獸樣 を、 先知らず の 大教で 生 捕りに した、 向 ふ 見 

ずの 權六を 知らね え か。 

久太 そ、 そんな、 向 ふ 見ず の 馬鹿々 しい 野郎 を、 誰が 知 

る ものけ え。 

なまこ 

權六 骨な しの^に、 口の 減らね え^; 1! 野郎 だぞ、 此の 野 
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郎は I .。( と、 再. ひ鄉リ つけろ) 

S ほんと によ、 こんな 頭ば かり テラく させた 胡麻の 

蠅 でも、 だんく に 甲羅 を 經 て 見さつ せ、 今に 江戸で 評 

判の ® 小 ：|3 そ このけ の 大？ S 棒になる かも 知れね えぞ。 

S  ^ そんな 事に でもな つたら、 お蔭で 街道 筋の 旅： 龍屋 

は あがったりで さあ- 

若者 二 その 事 を 思 や 今の 中に、 縊り殺して でも 了った が 

安心 ぢ やねえ か、 なぁ權 六さん。 

g 六 違えね え。 (と、 つくく 彼の 親. ^^き 込ん て 喷き出 

みづ つばな  ふ る 

しながら〕 だが、 此の 水演を 垂らして 戰慄 へて る 面附を 

見なせえ、 色 は歐に 生白い が どこか 間延びが してけ つか 

る。 お前さん 建 も商賫 に 似 あばね え、 當て事 もね え 言 を 

言った もんだ。 どうして、 こんな 間拔ッ 面に 鼠 小； IS の大 

役が 勤まる ベえ。 なァ定 爺、 然ぅぢ やわえ か。 

定十 然 うさ、 その 面 を 見た ばかりで も 知れべ え わさ。 鼠 

おけら 

小 as は さ て 置いて、 土叛小 5is か 嶁姑小 M が 精 一ば いの 役 

どこ だァ な。 

(と、 定十は 澄まし 込ん て、 以前の？； g 所て ひ 焚.^,^ 

つづけて ねろ。) 

00 然ぅ云 や 此の 野郎、 螻蛄が 手 を 廣げる やうな 格 構 を 

しゃ あがって、 さっき も 金 を まへ くるみ 込んだ 手際 は呆 

れ たもんだ。 


定十 だが の、 只く るんだ けで、 卽 座に その 場で 捲き あ 

げられ り や；^  口 は ねえ や つ さ。 

00 手前の やうな 土 鼠 もち は、 下手な 道中 稼ぎなん ざ 止 

しにして、 i の 先き へ魏 でん くッ けて 1： 守樣 のお. 1^ & 

箱で も： S ふが 分相應 だぞ。 

あ 

權六 あ \ に、 それより や 俺が 稻 田の 畔 につ ッ 立って、 鳥 

おどし の 案山子が よかんべ えぞ。 

若者 達 ざま ァ 見や がれ だ。 

(と、 皆が 寄リ たかって 驟リ 物にしながら、 とヾ 若. い 

* が.^ 吹 竹.，^ 腮の 下にお てが つて ケィと 面ん-., 心げ さゼ 

る。 と、 彼 は 急に 思 人れ もって、 今」 はは 先刻と 全然 別 

な 調子て；？^ ^ 舌 LI なリ痰 I-  切り 初める。) 

久太 やい、 やい、 やい、 おいらが 身 狀を隱 す 〔^1 めに、 態 

と意氣 地な しに 兌せ かけて、 さっきから 默っ て ゐりゃ 好 

ぃ氣 になり やが つ て、 つけ 上る にも sia が あら あ。 

撺六 な、 なんだ と II 

久太 なんだ も樊も ある もの か、 此髯 むじ やの 土 fa 姓め！ 

ど 入た さ i 

おれ を 誰た と 思って ゐ るんだ。 いやさ、 何 誰 機た と 心 

て あんな 膽言を こき やが ッ たんだ。 斯う 见 えても な、 束 

^道から 中 仙 道、 ？ W りながら 日本中 を 股に かけ て 面を资 

つ たお 兄い さんだ。 こんな fe, 朔の の たくる やうな E. 州 街 

道に 野 垂れ んで、 手前 達の や、 つな 土百姓に とこ とんま 
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で 馬 にされ て 溜る ものけ え。 コゥ、 た の 胡麻の 蠅と 

は 胡 脆の 蠅が違 ふと 云 ふこと を 知らね えんだ な。 

權六 ど、 ど、 どんな 胡麻の 蠅か签 の 灰 か 知る ものけ え。 

(と、 や 前 と^ふ 瑪 森に のまれた が、 更に 異氣， ^鼓し 

は) やい、 俺が さっきから 向 ふ 見ず の權六 だと あれ 

.吿 を あげて ゐて も、 命知らずの 手前に や 解ら ねえ だな。 

街道 一 一十 四ケ 村で 11 。 

久太 また m5gsg を 牛-捕った 銜習か 。おきや がれ、 へ ン (と、 

«5:LL かけて ぜ V ら^って) かんかんの 5 が 頭からお 土沙 

を かけられて グ 二 ャ/ \ になり やしめ えし、 手！ g つちに 

おどかされて 芝お の 引 込が つくと 思 ふけえ、 やい、 

じ や 野郎！ 

滞 六 な、 なんだ。 

久太 火 吹 竹 を もった 土 隅の 坊も、 何奴も此.£^5>睡ー：1 ま 

し に や 勿 えが！；： if を か つぼ じつ て ira き や ァ がれ o( と、 

B4 にず 水ッ ig,^ す V リ もげて) うぬら はま だ 俺の 本 態 を 

知らね えが、 銀 g の久 太た あ、 云 はずと 知れた 世 を 胡麻 

化す、 胡麻の 蠅の假 の 名 だ 位 は、 いくら 血の めぐりの 惡 

い 手前 達に も 解る だら う。 おい、 た r の 胡麻の 蠅 だと 思 

ふと 相手が 遠 ふぞ。 去年の^^から比の暮へかけて、 街 透 

>r はさ  、： 

筋に 夜 盜火附 の 風 說が絕 えね えの は、 誰の 仕榮 だと a ふ 

んだ。 


權六 ぇッ、 ぢ ゃァ、 あのうぬ が 11 V. 

久太 然 うよ、 日 野宿の 寧お 盜も、 つい 此の間 此の il. か 

K 福 寺 へ 忍び込 ん で 、寶物 の nr ぼしい もの をせ しめた 上、 

あの 本堂 へ 火 を かけ て祠堂金を^？らず攘っ^^ つ て 逃げた 

の も、 右り やう は 此のお？ の S し藝 だ。 

§. あの、 お 寺を燒 いたの も 汝が榮 か C 

(と、 彼等 は 顔，. 見合せ て、 や.^ たじろぐ。) 

久太 フン、 そんな 事で 驚く や うぢ ゃァ、 まだく 手前 達 

は 砂糖 づけ だ。 (と、 益々 得意に なって) コゥ、 能 く^け 

よ、 つい 此の 中の 二十 g 圏、 ほんの 宵の 手間 稼ぎに、 大 

5 ぺ，？ 

名の 金 飛脚 を小佛 峠の 頂邊 でた 、き 斬つ たの も 俺が 腕な 

ら、 小 原へ 通 ふ 森の 中で 巡 禮の女 を：^ ど わかし、 揚句の 

果に首 を 吊った やうに 見せかけて、 殺しての けたの も此 

の 俺の 仕事 だ。 いぬ 目、 野 田 尻、 與觀、 よし野、 中の 關 

所 を 十日に あげず、 府中 を かけて 甲府 から、 土藏 破り は 

三十 六 度、 重なる 惡事を 聞いた だけで も、 ちッと は騰が 

冷えたら うな。 

權六 ふうむ！ (と、 すっかり 調子-,: 卷き 込まれて) 成程 

な、 お前と い ふ 人間 は 、生れつ い て惡黨 の神樣 だ 。 

久太 それと 云 ふの も 元 を 乱せば、 江 戶を賫 つた 旅 がらす 

が、 仕樣 事な しのこ そ/ \仕 事、 鄉に 入って は 何と やら 

で、 小さくな つた 膽ッ 玉、 ィャ ハヤ、 我ながら 語る も耻 
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かしい 位な もの だ。 

(と、 彼の 氣^ LL 若い者 二人 は 勿論、 ！_*3 頭 も權. 一 ハも 今 

度 はすつ かり 感心して、 寧ろ 一種の 祸仰 心，^ さへ 牵さ 

起した。) 

番頭 はて、 それで、 すっかり 解せ た わい。 (と、 横手.^ 打 

つ て) あの 大名 や 旗本の 屋敷へ 忍び込んで 御 納戸 金と や 

らを せしめる 江戸の 大 泥棒、 鼠 小 情と いふの は、 さて は 

おぬしの 綽名に 違えね えな。 

久太 (グ SN と 反 iis; になって、 思 入れ) 隱 すより あら は 

るの が 身の 素性と、 辻 講釋で 聞い ちゃ ゐ たが、 此の 一本 

槍 は 受け 切れね え。 如何にも 江戸で 名の 高い、 鼠 小 傲と 

はおれの こと だ 。(と、 横柄 面て ぜ、 ら笑 ふ) 

灌六 俺も疾 から 可 怪しい と は 思って ゐた。 ィャ、 親方、 

お前 を そんな 大 泥棒 樣 とも 氣が つ かねえ で 、 好きな 御託 

を ュギベ たこと は、 どうか 大目に見 遁 して 下せえ よ。 

番頭 だから 俺 は、 初めから 大 泥棒になる 相好 を そな へて 

居る と 云つ たんだ。 然ぅ 思って 見直せば 見直す ほど、 只 

の 惡黨ぢ やねえ わさ。 

(と、 同時に 若い者 二人 も 頻りに 嗨 きながら 怖れ，^ な 

して 遠く 尻 込む。) 

久太 おい、 おい、 若え の (ますく, に乘 つた 調子て) 

こんなし がね え 宿場に 住んで、 生きて る 俺の 面を拜 むと 


いふの は、 何とい ふ 運の 强ぃ 奴等 だ。 また 此の 擦 利龜屋 

も然 うだ、 一 生に 一 度； 1^ 小- 13 のお 宿 をす ると は、 末代 ま 

で 旅： 龍 渡世の 冥利に 叶って ゐ ると 云 ふ もの だ。 おい、 あ 

ん まり 饒舌ら せられ たんで、 もう 咽喉が 乾いて 來た。 水 

でもい k から 冷たい の を 一 杯 もつ て來て 吳れ。 

ひや 

00 いや、 冷で よければ 酒 を 一 杯 あげやせ う。 おい 定爺 

ゃ桝 でい- - から 一 ばい 頼む よ。 

權六 だが、 八 王 寺の 地酒 ぢゃ 此の 人の 口 にゃあ ふめえ が 

 。 

定十 やれ、 やれ、 何の 譯 だか 俺に や 解ら ねえ ことば かり 

だ。 (と、 大 欠伸.. して 徐 かに 立上り) 人間 生れて どうせ 

a す ヅ£ 

盜 人になる の なら 、 大盜人 に はなり て えもの だ てのう。 

(と、 大きな 树 て洒. ^與 へろ。 久太は 喉， か ゴ ク （-云 

はぜて 呷ろ。 遠近て 再び^の It が 頻りに 啼ふ、 出す。) 

定十 どれ、 もうかれ これ 七つに 間が 無 さ >- うだ。 約 鬼 通 

り 奥の お 客樣に 知らせて やる ベ え か。 (と、 彼が 上 框の方 

へ 近づ いた 時、 次^ 吉は 姿，^ あら はす) お、 お 早い お 目 

覺 めで ご. ざい ま-す。 

次郎吉 おい、 番頭さん、 勘定 を m むよ。 

(と、 腰，^ かけて 支度.^ 初めろ。 定ャが 草鞋，^ 直す の 

て、 彼はその手，^15^^。) 

次^ いや、 年寄に そんな こと を させち や 罰が あたる。 
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(と，^.^: ながら) 今 奥から 來 しなに、 く ともなく 

小耳に 挾んだ が、 此の 胡麻の 蠅が、 なに か滅 沖、 氣ぉを 吐 

いて ゐ たやう だが、 常 g., な户で 評判に なつ て ゐる鼠 小 © 

とかい ふ 野郎 ださう だの。 

(と、 此の 問に 次. 抓 力の 後から つ いて 來 たおし i は、 

定 十の 持って 來た 次， § 古の 笠 や 合羽.^ 其 傍に 揃へ る。) 

^.0 へ い 左 ださう で 11  (と、 パ チく^ 悠.^ す まぜ) 

へい、 お， 伎お 樣で ございました。 (と、 次^ 古の 前に 勘定 

番.^ 出す) 

(やがて 次^ 小：；： は、 それ，^ 街 まぜて 赤鰯の やうな 醉眼 

ん 反らして ねる 彼に 近寄って、 ^告 込み、 思 はず-臍の 

底から 込み あげ ズ來 る ^ 笑と g 笑と，^ もって。) 

§w おい、 丹 B1 さん、 いやさ 銀 崛の久 太 兄哥、 いく 

ら 御神洒 がま はっても、 假 初ながら 一 単： 半道、 同 行に な 

つた 男の 親切 だ、 <s の 云 ふこと を、 ようく 耳の 中へ 入 

れて S くが い \ せ。 聞けば お前が 鼠 小 as だと 云 ふ こと だ 

が、 何 を 常て に そんな 法螺 を 吹きな さるんだ。 一 分か 二 

■ 分の 端た 錢が あり や 地； ゆの 一 杯 ぐれえ は 咽喉へ も 通る わ 

さ。 なん ぼ 田 <|nil りの こけおどし だからと 云って、 大 

な 首 を g け るに や 常る めえ が。 

久太 な、 な、 なんだ と？ おれが 鼠 小 份の首 を かた ッた 

とで も 手？ M は： K ふの か。 おい、 豪氣 におぬ し は 物知り だ 


の。 が， 俺 は その物 知りが 氣に^ はねえ、 うんに やさ、 そ 

の 物知り 面が 氣に喰 はねえ。 豪 さうな 面 を しゃがって、 

折角 おれの 懷 ろに 入った 五十と 云 ふ 大金 を ——。 

次郎 古 これ さ、 鼠 小 Is とも あらう ものが、 五十 や 百の 端 

た 金 を、 そんな 大きな iS で 我. ir り や 地金が 出る わな。 折 

角 御 W 心なせ えまし だ。 此處に 斯うして ゐる 馬方 や 若え 

衆が、 疋直 一 圖 なの も 時に 取つ て は 好し 惡 しだ。 まァ さ、 

默っ て 聞きな せえ と 云 ふ 事よ。 それ あお 前が 咽喉 をから 

して 泉 小 偕. たと 云 張る から、 人の 好い 田舎者 は 然ぅ思 ふ 

のが 尤も だ。 また、 然ぅ思 はれる お前 は 鼠 小僧に よも や 

違えね えの だら う。 が、 おれ も 人 問た、 情 も あれば 淚も 

あら あ、 だからよ、 だから 俺 は 今 ぢゃァ つくぐ お前が 

ぐ. PO- 一  > 

不倒 になった。 何故と 云 ひねえ、 赏 人のお 前が 頑張る の 

だ から 、 役人 もお 前 を 鼠 小 僭 だ と 思 はねえ 譯には 行か ね 

え。 

久太 行かね えの が、 如何した と 云 ふんだ。 誰が 何と 云つ 

て も 俺 は正眞 正銘の 鼠 小僧 だ。 

次， g 古 ぁッは 、、(と、 初めて 髙く 笑って) お前の 

身 の 心 配 を 俺が する の も 可笑しな も の だ 。 それ ぢ や 云つ 

て 開かせる が、 鼠 小 Is は 天下のお たづね 者 だ、 縛に か k 

Js-a-rt. りつけ 

つた その 時 は、 輕 くて 死罪、 獄門 首、 逆 磔 は脫れ わえ 

ぜ。 
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久太 ぇッ、 ぢゃァ 、鼠 小；！ wli 逆磔 か！ あ、 * おれ は 知ら 

なかった。 そんな こと i は 知らなかった。 (間) 先つ き 

ならべた 事 は 皆ん な 嘘 だ。 おれ はま だ、 生れて 人殺しな 

んぞ をした こと はわえ。 嘘 だ/ \。 

次耶吉 ぉッ と、 それ は 不可ね え、 今更 そんな 泣 事 を 並べ 

て も、 今の 今まで 横手 を 打つ て 感心 させられた 11 此の 

皆樣 方が 承.^ なさる めえ。 ぁッ は、、、。 

(久太 は；？^ いてろ のか 笑って るの か、 ir た 酒に 醉 つて 

るの か 解らない 表情.^ してね る。 此の 時、 外から 劇し 

く 大戶^ 敲く 音が 3^ し 、まて いて 間え ろ。) 

定十 ど、 どなた 様で ございます。 

外の 聲 尋ねたい ことがあ るから、 一寸 此處を 開けて 下さ 

(® も 外から 敲 きつ 1/ けろ のて、 定十は 次 i おい：！： に 目く 

ば せん、 して S いて 矢庭に 大戶， ^照く。 先. つ、 三下の 金 

藏が 躍り込む やうに 這 入って 來る。 そして 突如 定十 Li 

耳打ちす ると、 定十 は默 して 捕縛され てね る久 太.， <J- 指 

さす。) 

(次 一が 古と 金- 1 と は、 土間の a 中 LL 1 瞬間 睨み合 ひの 

如く 相對 して 立ち竦ん， た。 が、 次の 瞬間に は金藏 が、 

知ら 2 振りて 久 太の 傍へ 歩み寄ろ。 そして 彼が、 呼子 

取り出して 吹き 立てろ と、 再び 大 戸から 大勢の 捕手 


が パ ラ /\ と 崩 の 如く； „§れ B む 。 そ し て ,ぜ 錢 の 差 ^ 

て 太の^ 園に もつ まろ、 此. g. まて ピッ. タリと 大 In- の 

傍に くつ V いて 居た 次 i 抓 古 は、 擦れ違 ひに 外に 飛び出 

る。) 

おしま ぁッ、 もし —— 0 

(と、 彼女 は 笠，^ しつん りと， ケ、， ぼ吉に 手渡しす る。 此 

昨 は 只 吹 の 巾 に 立った 男の 手首 だけが^ かに 见ぇ 

ろ。) 

定十 もしく、 早 立のお { 各樣、 お忘れ 物の ないやう に… 

…氣 をつ けて 行かつ し …… 。 

吹雪 は ffl 捨 なく 劇しく 大 戸から 吹き 入る。 おしまと へん 

十と は 折 重る やうに 立ち SI して 见送 る。 暗い 夜 は SSJg- 

リ Lie み 初める。 

. 1 幕 —— 
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人 物 

©  g 與七 

その 妻お せん 

翻屋 長左衞 門 

内 係お ちか 

夫；！ 池の 齟 

fi- の老 m 久助 

1^ 隣の 女 05 きょ 

同  ふみ 

同  さ だ 

その他、 下女お 杉、 客、 働きの 人々 大勢。 

時 代 

^：^-^-年問のこと 

場 所 

大阪、 天滿 

访  一 0 趣 納 尸の 場 


a; 享 元年 师 iij^ 十六 = の 夜。 魏屋畏 左衞門 宅て は、 先々 

代 の 五十 年忌 の 法事が 別室て 催 されて， Q る。 まだ 六 .V 

半時 顷 のこ、 ろ。 た、 さ 鉦、 唱名の 聲は 寧る 陽氣 なほ 

ど LL 賑やかに 間え て- Q ろ。 

幕 叫く と、 納戶の 間へ ち fs つ. V 息ん 又れ に艰た 內链の 

おち かに 向って、 近所の 女房た ちが 諸 具の 取 さ， はき 

一 々の 布巾が け， かしな がらお 世辭 たら/ s\ に 話しかけ 

てね ろ こ VK:。 

女房 1 まあ、 おえさ ま、 ゆるり と 一服お つけなされ ませ。 

女 二 これほどのお 立派な 御 法事 は 近 ごろ 此の 天滿で は 

ira い た 、 J とも 見た >  J とも..、 /さんせ ぬ。 

女房 三 それにつ けても、 おえさ まのお 勞れは 大抵な こと 

では ござんす まいに、 ようま あ、 おから. たが 續 きますな 

あ。  - 

おち か もうく、 立ち 草臥れと 氣勞れ とで、 ちゃつ と 賜 

ん だが 最後、 立ち あがる のも氣 だるうな ります わ。 

女 三 然 うで ござんせ うと もな。 まあ、 ゆるり と此處 で 

油 をお 賫り なされた がよう..、 /さ い ます。 

おち. A 然ぅ いふ 皆さん も、 .ii お草臥れ であろ、 どうぞ 休 

み.，， （\ 働い て 下さり ませ や。 

女房 1 なんの まあ、 わたし 達のから だは、 おえさ まのお 

か らだ と は 生れ だ ちか ら つ くりが 違 ひ ます。 
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女房 二 ほんに、 別 Itg ひの やくざ 者と はこち とらの 身の こ 

とか  >- な。 ま，  > -、  >1。 

(皆々 口.. J< わいて 大笑 ひ，^ すろ。) 

女房 三 まあ、 まあ、 はしたない、 御 法事のお 手傳 ひに、 

こんな 大口 あいて 笑 ふ ものが あらう かいな。 御免な さり 

ませ。 

おち か なんの、 法事と 云うて 先々 代樣の 五十 年忌 ぢゃも 

の 悲しい の 愁嘆のと いふ 法事で はない。 云 は 1^:11® 長 左 

衞 門の 家 の 蓮が よう て 斯うし て 出来る の が H 度 出 い くら 

ゐの もの、 決して 遠慮 は 入らぬ わい な。 

女房 二 それ 聞いて ほッ としました。 

女房 一 ほんに おえさ ま は、 御大 家のお 生れ、 わしら は 長 

尾 育ち、 然ぅ仰 有られる と 近 いところ に 住んで ゐて も、 

斯うして しみ A\ とお 言 紫 を か は される の も、 御 法事が 

あれば - J そ で .、 J ざ い ます。 

女房 三 皆ん な、 こ、 ろから 有難い と 存じて をり ます。 

おち か ほ i\、 まあ、 皆ん な 揃うて ぉ仳： 辭の よい。 わ 

しぢ やとて むかし は趣屋 の聲联 娘、 隨 分と 氣 儘に は 育て 

られ たが、 また 今の 長 左衞門 殿の 代に なつ てから はいろ 

い ろ 味た 苦勞 もし て ゐ ます ほどに、 同じ 近所の 女房と 

う て 交き 合 ひ を賴み ます ぞぇ。 

女房 二 そのお 言葉で は 恐れ入ります。 何ぞの 時には 斯う 


し て 働きに 寄せ ていた^  く 事の 出來 ますの も、 ふだん 裏 

橫 町で 御 厄， 个 になつ て ゐ るお 菌で 一， /ざ い ます。 

おち か (ちぶつ と聽 耳.^ 立て. 0 お、 いつの 間に か 年寄 

C- の 百 萬. 1 も濟ん ださうな。 どれ、 わし は 斯うして 油 を 

賣 つて は ゐられ ません わ。 

(と、 ^鬼ら うとす る 途端に、 主人 長 左衞 門が 上手， M 

の 方から 入リ來 ろ。) 

具 左 ぉト とこへ 行った こ とか と 思 つ たら 、 お ちか、 お前 

はこ、 に 居た のか。 もうお 寺樣 もお 歸り、 客人 も 大抵に 

揃った のに、 お前が 顔 を 見せねば どうもな り ませぬ。 

おち か はて、 せ はしない こと どちら 向いても IJ^ は 

出来ぬ。 ぃっになっても聲£^娘は血の淚かぃな。 ほ 

Li  。 

.  てら？ 

女房 一 おえさ まの 戲談 ばッ かり …… ほ 

(と、 ^々顔. 見合 ゼて 再び 笑 ふ。) 

長 左 ふむ、 いつまで 娘の 氣でゐ るの ぢゃ。 阿呆 云 はずと、 

早う あちへ 行て 客膳の 差圔 でもして 吳れ ぬかい。 

おち か はて、 氣忙 はしい 且那 どの、 もう 一服 吸うて |& ぐ 

立ちます わい な。 

(と、 此の 睡、 下手 下傳 ひに *h す あけて、 ぉ层の 

おぜんが 額.^ 出し、 丁寧に 辭氣， ^する。〕 

おぜん 御免な され ませ。 
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長 左 お、 1 のお せんさん か、 二日 も 三日 もつ t いて 手 

傳ぅ て贺ぅ ては濟 まぬな あ。 

おち か ほんに 手ず くな の處 を、 節 f.® 走に tei 與七 どのが 

お W りで あら 5。 今. おはもう 來 て. ト され い でもよ か つ た 

に …… 。(と、 じろ 、兄ながら いふ) 

おぜん いえく、 それで は 平素お 出入り を させて 戴く 御 

恩返し がな り ませ ぬ 。 與七も あがらね ばなら ぬ 害で. - /さ 

いますが、 镓 ぐに 追 ひつく 乏で、 相 も 變らず 夜仕事に 

迫 はれつに け、 吳々 もよ ろしう 申しました。 

長 左 いや、 その 志ば かりで も 忝け ない。 さあ、 ずッ とこ 

ッ ちへ 入って 下さい。 

おぜん はい —— (と、 他の 女 一. S 達に) どうも 進うな つて 

濟 みませぬ。 どなた も 御苦勞 さま。 

女！ 35  二 どういたしまして 。忙しい 時 はお 互 ひのこと ゆ ゑ、 

f お 慮 しないが よう ござんす。 

女 C$n! おせんさん、 お前 も 御苦勞 さま。 

具 左 (W わ ひついた 様に) あ、、 では 斯うし ませう。 おち 

か は 一： f 所の もの を 差 圖 して、 比 ョ ひんに 膳部 を 座敷へ 蓮ん 

で ふが よから う。 

おち か 何事 も：：：； 那 どの 、云 ひつけ を 守る のが 家. 2： 安全。 

では、 おきよ どの！ ija さん は然 うお g みいた します。 

女 IS 述 はい、 はい、 畏まりました。 


(と、 三人 は その^ 下手の 方へ 入ろ。) 

おぜん では、 わたし も胁 手の 方へ でも 廻って お 手 傳ひを 

申します。 (と、 袂,. さぐ リ趨 出しながら 立 か、 る) 

長 左 いや、 おせん さんに は、 此の 納戸で 菓子の 6^ り 合せ 

を賴 みませう。 な あ、 おち か、 それが よいで はない か。 

おち か 然 うで. ござんす。 おせんさん は 此の 天滿に 名高い 

難 波： III で 久しう 奥づ とめ をせられ て ゐたゅ ゑ、 何 を させ 

ても才 覺者ぢ やと 世間の 評判、 不味い 品々 も 美しう 色模 

樣の联 合せが かんじん ぢゃ。 では、 これ を 頼みます。 

おぜん まあ、 おえさ まのお だて 上手な。 そんな こと を 申 

されて は、 不恙 者の 羞し うご ざん すけれ ど —— 。(と、 躊 

踡 しつ V いふ〕 

おち か いえ/ i ぢ やない。 うちの 旦那 どの は、 何 かに 

つけて お前 を ほめ ものにして おいでな さる。 嘘と 思 ふな 

ら今 玆にゐ るう ち 商に 開い て 見な さるが よ いわいの。 は 

は、。 戲談 はさて おいて、 此のお 重の 中が 餞 頭、 これが 

御所 柿、 此の 中が 唐く るみ、 落雁、 人數に 合せて 此の 緣 

高に 程よ く 盛り 合せて 下さん せ。 

おせん はい、 はい、 畏まりました。 

(と、 俯向いて いろ/ \ に 組 八" ぜ.^ 初め- 6 うとす る。 

おちか^き 込む やうに 見る。) 

おち か まあ、 今に 初 まった ことで はない が、 おせんさん 
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の艷々 とした 此の 髮の黑 いこと、 美しい こと。 それに ま 

あ、 今日は 一 だんと 結び 具合が 氣に 入った。 心憎い ほど 

よい 形ぢ や。 女で さへ 然ぅ思 ふ もの、 男が 見たら どの や 

うで あら-つ。 なう m ー那 どの。 

長 左 の 與七 どの は 果報者、 おのが 女 ほに また 惚れ 直 

し をす るで あらうよ。 

おぜん あれ、 日ー那 さままで がその 樣な、 お 口の 惡 いこと 

を 11 。(と、 面.^ 赧 めて 含羞む) 

長 左 なんの 惡ロ ではない、 譽 めて ゐ るのぢ や、 は、、、。 

おち か ほ、 &v、 眞實 のこと ぢゃ。 それ を 思 ふと、 わし 

も：； 一. う 持病の 血の道 を 織して、 もう 一 度お せんさん の や 

うな：： W 々しい 元氣 になって、 好き 次第に 日髮 でも 結うて 

暮 して 見た う 思 ひます わい な。 (と、 長左衞 門.^ 見つ、 い 

ふ〕 

おぜん おえさ まが そんな 事 を 云 はれたら、 京大 阪 はおい 

て 日本中 たづ ねても、 他に 養 まし い と は 思 はれる 身柄の 

女子 は 無うな り ませう ぞぇ。 

a 左 兎角、 儘に ならぬ ので 浮世 もお もしろ 可笑しい もの 

ぢ やと I - 先き にもお 住 寺 機が 有 仰ら れ たよ。 

おち か ほんに、 そんな もの かいな。 

長 左 人の よい こ と を 養む , J  k ろが 煩惱 の， 初め ぢ や さ う 

な。 そして 此の： 娑婆で は 善行 を 積んで、 生れ 變るゅ を 待 


つのが 悟り の どん 詰め ぢ や さうな 。 

おせん では、 わたしら の や、 つな K しい 身柄で、 及び もつ 

か ぬ 結構 づ くめな御身分を^！^むと い ふ不心 55 は 、 ふつ ふ 

つ 今. W かぎりに いたし ませう わい な。 ほ、 k、。 

(と、 輕 く 笑った^、 女中のお 杉が 『おえさ ま。 u; 那 

樣。』 と .V ひながら 出ろ。) 

おち か お、 杉 か、 何ぢゃ ぞいな、 そんなと ころから S が 

しう 呼び立て k —— 。 

女中 なん ぢゃ どころ では ご XI」 り ませぬ。 おえさ まが：： TT- 

おいで 下さらねば、 折角 火に かけた もの を 下したり、 ま 

た 火に かけたり、 とんと： «r が 明きません といな。 

おち か お k それ はわた しが 惡 かった〕 もし、 口； 那 どの も 

あちへ 來て扶 けて 下され。 

具 左 では、 さう せう か。 

(と、 二人 は 立 か V ろ。 ぉ.¥.ーんは^び^5^子，^、.^リ初め 

ろ。) 

女中 いえ /(\、 日ー那 さまに はま だ： S 戶 から 出して 數 くも 

のが ございます。 久助 爺の 云 ふに は、 なんでも 棚の どこ 

ぞに七 つ 組合せに な つ た^^-手 の 立派な 入 子 鉢が ある^ ぢ 

やが、 ロー 那 さまに お探し 中して： iw けとの ことで、 八签し 

う 云うて ゐ ます。 

おち か では、 わたし はちゃつ と 先-? にまゐ ります。 
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女中 さあ、 さあ、 おえさ ま は いてお 勝手の 方へ おいで 

下さり ませ。 

おち か お前が その 樣に逍 ひ 立ていでも、 もう £ く 行く わ 

いな。 

(と、 内 1^ は急ギ 足て っぷ やきつ-^ 迅櫞 すろ。 お 左衞 

門 は 棚の 上，， 小い ろ いろ に 延. ひもが リズ 探し ズ见 ろ。) 

县左 はて、 どれへ S いた もので あらう。 iSil? りの 時に 出し 

たぎり ゆ ゑ。 とんと 见當 がっかぬ てな。 (と、 お 杉^ 报 .2 

いて 见乂) お、 そこに 立って 待って ゐられ て は氣が 急：， 

てなら ぬ。 お 杉、 お前 は その 間に 此の 捥と 此の I ガ類を 運 

んで S いてた もれ。 (と、 傍の.^ 波す) 

女中 はい、 はい。 では、 R: 那 さま 後から W ぐに 今の 品お 

鎖み 巾し ます。 

tlK 左 え、 氣 短い やつの、 今 探し 當て &ゐ ると ころ ぢ やな 

、力。 

(と、 しか リハ湫 味：.： 云 はれた のて、 頗 ふくら- れてぉ 杉 

は. 一 汰， 去る。) 

おぜん ほんに せ はしない。 御大 家の こと ゆ スん、 無 まの 御 

齋 と 申され て も 斯うし てお 客 さま をな さる の は、 大抵の 

ことで は ござんせ ぬな。 

まなゅ 

EK 左 いや、 何もかも 皆ん な 町 衆のお にあ づ かるば か 

り、 なんの 雜作も ありませ ぬが、 忌 も 五十 年に なれば 


朝 は t!™ 造しても、 晚は 魚類 を 出して 歌 5i 宴に、 皆 さまに 

もお 口 を 濡らし 一」 顶 かねば^み ませぬ のでな" 

おぜん ほんに 最後の 御 法 ゆ ゑ、 大. 逸のお 物入りで は ご 

ざん すまい。 こんな 時 を考 へます と、 平 しがない ©屋 

風情が 結句 氣樂 でよう ございます。 

具 左 どうしてく お宅な ど は、 女 夫 さし 向 ひの 樂 しいお 

をつ £ 

暮し、 與七 どの は 正直  一 M、 またお せんさん は、 良人 大 

事に 家 を 守つ 一」、 朝から 一 日綺 物な ど 織つ て 活計 をた す 

けられる との 從っ て少 からず 小金 も 溜ったら うと、 

？ 2ゥち 

町内で 誰 一 人 夫婦の 仲 を 羨まぬ もの はない ほど。 —— 世 

の 中に こ んな 幸福な こと は ございますまい。 

おぜん さう 有 仰ら れ ると ぉ耻 かしい。 夫 は あの； f! り：^ 間 

氣 のない 人で、 丸い 世の中 を 時には 態と 四角に しても 波 

らうと いふ 性質、 他の 見る ほど 樂な もの ぢゃ ござんせ ぬ。 

具 左 だが、 好きで 一緒にな つたの が —— 斯う 申して は 失 

禮 かもしれ ぬが、 何より^ 1^ ましい と 思 ひます よ。 

おぜん ほんに、 綠は 異な ものと 申します が、 時々 われな 

がら 不思議に 思 はない ことのない でも. - /さん せ ぬ ，リ 

畏左 それ を 思 ふと， 此の 家へ 聲秦 子に なった わたしな ど 

i  0 

おぜん え？ 

左 い  >  え、 なァに —— 有 仰る とほり、 緣 ほど 不思議な 
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ものはありません と 思 ひます のさ。 

(と、 此の 時 まて、 いろ /(- 話のう ちに、 女 は 菜 子 Yi- 

鉢 LI うつし、 男 は 頻リに 棚の 上， 6- 採し ま はして ねたが、 

漸く さがし 當て k 取 下さう と 爪立ちす る 途端、 過って 

器 は 結 ひ 立てのお ぜんが 髮 Ll^ ち、 髮の結 目が ぶクっ 

リ 切れろ。) 

具 左 ゃッ、 これ は、 と、 とんだ 粗相し ました。 どこも 痛 

めはし ませぬ か。 

おせん い k え、 どこも 痛め はいたし ませぬ。 

(と、 利か W 氣 性の 態と 額に も わら はさず 我 しズ亂 

れた髮 .J- おさへ る。) 

長 左 お \ 折角よう 結うた 髮を 11 これ は、 まあ、 飛ん 

だ こと をし ましたな。 

(と、 近づいて 心から 詫びる。) 

おせん い、 え、 何う いたしまして、 旦那 さま、 決して 御 

心配 下さい ますな。 (と、 さもない 事の やうに 笑って 見せ) 

おえさ ま は >  大變 よう 出來 たと 譽 めて 下さん したが、 あ 

いけ  £5 させ !,■> 

り樣は 今朝 夫婦 池の こさんと いふ. 達； の が やって来て 

つ いちゃつと 氣輕 るに 結び あげて くれた 髮、 またして 貰 

てまひま 

うたと て、 なんの 手間隙 も、 錢 かね も 入った もの ぢゃぁ 

り ませぬ に  ほ ，^  \  1,<。 

(と、 語リ つ.^ おぜん は、 何ん の 仔細 もな く  か />、 


と卷き 直して 了 ふ。) 

長 左 それでも まあ、 どこも 傷めずに 濟ん でよ かった。 法 

ろち 

事の 時で はあり、 家へ 働きに 來 て吳れ たこな たに 怪我 を 

させた とあって は、 與七 どの にも 申譯 がな い と 思う て 、 

大 てい 氣 をいた めた 事ではなかった わい。 

おぜん 心なく こんな 處に をった ばかりに、 飛んだ 御 心配 

を かけて 濟 みませ なんだ。 

長 左 それ どころではない。 わしが 粗相 を宽々 詫びねば な 

り ませぬ わ。 

おせん わたしの 髮 のこ はれより、 何一つお 粗末な もの X 

-3 は 

ない 大切な 器に、 もしゃ 割れで も …… 。 . 

長 左 なんの、 よしんば どの な *:3； 重な 器に してから が、 

人間の からだと は 比べられ ませぬ。 

おぜん でも、 勿 K ない。 飛んだ こと をい たし ましたな あ。 

具 左 こ、 で 破れる も、 此の 器の 病-命で がな あらうよ。 は 

(と、 急：. *?、 破片， 拾って 筘に 入れ、 他の ng,^i ろしく 

見分けて ねる。) 

(その 途端、 廊下の 方から おち かの 聲が 聞え ろ。) 

おち か もし、 旦那 どの、 旦那 どの！ お前 はま あ、 いつ 

まで 此處 になに して ぢゃ。 久助 爺が さっきの 入 子 鉢 を 待 

ちかね てゐ ます わい な。 
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«K 左 まあ、 あわた しい。 その 5^ に 云うても これ 程の 品 

の中ぢ や もの、 然 うく は：： ら ぬわい。 

(と、 ちぶつ と 思 人れ、 態とその事,^;^*に^5さず、 そ 

の^ん-つ くろふ ふりに て 七つ 紅 <!"ぜ の 人 子 鉢の 箱，^ か 

、 へて^ぐ入れゃ^？ひに出て行く。) 

(その ％ 合の 妙な 調子，^ おち か はや， -疑 ひの 眼て 见送 

ろ。) 

お ちか おせん どの、 御苦努 ながら、 それ も 盛 合せが 濟ん 

だら あちら へ 運んで S いて ド され。 

おぜん はい。 ようは まゐり ませぬ が、 こんな 事で よろし 

う 御^いませ うか。 

おち か まあ、 ：^に、 (^^しぅ …… 。(と、 云 ひつ、 おち か 

の 吸 おの こ はれた おぜんの！ S に 注がれろ) 

おぜん では、 あちらへ 持って まゐり ませう。 

(と、 おぜんが 立 上らう とした 時には、 おち か は 先き 

の 左衞 r の 荣根リ と、 彼女の 1^ の 具合から 心中 あら 

CM-.^^ 像に 描いて、 忽ち 嫉妬の <^.^& すに 至る。) 

おち か おや、 おせんさん、 お前 その 髮は. どうしました。 

さ つ きまで あんな に. ゅ隨に 結つ て おいで  あつ たも の を 


おぜん あ、 これで ござんす か。 これ は 只った 今、 旦那 さ 

んが、 そこの @ から 器 をお 下しな さると き、 つい 粗相で 


お 手 を 滑らせな さんした のが、 心なく お 邪魔な ところに 

居た わたしの 髢 にあたり、 生憎 元 結が 切れて 了 ひました 

ゆ ゑ、 つい ダル./ \ と 束ねて 置きました 0( と、 態と 輕く 

笑 ひん、. み) お 家樣の やうな 御身 分と は 違うて、 朝から 

晚 まで やつ さも つ さ 立 働いて ゐる 身柄 の ものに は、 寧 そ 

、 J の 方が 輕 々 と氣 持よう) J ざん すわ いな。 

おち か それ はま あ、 ひ よんな こと —— .1 一 痛う ござんした 

らうに —— (と、 猶 も 底から 见る やうな 目つ き, < ^光らせ 

ながら) E; 那 どの も且那 どの、 近くに こなたが ゐ ると 思 

つ たら 氣を つ け てな されば よ い にな あ。 

おぜん い、 え 時の はずみ は 妙な もので、 ちッ とも 痛み は 

しませぬ し、 髮が ほくれ た ii けで どこに 一 つかす り 傷 も 

いたし ませなん だ。 

おち か まあ、 まあ、 然 うかいな。 それで 濟ん でよ かった 

が、 わしから も、 ほんに； び をせ わば ならぬ こと ぢゃ。 

(問) それ を 旦那 ど の は氣 4^ りに も 知ら せず、 つん けんと 

小言 まじりで 出て 行かれた 1 . (と、 今更の やうに 後，^ 

見直し、 心の 焦つ 表情。) ほんに、 おせんさん、 こなたに 

は氣の m 毋な ことであった。 

おぜん 飛んでも ない こと を 有 仰い ます。 この やうな 態が 

ぉ家樣 のお 目に とまり、 そのお 言葉で は 却って わたしが 

痛み入ります。 


441 


ん ぜ ぉ屋嫁 


おち か したが、 おせんさん ペと、 稍お 肉に 蔑む やうな 思 

人，^ して) あれ は 今 曰 結うた ばかりの 髮 であらう が、 た 

つた 一晩 保た せずに こ はして 了って は、 家へ 歸 つて 與七 

どのに なじ られ たら お前なん と 云ひ譯 をし ます ぞ え。 

お. fi ん ほ x>->,。 まあ、 御寮人 さまのお 身で は その 樣な 

ことまでお 氣を操 まれます かいな。 なんの、 これし きの 

事 を 心づく ほどの 氣 ばたら き ある 男で は.. - 」 ざん せ ぬ。 そ 

れに、 なんの かのと 面倒な こと 云 はうよ り 女の 口で つい 

ちょぼく さ 云っての ければ、 それで 事 は 濟んで 了 ひます 

おち か まあ、 その 樣な ことが I なん ぼ こなたの 速 合 ひ 

が 職人 ぢ やとて、 つ いちょ ぼくさと —— まあ、 まあ、 然 

うかいな。 

(と、 i-ic" の 1-..^ 高く 天并 に. S つ 一-、 11^ にせつ ゝ皮 肉に 

一 K ふ 彼女の 面 は 八 1 く靑 拠め 且つ 顔へ てね る。) 

(おぜん は 寧ん 驚い て お ちかの }a ..J^ 舰き込 み、 何 か 云 

は-つと する。 その 途端に 14! 左衞 門人 リ來 る。) 

ひ t 

县左 お、、 おち か、 お前 こそ どうした もの ぢゃ。 他 を 急 

がせて 置きながら、 べんくと^^-：り込んで、 納戸で 煙草 

ふかして 落つ いて ゐる 奴が ある もの か。 これ、 今夜のお 

客 を どうす る つ もり ぢ や 。 

おち か まあ、 何が その 様に 籟に 障る か 知らぬ が、 急に 物 


云 ひの 惡 いこ と！ まあお 前 も此處 へ 坐りな さんせ 。 

長 左 え \ 、此の 忙しい さなかに、 なんで 坐って なぞ ゐら 

れる もの か。 (と、 おぜんに 向 ひ) おせん どの、 こなた は 

滞りながら、 その 菓子が 出來 たら、 早う あちへ 蓮んで 下 

さい。 

ぉぜし -,,  i; い。 

(と、 おぜん はこれ, „J< 潮に 行かう とする。 おち か 絡む 

ら むらと して， おろ。) 

おち か いや、 おせんさん、 ちゃ ッ とお 待ち。 

おぜん え、 まだなん ぞ、 此處に 御 川が I .。 

おち か まあ、 お 坐り、 お前 を：： iS 滅 のこち の 旦那 どのが 見 

えたのに、 然ぅ 急いで 逃け る こと も あるまい。 また、 旦 

那 どの も 止めた がよ いで はない か。 

長 左 え、、 つべこべと 下らぬ こと を —— これ、 B 頃と は 

譯が違 ふぞ。 先々 代： 探の 五 卜 年忌、 町 衆の 客が 大 める 

仲で、 また 何ぞ 下らぬ 辜 を榍 にこ だはる 氣か。 なん ぼ 家 

附の 娘で も 十九 や 二十の もので はなし、 もう 大概に 世間 

が飮み n^J め さうな も の ぢ や 。 

おち か い V え、 飲み：： C; めぬ。 わたし や 生得 鈍な 生れつき 

ぢ やによ つて、 は つきり 云うて m へれねば 何事 も飮み 込め 

ませぬ。 (と、 ヒス テリ 少グ に たか ぷ-ソ た 語調) 

長 左 なん ぢ やと I . (と、 凝視して) ふむ、 また 何か些 
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細な ことに 氣を 立て、、 顔の 色まで 變 へて 翳ぐ： が ある 

もの か。 ちッ とたし なむが よい わ。 

おち か 何もせ ぬ ものに たしなめと は — ^む、 それ は 誰 

に 云 ふ 一一 一一 暴ぢ や。 以前 は 兎 も あれ、 今 は飽屋 長左衡 門と 

いふ 大店の 卞人、 お前 こそ ：：•• お前 こそ ：：•• (と、 昂^ 

お ちい i 

して) 大恩 受け た 父樣 の 法事 をす る とい ふその 晚に… 


B^: 左 ー體 わしが どうしたと いふの ぢゃ。 

おち か どうした も、 期う した も、  え VU の 前で 馬 鹿 

にされ るか と 思 へ ば^が 立 つ 。 

BK 左 え X、 なに を^ 迷 一一 n を 云って ゐ るの ぢゃ。 お前 を 馬 

鹿に すると は —— 一 體、 何 を、 その 樣に 腹が立つ のぢ や。 

おち か フン、 白ば くれる にも 程が ある。 これ、 此の 髮は 

—— 鉢が 落ちた ぐら ゐの 二と で、 あの やうに 堅く 結んで 

あつたお せんどの V 此髮 が、 然ぅも 造作なく 解けます か 

よ 0 

(と、 « ^々云 ひ W がって、 險 しい 眼に なつて 二人に Slav- 

つけろ やうに 云 ふ。 おせん は： wii て 配と 默リ 込ん て 聞 

いてね；： が、 此の 一 語に ギヨ $v とし \^ 冷水，^ て も 浴せ 

かけられた 如く 驚く。 そして 思 はず 長 左衞 ra と 面ん 见 

合ゼ ろ。) 

(5^ はず， f.i ^マ、 め) これ、 これ、 おち か！ おせ 


ん どの 乂ゐ る： で …… その物の 云 ひやう は …… 日頃 は 病 

身ぢ やと 思うて ゆるして 置け ばつけ あがって  これ、 

いくら 氣ま でも 着せる こと、 卷 せぬ ことがある ぞょ。 

おせん どの、 決して 氣を惡 くして 下さるな。 

おち か …… (冷 かな 流し 眼て 聞き流して ねろ) 

おぜん ：：： (默 つて、 うつ 向いて ねたが、 負け 嫌 ひな 彼 

女 は 忽ち 耐 へられ なくなって、〕 もし、 お 家 さま、 それ は 

…… それ は、 あまりと 云へば 言葉 過ぎた 邪推、 わたし や 

お前に 疑ら れる覺 え は ござんせ ぬ。 

(と、 キクと なって 息 まく。) 

おち か ふん、 疑ら れる覺 え はない か あるか、 その 場に 居 

合せた もの は、 たった 二人ぎ り …… さ、 なにが あつたか 

知れた もの かい。 然 うでな くば、 その ふしだらな 態で よ 

う 差 かし くもなく、 ベら/ \. と 嘘が 云 はれた もの、 そん 

な 事で 云 ひ くるめられる わたし ぢ やと 思つ て か。 

おぜん え、 噓を云 ふたと ぇリ —— 。 

長 左 え X、 耻を 知れ。 おのが 心の 癖み 妬みから 出て ゐる 

こと を、 あ、 云へば 斯う 云 ふと …：. 何も 知らぬ 町 衆に 閱 

かれたら：！ 屋 長左衞 門が 外 開に もか& はる こと ぢゃ。 殊 

にお せんさん は 女の こと、 え、 大抵に つ、 しまぬ か。 

おち か それほど 耻 外聞 を氣 にす るお 前が、 こんな ことが 

よう 出來 たな。 
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具 左 こんな こと、 は  つい、 過ちで 落した もの を、 ど 

うしょう にも 仕樣がない。 若し、 與七 どのに なじられた 

ら詫證 文 か い てな り と あやまる より 是非がない わ。 

おち か え、 お前まで が 言 紫， を 合せて •：：. それほど おのが 

女房 を 馬鹿にした いもの か。 それなら、 さっき わたしが 

納戸 へ 戻つ て來 たと き、 つ い 斯うく となせ 云 はれぬ。 

ほじり 出されて g^- きながら、 まだ 云 ひ くるめよう とする 

心の底が わたし や 憎い。 

(と、 再^ 激しく 云 ひ 募ろ。 此の 少し W 前、.； W 下へ 來 

かかった 女中の 一人が siw 子，^ 岡 さつけ 急い-つ 人ろ。 一方 

に は 客 一 方に は 近所の 働 さの 女 達が 二人 n; 人づ、 立 

^き，^ にじめ 、 此 もたり に な つ て 大；！ カ^,^ あら はし 立 

10 きすろ。 長 左衞門 はさす がに 恭と】 i 癍， かお こさずに 

はねられなかった。) 

具 左 え、、 おのれ、 僧い と は どっちで 云 ふこと ぢゃ。 耻 

外^ を 思 へば こそ、 さつ きから！^ へ る 拳 を？ g り しめて、 

我慢して ゐれ ばよ いこと にして、 よくも、 よくも……。 

(と、 掷り にか、 らうと する。 一ての チ.； Jv、 おぜんが し 

つ かりと 抑へ ろ。) 

おぜん もし、 口： 那 さま、 此の 上に 言 紫 を 荒立 て、 云へ ば 

云 ふ ほど、 ない M を 世間に 云 ひ 立てす る やうな もの、 ど 

う ぞ我投 して ；… な、 もし、 何と 云 ひ 曲げられても、 わ 


しさへ 耐へ れば此 の 場 は 済み ます。 (と、 n 情 し！^ ん ぉリ 

ながら 勝氣. ^わら はして 止める。) 

具 左 とさ、 わし も 思 はぬ ではない が、 餘 ¥ ^ に 無茶な 物 

の 云 ひやう、 第一 おせんさん、 お前に みませぬ。 

おち か ふん、 おのが 女 を 庇， ふために は、 非 を あげら る、 

女房 を 打ちた、 きする 亭主 は 世間に いくん も ある。 長 左 

衞門 どの、 さッ、 どうな とする がよ い。 

長 左 え、、 まだぬ かし るか。 

おぜん これ、 n; 都 さま、 今お. たけ は 何も； K は 十に …： 。 

(と、 再-ひ 止める。〕 

(そこへ 久助， おが 飛込ん て來 て、 おち か カクな， ためる。) 

久助 ま 、何事 も 今夜 は 折が惡 い。 さ、 氣を しづめ て、 あ 

ちへ お出でな され ませ" 御 法事の 晩に 御 夫 «| の いさか ひ 

は、 たと ひ. S 何 や、 つな 問 1=^ びが あるに もせよ、 譽 めら れ 

た 話で は ございませぬ。 

おち か お. -久助 爺 か、 でも、 口； 那 どのが あんまり なお 仕 

打ち をな さる ゆ ゑ、 わしゃ 腹が立って …-: 

具 左 え、 倍氣も 時に よる わい。 ^助、 この 氣 Si; ひめに は、 

ほと く 「£§ り 切った わい。 

久助 ま. 1.^、、 お 二人とも、 その 事 は、 この 爺に お あつ 

けなされ。 さ、 おえさ ま、 阜ぅ あちへ まゐ つてお 客！^ の 

前 をよ いやう に 繕うて 下さり ませ。 11 では、 n ー那 
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おせん どの も耐 へて 下され。 

(と、 一！ 外 LL 意，^ ふくめ 二人 IdH^ 入，^ して、 おち か，^ 

なだめながら 連れ去る。 近所の 女 ほ も 共に い.；，： はリ 

ながらお ぜんの s^,^ さ、 やさ 八 "ひつ 、.！ び： 45 ろ。) 

おぜん t^: れて まだ、 これほどの 耻を いた ことがない。 

(おぜん は ^喷 みしめ て、 おち か， 小 几；^) つたが、 女 

c^!?! のさ、 やくの.,^^ くと 耻 よ リも： ：：惜 しくな つた。 

そし-. / 1^ が ぼろ （-と 、、ぼれ るの，^、  A 左 ® i: はちら 

と见て 取った。) 

，ぉ 左 おせんさん、 申譯 がない。 が 何事 も 能う 耐 へて ドさ 

れた。 これ、 此の 通り ぢゃ。 

(と、 手.， 合. f- て S: む。 おぜんに それ 1 亇 打消す。) 

おぜん なんの、 お前： ぱ には濟 まぬ。 が、 思へば 世間に 面 

出しの ならぬ ほどの 生耻を か、 された。 え. -耻 より は 寧 

そ 口惜しい。 ：：： 口惜しい ：：： ロ怙 しい。 

(と、^ 5^ から 今迄 耻. 忍ん て. Q たのが、 初めて 鼓 に 突 

？ して、 怒り LL 燃え" 乂ち、 口 W し はきに 泣き 崩 ひろ。) 

(RK 左衞門 は、、 れ. ^なだめる。) 

—— 幕 11 

第二 总 搏： 62： の 場 


饞展 の 近？ ^にあろ 一 装 房、 與 七の 住 r おて わろ" S 

は その 3:^。 茶の 問 が 中心に なって、 塊の 座敷と 仕事 

揚が ある。 

時 は 翌戊享 二 年、 正月 二十 二  CC の 夜、 まだ j!^ 六- ソの 時 

刻、 近所の 格 十！！ 一一； 味 線て 幕 明く。 

T>i^ んはリ 

與七 はたった 一 人、 ffl乎として長.^鉢の前に^^,$~ぅづ 

,  >vs いひ こな 

めて 屈託に 枕って ねろ。 そこへ 夫 池の產 娑の老 姐が 

？ C  口から お とづれ ろ。 

老媪 おせんさん …… おせんさん はお 留守 かいな。 (と、 門 

口  KJ- わけて 透かし 視 る) 

與七 おせん は 留守 ぢ やが、 どなたで ございます。 

め _ ノ- こいけ こなさ ぜ 

老媪 わし ぢ やわい な。 夫：！ 池の 產 婆の 媼ぢ やが 11 お、 

與 七さん、 日の 暮れる のに、 ぼんやりと 何 をして ゐ なさ 

るの ぢゃ。 

與七 あ、 夫婦 池のお ば か。 ようお いで ぢ やな。 まあず 

ッ と 此方 へ おあがり。 

老 n では 御免 -11  (と、 内へ 入り) 斯の やうに 曙うな つ 

て も 幻 をと もさん のかい な。 

與七 おせんが 居ぬ ので、 とんと 忘れての けた。 ほんに 何 

時の 間に か 暮れて しまうた な。 (と、 行燈， 出して.^,^ と 

もす) 

老姐 與 七さん、 お前 また 此頃 物案じ を 初めさし つたな。 
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與七 い V え、 なに、 そんな ことがある もの か。 (と、 や、 

狼猊氣 味て) 暮 のうちから 急かれ た 仕事 を、 正月に なつ 

てから も碌々 かたづけ ぬので、 つ い 思案 をして ゐ ました 

老 SI いえ、 それ は瘦ぢ や。 嘘で あらう、 その 仕事の は 

かの ゆかぬ の も、 あり 樣は おせん さんの あの こと を、 ま 

だ いろいろに 思ひ惱 んでゐ るので あらう が。 

與七 おせんの あの こと？ あの 事と は 一 體何 の こと ぢ 

や。 

老媼 .H ばくれ るに も 程が ある。 それ、 去年の 師走の 十六 

日 表の 齒 M に 法事の あった 晚 のこと さ。 

與七 うむ、 それで はおば V、 お前まで が あの 晚 のこと を 

聞き 知つ てゐ なさる か。 

老媪 さ、 今まで は 聞いて かぬ 振 をして ゐ ましたが、 廣 

いと 云うても 天 满へは 毎日の やうに 通って 來 る わし ぢ 

や。 そ > J 此處 にお 產の ある 度 にどん な 大店の 奥へ も 行け 

ば、 また 贫乏 人の 裏長屋へ も 出入りす る 商 賫ゅゑ 、 どん 

な 間 話で も 不思議な ほど 此の l^ir に は 早う 入つ て來 る。 

赏 はお せんさん の こと も暮 のうちに 聞いて はゐ たが、 お 

前が これほどに 氣 にかけ て ゐな さ る と は 知ら なんだか ら 

ちょい /\ -來 て も ま るで 聞かぬ 振り をして ゐ ましたの ぢ 

や。 


與七 お- -然 うで あつたか。 然 うと は 知らず わし^お 前に 

世話し て 貰つ た 女房、 撙屋 風情の 身分 に 過ぎた い 嫁 を 

IS? つた、 心から 有難い、 しいと 云うて ゐた その 舌で、 

こなた に^ 痴め いた - J と を M か せ 、 男の 癖に 意氣 地な し 

さ¥  、  ，  ，  t 

たと 蔑まれる の もむ やくしい と、 資は 今日まで If りで 頭 

を惱 めて ゐ ました。 おば、、 撙； S の與七 たと て、 職 入な 

がら 男の 端くれ、 其 後ち とい ふ もの は、 世間の 口と 女房 

の 素振りが 氣 にな つて、 碌々 商 #! も 手 に つ きませ ぬの ぢ 

や。 

老姐 お k そ の 切ない こ、 1 ろ は 察し て ゐる。 察し て はゐる 

がなん の 、 それほど に氣 にかけ る 事で もなん でもな い。 

云 は の, 2 儀の fte 氣 から 起った こと ぢゃ。 

與七 わし も然 うは 思って ゐる。 が、 二人で 納戸に ゐ たと 

ころへ、 鉢が 落ちて 結 ひ 立ての 髮がこ はれた と； K ふこと 

だけ で、 •：•： た V それだけ の 事で 亭主の 耻 にもなる こと 

を、 客の 耳へ 入る やうに 騒ぎ 出 I たと 云 ふこと が、 どう 

も 俺に は飮み 込めない のぢ や。 

老 SS 然ぅ 云うて お前が、 おせんさん を 疑る こ、 ろが 一 ば 

ん よくない。 それで は 何ん のこと もない 夫婦の 仲に、 態 

態 溝 を 0 る やうな も の ではない か。 

與七 だが、 ぉば^^! その後お せんの 落着かぬ 樣 子と 云 

ひ ：！？ 前と は 打つ て變 つて 只 焦 々 と 氣が短 かく、 一  言 云 へ 
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ばニラ " で强く あたり、 家 を 外に 出歩く ので、 わし もと も 

ども 氣が おちつかぬ。 (と、 思 はず^ 息，^ もらす。) 

老 姐 さ、 それと まふの も、 お Mi がお せんさん を 信ぜぬ の 

が 根に なって いろくに 花が 〔はくの ぢゃ。 その 仇 花が 咲 

くやう では、 家內の而^：ぅ暮せろ^^がなぃ。 

與七 俺 も それが 口惜しい と は 思 ふが、 つい 顏を 合せる と 

愚痴に も なれば、 また 偶々 は 女の つ \ しみ、 たしな み も 

云 ひたくなる。 おば、、 それ は 俺の 無理で あらう か。 

老媼 いや、 無理で はない、 云 ふ ことがあれば 一 や 主 ぢゃも 

の 何 を；： ム うても 段ない が、 今のところ 餘 まり それ を 責め 

るは惡 い。 

與七 なぜ、 惡ぃ？ 

老媼 さ、 なビと 云うて …… 總 じて 女 は、 氣の 狭い ところ 

から 兎^ 一  阔に物 を 思 ひつめ る もの ぢゃ。 、；； けて おせん 

さんのゃぅな勝ハ！！^；；？人は、 口に は 出さずに、 ひよ ッと心 

の K れる ことがあつ て はならぬ と 思うて …… な。 

與七 おのれが 過ち を 出来した に、 それ を 云 はれて 拗ね 

る 奴が ある もの か。 そんな 惡 い 性根で は 行末が 思 はれる 

0 然し 一概に、 お前の まふ やうに 女の 心 は ゆかぬ もの 

ぢゃ。 ま V 能う 考へ W して、 何事に つけても 優しう して 

やる が 肝齊ぢ やが な。 


與七 これまで は 俺 も、 女房のお に 敷かれる 亭 せ-と W 間 か 

ら笑 はれる ほどお せんに は 優しう して 來た箬 。今では そ 

れが惡 か つ たやう にも 思 はれて 来た。 

老媼 なんの、 それが 惡 いもの かいな。 

(と、 再び 與七 が默リ 込ん て 溜息，^ つ いた 晬、 門口に 

おぜんが 歸 つて 來 る。) 

老 g| お i おせん さんか。 恰度よ いところ へ歸 つて 來た。 

與 七さん もお 前の 歸 りが 遞 いと 云うて 大變 案じ て ゐ なさ 

れた ところ ぢゃ。 

おせん まあ、 然 うかいな。 遲 うなって 濟 みませ なんだ。 

與七 え \、 た. ヾ 口で 詫びさへ すれば よいと 思うて …… 夕 

汲の 仕度 もせ いで、 どこ を 今ごろまで ほッ つき 歩いて ゐ 

るの ぢゃ。 

老媼 これ、 與 七さん、 然ぅ ぼんく 物 を 云 ふ もので はな 

おぜん い、 え、 おば、、 此の頃 わたし ゃ與 七さん にあ か 

れ たと 見え、 出る にも 入る にも 苦い 顔せ ねば 口小言ば か 

なかう ど 

り 喰うて ゐま すわ いな。 寧そ媒 のお 前に？ i んで隙 貰う 

て もら ひ、 北 野の 不動 樣 へ あが つ て 、 お 弟子 に でもな つ 

て 了 ひたい。 その 方が 浮世 離れが して サ ツバ リ する かも 

知れ ませぬ わ。 ほ k  \  -1。 

老 n まあ、 おせんさん、 お前 も 氣儘は 云うても、 その 樣 
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な 言 を 嘘に も 口へ 出す ことで はない •••：• さッ 、 早う 飯の 

仕 を するがよい。 

おせん 膳 S へだけ は、 あれ、 あの 通りして 置いた に。 

與七 いやく 1^ 喉が つまった。 今 はたべ たう もない。 

老 姐 ほんに、 そのゃぅなことでは夫婦の仲も自g^^臭く 

なります わい。 互 ひに 面白-つな いことの ある 時 は、 さつ 

ばりと 云うて 了へば 胸が. 晴れる に、 一 一人で 同じ やうな 探 

り 合 ひば かりして ゐては 如何 もなら ぬ。 與 七さん も、 お 

せんさん も、 ど ッちも 嫌 ひで なった 仲で なし、 あのお 伊 

勢樣に 拔け詣 りした ころの 氣持 になつ て K ひ に 親切に し 

あつたが よいで はない か。 

與七 (S 入れ わって) ほんに 然、 つであった。 恩に 被る と 

喜んで、 E 月に 染 木綿、 盆に 奈 晒しの 中ぐ らゐの 品な 

ら 四季 施 も 心得た、 おば、 が 達者な うち 一代の 小， m 錢に 

事 はか、 せぬな ど、 誓った ことが^に なりました。 俺 は 

なんとか してもう 一 度 あの e. 分の 心 持に なって 見たい。 

(と、 急に しんみ リ して、 老 a に 詫. ひる 如く 云って 俯 

向く、 おぜん もさす がに 1^ ぐ しい 心 持に なろ。) 

老姐 然ぅ ともな、 然ぅ ともな。 淸-淨 な 祌參り にか こつけ 

て 下向 に は お廻り したの を覺ぇ てゐ なさる か、 高 尾 の 紅 

紫、 峨の松 i より は、 三條の 宿で、 おせんに 惚れく 

さつ て 何時までも 離れぬ 同行の 番頭め をまい て、 まん ま 


一 

と 首尾よう ：… -ほ k  \  乂、 一 一人と も あの 畤の こと を 忘れ. 

て 了うた のかい な。 

おぜん おば^、 暮の 事が あってから は、 殊にい ろ-^ と 

心 配 を かけ て濟 まなんだ。 與 七さん も わしの 心 を 察し て 

惡く 思うて 下さるな。 

老媼 お 、 それで こそ 正眞 正銘の 惚れ 合 つ て 一 緒に な つ た 

夫婦と いふ もの、 態々 わしが 出 けて 來て 話した 效がぁ 

つて 嬉しい。 おせんさん は 勝；. M を 出さぬ こと。 また 與七 

さん は 少し：； M を 大きう もつ こと. ちゃ。 は >-.>->- 。 

與七 おせん、 何 はなく とも、 おば、 に 一 ばい さしあげた 

がよ いで はない か。 

おぜん ほんに、 此の 通り いの ま はらぬ ことで はな。 (と、 

a ら たしなめろ 如く 一-みって、 立ち上つ  一/ 膀の 布巾， ^取り、 

急ぶ、， 5^ んて來 る。) 

老 n いやく、 話が わかれば わし は最ぅ 然うして は 居ら 

5 あげ 

れぬ。 今 W は 二十日 正月の 三日 HI の晚、 產；&^の節くれ立 

つた 手で、 S 引の 繩を 引けの、 老の 眼で 歌が るた 取れの 

と ® もま だ 女の. つちと 見えて、 春の なぐさみに #g びの 約 

束が たんと あるの ぢゃ。 勝手 ぢ やが 、 J れで 今夜 は お 暇 さ 

2 や- 

せて 貰 ひます。  今度 はお せんさん、 お腹に の 出来た 

時で もな くば 老欲 S を 引 張り出し に 來ては 下さるな や。 は 


ん ぜ お fl^ 
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ハと、 もう 饒 11^ リ ながら 門： 2 へ 出ろ。) 

與七 これ は、 飛ん たお g. 末 をし ましたな。 

おぜん 有難う. - J ざんした。 お！！^ を つけて おい でな され ま 

せ 。(と、 兄？ 卞； 1 りつ 、いふ。〕 

與七 おせん、 おば t はもう 鏺られ たか。 (問) 何 を ぼん や 

り 其駭と ころに 突立って ゐ るの ぢゃ。 これへ 來て 酌して 

おぜん あい。 

mu お前 も 一 ばい やれ。 家 は； 一人ぎ りで 一 一十 S 正月 を 祝 

つと しょ- r-o 

おせん あい。 

與七 さ、 一ば いやら う。 (と、 S 分が^ん. た！^ 'おぜん-卜 

差す。) おせん、 お前の 限から は淚が 流れて ゐ るな。 これ、 

何に 流す 淚ぢ や。 わし は、 わし はお 前の 心 の^を、 眞ニ 

つに 裂いて 見たい と 思うて ゐる。 

おぜん 心の 隨を、 眞 二つに  f 

與七 然ぅぢ や。 恥 かしい？^, たが、 俺 は …… 俺 はお 前の 心 

が 知りつ くしたい。 

おぜん けれど、 お前に は 今の わたしの 此の 心 持 はわ かる 

まい。 與 七さん、 わたし や 口惜しい。 ：i の 女房 づれに 

ほられて、 鹿い 仳間 をせば める ほど 恥 を か  > された の が 

どう 思 ひな ほして 見ても、 n 惜しうな つてなら ぬの ぢゃ。 


與七 だが、 おせん、 お前が その 口惜し さに 泣いて ゐるを 

尤も だ と は 思 はれいで、 不思議な せつな さに 此の 胸が ふ 

さがれる。 

おぜん そのせ つな さは 知って ゐる。 知って ゐる がその 爲 

めに、 わたしの 口惜しい 此の 思 ひ は、 いやが 上に 燃え立 

つば かり ぢゃ。 

與七 それが …… その 勝氣を 出すまい と、 先刻 もおば、 に 

云 はれた ではない か。 世間が 何と 蔭口 を 利かう とも、 お 

のれの 身 さへ 潔. 01 なら そ の やうに 口惜し がる こ と は ある 

ま： /- 

おせん い- -ぇ、 それ を 口で 云っても 行 ひ？ £ まして ゐるこ 

と は、 阿呆 か 馬鹿で なくば 出来ない こと。 な あ、 與七さ 

ん、 此の 敵 此の 腹い せ、 ど こぞで 晴 させて 吳れる やう、 

お前が はからう て ド さり ませ 。 

與七 これ、 联り騰 せて なに 云 ふの ぢゃ。 ：aM のお 店へ は 

わし も 昔から 出入りして、 曰； 那さ まもお えさ まも、 此の 

與 七に 情 を かけられて 下さる こと は、 お前 も 能う 知って 

の 害 ぢゃ。 忘れても その 樣な 無茶 は 云 はぬ もの …… 。 

おぜん 無茶と え？ なにが 無茶 ぢゃ、 あの：！ 逢のお ちか 

とい ふ 女子 ほど、 世に 無茶 を 云 ふ ものが またと 一 一人 あら 

うか。 わしゃ どうで も それ は 聞かぬ。 

與 七 え k  、 それが お前の 惡 い 性分、 思 ひつめ たら 思 ひ か 
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へせぬ とい ふ 負け 嫌 ひ。 これ、 何事 も 身分 違 ひと あきら 

めて その W 憤を粲 てた がよ い。 

お ぜん もし、 身分 違 ひ ゆ ゑ 、 恥 か k され ても默 つて 居い 

とお 前 は 云 ふの か。 麹 IT がな に.：： あのお ちかと いふ 女 

子から が、 どれほどの 身分の もの ぢゃ。 やれ、 おえさ ま 

の 御お 人 さまのと、 他に おだてられる をよ い 事に して… 

…あの 高 侵 面！ あの 氣狂ひ 沙汰！ 思 ひ 出しても 身の 

毛が 傈 立つ、 あの 恥の 仕返し を ど こぞで 屹度して やらね 

ば、 腹の 蟲が いえぬ のぢ や。 (と、 いき リ 立って 罵リ わめ 

く  0  J 

與七 え X。 それほどの 意地が あるなら、 なぜ 長 左 衞門さ 

まと 疑ら れる やうな 彼 H をつ くった。 わしゃお のれの 女 

房ば かりが よ いと は 問に 云 はれぬ。 

おぜん (t^YJ- ふろ はして 凝視しながら) では、 お前まで 

が 現在の 女房に 疑 ひ を かけて ゐ るの ぢ やな？ (と、 思 入 

れ) 

與七 疑 ひ を かける 譯 ではない が、 その 樣な 破：：：； に 落ちた 

が 不祥と あきらめ て 、 それほど Eji 間に 顔向けが ならぬ と 

思 ひつめ たのなら、 大阪の 天滿ば かりが 人の 住む ところ 

でもない。 俺 も 幸 ひの 55 屋 職人、 どこへ 引 移っても^ 過 

ぎ は 出来る。 どうぞ、 然うして 溫和 しう 俺の 云 ふ 事 を 聞 

いて 吳れ。 


おぜん (31. ^光らせて) い、 え、 厭ぢ や。 わしゃ 此の： 大 

滿を {EC 分 か ら ； 寸も勋 くこと は 厭ぢ や 。 

與七 r 疑 の 吸て) なせ 厭ぢ や？ それ を 云へ。 

おぜん そんな 追 はれもの . ^やうな さもしい 日蔭 者に なつ 

て、 此の世 間 を 渡る くら ゐ なら、 寧 そのこと に  。 

與七 なに、 寧 そのこと に  どうす ると？ 

おぜん お前に 離緣を 貰うても、 疑ら れるま 、 に 見 sk を 

遂げて、 憎い、 僧い あの 内儀に 鼻 あかして やる が^ ち 

や。 

與七 おせん、 氣 でも 狂うた のか、 これ、 恐ろしい 棻鉢を 

云 ふに も 程が ある。 お前 は 身 を H;^ してまで 一お 簪を する つ 

もり か。 

おぜん 、f、 お前 は 身が 欲し さに 泣き 寢 入りす ろ 女子 を 

女房に 持ちたい か。 正^ ー圖も sil. しい も、 時に よって 

は 頼 母し くも 思 ふけれ ど、 今の お前 は意氣 地な しぢ や。 

與七 なに、 意氣 地な し？ よくも、 その 口で ほざいた な。 

おぜん それが 疳竊に 障るなら 、 立派に 女房 を さるが よ い 。 

與七 い V や、 さらぬ、 離別 はしない。 

おぜん え、、 どうな りと お前の 女房、 お前の 勝手にす る 

がよ い。 あ \ く さ/ \. と し て 氣 持が わるうな つた。 わし 

や 以前の 御主人 筋の 難波屋 へ 行て、 せめ て ：！尾 のおち か 

から あやまり 證文 なりと- 耿っ て K ひましよう。 
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(と、 云 ひつ ゝ門： ^開けて 出る。 與七は 思 ひな ほす 

tis. あって、 直ぐ 後，^:?」 ひながら。〕 

與七 おせん！ おせん！ 

(と、 呼び^„:てたが、 . 後 か见 えなかった。 與七 

tfw びし i んぽリ と の： M に 15^ つて、 思 ひ惱む 如く 首 

乖 れ る。) 

(やがて、 女 おぜんの 出て 行く の，^ 知つ ズか 魏屋の 

内！^？ぉ ちかが、 SS の 内ん、 舰告 込みながら。) 

おむか もし、 與七 どの、 與七 どの。 

與七 え、 どなた ぢゃ？ 

おち か わたし. ちゃ。 i のおち かぢ や。 

與七 お \、 思 ひがけない s:^ のお 家 さま、 どうぞ 此方へ 

お入り 下さい まし。 

お ちか お前 一人なら、 免して 賀 ひましよ.^ 

與七 まあ、 むさい 處へ 能う おいでな されました X と、 座 

布 ^す、 める。 〕 

おち か ^は 去年の 暮れのう ちから、 一度お 前に ゆるり と 

會 つて 話したい と 思うて はゐ たが … … 。 

與七 他 も 伺 ひ た いと は 心 で 思 ひながら、 つ い 、 御存じ の 

敷！ g が 商くなりまして …… な。 

おち か それ はお： A ひのこと。 わし も ffl は 我慢せ ねばなら 

ぬと ころで あつたが、 あまりの 难に嚇 となって、 與七ど 


の、 お前に は氣の 毒で 氣の 毒で なり ませぬ。 

與七 いえ、 どういたしまして。 それ は 俺から 申さねば な 

らぬ ことか も 知れ ませぬ。 

おち か (眼に 一保.^ 浮め) したが、 與七 どの、 ゎしは§^っ 

みつめ 

し てお 前の 面 を 凝視 て ゐ ると、 家の 長 左 どの と 引 較べ て 、 

律氣 一 圖に W 直な お前が 羨ましく も、 不愁 にも 思 はれて 

なり ませぬ。 

與ヒ (眼の 色.^ うごかし) では、 お 家 さま、 あの 晚 のこ 

と は  。 眞實 ありの ま&に 聞かせて 下さい C 

おち か ま- -、 然ぅ間 かれて は、 わし も闲り 果てる C そこ 

はわし とお 前が 我漫 のし どころ、 それにつ いて 談合し よ 

す- S 

うと ffils うして 隙 を 見て お 邪魔に やって来ました。 與 

七さん 默っ て 此の 包み を受联 つて、 それから わたしの 話 

を 聞いて 下さい。 

與七 と、 有 仰る 此の 包み は …… (と、 持って 兄て 驚き) 

これ は 小判 ぢゃ ございませ ぬか。 

おち か さ、 申し 憎い ことで は あるが、 一 つに はわた しが 

あやまり 

事 を 荒立てた 謝罪の しるしの 金、 一 つに はお 前に 此の 犬 

滿 からど こへ なり 噂の 立たない 處へ引 移つ て 貰 ひ たい… 

…それが お 互 ひの 身の 爲 だと、 思案に あまって 来ました 

のさ。 

與七 成程、 さすが は 御大 家の 御内 儀 ほどあって、 恐れ入 
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つたお さばきで は ございま すが、 この 金 だけ は いた どく 

譯に はま ゐり ませぬ。 

おち か では 決心して 此の 土地 を 立 くこと は …… 。 

與七 さ、 それ も 能う 思案して a ませう。 

おち か なぁ與 七さん、 決して 惡 いこと は 云 はぬ。 此の上 

互 ひに 顔 を 見合せ ると ころに あつ て は、 どんな 間違 ひ を 

引 起さぬ とも かぎり ませ ぬ ゆ ゑな あ。 (と 、 言外 に 意 ん、 ふ 

くめて 云 ふ。) 

與七 わかりました。 わかりました。 

おち か 此の上と もに おせん どのの 樣子 にも、 能う n 熾 を 配 

つ てゐて 下さい。 

與七 はい。 (と、 溜息と 共に 考へ 込む。) 

(此の 時、 犬の 遠吠えの 聲 俄か LLH え 出す。 おち か は 

驚いて M 耳 立てる。) 

與七 な あに 驚く こと はあり ませぬ。 犬の. s-;^ えで ござい 

ますよ。 

(と， おせんの 歸リの 連い のが 心に か、 ろ 思 ひ 人れ。 

おち か は 近寄って 攝 くこな し。 ® も 劇しく 犬の lt。) 

(暗 轉。 道具 替 ろ。〕 

第二 場 搏屋露 路の場 

sflatul く 板继の 迫った 霜路の 、、、ろ。 き.，？ たリ Ll 


1 

屋 共用の： ^戸に 柳の 太いの が 枚，^ 乖れて ねる。 

犬 の ci- と 火 の番の ？5"に夜は_^„;け て ゆく。 一 一 十 cn 過；； プた 

月魄 C 光りが 漸く ほんのりと 簡ん， -见 分けさせろ 劉 W 。 

おぜん、 下手から 与| お、 足 て .1 波 SHS の 提灯ん さげて 歸リ 

^急いて 來ろ。 わと から 具 左衞 門つ いて 出， c。 

長 左 もし、 もし、 おせんさん …… 。 

おぜん え、 わたし を 喚ぶ の は …… 。 

具 左 わし ぢゃ。 長 左 衞門ぢ や。 

おぜん あ、 お前 は …… まあ、 此の 夜更けに どうし て… 

長 左 わし も 今夜 はちよ つと 他所で 飮み 過し、 歸り にあの 

天^！の橋をゎたる時、 ちらりと お前の 後ろ姿に 翁が つい 

たが その 露路 口まで、 小 Is どのが ついて ゐるゅ ゑ^も か 

けられず …… 思 はず こ \ まで 追うて 來 たの ぢゃ。 

おぜん それ はま あ、 御苦勞 な。 して B! のョ； 那 さまと も 

あらう お 方が 、 此の 撙： K のお せんに 何の 御 用で ： ：： 。 

長 左 別に 用と 云 ふで はない が、 いつぞやの； び をしょう 

と 思うて、 な。 

おせん ふむ、 そのこと なれば、 今更お 前に 詫び されても 

わしの 腹 はいえ ませぬ わ。  ， 

. 長 左 それ は 尤も；， つや C ぁりもせぬことを^さ誹^§に§^は 

れた お前の 口惜し さは 察し てゐ る。 1 度 あうて 能う 一 f 譚 
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を か 一て うと 思うても、 人 n が あるので、 それ もなら ず… 

おぜん なに、 人 N? 人 1= がなん ぢゃ。 長い ものに は卷 

つみ ぶ-つ 

かれろ と、 身分ち る ものに は 53 從 たらん \ の 厭な 世の中、 

わたし やもう、 こんなつ まらぬ 世 問 を 怖れる 氣 では ； H 

なりと-おした-つない。 命 さへ 惜しい と 思 はねば … … は、 

は どんな こと でも 出來 ます わ い な。 

(と、 ほろ 醉 ひ加诚 のお ぜん は、 E ね ひわが つた やうに 

快 さう に 笑 ふ。〕 

具 左 これ、 おせんさん、 そんな 高 をして …… こ トは道 

端ぢ や。 お前 今夜 は、 大分に 醉 うて ゐ なさるな。 

おぜん なんの、 醉 うて ゐ ようと ゐ まいと. 此の キ：： をう ご 

したらその 言紫に！^替 へ はない。 (問) わたし や の 家 

に は 深い 恨みが ある。 人の 前で 恥 か、 された お 内儀に は 

…… 。 それ を 云うて からが はじまらぬ。 

14； 左 それ で も お 前が 、 どこ ま でも 能う 耐 へ て 吳れ て ゐ る 

と 思 ふと …； 此の 長 左が 胸に は 何とも 云 へ ぬ 苦し い 思 ひ 

が、 日に 新しう かさなる ばかり ぢゃ。 (と、 心ん 決して) 

今迄 は 此の 胸 一つに 祕め てゐ たが 、 おせん さん M い て 

れ、 -バ はわし は、 無 H 往生で：： 13- の § 十に 直された その 

まで、 お前 を …… まだ 雜波 M に 奉公 住みして ゐる お前 一 

を 思 ひつめ て たもの ぢゃ。  一 


おせん え …… ？ 

長 左 さ ァ.. 生きて ゐる うち は、 もう、 夢の 中で もこん な 

事 を する - J と は ある ま い と 思う て ゐ たが、 、 、刀 つ /\ 

おも へ ば、 あの 事から、 女房が 恪氣で 燃やす 火 を： S つ て 、 

今の 面白う もない 事 だらけの 境界 を考 へ ると、 むかしの 

心 弱かった 己れ が悔 まれる。 おせんさん、 世の中と いふ 

もの には不 思； I な緣 が、 n に兑 えぬ 絲の やうに つながつ 

て 居る ものぢ や。 

おぜん (55^ ぐみ つ- 0 まあ、 どッち 向いても 思 ひがけぬ 

こと だらけ、 わたしな ども 自分 から 求め て 嫁 い だ 家 で は 

な いがまん ざら is う もなか つ た 仲、 それ も 去年の 暮れ か 

らは、 互 ひ の 心 持に^ 裂が 入つ て 、 目 くしり 立 て た m 一曄 

の は、 なに を 云 ふの も懒 いほ ど、 醒めた やうな、 祸し 

い つ まら ぬ氣 持が つ V いて、 生きる-張り さ へ な くな り ま 

す。 

長 左 それ も、 これ も. 原因 を；^ せば あの 女から 起った こ 

とぢ や。 ほんに 世間と いふ 人； かがなかったら、 どんなと 

ころ へ述れて逃げても無5^心中をしょ、っもの と …… 心で 

ばかり は 思って 暮 した。 おせんさん、 寶 はわし が 心から 

の觀悔 をし て 、 びょうと 思 つたの はこの こ とぢ や。 

おぜん では、 お！ ss^ 、は それ を 覺 つ て ：… 。 

長 左 恪氣の はじめは それ かも 知れぬ が、 惡ぃ心 は 毛頭な 
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かった。 だが、 人の 思 ひ はかくせ ぬ もの、 罪 は 皆ん なわ 

しに あるの ぢゃ。 

おぜん いえ、 然ぅ ばかりで はない。 . 1- S やつして ® 悔 

を 聞く の も、 e はわた しが 誘 ひ を かけた やうに も 感じら 

れる。 と 云 ふの は、 今夜 も 今夜、 もとの 御主人から 意：^ 

をされ て歸る 途中、 「もどう せ 恥 を か い たせ ぢ や。」 と 、 

この ことば かりが 心に 恪 きつき、 呪 はしい までに 思 ひ 返 

しがつき ませなん だ。 

長 左 ではお 前 は 11 おせんさん、 いまだに 其麼 こ、 ろ を 


おぜん あい、 どうせ 斯うな つたの も 因緣づ く、 出 來るこ 

となら 死ぬ 際まで 腐れつ い て も 生きて 見たい …… 。 

(と、 思 はず つたお せんの 碎は、 眤と閣 の 中に か 

が やいて、 果て は 飽屋の 家 .Ml^ 被 後して 見ても 惡くは 

ない 1 - 斯う 云った 復謦 的な 惡 魔の 心に さへ 喊 かされ 

た。 彼女の 様子が 男の 心 か-糸く に 充分ても つたの は そ 

れ 故て わる。 長 左 衞門は んど銜 動的に 思 はずお ぜん 

の 手ん 、握りし める。) 

長 左 おせんさん、 その、 その 一 言で お そろし い ©惱 が 生 

きて 救 はれる。 お前 も 今 云った 一 言 を、 墓の 巾から 世間 

を視ぃ て 喚ぶ まで は 忘れて 吳れ るな。 わし も 生命に かけ 

てき ッ と えて ゐ ます ぞ。 


おぜん あい。 

(と、 おせん は较ろ やうな 返事，^ 一 一一 一一：： かへ す。 言葉の 

is た い 熱の 調子と は 仝く 别な 明阵の 冷たい 光りが、 

夜目； J- も それと 見える。) 

(一方から 麴 屋の 内儀お ちか 出て 來リ^ ふ。 二人 は 

語して、 これん、 避け fs うとす ろ。 偶々 月明 リ になる。) 

おち か ゃッ、 お前 は 曰ー那 どの、 長 左衞門 どの ぢ やない か。 

然 うぢ や、 tn; 那 どのお。 

(と、 衣 物の 袖， かし ツかリ と 握る。) 

長 左 これ、 靜 かにせ い。 

おち か 靜 かにせ いと は、 何ん ぞ惡 いこと でもして ゐ たか。 

(と、 上手に 向って )© 屋の おせん どのら しい 女が ゐる。 

與 七さん、 與 七さん、 早う 連れて行て 油斷 すまい。 11 

旦那 どの 何 を その 樣に うろついて ゐ なさる のぢ や。 家へ 

歸 つて 云 ふこと が たんと ある 、 早う-、 /さん せ 。 

長 左 え、 騷 がず とも K ぐ歸る わい。 

おち か 女 も 女、 此の やうな 露 路：： まで 相手 を 速 出して 出 

會は うと は …… あんまりな g 々しさ。 また、 その 手に 乘 

つての め くと 來 る お前 もお 前ぢ やわ い な。 

(と、 他の 方へ 連れ 1^ ろ。 犬 再. ひ 劇しくな 告 出す 。そ： 

へ 3^屋 の與 七が 飛び出し ズ來 る。 近所の もの も 一寸 W 

きに 來 たが 、「なん. ちゃ、 椁 P- のお ん. ちゃ。」 「また、 


ん お は 


457 


あ の 飽 の 内 ig? と ii.i- して ねる の V ゃレ」 などと いんい 

ス^ さながらと 5^ つ. §<ュ い/、。」 と 引 込む， 

與七 おせん、 お前 はなんで そんなと ころに 突立って ゐる 

のち や。  • 

お t- ん まあ， 與 七さん か。 (と、 初めて 氣が ついて IJWIS リ) 

は、、、。 で-. 突然 笑 ひ 出し) あれ を 御 ir あの 麹 尾の 

內 £2 めが あの 狂 ひ の やうな 態 を …… あれ また 犬め が 吠 

、につ い てゐ る。 は x  >- 、。 

(と、 お-れん は 腹， 抱へ て IP 嘲 的に 笑 ひ： けろ。 與七 

は 手， や 取ろ。) 

與七 え、、 人の 沙汰 かい。 おのれ こそ 他から 兑 たら 氣狂 

ひと も醉 ひどれ 女と も兒 える わい。 え \ 大抵に せぬ か… 


おぜん だが、 お前 も あれ を 能う 御 覽と云 ふに. I あ、、 

まァ、 今お とい ふ 今夜 は、 幾分な りと 虫が を さまった。 

これから も あの 恪氣も の 》 is: 儀 を 思 ふ さま やきもち やか 

せて、 其 度に 笑って やら わば …… は > 、 、、 あの 齒屋ー 

家 を 女の 念 ひ で SK る ほど、 揉ませて やら わば 腹が い えぬ。 

與七 え > -、 まだ 言 ひ をる か。 來ぃ。 

(と、 ；冉. ひ v;,,^ 引く。 犬の 鳴！^。  冉び 辰 内 二お 

ろ。 X 暗轉 がよ, C し) 

の W 心 さ ッ し ゃリま ぜ う。」 と いふ 火の 脔 の！^。  0 


木の s:«。〕 


(橼屋 の 座敷。 卜： 手の 隅に. お 床. 延べて、 中には 與七 

が 腿り について ねる。 屛 風て 園って あろが、 時々 何 か 

魔され る 如く  _ い：： しげな？ t  化て ろ。) 

おぜん もし、 與 七さん、 どうぞし たか。 お ュ则、 また 夢 を 

見て K されて ゐるぞ え。 

(おぜん はま.；^  二人て 飲ん-たらしい 酒德 利の 載って， Q 

ろ^ん 一寸 傍へ； It 寄せた ま、 て、 眠られぬ ま、 に內職 

の 縫物ん.' ひろげて ねろ。) 

與七 おせん、 お前 はま だ 起きて ゐる のか。 

ぜ おん わたし や 今夜 はどうしても 眠られ さう もない ゆ ゑ 

仕事 をしょう と 思うて、 今 出して 見たところ ぢゃ。 

與七 え 、氣 まぐれに も ほどが ある。 怠け もの  節句働き 

…… 早 うやめ て、 早う 寢 ぬか。 

おせん あい、 今 直く-おる わい な。 

與七 あ、！ (と、 唸る やうな 聲,^ 出して) では 矢張り 

夢 か。 あ 固苦しかった〕 

(と、 ，ぉ返 リんノ つて W び^ 眠に 入ろ。) 

おぜん お 冷水で も あ， けう かい …… 寒う はない かい …も 

し、 もし、 與 七さん。 
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んぜ ぉ屋镲 


與七 え、 蒼 g い。 

ぉ乜ん 飲め もせぬ 酒 を飮み 過した せえ か、 また S ぐスャ 

ス ャと睡 こけて ゐる。 (と、 つく/ ぺ\ お 額ん 眺め 入って) 

人に 怫と云 はれる ほど 入の 好い^ 氣質、 つ い 知って ゐ 

ても氣 ま、 が 出る。 與 七さん、 わたし ゃ濟 まない ：… 濟 

まない。  / 

(と、 眩く やう に 瓦 人に 詫. ひて、 また 元の 座 LL もどる。 

？ 1 い 息.^ つく。) 

おぜん うちの 人の あの 和 かい に 引替へ て …； あ、 今 

夜 も久 振り で 大日； 那 さまが、 「お前 は その 勝氣 をな ほさぬ 

と、 飛んだ ことで 身を果 す」 ：•：• と、 あの 御 親 5! なお 言 

葉 を い て歸 りに、 もうあの やうな 恐ろし い 惡戲ノ J 乂 ろ 

 。 あ、、 つ、 しみ ませう と 心で は 思 ふけれ ど、 その 

場に なれば 身ぶ る ひの 出る ほど、 口 ^ しいが 先き に 立つ 

て …… 前後の 次第 も、 身 も 世 もな く、 あの 內 めが た 丈 

怙く、 鼻 明かして やりたい ばッ かりの 一念に …… あ、 濟 

まなんだ。 

(と、 縫 ひ 物に 餌，^！? めて、 忍び音 Lll^.^ 校ろ 3  A,y 

の 晬，^ 知らせろ 太鼓の 昔と 拍子木が 幽か に 泣く 響 い て 

來る。 ぉぜんが-？^-ん濟まして閗くと、 門 u^^sl かに 敲 

く 入お 斗が すろ。) 

(おせん は 或る 直- K によって、 见 ろから 血の 氣 のない 


に 色 青概 め、 足も不 になつ ズ 門口へ 出ズ わける。) 

おぜん ゃッ、 お前 は 良お 衞門 さま …… 。 

(と、 驚愕に 打； -れ て、 再び 敷に K リ、 與 七のお 息 

かぎ、 上の 屋蜜 の 十.. て少 としめ 切る、 そしてが 

タがタ と 傑へ ながら 長左衞 門 の 傍へ fi- ろ。 具 左 銜門は 

表て,^ 氣 にす ろ爲 めに、 .a 然 に 家の 內へ 入る。) 

おぜん ど- どうな された のお や。 此の 夜更けに …… お前 

は  一 s^、 なんと 思、 りて  ？ 

長 左 もう、 もう 云 ふに 云 はれぬ …… あさまし い^ 物 三昧、 

今夜と い ふ 今夜 は > ^ つ く 家に ゐる の が 厭に なつ た。 委 

しい 話 は あとです るが、 おせん どの、 お前、 さっきの こ 

とが 噓で なくば、 さッ、 これから わしと 一緒に …… 。 

おぜん V え …… それ は …… 。(と、 ためら ふ) 

長 左 (キッ となって) おせん どの、 まさかに お前 は、 

一 疋を …… むごたら しくな ぶり もの にした の では ある ま 

いな。 

おぜん い、 え、 なんの、 然ぅ ではない が …… と、 云うて 

もこれ はまた、 あんまり 早急な 爲 され や うぢ や。 な あ、 

長左衞 鬥 さま、 もう 一 度と つくりと 考 へさせて 下さい ま 

せ。 あす …… あさってまで …… 。(始 5Si 、氣 I^K リっ、 云 ふ 

こなし) 

長 左 え」！ その その 言 譯見 くるしい。 だましたなら だ 


んぜ お^ 
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ましたと …… その 舌の 根 を こ、 で螭み 切れ or と、 つけ 廻 

しながら) おせん どの、 わし も男ぢ や。 それでも 命が 惜 

しいの なら. ついた のぢ やと こ >1 で 云へば、 助けて や 

らぬ もので もない が …… 。(と、 物战ぃ 態て 迫ろ) 

おぜん い > え、 なんの、 今更 嘘と は 云 ひ はせ ぬが、 たつ 

た 一 曰 まって 下さい。 SI^SS をき めて 立派に 退きたい。 

長 左 なんの、 これが 一日 や 二日 まった ところで、 立派に 

退ける ことで はない。 寧 そのこと に、 夜の 明けぬ うち 此 

處を g れて …： 行く ところまで 行って 見れば、 死ぬ る 時 

にも 立派に 死なれる。 

おせん あ、 …… われと 我 身で iS4 てる 命， 今と なって は… 

…命 を 惜しい と は 思 はぬけれ ど  。 

具 左 あとの^まで 朱 練が 殘 るか。 

おぜん い、 え、 厭な 世 に 未^ は S 更殘り はせ ぬ。 が、 

たに 此の ま、 で 落ち て 行く の は  。 

(と. しめ 泣 さ Lid;  yJ- 悶えて 泣いた 時、 門口に はもう 人 

の 來た飫 勢が する。 久助 爺に 灯， もたせた おち か は 

早くも^ 打ち .VJ- して、 久 助,^: の 方へ ま はらせろ。) 

おち か もし、 橼-、 I. さん、 sgM さん、 ：：： 與 七さん は？ ：： 

おせんさん は 家に ゐま すか。 もし、 ちゃ ッ とこ &を 開け 

て 下さい。 家の 旦那 どのが 來てゐ る箬ぢ や。 

(と、 劇しく 戸，^ た、 く。 その j 語.^^ しかけた 時、 


おぜん は 逸早く 行燈の .KKJ- ふタと 吹き消す。 そして 暗 

闇の 中て 手 さぐりて 耳打ち,^ すろ。 かたく 手 ナヤ 握ろ。 

(次の 瞬間に は、 與 七が もくと 5ij 上って 屛 風ん 域る。) 

おち か もし、 こ」 を 開けて …… もし。 

(と、 表て は氣 立た ましく 戸 た k さつ ける。 内て は 

沈默， ^もってお のく 手 さぐりて 樣 子.^^ つて. Q る。 ：- 

與七 おのれ、 い たづら ものめ！ 

(と、 やがて 仕事場から il ん 採し 求めて、 此の 時 門口ん 

問け て 脱れ 出 rs うとした おぜんの 髮 ん搜ん て引展 す。 

(具 左 銜門は その 手， ^放させ i うとい ろく 激しく 喑 

蘭。 と おぜんの 手に 露」 摸お、 取られ.；， 1 と 思 ふと、 彼 

女 は 力ん 籠め ておち か.^, 突き 突く。 おち か タク/ \ 

となって 後ろに 倒れ^ 息す る。) 

(おぜんが 表へ 飛べ，. 出す の，^: 冉. ひ 追って. 與七、 具 左 

衞門 はよ ろ/、 とっかみ 合 ひ,^ しながら 戶 外へ 出る。) 

(月光 は靑 白く 霜の 上.^ 照らして ねる。) 

(舞毫 半 鋼り になろ。 前の 露路 口の 場が 斜め L1 奥深く 

見える。 A の 情景の 下に 物 い. & 鬪., ^つ 1/ けて、 具 左 

衞門は 井戸の 際へ 押しつけられろ。〕 

具 左 與 七さん、 たった 1 言- 頼みたい ことがある。 この 

手 を ゆるめて… 咽：^、 を ゆるめて  。 

もが 

(と、 ii きながら 賴 む。) 
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え X、 今にな つて 卑怯な こと を •：••• 。 

25 ではない。 たヾ おせんさん だけ は …… 5? してや 

…… 宥 してやって …… 。 

え、！ 

(と、 耐 へられない 愤 怒の 色，^ あら はし、 長 左衞 門，^ 

井戸の 中へ 蹴込む。 これ，^ 見た おせん は 矢 庭 LL 後.^ 追 

つて、 同じく 飛び込まう とする。 與七は 激しく これ，^ 

突き放す。 お^ん、 .，< ろ として 轉 がろ とき、 - ての 

手に 鑾.^ つかみ、 それて 一 突 ふ、 咽喉.，^ つ さ飽 息し ズ^ 

れろ。 

與七 ぁ&、 おせん，  おせん！ 

(と、 與七 は抱告 もげて、 月の 光 リに靑 白く 血，^ 失った 

おせんの 額， ^凝視め、 その 場へ 男 泣. t、LL 泣告 崩れろ。) 

11 幕 I . 


fefis 色 助 之 m 


4ni 


M 之 助 色慠悔 (1 S 


人 ； 》 

一一； 代： m 澤村田 之 助 

柳 橋藝者 小 靜 

m  千代 吉 

飄卒の 内 係お ぎん 

同 妹 おきち 

田 之 助の GJ^ 栾岩吉 

• 1 院の 住鬵雲 

其 他、 女中、 若い者 等 

時 代 

應ニ年 秋の 曰の 午後 

ひさ；. J てい 

舞蠆 は？. 十 £ 闹 にあった！？" 亭の 一 ばん 奥の IS 敷。 上手 

に は 飛石 づたひ に 粹な 離れの 小 座敷が もって、 本舞臺 

の 座敷 はや- - 腐く 下 乎の 遡リ緣 から は 他の 难 敷に 通じ 

而拽の 出入 リ わ"。 床の間に は 抱 1 の掛 物、 竹 籠に 

昨 節 の 秋草、 總て 洒^な ろ奸 みの 装飾。 

下^4-の植；：^|みには获が多く|*リ、 一寸し-;,！ 垣に つ い 


て、 竹材に 萬，^ からませて 自然に 出來 わがった 出人リ 

の 庭の 枝折戶 がわる。 本家の 路次 から 下駄 脫 がずに 

来られろ 心。 

何 か 音締めの い V 三味線の 落つ いた 音て 幕が わくと、 

おきち とい ふ 小娘 は 如露て is/ 草に 水 1 ^撒いて ねろ。 座 

敷の中央には常時中衬座て賓出しの^？女形澤衬田之助 

がま. た.！^ つた ま、 て、 下手に n 卒 の內链 おぶ、 んが 挨^ 

しズ ねる、 

い-,.、 ん まあ、 太夫、 それでも 田圃の 道 をお 忘れに はなら な 

かった と 見えます ね。 ほ &、。 

ra 之 助 いや、 お！ ん さん、 そんな 皮肉な こと を 云って お 

吳れ でない。 いつも ロの惡 い 此の 田 之 助 も、 お前さんに 

然ぅ あべ こべ に 遣られち ゃァ顏 がない ね。 

ざん い、 え、 そんな 氣で 申した のではありません が、 太 

>r ち 

夫、 あんまりお 前さん がお 出で 下さらな いので， 家で は 

ほんと に氣 にかけ て 居たん です よ 。 

田 之 助 それ はま あ、 濟 まなかった。 だが、 嘘で もお 世辭 

でも 然ぅ 大騒ぎ をされ るう ちが 教„ 一入 は 花 さねえ。 

ざん まあ、 嘘 やお 忡辭で こんな 事 は 申され はしゃし ませ 

ん。 太夫と は 昔からの 馴染 だ もんです から、 つい、 お 心 

安立 て にお 顏を 見る が 早い か、 錄 々 御挨：：.^5も申上げな い 

、つち 二、 こんな 失 鱧な ことば かり …… ほんと にお 氣 にさ 
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へ て 下す つち ゃァ 困ります よ。 

田 之 助 何の、 何の、 それ はお 互 ひのこと さねえ。 だが、 

わたしが 斯うし て 中 村 座の 立 女形 にな つ て 、 世間から 人 

氣 者の やうに 騒がれる の も、 有！； は 皆ん なお 前さん 方の 

ぉ窗 だよ。 (と、 庭，^-见廻しながら座にっく」 

ざん まあ、 太夫、 そのお 言葉 ぢゃァ 恐れ入ります。 當時 

猿 若 町の 三 芝居で 、 飛ぶ 鳥 を 落す 人氣 者の 三代 目さん が 

こんな 田圃の^ 亭 なん ぞ へ お越し 下さる の もお 馴染の 一 

德 だと 思つ てゐ ますよ。 それに 興行 毎に どの 役に も大當 

り で 、 者が 來 ても^ 間が 來 て も、 太夫 の お M だ け は 、 

どなた の ぉ鹿敏 で も大 評判で パ /さ い ますよ。 

田. N 助 いや、 實は お前さん も 知って る 通り、 間の 評判 

と は 大きな W: 違で 、 わたし は 根が 生れ ついての 皮肉 者 だ 

から、 IS は どんな 破 E から 自分の 性質が あら はれて、 舞 

裏に 睽 きが 出 やしない かと、 これで も內心 ぢゃァ 我と 我 

身 を 顧み る - J とも あろ 譯さ。 

(と、 思 はず シ y ミリと したやお い 表情 に なって、 女 持 

の やうな I- 草 入から 細い 銀 管.^ 出して 1 ぷく吸 込み 

1K は 5- 餘韻溺 々たろ 自嘲の 笑 ひ.^ その美し ぃ豐 かな 頰 

の 级リに 表 はす。 內儀は 一 寸 その 言葉に 心.^.! かれた 

が、 次の^ 問に は 却って それ，^ 打 す 如く 口.，. 開く。) 

ざん あら、 太夫、 それ は お前さんの 思 ひ 過し と 云 ふ もの 


です よ。 どんな 惡ぃ運 も 盛んな 人 は 避けて 通る と 云 ふぢ 

ゃァ ありま せんか。 

m 之 助 いや、 然ぅ ばかり は 行かない よ。 (と、 一寸 W 根に 

、ひそが，^ 免ぜて) 此の 問 も 秋 興行の 本讀 みに、 稽古場で 

地內の 師匠が、 人 盛ん なれば 天に 克 つと 云ふ講 釋 をして 

ゐ たが、 それ も當ら なかった、 とに のつ まり は 師匠の 云 

ふ こと も わたしの 考 へ た 通り 太夫 元 へ の氣 休め になった 

からね え。 

ざん へえ、 そんな ことが …… 何 か-座の 方に 紛糾で も 出來 

たんで， 「力 

田 之 助 い \ や (と、 庭に 娘のお さちが ねろ のに 氣 がっき、 

急に 調子.^. A へて) そんな 紛糾なん ぞが出 來た譯 でもな 

いが …… (と、 後ろ向き い. ちって ねろ おさち に) 

きいち やん、 暫く 見ない うちに、 ほんと に 大きく おなり 

だね え。 後ろから 見る と、 もぅどこの^^,者.||^かと思ふほ 

ど粹な 姿に なった よ。 

きち あら、 太夫さん、 あんな こと を  。 

(と、 おきち は 小娘の 羞恥ん 感じて a 赤になる。 ぉ告 

ちは內 儘お ざん の 妹ても ろ。) 

ぶ、 ん ほんと に 身體 ばかり 大きくな つても 力 ラ什樣 が あり 

ません。 きいち やん、 太夫さん に 8h 、；： が をし ました か。 

さっさ 

B 之 助 刻し ましたね え。 (と、 愛 Si 笑 ひん 二， Ik へ て) 
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え、 きいち やん、 ほんと にお； g さん は 愛い お 子 だ、 今 

日 はわた し はきい ちゃんと 御 祝言の 話に 来たんで すよ。 

.V, ち 太夫さん は、 あたしの 顔 を 見る と、 あんな ことば か 

り有仰っ てぁたしを！^^p戲ふんですもの …… 。 

V/ ん ほ >- > -、。 

m 之 助 嘘なら 姊 さん に 聞 い て御覽 な さ い。 なんで 寧 n 戲ひ 

なん ぞ する もの です か。 

さち あら、 厭な 太夫さん …… 。 

(と、 おさち はさ も羞 かしげ に 如露,^ 投げ 棄て リ 

4^ らうと すろ。) 

ケん あ、 きいち やん、 一寸、 お待ちよ。 い トん、 御 出で 

すよ。 (と、 ぉきちの报リ^£くの.^:"^ズ) あの 番の 女中 さ 

んに、 早くお 铫子を 云って ぉ吳 れ、 急いで 、すよ。 

キ ち はい。 (と、 から.；^ ろ.") 

E 之 助 は、、、、 罪のない 好い お， 十た。 

ケん あんな 子どもまで、 |3 く 太夫さん が兑 えない ので、 

明けても 暮れても お^ばかりで ございました。 ほんと に 

人 を きつける 太夫の 入氣と 評判 は 素晴し いもの で す 

よ。 

£ 之 助 いやお. たて、 下さるな と 云 ふに。 さっきから 云 ふ 

通り、 わたし は それ にれ 氣が 出て 來てゐ るの だから さ。 


と 云 ふの は、 傳馬 町で やって ゐる 佐の 松の 首 振り 芝居で、 

岩 井染 之 助が 政 岡の 着 付に 藥の 御紋を つけたと 云 ふの が 

原因で、 公儀の 御達しが 翁 更に 厳しくな り、 その 飛ばつ 

ちりで やれ 役者が 分に過ぎた 驕り をす るの、 やれ 自儘 增 

長が 世間の H にあ まるのと、 重箱の 隅 を 楊枝で つ X くや 

うな 氣の 狭 い お 役人 の考 へから、 此の 田 之 助なん ざ、 舞 

臺が あんまり 色つ ぼく 艷 めかし いから 人 を 迷 はせ ないや 

うに、 精々 控へ 目に しろと 云 ふ 年代記に も 見た ことのな 

ぃト テツ もね えお 布令 にあ づ か つ た譯 なんだ。 

ざん おや、 然 うです か、 そんな 噂 を S かな い 、 」 と はあり 

ま せんで し た が 、 それ ほ ど 迄 と は 思 ひませんでした。 

田 之 助 實は その 御達し は 世間の 晚 マより は 嚴 しいので、 皆 

んな， if り 込ん で ゐる譯 さ。 此 の 間 も 同業の 者 殘らず 公儀 

へ 呼ばれて お目玉 を 頂戴した。 中 村 座から は 成^ 屋、 仲 

藏、 薪 車に 新く 云 ふ 田 之 助、 市 村 から は 昔 羽屋、 阪彥、 

半 四郎、 九藏、 圑 十郎、 守 田 座から は三津 五郎、 高 島屋、 

菊 次郎、 しかも 三代 目の 田 之 助 はどう かすれ ァ 舞臺を 差 

し. める と 云 ふ 第 一 番の 睨まれ 者 さ」 

ざん だが、 なん ぼ 公儀た からって、 江戶 r はいが 生命の 

やうに 樂 しみに して ゐる もの を、 差し止める なんて、 あ 

ん まり 甚ぃ話 ぢゃァ ありま せんか。 

田 之 助 そこが 世. に 云 ふ 泣く 子と 地頭に はか たれね え。 (と 
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さすが-」 溜息.^ もらし て) おぎん さん、 察して お 吳んな 

はい。 斯うして 芝居 を 休んで ゐ ると、 づく/ \ 浮世が は 

かな まれて、 時々 は 生き てゐ るの が 厭に なって 來 ますよ 。 

ざん おや、 ぢゃァ それで 太夫 は 舞毫を 返いて おいでな の 

か 。(と、 意外-し おどろ ふ、〕 まあ、 そんな こと は 今 g くの 

が 初耳です よ。 

E 之 助 藝に 色氣を 出しち ゃァ不 1^ ねえなん て、 それ ぢゃ 

ァ役者は死んで舞毫に出るのも^！じ ことだ。 そんな 無理 

な こと を 云 ふ 位なら、 寧ろ 鬪鶴 をし める やうに、 此の 三 

代 0 田 之 助の 咽喉 1& を 一 思 ひ にしめ あげる が い、 ぢ やね 

え か、 のう。 

ざん 然 うです ともさ。 なん ぼ 末の世に なった から ッて、 

たいした 鼠 14 な 御 時勢が やつ て來 たもの です ねえ。 

E 之 助 お 仝 誰か 來 たやう だ。 (と、 手て 制す) 

(そこへ 女中のお かれが、 giiw への 上 LL 铫子 1^ 添へ て 

5^ んて來 る。) 

かひ お 待たせ をして 相濟 みません でした。 

ざん ほんと に濟 まない よ。 ぉ客樣 をお 見かけし てからお 

魚 を 見 に 行 つ た譯ぢ や ある ま い。 江戶 のお 客： 採 は 揮れ を 

きら して 歸 つて 了 ふと 料理番に 然-っ 云って お 吳れ。 

m 之 助 ま&、 そんなに 仰 有らずに 措いて 下さい。 いや、 

な あに、 ぉ內 儀さん がお 相手をして 下す つたので、 そん 


なに 待った M もしゃし ません よ。 (と。 笑 ひに まぶ、 らぜて 

お ざん の 差す 银ロ. 受取 リ〕 これ は りさ ま。 

(と、 女中 は 直ぐ 去らう とする。 田 之 助 はモれ 1 か 呼び 

止めろ。) 

田 之 助 あ >- ちょっと ：… 家の 士； 1 が 見えたら 1^ くにこ 

へ 通して 下さいよ。 

かれ はい、 畏まりました。 

ギん (庭の 四 憑.，^ 見廻 はして〕 何と 云っても 秋です ねえ、 

日の 短 かくな つたこと …… 。 然ぅ 云へば 太夫、 此のお 座 

敷で 斯うして ゐ ると、 あの 女と あった 去年の 今頃の こと 

が 思 ひ 出され やしま せんか。 

ra 之 助 あの 女と …… ？ 

ざん あら、 太夫 は 白ば くれて …… 柳 橋の 小靜 さんさ。 此 

の ごろ も 逢って おあげな さるで せう ねえ。 

田 之 助 そ. れは 偶に は 逢 はない こ ともないが  

ケん 氣 のない 物の 云ひ樣 をな さるの ねえ、 あれほどに 思 

ひ 詰めた 小靜 さんに 不责 をす ると、 太夫、 ほんと に 罪で 

すよ。 

田 之 助 だが、 わたし も 先刻から 話す 通りい ろくの 託 

が あるので ねえ。 

ざん それ はお 察しいた します が， 實 はさつ き 太夫が a え 

た 時、 小靜 さん も 一緒 かと 思った ほどです のに …… 今日 
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はほんと に 御 一 絡 ぢゃァ ありま せんの。 

£ 之 助 あ、 S が來 たやう だ。 

(と、 此の 時 E 之 助の 巧 衆 岩. fu が iS? 先から 姿 1$< あら は 

し 緑 近く， V 、ろ。) 

S 大變； M くな つて 了 ひました」 軸お 待 遠う で ございま 

したら う。 

m 之 助 いや、 久, W りで 内儀さん と 話が はずみ、 つい 時刻 

のた つの を 忘れた 程 だ。 

岩吉 それ はよ ろしう 御 lij いました。 これ はお 内儀さん、 

御！ f 嫌よ ろしう。 

,& ん お前さん も い つ も 丈夫 で 結構 だ ね 。 

おせ お 難う. こざいます。 

ヶん あ」 然 うだ 。(と、 その 場，^ 察して 思 ひ 出した 如く 立 

ト： リ JI それ ぢゃァ 太夫さん、 ごゆつ くりして 下さいよ。 

また 後 程 伺 ひます。 

E 之 助 まあ、 い、 ぢゃァ ありま せんか 。(と、 入る の,. J- 見 

送リ) 岩 や、 もっと 此方へ 來ぃ。 それでお 前 は、 あの 千 

代 古に あつ て來 たの かい、 まさか 小靜に 勘づかれる やう 

な こと はしまい な。 

太夫さん、 岩 士；： も そんな ドヂ な眞似 はいたし ません 

から、 まあ 御 安心なさい まし。 

E 之 助 然 うかい、 それ は 御苦勞 だった。 


岩吉 小靜 ねえさんが 5EE 守でした から 何 かの 話 も 落つ いて 

出来ました。 ゎッち は、 も、 つ i かくに 千代 吉 さんが 見えて 

ゐ るかと 思って 來 ました。 

田 之 助 ぢゃァ お前 は、 それから 何處 かへ 廻って 來た のか 

岩士 E いえ、 實は、 太夫さん にお 聞かせし まいと 思った 

んで すが …… (と、 思 はず ItfJ- 潜め \、) あの 觀照院 がま 

たやつ て來 たもの ですから …… 。 

T> つ- J 

ra 之 助 なに 觀 Si 院が？ なにし に 執 抬く度 々やって来る 

ん だら う。 留守 だと 云 つて キッパ り と斷 われば い \ぢ や 

な V 力 

岩. ia ところが 向 ふ はの ぼせ あがって 居 るんで すから、 留 

守 も 留守で ない も 聞き ゃァ しません、 今日と い ふ 今日は 

ぁッ しもす ッ かり 手 古 措り ましたよ。 

ra 之 助 あいつ は 以前から しっこい 質だった。 おいらが 家 

にゐ たら 逢つ て 此方から 赤 耻をか \ せて や るんだ つた 

こ 0 

岩吉 と、 とんでも ねえ、 そんなん ぢゃァ ありま せんよ。 

頰 はす ッ こけて、 髮は乏 居です る淸. M の やうに 蓬々 と延 

びて ゐ るし、 その上に 眼ば かりが ギヨ 口つ いて、 まるで 

乞食 坊主 か 氣狂ひ 坊主と 云 つ た 態です ぜ。 

田 之 助 それ ぢゃァ 半 歳 前の 觀照院 の 面影に …… 。 
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(と、 思はず^^5傷的な：^!惊に耽ろ34人れ。) 

岩吉 どこ を 探した つて 思 ひ 浮べる こと も出來 やしませ 

ん。 太夫が 見たら 膽を つぶし ますよ。 

田 之 助 (溜息， もらして) あ 、厭た/ \>  それでも 岩 

吉、 なんとか 巧く けり をつ けて ぉ吳れ かい。 (と、 简酌 て 

酒 わ ほる。) 

岩吉 直ぐけ り をつ ける とい ふ譯 にも 行き ま せんで したが 

太夫、 此の 岩吉 とい ふ 奴 淀 平が ついて ゐ るから は、 決し 

て 御 心 配な さる こと は あり ません よ。 

田 之 助 それでも 何んだ か氣 味が 惡 いね。 向 ふ も 今 ぢゃァ 

零落れ て 、 どんな 因緣を つ けようと いふの か 知らな いが、 

そんな 見る 影 もな い 落 姿で、 人 氣.： §賫 の紀之 12 家の 闕 

を またがう なんて、 耻を 知らない にも 程が ある、 大 おに 

して 人 に 姿 1^, ー隱 すの が 人間 の 道 ぢゃァ ないか。 

岩吉 そこが (茱 のっきね えと ころで さあ。 (と、 田 之 助の 焦 

燥 さ,. 察し) まあ、 太夫、 そんな ことなん ざ あ サラリ と 忘 

れ て 、 今日は 千代 士： I さん と 浮世ば なれ をし て ぉ樂 しみな 

さるが よう.. こざい ますよ。 さッ、 もう 一 つお 酌 を  。 

田 之 助 岩吉、 浮世ば なれと は 能く 云った。 おいら 一日で 

い、 から、 今の 田 之 助の 身 を 忘れて 遊んで 見て えよ、 は 

は&、  o( と、 苦い ものても 甞め たやうな 舌 打，^ して、 © 

ろが 如く 笑 ふ) 


(と、 此の 時 襖が もいて、 娘のお， .v 、ちが 藝者 千代 古.^ 

案內 して 來 る。) 

きち 太夫さん、 お 客 さま。 

岩吉 お.^ 千代 吉 さんだ。 隨分 太夫が お待ち かねで したよ。 

さあ、 ずッと 此方へ ：：•• 。 

千代 吉 御免なさい。 太夫さん、 ど、. i 通くな つて 濟 みま 

せん。 出會ひ 頭に 生憎 姐さん が歸っ て來 たもんで すから 


田 之 助 小靜 がかい？ (と、 一寸 暗い！^,^ して) うむ、 そ 

れでもょく^氣なぉ前が姐 ，t; んの前 を 誤 摩 化して、 こん 

なと こまで 出て 來て 吳れ た。 わたし は； ^ しく 思 ふよ。 

千代 吉 あら、 太夫さん、 それ ァ 水臭い ぢゃァ ありません 

か。 あたし こそ、 態々 呼び出し を かけて 下さる お前の 御 

親切 を、 なんとお 禮を 云って い k か 知れ やしません。 

田 之 助 ま 、そんな 初心ら しい ことば かり 云 はないで、 さ 

ッ、 一 つ 遣らう。 

千代 吉 ありがたう。 (と、 杯.^ うけろ) 

(田 之 助 は呢と 相手の 額.^ 凝視しながら 5£ ナヤして や 

ろ。 千代 吉は 赤くな ろ。) 

岩吉 千代 吉 さん、 今日は お前さんの その 生娘の やうな 初 

初し さ で 、 太夫 さん を さんざ 醉は し て あげ て 下さいよ、 

太夫さん は、 此の ごろ はす ッ かりお 前さん に 心を牽 かれ 
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て、 一 日逄 はねば 何と やら、 タ Ji の 文句 ぢ やない が、 妙 

に氣が IS いでなら ない と 有 仰る からさ。 

千代 古 あら、 319 さん は、 また 巧い こと を 云って、 あたし 

を 醐 るので しょ。 

お古 な あに、 明け暮れ 太夫の 女" お 役 をつ とめて ゐる 此の 

岩さん の 云 ふこと だもの 、 問 違 ひ はあり やしません。 

E 之 助 これ、 お.！.："、 いくら 口に 税金が か、 らな. いと 云つ 

て、 ベら/ \ と …… 好い加減 にして 措かね え か。 は、 \ 

お古 ぉッ と、 此奴 は出ッ 尻お の 失敗 か。 御用が あったら 

呼んで 下せえ" わ ッちも ig 酌で r はい 項 戴いた して ゐま 

す- (と、 膝.，^ h げ) 千代 丄；； さん、 あばよ。 

(と、 は 下 H^. おから 奥へ 入ろ。) 

r 代士" いつも 陷； J でお もしろ い 岩さん、 ほ >-> -、。 

(と、 千代 小：：； が 後， ^兄 送って 笑った 時、 田 之 助 は^つ 

て 女の 杯 LLi;: 一ば い 注いて やらう とすろ。 千代.？" は 

^ロ^^-ゎげろ。」 

rff あら、 太夫さん、 此のお 盃は お返しし ます わ。 

E 之 助 まあ、 然ぅ云 はずに おかさねよ。 

(と、 二人が ち i つと 爭ふ。 その はずみ Li 指先が 觸れ 

るの て 初めて 手，^ 握ろ。) 

千代 吉 ねえ、 太夫さん、 お前と 斯うして 二人ぎ りで 樂し 


い 逢瀨を かさねて ゐる のが、 まるで 夢の やうに 思 はれて 

なりません。 

田 之 助 夢の やうに 思 はれる と は？ 

千代 吉 姐さん を 差し 措いて、 太夫さん と 斯うして ゐ るの 

が、 嬉し さあ まって 怖ろ しい やうな …… 。 

田 之 助 は、、、 お前 もま だ ねんね えだね え。 そんな 度胸 

のない ことで、 他の 情夫が 取れる もの か。 況して 相手 は 

柳 橋 はさて 措 い て , 小 靜と云 へ ば， 江戶 中き つ て の 大姐さ 

ん、 お前 も餘ッ ぼ どし つかりし なきや ァ ならな いよ。 

千代^ その 妹分と 云 はれる わたしが、 ついした はずみで 

此麼 ことにな つ て 了 ひ、 太夫さん お前の こと を 思 ふと 嬉 

しい けれど、 姐さん のこと を 思 ひ 出す と、 寢てゐ ると き 

でも E されて 眼が 醒めます。 

田 之 助 なんの こったな、 A 思氣 地の ねえ。 

千代 吉 それ ぢゃァ 太夫さん、 きっと 何時までも 見棄 てな 

いで …… 。 

田 之 助 大丈夫 だよ。 あの 川開きの. 一 仅 あんな 因緣 をつ くつ 

たの も、 元はと 云 へ ば 酒 に 性根 を 奪 はれた わたしが 惡か 

つたんだ。 

千代 古 それ ぢゃァ 太夫さん は、 やつば り 酒の 上で， 心に 

もな くわた し を， 4 戲っ て 見た のです わね え d 

田 之 助 な あに、 然ぅ 云ふ譯 ぢゃァ ねえ。 が、 落つ いて わ 
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たしの 話 も 間 い て お SK れ、 あの 日 は 珍ら しく 身 體がぁ い 

てゐ て、 いろ /\- むしゃく しゃする ことがあつ たもの だ 

から、 凉 みがて ら氣散 じに 花火で も 見ようと 思って、 か 

ねて 頼んで いた 船滔へ 行って は 見た が、 何の 譯 かいく 

ら 侍っても 約束の 小 靜は姿 も 見せず * 半分 は自 4- も手傳 

つて、 |g り で 船頭 を 急き 立 て 、 靑柳樓 の 下まで 流し て 行 

つたの が 不思議な 緣 さねえ。 

千代 吉 あの 時、 わたし は 越後 星の ロー 那 のお 座敷に ゐて、 

なんの iC もな く 太夫さん を 見つけて 呼びかけ ましたが、 

今ぢ や ァ 迚も あんな 大膽な 氣には なれません。 

m 之 助 それから 趣 敷へ 呼. ひ あげられての 大騒ぎ、 醉 ひも 

醉 つたり 川風が、 簾 を 吹き あげて 幻 を 消した のさへ 知ら 

なかった。 

千代 士 s あ、 思へば あの 時、 閤の 中で 太夫さん と 手 を 握り 

合った のが もつれの 初め、 やつば り 妾の つ K しみが 足り 

なかつ たと 後で は つ く  <,\ 悔 んでゐ ました。 

田 之 助 その 侮んで ゐる ところ を あべ こべ に 喚び 出した の 

はわた しが 惡 いが、 元はと 云 へ ば 約束 を 破った 小靜 がー 一 

人に 罪 をつ くらせ たんだ。 何の、 おれ 達ば かりが 惡ぃ譯 

ぢゃァ ない。 

千代 r:n  (聽 耳ん、 立て、) 太夫さん、 あの 被の 音 を いて 

ゐ ると、 わたし は 姐さん に 義理が 惡 いも 濟 まない も 忘れ 


てお 前に 逢 ひ 遂げたい。 

E 之 助 それ ァ わたし も 同じ こと だ。 花火が 終った 淋し さ 

から， 越後 屋の 旦那が 場所 を か へ て 騒ぎつ いで に吉原 へ 

でも 繰り込ま うと、 船 を 仕立て 、山 谷；！ を M ぎ 上つ て； 仃 

つ た 時、 何處 から ともなく 聞え て來た …； あの © 吟は忘 

れられ まい、 わたし も 生涯 忘れ はしない。 

千代 吉 太夫さん、 此の先き どんな 怖ろ しい： ：！ にあっても 

わたし は 屹度 別れません よ。 

田 之 助 またしても、 今更と なって、 そんな こと を iis く 云 

ふ 奴が ある もの かな。 

(と、 藤の 獨吟て 二人が 抱き 八 " つて 誓 ひ，^ 交 はした^、 

下手 庭の 木蔽て 騒がしい 聲が阳 えて 來る。 それ は 女 巾 

のかれ と觀照 院淨 ® の 相爭ふ ？ もる。) 

かれ いぶ、 不可ません よ、 太夫さん なん ぞ 家に ゐゃァ 

しません たら。 

淨雲 な あに 居な い > J とが ある もの か、 俺 は チャン と 突き 

とめて 來てゐ るんだ。 

かれ でも、 奧へ 行かれち ゃァ 困ります よ。 

00 困る も 翼 も ある もの か。 

(と、 、、れ 閗告 つけた 田 之 助 は、 慌て 、立上りな が 

ら^からず 狼狽す る。) 

田 之 助 誰か こ X へ來る 奴が あるに 違 ひない から、 お前 は 
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岩吉 續に 障る 氣狂ひ 坊主 だ、 家の 太夫に 耻を か、 せる つ 

もりで 態々 こんなと ころまで 押し かけて 來 やが つたんだ 

なつ 

00 それが 如何した と 云 ふんだ リ 

3; あ士" なんだ と？ 

田 之 助 まあ、 待てと 云 ふのに、 岩士 口、 手前 はおれの 云 ふ 

こと を 聞かれね えの か。 觀照院 もお 靜 かに 願 ひた いもの 

だ。 

淨雲 こいつが 靜か にさへ すれば 俺も靜 かにす るよ。 たが、 

田 之 助、 お前 も 暫く 逢 はない うちに、 豪氣に 立派な 役者 

になった な。 

田 之 助 これ も 皆ん な、 おれのお 廣 だとで もお 前さん は 云 

ひたいの かい" 觀 i 照お、 つもりに も 物を考 へて 御覽、 お 

前さん だ つ て 自分が 樂し みだから - . 一 そ 人の 世話 もす る、 

轟 威に する、 面倒 を 見る" 云 は 具拔 ひに された 此方 

で こそ 今ぢ や ァ 文句が 云 ひ た いところ だよ。 それ をなん 

だ い、 押 込み かゆす りの やうに 出先き へまで やって 來る 

なんて  。 

淨雲 いや、 お前の 云 ふこと にも 一 理は ある、 しかし、 俺 

が 零落れ て 今の 身に な つ たからと 云 つ て、 何も 袖な く 振 

りつけ るに ゃァ當 るまい と 思 ふから さ。 

田 之 助 なにも 振りつ ける 譯. ぢゃァ ない が、 此方 だって 人 
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氣 業 をして ゐる藝 人 だよ、 出先き までつ けられち ゃァ 

どんな 事情が あっても 迷 た。 大抵に してお 吳れ な。 相 

手に 恩義 を賫り つけて 置いて、 それ を 後で 强ひ る 位なら 

始め ッ から 手出し をし なけれ ァ い、 ぢ やない か。 

0.0 え k ッ、 今にな つてよ くも、 そんな こと を 云 はれた 

薩だ。 

E ナ助 義理？ あとに なって 自分の 樂 しみのお 剩 りに 義 

理々々 と 云 ふの はよ く あるお， たが、 散々 腹 人 を 遊んで 置 

い て 、 義理の 押賣は お前さん も あんまり 愁 張り 過ぎた 云 

ひ 分 だよ。 

淨雲 だが おれの 云 ふ 事 も g いて SK れ。 俺 はお 前に 迷 ひさ 

へ しな けれ ァ觀』 一 院の 住職 はさて 置いて、 上野の 學頭、 に 

もな つ て ゐられ た。 どんな 我儘 も氣儘 もし て ゐられ た。 

その 地位 や 金に は 目 も 吳れず にお 前の 爲 めに はありと あ 

ら ゆる 大膽な 1 をしての けた もの だ。 

田 之 助 だから 其 鎗は云 ひます よ。 三代 E 田 之 助が 十六の 

春 中 村 座の 立 女形に 昇進し て 、 自分に も わからな い 程 江 

戶 中の 人 氣を あつめた の も、 先き に は 五代 目の 瀨川 s\l 

丞が あるば かり、 これ ァ なん ぼ 自惚れの 强 いわた しで も 

自：^ が 有つ て 生 れた藝 の 力、 優れた 技能の 力とば かり は 

思つ ちゃ ァゐ ません よ。 

淨雲 ぁッ、 お前の 心 は 全然む かしと は變 つて ゐる" まる 


で 入 間が 生れ 變っ たやう だ。 俺 は あの 時分の やさし い 心 

の 田 之 助 が戀 しい。 (間〕 あ. -俺 はお 前に 欺され たんだ。 

田 之 助 出戲 云つ ちゃ ァ 不可ない よ、 此方 こそお 前に 欺 さ 

れ たんだ ァ ね。 その 時分の 觀， ぉ院が 世間 を 怖れ る iiig 子 

と 云ったら …… 今更 こんな 迷惑 を 受けよう とに、 夢にも 

わたし は氣 がっかな かつ だ。 

岩吉 おい/ \、 もう 大抵に して 歸ら ねえ か。 

お、 ん ほんと にさ、 太夫さん だって どんなに 御 迷 (！^ しな さ 

るか 知れ やしない。 さッ、 そんな 所に っッ 伏して ゐ ちゃ 

ァ果 しがない から、 さ、 あたしと i 緒に 霧-所の 方へ でも 

お 廻 はりよ、 おいしい 物 を あげる からさ。 

淨雲 え、 ッ、 馬鹿にするな！ (と、 キ少と 睨みつ めて) 

俺 はこれ でも 物 乞 ひや 非人で はない ぞ。 上野の 山 内 に觀 

照院 とい ふ 名高い 寺の あるの を 知らな いか、 Is. 當 りめ！ 

ぶ、 ん 知って ると もさ、 だから 早く そこへ 歸ら うぢ ゃァな 

、力 

淨雲 何 を 云 ひやが るんだ、 今更 そこへ 歸 つて 行ける と 思 

ふの か 物 知らず め！ 

岩吉 ぢゃァ 一 體 どうす れァ い」 んた。 

淨雲 斯うす れァぃ k  a だ、 恩知らず！ 

(と、 雲 は 突如 岩吉の 頭ん- 擬リ つける。) 

岩吉 うぬ！ なん ぼ氣狂 ひで も 承知し ね えぞ。 
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3： 雲 は、 >- > -。 

、と、 .i* 早く 飛び 返いて、 ふと 離れの 方から^.^ 現 はし 

た 千代. f" の 方；、 寄って 行く。 千代 古 は眤 とその 餌， 凝 

視 める 

S い 、女 だな。 だが、 お前 は あの 田 之 助に 惚れて るね。 

(と、 になって) そいつが 不可ない。 田 之 助と 云 ふ 奴 

は 恐ろしい 奴た。 ^いほ どい、 男 だが 恐ろしい 奴 だ。 あ 

んな に 引 難ったら、 今にお 前 も 酷 い s にあ ひます ぜ。 

仉の 中に あいつ ほど 心變り をす る 奴 はない。 あいつ は 猫 

の：：：. た。 恩， ゆしず の畜： ^だ。 姐さん 御 S 心なさい まし だ 

よ、 あいつ は ST 鬼た、 嘘つきの 簿情 者. たよ。 決して 

あんな 奴に 人 ii は 近 一，^ つち ゃァ 不可ね え。 今に 見ろ、 公 

成へ 訴へ 出て、 その 儘に かしち や 置かね えから。 

E 之 助 おい、 おい、 おい 岩士； I！ (と、 へ かれろ ほど 臭 

額 はして) 此の 坊主 を どうかして sK んね え。 これ を 見 

てゐ ると おれ も 氣が狂 ひさう だ。 (と、 俯. W いて^し く： S 

悶 すろ。) 

S へ い。 (と、 下^,.^见て) おい 若 8r お前 達 も そん 

な處で 兑てゐ わえ で， 一寸 手 を 貸して 下せえ な。 

(と、 云 ふ て、 印の 林雜ん 、着た^ 衆が 二 n 一人 來て、 棄 

て て S 雲.^ 下チへ 述れて 入る。 岩吉、 內镞、 等 も 

去る。) 


！ 雲 は W  >  、 やつ ばり 俺が 怖ろ し いんだな。 それで 俺 

を 邪魔に しゃ ァ がるんだ な。 

(と、 云ふ淨 雲の？ S?t のみが 間え て來 る。 この 態ん、 見 

送って ねた 千代 吉は、 やがて 矢. お LLE 之 助の 膝 LL 鎚リ 

つ いて 泣く。) 

千代 吉 太夫さん、 あたし …… あたし …… ほんと に. g 何し 

たらい k ん でせ うねえ。 

田 之 助 どうしたと 云 ふんだ？ え、 なにも そんなに 泣く 

こと はあり ァ しない。 お前 は あの 乞食 坊主の 慘 めな 姿 を 

見て すッ かり 熱が さめ た譯ぢ や ある まい。 まさかに そん 

な 初心で もない 箬だ。 

千代 吉 あたし は …… 太夫さん、 頭の 上から 水 を 浴せ かけ 

られ たやうな 氣 がしました。 あの 坊さんが 太夫の 一 生 を 

呪 ふやうな 氣 がし て 怖ろ しさに 身内が 慄 へあがり まし 

た。 

田 之 助 な あに、 人間と いふ 奴 は 生きて る 間 は 迷って いろ 

いろな こと をす る もの だ。 ほんと に 飛んだ 興醒めな 庵室 

の さねえ。 (と、 態と 4?^ ついて 見せる。) 

千代 吉 です けれど …… あれが …… あの 坊さんが… - もし 

か、 ひょっと …… (と、 何か考 へながら 譫語の やうに 口 

击 る。) 

一 EE 之 助 え、 もし か、 ひょっと  ？  X>r ^したと 云 ふん 

一 
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だよ。 

千代 吉 ねえ 太夫、 (と、 再び 鎚リ ついて) あの 坊さんが、 

若し ひょっと あたし を 阿 母さんの お腹の 中に ゐる うちか 

ら棄て 、了つ た眞實 の 親 だったら …… 。 

田 之 助 え、 親？ あの 觀照院 がお 前の 親 だったらと 云 ふ 

のか。 (と、 さすが LL 色 1 か 失って 暫く 息 l^i? ん てね たが) 

は >  、 i  k、.ej 戲も 休みく 云 はなく ッ ちゃ 不可ない よ。 

廣ぃ 世の 屮だ、 な、 なんで そんな 馬鹿げた ことがある も 

のかな。 

千代 古 です けれど、 廣 いやう で また 狭 いのも 世の中です 

わ。 ねえ 太夫さん、 あたし は 今迄 羞 かしい から 自分の 素 

ひし かく  か，、 

性 を犇隱 しに 祕し てゐ ましたが、 あたしの 死んだ 實の 阿 

母と いふ 人 は、 あの 觀照院 の 門前に しがな ぃ暮し をし て 

ゐた 花屋の 獨り 娘た つ たんです もの 。 

田 之 助 ぢゃァ お前の 阿 母さんが …… (と、 さすがに 妙な 

廻り 合.？ J に駭 いて〕 ふむ， 全く 因緣の やうな …… 妙に 絡 

んだ 不思議が 世の中に は ある も の だな。 

千代 吉 だから わたし も 驚い たんです。 が、 太夫さん、 ど 

んな賤 しい 素性 だからって、 愛想 をつ かして 下す つち や 

ァ 厭です よ。 わたし は それが 氣 にか、 つてなら ない ので 

すから …… 。(と、 額.^ うづ. 5 て 潜々 と 泣く。) 

E. 之 助 なんで そんな 事が あつ て い、 もの か。 大丈夫 だよ。 


花屋 の 娘 はさて 置いて、 たと ひ 墓 掘り 隱亡 の 子 だから つ 

て 同じ 生き て る 人間 だ 、 此 の 田 之 助 はそんな 差別 はしゃ 

ァ しないよ。 成田屋 のお ゃぢ が、 錦 着て の 上の 乞食 か 

なと はよ く よんだ。 そんな こと を 云 ゃァ、 おいら こそ 大 

きな 面 をす る 奴等の 目から は、 編 笠 を 冠つ て 歩く 小屋 者 

だァ な。 (と、 持前の皮肉なき嘲の笑ひュ屮-ての璺かな^！！-し 

ぃ頰 LUi ベて 云 ふ。) 

千代 吉 太夫さん、 ありがたう ござんす。 

田 之 助 なんだ な、 そんなに いつまでも 泣く もん ぢゃァ ね 

え。 (と、 想 耳.^ 立て、) あ、 女の K がする やう だ。 おい 

千代 古、 さッ、 人に 見られる と兑ッ ともねえ から  0 

おい 誰 だ。 

(と、 云って 田 之 助 は 千代. fH ん- 抱く やうに して 祀」. きわ 

がらせる。 一ての 途端、 正面の 換が 突如 開いて 柳^の 小 

靜が あら はれる。) 

小靜 なんだ ねお 內 儀さん、 太夫 はこ 、にちや ァん とゐる 

ちゃありません か。 (と、 美しい 眼に？^ い 色ん、 わら はして) 

まあ、 ぶしつけに 御免なさいよ。 誰でもない あたしです 

よ。 まあ、 太夫、 折角のお たのしみの 邪魔 をし ちゃ ァ濟 

みません ねえ。 

田 之 助 は wx、 なんだい、 誰かと 思ったら 小靜 か。 (と、 

態とお ちつ いてね ろ。 J 


小靜 然、 つよ、 あたしで すよ。 (と、 暫くつ 少 立った ま、 眤 

と 二人の 様子，^ 凝， 故め てね たが) 太夫さん、 これ ぢゃァ 

あんまり ぢ やありません か。 (と、 坐リ ながら！^ へ かねて 

泣く。 リ 

E 之 助 な、 なにが あんまり だ。 

小^ まあ、 お前さんと いふ 人 は …… 。 

(と、 默っ たま- -小靜 は 田 之 助の 效.^ 見つめて ねたが 

く 何にも 云へ なくなった、 て、 千代 古の 方,^ デ a™' 

nj にかけ  ー乂  口惜し まざれ に 墨み かける。) 

小靜 千代 吉、 こッ ちへ おいで。 もっと 此方へ おいで ッた 

らね。 なんだい、 その 顏は …… 生 意氣も 大抵に してお 置 

きょ。 お前 は け 出し だから 知るまい が、 いくら 水商賣 

をして ゐて もい、、 に は级 s<? の意氣 地と いふ ものが 

あるんだ よ。 それ をお 前 は 知って おいで かい。 

千代 古 ：… (初めに 默 つて 俯.！ S いてね る。) 

小 1^ お前 も 子供 ぢゃァ な いんだから、 人が 物 を 云ったら 

何とかお 事 をお しなね え。 、 

E 之 助 これ、 小靜" そんなに ムキ になる もの ぢゃァ ねえ、 

g. 手が お前 千代 古ぢ ゃァ ないか。 

小！^ ふむ、 相手が 千代 吉 なら あたしが こんな こと を 云つ 

ちゃ ァ惡 いんです かい。 

E 之 助 いや、 然 うぢ ゃァ ねえが、 千代 吉 だって 惡 いと 思 


ふから 默 つて ゐ るん ぢゃァ わえ か。 

小靜 だが、 あたし も 柳 橋の 小 16 か 紀の國 家の 小靜 かと 云 

はれる ほど、 今. ち や ァ 世間に？ i 名 を 立 てられ てゐ るんだ 

もの、 疳 謂の 蟲が 承知し ません よ。 千代 吉、 お前 は、 あ 

たしと い ふ もの を さし 措 い て、 ふざけた 眞似 をす るぢゃ 

ァな、 力 

千代 吉 姐さん、 わたし はそんな つもり ぢゃァ ありません。 

小靜 なんの、 ない ことがある もの かい。 それなら 一 體こ 

こへ は 何し にお 出で だい。 

千代 吉 姐さん！ (と、 かタ として 膝 前，^ 直し) 何し に來 

たなんて、 姐 さんら し くもな いこと を 仰 有る ぢゃァ あり 

ひさ ：1 てい 

ません か。 柳 橋の 藝 者が E 圃の lllni- へ來 るに 何の 不思議 

があります もの か。 口 さへ か&れ ば、 何處 のお 座敷へ で 

も 稼業です からま ゐり まさ ァね。 

小靜 え > -ッ、 つべこべ とお 云 ひで ない。 やっと 此の頃 一 

人 で お 座敷が どう に か 誤 摩 化 せる やうに なった と 思つ て 

大 それた 眞似 をお しでない よ。 

千代 古 い、 え、 それ は 皆ん な 姐さん の 邪推と 云 ふ もので 

す。 

小靜 なに、 皆ん な あたしの 邪推 だって？ お前 も S 者の 

はしくれ ぢゃァ ないか。 よくも 白々 しく そんな ことが 眞 

面で 云 はれた ものだねえ。 千代 吉、 あたしの 股 だって 伊 
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■ 達に ついて ゐ るん ぢゃァ ない よ。 

千代 吉 ：.：• (默 つて 涙ん 拭く。) 

小靜 なんでもないなら お前、 顔色 を變 へたり、 泣いて 見 

せたり なん ぞ する こと はない ぢゃァ ないか。 

E 之 助 なんだ ね、 小靜、 手前 も そこまで 云って 了 はなく 

て もい V ぢ やねえ か。 實は、 これに はちよ つと 譯が あつ 

て、 おいらが 呼び出し を かけたん だよ。 

小靜 へえ、 ちょっと 譯 があって？ 太夫さん、 その 譯を 

こ.^ で 開かして くださいよ。 

田 之 助 そんなに ムキ になる こと はな いぢ やない か。 まあ、 

氣 をー洛 ちつけ て くれ、 見ッ ともない からさ。 (と、 和 かに 

なだめる。) 

小靜 見 ともないと 云 ふこと を 御存じなら、 太夫さん、 お 

前 も今寶 出し の 一 一 一代 目 澤村田 之助ぢ ゃァ ありま せんか。 

あたしに 赤 耻をか 、 せないで 下さいよ。 

田 之 助 判った、 判った よ。 小靜、 なにもかも 今日の こと 

はわた しが 惡か つ たんだ。 どうか 素直に 勘辨 してお 吳れ。 

さ、 千代 吉、 お前 はもう ぉ歸 り。 

千代 吉 はい。 (と、 しづかに 立ち か、 る。) 

小靜 いきえ、 まだ 此の儘 ぢ ゃァ歸 さない よ、 太夫さん。 

なんとか 此の 妓に 判き り と 手 をき つて やって 下さいな。 

田 之 助 ぢゃァ 一 體ど うすれば い \ん だ。 千代 吉 がさつ き 


から 心の 底で あきらめ て 、 何事 もな いむ かしに し て 話 を 

して ゐる ぢゃァ ねえ か。 それ を 根 掘り 紫 掘り、 小靜、 お 

らしく もね え。 よ ッぼど 如何 かして ゐ るせ。 

小靜 い.. -ぇ、 太夫、 今日と いふ 今日は、 あたし はもう、 

その 欺し 文句に ゃ乘 りません よ。 

E 之 助 うむ、 然 うか。 (と、 深い 太. =5.^ もらしい おれ も此 

頃 は < ム賤 からの 差 止めで、 飯より 好きな 舞 辜べ は 出られ 

ず、 ついした 心の むしゃくしゃから 小 .3 气 お前に は惡ぃ 

こと をした と 思って ゐ るので、 |il はさつ きから いろ /\- 

に 云って ゐる譯 だが、 聞かれな けれ ァ 仕方が ねえ。 わた 

つむじ 

しも &毛 m りの 皮肉！ S で K 込んだ 三代 E の 田. S だ。 ど 

こまで も； it 車 を 押したい ところ だが、 道の 違って ゐる 

こと は出來 ねえから、 小， 16、 お前の 云 ふ 通りに、 兹でキ 

ッ パリ とか た を つけて やら -。 

小靜 それ ぢゃァ 太夫、 お前 は 千代 吉と綺 藤に 手を切って 

ぉ吳れ かい。 

£ 之 助 千代 吉、 決して 惡ぃ 心から ぢゃァ ねえが、 わたし 

は 今日 限りお 前と は あはれ ない よ。 

千代 吉 え！ では 太夫さん と は、 もうこれ ッ きり …… あ 

はれな いんです つて S  (と、 献 わけて、 忍び はく。) 

田. N 助 然 うだ、 これ ッ きりだ。 深いな にかの W 緣 たった 

と あきらめ てお 吳れ。 その代り その かたがつ い たら 小靜 
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にも 話す  一 J とが あるんだ 。 

小艘 え、 あたしに もです ッて？ •：：. 。 

E 之 助 - 「む。 小靜、 長い間の い、 仲だった が、 お前と も 

これ ッ きり 別れて 賀 ひたいの だ。 

小靜 え、 太夫、 なんだ ッて、 これ ッ きりあた しに も 別れ 

ろッて ？ それ ぢ や ァ お前、 あんまり お前が 薄情 ぢ や ァ 

ないか。 太夫、 お前が なんと 云っても、 あたし は それ を 

或 知 しないよ。 

E 之 助 まあ さ、 まあ さ、 そんなに 隆ぐ こと はねえ。 實は 

おれ も、 いっか 一度 は. H 分の 手で 蒔いた 種の 收 獲れ をし 

なく ッ ちゃ ァ なるまい と は 思つ てゐ たんだ。 思って はゐ 

たんだが、 今 B あす、 こんな 苦しい 破：： ：！ に 落ちて、 役者 

«ほ 

が 中： 命の 舞， 祭の 上まで 縛 =1 にあ はう と は 思 はな か つ た。 

それや これ やで 今と い ふ 今、 つ く.^ < の 世の 中が うる 

さくな つたよ。 

小靜 だって、 太夫、 今の 若さで そんな こと を 云った つて 

それ ァ 一 時の ことです よ。 これから 先き の 長い 一 生 を ： 

…そんな 無 斑な こと を 云った つ て、 あたし や 決して 別れ 

やしません。 

E 之 助 そんな^！-を云ったって、 それ は 已れの 知らない こ 

とだ。 小靜、 s: 忍して 吳れ、 今の 此のお いらの 心 持は眞 

劍 なんだ。 まだ 二士 一の 生涯で、 生 意 氣を云 ふやう だが 


色の 戀の と 云 ふこと が ふ つ く M になつ たんだ。 

小靜 そんな 無茶な こと を 云って、 これから 先き お前 は ど 

うする つもり だえ。 

田 之 助 それ ァ おれに も 解らない が、 此の上の 一つの 望み 

は、 いづれ 舞 臺の總 目が とけたら、 むき 出した 眞 人間の 

藝の 力で、 たった 一 度江戶 中の 湧き あがる やうな 入氣が 

联 つて 見て え。 

千代 古 太夫さん、 わたしが 惡 かった、 姐さん も どうぞ 勘 

忍して 下さい。 わたしの やうな ものが 太夫さん を …… 大 

それた こと をした のが 惡 かったんです。 そこから 起つ た 

間違 ひです から、 どうぞ 今迄 通り 姐さん と 仲よ くし て 下 

さいな。 

田 之 助 な あに、 そんな 事 ぢゃァ ねえ、 おれ は 人間と いふ 

奴に 愛.^ がっき たんた、 此の上 うるさく 附き 纏へば、 お 

前 達 も 地獄の 鬼と 同じ こと だ 。 此の 田 之 助 を 責め さ いな 

んで、 舞臺の 上で 狂 ひ 死にで もさせようと 思つ てゐ るに 

違 ひな いんだ。 

小靜 まあ、 太夫さん、 何 を 云 ふの …… お前 はどう かして 

ゐ るんだ。 まあ、 靜 かに 物を考 へて 下さいよ。 

m 之 助 え、 ッ、 蒼. M い！ お前 達 は あの 觀照院 の 乞食 坊 

主と 同じ こと だ。 おれ を 責め 殺さう とする 奴等 だ C 

小靜 え、 觀照院 の …… ？ 
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千代 吉 ぁッ、 姐さん、 勘忍して 下さい。 (と、 縫リ ついて 

泣く) 

田 之 助 あ. あの 觀照院 の 奴 を …： 然 うだ、 岩 吉に然 

う 云つ て、 あいつ を 今のう ちに 如何 かして 了 はなく ちゃ 

ァ ならね え。 

(と、 之 助 は 空間に 物，^ 凝視る やうな 表情て、 ふら 

ふらと ffi 敷 1^ 出て 行く。) 

千代 古 あ > 太夫さん、 どこへ 行 くんです？ 太夫さん、 

…… 太夫さん …… 。 

(と、 振 狡る やうな？ t て 後，^ -追 ひかけ て ゆく。) 

小靜 あ \  ！ ゃッ ばり 太夫 はどう か し て 了 つ たんだ 。 

(小 靜は髮 も裳据 も-成 リ亂 して 救 sa; 中 へ 泣. V 、崩れ 

3 

(蟲 の聲、 B 暮れ か k ろ。) 
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職人、 若 ar 小 僭、 


序 幕 

第一 場 K 向院 の境內 

上手 斜め LL 奧へ かけて 見世物 小 S がつ  >き、 横向きに 

木戸 来 S の番 望が 見えて ねる。 

正面から はや- -斜 A に 下手 奥へ 遠く 囘向院 の 本堂、 よ 

>-^ul, 花の 立 木、 掛 茶屋の 手拭が 折からの 春風 

に 陽氣 らしく 吹かれて ，Q る。 

下 ^門に 綠く石 取. -の 隅に S が i ルて 掛け わり、 そ の 園 

ねの 中 V、 遊 •  ひ 人 風の 無 &漠： 立 人 ほど、 筵の 上て 屬く 

なって 勝灵 ん爭 つてね ろ。 

魔 かな 春光の 輝リ 波った 日。 見世物 小 cit; の 賑やかな # 

子、 番臺の 呼 It て 幕 開く。 

さあ、 入らつ しゃいく く。 今が 本 藝の變 り 目、 

あ、 評判 ぢ やくく。 

(と、 呼. ひ聲 LL つれて、 奥の 方から 綾いて 種々 のクケ 

ftra えろ。) 

SS ケ？ tl あ、 入らつ しゃい！ 代 は 見ての お戻り。 曰 本 

一 の 力 持、 馬 を 板に 乘 せて 手足で さしあげる 女の 力業！ 

あ.^ 評判々 々！ 

クケ聲 二 あ  > 評判々々！ 今 取れた ばかりの 河童々々！ 
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(と、 各の 小屋 競爭の 形て 板，？ -,1、 きながら 客.^ 呼ぶ。 

ドンゲ ャ y とい ふ 騒 ざの 物音、 拍子木な ど 賑やかに 聞 

える。 大勢の 通行人の うち LL 、職人 風の 男！ 一一 人、 (§5 吉、 

仁 三郎、 勘 七) 通り か V る。) 

留吉 どうだい 仁 三、 手前 もしば らく 旅に ゐ たが、 江戸へ 

來 ちゃ ァ 目が さめる やう だら う。 

仁 三 節 本統 によ、 さすが は 江戸の 兩國 だ。 兄ィ おいら 何 

だか E 舍者 にな つ たやうな 氣 がする よ。 

勘 七 大きな 聲を する ねえ、 ボン 引に ねら はれる せ。 

仁 三^ 違えね え。 は W  \  。 

(と、 三人 大笑 ひ 1^ する。 評判 • ちゃくと いふ 萆がこ 

こへ 义大告 く 人る。) 

留吉 そうれ 見ね え。 田舍 者と 見られた ぜ。 まごく しね 

えで 八入藝 でも 見る としよ-つか。 

勘 七 いや、 お いら、 あの 大きな 腹 へ 立 0 を 載け て搗 かせ 

る 女の 力 持が 見 て えんだ が 11 

仁 一一； I 郞 それよりも 久 振りで 俺の 見て えの は、 矢張り 女の 

纏に や 違えね えが、 たんぼ 槍で 突いて か、 る、 あれが 一 

番 忘れられ ねえ。 

勘 七 厭な 野郎 だな あ、 おいら あんな 藝當 は大. 嫌 ひだ。 

仁 三^ 何 を 云って やが るんで え、 「噓 つけ、 チク つけ、 三 

寸舌 出せ、 地獄で E 魔た。」 な あおい 兄ィ。 


留吉 違えね え。 まァ 何が 面白い か 丼 の錢を はたいて 尾 

よ うぢ やねえ か。 

(と、 三人 は 上手 奥へ 入ろ。 評判々々 の fiT 職人と 入 

れ違ひ！.1上手.>*リ$:|-.:^^の夫婦、 隱居 とお 千代の 手. e> 

引き出て 來 る。： > 

お 千代 母さん、 も ッと何 か 見たい よ-つ。 よ、 つ 母さん、 あ 

の 鼻から 餘 の水鐵 砲が、 もッと 見たい よう。 

ぉ嶋 闲 つた子で は ある。 もう 婆さんが 草臥れた と 云うて 

ゐる ではない か。 

隱居 ほんに お 千代 坊は よい 子 だのう、 あした 又淺 草の 觀 

^！音樣へ行って、 豆と 德 利で お手玉 をす る、 あの 德藏手 

品 を 見せて あげる。 

お 千代 厭 だく、 豆と 德利厭 だ！ 

お 鳴 これ！ 

庄兵衞 何 をぐ づく 云って ゐ るの だ。 こんなに 土 產も買 

つて 來， ではない か。 さァ 早く 歸り ませう。 

お 千代 父さん おんぶが したいよう。 

お 嶋 お k 草臥れて 眠くな つた か。 お 藤と 長吉 はま だ 見え 

ませぬ か。 

皮兵衞 間もなく 八郎丘 ハ衞を .Ift に さう 思つ てゐ るの に、 

容姿ば か り 大きく て も … … ほんと に闲 つた もの だの。 (と 

蹈 んて脊 1 ^見せ) さあ 父が おんぶ してやり ませう。 
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お 千代 厭 だく。 姉さんが ゐ なくて は 厭 だく。 

00 お、、 よい 子 だ、 よい 子 だ。 

おぬ さあ、 そろ/ \、 先へ まゐり ませう。 

(と、 货々 行き か、 ろ。 小 $S の 長 士：： 先き に姊 娘お 藤、 (十 

九) 急 、足 LL 後 i リ追 ひ來 ろ。) 

おうい、 評判々々！ 今捕れたばかりの河童々々！ 

庄！！^；衞 これ、 入 通りの 多い 往來 を、 巫山戯て 歩く にも 程 

が ある。 

お- g お f ぉ藤ぢ や。 大抵 案じさせる ことで はない。 

庄兵衞 一 體ー 一人で 何 を 見て 來 ました？ 

S あの、 今収れ たばかりの 河童々々！ とい ふの をお 

娘 が 見た い と 申します から、 木戶錢 を拂っ て 入つ て 見 

ましたら、 儒れ た 合羽が ズ ラリと けて ありまし たよ。 

お 崎 それが ほんと に 河窥 に お尻 をぬ かれた と 云 ふの で す 

よ 0 

ぱ兵衞 ほんと に 河童 野郎と 云 ふの は、 長 古、 お前の やう 

な^の を 云 ふの だ。 

長 古 これ は 恐れ入りました。 だが わたしが 河 意 野郎なら 

ぉ顿 さん も  

-lii 兵衞 え 》 、生 意 t 讽を云 はずに 早く 來 なさい。 

gjDlS さあ 早くお 家 へ 蹄り ませう。 

(と、 ゆ：：々 下 ^ll- へ 入ろ。 下\.^寄の^5簾の中からせ」び人風 


の 無頼漢 二人、 大きな 脊伸ぺ J ん よしながら 出て 彼等.^ 見 

送る。) 

漢甲 どう だ 兄弟、 あれが 日本 橋き つての 大 しんだい、 伊 

勢庄 の 家 內中揃 つ て の お出 まし と は 一 寸 誰も 氣が つくめ 

、 0 

漢乙 金 を殘す 人と いふ もの は 違った もんだ。 元はと 云へ 

ば 柳 原で 、 古着 を賣 つ た 野天 商人 だ ノ 

漢中 M 簾の 中で 遊び をして ゐる、 此方 人 等よりも まだし 

がね え、 筵の 上の 三文 商 ひ、 それが 今では 江戸 中に 聞え 

渡った 伊勢屋の 大店 さ。 

读乙 何 不足の ねえ 身分に なったら、 嘸お 天道 樣は 暖かい 

だら うな あ。 

漢甲 お 天道 樣が いかいよりも、 あんな 綺麗な 娘の 聲 にな 

る ——1 そ の 野郎が おいら ァ 羨ましい よ。 

ひこ 

漢乙 ほんと にの、 妙 利に 卟 つた 奴た。 しかし 他の 事 を 

せ 1^ んでゐ て も 始まらね え、 どうだい、 い- - 鴨が ゐる かも 

しれね えから、 境內を 一 廻りして 来よう ぢゃァ ねえ か。 

漢 お  > てれが よから う。 

(と、 二人 は 上手 處の 方へ 人る。 木 ！；！-番 の 呼？ t から 直 

ぐ 水藝の ，# 子 啦 に な る 。 花 道 、- * リ^  I" 屋の 手代 八^ 兵 

衞( 二. T 玉) 搞 物の ^ い 風 雪駄 穿 ，v 七 出て 来る。〕 

A 郎兵衞 もうめ ッ きりと lli^ 陽氣 になった、 花 もちら ほら 
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〔iN 、くで あらう が、 雨國の 娠はひ は 流行 物が 多い ので 江戶 

i 番、 ぉ瞎で 此方の 商賣も iluE すると は、 ほんと に 何が 

幸せになる か 知れぬ もの だ。 

(と、 本舞鎏 に か k ろ。 、、れ リ 先き 田舍者 三人、 在 

鄉 風の 小娘 一 人.^ つれて 見世物 小屋の 方から 高調子に 

話しながら 出て ろ。) 

モ うせ 15; ふ？ ん 

田舍者 一 なァ 總左衞 門、 さすがお 江戶 だ。 あんな 綺麗な 

つら  あ.. J! 

面 をして、 あんな 力の ある 女ッ 子が ある もの かな あ。 

總左 衞門 然 うだ 。 何 を 見 て も 人間 菜ぢ や ァ 出來 ねえ 、 1 ん 

だ。 

(と、 八^ 兵衞は 此の 田舍 者と： 仃咅違 ふ。 小娘が 目敏 

く 認める。) 

小娘 あれ、 父 さま、 あそこへ 本家の 兄 さまが 11 

E 舍者ニ なに 本家の？ 

總左衞 門 お 》 ほんに、 おぬし は八郞 兵衞ぢ やねえ か。 

ス 節兵衛 ぉ& お前 は 新田の 叔父 樣、 まァ しばらくで 御座 

いました。 

田舍者 一 ゃァ 八 郞兵衞 か、 ま ァ見違 へ る ほど 立派な 男に 

なった な あ。 

あま  わ a 

田舍 * 二 此の 女が 氣 がっかね えと、 俺ら にやさつ ばり 解 

らね えだ あ。 

八^ 兵衞 どなた も 御機嫌よ ろしう ございます。 して 皆 さ 


まお 揃 ひで、 これから 何方へ まゐ るので ございます。 

總左 微門 どこへ 行く 處が ある も の か 。 お前の 阿 母が 案じ 

暮し てゐる だから、 斯うし て 兵衞と 助左衞 門の 來 るの 

を 好 い 道連れに、 お前の 方の 極り を つ け に來た ァの だ。 

田舍者 1 それ ぢゃァ 總左衞 門、 わしら は 他に S 事 も ある 

だから 11 。  . 

m 舍 * 二 八郞兵 衞に會 つたの を 幸 ひに、 一先 づ これで 別 

れる とする ベえ。 

總左 .愤 門 では 各自の 用が 片づ いたら、 馬 喰 町の 定宿で ま 

た 落 合 ふとす ベえ か。 

E 舍者 一 然 うだ、 さう すべえ。 

£ 舍者ニ さあお 霜、 早く 來ねぇ か 。 

八^ 兵 衞 では どなた も お出でなさい まし。 

(と、 ル S 々下手へ 入ろ。」 

總左 銜門 ほんの こ とだ ド總 から 武州 へ 入って、 まだ 兩國 

橋 も 渡らね えのに、 見世物で も あるめえ と、 俺 はなんだ 

か 厭 だ つたが、 あの お 霜が；. iN! の 奉公先き へ 行って 了へ ズ 

が S 

また 出ら ねえと、 子供に 引かれた M.siH で、 お； M に <|a は 

うと は 思 はな か つ たよ。 

Am^^m わたくし もこん な 場所で 叔父 樣に、 お：：； にか、 

らう と は 夢にも 存じ ませんで した。 

總左衞 門 今 見た 手品 早 案の やう だ。 ぁッ は、、  >- 。(と、 
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つく/ i\ 八 衞の 22 子.，^ 見つめ) だが、 お前 もよ くこ 

お ふ 

ん なに 立派に なって siK れ たな あ。 只った 一 人の I： 母が 佐 

介在で お前の 出世 を 祈つ てゐる M が あつ て、 降つ て 湧 

いた 子の 話 も、 八郞 兵衞、 お前の 辛抱が 强 いから だ。 

八^^ 衞 ぃゝ え、 これ は 皆ん な k 母！ 叔父 様の 手堅い 

が あるからで /さいます。 

總左 〔协門 お 、 よく 云つ て れた。 八郞兵 f 以前 は 立派 

なお代せ たが、 時よ 時！；！： で 仕方がない。 十に もなら ない 

うち 江戶 へ 公に 出された の も、 思 ひやう では 紫 翁が 馬 

だ。 な-つ 八 郞乒衞 これから は、 どんな 幸せな 事が 向いて 

來 るか 知れた もの ぢゃァ ねえ。 

八 郎ぉ銜 ほんと に 叔父 樣の有 仰る 通りで ございます。 阿 

母 探に も 長 きさせ て 必ず 末 はよ いやう に 安心 を いたさ 

せます。 

總左^ 門 お 、 それ を^ い て 、 俺 も 何より 喜ばし い。 

何やら- B 中から 出して ねる 處へ、 下手 二り 銀 猫 

のぉ^^<の妹ぉ柳(十八ぃ來か、る。) 

お 柳 あれ 八さん、 こんな 處に 何して おいで？ 

八^ 兵衞 まァぉ 柳ち やん …… 今、 田舍 の、 叔父樣 . に ひよ 

ッ と出符 つて、 こ、 で 立 話 をして ゐ ましたの さ。 

お 柳 然ぅ、 御用が 濟ん だら お寄りな さいな、 姉さんが 待 

つて ゐ ますから。 


兵衞 なに かよいお 拂ひ 物で も ございま すかね。 後程 

伺 ひます から、 {且 しく 有 仰って 下さい。 

(と、 お 柳 はうな づ いて 上手へ 入る。 總左衞 門 はお 柳 

の 後. 見お-りながら。) 

總左銜 門 八郎 兵衞、 なん ぢ やい？ あれ は.，. 

八^ 兵衞 あれ は 銀 猫と いふ 家の、 姐さん の、 妹で ござい 

ます。 

^左衞 門 それ は 姐さん なら、 妹に は 違 ひなから うが、 お 

切な 處 にから 氣を つけに やなら ねえ だぞ。 

八^ 兵衞 なんの、 お前： 1、 (と、 徵 笑，^ 含みながら〕 お 店 

の お得 意で /さいます よ。 

總左 街 門 お  >  それなら よ い が 11 之 は の う 宗吾樣 の お 守 

だ か ら 、 必ず 肌身 を 離さ ぬ やうと、 阿 母からの 言傳 て だ 。 

八^お 銜 それ は 有難う ぞんじました。 

總左銜 門 あ k 一  寸 待つ て EK れ、 此の 叔父 も 土產を 持つ て 

来ね えだから —— 。(と、 橫，^ 向きながら 財布，^ 取 出して 

金ん、 数へ 初める。) 

八^ 兵衞 なんの、 その やうな 心配が 入ります もの か。 

總左衞 門 いや 然 5 でない 11  . 

八^ 兵衞 あれ 叔父 さま 、往来の ものが 見る と 笑 ひませ う。 

此の 八郎 丘. 衞を まだ 小 の 時の やうに 思って おいでな さ 

わます な あ。 
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r と、 八 郎兵衞 は 思 はず 苦笑す ろ。 これ-, <リ 先き 以前の 

無賴漢 の 甲乙、 來か V りね て 態と 總左衞 門の 財布へ 突 

営ろ。) 

總左衞 門 あれ、 此の 人達 は 何 をす る だ。 

漢 E- 何 をす ると は 何の こッ た。 

漢乙 突當 つたの は 手前 ぢゃァ ねえ か。 

總左衞 門 でも 他の 持物へ 手 を かけな さるから —— 。 

八 郎兵衞 これ、 叔父 さま。 (と、 制すろ) 

漢甲 おれ を 掏摸た とで もぬ かすの か。 

漢乙 太い 野郎 だ。 只此 儘に やなら ね えぞ。 

八 那兵衞 どうぞ 御； f 辨 なすって 下さい。 御覽の 通りの 田 

舍 人で、 決して 紫 氣 があって 申した ので は ございません。 

漢甲 おい/ i いの、 悪氣 がなくて 云 ふんだ から、 他 を 

掬 摸と 云っても 泥棒と 云つ て も 構 はねえ と 云 ふの か。 

八^ 兵衞 飛んでも ない、 決して そんな 譯ぢゃ ございませ 

ん。 お 誇 は どの やうに でも 致します。 

澳乙 何 を 云 ひやが るんで え、 痛い目 を させな くち ゃァ承 

知が 出来ね え。 

(と、 二人.^ なぐ リ にか、 る。 此の 畔、 下手 一 藤の Kf* 

リ 同じ 無 賴漢の 丙、 丁、 姿. あら はす。) 

漠丙 何んだ く。 

漢甲 こいつら を 疊んぢ まふんだ。 


漢乙 皆ん な 手 を かして 吳れ。 

谟丙、 丁 ぉッと 承知 だ。 

(と、 ゆ" * 宽 らうと する。 叙 猫の 彌兵衞 は 無 賴读の 仲 

間て わるが、 j 群 後から 2 クと 姿ん-わら はし 乂. <g- 兵 

衞 LL 目ん つけ、 思 入 わって。」 

彌 にハ 衞 お い くく。 皆ん な 待 て ！ 

漢 甲 待てと はなんだ。 

漠乙 兄貴、 なんで 止めな さるんだ。 

彌丘； 衞 まあいおから、 おれに まかせて 手荒な こと をす る 

なと いふ 事よ。 

漢丙 だって 仲間の つきあ ひも ある ぢゃァ ねえ か。 

漢丁 兄ィ とか 鋒の 頭と か 云 はれる お前が、 あんまり 意： i 

地が ねえ ぢゃァ ねえ か。 

® 兵衞 わからね え 野郎 共 だな。 おれに まかせて、 そんな ゆ 

すりが ましい 事 は 止せと 云 ふ 事よ。 (と、 E 颜て 知らせろ) 

HE- それ ぢゃ ァ彌： ii, 衞、 おれ ッちは 泥棒と 云 はれても 掏 

摸と 云 はれても 我慢し ろと 云 ふの か。 

乙 そんな コケな 事が 出来る もの かい。 

丘ハ衞 出來 なきや ァ 勝手にし ろ！ 

E- なんだ と？ 

乙 此の 野郎、 立 て 本り ゃァ 好 ぃ氣 になり や ァ が つ て 。 

兵衞 何 をぬ かしゃが るんで え、 さあ おれが 相手 だ來ゃ 
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あがれ！ 

(と、 皆々 大 ニル廻 はりに なろ。 往來 の彌次 la^ 連  一，.； i: 唪 

だ/ \。」 と 大勢 寄り集まろ。 見 W 物 小 一から は 客 呼 

ぷ聲が 11^ 大きく 聞え ろ。 しばらく 大. 混雑。 4^ 時、 群衆 

の 中から 衬松 町の 小頭 長 兵衞 (お 妻の §si 兄) わら はれ、 

中に 人ろ。 E 人 は 逃げ去る C 彌兵衞 一 寸テレ ろ。) 

彌兵銜 お、 お前 は 兄贵- 11。 

長 兵銜 彌兵 衞、 相變ら ず 手前 碌な こと はしね えな あ。 

八^お 銜 い、 え 頭、 よくお 禮を中 上げて 下さい ましよ。 

長 兵 街 お、、 お 店の 番頭さん か、 これ は 又. とうした 譯で 

す。 

八|,恥1;^-衞 今、 わたくしの 叔父 さまが、 因緣 をつ けられて 

飛んだ 難 にか、 ると ころ を、 此の方が 救つ て 下す つた 

ので ございます。 

長 兵衞 なに、 救って 下す ッた？ (と、 思 入あって〕 救つ 

て 下す つ た そ の 裏に や あ 11 。 

ej; 兵衞 なに さ、 正 K な ものに ゃァ 天道樣 がつ いて ゐて下 

さると 云 ふこと よ C 

ふむ、 人の 難 を 救って やっても、 そのおう つり 

に 皮肉 を 聞く と は 、飛んだ 薄情な^ の 中に なった もんだ。 

(と、 毒 ロ^; S し. 乂悠々 とール 去ろ) 


八^ 兵衞 ありがたう 存じました" 

左衞門 ほんと に 有難う ごせえ まし た^あ。 

(と、 後.^ 追 ふやう に して 鱧.^ 一 K ふ。 長 兵衞は 遮り 止 

めろ。) 

長 兵衞 まあ/ \> 番頭さん、 あんな ものに 關 はる もの ぢゃ 

あねえ、 終 ひに ゃァ 飛んだ 間違 ひが 起り ます ぜ。 

八 那兵衞 でも 危 いところ を 救つ て 下さった 云 は^ 恩人で 

ございます。 

長お 衞 それ も 人に よりけ り だ。 決して あんな 者に 近づい 

て 末の い、 事 はあり やしません。 *1 にい ふ 魔が さすと い 

ふ 事 も あり ますから、 よく /\. 災難 除け をし なくち ゃァ 

いけませんせ。 ねえ 叔父 ごさ まと やら、 然 うぢ ゃァ ござ 

いません か。 

總左衞 門 え k 然 うで ごせえ ますと も。 お 江戶は 賑やかで 

好い 處 だと 思つ て 浮々 して ゐ ると、 ほんと に 怖い ところ 

で ごぜえ ます だ. - 

八 郎兵衞 いろ/^ 有難う 存ん じます。 です が、 どうやら 

頭に も SS の ある 方の や-つで ございま すし、 (と、 一 寸考 

へ 〕 ど こぞで お nl にか 、 つ たやう にも？ ふ はれる し  0 

長 兵衞 まあ/ \.> そんな 事 はどうで も 好い。 時に 叔父 御 さ 

ま は - J れか ら、 どちら へ お出でな さ い ます。 

A「 卧兵衞 叔父 はお 店へ 伺 ふ 害です が、 生憎 わたくしが 二 
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三 B5 意 廻り をせ ねばならな い の で 11 。 

長兵微 な あに、 お 店なら 私が お供 をして あげ ませう。 

八 節兵衞 それ は 何より 安心です。 

長 兵衞 では、 叔父 御 さま、 私と 一緒に 一 歩 先き へま ゐり 

ませう。 

總左衞 門 では、 何分お 願 ひ 申します だ あ。 

八^ 兵衞 どうぞお 願 ひ 申します。 —— わたくし も 追 付 直 

ぐに 戾 ります から  0 

(と、 長 兵衞、 總左 •  物 門 は 花道 i リ 入ろ。 八！ g 兵衞、 

見送り 思 入れあって。) 

八 郎兵衞 あ、、 ゃッ との 事で 思 ひ 出した。 (と、 輕くポ y 

と 横手，^ 打ち) あれ は 確かに 銀 猫の 11 すれば 頭 はお 妻 

さんの 兄さんに 違 ひない。 廣 いやう で 狭い 世 間と は 能く 

云 ふが、 此の 恩返し は 11  (と、 思 入れ) どれ、 お得 意 

を 廻って 來 ようか。 

(と、 木の 頭、 脤 やかな 離 子 LL て 廻る。) 

第二. 場 銀 猫の 女 部 尾 

囘向院 の 1 部に 出 來た色 W の 草 分 は 此の 銀 猫と い ふ寶 

女 g て もろ。 そ の 女 部屋の 內 部が 舞 逢。 

上手 奥に 緣 側.^ 隔て V 茶の間の わろ 心、 (それが 觀 客に 

見える やう に 工夫 出來 れば尙 よろし) 室内の 壁に 三味 


線が 二 挺 かけて わり、 衣析に は， たらしな く 着物が た > 

まずに 引 掛けて おろ。 

女の 一 人 は 腹 這に なって 草双紙.^ 讚ん てね ろ i 一  人 は 

爪の ffi. ^掃除し、 一 入 は 人れ 墨の 痕 痛 さう LL 撫てて 

ねる。 

た. 古 三味線の 端 1 〈て 道具.^ さまろ と、 ル 様に， たらし 

のな い 風，. ^ し V、、 まろて 自墮 ^ILIC?^,^ 崩し.^.: と い ふれ 5 

好、 時々 見世物 小屋の 呼聲が 遠く m える。 

ふ-つ 

女の 一 福ち やん、 それから 米 八ね えさん は 相,^ の 3- にあ 

つたの かい。 

女の 二 極まって らァ ねえ。 逢った のさ。 *  • 

女の 三 まァ よかった わね え。 -11 あ k あたし も 逢 ひたい。 

女の 一 おや、 お前さん、 ー體何 をお. ごって からにしょう 

とい ふの さ。 

女の 二 然 うさ 、江戸の 名物なら なんでも 驕っ てあげる よ" 

それとも お前さん にや ァ 四ッ 目 屋 の il なしで も 騙つ て あ 

げ ようか。 

女の 1 ひと ッ、 御殿 もん ぢゃ あるまい し。 

(と、 皆 々叫け 放し；.： 調子て 笑 ひ 出す。〕 

女の 一 擦れ 辛し になった わね、 此の 人 は —— たがね お：！ g 

さ ん 根が 水性 だか ら直き にあき る よ 。 

女の 二 然ぅ かも 知れない。 妾 や 水性で 薄情なん だからね、 
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男に かける と  。 

女の I 女に かけた つて 蒲 情 だよ お前さん は。 

女の 二 うるさい ねえ。 

女の 三 ほんと にさ、 こんな 爾 S? に 惚れて 通 ふ 男が ある 

かと 思 ふと、 江戶 は^いね え。 

女の 1 お前さん は默 つて 爪の 1;? を収 つてお いでよ。 

女の 三 ヘン、 お前さん だって 稀に はか 乂 との 荒れた ので 

も 擦る とい、 や、 江戶 に. £ 鶴の やうな ffir が 生れる と 一 

番 光き に惡ロ を 書かれる の は お前さん だよ。 

女の 二 まァ靜 かにお しょ、 また 奥から 怒鳴られる からさ。 

(と、 せな 一 緒に 奥の 茶の間の 方.^ 晃込 む。) 

女の 1 日 も- ¥れ ない うちから、 もう やって るかい。 (と、 

1^,^ 口へ つける 手 a 似ん、 すろ) 

女の！ 一! たまらな いね、 あたし やねえ さんが： 5-. さ- 「でな 

らな いよ。 

女の 1 お前 はとう 思 ふか 知らない けれど、 ねえさん は 今 

ぢゃ ァ拊指 に 偬れ ち ゃァゐ ない ね。 

女の 三 そんな はない よ、 好いて 一 緒に なった 仲 だもの 

さ- 

女の 二 でも、 あれ ぢゃァ 大抵 厭に もなる だら うよ、 酒と 

女と W 突の 三拍子 ぢゃ ァ耐ら ない ねえ。 

女の 1 それが 皆ん な 男の 本性 さ。 家の ねえさん は 拇指が 


まだ 深 川で 船 をし てゐた 時分、 無理往生に 手籠めに さ 

れ たんだと 云 ふぢ ゃァ ないか。 

女の 三 然 5 云へば そんな 事 を、 あたし も M いた こと は あ 

るが ね。 まァ あんな 男 を 亭主に 持ったら、 女 は 一 生う だ 

つが あがらな いねえ。 

女の 二 そんな こと は 如何で もい k さ、 あたし や あたしの 

男が やさしく ッ て M 性が あれば それで い k んだ よ。 

女の 一 また 薄情が 初 まった よ。 

(と、 露路： n から 突然 「厭 だ わ う （《。」 とい ふ 女の 

聲が 聞え ろ。 そし ズ慌 立し く 《=」 はれて 來た の はお 妻の 

妹 お 柳て わる。 すろ と 苦い 坊主 K 圓が 2 、 ソと 下手 坑 根 

の處 から 上半. W か 見せろ。 \4 'に は ife 蒂.^ 持って ねろ。) 

瓦圓 お 柳ち やん、 なんにも しゃ ァ しない ぢゃァ ないか。 

お 柳 でも i さん は、 惡 巫山戯 をす ると 怖い から 厭 だ わ 

よう。 

S 意氣 地な しだな あ。 V と、 簿 氣 味わろ く 笑つ ズ ねろ) 

女の 1 どうした のさお 柳ち やん。 

女の 二 また、 あの 助平 坊主が お 柳ち やん をから かひ やが 

つたんだ ね" . 

お 柳 あたし をつ かまへ ると： H を据ゑ て 離さな いんだ もの 

あたし 怖い わよう。 

女の 三 ほんと に戲談 もい i 加 減に しないと 承知し ない 


486 


橘國兩 中心 


女 お 女 女 


よ、 此の 生臭坊主め！ 

、 、 

一良 圓 う ふ  >-  > -、 何も そんなに ムキ になつ て 怒らな くッ て 

もい ぢゃァ ないか。 

女の 一 さッ、 早くお 歸 りよ、 薄氣 味の 惡ぃ奴 だね え。 

女の 二 え 早く 歸ら ない と、 水 をぶ ッ かける よ。 

S 人 を 犬 だ と 思 つ て やがら ァ 、 猫 どもめ！ 金 を 持 つ 

て來 ない と 馬鹿にし やが るんだ な。 

女の 三 金なん ぞ 持って 來たッ て も 駄目 だよ、 さッ さと 歸 

り dt- ァ 力お 

女の 一 歸ら ない と .11 

(と、 女の 一 が 水.^ 持って 來\  、打 かけろ 眞似 すろ。 

坊主 は 薄 氣味惡 く 笑 ふ。) 

女の 一 本統 に， ふっかけ るよ。 

一良 圓 う ふ  >- 、かけても ぃ&ょ C 

女の 二 まァ あきれた、 色氣狂 ひだよ。 

(と、 此の 時 裏口の 方に 「御免下さい、 御免下さい。」 

とい ふ？ t が 聞え ろ。) 

女の 三 おや、 誰か 來 たやう だよ。 (と、 下手 奥の 方の 障子 

わける) 

女の 一 それ、 またお 寺から 來 たんだよ。 (と、 威嚇す ろ) 

一翁 11 ぢゃ あ、 また 來ら あ。 

女の 二 をと 、ひ おいで だ。 


女の 1 お 柳ち やん、 ほんと に 厭だった でせ う。 

女の 三 まあ、 誰かと 思ったら 伊勢 庄 さん。 (と、 藤て 大き 

な聲 がする) 

の 一 え、 誰？ 

の 二 伊勢 庄の 番頭さん よ。 

柳 え、 八さん？ 

の  一一； ,f、 八さん、 お前の 大好きな 八 郞兵衞 さんです 

よ、 お 柳ち やん。 

(と、 出ヾ艰 て戲談 らしく いふ。 お 柳 は 額. 赧ら める 

(皆々 捨臺詞 i るし く 障子 際に ニ义 揃つ マ t< ^兵 衞，^ 內 

へ 誘 ひ 入れろ。) 

八^ 兵衞 御免下さい。 これ はま ァ、 ねえさん 方お 揃 ひで 

ございま すねえ。 

女の 一 まァ 相變ら ずお 世辭の い & 。 

女の 二 もッと 此方へ お入りな さいよ。 

女の 三 んな 揃つ て 八さん お前 をお 待ち かね のと ころ 

さ。 

女の 二 うまく 云って るよ、 此の 人 は —— それ はお 柳ち や 

んの 胸の 中で さァ ねえ。 

お 柳 あら、 厭な 人。 . 1- (. と、 はにかむ) 

女の 一 ヨウ，/ \> 、八 さま，/ \色5！：^ さまと いふと ころ だね、 
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八^^：^；衞 それ は T おしう ござんす よ。 戯談 にも 然ぅ云 はれ 

ると 男 X 利で ございま すよ。 は (と、 愛橋 i く 笑つ 

て) に 皆さん、 よい 流れ ものが あります が、 お 揃 ひの 

ところで 一 寸御. 覽. トさ いませぬ か。 

女の 二 まァ、 八さん の 相變ら ずな 商 費 上手、 そんな こと 

は 後に して、 お 柳 ちゃんが 何か驕 ると 云つ てゐ たと ころ、 

ずっと 此方へ お寄りな さいよ。 

A0S へ いく、 それ は 有難う 存じます。 

お 柳 あれ、 八さん 嘘です よ 一 

A0S それで は 私が か つ がれた の で ノ  /さ い ますね。 

お 柳 皆ん な 揃って、 いつも あんな 事ば かり 云って あたし 

を默 るので すわ。 

八 郎兵銜 おや 然ぅ でございます か、 それ は 善くない 事で 

すねえ。 

女 の  一一！ でもお 柳ち やん は 八 郎兵衞 さん に 惚れぬ い て ゐる 

と 云った に 11 。 

お 柳 あれ、 まだ あの やうな こと を —— 八さん、 決して 惡 

く 思つ て れ ては歐 です よ。 

.< 耶兵衞 なんで そんな こと を 思 ひませ う、 決して/ \ そ 

んな こと は 思 ひません。 

女の 1 まァ 八さん、 もち ッと 此方へ お りなさい と 云 ふ 

の にね え" 


八^ 兵衞 へいく、 有難う 存じます。 

女の 二 まァ、 行儀の い K の を 通り越して、 何とい ふ 堅 苦 

しい 11 。 

-,, もの 

兵衞 どういたしまして、 お 店 者 は 皆ん な これでな く 

つて は 勤まり ませぬ のさ。 

女の 三 だが 八さん、 折角 女の 1? る もの を 食べな いとい ふ 

の は 男の 恥で ござんす よ。 

八^ 兵衞 へい、 然 うと 極まれば 何なりと 御她 走に あ： つか 

り ませう かな、 は  > -、。 それ はさう と、 今 B は、 ねえ さ 

ん はお 留守 で ..、 J ざ い ます か 。 

お 柳 いえ、 家に ゐ ます。 私が 然ぅ 云って あげ ませう。 

(と、 .^.s;, ちか 、ろ) 

八 郎兵衞 いえ/ \、 なに、 別に 大して 急ぎ は 致しません 

が、 今日はお 極まりの 晦日です から、 お 勘 走の 殘りを I 

，—お 願 ひ 申す の は 鬼 も 角 も、 移り 替 への 御 S 文で もして 

置いて 頂かう かと 思 ひまして な 11 。 

女の 一 まァ、 お前 は あたし 達で は 相手に ならない と 思つ 

て …… ねえさんに 直談と は 人の 惡ぃ にも 程が あります 

よ 0 

八^ 共衞 いえ 飛んでも ない。 決して そんな 譯. ぢゃ ありま 

せんが ！ 0 

お 柳 では、 あたしが 然ぅ 云って あげ ませう。 
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八^ A (衞 それ は濟 みません ねえ、 お 柳ち やん。 

、と、 お 柳-; ^つ-て 茶の へ 行く。) 

女の 二 兎に角 今日は 駄目です よ。 拇指が 此の頃す ッ から 

かんに 負けつ にけ てゐる 揚句、 け ふ は 日の 暮れない、 つち 

から、 もう.： nrf 酒 を 編って ゐる 始末 だから. I 。 

八^ 兵衞 おやく それで は 是非がない。 どれ、 また 出直 

すと いたし ませう か。 

女の 三 まあ 現金な 入ね え-. I ちょっと 位、 あたし 達と 附 

合しても い V ぢゃァ ない の。 

女の 一 本統 にさ、 まァく 八さん、 お待ちなさい ッ たら。 

女の 二 此纖， 直に ゃァ歸 しゃしません よ。 

r と、 皆な わいく 云 ひながら、 八郎兵 街の 周 園に 寄 

リ まリ、 a 呂救 包，^ 奪 ひ 取って 無理 Li 引 §3 め f< うと 

して 騒ぐ。 突然 奥 か ら彌兵 衞 の 报痛聲 が ，く。) 

彌兵衞 え、、 いけ 騒々 しい、 靜 かにし ねえ か！ 

(と、 此の 一 聲！. ： 女達 は ー齊に ひつ モリと なる。 お 妻 

が 直ぐ 麼，^ 立って 來 る。) 

お 妻 まあ、 仕； 1 のない 入 達 だね え、 もち ッと靜 かにして 

ぉ吳れ でない か。 

(と、 女 部屋の 障子 1^ ゲラリ と 15 ける。 八 郎兵衞 は 恐 

縮 し て 挨按 の  一一 もな く お 辭懷， ^すろ。) 

お * おや、 まあ、 伊勢： s の 番頭さん、 お前さんが おいで 


だった のかい。 道理で あんまり 娠 やか 過ぎる と 思って ゐ 

ましたよ e 

A 0 兵 衞 ど、 •> も 飛んだ お 邪魔 を いたし て 相濟み ませんで 

した。 

お 妻 い、 えね、 (と、 後ろ.^ 报 返って 一寸 調子. - ^落し。) 

今、 酒が ま は つ た處だ から、 い、 きっかけ にされ た の さ。 

{■ と、 女達に. W ひ) ー疆 お前さん 達が 惡 いやね、 ち ッと氣 

をつ けて ぉ吳れ よ。 

(と、 お は 女達.^ 嗜 めて、 八 郎兵衞 LL 恐い 額 見せ 

ま い とすろ。) 

(色白の 小 梓な 中年？？ て、 W 前 は F 沐 川の^ 吉と い ふ i! 

者 て 鳴らした 女て おろ。) 

お 妻 實 はね 伊勢. 圧さん、 お前さんに は濟 まない けれど 正 

月 を 遣 繰りでした 後が 霜枯： 一月、 ちら ほら 花の ©も あら 

うとい ふ 今日 だから、 少し は 何とかし なけれ ァ ならない 

ん だが、 どうも 少しば かり 都合が あつ てね え 11 。 

(と、 お * は 八^ 丘 (衞の 傍に ピタ タリと $1 リ込 む。 八 

^兵 衞はモ 、ッ くしながら 其 贯 紫.^ 受けて。) 

八郞 兵微 い V え、 それ は、 またなん ぞぉ拂 物で i も 埋め 

合せ をして K くと して、 どうで せう、 恰度、 今 移り 替へ 

の お 恰好な もの が あるので すが —— 。 

お と 云って、 いつも 先き がっかへ て 居ち ゃァ、 見せて 
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下さ い とも 言 ひ 難 い 譯 さねえ。 

A0.^^^ なァ にね えさん、 そんな 御 f;S 盧 にや ァ 及び ませ 

んょ、 へい。 

r. と、 八赂 衞は 風：：，； ：敷 包から ぃス /,、 拽げ 出して 見 

せろ 0) 

おせ まァ、 い、 柄 だ ことね え。 (と、 饭 めながら かざして 

见ろ) 

女の 一 ほんと にね えさん、 よく 似合 ひます よ。 

おせ 何年 こんな もの を 手に しない、 たらう ねえ、 これで も 

北：：： は —— 。(と、 一一 ム ひかけ ろ) 

女の 二 縹繳の 美い 入 は、 どんな 柄で も 能く 似 介 ふわね え、 

ねえさん など はま だくどん な 派手な もので も 構 やしま 

せんよ。 本統に 羨ましう ござんす こと。 

S 何 を戯ゅ 、お 云 ひだねえ。 もう 五つ 六つ 若ければ、 そ 

れ こそお 柳の 岡惚れ を& 取り し て 、 八 郎兵衞 さん の やう 

ない vm? と、 道行き をし まい もので もない がね。 

(と、 ぉ^^!<は1£加？^か ホs^とぃふ，：：；？，§-っきながら戯れ 

ロ^利く。  女達 は 一寸^,^ 見合. fJ ろ。 おお は 笑 ふ。〕 

(その途端に^.ひ^^子ががラリと開く。 そして 彌兵衞 

の^い 哏がギ 一 フリと 光って 见 えろ。 ：> 

おいお it 女、 手前 if 氧 にしゃれ たこと をぬ かす ぢゃ 

ァ ねえ か。 


あら、 お前さん、 今、 伊勢 庄の番 .m さんに 借金の 云 

ひ譯 をし てゐ たと- J ろ ぢゃァ ありま せんか。 

0S なに 借金の？ (と、 _ー  タタ" 笑って) 然 うか、 そ 

れァ 大きに 御 苦勞： 1 だ。 

(と、 空^|ぃて.〈^兵衞とぉ*^<の级1^再びジ ロリと見 

3 

やつ ほ さっさ 

A 邵兵衞 ぁ气 矢張り 先刻の 1 .0 

彌丘； 衞 え、。 

(と、 彌ぉ 衞に惡 い 、 、とてもした やう Li 急 いて ヒ タリ 

と 障子，^ - 閉める。) 

ぉ^^;< どうかし たので 御座ん すか。 

八郎兵 衞 い、 え、 失 刻から 飛んだ お 邪魔 をした と 申し ま 

したの さ。 どれ、 また 其. 內 にお 伺 ひいた しませう。 

(と、 八^ 兵衞、 風呂 敏." ^包み 初める。) 

お 妻 あれ、 まァ、 い、 ぢゃァ ありま せんか。 

八 郎兵衞 い \ え 、また、 いづれ 其 1^ に 伺 ひます。 

お 妻 おや、 然 うです か X と、 茶 S 間へ 引返して 彌兵衞 の 

樣子 舰き ながら〕 今日は 生： ls、 不 i ^つどき の 祟り だか 

ら、 ほんと に氣 にかけ ないで 下さいよ。 

八 f ぁ兵衞 何の、 それ 處ぢ ゃァ ありません。 私 はまた、 そ 

んな 事と は 知らない ものです から、 お 察し もな く 騒 々 し 

い K を 出したり なんかして、 本統 に申譯 がありません、 
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どうぞね えさん から、 よろしく 申して 下さい まし、 その 

内お 詫びに あがります。 

女の 一 なァ に、 八さん を 無理に 引 §ほ めた の は あたし 達な 

んで すよ。 本統 に.^ まなかった わね。 

女の 二 それた から、 あたし はお 止しな さいと 云った の だ 

けれど。 11 

女の 三 おや、 お前さん、 またい、 子に なって 巧い こと を 

云つ てるね え、 八さん を 一 番大 g ぎす るの はお 前さん ぢ 

ゃァ ないか。 

女の 一 ほんと にさ。 そんな 白々 しい こと を 云 ふと 承知し 

ない よ。 

お 妻 ま ァ濟ん たこと は 好い ぢゃァ ないかね、 それよりも 

皆ん な そろく 錢湯 へ でも 出掛け たら どう だ い ？ 福ち 

やん、 お前さん は 大層 髮がこ はれた ねえ。 

女の 三 ほんと に寢 V； うがい、 からね え。 

女の 二 餘 計な 口 を 11。 

お 妻 まァ 好い から 髮結 さんへ 行って お出で。 

女の 二 ぢ ゃァ、 それから 錢湯 へ ま は つ て 来ます。 

お 妻 あ k 然ぅ おしよ。 

女の 1 あたし 達 も そろく 出 けよう よ。 

(と、 皆 それ 川 意， .J- して 出掛ける。) 

女の 二 八さん、 ごゆつ くりね。 


女 の 三 直ぐ 歸 つ て來 ますから ね。 

女の 1 ほんと に 直ぐ 歸 ります よ U 

(と、 挨拶 も そ、、/. 、出て 行く。 八 節 兵衞も 荷物.，^ 殘 

らず しまって 立ち 宽ろ。 お 妻 は デツと 沈默、 何 か 屈^ 

に 耽って ねろ。) 

八 一.^ 兵衞 い、 え、 わたくし も 然うして は 居られません。 

ではね えさん またお 伺 ひ いたします。 

おぶ.. 女 ぁ& 八さん、 一寸 待って 下さいな。 

八^ 兵衞 何 か 御用で ございま すか。 

お 妻 え K 11 あの ； 寸 11 。 

八^ 兵衞 でも また、 奧で旦 都が 御機嫌 を そんじる と 不可 

ません から、 御 註文の こと や 御 勘定の ことなら、 またい 

づれ近 曰、 きっとお 伺 ひ をいた します。 

お 妻 い.. -ぇ、 そのこと なら、 また 來て顶 けばい 》 ん です 

が、 實 はねえ 八さん、 お前さんの お出で を 心 侍ち に 侍つ 

てゐ ました。 と 云 ふの は、 此の間 中から. 1— 稼業が 隙で 

あの 通りの 不機嫌 だから、 どうしても 最ぅ 少し、 無い ェ 

面 もしなければ なりません の さ。 

八 郎兵衞 おや、 然 うで ございまし たか。 それなら 早く 然 

う 有 仰って 頂、 け ば —— な にも  一 J んな 逃げ ッ尻 をい た すん 

ぢ ァ ノ ざ い ませんで した。 (と、 腰,.！ おろ マ。) 

お 妻 いつも 御存じの 通りの 始末 だから、 (と、 さも 云 ひ 憎 


核國兩 中, t、 


お 1 


くさう に) 拂 ひものと 一一 一一 n つても、 ほんと にお はづ かしい 

ので 11 、 

A0S いえ、 どう致しまして。 では 、一寸 拜見 をいた 

しませう。 わたくしの 方 も 商 費の ことです から、 どんな 

ぉ拂 物で も 結構で ございます。 精 々勉強 をいた すつ もり 

で ご ，さ います。 

お * え、 それ はもう、 八さん に はお 氣の證 でな りません。 

もう 碌な 品 もありません が 11 では、 濟 みません が 一寸 

见て 下さいね え。 

(と， お^は 他の 障子.^ 開けて 入る。 八 郎兵衞 は その 

^いた W 子に はず 奥を见 ながら 煙^ LL 火ん、 つける。) 

Ams 以前 を 云へば 深 川の 仲 町で、 I で 鳴らした ね 

えさんだ と 云 ふこと だが、 今でも あんな 小 粹な年 滑ぶ り 

は、 江戶中 歩いても あり ゃァ しない。 (と、 奧に思 入れ) 

それ を 思 ふと 觀音 菩薩 も、 STJ もの ゆ ゑに 氣の毒 だ。 こ 

れゃァ 頭の 案じる の も 無理 はない 譯 さねえ。 

(と、 お^は 姿， .J* もら はして。) 

$ え&、 八さん、 何 かお 仰って？ 

八 郎兵衞 い. -ぇ、 $ に、 煙管が つまって 仕方がな いと、 

思 はず lg り 語を屮 しました。 

(と、 が ンと 吸-?; W んは たく。〕 

$ おや、 然ぅ、 どうぞ 御？ お 慮な く、 そこらの を 遣って 


下さいな。 

(と、 お 妻 は 包みに した 衣類，^ 蔭から 持ち出して 來ろ。 

八^^兵衞はテ レ隱しに 「有難う 存じます。」 と 云 ふ。) 

お 妻 八さん、 拂ひ 物と いふの はこれ なんです が、 どうか 

見て 下さいな。 

八郎丘 (衞 拜 見いた します。 これ は 結構な もので 11 ハと、 

順々 に 见 ながら) お 品 は 申 分 ございま せんが、 ちっと 枘ゅ 

ろ かう ちゃ 

きが 流行いた しません な。 此の 路考 茶も最 うそろ く 今 

日 は ス タ リ氣 味で ございます。 それに どうも 景氣が 引 立 

ちませんで な。 (と、 次から 次へ と 見ながら 云 ふ。、. > 

$ それ ぢゃァ 家ば かり ぢゃァ な いんです ねえ、 いつに 

なったら 本景氣 になる 事 やら 本統に 困った こ とです ね 

え。 

八 郞兵衞 それに 手前 どもの 稼 菜な ど は、 商賣 はなく つて 

も 贅澤品 だと あってお 上の 租授 が嚴 しいので、 迚も 溜つ 

たもの ぢゃァ ございま せんよ。 (と、 話,^ しながら 品物の 

相 揚.^ 路ん てね る 心") 

らん じ や- ゥ 

お 妻 どうしてく 租 稅の嚴 しいので は、 やっぱり 岡場所 

や 女の 稼業が いぢめ られ ますよ。 これ は 世の中が 驕 りに 

なり 切った から、 自然 質素に しろと いふお 布令 かも 知れ 

ません ねえ。 (と、 調子.^ 合して 話，^ する。) 

八 一 郞兵衞 これでね えさん、 何程 位お 入用で ございます。 


國 雨中 4> 


. 寶は 品物め 値段が 大分 下落して をり ますので、 申 上げる 

の もお 氣の 毒な ほどで ノ  J ざ い ますよ 。 

お 妻 實の ところ、 此の 品物で はなん ぼ 素人の わたしで も 

迚も 金の 工面 はならない と 知つ てゐ ますが、 欲しい お金 

は 三十 兩 なんで ございます。 へ 

八^ 兵衞 え X、 三十 兩？ 

お 妻 なんとか 工面 はなり ますまい か。 然 うでなくても 惜 

餞の あると ころ を、 此の やうな 無 理を お 願 ひして は濟み 

ません が、 わたし やつく ぐ 途方に 暮れて 了 ひます。 (と、 

沈み 込ん て考 へる) 

ス 郎兵衞 それ はお 氣の 毒で ございますな あ。 (と、 心に 決 

する 思 入れあって) ねえさん、 よろしう ございます ふ 伊 

勢屋の 手代に は 少し 荷の 勝つ た 時 貸で ノ J ざ い ますが 、 恰 

度 此處に 此の 金 を 持 合せて 居ます から、 困る の はお 互 ひ 

の 事、 わたくしが 御用 立 をいた しませう。 (と、 三十 雨ん、 

W 布から 出して 前へ 匿く) 

お 妻 い- -ぇ、 そんな 事 を 11 それ を 皆ん な 貸して 頂かう 

と 思って 申した のではありません から —— それで はわた 

しが 濟 みません から 11 。(と、 態と 押し す) 

兵衞 まァ、 そんな こと を 有 仰らずに、 どうぞ 御用に 

立て >1 下さい。 こちら はまた 如何と もなる ことで ござ い 

ますから —— 。 


お 妻 それ ぢゃァ 誠に 濟 みません が 11 斯うして 置いて 下 

さいな。 此 處に惡 いもので も 妾の 櫛笄 があります から、 

證文 代り に 、 J れを預 つて 置いて 下さい まし。 

八^ 兵衞 なァ に、 そんな 御 心配はありません よ。 

お 妻 でも、 それで は 妾の 心 持が 濟 みません から。 どうぞ 

これ は預 つて 置いて 下さいな。 

八^ 兵衞 だが、 これ は 商寶違 ひの 品物です から i 0 

お でも、 妾の 心が 濟 みません からさ。 

(と、 無理 II  二人が 押 合 ふ 拍子に はず 互 ひの 手先が 

觸れ合 ふ。 沈默の 間。) 

お # 八さん、 お前の 御 親切 は 決して 忘れ はいたし ません。 

八 郎兵衞 何 を 有 仰 るんで すねえ、 わたくし も 出來る 事な 

ら 致さねば ならぬ 譯が あるんで ございま すから —— 0 

お^ え、 なんです ッ て？ 

八^ 兵衞 いや、 それ は此處 では 申しますまい。 どうぞ 御 

遠慮なく 用に 立 て \ 下さい まし。 

お 妻 有難う ぞんじます。 

A 郎兵衞 では、 わたくし はこれ で —— 0 

(と、 八 邵兵衞 は歸り 支度ん 二， る。 お 妻 は 慌て  >近 寄 

リ 再. ひ 引. めろ。) 

お^ あ \ 申し。 

八^ 兵衞 まだ 何ん ぞ 御用が お あり で ノ 」 ざいます か。 


:(f5P3 兩屮心 
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ぉ；^?< 八さん、 御迷^で も！：？ 一  つ、 是非 いて 頂かな け 

れ ばなら ない ことがあ るんで すよ。 

八^お 衞 え、 それ は. 化 やうな 事で ございます。 

お^ さァ、 それ は —— S. しにくい 事で はあり ますが、 お 

前 も 御存じの 妹のお 柳の ことなんで すがね え。 

八 g お へい、 お 柳 ちゃんが どうかな さいました か。 

お^ ど si しゃ 致しません が、 八 郎兵衞 さん、 あの 子 を 

お前 が^つ て 犬れ る 譯には 行きますまい か。 

八^お 衞 え、 何とお 仰い ます？ 

ぉ1^^< 嘸ぶ しっけな 奴と お 思 ひな さる か 知れません が、 御 

の 通りの 娘 だから、 こんな 水 稼 菜に は 比.：：：：： 向かず、 意 

氣 地がない と あの人に は B 々毎 曰 小言 を 云 はれ、 モ、 綠 

な ことはありません。 それ もい- -が終 ひに は、 飛んだ 不 

幸せな 破目に でもな り はしない かと、 泣き は 身寄りと 申 

しまして それが 案じられ てなら ぬと ころ、 幸 ひに 心の底 

を M いて 見る と、 八さん、 お前なら ばと 思 ひ 詰めて ゐる 

樣子、 抱けば おんぶと 云 ふやう で 大抵 云 ひ 難い ことで は 

あるが、 話は當 つて 碎け ろと、 恥を搔 くの は 承知して、 

妹の 爲に 頼みます のさ。 

A^§ 左5^で ござい ましたが。 それ はもう、 わたくし 

の s^. な不お でも 然ぅ有 仰つ て くの は、 何より 有難う 

ぞんじ ますが、 おは その、 義理 責めのと ころから、 是非 


にと 緣談が 湧い てゐる 上に、 田舍に はまた 律氣な 母が あ 

りまして、 それに も 相談 をせ ねばならず、 兎に角、 わた 

くしの 一存に もま ゐり ませぬ ゆ ゑ、 どうぞ 暫くの 間 此の 

話 は 御滴豫 なすつ て 下さい まし。 

お 妻 それ はもう、 お前の やうな 辛抱の 强ぃ 器量 持ち、 ど 

んな 大家 の お 孃樣 でも、 決し て不 似合ではありません が、 

めくら 

妹 可愛 さに 盲 IB にな つての 無理な 賴み、 必ず 厚 釜し い 奴 

と惡 くと つてお 吳れ でない。 

八^ 兵衞 なんの く、 そんな 事 を 思 ひませ う。 わたくし 

1 みたい  ひとが も 

は 大きな 身代の ぉ讓樣 より は 、 寧 そ苦勞 知り の 人柄が 本 

位で、 お 互 ひに © 乏忡帶 から 成り 上る 方が 末が 幾し みで 

よ い と は 思 ひ ますが！ 1 0 

お-や ご さま 

お 妻 何 を 云っても 田舍に 親御 樣 があって はな あ。 わたし 

にも 妹の お 柳 にも 腹  >  」 そ異 つ て をれ 正直 律氣な 兄さん も 

あります が、 こんな 商 K の 娘と あって は、 堅氣の 方の 御 

鬼 知 は あるまい し —— 。 

(と、 此の 時 奥て ポ y  / 、と 手, らす音 ™ えろ。) 

八！^ 兵衞 あれ、 また 奥で お呼びに なって ゐる では ありま 

せんか。 どれ またお 伺 ひいた します。 

お 妻 それで はまた 近い 內に ゆっくり お出で 下 さい まし 

なリ 

八 IS 兵衞 へい、 有難う ございます。 
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お 妻 長く お引止め をして 濟 みません でした。 どうぞ 吳々 

も惡く 思って 下さいません やうに。 

Al^ 兵衞 どう 致しまして。 では 御免下さい まし。 

(と、 八^ 兵 衞は裏 口へ 出て 行く。 お 妻 は 夕 問に それ 

. ^見送る。 すろ と 障子 際て お 柳 が 忍 .ひ 泣きに 泣く 萆 が 

聞え ろ。) 

お « なんだ ねえ、 (と、 障子ん」 問け て 見て〕 お前 そんな 處 

に 立 聞き をし て 居た のかい。 

お 柳 ねえさん、 あたし 如何しょう く。 あたし は 八さん 

に碟 はれた のに 違 ひない。 (と、 一 s^? はげしく 泣き沈む) 

ばっさ リ 

お 妻 なんだ ねえ、 まだ 然 うと 判然 定まった 譯 ぢゃァ なし 

圍 0 

(と、 また 二つ 三つ 劇しく 手が^ろ。) 

お 妻 あれ、 また、 あんなに 呼んで ろる から —— 。(と、 奥 

に 向 ひ〕 はい./ \、 今、 行きます よ。 

お 柳 兄さんに は 無理 を 云って 苛められ るし、 姊 さん、 あ 

たし 如何しょう くく  o( と、 再び tIR 悶えして 泣く) 

彌兵衞 (奥から) おい、 誰か 居ね え か、 おい、 おい。 

お 妻 はいく、 直く 行きます と 云ったら ねえ。 (と、 恨め 

しさうな 思 入 もって) あんな やさしい 佛心 の 八 さん を I 

—それ を 思 へ ば 鬼の やうな 此方の 心 11 。 

お 柳 ねえさん。 (と、 縫リ つく) 


お 妻 あ k ァ、 つくん 世が 厭になる わね え。 

(と、 妹の 脊 fi< 撫 てながら 竊 と^.^ ふく。 兩國の 見 世 

物 小屋の はれの 太鼓 照 ゆ。) 

二 幕 目 中 村樓離 座敷の 場 . 

向兩 01 の 料理屋 中 村 椟の離 座敷に て、 庭 L1 面した ろ 八 

8§。 下手 は 廊下 傳 ひに 本屋に 續 き、 上手 は 庭先、 rs き 

庭に 燈籠 ゎリ。 飛石 傳 ひに 下手 奥 は 隅 田 川の 甞 割，^ 眺 

め、 岸の 垣极 リ 石段.， さ 一三 段 降れば、 直ぐ 船 Li て. K 

川へ 浮べる 心の 道具。 五月の夕^*5-。  a!: 歌の 如く 低，， V、 

(にて i^. 蘭く。 と、 女中が 客.^ 案内して 來る。 

女中 さあ、 どうぞ 期う おいで 下さい ませ。 

(と、 勢 屋の內 儀お 嶋、 銀お 藤、 頭の 長 兵衞 がつ い 

て 現 はれろ。) 

ぉ嶙 まァ、 何時 來て も淸々 としたい k 眺め、 つい 近くに 

住みながら、 こ \ へ來 ると まるで 旅へ でも 出た やうな 氣 

^ 中 皆 樣が然 う 有 仰 つ て 下さ い ますが 、 それ も 御 轟 鼠の 

欲^ R と 申す も ので ノ  J ざ い ま せう。 

具 丘 § なァ に、 向 ふ 河岸の 萬 八と 此の 中 §5 は、 兩國橋 

を 泉水 の 橋に 取 人れ て 造つ たやうな も の だ 。 


兩 巾-じ、 


4fn 


女お 長 お 县ぉ女 

中 m 兵 せ 嶋 兵 m 中 


女中 まァ ぉ世辭 のよ いので、 お 布 画 をお す、 めする のさ 

へ 忘れて 了 ひました。 ど- 「ぞぉ 常て 下さい まし。 どうぞ 

お^ ほ。 (と、 -<ろしく^,3める0) 

ねえさん、 あっし も 江戸 ツ子 だ。 然ぅ {- ^々しいお 

世辭は大，^^ひだ。(と、 お 藤に) それ、 ぉ讓 さん、 御覽な 

せえ、 大 川の 0； 中に 都鳥が 幾つ も 浮いて 居り ませう がな。 

お^ あ、 ほんに —— 。(と、 ヒ乎舒 りの 柱から 延び わがろ 

やうに して 眺める) 

おぬ お 膝 どころではない。 花火の 時に 一 度 此の 座敷 か 

ら a たいと 毎年の やうに 思つ てゐ ましたが、 年寄と 小さ 

い の を 速れ て 人 み へ 出ろ でもな い と 11 。 

お 膝 母さん、 あの 千代 坊に、 わたし も 一 度 花火 を 見せて 

やりたい と 思 ひました。 

女中 おや、 ではお 小さい お 0sg は、 どうな すった ので ご 

ズ J います か。 

お 可お さう にお 亡な りなす つたんだ。 

女中 それ はお 氣の な こと を 致しました。 

お おば あ. ほ も、 せめて 此の la! まで 生かして g いて あげ 

たかった。 

お 藤 然 うし たら 撫？！ r ふ ことでした らう。 

& 使 かの 問に お 二人のお 墓 ま ゐりを 致さう と は、 全 

く 1?> にも W 心 ひませんで したよ。 


女中 では御隱31^樣も 11 。 

(と、 ^}"々思はず愁ひに沈むこなし。 お 崎 は！^. 拭 ひ 

ながら 3 ね ひかへ して じ 

ぉ嶋 おや、 ねえさん 濟 みません でした。 どうぞよ いもの 

を：：^ つくろって、 夕飯 を 頂かして 下さいな。 

まい、 かしこまりました。 (と、 な 上ろ) 

か，， >ら 

あ >- 申し、 それから 頭に 一 本つ けて あげて 下さいな。 

0 い、 え、 どうぞ  あっし も 今日は 頂きます ま い。 

なんです よ 頭、 遠慮 をされ ちゃ ァ佛が 却つ て 喜び ま 

んょ。 

衞 へい、 ぢゃァ お 言葉に 甘えて —— 。 

では、 どうぞ 頼みます よ。 

はい、 かしこまりました" 

(と、 女中 は返揚 する。 三人 は 一寸 リ 込む。 ぉ嶋と 

县兵衞 は、 俯. M いて 目頭.^ 拭いて ねろ お 藤，^. 中に して、 

煙 ic+ の 火 かっけながら 目配せして、 二人とも さも 話し 

出し 難 さう に 躊躇す る。 間。〕 

Ms ねえ、 お 孃樣、 あなたの おなげき は 御尤もで は ご 

ざいます が、 ぉ體 にで も 障る と 大事です から、 もう そん 

な に くよ /\. な さらな い が 能う.、 *  J ざ い ますよ 。 

お^ ほんと に然 うです ともね。 幾ら 悔んで 見ても 追 付か 

な いの だから、 もう 蓬 張りと 恩 ひ 切らねば なりません。 
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それ にしても 家の 後口が 錢更 肝腎、 お前 は そ の 事 を どう 

思って おいでな の だえ？ 

M どう 思って ゐ ると は、 母さんなん のこと を 有 仰る の 

でございます。 

長兵衞 ぃ&ぇ ねえお 孃樣、 實は 斯うい ふ 折です から、 あ 

なた 樣 のお 心 も 伺つ て 置かなければ なり ませぬ。 あなた 

は まだ よ く 御存知な いか 知れ ませぬ が 旣に御 祝言 迄 もと 

話の 進んだ 八郎兵 衞 さんが、 何の 譯か餘 程 前 か ら ふ ら 

/,\し 出して、 此頃 ではもう 碌々 お 店に も 落着かず、 と 

んと 人間が 變 つてし まひました。 

ぉ嶋 それに 父さん は、 あの やうな 律 氣ー圖 の 堅い お 方、 

あの 男の 辛抱 氣を 見込ん で ゐ ただけ 跪 更に 腹 立 で 、 もう 

聲赛子 どころ の 騷 ぎで はない、 店の 帳尻、 得意先の 勘定 

に 大穴で も あけぬ うち、 一 思 ひ に 追 ひ 出し て 了へ と疳續 

に ふるへ る ほどの —— あの 權幕。 

お 藤  (默 つてし く/、 泣 寺 出す) 

ぉ嶋 これ、 何にも そなたが 泣く こと はない。 わたしと て 

も そなたの 心 が 案じ られ て、 今 まで は 何も 打明け なんだ 

が、 此處が 思案の しど ころ、 此の 廣ぃ 江戸に 八郞兵 衞 を 

措いて よい IR がない と 云 ふで はなし。 とッ くりと 此の 母 

に そなた の 心の 底 を K か せ て たもれ。 

長 兵衞 然ぅ でございます とも。 必ず あなたが くよ/ \- お 


思 ひな さる こと は ございませぬ。 あ、 なら あ、 期うなら 

斯うと、 はッ きり 有 仰った がよう ございます。 御新造 樣 

も 決して 惡 いやう に は 致し ませぬ。 

お 藤  

ぉ嶋 したが、 此 9 事ば かり は、 ない 昔 だと 思 ひ あきらめ 

て、 伊勢屋の 暖簾に- M のっかぬ やうに する が、 父さんに 

も 何より 孝行 だと 此の 母 は 思 ひます。 と 云 ふの は、 此の 

大掃除に ふと a 付け出され たの は、 あの 八 都 兵 衛の懸 先 

の覺 帳と、 約お にで も Is- つ たか女の 髮の 物、 あの やうな 

惡 性根で は、 迚も 行 先き の 見所が な い ゆ ゑ、 今の 内 ふ ッ 

つりと 諦めた が、 いっちよ い 分別 かも 知れぬ-. - 

(と、 お 藤 は 思 ひ 迫って ゎッと 泣き伏す。 お 鳴と 長 兵 

衞とは 顔 i<j '見合せ て 困り切る。) 

長兵衞 ぉ壞 樣、 これ は 結句 親御 樣が あなたの 行末 をお 案 

じな されて の お 言葉、 決して/ \> 仇 や 愚か にお 思 ひな さ 

れて はなり ませぬ ぞ。 

お 藤 でも、 八 郎兵衞 を. 鸯に すろ と 云った の は 父さん ぢ や。 

母さん も 喜んで、 是非に 然 うせねば ならぬ やうに 有 仰ら 

れた。 それで わしゃ その 氣 になった ばかり ぢゃ。 (と、 再 

. ひ 劇しく 泣告 沈む) 

お 鳴 もう 解りました。 そなたが その 氣 なら、 泣かず とも 

それでよ い。 また 父さんと も 能う 談合し ませう ほどに I 
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I それ、 誰か 來る 樣子ぢ や、 も， っ默 つたが よい。 

さあく 1 をお 1^ しなされ ませ。 それ、 女中の 

がする、 お^? r 

〈と、 此の^ 篮にて 「て も 知ら W のて、 お通し. S. した 

のて す もの。」 「知らり 答 はない、 帳場へ は 通って ねま 

した。」 「それ は惡 うご ざんし たれえ"」 と 二三 語あって 

前の 女中 あら はれろ。) 

女中 どうもお ^様に は. S, 譯が ございません。 

S 何ぞ ii 遠 ひで も ありまし たか。 

女中 い V え、 此のお 座敷 は、 先き にお 客樣 のお 約束が あ 

つたので、 それが お 帳場へ も 通って ゐ たの だ さう で ノ J ざ 

お .rss それ は濟 みませんで したねえ * 

女 巾 どう致しまして、 こちら こそ 粗忽で 誠に 濟 みません 

こと を 致しました。 

0 い、 え、 こッち は何處 のお 座敷で も 構 ひません から 

I  0 

女中 濟 みません、 では どうぞ 此方へ" 

長兵衞 戯談ぢ やねえ、 ほんと に氣を 付けな くち ゃァ 不可 

ねえ ぜ。 

おお まァ頭 一 I 。(と、 tiK 兵 街の 怒ろ の 1^ 打消しつ k 立 上 

ろ) 


長 兵衞 ぢゃ ァぉ壤 さん、 さあ、 さあ、 緣 起の 惡ぃ 座敷 は 

引越しに 致し やせう ぜ。 は 

(と、 三人 は 女中に 案内され て 上手 奧へ 入ろ J 他の 女 

中 來リ、 座敷， 小 一寸 直して 去る。 そこへ 级 猫の 彌兵衞 

と 桂庵 婆お 熊と が 登場す る。) 

彌兵衞 何 を 云って やが るんで え. - 人 を 見 そくな ふと 承知 

しね えぞ" 

ぜ！ S  ま さ A 

お 熊 腹の 彌兵衞 としゃぐ まの 女 街 婆と 云 ふこと は眞 逆に 

知る ま い が 、 人相の よくね え 奴等が 來ゃァ が つたと 思つ 

たに 違えね え。 

いさ li リ ど  , 

彌兵衞 お 約束の ぉ客樣 に、 突如 木戸 を つ かなく ッ て も い 

いぢ ゃァ ねえ か。 

(と、 女中が また 額，^ 見せろ。) 

彌兵衞 おい、 どうしたんだ い。 

女中 あの こちら 樣は、 銀 猫のお 客樣 のおつ れ樣で ござい 

ま .13 力 

彌兵衞 あ、、 然 うだよ、 おつれ 樣 だよ。 

女中 左樣 でございます か。 (と、 ^^ぐ立上ろ) 

彌兵衞 おいく ねえさん、 一寸 待ちね え。 序でに 抓み も 

ので 一べ い 付けて 吳ん な。 早くの。 

女中 かしこまりました。 (と、 退場す る) 

お 熊 客種が 惡 いと 睨んで、 さんざ 素性 を 洗 ひやが るぢゃ 


498  橋國兩 中, t» 


爾 お 女 ぉ彌 ぉ彌 

兵 jt  ■gg 中 Iftg 兵 jj2.  J% 


さが  こ は ， 

ァ ねえ か、 下つ ちゃ 怕 いよ。 

彌兵衞 柳のお 化か、 はん、 \、 違えね え、 處が向 ふ兩國 

だけにい ろ/ \. な 見世物が あるからの。 

お 熊 だから さ、 百耔 床へ 寄って？ i 和し く 頭で も、 圓 めて 

來る とよ かったん だ ァね。 

彌兵銜 お 布施 を賀 ひに 來ゃァ しめえ し。 だが、 そいつ も 

囘向院 だけに 名物た の。 時に、 名物と 云 ゃァ、 銀 猫と い 

ふ 草 分の 名物 も.. 此頃 ぢゃァ 上手 を 越えた 金 猫なん てえ 

i-ぅ はいがた- W  か i へ  ，  ， •  »  \ 

商寶 敵が 出來 たんで、 抱 女 は 逃げる、 客 は 上ったり、 I 

やもう らちく ち はねえ。 お前と い ふ 女 軍士 の 力 を 借り て 

何 と か 縛 圖を書 き 1^ し て え も の だ 。 

お 熊 だから さ、 云 はない 事お ゃァ ねえ、 早く 今日の 計略 

に 联蒐れ ばよ かったん だァ ね。 第一 あのお 柳なん て 子 を 

遊ばして 置く の は 惜しい ものだねえ- レ 

彌兵衞 他で 見る ほど 然ぅ 巧く は 行かね え：^ さ。 しかし 今 

日 はしつ かり 賴む ぜリ 

お 熊 引 請けた よ、 此のお 熊 婆さんが 引 請けた から は、 蛇 

度 絞り出して 見せる から 安心して おいで。 だが ね、 物 は 

相談た が、 せしめた 金 は 山分け だら うねえ。 

ひど 

彌兵銜 山分け はちつ と 酷から うせ" 

お 熊 なに 酷い ことがある もの かね。 複の 功より は 熊の 膏 

だ。 だが、 ほんと に 此の 家へ 来る のかい。 


衞 それに 間違 ひ はあり ゃァ しねえ よ： 

さま 

然 うかね、 然 うと 定 つて ゐ るなら 早く 来り ゃァ い X 

え。 

衞 年寄 は氣が 短くて 不可ね え。 

へ ン, SB た。 

(と、 此の 時 女中 酒肴.^ 蓮ん て 来る。) 

どうも 御 待 遠 樣。 

何より 先き に 御馳走が 來 ると は、 時に とっての い、 

占 だね え。 

.1 衞 違えね え、 さ、 前 祝 ひに 一 杯 1 -. 

(と、 お 熊に 差す。 お 熊 飮んて 返杯 マる。) 

彌兵衞 こいつ は 有難て え、 何んだ かう、 特別 腸に しみ 込 

む やう だ。 

女中 さ、 もう 一 つお 重ねなさい まし。 

1^ 兵衞 ねえさんに 然ぅ云 はれる と 遠慮 は 無沙汰 だ e 濟ま 

ねえが 波々 と賴 むよ。 

お 熊 ぉ世辭 だと 思つ ても惡 ぃ氣 はしな いだら うねえ。 自 

I と 梅毒 氣 のない 男 はない と 云 ふから ね。 

照兵衞 あ、 痛て え、 先 づ當ら ずと 雖も 遠からず だ。 

女 中 まあ 御 戲談ば つかり 11 。 

？」、 額. ^見合せ て 三人 一緒に 笑 ふ。) 

彌兵衞 その つもりで、 ねえさんもう 一 杯 だ C 
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.c か w う 

若造 だ し、 隨分 おもしろい 芝居が 打てる とい ふ もの だ。 

此處は 一 番 お前の 見 世 場 だ、 しっかり 頼む ぜ。 

お 熊 舊 いやつ だが 羽織の 紐で、 胸に あるよ。 

(と、 此のう ちに 捨矗詞 r< ろしく お 妻 は A 郎兵衞 とお 

柳と に 扶 けられて 船から 上へ あがろ。 大分 酒に 醉 つて 

わ る 足 取て ある。) 

お 妻 皆ん な 船で 一 杯 や つ て & お 吳れな 11 。 な に ぉ連樣 

が 待って るッ て？ 姐さん、 待てる ものなら いつまでも 

待たせて 置けば い- -ぢ ゃァ ないか。 ヘン、 をと &ひ お出 

で だ。 

八 郞兵衞 あれ、 あぶない。 (と、 ぉ赛の rs ろめ くの. $ -扶け 

ながら。) ねえお 妻さん、 きっと あの 話の 一 それ、 お 柳 

ちゃんの ことに、 違 ひない から 11 。 

お 妻 お 柳の ことって？ お 柳が どうかし ました かい、 え 

え 八 郞兵衞 さん。 (と、 態と 酒に 醉っ て 捲く 樣：. L) さ、 

承 はり ませう。 

八 1^ 兵衞 でも、 今日はお 柳 ちゃんの ことで 桂庵が 來 ると 

云って、 あんなに 心配 をし て ゐ なす つ たぢ や あな いか。 

お 妻 なんで それし きの 事 を 心配なん ぞ する ものです か、 

御戲談 でせ う。 

(と、 女中 は 先. V 、に 座敷へ あがって 「やつば リぉ 歸リ 

て ござ いました ->*。， 一と 知らせて 返揚す る。 お 柳 は姊と 


お 陶々 しいよ、 g ぐ これ だから 男 は 厭になる わね え、 

ねえさん。 

(と、 再 * ひ 笑 ふ。 此の 昨大 川の 方より 賑やかな 船の 骚 

ぶ、 が 問えて 來 ろ。) 

f\ 吹け よ 川風、 あがれよ 簾、 中のお 客の 顏見 たや I 


™ 馬鹿にい &景氣 ぢゃァ ねえ か。 もう そろく 水の 

つ 時節 だの。 

此の ii の 地 露から、 少し 時候が あつ 過ぎる やう だね 

ぉゃ銀猫さんのぉ^„*:樣かもしれませんょ。 船が河岸 

につ いたやう ですから。 

お？^; では、 此處 から 船 を 出して 贺 つたの かい。 

ぉモひ S 

^■^..w 遲教 を^まして 舟で 花 H 蒲 を 御 見物 さ。 

女中 あ k 矢張り 然ぅ でございますよ。 大層お 早い ぉ歸り 

で ご， さ います こと。 

(と、 女中 は 庭下駄ん っッ かけて 河岸の 方へ 出 迎に行 

く。 彌兵衞 とお 熊 はなに か敏り に 示し 介せ る。) 

お 熊 それ ぢァぉ 妻さん は、 含んで ゐる 話なん だね。 

たな あの 

I  •  M うむ、 然 うだ。 なにしろ 野郎 は 人の い、 お 店 者の 
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八^ 兵 衞の 後ろから ついて 來て 心配しながら。) 

お 柳 ねえさん は此 麼に醉 つてる し、 八さん 本統 にお 願 ひ 

です。 妾 は どこ へ も 行かな くって 濟む やうに お 願 ひし ま 

す。 

八 酣兵衞 大丈夫 だよ。 いざと 云ったら 私が どうかして あ 

げ るから 11 . ねえお 妻さん、 お 柳 ちゃんが こんなに 心 

配し て ゐるぢ ゃァ ないかね し 

お 妻 この 子 は、 なんて 苦 § だら うねえ、 ほ ま 

ァ お 侍ち ッ たらさ、 心 配なん ぞ しなく ッ て もい >1 やねえ。 

(と、 飛石 傳 ひに 魔 敷へ もがる。 八^ 兵衞 とお 柳 は 庭 

先 _レ 佇みて 待つ。) 

お おやお 熊さん、 お 待たせし で濟 みません で したねえ。 

お 熊 どう致しまして。 お前さん はまた 大層い 、御；！^ で 

す ことね え。 

0S ほんと によ、 こっちの 苦勞も 知らね えで、 なにも 

其麼に 酒なん ぞくら はなく つても 可い ぢゃァ ねえ か。 

お Is- おや、 惡 かった ね、 酒 だってお 客樣の 飲ませて 下さ 

る 酒 ぢゃァ ないか。 お前に 兎や角 云 はれる こと はない 箬 

だよ。 

彌兵衞 EM いた 風な こと を 云 ひやが ると 知し ね えぞ。 も 

う 一度ぬ かして 見ろ、 その ぶんに は 仕て 置かね えから。 

お 妻 おや、 おや、 おや、 大勝 御 立： K だね。 は \、>1。 


彌 ^(衞 何 だと！ (と、 立ち か、 ろ) 

お 熊 まァ さ、 まァ さ、 (と、 彌兵衞 抑へ て) なにも そん 

なに 怒る こと はない ぢゃァ ないか。 それ に 處は 家ぢ や 

ァな いんだから、 夫婦喧嘩 はみ ッ ともないよ。 - 

彌兵衞 だって、 あんまり 口答へ を しゃがる から 1 .0 

お 熊 まァ、 そんな ことよりも 先き に、 此方の 型 をつ けて 

貰 はう ぢゃァ ないか。 顔 を 見るな り 云 ひ 合ひぢ ゃァ、 ま 

ァ あたし だからい \ やうな もの、、 犬も^ はない 夫婦 喧 

嘩 をお ッ ば じめ て、 こつ ちの 約说を はぐら かすの ぢゃ ァ 

あるまい か I— とさ、 人に よつ たら 氣を 11 すま いもので 

もなから うぢ ゃァ ないかね え。 氣を つけ てお SK れょ 。 

彌兵衞 これ は 大きに 濟 まなかった" なァぉ 妻、 今お 熊 さ 

んの云 ふ 通り、 お 柳 を やる か 金 を 返す か、 今日が 約束の 

日なん だから、 金が 出來 なき あ 仕方が ねえ、 此處 であの 

子 を 渡して やって 吳ん ねえな〕 

お 熊 ねえお 妻さん、 年寄に 氣を接 ませないで、 早く どう 

とか 型 をつ けて 下さいな。 

お 氣の毒 だが、 あの 子 を 渡す 譯に はいきません の さ。 

衞 ぢゃァ 手前、 金の 工面が 出來 たの か。 

V え。 

.衞 金の 工面が 出來 ねえで、 あの 子 を 渡す こと もなら 

ぇぢ や ァ 、 お 熊さん を瞞 したやう に 當るぢ ゃァ ねえ か。 
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ぉ^^ それ は あたしの 知った こと ぢゃァ ないや わえ。 

お 熊 うむ、 それ ぢゃァ なんだ ね。 (と、 思 入れ もって) 夫 

好： 馴れ合 ひで、 あたい を 瞞 さう と 企んだ んだ わ？ 

お^ そんな こと はあり やしま せんよ。 

0 なんでない 布が ある もの か、 企んだ 仕事に 違えね え。 

彌ぉ衞 そ。 そんな 事が ある もの か。 

M い. -ゃ然 うだ、 然 うに 違えね え。 お 妻さん、 お前 も 

ぶつ ほど SJ<tlH- つ 

餘程 K 胸が 太く おなり だね え。 (と、 11$ づく) 

お まァぉ 熊さん、 外 g が惡 いから そんな 大きな 聲 をす 

るの は 止し てお れ。 あたし だ つ て 元 を あら へ ば、 義理 

も？ p| ル 川の 仲 町で、 花 川 g の 妻 士" と、 氣 性で 人に も 立 

てられた、 藝者仲 問の 利かず もの、 今 ぢゃァ 所 も n 一 1 の 

橋の！^ で 袖 乞 ひ をす る やうな、 隱し資 女屋を 稼業に はし 

てゐ るが、 馴れ合 ひで 人の金 を蹈 倒した と 云 はれち ゃァ 

女の 顔が 立たない ぢゃァ ないか。 

S だから さ" 立た なきや ァ立 つやう にして ぉ吳れ なね 

え。 (と、 ！-^！：十の^^か輪に空^く) 

お：^ と 云って、 何も 知らない あのお ぼ 子に、 まさか 泥水 

稼？ "させた くな し。 

彌ぉ衞 誰た つ てすき 好んで そんな 中 へ 人れ たく はねえ が 

1^ に 股 は 代 へられね え。 おいお 妻、 こッ ちの 苦しい とこ 

ろ も. おして 吳れ ろ" 


お 妻 彌兵衞 さん、 お前で も 苦しい とい ふこと を 知って お 

v で 力 ..，？ 

彌兵衞 それ を 知らずに どうす る もの だ。 どたい 此の世が 

苦の 娑婆 だァ な。 

お 妻 ほんと にお 前 は 諦めの 好い こと を 云って ゐ るが、 あ 

きらめ やう にも あきらめられな い 、 苦し い あたし の 胸の 

中 を、 ち ッとは 酌んで ぉ吳れ でない か。 

お 熊 酌む も 酌まない も 二人が 仲、 お前さん 達 だって 一 i 更 

厭で なった 夫 でもな からう にさ、 いくら 日が 長くな つ 

たと 云った から ッ て 11 彌兵衞 さん、 年寄 は 氣が短 かい 

よ〕 

彌兵衞 どうも 濟 まねえ。 な、 おい、 お 妻、 あとで 話 は ゆ 

つ くりす るから、 早くお 熊さん の 方の 型 をつ け て吳れ ろ。 

の、 頼み だ、 おいお 妻 —I  (返事がない のて) うむ、 こ 

んな に 俺が 口 を 酸く し て 賴ん で も 手前 は 返事が 出來 ねえ 

の だな！ よし、 出來 なきや ァ 勝手にし ろ、 おい、 お 柳 

の 阿 魔 を此處 へ 出せ、 出さ なきや ァ 俺が 引 擦つ て來る ぞ。 

(と、 彌ぉ衞 は 立 上る。 お 妻 は その 前に 立 ふさが リな 

がら。〕 

お 妻 い トぇ、 ならない。 此の 事ば かり はお 前の 自由に はさ 

せない から —— お 柳 を そんなに いぢめ ないで、 賣 るなら 

あたし を 費つ てお 吳れ。 あの 子 は あたしの ガ 切な 妹 だよ，" 
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彌兵衞 妹 も 糞 も ある もの か。 惡く 剛情 を 張り やが ると、 

生かしち ゃァ 置かね えぞ。 

お 妻 さ、 どうと も 勝手にして ぉ吳 れ。 

彌兵 n うぬ、 よくも 拔 かしゃが つたな。 

お 妻 は kk.^、 それが 惡 けれ あ、 殺さう と、 生かさう と、 

お前の 勝手になら うわさ。 

お 熊 まァ、 二人とも 靜 かにお しょ。 

(と、 二人の 爭 ふの 1^、 お 熊 は 不精々々 に 止めろ。 お 

柳は隆 から 飛ん V 出て 二人の 間へ 人る。) 

お 柳 姉さん、 姉さん、 —— 兄さん、 どうぞ 勘辩 して 下さ， 

いよ。 

(と、 泣きながら うろく. すろ。) 

お 妻 お前 は そっちへ 引 込んで おいで。 何も そんなに 心配 

する こと はあり ゃァ しない。 

彌兵衞 お K お 柳 か、 お前 さへ 平く 出て 來り ゃァ、 何もい 

こっち 

ざこ ざ 云 ふこと はねえん だ。 さ、 此方へ 来い。 

(と、 お 柳， せお 熊の 方へ 引 寄せる。 此の 昨 八 「卯 兵衞が 

飛ん て 出て 仲へ 入ろ。) 

八 節兵衞 ま k 待って ド さい、 此の 場 は どうぞ 私に おまか 

せな すって 下さい まし。 

お 妻 あれ 八さん、 お前さんの 出る 幕 ぢゃァ ありま せんよ。 

八^ 兵衞 まァ、 い. - から 私に まかせて —— 。(と、 お 妻ん、 

I 


なだめろ) 

0S へえ、 お前さんに まかせれ ァ、 ー體 どうしてお 吳 

んな さるんだ え？ 

お 熊 仲に 入れば、 纏まった 金が 入る こと は、 先刻 御存じ 

なんで ノ  /さ い ま せう ねえ。 

八 郎兵衞 シテ、 その 纏まった 金と 云 ふの は、 ー體 なに ほ 

ど 入る の で ノ  /さ い ます か。 

彌兵衞 そこ は 古手 屋の 番頭さん だから、 仲間の 符丁 は 知 

つても ゐ ようが、 本 金 十 枚 七十 五雨 I. 。 

お 熊 ぉッと 待った、 利息が 七兩 二分になる よ。 (と、 -ぉ中 

から 證文 出して 見せる) 

ま lyM こせ. srt: い 

彌兵衞 違えね え、 飛んだ 間男 制 配 だの。 

お 熊 町内で 知らぬ は 亭主ば かりなり、 さ。 

(と。 お 熊と 颜见合 V- て 彌兵衞 は 苦笑す ろ。 八 邵兵衞 

は懷 5- の 財布 1=;- さぐりつ、 前 へ 膝^す、 めろ。〕 

八 節兵衞 では 百兩 あれば. 兎も角も 此の 場の いざこざ は 

なくなる 譯で ノ  J ざ い ますね。 

彌兵衞 いざこざ どころ か、 あまりの 十二 兩 二分が 宙返り 

をして お 手許へ かへ り まさ あ。 

お 熊 然 うなる 時 は ぬれ 手で 粟の 11 いえさ、 あはない の 

は、 仲裁人で ございま すと 云 ふこと さ。 

八 兵衞 しかし、 お 柳ち やん は、 奉公に 出ないでも む 
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ので ございませ うね？ よろしう ございます。 では これ 

が：. fi 十兩、 それ、 合せて 百 兩、 私が 用達て ますから どう 

ぞ受収 つて 下さい まし。 

(と、 八 郎ぉ銜 は 佥&^ 前へ 突き出す。 彌丘 (銜 とお 熊 

は^いて 額ん 见 合せる。) 

え、 では 此の 百兩 を！ いや、 これ はどう も —— 

何と 御 禮を屮 し てい. - のか、 つ ぶれ か V つ た 銀 猫が お蔭 

で 如何に か 助かります。 おい、 お 妻お 禮を云 はねえ か。 

且那 どうも 相濟 みません ねえ。 ほんとうに。 

お 熊 あたし もせで やっと 安心し ましたよ。 

お 柳 八さん の 御 親 S, で、 あたし は 何 应へも 行かな くッて 

濟むん だから、 ねえさん、 お前よ く禮を 云って 下さいよ。 

(と、 お 柳 はお 妻のう な： れて 居ろ 餌.^ 腿き 込む。 お 

^^^は-て、ソと1^,^拭く。) 

ぉ^^ あいよ。 —— と 云って、 こ \ まで 八 郞兵衞 さんのお 

世話になつ ちゃ ァ、 何の 顏 さげて お 鱧の 申し やうがない 

,ぢ やない か。 

彌ヌ、 ^ なんだ なァぉ 妻、 手前が そんな 厭な 顔 をして ゐち 

ゃァ、 折； M の 御 親切が 無になる と 云 ふ もの だ。 な ァぉ熊 

さん。 

お 熊 然 うです ともさ。 (と、 金，^ 取って しらべながら) 

ぢゃァ あたし は、 遠慮なく いて 豫 きます よ。 


翊兵衞 餘 つた 金 は あとで 山分け 11 いえさ、 山々、 譯は 

あるんだ が 此の 御 親切な 御 裁き にや ァ、 全く 恐れ入り や 

したよ。 

お 熊 それ ぢゃァ お 妻さん、 此の 證文は お前さんの 方へ さ 

し 上げて 置きます よ。 

お 妻 こんな もの は 見る の も 汚れ。 (と、 證文.^^^瘙まぃされ 

LL 寸斷々 々にさきながら) 金 さへ 持ったら 用 はない 害、 

n 十く 引上げて 賀 ひませ うねえ。 

彌兵衞 なんだ な あお 妻、 そんな 皮肉 を 云 ふもん ぢゃァ ね 

え、 却って こなたへ 失？ J にあた る ぢゃァ ねえ か。 

お^ うるさい ねえ、 さっさと 行って ぉ吳れ でない か。 

彌ぉ銜 こいつ は 御挨接 だな あ、 おいお 熊さん、 仕方が ね 

えから おとなしく 御神輿 を 持 上げる と 仕よう かねえ。 

Ml 我慢お しょ、 二つ 好い 事 はない からさ。 

彌兵衞 だが、 期う 事が 落着す ると、 また 落つ いて 一杯い 

た ^きて え やうな 氣も するな。 

お 熊 なんだ ねえ、 未練ら しい こと を 云 ふの はおよ しッた 

らさ。 

(と、 此の S- 下手 奥の 障子の 內て、 ン /\ と 大咅く 

手，^ 鳴らす。 直ぐ 「へ I い。」 と 挺く 尾,^ 引いた 女の 返 

事つ  >  いて 「七 费 さん、 お立ちて す rs う。」 とい ふ 他の 

座敷の 女中の， 蟋が 廊下の 方から 閗 える。) 
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お 熊 それ、 御俾： 促た。 

彌兵衞 こいつ は 恐れ入つ たな あ。 

(と、 ニ人が|^|!;1人れの筒へ|-管..^-入れなどしてねろ 

と、 上手 奥の 庭先から、 飛石の 上 輕に 一人の Is 閬 

が おら はれる。) 

やかた - つち 

W 間 へい/ \  、館の 内へ 物申さう。 只今 恰度 水 も 隅 田の 

川原へ、 待ちに 待った まんまる なで ッ かいお 月樣が 出 ま 

したれば、 御用のお 濟み 次第、 早々 御船へ 引上げ 給へ。 

と 問の 甚孝ホ 、敬 まって 白す。 チョン。 チョン、 チヨ、 

チヨ、 チヨ、 チヨ ー ン。 

(と、 滑稽な 狼-して 再 •  ひ 入る。 女中 行燈 1^ 持ち 來リ、 

r< 告處に 匿 く。 11 敷 急：.：.. § 'るくな ろ。) 

(お 妻 は 思 入れ もって、 矢庭に 八^ 兵衞の 手ん、 執リ、 

立 上ろ。) 

お 妻 ぁ& 厭な ことで 氣が 滅入った" さ、 八さん、 何も 斯 

も濟ん だの だから、 船へ 行って また  一 きしませうよう。 

(と、 力 1^ 入れて ポ y,-^ と 手 強く 鳴らしながら) ねえ 

さん、 酒と 骨の K 意を賴 みます よう。 今夜 は 夜 明し 船の 

中の 遊び をす るんだ から。 ま、 八さん 早くお いでなさい 

つたら ねえ。 

(と、 八 郎兵衞 立 上った 時、 上手の 離れ座敷から 障子 

, ^ど 開けて、 ^勢 屋の內 餞が 額， <j< 見せろ。 八^ 兵衞 は、/ 


れに氣 付いて。) 

八^ 兵衞 ゃッ。 (と、 云った まく" 乂歧 む) 

(障子 はヒ シャリ と W び. s から 緊 まる。) 

(お 妻が、 八^ 兵衞の 手ん、 再 .6 執って 緣 から 庭先き へ 

橋め かしく 轉び f 洛ち るの.^ キ タカ ケ に 木の 頭。) 

お 柳 あれ、 あぶない！ 

(と、 お 柳が 走リ 寄って 介抱す る。) 

(彌兵 衞は此 S 樣 見て、 舌打ちしながら 嫉妬の 思 入 

れ、 それ.^ お 熊が 支へ る。 服 やかな 歌の 離； 十に なリ、 

八 郎兵衞 は 不安の 胸.^ 抱きながら 引ずられろ， S 子。 お 

；^？？^は彌兵銜に當付けろのかと出ゎはれるゃぅに、 醉 ひに 

まざら ぜて リゎげ ろ 如くに 高く 笑 ひつ 1/ ける。 此の 

模樣 よろしく。) 

11 幕 11 

三 幕 目 

第 一場 銀 猫の 茶の 

二 幕 HI から 幾 B か經 つた 或る 夜の こと。 舞鎏 は 銀 猫の 

茶の 冏、 正面 右手に 緣担 棚. ^かざり、 小 提灯と 小徵燭 

がと もされて ねる。 その 左 一間 は 班 紙の 出入りて、 裏 

口 …… 卽ち女 部屋から s 所 へ 通ず る 心ても ろ G 
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下 子.^ 隔て、、 ^5先の心、.ぉから見た形てもるが、 

そこに は大. ，一:、 な 招 告の銀 猫が 飾リ つけられて わる。 

上手 は 他の^ 敝：. L つ  > き、 そ： から はすぐ 隣家に なリ 

かリ、 骚ぶ、 の 一!； 味賴 と^の St は-ての 方 から^れて 手 Li 

取る^ に^ える。 跳 ひの m 〈て 蘇 開く と、 お 妻と お 柳と 

は-お 火鉢 1^ 抉ん て 話して ねた つ もりて。 

お 柳 では 姉さん、 此の 手紙 を 兄さんに 見せれば、 それで 

何も 斯も わかります ねえ？ 

お^ あ、 sK 々も よろしくと 云って お 吳れ。 村 松 町の 源 兵 

@搠 と 云 へ ば 直ぐに 知れる 害なん だよ。 

お 柳 それで は、 これで 暫くね えさん にも 會 ふこと は出來 

ません ねえ。 

ぉ？^< なんだ ねえお 前、 橋 一 つ 越した 處へ 行く の ぢゃァ な 

いか。 また、 そのうち、 姊 さんが 是非 たづね て悉 しく 話 

します からと 云って ぉ吳れ よ。 

お 柳 デモ、 こ. -の 兄さんが、 あんな 入で なかったら、 あ 

たしゃ 何時までも お前の 側 を 離れて 暮 したく はない の だ 

もの。 

お^ それ もほんの 1 時 の 事で、 こっちの 始末 をつ けて 了 

つたら、 ぐに 手元へ 呼んで あげる よ。 あたし だってお 

前が^に ゐて くれなければ、 どんなに 琳 しいか 知れ やし 

ない。 


(と、 モクと 1^,^^ 拭 ふ。 お 柳も^ く。〕 

お 妻 さァ、 それ ぢゃァ また 歸 つて 來て、 難題で も 云 はれ 

ない うちに、 早くお いでな。 

お 柳 では 姉さん、 行って まゐ ります。 (と、 小さな 包.^ 抱 

いて 立 上る) 

お 妻 身 體を氣 をつ けて ぉ吳れ よ。 (と、 帶の 間.，^ さぐって) 

これで 虎屋のお 菓子で も 賈 つてお いで。 ぁッ ちの 姉さん 

によろ しくね。 

お 柳 あい C  (と、 正面の 唐紙,^ 開け i うとす る) 

，き 

お 妻 お 店の 方に 下駄 を 11 はして 置いた よ。 

(と、 お 柳の 店先へ 出て 行く の， 屮、 お 妻 は 昵と见 送つ 

て s^i-^ 拭く。) 

(再び 長火鉢の 前へ K つて 來て、 茫 乎と 頻りに 何 か 屈 

託して ねる。 g (の 切れ目に 思 ひ 出した やうに 額.，.^ あげ 

て 溜息.^ つく。 そして 仕樣 事な し に 朱 羅宇の 煙管.^ 取 

上げて 掃除 1^ 初めろ。 告程 に 白 首の 女が  一 A,  00 

1^ あけて 入って 來 る。) 

女の 一 あら、 ねえさん、 あんまり 靜か だから 家に ゐ ない 

のかと 思ったら —— 。 

お 妻 なんだ ねがら ッ ばちな、 一寸 そこ を緊 めて お 坐りな 

ねえ。 

女の 一 いえね、 今 裏口から 村 松 町の 長兵衞 さんと いふ 方 
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ぉ县 お 

妻 兵 方 妻 


お前に は その 譯 がよく 解つ てゐる だら うな。 

お 妻 兄さんに そんな 事 を 云 はれる と、 あたし や 穴へ でも 

入り たう ノ /さんす。 小さ い 時 火事場で 親に 死別れ た 兄 さ 

すね  かしら 

んが、 腕 一本 腔 一 本で、 村 松 町の 頭と か 顔役と か 人に 立 

てられる 迄に は、 それや 並大抵の 事ぢ ゃ出來 やしません。 

それに 引替 へ 妾 や 深 川へ 行く 時 も、 また 落籍され た その 

後で も、 兄さんの 意見 は 少しも 聞かずに。  

Ms ま、 その 愚痴 を 云 ひ 出す と 長い 話 だ。 が、 どう だ、 

彌兵衞 の 身 持 も 少し は 直ったら うな。 

お 妻 それが 直った 位なら、 久 振りで 逢った 兄さんに、 愚 

痴を こぼす ことなん ぞぁり やしません —— 。 

sm ぢ ゃァ、 なに か、 相變ら ずの 不身持 か。 成程な、 

手前 も 身から 出た 錯とは 云 ひながら、 それ ぢァ 寸時 も 心 

の 休まる 時 は あるめえ。 

お 妻 これと 云 ふの も 兄さんの 意 兌に つかなかった、 皆ん 

な 罰 だと 思つ てゐ ます。 (と、 思 はず 襦样の 袖口ん. -11 らし 

ながら) 兄さん、 どうぞ 勘忍して 下さいな。 

具 兵衞 なァに 詫びる 事 はねえ。 が、 蛇の 道 は 蛇と 云って、 

俺 も 若い 時に ゃ道樂 もした 揚句、 そこ や 彼處の g 場に も 

ごろつ いてた 事 もあった ので、 どうか 手前と 末始終 一 緒 

にした くはなかった からだ。 

：  あ-や *tf ち  ひ か 

お 妻 ほんと にあた しも 若い 身の 過失です が、 落籍され た 


が 見えました から —— 。 

おや 兄さんが？ 然ぅ、 それ ぢゃ 一寸 此處へ 通して 

ぉ吳れ な。 (と、 何か考 へ る樣な 表情， して) あの、 一 人 

力い。 

女の 1 え、 お 一人で。 

お 妻 まァ 珍ら しいね え。 —— こんなに 取 散らかして ある 

けれど、 他の 人ぢ やない から 我慢して 貰 はうよ。 

(と、 女 は 引 込む。 お 妻 は 夕飯の 膳な ど.，^、 その 儘 dt 

隅に 寄せて 座 布圑， ^布く。) 

お 妻 あたしが あの人と 一緒にな つてから、 つ ひぞ來 たこ 

とのない 兄さんが. I . (と、 一 寸思 入れ.， <J- して〕 ぁ仝ァ 

ッ キリ あの 事に 違 ひない C 

(と、 IS 語 云 ひつ、 坐ろ と、 資 兄の 長 兵衞が 入って 

來 ろ。) 

まァ、 兄さん 珍ら し いぢゃありません か。 どうぞ 此 

へ 11 取 散らかした ところへ 濟 みません ねえ U 

衞 なァ に、 構 はねえ でお いて 吳れ。 

まァ、 ほんと に 暫くで したねえ。 いつも 御 達者で— 

I。 (と、 叮哮に 挨拶 1^ する) 

兵衞 お 妻、 まァ くお 前 も 丈夫で 何より だ。 兄弟 は 他 

人の 初 まり だ と 能く 云 ふやつ だが、 お れが お前の 家へ 足 

踏 をし ねえの は、 そんな 薄情な、.：； 1 から ぢゃァ ねえ。 お 妻、 
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木場の 旦那が あんな 厭味な 入で なか つ たら 意地に もなら 

ず； t 妙に お 妾？^ 公 をして るる 氣 にもな つたら うが、 つ い 

した^^-から^がさして、(と、 氣が ついて 笑 ひ LL 紛らせ) 

兄さん、 つい 此の頃 は 1^ 痴が 出ます よ。 

S0 これ も 何 かの 因緣 だら う。 それでも 久 振であった 

手前が 、 俺の 言 M を 今にな つて、 遲ぃ と氣が つ きながら 

も、 g みしめ て 味 はって 吳れ るの が、 どんなに 嬉しい か 

知れ やしね え。 

お； ほんと に 兄さん、 四 五 年 早く 眼が さめたら と、 つく 

づく此 ひます よ.' (と、 永 n" となって〕 それに 此の 

とつつ  ； もの わる あし 

商 に奴附 くまで、 あんな 無顿 淡の 惡脚を 持つ てゐ るば 

かりに、 どんなに 苦勞を 見た か 知れ やしません。 

Ms 然 うだらうな. - それでも まァ、 此の頃 は 商 寶も大 

分 #»2 すると a えて、 何處へ 行つ て も向兩 11 の 銀 猫と 云 

ゃァ 通って ゐ るが、 商 rsBT が商資 だけに、 あれ ァ 俺の 妹 だ 

兄妹た と は、 いざと 云へば 町内で、 やれ 頭の 顔役のと 人 

に 立てられる だけ 自慢 も出來 ねえ。 お 妻、 俺の 心 も 察し 

て 1  犬れ ろ。 

S それ ァ 兄さんの S; ぢ ゃァ、 どんなに 苦しい 厭な 思 

ひ を 忍んで ゐ たか 知れますまい。 連れ添 ふ 男が 男なら、 

女の.： ij^ は 1^ 無い もの、 隱 し f, 試 女 g の 姐御に ゃァ、 あたし 

だってす きで なった の ぢゃァ ありません。 兄さん、 P 當 


り だと 笑って 下さい。 

長 兵衞 何のつ けに 笑って い、 もの か、 だが の、 厭な 商賫 

だと 思ったら 景氣の い \ 處をー 一三 年た、 いて、 一 日 も 早 

く 足 を 洗 ふが 好い ぜ。 

お 妻 有難う ござんす。 親身 なれば こそ 然ぅ 云って 吳れる 

の は 兄さんお 前ば かりだ。 あたし や 身に 沁みて 嬉しく 思 

ひます よ。 (と、 1^ へ かれて忍び音に^^く) 

長 兵衞 (困った とい ふ 風：，： も • ち/^ -I i て) いや、 飛んだ 

詰らね え 話で 隙を缺 かせた が、 それでも 商 賫は繁 、昌し て 

ゐる のか。 

お 妻 あい、 (と、 眼 頭，^ 拭き 乍ら) お蔭 機で 一 頻りは 大分 

曰し ましたが、 あの 男の ことです から、 好ければ 好い 

で 飲んだり ぶ つ たり、 此頃 ぢゃァ また やけ だと 云 つ ちゃ 

ァ散々 腹 やりぬいて、 借金の 不 t 跡の 仕度い 三昧、 それ 

や これ やで 不景氣 の 上 に 瘤商賣 も： M り 初め 、 あれ 御覽な 

さい、 後から 出来た 隣り の 金 猫に、 その 殘 つた 繁昌 も 根 

一 J そぎ 联られ てし まひました C 

長 兵衞 然 うか、 あの 三味線 は 家 かとば かり 思って ゐ たら 

あれ ァ隣 りの 余 猫 か。 

お 妻 商寶敵 は、 揭り の 家で も不 景氣 でも あり やしません。 

皆ん な あの 男の 不行跡から —— 今ぢゃ 馴染の 客 も 一 日毎 

に 落ちる ばかり、 稼いで 吳れる 女 だ つて、 一 人 減り 一 一入 
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減り、 此の 一月ば かりのう ちに も、 三人 ぞろ りと 減って 

了って、 もう 碌々 客も來 て吳れ やしません" 

長 兵衞 なるほどな。 客に したと ころが 隱れて 遊ぶ こと だ 

<f ちの 

から、 亭主が そんな 無 賴湊と 知れて 來 ちゃ ァ、 それ ァ 

いつ， £ 

商 賣も寂 びれ る だら う。 思 へ ば あの 彌兵衞 と同澳 にな つ 

たのが、 お 妻、 手前に ゃァ 一生涯の 不作だった のう。 

お 妻 ほんと に 如何したら 可から うと、 思案に あまった 揚 

句に は、 寧 そ 死んで 、 も 終 はう かと 自棄な 心 も 起り ます。 

具兵衞 それ ァ 無理 はねえ。 無理 はねえ が、 まァ然 ぅー圖 

に 物 は 思 はねえ もの だ。 唄の 文句に も ある 通り 死んで. ^ 

實 が^く もの か、 そのうち にや ァ また 善い 事 も 廻って 來 

よう。 まァ さ、 然ぅ くよ./ \ 思 ひなさん な、 彌兵 衞がテ 

ッコ におへ なきや ァ、 おれ だって 血 を 分け た 兄妹 だ . 親 

は 泣 寄りと 云 ふから に は、 俺が きつ と 引取つ て Eli 話 もし 

て やる から、 大ュ ざな 氣 にな つ てゐ るが い さ。 

お 妻 兄さん、 その 言葉た けで 澤山 だ。 お前に は 詫びの い 

ひ樣 もありません。 (と、 堪へ かれて 遂にせ， 揚 に 泣き伏す) 

萇 兵衞 (子供ん-勦 はろ やうに なだめ 慰めて) これ さ、 商 

賫屋で 女が 泣いて ゐ ちゃ ァ見ッ ともねえ。 いや、 實 はな 

お 妻 (と、 思 はず』 昔ん 、替 へて) 俺が 斯うして 一 生 足 踏 

をし ねえとまで 云った 手前の 家 を 尋ねる に 就い ちゃ ァ、 

のつ "ひきなら ねえ 譯が あるんだ が、 どうだい。 商 賣を離 


れて 俺の 云 ふこと を 聞いて 吳れ るか。 

お 妻 聞く も 聞かない も、 兄さん、 今の あたしが そんな 事 

の 云 はれる 義理 ぢ やありません。 

具 兵衞 お k 能く 云 つ て吳れ た。 それで 俺が 態 々 來た 甲斐 

が あると 云 ふ もの だ。 實 はのお 妻、 足繁 く此處 へ 通って 

來る若 い お 客 をお はきもの にし て 貰 ひ たい。 

お 妻 え？ 

長 兵衞 いや、 云 ひにくから うがき ッ ばりと 誠って 貰 ひて 

み せ さ ひ 

えの だ。 今の 今， お前の 口から 店の 寂れの 話 を ira いて、 

その 口の 下から こんな 事を賴 むの は、 如何にも 人情の ね 

え 話の やう だが、 此方に や 人 一 人ぢ ゃァ濟 まねえ 深い 

け  -ゃぷ  ぎつ 

情が あるんだ。 と、 截 から 棒 ぢゃァ 解る めえ が、 其 若い 

客と いふの は、 村 松 町の 伊 势庄で 堅い を 見込んで 店 一切 

の 事 を 任せ て 置 い た 手代なん だ C 

お 妻  (R^ つて 俯向いて ねろ) 

長兵衞 手代と 云っても 内實 は- 跡 Is^ り 娘のお 藤さん と、 

疾 から 許嫁に なつ て ゐる八 郎兵衞 さんだ。 その 八 m 兵衞 

さんが どんな 拍子で どう 魔が さした と 云 ふ もの か—， ま 

ァ 、 此の 先 は 云 は ぬが 花、 そ つ ち も g か ぬが 花たら うが 、 

さっき 云った 商 費 離れて と は此處 の こと だ。 何とか 俺の 

顔を立て、 相談 相手に なつ て くんね え。 

お 妻  (まだ^って 考へ 込ん てね る) 
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S0 それ ぢゃァ なに か、 おれが こんなに 頼んで ゐ るの 

に、 默 つて ゐ るの は 不 知 か。 

お 妻 ぃト え、 なんで 不マ W 知 だなん て、 そんな 事 を 11 0 

こ-! 2  S 

1!4^11^?銜 それ ぢゃァ 快く  & 2 いて 吳れ るか。 どんな 女に 凝つ 

てゐ るか 知らね えが、 出來る ことなら その 女 を、 どうか 

よ モ くらが へ 

他所へ 敬替 させて 奥れ ろ。 商 になる 費 物 を、 此方の 都 

合で f へやれ と は 甚ぃ話 だが、 久 振りで 尋ねて 來た俺 

の ® みだ、 if いて s:K れ。 その代り 内證の 相談が あるなら 

それに も乘 らう。 これ、 此の 通り に 俺が 手 を さげ て 頼む。 

お まァ。 勿體 ない、 兄さん 1 -。 

兵銜 それ ぢゃァ 俺の 云 ふ 布 を i§ い て吳れ る ん だ な。 

(と、 お^の 手ん 、しっかり 掘る〕 

お 妻 あい。 (と、 はず クフ- (、とお，^ 飜す) 

長お 衞 有難て え、 これで 俺の 男 も 立つ。 今迄お 世話にな 

つ た n: 那筋 へ 初め て 御 恩返し も出來 ると 云 ふ もの だ" 

ぉ^^ 今^^は お前が 口； 那 筋の 人と も 知らず に —— 兄さん 、 

今迄 の 事 はかん にんして 下さい。 

Ms 何の、 何の、 知らね えで 爲た事 を 此の 兄貴が、 い 

くらお 前 分らず や だから つ て 咎め る もの か 。 それに 手前 

の 店から 云ゃァ 商， M づ くだ。 それ を 知つ て 野暮 をい ふ 俺 

の 方が 餘っ 濟 まねえ。 

い. -ぇ、 兄さん あたしが 濟 まない、 あたしが ほんと 


に濟 まなかった。 

長 兵衞 なァ に、 無理 を 云って 此の 事ば かり は 俺が 濟 まね 

え。 

お 妻 い \ え 妾が 11 兄さん、 勘忍して 下さい。 (と、 兄の 

膝に もたれて 泣咅 ながら〕 それに、 これから 先き 可哀さ 

うなの は 妹のお 柳です から、 どうぞ あの 子 を 可愛がって 

やって 下さいね え。 

長 兵銜 手前が 心 配す る ま でもね え。 お れ にも 可愛 い 妹 だ 。 

今日は 家に 居ね えの か。 

お 妻 此の 家へ 置く と、 どんな 目に 合 はされ るか 知れない 

から、 たった今 手紙 を 持たせて 兄さんの 家へ やった とこ 

ろで ござんした。 

長兵衞 村 松 町へ か？ 然、 つか 11 それなら 猶更 案じる こ 

と はあり やしね え。 

(と、 此の 時、 店先の 往來 て、 ヒシャ くと 人の 擬リ 

合 ふ 物音が して、 彌兵衞 の わめく 醉 どれ- 撵が閗 ぇズ來 

る。) 

彌兵衞 何 をぬ かしゃが るんで え、 斯う 見えた つて 此の 家 

は 11 此の 銀 猫 は、 此の 俺樣の ものなん でえ、 素 見の 文 

無しの 11 素 町人め、 さ い、 さあ 來ゃァ がれ！ 

(と、 怒鳴る 一 母に 應 じて、 往來 から 大勢の 立 騒ぐ 經、 

右.^ 投. ける 音な ど 聞え ろ。) 
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14; 兵衞 あれ あ 一 體、 何の 騒ぎ だ。 

よつ ほ 5 

お 妻 うちの 醉漢 が、 また 店先で 客 を 相手に 喧嘩 をして ゐ 

るんで すよ リ 

纖兵衞 成程 困った もんだ な あ。 それ ぢゃァ お 妻、 俺が 此 

處で會 ふ と 面倒 だから —— お まけに あんな 醉 ばら ひ を 相 

手に も出來 ねえからの。 (と、 立ちか、リっ、ぃふ〕 

ぉー^_< 追 ひ 立てる やうで 濟 みません。 それで は 姑-さん にも 

吳々 よろしく。 

長 兵衞 是非 一 度 俺の 家 へ も 尋ね て 來て吳 れ->  伊 t 庄の 一 一 

っ目の橫町を曲った角だ。(と、懷中から^包.^-取出して) 

これ ァ ほんの 手 土 ill の 代り だ 。(と、 波 さう とすろ) 

お 妻 いえ、 兄さん —— そんな こと を —— 0 

長兵衞 まァ さ、 これ だけ は 取って 置いて 吳れ。 

(と、 無理に お 妻の 懐中 へ ち 込む やうに して 唐紙.^ 

閲 けて 去る。) 

^兵 衞 そうれ 見ろ， 何 をぬ かしゃが るんで え、 あは.^  > - 

\、 おいらに ゃァ、 此の 銀猫樣 がつ いてら あな- 

(と、 店 飾りの 大きな 銀 猫， <Jv 抱へ ろ 如く 持って、 障子.^ で 

手荒く あけて 長火鉢の 方へ 歩いて 来ろ。 お 妻.，^ で 見ろ。〕 

0S 何 をう ろ/ \ して 立って ゐゃ がるんで え。 (と、 四 

邊ん』 見廻して) おや、 誰か ゐた のか、 何も 俺が 歸 つて 來 

たからつ て、 ぉ瞎 なん ぞを 片付けなくても 可 いぢ ゃァね 


え か。 (と、 今迄 長 兵衞の 坐って ねた 布 園に 坐ら うとして) 

おやく 此奴 驚い た。 誰か 今迄 此處に 坐 つ てゐゃ ァ がつ 

たんだな。 

お 妻 …： . …… 

モらと SS5 

彌兵銜 おい、 な、 なぜ 返事 をし ねえんだ。 空 9< ゃァが 

つて！ (と、 ^猫 1 セ投リ 出す) 

お 妻 あたしが 何時 空 惚氣 ました。 

翊兵衞 そ、 そうれ、 その 顔が 空 惚氣て ゐるぢ やねえ か。 

此の 布 国の 卞，！ 味 はなんだ。 なん ぼ 看板が 銀 猫で も • 生き 

た 猫が 茶の間へ 来た 譯ぢ ゃァ あるめえ) 

お 妻 それ ぢゃァ お前、 それが 人 問 だったら、 女房の あた 

しに 因緣 をつ けようと でも 云 ふの かい。 

彌兵衞 人間に もい ろく あら あな。 男 も あり や 女 も あら 

あ。 

お 妻 ぢゃァ 男で あったら さ。 それでも 文句 を竝 ベようと 

云 ふの かい。 

飼 兵衞 . それァ 男に もよりけ りさ。 

ふ ,1 ころ お.,？ み 

お 妻 懐の 重味 を 引いて からにし ろと でも 云 ふの かい？ 

お前 もい . ^惡黨 になった ねえ。 

へ ン、 M きたく もね え、 おれの 惡黨を 今 知った の 

か。 笑 はせ るね え。 

お 妻 それほど 妾に 氣 がま はるん なら、 お前さん だって 男 
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だら う、 難 の ある 女 は い つ でも ® き 出せば い k ぢゃぁ 

ないか わ。 

S0 ぢゃァ 手前 は擲き 出される の を 承知で、 男 を 引 擦 

り 込んだ と； K ふん-たな。 

ぉ^^< い. -ぇ、 お Ml さんが 云って ゐ るん ぢ やない か。 あた 

しゃ 今迄お 前さん に-;^ せられて、 祌佛 にや 目をつぶつ て 

どれ だけ 心 にもな い 事 をし たか 知れ やしな いよ。 その 揚 

句の Elf が、 守の に 不義 をす るの なんのと 難癖 をつ け 

られ ちゃ ァ、 死んでも 死に きれやし な いぢ やない か。 あ 

たしゃお 前に 縛 を かけられて、 獄門 首な り 火焙りな り、 

«T>,Ki  いじ 

出ろ：^ へ 出て. K 刑 を 受けよう から、 妾 をさん ざ 苛め てお 

くれよ。 

0S おい、 おい、 そんな 自棄に 大きい をし ねえで も 

える ぢ ゃァ ねえ か。 (と、 S; 隣に：！！.^ 匿. V； な が ら 態 と ら 

しい 大.^ さて) は 何 ^ にも ゐゃァ しねえ よ" 

お^ ほんと にお 前さん も 心細い 巧ぢ やない か。 いくら 金 

につまつ たから つ て、 6- と 場 介に よ つ ちゃ ァ 女房に 惡 い 

^をす V めて S い て、 dn 分に 而 白くない 事で も あつ て錢 

つ て f や ァ 手證も つかまへ ずに 人 を 不義 扱 ひする なん 

て、 惡 にしても 小さ 過ぎる ぢゃァ ないか。 あたし やつ 

く， ^愛想が つきた よ。 

彌兵^ なに 愛想が つきた と？ 愛恕 がっきたら 出て 行き， 


や がれ。 此の 畜生め、 よくも そんな へらず 口 をた 仝き や 

がった な。 

お ^^！^ 出て 行けと 云 ふ ん なら、 出て 行く の は 造作 もな い が、 

ほんと に 今迄 引 擦られて 来て、 つ いく f つして 濟 まし 

たのが、 あたしの 意氣 地が なかつ たんだ。 それにしても 

お前の やうな 鬼 心の 人 はあり や ァ しない。 (と、 思 はず！^ 

ぐんて 愚 菊-, i なる) 

よ めえ tji 

なに を 世迷言 をぬ かしゃが るんで え、 さァ 出て 行 

け！ 出て 行き や がれ！ 

お 妻 そんなに 出した いんなら、 直ぐにで も 出て 行く から 

さ ッ 、 離緣狀 を 書 い て ぉ吳 れ！ 

彌兵衛 離 緣狀も 糞 も ある ものけ え、 うぬ、 どうす るか 覺 

えて ゐろ。 

(と、 彌兵衞 は 突如 立 上って お！^ にか、 ろ。) 

(「|5#に/、.1- ー嘩 だ，」 「面白 い /\c」 r あ の 亭主 

は 太 い Si  ^ なんだ。」 などと 店先から 素 見 の 客の ft が 聞 

える。) 

(店に ぬた 女の 一 人 は耐リ かれて 茶の間に 飛び入り、 

二人，， 小 止めに か、 る" 暂く 組ん ず ほぐれつ すろ。 女の 

二、 もた 一 人來 る。) 

女の 一 まァ/ \、 あぶない から —— 兄さん。 

彌兵衙 邪魔 を しゃがる と 何奴 だって 利かね えぞ。 
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女の 二 まァ、 靜 にして 下さいよ、 見っともな いから i 。 

お 妻 い、 え、 どうか！^ つてと いてお くれ" あたし やもう、 

寧 そ 手に か \ つ て？ おされる 方が 1|? しなんだ からさ。 

0 兵 街 なに を 生 剛情な こと をぬ かし やが る ん で え ベと、 

銀 猫.， ャふリ 廻して 暴れろ) 

お 妻 寧 そ 息 の 根 を 止め て おくれ。 

(と、 ^く爭 鬪ん」 つ ける。 女の 二が 恐々 仲に 入って 

漸く 一 一人， ^左右に 引分け ろ 。) 

彌丘 (銜 さあ 來ぃ、 欲しく ねえ 命なら、 た \ き 殺して やる 

から。 

女の 二 ま ァ、. 少し 靜 かにして 下さいよ。 

ぉ赛 い、 えお 前 達 は ほッ. といて お れ。 あたし や 寧， - 一 一 

思 ひに 殺されて しま ふ 方が ましなん だから さ。 

女の 二 だって そんな 一 .- と を 云 つたつ て 11 まァ ねえさん 

此處 におち つ い て 入ら つし やい ッ たら。 

( と、 な だ め ら れて お 妻 は 長火鉢の 緣：， i 額.^ 埋 み < 忍 

び 音に： く。) 

(彌 兵. 衞は 女の 1 人が つけて 旲れ； ^燜德 利，， 见て、 急 

にお 膳 Li 向き 直る。 そして 錢ゑた 狼の 如くが ぷ と 

酒，, "J* あ ふろ。.！ 

彌兵衞 ぁッ は、  (と、 俄に 笑 ひ 出し 乍ら) いくら 奄 

の ど  く  Tcz 

が 喧嘩 好きで も、 酒で W 喉 を： られ ちゃ ァ こて えられね 


え や。 おい、 もう 一 本つ けて くんね えな。 

女の 一 だから さ 兄さん、 早く 酒に すれ ゃァ よご ざんした 

にさ。 

0S 違えね え、 喧 f. より や 酒の 方が うめえ からの、 は 

女の 一 まァ 正直な 兄さん。 

0, 兵 衞 本 統 によ、 亭主 を い やに 惡黨 呼ば はりし やが るが 、 

おら ァ期ぅ 見えても.！^ の お人好し さ。 

(と、 .0! 々しく 戯談， 屮 いふ。 お 妻 は 類. < ^あげて ジ B リ 

と彌 兵衞， ^睨む。) 

^兵衞 な、 なんで そんなに 睨 むんで え、 亭主 を 睨む と 平 

目になる とい ふ 御 託宣が ある ぢ やねえ か、 は、、  >-、 お 

い, もうい、 だら う？ 

女の 一 また 些と 早い かもしれ ません よ。 

(と、 酌， かして やる。 1,兵衞は大きな茶疏にづ乂けて^^ 

みなから 舌鼓， か 打つ。〕 

？义 3 いや、 £ ^の 減った せえ か豪氣 にう めえ 酒 だ。 おい 

..::1、 手前 もい ける ロぢ やねえ か。 あんまり プン くし 

てゐ ねえで、 仲 底り に 一杯 やらうよ。 

(と、 盗む 如く 粉し い 笑 ひ， かすろ。 お 妻 は 振.： i かりと 

もしな い。」 

彌兵衞 おい、 な、 なぜ 返事 をし ねえんだ。 
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女の ： ねえ 姐さん、 折角 兄さんが あんなに 云って るん ぢ 

やありません か。 

お^ い、 え、 あたし ゃ氣 持が 惡 いんだから、 今夜 は 御免 

を 5§ り ませうよ。 

(と、 * 羅 字の 煙 su.^ 取上げる。 彌ぉ衞 は 舌な め. っリ 

. ^しながら。) 

0S 脈なら 止しに しねえ、 一 猪口 だって 緣 なき I 望に 

や 飲まされ ねえ やな。 

女の 1 どっちへ つ いたら、 抱 女の 引 込みが つくんだ か。 

m-?: 仲人 はおの 口と 云 ふから ねえ。 

女の 二 然 うだ 、 あたし 達 は ぉ詣 りながら 境内 へ 行って、 

うまく 行ったら { ^でも 引い て來 ようよ。 

風で も 引く ねえ。 

女の 二 おや、 兄さん 御找： いおね え。 

女の 一 大きに 御 邪. S さま、 さァ 行かうよ。 

(と、 二人 は.： 小し 合せて 出て 行く。 彌兵銜 は ダビ"/、 

と 洒ん、 わ ふリ、 お ss< は 1- 草.^ ふかす。 哲く沈 默。) 

彌兵^ おいお {IT どう だ あの 伊 ^ 力 の 若え の は、 どう ズ 

木に かけても モウ 絞れね え か 。 

お， だってお？ M、 なん ぼなんでも 今の 騒ぎの 口 も 乾かな 

いうちに、 それ ァ あんまり 酷 過ぎる ぢ やない か。 

なにが 酷 過ぎ るんで え、 脊に は 代 へられね え や 


な。 (間 y とうだ、 色に なって 見せても 脉 はもう あがった 

り 力 

お 妻 もう 駄目 だよ。 (と、 煙萆の 煙，， か 吹き 乍ら) なん ぼな 

んだ つ てお Jg>、 此の 上 そんな 馬鹿な ことが 1! 。 

彌兵衞 出來 ねえと い ふんだな？ 

ぉ^^1<  だって 積っても 御覽 なね え。 今ぢゃ あたし や 八さん 

の 身が お気の毒で ならない よ。 

彌兵衞 おい、 おい、 よして おれ。 あの 野郎が 可哀 さう か、 

此の 野郎が 可哀 さう か ——- いえさ、 銀 猫の 此の 看板 は つ 

ぶれて 了つ て も 惜しく はねえ の だな？ 

お 0 い \ え、 あたし だ つ て お前 自分の 家 だもの 、 なんで 

つぶれて 惜しくない ことがある もの かね。 だが なん ぼ 口 

-? 2 じ やつ 

に. 税金が か 、ら ないから と 云って、 戲談も 休みく 云 ふ 

もの だァ ね。 

彌兵衞 ぢゃァ 何故、 おれの 云 ふこと を 聞かれね えんだ？ 

お 妻 だってお 前、 此の上に みす/ \ 馴れ合 ひで そんな こ 

とが  -。 

0S しッ、 靜 にしね えな。 隣り は 近い ぢゃァ ねえ か。 

お fi< そんなに 他に 聞かれる のが 厭だった ら、 お前 も そん 

な こと を 云 ふの は 止して お 吳 れな。 い くら 神樣が 見て ゐ 

ない^の 中 だから ッ て、 お前 末が 怖し いと は 思 はない か 
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iS 兵衞 ^の 中に 改心し かけた 惡黨 ほど 廢り者 はあり やし 

ねえ。 手前 だって まだ 若い 身空 ぢ やねえ か、 やらう とさ 

え えう  もち か は 

へ 思へ ば どんな 榮耀だ つ て 餅の 皮 だ つ て出來 るんだ ぜ。 

S あたし や 厭 だよ。 それに 八さん だって 今迄に、 どれ 

だけ 損 を 見越しで 商賫 の 品 を 心 配し て くれ て るか 解ら な 

いぢ やない か。 その 借金 だって 一文 も狒 ひもし ない 癖に 

さ 0 

彌兵衞 おい、 默っ て 聞い て ゐれァ 乙な 事 を 云 ふぢ やねえ 

か。 何の ッケに 商人が、 色で もな けれ ァ戀 でもな く、 損 

してまで 商資 をす る 奴が ある もの かな。 おい、 だてに 牝 

の 二つの g はっけち ゃァゐ ねえ ぜズ と、 ^1"笑.^浮べなが 

ら、 鋭い 疑 ひの 吸て お^の^.^ y ッ と^む〕 

お^ まァ お前さんと 云 ふ 人 は (と、 云 ひかけ て 太い 吐息 

漏らしながら) 實は 今迄 一 々委しい こと も 云 はな かつ 

たけれ ど、 あの人に は どれほど 義理の 惡ぃ 無理な 借金 を 

して ゐ るか 知れ やしな いんだよ。 

0S あの人？ あの人と は 誰の 事 だ？ 

お 1^ 知れて るぢ やない か。 あの 伊 1  カ庄の 八さん の 事 さ。 

あんなに 人情 づ くで 盡し て くれた 人 を I . 今迄 あんな に 

したので さへ 濟 まない と 思って ゐ るのに、 なんでお 前、 

このうへ 人間と して、 そんな 太い 言懸り が 出来ろ かねえ。 

彌兵衞 雍を 食へば 皿まで さ。 どう だお 妻、 これほど ® ん 


でも 手前 は 俺の 云 ふこと を閱 かれね えと 云 ふんだ な。 

お！ sif" (と、 不思議な ほど 1" 靜な^ 着いた 調子に なって〕 だ 

I  あく 1*- つ 

がね 彌兵衞 さん、 お前の 惡 性に 連れ添 ふ あたし だから、 

もしかして 嘘から 出た 眞 にならない とも K らな いよ。 お 

前 それ を 承知 かい？ 

(と、 いつも LL ない 薄 笑が 自然に 彼女の SSlL もら はれ 

ろ。 彌兵衞 は 心に むらく と發 した 嫉妬^お さへ なが 

ら。) 

彌 兵 銜 馬鹿 を 云 へ 、 そんな コ ケ 未練な こと を 云って 、馴 

れ合 ひ 仕事が 出 來るも のけえ。 

ぉー_^>< それ を^い て H けば、 あたし だ つ て 安心 だか りね え。 

(と、 お # は 笑 ふ。 その 笑 ひ Li は  一！ il の 哀調と 樓 味と， ぶ W 

is て わろ) 

彌 丘ハ衞 心が 變れば 百年 HI だ。 重ねて 置いて 四つに する ま 

での ことよ。 

お 妻 ふん、 そんな 威喝 文句 を 恐がって ゐる あたし だとお 

思 ひかい、 馬鹿らしい。 さあ、 これ を あげる から 何處へ 

で も 好きな ところへ 行って おいでよ 0 ( と、 懐中から 具 兵 

衞に賀 つた 金 包，^ 其 儘 投げ出して やる) 

彌兵^  (  -I タリと^ 額.^ して それ，^ 拾 ひ 上げ」) • ぇッ、 

これ ぁ金ぢ やねえ か。 そうれ 見ね えな、 云 ふ 目が w ると 

云 ふ もの だ。 は、 》  > -。 
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お^ その代り あたし も 一杯 飲 =f はう、 さ ッ；！ 力 ひよくお 酌 を 

してお れな ねえ。 

0S よしきた、 それ。 

お^ 厥に 現金 だね え 11 こんな 小つ ぼけな もの ぢゃァ 仕 

様がない よ、 さ、 此の €吞 へ 波々 とついで お 吳れ。 

大肘 やけな こと を 云 ふぢ ゃァ ねえ か。 

お 0 お前さん 見た い な 無 親 者 を 亭主 にして ゐ るんだ も 

の、 腹 酒で も吞 まな きゃあ 合 はない やね。 

こいつ は 一番、 厭と いふ 程 極めつ けられた な。 III 

—それ は さう と金のお： S を拜ん だら 愚 II つ いて ゐ るの が 

厭に なった。 どれ、 御船 疏 前の- g 場へ でもし かけて 行つ 

て、 见布 敵を収 つて やらう かな。 (と、 S ひ 出した やうに 

上 ろ ノ J 

お^ お前さん も、 そんな 處は 豪勢 江戶 ツ子 だね え e 

氣が te^ けえ と 云 ふ i 洛か 11 ？ K かすね え。 (と、 出 

て. むかう とすろ) 

$  (呼. ひ.： i-A て) おいく、 お前さん 一寸 .11 。 

うるせ えな、 何 か ^ か" 

お (眤 と^, ^^见 て) — 返り 討に ならない やうに おし 

と 云 ふこと さ" 

態々 入 を 呼び止めて ケチ をつ ける 奴が あるけ え？ 


(と、 fii 打ちん-して ふいと 出て 行く。 お 妻 はわと,^ 

送り もせず、 空間ん、 眤と 凝視め て 物 思 ひんら V けて 义 

ひ 返して if 吞の 酒.^  一二 杯かぷ つて、 と J, お 膀の上 

1:^5^ 的に やけに 泣き崩れる。) 

(隣リ から は 富 本 か 何 か 淋しい 江戸 一； ゆ 瑶^が 聞え て來 

ろ。 * はら/..、 と 雨の 音。) 

(しばらくす ろと、 八 郎兵衞 裏口から 氣，^ 失った もの 

の 如く、  ffi 然として 家の 內，^ ^き 込む。 お 妻 は 根り か 

ヘリ 见ズ 驚く。) 

お 妻 おや、 前 は 八さん、 いつの 問に 一 。 

八^ 兵衞 これ、 靜 かに 11 (と、. 氣づ かひ 乍ら) いつの 

間に 来る ともなく、 つ い 足が むいて ふらく と 裏口へ 來 

て 見れば、 内に は話聲 さへ も 聞えない ので、 斯うして ぶ 

しっけに あがって 來 ました" 

一 お ま、 Jp: と 思って、 今頃お 前 は 11 では、 あたしが あ 

れ ほど 情 云って、 お 店 大事と 思った 言葉 も、 お前 は 聞 

いて 吳れ ない 氣 かえ。 

八郎兵 衞 お 一 要さん、 それ はよ く 解って ゐる。 また 聞かな 

いつもり で は な い けれど、 わ し はもう 大きな 顔し て お 店 

へ は 歸られ ない。 一 旦はぉ前の兄さん."^.詫びをして吳れ、 

これからが 大事の と ころと、 0 分で 自分 を 戒めながら も、 

もう 心に も身體 にも、 拔 けない ほどの 汚 if が出來 て、 お 
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前 もよ く 知っての 通り、 今日はよ い、 明 曰から こそ は眞 

面目に かへ ると、 ついした 心で 遊び ほうけ てゐる 間に、 

それ を附 目に 惡 い 奴等が よ つ て たか つ て 、 お 店の 帳尻 は 

誤魔化し 放題、 元より 大きい 己れ が 穴 も あると ころ へ 、 

ふ V まつ 

折 重った 不始末 だらけ、 それ もこれ も責を j つに まかさ 

れ て ゐた 私の 過失、 生きて ゐ て は 面目の 立 て-やう がな い 

ほど の 、 大きな 事が もちあが つ て來 ました わ い 。 

お 妻 まァ、 ひ よんな 事に なった もの —— ー體 それ は どの 

やうな ことで) .- ざん す。 

八郎兵 ■ いつの 間に か、 わしが 預 つて ゐる 間に 主人 庄兵 

衞の謀 判 をされ て 、 伊勢屋の 家屋敷 は 知ら ぬ 間に 人手 に 

渡って ゐ たのが 知れた"、 

お 妻 え！ それ はほんの 事 かえ】 

AIS 兵衞 なんの 嘘 を 云 ひます もの か。 お； 类 さん、 私 はも 

う 思案に あぐね て し まひました。 

お 妻 ではもう お前の 身 は、 どうしょう にもな りません の 

力 

A0S 石の 上で 敲 きみ じいた、 茶碗の 破片 同然に なつ 

てし まった！ 

お 妻 では つぎはぎ さへ も 及ばない のか。 洽度 今一お も 宵の 

-な わけ 

口に、 村 松 町の 兄さんが ひよ ッ くりと たづね て來 て、 理 

つ くし て 鶴む やうな 意見、 さすが 此の 身 も 穴が あったら 


ス りたい と 田 3 ひました。 八郞 K1 〈徵 さん、 お： „M に はほんと 

に、 濟 まぬ 事 をし ました。 

八 兵銜 何の、 わし は その 言葉 を 聞かう と 思って 來 たの 

ではない が、 ふら/ \ と 外へ 出て 步く うちに、 つい/^ 

,ゃ  .• --, 

此の 家へ たどりついて 了った。 わし はもう 今度 こそ は 店 

へ も 歸られ ず、 世間へ は 顔向けが ならず、 寧 そ 一 思 ひに 

と — 。 

お 妻 え、 一思 ひに —— と は？ 

八^ 兵衞 は、 W 、(と、 態と 笑 ひに 紛らし) 一旦 II へ 戻 

らうと、 腹で覺 悟 は 極めて ゐて も、 もう 一 度お 前に あつ 

て 見たら、 又い & 分別が 滞き はせ ぬかと、 矢張り 迷って 

來 ましたの さ。 惡く 思って 下さるな- 

お 妻 なんの 惡く思 ふ どころ か、 よく 來て くれました。 寶 

は あたし も ふつく 厭な 氣 になつ て、 どこへ か 摘り で 身 

を隱 さう と 思案し てゐ たと ころ、 お前が 來 て の 切ない 話 

を あかされても、 今 はもう 泣く 氣持 にさへ なれません。 

八 邵兵銜 身を隱 すと 云って、 お 妻さん、 お前 は どこへ 行 

くつ もり か。 

お 妻 それ は 自分に さへ 定めがない。 したが、 八さん、 お 

前が こんな 破目に なった の も 原因 はと 云へば 妾から 起つ 

たこと、 出來る ことなら 何處 まで も あたし を 一緒に、 一 

緒に つれて 行つ て 下さいな。 (と、 はず rt?;,^ 寄せて 鎚ろ 
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や、 つ にー ぉ訴 すろ) 

ス 郎兵衞 (一寸 ST,. て 後ず さリ すろ) と、 とんでもない。 

そ、 そんな こと を 云 はれて は 後々 までの 謗が 恐ろし 

い" どう 考 へ て も、 人の 道に かける のが 忌 はしい。 知 

りながら 犯す 罪が 深す ぎる。 

おお いえく 罪の 深いの は 此方の こと、 八さん、 どうぞ 

して 今の 一 ^いしみ から、 此の 身 を 救 ひ 出して 下さい。. 

八郎 に- 齒 そ、 そ、 それ は、 それば かり は 11 。 

$  S みます、 お前が 死ぬ ところまで、 ど、 っぞ j 緒に つ 

れて 行って お 吳れと 云 ふに。 

八^^ 銜 ぇッ、 死ぬ ところまで？ 

お あい。 八郎兵 fe ん、 お前 は疾 から 死ぬ 覺悟を …… 。 

八郎 -1^、 衞 これ ッ …… 。 

(と、 ぉ麥は IS の はばか リ\ 、なく、  ti? ん ど惱亂 した も 

の V 如く 八郞丘 U 佶の 袖に 獅喷 みつく やうに 取 SS る。 八 

^にハ銜は资悟,^-さめろ。 パラく と 雨の 音、 樓 ぃ沈默 

の 問。) 

( 此 の 時、 唐紙 が 突然 がラ. - と開 いて、 彌 兵 衞の 嫉妬に 

燃えた 吸 光が ギラリ と： 尤る。 二人 は 殆んど 無意識に 飛 

び 除 ふ、、 離れる。 一：^ 物邀ぃ 間。) 

彌兵衞 おい、 おい、 おい。 なにも そんなに じたばた する 

* はねえ やな。 手前 達 だ つ て覺 悟の 上の こ とだら う？ 


(と、 銳く 皮肉に 突 込ん ていふ) 

お あい、 お前に しろと 云 はれた 通り、 さう だよ、 もと 

ょり覺 悟の 上の こと さ。 

(と、 お 妻が 驚いた の は 瞬間の ことて、 心機 ー鞯 して 

兹 てが ラリと 度胸,. 据ゑ る。 八 郎兵衞 はお 妻 ほどに は 

まだ 落着かない。) 

彌兵衞 あまめ、 ぬか しゃがった な〕 さあ 野郞、 手前 も覺 

悟 はい \ か。 

(と、 內懷か らヒ 首の 鞘.^ 拂 つて、 ぃ告 なリ疊 の 上へ 

ズグリ と 立て、 见ぜ ろ。：； 

八^ 兵衞 わし も 命 は 倍し く はない が、 彌兵衞 さん、 お前 

も 入の 亭主と して、 これまで 苦勞を 一緒にし たお 妻さん 

を、 これ ン ばかりで も 不憫 だと 思ったら、 死んでも 浮ば 

れる やうに してやる のが、 せめ て ものお 前が 罪 ほろぼし 

ぢゃァ ありま せんか。 わしの 賴 みだから、 もう 一度、 お 

妻さん を 救 つ て 上げ て 下さ い よ リ 

彌兵衞 なに、 せめても の罪滅 したと？ 巫山戯た こと を 

こき やが るな、 泥棒に も 三分の S と、 問 男 をして ® き や 

がって、 よくも そんな 太え ことが 云れ たもの だ。 

八 郞兵衞 だから さ、 その ^；！癒 に はわし が 身 を、 切る と 

も 裂く ともお 前さん のい- - やうに 料理して 下さいな。 

お 妻 い、 え、 お前ば かり を 殺させて あたし や 生きち ゃァ 
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ゐられ ない。 

と 云って、 お前 を 此處で 殺させて は、 あまりと 

云 へ ば I . 

彌兵衞 え V、 つべこべと 招き や がれ！ 男の 面に 泥 を 塗 

られ た、 此の 仕- &しは 手前 達 を、 重ねて 置いて 四つに し 

て やる。 

お 妻 大きな こと をお 云 ひで ない C それでも お前 は 男 か j 

い？ 秉る惡 事に 蝮と 呼ばれ、 ゆすり、 かたり、 ぶった 

くり、 終 ひの 果て は 馴れ合で 女房まで も 唆 かして 罪の 深 

い こと を させて きながら その 一一 S 草 はなん の こと だい。 

い、 え、 それでも お前 は 男 かと 云 ふんだ よ。 

彌兵銜 何 を 11 。 . 

ぉ：^:^ あたし だって 女の 意地、 お前が 大きな 事 を 云へば、 

どんな 事で もして 見せる よ。 操 はもと より 命まで、 一度 

はお 前に あげた もの だ。 それでも 不足が あるの なら、 出 

る處へ 出て 爭は うか。 

おお どッ ちの 身體へ 縛が つく か、 どっちの 首が しばり 首 

か、 傳馬 町の { 牛屋へ 行って、 どっちが 先き に 牢死す る か 。 

砂利の 上で 勝負 をしょう よ。 

八 兵銜 まァ、 お 妻さん、 お前 も そんなに やけに なって、 

つきつめ た 事 を 云 はな いで- 1 。 


お 妻 い」 え。 あたしに 云 はせ て 下さい。 こんな 男に みこ 

まれた ばッ かりに、 女の 一生 を 棒に振って、 取 返しの つ 

かない 八/の からだ、 いつの 世までの い i 笑 ひ 草に、 あた 

しゃ 献門 にか k る氣 た。 さあ、 殺すな り 突き出す なり、 

お 前 の 腹の 蟲がを さまる 樣 に し て おくれよ。 

彌兵 _ 錨 聞いた 風な こと を. g かすね え。 此の 罰當 りめ！ 

ぉ麥 それ ァ 此方で 云 ふ薹詞 だ。 さあ、 どうと も 早くして 

お 吳れ。 

彌兵衞 しねえ で 如何す る もの か。 

(と、 ヒ^,^ 手に 取上げて、 左の 手て お 妻の 髮の 宅ん.， 

取って 切って か、 る、 八郞兵 衞は 一 1^ 懸命に 二人.^ 引 

分け -16 うとす る。) 

彌兵衞 うぬ、 飽 まで 邪魔 を しゃがるな- 

(と、  <  面 兵！？ にか、 リ大 暗闘、 と 彌兵^ は 八^ 兵 

衞ん- 靴み 伏.！， -、 刺さう とする。 ぉ^^^<はその右手,.ゃ兩ーチ 

て 抑へ て 止めろ が 力及ばず、 危 く报リ 飛. はされ ようと 

すろ のて、 今度 は喷 みつ ふヽ ヒ 首., ケ楚ひ 取って、 彌兵 

衞の 肋骨 l-J- 一  息に 刺し貫く。 彌 兵衞竊 息す る。) 

(二人 は 今更の 如く さすが に 驚き、 つかれた 態て rs^ さ 

へ も 出ない。 雨 はげしく 降り出す。) 

(女の 一 が何氣 なく 外 i り歸 リ來リ 此の様， 中 見て 「も 

れい！」 と 叫び 立 棘む。) 
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(八^お 衞 が^って 手 は 似て 靜か にしろ とい ふ 様 LL 見 

ぜ 、お^の 手^取って 引 ffij すの，^ キ、 ソカケ に 木の 頭。) 

.  (道具 廻ろ) 

第二 場 兩國橋 袂の場 

その 夜の 兩國 7.。  H Iv,* リ 正面 に かけて 大告 く： B が懸 

さ み だれ 

リ、 國から 大川. < 见 渡す 背景、 五月雨の 在 ふけて 

靜か に 柳の 木 _^£r が 暗く. たらり と 枝 1^ 垂れて ねる。 時の 

鍮にて^3其かさまろ。 

ぶみ ち 

r 五月雨る、、 府に通 ふ 夜の 道、 もしゃと 心 をち 

こちの、 岸の 灯影 も 竦ら なり。 

(と、 ぉ；^^<と八.郎兵衞とは手，^取って、 揚 幕から 急 ざ 

心 に 出ろ。) 

八^ 兵銜 こ、 まで 来れば もう 安心、 落着いて 死 場所 も 選 

ばれる。 

お^ どんな 無頼漢に もせよ、 假り にも 亭主と 立てた もの 

を、 殺め て ® いて 心中 沙汰、 死ん. た あとで も江戶 中の 口 

の 端に か、 ると 思へば、 八さん、 お M§ の 名が いとし まれ 

てな りません。 


ド總と 武藏の II にか けられし、 橋の 名 さへ も 兩！！ 

の、 女心の あさまし や、 契り も 深き 隅 田 川。 

八^ 兵衞 琉れる 水に も 蓮 命 は ある。 何の 卑怯に 此の 身ば 

かり、 罪ない 顔が 出來 r6 うか。 お前と わしと は 前の世の 

どう T> 

心中 者の 片割れ か、 添/遂げ なんだ. i1.< 同志 か、 いづれ 

は 果敢ない 人の 命。 三分 五 厘と棄 て、 見せよう。 

お 妻 お k よく 思 ひ 切って その 樣に 云って ぉ吳れ だ。 あた 

しゃ、 その 一言 を 恩に 着る。 恩に 着ます。 

八 郎兵衞 それ は 此方 も 同じ 心、 と は 云へ 人の 女房と 一緒 

に 死んだ と いた 時の、 あの 阿 母の 歎の 樣が 見る やうな。 

、云うて 返らぬ ことながら、 せめて 1 日 早かった 

ら、 千日 も 萬 日 も淺草 寺に 願 かけて、 四 萬 八 千日 

の 世 も 何の 長 かろ ぞ、 夢の 泡沫。 

ぃたづ-^？の 

お 妻 馬鹿者よ 不義 者 と 世間 か ら 、 笑 は れ て も 嘲られても、 

,  さ. V ささ. ：ふ 

二人が 心中 立てと ほし、 あの世へ 行ったら 阿 母 機 を 蓮の 

5 てな 

Is で よろこばせる。 濟 まぬ ことで は ある けれど、 どうぞ 

此の世 は 看して 下され e (と、 <JS^ む 科) 

八^ 兵& その 一言が 百の 孝行、 下總は 此の あたり、 お前 

も 共に 詫びて 吳れ るか。 
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お 
妻 

あ 


ゑ、 お前 ゆ ゑ。 

八 郞兵衞 思 ひ殘す こと はない- 

お 妻 鑌 しう ござんす。 

A 此の世の 緣は薄 衣、 雨に しいと ミ 濡衣、 互 ひに 

顏を 見合せ て、 旣に 斯うよ と あると ころ。 

(と、 此の^、 橋. J- 渡りて 提灯ん-持つ 兵銜と 傘.^ さ 

しかける お 柳と が 急 ざ 足て やって 來る のて、 此方の 二 

人 は 見咎められまい と 柳の 木 藤に 姿ん， 膳す 0) 

長兵銜 少し は兩 もやんで 雲 ぎれ がした やう だ。 

お 柳 兄さん、 早く 歩いて。 あたし ゃ姊 さんがもう 家に は 

ゐな い やうな 氣が し てなら な い 0 

長 兵衞 俺が もう 少し 早くお 店から 歸っ て 手紙 を 見たら、 

こんなに 心配 をせ ずに 濟ん だもの をな あ， - 俺 もなん だか 

胸菌 ぎがして ならね え。 

お 柳 もう 直き だから、 兄さん 急いで。 

長 兵 街 あいよ。 それ、 足 ー冗 に氯を つけな。 

A 心 も 闇に 唁 まぎれ、 互 ひに 姿 水鳥の。 ざんぶと こ 

そま  -0 


お.？ S 

二人 手 を联り 欄干の、 橋の 下 ゆく 水心、 魚 心さへ 

仇浪の 流れて つきぬ 奇緣 かや。 

(と、 二人 は 欄干 から 水の面 ， か 指して 共 に 心 ^ ^-^ し た 

る 思 入、，. * ろしく。) 

お 妻 あれく、 水お はゐ ぬの か 船頭 は 眠って か、 ® の 切 

れた 舟が • 一  錢、 思 ひ のま k に 流れて 行く。 

八 r^s 兵衞 あれ を その 儘、 二人が 身の上。 

い 世界に 只 一 筋の、 きづな 解けても 添 はれぬ 仲 

どうした 果敢ない 緣ぢ ややら、 ほんに 思 へ ば 因果 

ど V 

同 志。 

八^ 兵 街 いつまで 云つ て も 名殘 はっきまい。 

お 妻 菌 それよりも、 侮み 殘 さず さつば りと、 笑って 一緒 

に 死にたい 願 ひ e 

八 IS 兵銜 お前 も然 うか。 

お 妻 あい。 

死んで 生きよう、 生きよう ため に、 死ぬ も 主 ゆ 
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具お 長お 
兵 柳 兵 柳 


(と、 ぉ^^-と八^兵銜は^ぬ^ごして木藤ん離れ、 合掌 

して 犬 川へ 飛び込む。 水のお：：。) 

あれい！ 

® なんだ！ 

兄さん、 身投げ ぢゃァ ないか しら？ 

銜 然 うだ、 身投げ だ！ 

〔と、 兄妹 は櫊 千の 方に ffi け 寄って 川の面，^ 見 翻 はす、 

折から $1； ぶ、 れ がし ズ T ゆ 力 に なろ。 お 柳 は 何物 1^ か：： つ 

け；^ 心て。) 

お 柳 兄さん、 あれ、 あそこに 人が 浮いて 見える。 

Ms どれ、 どれ、 どこに。 

(と、 見入って 「あ- ソ」 とい ふ，^ 木の 頭. -) 

後の となりに けり。 

(と、 れ^の！^^ え、 長兵衞 とお 柳と は 不安に 襲 はれ 

て叶^って^^^^-见合はす。 此模樣 fs ろしく。〕 

— 幕 II 
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序 幕 柳 島 津輕侯 下屋敷  一 

舞臺は 津輕侯 下 尾 敷の， X 廣 ii て、 風流な うちに 何 處とー 

なく ffi な 造リ、 正面 は 低い 二重て 上段の 間、 その 前 一 

面 は 幕招リ まて 平 舞鎏の 大きな 座敷て、 上下 は 光琳 模ー 

樣の如 乂 4i 模様の 襖の 出入 リ、 上段の 間 上手 は 矢 張 リー 

襖の 開閉 ぁリ。 下手 は翠簾 越しに、 一面 庭園の 背景が 一 

刀 光に 溶け込ん てね ろ。  一 

折し も 寶歷ニ 年 八月 十五夜の 月見の 宴な 催す ベ き 洒看ー 

の 化 ぼが 調う ズ わる。 おう；^ 「つ 告见」 の S て 叫く， 

と、 侍女四入^敷の^^^度なぃ ゃぅに立働ぃてねる。 長 一 

喷 はつ  >  い て- Q ろ 心。  一 

なか ち * う  . 

ミ …； この も かの もの 戀の 仲の 町、 仰せく に替 一 

ら じな： なげ ぷし) し る も 知ら ぬ も 秋の 夜の 月 待つ j 

ほどの こよ ひし も、 かくす 拍子で おばし まの、 よ- 

るべ -/f\- の 契り かな。  」 


侍女 一 まァ， なんとい ふよい 節 廻し で ござんしょう。 森 

樣は あんな 凛々 しいお 顔 をな されて、 あの やうな 能い お 

聲が ど 、 J から 出る の で ノ  /さん せうな。 

侍女 二 ほんに、 男前 は 家中での 評判 もの、 厭味 はなし、 

氣性 はよ し、 その上 どこで 何時 習 はれた もの か、 あの 長 

唄の 聲の よさ。 

侍女 三 全く 素人 離れが して ゐ ると、 お出 入りの， 町の 

の師 IE 坂 田 仙 SI 郎も、 舌を卷 いて ゐ ると は きました 

が、 今. 好-は 何 誰のお す K め やら、 ほんに 暗が ましい こと 

で ござんせ うな あ。 

侍女 四 誰し も くの は 今宵が 初めてに ござんす が、 江戶 

見 坂の 御殿 樣 奥方 樣御 夫婦 をお もてなしに はよ いお 慰み 

森庄 五 郞樣が 晴れが まし いよりも、 こちの 殿様 御 夫 ：！ の 

鼻の 高 いが 思 ひ やられます。 

侍女 一 あれ、 あの 延 ひやかに 品の い、 i§ 廻し は、 藝 人に 

もな い 味 は ひで :>  」 ざん すわ い な。 

侍女 二 まァ、 少し 靜 かに 默 つてお？ M き 遊ばせ" 

侍 友 三 あれ、 然 うい ふ？；； I； 女のお 翳が  一 ^高 いわいな。 

&、？ \ 揚屋のと もし 火かず 照りて、 もやに かさねし を 

りひめ こ、 しのぶ 心の あやにく や、 SI れと月 を か 

こつらん。 


： お^ 江茯 
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福 侍 侍 侍 


侍女 (s= く つて^ 惚れながら) まァ、 人 思 はせ な. 圧 

五郎； 1 では ある。 

侍女 三 それにつ けても、 あの 河 野のお かの さまと 婚約が 

整うて ゐ ると きました が、 f 伏 まし いこと では ござんせ 

ぬか。 

侍女 二 また、 おすみ さまの はしたない 岡燒き 半分、 及ぶ 

>  J となら 月の 前 の 邪. M 雲に なり た い やうな お 顔 をし て… 


女 三 あれ、 まァ、 その やうな 思 ひも つかぬこと を 云う 

て。 

侍女 二 なんの 思 ひもつ かぬ ことがある もの か。 それ、 そ 

の 顔に D いて ある、 それ、 •： ほ、 >-> -。 

(と、 指して 戦 ひ 半分 に せ 2 く 笑 ふ。) 

侍女 1 しッ、 あなた こそお 靜 かにお 閱き 遊ばせ。 他の こ 

とば かり は 云 はれませ ぬわい な。 

侍女 一 一 ぢ やと 云うて、 わたし 一 人が 高 |g を 出した 譯 では 

なし …： 。 

侍 女 W まァ、 まァ、 ^<«蠅ぃことく- 

侍女 三 はて、 どなた も 靜 かにして ••：： わたしが 惡ぅ ござ 

ん した" それ、 (と、 急に 物 ila^J- ^さつけ た 表情) どなた 

かこれ へ 見える f れい子 ぢ やわい な。 

(と、 これにて ル S 々廣^の 仕度. る 振りに ズ各々 座 


, ^立つ。 モ こへ 上手.^ 開き、 福 永 忠之丞 と 池 逸 小 藤 太 

が 入リ來 ろ。) 

福 永 これ、 侍女 達. i の 御 ほ 意 は 落ちな く 整 ひました 

かな。 

侍女 一 はい、 御覽の 通り に ノ  J ざり ます。 

福 永 うむ、 では 勝手ながら 御赛應 と は 申せ、 我等 主人 大 

和 侯 御 夫婦に は、 資は あの に は飽々 して ござる、 早う 

あちへ まゐ つて、 此の 由お^ 係りへ へて 下されい。 何 

を 悠長 に 話し て 居られた な ) 

女 一 一 si はまた、 庄 五郞樣 が あまりお 唄のお 上手な に。 

女 三 皆々 感心して。 

女 四 思 はずお^ をいた して をり ました。 

永 え k 入らざる を ：… (と、 頗る 機縱 わろ く) あれ 

は庄 五郎 殿が 巧い ので はない。 三味線 彈の 仙四郞 が、 さ 

すがに 商賫人 だけ にッボ を 心得て、 榮 える やうに 調子 を 

合せて やって ゐ るから ぢゃ。 .f ッ、 早々 み 申す と 云 

ふに。 

侍女 達 はい。 

(と、 一同 E:?r\ 、知らせ 直ちに 入ろ。 此の 問 も 構ばず 

具 W 〈はつ ヾ いてね ろ") 

喷 r 二  丁目 あたり にす が 、 き絕ぇ て 、 ぬし 11 來るゃ 
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ら來 ぬの やら、 身 あがり 唁き 女郎の、 あだめに か 

、る 夜 這 星、 やくそく なしのう かれ 人、 ともの 浮 

かれに うかれ 來て、 どれでもく、 ふりょに 呼ば 

れ ししん ざう の、 髮 そこくに ゆ ひなして、 や こ 

へに 近き 揚浸 入り、 枕と る まも 明けぬべし、 あく 

びが ちなる 閨も あり。 

福 永 時に； 池邊 氏、 賣殿を 森庄 五郎の 親友と 承知の 上、 折 

入って お 話いた したい 儀が ござる。 ■ 

B なんと 有 仰い ます？ 

fSl 永 まづ 下にお いでな され。 (と、 座に つ さ〕 實は 當津輕 

家と 我等 主家 松： 千家と は 親 成の 間柄、 兩家共 に 前途 有爲 

の 若い 侍がない で は ノ /ざら ぬが、 中に も 貴殿 の 如き 心 か 

ら なる 友 を もつ 森 K 五郎 を つ く 〈丄 1^ ましく 思 ふ 折 柄、 

今日より は 抂げて 期く 云 ふ 福 永 忠之丞 を 、彼れ 庄 五郎と 

乘替 へて 親友に いたして は 下されぬ か C 

$ これ はまた、 恐れ入った 御懇 のお 言葉、 彼の 庄五郞 

と 拙者 と は 同一 潘 なり 、 また 身分 の 替ら ぬ 百 石 耽り の 小身 

者、 f より 手 習の 師匠 もお なじ、 武術の 稽古 も 一緒な 

り、 親友と 申せば 親友で ござる が、 追って は 松 平 藩 御 重 

役の 列 にも 加 はるべ き、 千 石 K り の *w 方 樣とは 比べ も の 

に は 相 成り ませぬ。 その |£ は 折 あら ば 比の 方より こそ 懇 


願いた し、 先輩と もまた 畏友と も • ：.。 

ii 永 いやく、 その S1 では 却って 疏隔、 拙者の 頼み 

は その 千 石 も 石も氣 にと めず、 互の 腹の 底まで も 心 か 

ら 打明けて 親友に なって 賀 ひたいの ぢゃ。 と 申す は、 お 

察しの ありし 如く、 身 不肖ながら 拙者 も、 いづれ 十五 萬 

石 の 松 平家に 重役た る父忠 太夫 隱返 の 後 は 、 自然 重き 役 

柄 をも效 はら ねばならぬ。 然るに 今日まで 未だ に 心 を ゆ 

るすべ き 友 もな く、 失禮 ながら 贵殿を 見込ん での ® みで 

ござる〕 

B  (野心に 眼の 色. ^動かしながら) その 御 一 言 こそ は 

知己のお 言葉、 愚昧 なれ ども 池邊小 1 太、 決してお ろ そ 

か に は 感じ ませぬ。 及ばず なが ら將來 とも に^：；方探の 片 

腕 と 相 成 つて、 いづく まで もお 力 添へ をいた しませう。 

福 永 早速の 快諾、 拙者 も少 からず 満足に 思 ひます。 就て 

は 當津輕 家 の 重臣、 拙者 の 爲には 叔父 にあた る 笠 原、 IV, 膳 

へ 折 入つ て 貴 毆が昇 身 の を はかり、 何 か に 心 を つける 

で ござらう。 

S 御 厚志、 11^ けなく 御 禮を中 上げます。 

福 永 それ、 その やうに 堅苦しい 辭 1 は、 今日 り：、 おて.^ 

貰 ひたい。 さて、 早速ながら 一 つの 相談、 貴殿 も 曰 か 

ら 見ら る 、通り、 當津輕 家の {t ま 越 中 守 信 寧 侯 は 未だ 御 

年若 に て 御氣性 も御柔 一】； i、 されば - 」 そ森庄 五郎の 如き、 


せ 江 K 


52.-) 


武家に 生れながら 藝 事に の み 浮 身 を 資す K を、 い たくお 

氣に 入りと は、 はてさて 闲 つた 槊ぢ や。 斯くて はお 家の 

來 よからず と竊か に 心 を 痛む る は 我が 叔父 笠 原 主踡、 折 

を：^^て諌言を申上げ、 何卒し て 彼の 小才 かしき 森庄 五郎 

を 放逐 い たさん 所存 い ろくに 肝 S を碎 い て ノ  J ざれば 

小！ ^太 殿。 必ず 一 臂のカ を 致して 下されたい。 

池^ その 俊は當 家の 爲に 拙者 も 同感、 必ず 蔭に 日和に お 

力になる やう 確と 御臂 言. 2, あげます。 

11 永 その代りに は庄 五郎に 替 へて、 貴殿の 身の 立身出世 

と 相 成る やう、 いこと を 申す 樣 なれ ども 拙者 其 儀 は 引 

受けました。 

それ は 1  必に恭 けない。 では 何事に つけ 心 を 配って… 

…。(と、 氣 込み.^ 见 せる) 

福 永 しッ！ (と、 制す) 

(^の 畔、 下手 襖よ リ 茶の 茶碗ん 紫の 袱紗に て 持ち 

添へ たる 河 野の 娘 かの、 侍女の 称へ にて 急 ざ 通り 過 ざ 

る。) 

福 永 もしく、 それへ ま ゐるは 河 野 家の 御 息女お かの 殿 

では ござらぬ か。 

かの はい、 左 採で ン /さ います。 して 然ぅ有 る 貴方？ は 


福 永 かねて き 及ばれた こと も ござらう、 拙者 こそ は 江 


戶見坂 松 平家の 重 臣 福永忠 太夫の 枠忠 之丞、 甚だ 卒爾な ； 

がらお 手前の 一服、 抂げて 所望いた したい。  - 

かの (思 ひ 入れあって) 折角のお 言葉 を失禮 では ござい 

ますが、 これなる 一服 は、 殿 一 採の 仰せに より、 庄五 ST ど 

のが、 唄 を謠ひ 終る までに 持つ てま ゐれ とたて ました。 

どうぞお ゆるされて  。 

福 永 では、 あの 庄五郞 …… 殿に… . 。 

かの はい、：： 御免 遊ばし ませ。  一 

(と、 おかの は 澄まして 上手へ 入る。 福、 水 は 嫉妬の 思： 

人れ。 池邊 は敏 くこの 表情，^ 觀. 被る" ちょっと 沈默、 一 

1 〈の lt、 三味の 音 wi いよく 佳し。 拍手の 昔輕 くお こ」 

る。)  一 

福 永 ィャ、 どうも 竊に 障る 事 だ わい。 今. 好の： T 兑を幸 ひ 一 

に 態と 御前で を はせ、 その 失策 を 相 待つ て滿 座の 中 一 

で 物 笑 ひ にいた し て， 遣 は さう と •  、  J れは 叔父 の 計略で い J . 

ざったが、 まんまと 裏 を か」 れた上 は …… 。  一 

池 ゆ 3  (思 入れあって〕 うむ、 では 福永樣 に は 彼女 をば…； 

福 永 いや、 實は 親友の 間柄と なつ て 見れば かくす は 却つ 一 

て 隔てと 相-おる ゆ ゑ、 何事 も 包まず 申す が、 拙者 實はぁ 

れ なるお かの 殿 を 執心、 また 娘の 親父 河 野 殿 も 小身 者の 

庄五郎 との 解約 は 破棄い たし て も：：： K 非に K ひ 受け て吳れ 
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い との p;sr 何とか 贵殿 にも 良策 は ござる ま い か。 

S 左様で ございまし たか。 では、 寧 そ 斯様な 手段 を も 

つて …… (と、 .pt 元に"^、 さ) 武道に 事寄せ、 耻面か k せ、 

その上に て. K 五郎め を …… 。 

福 永 うむ、 成程 それ はよ い 分別。 お 、 恰度 あれ へ 河 野 殿 

と 叔父が まゐ つた。 (と、 ヒ 手，^ 見て〕 今度 こそ は、 萬 事 

手ぬ かりのない やうに 打合せて …… 。 

それが よろしう 御 います。 

(と、 の 時、 上手.^ リ重役 笠 isi 主腊、 おかの の ハ乂河 

K 山ハ 「恥 出て 來 ろ。〕 

S お- -忠 之丞、 これに 居った か。 

ii 永 たに 今、 池邊 氏と 親交 を 誓うて 何 かの 打合せ， 叔父 

上 にも 今後 これなる 小 藤 太 ど の を庄 五郎め に 代 へて お K 

立ての 程賴み 人り ます。 

0 その 儀 は 某が 何事 も 心 居る わい。 

B 何分よ ろしう …… 。へと、 かしこまる) 

S はて、 末 |g 母し い 小； iH< どの、 今 曰より 後 は 何 かに 

つ け て 忠之丞 の 語り 相手と な つてお やり 下され。 

河 野 それ はさて、 意外なる は 素人の 礎に 庄 五郎め が惡く 

据わった 辑 度胸、 これで は 却って 彼れ の 勝 娘に 愛 

想 をつ かさす やう、 何とかよ い 手段 を 御 思案 下さる ま 

いか。 


11 永 いや、 その P なれば、 た ビ今小 藤 太 どのが 天晴れお 

案、 一 寸ぉ耳 をお 貸し 下されい。 な、 な、 …… (と、 河 

野と 叔父に „JE き ) 何ん と 名案で は ノ 」 ざる まい か。 

笠 原 なる ほ， と、 »1 藝には 多少の 心 ST があって も • 武道に 

かけ て ill。 

河 15 恐らく これ は h 分別。 お 、恰度 も 架て た 探子ぢ や。 

(と、 この i^、 一  厥 一 c£ く 拍手 ffii る。) 

0 永 ぇ&、 忌 々しい あの もて やう は ： … 。 

S. はて、 間 もな う 殿のお 渡り ぢゃ。 今 こそ は 不覺を 

le^ るまい ぞ。 

福 永 萬 事 は 心 て をり ます。 

(と、 原 は 河 i^LL 何 か頻リ LL さ、 やく。 モ、 一へ 主人 

役の 常^ 輕 藩主 岩 松 信 寧 侯、 32* 方悅子 夫人、 丼と 

して 松 平 大和 侯、 同 奥方 氣： f 夫人、 ， ^案内して 出て 來 

リ 上段の 間、 終の 上 LLr- ろしく 着 股。 水の K とし 

て 笠 原キ： 腊、 河 if 六郎、 添 右衛門、 刀 島 五^ 左衞 

門、 近侍 若侍 等. Ki -。 また 松 平 側の 人々 として； i 永 巾 ^ 

太夫、 忠 之？^ 親子，^ 初め 早 川 左 巾、 主 水、 春 B 惣 

右 衞門等 重臣の © 々附 き從 ひ、 左右に Dls:^ れて 順次 席 

につく。 

その他 中老、 お 側、 小娃、 侍女 等 大勢 i ろしく 晚-問 に 

侍ろ。) 
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津輕 誰 ぞ簾を 捲け。 一： 大 く 晴れ渡って、 暗雲 その 影 を 

. ^さめた ろ 今お の 明： M;、 何の 御 "ござらね ど、 ゆる 

りと ：默 過され たい。 

松 平 いやく、 江戸 兄： の 余が 邸な どと は事替 つて、 萬 

づ 風流 を 好まる 、 ド： sl^ の 月 兑の©、 今に 初め ぬ ことで 

は あるが、 柳 鳥の；^ 物 何 一 つと して 秋の 心 を ® り 立てぬ 

ものと て はなく、 大和 殆んど 滿悅に 存じ 申す。 

良 殊に 今 は、 森庄 五郎と やらが 優に やさしい の 調 

ベ、 n: 觅の： S を きまして 殆んど 感心いた しました。 武 

邊に 似合 はぬ W 流の 嗜 みは、 奥床しく も、 また 羡 ましく、 

まこと 入の 心 を 和げ る に は 遊藝に 如く もの はない と、 耻 

かしながら 初め て 感じ入りました。 

悅子 これ はまた、 思 ひも かけぬ お褒めのお 言葉、 よしな 

い 事が 興 を 添へ て、 存じ よらぬ 而 =r を 施しました。 さァ、 

お 姉上 ST これから は打宽 ろいで …： 。 

m0 何 はなく とも 心の ま、 に、 月 を li!? の 無禮講 …… 軍役 

の 面々 も遠齒 なう 過され い 。 

松 平 さらば 早速に 戴 いたす。 (と、 盃に 酌，^ 受けて 吞み) 

時に、 森庄五 郞は 如何いた した。 身が 一 獻逍 はしたい が 


S いや、 庄 五郎 は 未だ 小身 者、 か k るお 席へ は 恐れ 

多う.、 」 ざり ますれば  。 


松 平 いやく、 それ は 苦しうな い。 何事 も 無 ，1 講と、 只 

今 信 寧 殿の 仰せ 出され ぢゃ。 

津輕 うむ、 折角のお 言葉 ぢゃ。 主隨、 庄五郞 を これへ 呼 

んで遣 はせ。 

笠 原 では ござります るが、 庄. ュ郎は  。 

津輕 はて 苦しうな いと 申す に。 (と、 河醉 Li 向 ひ) あ. -河 

野 六郎、 其方の 娘 かのと. 圧 五郎 は豫て 婚約の 中と 聞いた 

が、 それならば 其方の #t も 同然で はない か。 早く これへ 

呼んで やれ。 

河 I- いえ、 恐れながら …… その 儀 は、 未だ、 確と 左樣な 

譯 では …… (と、 まひ 迪 る) 

悅子 かの、 そち 早う まゐ つて、 庄 五郎に 殿のお 召し ぢゃ 

と傳 へて やった がよ い。 

かの はい、 畏まりました。 

(と、 おかの は 喜 •  ひ 急 ざ 入る" 福永忠 太夫 は 枠の 忠之 

1^ と 額，， 見合 ぜ、 苦々 し告思 人れ あって。) 

忠 太夫 なんの こと ぢゃ。 今. 宵-の 月見 は、 まるで 森庄 五郎 

の 游藝で 持ち切り ぢ やが、 如何に 太平の 世の中で も 武士 

たる もの は、 遊藝 では 食祿 を項敦 いたす 譯に はま ゐり ま 

河|^ これ は 福 永 殿の 仰せの 通り、 今時の 若い もの は 得て 

武 S を 嫌 ひ 、 柔弱な 藝人 の 眞 似な ど を 致し たが る 輩が 多 


528 


友 'If  a: 获 


ぅノ /さるが 、 小身 者の 癖に 庄 五郎な ども 闲 つ たもの で ノ J 一 

ざり まする て。  •  一 

律輕 いや、 六郎、 然 ぅ手践 しく 申すな。 ー藝に 達する 者 

は 萬 能に 通ず と 申し て 、 長唄で も庄 五 ほ どに 出 來れば 一 

また 何ん ぞの爲 め になる であらう ぞ。  一 

(と、 そこへ 森 皮 五郎に 恐る/ \ 出 て來て 平伏. Y ろ。 一 

おかの は 後に ついて 出ろ。) 

津輕 ぉト圧 五郎、 御苦勞 であった。 今日の 變 宴に は 相應： 

はしい 月見の 曲、 江戸 見 坂 殿 も 殊の外の お喜びで、 余 も 一 

こんな 嬉し い - J と はな い 。  一 

庄五郞 その 仰せで は耻ぢ 入ります。  j 

松 平 いや、 然 うでない。、 其方の 長 は、 じ藝 人の 巧み 一 

を II れて、 武骨の 武士の いたす ところに 一種の 風格が あ 一 

つて 面白かった。  二 

庄五^ 然ぅ お褒めのお 言葉 を 頂戴いた しまして は、 適々 一 

赤面の 至りで. V 」 ざ い ます。 重役の 方々 の 折角の 仰せ 否み 一 

がた く 拙い 藝 にお 耳を據 しました る」： w は、 幾重に もお 詫 一 

び を 申 上げます。  一 

早 川 兩 家の 殿が 格外なる お褒め 言葉 を 下されても、 寸毫： 

の 自慢 氣な いのみ ならず。  一 

甲 3 却って 身 を耻ぢ 赤面いた すと、 飽 まで 謙譲 を 旨と す 一 

る庄 五， 郎 殿の 態度 こそ は。  J 


春 B まことに 武士の 生きた る 手本と、 お供 ゆるされし 家 一 

中の われ/ \。  一 

皆 々 一 同感 服 仕 つて ござります。  一 

松 平 遠 な フ、 も そっと 近う す \ め 。 身が 盃を遣 は し た 

、 0 

庄五郞 は X ッ、 お流れ _杰 なく 頂戴 仕ります。 

(と、 ！^. ^受けて 飮 む。) 

こま 一 

悅子 これ、 庄 五郎と やら、 問き ますと ころ 唄の 節 は 細い j 

ところまで 坂 田 仙 四郎の 三.^: 線に 能く 合うて ゐるゃ うぢ 一 

やが、 餘程 年少から 習ひ覺 えました か-  ： 

庄 五郎 は い 、 恐れ入ります" 生來藝 事 は 何に い たせ 嫌 ひ _ 

では ござり ませぬ が、 師匠に つき ましたの は 中年から、 一 

つい 兩 三年 ほどに ございます。 

悅子 生れつき 一 3fT4 れた 才能と は 云 ひながら、 それ はま ァ 1 

器用な ことで ノ  /さるな う 。 

貞子 して 幼少の 時分に は、 まるで 致した ことはなかった 一 

力  . 

庄 五節 奥方 さまの そのお 尋ねで は秘 され ませぬ が、 】J» は 一 

拙者め は 早くより 兩 親に 死別れ、 老婆 一 人の 手に 育ち ま 一 

したの で、 絲道 だけ は 七 八つより 聞き 覺 えに 聞い て 居り 

ました。 斯く 申せば 武家に 育つ て 優柔 極まる 藝 事に のみ 

身 を 人れ たやう で耻ぢ 入ります が、 有樣は その 一 人の 老 
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婆が 老いの 心 を 慰め の 爲め に 習 ひ覺ぇ ていたし ました 

業、 今 B はからずもお 役に立ちました は、 是も 育ての親 

の 老婆が 情け、 嘸 飛 立つ ほどに 喜んで 吳れ るで あらう と 

思 はず 不© の淚を 流しました。 

悅子 なべての 藝事 は、 その 隨 しい 心根から こそ、 淸 水の 

やうに も Jffl き 出づる もの と は 間き ましたが、 か 、 る 孝心 

深い 御家來 をお 持ち 遊ばされ たは、 逮輕の 御 藩のお 幸せ 

とお^ま しう 存じます。 

良 子 それにつ けても、 庄 五郎と 許嫁に なって ゐる河 野の 

娘 かの は、 藩 中 一の 幸せ 者な り羡 み- f の、 これ、 かの、 

今 n は 特に そなたに 喜び を 言 ひ ます ぞ。 

かの あれ、 奥方 さま …… (と、 恥し さう に 仰向いて) 恐 

れ人 りました。 

忠 太夫 (.Bi 欠 仲ん 鳴みながら) いやはや、 長々 しい 庄五 

が 長 1； の E 山來 話で、 われら 武骨 一 べんの 武士 は、 

殆んど 足に 瑰れ を覺ぇ 申した。 河 野 殿、 なに か 面白い お 

他し は ノ  /さる まい かな。 

河 いや、 これ は 御尤も 千 の ™^、 はてお 客 if. 方の 爲に 

何ん ぞ 面白い お催し は …： (と、 笠 原 主 膳に 向って、 氣 

味 合 ひに て 知らせる。 笠 原 はうな づく) 

0 しかしながら 父上、 然う 一 陶に物 を 仰せられる も 

ので は ござらぬ。 拙者 思 ふに、 森 氏 も あれほどに 遊藝の 


お心得が あるから は、 武藝 にかけ て も 必ず 腕に お心得が 

あるに 相違.. >  /さります ま い 。 

河 野 お \ これ は 能い ところへ ぉ氣 がっかれ たべと、 E わ は 

ず 膝.^ す k める 態て〕 庄五郞 儀、 百 石の 小身 者と は 云 ひ 

ながら、 御前に 於て 遊藝の み をお 聽きに 入れました のみ 

では、 成程 これ は耻 入る 儀で ございます。 願 はく は 武士 

の 持 前、 武藝を 御覧に 人れ たらば 如何の 儀で ございませ 

、ヮ か。 (と、 意,. 含 まぜる) 

笠 原 成程、 河 野 殿の 御 進言 面白い。 (と、 態と 膝ん、 た V さ) 

就いてはお 客樣 のお 供に ま ゐられ た 方 々の 中で は、 恰度 

年頃と 云 ひ 格 服と 申し、 福 永忠 之：. ポーなら ば コリャ 似合 ひ 

の 立 合 ひと 存ず るが、 忠 之丞、 その 方 は 試合に 立つ 所存 

はな、 力 

忠之 1^ 叔父 上の 仰せと 申し、 相手が 森. 圧 五.？ § 殿と あらば 

不肖 忠さ^ 望んでも 此の 試合 仕りた う 存じます。 

笠 原 只今お 聞きに 達した 通りの 仕宜、 忠之. 水 一と 庄五郞 が 

立 合 ひの 儀、 お慰みに も賴 成り ませう かと 存じます が、 

御 賢慮 如何に..、 /さり ま せう。 

津輕 ィャ、 それ は 至極 面白さ うぢ やが、 身よりも 江戶見 

坂 殿のお 考へは …； 。 

松 平 それ は 却って 宜しから うと 存じます。 津輕藩 も 松 平 

f 云 は r 一 家の 間柄， 從 つて 兩 藩の 家 來は兄 S も； II 然、 
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武藝を 練る に は ：ホ. 極 Jra 白 い 相手で，、 - /さらう。 

笠 原 殿の 仰せ、 忠之1^^^1ば】ぃたせ。 庄 五郎、 その 方 も 勿 

論 異存 は あるまい な。 

^0 ィャ、 その 儀 は 平に …； 何卒 御免し を 願 はしう 存 

じます。 

河 (St ん勵 まして) コ レサ、 それ は 不可ん、 遊 藝 ばか 

りで 武醒 がなければ 富家の 耻、 外 £^ で ござる。 武門に 生 

れ てこれ を辭. おいた すな どと 一生の 耻 と 相 成る ぞ。 さ 

ッ 上意 ぢ や 、 1^ 急 い で 支度 をな さ い 。 

庄五郞 (心 Li 覺 Iw,^ してうな づ咅) はッ、 では 何 ¥>: 

： 、 承知いた しました。 

笠 原 此の 勝負の 赛判役 は、 森庄 五郎の 親友と 間き 及ぶ 池 

邊小 i: 太に 仰せ付け るぞ。 

恐れながら 斯る 晴れ の 場所の"！^ 判 役 を 拙者 如き 小身 

者に。 

笠 原 jlT; 慮に 及ばぬ、 負 は 時の 拍子と 申せば、 機に 應じ 

さ" 

て 誤りな く  判 を 致せ。 

池 ゆ； 一 (氣味 合 ひに て」 委細. A はりました。 

(と、 雙方^ 支度， かする 間に、 a 侍の ものが 木劍 など 

if ひ夾- ろ。 廣 間に 居 iJ 組ん てね.. パ人 々 は 左右に 片寄って 

試合の！！ 席ん 廣く すろ やうに 拖ん. 改める。〕 

(やがて 支度ん 整へ た忠之 1^ と 五 IS と は、 恭々 しく 


上^の 間-,: 向って 1 禮ん、 し、 互 ひに 太刀先 きん.. 合. fJ ズ 

立 上ろ。) 

忠之 1^ 隙が あったら 遠慮なく 打 込んで ま ゐれ。 

五^ 御免 を …… いざ！ 

( と , 雙方 劇しく 一 一 n; 合. がリ 介って 5(-之^^1 が， ひ よく 

ャァ少 と かけて 上 K -卜構 へ ると 庄 五郎 はヒ タリと 

正^に つける。 や、 |n く 睨み合 ひの 後、 再び 劇しく 和 

搏っ。 忠之 承の 太刀先き が 一寸 鈍って、 iijflig の^い 

打 込みが 一 載の 下に 相手の 木 劍ん柄 元から た、 告^さ 

うとした^、  i 带判 役の 池 が 矢 底に， 碑ん 掛 る。) 

池 侍った！ 

庄五^ 小 藤 太、 何の 爲 めに 隙 を 入れた。 試合の i 立て 

い た せ ば 審判役と は 云 はさ ぬぞ。 

$ 裕の統 が ゆるんだ から ぢゃ。 

河 K アイ ャ、 庄：. fj 郎、 審判に，； i つての 文 言 は 見^しい 

ぞ。 ； t 妙に 勝負せ い。 

庄五^ はッ。 (と、 ま.； いも 劇しく 打； ^一む ) 

(t. 一方 搫ち合 ふ 間、 始^ 池 逸 は忠之 の V おめ .^i^ 

が 不利の 位 IgLi 立つ やうに 邪 2^ 立てす る。 „IJ の樣ん 

て. Q; いおかの は、 見 ろ ei に S はず 立 上って、 ^に 勝 

K が 極まらう とした 瞬間、 平 骨の 女 1^1^ もって 矢 庭-. i 

池？^〕 ん .51 し、 反 對に福 永 S-i 之 の！ 先き も；： リ，^ 打ら 
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摒 ゑた の て、 、/ ッと 思ふ陈 乘 じて 森 ffi 五^ は 逸早く 

勝，. 利す ろ。) 

笠 原 い、 や、 只今の 試合 忠之丞 が 負け を収 つたので は ご 

ざらん。 彼の 如く E 合 ひから 邪魔に 出た 女の 爲 めに、 庄 

五郎 は 5 〔はず 隙 を ねら つ て打据 ゑた ので /さる ぞ、 審判 

役、 なんと した。 

00 まことに 恐れ入りました。 

笠 原 いや、 恐れ入りました ではない。 (と、 怒リ ながら) 

今の 立 合 ひ は 勝れに は 相 成らぬ ぞ。 

松 平 、病 -1 の 油，^ g_IL わら はし) まことに 卞 ir が 申す 通 

りぢ や。 かのと やら 女が、 血 f: うて 邪魔立て いたし 

まけ  ひ ss 

たばかり に 忠之丞 が 敗を収 つたと 見た は 僻目 力。 

津輕 これ、 河 野、 何故 邪魔 を 人れ た 娘 を N ら ぬぞ。 そち 

に 任せる、 確と. けい。 

河 ii はッ、 何とも 恐れ入りました。 コリャ かの、 これへ 

ま ノれ。 何 を 睛躇、 うこれ へま ゐら ぬか。 

かの はい …… (と、 膝，^-す、め涙か 一 ば ぃ_しためて、 恨 

めしげ LL 父の 額ん 兄 上げろ) 

河 ij これ、 今日の., 乂合ひ はお 客樣 のお 供 仕る 御 重役 福 永 

お 太夫 殿御 子. と當 家の 家 來森庄 五郎との 大切な 試合" 

何んで 邪魔 を 入れた。 殊に 其方 は 女の 身の上、 お 目障り 

になって 御 不興 辛.： €、 恐れ入った 係で ある ぞ。 さッ、 返 


一 

答いた せ、 何故 邪魔 を 入れた？ 

かの 今日のお 立 合 ひに 邪魔 を 入れました は、 江戶 見坂樣 

のお s、 また 御當 家の 御爲、 延いては 忠之 丞と庄 五郎 兩 

人 の 爲と心 S£ まして 邪魔 を 入れ ましたに 相違.， >  /さり ま せ 

ん。 が、 興 をお 醒 まし 申した 儀 は 幾重に もお ひ 仕り ま 

す。 

河§^ なに、 御兩 家： 採のお 爲と 心？ お、 また 兩 入の 爲に^ 魔 

を 入れた と V  

かの はい、 忠之丞 が 角.： け を 取ります と江戶 見坂樣 の御耻 

厚に なり、 また. 圧 五郎が 後れ を収 ります と 御 當家樣 の お 

耻に相 成り ませう かと 存じます。 御緣 合のお 間柄で、 奥 

方樣は どちら に 勝 を联ら せようと カロす , J とも 出 來ぬゃ 

うな 場 含 に 迫り、 御 心 配 で あら せられ ませう と 心？ お 、 

また 御兩. ひ に <ぉ け 勝 も の 造 恨が 殘らぬ やう に 、 邪魔 

を 入れ ましたに 相違. こざいません。 

0 かの、 只今 承 はれば. ー應は 尤も ぢゃ。 が、 左樣な 

れば 何故 森庄 五郎の 方 を 打たぬ。 今日お 客來 のお 供 を 仰 

せ 付けられて まゐ つた 忠之丞 を なぜ 打つ た。 

かの (サ： £ ついた 調子) 左樣で ござります。 元よりお 客 機 

のお 供の 方 を 打ちまして は相濟 みません が、 主 膳樣、 あ 

なた も 御 役なら ばお 目が"、 」 ざり ませう。 審判役の 池邊 

小 藤 太が 何 かの 拍子に は庄 五郎に 向って K ります のと， 
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また 一 つに は庄 五郎 は 餘程劍 術に は 心得が あると 見えて 

聊か の 隙 も ノ  /さ い ま せんので、 是非な く 忠之丞 を 打 つ て 

§ の 邪魔 を い たしました 俊に..、 /さります。 

忠 太夫 では： ib 忠之丞 は 隙 だらけであった と で も 申す の 

力 

かの い、 え、 左樣 では ございません。 が、 女の手で 打た 

れた ところ を 見 ますれば 聊か 隙が あつたの かと も 存じら 

れ ます。 

池 逸 その上 審判役に、 何 か 不正が あつたと でも 申される 

のか。 

か，：. い、 え、 その 儀 も. S. すので は ござり ませぬ。 が、 私 

の 申す ことが f; と 思 召す なれば、 いづれ も樣の お 目通り 

に て 、 忠之丞 でも 小 藤 太で も 私と 長刀の 立 合 ひ を 仰せ 付 

け 下されば、 何より 分明と 存じ あげます。 

松 平 いや、 それに は 及ばぬ。 何事 も 相 わかった 。一： と、 思 

人れ わって J はて、 女ながら かの は 立派な も の ぢ や 、 年 

も ゆかぬ に 感服いた した。 河 ハ郎、 其方 はよ い 娘 を も 

つて 幸せ 者、 庄 五郎と は 似合 ひの 夫婦 ぢゃ。 心せぬ と 葛 

が g を 生 んだ などと 世間の 口の端に か、 らう ぞょ。 は 

河 野 恐れ入りました。 

良 子 妾 も 大抵 案じた ことではなかった が、 かの、 兩 家の 


爲、 兩 人の 爲に 能う 邪魔 を 入れて 吳れ ました。 い： つれ. 接 

P 、を 遣 はさう ぞょ。 

かの そのお 言葉で は 恐れ入ります。 

津輕 これで、 何 W もな く H 出度う 納まった。 あれ、 折 か 

ら 明月 も 高く 中天に か 、 つ たさうな。 比の 上 は 庭- 2： の HI 

阿に 座を替 へて……。 

松 平 心 ゆく ま \ に 談笑す る も 亦 一 興ぢ や。 皆 も來ぃ …… 

(と、 森ん 溫颜 l: て 見返りながら) 庄 五郎、 其方 もま ゐ 

f し 0 

庄 玉！ i は、 ッ、 お供 仕る で ござり ませう。 

(と、 笠 原 主 勝、 福 永 a 子等 は 一寸 痛に. おろ 思 入れ LL 

て 目. はす。 松 平、 輕兩 家の 夫^ は 徐んに 立 上つ 

て 奥へ 入る。 皆々 思 人れ、 此の 模樣. ^るし く。) 

—— 幕 11 

返 し 

第二 場 本 所 錦 糸 堀 道端 

前面 は 錦 糸 堀て、 岸 はや 上 ng 目 LL 往来に なリ 居り、 花 

道.， <リ 上手に つ 5/ く  一  tS ゎリ。 .H 手の 如くな リ なる。 

向 ふ 背景 に は、 尾 敷 窓 ん 漏れて 仄か に 灯火. が 見え ろ . 

、 、れは 祀伊守 屋敷て、 それ ， ^離れ ろと 二 軒 御家人 衆 (！ t 

井 正 1:5、 古小路 数右衞 門) の 軒先 告が 1^ んて 見える。 
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門口に は 出入り ぁリ。 夜更けて. Q るが， t 井 正 司ち に は 

客 わりと 见え、 門口 は その 儘燈 火が 洩れて 缔 切つ て は 

ない のて あろ" 

上手 fs ろし，. V, も；： りに 太，.,.、 な 柳の. 5"; 木、 そ、、 に^ 飩屋 

が 荷 1 か S い て ねろ。 その 前 Li 文って 二人 G 仲間が 話し 

ながら5|^|:ん食ってねる。 組 ^接 は 観り に，， か塌 つて 

ねる。 

森の 下 それ. ちゃ ァ、 おぬし も ホ： 人のお 迎 ひか。 

.H 村の 屮 SI 然 うよ、 おいらの 且那は K ふが 好きでの、 あそ 

この 御家人 衆の 家 へ 來 ちゃ ァ 夜明けまで は 時 知らず さ。 

、 -れ から 冬になる と耐ら ねえ やつよ。 

森の 下男 然 うか 御苦勞 だな。 おいら は 又 柳- 35 の 堵輕樣 の 

お 下 3^- 敷まで 行か なきや ァ ならね え。 おい、 とッ さん、 

も-つ i ばいだ。 

§M へ い、 かしこまりました。 

村の 中 間 (食 ひ 終って) おい、 勘定 はこ. -へ 置く よ。 

(と、 森の下3?^」向ひ) お 先き へ あばよ。 

(と、 山村の. B. 間 は^ 灯.， ^さげて 欧 つて、 向 ふ 尾 敷の 

游リ l^si けて 入って 了 ふ。 下手から 按摩の 笛が 聞え、 

直ぐ 一 人の子 按. 松が 鰛^ 屋臺に 杖ん 突當 てろ。) 

ffiJI 屋 おい、 おい、 小 as、  I： を 開いて 歩かね え か、 屋臺 

へ 突き 當る 奴が あるかい C 


i おいらが 盲目と いふ 事に 氣 がっかね えと は、 あんま 

， , 、 おや ぢ 

りう どんな 老爺 だな。 ( と >  通リ 過お、 て 笛 ん.. 吹く ) 

fi0  鬼の 癖に 生ぎ きなこと を 云って やが る。 

森の 下 BJ^ 眼の 利かね ぇ替 りに、 口の 方で 塊め 合せ をつ け 

て やが るんだ。 おい、 こ. -へ 置く よ-.' 

饈飩屋 へ い、 有難う ござい。 ぢゃァ 大切に …… (大 さな 

聲て) うどん！ うどん！ 

森の 下男 秋の {"4f た。 また、 ぼつく やって 來ゃァ がった。 

(と、 ii 飩屋が 上手へ かつ ざ 去った 後、 森の 下 ef- は n 

語ち つ、 下手へ 行き か、 ろ。) 

(花道 か ら福永 忠之丞 出て 來 ろ 。 萌轴 の 長 合羽に 柄 代な 

ん< 掛けた. K 小、 宗十^ 頭巾，^ 目 .深に 冠って.， i 蛇の目の 

傘， ケ さして 行き 過 ざ 鹉 G 紋の 提灯ん 見乂 森の 下男，， ^呼 

び 止める C) 

つまが 

忠 之ーポ , .- れく 小者、 氣の 秦 ながら そ 、 J へ 脫 げた 爪 掛け 

を かけて 吳 れんか。 - 

森の 下男 へい、 へい、 畏まりました。 C と、 直して やろ し 

忠之 思 ひがけない 事 を賴ん だ、 これ は少 いが ー収 つて S 

け。 (と、 二 来. はか リ與 へる」 

森の 下男 どちらのお 一 M 役樣か 存じません が、 こんなに 頂 

戴いた しまして は …… 。 

忠. Nl^ な ァに構 はぬ 展っ て資 け、 その 提灯の 紋は 鶴の 丸 
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だが … … もしゃ 森 庄：， fl 郎の 小者で はない か。 

森の 下男 へい、 その 森庄 五郎の 家 來傳驗 と 申します。 旦 

那樣は 御存じで ；… 。 

忠之丞 知って ゐる とも、 森と は 同じ 藩に 勤める もの だ。 

もう 追ッ 付け 歸る 笞 だ 。 

森の 下男 左 (f. でございます か。 實は 今夜 は 都 一 濱 さんと 

云 ふ 一 中 節のお 師匠さん から、 急ぎの 書面 を ：•：• へ 、 \ 

へ、 なァ に、 別に 大した 用事 ぢ や ァ なさ 、 うで :> /さ い ま 

すがね。 

忠 之：^ 然 うか、 も、 つ 間もなく これへ 見える 害 だ。 これ こ 

れ、 その 赤 合羽と 笠 を 一 寸 貸せ。 

森の 下男 へい …… どう 遊ばす？ 

忠之丞 實 はナ、 これへ 森が まゐ ると 拙者が 責樣 のつ もり 

で迎 ひに 出てから かふの だ、 は W k。 

森の 下男 惡ぃ 洒落 をなさい ますな、 へ- - V 乂。 

(と、 下男が 捨鎏詞 二る しく、 忠之 l^LL 投 灯，^ 持って 

p!; ひ、 赤 合羽，^ 脫 いだと： ろ， -、 突如 唇 先から 拔ゃ切 

りに 斬り 下げる、 忠之 一が は 懐中から 面.^ 引出し、 死 

骸，^ 片付け、 裏 頭齒の 下駄， や 脫ぶ、 繁て 、下男-しなり 澄 

ます。 花道から パ タ くと 池； IL! 小 藤 太が 幸り 來る。 雨 

や- - あがり 薄叫リ になる。) 

忠之丞 お、 池邊氏 か" (と、 袖-しかくした 提灯ん 磨す) 


小 藤 太 いつの 問に …； 變ったぉf5:J^ …… (と、 tsH る) 

忠之1^^ 只今 此の 場で …… (と、 耳元に 攝き 件の 聿 面，. 5.- 渡 

し) して、 皮 五， おめ は？ 

小 藤 太 ぉッ つけこれ へ… . さッ お忍び 召され。 

(と、 巾 ^ 之 承， は 上手の 柳の 陷へ かくれろ J) 

(Is じく 花；！？ t リ森庄 一力：^ や V 醉態に 出て 來る" 小 藤 

太 は、、 れ，^ 迎へ ろ やう-」 小 M リ— て It ,^ かける。) 

小 藤 太 お  >  てれ へ まゐ つた は 矢張り 森で あつ たか。 

庄：. f!^ 然ぅ云 ふお ぬし は ……- つむ、 池 邊小藤 太. たな。 こ 

れ 池邊、 今日の 贵樣の 審判役 は あれ はなんだ？ 賫樣は 

卑怯な 奴た な： 

小 藤 太 いや、 それにつ いて、 おれ は； 一 H . お ぬ し に 詫 を 

しなければ 濟 まない と 思って ゐた。 何しろ、 相手 は- m 役 

の 甥で はあり、 お客様の お供の こと、 いやはや、 飛んだ 

役目 を 仰せ付かって 迷惑した よ。 

庄五郞 しかし、 俺 はまた、 親友の 贵樣 がなん であん なに 

おどく して、 相手に f お 慮す るの か譯 がわから なんだ。 

貴 機 も 矢張りへ つら ひ 武士 だな。 iKi に はどう かする と 

小さい 時から その 卑怯な 根性が あつ ていかん。 

小 藤 太 いや、 そこ だ、 然ぅ  一 il に 俺 を M めないで …… ま 

つたく 俺 は tlit が 弱い ので… . あんな 場合に は、 すッ かり 

氣 負けが して 了 ふ 性質 だ。 それ は、 俺が 審判と して 惡か 
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つたこと は 知って ゐる。 知って はゐ るが …； 。 

芘五^ は. "、、、何しろお ぬし は顿 母し くない 朋友 だよ。 

(と、 語りながら 二人 は 爪先 ヒリに 花道から 本 ||臺 へ 

か、 る。 同^に 上手 i リ： 屮 1§ の 女 肺 匠邵ー 濱、， 暇講 

の： i りと いふ 風、 ？ g 間 和 八 は 傘， ^さしかけ ヤらー に 

出て 來 る。) 

ねえ、 若師 J^、 ー濱 さん、 今夜 はもう 遲 いんだから、 

n 丁く E1 つ た 方が ようがす ぜ。 また あした 阿 母さんが 八签 

しいから ねえ。 

一 M 厭です よ、 あたし ゃ<2 どうで も 庄五郞 さまに 會は 

なきや ァ . 渡た つ て .s^ つ かれ や ァ しな い んだ からね え。 

だと 云って、 森の n: 那だ つて、 柳 島のお 下； g 敷に お 

いでな さるんだ から、 なん ぼ 今日は の順講 にお 見えな 

さらね えから ッ て、 それ ァ お前さんが 無理と 云 ふ もの だ 

よ 0 

S だからお 更け、… 夜が 明けた ッて構 やしない。 あ 

たし の 方から ぉ迎ひ に 行 くんだ ァ ねえ。 

和 八 m 談ぢゃ ァ ねえ。 お前さんと 相合傘で 夜が 明けたら、 

^にあ か された やうな もん で さ。 

- 0 オヤ 和 八さん， 大きに まなかった ねえ。 あたし だ 

つ て、 すき 好んで お前さんなん ぞと 相合傘の 行 もした 

くないよ。 (と、 けつ ま. つく) 


和 八 ぉッ と、 あぶね え、 さ、 ぉ氣 をつ けなせえ。 

(と、 此の. t 月が 雲に かくれて、 再. ひ パラ （-と 雨 Li 

なる。 此の f お f、 福 永 忠之丞 は 柳の 木蔭から 提灯 * ャっ 

きつけて、 『へ い、 ぉ迎 ひ！』 と 云 ひさ ま、 下男と 见ぜ 

かけて 長い のん-引 拔 いて 斬 リかゝ る。) 

庄-; 恥 何者 だ！ (と、 飛. ひ 下って 檎 へる) 

小 藤 太 森！ 氣を 付けろ！ 

(と、 首 葉と は 反 對の心 持て、 小 藤 太 はこれ も 矢， MLi 

後ろて 引拔 いて. Q ろ。 これ. ><リ 先、 森 ffi 五^ li は、 見 

え かくれ に 三 四 人 面の 武士が： £5行 して 來て ねた。 そ 

れが 小一 i 太の 相圖て ー齊に 拔ぃズ か k ろ。 一 演と甜 八 

はこれ •！！• からん て §3 くさぐ.： r- 合 ふ。 二三 合する。 その 

雷、 御家人 53? 敷の 港リ から、 先き の 中間 投灯， ^もち 

て 出て、 つ いて 山村 半左衞 門火 女.^ わら はし- 此の 5;^ 

の 様子ん 凝と 見！ n はめろ。 小 藤 太 は 中間の 提灯，^ 突如 

切 一格す、 山村^^となって叫ぷ。 中間、 掘 Li 落 込む。) 

山村 夜更けの 往還に、 何事の〔！^^鬪- 一 人 を 相手に 此の 態 

は 意趣 か、 夜盜 か、 割下 水に 住む 旗下 山村 半左衞 £、 お 

助太刀い たす ぞ" 

(と、 多 5^ う 7 に 固まれた 森に 助勢して 劇しく 切リ せ^ぷ。 

庄五^ は 和 八に か. ははれ てね る  一 50 ん、 背後に して 柳の 

立 木，^ 小椅 LLrt- 構へ つ、 鬪 ふ。 池. に 仲 問の 投灯. ^切 
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リ サ^: す と 共 LL そ れ に 斬リ つ け う と す る 途 端 、 山 村 は 

彼の利腕.^-逆に取 つ て仲間の落ちた前面の錦糸1- へ 投 

げ：； f む。) 

永 は 加！ I- が 出た のに 驚ふヽ 下手 (中の 樯〕 の 方へ 5^ 

げ 去る。 他の 三 四 人の 覆面の 武士 も パラく と 姿.^ く 

らます。 /> 

山村 卑怯な 奴め。 (と、 逃 去る 後， ^見送りながら 刀， な 鞠 LL 

納め) お 武家に は どこも、 お 怪我はなかった か。 

庄五^ 御 助力に よって …… 幸 ひに 無事で ござった。 いや 

千 萬 K ふけない。 手前 は津輕 藩に て森庄 五郎と 云 ふ 小祿を 

食む 者、 御 尊名 だけ でも 承知 い たした う •> /さ い ます。 

山村 ィャ、 拙者 は 御 藩の 邸から 二つ 手前の 橫 町で 旗本 山 

村 半お i 門と 申す も の 、 以後 は 御 呢#^ に 願 ひたう.？ る。 

00 恐れ入ります。 いづれ お 敷へ 罷り出まして ぉ禮 

を 申 上げます。 

山村 いや、 態々 では 困ります て。 ちとお 隙の 節に は  。 

(と、 此の 時、 月 雲間ん 漏れ、 和 八が 這 ひながら 近づ 

いて £ 五 駆に 縫り つき。) 

初 八 お、 森の 旦那…… 助けて ：… 助けて 下さい。 

庄五^ は 和 八 か、 もう 怖る、 こと はない、 安心 

和 八 (口の 利け ない 態て) い、 え、 い \ え ぁッし ぢゃァ 


ございません …… せ、 せ、 せ、 先代 師； K の 一人；^ …… 。 

庄五^ ー濱 どの か。 (と、 愕きiJ^^,^见ilしなが 0 はて 

堀へ でも 落ちた ので は あるまい な。 

山村 (思 ひ 出して) これ は、 とんと 失念いた した。 先 5^ は 

手足 纏 ひと 存じた ゆ ゑ、 此の 門 內へ隱 し 中した。 (と、 1^ 

リ から 連れ出して) さあ、 確に お手渡し 申します るぞ。 

庄五^ お \ やつば りー濱 …… 。(と、 抱へ ろ) 

ー濱 庄 五郎 様、 あなた も 御 無事で …… こんな 給し いこと 

は ござん せん。 (と、 喜ぷ) 

山村 ゃッ、 (と、 氣 がっき〕 拙者の 家 來も顏 を 見せぬ。 (と、 

聲ん- わげ て) これ 彌助！ 彌 助！ 

中間 はい。 (と、 堀の 中から 延び わがろ) 

村 はて 何 1^ に 居る のぢ や。 

間 はい、 溝の 中に ります。 

村 なんの 態 だ。 

五^ 然ぅ 云へば 敵 も 確かに …… 。 

閬 彼奴 は 泳ぎが 出來 ると 見えて、 向 ふ 岸へ 這 上って 逃 

げ 失せました。 

庄 五^ え、、 措し いこと をして 了うた。 

(と、 ^も 《^ 光！， ijs して 見ろ。 此の 態. i ろしく。) 

— 幕 I 
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二 幕 目 女師 郤ー濱 (モ  i 

舞5^ は 乘物町 伏 見 とい ふ 一中 節の 女师 匠の ft 居。 下 一 

手前 の 方 に^?£竹 の 格乎 の 出窓 , その 處の 門の 出入 リ： 

て 入 リロ  LL なリ 居ろ。  一 

^吸 は 平 舞^の 敷、^ 面 は南蠻 更紗の 暖簾 U て 出 人 一 

リ。 正面の 上手に 緣起棚 あり、 よき 處に 三味線，^ 二 奪 

ほどかけ、 その他 飾附 すべて 一中 節の 女 師匠の 粹な 好： 

1^.-* ろしく。 

I 二 坪ば かりの iS! LL は 無造作 な 鉢植の 花、 植木な ど も 

リ。 緣側傳 ひに 障子，， ^ 建て 廻した 附屋鏖  -の 一間 

が 與^ 敷に なり る。 

平 舞^：龙 上 手寄リ に 長 4- 鉢 が ^ゑ て めリ、 柱に は 古い It 

^"つくりの 掛花 生に 櫻の 枝の 無造作な るん、 投げ込み、 

花見に 用 ひたらし い 目お など：； 巾しても ろ。 

昨 は 肝 一：： 年のお ニ；¥ 十五 n。 

叫く，. J 、^お 一一； 味 線の. &リ やすが 奥から 聞え て來 る。 

合の^;;^.,^幾度となく照さ直してねる。 

色 2^ えで、 うつろ ふ もの は 世の中の 一 I 。 ， 

一^ は 初： S 昵 とお 火鉢に 凭れて ね；^ が， 思 ひ 返して 人 


.vs^ 待つ 心て、 出窓の 處へ 行き 往來， ^見て IT く 一て、， へ 腰 

. ^かけて わたが、 また 焦れた やうな 思 ひ 入れて 綠 側の 

處へ 一" 火リ、 心 LI もな く 化.^ い •  ちり 初める。 奥 1g 敷か 

らは 手が 鳴る。 最初 ー濱が 返事，^ しなかった のて、 今 

度 はい.， */\ 劇しく 手 1.^ 鳴らす のが 開え ろ。 

1 濱 はいくつ (と、 返事.^ して 眩く やうに) まあ、 料理 

茶屋 へ でも 行き やしまい し、 蒼蠅 いねえ。 

(と、 繼 母のお 傳が 待ち 切れずに 子ん、 あけて 顔ん、 出 

ぉ傳 まァ、 誰も ゐ ない のか と 思 つたよ。 燜が つ い たら も 

う 一 つ 御馳走し てお 吳れ よ。 

ー濱 あら 阿 母さん、 そんな こと を …… 。 

ぉ傳 い  >  え 、濟 まない ねえ。 (と、 や、 皮肉〕 どれ、 つい 

たらこ ッち へお 吳れ。 

1 濱 いえ、 まだ 一 寸 ぬる さう ですから …… つ いたら 直ぐ 

おせん ちゃんに 持たせて やります。 

ぉ傳 なん ぼ商賫 でも、 時 嫌 はず 三味線ば かり： g: いてる 内 

弟子もう る さいね え。 

一 濱 でもお 稽古の 好きな 子に 小言 は 云 はれま せ ん か ら 

ね。 

ぉ傳 だッ て、 用の 手間 を缺 いちや ァ闲り もんだ よ。 

(と、 その ま 、 まか か くす。 ； 濱溜息 か つ. -V ヽ 待 入 
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かけて 見ろ。 花道から 搭閭和 八、 花見 歸リの 態、 手に 

さくら 餅の 土産，^ さげて 出 る。) 

和 八 はい、 ごめん …… (と、 直ぐ 格子，^ わけろ) 

二お あ、 おせんち やん、 どなた かお. ぉ樣 だよ。 

おぜん はい。 (と、 直ぐ 暖簾から 出ズ來 て) どなた？ (と、 

£1" 子.^ わけろ) 

和 八 へい。 こなた。 (と、 見て) ゃァ おせん 坊か、 いつ 見 

て も 魔 だな ァ 。 

おぜん 厭な 和 八さん、 まァぉ 上ん なさい よ …： ぉ師 さ 

ん、 和 八さん。 

一^ おや 和 八さん、 おいでなさい。  . 

和 八 師匠、 今 曰 は …： どうも. 1 無沙汰 をいた しました。 そ 

れ でも まァ、 いつ も 御 SS よく ッて 結構で げすな 。 

マ M ぃト え、 ところが 餘り i!i 構で もな いんだよ、 和 八 さ 

ん。 

和 八 と， 仰 有る と …： 何 か、 その、 御 自に卟 はない ッ 

てな ことで も  0 

ー濱 大有り さ。 お前さん らしく もない、 大抵 は 察して お 

吳れょ ：… これ さ。 

和 八 はてね、 …… と、 云って、 どう 已惚れ て もこつ ちが 師 

匠に 待 人 を かけられる 子 柄 ぢゃァ ごわ せんから ねえ。 

おぜん (茶ん，^ 出しながら) あら、 厭な 和 八さん、 お 門が 


ffs ひます ッ て. よ。 ほ. 1<  、。 

和 八 あは、  >->1、 ぁッ しも 先刻 然ぅ思 ふに ゃァ 忍った が 

ね。 (と、 が y と 手，， 少 打って 膝，^ 乘リ 出し) 師. 匠.、 今日は 

どうしても、 お前さんに 驕ッ s; はなく ッち ゃァ ならな 

い 亩報を もたらして 來 やした よ。 

おせん あら、 どんな こと を …： (と、 自分の 事 かの 如く 

喜ん て S はず 膝.^ 乘リ 出す) 

】濱 さァ、 おせんち やん、 お前 濟 まない が これ を 奥へ も 

つてって お 吳れ。 (と、 见て德 利.^ 出す) 

おぜん あらお 師. はさん、 あたしに も閱 かせて 下さいよ、 

お 師匠さん の 心 を 察して、 あたし だッ て 共に 待ち 焦れて 

ゐ たんです もの。 

ー濱 まァ、 何の こと だか まだ 解り もしない のに …… お^ 

を さます とまた 呵られ るから、 さッ そく もつ てッ てお aK 

れな。 

おせん まァ、 惜しい わ …… 和 八さん、 後でね。 

和 八 あいよ。 

(と、 おぜん 輕く 愛^.^. 见ぜ て奧へ 人ろ。 } 

ー濱 それ ぢゃァ お前さん、 どこかで お！ y にか、 ッた のか 

和 八 え、。 しかも、 さっき向.^^で ：：： まだ 逢 ひたての ほ 

やま 4 'さ。 


友!? 江获 
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1 濱 まァ そ. a な こと を 云って 羨まし がらせずに、 早く 話 

し て 聞か せ て お SK れな。 それ ぢ や ァ 矢張り お 花見に … … 。 

和 八 なァ に、 そんな 浮いた お 心から ぢゃァ ない。 け ふ は 

1  一 I 十五 0: で 梅 の 涙雨と いふ 日 だが、 朝から 近年に 

た い l^v^ し い 天氣、 あたし も 木場 の 農 客 に 連れられて 

俗な 人中へ 何も 商 W だと 思つ て 双 f マ- 佛 供養 まゐり e そ 

ちく ぼ じ 

の s{ あ つ て 、 木 母 寺の 門前で 、 ば ッ たり と出會 つ た の 

が |2  くお n にか 、らな い 森の 曰： 那。 

5 庄五郎 さま は、 女の人で もお 速れ 中し ちゃ ァ居 なか 

つた かえ。 . 

和 八 そんな どころ か、 去年の！ 5?^,l!i 居樣が 亡 なられた 忌 

服で 鈴 程お 力 を 落された 御樣 子、 月 代 はま だ 生えた ま \ 

剃り もな さらず、 看病 づ かれで お 體が惡 かった が、 漸く 

此 忌 も 明け て 、 氣も 晴れる か と 思 つ て 木 母 寺 へ お 詣り 

なさる との 話、 肺 匠、 あの 御 孝心^い 森 さま を 恨ん ぢゃ 

ァ お前さんが 惡 う..、 /さい ます ぜ • 

一 is それ ぢゃァ 浮いた お 心 もな く …； あたし はまた、 美 

しいお 許嫁の あのお かの 樣 とやら に 見 か へ られ たかと 思 

つて ：… 假 初めに も 恨んで ゐ たの は、 あたしが 淺ぃ心 か 

ら  五郎 さま、 どうぞ 勘忍し て 下さ い 。 

和 八 それにね、 師 E、 何 を 思った か、 あたしの 耳に 口 を 

寄せて 俺の ¥:5： 然な、 あの 小 藤 太め が 此の ごろで も 出 


入る かと  。 

ー濱 しッ、 靜^！にぉしょ，^ 今 S も 朝から 二人で 小 酒盛り 

さ 。(と、 目^て. S らぜ ろ) 

和 八 それ ぢゃ ァ繁々 お袋さん と …… (と、 ー濱 S ふ，^ 察 

して〕 肺； K、 お前 も 心の 休まる 時が あるまい。 先^の. g 

匠 都和屮 とも 云 はれる ほどの 後 添 へ が、 死んだ 跡の ふし 

だら は …… ねえ 肺 ほ、 あたし も 世 過ぎ； Jf- 過ぎに！ f 問 こそ 

して ゐ るが、 まだ 心まで は 腐らね えつ もり だ。 女の 細腕 

一本で、 あんなお 荷物 を： g へ てゐる お前さんが 不懲 でな 

ら ねえ。 (と、 思 はず 涙ん i 、ぼす〕 

一 濱 なんの 、 それでも 庄五郎 さまと い ふ 心の中で 命と 思 

ふ お 方 さ へし ッ かりさへ して ゐて 下さり や ァ 、 和 八さん 

あたし や 浮世の 苦勞 は苦勞 とも 思ゃァ しないよ。 (と、 > - 

れも誘 はれて 目頭， きながら 笑って 见ぜ る〕 

和 八 うむ、 それでこそ 女ながら も、 名人 和 中の 二 代 目ー 

濱、 何が あつ て も 奴： (道に 身 を 打 込んで 都の 琉派 を榮 えさ 

せて おくん なさい。 

ー濱 和 八さん、 お前の 心 は あたし や 嬉しい と 思って ゐる 

よ" 

ぉ倬 (.3; へから) なんだ ッて和 八さん が 見えた ッて  

(と、 醉ひ 加減て 出て 來リ〕 おや- 珍ら しい 和 八師； K 、花 

時の 風 は 妙に 吹 廻す ものだねえ。 
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^八 へ、、、、 どうも 敷居が 高く ッ て  阿 母さん、 い 

つもお 達者で 結構です ねえ。 花時と 云へば、 ぉッと 忘れ 

てゐ た。 (と、 土產 のさ くら 餅 か-出し) これ はほんの 手 土 

產 のしる しで …… 。 

お 傅 おや、 これ はさ くら 餅 かい。 お前さん 梅 若へ 行った 

ん だね、 これ は 有難う。 だが、 此のう ん氣に 餅なん か 食 

ベ たら もたれた 上 に 胸が 燒け てお あいにく だよ。 

和 八 へ い、 どぅも相：^：みません。 

ぉ傳 矢張り 先代 師 K の 一 人 娘に 食べ させようと 思 へば こ 

そ …… あたしなん ぞは、 どうせ 後 添への 穀 つぶし だから 

ねえ。 

和 A へ &&、 そんな 皮肉 を 有 仰ら れ ちゃ ァ 和 八八ム 甚だ 當 

惑の 態です よ、 阿 母さん。 

ぉ傳 いくらお 世辭 でも お前さんの やうな 年. ：},1S に 阿 母さん 

ッ て 云 はれる の は、 餘 まり ぞッ としない ねえ。 

おぜん (突如 奥から) あら、 且那、 御 m 談 をな すッ ちゃ 

ァ 厭です よ。 

(と、 おぜん 急 ざ 出て 來ろ。 池 邊小藤 太、 直ぐつ いて 

これ も 出て 來 る。：！ 

小 藤 太 は&、 k 、おせん はま だ 子供 だな ァ。 

ぉ傳 旦那、 こんな ものに 手 を 出す と 承知し ません よ。 

小 藤 太 いや、 串談 だ、 串談 だ、 (と、 和 八，^ 見て) お、 和 


八 か、 暫く 見なかった な。 

初 八 これ は 池邊の 旦那、 どうもお 久しう ございます。 い 

つもお 元氣 で。 

小 藤 太 ない もの は 金ば かり か、 は 1^  1"-。 

初 八 時に、 森の 日 ー那は 御機嫌よ ろしう-、 J ざ い ます か。 〔と、 

態と 白ば くれて M く) 

小 藤 太 それらの 處は、 此の 一 濱に閱 けばよ くわ かる 害 だ。 

ー濱 あら、 あんな こと を^ 仰って、 あなたが 御存じの 通 

り、 此の頃 はとん と 1- の 造です よ。 

ぉ傳 それ も 誰 を 恨む こと はな， い、 皆ん な お前さんが 意氣 

地がない からさ。 素人 ぢゃァ あるまい し、 @ 人が 二十に 

おいら  >1.:;ち 

もな つて、 そんな ことで いける もの か、 己なん ぞは 二十 

の 時 は 口： 那の四 五 人 もあった。 

小 藤 太 え？ 

お 傅 なに さ、 四 五 人 も 持つ 積り で、 あつたと 云 ふこと さ。 

はもり 

(と、 おぜん. „J /見て) なに を、 お. 1^ は 乎して 立って ゐる 

ん だね。 奥から 早くお 瞎 でも 持って おいでよ。 ねえ 旦那 

また こ、 で 一杯 飮 みます としませ うよ。 

(と、 おぜん は 取、 へ ii ん- 取りに 行く。) 

小 藤 太 いや、 實は俺 も、 森に は 折 入って 會 ひたいの だが 

引； 龍 つて ゐ るので 暫く 會 へない。 

和 八 へい、 左樣 でございます か。 いや、 二 本 指さんでも 


森： ぐら ゐ 柔和で 通な お 方 は たんと は 御座 い ま せんね、 

ねえ. g 匠、 藝人 など を 可愛が つ て 下さる 其樣子 て え の は 

ありま せんよ。 

小 5i 太 おい./ \、 俺の 前で そんな 面當 てが ましい こと は 

云 ふな。 お前 も 思った より は 皮肉で 口の 惡ぃ奴 だ。 口 塞 

fz 一-ま、 やらう C 

和 八 へい、 これ は、 どうも …… 持って 來 たついで に、 お 一 

せん 坊ぉ g を 一つ。  ， 

おぜん はい。 (と、 姚于ん手に取って^,」ぐ」 

和 八 おと W V 、矢張りお 酌 はいくつ になっても 若い 女 

の 子に 限り やすて。 は vkko 

お 傅 和 八さん。 こ、 に は 若い 女ば かりだから ねえ。 

和 八 ぉッ と、 また 失策 か。 は \ k  k。 

(と、 ぉ倬、 小 藤 太 i せ まひ Li^K し *K されて 酒. ^酌む と. 

こ，？ へ、 森 ffi: 九郎 門口へ 來 てお とづれ る。) 

皮 五郎 御免， •：：： ー濱は 在宅 か。 

5 はい。 (と、 ra さつけ て 急に 元氣 になり) おせんち や 

ん、 お 客樣 だよ。 (と、 思 はず 中腰に なろ〕 

おぜん お 客？ 5? …：： どなた.. ；… あ 、蛇 g 森 樣に違 ひな ： 

小 藤 太 なに 森が ：… ？  • 一 

おぜん (飛ん て 行き) まあ、 入ら ッ しゃい まし * お 師匠 一 


さん 、 森 .1. が … … 森樣が おいでな さ いました よ 。 

ー濱 ぇッ、 庄 五郎 さまが！ まあく 能くお 出で T さつ 

たねえ。 

ぉ傳 (デ nv と 见て) 他愛なく 騒ぎ立てる ばかりでなく 

…… ほんと にし ッ かりお しょ。 (と、 忽ち 手 * ゃ魏す やう に) 

おや、 入ら ッ しゃい まし、 誠に 御久 振りで ございます" 

まァ、 思 ひながら 御無沙汰 ばかり …… それに、 御隱 aris 

がお 逝れな さつてから は、 よい 氣 になって 御屋敷へ は .3 

られ ません ので、 濱と 毎日の やうに 然ぅ 申し 暮 してお り 

ました。 能く 入ら ッ しゃいました。 

庄五^ 何となく 拍子 拔 けがした とで も 云 はう か、 一 牛： 懸 

命に なって 勤める の も 張 合が なくなつ てな …… 喜んで S 

ふ 人がない とい ふの は 恐ろしい もの だ。 

和 八 ほんと にお 察し 申します。 師； K は そのこと ばかり を 

氣に 病みまして ねえ、 へい。 

ー濱 あれ、 和 八さん は、 また、： 誇大な ことば ッ かり。 ， 

おせん い、 ぇ噓 ぢゃァ ありません、 お 師匠さん のお 心 持 

は、 朝晚 一緒に 暮 して ゐる 私が ようく 察して ゐ ました。 

お 傅 あれさ * また、 つべこべと お前さんなん ぞの 口を出 

すと ころ ぢゃァ ない よ。 さァ、 峯： 所へ 行って 片口へ 酒で 

も 注いで おいで。 

おせん あい。 (と、 無 精 不精な 額て 人 AO 
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お 傳 ほんと に：^, うし て 女 師 1K なんかし て ゐ ながら 、 まだ 、 

から ッ きし 意 氣地 がな いんで.. こざい ますよ、 ほ >  k  k。 

庄五^ それ は濟 まなかった。 武家の 窮屈 さは 忌服の あけ 

るまで は、 いくら.. t: きな 道で も、 順講 などへ S きに 行き 

たくても.； 2 られ ないで な。 今日は 濱がゐ たら：： 栽晴 しに 一 

段 聞かせて K はう と、 ふッ と 思 ひ 出して 出 けて 來 まし 

た。 

小 藤 太 (杯の 芋.^ やめて) それ は 能く 出 S けて 來たノ 3< 

は 俺 もい つから か 逢 ひたく つて. 毎日の やうに 貴公の 來 

るの を 待って ゐ たよ。 

庄五郞 お > 誰かと 思ったら 池邊 か。 (と、 よろしく 思 入れ 

わって) これ は久 振りに、 妙な ところで 逢った もの だな。 

小 藤 太 いや、 別に 妙な ところで 逢った 譯 でもな からう。 

貴公が ー濱を 《s 風と 云 ふこと は、 今 われく の 仲間 ぢゃ 

ァ誰 知らぬ もの もない 位 だ。 全く、 色 にや ァ なりたい 

もの さねえ。 

庄五^ そんな こと を-; ム つて、 池邊、 貴樣 なん ぞは 先に 立 

つ て铃ハ 計な こと を 云 ひ ®. らし て 歩く の だら う。 

小 太 いや、 それ は 飛んでも ない-冤罪 だ。 は、、、 、(と、 

誤 2™^ 化し 笑 ひん、 して」 なァ和 八、 女の子に もてる のも裎 

力 あるな。 

籾 ス え ひ-に、 その rail ッ てえ のが 六ケ 敷い もの でして ね 


え。 あなた 樣 なん ぞは .：：. C 

小 藤 太 これく、 俺の 翻お ろし は澤 山た。 

ぉ傳 和 八さん は、 これで 隨分 チタ/ \> やる よ。 

初 八 チタ/ \> やる なんて、 まるで 蜂の やうに お 云 ひな さ 

るが、 太鼓に 附；^ はよ ちで げすよ。 は 

小 藤 太 いやはや、 ぉ年を召すと巧5^&までが1|りッ：一ほくな 

る もの だな。 (杯.^ 乾して) どう だ 、 森！ 久 4^ り で 一 ば 

い 受けて くれ。 

^.^0 うむ、 今日は、 まァ ：：4^ しにしょう。 

小 藤 太 (さぐろ 如き 眼附 て) それ ぢゃァ 矢張り、 贵公は 

何 か 誤解し て ゐ るな。 

住 玉 1^ ぃネ. そんな こと はない が …… 。 

小 藤 太 なァ に、 ない ことがある もの か。 おまけに どうし 

て、 そんな 浮かぬ顔 をして ゐ るの だ。 それ、 その 眼が… 

…俺 を 見る 跟の 底に、 何 か 賊な疑 ひの 雲が か x つ て ゐるリ 

でないなら、 淸 くこれ を 受けて 吳れ。 

m.i^ だと 云って、 それ は贵樣 が 無理， ちゃ ァ ないか。 

小 藤 太 無理で あらう が 何んで ありうが、 友達 同 志が 久濶 

を 叙す 杯 だ。 淸く 一  ばい 飲んで 吳れ。 

庄五郎 うむ、 (と、 思 入れに 覺 なきめ て) よし、 それ ぢ 

ゃァ K はう、 一 ® ついで くれ。 

(と、 、、れ fs リ 先き i き 程に おせんの 述んて 来た dh 口 
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から  一 ^は德 利 LL つ いて 燜. をつ けて ねた ，— それ，^ 取 

ヒデ-,、 注ぐ。〕 

お 傅 さ、 お^、 こ、 が 森 さまに 敵の 打ち どころ、 そんな 

ことで いけろ もの か。 さ、 兩. チに 花の もう 一ば い ：：： さ、 

ねて 三つ。 

庄五郞 いや、 r うはい けぬ。 久方 りの 一ば いが 腸を摄 

き |g る やうに 廻る わい" さッ、 池邊、 1^ 否す る。 (と、 一 

っ.$-ぉ，して？^^す) 

小 藤 太 もう 一ば い 戴ね てから 賀， う、 こ ッちは 朝から や 

つて ゐ るの だからな。 

庄 池邊、 贵樣 はどう も 卑怯で いかん。 貴 樣の造 口 は 

いつも 刀を拔 いて、 竊と 後ろ から 廻 はる やつ で な。 

小路 太 え ッ？ 

庄. rfllS は  どう だ、 まだ 覺 えて ゐ るか。 ゐ るなら 

少し は 胸に こた へ る だら う。 

小^ 太 妙な こと を 云 ふな ァ ：… な あに、 これし きの 酒で 

胸に こたへ るの、 なんのと 云 ふこと はない が •：：• さ、 も 

う 一ば い 行かう。 

庄五那 うむ、 期う なれば いくらでも 飲む が、 池邊、 貴樣 

もなか く-！ II ばッ くれる の は 上手 だな。 

小 藤 太 これ、 そんな こと を 云， はれて は闲 る。 (と、 皆に 氣 

3^ れ，^ しながら) 久しく 逢 はない うちに、 貴公 は 少し 酒 


癖が惡 くな つた やう だな。 

庄五郎 自分 は 根性が よくない 癖に .：•• は 

(と、 他？^はギック^^して思はずぉ傳と^^ 1>^見合 ぜ 

る。 和 八 は 座.^ 见乂立 上ろ)) 

和 八 いや、 お 侍 C- のお 親しい 仲と いふ もの は、 あまりに 

お 話が 眞劍 で、 兎角 無筆 者の 手前 どもに は、 ちんぷん、 

かんぷんで わかり 兼ねます るて- ところで、 此の間 をお 

お ほ ら 

次ぎ へ 下って、 春の 大渫ひ の 番組で も 持 へる といたし や 

しょうか。 師匠、 一 寸ぉ 耳を拜 借" 

一 0 あいさ。 (と、 是も立 上ろ) 

庄五郎 和 八、 ^^暮な話で濟まなぃな" まァ 一 ばい 飮 つて 

力ら こ 十 *  Tc- 力 -ゝ 0 

和 八 へい、 有難う. こざいます。 (と、 萆色 もどき て) 後刻 

ゆるり と 御意 得 やせう。 ぁッは 、  >1 >1。 それ ぢゃ ァ暫 

くお 見逃し を …… 。 

(と、 和 八、 一 濱，^ 伴ひ暖 藤から 入る。) 

ぉ倬 まァ、 お 二方と も 御 親しい 間. で 入ら ッ しゃ るんで 

すから サラリ としてお 電 ねなさい ましよ。 さ、 森 ー樣 もう 

一 マ 

庄五^ いや、 もう 大分 ises した" (と、 醉 ひに まざらし- 飞) 

思 へ ば 暫く 酒に も 唄に も 遠ざか つ て ゐた。 お 庇です ッ か 

り 浮世ば なれが し て 了った よ。 
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小 藤 太 だが、 それ 位 ま はり 氣が强 く なれば 澤山 だ。 

^0 なに ま はり 氣が …… ？ 

小 藤 太 然ぅ だ、 贵. 公 はま だ 去年の 秋 十五夜の 晚に 錦絲堀 

で 狼藉者に 斬り かけられた 時の こと を 根に もって、 あら 

ぬ 疑 ひ を 俺に 着せ かけ て ゐ る に 違 ひ な い 。 

なに、 あらぬ 疑 ひ を？ 

小 藤 太 いっか は悠 くり 贵 公に 逢って、 云ひ說 きたいと 思 

つて ゐ たの は その 事 だ" 

庄 五一郎 (思 ひ 入れあって) ゥム、 ふッ ちから 然ぅ： K ひ 出 

したの なら 改め て 聞い て きた いが、 俺の 前から 下 iR に 

裝 うて 突然 一 人の 狼藉者が 斬り かけた 時、 贵公 は 何の 爲 

めに 刀 を引拔 いた？ 

小 藤 太 それ は E 面から 狼藉者が まゐッ たから， 助太刀 を 

いたさう と 心得て  。 

庄. rs うむ、 その 助太刀が なんで また、 此方 を 助けて aK 

れ ようとして ゐる 山村の 家来の 提灯 を 唁 雲に 切 落した の 

だ。 

小 藤 太 それ は 、その、 资 公の 上 を 大切 だ と 思 つて 構へ て 

いき リ 

ゐ ると 突然 鼻の 先き へ 明りが ヌ ッ と 出た ので 思 はず ハ ッ 

と 思 ひ (ほひ、 狼藉者と 心 Si て 切 落した の だ " 

庄 五郎 は&  X  、-  、  ft 公 は なかく  口  a いっそれ で は 、 そ 

の 濡鼠 にな つて 向 ふ 岸へ 挑げ て 了った の は どう いふ 譯 


だ。 は W  k 妙な 助太刀 も あつ たもの だな。 

(と、 醉 ひが 廻った のて： it 肱.^ つ いて ごろり となる" 

此 S 隙 V 小 見 て、 小 藤 太 は 懐中から 继 袋の 包みん 取 出し 

て竊 とお 傅：.： 波し、 何 か 目 S ^て く • お 傅に モれ. ^手 

早く 德 利の 中へ 入れる， - そし \ 、その 德 利，^ 报る。 その 

樣 子ん < 暖簾 口から 一 濱 が^いて- Q ろ J 

小 藤 太 ィャナ -ー、 庄 五郎、 貴公と 俺と は 祖父母の 親交 か 

ら兄弟 同 に 育てられて 来た 間柄 だ" 俺が 惡 いなら 今迄 

の こと は どんなに でも 謝罪す る。 これから はまた 昔 通り 

つ S 

に 舊交を 温めて 親しく 交際つ て 巣れ。 

庄五邵 それ ぢゃァ 小 藤 太、 资樣は 人間ら しい 心に なった 

と 云 ふの だな。 

小 藤 太 何もかも 默 つ て宥し て 吳れ。 4^ れは賣 樣と絕 交 ZI 

樣 にいが み 合って 暮 して ゐ るの が 苦しくて ならな い の 

だ 。 さッ、 今 改め て 仲直り の 杯 を 一ば い 手に つて 吳れ。 

庄 五- 郞 うむ、 俺 は 貴 ：據 の 口から そんな こと を 聞かう と は 

今の 今迄 思って ゐ なかった が、 然ぅ いふ 杯なら 改めて 一 

っ受 K らうよ。 

(と、 盃か 手に 取ろ- ぉ傳が つぐ。 それん、 口へ もって 

來 ようとした 瞬 問 1 is が < んて 出る。) 

ー濱 まァく i£ つて ド さい。 そ、 そ、 そんなに 飮 むの は 

止めて 下さい。 
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/J、  111 /J、 

3l 直 藤 

r> 太 ffl;  h 太 


s これ、 お 濱. お 二人さん が 仲直りの 大 S な盃、 モヨ 

をお 前 はなんで 止める の だえ。 

- 0 だって 阿 母さん、 森 さま はこん なに 醉 つて 入ら ッし 

やる ぢゃァ ありま せんか。 

小^ 太 餘：！ ^な 心配 を せんでも よい。 手前が g; をす るの だ 

女の g なんどと は 違 ふ …… さッ 一 つ。 

m.^^ …… (^^っズ考へ る表情-^ろしく〕 

マ M ぃ\ え、 不可ません、 森 さまお 止し 遊ばせ、 |^5です 

よ。 

小 藤 太 な、 なに、 iif たと …… 〕 

S だって、 醉 つて ゐ るのに 無 にす \ めれば fif ぢゃァ 

ありま せんか。 

お 傅 おせっかいな こと をお しでない。 

小 藤 太 是非 池邊が 飲んで 貰 ひたい 酒 だ。 さッ …； 。 

^.^^^ いや 折... W: たが  一 ^が 心配して 吳れ るから 今日は も 

う 酒 は 止めに しょう。 

(と、 飲 まぜよう、 飲 まぜまい と爭ふ 拍子に 德 利.^ 轉 

がして^ は 殘らず へこ ぼれ ろ。) 

小^ 太 ぁッ、 餘 計な こと をす る 奴 だ \ と、 赫 となって) 

平素は t©K で 戯けた 、 ^ とも 云 つ て ゐ るが、 今日ば かり は 

^忍なら ない。 

1.H まァ、 御免な すって 下さい。 なにも 此の 酒 を こぼし 


たから ッ て， そんなに お怒りに ならなくて もい  >- ぢゃァ 

ありま せんか。 あれ、 ぉッ 母さん、 お前から もお 詫び を 

して 下さいな。 

ぉ傳 い k え、 あた し は 知らな い よ 。 

i 港 兎に角、 こんな 緣 起の 惡ぃ酒 は 止しに しませう ねえ。 

(と、 德利.^?庭先へ捨てる) 

いよく 武士 を 嘲弄す るに 極まった。 さ、 そこへ 

つ (と、 刀の 柄へ 手.. ^かける) 

小 藤 太、 何 をす るんだ。 

眞ニッ にぶ ッ 放す。 

と、 nm は 森の 後る 一、 支 へられる-」 モ こへ a 八 飛ん 

て 出て、 双方へ 引分ける。〕 

和 八 ま、、、、 どうぞ 手前に 免じ て 、 御 量 見 をな す つ て 

下さい まし。 .g-M もお 詫び を …： C 

め ちろ 

小 藤 太 え \ ッ、 小竊に 障る 女 め！ (と， 脫め つけて！ a 

いて) ぉ傳、 ど こぞで 一 ばい 飮み K さう か- 

お 倬  此の儘 ぢゃァ 腹の 蟲がを さまらない からね。 

小膝 太 和 八、 頼みたい 話が あるから お前 も 來ぃリ 

和. 八 へい、 へい、 ゎッ ちで {且 しけり ゃァ、 どこまで、 も 

一緒にお 供 をいた しゃす。 

(と、 和 八 は ー濱に 目顔て 吞 込ませながら、 口と 腹と 

は 反對 につ いて 出ろ。) 
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小 庄 小 

f お ？ E 藤 
太 BP 太 


庄五^ 今 曰と いふ 今日- お前の 心の奥底まで ：.：. 。 

S すっかり あなたの 心 も わかって、 わたし ゃ此 K うれ 

しい こと はあり ませぬ。 が、 それにつ けても、 此の先々、 

案じられる は あなたの おな …… 。 

0.§ 联 るに 足らぬ 小人. の 謀計と は 思っても、 何 かに 

つけて 雨 刀た ば さむ 武士の 身が つく-^、^ はしうな つ て 

來た。 

ー濱 それでも あなた は親熏 代、 二 本； liM の 家に 生れ、 しか 

も 河 野 のお かの とい ふ、 に 養し い お； までき ま つ 

て あるに。 

r- あかし 兼ねた る 春の 夜の 、 草に も き を 忘 れ じ 

と —— 0 

0^0 なんの、 そんな こと は 夢のう たかた、 さらり と nl^ 

こ G よ 

て k 見せ もす るが、 武士 はやめても 現卅： に は， 强く 生き 

たい 俺が 望み だ。 

ー濱 そんなら あなた は 命に かけても …… 。 

00 必ず 生きる 道が あらうよ。 それ を <w に 二人 はき ゾ 

と  0 

5 きつ と； 棄て k 下さ い ますな。 

庄五 0 お X  。 そち - J そ 俺が 命の 親。 


だが、 折角う まく 行った ところ を …… G 

ぇッ？ 何 か 云った か。 

な アーレ. 仲直りの 杯 は、. また 改めて ゆっくり しょ 

うと 云 ふこと さ。 

庄 五一 S おい 池邊、 もう その 御 心配に ゃァ 及ばない よ。 

小，； i 太 え、 ッ、 勝手に さらせ！ さ、 ぉ傳、 和 八、 行か 

う U 

(と、 格子. ^はげしく  めて 入ろ。 ぉ傳、 和 八ついて 

入る。〕 

S おせんち やん、 おせんち やん は 居る かい。 早く 浪の 

花 を も つて 來て 門口へ 撒いて おくれ。 

おぜん あい。 (と、 返事と 共に 小 笊に i5 の 入った の， 屮持來 

リ、 まさ 散らしながら〕 あんな 憎らしい 人達 ッて あり や 

ァ しない ゥ これで やっと 淸々 しました ねえ。 (と、 直ぐ i 

た 暖簾から 入る) 

^§ 一  濱！ 

1 濱 庄五郞 さま！ 

ニー 人 は S はず 額.^ 见合 ぜて徵 笑す る。 く 沈 ST 直 

， ， ， , 

ぐめ リ やすになる。) 

r. 色 3^ えで、 うつろ ふ もの は 世の中の、 知る もよ 

しな や 身の上 を 11 
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r と、 二人 は 互 ひ Li 强く 抱き合 ふ。) 

おぜん お， ^ぽ さん …… お 肺 5^ さん。 

(と、 おぜん は はず 暖 旗から 半 les..^ わら はす。 二人 

l，e ろ。 お .T 一ん は： 叫-ひ Q  、ソと 沿えろ。 此の 模樣 二ろ 

しく。) 

.1 幕 I . 


三 幕 目 河 野六郞 邸宅 

庭に 面した 河 家の 離れ ii= 敷、 折から^^の夜の朧ろ月 

が樱の花の^リもがった^„^木にか V ってねろ。 下手 か 

ら前 而は總 て-お 先の 心 f*,c しく。 

その^の 方 i リ上乎 に かけて 板辦 がめ ぐらされ、 下手 

i ろ」/.」？ W! リ に 三尺の 問 さがつ いて 出人リ にな リ居 

ろ。 舞^の 上, 4- は れ緣か 廻した 座敷に て、 床の間 は 

low 砂の. 1 い 二 幅 對の掛 物、 花 生に は 時節の 桃の 花。 I 

ろし さ I^Li 娘お かの、 おて ねろ 八 丈の 二重 蒲 i„』、 黄 八 

丈の接^の上へ^^.史紗の中夜着，^かけて萠黄天驚絨の 

括り枕、 おかの は-マれ に寄リ か、 つて 惱 まし 氣な樣 子 

*J. して ね る。 

难ひ 棚に は 手 is や 小引 出しの つ いてね ろ針筘 などが 載 

ぜ てむ リ、 いくらかの 番 物ん 慰めの 道具と して 匿いて 一 


ある。 しかし それ もほんの 飾り物に なって ねろ。 ；-ュ -、 

程 に 滚 骨の 行燈が ぁリ、 それ に£ 一ら されて 目 LL つくの 

は、 與のゎ K りから 立 木ん」 透して 太白の 絲て整 がれた 

鞠が 緣の fS  LIE- がって ねろ、、 と， て ある。 

琴 S ハ 11 古 M の 『T 禅、、 ろ も』 -」 て 幕 く。 

A あこがれて、 おも ひねの、 枕に か はす おもかげ、 

それ かと も、 かたらん と 3,5 へば、 夢 はさめたり" 

おかの が 吸.^ さました と. V ヽ 母親のお ヾ いは 近^ リ介 

抱し \、 やる。 

おて い うと/.、 として ゐる やうで あつたが、 些と は睡ら 

れ ました か。 

か >$ 

おかの §、 もう 何時で.. こざい ませう ね。 

おて い まだ 六つ 半 ごろで も あらう か。 ほんに 待つ とい 

は 長い もの、 かの、 お前 も. i 一 待ち 久しから うねえ。 

おかの はい、 母樣、 ほんとうに 庄五郞 さま は 今 J. 付お 見え 

になって 下さい ませう か。 

おて い よ. て、 何の あのお 方が を 有 仰る もので はあり ま 

わ-つ 

.ff ん。 お i 刖が 斯う/ \ して 病ら うて ゐる からと、 ， ？んを 

態々使ひにゃっ ての御.：^!|亊ですもの、 もう 間 もな う：：^ え 

るで あらう。 
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おかの 七つのお 約お で ございま したね。 

おて い 今 〔せ は 父上が お 泊り 番で はあり、 別に 表からの 御 

訪ねで も 差 支へ ない と は 思った が、 あれ、 あの 通り 太，： n 

の 絲に鞠 を つないでの 合圖、 それならば 森 さま も 人目に 

か X る 氣遣ひ はなし …… したが、 かの や、 必ず あの それ 

鞠の 轉 がるの を 見落して はなり ませぬ ぞ。 時 は 入江 町の 

七つの 鐘 を 合阖に …… ほ&、 一、、 かの、 お前が 嬉しい の 

は 尤も、 此の 母で さ へ 心が 浮きく する ほど 待 たれて な 

らぬ もの を  ほ 

おかの あれ、 その やうに 笑うて 11^ せて 下さる の も …… 皆 

んな 此の 身 を： S 愛が つ て. 下されば こそ …… そのお 心根が 

身にしみ て^しう ございます。 (と、 く) 

おて い あれ、 またしても 氣の 弱い、 泣く ことがあります 

もの か。 男勝りとまで 人に おめ ものにされた お前が. こ 

んな 大切な 時に 涙で 顔 を 汚す とい ふ ことがある もの か。 

淚は 不吉と 云 ひます ぞぇ" 

おかの 母樣。 濟 みません。 何 ¥ わ たくし が 至らな い か 

ら の 事お 前 の 半年 あまり の 御 心 勞を思 ひ 合すれば 、 も つ 

と/, 、、確かり とせねば なりません。 

おて い お前の. ぜ になったら、 なんの 千 石ー収 りの 福 永づれ 

に …… と 思 ふの は 尤も、 父上が 愁 心から 義理 ある 許嫁の 

庄 五郎 さま を 破談に しても と、 あの方へ 對 しての 今迄の 


なされ 方 は、 お前ば かりで はない、 此の 母 も 能う^ 知し 

て ゐ ます。 必ずく よ/ \ 物 を 案じ て はなり ません C 

おかの はい、 母樣、 これまで お前に 御 苦勞を かけた 此の 

身の 不孝 は、 どうぞ 宥 して 下さい ませ。 

おて い なんの、 子の 苦勞は 親 の 苦勞、 それ は當然 のこと 

ではない か。 (と、 下手, 見て) あれ、 きんの 足 一 liin がする 

や うぢ や。 あれ も 自分の ことの やうに 心から 嬢んで ゐる 

ところ ゆ ゑ、 お前が 泣顏 など 見せて はなり ません。 

おかの はい。 (と、 淚，^ 拭 さ 泣效， ^直す〕 

(と、 女中の きんが 出て 來 る。〕 

きん 御新造 さま、 お 譲 さま、 今日は 入江 町の 鐘が どうし 

て 斯う も； s い の でノ  jVj いませう。 

おかの きん や、 お前に はいる/ \ 御 苦勞を かけて まな 

かった ねえ。 

きん なんの、 お 嬢樣、 きん はた V モウ 七つの 鐘 さへ 鳴る 

の を 聞けば、 それでよ ろし い の で.. >  J ざ い ます。 

おて い あの 庭の 開 は 明けて 資 いて 吳れた であらう ねえ。 

きん はい、 それにぬ かりが あります もの か。 したがお 孃 

？ T あなた は 此の f の 钩の轉 が る の を兒 落す と 事で.、 J ざ 

ります ぞぇ 。(と、 故と からか ひ 中分 に) あれ、 お 鎮樣御 

g 遊ば せ、 鞠が ちょっと 動いた やうで はノ 」 ざ いません， 小。 

あれ、 あれ。  . 
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おかの 何のち よつ とも 動.？ ませぬ。 風が 吹いた せゐ であ 

らう 0 

さん あれ、 それ は 櫻の 花で ございま すよ。 では、 ぉ壤樣 

あなたのお 心の 思 ひで、 きんに は 動いた やうに えたの 

で ございませう。 ほ 

おて い まあ、 きん はほんに 人の 惡ぃ  ほ、 >>1。 

おかの あれ、 モウ 知らぬ わい な。 

(と. おかの は 袖て 恥し さに J^.^ かくす。) 

きん それ は然 うと、 ぉ癰 樣、 この 樣な こと をお 耳に 入れ 

たく は ございま せんが、 庄 五郎； 1 は 此の頃 都ー濱 とやら 

中す ： 中 節の 女師 K の もとへ 通 ひつめ て お出でな される 

とのい； -、 お n にか \ つ たら 砲 かりと 巾し てお やり 遊ば し 

ませ。 

おて い これ、 きんと した ことが、 そんな 惡ぃ智 .M をつ け 

る ものではありません。 

ふ、 ん いえ、 御新造 さま、 あなたまで がその 樣 にお 人 を 

よ く 遊ば し て S1S て は 、 大切な お 樣を賤 し い 藝人づ れ に 

奪ら れて了 ひます わい な。。 

おかの いえ， 一^、 あの 庄：， f!,si さまに 限って 決して その 樣 

な gi いたお 心 を もって はゐ ぬ。 それに はなん ぞ 深い 譯が 

あるので あしう。 、 

きん それ は、 あるに 定まって 居ります。 殊に は 誰が 見て 


も、 好いたら しい 庄 五郎 さま * 浮かう かとお 交. 際 ひ 遊ば 

すうち、 * に まじ はれば 赤くなる と、 つい、 それに 心 を 

励 かすまい もので もない。 

おかの まァ、 人 を 疑 ふに も ほどが ある。 きん、 忘れても 

そ の 樣な > J と を 云 ふ もので はない。 (と、 の 時 七つの 鐘 

ろ」 あ \、 あの 鐘 は ••••： 。 

ぉズぃ ほんに 人 江 町の 七つの 鐘。 

きん さァ、 こんど こそ は 嘘で は ござり ませぬ ぞぇ、 ぉ續 

樣、 モウ 程なく 庄 五郎 さまが お見えになって 外から あの 

絲を 引く ほどに、 此の 鞠の 轉 がるの をお 見逃しなさい ま 

すな 

おかの あ 、 母樣、 わたし や どうしょう o( と ノ 斑ん- 赧 くす) 

おて い なんの、 恥し いこと も 何ん にもない。 どれ、 ほつ 

れ毛 を搔ぎ 上げ て やり ませう。 

(と、 後ろへ i はって 一寸 ^!5<ん -搔告 あげ ズ やる。 鐘 鳴 

りつ マく。  m 轉 がる。) 

おかの あれ、 あれ、 母樣、 魏が ，：：. (と、 乘 出す) 

おて い さう 動いて はならぬ。 お、 お、 今度 こそ は 庄五郞 

樣が お 見 そな された ぞぇ。 

きん どれ、 早う 開き を あけて まゐり ませう。 

(と、 きん は〕 旭へ 下リ 立ち 開き，^ 明ける。 森庄 五節 入 

る。 E 岡 頭巾、 無地の 羽織、 .1 かい 給の 小袖に 脇差 は 
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1 本。) 

おて い これ は、 森 (i、  i 一 御迷惑で ござ い ませう に、 能う 

早速 にお 出 まし 下さいました。 

庄五^ 暫くで お 庭 を拜见 いたし ますが、 〔か、 き滿 ちた 花の 

上に 春の 朧月が か 、 つた 風情 は、 何とも 申され ませぬな。 

きん まあ、 どうぞお 上り 下さい ませ。 

庄五 IS お k きん、 先程 は大騎 であった。 (と、 座に っ告) 

ふとした 事より 御無沙汰 ばかり、 (と、 思 ひ 人れ〕 どうぞ 

悪う 思； し て 下さ い ますな。 

おて い その 御挨ぉ では 1^ み 入ります。 それ はこ ちらから 

こそ 申さねば なり ませぬ。 が、 日； 3„^主 人の 無禮を もお 怨 

みなく 能う こそお g き； S け 下さいました。 

おかの (丁寧に 辭傻. ^して〕 庄；， fl 郞樣、 おなつかし ぅ存 

じます" 

づる 

庄五^ お、 おかの 殿、 きま すれば 御 病 ひとの 事、 此の 

頃 は 如何で，) /さ い ます。 手前 も 始終お 見舞に あがりた い 

と は 存じます れど ••••： 、と、 氣 v^i! へて〕 ィャ、 病 ひ は 

氣 ^ らと 巾し ますれば、 何よりも 氣を强 うお 持ちな され 

ませ。 庄 五郎 心から それ を 祈つ て 居ります。 

おかの 有難う 存じます。 (と、 さし 俯向く) 

おて い これ、 きん、 何 はなく ともお 仕度 を ；… 。 

庄五^ いや、 お 構 ひ 下さるな。 


きん あなた 様が 構 ふなと 有 仰ら れて も、 こちら は 捨て.^ 

は 置かれ ませぬ。 が、 森 il、 この頃 は乘物 町の 伏 見 OK で 

一 中 節に お凝り 遊ば してお いでとの 評判、 いつもお 續樣 

とそ の 事ば かりお & 申し上げて 案じ て をり ます。 

おかの これ、 きん、 …； 失 な こと を….。 

きん いえ、 わたくしが 申し上げ るに 何の 差 支へ がご ざ 

いませう- 森 樣は御 器箭； 人で はあり、 藝事 はお 出來 遊ば 

す、 どちらへ 參 つても ぉ羡 しい 方 機が、 た^その 儘に は 


おて い これ、 きん、 早う 仕. i>f を ：… 。 

きん はい。 (と、 おかのに 目頗 て) ぉ孀 3S、 よろしう ござ 

います か。 (と、 念.^ おし ズ 入ろ) 

おて：. つい、 お 心 戶仝儿 て を. S. 上げて …：. 失 艚の段 はお 氣 

にさ へ て 下さり ますな。 

庄 五一 g いや、 いや、 決して 左樣な こと は …… きん はな か 

1i つか B- 

なか 忠義 も の で ノ  J ざり まする て 。 

おて い 庄 五郎 機、 何から お詫びいた してよ いやら、 贵方 

に は M とも. S. 譯が ノ  J ざ い ま せん。 

庄 五郎 これ は また、 改ま つての お 一一 一一 暴、 S .;〔 約お い た 

したは亡き老婆と？：：^女と の 云 は に 女の 口約 成， 結納 を 収 

替 したと 中す ではなし、 六郞 殿の ぉ氣に 人らぬ 錄を 結び 

ましても、 末始終よ いこと は. ございま せんつ 何う か 他に 
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良綠の 御仁が あれば、 そこへ 御綠 づき は 下さるまい か。 

さすれば 庄 五郎の 身の上 も 安泰、 又お かの 殿の 孝道 も 立 

たう かと 存じます。 》*• 

おて い あなた？！^ ^ の そのお 言 雜は 能う 解つ て は 居ります が 

いつぞやの 大 洪水に 娘 も わたくし も 一 命 をお 助け 下され 

た 方の 御 s、 その 節 は 主人 六 郞も； 欢 知の 上で 奴 結んだ 

約 _5 ^でございますから、 今！ 否應 申す は 云 は^ 此方の 酔 

手と. ¥ もの、 主人 は 何と 申しましても、 娘 も わたくし 

と 亡き 肌 母^ へ 堅く 番 へ たお 約お は 此の 倚お 古に は い た 

され ませぬ。 

おかの 中し、 庄五郞 gs、 此の上 贵 方の 御身の 上に 御 災難 

がか あらなければ、 かの は 一生 泰公 いたして なりと、 必 

ず 操 は 立 て 撤す 決心 を いたしました。 

おて い 娘の 心 を 不愍と 思 召し て 下さ つ たら、 ..丄 人の 變 替 

へ をお 55： めな く、  .s<? 此の 先き 舞. 方 様 は 御 新 jf3 をお 迎へ 

遊ばしても、 せめて 心の中 だけで も、 かの を 女房と 思 召 

してやって 下さい ませ。 

おかの それ も 御 無理に と は 申され ませぬ が、 その 善り 先 

刻 きんが はしたなく 巾 上げた 一 演 rj ん とやら 云 ふお 方 を 

め にお 迎へ游 ばして …… 。 

0Hm いや、 それ はまた 別 £^ の譯、 都 一 一お と 申す もの は 

手前が R を けます ゆ ゑ、 何 か 不品行と も 思 召 すか は 知 


れ ませぬ が、 あれ は：^ 細 あつ て 拙 が 命 を 救 はれた 女、 

今と なって！.：； 凝に 見棄 てる 譯に はま ゐり ませね ど、 おか 

の 樣が そ の 御 決心 で 奉公 をし て ま でも^！操を立 て 」 .1 さ 

れば、 私 も 生涯 女 ras は 持ちません、 亡き 老婆に 對 しても 

他 か ら K つて は濟 まぬ ことで ござい ます C 

おかの 庄 五郎 樣、 よう 有 仰って 下さいました。 お 嬉しう 

ご， さ います。 

おて い これで かの も、 縱令病 ひが 赏 つても 決して 思 ひ 置 

くこと は ござい ます ま い 。 わたくし は 其お 言葉 だけ でも 

有難い こと、 存じます。 

何の、 庄五郞 も 3- の 意地、 あなたが 然う有 仰って 

下されば、 おかの？ f を 福 永 づれの 女房に させた うは ござ 

いません。 

おかの では、 こんな 不恙 者で も 女房と 思 召して、 離 

れて暮 しても …… 。 

住 五^ 心に 刻んで 忘れ ませぬ。 

おて いお 、恰度よ いとこ へ 、 きんが 魏子を 持つ てま ゐり 

ました。 (と、 „ ^ゆお きんの 述んて さ；： 姚子. i ^把り もげ) 

さ、 何 はなく とも 一 寸ぉ KM の腾似 ごと を …… かのから お 

受け 游 ばして …… さ、 かの、 頂いて 庄：， fl 郎 さまへ。 

おかの あい。 これが あの世まで も …… 夫婦の かため。 

庄 五^ では、 おかの さまから 頂き ませう。 
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六^  f 思 ひ 人れ あつ V) 拙^!„;は森氏とは存せん。 貴公 も 

弱年ながら 役柄 を も 勤める 身で、 何う いふ 譯で 手前 邸宅 

の 庭 口から 忍んで お出な された。 その上 假八 F お 屋敷 中と 

？ M 刀で まゐ ると は 何事 ぢゃ。 さァ、 役所へ お出でな 

さい、 そして その上で 巾譯を するがよい。 

小 藤 太 成程、 これ は 河 野氏 のお 說が 尤も 千萬ぢ や。 森な 

れば 武士 ゆ ゑ帶刀 をして ゐる 害、 左樣な こと を. 5. して 此 

奴お を かたろ g 、かもしれ ませぬ。 (と、 態と 雜 に^さう と 

すろ) 

おて い い」 え、 それ は 違 ひます。 森樣は 今 i せ、 かの の 病 

氣 見舞 に 來てド すった の で ノ  /さ い ますが 、庭 口の 方が 近 

^^と中し て；： C 今お 出し 申した ので …； これ 勘藏、 森樣を 

押へ て 何とす る。 お放しなさい。 

S へ い 。(と、 へ ども どす ろ) 

六^ い、 や、 放して はならぬ。 

へい。 (と、 また 手 LL 力 入れる) 

ぉヾ い 失^な、 お放しなさい。 

勘藏 へい。 

六^ 主人の 云 ひつけ だ。 放して はならぬ ぞ。 

湖藏 へい。 ェ 、どっちに 致したら よろしい ので ございま 

す。 森 さま、 何とか 有 仰らぬ か。 

庄五^ いや、 赏は 手前 通り か、 り、 お 庭の 櫻が あまり 見 


事に 咲き 滿ち て 15^5り ます の で 思 はずお 立 寄り いたし まし 

た處、 開きの 掛金が 外れて 居る の を 見て 是は 無用心と 存 

じ、 一 寸 お知らせ 申さう と  。 

六邵 ぉ默 りなさい。 前 町の 町人 共の 云 ふやうな： 一一 一 〔譯 は^ 

きませ ぬ。 どうで も賊 として 役所まで 引立てる。 さッ、 

おいでなさい。 

おかの (前へ 出て) まあ、 お 父 様お 待ち 遊ば せ 。 只今 承 

は れば森 樣を賊 だと か 役所 へ 引い て 表向き にす ると か 御 

意 遊ばす が 、情けな い  > . 一 と を 有 仰る ではい /さ いません か。 

森 ilf が 妾の 見舞に お出で 下さった こと は、 母 樣と妾 

とが 證人 でございます。 

六 一 郎 それならば 何故 表. ヌ； 麹から 出入 をせ ぬ。 

庄五^ い \ え、 全く、 庭 中の 櫻を拜 見に …… まゐり まし 

たので …… よろしい、 お引き 下さい。 

.1 ハ邵 え、 云 ふまで もな く 引立てる。 

おかの あれ、 お 父樣、 あなたが そんな 事 を 有 仰れば、 妾 

も 一 緒に 引かれて お 役所へ まゐ り、 立派に 申 開き をいた 

し ます 。iK は 婚姻のお 約束 も延々 になって 居り ます ゆ ゑ、 

妾が 母： .ii に 無理に お 願 申し て 、 森樣 をお 招び 巾し て 戴い 

たので ございまず。 

六！ g そ、 そんな 詰らぬ こと を 云って は S ろで はない か。 

森 氏と 婚姻の 約束な ど い たした 覺ぇは 毛頭-、 きら ん。 
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おて い また あ、 いふ 白々 しい 事 を 有 仰ろ。 忘れ もせぬ 宽 

お ほみ ゥ 

延ー 一年 巳年 秋 九月の 大 洪水に、. 贵 方は恰 Sfl 歸 -1 中、 わ 

たくしと 娘は庄 五郎 樣の 手に 辛くも. 叻 けられ、 それが 御 

緣 で森樣 のお fS 母樣 とお 約束 をな すった の をお 忘れで ご 

ざいます か 。 それで は餘り 義理 知らず で.) /さ い ます。 

おかの お 父 樣、 あなた はなんで 其樣に 森？ 梂を お憎み 遊ば 

します。 

か-り 5 

六^ いや、 別に、 そちとの 關係 さへ 薩 張りいた せば、 好 

あ S  * う 

んで 憎む 譯 ではない。 有樣は 百.,；^ ばかりの 瘦せ 細った 小 

祿 者より は 、 千 石；^ り の な 派な 金 を そち の 爲 めに 選ん 

で やりたい ばかり ぢゃ。 慾 を 知らぬ は當 世で な い 。 

庄. に邵 いや、 河 野 氏のお 言 紫 は 拙者に もよ く 解って をり 

ます。 (と、 男らしく 覺 悟.，^ 示す〕 

おかの したがお 父樣、 情けと 義理 を 知らぬ もの は 誠の 武 

士とは 申されますまい。 (と、 1^,^-吞んて) さ、 森樣に 能 

くお 乾び を 有 仰つ て 下さい まし。 

六郎 いや、 詫びな ど 傘す SS はない。 

おかの い、 え、 ない 事 は ございません。 それなら が 森 

樣と御 一 緒に) お 役所へ 出 ませう か。 

六 IS そんな こと を： 一 百って、 Is 屈け がして あるで はない 

^  0 

力 

おかの そんなら、 森 ssi^ にお 詫び をな さる か。 


六 邸 いや、 闲 るね、 お前に も …… はい、 申します よ。 ィ 

ャナ 二 森 氏 …： 誠に 然ぅ いふ ことと は 心 付かず、 全く 家 

事不 取締に なら ぬ やうと いふので …； 娘が 9^ に つ き、 

殊に 夜中お 見舞 下され 有難く、 また あら ぬ 咎め 立ての 段 

は幾赏 にもお 詫び £• す。 (と、 皮肉ん-含み て^びる) 

庄五^ いや 如何いた しまして …… その 御 挨拶で は、 甚た 

恐縮 仕ります。 

六郎 さ、 その代り 今夜 限り、 河 野の 閻は 一 切 踏んで 貰 ひ 

ますまい。 (と、 きつば リ云ひ 渡す) 

庄 はい。 (と、 思 入れ もって) その 義は 改めてお 仰ら 

れ るまで もな く、 不肖ながら 森庄 五郎、 能く 心？ おて り 

ます。 

小 蹄 太 と、 口で は覺 悟の よさうな 事 を 云って ゐ るが 百 石 

足らずの ふち 米 も、 此の間 市 村^の 狂 曾 我と い ふ 中幕 狂 

言へ 頼まれて、 出 語り を， S めた とやら の 一 件で、 ：s 付け 

津輕家 は 追 つ 狒 はれる 、 J と に 極ま つ て ゐる の だ 。 そうし 

て可哀 やお かの 樣は 福永忠 之丞？ ili- へお 嫁入り、 及び もつ 

かぬ 高 の 花、 見れば 兑る ほど 不 偶な：. E だ。 

もの ひこ  - ；:、 

庄五^ これ、 小 藤 太、 己れ の 尺度で 他 を はかる と は食樣 

の こと、 足らずの ふち 米に 離れたら i 一驚く と 思 ふたら う 

が、 もとより 此方 は覺 iiH の 浪人、 ^みは 天下晴れての 自 

由、 されば こそ： K 敷. s: を 今 t 訂. も^ 腰で 歩いた の だ。 それ 
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に 引替へ 百 石 はさて 置いて、 五十石で も 愁を道 づれ、 朋 

友 を-: おる. ほひ 武. H、  口 を 利く のも^ はしい わい。 

小两大 え、 ッ、 ：m 放され k ば 素 町人、 その 分際で よくも 

よくも  。(と、 nIH しふ、 入れ) 

^.^.0 は.. それでも 資樣は 人 間 竝 みに、 口惜しい と 

云 ふこと を 知って ゐる のか。 いくら 拳 を！： めても、 耻を 

知らぬ は 武士で はない ぞ。 

小 藤 太 うぬ、 何 を ：… 。(と、 意氣 込む， か六邵 押へ る) 

六 W はて、 引かれ済の小^^^：！然、 まことの 武士が 相手 

にいた すと ころで ない。 

^五^  (usi の 如き 調子て) まことの 武士 も 今-狩 限り、 

もうお n に はか 乂り ませぬ。 おかの さま •：：• いづれ もさ 

らばで ございます。 

(と、 ひ 入れ iK; しく 入ろ。 せ々 名殘リ しき 表情 

にて 見送る。 おかの は 北； 揚に 泣き 崩 折れる。 母と おき 

んは 介抱する。) 

六 g これで 此方 も； I 張りいた した。 勘藏、 その 開き を 堅 

くしめ て、 摘要 心 をせ § るな。 

0.^ はい、 かしこまりました。 

小 li 太 さァ、 此の上 はお かの 様、 三 111 の 聲金何 不足な 

い 福 永 忠之丞 棟と、 早速 結納の ぉ联 交せ をな された がよ 

うご ざ います。 


六^ それ こそ ん でもない 良緣、 これ、 かの、 喜べ、 庄 

五郎との 約束が 破談と なれば、 もう 誰 憚る もの もない。 

そなた は 日なら ず 重役 樣の御 家. 2： 樣、 日本一 の 果報者と 

は そなたの こと ぢゃ。 

(と、 此^^まて、 母 やお きんに 勦 はられて 床の 上 にー决 

つたお かの は 括り枕に 額.^ つけて、 打 伏 LL なって ほろ 

ほ^cと泣ぃてねろ。 池 5^ は 彼女に 近づいて。) 

小 藤 太 おかの 樣ぇ …… ぉ孃樣 え、 今日と いふ 日 は 何とい 

ふお： H 出度い 曰で ございませう。 寶は 拙者、 御 重役 笠 原 

主 膳 ：1 並びに 忠之 丞樣の 1;^ 御忠 太夫 樣の お頼みで、 河 野 

氏と あなた の 御 婚姻の 段 .れ 萬 端 を 御 相談に あが つたので 

ございます。 もしお かの 樣、 一 寸 お起き 遊ばせ、 もし… 


おかの はい ッ！ 

(と、 勢 ひ i  く 矢庭に 起 直って、 膝の 上に 手.^ つ. V  、池 

逸 小 藤 夭の 額.^ 穴の あく 程 見詰めて ねる。) 

小 藤 太 もし、 おかの さま、 どうか 遊ばしました か。 

おかの は W  k 、(と 、急に 笑 ひ 出して) 此の 人 は …… 此 

の 人 はま ァ 武士の に、 なんとい ふ 該ひ者 だ 。( 氣 .4. 替 へ 

て ) それでも、 男前 は 立派に 見える ねえ . …： ぁッ は …… 。 

小 藤 太 これ は 驚いた。 どうも 怪しからん。 武士た る もの 

を？ m 罵 嘲弄いた すと は …… 。 
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おかの おやく 急に 怒り 出した …… お前 は 誰 だえ、 え \ 

お前 は 誰 だえ？ 隱 さずに 云って お 了 ひと 云 ふに …… 。 

小 藤 太 手前 は …： H  、池 5f 小 藤 太 …… いやはや、 どうも 

怪しからん 女が あった もの だ。 

おて い これお かの、 確かり しなくて はなり ません。 お前 

は 池 邊樣が 分り ま せんか 。 これお か の どうし たの だ え。 

おかの い &ぇ、 わたくしの 身の上に ついては、 誰 方が 何 

す、 リ る-: 

と 有 仰っても ：… 「と、 急 に 悲し さう に欷戯 て) あ k、 

あ \、 モウく 联 りかへ しがっかない。 すっかり 脫穀に 

なって 了 ひました。 (と、 と 振リ 絞って 泣く) 

きん これ、 お 孃樣、 確かり 遊ばせ。 あなたの 好きな きん 

でございます。 ぉ孃 様……。 

おかの お、 お前 はきん か  r と、 -ータ /\ と 急に 微笑 

. ^ふくむ) ねえ、 きん！ 聞いて お 吳れ。 

きん はい、 はい、 何んでも お 聞き 申し ます とも、 嬉し や 

きんが お分りで ございま すか。 御新造 樣、 ぉ孃樣 がお 氣 

がっきました。 

おかの (徐ろに」 _丄 上り) その 時よ しつね、 少しも さわが 

ず 11  (と、 仕舞の やうな 素振リ て) 何と 云っても g を 

謠っ ては庄 五郎く らゐの 者はありません。 わたくしが 庄 

五郎に 緣 いて …； 鹿 毛の 馬に 乘り、 排を どし の 鎧 を 着 

て、 ぁッ、 さう だ、 奧方樣 から 御 拜領の 蒔繒の 柄の 長刀 


を …… (と、 14： 押から それんお ろして 小脇 LL か、 へて、 

前方.^ 睨みつ V 意氣 込む) 

六郞 (驚いて) ぁッ闲 つた もの だ、 氣が 狂った と 見える、 

これ、 おかの、 何とす るの だ。 これ …… 。 

(と、 抑へ rt うとす ろと-ての 方,^ 切リ拂 ふ。) 

おて い これ、 きん、 早く 醫者を 呼んで 来て おくれ。 おか 

の は、 おかの は …… 氣が 狂って 了った。 

おかの あ k 此の 人 は 泣いて ゐる 、ぁ& 泣いて ゐる …： (と、 

母の 顔， か 見詰めながら) わたし も、 また 泣きた くな つた。 

す-りあげ 

お ほ 。(と、 ：J^  く 眞 似，. して 再. ひ戯 欲る) 

六郎 池邊 氏、 いやはや 困った ことにな つて 了うた わい。 

小 藤 太 これで は 如何に 忠之： 水 一 殿が 御懇 0- でも、 赏分, 

姻は 揮 一 ばれさ ~ りに も 思 はれませ ぬな。 (と、 噃さ合 ふ) 

おかの あ \ また ひそ-/ \ -と惡 い - J と をた くらむ に 1=^ ひ な 

い。 え \  、おのれ、 思 ひ 知れ。 

(と、 具 刀. ^振り 廻し 暴れ 廻る。 皆 々弱り * てろ。) 

おかの ぁッ、 はッ、 あは、 -は 侍の 癖に 弱蟲 ばかりが 

(と、 と 5^ 長刀 1„J ^投げ出し 腹， か k へて 笑 ひこけ ろ。 

此の 模樣 よろしく。) 

— 幕 II 
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四 目 幕 萩 江 露 友^ 住居 

If?:!?! は^ 河 iS: なろ 获江露 友 (森 皮 五^が 藝 人に なった 

名) の 侘しい 假.； S ぐ、 下手 寄りの， M に， W つて 格子戸の 

出入口が わり、 框，^ わがる と 小 間，^ 中に して 下手 は 道 

n5〈 颠 す ベ て 取 K ら し た 所 1? 世 話 場 模 の 裂 所 、 上 手 本 

舞？ i は 八 Eg 位の^ 救、 おんど これが 一 間告リ かと 思 は 

れろ やうな 称への 家て、 11!|^の上手に小さぃ長4^鉢、 

出入 n の 側の 茶 壁のと こ, cil 三味線が かけて ぁリ、 見 

^も5£十：：^5?!.,-^所迸=-の お ii まてが 雜！， L そこらへ 匿 

いて わろ。 その他に は 上手 前面に 小さな 附屋 鑾 がわる 

が、 ランと して 何の 飾り もない 贫 しい 態が わら はれ 

てね る。 初め の^いた^ 附星臺 の 前面に は、 $： 豫攘 

がお りて ねる。 

昨 は 七 年初 秋 の 或ろ 口、 まだ 殘暑 VP 扇づ かひ.^ 

せずに はねられない 時候で もろ。 

長 4- 鉢の 前に はお. お、 下手 LL は lie 間の 和 八が 話して， Q 

る W て 幕 i- く。 

お 傅 まァ、 そんな こと をして ゐ たって、 ほんと に 終 ひに 

ゃ苜 でも 縊ら なきや ァ ならない やな。 

和 八 だから、 ぁッ しも 心配 はして ゐ るんで げすが ね… 


ぉ傳 ゐ るんで げすが ね …… が 聞いて 呆れる よ。 和 八さん、 

お 濱は鬼 も 角 も、 お前さん だって 然 うぢ ゃァ ないか。 い 

い 年 をして さ、 荻 江 露 友 だなん て 云った ところが、 ほん 

の道樂 から 駒の 出た …； 云 は ^素人 あがりの 藝人 を、 お 

師 K さんだ の 太夫さん だ の と 云 つ て さ、 よくも 此麼 貧乏 

fi^ に 居候が して ゐられ たもの だ わね え。 

和 八 居候 は ひどい ぢゃァ ありま せんか。 ぁッ しだって 滿 

す 《 

更ぉ濱 さんや 太夫の 腔ば かり を嚙 つち ゃァ ゐゃァ しませ 

んょ。 

ぉ傳 だから さ、 だから 適お 前さん、 馬鹿々々 し いぢ やな 

いかね。 先代の 數 あるお 弟子の 中で も、 それや ァ運 のい 

い 富 士田吉 次なん て え 人 は 芝居小屋 の 藝入 にな つ て 羽 振 

り を 利かし ちゃ ァゐる さ。 けれども、 順序から 云 ゃァぉ 

かほ 

前なん ざ、 古參の 中の 古參で 通る 面 ぢゃァ ないか。 

和 八 そ、 そんな こと を 云った つて 時勢 だから 不可ません 

よ。 肺 匠 だから 云 ふん ぢゃ ねえが、 それ ァ 先代の 名人 和 

中と 云つ ちゃ ァ、 唄うた ひの 仲間 ぢゃァ 飛ぶ 鳥 も 落す 腕 

を もって ゐ たが、 今時の 奴等に ゃァ、 どうい ふ もの か、 

ぁッ しゃ ァ頭を 下げる 氣 になら ねえの さ。 

ぉ傳 ぢゃァ 何う して 素人 見た やうな 露 友に や ァぉ歸 儀が 

出来 るんだ い。 長い 問 封 £ 間なん ぞ をして ゐ ると、 藝人も 

根性が 腐る と 見える ねえ。 


558 


友 露江获 


和 八 え、 な、 なんです ッて …… ？ もう 一 べん 云って 御 

覧 なせえ、 先代のお かみさんと は 云 はせ ません ぜ。 

ぉ傳 おや、 おや、 おや …： 和 八さん、 お前さん、 御大層 

な こと をお 云 ひだねえ。 

和 八 云 はねえ で どうす る もの だ。 先代 肺 匠が どれほどお 

前さん の爲 めに 藝人 の酵命 をけ づられ たか、 また 一 濱さ 

ん だって 然 うだ 。 お前さんの やうな 碌でなしの 幌 1? を も 

つたば かりに、 どんなに 泣き を 見た か 知れ ゃァ しねえ。 

ぉ傳 だが ね、 あの 子の 手足 を あれ だけに 大きく 延ばした 

の は、 誰のお 蔭 だかお： g さん 知って おいで かい。 弟子の 

癖に 大きな こと を 云 ふと 承知 しないよ。 

(と、 ぉ傳 は、 煙草の 吹 鼓，^,:" Ei;- に 灰 吹へ た、 きつけ 

る。 その 骚 ざの 物音 LL 1 濱 は附屋 蜜から 飛び出して 來 

て 二人， 止めろ。) 

ー濱 まァ、 なんだ ねえ 阿 母さん、 > J  & は あたしの 家ぢゃ 

ァ ない、 获江露 友さん のお 住居です よ。 

ぉ傳 荻 江 露 友さん のお 住居 …； ？ ヘン、 大した 藝 人の 

お 住居 だ。 江戶も 鹿くな つた もんだ ねえ。 (と、 煙草の 烟 

,屮 輪に 吹いて ゅ银 く) 

1 濱 それに、 和 八さん も 和 八さん ぢゃァ ないか。 然 うで 

なくと もお 師匠さん の I ほ 分 の 勝れな い の を 知 つ て ゐ なが 

らさ。 


和 八 へい、 どうも 濟 みません。 ぁッ しも 此の頃 妙に 氣が 

短 かくな つて …… むしゃくしゃした ものです かり、 へ い 

…… 。(と、 氣.^ 和げ て 頭.^. 搔く) 

ぉ傳 和 八さん、 お前さん もお 年の せえ で、 モウ そろ ノ \ 

燒 きが 廻って 来た ん ぢゃァ ないかえ。 

和 T< なんだ と …… 。 

1 濱 まァ さ、 い- - から 默 つてお いでと 云 ふに …… 。また 

1"ん じ やつ 

阿 母さん も 阿 母さん、 いくら 口に 稅 金が かトら ない と 云 

つ C  、些と は 謹んで 吳れ るが い \ ぢゃァ ありま せんかね、 

え 、 用が ある ん なら 家 へ歸 つて 開き ますよ 。 

ぉ傳 ぉ濱 よくお 前 そんな ことが 云 ヽ たねえ、 あたしに 孝 

行が 出来ない から、 此の 寵 河岸に 露 友さん を 住ま はせ る 

と、 口前 だけ は體 のい、 こと を 並べて 置いて、 今 ぢゃァ 

^ 一  人を^5*物町へ53ぃてけぼりも1:じこと …… これ ぢゃ 

ァ お前 H! 那 衆の 人 ¥ 落ちる 箬 だよ。 い、 えさ、 一中 節 

も 廢る譯 だ 0 愚圖 々々して ゐり ゃァロ が 干 上つ て 了 は ァ 

1. 濱 まァ、 そんなに ガミ 云 はないで  靜 かに 話し 

て も譯は 分ります よ。 

お 悼 ところが 分らない から 偶に ゃァ 斯うして 大きな „遂 も 

出した くなる のさ。 森庄 五郎と 云って 縱<? 百 石 足らずで 

も、 ふち 米の ついて ゐた時 は 時で 旦那 筋 だが 今 はなんだ 
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い 云 は^ 藝 人の 出來 そくな い 。 お前が 引か れ て 出入 をし 

てるれば、 大 なり 小な り： yd ぎ 込む ばかり、 塊った 話ぢゃ 

ァ あり や ァ しないよ。 それでもお 前に 腕が あって、 たつ 

た 一人の 此の 親 を左圈 扇で 立 過して ぉ吳れ なら、 わたし 

や 何ん にも 云ゃァ しないが ねえ。 

- 0 まあ、 阿 母さん、 お前の： W ひ 方 は ー體 どうしろ と 云 

ふので すねえ。 

ぉ傳 然 うさ、 まァ、 お前が こんな 貧乏く さい 露 友さん な 

んぞと は スッ パリ 切れて、 い、 旦那. 耿り でもし て 樂をさ 

せて 3 はに ゃァ ねえ。 

和 八 え、 ッ、 忌々 しい、 これが 都 和 中と も 云 はれた 入の 

女房 かと 思 ふと 此の 腸が 煮えく り 返る やう だ。 一 濱 さん 

お 前が あん まり 溢 和し 過ぎる か らだ 。 

S まァ /\、 和 八さん、 お前さん は あっちへ 行って… 

:• ぉ師 K さんがお R を覺 まして ゐ るか どうか …… また 御 

用が あったら 伺つ ておくれ。 

和 八 だと 云って、 此の ま \  ぢゃァ …… 。 

- a まァ、 い i からさ、 然うしてお 吳れと 云 ふに さ。 (と、 

a 八. 目 額て なだめろ) 

(和 八 は竊： J- 障った 表情て 上手へ 入ろ。) 

一お 「手， ^合せて) ねえ 、阿 母さん、 どうぞ あたし を 助 

ける と 思って … … 今更 露 友さん に 不人情の 出來な い あた 


しなんだ からさ。  . 

(と、 聲.^ ひそめて 頼む 如く 一 K ふ。 これ 1§- 聞いて ぉ傳 

は 初めて S 告 直って 語調，^  *5 しながら。) 

ぉ傳 だから 私の 云 ふ 通り、 あんなに 御 親切な 鐵 v;g 洲の親 

分が あれ 程 云って 吳 れてゐ るんだ からね …… 。 

かづ さ や 

一 濱 あの 上總屋 文藏と い ふ 元締の …… 。 

ぉ傳 然 うさ、 お前が 默 つて 云 ふこと を 聞かな き ゃァ、 伏 

見屋 の 家 は 立 ち は しないよ。 

1 濱 …… (s^-って俯向 いたま V ホ 口/人と 浜. こぼす) 

ぉ傳 なんだ ねえ、 お前 だってもう 十七 や 十八の 子供 ぢゃ 

ァ なし、 そんな ことで 藝 人の 情 天の 1 人 も 持た うなん て、 

お前 W 間 を 知らな い にも 程が あるよ。 

1 濱 (決心 4- して) 阿 母さん、 お前の 云 ふこと は 能く わ 

かりました。 

ぉ傳 それ ぢゃァ お前、 文藏 親分の 云 ふこと を 聞いて aK れ 

ると 云 ふんだ ね。 

1 濱 まァ、 しづかに して 下さいな。 (と、 始 氮，^ くばつ 

てし その 替り阿 母さん、 あたしの 氣儘 もさせて 下さい。 

ぉ傳 あ、 い \ ともさ、 それ 位の 氣 前が なくって、 藝 入が 

お前い ける もの かねえ。 (と、 打って 錢 つて やさしく 輕簿 

に 云 ふ) さ、 こんな 事に 泣いて 騷 いで どうす るんだ ね、 

氣の 弱い 子た よ。 それ に 間もなく 親分が 見 える ことにな 
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つて ゐ るんだ。  まだ 殘 暑が はげしい から、 どこか 凉 

しい 處で、 御飯 を 御馳走して 下さ るんだ とよ。 

1 濱 (驚いて) それ ぢゃァ 今日 これから…… い. -ぇ阿 母 

さん、 それだけ は宥し て 下さ いな、 まだ 師匠 だ つ て氣分 

が惡 いと 云って ゐ るんで すから さ。 

ぉ傳 なァ に、 お前 そんな ことが …… なんた ねえ、 あたし 

はまた それ 程 ねんね えだと も 思つ ちゃ ァゐ なか つ たよ、 

(と、 、、れ -..<リ 先き 一 濱 とお 傳がシ 、ン ミリと 語り合 ふ 

あたりから 上手の 部屋て、 爪 彈 さかと 思 はれる やうな 

寂び た g 〈三味線が 閗 えろ。 それ は 露 友が H 夫.. らし 

て， Q る 『おも ひ寢』 とい ふ 新曲て あろ。) 

?\ かぎりある 身の かぎり を 知らで、 かひ もな き 世 を 

うちな げきなん の 因 架に 娑婆 へ 来て、 生きて 添 は 

る、 身で はなし、 と は 恨み かくは 云 ふ ものお も ひ 

寢の …… 。 

ー濱 まァ、 1； 母さんの 騷々 しい …… 。(と、 聽 つ) 

ぉ傳 あれ は 露 友さん かい。 

S よつ ぼど機嫌が^&っ たと 見える …… あれが 此の節 何 

も かも 忘れた やうに、 工夫 を 凝らして つけて ゐる 『おも ひ 


寢』 とい ふ 新曲です よ。 

r. た r すの 水のお、 それよ、 戀 せじ ものと いふ だす 

き、 かけぬ 日 もな き 神い のり。 

ぉ傳 うむ、 あれが かい。 成程ね、 おつに 漉い 節 はついて 

ゐ るが、 まだく あんな 弱い 調子 ぢゃ ァ江戶 中の 人氣は 

むづ かしから うねえ。 それにつ けても 一  疋の藝 入が 世 

に 出る まで、 お前 獨 りの 細腕 ぢゃァ …； 。 

一 濱 あれ、 しづ か にし てお 吳れッ つ て ば。 

ぉ傳 あいさ。 (と、 氣 のない 風て！： ふかす) 

〈うけば と祌 の、 心 まかせと 捨て 言 紫、 浮氣も K の 

よそごとに、 つじつま あはぬ 氣が ねより、 れいの 

合の手、 かざし 木の はし、 通 ふなら おのしん きぼ 

し 0 

(と、 照のう ちに 表 に て 案内の？， かすろ。 先刻から お 

傳の 話の 敏砲洲 の 上總屋 文 蔵と いふ 元締が 11; 芝居の 森 

田 i{i の 太夫 元 枠 若 太夫 と 立 m の is 士  E 小 H 次.^ 作 ひ 訪れ 

たのて あろ。) 

ぉ傳 あ k きっと、 文藏 親分に 違 ひない よ。 
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(と、 ぉ倬 は^つ ズ 門口へ 行く。 1 濱は浮 かない 苦い 

i^iir て ® も^に 惚れて ねろ。 皆々 捨臺詞 ろしく も 

がる。) 

ぉ你 ほんと に 親分でした ねえ。 まァ、 づッ とこ ちらへ… 

…ぉ濱もぉt^^^してぉ待ちしてゐたんですょ。 ぉ濱 や、 

錢 洲の 元締さん だ。 御挨^^を申しぁげなぃかね。 

文藏 なァ に、 そんな 改まった こと は 入らね え。 だが ね 一 

濱 さん、 今日は お前さんが こちらに お出で だら うと 察し 

て、 珍ら しいお 客 をお ー迎 れ中 したんだ。 こちら は 芝 町 

で；^ 高い 森 田 座の 若旦那で 若 太夫さん …… これが々：！ 人 和 

中の 一 人 娘で ー濱 さん。 これが 阿 母さん。 

ゆれ 太夫 何分よ ろしう お 照 ひ 巾し ます。 

- 0 これ はくお 初にお： w にか、 ります。 能う お出で 下 

さいました。 

お まァ、 どうぞ、 ずッと 此方へ …… 。 

若 太夫 今日は 元締さん が 是非に と 有 仰つ て 下さる もの で 

すから f;S® もな くお 邪魔に あがりました。 どうぞ、 お 構 

ひなく。 

文^ そこで、 そッ ちの 方に 恐れ入つ てお 辭儀 をして ゐる 

人 は …… は \ 、  > - これ は 馴染 も 馴染、 先代から i の 深 


お 悼 おや、 お前さん は吉 次さん ぢゃァ ないか。 ま ァぉ珍 


らしい。 ほんと に黑 い^ 織の 着られる 立派な 塞 人 衆に お 

なり だから、 すっかり 見 違へ て 仕舞 ひました よ。 さ、 ず 

つと お進みな さいな。 

吉次 いえ、 もう、 然ぅ有 仰ら れ ると …… 何とも はや、 顔 

から 火が 出る やうで ございます。 それでも j 濱 さん もお 

立派 に 御成 人 で、 こ んな 喜ば しい こと は ご， さいません よ。 

一 0 お 初にお 目に か、 ります。 妾が 都 一 濱と いふ 家元で 

はあり ますが、 ほ ん の 名ば か り の しがな いもので /さ い 

ます。 何分よ ろしく お頼み 申します。 

吉次 いや、 ぉ讓 さん、 あなたに 然 うきち やう めんに 御挨 

拶 をされ ちゃ ァ …； わたし は； r 代 師匠の 一 方なら ぬ 御 厄 

介に 預っ た吉 次と 申す もので ございま すが、 平素は 思 ひ 

ながら 御無沙汰 ばかり で、 まこと に 闘が 高う.、 /さ い ます 

よ。 (と、 揉 手. >^ する) 

1 濱 いえ、 そんな こと は 妾 は 些とも 存じません ので …… 

父 は 父、 わたくし はわた くし、 未熟者で すから どうぞよ 

ろしく お 願 ひします。 

さすが 

若 太夫 いや、 有繁は 女ながら も 名人 和 中さん の 後つ ぎだ 

けあって お生れ がらが 遠って ゐる。 元締さん、 能く 速れ 

て來て 下す つた。 

文藏 然ぅ云 はれる と 何だか 斯うお つう 鼻が 高くなる が、 

阿 母、 今日は 露 友さん はお 家に 居な さる かね。 
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$ 元締さん、 留守と 有 仰っても あの 唄 三昧 線が 承知し 

ません よ。 

苦 太夫 まだ 問いた ことのない 新しい 附 けだが、 吉次さ 

ん、 お前さんが 睨んだ、 け あつ てな か/^ 御 熱心な もの 

です ねえ。 

文藏 , 寶 はね、 今日は nR" 非 その 露 友さん に 逢 ひたく ッ て斯 

うして 三人が やって 來 たんだが、 何とお 前が 橋渡し をし 

てお 吳ん なさる めえ かな。 

1 濱 い、 え、 それ は駄 nil でせ う。 .gK は 此の頃 引 籠つ て 

新曲 を附け て ゐ なさる ので、 決し て商賫 仲間の 方に はお 

目に か --- りません から。 

$ それ ぢ ゃァ 此の 儘歸れ と 有 仰 るん で ，一 」 ざ い ます か 。 

霜 友 (^豫 館の 中から) い k や、 荻 江 露 友、 折角お 出で 

下す つた 皆樣に 非お 目に か V りたう 存じます よ。 

(と、 三味線ん 抱へ たま.^ 伢豫簾 捲き あがろ。 和 八が 

露 友の 傍 li-^ リ _t く。) 

和 八 だが 太夫、 あの 富 士田吉 次 はよ くない 事が あって 先 

代から 門され た 男です から、 あんまり 親しくな されね 

えがよう がす ぜ。 

露 友 まァ、 そんなに 心配し ないがい k と 云 ふに。 

(と、 露 友 座敷へ 來ろ。 和 八 もつ V く。) 

露 友 これ はお 初にお H にか、 ります。 手前が 露 友、 まだ 


嘴の 黄ろ い、 ほんの馳け出しのi^<でござぃます。 以後 

よろしくお 引き ま はし を 願 ひます。 

吉次 これ は 丁寧な …… 手前が 長唄の 富士田 次。 

荇 太夫 わたくしが 森 田. M の 太夫 元で ございます。 

^八 へい、 若 且那、 お 久し；^ りで 御機^よ ろしう。 

若 太夫 おや、 和 八さん、 お前さん 暫く 劇場の 方に 兑 えな 

いが、 いつも 丈夫で 結構です ね。 

文藏 時に 露 友さん、 早速 だが、 お前さん だ つてい つ まで 

斯う やってくす ぶって 居た つ て、 云 は^ 宝の持ち腐れ、 

どう だ 一 番 改めて 芝居小屋へ 出な さる 氣は あるまい かね 

え。 

裏 ！ a りながら、 手前が 立て を つて ゐ ますが、 決して 

惡 いやう に は 致しません から、 お前さん にわきへ 化 つて 

貿 ひたく ッ て やつ て來 ましたの さ。 

サ{ 太夫 實 はわた くし どもの 劇場 も 此の 秋 はがら りと g ぶ 

れを變 へて、 商 麗屋の 親方 松 本 幸 四 郎が 三代 E 画 十郎を 

襲名して、 幸 藏が幸 四郞に 名前 替 へ をしょう とい ふ 大切 

なかき 入れ 興行、 それにつ き 何と 云つ ても當 節で は ST が 

しっかりして ゐ ません ぢゃァ どうも 思 はしくな いので、 

士  n 次さん とも 相談の 上當っ て碎 けろ で やって 來 ましたが 

どうか 花々 しく 出て やつ て は 下さいません か。 

文藏 露 友さん、 S けばお 前さん も、 武士から 藝 入に 身 を 
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落した の も、 初めは 芝 is 小： K で頓 まれて を謠 つたの が 

原因で よくない 騎 H にあった とやら、 その 復謦に 今度 は 

1 # 江戶 中の 人氣 を！ W き 立た せて 見ち ゃァ どう だ ね。 

(と、 Sg り 立て 、すゝ めろ) 

露 友 ：：： (た V 眤と K リ込 んて考 へて ねろ) 

和 八 い、 え、 それ ァ 不可ますまい。 うちの 太夫 は藝 八に 

身 を t 洛し たと は 云 ふ ものの 腹の 底 は どこまで も 武士 、 そ 

れに 今まで 一 濱 さんの W 話に もな つて 斯うして 零 た 生 

活 はして ゐる ものの、 荻江節の 一 派 を 開く 決心で ゐ なさ 

ると ころ だ。 然ぅ 申しち ゃァ なんだ けれど、 富 士田を 名 

1! る W 次さん の わきに やど ッ ち 道 坐り 難う，、 J ざい ませう 

よ、 ねえで H さん、 そんな もの ぢゃァ ございま せんか。 

一 0 と は 思 ひます が、 そこ は師； 1^ のお 考 へで、 あたしな 

んぞの 口を入れる 幕. ぢゃァ なから うと 思 ひます よ。 

和 八 だが、 これ 迄の 苦心 を 思へば、 今更に なって にあ 

げ 底の 多い 蕩人 仲間へ、 この 儘； g を さげても ねえ。 (と、 

首 外 Li 意, .J- ふくめ て 首 ふ ) 

露 友. (« 然と 啦.^ 閱 いて) いや、 然 うでない。 大小 カラ 

リ と 投げ 菜て 、 藝人 仲間 へ 入った から は、 もと より 苦勞 

は 悟の 上、 和 八、 一 n 一の 意地 を 粟て 、 も 意地 を 立 て る 

が S. おの 藝 入と いふ もの ぢゃァ なか らう か 。 

和 八 へい。 ぢゃァ 肺 匠お 前さん は、 皆ん なのす、 める 言 


葉に ついて …… あの 士" 次 さ ん のわきに たって …… 。 

露 友 然 うだ 、 わき は S て K きながれ へで も 坐って 修業 を 

する つもり だ。 

5 ぇッ、 では 今迄 夜の or も寢 ずに、 荻 江の 一派 を 開く 

とい ふ、 あの 決心 も打棄 つて …… 。 

露 友 い や、 打棄る の ぢ や ァ な い 道筋 だ 。默 つて 考 へる 時 

も 過ぎた。 これから は實 際の 力で 踏み 開く の だ。 

和 八 でも 折； W: の 今まで を …… 此の 21 に 中折れす るの は^ 

しい もの だ。 太夫、 ぁッ しも 今迄 浮世の 義理で 身過ぎに 

笑って 精 間 はして 來 たが …… お前さん ばかりに ゃァ …… 

ェ 、こんな 口惜しい こと はねえ。 (と、 淚 出して 泣 

く) 

IS 友 いや、 和 八、 お前の 意は薛 しいが …… いくら， H.3 の 

身に なつ て も、 藝人だ つ て蟲 けら ぢ やな い 。 飯 を 喰 はず 

に 生きち ゃァ 行かれなかった の だ。 は、、、。 

若 太夫 これ は 立派な 肺 匠の 御 決心 だ。 

吉次 やっと わたし も、 大安 心 をいた しました よ。 

文藏 然 うと 定まれば、 俺 もい i 面 役に なった と い ふ もの 

だ。 なァ阿 母、 これでお 前 も 娘の； 屑から 审- 荷 をお ろした 

氣 がする だら う。 

ぉ傳 ほんと に 元締さん に は 厚く 御禮を £■ さなく ッ ちゃ ァ 

なりません ねえ。 それでも 露 友さん が 然ぅ覺 悟 をつ けて. 
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下さり ゃァ 私 も 大安 心 でさ ァね。 當節 の 藝人衆 はなん ぼ 

腕が ぃ& からって、 くすぶ ッてゐ ちゃ ァ 人氣 か 引 立ち ま 

せんよ、 ねえ。 へ i  \。 

若 太夫 (吉 次が 目顔て 知らせろ のて) 時に 露 友さん、 手 

前 劇場 へ 御 出勤 も 快よ く 受け て 下さ つたお 約束の 證 しに 

ほんの 手附 として これ をお 納め 下さい まし。 (と、 懷中か 

ら 若干の 金 包ん， - 出して 渡す) 

露 友 では、 遠慮なく 頂戴いた します。 和 八、 矢 立で も 持 

つ て來 てお 吳れ。 一 寸； 、取のお 證しを …… 。 

若 太夫 いやく、 それに は 及びません。 生證 文が こんな 

に 大勢 ございま すから。 

露. K 左樣 でございます か。 (と、 受取って、 a ぐ に お 傅の 

前へ 匿 さ) 阿 母さん、 改めて 此の 金子 は あなたのお 手元 

へ …… 。 

ぉ傳 うむ、 ぢゃァ 露 友さん、 これ を 此の儘 わたしの 方へ 

…… まァ、 それ は濟 まない ねえ。 ぉ濱 や、 お前から もよ 

くお 禮を 云って 下さいよ。 

1 濱 あれ、 でも、 そのお 金 は …… (と、 もじ/ \ すろ) 

ぉ傳 なんだ ねえお 濱、 そんな こと を 云つ ちゃ ァ水 奥くな 

る ぢゃァ ないかね え 。(と、 追從笑 ひすろ) 

露 友 これ か らも 荻 江 露 友が 今迄 世話 を かけた 御 恩返し、 

身 で 生み出す 金子 だけ は 必ず こなた 親子に 進ぜます か 


ら、 甚だ 我儘の やうで 云 ひ 難いが、 暫く ー濱も 此の 假住 

居 へ は 足 を 遠退 い て賀ひ た い 。 

1 濱 え、 何と 有 仰い ます。 

mA あの ー濱 さんに …… それ ァ あんまり 沒義 道と 云 ふ も 

ので ご V」 いますよ。 

露 友 いや、 此の儘 切れろ のなん のと 云 ふで はない。 が、 

ちと 感ずる ところ あつ て、 今日より 藝 通に 進す る 荻 江 

露 友、 B; はしい こと は 一 切- にしたくない からだ。 一 濱 

わしが 脾 手は宥 して くれ。 

1 濱 でも、 それ は、 あんまり …… お 氣の强 い、 阿 母さん 

…… お前 は …… お前 は あんまりな 人 だ。 

(と、 母に 向 ひ 恨み.. ひながら 打 伏して；！ "^く。) 

ぉ傳 なんだ ねえ、 それが 何も、 わたしの 知った こと ぢゃ 

ァ なし …… 罪 を 此方に …… まァ 厭な 女 だね え。 

和 八 お 師匠さん は 優しい 方 だが、 In- 斯うと お 心 を 決し 

たらな か/ \ 堅 うご ざいます から、 また 折 を 見て わたし 

も 能くお 願 ひ 申して 置きます からね …… (と、 一 演. 5. 勤 

はリ 慰めろ) 

文藏 しかし、 露 友さん が淸く 出勤して 吳れる ことに 極ま 

つて、 こんな 大喜び はあり ゃァ しない。 その上お； おさん 

まで 斯、 T- 早く  。 

ー濱 え？ (と、 うらめし さ、 つな 表情て 面ん もげる) 


友 5^ 江 荻 


5G5 


文 なに さ、 廣ぃ W 間た。 然 うくよ くしな さる もん ぢ 

ゃァ ねえと 云 ふ 事 さ。 どれ、 それ ぢゃァ お 暇と いたし や 

せう かね。 

次 ほんに 然 ういた しませう。 いや、 一寸 伺って …… 。 

若 太夫 飛んだ ぉ邪縻 をいた しました。 

^友 これ は、 お 粗忽 をいた しました。 

文-^：^ それ ぢゃァ 阿 母 …… (と 目^て 知らせ) 晚 にや ァ夕 

凉 ながら どこかへ 行って、 御飯で も^べ よう ぢゃァ ねえ 

力 0 

ぉ傳 そこで 何かと 相談 を …… ィャ私 もこれ でお 暇し よ 

う。 ぉ演、 後から K ぐお ES りよ。 

(と、 ゆ：！々 挨投 r> ろしく 花 通へ 入ろ。 門口へ 出た 時、 

揚|:^^から河野の下女ぉきん、包みもの.^持ち出て來る。 

花道 附 際にて ゆ S 々と 擦れ 逮ひ、 「森」 dd 五郎のお 宅 はもれ 

て ござい まぜう か。」 と W く 「森庄 五 郞と 云へ ば 露 友 さ 

んの 昔の 名 だ、 お-' もの 家 だ i。」 と敎 へられ、 門口へ 

來て何 ふ) 

初 八 もし 、師匠、 ー濱 さん ッ てば！ いつまで そんなに 

して ゐ たって 仕樣が ねえ、 さ、 誰か 人で も來 ると 見ッと 

もない よ。 

5 だって、 和 八さん、 意氣 地な しだから 仕方 もない が 

…… あたし や 露 友さん に 愛想 をつ かされ たんだ。 (と、 思 


ひ 迫って 激しく 泣き出す) 

和 A 仕樣が ねえな ァ …； ね、 もし、. g 匠、 ー濱 さんの 此 

の 心根 をお 察しな すって、 何とか 今一 度 思 直して 下さる 

譯 にや ァ行き ません かえ。 

露 友 和 八、 お前に 然ぅ云 はれる まで もな く、 私 も あんま 

り 心 持の い .^話ぢゃァなぃんだが、 今度ば かり は 聞き 分 

け て 俺の 意地 も 立 て させ て 吳れ、 今迄で さ へ . 滞 山な と >  J 

ろ へ 、 また これから 先き 一 濱に 苦勞を かけち ゃァ 、 第 一 

先代 の 親御 和 中さん の 跡 式 を 潰し て 了 ひ、 女 師匠と は 云 

ひながら 一 中 節 都 派の 根 を絕ち 葉まで も枯す やうな もの 

それ ぢ や ァ 武士 を棄て 、 藝人 にな つ た 俺 だけ に嬉濟 まな 

い。 今迄 これに 氣 のっかな いぢ ゃァ なかった が、 今日 阿 

母 の 愚痴 を 蔭で 聞か され、 つ くぐ 悟る ところがあった。 

まだ 此の 上に も 俺が 女の 細腕で 仕经り を 受け て 居ち や ァ 

世間 は 兎も角、 石に かぶりつ いてな りと 荻 江の 流派 を 開 

かう と い ふ 露 友の 名前に 錯 がっく。 どうか 俺が 黑ぃ 羽織 

の 一 枚 も 引 張つ て、 誰が 眼から も 第 一 流の 藝 人で 威張つ 

て 通れる そ の 時まで、 賴 むか ら 此の 露 友 を 見逃し て 吳れ。 

よ、 解った か。 

和 八 成程な ァ、 窪んで ゐても 此の 眼で、 行く先き 立派な 

藝 人になる だら うと、 睨んで 惚れ込んだ 人 だけ あつ て、 

その 決心 を M いて 見れば、 頭. こそ は圓 めない が、 世 を 茶 
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化して 世を棄 て た 、 お S 間 の 和 八が 3 か らも 熱 い 淚は 、 」 ぼ 

れて來 る。 また、 こ ッちを ：！^ れば 先代の 忘れ形見  え 

えま、 よ 女の 身 だ、 藝 など は棄て i 了つ て戀に 生きろ と 

云 ひたいが、 家元 だけにつ ぶされ ない。 ねえ 一 濱 さん、 

ゎッ しゃお 前が 誰より 可愛 いんで、 モウ どうす り ゃァぃ 

いんだ か、 さっぱり 譯が 解ら なくなって 了った よ 。(と、 

男泣きに 泣 iv ながら 勸 はろ) 

1 濱 い \ え 、和 八さん、 あたしが 惡 い 。 ^K、 勘 おし て 

下さい。 こんな 至らない あた しです か ら嫌は れ るの は 自 

分が 惡 いと 3 心つ てゐ ます。 

(と、 一 濱は 半ば. H ら恥 v- 半. はは 女の 感情て また 新し 

い 涙， か 振 絞って 泣く。.) 

露 友 (聽耳 立て) これ、 誰か 表て に 案內が ある やう だ。 

和 八、 ー濱 をぁッ ちへ …… 。 

甜八 へ い。 これ、 そんな 風 をして ちゃ ァ見ッ ともねえ。 

さ ァぁッ ちへ お出でな せえ。 (と、 上手の 小 間へ 追 ひ 立て 

ろ やうに 押し遣り) はいく、 どなたで 入ら ッ しゃい ま 

きん あの、 河 野の 屋敷から 伺 ひました きんと 申す もの、 

こちら が森庄 五郎 さまのお 住 で „-  /さい ませう か。 

和 八 へい、 左樣 でございます。 

露 友 お、 きんどの か、 能う 来て 吳れ た。 さァ、 これへ。 


和 A ずッ とこ ちらへ お出でなさい まし。 

きん (ig に ついて) お 久 振り で *、 /さ い ます。 ぉ螺は 何も 

斯も 伺つ て 居りました。 い つもお 健 かで お f ぬしう 存じ ま 

す。 

露 友 きんどの、 そなた も 替 りが なうて 結構。 和 八、 濟ま 

ぬが 茶 を 一つ …… 。 

初 八 へ い。 (と、 きん，^ デ a  く 見て 茶，^ 出し、 上手へ 入 

ろ) 

きん 昔と 變 つて 風流な ぉ暮 し、 日 の あなたのお 氣 性で 

は 却ってお 氣 fe- で ございませう。 

露 友 自ら 知りつ k 臭に か& つて、 今は藝 人の 身に なり 下 

つ た庄 五郎、 和 八と 云って あの 仁と たった 二人 の aj^ 讹 IW 

の氣樂 さは、 また 格別で 面白い。 

きん では、 あの、 たったお 二 入の 男仳 IW …… (と、 S 入れ 

あ つ て 〕 それ は ま ァ 、何よ り 結構で-、 J ざ い ます。 そ の 由お 

孃；. 稼に 告げましたら 撫 々ぉ欣 び 遊ばす で.， J ざ い ませう。 

露 友 さて 早速ながら、 ぉ嬉 と 申せば あのお かの 殿 は i;:^ 

が 狂うて その後 は麼敷 { 午と s きました がい 一 切お M 敷內 

へ 立 廻って はならぬ と 厳しい お叱り を 受けて 追放に なつ 

た 手前、 たどく 蔭ながら 案じ 過して りました わい。 

きん その 儀 なれば 御 安心；！ 近ば しませ。 委しく は 此のお 手 

紙に …… (と、 懐中から 出して 波しながら〕 猶 此のお 小 


袖と お 羽織 はお 趨 樣 が手づ か らお 縫 ひ あげ 遊ばした 品、 

どうぞ 御 納め ドさ いませ バと、 右の 品々.，^ 前へ 出す) 

露 友 ふむ. (と、 ^み 終リ) さて は 狂氣と 見せた の は、 忠 

之丞 の綠談 を斷 る^ であった のか。 (間) また これな 

る 小袖、 羽織 地に 荻の 雜を 染め出し にし て あるから は 

荻、 y?!^ 友が 今の 身 をば …… 。 

きん 何もかも 御存じで、 前 月から お ほ 敷 奉公に あがって 

をり ます。 

友 して、 その 御？^ 公 先き のお 尾 敷 は？ 

きん 祌田 小川 町のお 大名 ほ 敷、 御主人 樣は備 後 福 山の 城 

、}^、 阿部^. 预守 様で ノ  /さ い ます。 

ス リャ、 それほどまでに …… 天晴れ 世間に 讅 はれる 

藝八 ともなりましたら、 お. の 小袖 羽織 は 身に つけて、 

しかも 心 入れの 获 の；. g 樣は、 一 牛： 肌身 を はなし ませぬ と 

よろしう へ て 下されい。 

あ にト 3* 

さん 彼方 ぼの めに は 救 ひの 神の そのお 言葉、 確かにお 

^へ 巾し 上げます。 

(と、 が 小袖 抱-さわげる やう に 取り上げて.：：^；,: 

秘めた^ 心に 恍惚と した t -、 上手の 座敷から 一 濱が思 

はず兄：；^！んて嫉如の忍入れ。 和 八 これ，^ 止める" 皆々 

e4 ひ 入れ よろしく。) 

. I  ^ —— 


第五 幕 

第 一 場 芝居 茶屋 川岛 奥座敷 

舞 豪 は 森 円座 前の 大 茶屋 川 ciS の 離れの やうに なった 奥 

成 敷。 笞の 蒸した】. に は-お、 桔； I！ などお 一 も 埋める ばか 

リに？ ぇリ、 靑 竹垣ん、 めぐらした うちに tf、 手入れの 屆 

いた. 一 化 木、 石 燈？. r 稻 荷.^ 祭った 小さな 祠 など よろし 

くわり。 座敷 は！ S 成 リ粹な 離れ座敷の 如き： 溢れ 緣附. 

て、 茶の 味 は ひわろ 造リ、 銀地の 風 爐先屛 風、 衣桁、 

總て 浮世 綺 風の 華 車な 道具、 床の間に は光淋 波の 細か 

けもの、 上手に 美しい 座 布 園、 商 給の^ 05、 同じく^ 

盆， 正面 LL 寄りた る 下手の 方に 同じく 座布^  (これ は藝 

m のお 布團) が 二つ ベ 敷いて ゐ る。、 

= ^の 三つ の 布圑の 前に は 茶て 用 ひる 简 1™- な ii 拖 へがし 

て 銀の 知 K 利が 出て ねる。 すべて その 頃の 芝居 茶屋て 

御殿 # などが 來て藝 人，^ 呼ん て 座，.？ A ハに する 時の 支度 

が 整って ねる のて ある。 

下手 は；^ がか リの 如き 長 廊下 に て 、 座敷 .U 通ず る 出入 

リ もり、 二階へ も 行かれ、 ま；^ 他の 座敷へ も 行かれる 

心 に 出來 てね る。 大切 所作事 「今 樣道成 寺」 L! て 幕が 

切れる と 打 出しになる。 その 最後 の^の 離 子 Li て 幕 明 

く。 茶屋の 若恭ゃ 女中、 役 * の 男衆、 留 S おの 若い者 等 
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が 大切に 近いの て忙 はしく 話しながら 廊下，. M 仃 つたり 

夾- たりして， Q ろ 情景。 

茶屋の 女 1 ねえ 吉 さん、 もう 打 出し か い。 

留 場の 若 * お前さん、 何年 芝居 茶！ ® に 奉公して ゐ なさる 

ん だえ、 芝居が 打 出し や ァ 太鼓が 鳴る ぢゃァ ねえ か。 

茶屋の 女 1 まァ、 い \ よ、 お前さんに Ira いて るん ぢゃァ 

ないから … … ねえ 直さん ッ たら。 

男衆 a 古 え X もう 旗ぐ です よ。 あの 離 子になる と ぐ か 

茶屋の 女 1 然ぅ、 有難う。 (と、 右手へ 入ろ) 

若衆 久助 おい，^、 おきく さん、 奥のお 座敷 はもう 全然 

差 支へ ない や-うにな つ てゐ るね え。 御殿 者 だから 不行屆 

きがあつ ちゃ ァ いけね えよ。 

茶屋の 女 二 大丈夫で すよ。 (と、 行 ふ、 過 ざろ) 

茶屋の 內？ i  (下手から 出て 來て) なんだ ね久 さん、 御殿 

者 だなん て そんな 大きな 聲 をお し でない よ。 開え ると 大 

變 ぢゃァ ないか。 

久助 へえ、 どうも 濟 みません。 あの方 は 阿部 樣 のお 奥に 

お勤めの 方です ね。 

内 優 お 奥で もなか-, (\ 雷い お 役柄です とさ。 まだ 若い し、 

それに 滅法お 美し い 方 だね え。 

久助 あんな、 錦嬉 から 拔け 出した やうな 尾 上役 者 は、 富 


時 太夫 衆で どなたが 較べ られ て も 及びません ねえ。 

留 場の 若者 仕樣が ねえな。 (と、 通リ. リ) ぉ內 儀さん 

一寸 御免なさい。 おい、 おい、 高麗 M さんの； お 一 りの 男 は 

こっちに ゐる のかい。 樂 から 今 表へ たづね に 来ました 

ぜ。 

の 方の 驛 へえ、 ありがたう。 わかりました。 

(と、 此の 時、 舞臺の 方から は isw の 拍子木が 聞え、 直 

ぐ 打 出しになる。) 

內餞 おや、 今日はち つと 早い やう だね。 

*t>3 ぶつ 

久助 だが、 こんどの 狂言と 來 たら 終 ひまで 觀. 各が 立ち ま 

せんから ねえ。 

內儘 やつば り は 露 友さん の人氣 だね。 (と、 此時、 蓝 か 

ら 「おかみさん  おかみさん」 と 呼ぷ) あいよ、 今 直 

ぐ 行きます よ。 (と、 下手へ 入る) 

久助 さあ， 此等 もこん な こと をし ちゃ あ IHS られ ねえ。 

(と、 、、れ も 慌て、 上の 奥へ 入る) 

(哲 らくの 間、 打 出しと 共に 見物の 男女が 通り 過 ざ 

る。) 

見物の 男 どうだい、 ふる ひ 付きたい やうな 咽 喉ぢゃ あね 

え か。 

見物の 女 ほんと に 能う ござんし たねえ。 今度の 狂言 は 高 

麗 逢の 一一 一代 目に な つ た 名前 替 へ も あり ますけ れど、 唄が 
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人 t 湫を 呼びました ねえ。 

他の 女 立ての 吉 次さん も惡 くはありません が、 矢張り 露 

友さん の聲は SJ^ 立つ し呂も 利く し ：•：. 。 

見物の 男 それで 節 11 しが 滅； ない、 と 来て ゐれぁ 三拍子 も 

の だ "(と、 話しながら 通る) 

(と、 また 慙 らく 二三 人づっ 廊下，^ 通る。 茶屋の 女、 

番頭な どお 世辭ん fa ひながら 案内した リ禮, 2  一一  n つた リ 

すろ。 紫の 絲窗 子.^ つけた 女形な ど 二人 位 通 リ過ざ 

る。) 

^0  (案内の 心に て) さあ、 どうぞ あれへ お越しな され 

ませ。 (と、 丁寧に 腰ん か >  めろ) 

(*^ ぐ 下手から 报模 の 品の い、、 色彩 美々 しく 金 S 

孑 S1W*J< しめ、 ぜ、、 ん 懐中し；^ 奥 女中 川 先き に、 

これ もお 促の 女中の 扮裝 にて おきん 出て 來る。 內 儀の 

後に Is? 問 和 八つ く。 と、 ^敷へ 來 リル 3 々よろしくす 

まふ。) 

內依 今日はお 早い うちから 御 見物で、 .i 一お つかれで ござ 

いませう。 

i; 川 好きな 逍と云 ひ、 別して 今日はお もしろう ：•：• さし 

たる 勞れ も资 えません。 

、ん n: 那 さまに はお^ 下りのお 樂 しみ ゆ ゑ、 御 をな 

さ.；； ずと、 ゆる/ \. おくつろぎ 遊ばし ませ。 


和 八 (丁寧に 辭儀， ケ して) お召しに よって 获江露 友、 間 

もな く これへ お 目通り い たし ます。 

野 川 何かとお 世話になりました。 わけて 和 八 どのと やら、 

そなたの 丹精が 凝つ て 今度の 大當 り、 荻 江 露 友 は 名人 だ 

と 世間の 評判 を联 りました も、 始終お 側で 勵 まされた の 

が 力 綱に な つ たもの と B、y ます。 

和 八 へい、 手前 風情に は 身に あまる そのお 言葉、 有難う 

ぞんじ ます。 憚り なが ら和 八め はおの れが 世に出た より 

も、 どんなに 嬉しい か ぞんじません。 (と、 老の 眼に は 言 

築と 共に 涙が 浮び 出る) 

內儀 ！S りながら、 あれへ 富 士田告 次、 获江露 友の 兩 太夫 

が 見えた やうで V  /さ います。 

(と、 此の. &兩 人、 盛装して 恭々 しく 手.^ っ告平 1« 低 

jg して まか リ 出る。) 

お 一 一人と もに 遠慮な うそれ なる 座 へ お つきな され ま 

さらば 御免 を 蒙りまして …： 露 友… さ ッ…。 

どうぞ、 御 順にお す  み を ：： 0 

(と、 兩人は 恐縮しながら 座 Li つく。) 

野 川 今度び の 仕組み、 わけて 新曲の は大 Is で、 心に 

しみ，^ \ と拜聽 しました。 さ、 祝 ひに 一 つ 此の 盃を …… 。 

(と、 きん LL 目 观ばぜ する) 
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亩次 (汗，^ 拭咅 ながら) いや、 これ はどう も ：… まこと 

に 恐 縮 至極な 次第で……。 (と、 ける) 

露 友 やつ、 あなた は …… 。(と、 氣が ついて 驚く) 

吉次 では、 露 友 は、 御存じの …… ？ 

露 友 い… え、 左 樣 では ございま せんが  (と、 ra4 入れ 

あって) ど こぞで お見受け 申した まで。 

吉次 いや、 これ は 失禮な こと を …； おつ」 しみなさい。 

野 川 ほ.^ 气 藝人 衆と 云 ふ もの は、 思った より 禮 儀の 堅 

いもの、 一 献 過され たら それ を： 露 友さん にお 廻し 下さい。 

內篚 わたくし がお 酌 を つかまつり ませう。 

吉次 (頻リ に 額， 屮撫 てながら) いやもう、 た^く 有難 

いこと でございます。 なう 露 友、 斯うして お 屋敷 樣 方に 

お 目に か \ る ばかりでなく、 お流れまで 頂きます こと は 

餘 りに 恐れ ある 幸せ 事と 申す もの だ。 (と、 杯 A かま はす) 

,,v 、ん まあ、、 士！！ 次樣 のお 世辭 のよ い。 荒事 を 得意な 国十郞 

の 舞 K よりも 優に やさしい 太夫 方のお 聲 に、 夢心地で 

, 惚れた との 仰せで ござい ました。 

$ これ はます く 恐縮な 次第で …… (と、 すっかり 内 

心自 偬れ て 了 ひ〕 闺十郎 の 舞 豪よりも …… 手前 どもが 未 

熟な 1- を 御 轟 凰に 遊ばして …… (と、 思 はず 乘 出して) 

へ… いや、 どうも これ は …： 手前 もとは • お 都で 佐 野 川 萬 

菊の 弟子で ございま したが、 當 江戸へ まかり 越し、 死ん 


だ 都 和 中の 門弟と なって 修菜、 此度 御意に 叶つ て i ほ士田 

吉 と 改名 「今樣 道 成 寺」 の 立 を …： これに 控 へ まし 

た a 友の わきで H 出度く 大人り の 御 人 氣を赢 ち 得 まし た 

も、 これ 偏へ に いづれ も 樣の御 引 立が あれば こそで ござ 

L ます 

(と、 ペラ/, \ とキ ザに 精 リ まくる。 iJ 川 はお *v 、ん 

に 目 配 -fl して 祝儀の こと，^ 云 ひふくめ ろ。 と、 内 餞の 

手て 「御 抓 K さん、 、、れ，^:」 と. fn 次の 前へ 目錄 1^ 出 

一  す。 古 次 頭 さげろ。) 

きん 曰 ー那樣 から ほんのお しるしで …… 。 

.fH 次 これ は 何とも 恐れ入りました。 露 友， お 禮を申 上げ 

な。 では御；^^；^慮なく顶戴ぃたします。 

露 友 …… (^^ ん する) 

きん あの、 甚だ 申し かね ましたが、 告次 さんに 折 入って 

少しお 願 ひが ；… C 

古 次 (早； 惚れの 早 飲込みて) あの わたくしに …… で 

は、 露 友 を 一 足 光き に歸 しまして、 あとで 悠々 御酒のお 

相手で もいた します ことに …… 。 

きん お ほ W \ 、まあ、 あなた 樣 はお 氣の 早い こと •：.： 

(と、 さすが Li 云 ひかれて) ねえ 和 八さん、 あなたから 

一 寸申 上げて は. 十 さいません か。 

和 八 へい、 へい、 承知いた しました。 お 易い ことで …… 
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いやな に 苦 次さん、 寶は n: 那様は 手前 師匠の 露 友 を大の 

御 B§g で、 これから 先き の 事に ついても、 いろくお 力 

添へ をな されて 下さる との ことで、 まことに 失 隨.. たが、 

あなた は 一足お 先き へ …… 。 

古 次 なに、 一足先き へ …； ？ 

和 八 どうぞ 御.：：：. E にお 引 り を …… ねえ。 わたし も 御 1 

緒に お供いた します よ。 

吉次 (：！^-氣に取られて) へい、 それ ぢゃ あ、 あの …… 左 

§S で ご. さいました か 0( と、 さすがて れ加诚 て) 早く さう 

有 仰って 下されば、 その …… いや、 それで は、 御免 を 蒙 

ります。 

あれ、 わたくし 達 もお 供 をいた します よ。 (と、 内 餞 

和 八、 きん、 後. vJ- 迫 ふ) 

お たつ v!v 

ij 川 (&ひ 迫って〕 あ V 庄五郞 さま、 よく まあ 御 壯徤で 

…… (と、 る やうに して？ 胁 友の 傍 にに じリ 寄る) しか 

も 江戶 一 ばいの 此の 人氣 を、 湧 立た せる 今までの 御 苦心 

は …… 。 妾 は- おしい ：… ^^はた父もぅ、 嬉しい。 (と、 思 

はず こ ぼし て r< ろ こ ぷ ) 

露 友 お、 おかの 殿 ：： 能く 今の になって 見物に 来て 下 

された。 わし も 嬉しい、 千 人 m 人の 見物 も 大切に は 違 ひ 

ない が、 こなた 一人の 胸に 響いた 欣びは …： あ \ その 欣 

び は、 何に 瞥 へよう 一 W 葉 もない。 


(と、 二人 は 初めて 互 ひ LL 一つ 呼吸 なって 喜びな が 

ら。) 

ぷ す A 

舒川 よく まあ、 それでも わたくしの やうな 不粹な もの は 

お忘れ 遊ばした と 存じて ゐ ましたが、 そのお 言葉で、 何 

より 嬉しう ぞんじます。 

露 友 それに つ け て も 芝居の 唄うた ひ にまで 成り果て た 身 

さ. bT 

をお 蔑み もな く、 ずゐ ぶん 重い お 役柄 を 勤められ ると 兑 

え、 斯うし て 立派に し て お 目に か 、 るな！' 日 の 喜. まし さま 

わ. -> 

俺に と つ て も 思 ひ がけな い 。 

ij 川 なんで 暮すも 一生、 思へ ば あなた 樣も よくこ 、 まで 

御苦勞 をな され ましたな。 生涯 離れて 暮 しても、 かの を 

女房 だと 有 仰つ て 下された お 言葉 を 思 ふと …； その 一 言 

が 心の はげみで、 今の 身に なった の でございます。 

露 友 俺 はまた、 いつぞや 寵 is へきん を もって 屈け て 下 

された 此 の 小袖 を 、身の 晴れ 心の か たみ と 思う て 肌身に 

つけて 着て をり ます。 

sj 川 庄 五郎 さま、 ほんに お 嬉しう 存じます。 

(と、 互 ひに 手，^ 取らん ばか リに 喜. ひ 合って 語る 盧 へ 

茶屋の 內儀 入リ來 る。) 

內傻 御免下さい まし。 もし 露 友さん、 池邊 さまと か 有 仰 

るお 侍さ まが、 なに か 是非お 詫の 筋が あると か 申して さ 

き 程 か らお 待ち 申し て をり ますが … … 。 
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露 友 なに、 池邊が …… 。 

內儀 はい、 ちとお 病 ひの やうです が、 今日は 芝居 を 御 見 

物いた されて …… 。 

露. M うむ ：… 。 (と、 思 入れ) はてな、 何に しても 油^ 

はならぬ が …… いや、 後で 一寸お 目に か \ り ませう。 

(と、 道具 廻ろ。) 

第二 場 同 川 島 二階 座敷 

舞毫は 同じく 川 島の 二階 敷、 正面 はま， た 障子が 開け 

故 たれて、 そ、、 から 光に 描告 出された 剿 II の 上半. OR 

が 見え、 卽ち 正面の 屋根 LL 櫓、 かたば みの 紋.^ 染め 2 

いた 幕，^ めぐらし、 その 兩方 LL は 梵天、 栴！ g、 物眞似 

礼、 捲 下の 看板な ど 飾り ぁリ。 座敷の 中には 酒の 道具 

が 取 散らしても リ、 銜 立に は 俳優の 似顔 線、 搶费附 な 

ど 張リ； S ぜて ある。 軒先き に は 「川 島」 としろした 提 

灯、 かけ 行燈 など まだ 消さず につけて ある 情景 i ろし 

ぐ 0 

鐵砲洲 の上總 屋文藏 力で 中、 心に 上手に は 都 ー濱、 繼 母お 

傳。 下手に は 乾 分の 重 太、 叙 次、 萬藏の 三人が 酒.^ 飲 

んて ねろ。 

文 蔵 ねえ 阿 母、 それ ぢゃ あちつ と 話が 違 やしね え かえ。 

ぉ傳 ほんと に闲り もんです よ。 唄の 師匠 もして ゐれ ば、 


なん ぼ 若くても 生娘 ぢゃ あなし さ、 た芷 儘 を 云って ゐ 

ちゃ あわたし が闲る 位の こと は 察して 吳れて もい、 んで 

さねえ。 

1 濱 だって 阿 母さん、 それ あ 初め つ からの 約 炎が 遠 ひま 

すよ。 藝で 喚んで 下さる と 思へば こそ、 あたし も 元締 さ 

んの 御座 敷 は、 どこ へ 出て ゐても 充分 勤めて ゐ ましたの 

さ。 今日 だって、 芝居 を 見 るんだ と 云 ふから おつき 合 ひ 

に來 たまでの ことで、 それ を 兎や角 云 はれち や あ、 なん 

ぼ あたしが 客 商 費で 溫和 しくして ゐ るから つて、 然ぅ然 

う 我慢 は出來 ません よ。 (と、 知らず 手 Li しなが 

ら吞 む) 

文藏 しかし 鬣士 田の 師匠が、 萬 事 阿 母に 話し をつ けて @ 

まり はついて ゐる 箬 だつ たんだ。 

ぉ傳 ぇ& それや あ、 まあ、 一寸 話が つく こと はついた や 

うな 譯で …… 。 

重 太 なんだ、 ついた やうな 譯で …… おい/ \ 、阿 母、 つい 

たやうな 譯で …… は ひで ぇぢ や あねえ か。 然 うと は 知ら 

ねえから。 

叙 次 俺達 は 船の 用意 をして、 斯うして 見た くもね え 芝 is 

まで 見て さ。 

萬 (I の んべ ん だら りと 待つ てお たの も、 ！^. a んな お前さん 

が、 鐵砲洲 の 家まで 速れ てく 手 害が ついて ると いふから 
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文藏 吉 次の あのお つちよ こちよい 奴、 御殿女中の 座敷が 

あると 云って ゐ たが , 確か に まだ  一 J の 茶屋に ゐる 害 なん 

お 傅 おい/^、 ねえさん、 (と、 手，^;:.^ さながら) ほん 

とに 闲っ ちま ふねえ。 (と、 喚. ひたて る) 

、此の 昨、 《：！  士  E+n 次が わがつ ^來 る。) 

次 へい、 上 總屋の 親分 今晩は …… どうも 何ん とも * 譯 

が あり やせん。 

文藏 おいく， どうし たんだな 吉 次さん、 まるで 話が 違 

つ てると ころ へ お前が ちっとも： g を：：^ せて 吳れ ねえ もん 

だから …… 大 手古摺り に 手古挖 つたよ。 

次吉 へ ー え、 そんなに 話が 違って ゐま すか。 いや、 どう 

も 今晩は、 なんだか 話の 違 ふ晚で …： 濱 ちゃん 困る ぢゃ 

あない かね、 阿 母さん も 承知の 上で …： それで 萬 事 はわ 

たしが 仲で 引受けた わけに なって ゐ るんだ。 

一-お (少し 酔 ひ加诚 て) だが、 ぉ師： K さん、 お前さん だ 

つて f ぢゃ あない か。 わたしに  一！ 3: 話 をして、 それ か 

ら阿^？に話をし て もい、 に …… 一 一人でい、 加減に 極め て 

了 ふなん て。 

古 次 うむ、 ぢゃぁ 矢張り、 あの 荻 江 露 友に 義理 をた て \ 一 

ゐ るんだ ね C  一 

！   I 一 


ー濱 立て k 居ようと ゐま い と 大きな 御世 話ぢ や あない 

か。 お前さんの 御 心配 にゃあな りません よ。 

裏 なんだ と ：… (と、 むっとした 胸.. おさへ て) ねえ 

濱 ちゃん、 お前さん は その 氣 だから 不可ない よ、 わたし 

も 一 旦 はお 父さんの 和 中さん にお 世話になった 身體 だか 

ら、 お前さん を 好 い 立派な 藝人 にした い と 思 ふ の はせ S 然 

の 人情で …… それでも お前が 末始終 露 友の 女房に なれる 

ん ならい、 がね、 あの 男た つ て 云 ひ 交した 女 は あるんだ 

からね え。 

ー濱 え、 蒼： 酺 いねえ …… なんだ つてい \ のさ。 

吉次 奪 はわ、 元 蹄さん の 前 だが ね、 ±仪 此の 家の ド座敫 

へ 御殿女中が 來てゐ るんだ" 滅法い、 女で、 そのいち や 

附き やうったら 見ち や あ ゐられ ねえの さ。 吉ヌ さん は濟 

まない が 先き へお 歸り —— などと、 あんまり 剛腹 だから 

立 聞き をして やった がね、 其 御殿 ものが、 生涯 離れて 暮 

しても 心 は 女房 だな どと ほざいて よ、 その上 一 濱が つい 

てゐ るから お前さん は 幸せ だと 媳昧 にからむ と、 また あ 

の 露 友の 奴め、 な あに 一 濱 はほんの 一 時の &氣 だつ たん 

で、 末始終 は 女房に はしない、 あんな 女 を 女房に する 氣 

狂 ひ はな い と、 お前さんに か し て， 迅 りた い と 思 ふ ほど 

の惡ロ さ" 

ぉ傳 ぉ濱、 馬鹿々々 し いぢ やない か。 お前が 露 友なん ぞ 
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に 引 絡まって ゐれば こそ 馬鹿にされ るんだ あね。 それよ 

りか 元締さん の處へ 行けば 大威張り で 姐御 ぢ や あない 

か。 あんな 荻 江 露 友なん て馳 出しの 藝 入なん ぞ、 好きに 

招んで 祝儀の 一 つも 投げて やれる 御身 分 だよ。 

文藏 どう だお 濱、 どんな 仕たい 三昧の 赘澤 でもさせる か 

ら、 お前 も 量 見 を 入れ 替 へる 氣 はねえ か。 

(と、 此の間、 1 濱は 知らず /(\ 焦 々して、 下座 敷に 

對 すろ 嫉妬の 氣持さ ざす。) 

一 濱 ほ. 1 、まあ、 元締さん 戲談は 止して 下さいよ。 (と、 

• たいぶ 酒に 醉 つた、 、なし) また、 吉 次さん も然 うだ、 立 

:i てう^ 

派な 看板の 立謠 ひが 桂庵 口 を 利いて 商賫 にしな く つ て も 

い、 ぢゃァ ないか。 富士 田の 家の 名が 廢 るよ。 死んだ 親 

父 も 泣 くだらう から 止し てお 吳れ」 

重 太 まあ、 然ぅ云 はずと 此方 へ 寄って …… 。 

銀 次 親分の 傍へ でも 坐る がい X。 

萬藏 姐御、 お 酌 はお いらが して あげる よ。 

ー濱 (疳癀 f ^ぐ) い \ え、 澤山 …… 自分の 坐りたい とこ 

ろなら お 差！！ なしに 坐ります よ。 

(と、 ふら/. \ と 立って、 階 子の 下，^ 氣 にしながら 視 

くこな し.,^ する。) 

ぉ傳 おい、 ぉ濱、 どこへ 行 くんだ い？ 

1 濱 どこへ も 行 きゃあし ない よ …… (と、 囁く やうに〕 


あたしの 足で あたしが 歩く の に 大きなお世話. た . 

(と、 階 子 ^降りて 行く、  *: 次に 思 人れ て 文 に 向 

つて 何 か 懾咅。 ) 

吉次 親方， あのお 濱を 手に入れる ため にゃあ、 どうで も 

一思 ひに 露 友め を …… 。 

文藏 うむ、 忌々 しい 野郎 だ。 寧 そのこと …… 。 

(と、 ：； 一人の 乾 分に 何 か „J く。 皆々 うな づ く。) 

(道具 廻る) 

第三 場 第一 場と 同じ 奥座敷 

舞臺は 第 一 場の 座敷へ 莨ろ e 

前面 LL は靑 簾が おろしても リ、 行燈の 灯の ゆらめく 中 

に、 露 友と 池 逸が 相對 してね る。 月の 光 はや ゝ簿 く、 

蟲の f 降 照 ゆ e 

露. W なるほど 昔の 恨み は 恨み、 贵 公が その 言葉に 對 して 

は 今の 露 友 は た t 藝人 として 何事 も 過ぎ去 つ た 昔話し と 

承り ませう。 

小 藤 太 いや、 昔 は 兎 も あれ、 今 は 立派な 唄うた ひの 荻 江 

露 友 どの、 能く 早速 逢うて 下された、 まことに 千 萬 11^ け 

ない。 

露 友 それにしても、 その 息づ かひ、 池邊 氏、 よほどの 重 

病と 相 見える が 
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小 藤 太 いや、 手前の 命 はもう 遠く は ござらぬ。 今夜 こそ 

sjs; 公に あって、 生前に た r 一  言の m 悔 がしたい 爲 めに… 


露 友 なに、 簡悔と は？ 

小 藤 太 竹 E?> の 友で ありながら、 ふとした 事より 節 を替へ 

て、 公の 敵の 手に ついて、 何かと 惡 企み を 岡る うち、 

手前の 口 か ら 露見 すれば 己れ 等の 身 の 上と 心得 て か 手前 

に 手 を 11 は して、 いつの 程に か 港 を 盛 つ たに 違 ひない。 

^友 、つむ、 すり や 卑怯に も  一 口； 欺いて 味方に つけて 置き 

ながら …… 。 

小 藤 太 ぃゃく、それも^}^1な此の小藤太が身から出た鐯、 

囚 は應 報、 一 1=:^:;-公に盛らぅと企てた|.;1-藥が却って此 

身 を. おすと いふ も、 これ 皆な 天の 處罰、 笠 原 や 福 永 親子 

を 恨んでも 及ばぬ こと だが、 たった 一言 貴公に お詫び を 

せずに 死んで 行って は、 罪の 亡びる 時 は あるまい …… と 

思 へ ば 死ん でも 死に 切れず、 病苦 を 押し て それとなく、 

露 友が 暗れ の §^ も 岡き. 評判 も 聞いた。 此の上 はた^ 一 

言、 公の n ハら宥 してやる と、 引導 替 りに それが 聞き 

たい。 

露 友 お 、池设 tr よく 云った。 大小 棻てた 今の 森に は、 

むかしの 恨み は 毛 l^sj らぬ。 (と、 かたく 手.^ 握リ) どう 

か 心安く 思って くれ。 


小 藤 太 あ、 貴公 なれば こそ、 心よ く宥 して くれる。 おれ 

の 命 は 今 曰が 日絕 えても、 もう 惜し い と は 田 3 はぬ。 

(と、 劇しく 咳嗽 入る。 薄い 風 音，^ かすめて、 蟲の？ to 

上下 庭 口から 人の 忍 "6 寄る 物音、 露 友と 小 藤 太が 氣が 

ついてはつ とする 間、 奧の 暖簾 口から 覆面の 文藏が 

姿 あら はす、 上手から 乾 分 重 太、 下手から 銀 次萬藏 

^ひ 寄る。 J 

露お 何者 だ！ (と •  一^す る) 

(と、 1 齊に 1g 敷へ 路み 込む。 行燈， ^倒し、 灯，^ 消し 

1:^^黑暗々となろ。 手 さぐりて 大喑 鬪、 と^-露友は思 

はず 武士ても つた 腕前.，^ もら はし、 乾 分 三人， か 斬り 倒 

し て 上槐屋 文藏 あ. け ろ 。 ) 

(此の 物音.^ 聞告 つけ、 手燭に 灯， <J 'ともして 供の きん、 

卿 川、 £ 儀績 いて 急 ざ かけつける。 わた リ 明るくなる。) 

きん 露友樣 にもお 怪我が なく …… 。 

內儀 御 無事で 何よりで ございました。 

野 川 (文 藏.^ 見て) お \ 其方 は上總 屋文藏 ではない か。 

きん (近. つき〕 神妙に いたせ、 こなた は 御 中老 野 川樣ぢ 

や …… 。 

文藏 へい、 恐れ入りました) 人 違 ひで 意 恨に 思 ひ 誤り、 

何とも 申譯 ございません。 

野 川 文藏、 その 方 はお 屋敷の 御用 を も 達す 身で ありな が 
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文藏 池邊榛 とやら のお 供 はわた しが 致して まゐ ります。 

野 川 どうか 然うして 下され。 

(と、 池？ は 文藏に 助けられて 立 上ろ。) 

小 藤 太 森 氏、 贵 公の 出世 を 墓の 下から 祈つ て ゐるぞ 。(と、 

浜.^ んて 別れ 行く) 

(此の 時下 手から 和 八に 留められて ー濱が 出て 來 ろ。) 

和 八 まあ、 ぉ濱 さん、 そんな こと を 言った ところで 如何 

なる もの か。 ま \、 待ちな せえ よ、 待ちな せえ と 云った 

ら …… 玉屋の 旦那の お 座敷 へ 呼び込まれて、 あんなに 意 

ザ」 されても お前に はわから ねえの か。 

一 0 あ、 わからな いよ。 わたし や わからずや だからね え。 

(と、 引 留める の.^ 报リ拂 つて 構 はず 座敷に 跳リ 込む 

やうに 入って 來 ろ。) 

露 友 やつ、 お前 は ー濱 ：… 。 

野 川 では、 あの …： 此の方が …… 。 

(ta らく は 三人が 立 歧ん だま、 無言に て 思 ひ 入れ じ 

1 濱 はい、 お 初にお nr にか、 ります。 わたしが ー濱と 中 

す不恙 者、 どうぞ 見知って 置いて 下さい ましな。 

ij 川 (丁 これ はく、 お に はいつ も^はって を 

りました が …… 森樣の 一 方なら ぬ 御仳話 をな されて …… 

それでも まあ、 御 丹精で 今度び の大 評判、 わたくし も 蔭 

ながら こんな 欣 ばし いこと は ございませぬ。 


ら 兎角 ャ F 行が を さまらず * 市中で ia:;^ 一 をいた す - J と 屋敷 

にも； g え て ゐる。 ち と 慎まねば 其方 身分 にも 係 はらう ぞ。 

文藏 へい、 返すべき お 言葉 も ございません。 

露 友 (a ひ 人：；： わって) しかし、 以前 は 鬼 も あれ、 今 は 

町- y ぶ： as に， サを fJS したる 此の 露 友、 期く 数人の 命 を あや 

いさぎよ 

め ま-」 た 上 は、 藝人 として 世渡り も 如何な もの、 寧 そ 暦 

くほ訴 し て せ め て はお を淸ぅ いたす より 是非な い と覺悟 

を 決めました- 

小 藤 太 いや、 その 覺悟 はま だ 早い。 

露 友 たに： ：！ いと は  ？ 

小 藤 太 あ 、 ^公 へ の お詫び、 またお かの への お詫び の 

しるし、 nr つ はこれ 迄の 罪 ほろぼしに、 人 を 殺め た その 

罪 を 此の 小 藤 太に 譲つ て くれ、 それでこそ 快よ く 死んで 

行かれる。 

友 お 、親友のお、 池 Sli 一氏、 lK,^-思ふ。(と、相抱ふ、泣く) 

藏 その 證人 はこの 上 總屋 文藏 がいた します。 

川 文藏 そち にもた の み ました ぞ。 

藤 太 それ ぢゃ あ、 今 別れる のが 此の世の 別れ だ。 むか 

し の 友の 庄五， f 入 どうか 贵. 公 は 此上藝 道に 魂 を 打 込んで 

天晴れ 立派な 藝を つ くり 出し て くれ。 

露 友 お V 親友 なれば こそ 池 邊小藤 太、 庄 五郎 心から 嬉し 

く  33 ふ。 
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一 どういたしまして …… あなたの やうな お 立派な …… 

い、 え、 そのお ：！！； 敷 機のお うしろ 立てが なくつ ちゃ あ、 

藝人. T も 入 3Sf か A たず、 また 幅 も 利きません のさ、 あた 

しゃ 今夜と いふ A ス& ばかり は、 つく，^ 自分の 身の程が 

g にこた へ て 口惜しう ござんす よ。 

友 これ、 何 を 云 ふの だ。 いつにな く醉 つて ゐる やう だ 

が、 決して うとって 吳れて はならぬ。 

- 0 え、 え > -、 なんで 惡 くなん ぞ とる ものです か。 なん 

ぼ わたしが わからずや だからって、 押 掛け 女房に ならう 

と は 云 や あしま せんよ。 

川 はれば、 どちらに も 1^ い 事情が ある やうに 存じ ま 

すが、 わたくしと，； ii 五郞 さまの 仲 なれば、 ！ S りながら 1 

： おさま、 聊かお ひ 過し をな されて お出での 樣 にも 存じ 

られ ます。 

0^ これ ー游、 おかの 殿が 云 はる > 通り、 今夜の ことか 

ら然ぅ 思 ふ は、 それ は そなたの ひがみと いふ もの だ。 

ほんと に 一 濱 さん、 お前が なにも そんなに 氣を 揉む 

こと はあり や あしない。 

一 0 い k え あたし や 今夜ば かり は納ら ない よ。 露 友さん 

がお： A の苦勞 はよ く 知って る 115： だ。 愛想 づ かしに 事を缺 

いで、 あの 士田吉 次なん かに、 何の かの^の 種 を 蒔か 

せる や、 つな 事 をして 矣れ なく ッ て もい X ぢゃ あない か。 


和 八 うむ、 ぢゃ ああの、 吉 次の 奴め …… (と、 思 ひ 入れ) 

また 能くね え 仲 口 を 利 きゃあが つたんだ な。 

露 友 あとで 悠 くり 云ひ閗 かせれば 解る 話 だ。 

j 濱 い 、え、 厭です よ、 あたし だって 瘦 せても 枯れても 

藝 人の 端くれ だよ。 此の 大 茶屋の 川 島で、 そんなに 馬鹿 

にされ て耐る もの か。 

和 八 なんだ な 1 濱 さん、 そ、 そんな 大口 を 利く とい ふこと 

が ある もの かな。 こなた は 阿部 伊豫 守； 樣の お 奥に お 動め 

なさる 御 中老 野 川樣と 有 仰る こと を 御存じない のかよ。 

1 濱 い > え 存じません、 なんにも 存じません が、 あたし 

だって 江戸っ子 だよ、 今夜 こそなん にも 云 はずに 綺麗 さ 

つばり 露 友さん と は 切れて さし あげます か ら  (と、 

泣く) 

(そ： へ吉 原の 玉屋 山三郎 出て 來 る。) 

和 八 あれ、 吉 原の 旦那が おみえな された。 

露 友 これ は 玉屋の 旦那 さま、 け ふ はよう こそ 御 見物 下さ 

いました。 

玉屋 いや、 露 友さん、 なに かごた くが あった さう だが 

それでも 無事に 納まって 結構 だ、 それに 今度の 素晴 しい 

人氣、 日おから お前さんの 唄が 大好きな わたし は、 淚が 

こぼれる ほど 嬉しい。 ところで 一 濱 さんだ が、 わし もさ 

つきつか まへ て 意 をして 見た が、 これに はなに か 一 濱 
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さんの 股の 中に 考 へが ありさう だ。 ところで 太夫、 どう 

でも 別れ ると 云 ふなら 仕方がない 。 ど つ ち も 0@厦 の 己の 

顏を たて \、 何 さらり と 水へ 流して、 これから 先 は 

寶の 妹同樣 に 美しく 交際つ て 貰 ひたい。 

川 いえく、 それより は 今の 野 川で なく 庄 五郎 樣の許 

嫁であった おかの が 一 生のお 願 ひ、 一 濱 さんと 露 友さん 

と は藝人 同志、 ー對の 似合 ひの 御 夫婦、 どうぞ 末 長う 一 

緒に ぉ暮 しなされて 下さる やう、 玉屋 樣 とやら 何分お 骨 

1 濱 もうし、 然ぅ有 仰ら れては 此方から こそ 中 上げる 言 

葉が なくなって 了 ひます。 露 友樣、 どうぞ、 おかの 樣と 

幾 久しう。 態と 愛想 をつ か されよう と 思 つて 云った こと 

は 勘忍して 下さい。 (と、 本心，^-打ちゎける) 

露 友 (思 入れ もって〕 兩 人が 互 ひに ゆ づり合 ふ 志は恭 

けない が、 あらぬ ことから 武士 を棄 て、 斯く 1； うた ひと 

さ- 

まで 身 を 落した 荻；；；； "露 友 • い ろくの 世の 態 人の 心 にも 

横れ て 来た。 その 扱：？ の 架て が藝 道への 精進 ともなって 

激 場へ も 出て みたが、 矢張り 世の中の 煩 はし さから は 逃 

れられ ぬ U 玉屋 さま、 わたくし は-ふと 忡 相に 感ずる とこ 

ろが あって、 再び 芝居 を 返き、 半； 涯妻も 持たねば 友 もつ 

くらず、 何とかして 此の 世 を遁れ たう 思 ひ 立ちました。 

玉屋 うむ、 では、 芝居 を a; かれる か。 (と、 一寸 考へ) 吉 


原へ 身を棄 てる 氣 はない か。 

露 友 なに 吉 原へ …… 。 

玉屋 然 うだ、 そして 荻江節 を もっと 細かく 四 Bg 掌. でも 唄 

へる やうに 工夫して、 廓 内の 藝 者に うつして やって はく 

れられ まい か。 

和 八 なるほど、 (と、 輕く橫 手，^ 打ち) さすが は粹と 名代 

の 玉屋の 旦那 さま、 藝 人の 果てが、 色里へ 身 を 棄て& 住 

むと いふ 御 趣向 は こり や 年代記 もの でございます。 太夫 

さん、 早速に 然 うなされ ませ。 

露 友 うむ、 それ も變 つた 浮世の 棄て やう ：：： (と、 蟲の 

昔の 冴えろ の，^ 閗き) あれ、 あの 露草に 命 をつな ぐ^で 

さへ、 おのが 聲の 枯れる まで は 鳴きつ どける。 露 友 もこ 

げ だ つ ほつ 1> ん 

れ から 解脫 f 设心、 おのが 身を棄 て， 人 をも棄 て、 一層 S 

道に 悟り を 開く で ノ  J ざ い ま せう。 

玉屋 では、 早速 その 氣 になって 吳れ たか。 

露 友 はい。 (と、 兩 人の 女に 充分 思 入れ) 

玉屋 これ は K ふけない。 …… いやく 3! 出 K い、 目出度い。 

(と、 露 友 は萬感 交々 胸 LL 迫った 表情、 皆々 額 見合 は 

せて r8 ろしく 思 ひ 入れ。) 

茶屋の 女 (出て 來て) 池邊 から 御手 紙で ございます。 

露 友 (その 手紙.^ 讓み) では 池邊は 命 も 待たずに …… 

(と、思はず手，^报はして手紙ん、取^?はし合掌する。=;、 

雲閻. ^もれ ズ蟲の 昔い i く 冴えろ。) 

. I  ^  —— 


淸見 陸郞篇 


580 


羽 出 崎 坂 


坂 崎 出 羽 


(二 幕) 


坂 崎 出 羽 守成 疋 

づ七. 

側室 松 波 

家老 牧野 勘兵衞 

柳 生但馬 守宗矩  . 

村 越 左 門 

本庄 五助 

倉 田傳內 

渡 邊 半 左衞門 

腰元 梅 野 

同  楓 

00 寺 S 了齋 

その他 近侍の 士、 足輕、 小姓、 腰元な ど 多勢 

第 一 幕 石 州津和 野城內 裏門 口 

平 舞 豪、 上手 寄に 城門 1^ 內側 り 見た る 光景。 S: 扉 Ll 


は SE を 卸す。 左右 Li 城壁 連なろ。 上手に 高き 石坦。 下 

手に 土手。 その 項に 數本 S 松樹 あり、 壁の 上に 蔽ふ 

やうに 枝 1 ^伸ばす。 

元 和 二 年 九月 下旬の 或 深更の 事。 幕 叫く と 城主 出 羽 守 

の 家臣 村 越 左 門、 本庄^f1助、 野 袴、 草鞋 掛、 稷面 にて 

足蜓 多勢ん、 指揮して ねろ。 足 輕は藏 にて 包みし 缀 砲.^ 

持つ。 

左 門 (四 逸へ 忍ぶ やう に して 足輕等 に) 豫て申 渡せし 通 

り、 今度の 御 出立 は 家中 一統の 者に さへ 内密の 御 企、 道 

中す がら も 心 を 用 ひて、 構へ て 人目に 立たぬ やうに 致さ 

ぅぞ。 

五助 若し、 あれ こそ 坂 崎 出 羽 守が 手の者、 隊伍 を 組んで 

いづく に 行くな どと 疑 はれな ば、 その 事 忽ち 江 戶に傳 は 

り、 殿が 必死の 御 企 も 水の 泡と なる。 

左 門 我等が HI ざす は价 勢の 桑名ぢ や。 桑 名に 達する まで 

はいかなる 困難 も 唯 忍べ。 

足輕 一 殿 ：1 のお 見出しに ぁづ かり、 卑しき 身ながら 重き 

お 役 E 仰せつかりし われらが 面目。 

足輕ニ 固より 一 命 は 始めから 捨てる 覺 悟で をり まする。 

五助 よく ぞ 申せし。 最早 子の刻、 殿の 御 S 音 ^ 調うた で 

あらう。 それ、 兑 咎められぬ うちこの 裏門より …… 

足輕三 心得ました。 
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(足輕 ニニ 入、 城 e: の ra: ん拔 さに か 、ろ。 家老 牧野 勘 

お 衞下 HI'i リ. 駅け 出る。) 

0i  ^て。 誰が 許して g 門す ろぞ。 (足輕 等^ 突きの 

けろ〕 

力- 門 (ぶ、 i つと して〕 御 家老に はどうして 今 …… 

彻ぉ衞 それ はこの 方より こそ 聞くべき 事。 J も 眠る 眞 

夜中に、 ク々 i 力の 者 人知れず： 歡を 忍び 出 でんと は 奇怪 千 萬。 

を 語り やれ。 

それ 明したら 寧が 破れ. E. す。 何 f 知らぬ 振に て… 


0S ぃゝ や、 ならぬ。 假 にも 坂 崎 家の 老臣た る 牧野 勘 

i.  i ^にせき し 今夜の しだら を、 知らぬ顔で 見逃され 

うや。 云 開き 立た ば 好し、 さもな くば、 門外へ 一歩 も 出 

る 事 罷りなら ぬ。 

五助 ぢ やと. 5. し て 今に 及び、 折角の 企 中止され ませう や。 

杆げ てこの 場 はお 兒赦し 下され。 

0§ 四 の 五の と を獨 す程猶 怪し い。 その M 包 は何ぢ 

や。 (足 輕の手 -5 リ鐵 砲の 包 はう とすろ) 

五助 それ 見られて は。 (おめろ) 

勘兵衞 えい、 見せい と 中す に。 (留める 手， ^突きの けて 

恭包か Hi く。 中から.^ 繩^ が 出ろ) や、 こり ゃ鐵 砲。 そ 

れ では 此 間中よりの 諌ー H もお 聞 入な く、 殿に はや つばり 


千姬 おの 御輿 入 を …… 

左 門 牧野 殿、 蘭に 紛れて 我等が 城 を 出ようと 致す の は、 

ひとへ に 主 の 面目 を 立てん が爲。 何にも 云 はずに 桑 名 

までお やり 下され。 

勘兵衞 それ 聞いて は 猶の事、 門より 出る 事 ふ つ にならぬ。 

いかに 主君の お 言 付 なれば とて 、 今度の 企が どの やうな 

事で あるか は、 御身 達に もよう 分って ゐる 箐ぢ や。 殿の 

面 を 犯して お諫め 申 上げし それがしが 詞、 御兩 所と て 忘 

れ はされ まい。 

左 門 お 家のお 爲を 思うての 御 家老のお 詞、 我等と て御尤 

とは奄 T れど、 殿の 御 胸中 を 察し 上 ぐれば、 今度の 御 企 

に 御 加擔す るより 外はなかった ので ござる。 

五助 我等 を 股肱と 頼み 給へば こそ、 毆に は隱す 隈なく 大 

事の 秘密 をお 明し 下された。 その 有難い 思 召に 免じても、 

躊躇す ベ き 場合 でない と考へ 申した。 

勘兵衞 それ こそ 一 を 知って 一 一 を 知らぬ と 申す もの C  く 

も 千姬ぉ に は 將軍家 の 御 S 女と し て、 潘州姬 ^の 城主 本 

多 中 務大輔 殿 へ 御 降嫁 遊ばす 大切 の 御 方。 そ の 途中 を 待 

ち、 「け て 御輿 を 靡 はうな どと は、 上 を 恐れぬ 大 不敬の 所 

おとしあな 

業ぢ や。 その 恐ろしい 陷萍に 主 君 を 陷れる やうな 事 をし 

て も、 御身 達に 悔い はない のか。 

左 門 さあ、 それ は …… 
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抑お 衞 まこと 駿の爲 に 捨てる 命が あら ば、 なぜ そ の 命 を 

投げ出して、 どこまでも 殿 を 諫めう と はせ ぬぞ。 逮和野 

三 萬 石、 高が  一 S 女子の 爲に 粉微展 にせら る \ は、 餘り 

に 言 墨 なき 事なら ず や。 さ、 その 鐵， 細 ~ を 捨て X しまへ。 

さう して 打 揃うて 殿の 前に 出て、 お 手 打になる 覺 悟で 大 

魔に 魅入られ 給うた 殿のお 心を飜 すの ぢゃ。 

(1^ 崎 出 羽 守成 正、 上手 r< リ つかく 出る。 羅紗の 羽 

縱、 野 持、 |C 十 鞋掛。 左の 小 KLL 火傷の 痕 わり。； - 

出 羽 天魔に 魅入られ たと は どの 口で 申した。 成 正 あれに 

て 聞いて ゐたぞ よ。 

勘 (情な さ.^ う に 出 羽の 服装ん 見て) 恐れながら そ 

のお 姿 こそ、 卽ち 天魔に 娃 入られ 給 ひし 何よりの 證據。 

今頃お 鷹 野で も ござりますまい。 野裕、 草鞋 を 召して、 

これから いづれ へお 越し 遊ばす。 

出 羽 問 ふまで もない 事。 廢れた 武士の 面目 を 立てる 爲に 

ぢゃ。 

勒兵衞 又しても 武士々々 と、 根が 一 婦人から 起った 事で 

は ござり ませぬ か。 潔う 忘れて しま ふの が、 却って 武士 

らしい と は 思 召さぬ か。 

出 羽 根が 一 婦人と 云 ふ 口で、 そち こそ 賴の松 波 を 側室に 

g め、 わが 心 をた ぶら か さんと 力む るなら ず や 。 

勘兵衞 こ は 殿のお 詞 とも 覺ぇ ず。 愚か なれ ども 松 波 は 心 


一 

一 優しき 生れつき、 朝夕お 側に 附 きそ ひ參ら せて 御 W を 求 

るなら ば 、 少し は 殿の 御 心 を 和らげ 奉る よすが にもと 存 

じ て  それより 他に 意 は- >  J ざらぬ。 

出 羽 成；止が忘れ難きは千姬^^の色香ではなぃ。 去年 大阪 

夏の陣の 概、 茶 曰 山の 御 g 所に て 大御所の なされた 御 誓 

言ぢ や。 並ゐる 家の 子 諸 大名の 前で、 孫 千 姬を糖 倉の 火 

中より 救ひ來 るに 於て は、 誰に 限らず 姬をそ の 者の 妻に 

與 へ んと 明らかに 云 はれた 御 i£ 言. ちゃ。 

勘お 衞 したが そ の 大御所 樣 にも、 大股が i はち て K 小と は 

立たぬ この 春の 頃、 御： g 界 遊ばされました。 

出 羽 たと へ 大御所 は 御 他界 ありし にもせ よ。 千姬 君の 御 

父上た る將： m 家に は彌榮 えに 渡ら せ^ふ。 まった あの 折 

席に 述 なりし 本 多 佐 渡 守 殿 を 始め 、 譜代 の老 Rija 息災。 

成 正が 云 ふ 事の 正しき か 正しから ぬか は^ 問 萬 人の 知る 

所ぢ や。 

勘 丘ハ衞 いか やうと も 世 問 は 思へ、 將軍 家に 於て に千姬 

君 を 下し 赐 はる 事を好ませられず、 旣に姬 路の本 多 家に 

御 降嫁 と 事 定まる に 於て は、 最早 致し方が ないで は. こざ 

り ませぬ か。 何事 もお 家が 大事。 平地に 波 潮 を 起す やう 

な 事して、 後の 悔を殘 し^ふな。 

出 羽 將軍家 は 好んで 武士の 面に 泥 を 塗られた。 所詮 成 正 

が 執るべき 手 だて は 唯 一 つ。 江戶^ょり播州に下る姬^;5 


33 出 崎 坂 


583 


出 小 勘 小 

羽 ti.  it- 姓 


汝先 廻りして、 この 成 正 を訴へ をった な。 

勘兵衞 いか やうと もお 1^ り あれ。 江戶 表よりの お 使者と 

あらば、 何にもせ よお 出迎 ひ。 (急いて 行き かける) 

出 羽 待て。 われ は會 はぬ ぞ。 

勘兵衞 と は 又、 なぜに。 

出 羽 江戶 より わざ/ \ 下りし と あるから は HH 向 は 問 は い 

でも 知れて ある。 その やうな 事に 心 動かさる、 出 羽 か。 

勘兵衞 したが 今御對 面な きに 於て は、 #5々江戶^;1^の疑ひ 

を 招ぐ 道理。 是非に お出 迎 ひなされ ませ。 

出 羽 ,f、 汝 等の 手に 乘 せらる &出 羽で ない わ。 (上手 

に 行， きかける) 

(柳 生但馬 守 宗矩、 坂 崎 家の 家臣に 案內 されて 下手 か 

ら 出て 來 る。) 

m 馬 珍ら し や 出 羽 守 , そ の 後 は 變る 事 もな う て 重 暴ぢ や 。 

(出 羽 無言ぐ 行き かける C) 

但馬 (袂， <J ^抑へ て) 昔 馴染が 遙 々江戸から 訪ねて 来たと 

云 ふに、 一 言 の 挨拶 もな し に 行く のか。 

出 羽 今の 出 羽に は 友 もない …… 家 もない。 あるの は 世 を 

呪 ひ 人 を 憤る 瞻恚 の 炎ば か りぢ や 。 

m.^ その 炎 を 消さう 爲、 但馬 わざく 江戸より 下った。 

心 を 鎮めて わが 云 ふ 事 をよ つく 聞かれよ。 

勘兵銜 恐れながら 但馬守 樣には 遠路 ，1 苦勞に 存じます 


の與を 桑お に 待ち受け、 唯 一 刀に 姬を刺 役し、 われ も そ 

の 場で^ 切る ばかり ぢ や 。諫め 立 て する 汝 をまで 加擔人 

にと はままぬ。 主の 身 を 思 ふなら、 せめて は 本望 遂 ぐる 

まで、 この 大事 をば 人に 語るな。 出 羽が 最後の 賴みぢ や。 

1^ なり ませぬ。 いかに 主命 なれば とて、 田夫野人の 

爭ひ にも 劣る 亂暴狼 兆 r この ま &默し て 過され ませう や。 

出 羽 では 成 正が これ 程 事 を 分けて 頼んでも、 飽くまで 邪 

だて 致す 所存 か。 

勘 ft 衞 强 つてお 止まり 遊ばさぬ に 於て は、 江戸 表へ 飛脚 

を 立て、 も、 きっとお. 留め 申します る。 

出 羽 云 はして けば 方陶 のない 無 鱧 過言。 (大刀 か拔ぃ 

て 斬らう とする) 

左 門 殿、 お待ちな され ませ。 (§3 める) 

出 羽 門出の 血：？ _ や ちゃ。 離せ。 

•rfi 助 か、 るお 陰に 家中の 寢 耳を騷 がしまして は、 摘更事 

を仕揖 する 恐れ。 先づ お鎮まり 下さり ませ。 

(兩人 1 生 懇命に 出 羽 ..J- 抑へ る。 下手 i リ 小姓 1 人出 

て來 ろ。) 

申 上げます。 

衞 何寧ぢ や。 

柳 似； iig 守 江戶 表より 俄の 御 人來に ござります。 

なに 但馬 守が …… (きっと 勘 兵衞， か 睨ん て〕 さて 
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る。 大切の 御 誌 こ& にて 承る は 恐れ あり。 何 は ともあれ、 

先づ奥 殿へ …… 

但馬 お、 牧野 か。 去年の 夏の陣 以來ぢ やのう。 (• ちっと 见 

て) この 中 i りの 心 遣 ひ、 われ もさ こそと 察し 入る。 し 

たが 但 馬が 今度 下りし は、 表 向の 使者で ない。 互に 心 を 

許し 合 5 た 昔の 友と して 腹藏 なき 談合 を 遂げん 爲。 (勘 一 

兵衞 に 何事，^ か 眼 額て 知らせ〕 灯影 まば ゆき 城内の 廣間 一 

より は、 裏門 口の 夜の 圏、 却って 話に 都合が よから う。 一一 

汝等は 暫く 彼方へ …… 

勘 兵衞 後刻お 目通り 願 ふで，) .1 ざり^ せう。 

(仍馬と出羽と，^除告^;1々上下へ别れて入ろ。 足輕の 

1 人う つか. 3.- して 菰 包の 鐵 砲.，.^ 取. 灰. S す。 一同 はっとす 

る。〕 

但馬 (わざと さリげ なく) 大分 重さうな 包ぢ やのう-。 は 

( 一 同 そこくに 退場。) 

S  (四^？^^^见過して出羽に近づき) この度の 企、 洩れ 

聞いて 驚き入った。 

出 羽 勘兵衞 めが 告げ 知らせた ので あらう。 主の 寢首 を搔 

く 不屈 奴め。 

但馬 それ は 御身の 思 ひ 違 ひ。 牧野 は その やうな 不忠の 臣 

ではない。 主の 爲、 家の 爲、 日夜 心 を碎く 彼が 心 を 少し 


は 察して やる も のぞ。 

出 羽 勘 兵 衞の爲 に 辯ず る こそ 胡散臭 けれ。 したが 臣下の 

思惑 を 揮って、 折角の 企、 思 ひ 止まる われ か。 

ffl: 馬 それで はどうで も 桑 名まで 押し出し、 千姬 おの 御輿 

を鸾 はん 所存 か。 

出 羽 云 はいでも の 事。 これより すぐに 出立の 手 害 も殘ら 

ず 調うて ゐる わ。 

ffl: 馬 大御所が あの 折の 御 誓言。 それ を 思 へ ば 御身が この 

度の 企 も、 ^BI, 吏 無理と は 存じ 申さぬ。 した，^~^の中の事 

は理 詰ば かりで は 行かぬ もの。 殊 おぎ まの 主たる 大 

御所に はこの 春旣に 薨去 あり、 千 姬$^ が 本 多 家へ 御 降嫁 

の竊 も. 數 日のう ちに 差 迫った 今と なって は ：：： 

出 羽 時遲れ しと 云 はる k か。 その 緣組は 誰が 許して 定め 

られ た。 千姬 一;;^ が 命 全うせし と M 時に、 姬は出 羽が 妻に 

なった も 同然な のぢ や。 

?1 馬 先づ閗 け。 それに 就いては 老中 土 井 大炊頭 殿な ども 

心 を惱 まし、 何と ぞ して 御身の 心 を 慰めん と、 さて こそ 

友垣 たる 我 を 選び、 わざく 江户 より 差し向け た 次第 ぢ 

や。 

出 羽 わが 心 を 慰め んとは …… 本 多 家と の 御 緣組を 破談に 

せう とか。 

S さう ではな けれど …… 現在の 知行 三 萬お、 を 加 
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へて 十 w! 石に 1^ 立てう との 御 內意ぢ や。 ど うぢ や、 これ 

なら 不足 は あるまい の。 

出 羽 (無 一 百) 

S 姬 おの 御 興 を はんとの 权 沙汰 もお S 流しの 上、 世 

に 有難き らひ、 頑な 御身の 心 もこれ で名殘 なう 解け 

たで あらう の。 

あか 

出 羽 い k や 解けぬ。 出 羽が 望む は 唯 大御所の 御 誓言に 資 

證を 立て 、賜 はる 事の みぢ や。 その外に は祿も 要らぬ。 

知行 も 欲しうな い。 

00 おぞまし や 出 守。 さばかり 物の 辨へ なき 男子に は 

いつの になり をった ぞ。 卟 はぬ 望に 心 を 焦し、 われと 

わが 身で 破滅の 淵に 沈む 所存 か。 思うても 見よ、 あなた 

は 勿 K なく も當將 家 一 の 御 息女、 右大臣 秀賴 公が 先の 

あるじ 

御お 所。 こなた は 和 野 三 萬：. T 小 城の 主。 この i の 

破る、 は 始めから 知れ て あ つたの ぢゃ。 

出 羽 い、 や、 いかに 小身 なれば とて、 あの 折 大御所に は、 

並ゐる 士卒の 面前に て、 明かに この 出 羽に 誓言 遊ば され 

た。 猛 穴に 包まれし 鞴 倉の 中より 孫 千姬を 救ひ來 るに 於 

つが 

て は、 必ず 汝の 妻と して 與ふ べしと、 堅く 詞を交 は せら 

れた。 御身 も あの 場に E 合せ たれば、 よも 忘れ は 致され 

まい。 

伹馬 何の 忘れう ぞ。 たと へ 眼の 前に 泰山 は 崩れう とも 徴 


お. も ご 

塵 動じ 給 はぬ 大御所 も、 肉親の 愛に は 心 亂れ、 面の 色 を 

_ さへ 變へ 給うて，、 「千姬 殺すな、 孫 を 助けよ」 と 叫ばせら 

れた あの 折の 難 音 は、 今も但 馬が 耳元に ある わ。 

出 羽 その 御身が 我に 望 を 捨てさせ うと は、 遠い 江戸より 

下り 來て、 强 ひても わが 手に 枷扮 けうと は C 

但馬 せくな。 心 を 鎮めて あの 折の 大御所の 御 心 を も 察し 

見よ。 千 姬君は 大御所が 初孫。 御 誕生 ありし その 折に は、 

天下の 賨 もこれ に は 如か じとまで 御 寵愛 遊ば された もの 

ぢゃ。 その 最愛の 初孫 を、 まだ 御 七 歳の 折、 德川 豐臣兩 

家 和親の 爲大阪 に 遣 はし 紛ひ、 それより 歳 霜 十二 年、 雨 

家 端な く 矛盾と なって、 千姬 君に は 今にも 淀の 御 方、 秀 

頼 公と 共に、 鞴 倉の 火に 燒 かれんと し 給 ふ。 あの 折大御 

所が、 恙なく 姬君を 救 ひ參ら せし 者に は、 知行 恩賞、 望 

の ま 、に 宛て 行 ふ ベ しと 仰せられ たは、 骨肉の 情と して 

. 御 無理が あらう か。 

出 羽 したが、 天 を も 焦がす 焰の勢 ひに 恐れて、 誰 一人 進 

み 出る 者 はな か つ た。 「姬を 助けた 者に は姬を くれう。」 大 

御所に は 物 狂 ほしく 叫ばせられた。 その 時 末座から 出た 

のが この 出羽ぢ や。 「そのお 詞に しか と ffl 違 は，.、 J ざり ま せ 

ぬか。」 かう こなた は 念 を 押した。 「出 羽が 救 は^出 羽の 物 

一 ぢ や。」 大御所に ははつ きりと さう 仰せられた。 

但馬 あのお 詞は、 恐らく 大御所のお ロを衝 いて 自然と 出 
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たので あらう。 火急の 場合、 後の 事な ど を 御 思 8! ばす 

隙はなかった ので あらう。 

出 いかに 火急の 場合に もせよ、 大御所 こそ 1% も 直さず、 

あら ひとが み 

この 世の 光、 荒 入神 ぢゃ。 その 御 方の 御覽 百に 詐 りが あ 

つたで 濟 まされう や。 大御所のお 詞が 信じられ ずば、 世 

Cos  あかし 

の 中 は闇ぢ や。 出 羽 どう あつ 一」 も その 暗闇に 輝く 燈火を 

つけねば 置かぬ。 

但馬 但 馬が これ 程 事 を 分けて 說 いても か。 

出 羽 (突然 左の 小餐ん 示し〕 この 痕を 何と 見る ぞ。 

伍 馬 うむ。 (凝視) 

かつぎ  だ 

出 羽 千 姬君を 被 衣に 包んで 小脇に 摄ぃ 抱き、 猛火 を EE し 

て 糖 倉より 濯り 出で し 刹那、 垂木が 燒け 落ちて 受けし 傷 

ぢゃ。 それば かり か、 その 時 打ちし 右の 肩 骨、 今に 折々 

うづいて ならぬ。 この 研痕、 この 痛みの 癒えぬ 限り、 出 

羽 はいつ まで も 大御所の 御 誓言 を 忘れ まじい ぞ。 

但馬 (憤然として) おのれ、 さう まで 執念く 將軍家 をお 

恨み 申す か。 この 上 は 是非に 及ばぬ。 事の 次第 を 具に 江 

戶 表に 申し 達し、 但馬 改め て 坂 崎 誅伐の 討 手 を 願 ふば か 

りぢ や。 

出 羽 坂 崎 出 羽、 甘んじて 天下の 敵と ならう。 城 を 枕に い 

さぎよ く 討死す るば かり ぢゃ。 (つか./, \- 上手 へ 人ろ) 

(但馬 慨然と して その後 影，^ 見送りし が、 心-つきて 立 


ちかけ ろ。) 

(下手 リ 勘兵衞 出て、 ffl; 馬の 前に 平伏す ろ。) 

但馬 牧野 か。 

勘 兵. 衞 樣子 如.^ で ござり ましたな。 

00 十 萬 石に 加 I？ せう と說 いても、 汝が、 王 人の 心 は 解け 

ぬわ。 

勘兵衞 すり やさば かりの 恩命 受けても …… 

但 傷 けられし 武士 の 面目 …… 出 羽が 胸中 を 思 ひやれ 

ば、 氣の 毒の 節 も あれ ど、 餘 りと 云 へ ば 分を辨 へぬ 剛情、 

我慢。 ど うぢ やな、 その 方 出 羽に 切腹 を勸 めて 見ぬ かな。 

勘 兵衞 何と 仰せら る、。 

但 德川 家の 御爲に 一度 は 忠節 をぬ きん 出し 坂 t 出 羽、 

見す く 跡目 を斷絕 さす も 無殘ぢ や。 彼 さ へ 得心し て 切 

m 致さば、 將軍 家の 御前へ は 我等より よしな に IK^ ひ、 

家督 は 出 羽の 弟 小 七郞に 取らせ、 家の 祀永 く斷 たす ま 

じ 0 

勘兵衞 御 l5i 志、 う 存じます る。 さりながら、 臣ドの 身 

として 主に 對し 切腹 を勸 めます る は  

但馬 このま \ に 打 捨て置かば、 出 羽 は 天下の 逆賊と なら 

う。 家の 爲を思 ひなば、 心 を 鬼に せねば ならぬ ぞ。 

勘兵衞 (きっと 思案して) 牧野 勘お 衞、 一命 投げ出して 

主 入を說 くで ござり ませう- 
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00 それ いて 我 も 安堵 ぢゃ。 

(、一の 晬 s!?^ 少しづつ 明 ろくなろ。) 

(どこかて 魏 の？^ がする。) 

^al お、、 ：；K:!f.® 浩。 我 はこれ にて 退出の 上、 壽 着に 

及ぶ まで、 城外の 紫雲 院 にて 見張 致さつ。 必ずと もに ぬ 

かるまい ぞ。 

勘兵衞 はつ。 

(雙方 額 1^=- 合せて 領， -V. 合 ふ。 X 孅の lt。) 

11 慕 1 . 

第二 幕 津和野 城內大 廣^ 

平 舞？ 5?1  一 .fs に .：：？翳 緣の S 敷。 正面 上の 方 は 上段の 間。 

下の 方は検 口。 すべて 樋 間-」 も 襖に も、 華麗なる 桃 山 

式！ li 彩 の 花 il.^ 描く。 

前 i あ i リ ： 一一 B 經過ゼ し 後の 夜。 賑やかな 笛 鼓の 昔に 

ズぉ 叫く と、 上 K の 間に は 坂 崎 出 羽^ 息 LL 凭れて 酒盃 

>^m^, 側室 松 波と、 小姓 1 人と が 左右に 侍す。 平 舞 

^て は 腰元 梅 ST 櫬の兩 人 舞.^ 舞 ひ、 家 E 村 越 左 門、 

木-: £卫 助、 か m 傳 2、 渡^ 半左衞 門 - ての 他の 若侍、 腰 

元 t:V  h 下に r お流れて 见 物の 體。 席 何となく 亂れ る。 

，舞 竹 く に し て 。  ^wlr 楓 、iK-^ に 下リ て 平 伏す ろ。 


皆々 喝采。 

00 拙き 手 振に お IS をお し 1 

M. お 恥 かしう 存じます る。 

出 羽 見事であった ぞ。 それ、 二人の 者に Km 取らせい。 

腰元 は あ。 

(腰元 二人、 姚 子.^ 捧げて、 梅 舒と摁 とに 盃.^ 賜 はろ 

事 もり。) 

出 羽 この 上 は 無 禮講。 1 仪 と共に 酒 くらべ せん。 こり ゃ傳 

内、 この 大盃 を 受けて 見よ。 (傍！，： もりし 大きな 朱塗の 

盃.^ 差しつ けろ〕 

傳内 (呂律 も题ら ず〕 恐れながら、 先刻より 頂戴 仕りし 

みさ  >  - 

& 酒が 體 中に 充ち 溢れて、 もう 一滴 もい け ませぬ。 平に 

…… 平に …… (手 1^ 振る) 

出 羽 弱い 奴の。 然 らば 左 門 は。 

左 私 とても 同樣 に.. こざり まする。 

出 羽 五助、 そちに 遣 はさう。 

五助 私が 御酒の いけ ませぬ 事 は、 殿に もよう 御存じで は 

ござり ませぬ か。 

出 羽 誰も 彼 も意氣 地の ない 事 を a:s 二ん， たしげ に E 下，^. 兄 

ゃリ) お- 1、 半左衞 門、 そちゃ 問えた 豪の者 ぢゃ。 汝な 

らで出 羽の 相手になる 者 はない。 さ. この 盃を 見事に 乾 

して くれ。 
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半 左衞門 これ はしたり。 いかに 大酒の それがし でも、 そ 

の やうな 大きな 物で あ ふって は、 それ こそ 正氣を 失うて 

しま ひませ う。 もう. 一 おも 更けます る。 又 明日の 日の 樂み 

に、 今夜 は 一 先づ この 邊 にて …… 

出 羽 酒 を やめい と 云 ひ をる か。 

半左衞 昨日 も 今日 も 酒び たり。 この やうな 曰が 續 きま 

して は、 お 體の程 も氣遣 はれます る。 

五助 殊に は 柳 生 殿の 手前 も ござれば …… 

松 波 どうぞ 今宵 はこの ま >1 に、 早う 街寢 なされ ませ。 

出 羽 酒なくて 一 刻 も 生き て ゐらる V 今の われ か。 相手が 

ならず ば汝 等に は勸 めぬ。 出 羽 一 人 飲んで くれう。 松 波、 

つげ。 (大盃ん 松 波の 前 LL 差しつ ける い 

松 波 でも、 それ は …… 

出 羽 え、、 つぎをら ぬか。 

(松 波 やむ，^ 得ず 铫 子.^ 取上げる。) 

(上段の 間の 襖.^ 開き、 出 羽の 弟 小七郎 (十六 歳) 出 

5 

小 七^ 兄 上 …… (K-. ^持ちし 出 羽の 手に 鎚る) 

出 羽 汝は弟 小七郞 ならず や。 弱年者の 出る 場所で ない。 

さが 

下り をれ。 

小七郎 いかに 弱年の 私で も、 現在の 兄 上が この 御亂行 を、 

よそに 見過して は をら れ ませぬ。 柳 生 但馬守 殿御 下向 以 


來は、 兄 上に は 閉門 同樣の 御身 分。 識愼の 上に も 護 慎し 

て、 上のお 疑 ひ を 解かねば なりますまい。 

出 羽 出 羽の 心が そち 達に 分らう や。 猪口才な 事 を 申すな。 

松 波 いえ/ \、 左樣 では ござり ませぬ。 その 事に 就き ま 

して は 叔父 勘 兵 衞も心 を 痛め、 どうぞ そなたより 御前 へ 

.T 且 しく 申し 上ぐ ろ やうに と、 今朝 も くれ 申して r ご 

ざり ました。 

左 s: お 二方が 心を盡 しての 今のお 詞。 

半左衞 S: どうぞ 今宵の 御酒 は n 

五助 これにて お引けに なされ ませ。 

松 波 この やうな 處を 叔父に でも 見られましたら、 何かと 

ロ喧 ましう 申され ませう。 さ、 腰元.？ 氣を 利かして、 

早う このお 席 を 5: き やい の。 

腰元 は あ。 (立上りて 铫子盃 、か 始末し かけろ) 

出 羽 待て。 誰が 許して 酒宴 を やめい と は 云うた。 

松 波 でも、 この間の 夜 以来、 殿 31 に は御議 慎の 御身 …… 

出 羽 それ とても 勘兵衞 めが、 よしなき 事 を 江戸へ 密告せ 

しばかりに。 (何 か 云 はう とすろ 松 波ん 抑へ て) い、 や、 

さ うぢ や。 出 羽が 明らかな 服に て 睨んで ゐる わ。 勘兵衞 

は ffll 馬と 心 を 合せ、 生きながら 主の 自由 を^ ひ をった。 

そち は 彼が 實の 娃。 に 入れられた 獸に 等しき 今の わが 

姿 を 見て、 心で は 叔父： 1 樣、 手 を 打って 喜び をら うな。 


羽 出 峰 坂 


589 


松 波 P ば^て) 殿 ST それ は あんまりお 情ない。 いかに 

愚な 女子の. せで も、 勿體 ない、 お 主 に對 しその やうな 

事 夢にも 思うて よい もの か。 御殿へ 上って こ \ 半. 年、 叔 

父 勘お 衞に ゆし 含め られ まし た 事 を 心 に 蹄め、 不束な 身 

ながら も、 何と ぞ して 殿 の お 心が 柔ら ぎます やうと、 

それの み 祈って をり まする。 

出 1^ 問 ふに 落ちず、 語る に 落ちる と、 叔父に 云 含められ 

たと 云 ふが 何よりの 證據。 汝等ー 一人 心 を 合せ、 どうで も 

この 出 羽 を腰拔 武士に せう と 計る に 違 ひ はない。 

松 波 殿樣。 (取鎚 らうと すろ) 

出 羽 ぇ&、 寄るな。 (松 波.^ 突告 離し〕 酒 だ、 酒 だ。 腰 

元 共、 酒 を 持ち をらぬ か。 (盃. ^持って 立ち上 リ、 ふら 

ふらと 上 S の 1^ ん降リ かけて 樘と 腰.^^ す) 

(腰元^^-はどぅしてぃ ゝのか、 唯お ろく。) 

(、、の^ 牧野 勒 ぉ衞、 近侍 二三 人に 支 へられながら 下 

手の 換 口から 出て 來る J 

拗ぉ銜 い k や、 留め だてされ な。 いかに 御 it 宴 最中な り 

とて、 ゆ 上ぐべき 事 は 申 上げねば ならぬ。 (近侍，^ 突き 

退け ズ つか. （と 進み出て) 殿。 

出^  (.V 、つと 兄す ゑて〕 勘 兵 衞か 。何と 思うて こ- -へは 

来った ぞ。 

勘兵衞 杯盤 狼藉た る この 場の 有樣、 これ はー體 何事で ご 


ざり まするな。 

出 羽 間 ふまで もない 事。 臣下 を 集めて 夜と 共に 洒 汲み 交 

すの ぢゃ。 

勘兵衞 唯今の 御 境涯に て、 殿に はよ くも その やうな 事が 

平氣で 仰せられ まするな。 城外の 紫雲 院に御 滞留の 柳 生 

殿に 對し て も、 か 、 る 無禮講 はお 愼み 遊ば さねば なら ぬ 

御身で は ごさり ませぬ か。 

出 羽 二言目に は 柳 生々々 と、 それ 程 恐ろしい 但馬守 か。 

勘兵衞 したが、 あなた は江户 よりのお 目 慰ぉ。 その 御亂 

こ さ 5 

行が 巨細に 御 老中 方のお 耳に 傳 はるに 於て は、 赏 家の 爲、 

由々 しき 大事に 相 成ります る。 

出 羽 その 忠義， 面 見た うない わ。 家よ 名よ と 云 ふ 口の 下 か 

ら、 汝 こそ 但 馬に K 入って、 この 出 羽 を 押込めの 身と な 

し、 坂 崎の 家 を 計ら はう とた くらむ ならず や。 

勘兵衞 (きっとな リ) こは餘 りの 御 仰せ。 何 を 證據に 左 

樣な事 は 申され まする。 主君のお 詞 とて K 捨てに はなり 

ませぬ ぞ。 

出 羽 證據 呼ば はり 片腹痛い。 千 姬君を 奢ひ泰 らん 企 を 江 

戶に 密告して、 但馬守 を 迎へ來 りしが 何よりの 證據。 そ 

の上但 馬と 心 を 合せ、 生きな がらに 我 を 葬らん とのた く 

み。 これで も 汝は覺 えなし と 云 張る か。 

勘兵衞 さう まで 仰せ あるから は 何事 も 包み 隱しは 致し ま 
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すまい。 いかにも 勘兵衛 • 殿の 御身 を 思 ふの 餘り， 豫々 

御 入魂の 間柄なる 柳 生 殿のお 手許まで 密々 に 書 狀を差 上 

げ、 然るべ き 御 配慮 をお 願 ひ 申した に 違 ひ は ござり ませ 

ぬ。 したが それ も 皆、 お 家の 爲を思 ふの 餘り、 露 些か 他 

意あって の 事に あらず。 

かせ かせ 

出 羽 云 ふな、 云 ふな。 主の 身に 手械 足枷 を はませ る やう 

な 事 をして、 それでも 主に 盡す となら、 世の中に 不忠の 

臣は 一 人 もない 害ぢ や。 弟 小七郎 は， 弱年な り、 桂の 松 波 

:s め 

を わが 側室に 薦めし 時より、 汝の心 は 早く も 坂： i. 家 を 已 

が氣 儘に なさん と 決して ゐ たの ぢゃ。 

勘兵衞 いかにお 心に 御 不平が おはせば とて、 餘 りと 申せ 

ば餘 りのお 云懸り 。 柳 生 殿お 下りあって よりこ、 幾日、 

勘 兵 衞が身 も瘦せ 細る 苦み を、 殿に は 少しもお 汲 K り 遊 

ばされ ぬか。 

出 羽 苦しむなら 勝手に 苦しめ。 出 羽の 知った 事 か。 (ご 

スリと 肘枕) 

勘兵衞 殿。 (溜り かれて 間近く 寄ろ) 

さが 

出 羽 まだ 申さう とか。 よい 加減に 下り をら ぅぞ。 

勘兵衞 それがし 一人 心を碎 いても、 殿が その 御 性根で は 

何にもな り ませぬ。 この 上 は 明ら樣 に 申 上げ ませ. う。 

出 羽 云 ひたく ば 勝手に 申せ。 寢 ながら 聞い て 遣 はさう ぞ。 

勘兵衞 殿に は その やうな 太平 樂を お吐き 遊ばせ ど、 殿の 


お 命 は この 勘兵衞 がお 預り 申し て をる ので-、 /さります る 

ぞ。 

出 羽 何と。 (告っとなって半^?!1^起す) 

勘兵衞 殿に は 御 心を靜 めて、 それがしが 申 上ぐ る 事、 よ 

つくお 問-き 遊ばされ ませう。 先夜 柳 生 殿に はお 歸 りの 節 

それがしに 向 はせられ、 分を辨 へぬ 出 羽 守が 剛情、 我慢、 

なれ ども 將軍 家の 御 £1 に 一 度 は 忠節 をぬ きん 出し 坂 崎の 

家 を、 このま k 斷絕 さす も不偶 故、 汝、 1^; を說 いて 切跑さ 

ご ぜん 

せよ、 さすれば 我 江戸に 歸っ て 御前 へ よしな に- 収 做し 、 

家督 は 弟 小 七 郎に繼 がせて， 家の 榮を 長く 計るべし との 

御設。 否み もなら ずお 受け は 申 上げし もの、、 臣下の 身 

として 雷： 代の 御主 君に、 どうして 御 召せと ぉ勸め 致さ 

れ ませう。 唯 この 上 は、 殿に は 御身 を 愼み給 ひて、 i2 初 

にも 人の 口の端に か. る やうなる 御 事 を 遊ばさで 在せ か 

し。 さすれば それ を 云 立てに、 いかにもして 柳 生 を賺 

し參ら せ 、 江戶表 の 御 不興 を 和らげ ん と 心を碎 きし 事 も 

水の 泡。 さばかり 人の 誠 を 疑 ひ 給うて、 する 事な す 事、 

皆 惡し樣 にの みお 1^ り 遊ばされて は、 勘兵衞最早策に^^ 

き 果て 申した。 

出 羽 それ 故但馬 に 智慧 を附 けられし： 迎 り、 我に 切^ を勸 

めう と 云 ふので あらう。 汝の心 は、 出 羽 聞かいでも 存じ 

て をる わ。 
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勘 ヌ、， は て〕 いかにも I 諒の； 迎り、 今 改めて それ 

がよ しり、 殿に 御 切腹 をお 願 ひ 中 上げます る。 坂 崎のお 

家を大 布と 思 召さば 、 どうぞ この Sif で 御 生害 下さり ませ。 

(席 LL 並ね ろ 面々、 や 4 いて ^g,^ 見合す。) 

出 羽 さすれば 豫 ての 本望 通り、 坂 崎の 家 は 汝が思 ひの ま 

まとなる 故にの。 

勘お 銜 これ 程 理をャ M して 申 上げても、 殿に はやつ ばり そ 

の やうに、 それがし をお 疑 ひ 遊ばさる、 か。 

出 羽 えい、 C お 後まで 主 をた ばかる 心 か。 (手に した 大盃 

か-勘 兵 ©に 投げつ けろ) 

波 あれ、 お 危う ござり まする。 

(松 波 や 小 七^ は 驚いて 出 羽.^ 支へ る。 勘 兵衞は 額に 

盃.， てられて うつ 伏しになる。 皆々 介抱す ろ。 勘 兵 

衞面^^-上げろ。 額から たら/ \. 血が 流れて ねろ。) 

0S 殿。 (^？^ん顔はぜて出羽に詰め少ォろ) 

出 羽 、王 を 計る 報い を 知り をった か。 汝に打 たれぬ 先に、 

我より 汝を 打って くれる わ。 (小姓の 手 i リ 佩刀， ^摩つ 

て、 拔 きに か、 ろ) 

(i5s々SE めろ。) 

諫言 耳に 逆らうて のお 手 打と なら、 固より 臣 とし 

て5^、.5處。 さ、 事お 斬り 遊ばされよ。 

出 羽 お \、 斬らいで か。 §E めだて 致すな。 放せ。 放し を 


らう- 

左 門 御 家老の 方より その やうな 事 を 仰せられて は、 縫の 

事お 氣が昂 ぶら せられます。 

半左衞 s: 後 はよ しなに 我々 より 申し 繕 ひま すれば、 早く 

こ& をば  (勘 兵衞 1^ 立た t- 、ん うとす る) 

出 羽 え X  、 逃げ ゥと て 逃がさう や。 それ へ 直れ。 それ へ 

直れ。 

小 七^ 兄 上の 御 立腹 も御尤 では ござり ますれ ど、 それと 

て も 皆、 お 家 を 思うての 餘 りで ござり ますれば  

松 波 どうぞ 今 1  せ の 處 だけ は 、 ぉ赦 しなされて 下さり ませ 。 

(荒れ狂 ふ 出な，， や、 人々 は 無理に « め 嫌して 奧に 連れ 

行く。 廣 間に は 勘兵衞 一 人殘 ろ。 額.^ 抑へ て 彼 は哲く 

無念の，、 なし。 德て 何事.^ か 決すろ 所 あるが 如く、 立 

上って 下手に 行き かけろ。〕 

(上手の 換 口から 松 波 出て 來 る。) 

松 波 叔父 上。 

勘兵衞 (根 向いて) 松^ か …… 殿に は 何とな された ぞ。 

松 波 漸々 御， M 所までお 連れ 申しました。 今方の 事な ど は 

忘れた かの やうに、 す や ./(\ と； 祸寢 なって i.- ござります。 

勘兵衛 武士の 額に 班 を 負 はせ ながら、 お 心に も めいで 

力  

松 波 (痛まし. けに) iS はお 痛みな されます るか。 
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勘 松 勘 松 


勘兵衞 額の 1^ は 癒え もせう。 心に 受けし この 痛手 は  

松 波 どうぞ 殿樣を 恨まずに 下さり ませ。 殿樣の 今の なさ 

れ方 は、 私と て餘 りなと は 思 ひました。 したが 殿 漾の此 

頃のお 心 を 思 ひ 遣れば、 氣 荒に おなり 遊ばす の も 御 無理 

では ござり ませぬ。 

勘兵衞 松 波、 わし は そなたに 濟ま ぬと 思うて をる ぞ。 

松 波 叔父 上と した 事が …… なぜで ござります。 

勘兵衞 そなた を 殿に 薦めし ばかりに、 させいでも よい 苦 

勞を さする。 

松 波 あれ、 何かと 思へば その やうな 事で ござんす か。 殿 

機の 爲に心 を 使 ふなら、 わしゃ 本望で ござります。 

勘兵衞 それ故に 縫の 事、 わし は そなたが 不憫な のぢ や。 

そなたが その 心盡 しも …… 勘 兵衞が この 苦衷 も …… 殿に 

は 少しも 汲み分け 給 はず、 只管 邪推の 御 股を以 て 眺め 給 

ふ。 我等の 立つ 激が どこに あらう。 

松 波 御 疳癖强 いだけ に、 折れる の も 早い 殿樣の 事、 醉が 

一り-やう 

めたら 惡 い 窜 をした と あなたから お詫びな さる は定。 

その 時 こそ 今 一 度 私から お諫め 申して、 きっとお 愼み遊 

ばす やうに 致し ませう。 御 切腹の 何のと *• 今方の やうな 

恐ろしい 事 は、 嘘に も 云うて 下さり ますな。 

勘兵衞 心配 致すな。 わしに は 決する 所が あるの ぢゃ。 

松 波 その 御 決心と やらが 氣懸 りな。 叔父 上、 お 願 ひで ご 


ざり ます。 どうぞ 殿樣を 恨まずに 下さり ませ。 

勘兵衞 殿の 御身 を そなた は それ 程に お 氣遣ひ 申す か。 (び 

つと 松 波の 鎮，^ 視 つめて 眼.^ 瞬いた が、 すぐに 氛，^ IS へ 

て) は、、、、 勘 兵衞は そなたの 叔父 ぢゃ ぞ。 血を引い 

た實の iSi に 泣き を：：^ せる やうな 事 をして よい もの か。 殿 

がお 目を醒 まされう も 知れぬ。 早う あちらへ。 

波 でも …… 

兵衞 えい、 參れと 申す に。 

波 は …… い。 (後 に 心 .^殘 しつ V 上手へ 人ろ) 

兵衞 (• ちっと 見送って) あの やうに？ 3SI ひ參ら する もの 

を …：. 歎きの 程 も 不憫 なれ ど、 お 家の 行末に は替 へられ 

ぬ …… 

(、、の 時 遠くに て 夜警の 拍子木の 音。 勘兵衞 四？^.^ 見 

廻し、 急ぶ、 足 に 下手へ 入る。) 

(道具 廻る) 

同 出 羽 守寢所 

本 緣附の 二重 家體。 lij 面の 上の 方 は 床の 問、 遠 ひ 棚、 

下の 方 は 搶換。 上手 折 廻して 廊下。 平舞毫 の 下手 奥の 

方 は 一面の 植 込に て、 家體 LL 接して 袖垣な ど あり。 

床の間の 前 に 佥屛 風.^ 廻らし、 その 蓝に坂 崎 出 羽うた 

た寢， ^なしね る。 枕元に 燈 1 つ。 


^出 崎: K 


下手 寄の 緣 側近く、 松 波 琴 彈 じて ねろ。 ^白き 月光 

斜に房 らし、 植 込に 鄉の？ t 頻リ なり。 

出. 羽 (むつく リと半 起し) うと/ \- とまどろ む 隙に、 

. 夢と しもな く ira き 入りし S の音樂 …… 松 波が 彈く 琴の 

音で あつたか。 

松 波 お！ = 酷-めで ござります るか。 (琴，^^^ぃて傍へ來.>* 

うとす ろ) 

出 構 はずと 綾け て くれ。 久し 振に 問く そちが 爪音、 何 

な ご 

と はなしに 心が 和む わ。 

(松 波 W び 琴，^^ じ 出す。 出 羽は哲 く-てれに 聞. V. 恍れ 

てね たが、 次^.:1^にせ痛に權へ ざる如告表情となろ。) 

出 羽 やめて くれ。 彈 くの はやめて くれ。 

松 波 (驚いて 手， め) たった今 方は彈 けと 仰し やった 

に …… 何ぞぉ にさ へ られる 事で も …… 

出 羽 何の 氣 にな ど觸 らう ぞ。 美しい 糸の 音 を 聞いて あれ 

ば、 Si れし； 贿も 鎮まりて、 水の やうに 心が 澄む わ。 した 

が、 その 澄み渡る 心の底から 满き 上る は、 堪へ 難き 寂寞 

の 思 ひ …… 

松 波 11 

出 羽 骨に 食 人る この 寂し さは 何ぢ や。 消え も 入りた きこ 

こ ほ 1C3 

の 頼りな さは 何ぢ や。 死に か、 つた 蟀の fJT そちの 耳に 

は あれが 何と るぞ。 明日 を も 知れぬ あの 蟲の音 こそ、 


取 も 直さず 出 羽が 今 の 心 を う て ゐる の ぢ や 。 

松 波 今宵に 限って 殿樣に は、 なぜ その やうに 心細い 事ば 

かり 仰し やります。 悲しい 唄が いけず ば、 何 ぞ陽氣 な 曲 

を彈じ ませう。 

出 羽 いやく、 琴の 音 は 徒らに わが 心 を 痛む るば かり ぢ 

や。 ^いて くれるな。 

松 波 そんなら 酒な と 持って 參り ませう。 醉醒は 誰も 心 寂 

しい ものと か 申します る。 (立ち かけろ〕 

出 羽 酒 …… いや、 それ も飮 むまい。 醉 へば 又しても むが 

す さ 

荒 まう。 

(松 波默 つて 何事.^ か考 へて ねろ。) 

出 羽 今 狩 も わし は そち 達に、 いかい 迷惑 を 掛けた や うぢ 

やの。 

松 波 (はっとした やう に) い k え、 それ 程で も ござり ま 

せなん だ。 

出 羽 いや，/ \、 わしに も 思 ひ 出さる >ぞ よ。 わし は そち 

の 叔父 を捉へ て 劇しく 云 罵った やうで あつたな。 血汐し 

た -1 る 額 を 向け て 、 わし を 睨んだ 勘 兵 衛 が § し …… お 

お 、わしが 否 を 投げ つけて 、彼の 眉間 を 割 つたの ぢ やな。 

松 波 それ とても 叔父の 詞が 過ぎし 故。 毆樣 のお 怒り は 御 

尤で ござります。 

出 羽 勘 兵 衞めは 主に 腹切れ と 云 ひ 居った。 (一度 は 激し 
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^出 崎 坂 


たが、 すぐに 弱々 しい 調子 LL なって) それ も 道理 か。 生 

き存へ たりと て、 所詮 は 望な き 成 正。 徒らに 世 を 恨み、 

入 を 馬つ て K 下の 憂 ひを增 さんより、 潔う 腹切る 方が ま 

しで あらう も 知れぬ。 

松 波 滅相な。 大事の 御身に 御 切腹の 何のと、 その やうな 

忌 はしい 事 は、 忘れても お 口へ は 出さぬ もの。 それだけ 

の お 心が 在し まさば、 どうぞ これから は 御身 を 慎み  

出 羽 その 事なら 云 はずに くれ。 千 姬君を 飽くまで わが 物 

にと 云 張る の は 武士の 意地. 1 や 。 そ の 意地 を 立 て ；迪 さう 

爲、 わ し は どれ だけ 多くの 牲を 捧げて ゐる 事で あらう。 

出 羽 一 人の 命と 食祿 とを擲 つのみ か、 亂 酒に 總てを 忘れ 

て は、， 罪な き 家臣に 堪 へ 難き 恥辱 をまで 與 へ る。 然も- 

酒 醒めて 胸 を 打つ. もの はこの 侘びし さ …… 賴り なさ … … 

松 波 一ー 

出 羽 勘兵衞 とわし とは氣 質が 違 ふ。 わしの する 事 を 勘 兵 

衛は 好まぬ。 勘兵衛 のす る 事 を わし も 好まぬ。 したが 勘 

兵 # が 出 羽の 身 を氣遣 ひ .. 坂 崎 家 の 行末 を 憂 ふ る 誠に 詐 

り はない。 それだけ はわし も 疑 はぬ。 家中の 諸士 が： S 居 

る 前で、 先刻の やうな 恥辱 を 彼に 與へ たは、 皆 酒の させ 

る業ぢ や。 出 羽 心より 詫び入る と、 どうぞ そちより 傳へ 

て くれ。 

松 波 は  X い。 


出 羽 勘兵衞 ばかり か、 わし は そちに も 詫びねば ならぬ。 

側 仕に 參 つてより 早 半年。 我儘 氣隨の 我に 侍して、 遂に 

一 度の 厭 ひもな く、 蔭 曰 向な く盡 しくる X 眞 心の 程、 出 

羽 仇に は 思 はぬ ぞょ。 

(松 波、 答 も 得せず す.^ リ 泣く。〕 

出 羽 そちゃ 泣いて をるな。 何で 泣く ぞ。 

松 波 有難い 今のお 詞を 承って、 どうして 泣かずに ゐられ 

ませう。 たと へこの ま、 死に ませう と. わたくし は  

もう 本望で ござります。 

出^? 出 羽に 云 はれた 今の 一言が、 そちゃ それ 程に 嬉しい 

か。 ；… 優しい 女心よ のう。 ならう 事なら わし も ® 固な 

武士の 意地な ど は 捨て .1 、 さう した 優し い 、 和ら いだ 心 

持に なりたい。 

松 波 (思 はず 摺リ 寄って) 殿樣、 どうぞ その 和らいだ お 

心 持に おなり 下さり ませ 。津和 野 三 萬 石 の 御城お とし て 、 

いつまでもお 家の 榮 をお 樂 しみ 遊ばし ませ。 

出 羽 さう して そちと 手 を" 収 つて、 餘生を 安 ii に经 らう か。 

(優しく 松 波,^ 引 寄せた が、 艇て緣 端に, 乂 つて 行って) 

お、、 月 も 大分 傾いた な。 …… 蟲が 鳴く。 雨より 繁く蟲 

が 鳴く。 絕ぇ 入る やうな あの 聲を 開いて あれば、 唯 f 生 

の 寂し さの み # に 沁みて、 恨み も、 呪 ひも、 憤り も， 幻， ノぱ 

の やうに 消えて 行く わ。 
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(庭に は 頻リと 3： の？ t。  S もって 出 羽、 右 肩 か 抑へ て 

苦痛の 、 、なし。 - ての 苦 .M 次第に 口 S まりて. i. さの ft か 立 

てる。) 

松 波 どうぞな されました か。 (驚いて 介抱- 

出 羽 この； 眉 骨が 疼いて ならぬ。 千 姬君を 接い 抱いて 糖 倉 

より 出 でんと せし 折、 .燒 け 落ちし 垂木に て 打ちし.； I 痕が 

…… (次第に 心が 狂暴 LI なろ) 

松 波 夜 ill が；^ みて は， 猶惡 うご ざり ませう。 早う 銜寢 なさ 

れ ませ。 

出 羽 1$; の髓 からき り/ \ と： まれる やうな この 痛み …… 

それにつ けても 思 ひ 出さる、 は あの 折の 事。 あの 時 出 羽 

が .せ を 挺し て 猛火の 中に 躍り 入らず ば、 姬の御 體は鞴 倉 

の 灰と なった は 必定。 さすれば 今日、 播州の 本 多 家と 御 

緣組を 結ぶ H 出度き E にも 逢 ひ 給 は ぬ 道理 .：• ： (益々 苦 

吟 する) 

松 波 (おろ/、， t て) あれ、 誰 ぞ來て 下さり ませ。 殿様 

が 大變で ござります。 

出 羽 この 痛 みの 癒えぬ 限り、 姬の事 は 思 ひ 切らぬ。 大御 

所の御|^;::!1を忘れはせぬ …… 

松 波 その やうに お Eg り 遊ばして は、 潜と 痛みが 雷うな り 

. ませう。 唯今 …… 唯今お 誇？ l^f さん を 呼んで 參り ますれば 、 

暫 くこれ にて お休み を …… (無理に 出 羽， か 屏風の 藤に 寢 


かしつけて、 あれ ふ た 上手の 廊下 口 へ 駅け 入ろ〕 

(後 暫く は屛 風の 中に て 出 羽が 苦吟の 聲。) 

(月 雲に 隱れ しと 覺 しく、 舞囊急 に 暗くな"、 蟲の昔 

1 やむ。) 

(植 込の 蔭 i リ勘 兵衞、 覆面、 拔刀 にて 忍び 出 づ。) 

出 羽 (聲 のみに て) 家が 何ぢゃ …… 家来が 何ぢ や。 廢れ 

し 武士の 面目、 立ていで 置かう か …… (苦吟) 

(勘 兵衞 その？^, 屮賴リ に 土足の ま、 二重に 上り、 いき 

なリ 枕元の 燈- 逢，^ 吹き消す.。 四 逸 暗 黑。〕 

出 羽 (物 昔，^ 閗 i:.. 咎め〕 何者 ぢゃ。 (415;.^ 起す〕 

勘兵衞 殿、 御免。 (出 羽の 右一 ほへ 斬りつ ける) 

出 羽 (斬られながら q-.^ 構へ) 何奴 なれば 名のり も 上げ 

ず、 寢込を 襲 ふと は 卑怯 千 萬。 

勘兵衞 いか 程 御 生害 をお 勸め 申しても、 お 聞 入な き 是非 

なさに、 やむなくき たなき 振舞 致した。 

出 羽 さう いふ 聲は勘 兵衞ぢ やな。 さて は 今宵の 事 を 根に 

持って、 主 を あやむ る 心に なった か。 さう と は 知らず 今 

の 今まで、 汝に 詫びん と 思 ひし 事の 愚 さよ。 

勘兵衞 cm 面ん かなぐり 拾て) 主君 を 斬る もお 家の 爲、 

唯お 命 を 下さり ませ。 (斬って か 、ろ」 

出 羽 など かおめ く 汝に打 たれう。 莉れる ものなら 斬つ 

て 見よ。 (痛手.^ 忍びつ、、 手 常り 次第 に 室內の 調度，^ 


596 


羽 出 崎 坂 


投げつ けろ) 

(松 波、 雪洞，^ かざし、 IS 师寺澤 了 齋，^ 案內 して 廊下 

口から 出 て來 ろ。) 

松 波 まあ 眞 暗な。 どうしたと 云 ふので あろ。 

了齋 その上、 唯なら ぬ あの 物音。 

(二人 急 ざ 足に 寢 所に 入り かけ、 闇 に さらめ くも a の 

光ん 見て びっくり。) 

了齋 ひや あ、 大變ぢ や。 御寢 所へ 曲者が 忍び入りました。 

お出 會ひ なされ。 お出 會ひ なされ。 (消 魂し く 叫ん て廊 

下 口へ 逃げ 行く)  . 

松 波 殿の 御身 を 窺 ふ 慮外 者、 わしが 相手 ぢゃ。 (雪洞 投 

げ 捨て、 懷劍拔 いて 勘 兵衞に 切って か、 ろ) 

(勘 兵衞輕 くもし らふ。 その 時 月光 再び 雲間， ケ 迚れ、 

四邊 明るくな ろ。) 

松 波 (月 に 勘 兵衞， ^見咎めて) や、 こなた は 叔父 上 …… 

勘兵衞 これまで ぢゃ。 (松 波， か 斬り 捨てろ) 

( >  、の 時了齋 ん、 案內 Li 、 村 越 左 門 そ の 他 前場の 侍 多勢 

出て 來リ、 ばらくと勘兵衞^^^取卷く。) 

左 門 主君の 御身に 一?5 を當 てし 痴れ者、 御 家老な りと て容 

赦 はならぬ。 引 括って 縛り首に せよ。 

1 同 云 ふに や 及ぶ。 (1 齊に 打って か、 ろ) 

み 1>  る 

勘兵衞 殿の 街 1 賜 はらぬ うち は、 など か御邊 等の 繩目を 


受けう や。 

五助 何 を小鑌 な。 

(勘 兵衞 諸士， ^相手に 街闓 したが、 と マ 多勢の 爲に刀 

か-打ち落され、 繩 にか、 ろ。 その 間 LL  了齋 は、 白 の 下 

.^び くく ものて、 手 ffs; の 出 羽と 松 波と.，. 5> 介抱 マる。) 

半 左衞門 (出 羽の 耳元に 口， ^寄せ) 御 安心 あれ、 殿 を 害 

せんと 企てし 勘 兵衞に は、 まつ その 如く 繩 かけました ぞ。 

左 門 こ の 上 は 城外の 紫雲 院に 御座 ある 柳 生 殿に 訴 へ 出 

で、 然るべき お捌き を 受ける で ござらう。 

五助 それ ぞ 誠に 上分別。 牧野 殿 * 立ち ませい。 

(この 時 植， 込 の 方- んリ 柳お. 但馬守 、 近侍 二人.^ 從へ出 

て來 ろ。) 

但馬 いや、 それに は 及ばぬ。 知らせに 依って 但馬ぢ きぢ 

き檢 分に 參 つた。 

( 一 同 はっと 平伏す る。) 

但馬 (つか/^ 勘 兵衞に 近づ 告) えらい 事 を やった もの 

ぢ やの。 

勘兵衞 いか 程 理を盡 して 御 生害 をお 勸め 申しても、 耳に 

も 入れ 給 はぬ 殿の 御 m 行。 臣下の 身と して 主君の i にお 

を當 てる 切な さ. 苦し さ  御 推 誌 下さり ま せ 。 

ff^ 家の 榮ぇを 願 ひなば、 主人 を說 いて 切腹 させよ と 云 

ひし 但 馬の 詞が、 かく も 痛ましき m;^ を 見る か。 さりな が 
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ら彼 の 大_5^ 引 起せし から は、 汝に. a 、覺 悟が あらうな。 

勘兵衞 仰せまで も 候 はず、 命 は 始めより 投げ出しての 事。 

唯 心懸り は^？小七郞ぉの御身の 上 …… ま つ た 坂 崎 家の 御 

行末 …； 

M.0 心配 致すな。 その 事なら 但馬 よう 心 5^てゐ る わ。 (二 

重に 上つ 乂) 心 を 健に 出 羽 守。 柳生ぢ や。 但馬ぢ ゃぞ。 

出 羽 なに、 W 馬と な  、苦しい 息の下-.. 5 リ きっとな リ) 

よう も 汝は勘 兵 衞を唆 かして、 わが 一 命 を 奪 はう と はた 

くらんだ な。 

S この 期に 及んで まだ 疑 ひ。 勘 兵 衞は坂 崎 家 を 全うせ 

ん S に、 御身の 命を牲 にした 忠臣 ぢゃ ぞ。 

出 羽 えい、 見え透いた 詐り 問き たうない わ。 

(.；^下：：：ニリ小じ，§駅け出づ。) 

小ヒ郎 兄 上、 ましい お 姿に おなりな され ましたな あ。 

(取縱 ろ) 

勘お 衞 殿のお 僧し みは、 勘兵衞 七生まで も 受け ませう。 

唯、 お 家の 行末 を 思 ひ！ Tii は 御 息の あるう ち 一 言な り 

と、 弟？；の御^^を柳牛：殿にぉ頼みなされませ。 

出 羽 IWT て は 御主 君た る 大御所に 欺かれ、 今 又 臣下た る汝 

の 手に か、 る。 その 我に 何の 家ぞ。 弟ぞ。 坂 崎 出 羽 は あら 

ゆる 物に 欺かれた。 人 も 信ぜぬ。 道 も 信ぜぬ。 神 も 信ぜ 

ぬ。 あらゆる 物 を 疑 ふの ぢゃ 。あらゆる 物 を 呪 ふの ぢ や。 


S こり や、 出 羽 守。 

出 羽 (恐ろしい 眼. ^して) 汝は 友を賫 つた 恥知らず ぢ や。 

勘兵衛 それ こそ 殿の 御 邪推と 申す もの。 

出 羽 默れ、 汝 こそ 主 を 斬った 大 惡臣ぢ や。 盡 未来まで 呪 

ひ を 掛けう ぞ。 

松 波 (息 も 箱え-^ に〕 殿樣、 わたくし ばかり は …… (鎚 

リ 寄ろ) 

出 羽 お、、 そち も 手 を 負った か。 (痛まし さう LL 松 波の 顔 

ォ屮 眺めた が、 急 に 荒々 しく 突 さの けて) えい、 寄るな。 

何物 を も 出 羽 は 信ぜぬ。 何物 を も 出 羽 は 疑 ふ。 

勘 兵 衞 それがし こそ 殿の ひ を 受け ませう。 松 波が 誠 を 

疑 ひ 給 ふと は、 餘 りに 酷き おん 心。 

出 羽 世 をも^ はう。 人 を も 呪 はう。 生ける 千 姬君を 呪 ふ 

ばかり か、 死して 地獄の 苦艱を 舐め 給 ふ 大御所 を も、 永 

劫の 果 まで^ ひ盡 さう ぞ。 (物 狂 ほしく 叫びつ- -、 段々 

息 結え 行く。) 

但馬 上 を 恐れぬ 大.. - 敬の 詞。 この 上 は 勘 兵衞が 苦心 も 水 

の 泡。 坂 崎 家 は 今日 限り 斷絕ぢ ゃぞ。 

(勘 兵衞、 小 七郎ん 始め、 ^々水. ^浴びせられた やう 

に はっとして 平伏す ろ。 竊ぇ 入る やうな jgf の 聲。) 

—— 幕 —— 

(大正 A 年 十一月 作) 
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故 國の家 (一 幕) 


人 物 

狹 山普吉 

淸元 延多津 その 妻 

英  一 その子 

お  光 

• 村 井 良 太 

舞臺は 東京の 下町に fs く见 かける やうな 稽古 所 の 內 

部。 上手が 六 Mtl の 茶の間て、 下手が 三疊の 取附の 間。 

1 一一 叠の 正面 は 中 W 子の 二 牧 障子，^ 立て、 その 向 ふは往 

來に 面した 格子 口にな つてね る。 茶の間の 上手 は臺所 

口て、 そこ！. i 障子が 閉まって 居る。 それに 接した 正面 

が 二階へ わがる 階段 口にな つてね るの だが、 襖が びた 

リと閉 されて ろの て 梯子 は见 えない。 それ に 接した 壁 

に は 三 四 挺の 三味線が 懸けられ、 その 下 もたり に 稽古 

臺ゃ小 机が 匿 かれて あろ。 i さ處に 茶箪笥， 長火鉢。 

幕 明く と延 多津、 外出の 服装、 氣ぜ はしな さう に 中腰 

て貧.^^-吞ん\、ねろ。玄豳ロてぉ光が下駄，か出してねる。 


延多 は 四十 三 に なる の， たが、 ひどく ^J;: 作りな のて ち 

つと 見に は 三十 五六 Li も 見える。 お 光 は 十八 九。 

お 光 お. UK さん、 お 履物 は どちらに なさい ます。 吾妻 下 

駄。 それとも 小町。 

延多津 さう さね、 やっぱり 吾妻 下駄に しょうよ。 (烟^ 

措いて 立ち かけろ) 

(梯子. ^降りる 人 昔が して 正面の 襖 口から 英 一 が 出て 

來ろ。 二十 二 歳。 おとなし やかな 番生 風。 古い 江戸 趣 

味が まだ 多分に 名殘 止めて ねる やうな かう した 給 古 

所の 阅 園に は 甚だ ふさ はしからぬ 姿 形て める。； - 

英ー (母の 姿.^ 見て) 出かけ るんで すか。 

延多 今 H は 五日 ぢ やない か。 松 田さん のお 宅へ 稽古 を 

つけに 行 くんだ あね。 

英ー さう でした ね、 すっかり 忘れて ゐた。 ぢゃ 行って 入 

らしゃい。 (長火鉢の 傍に あった 新聞.^ 取上げる) 

延多津 (立ち かけた 腰 1 や 又 元へ 展 して) それにして もお 

父さん はどうし たと 云 ふ の だら うね。 昨 曰 出た つ きり 鐵 

砲 玉に なって しまって。 十九 や 二十の 若い者 ぢゃ ある ま 

いし、 だら しがない にも 程が あるよ。 

(英ー 無言。 y つと 眼， や 新開の 上に 定らぜ る) 

延多津 英 ちゃん、 本當 にお 父さん はお 前に 何とも 云って 

行かなかった のかい。 
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英ー お母さん も疑リ 深いな。 久し 振で 淺 草へ でも 行って 

見る かなって ぶら りと 出て 行つ たんだ つ て。 あんなに 云 

つて ゐるぢ やありません か。 お父さんの 事 だ、 どっかで 

飲み m れて 動け なくなつ たんで せう。 心配し ないでも 今 

B. ちう に は歸っ て來 ますよ。 

延多^ 心配 はしない が、 あんまり 人 を 踏みつけ にして ゐ 

るから さ。 考 へて 御覧、 あの人が 満洲から 歸っ て 来て 今日 

で 幾 B になる とお 思 ひだい。 もう 彼此 三月 だよ。 その 間 

勤め口  i つ 探して 見る ぢ やなし、 唯う か/ \- と 日 を 立て 

て 、 家に ゐれば 朝から 酒び たり 。 、 J んな事 をし て ゐ たら , 

末に は 私達まで 干 乾に されて しま ふよ。 

英ー まあ そんなに 云った もので もありません さ。 お 父 さ 

ん だって あれで なかく 考 へて ゐ るんで すよ。 だが 八 年 

も 日本 を 離れて ゐ たんだ。 今 急に 歸 つて 来て 見る と、 世 

の 中の^ 情 はすつ かり 變っ てし まつ てゐ る。 昔 懇意に し 

た 人達 も 赤の他人の やうに 疎遠に なって ゐる。 その上 年 

を収っ て體は fj^ る。 新しい 仕事に 手 を 出す だけの 元氣が 

なぐな つてし まった のです よ。 もう 少し 休養 させ て 上げ 

なければ 氣の毒 だ。  ■ 

延多 a; お前 は此頃 何かと 云 ふとお 父さんの 肩 をお 持ち 

だが、 ぢゃ あの人ば かり 氣の 毒で、 このお つ 母さん は 何 

ともない とお 思 ひなの かい。 十四の 年に お前 を 捨て \遠 


い 他國へ 行って しまったお 父さんの 方が、 女の手 一 つで 

今日の 年までお 前 を 育つ て來 たおつ 母さんより 大事 だと 

云 ふの かい。 

英ー 何 を 云って るんだ な。 僕 だってお つ 母さんが 僕の 爲 

にどの 位 苦勞を して ゐ るかと いふ 事 はよ く 知 つ て ゐる積 

りです。 だから 僕 も … 

延多律 い \ よ、 い &ょ、 お父さんが 歸 つて 来てから お前 * 

の 心 はすつ かり 變 つてし まったん だからね。 お前が さう 

い ふ 心なら 私に だ つ て覺 悟が あります よ。 

英ー おつ 母さん。 

延多律 その 話 はもう やめに しょ 5。 私 は 出稽古に 行かな 

けり やならない 體 なんだ からね。 (つ. A  く玄關 口へ 行 

く) 

(お 光が それ.^ 見送ろ。 延多津 は 手荒に 格子，^ 開けて 

出て 行く。〕 

お 光 (英ー 1 ^顧て) 兄さん、 お 師匠さん 隨 分ぶ りくし 

て 入らし つたわね。 

英 一 此頃 おつ 母さん はどうして あ \ 感情が こじれて しま 

つたんだ らう。 全く 厭に なって ちま ふ。 

お 光 でも、 私 はお 師匠さん の 方が 無理 はない と 思 ふわ。 

あれ ぢゃ お父さん 全く 我儘 過ぎ るんで す もの。 歸 つてら 

したら 兄さんから 何とか 云った 方が い k わ。 
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英 一 僕 等が 彼此 云 はないでも、 自分の 缺點 はお 父さん 自 

はた 

身が よく 知って ゐ るの だ。 それ を 傍から うるさく 云 ふの 

は 却ってお 父さん を 苦しめる やうな もの だよ。 

お 光 でも 云 はずに ゐ たら、 お父さん はいつ まで だって あ 

あして ゐ るで せう。 それ ぢ やお 師匠さん の立瀨 がな いぢ 

やありません か。 

英 -ー お前 もお つ 母さん もお 父さん を 誤解し てゐ るから 駄 

目 だ 。 お父さんが 初めて 滿洲へ 行つ た 時 は 僕 も まだ 少さ 

か つ たから、 本當 にお 父さんが どうい ふ 人 だか 分らな か 

つた けれど、 今度 歸っ て來 たので 僕 も 大いに 覺る 所が あ 

つたよ。 長い間お つ 母さんから 聞か され て ゐた お父さん 

と. 現實 のお 父さんと は、 まるで 人柄が 違って ゐる。 お 

つ 母さんの 口癖の 大 山師で もな けり や、 箸に も 棒に も懸 

ら ない 道 樂者 でも あり やしないよ。 

お 光 ぢゃ 小父さん はどうい ふ 人な の。 

英 一 さう さな、 云って 見れば 一 個の 空想家 さ。 常に 夢 を 

追って ゐる人 さ。 

お 光 兄さんの 云 ふ 事 は 私に はちつ とも 分らない わ。 

英 一 分らう と 力めない からさ。 軟ら いだ 温い 心で お 父 さ 

んに對 して 御覧。 お父さんの 眞實の 姿が 自然と そこに 見 

えて 來 るよ。 

お 光 愈々 分ら なくなって 來た わ。 (話， か はぐら かす やう 


に) そんな 事より 村 井さん どうしたんで せう。 此頃 ちつ 

とも 見えない わね。 

英ー (急に 不愉快な 表情に なって) 來 なけり やどう した 

と 云 ふんだ。 あんな 男、 來 ないで ちゃう どい >。 

お 光 あら 隨 分ね。 村 井さん の 事と 云 ふと 兄さん はき まつ 

て 厭な 顏を する けれど， でもお 肺 匠さん は どんなに あの 

方 を 力に して ゐ るか 知れな くって よ。 唯のお 弟子さん ぢ 

やなく つて、 まるで 弟 か 枠の やうに 思って ゐる のよ。 お 

師 K さんが 此頃！ 8 の惡 いのは、 お父さんの 事 も あるけ 

れど、 一 つ は 村 井さん が顏を 見せない せゐ かも 知れな く 

つてよ。 

英ー (顔色 まて 蠻 つて) 馬 B§ な。 そんな 事が あって 溜る 

. もの か。 

お 光 だって 本當 にお 師匠さん は 村 井さん が BgR なんです 

もの。 だから ほかのお 弟子さん 達の 間ぢゃ いろんな # が 

立って ゐる やうよ。 

英 一 噂と は、 どんな tK^。 

お 光 厭、 そんな 怖い顔し ちゃ。 私もう 何にも 云 はない わ。 

英ー (唇，^ i" んて) どうせ 下らない 事 だら う。 聞かない 

でも 分って ゐる。 兎に角、 今後 村 井が 家へ 来る やうな 事 

が あったら、 僕 は 強く 云って 二度と 〔汆の 閥 を 跨がせない 

やうに してやる。 


家の 13 故 


601 


お 光 あら、 そんな 事 をし ちゃい けない わ。 それ ぢ やあん 

まり 失體だ わ。 

英 一 何が 失禮 だ。 村 井 こそ 僕達に この 上 もない 侮辱 を與 

へて ゐ るのお やない か。 そんな 噂まで 立てられる やうに 

なって、 お？ M は殘今 0 と は 思 はない のか。 

お 光 だって、 それ はほんの 蔭口 ぢ やありません か。 ぉ師 

匠さん だって まさか .：•： それにお 父さん も歸 つて 見えた 

ん ですから …： 

英 1 それ だから 縫の 撲は氣 が 揉めて ならな いんだ。 も 

しそんな 事が ひょっと かしてお 父さんの 耳へ でも 入って 

見ろ …… 

お 光 (^ 耳， 兌て) おや、 唯 か 格子 を 開けた やうよ。 (立 

っズ 行って 玄關の 格子，^ 內 から 開く) まあ， お父さん。 

英 1 (同じく 急いて 立って 行き) どうし たんです、 お 父 

さん、 今まで …… 

(玄關 先に 力なく 立った 父晋吉 の 姿が 見えろ。 年 は 五 

十ヒ. たが、 深く 刻まれた 額の 皴に も、 げっ モリと 瘦せ 

鈿った^^のぉたリにも、 長い間の 放浪 生活の 慘 苦が あ 

リ と； 3- れヾ、 年 i リは 三つ 四つ 老けて 兄え ろ。) 

^卜： " (英 一 の 問に は 答へ ず、 家の 中 .5-^ くやう にし ズ小萆 

く) おつ 母さん は。 

英 一 さっき 出精 古に 行きました。 そんな 處に 立って ゐな 


いで 早く 上ったら い  >1ぢ やありません か。 

普吉 やれく、 それでもお たつが ゐな いと 聞いて 安心し 

たよ。 (ほっとした やうに 內に 上って， うそく 長火鉢 

の 方へ 來ろ) 

英 一 一 體 どこ へ 行つ てゐ たんです。 おつ 母さん. が 大分ぶ 

つく 云って ゐ ました ぜ。 

晋吉 さ うだらう と 思つ たんだ。 己 だって 何も 初めつ から 

泊つ て 来る 積り ぢゃ なか つ たんだが …… 資は 昨日 淺 草で 

思 ひも かけない 人に 逢つ てな。 

英 1 思 ひも かけない つて， 誰です。 

晋吉 お前 は 知らない がな" 已が大 速に ゐる 時分 商 賫の方 

で 懇意に した 男よ。 いや， こり や 珍ら しい、 いっこ ちら 

へ歸 つて 來 たんです、 鬼に 角 そこらで 御飯で も 食べよう 

ぢ やありません かってな 事が 始まりで、 ついだら くに 

泊る やうな 事に なって しまった のさ。 今朝 は 早く 歸る積 

りだつ たんだが、 明るい お-大道 樣の顏 を 見る と、 何だか 

その ま \ のこ./ \歸 つて 來 るの が氣が 咎めて、 友達と 別 

れ ると. 又晝 席なん かへ 入って しまった。 は \W>1、 

年甲斐もない、 お前に 對 しても 面目ない 話よ。 

英ー それにしても. ひどく 顏の 色が 冴えな いぢ や ありま 

せんか。 心 持で も惡 いん ぢ やありません か。 

晋吉 ゆうべの 酒が 利き 過ぎたん だら う。 何だか 厭に 頭が 
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重い。 大して 飮み もしない のに、 からもう 意氣 地が ねえ 

や。 は >t>->l,zl。 (てれかくしの やうに 寂しく 笑 ふ) 

英 1 光ち やん. お 酒が まだあった 害 だな。 

お 光 さあ、 どうでした か 知ら。 

英 一 をと、 ひの がま だ殘 つて ゐる笞 だ。 お父さんに 一 本 

つけて 來て お上げよ。 

晋吉 折角 だが まあ 止しに して 置かう。 おた つで も歸 つて 

來 るとう る さいから な。 

英ー 大丈夫、 まだ 歸 つて 來 やしま せんよ。 まあ 迎へ 酒に 

1 杯 やって 御覧なさい。 少し は 頭が 輕 くなる でせ うから。 

(この間に お 光 は 立って 臺所ロ  LL 入った が、 .ち告 に 盆 

の 上に 姚子、 杯.^ 据 ゑて 出て 來 る。) 

お 光 兄さん、 これつ きりょ。 

英 一 それでもな いより まし だからな。 (德 利，^ 銅^の 中 LL 

溃 けて) それから、 何 か 骨になる やうな 物 はない かな。 

お 光 さう です ね、 お 晝の時 みんなに しち まった から …… 

普吉 い、 やな、 それだけ 酒が あり ゃ澤山 だ。 肴なん かい 

る もの かな。 

英 一 さう だ、 海苔が あつたけ。 これで 我慢し といて 下さ 

い。 (茶 ^；^笥 の 上に 置かれた， フリ キの筘 から 海苔，^ 取 出 

し、 火に 灸ろ) 

(お 光は跌 つて この 樣 子.， 眺めて ねたが、 不意に 襖，^ 


開けて、 とんく 二階へ もがって 行く。) 

英ー (挑 子ん、 銅壶 から 取 出して) どうです、 もうい  >- や 

、つです ぜ。 

晋吉 ぢゃ 遠慮な しに 頂戴す るかな。 何だか どうも 濟 まな 

いやうな 氣 がするな。 (嬉し さう に英 一に 酌，^ して 賀っ 

て欽 み) あ、、 い、 氣持 だ。 やつば り 酒 はうまい な。 

英  一 二三 杯 立て 續 けに 引 懸けた 方が よう ござんす よ。 

晋吉 已 一 人で やって ゐる の も. 氣が さすな あ。 どう だ い。 

お前 も 一 杯。 

英 一 僕 はま あよし にして おき ませう。 お 酒 は 成るべく 飮 

み 習 ふ 癖 をつ けない やうに して ゐ るんで すから。 

晋吉 それ もさう だ。 あんまり 飲んで お父さんの やうな 人 

間にな つち まつ ても闲 るから な。 (暗い 顔， し て ち びり 

ちび リ盃. ^舐めろ) 

(ニ^から 三味線の 音が 聞え て來 る。 お 光が 「みちと 

せ」 ん 浚って ねろ のて ある。) 

?\ あとに は 二人 差 合 も、 淚 拭うて 三千 歳が、 恨めし 

さう に顏 を：：：^ て  

普吉 (• ちっと 耳，^ 澄まして) お 光 だな。 なかく よくや 

るぢ やない か 
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英ー え、、 藝の筋 はい、 んで すって、 おつ 母さん も讃め 

てゐ ます。 

普吉 C たん/, \醉 が 廻る と共に、 いくらか In かし 氣 味て) 

己 が^へ 行って ゐる問 も、 あんな 子が 家へ 來てゐ る 事 

は 一 投 だって！！ « いてよ こさない ので、 不意に 歸 つて 来て 

あの 子の 顏を 見た 時に や、 己 は本當 にび つくりした ぜ。 

おやく、  .2: の 作 は いつお 嫁さん を 貰った か 知らと 思つ 

てな。 おつ 母さんもう まい子 を 目つ けた もの だ、 やつば 

り 親 は 親 だけの 事が あると 感心した よ。 

英ー からか ふの はよ して 下さい。 お 光の 事に 就い ちゃ 僕 

は 而 n に 心 を 一!i め てゐ るんで すよ。 

心 を 痛めて ゐ るって …… ぢゃ何 か、 お前お 光に 對し 

て 何 か に 入らない 事で も あるの か。 を かしい な、 そん 

な 箬 はない と 思 ふが な。 器量 は 十 人ュ芊 すぐれて ゐ るし、 

少しお きゃんお や あるが 氣 さくな たちだ し、 その 上藝の 

筋が い」 と 來てゐ るんだ から、 先 づ將來 美術家と して 立 

たうと して ゐる お前の 妻と して .2. 分が なから うぢ やない 

力 

英ー お父さん はさう 思 ひます かね。 僕に はどう もさう 思 

はれな いんです よ。 そり や あの 子 は 器用です。 不幸な 境 

遇に 育って 來て ゐる だけに よ く 物事に 氣も つ きます。 だ 

が、 何だか 心 持に 冷つ こい 處が ある。 とても 僕の 仕事な 


ぞを 理解し て くれさう に は 思 へ ませ ん。 

普 古 併し、 まだ 十八 か 十九の 小娘 だ。 お前の 敎 育の 仕樣 

一 つで どうに でもなる と 思 ふが な。 

英ー 僕 もさう 思 ふから、 一生懸命 になって あの 子の 性格 

を 矯めな ほさう と 力めて ゐ るんで すけれ ど、 僕の 云 ふ 事 

なんか てんで 耳に 留めな いんだから 仕方が ありません。 

n では 兄さん 兄さんて 云って ゐ ますけ ど、 腹の 中ぢ や、 

何の この 小僧つ 子が ぐら ゐに考 へ てゐ るの かも 知れ ませ 

んょ。 

普吉 已 がお たつの 事で 苦しんだ やうに、 お前 も あの 子の 

事で 苦しんで ゐ るんだ な。 C ちっと 何事，^ か考 へる やう LL 

したが) お 光の 親爺 は 大工 だって。 

英 一 え > さう なんです。 そ の 親爺 さ んが藝 事が 好きな も 

ん ですから、 お 光 を 家へ 稽古に よこす やうに なつたん 

です。 おつ 母さんから 問いた かも 知れません が、 その 親 

爺さんが 或 時の 工事に 足場から 落ち て 大 怪我 をし まし て 

ね、 それが 元で 大忠ひ をし て 死んで しまったの です。 後に 

はお 光 を 頭に 三人 も 子供が あるんで せう。 暫く 近所の 子 

供 目 當に駄 菓子屋の やうな 事 を やって ゐ ましたが、 それ 

も 思 はしくありません でして ね、 とう/ \ぉ舍 の 単一 方へ 

引^られて 行く 事に なつたん です。 ところが、 お 光が 田舍 

へ 行く 事 を 厭が りまして ね、 どうで も g 分 だけ は 東京に 
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つて、 みっしり 淸 元が 習 ひたいと 云 ふんです。 そこで 

まあお つ 母さんが 何も彼も 引受け る 事に な つ たん です。 

晋吉 あの 子の 氣象ぢ や 田舍 なん ぞ へ 引 込む の は 厭 だ らう 

さ。 それで 何 かい、 あの 子のお 袋 も ゆく 末お 前と 何す る 

とい ふ 事 を 得心し てゐ るの かい。 

英ー さあ、 どうです か 知ら。 おつ 母さん は、 その 事 をお 

袋に 話したら、 大喜びで 田舍へ 立って 行った と 云って ゐ 

ますが ね。 何しろ 肝心の 本人の 心が 僕に は 充分に 信賴す 

る 事が 出来な いんです から …… 

A 一  日 透 はねば 千日の、 思 ひに 私 や 患うて、 針ゃ藥 

のしる しさへ、 泣きの 淚に紙 濡らし、 枕に 結ぶ 夢 

覺 めて、 いと r 思 ひの 壻鏡 …… 

晋吉 (なまめかしい 三味の 音に 引 人れ られる やうな 眼つ 

き.. して) あ、 いふ 唄 を 聞いて ゐ ると、 己 は 思 ひ 出す ま 

いとしても 若い 時分の 事 を 思 ひ 出さずに は ゐられ ない。 

もう 一 一十 四 五 年に もなる。 あれから この 年まで 己 は 一 體 

何 をして ゐ たんだら う。 

英ー 何 を 云って るんで す。 何が 二十 四 五 年なん です。 

S 己と おた つと 一緒にな つてから こっちよ。 その 時分 

はこれ でも 己 はれつき とした 雜貨屋 の 主人 だ つ たんだ 


せ。 

英ー おつ 母さんから 聞いた 事が あります よ。 その 時分お 

父さん は 大變淸 元に 凝って ゐ たんです つ てね。 

普吉 うむ、 馬鹿な のぼせ 方よ。 今日は どこのお 浚 ひ、 明 

曰 は そこの 名 披露目 と、 てんで 店に なん ぞ に 落 付 いて ゐ 

た 事がなかった くら ゐさ。 そんな 風 だから 商 賢の 方が う 

まく 行かう 害 はなく、 店 はとう...， （\ 人手に 渡つ てし まつ 

た。 おた つと 懇意に なって たの も その 問の 事で な、 いつ 

. と はなしに ずる/ \ ベ つたり 長火鉢の 前に 坐る やうな 身 

分に なつち まったん だ。 —— いや、 うっかり 口が 滑って、 

下らない 事まで 聞かせて しまった。 は、 -。 

英ー (a 面目に) です がお 父さん は、 雜貨店 を 出す 前に 

は どこか 學 校へ 行って ゐ たとい ふぢゃありません か。 一 

體 どこの 學 校なん です。 

晋吉 早稻 田の 專門學 校よ。 已は そこで 法律 を 研究して、 

將來は 辯 護 土に でもなる 考でゐ たんだ。 處が 途中で それ 

も 厭に なって、 半途で 退學 すると、 今 云った 雜貨店 さ。 

友達に 誘 はれて 遊び の 味なん ぞを覺 えた 爲に、 早く 金 を 

摑む 事ば かり 考 へ る やうに なった の だな。 せめ て あの 時 

分早稻 田で も 卒業して 置いたら、 今頃に なつ てま.. こく 

する 事 もなかつ たらう。 あの 時分 一 緒に 講義 を 聞いた 友 

達の 中で、 隨分 出^して ゐる のが あるから な。 蹄士 にな 
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つたの も ある。 知 になった の も ある。 寶 業界で 雄飛し 

てゐ るの も ある。 そん な^を 考へ ると 己 はっく.. 分 

の 移り 氣が 情なくな るよ。 

英 一 でも、 滿洲 へ 出かけ て 行く 時には 餘程 大きな 抱負が 

あつたんで せう。 僕 は 子供 だ つたから よく あの 時の 事情 

は 分らない けれど、 おつ 母さん はいつ でも さう 云って ゐ 

ますせ。 

晋吉 新しい 仕事に 収懸る 時には、 己 はいつ でも 恐ろしい 

熱心で 始め るんだ。 併し その 熱心が 己に はどう も 長續き 

がしない。 .85 ぢゃ 決して 投げる 積り はない ん だけれ 

ど、 途中まで 行く とき まって 故障が 起って 來 るんだ。 そ 

こ を 遮 一 一 無 一 一 押し通せ ばい、 のか も 知れない が、 さう い 

ふ lis- に はき つと 持つ て 生れた 移り 氣が頭 を 持 上げ て 来て 

な 、え、、 こんな 馬鹿々々 しい 事に つかまって ゐ ないだ 

つ て、 ほかに もっとうまい 事が あるに 違 ひない つ て氣が 

起 るんだ。 滿洲へ 行つ たんだって、 今にな つ て考 へり や、 

何の eii に 行った のか 譯が 分らなくなる。 

(初めのう ち晋. f:" は 成るべく ちび リ， と飮む やうに 

して. Q たの だが、 が 入って つ い l^^J- 乾す のが 早 

くな ろ。 姚： 十 はいつ の ii にか 空 に なって ねろ。 それに 

氣が ついて 齊 小：" は 何とも 云へ ない 寂し さうな 額. 5- す 

る。) 


英ー (氣の 毒 さう LL) おや、 みんなに なった やうです ね。 

折角の 處で いけなかった な あ。 ぢゃ、 お 光に さう 云って 

少し 取って 來さ せませ うか。 (腰，^ 浮かせる) 

普吉 い- 1 よ、 い \ よ。 そんな 事 をし ちゃ 却ってい けない 

よ。 ゆうべの 酒が いくらか 殘 つて ゐ るせ ゐ かして、 すつ 

かり 已は醉 つち まった ぜ。 ぁ气 い \ ぇ氣持 だ。 滿洲か 

ら歸 つて 以來、 今日ぐ らゐ已 はしん みり した 氣 持で 飲ん 

だ 事 はない。 みんなお 前のお 蔭 だ。 有難い。 太當に 有難 

いと 思 ふぜ。 

英 一 何 を 云って ゐ るんだ な。 は \ > -、 i、 本當 にお 父 さ 

ん醉 つた やうです ね。 

晋吉 だが、 もう そろ- <- おた つが 歸 つて 来る 時刻 ぢ やな 

I 力 

英 一 まだ です よ。 歸っ て 來た つてい \ぢ やありません か。 

晋吉 そり やさう だけれ ど、 少しば つが 惡 いからな。 お前 

達に やどう 見える か 知れな い が 、 これで も 己 は 心 の うち 

ぢ ゃ本當 におた つに 濟 まない と 思つ てゐ るんだ せ。 彼奴 

に はこの 年まで 已は 全く 苦勞 のかけ 通し だからな。 八 年 

, も 家 を ほったらかして 置いて、 何か大 儲けで もして 歸っ 

て 來る事 か、 十 画の 蓄へも 持た すに 乞食 n 然の體 で轉が 

り 込ん で 来た の だ 。何と 云 は れても 己に は 返す 詞 がな い 。 

心から 恥 入る ばかり だ。 
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英ー まあく、 そんなに 弱い 氣を 出しち やい けません よ。 

お父さん だ つ て 何も 失敗し ようと 思って 失敗した 譯ぢゃ 

な いんで せう。 みんな 廻り 合せで 已むを得ないんだ。 

普吉 (きっとな つて〕 英ー、 己 はもう 一 遍 内地 を 離れよ 

う 力と 思ぶ。 

英ー 何です つて。 内地 を 離れて どこへ 行 くんです。 

晋吉 上海へ 行かう と 思 ふんだ。 昨日 逢った 友達が 今度 そ 

つちで 商賈を 始める ので、 頻 りと 來 ないかと 勸 めて ゐた 

から。 

英 1 だって、 まだ 歸 つて 來 たばかり ぢゃ ありま せんか。 

普吉 併し こっちに ゐて も、 己に はとても うだつ の 上り さ 

うな 見込がない からな。 決心す るなら 今の うちだ。 

英ー お父さん、 あなたが さう いふ 風に 考 へる やうに なつ 

た 氣持は 僕に もよ く 分って ゐ ます。 です が、 もう 暫く 我 

谩 して 下さい。 この 不愉快な 內 の 空氣だ つてい つまで 續 

くも のぢ やありません。 その うち に はおつ 母さんに だつ 

てお 父さんの 氣 持が 分る やうになる に 違 ひ ありま せ ん 

よ。 それに、 こんな 事 を 云つ ちゃ 何です が、 僕と いふ 者 

も g いて ゐ ます。 僕 だってもう 二三 年す り や、 お父さん 

やおつ 母さんぐ らゐ きつ と 立派に 義っ て 行ける やうに な 

つて 見せます。 お父さん は あんまり 苦しみ 過ぎた。 お 父 

さんに 今 最も 必要な もの は、 肉體 的に も 精神的に も絕對 


の安靜 とい ふ 事です。 上^へ 行く なんて、 忘れても 考へ 

る もの ぢ やありません よ。 

普吉 さう 云って くれる の はお 前ば かりだ。 己 は；^ しい。 

(下，^ 向いて ほろ/ \ 泣く〕 

英ー (その 樣子， な 見て 思 はず 胸が 一杯に なり) 何 だな お 

父さん は。 ゆうべ からの 疲れです つ か り 感傷的に なつ ち 

まったんで すね。 少し 寢た 方が い X でせ う。 

普吉 濟 まない。 赏に濟 まない。 

英 一 おつ 母さんが 歸 つて 來 ない うちに 一 寢 入りした 方が 

よ ござんす よ。 (梯子の 下 まて 行って ヒ.^ 见 上げ) 光ち や 

ん、 そこへ お父さんの 床 を 敷いて 上げて くれ。 (二階て お 

光の 返辭 がする) …… 、 二階へ 行き ませう。 (^古の 手，^ 

取る やうに すろ) 

晋吉 (ひ.，. * る/、 立 上って) 何とも 云へ ない 氣 持た …… 

嬉し い やうな 悲し い やうな …… 何とも 云 へない 氣持 だ。 

英ー い k です、 い k です、 お父さんの 心 持 は 僕に はよ く 

分 つ て ゐます。(晋吉 の 腰 ,.^-押す や う LL し て 二 階 へ つ て 

行く) 

(舞 鑾哲く ilH 虚。 部屋の. 2： が少 しづ、 暗くな ろ。 やが 

て英 1 が 二階から 降りて 來る。 火鉢の 傍に^つ て v つ 

と考へ 込む。 間もなくお 光 も 降りて 來 ろ。) 

お 光 んか 零して、 本 當にを かしな 小父さんね \ 述紮 
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に 云った が、 英 一の 様子に 心づ いて) おや、 兄さんまで 

顿に考 へ 込んで しまった のね。 

英 一 お父さん は. H に！； M の 毒な 入 だ。 もう 少し 勞は つ て 上 

げる もの だよ。 

お 光 兄さん は 私が 小父さんの 事 を 笑った もの だから、 そ 

れで 持を惡 くして ゐる のね。 でも、 お 酒 を 飲んで 泣く 

なんて 何 だ か變 なんです も の 。(格子 の 開く 音が す る ) ど 

なた 。(つかく 玄 鍋の 方へ 行って 内から 障子ん. - 開けろ。 

びっくりした やうに) まあ、 村 井さん。 

(玄^に 立った 村 井 莨 太の 姿が 晃 えろ。 年頃 は 三十 二 

コ：。 髮，^ 綺痛に 分け、 ぞろリ としたな リ.^ してね ろ。) 

村并 どうだい、 驚ぃたら5。 もぅ^；^なんぞ來ゃしまぃと 

思って ゐ たらう。 

お 光 あら、 そんな 事はありません けど。 でも あんまりお 

兑ぇ にならない ので、 どうな すった のかと 心配して ゐま 

したわ。 もうお 師； E さん もお 歸り になり ませう から、 お 

上ん なさい ましよ。 

村 井 何 だ、 守な のかい。 

お 光 松 田さん だけへ 行つ たんです からさう 手間 は 联らな 

い s!!: です の。 さあ、 お 上ん なさい つたら。 (村 井の 手.^ 取 

る やうに して 內へ 上げる) 

(無遠^に ず つと 通って) 英ー 君、 暫く 御 不沙汰し 


ましたね。 

(英 一 はわ ざと 返 辭.： J 'せず そつ ぼ， か 向いて. Q ろ。 衬并 

は その 樣子， か 苦 々しげに 眺めた が、 つと 吸.^ 反らして 

お 光の 方，^ 兌る。 お 光 も 同じく 村 井の 方. 見ろ。 二人 

の 眼が 意味 わりげ にに やりと 笑 ふ。) 

(突然 英 一 が 立 上って 壁に 懸 つてね る 帽子.^ 取ろ。) 

お 光 兄さん、 どこへ 入らつ しゃる の。 

英 一 翁 具 を M ひに 行 くんだ。 (振 返り も V- ずに 格子 口から 

出て 行く  J 

村 井 相 變らず 先生 は ひねくれて ゐ るな" 

お 光 本當 よ。 さっき も あなたの 事で 兄さんと 云 合 ひ をし 

たんです わ。 

村 井 へえ、 何 だって さ。 あの人が 僕の 惡ロ でも 云った の 

かい。 

お 光 まあよ しませ、 つ、 あなたが 氣持 を惡く するとい けな 

いから。 それよりも 村 井さん、 どうして こんなに 長い こ 

と 入ら つ しゃら なか つたの。 お. 師匠さん が 心 ii して ゐた 

わ。 

(茶の間の 眞 中に 下って ねた 雷燈が この 時ば つと つ 

く。 室內が 一 時に 明るくな ろ。) 

村 井 いよう、 お 光ち やん 今日は 素敵に 綺籠 だな。 

お 光 厭よ、 冷 かしち や。 
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村 井 冷 かす もの か、 本 當の事 を 云って るんだ。 だが こん 

な 綺麗な 入 も、 遠からず 人の 持物になる のかと 思 ふと 寂 

しくなる な。 

お 光 何 を 云つ てるのよ。 私人の 持物なん かにな り やしな 

村 井 隱 した つ て 駄目 さ。 光ち やん は 今に 英 一 君の 奥さん 

にな るんだら う。 僕 は 肺 匠から 聞いて ちゃんと 知って ゐ 

るんだ ぜ。 

お 光 嘘よ， 嘘よ。 お 師匠さん が 何と 云った つて、 私 兄 さ 

ん なん ぞの 奥さんになる の は まっぴら だ わ。 

村 井 なんかんて ロぢ やうまい 事 を 云って ゐる けれど、 腹 

ん中ぢ や 早く 結婚式が 來 ますよう に つ てお 躊 りして ゐる 

んぢ やない かい。 

お 光 厭です つたら。 あんな 偏屈な 人 は 私大 嫌 ひだ わ。 

村 井 本當 かい。 全く その 詞に違 ひ はな いんだね。 

お 光 村 井さん も隨分 疑り 深いの ね。 男 はもつ とさつば り 

する ものよ。 

村 井 さつば りした いんだ けれど、 惚れた 弱 身で、 つい 何 

かと 氣が 廻る のさ。 

お 光 まあ 厭 だ、 あんな 事 云って。 

村 井 いや 本當 だ。 僕 は 心から 光 ちゃんの 事 を 思って ゐる 

んだぜ 。(急に 眞 にな リ、 つと 傍へ 寄って お 光の 手.^ 取 


らうと すろ ) 

お 光 もらいけ ない わ、 そんな事なすっちゃ。(驚ぃて^?;*^- 

のけ.， <  うとす ろ) 

村 井 さう 云 はずに まあ 僕の 云 ふ 事 を 聞いて おくれよ。 僕 

が これまで 毎日 缺 かさず 此の 家へ 稽古に 來 たの は、 みん 

な こ  > に 光 ちゃんと いふ 人が ゐれば こそ だせ。 でも その 

光 ちゃんに は旣 にき まった 主が あるんだ。 いくら 僕の 方 

で 思って 見た からって、 とても 及ばぬ 高嶺の花 だ。 いつ 

そ 諦めて 顔 も 見ない 事に しょう。 聲 も 聞かない 事に しょ 

う。 さう 思って、 出来ない 處を我 して 僕 は 暫く 足 を 遠 

退いて ゐ たんだ。 併した うとう その 我慢が し 切れな くな 

つて、 かう して 意氣 地な くやって 来ち まった。 ねえ、 光 

ちゃん、 今 云った 事が 爐で ないなら、 どうか 僕の 心 を 可 

哀想 だと 思って …… 

お 光 (H- の附极 まて 眞赤 になつ \ く) 私の やうな 者の 事 を 

そんなにまで 云つ て 下す つて  でも、 でも もし かお 師 

匠さん の 耳へ でも 入る と  

衬井 大丈夫 だよ。 そんなへ まな 事 はしゃし ないから。 僕 

と 師匠との 事 を 光ち やん は 何か變 にで も 思つ てゐ るの か 

も 知れない が、 馬鹿々々 しい、 そんな 事 はこれ つば かり 

も あり やしないんだ ぜ。 本當 だと も。 誓って 僕は斷 言す 

るよ。 光ち やん さへ 僕の 云 ふ 事 を 聞いて くれ 、ば、 どん 
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な 事で もし て 上げる。 都合に よ つ ちやこの 家から 出し て 、 

どこかへ 一軒家 を 持た してやって もい、。 ね、 ね、 そん 

ならい、 だら う。 うんと 云って くれる だら う。 

(村 井の 手 はいつ の 間- U かお 光の 肩 Li か k つてね ろ。 

お 光 はもう その 手,. 拂 ひのけ rs うと もせず、 男の 甘い 

詞 LL 醉 はされ たやう に なって.^ リ く 小さく 額く ばか 

リ。) 

(この 少し 前に 表の 格子が そっと 開いた のて あった。 

さう して そこ に 玄 il の 障子の 中 w 子 越 LL 延多 律の 姿が 

透いて 见ぇ たの だが、 延多津 が 出来るだけ 物音 ズ r 偷ん 

てね たのと、 感愤の昂^^との爲に、 村 井 もお 光 もまる 

て それに 氣 がっかずに ねる。 延多津 は^子 越に 暫く 內 

の 様子. $ -窥 つて ねたが、 溜ら なくなつ てがらり と 障子 

.,5* 開けて 入ろ。 衬井 とお 光と は ざよ つと して 兩方 LL 別 

れろ。 .> 

村并 何 だ、 肺 匠 か。 いきなり がらり と やられ たんで びつ 

くりした ぜ。 は、 \> -。 (てれ 隱 しに 戀 な 笑 ひ 方.^ する) 

延多 i: ぉ樂 みの 所を濟 みませんで したね。 だが 私の 方 だ 

つて、 この 夜風の 寒い なか を やっと こさと 歸 つて 来たん 

です よ。 い つ 玄關で S へ て ゐる譯 にも 行きません から 

村 井 おつな 物 云 ひ をす るぢ やありません か。 私達が 何 を 


して ゐ たとい ふんです。 

延多津 ごまかしても 駄目です よ。 私 は あすこで ちゃんと 

見て ゐ たんです からね。 

(石の やう に 堅くな つて 俯いて ねたお 光が、 そっと 立 

上って 玄關の 方へ 行き かける。) 

延多津 (見咎めて) どこへ 行 くんだ い。 

お 光 (はっとし たが) あの、 ちょいと 橫 町の …… お 君ち 

やん の 所まで …… 

延多津 どんな 用 か 知らないが、 私に は 少し 云 ひたい 事が 

あるんだ よ。 そこへ お 坐りったら。 

村 井 まあい、 ぢ あない か。 用が あるなら やったら い  で 

せう。 光ち やん、 心配し ないで 早く 行って おいで。 

延多津 お 光の 事と いふと お前さん は 厭に 庇いだ て をす る 

ん だね。 

村 井 まあい \ さ。 話せば 分る 事なん だから。 (目 額て お 光 

Li 早く 行けと 知らせ ろ) 

(お 光 は 格子， ^開けて し 出て 行く。) 

村 井 (英 一が 讀み 捨ての 新聞 1^ 引 寄せて つと その 上 に 

何 だ、 株の 大 暴落と 来たな …… 末 恐るべき 少 

年、 短刀 を 以て 伯母 を 脅迫す か。 

延多津 (新 閗.^ 引った くって 激しく) 村 井さん。 

村 井 何 だな、 讀 みかけて ゐ るのに。 
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延多津 い、 加減 人 を 馬鹿にする もんだ よ。 さっきの ざま 

はあり や 一 體 何事 だい。 

村 井 厭ん なつち まふな。 あんな 事 を 師匠 は眞 面目に K つ 

てゐ るの かな。 みんな 冗談 だ あな。 面白半分 ちょいと 光 

ちゃん をから か つ て 見たん だ あな。 師 K さ へ 早く 歸 つて 

くれり や、 僕 だって 何も …… (LL やく 默 らしく 笑 ひか 

け 二-つと す ろ) 

延多津 え X、 ぬけ/ \> とよく も そんな しらが 切れた もん 

だね。 物事に は 冗談で 濟む 事と 濟 まされな い 事と ありま 

すよ。 これまで も お前さんの あの 子 へ の 素 振が どうも を 

かしい と は 思った けれど、 行く く は英ー とこれ/ \ だ 

つ て 事 も 話し て あるんだ し、 まさか に と 心 を 許し てゐた 

のに  お前さん と 私との 仲を考 へたら * ど ん な 事が あ 

らうと あんな 事 は 出來な ぃ箬ぢ やな いか。 それ だ のにお 

前さん とい ふ 入 は、 現在 IT じ この 家の なかで … … あ、 く 

やしい、 こんな 口 倍し い 思 ひ をした 事 はない よ。 

村 井 (取亂した延多律の姿ん..^1"ゃかに眺め\0 ひどく お 

冠を曲げ たもの だな。 だが、 .1K がそん な 辜 を 云 ふんな 

ら、 僕の 方に だって 云 ひたい 事が あるんで すぜ。 

延多津 お 云 ひなさい とも。 泥棒に も 三分の 道理って いふ 

から、 何でも 勝手な 事 を 云 ふが い、 や。 

村 井 ぢゃ云 は 「c 一  體 僕が この 一 一三 箇月、 ば つ たり - J  & 


へ 足 踏し なくなつ たの は 何の 爲で すい。 

延多津 私の やうな お婆さんが 鼻に 附 いたから さ。 

村 井 鼻に 附 いたの は そちら 樣で せう。 ねえ 師^、 八 年 振 

で 旦那 樣が歸 つ て 入らし つて、 さぞ 每晚 ロ說が 多い 事で 

せう ね。 ひと 面白く もない。 そので れついて る 樣子を 3^ 

せつ けられる のが 厭 さに、 僕 は 今日まで 遠退いて ゐ たん 

延多津 何とい ふ 口の 聞き方 だら う。 あの人が 歸 つて 來て 

嬉しい くら ゐ なら、 私 は 毎日 家に ゐ てこん なに ぢれ 込ん 

でゐ やしま せんよ。 そんな 厭がらせ を 云って お前さん は、 

わざと 私と 切れよう つて い ふんだら う。 それ ぢゃ お前 さ 

ん あんまり だ >  え、、 あんまり だ。 (我， .J- 忘れて 武者 振リ 

つく) 

村 井 冗談 ぢ やない ぜ。 い、 加減に して 置かない か。 (延 多 

律の 手, か拂 ひのけ、 つか/ \ 玄關の 方へ 行き かけろ) 

延多津 歸る のかい。 それ ぢ や 愈 々 お前さん は 本 當に私 を 

捨てる 氣 になつ たんだね。 (追 鎚 つて 村 井の 裾.^ 押へ ろ) 

村 井 何 をす る。 離せったら。 

延多津 いきえ 離さない。 死んでも この 手 は 離し やしない 

よ" 

(突然 正面の 換が 開く。 梯子の 中程て 樣 子.^ W いてね 

た 普 .一 にが、 恐る しい 形相て 二人の 前に 躍リ 出ろ。 彼 は 
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いさな リ延多 jl^ の 襟 紫，^ 取って 引 倒す。) 

延多 (はっとし ズ) お、、 お！ g さん は …… いつの 間 に。 

(怒の： 15に 吐く ゥ？ も 荒く) 疾うに 歸 つて 二階で 聞い 

てゐ たんだ 。 し 振で 戻 つ た 亭主 の 面に よ くも 貴樣は 泥 

を楚 つて くれたな。 おい、 そこに ゐる 若い の、 これ だけ 

の^を； y 出來 したから にや、 お前に も覺 悟が ある だら う 

な。 

衬并 (晋吉 のけん まくに 怯 氮づ いて) そんな 事 は 僕 は 知 

ら ない。 元々 溪は あなたの やうな 人の ゐる事 さへ 知らな 

か つ たんだ。 あなたが こんなに 早く J1 つ て來 ると 知った 

ら、 僕 は …… 

齊吉 しらぐ しい 云拔 はよ して くれ。 この 家へ 出入して 

ゐ たらお たつに 亭主が あるかない かぐら ゐす ぐ 分る 箬 

だ。 うぬ、 どうす るか a ろ。 (i- 獸の 如く 村 井 LL 躍り か 

かって 喉元.^ 締めつ けろ) 

(村并t^その手1^離さぅとして^7,^揉むが、-晋吉の必 

死の 力 Li どうす る 事 も 出来ず、 苦しがって 眼.^ 白黑さ 

せろ- 延多津 は 傍て はら/、.. すろ の， たが、 さすがに 手 

出し もな リか はて， Q る。) 

(格子が 照いて 英 一 が K け 込ん て來 ろ。) 

英ー (ial 物の 紙 包. 投げ捨て V  二 入の 間に 割って入 り) 

お父さん、 どうしたと いふんで す。 


晋吉 打 遣って おいて くれ。 此奴 はぶち 殺しても 簾らん 奴 

だ。 

英 一 (打ちのめされた やう LL そこに 坐って. Q ろ 母の 樣 子 

て 早く もこの 場の 次第，^ 吞込ん て) 尤もです。 だが、 近 

所へ 知れても あんまり 見つ ともい . -事ぢ やな いんです か 

ら。 村 井 君 • すぐ こ、 から 出て 行って 貰 はう。 

普吉 いや、 そり やならん。 此奴に はどうしても 思 ひ 知ら 

さずに はおかん ぞ。 

英ー い、 から 僕に 住して 下さい。 (無理に 二人，^ 引分け 

て) さあ， 歸り 給へ つたら。 さっき 君の 顔 を 見た 時に、 

今日 限り この 家へ 足 踏し て くれるな と 云 ふ 積り だ つたの 

だが、 二階に はお 父さん も ゐる事 だし、 ひょっと かして 

變に思 はれち やならない と 思つ て堪 へて ゐ たんだ、 坂れ〕 

村 井 飯る とも。 賴 まれた つて 二度と こんな 家へ 來る もの 

か。 (つか/、 玄關の 方へ 行って 障子 1^ 開け かける) 

延多津 (こらへ か U て) 村 井さん。 (村 井 無言て 振 向く。 

一瞬間 延多潘 と 視線が 合 ふ。 延多 津は聲 1 か顫 はぜて) お 

前さん は …… お前さん はさ、 つ 云 ふ 人だった のかい。 

(村 井 遂に 答へ ず、 ぴしゃりと 背後 LiiS!; 子.^ 閉めて ど 

ん /、外へ 出て 行く-〕 もと！. L は 三人 1 語 もない。 哲く 

は 死の やうな 沈 默が續 く。) 

英ー (靜に 延多津 の 前に 行く) おつ 母さん、 事情 は 聞か 
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ないでも 僕に は 何も彼も 分って ゐ ます。 こんな 事に なり 

はしまい かと 思つ て、 僕 は 今日まで どんなに 心 を 使った 

か 知れな いんです よ。 知るまい とお 思 ひで せう が、 おつ 

母さんと 村 井との 關係は 僕は疾 うから 知って ゐ たんだ。 

人 も あらう にあん な 男と  僕 は實に 情ない と 思った。 

淺 ましい と 思った。 これまで だって 幾度 それ を 口へ 出し 

て お つ 母さん の 反省 を 促さう と考 へた か 知れません" で 

も 現在 子と して、 それ を 母の 前で 云 ふに 忍びな か つ たん 

だ。 おつ 母さんが 恥 かしい より、 僕 自身が 恥 かしい。 お 

つ 母さん、 あなたが 迷って ゐた村 井と いふ 男 は， あの 通 

りの 人間なん です ぜ 一 おつ 母さん を今ュ 化の やうな 切ない 

破滅に 落して おきながら、 濟 まなかつ たとい ふ顏ー つし 

ずに、 さっさと 行って しま ふやうな 男なん です せ。 い、 

加減 夢を醒 まして 下さい。 昔のお つ 母さんに 飯って 下さ 

い。 (延 多津 答な く 俯いた ま 、ほろ-/ \ と 泣く) おつ 母 さ 

ん、 泣いて ゐ るんで すか。 なせ 泣 くんです。 瞞 された の 

がくやし いんです か。 それとも  

延多津 英ー 、 濟 まない。 (犇と 我が 子の 手. VJ^ 取ろ) 

英 一 ぢ やおつ 母さん はこれ までの 罪 を 悔悟した と 云 ふん 

です か。 

延多津 (おろ/.、 聲 て) お前に も濟 まない。 お父さんに 

も申譯 がありません。 


英ー (強く 動かされて) よく 云って 下す つた。 それで 僕 

も 安心が 出來 ます。 お父さん だ つ て あなたの 誠意 さ へ 分 

れば、 いつまで 旣往 の 過ち を追窮 しょうと はなさい ます 

まい。 僕 も 共々 にお 詫 をして 上げ ませう。 

普吉 (じっと 妻の 樣 子，^ 眺めて- q;: が、 突然) いや、 誇 

に は 及ばん。 己れ も 一 時 はかつ としたが、 おた つが こん 

な不 しだら を 仕出来し たに 就い ちゃ、 己の 方に も 責任が 

ない と は 云 へない の だ 。己が 滿洲 へ 出かけて 行く 時には、 

お前 達 一 一人 を ほったらかし とくと いふ 約-束 ぢゃ なか つ 

た。 月々 の 入用 も 充分に 经 らう。 お前 を 中舉へ 入れる や 

うに もして やらう。 さう 堅く 詞を つがへ て 立つ て 行 つ た 

のに、 己 は 果して それ を實 行したら うか。 成程、 初めの 

半年 や 一 年は眞 面目に なつ て 仕 接り もした。 併し だんだ 

ん 月日が 經 つに 從 つて、 己の 心 は 次第に 家と いふ もの か 

ら遠返 いて 行った。 仕 经りど 、 J ろか 仕舞に は 手紙 さ へ 出 

さなくな つてし まった。 目前の 事業 や 快樂に 心を楚 はれ 

て、 己 は 全く 故郷 を 忘れて しまったの だ。 一時 はお 前 達 

は 己が 生き て るか 死んで るか さへ 分らずに ゐた事 も あ つ 

たらう。 その已が突然1§^って來たんだ。 かう いふ y を 見 

なけり やなら な いのも、 みんな 天罰た。 

延多津 さう 云 はれる と 猶の事 私 は 自分の 犯した 咎が 恐ろ 

しくて、 穴へ でも 入りたい やうです。 後生です から 赦す 
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と 云って 下さい。 

mH^M 赦 すも赦 さない も ある もんか。 己の K つて 來 たのが 

問 違 つて ゐ たの だ。 八 年 も 女房 子 を ほ つたら かし て 置き 

ながら、 いかに 失敗に 失敗が 續 い て氣が 弱くな つたと は 

云へ、 の めく 飯 つ て來 ると は 何事 だ。 ぢ ゃ左樣 なら。 

(つかく 玄 脚の 方へ 行 .v、 かけろ) 

英ー (驚いて 袂，^ 抑へ) どこへ 行 くんです。 

S 已 はやつ ばり 上海へ 行く。 さっき 話した 友達の 店へ 

な。 

延多津 それ ぢゃ お前さん はやつ ばり 私 を怨ん 

でゐ るんで すね。 

孖吉 怨 まれる の は 己の 方 だ。 だが おた つ、 お前と 己と は 

夫婦に なん ぞ ならな か つた 方が よか つ た かも 知れない 

な。 英 一、 おつ 母さん は氣の 毒な 人 だ。 大切に して 上げ 

ろよ。 

英 一 お父さん。 

S 體を 大事に す るんだ ぞ。 (留め i うとす ろ英ー 1„ ^突き 

のけて すたく 表へ 出て 行って しま ふ) 

(英ー は その 跡.^ 迫 ひかけ ろ異氣 もな く 茫然と して 立 

ち盡 す。 延多 a: がふら/ \ と 立ち かけろ。) 

英 一 おつ 母さん。 (留めろ) 

延多 (ヒステリックに) 私 はお 父さん を 留めなければ 


ならない。 このま. - 別れて しま ふ 事 はとても 出来ない。 

英ー おつ 母さんが さう 思 ふの は 無理 もありません。 です 

が 今 無理に お父さん を 引 留め て 見た 處で、 これまでの や 

うな 明るい 心で お父さんが こ X に ゐられ ると 思 ひます 

か。 それ を考 へたら お父さんの 自由に まかす 方が、 せめ 

て もお 父さんの 苦み を輕 くす る 事に な るんで すよ。 

延多津 みんな 私から 起った 事 だ。 英 一 、勘忍して おくれ、 

英ー おつ 母さん。 

延多津 お前 一人 だよ。 お前より 外に 私 は 力に する 者が な 

くな つ てし まったん だよ。 

(親子 は 手, ^取合った ま V 链. 望の 淚に 浸ろ。) 

— 幕 一1 

(大正 十 1 年 三月 作) 


リ' 切 ffi 


y  り 


人 物 

杉 山 伊太郎 

女房 お と き 

枠 精 一 

岡 田 勇 作 

西 村 宗 士  口 

醫士小 原 

米 屋 

東京から 餘リ 離れて & ない 工場 町。 そ 、： しもる 戎ろ大 

さな 鐵 工場の 職工 杉 山 供 太^の 家。 六 S の 茶の間。 下 

手 は 土間て、 そ 、、に 腰 障子の 出入口が ある。 茶の間の 

正面と 上手と に は 破れ 障子が はまって，^ リ、 上手の 方 

の は それが 半分 程 開かれて、 その 向 ふが 蜜 所！， i なって 

なろ 事が 分る。 部 星に は緣の 取れた 貧乏 臭い 角 大鉢以 

外せ ど 調度 らしい 調度 もない。 初 冬 の 午後。 

鎏所. V 水 昔が す ろ。 やがて 髮も髭 も 蓬 々 Li さ せた 伊太 

g が、 プリ キの藥 罐.^ ぷら 下げて 出て 來ろ。 火箸て 角 


大 鉢の 灰. f 搔告 S して 見る。 

太^ ちえつ、 不 nss な 火 だな。 (藥 鑌ん人 鉢に 懸けろ) 

(女房のお ときが 外から 歸 つて 來ろ。 がっかりした や 

う r 上り 権へ 腰，^ 卸す。) 

伏 太^ どうだった。 

おとき やつば り 駄目。 精坊 は？ 

^太^ 寢てゐ る。 

おとき まあよ かった。 さっきの 樣 子-ちゃどうなる 事 かと、 

ぉ醫者 機へ 行つ てる 間も氣 が氣ぢ やなかった ん だけれ 

ど。 (茶の間へ もが. リ、 正面の 障子 ォ屮. i 目に 明けて 中，^ 視 

く) す や/.、 眠って ますね。 

伊太郎 うむ、 苦しんだ 後 は 疲れる からな。 だが、 どうし 

て 小 原 はいけ ねえつ てえん だ。 

おとき 少し 遠い 處へ囘 診に 出かけた から、 歸 りの 程が 分 

らな いんです とさ。 

太^ この 前 も おんな じ やうな 事 を 云って やが つた ぢゃ 

ねえ か。 うまく 逃げて るんだら う。 

おとき え. -1、 さう です とも。 確に 内に ゐ たに Ml ひな いん 

です。 それが 證據 にや、 「ちょと 待つ て 下さい。」 つ て 打..^ 

婦が奧 へ 引 込んで 行つ て、 暫く 手間 联っ てゐ たと 思 ふと、 

やが て の 事に その 口 上なん です。 や つ ばり 藥代を 溜め て 

ゐ るから なんです ね。 


I) 切 15 


伢太. 郎 いくら 溜めて ゐ るから つて、 人の子 供が 死ぬ か 生 

きる かの 瀨戶 際に 立って ゐ るのに。 一 體 あの 小 原って 奴 

は 、 不斷 から 雷 役 述の御 .IK りにば かり 浮 身 を や つ し 

て やが つて、 こち とら 職工に ゃ演も 引っかけ ねえって 野 

郞だ。 あんな 野郎の 處 へ 頭をド げて賴 みに 行く の は 業腹 

だが、 ほかに 醫.！ ？ らしい 醫 者もゐ わえ このち つぼけ な 町 

ぢ やどう にもなら ずよ。 

おとき それにつ けても 今度の 骚ぎ は、 ー體 いつにな つた 

らゃ むんだら うね。 

太， 郞 そり や 分らね え。 半月 先 か、 一月 先 か、 まあ こつ 

ち の 言 分が 通る 時 ま では このま 、よ。 

おとき でも、 それ ぢゃ 闲るぢ やありません か。 半月 はお 

ろか 明日のお 米に さへ、 私達 はもう 差 支へ る 身の上なん 

です よ。 

$ ^太^ 分って るよ。 だが 今度の ストライキ は、 我々 三百 

何人と いふ 職工 全 I ぬの 利益 を 守る 爲に 始めた 事 だ。 どん 

なに 苦しくたって、 H 的 を 達する まで は 我慢し なけり や 

仕方が ねえ。 まあもう 少し 辛抱し ろったら。 

おと いくら 辛抱し ろった つて、 食べる 物 も 食べずに 辛 

抱が できます か。 それ も 仲間の 人達、 一人 殘らず 內のゃ 

うに 困って ゐる のなら 諦め もつ く けれど、 中には 暢氣な 

獨 り 者 も あるし、 さう でな く 女房 子 はあって も、 內のゃ 


うに 1^ 戚に 摧られ たりし なければ、 割合に 苦しまずに 行 

け るんで すから ね。 

依 太^ そんな 事 云った つて 仕方が ねえ やな。 こんな 時に 

S に なん ぞ なられた のが 己 達の 不 運なん だから。 

つか 

おとき (じ リ. /,\ して) ぢゃ お前さん はこの ま、 手を朿 

ねて、 親子 三人 干乾しになる 積り なんです ね。 私 は 厭 だ。 

何 ぼ 何んでも そんな みじめな 死に 方 をす るの は 厭 だ。 

伊太 節 ぢ やどう すれば い. - つてえん だ。 

おとき かうな つたら 仕方がない。 工場の 云 ふなり になる 

んで すね。  ， 

,# 太郞 賃銀 二割べ らし を 承知す るの か。 . , 

おとき 諸 色の 高い 今日、 二割なん て滅ら されち ややり 切 

れ ない けれど、 でも このま \ 遊んで り や」 文 だって 入つ 

て來 るん ぢ やなし、 まだし も その 方が い \ぢ や ありませ 

んか。 

太^ 馬鹿。 冗談 も 休みく 云 はねえ か。 今にな つて そ 

れを する くら ゐ なら、 一 月 近く も 食 ふや 食 はずの 苦しい 

我慢 をつ r けて 來る けえ。 そんな 事 をして 見ろ、 それ こ 

そ 足元 を 見られて、 この 先 まだ どんな 難題 を 持ち かけて 

来られる か 知れね えぞ。 そ の くら ゐの 事が 分らね えの か 

な。 

おとき そり や 分って ます さ。 でも 明日から 食べる 物が な 
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い となり や、 さう でもす るより 仕方がな いぢ や ありませ 

んか。  一 

伊太^  (强 く) 三 3 や 五日 食 はねえ たって 人間 は 死ぬ も； 

のぢ やねえん だ。 意氣 地の ねえ 事 を 云 ふなったら。 一 

(おとき は 何 か 云 はう として その ま、 默 つてし まふ。 一 

氮まづ い 沈 趺。)  一 

(ェ揚 監督の 岡 m 勇 作が 訪れて 來 ろ。)  一 

岡 田 今日は。 しばらくだった ね。  に 

5^ 太郞 (答へ はなく、 じ スリと 相手の 顏，^ 見ろ〕  . 

岡 田 (にやく 笑 ひかけ て) 厭な 顔 をし なさん なよ、 せ 

つかく やって来 たんだ あな。 子供が 惡 いんだつ てね。 一 

供 太^ 誰から 聞い たんです。  一 

岡 田 小 原 君から さ。 寢 冷えで もやった のかね。  一 

おと.！；、 そんなら い、 ん です けれど， 少し 質の 惡ぃ 腹膜炎 

でして ね。 不斷 から あんまり 丈夫で ない 方です し、 若し： 

もの 事で もあった 曰に はと、 もう 心配で 心配で  一 

#§  (女房の 詞 vJ- 押つ 伏せろ やうに) 處 でと、 監督 さ 一 

んは 工場 側の 人でした つけね。 して 見り や、 今度の 事件 i 

の 解決が つかない 間 は、 云 は r 敵の 片割れ だ。 その あん 一 

たが どうい ふ 積り であつ しの 家へ なんか やつ て來 たんで 一 

す。 

岡 田 は. 、大分 手嚴 しく 突 込んで 來 るね。 


$ ^太郎 だって、 物の 道理が さう でせ う。  一 

岡 田 さう 云へば そんな もの だが、 併し 君 方 もつ い 此間ま 一 

では、 私の 下で おとなしく 働いて ゐて くれた 仲ぢ やない： 

か。 何も 永久に 敵！； 志に なって しまったと 云 ふぢ やなし、, 

まあ 穩 やかに 話 をしょう よ。 (ヒリ 框へ 腰ん-卸し、 ポケ、 ソ 一 

ト から 卷 直の 袋，^ 取 出す)  一 

おとき (重い 角.^ 鉢 岡 田の 前へ 押し遣ろ) 火鉢が 一つ j 

しかない ものです から。  一 

岡 田 いや、 こり や 憚り さま。 (莨に 火，^ つけて 一 吸 ひ 吸 一 

ふ) 實は今 曰かう してやって 來 たの は、 今度の スト ライ 一 

キの 一 件なん だが ね  かう 事が こじれて し ま は 5 と； 

は、 實の處 思はなかった よ。  一 

伊太^ こじら せた の は あんた 方の せゐ でせ う。 あんた 方 一 

の 方で さへ 今まで 通りに して ゐて くれり や、 何 を 好んで A 

あっし 達が こんな 事 をす る ものです か。 

岡 田 そこ だよ。 いつぞや も 云った 通り、 工場と して は 全； 

くこの 際 あ、 する より 外はなかった の だからな。 何しろ」 

此 頃の 不景氣 で、 我々 鐵 工場の 打撃と 云ったら な いん 一 

だ。 いくら 骨折って 生產 して 見ても、 肝战^^の世間の需用： 

力が 減 返して しまったの だから どう にも あが きが つかな 一 

い。 この 苦境 を切拔 ける 唯一の 方法と して は、 この 際 出- 

來る だけ 生產 費を輕 減して、 どうにかし てこれ すで 通り 一 
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の 販路 を 維持して 行く やうに 力める より 外 はな いんだ。 

伢太^ そこで 職工の 賃銀 を へらせって 事に なつたん です 

ね。 有難い 仕 合せ さね。 だが、 あっし 達 はこれ まで だつ 

て 決して あり 餘る金 を つて ゐた 譯ぢ やな いんです ぜ。 

あり 餘ろ どころ か、 いつも./, \足 りね えがち で、 かっか 

つ 命 だけ いで 來 たんだ。 その上 一 一割からの 收 入が へ つ 

たら、 一 K どうして 生きて 行 くんです。 

岡 E そりぁ^？方の苦しぃのは同情するょ。 併し 今 云った 

やうな 事情な の だから、 そこ はお 互に 我慢し 合つ て …… 

^太^ お 互にです つて。 あんた 方のお 互にって 詞は、 苦 

しい 時 だけに 使 ふんで せう。 いや、 さう です。 それが 證 

據 にや、 どんな 景氣の い \ 時代に だって、 鍵 一文の 割增 

しだって あっし 達に よこした 事が あります か。 

岡 E そんな 事 を 云った つて、 そり や 工場の 規約 にないん 

だから。 

$ ^太^ さう 來る だら うと 思つ たんだ。 ぢ やその 事 はま あ 

云 はない として、 あっし 達に はどうしても 工場が そんな 

にまで 窮$ ^に陷 つて ゐ ようと は 思へ な いんだ。 成程、 そ 

り や 四 五 年 前の やうに、 四 割 五 割の 方 外な 配當 なん ざ あ 

できな い で せう さ。 併し 今年 の 上半期の 決！ ^報告 を 見 て 

も、 一 一割 近くの 株主 配當を やって る 事 は 分って ます ぜ。 

いくら 隱 したって、 これ だけ は 印刷した 物が 口 を 利 くん 


だから 仕方がないで せう。 それ だのに 此頃 になって 急に 

あ つ し 達の 賃銀 を どうの かう のと 云 ふの は、 詰り あん た 

方 は 、 自分 達の 联る物 は ど - J ま でも 元 々 通り にして おこ 

う。 若し それが むづ かしい 場合に は、 職工の 食 ふ 物 は联 

上げ て も、 自分 達 は 相變ら ずう めえ 物 を 食 ひ績け て 行か 

うと い ふ 了簡なん だ。 そんな 沒義 道な 事 をして おきなが 

ら、 お 互に 我慢しょう もね えもん だ。 

岡 田 闲 るな、 さう 僻んで しまつち や。 成程 君の 云 ふ 通り、 

そり や 今年 の 上半期 は 二割に 近い 配當 もや つ たさ。 併し 

かう すべ てが 行 詰まって 來 ちゃ、 とても この 下半期 は そ 

んな譯 に は 行かな い んだ 。 それ ど ころ かう かくし て ゐ 

ると、 工場 を 閉鎖し なければ ならない やうな 事に も 立 至 

りさ、 つなんだ。 

$ ^太郎 何だか 當 てになる もの か。 こち とら 職工 を. 嚇かす 

に は その 手が 一 番 い-^ からね。 

岡 田 いや、 威 しなもの か。 實際 その 通りの 狀 態なん だよ。 

そこで 物 は 相談 だが な， ど うだらう 君、 この 際 一 つ 我々 

の爲に ー肌脫 いで くれない か。 さう すり や 工場 も 立ち行 

くし、 從 つて 君 方の 爲 にもなら う とい ふ もの だが。 

5^ 太郞 どんな 事なん です、 ー體？ 

岡 田 別にむ づ かしい 事ぢ やな いんだ。 唯 君の 辯 口で、 今 

云った やうな 工場の 内情 を みんなに 話して くれり やい、 
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んだ。 さう して この 際 はやむ を 得ない から、 ©; 銀 二割 減 

を 紫 知しょう ぢ やない かとい ふやう に 持ち かけて くれり 

やい &ん だ。 君 は 内の 工場 ぢゃ古 參の方 だし、 それに 人 

望 も あるんだ から、 君の 云 ふ 事なら みんなき つ と 承知す 

るに 違 ひな いんだ。 どう だ、 一 つ 骨 を 折って くれない か。 

太郎 (苦い 額， 小して リ 込ん てね る) 

岡 田 そり や 君 方と し て は 今更 屈伏す る の は 殘念 だら 5 

さ。 併し 工場と して は、 どうしたって さう して 貰 ふより 

外 仕方がな い ん だからな。 そ の 代り 君 の盡 力で みんな を 

得心 させ て くれり や、 それだけの 報酬 はきつ とする よ。 

二百 圓 でも、 三百 圓 でも、 何なら 今 こ  >1 で 君に 手渡しし 

て もい. -ぜ。 

伊太 (やつば リ無 言) 

岡 田 贯 銀 は 減ら さ れ て も、 それだけ 纏ま つ た 金が 入り 

や、 結局^^は得する譯ぢゃなぃか。 どう だね、 うんと 云 

つて くれない かね。 さう して 子供 も 病氣だ とい ふの だ 

し、 ここらでー^？く承知した方が君の爲にもなりゃしなぃ 

かね。 

おとき お前さん。 (そつみ 伏 太^の 袖.，^ - 引いて 承知して 

しま へと い ふ 意 通 はぜ ろ ) 

伊太^  (邪險に-てれ.^^振拂って、 きっと 岡 田.^ 見据 ゑろ) 

詰り 何です ね、 金で あっし を 買 はう つてんで すね。 


岡 田 惡く 取り やさう さ。 併し、 .m 局 さう した 方が みんな 

の爲 にもよ か あない かね。 何も これが 未來 永劫 賃銀 をへ 

らしつ ばな しと 云 ふの ぢ やな し 、 景氣さ へ 恢復 すれば す 

ぐに 元々 通りに して 上げ るんだ から。 どう だね お上さん、 

私の 云 ふ 事 はさう 無理で はない 積り だが ね。 

おとき 左樣 でございます とも、 いくら 工場 だからって 無 

い 袖 は $ ^れま せんから ね。 です か ら私 もさつ きか らそ の 

事 を この 人に 云って るんで すけれ ど …… 

$ ^太 m 手前 は 引 込んで ろったら。 (おとき.^ 押しの ける 

やうに して) せっかく だが、 そのお 話 はお 斷 わりし ませ 

う C 

岡 田 斷 る？ 

伊太郎 蔭で 金を摑 まされながら、 心に もない ぉ爲 ごかし 

を 仲 問に 云 ふな ざ あ、 男 の 出来る こっち や ありませ ん か 

らね。 

岡 田 すると 君 方 は 飽くまで も 工場に 反抗して、 賃銀 維持 

を 主張す る 積り なんだ な。 

伢太 當り 前で さ。 今にな つて 兜を脫 ぐく らゐ なら、 始 

めつ から 今度の やうな 事 は 起し やしま せんよ。 

岡 田 成程、 立派な 覺悟 さね。 だが、 世の中 は 君の やうな 

人間ば， かりだと 思ったら 大きな 間違 ひだせ。 ロぢゃ 綺麗 

な 事 を 云 つ て ゐ ながら、 腹 へ 入る と. H 分 だけ 55 をしょう 
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として ゐ るの が當世 だからな。 

太^ ぢゃ 何です か、 あっし^の 仲間う ちで、 金に 股 を 

くれた^！？がぁるとでも云ふんですか。 

M:ra まあ さう；； ムっ たや- 「な wss さ。 

太郎 誰です、 一 それ は。 

岡 田 それ を S きたかったら、 君 も その 中の 一入になる 事 

だれ。 

$ ^太^ ふん、 人の 氣を 引かう と 思って い >阗 減な 出たら 

め を 云って ゐ るんだ。 誰が その 手に 乘る もの かい。 あん 

たの やうな 人に や、 もう 一 刻 もこ、 にゐ て^ひたくない。 

歸 つて 下さい。 

おとき まあ、 そんな 失 禮な事 を 云って。 

どっちが 失禮 だい。 子供の Is に なられて W つて 

ゐる 弱味に 附け 込んで、 人 を まろめ 込まう と は 卑怯な 仕 

方く  I  。 

Rra 何 だと。 闲 つてる から 可 一 Is だと 思って、 親切に 云 

つ て やり ゃ附け 上り やが つて、 剛情 張るなら いくらでも 

剛情： S つてろ。 その代り お前 達 三 幾人の 職工 達が、 一 

人 殘らず 干乾し にな つ たから つて こっちの 知つ た事ぢ や 

ないから な、 その りで ゐる がい、。 (^つて 行かう と 

すろ) 

おとさ (慌て、 その 手に 取 鎚リ) まあ 監替 さん、 お腹 も 


お立ちで せう が、 どうぞ； 1:8; なすって、 内 は 御存じの 

通りの 一 こく で、 くわつ となった が 最後、 誰彼の 見^ 

も なくなって しま ふんです から。 

1； 田 そり や 私 も 知って ゐる さ。 だから 出來る だけ 下手に 

出て 話 をして ゐ るん ぢ やない か。 まあい、。 私の 云った 

事 を 後で 鎖よ く考 へて 見る が い k 。 さう し て 私の 云 ふ 通 

りに しても い、 とい ふ 決心が つ いたら、 すぐにで もやつ 

て 来る さ。 私 だって 何も 喧 ti. をす る 01! にこ \ へ來 た譯ぢ 

やな いんだ からな。 ぢゃ、 左 機なら" (出て 行く。 間) 

おと i -、 お前さん、 何 だって 監督さん にあん な ひどい 事 を 

云った のさ。 

太 f# 當 り前ぢ やねえ か。 確かの g くされ 金で 人の 面 を 

はらう としゃが つて。 

おとき でも、 その 俺 かのお 金の 爲に、 私達 はこん な 苦み 

をして ゐ るん ぢ やありません か。 せっかく 耳より な 話 を 

持ち こんで 來 たの を 騒って しまって、 この 先ー體 どうす 

る 積り なんです。 

太 「か- どうす る もの かな。 石に 嗨り ついても こっちの 言 

分 を PI して 兑せ るば かりよ。 

おとき そんな 事 を 云った つてお 前さん •：••• 

(正面の 障子の向ふて ^_2しさぅな 子供の f. き聲 がす 

るし 
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$ ^太郎 精坊が 苦し さう だ。 見て やれよ。 

( お と さ 急 ざ 二ん-つて 行って 正面の 障子ん-明ける。 そこ 

は簿 暗い 二 S 間て、 痩せ細った 枠の 精 一 がきたない 蒲 

圑 にくる まって 接て ねろ のが 見えろ。) 

おとき どうお しだい、 又お 腹が 痛む かい。 

精 一 苦しい よ。 母ち やん、 苦しい よ。 

おとき お./ く。 可哀想に ね。 今す ぐに 樂に させ て 上げ 

るよ。 ( 一 生 懸命 に 胸 や 腹.^ 撫. てる。 精 一 いくらか 苦痛が 

鎭 まろ。 おと-き 再. ひ 伊太 邵の 方へ 來る。 きっとした 語氣 

て) お前さん、 いつまで 精坊を あ 、してお く； ぼり なんで 

す。 あんなにまで 苦しん でゐる の を 見 て もお 前さん は 平 

氣で ゐられ るんで すか。 

伊太^ 誰が 平 氣でゐ る もの かな。 でも 今の 場合、 ど、 つに 

も 仕樣 はなから うぢ やねえ か。 

おと.， V- 仕樣がない 事はありません。 お前さん さへ その 氣 

になれば、 ぁの子の病氣はきっと|^?」るんです。 さ、 ぐづ 

ぐづ 云って ゐ ずと、 監督さん の處へ 行って お金 を 貰って 

來て 下さい。 さう して その 足で すぐ 小 原さん を 呼 んで來 

て 下さい。 

伢 太- g 馬鹿 云へ。 そんな 事が 出來る もの か。 

おとき 出来ない 事はありません。 子供 一人が 生きる か 死 

ぬかの 瀬戶 際です。 どうで もお 前さん 行けない と 云 ふな 


ら、 私が 行って 賴 んで來 ます。 (立ち かけろ) 

伊太. 郞， 下らね え 事 をす ろな つたら。 (おとき. 支へ て) 

さっきから あんなに 云って ゐる のが、 手前に やまだ 分ら 

ねえの かな。 いくら 子； が！ S 愛い からって、 己に や 友達 

と 約束した 事が あるんだ。 今と なって それが 反 十！： になる 

もの か。 

おとき い、 え。 反古に す るんで す。 子供 一 人 を 助ける 爲 

なら . そんな 約束 ぐら ゐ 反古に した つ て ち つ とも 構 はな 

いと M,〕 ひます。 (問) それとも お前さんに は" 精坊 より 

も 友達の 方が 大事なん です か。 たった 一 人の子 供の 生き 

死にの 間際に 藥 さへ 碌々 飲ませないで 殺して しまって 

も， 友達の 爲に 逢せば 本望なん です か。 (間) 默 つて ゐ 

る處を 見る とさう なんです ね。 (突然 ヒス テリク ク に) 

あ、、 お前さんのお 薩で 殺さな くっても い 、！ W 坊を 殺し 

てし まふんだ。 私は怨 むよ。 死んでも お前 を 怨み 通す か 

ら その； 核り でゐ ろが い、。 

价太^  (V つと 考 へて ねたが、 Jfb: に 決心した やうに 山 ひ-ち 上 

ろ) 仕方が ねえ。 

おと 告 お前さん、 行って くれる の。 

仅太； が こんな 時に になん ぞ なられた のが こ つ ちの. 小 

運 だ。 (出て 行く) 

(おとき 茫然と 見送ろ。 粘 一 が父^^！：しみ出す。 おとき 
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慌 y ゝモ？ 方に 行き、 介抱す ろ。 „fei い 間。) 

(仲 の TO  H 西 村お い：： が 来，^。〕 

e: 衬 今日は。 

お ふ-さ おや、 おいでなさい。 (慌て V 淚，^ 隱 して 出迎へ 

3 

0 火將 は？ 

おと ふ、 ちょっと 出かけ たんです けれど。 

西衬 そいつ はま づ かった な。 どこへ？ 

おと ふ、 あの、 ちょっと そこまで。 何 か 御 HS でも？ 

0 え、、 少し 急ぎの 用が あるんで ね。 行った 先が 分つ 

てり や 追 紙 けても い 、 ん だが。 

一. おとき (も. ち/ \ しながら) それが よく 分らない でして 

ね。 何だかく さ/ \す るから、 町 を 一 廻りして 來 るって 

出かけて 行つ たんです が。 

ぢゃ、 ぢ きに 歸 つて 來 るで せう。 

おとさ ぢ きに 歸ろ だら うと 思 ふんです けれど。 何なら、 

そ の 御 m とい ふの を^ か せ て 下さ いな。 歸っ たら 話し と 

きます から。 

s: 衬 それが ぢ かに 話さな けり や 拙い 事なん でね。 少し 待 

つ て、 見 ませう。 

おとさ さう です か 。ぢゃ さ-つなす つて。 

£ 衬 (逮 慮な く 上へ あがる。 病室の 方ん-見て) どうです。 


ちゃん？ 

おとき ぉ蔭樣 でと 云 ひたいんで すが、 やつば り 思 はしく 

な いんです。 その 害で さあね、 醫 者に も碌す つぼ 診て 貰 

へず、 精 分の 附く やうな 食べ物 さへ やれな いんです から 

ね。 本 當に西 村さん の やうな lg り 者 は 氣樂で 一 1 ス まし い 。 

西 村 でも、 まるで 稼ぎが な いんだから る 事 はおん なじ 

でさ。 この 二三 曰な ざ莨錢 にさへ；； S1 支へ るって みじめな 

ざまで。 

おとき ^55{錢 に 差 支へ るぐ らゐ なら 結構です よ。 私達と 來 

たら 明 m の お 米 を どうした も のかと 心 都し て ゐる ん です 

からね。 

两 衬 いや、 全く かうな ると； W かされる の は 女 さね。 でも、 

それ ももう 少しの 辛抱 だ。 

おとき さう です か。 

WW ひどく 賴り のない 顔 をし ますね。 

お と き だって、 考へ る と 心細くな るんで す も の 。 今度 の 

いざ ござが 起って からもう 一 月 近くに もなる でせ う。 そ 

れ だのに 今以て どうかた が附 きさう にも：： えず、 - J の ま 

ま兩 方で い つ まで も 意地っ張り 櫞け てゐ たら、 向 ふ は い 

くらで もお 金が あるんだ し、 こっち は その 日の 御飯に も 

差 支 へ る 連中ば かりで せう。 仕舞に は 剛情が > 強り 切れな 

くな つて、 こっちから 頭 を 下げて 賴 みに 行かなければ な 
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ら なくなる に 極つ てゐ ますよ。 

西 村 今日に 限って 厭に 心細い 事 を 云 ひます ね。 ぢゃ、 お 

上さん の考へ はどうし ようつ てえん です。 

おとき どうしょうて、 別にい、 考も ありません けれども 

::: (決心して) ね、 西 村さん、 剛情 を 張る の はもう い 

い 加減に して、 ど、 つで せう、 工場の 云 ふなり になったら 


西 村 工場の 云 ふなり に？ 

おとき 今 さらと なって 出來 にくい 事 かも 知れません けれ 

ど、 病氣の 子供 を 抱 へ た 私達の 身に もな つ てね。 

西 村 そり やお 上さん の 辛 いのは 察して ゐる さ。 11 で、 

大將 ももう その 氣 になつ たんです か。 

おとき え、  ぃ&ぇ * IM: の 人に はま だ 何にも 云 はない 

ん です けれど、 今にも 歸っ て來 たらと つくり 話して 見よ 

うと 思って ますの。 私ば かり ぢ やない、 よそのお 上さん 

にだ つ て、 きっと 私と おんな じ やうな 考を 持つ て ゐる人 

が あるに 違 ひありません よ。 どうか 西 村さん、 後生です 

からこの 事 を 皆さんに も 話し てね …… 

e: 村 お上さん に そんなに 云 はれる と、 あっし もどう 返辭 

をして い、 か闲 つてし まふ けれど。 11 併し 考へ て も 御 

覧 なさ い。 これまで 我々 の 方で い くら 强 硬に 工場 へ 談判 

を 持 込んで 見ても、 一向に 受け 附 けな いのは、 抛って お 


いたら 先へ 行って きを 入れ て來 るに 違 ひない と， M ふ で 

高 をく  V つ てゐ やが るから だ。 それ を 今にな つ て こちら 

から を脫 いで 行き や、 見す く 奴等の 思 ふ壶に 嵌る 譯 

で、 あんまり くやし いぢゃありません か。 な あに、 工場 

の 方 だって 確に この頃 は 弱って ゐ るんだ。 だからもう 一 

踏ん ばり 踏ん ばったら、 きつ と 我々 の 勝になる に 遠 ひな 

いんだ。 

おとき さう でせ、 つか。 

s: 村 又 さう でせ うか、。 厭ん なつち まふな。 どうしてお 

上さん は さう 人の 云 ふ 事が 信用で，？ な い の かな。 

おとき あらさう 云 ふ譯ぢ やな いんです けれどね。 

(ち： つと 氣まづ い 沈 跌。) 

(来 IT か 来 袋 ユケ擔 いて 來 る。) 

来屋 今日は。 お 米 を 持って 參 りました。 

おとさ おや、 jE: ちゃ さ-つ 云って 行き はしません がね え。 

米屋 今し方お 宅の 旦那が お寄りに なり ましたんで。 

おとき (それと 察して) あ、、 さう でした か。 ぢゃ、 ち 

よつ と 上って あけて 下さい。 (S1 所へ 立つ) 

米屋 畏 りました。 (上へ わがり、 IS じく 一??.; 所の 方へ； 仃く。 

半ば 姿が 見えな くな リ、 来 股へ 来..^ わけろ 昔. たけ さ せる) 

おとさ いくらです、 今度 は？ 

来 星 升 五十一 銭で。 (袋ん<.|みながら！55^:所から卞：て來る) 
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おとき この 前 は 確かち やう どだった ぢ やありません か。 

S へ え、 こ、 ん處 上る 一 方で ござんして。 

おと ふ、 意地の 惡ぃ、 こんな 時 とい ふとね。 お金 は？ 

米屋 且那 から 1^ きました。 ぢゃ 又お すきに なりましたら。 

どうも 毎度 有難う 存じます。 (歸 つて 行く) 

m 村 (ぃくらか^^3ろゃぅな語調て) 米屋へ 行つ たんです 

力 

おとき (ど； V 、まぶ、 して〕 い、 え、 さう ぢ やな いんです け 

れど …… あんまり 私が やい く 云 ふもん だから、 どっか 

で 工面して お 米の 金 だけ 招へ たんで せう。 

さう です か。 だが、 大將 大分 ゆっくり だな。 

おとき  一？ J 御 川って いふの は どんな 事なん です。 どうし 

て も あの人で なきや 分らない 事なん です か。 

いや、 さう いふ 譯 でもな いんだが …… "ちゃお 上さん 

に 話しと いて、 後から 大將に 來て貰 ふかな。 まだ 二三 軒 

廻らな けり やならない 家 も あるんだ から。 實は、 やつば 

り 今度の 一件に 就いて なんです がね …… 

(^太， 抓が 外 か ら K つて 來る。 牛？^場 か 三 本 藁 繩ぐ括 

つたの，^ ぶら下げて ねる。) 

0^ や あお L ばり。 

价太^ 两 村 か。 (ち rs つと W 惑の 色が 面に ぷ) 

0  く 待つ てゐ たんだ けれど、 手 問が れる やう だか 


ら歸 らう か と 思 つ て ゐた處 だ 。 

太^ そり ゃ濟 まなかった。 (牛？=^場1^ぉときに渡し) 

あとで？ J め て やってくれ。 

おとき まあ， 牛乳です ね。 

价太^ 可哀想に、 三 曰も飮 ませなかった からな。 

おとき 小 原さん へ は 寄らなかった の。 

伢太^ 寄って 來た。 奴さん やつば りゐ やが つたんだ. - 

おとさ さう でせ う J き つと さう に 違 ひ た いと 思った んだ 。 

何と 云って \。 

太^ ぢ きに 伺 ひます とよ。 

おと. ¥、 まあ， 現金な。 それから、 今 米屋が 來 ましたつ 

ナ 0 

伢太郎 cgl 村の 方. 氣 にしながら) そんな 事より、 早く 

あっちへ 持って けったら。 

(おとき は 牛乳 場.^ 臺 所へ もって 行く。) 

西 村 大分 景氣が い、 ぢ やない か。 

伢太^ 何が よ。 

西 村 だって 米屋が 来たり、 牛 a を 買って 戾 つたり、 さつ 

きお 上さん の 云った のと は 大分 樣 子が 違 ふから よ。 

太 IS  (辯 解が ましく) 精一 は 牛乳より 外 喉へ 通らない 

病人 だ。 身の 皮を剝 いで もこれ だけ は 賈 つ て來 ずに ゃゐ 

られ ねえ やな。 (うとく 眠り かけて る 精一の 傍へ 行つ 
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て .ち つと モの樣 子 ォ小见 る) 

TO: 村 處で、 早速 だが、 すぐと^5に來て莨ひたぃ事が起っ 

- 一， リゼ。 

$ ^太！ 5 何が 起つ たんだ。 

E 村 みんなして これから 事務所へ 押し かけて 行かう とい 

ふ 事に なつたん だ。 

伢 太ー蛴 どうしたんだ、 急に 又？ 工場の 方から 何 か囘答 

でもあった のか。 

E 村 いや、 さう いふ 譯ぢ やない が、 いつまで 今の やうに 

ぐづ くと して ゐた 日に や、 みんなの 元 氣を衰 へさして 

しま ふば かりだから、 一 つ 三百 人 一 塊り になつ て 事務所 

へ 神し かけ て 行って ， 支配人 を摑ま へ て 膝 詰の 談判 をし 

ようとい ふ 事に 相談が 一決し たんだ。 工場で も 此頃は 我 

我の 結束の 堅い のに 大分 恐れ をな して 來 たやう だし、 き 

つ と 利き： m が あ るに 違 ひ な い んだ 。 

^太^ つまり 示 成 運動 だな。 

两 村 さうよ。 一 度で nH 的 を 達する かどう か は 分らない が、 

景氣 を附け る だ けで もやらない より はまし だら う。 さ、 

行 力 うぢ やな、 力。 

伊太郎 (默 然として 符 へがない) 

西 村 どうしたんだ、 厭に 考 へこん じ まって。 君 は 不賛成 

なのか。 


伢太郎 いや。 さう いふ 譯ぢ やない が. ：… 

西 村 ぢゃ 行ったら い \ぢ やない か。 さっきから 手 別け し 

て みんなの 處 へさう 云 ひに 行って あるんだ から、 もう 大 

抵第 まった 等. だ。 

价太^ 闲 つたな、 今 B はどう も 精一が 惡 いんで ね。 

西 村 精 ちゃんの 惡 い の は 今日に 限つ た譯ぢ やな いんたら 

う。 それに 何も さう 時 問の か. -る 事で なし …… 

太郎 お、 商 村、 賴 むから 今日 だけ は. 被して くれない か。 

どうも 氣が 進まな いんだ。 

两 村 を かしい な。 いつも はこん な 事 だと 云 ふと、 眞 先に 

飛び出す 君の 癖に。 C ちっと 相手の 0,^ 採ろ やうに 見て) 

何 か あ つ たん ぢ やな いの か。 

价太郎 いや、 何にも あり やしない。 

西 村 だって、 變 だぜ。 君と 云 ひ、 お上さん と 云 ひ、 今 ほ 

に K つて 妙な 事ば かり 云 ふぜ。 

伢太 r 恥 (おどろきながら J そんな 事が ある もの か。 そん 

な 事が ある もの か。 

(遠くて 多人数の 喚 が 聞 え ろ Q ) 

西 村 お \、 みんな 待 かねて 動キ、 出したら しい。 ぢゃ、 ど 

う あつ て も 君 は 来られな いと 云 ふんだ な。 

伊太^  (切な さう に) 濟 まない が 君から みんなに よく 話 

してな あ】 


リ切ぉ 


025 


tn 村 ぢゃ^ 手に する がい X。 無理に 來て くれと は 頼まね 

えんだ。 (iw 然として 出て 行く) 

$： 太^ 1?;、  村 …… (跡，^;？」 はう として 力なく 又 座に 復 

すろ) 

おと. V、  (：„t: 所から 出乂來 ろ) お前さん、 何 だって あの 話 

をし なかった のさ。 

太^ あの 話と は？ 

おとさ は さんから ままれ た 事 を さ。 今 云 ひ 出す か 云 ひ 

出す かと 思って、 私 はじり して ゐ たんだよ。 

价太！ W  ひ 立つ てゐろ あの 男 を 掴ま へ て 何で あんな 話 

が 出來る もの かな。 それでなくても こっちに 引け nM が あ 

るので、 あの の 云 ふ 事が 一 々胸 を 刺し やが るんだ。 

おとさ でも， お金 は 貰って 來 たんで せう。 いくら くれ 

て？ 

^§ もう そんな 事を^いて くれるな。 探る やうに ぢっ 

と 己の 顔 を つめた 西 村の 限つ きを 思 ひ 出し た V けで 

も、 胡 b ない 持に なって 來る。 

おとき 男らしくもな い 、 まだ そんな 思 ひ 切り の 惡ぃ事 を" 

精 一 さへ 丈夫に なって くれり や ほかの 事 はどう だってい 

いぢゃありません か。 

S 一  が ニ^. はか リ^い 一 wil の？^.^ 立てる。 おとき 驚 

いて その 方へ 行く。)  . .. 


おと， さ (ふろ へ^て〕 何だか 變で すよ。 お前さん。 

伢太郎 (飛ん て 行って 介抱す る) こいつ あいけ ねえ。 し 

つかりし ろ。 精一、 精一。 

おとき 精一 や、 精一 や。 ぁ气 どうした らい、 だら、 つね。 

(お， になろ) 

^太郎 小 原の 奴 何 をぐ づ /\ してゐ やが るんだ。 もう 一 

遍 行って 引 張って 來る。 (外へ ほ" け 出- >* うと マろ) 

(出舍 ひ Si に 士小 原、 *1 を 下げて 入って 艰 ろ，) 

小 原 遲く なって 濟ま なかった。 いや、 どうも 大變 だよ。 

君 方の 仲間が 車 務所を 包圍し て 、 今にもぶ ち壞し 騒ぎが 

始まり さう なんだ。 S 付か つ ちゃ 面倒 だ と 思つ て 、 裏手 

の 方から 遠 廻りして やって 來た。 

伢太 一郎 そんな 一 暴よ り 平く 病人 を 診て やって ドさ い 。 何 だ 

か變 なんです。 

小 ！ i? どれく。 (靴.，^ 脫ぃ て 上へ もが リ、 精一. B す 

る。 面に 難色が 浮ぶ〕 

おとき (ぜき 込んで) 大丈夫で せ 、つか。 

小 原 殘念 ながら、 ど-つもな。 

おとさ いけな いんです か」 

_小原 どうも 少し 手遲れ でな。 

おとき 手遲れ です つて。 (おる/上 t:.: なリ) そんな こ 

と を 云 はないで、 何とかして 下さいな 今にな つて この 
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子に 逝かれたん ぢゃ、 私達の 立つ 瀨が あり やしない。 ね、 

お 願 ひです から、 どうにかして 命 だけ 1^. り SH める やうに 

して 下さいな。 

小 原 そんな 事 を 云 つ た つ て そり や 無理 だよ。 心^麻痺-を 

起して、 もう 脈搏が 不能に なつ てし まった もの を。 

おとき (じス テリ タクに) だから 私が さつき、 あんなに 賴 

んだぢ やありません か。 あの 時 にさへ すぐ 來て くれ i ば、 

こ んな 事に ならな い でも 湾んだ も の を。 この 子 はお 前 さ 

んが 殺した も 同然 だ。 

小 原 ば、 馬鹿な 事 を。 いくら 早く 来たって、 駄目な もの 

は どうした つ て 駄目なん だ 。 それに あの 時 は 實際囘 診に 

出かけて ゐて、 來 たいに も 來られ なかつ たんだから。 

おとき あ、、 精坊に 逝かれて しまって 私 はどうし たらい 

いだら う。 精一 や、 精一 や、 後生 だからもう 一 度 息 を 吹 

き 返して おくれ。 (精 一 の骸 LL 取鎚 つて 激しく；！^ く〕 

小屎 (さすが LL 座に ffil へない と 云った 樣 子て) いや、 全 

くお 氣の 毒な 謹 だよ。 だが 死んで しまった もの は、 今 さ 

ら どうに もなら な いぢ やない か。 な あに、 まだ 君 方 は 若 

いんだ。 これから 先い くら も 代り は 出來る さ。 さう 氣を 

落した もんでも ない よ。 (飽， ^持って 立 上ろ) ぢゃ 君、 死 

亡 診 斷書を 書い てお くから な、 後で 1^ りに おいで。 (靴 1^ 

履告 かけろ) 


$ ^太^  (口重に) え \ 伺 ひます。 (戶 外て 喚驟 がしき 

りに すろ) 

小 原 ぢ ゃ左樣 なら。 (腰 障子， か IT けて 半 か 外へ 出し) 

まだ やって るな。 大事に ならな きゃあい k がな。 (去ろ) 

おとき お前さん。 (ひしと 伏 太^に 鎚リ つく) 

どうして 已達 はかう 不仕 合せなん だら う。 (^syl^ 

する) 

おとき こんな 事になる と 知ったら、 厭が るお 前さん を 無 

理に勸 めて、 監督さん の處 へ なんか やる んぢ やなかった 

け。 勘忍して 下さい。 (泣く) 

太^ さう だ、 行って 来る。 (急に おときの 手ん、 拂ひ返 

けて 立 上ろ) 

おとき 小 原へ です か 。 そんなら 後 だ つてい >- ぢ や あり ま 

せんか。 

价太^ いや、 己の 行く の は 皆の 集まって ゐろ處 へだ。 そ 

> J で 何も彼も ぶちまけ て 、 潔く 裁き を 受けようと 思 ふん 

おとき 何も彼もと は？ 

$ ^太^ お f 督 から 金 を 貰って、 工場の 利益 を 計らう とした 

事 を だ。 

おとき まあ、 お前さん 氣 でも 狂った んぢ やな い ん です か 0 

£ なか 

それでなくても みんな 氣の 立つ てゐる Et^ 中です。 そんな 
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事 をお くび に でも 出し て な さ い。 それ こ そ 半殺し の 

n に-!；: はされ ますよ。 

伢太^ 精 一 が 死ん だの も 仲 問 を 裏切つ た 罰 かも 知れね 

え。 もう 命なん かどうで もい \ん だ。 (おとき， ^突きの 

て 出て 行く ン 

おと ふ、 お待ちなさい つたら、 お！ g さん。 (；？」 ひ 縫ら うと 

して 何 かに. i? き 倒れる。 戸外の 喚？ t は 愈々 高く^し くな 

つて 來る) 

—— 幕 — 

(大正 十三 年 十 一 月 作) 
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き！! 笑の 世の 入 


の 世の 嘆.^」 (一一 一幕 六 揚) 


乙 

竹 


賀 


彥 

彥 

0 


伊香のお ぢ 

神  官 

およら ッ兒 

同じく 余 吾 湖畔の 里人 

旅人 甲 

旅人 乙 

三 上 山の 山祌 

伊吹山の 山祌 

天  女 

天女と 乙彥の 子供 

處 

近 江、 余 吾の 湖畔 


男女 多勢 


時 


古 


代 


第 


幕 


第一 場 湖畔  一 

余 吾の 湖畔、 上手に 黑 木の 赏 素な it^EW が、 湖水に JS し 一 

て J;:lL 立って ねる。 陽春。  一 

下手から 狩人の 志 s„i 彥、 二十 幾 歳の 年の 頃、 矢.^ 背 《3:： 

ひ、 弓，^ 肩 にかけ、 腰に 山 ill の 死ん， たの， 小結" ひ 下げ、 . 

疲れた 足取りて 出ろ。  - 

志賀 (上手，^ 見て) およら ッ兒 …… おい、 およら ッ；： 几、 

閗 えな い 振り をし てるな、 そ んな ところで なに をして る. 

かよ、 氣を 持たせる なよ つ てば。 ( ふ と 1^  2  rtl ん採 つ て お 

どろく〕 ハ テナ、 を かしい ぞ、 を かしい- V よ、 たしか 今- 

日 は 四 羽 射止めた 答 だが、 こり や 三！^ だ、 どうも 分らな 

ぃぞ、 道で 落した 覺ぇ もな し、 取った は、 たしかに ra 羽- 

だった が、 (考 へる、 突然 くやしさう LL) では、 また あい 

つに やられた な、 あ、 あいつに してやられ たか ッ。 (と^ 

念が る) 

(と；.： んに 下手 LL ィヒ 、、、と、 物す ご い $ ひ^がし i 

て、 半 人 半 if" の 吹の m 祌が とんて 來る、 一； Ml ふし ざ 
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'じ、 あ 比 


iVr 志 


な^て わる。) 

志 K さて こそ ゥヌ だった か。 

(志^ 彥 1 つかみに ト 大手， ^ひろげて 下手に くろと、 

山 神く 1/ り 2 けて 上手 Ll くる。) 

志 la; やい、 また 惡さ をし ァ がった な。 

吹 ィ ヒ、、 、 この あ ひだ ァ、 よくも 弓で おいら をぶ つ 

たァ C 

志 K その 返報 だとぬ かすの かい。 

$： 吹 おいら ァ：^ 吹の 山の 主， だァ、 伊吹の 鳥け もの は、 お 

いらの 物だァ e 

志 K 胸く そ惡ぃ 面が まへの ゥヌ がな、 伊吹の 主て こと は 

三ッ！ IS も 知って る わい、 だが、 それが どうした、， 伊吹の 

鳥け もの は、 おいらの もの だァ？ 云った な、 狩人 は ど 

この 鳥で もけ もので も、 一目 見たら 逃がさね えの だ、 ぜ 

ん たい。 ゥヌも 一矢で やっつけ たいと 思 ふくら ゐだ、 苦 

si の 年より どもが、 ゥヌを 殺せば 祟りが ある なぞと、 

なまじ 止める から、 命が 助かって ゐァ がるの だ。 

おつ 一；； 

吹 山の 祌ァ 不死-せ だァ、 ゥヌの 祖父の 一 船 父より、 先き 

の 先き からせきて ゐる だァ、 鳥 ゃ獸と 一 つに しァ がって、 

そ、 その 矢が、 お、 おいらに、 當 つて 耐る もの かァ。 

0 云った な。 此の節 は、 どこの 主で も 人間が 怖がらな 

いと かいふ ことで、 やけくそに 暴れ出す と閗 いたが、 ゥ 


ヌ、 そのお 先き まっくらの 化物め、 え、 不死身なら、 こ 

いつを 受けろ。 (ト弓 LI 矢 へ る) 

吹 (食 ひち らした 511,.^ 出す) これに あたる かァ、 ィヒ 

.11 、 、 、 、 0 

； (思 はず 弓 YJ^ 荡し) や、 それ は 11 0 

； さっき 隨か らふんだ くった ァ。 

(志 |贝 彥 あわて 、弓矢ん、 拾 ひ、 頭 ひ，^ つけて 追 ひま は 

すが 山祌 いる /、にと. ひま はリ、 ト.、 、上手 11 走り去る 

のて、 志賀彥 憤然 弓矢 下に 叩きつ ける、 タァ、 ソと多 

勢の 人の 聲、 すぐ 下手から 多勢の 男女の 里人が くる、 

1 番陽氣 なの は 比 S 男、 K 氣 なの は 乙彥。 ) 

一 志賀 よく、 見て ゐた ぞ. く" 

伊吹が なにした の だえ。 

； せっかく K つた 山鳥 を、 まんまと、 一羽せ しめられ 

た。 

ハ  一 35 ドクと 笑 ふ、 志 賀彥佛 項 面，^ して 弓矢 vs. 拾 ふ、 

その 拾 ひ 方が 可笑しくて、 また 笑 はれろ。) 

比 一良 さう いへば、 おれ も覺 えが ある ことよ。 笑 はずに S 

いてく れい。 狩人の 權 物の 橫联り は * 昔から 伊吹の 自慢 

でな、 おれから 联 つた 猪 をよ、 あの 齒を ムキ 出して ガリ 

ガリ 噴る の を 見た _ ^は、 流石に びっくり おどろか したな 

あ W 
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志 賀 き やっこ そ 心から 骨から 惡祌だ 。 

男 二 あた k かになる と、 獸も 穴から 出て くるが、 あいつ 

も 近頃 は、 ろく/ \ 山に ー洛 ちつかずに、 里ば かり をう ろ 

つ い てゐ る。 女 をな める のが 好きだ からな。 

娘 達 まァ いや だく。 (トロ々： 2) 

男 三 いつも 口の 中で、 何 かぶつく 云って るな あ。 

比 一良 おれたちに は 分らない が、 あれ は ひ とり.. - j とらし い。 

旗 1 あたし 此の間、 三 上の ぬしが ねえ、 筑 摩のお 瓧 のす 

ぐ そばで、 ぉ宮の太！！^に合せて踊を踊ってるのを、 通り 

が. 1 りに 見た もの さ、 面白く つてね え。 

一同 ほ、 つ、 ほ-つ。 (トロ々 LO 

比 E そり や 1.1 ライ 見 ものだった らう、 伊吹に 比べる と 三 

上の ぬし は、 なか/ \ 愛嬌 も あり、 どこか、 しゃれた 氣 

性 だ、 人間で いふと、 こっちが、 いくらか 利口 さう だ。 

男 一 伊香のお ぢ いなん か 若い 時、 よく 三 上の ぬしと 賠を 

して、 1^ つたり 取られた りした さう だ。 

男 二 山の 神と 踏 をした のかい、 へ ー え。 

志 K だが、 今 曰 は みんな どこに 行った の だ？ 

比 S 鍋 を 冠る 祭り も 近くな つたで、 その f ？」 で 持ち切り 

だ。 

(とたん LL 上手 rs リ、 およら ッ 兒ァ レクと 叫び 出て く 

る。 績 いて 男 甲 こ、 竹 男 追ってく る。 男 一 とびつ いて、 


お： ら，， 汐押 へろ、 lira 笑 ふ。) 

比！ a{ いぢめ られ たな、 およら ッ兒。 

f みんなが、 みんなが …… 

男 一 おい、 こいつ は 鍋 をい くら 冠る だら う。 

お i 誰が、 一 つ だって 冠る もの か。 

男 甲 おぬしに 聞き はしない ぞ。 

さ i-rrk っリ 

男 三 ところで 此の 筑 摩の 祖神祭 だが。 里の 女た ちが 思 ひ 

思 ひに 鍋 を 頭から かぶって、 明祌樣 にお 參 りする、 その 

習 はし さへ、 よそに ない 珍ら しい 事 ださう だが、 とり わ 

けて、 その 鍋の 敏が、 一 人 一 人に ちが ふの が 面白い と、 

わざん.、 遠くから 見に くる 物好き も、 頃め つきり ふえ 

たな ァ、 

男 一 なにが、 常に 並み/ \ のめう と 仲から、 こっそり、 

いとしが つた 男の 數を、 祭りの 曰まで は隱 しても、 明 神 

樣の 神前で は、 うそ 偽りの ならぬ 鍋な り だ、 二人の もの 

を 一人に すれば、 立ち どころ に 罰が 當 るから、 ふしぎ だ 

なァ。 

男 甲 だから、 およら ッ！： H の 鍋が いくつか。 早く 見たい と 

云 ふこと よ。 

一同 ゥ！ ； 、 、 、 。 (ト笑 ふ) 

比， 压 おれ は、 こんな 習 はしが、 いつの 昔から 始まった も 

のかと ■ 伊香のお ぢ い に？ M いた こ とがあった。 
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比 男 比 志 


乙彥 うむ、， 狐に は 逢 はない が、 夢に 夢を見る やう だ。 

竹 男 ハテ な、 おい、 ぬし は 狩に 行って、 何 かに 联っ、 か 

れ たな、 山よりも 高い と 思ふ大 ifr が、 だしぬけに 目の前 

に 出 て こな か つた かい、 でなければ、 瀧壺を 親いた とき、 

め つ ぼうきれ いな 顔の 女が、 水の 底で 笑 ひ はしなかった 

力 

(一同 ド、 ソト笑 ふ、 乙彥 答へ ず、 鳥居に 凭れて、 V つ 

と 水， か 見つめろ。) 

志賀 乙、 どうして 仲間に 入らない の だい。 

竹 男 おい、 向 ふに 行かう、 乙 もこい。 

( 一 IS 打 つれて 上手に 入ろ、 乙彥も なにとなく 後に 績 

く。 間、 下手 i リ 老いた る 神官、 幣束.^  二つ 持ち 來リ、 

一 っ，亇^:l居のそばの汀-」突き、 拍手ん-打ち、 辭觀 する、 

臂の 一 つ， か 持ち h 手に入る、 烏の 聲 * 上手 i:r 前の 

吹の 2 し、 古き 破れ鍋ん、 抱へ て 出て、 人な さ,.^ 見て、 

鍋な 下にお く、 鍋の ま はり， か 飛んだり 跳れ たリ、 「ァ - 

ァ I ゥ y ゥ； 、 ヒ ヤン タラ リ /|  .、  I とお： S  iyi つ， >- 、膝 

打ち 尻，^ 打 r,rw リま はろ。 下手の 汀、 水中-, * リ三上 

の 山 神、 水 藻ん 、頭に か ぷり這 ひ 上ろ、 ^かなぐり す 

てろ と、 伊吹 に 似て-半 人 半 f おて あろ。) 

(這 ひト. リ頗 杖つ いて 伊吹の 有 樣ん、 見る、 やが-に、； ら 

へ 切れず、 異様の？ 降て 喷告 出して 笑 ふの て、 吹の 山 


男 一 ほう。 

比 K ぉぢ いも 知らん とい ふ、 子供の 時から あった こと ぢ 

やとい ふば かりよ、 では それなら、 またなん のためにす 

るの かえ、 と 聞いて みた。 

ふむ。 

旨い こと を 話して くれた。 

&1 いこと？ 

*x もつ  5- 

人 問に 何よりのお 編 は、 惯 をつ くこと ぢ やと 思 ふ、 

を こ- んな 

できた もの はでき たもの； T や、 時には 心 も 善い 男女 も、 

くさ ぐれ 罪 ごと を あやまち 犯す 時が くる、 が、 神樣は 

つ 一一.,？ り 

水 無 H: の晦 0: に、 サラリ と 拂ひ淨 めて 下さる。 神 樣は何 

布 も 見通しな さる、 隱 して 隠しお ほせ はせ ぬ。 そこで 入 

問 は 際さぬ がい ゝ、 では 隱 したがる、 包みたがる 一 番の 

もの はなん ぢゃ、 いろごと ぢゃ、 分けて 女 は 男より 隱し 

たがる、 これ を戒 しめての 筑 摩の 鍋 ：5:1- りが、 昔から ある 

のぢ やらう 、ぉぢ いは、 かう 考 へ てゐた …… と 云 つ た。 

一同 まう、 ほう。 (トロ々 --) 

$ なるほどな ァ、 なんでも 古い 事 を 知って るぢ いさん 

だけに、 ihJ いこと を. K ふわい。 

男 二 なんでお ぬし； 人、 さう ふさぎこんで ゐ るの だ。 お 

ぬし 一 人 浮かぬ 面た ぞ。 乙彥 ッ。 (ト 乙彥 へ) 

另 一 全く だ 、 乙彥、 狐に でもつ ま 、れた とい ふ 風 だ 。 
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神、 鍋 Li つま づ いて、、 るぶ、 三 上の ぬし 腹 這 ひて 近づ 

く。) 

# 吹 C すばやく 起 上り) びっくりした ァ、 おぬしだった 

力 

1 一一 上 珍ら しい まじな ひ を やって るナ。 

梦吹 (腹立たしげ lL 全 の 毛，^ むしる) なんと 大きな 聲 

で 笑 ひあがつ たい。 

三 上 その まじな ひ はか、 つ だら う、 あの 白い 鳥 を- 収 つて 食 

ふ氣 だ. 

供 吹 白い 鳥 だと …： (苦笑 ひ) 感づいた なァ。 

三 上 えへ V  V  V。 (ころがり 笑 ふ) 

价吹 ィヒ、 、ィ ヒ、 、。(ころが リ笑 ふ、 やがて〕 さ 5 だ 

ァ、 おぬしが 感づかね えこた ァね え。 けれど 今どき 此の 

湖に、 天女が 水 を 浴びに くると は、 思ァ なかった。 昔ァ 

よく ある ことだった が、 今どき だから、 珍ら しい、 おい 

らァ、 初手 は、 山から た 見て たァ、 もうこら へ 切れね 

え、 下りて きた だァ。 

三 上 (笑 ふ) へつ へつ へ。 人間 も だんく 陰氣 になって 

つ まらね えと 思 つ たと ころ だ、 天女 も 以前 は 珍ら しかね 

えが、 やつば り 人間と ちがって 身體 つきから 何から 何 ま 

で、 みつち り 御 g 走 だ、 全く 長い こと 奴ら の 顏を兑 なか 

つたな ァ。 (トゎ ぐら，^ かく) 


吹 (同じく あぐら，^ かく) ところが、 おいら ァ 此の 事 

Jus- だ 

は 人 問 野郞も 感づ い て、 邪 ま 立てし ねえ かと くる の 

だ。 野郎 共の 此の頃の 惡智慧 は 忌々 しい、 なァ三 上、 き 

やつら は、 ぬした ちみん なのかた.？ だぞ。 

三 上 やい く 白ば くれて、 人間 野郎の 惡ロ ばかり、 そ 

を くらへ、 それでお いら を油斷 させる liM. た、 邪 まになる 

の は、 おいらと 知って …； 氣の 利か わえ 眞似は 止せ。 

$: 吹 やかましい。 

(^吹の 主、 面 ふくらして 立上り、 鍋，^ 前後左右 LL 振 

り ま はし r ァ-ァ I ゥ y ゥン、 ヒ ヤン ダラ リ /\」 と 

わめき 叫ぶ、 ^リ ふ。) 

三 上 /、v、> -、 う ふ  -。  {■ 卜 笑) 

($. 吹の 主 は 冷笑に 目 も くれず、 一 心 不亂に 呪文 KJ<"B 日 

へた 末、 ー聲 おめ 告 叫ん て、 鍋，^ 路 みつ ぶす、 へと/ \ 

につかれる。) 

伢吹 もう、 もうお いらの 手の うちだ、 七 人が 七 入で なく 

つても、 たん まりせ しめて やっつける だァ。 (昂资 して) 

ゃァ、 美 濃と 近 江 を 踏ん づけた、 伊吹の 山の ぬしの 神が 、 

tw 限り 根限り 呪 つ たぞ、 あらん K りの 通力 を 叩き だした 

ぞ、 空と ぶ 天女 も 落ちて こい、 "ト の 魔^に 落ちて こい 

やい。 

一一 一 上 (ヌク /\ と 立ち) まじな ひの 利き In: があった の は、 


さ (！；^ の llL- の 人 
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昔の 昔 だ、 世の 巾が、 か はった のに 氣 がっかな いかい、 

ぬしが なめる か、 おいらが 三 上に さら ひこむ か、 あとで 

口惜しが ろな。 

伢吹 ゥヌ こそ あとで  ズ」. ^野 郞。 

(价 吹の 主、 三 上の 主に 打って か、 る、 疲れて ねる の 

て ひ i ろつ く。) 

三 上 こ、 で 今から 負ける つもり か。 

($- 吹の 主、 ころり ころがされる、 三 上の 主 これ 1 小 尻 

目に かけて 下手に 入ろ。) 

が 吹 ゥ ー ゥ ー タシャ くく、 お い ら は 人 問 野， ST が氣に 

なる のに、 三 上の 奴 は、 三 上の 奴 は 友達げ え もね え、 ァ 

ァ これ だから、 タシャ/, \ く .S のぬ し は 人間 野郎に も 

:|;ri く 見られる だァ、 (に つ 、 、リ) だが ィ ヒ、、 、 今夜 は 天 

女 を 七 人. s られ るの か、 ィヒ、 、 、。 

(；^ 吹の 主、 上手に ゆきかけ たが、 苦い 額.^ して 下手 

に ゆく、 ヒ手 i り乙彥 、 前の 神 {R  (幣束 はなし〕 とつ 

れ立 っヾ くる。) 

乙^^5 おれ はま だ 伊香のお ぢ いより、 ほかに 誰に も 話して 

ない、 おぬしに いふの は 二人目 だ、 なにしろ ゆうべ も 一 

昨 口の 晚も、 此の 目で まざ/ たこと で、 おれが 人 を 

欺す なぞと は、 おぬし も 疑ぐ り はしな からう。 どこから 

か、 七 羽の 白い 鳥が とんで くる、 昔 もな く 汀に 下りる、 


下りる とそれ が 女の 神の 姿になる、 話に いた 大女と い 

ふ ものに ちが ひない、 そして さも win さう に 水に つかつ 

て 遊ぶ の だよ。 

神官 ふしぎ ぢ やな あ。 

乙彥 ふしぎ. た、 ふしぎ だが、 ほんとの 話 だ。 おぬし は 信 

じ て くれん 積り かい、 ァ、 向 ふから お ぢ い がきた 。 

(下手から^ 香のお •  ちい、 古風な 擢.^ かついて くる。) 

お y  (神官に) ほう、 四五日ぁはなんだな、(^£!居の前の 

か， J は 

|e 束.^ 兌て) ゃッ、 これ は/ \  (近づ.， V 根.^ 下にお I 柏 

手.^ 打つ、 立って) さう いへば、 祭りが 近うな つたの ぢ 

やな。 

神官 む k 士" 曰ぢ やから、 こちらへ も 廻って きた。 もう 社 

へ歸 ると ころ ぢゃ。 

お. ち おれ も 此の 年になる まで、 舟 を 渡して 暮らして ゐる 

が、 おぬし も 長い こと 御幣 を 持って ゐ るな ァ。 

神官 ハ、、 、 、 0 

お V 子供の 時の 友 だち も、 たった 二人き りに なって しま 

つた。 おぬしに あ ふとな つかしい わい。 

祌官 ハ、、 、、 いや おれ もな、 死ぬなら、 おぬしの 先き に 

死にたい と 思 ふわ。 一入 殘 つて は 淋しから ぅズ 、 ハ、。 

乙彥 そこでお ぢぃ、 八 7?」  で 話して ゐる ところ だが、 

白い 鳥が 七 羽 とんで きて、 天女の 姿に か はるの を、 たヾ 
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それ は不 思.！！ i ぢ やとい ふば かり、 とんと 信じて はく れん 

の だ。 

お y きの ふ 聞いた、 ぁの-；^^^な。 

乙彥 おれ は、 乙彦 は、 余 吾の 里き つての あはれ な 男で、 

二親に も 死に別れ、 だれ 一人た よりと 思 ふ 者 もない。 お 

まけに 近頃 は 狩に 行っても 獲物 もな し、 此の 冬の、 近年 

めづ らしい 寒さに は、 全く 身の おきどころがなくて、 泣 

いて、 ふるへ て 夜 を 明して ゐ たこと は、 ぉぢ いもよ つく 

知って る 害 だ。 (お V が 何 か 云 ひかけ ろのに 冠せ て) そし 

て 春に なった とて、 他人 ほど 心 も 浮きた- 1 ず、 ^の 中 は 

住み 甲斐 もない、 樂 しみ もない と 恨む 氣が 出た、 尤も そ 

れも 半-れっき、 不： H ベロせ が續 いての、 ひがみから かも 知 

れんが …… 

お. ち な、 なんのお ぬしに ひがみが あらう かい。 世辭 では 

ない ぞ、 おぬし は 正 1^ 者 ぢゃ。 素 1^ な 若者. ちゃ。 

乙彥 (お V の 乎.，^ 取って 泣く〕 そこで、 おれ は 生きて ゐ 

るの も 恥 かしく、 一昨日の 晚 * わ むられ ぬま、 に 家 を 出 

て、 汀に きたので …… これ を 見た、 七 人の 天女の 美しい 

姿 を兑 て は 、 今まで 胸の 中 にも や し た 恨み も 妬み も 

悲し さも 忘れ、 た^ 自分 も 神の 一人に なった 氣 がした。 

神官 (小 甘，^ けて M いて， Q たが) 乙 逢. おぬし 少し 本性 

でない ぞ、 おれと 一所に 社へ きな され、 祌 前で お祈り を 


して 進ぜる から。 何 か 物に つかれたの ぢゃ。 

乙彥 (これ：.： 耳も假 さず) 見て はならぬ もの を 見た、 め 

に、 仕 合せが 反って 不 化合せ になり、 禍を 招く とい ふこ 

と は、 かねぐ おれ も M いて ゐる、 然し 此の 幻 を 兑た上 

は、 どの やうな 禍も 苦にならぬ、 あ、 忘れよう にも 忘れ 

られ ぬ。 

(乙 夢み る 如く 云 ひつ 5^ けろ、 二人の 老人 慰 さめ か 

れてゎ はれむ 心 あり。) 

—— 幕 11 

第二 場 夜の 湖畔 

正面に 黑 が 货贵 代り れ てね る" 上, 4- LL 三 上の 主 

が 腹： m ひ、 伢 吹の 主 かも ぐら， かかき、 共 に 下 14..^ 兄つ 

A てね る。 

三 上 (低い？ やて〕 鳥が とんで きた ぞ。 

^吹 二 羽 …； 五 羽 …… 今夜 も 七 羽 だァ。 

三 上 天の 紳が 鳥の 姿に 化け やが るの は、 昔から. CI 鳥が 多 

いやう だな。 

价， 吠 (に：/ (、し ズ) う ふ、、、、 もう-大女 になって し 

まった ァ。 裸になる、 になる。 

一二 上 い、 肉 つきだ。 へ k 皆 さう だ o( ソロ リ くと 中央に 

向 ひ 這 ひ 出す) 
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吹 (三 上 け わ やう * 同じ 所よ て 出る、 此の 二人 は 先 

.-J- 越されまい くと 氣，^ つけ わって わる。 間) 身 體の旬 

ひが こ X まで；^ つ てく るな ァ。 

三 上 なにしろ 七 人 もゐァ がるから よ  どいつ も./ \ 別 

品 だな。 あいつ 達 を兑 るの も 久し振り だ。 長い こと、 こ 

こに 下りて こなかった。 

吹 う ふ 、嬉し さう に 水に つかって ゐる わい。 あ 

れを ろ/ \.。 

三 上 やつば り 天の 祌だ、 人 の あま ツ子と は 大したち が 

ひだ。 

S  (|^:然として伸び上リ四方，^見まはす) 人間 野郎 は 

ゐね えだら、 つな。 

H 上 さう だしぬけに 立 上るな。 犬 女の 奴に 感づ かれる 

ぞ。 逃げられたら、 どうす る氣だ o( ソロ リ くと 下手に 

B ふ) 

伊. (不安げ に 及び腰て 下手.^ 見て ねたが、 Jgjy な It て) 

やつ、 ゐ るぞ。 ゐ るぞ。 

1 一！ 上 を 立てるな、 (立上り) ドレ、 どこに …… ぁッ、 た 

しかに 人 問 だ。 見て やが るな。 シ ッ. 大女が 此方 を 見た。 し 

やが めく。 

^吹 (いらって) う &ん、 邪. しあがる と 0( ト大 St て ど 

なる) 


三 上 (立 上って 伏 吹の 口に 手，^ あてる、 二人 もみあ ふ) 

ぉッ、 うぬの g§ で ……、 つぬ の 聲 で …… 〔三 上の 主 .11 けだ 

さう とする、 价 吹の 主 先，. V  、になら うとして 同士：^,. すろ) 

吹 おいらが 先き だァ …… (ト もみあ ふ) ゎァ 逃げた、 

鳥に なった。 

(^吹の 主、 三 上の 主， <H4M 、とばして 下手 LL かけこむ、 

I 一一  上の 主 もも とん、 追 つて 入る。) 

(間。 黑 is^ 切って i§S す、 第三 揚 となる。) 

第三 場 夜の 湖畔 

湖畔、 春のお ぼろ n -、  M> 中央 上手，， * リに樹 が ある。 

樹 のかた はらに 天女が た > ずん てね る。 下手に 乙彥が 

羽衣ん 持ち、 立って. Q る。 羽衣 は 特殊の あつら へ，^ 要 

する。 樹 は 松て ない 方が い、。 

天女 (ふしお、 さう に乙彥 見て. Q たが、 やがて) こちら 

へ 下さい まし。 それ は 此の 樹へ、 わたくしが、 かけて お 

きました。 (乙彥 茫然と して、 羽衣.^返さぅとし^が、 錢 

作 的に^ む、 天女 意外の 思 入れ あ リズ) こちらへ 下さい 

まし。 六 人の 方々 は、 もう： K へ 昇られて、 わたくし ひと 

り、 おくれました。 この 羽衣がなくて は歸る ことができ 

ません。 
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乙彥 きの ふまで は 考へも 及ばなかった こと だ。 け ふまで 

生きて ゐ たの は 無駄で ない。 (天女に) さあす ぐに も 道 

しるべ を …… 

天女 (ふし ざ さう に) 道し るべ、 と は？ 

乙 f な おぬしが 歸る、 天への 道の 道し るべ を …； わたし は 

此の 余 吾の 里に、 名 を乙彥 とよ ばれる 者 だ。 住み なれた 

窗里を 今夜 限り、 おぬし をた のみに 天に 昇りたい。 

天女 い、 え H 地に 方に は界れ ません。 

乙 ま 此の 衣 を 身に つけて …… 

天女 どうして それが 身に つき ませう。 

乙彥 つかない？ あ、 それならば あの 天に は- あの 祌々 

しい. S の に は、 人 問 は 一 生か、 つても #れ ない のか… 

…… (ぐったり なって 俯伏す) いつまで、 呪 はれた 地に 

暮らす こと だ。 

天女 此の 突し い 余 吾の みづ うみが、 どうして 呪 はれた と 

ころで ございませう。 山 や 水の 淸ら かさ は、 天 も 地 も か 

はりません。 

乙. (フト ) お A 大も地 も か はりがない とい ふの なら、 

おぬし はこ \ に 住んでくれ るか。 

天女 天 は 天の 者の 住む ところ、 お〕 は 地の 者の 住む ところ 

でございます。 魚が 水に 住みます やうに。 お持ちに なつ 

て 甲斐の ない 羽衣 は、 どうぞ 返して 下さ、， まし。 


乙彥 淺 ましい。 人 問 は 鳥に も 劣る、 あ、 思 ふま、 に 空が 

とべる； なら …； (R: 衣ん 抱きしめて) この 羽衣に は 天 

の 旬 ひがす る、 ひしく と、 おれの 心を資 めて くる。 

天女 (急に 近づ 咅 衣に 手ん かけ) どうぞ …… 

乙彥 (• ちっと 天女，^ 見つめる。 表 s:e がだん/、！！ つ てく 

ろ、 天女 は ハタと して 立ちの く。 乙^^しづかに半分15,ー_12 

的に) おれ は 此の世 を怨ん だ、 呪った、 それが ； 昨が、 

ふとお ぬし を见た 時から、 その i>i.:: しさ をまぬ がれた。 へ，； 

し、 今と なって は、 今と なって は、 前に もまして …… (ヌ 

グと. ち 上る、 天女 避けて 乙 まの 下手に ま はる) 

天女 ( 一 £, 或-怖に おそ はれて 取りみ だした が 、、、、て 形.^ 

i3< め 端然と) その きれ は、 羽衣と 中して 大 た K で ござ 

います。 それ をつ けません と 天に：；^ れ ません。 お返し 下 

さい。 おいと ま をいた します。 

乙彥 (一 Sgt の 思 入れ ぁリ、 やがて ill: 悅 ffi ろ) - 「む、 おぬ 

し を； 大 にも 返す 返へ さない も、 此の きれ 一 つ だ。 乙彥の 

心 一 つ だ。 は、、 ゝ(と物^^<く笑ふ)人.：^が神に|§った。 

(天 女に 迫る、 天女 心 ゎリ) う つ くし い 女 だな あ …… おぬ 

し はけ ふから、 おれの 女た …… 

天女 ハカな く仆れ か、 る、 空.，^ 仰い て) あ、 S なにず 下界 

の 春に さそ はれて、 天上の 事 を わすれました。 歸る時 を 

おくらせて、 大事な く 5^ 衣 は 人手に 渡ります、 どうし 
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て 犬 女が こ、 に 化め ませう、 わざ は ひ は、 もう 身に ふり 

か 、りました o( 天： ^に附 ！；？ぜ るえ うらく 及. ひ 首 か-さりの 

珠 おの づ から 下 LL^SS つ、 天女 下. ^見つめて &ひ 入れ わ リ) 

乙彥 O^M- 兌て) 六 羽の 白 鳥が 羽ばた \ きをして、 じ 

ところ を とんで ゐる。 おぬし ！ 人た けで もよ く殘 した も 

の だ。 

天女 (同 じく 空ん 兌て) みなさま、 とこし へのお 別れで 

ございます。 わたくし は、 ひとり はなされて、 こ &に留 

る ことにな りました。 けれども、 たった今まで は、 たつ 

た 今まで は、 わたくし も 御 一 所に をり ました もの を ：： 

(云 ひ？^、 つて： 大女 は 天 冠. ^かなぐり すて、 仆れ る、 がみ 

だれる、 こ.！^. ちっと 思 ひ 入れ) 

11 此の 第三 揚は音 祭. yj* 用 ひろ も i" し。 必ら ずし 

も 要ィ」 ず。 11 

$s  二 幕， 

乙^の 家の 門前の 往來 

舞^の h 手 寄リ に 1 は {:2 くな つた 生け 一 5-、 これが つ V 

じ， て 出來て ねて、 今 その 花-さか リ\ 、あろ。 中央 上 

手 i りに 古風な、 ど： となく 俊 な 門、 投々, 升って 


く V る やう-しなって ねろ。 門の 屮に つ... -じゃ 他の 樹木 

があって、 乙彥の 家の 屋根 その他が 隱見 する、 門の 下 

手に も 生け S がつ ヾく。 その 下手 は 湖畔。 In れた 日。 

幕が あくと、 家の 中から 1 稀異樣 の 微妙な .ぜ 色 が 間 え 

てく る。 ffi の 娘  一 二三 下手から S てく る。 リ 

すお、 -H5 うとして、 微妙な 昔 色に 14倾 ける。 やがて。 

娘 一 天女さん の はたおりの 音が 開え るよ。 

娘 二 頸饰 りの 珠の もつれ あ ふ 音まで も …… なんとい ふ 神 

祌 しい；？ iH だら う。 あれ だもの。 美事な！ IT が おれる 箬さ。 

娘 三 わたし、 ずゐ ぶん 眞似 をして るの だけれ ど、 とても 

手が あんなに 動かない の。 

娘 二 そり やさう さ。 

娘 一 (閬) 犬 女さん が こ i へきてから、 この 村 はなんだ 

か 夜が 明けた やうね。 

娘 二 天女さん とい ふよりも、 きれいな、 おねえさんと 云 

乙. V' 、の） Tc 

姐！ 一一  もったいない。 わたし、 あの人の そばに ゐる のが 大 

好き、 一 寸 i 台って いかない？ 

(娘 達 三人うな. っ告 もつ ズ門 5:1.1 入ろ。) 

(間。 ..- 

(門 から^ 香のお. ち^々 と 出て くろ。 ヒ手 に 行 さかけ 

たが ふと 下手 晃て、 その ま.. -佇 ずむ- ■) ォ； ろと 下手 か 
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ら 旅人の ra- と 乙が 元氣 の 好い WI 取りて 出て くろ。 甲 は 

や く、 乙 はや V 甲.，, リ 年^取って ろが、 ち-がふ 國 

の 者ても ろ、、 と は 火. i-^^J. 一  見して 分ろ。〕 

旅 乙 こんな 長^な 4;^ 色 はよ そに ありま せんな。 かう いふ 

ところに； i^i んでゐ たら、 定め し 長生き する こ とだ らう。 

旅 甲 のんびりした、 あた k かな 在所です。 旅 をして ゐる 

うち 

氣 がしません。 さて 船頭さん が 話の、 の 咲いた 家と い 

ふの は … … (ト云 ひかけ、^ 番 のお V に 親 づき、 W の _w ん. - 

下して) こちらの 在所の 方と お見受けし ましたが、 一寸 

物 をお たづね いたします。 

お • ち はい 、はい、 この 里の 者で ございます。 f お 方から お 

いでな された かな。 . 

旅 乙 わし は * おとなり の 美 濃の 12 だが、： ：！^ 濃 もす つと 東 

の 果て の 村から きました。 

や .>v^ ひ  かに 

旅 甲 わたし は 又、 信. 1 の 山間から、 rk- の 方と は、 途中で 

道づれ となりました、 實は 二人とも、 この 余 吾の 里が 目 

あて、 こ の 湖に 大 降られた" 大女 ど の が 錢られ る とい ふ、 

名高い 織物が 欲し さに まゐ りました。 (下手 1^ 見て) 今、 

ろち 

向 ふで、 なんでも 此の あたり、 つ \ じ搏の 咲いて ゐる家 

と敎へ て くれ ましたが  

や  >  つち 

お V はい、 はい、 それ は 此の 家で ございます、 こ、 の 家 

でございます。 毎日 ひにち、 一人 は ら. 丁、 その やうな 


方から、 わざ ノ\ たづ ね て 見えられ まする。 

(二人の 旅人 は颜见 合せて 喜ぷ。 乙 も W の 下す。) 

旅 乙 たうとう たどりつ いたか、 造々 どんなに 樂 L みに し 

たかしれ ません。 めったに 手に入らぬ 贵ぃ 織物 は、 あと 

あとの 世までの 語り草 だ、 子の 代まで 家の a に なり ま 

す、 値 は 高く ともい とひません。 せめて きれはし なりと 

もと 思 ひました。 

旅 甲 綠物も if 物 だが、 なによりも、 その 天女 どの を  一 H 

見たい。 誰の 口から ともなく、 信 濃路の 奥まで も、 天女 

どのの t ザが つた はりました。 この^の 中に そんな 事が あ 

る もの か …… たいていの 人 はさう いひます。 然し わたし 

は、 その 螺を M いた 時から、 堅く 信じて しまった のです 

よ。 人に 笑 はれ、 止められ たの を 振り切って 旅の 仕度 も 

そこくに、 草、 傑い 木 $3 の 山家、 わたしの 在所 を M も そ 

ぞ ろに とび 出し てきた のです。 

お V まことに、 ここの 者で も ふしぎが ります。；； 这 くの 人 

達が 信じ な さら んのも 無 理は な い 。 

旅 甲 や、 さっきから W えてく る、 あの 昔 は ：：： 時 はづれ 

の 鈴蟲、 松 蟲の啼 く聲の やうに …… 

お V- はい、 お 珍ら しく 閱 えろ ST ちゃ。 あれに、 天女. との 

が、 前 かた、 あの { ^の、 天の川 とやら に 暴して ござつ 

たと き、 習 ひ おぼえた！ の 秘衛を つ くされ る 一 JiH で-、 J ざ 
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います。 お きな され、 きりはったり、 きりはったり、 

と い ふ を さの 音の E 白 さ、 だれでも 2 わ はず き ほれます。 

それが 元で、 つれ あ ひの 名 を、 いつのまにやら、 はい、 

きりはた 太.^、 きりはた 太夫と 呼ぶ やうに なりました。 

又、 松^、 へ t?! の啼く と、 お；；！！ きな された は、 - 大女 どの 

の 身に つけた， おりの が もつれ あ ふ s¥ 、で ござ います。 

旅 乙 はてさて、 けっこう づ くめの こと だ。 

お V はい、 けつ こ うづく めで. こざいます。 それに 此のき 

り はた 太夫、；； 1 のお は 乙 S と 中し ました、 その 乙 が 天 

女 どの とめ、 つとにな らう なぞと は、 S (加に あま つ て. S 恐 

ろしい と、 まあ、 わたしども も 止め ましたが、 なんの、 

罰が あたります どころ か、 - 大女 どのが、 つい 先だって、 

ヌの やう なお子 を 生まつ しゃりました。 

旅 乙 ^^ね<\ぉめでたぃ。 

お V- 織物 は資れ まする、 余 吾の 里 一 番 のま づ しい 乙^が 

今 は 近 江 名う ての 長者の きり はた 太夫、 奇特な ことで ノ J 

ざい ませぬ か。 ま、 こちらへ お 人り なされ ませ； 

旅 乙 では、 どうぞ、 御 案. 2： を。 

(二人の 旅人い そくと、 价 香のお V の 後に 從ひ門 内 

に 人ろ。 機^の. ぜ，^^ む。) 

(三 上の 主が. r; 手から M,<J* か 、 へ 乂  i め いて 出ろ。 

rt.v  、所に とまり、 見物 席,， 兄 i はし、 見物に 話しかけ 


る やうに？ g 語，^ いふ。) 

1 一一 上 (ムシ ャ タシャ した 怫項 面て) どんな もんだら う。 

人 SI でも 年を联 つ た 奴 は 、 子供の 時の 方が 今よ り戀し い 

もの ださう だが * おいら は、 $r を考 へる と、 もう 馬鹿々 々 

しくて 話に ならね え。 人間並みに 數へ ると. 何千 年と い 

ふ 北口 だった、 は、 ん、 草 も， KJ#W も 川 も、 口 をき いた- 

しゃべつ たよ。 (俄に 機 縦 -ん く) ずゐ ぶんこ M いらで も、 

多？ rll^ の祌 達が 集って、 面白可笑しく 遊んだ もの だて。 好 

ぃ0^で欲を1^っ 草の葉で 笛 を 吹く、 舞 を 舞 ふ、 踊り狂 

ふ、 有 S 、大 だ。 (喜ん て 調子. つ いてし まふ) さう だ。 富士 

權現 とか. 云った 祌が、 とて つもな く 高い 山 を こしら へ る 

ん だとい ふんで、 こ、 いらの 土 を 掘って、 もつ こに 入れ 

て かついだ。 その 姿の 可笑しい つたら、 大笑 ひ だ つ たな 

あ。 今どき の 人間 ども は 知らね えが 、 そ の おかげ で, 崎が 

一 つ 湧いて 出たん だ。 K 比琶の 湖よ。 高い 山と いふの は驗 

河の 富士山よ。 一 晩で 土 を 盛り あげたから； 蒙 勢 だよ。 (に 

や/ \ と 思 ひだし 笑 ひ l-J- する。 もう ^11.^ て sl-i き と^ 

リー 一 ：2LLrt: ら醉 つてね る) さう だった な あ。 あっち こっち 

の 川なん ぞに は、 や つ ばり 今どきに は 見られね えく らゐ、 

顏 のい \、 ふつ くらと した 娘 達が、 桶 を 下げて 水 を 汲み 

にくる。 そいつに 惚れ こんだ 祌達 は、 早速 白羽の 矢に 化 

けて、 川上から 琉れて 行つ て、 水 を 汲んで ゐる ところ へ 、 


642 


さ 嘆の 世の 人 


ふふん、 く赏り をつ けたつ け。 木の 精 や 水の f 默っ 

てゐ ないで、 綠 色の 着物なん か を 澄まして きて、 見 とれ 

る やうな 綺麗な 若者に 化け あがった。 引つ ばる、 戾す、 

すねる、 欺したり、 持ち かけたり、 あ \ 面白かった んだ。 

( ト 4^  T 凝て 調子 -っ い て 息 も つ かずし やべ りちら したの て、 

息が 苦しくな ろ、 すると 元の 佛^ 面 になる。 打って、 か 

はって 苦々 しく 腹立たしく) ところで、 やい、 ところで 

今 はどう だい。 天の 祌は、 うぬば かり 樂 しみな 事 をし は 

うだいの くせに、 おいら 達、 地の 神 を、 永劫 道に 沈め 

あがった。 鳥 や、 獸と どこが ちが ふんだ い。 なにが 地の 

祌だ。 人 間 野郎にまで 見くびられる。 久し； りで 下界に 

下り てきた • 大女 も 手に入れ 損な ふ。 あ 、 死ねる 人間が い 

つ そ 得 だ . … 

(下手に、 价 吹の 主が、 し ん ぼリ、 いつの 問に か、 

のろ/, \> 出て くろ。) 

三 上 (顿 な 海て) やい。 

吹 C ひつく りして) えれ ぇ聲 だ。 ぁト つるせえ な あ。 

三 上 (冷笑す る) いやはや、 ぉぬしも執念.^^^、 間が な 

隙が な、 こ、 をう ろつ いてけ つかる が、 どうして 奴め を 

手に入れ たもの かな あ。 

价吹 もうず： 地づ くだ あ、 根氧. つくだ あ。 

三 上 その 意地た て 。 ！：. 侬氣だ て 、 馬鹿 々 々 しく 力ん でみ た 


ところで、 相手 は、 おいら 達より 一 枚 上の-大女 だ。 なん 

で 乙彦の 人間 野郎に 山の 神が 出しぬ かれたい。 羽衣に H 

を つけねえ のが 拙 かったん だ。 

吹 さう だ あ、 羽衣 さへ かつ ばらへば 奴つ ちめ たんだ。 

一一 一 上 かんじんかなめて 物 を 狙 はなけ り やい けね え。 そこ 

で 今度 はどう すれ. ばい &  。 

斩吹 羽衣 を盜 むんだ が、 在り どころ がな あ。 

三 上 今度 は 仙の 物に n をつ ける か。 然し それより 奴と 乙 

彥とを 仲た が ひさせて  

吹 では. おいら は、 まじな ひ をしょう。 

三 上 (笑 ふ) ぅッ ふ。 まじな ひ は 止せよ。 御 常 に まじ 

な ひ は 利きつ こなし だ。 まあ 止せ。 

吹 いや、 こんど こそ は 利かして みせる。 

三 上 まあ さ、 考 へて みろ、 元々 天女 は 天の 神 だ、 乙 は 人 

問 野郎 だ、 な あ. この 仲が 長 綾き する か、 しない か。 

伢吹 うるせ え、 おぬしのお しゃべり を 11 いてる 位なら、 

おいら はいつ そ …… 

(， ゆ 吹 思 はず 家の 方へ 願け- >< らうと する、 三 卜： 冷笑す 

る、 折から 人の 昔、 二人ともび つくりして 上手に 入 

る。 すぐ 門 内から 前の 二人の 旅 入が 柳 物 ふ-抱へ て. い 

そ/、 と 出ろ。 佇 ずん て、 嬉しげ な 思 人れ ぉリ、 やが 

て 打ち返し/ II 物ん， ひ， C げて 眺め 入る。) 


さ!^ の 111: の 入 


643 


旅 旅 m 旅 旅  旅  Ei  Mi 


きに 出た 三人の 娘と、 幼 兒ん- 抱いた 天女と 香のお y 

が 出て くろ。 皆々 上手,. 1 寸 見ろ。) 

お y まだ 歸 らっしゃらん。 (幼兒 11) ぼんよ。 ぼんのと さ 

ま はま だ a えん。 道草 食って かま だ 見えん。 娃が. いた 

に歸 ろと せん 。(三人の 娘 達 笑 ふ、 お y も 笑 ひ つ 、幼 兒，^ 

抱かう とし；： が) は乂 あ。 誰よりも おかつ さまが 好い か 

な。 親子 ぢ やな あ。 神漾 のお 子で も か はり はない。 その 

, -  2 なご 

窖、 いとしが りなされ 方が； 5^, みの 女子と ちが ひます るか 

ら …… (娘 達-,:〕 のう、 余 吾の 里で 天女 殿に もまして 我 子 

をい としが るお かつ さま はない わな。 (娘 達肯. つく) 

天女 何から 何まで わたくし は、 夢に 夢み ろ 心で ございま 

す。 住み なれた 犬の 暮 しも、 此の 子 を 生んで からと いふ 

もの は、 そんな 事 もあった のかと、 時， をり 人に たづ ねら 

れて、 おぼろに 思 ひだす ほどに なりました。 そして 身に 

始め て覺 えた 氣苦勞 も、 やっぱり 此の 子が 生れてから… 

…； けれど、 それ は 反って 嬉しい 苦勞 でございます。 

お • ち 俗に 子 だからと 申す くら ゐ、 我 子 は賓ぢ や。 (旗 達 

に) 今のお 話 を 忘れずに おかつ しゃい。 おぬし 達 もお つ 

つけ やや を 生む のぢ や。 (天女に) 然し 大女 殿が、 よく ま 

あ 人間界の 習 は しに 馴れ て 下され た 。 

天女 それ はさう と、 太夫 樣は …… 道が 險 しいので.. こざい 

ます か。 


f いくたび くり 返して 見たら、 あきる だら- づ。 有難 淚 

が こぼれます。 

乙 仰し やる とほり だ。 ごらんなさい。 どうです。 

3- とても 人 ii 柴ぢ やありません。 なんと 云っても 神業 

です。 思 ひだし ました。 秋に なって、 あの 山 姬と云 ふ 女 

の 神と か^、 山々 ハ介々 に れ なく 紅 の 錦 を 織り だす、 

私の 故 ® の 木^の 村々 の 神代な がらの 風情た、 そっくり 

これです よ。 

乙 さう iM くと 私 も niHfl の やう だが、 こちらの 方の 織 

物 は、 美酒の 廣々 とした、 春の 若草が 一朋え だしたら や 野 

原の面^&がぁります。 年を联 つても、 子供の 時 を 3^ ひだ 

す、 あの i 時の 國の i 色た。 

(二人 は 飽かず 见ズ ねたが、 やがて 包みの 中に 收 めて、 

杖.^ 持って 立 上る。) 

乙 さて 出かける としょう か。 

m, 後ろ 髮を 引かれ ますが …… 

乙 御 だ、 (二人^ ふ) 全く 於ィ b しい も あれば あ 

る。 ^1^しぃ。 

屮 いや、 私 は 少し 恐ろしくな りました。 

乙 あは 、 、なにしろ、 きりはた 太夫 殿 は 日本 一 の 報 

者 さ。 

(二人 下手に 入る。 幼兒の 泣き 一雄。 門の 中から、 冪 も 


6U 


さ 嘆の 世の 人 


お y お案じさつ しゃるな。 朝の 內 はけぶな {cH 合ぢ やった 

が、 かう 晴れて は、 舟で 行った がまし であった。 その 方 

が 小 半時 早い。 然し、 おかげさまで、 太夫 も 此の節 はよ 

い 若者と なりました。 あれ は、 子供の 時に 兩 親に 別れて、 

氣の秦 な， 不運つ にきの 者ぢ やった が、 今 は おかげさま 

でな あ。 

天女 まあ 何より、 どなた も./^、 ほんに よいお 方ば かり 

で、 仕 合せな 事で ございます。 

頗ー (ふと 上^. ^見て) あれ、 戻らつ しゃった。 

(乙 彥、 今の 名 はきり はた 太夫、 立 波な 服装て、 前 幕 

と は 正 反 一 封に 晴れ/^. として 上手. 4 リ出づ 0) 

天女 お 歸 りなさい ませ。 道が 惡ぅ ございまし たか。 

乙彥 うむ、 ゆうべの 雨で、 ことのほか、 ぬかるみ であつ 

た。 (幼 兒ん^ いて) ぼん、 待って ゐ たか。 

天女 あ、 いつの 間に やら、 うとくと ；… これ、 とう 樣 

のお 迎へを しないの かえ。 

乙彥 (制して) 目 はさま させん 方が よい。. 罪のない 寢顏 

だ。 ひとりでに 醒める まで、 眠らせて おくが よい。 そこ 

で 今、 福麻呂 殿に お： y にか \ つた、 これから すぐ 二人 づ 

れで來 て もらへ まい かと 云 はれた。 

お • ち まあ 戾 つたば かり ぢゃ、 ちと 休んで は。 

乙彥 なんの …… おねし も 早速 仕度して ……  .. 


天女 畏 りました。 

(三人の 娘に 會釋 し、 幼兒， ^抱いた まゝ門 內に 入ろ。 

三人の 鎮 うな づ さも ひ、 上"！ ^に 去る。 乙 _ ^とお • ちと殘 

る。〕 

乙^  (ためら ひ 勝ちに、 然し、 やがて、 しみ？^ と 語ろ) 

ぉぢ い。 おれ は 此の間から いろ /\- と 思 ふ ことがある。 

打ち明けて 聞いて もらへ るの は、 ぉぢぃ 一人な の だが… 

つく..^ おれ は 自分ながら、 自分が 他人の やうに 思 

はれ だしてき た。 あれと 夫 is になる、 子供まで 生れた。 

今 は、 乙彥と 呼ばれずに、 きりはた 太夫と 人に 呼ばれる、 

そして 天下の 仕 合せ 者と 曄 される、 誠に 仕 合せ 者 だ、 然 

しその 仕 合せの 中に、 S: びの 中に、 なんとい ふか、 一寸 

口に 云 へん 或る 物足りな さ を おぼえる の だ。 

お • ち 物 足らぬ… . 欲が 深いな。 その 身分で、 何が 不足 ぢ 

や 0 

乙彥 不足と いうて は 言葉が 當 らん。 おれ を 羨ましい とい 

ふ 誰でもが、 持って ゐて、 そのく せ 養 まれる、 おれに 欠 

けて ゐる もの だ。 なにせい、 他人から 見れば、 正しくお 

れは仕 合せ かも 知れん、 然し al 分から 見れば、 どうも そ 

れが 我が物に 似て、 我が物で ない …… 

お. ち (に、、 くして) おぬし は 正 ま者ぢ やに 依って、 B!^ 

報す ぎる と、 へりくだる 氣が 起きる んぢ や。 なんの、 遠 
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慮に 及ぶ もの か、 正直の 報いが、 やうく めぐって きた 

んぢ やよ。 

乙彥 さう ではない。 ぉぢ い、 おはかう だ、 あの 大女が… 

::: (ト S ひかけ て 止めろ) 

おび cr^ 安げ に) •  大女 殿が どうかされ たか。 

乙 *i おれに は あんまり： し 過ぎる、 立派 過ぎる、 眩し 過 

ぎる ：… (お V の 何 かーパ はんとす る.，^ 制し) こ、 これ は 

他 入に はお せられん、 乙彥の 身に なって 見なければ 分ら 

ん …： あれと 夫婦に なって 以來、 つ い 先 ごろまで は、 な 

ん となく、 .：：： 分 も祌の 境涯に 近づいて ゆく や. つな 氣 にな 

つた：： (お V せ. つく、 乙^ それ， 兄て 失 51? し) 然し 人 

間 は、 人 問の 分に ゐた 方が (卜； _4 ひかけ ろ) 

お V  (ふと ヒチん 見た のて、 乙 制し) しいつ。 (上手 

, ^指し、 一一 ャリと 笑 ひ) はづ さっし やれく。 こ、 にゐ 

て は 二人が 恥し がらう。 

(乙^ 上手. 见る、 となろ * お V に 促されて、 sn 

内 の^の 蔽 Li ほれろ。 上 乎から 竹 sir お i ら兒、 しど 

けなく  i オリ そ ひて 出. つ。〕 

竹 男 疑ぐ りぶ かい 奴た な あ。 おぬしと、 おれの 仲と いへ 

ば、 もう 誰に だって、 知られて る ほど だ。 

お i だって、 さっきの 歌 はあり やなんだ い。 

竹 男 みんなが 歌 ふから、 おれ だって 歌 ふ、 おれが 作った 


んぢ やない ぞ， 昔から ある 歌 だ。 草 を 刈りながら 歌 ふ 歌 

だ、 五 MC 雨 ほどこ ひしの ばれて、 いま は 秋 田の 落し 水よ。 

子供 だ つて 知って るぢ やない か。 

お i けど、 私と 一 所に 歩いて る 時に、 なにも 歌 はなく た 

つて V よ。 

竹 男 馬鹿 だな あ。 おや、 太夫の 家まで 来て しまった。 見 

ろ、 おぬしの 顿 つべ たの やうな 機が い て るぞ。 

お r*  (氣 取って) 紅い のが？ 白い のが？ 

竹 男 紅 いのは、 この 顿 つべ たが、 食 ひっきたい ほど 33 さ 

うに 見える 時よ。 さう だな、 ，H いのは、 おぬし を こ、 の 

天女 かと 間違へ る ほど、 奇麗に 見える 時よ。 

お- *  (恐悅 して) まあ、 私 を 天女 だって。 

竹 男 おれ はおぬ しの 太夫たら う。 

(二人 機 嫁 r< く 下手 i リ 入ろ。 伏 香のお. ち、 乙 1^ 門內 

f* リ 出て くろ。) 

お v  (笑 ひつ. 0 古い 手 だが、 奴め、 うまい もの だ。 

乙彥 いや、 竹 男 も、 ぉょらッ5^5"、 おれより 世の中が 面 

白から う。 

お V- (呆れた やうに) なんと 云 はっしゃ つたな。 

乙彥 ぉぢ い、 あれが 毎日 機 を 織る、 その 織物が、 たと へ 

世に たぐ ひなく 美しから うと も、 数 限りなく 盡 きまい と 

も、 おれの 身に つける 分 はいか ほど もない、 しょせん は、 
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旅 入 達 を！！？ V はすた め にす ぎん ではない か …… すると、 そ 

か « 

の 力 はり 綠 物が 金子と なるとい ふだら う" なるほど、 お 

れは近 江 一 番の 長者に なった かもし れん、 然し、 あの 夥 

しい 金子 を 何に 使 ふ？ 

お • ち と、 とんでもない、 おぬし 魔が さした な、 あんまり 

結構な 身柄に なった で …： 魔、 魔が さした な …… 明祌樣 

へ 0 詣 さっし やい、 お 百度 を 踏まつ しゃい …… と、 とん 

でもな い。 

(价 香 3 お • ち、 早足て 上手に 入る、 乙^ 茫然と 下手.^ 

見送ろ。 門の 所に 三 上の 主と 价 吹の 主と 現 はれ、 乙彥 

指さし、 下手.，^ 指さし、 語し も ひ、 うな づ告ぁ ふ。 

吹の 主、 祈 鑄の がまへ.^ して、 突然 ものすごく、 

おめき 叫ぶ、 乙彥 作 的 LLCF.^ ふる はす、 三 上の 主、 

異樣の It.^ 發 すろ、 乙^^仰天して胸，かな\、下す、 • 三 上 

の 主、 の榕の 花.， 取って 乙 i^LL 投げつ ける、 乙彥 

拾 ひ 取リ、 下手 fj- 見て 思 入れ、 ト急 に 門內 LL 幼 兒の泣 

さ T 權、 二人の 山 神 も わて、、 上手に 逃げ こむ。 乙^ 愕 

然と 我に 返ろ、 花はぉのづから下に|^5ちる、 天女 衣服 

, ^吹めて 幼兒， ^抱いて 門口に 現れる。) 

乙彥 (振： せる、 E わ 人れ、 さりげなく) 仕度 はでき たか。 

天女 おそくな りました。 

乙彥 (幼 兒ん、 抱いて、 思 ひ 入れ もり) 光の 輝く やうな 顏 


をして る、 氣高 ぃ顏 だ、 大きくな つて、 どんな 者に なろ、 

(調子ん、 沈めて) どんな 事 を 思 ふやう になる だら う。 

天女 伊香のお ぢ樣 が、 子寶 とい ふ 言葉が ある やうに、 子 

供 はほんに 貴い 賓 ぢ やと、 さっき も 仰 しゃいました、 そ 

れに ちが ひご ざいません。 

乙彥 (ふと 氣が る) 子寶 ：… うむ、 世間で はいろ/.、 

な iSlf をい ふ、 黄金 を こそ 寶 とも 云へば、 おぬしの 事 を も、 

太夫の 寶 だと 瞟 して ゐる …… おぬしに 联 つて は、 この 子 

が ©:¥寶 なの だ、 なるほど、 村の 者が、 おぬし を 母親の 

鏡と いふ 害 だ、 おぬし は、 この 子に 取っての 母親 だ …： 

おれ はおぬ しの +に 生れたかった …… (天女 ふしぶ、 さう 

な颜 する のに 冠せ て) まあ それ も 好い、 た たのむ か 

ら、 もう 羽衣の 在り どころ を、 しっこく は 聞いて くれる 

な。 おぬしが おれ を 捨て、、 天に 歸る氣 ではない かと … 

夭 女 (さへ ぶ、 つて) めつ さうな ことで ございます。 なん 

で 今 さら 天に 歸り ませう か。 こんなにまで、 よのつねの 

女 了と か はり はてました のに  た V 毎日 肌. せに つけて 

をり ました 形見の 品 ゆ ゑ、 なつかしくて …… 

そな tj 

乙^ よのつねの 女子に …… 笑) さう か、 天に 歸る氣 

ではない のか。 

天女 なぜ 又 そんな こと を。 (幼兒 が 急に 泣き出し たのて、 

乙^から 受取って わ 0- す、 忽ち；^ 告 止む、 乙彥. Jic 々し 
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く！：ロの^に^^^^^-下す、 天女 その 下に 坐って、 心配 さ 

うに：； もしゃ 何 か、 御 心配な ことで も ございま せんか。 

乙^©  (心から ホ 少 として) い、 や、 おぬしが、 かう して 

そばに ゐて くれる のに、 なんの 心 配な 事が ある だ ら う。 

始めて、 おぬしに <^n つ た^を 思 ひだす、 七 羽の 白鳥が f^l 

を とん できた ^を 思 ひ だす ：：： (天女 思 人れ わり) あれ 

w 來、 {nf とんで はこぬ。 

天 女 (沈ん て) もう 二 Si とは參 りますまい。 

乙彥 (W び 苦々 しく) さう だら う、 又、、 つつかり して 羽 

衣 を. 収られ な い とも K ら ん 。 

天女 もう その 羽衣の 离は 仰し やらずに おいて 下さ い ま 

し。 ；；^ も 決してお たづね いたしません。 

乙^  (^ち 誇つ ズ) ではい よく 末長く こ、 にゐ るの か。 

天女 居りませんで、 ど-つなり ませう。 

乙^ あの ゎづ かな？ S 衣 一つで、 祌 ともなれば 人間と もな 

る  

天女 もう 福 麻 H おが お待ち かねで は ございま せんか。 

乙^© さう だ。 おぬし、 ；足 先き に 行って くれ. すぐ あと 

力ら ゆく。 

CiK 女辭极 して 幼 兒.^ もやしつ、 上手 に 入ろ。) 

乙彥 (もと 见 送って) 見 あきせ ぬ 美し さ だ、 玉の やうに 

美しい とい ふが、 あれに まさる 玉が どこ にあら う …… 


然し； は 玉. た、 つめたい 石 だ、 人間の 血の ぬくもり はな 

、 0 

(下手から、 お rs ら S ^がぶん/ \ 怒って 早 WJV- 出て く 

る、 竹 男が 續 いて 出て つかまへ る。) 

お i はなして おくれ、 はなして。 

竹 男 怒るな、 それ こそ 根 も 葉 もない 事 だ。 

f ぬしの 心 は 分った よ。 

竹 男 もう それでい 乂、 さあ 首っ玉 を喷 るから。 

お r*  (あわて、 竹 男.,. J.. 突告 とばし) まあ、 首っ玉 を喷る 

なんて。 分相應 たねえ。 いつのまにか、 山の ぬし 達の 兄 

； になつ たんだ もの。 

竹 前から 兄弟 ぢ やない か。 おぬし も 奴ら になめ られた 

のかい。 

お r* 三 上の い たづら 者に 引つ か \れ たよ。 (竹 ej- が 手， 屮取 

らうと する のて) おや、 手 を かじる の。 

竹 男 どこ だっても よ。 

お i ぢゃ、 足が い \ たらう。 (d^ 足 わげ ろ) 

竹 mf- 足で もい- 1 とも。 (ト 足,. J- 取らう とすろ) 

乙彥 (少し 以前から 二人に 氣づ いてね たが、 此の^, 、じ 

めて) おい、 おい …… (竹 男と お.， < ら兒 はび つく リ する。 

竹 男に〕 全く 山の ぬし 達と おれ 達 は 兄弟 だな。 

お i  (* れて) あんな 化物と？ 
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乙彥 なんの 3£ 托も なく、 思 ふま のこと がで きる あいつ 

らは、 人間より えらい もの だ。 

竹 男 だが 伊吹の 野郎のお かげで、 又 身持ちに なった 女が 

できた ぞ。 太い 奴が。 

乙彥 なにが 太いの だ。 おぬし も、 そいつの 足 を 本 氣に喷 

つてみ て はどう だい。 

お r*  (愤慨 して) なんだ つて .：：• 

乙彥 (笑 ふ) うは  >1 、 l-t  、  11  >-  >1 。 

(乙彥 かま はず 笑 ひこけ る。 竹 男と お i ら兒、 わつ け 

に 取られる。) 

I 幕 11 

第 三 幕 

第一 場 乙 彥の家 

正面上手寄リに乙^^  (きりはた 太夫) $， 間口  二 間 

半の 中、 上手.^ リのニ 間 は 二重 舞 S て 板 じき、 中央に 

爐が ぁリ、 ソ. タの さしが もる、 爐の 三方に、 ゴザ 

がしいて あろ。 下手 奥に、 機， 織ろ 鼓が ある。 正面 は 

も fi^.^ 下げて、 壁 代と して、 奥の 室に 通ず る、 二 

重 中央に 上り が もろは 勿論。 二重の 下手 は 三尺の 土 

K て 農具，^ おさ、 奧は 我て 見切る。 屋根 は 原始的な、 


神明 造りの わら ぷきて わる。 さて 家の外に 出て は、 上 

手に 称の 木が ゎリ、 S が 熟して る。 下手 11 井月が あり、 

芒 一 むら 生 ひ 茂リ、 下手 奥に かけて 落 J, おした 桐の 木、 

その他。 雜木 林の， W ふ LL 他の Kn 姓 家の 屋根が 隱见す 

ろ 0 

幕 あくと、 上手の 柿の 水に 三 上 山の 主が 二 V 登リ、 # 

〈ひつ、、 钸 の！^,, „ ^取って 喷 つて. Q る、 水の 下に 

天女の 子供が ねる。 

三 上 つら は いが、 しゃぶれば US い、 ヤン レ、 し をら しゃ、 

なんの はな そか、 またし やぶる、 フン |H ぃぞ。 (ト i ハ ひつ 

つ 称，. 選ぷ) つら は 綺麗で、 しゃぶれ ばつお い、 ヤン レ、 

腹が立つ、 むいた ばかりで、 すて  > やる。 

子供 おうい、 一 つお くれ ッ てば。 

一 11 上 おっと ヨシ/ \. どいつ も 見かけ ほど 熟して なくて 

な あ、 や、 こいつ は 旨い。 

子供 ァレ、 自分ば かりで しゃぶらないで よう。 

三 上 それで はこれ だ、 ソ ラッ。 (ト 上から 84.^ なす) 

子供 (拾って 喷リ 、吐き， たす) ゥヮ ー ィ、 澀 いよう。 

一二 上 えつ 漉い？ それ はく。 奴め、 兑 かけ ほど 熟して 

ゐ なかった のかい、 あまつち よと 一 つ こと だな。 や、 こ 

れは 旨 さ- 「だ、 い k かい、 そら。(また^^す、 子供 拾 ふ、 

子供の 5. 上へ ポ 、ノ くわ. さと サ$ す) 
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子^ 痛い、 痛いて ば。 

一一 I 上 (^^ふ) へ V  1- 、、痛い；：：： にあはなくて、 a 曰い こと 

が あるかよ。 今になる ほど >- 思 ふんだ。 (木から と-ひ 下 

りる、 抑 かじろ 子供の 頭，^ なて) な あ、 おぬし も 年 を 

0 つ て 好い 若い者になる、 お つ か あの： th だから 目に 立 つ 

顏 になる。 ヤン ャと云 はれる ぜ、 その 時 だて、 S くても 

甘くても、 とにかく 一  つづ  >- しゃぶって 見 るんだ。 (子 

供の 有 22,^ 見て、 つく/ i,^ 感心した らしく) 大人の 野郎 

でさへ、 おいら を こ はがらない 奴は少 わえ が、 此の 小 僭 

は 度胸が い」 な あ、 ビク くしね え や。 

子供 山の 主なん か、 こ はい もの かい。 

一 11 上 さ、 「吐かす ところが えらい、 なにしろ、 人 問に は 出 

ない 智 i?4 を たっぷり、 おつか あから、 もらって るんだ。 

神の 血筋 だ、 めづ らしい 利口者 だ、 だから、 おいら あ 可 

愛い 、ん だよ、 さ、 いつもの 所に 遊びに 行かう、 こ、 に 

ゐ ると、 おつか あに 見つかる。 - 

子供 なぜ、 そんなに おかあさんが こ はいの だい？ 

三 上 生意氣 を 云 ふな 小 as、 そのお つか あ を 今に 大仲 よし 

にして しま ふんだ。 さ、 おんぶし ろ、 (ト 子供.^ 資ふ) 

堅い 奴 を 手に入れ るに は 、こつ ち も 堅氣に 見せる ， J とだ 、 

(家の 中 1.5* 见 こみ、 あざける やうに) とう/ \. おいらが 

睨んだ とほり だ、 天 女と 人間の 仲が 續く もの かい、 もう 


f^- に とんで ゆく 通力 も衰 へたら う、 見 あがれ、 おつ，； 小 

0, さ、 行かう、 行かう。 

(三 上の 主、 子供， ^頁 ひて 下手 處に 入る。 問。 上手 i 

リ 香のお v 杖つ きつ V 出て くる。) 

お • ち はい、 今日はよ い 秋 H 和で ございます C はい、 今； 32 

は …… はて、 留守 かな。 

(歸リ かける、 土間の 方の 奥から 天女が 出て くる、 も 

う 大分 見すぼらしい 1_ お 形、 衣裳 も 前の 慕に 引 さか へ て、 

つ 1- れの 錦の も はれさ, 4 '見せる。 債 香のお V も 白髮だ 

ら けにな つた。) 

天女 お、 これ は、 よう、 お出でな されました。 さ、 どう 

ぞ。 

(招ず ろ、 二 入と も 上に 上リ、 爐,. ^かこんて 坐ろ。) 

天女 よい 秋日和と なりました。 

お • ち はい、 柿が ：！^ 事に な あ。 

天女 よう 出來 ました、 取って さし 上げ ませう (ト 立ち か 

かろ〕 

お. ち (止めて) いやく 自分で 联 ります、 歸り に土裔 に 

もらうて ゆき ませう、 (天女うな づ いて 元に 直ろ) 此の 

中 は、 つい 他出して 無沙汰し ましたが、 乙 どの はお §E 守 

かな。 

天女 (愁. ^含み) はい、 一月 あまり 戾られ ません。 


r,5() 
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お • ち (呆れて) え、 つ、 出た つきり に …… そり や 誰と 出 

て ゆきました。 

1K 女 比 良 男 どの、 志賀彥 どのと つれだって。 

お • ち ぁの€^^、 一月 前から …… あ、 では 狩 だ、 狩に きま 

つた (苦々 しく) 一度 はこな たにす i めら れて、 狩 だけ 

は、 ふっと 思 ひとまった にのう。 

天女 思 ひ 切れぬ ので，. こざいました) 

お • ち (靜か に) 世 を わたるた つきに は、 何事に まれ、 せ 

いで 叶 はんこと も ある、 ぢ やが、 じたい、 あれ は 殺生で 

な、 前の 乙 どのなら 知らぬ こと、 こちらで 操 織が 始 つて 

から は、 なんの 殺生す る ことがあらう、 つまり は 慰 さみ 

ぢゃ、 慰 さみな り や、 一 層 I 非が 深い、 血 を 見て 喜ぶ やう 

になって は、 fil- お、 心 も 荒々 しうな る、 推量いた します 

ぞ。 

1K 女 これ も 私が 宿^ 拙い 故で ござり ませう。 永く 天に 住 

んだ 身が、 今 はかう して 人里の 暮し (ト 井戸の 方,. 見や 

リ) 秋の あはれ が、 胸に しむ ほど、 & ちぶれ はてました。 

(氣 ん， -か へて) けれども 元はと 云へば、 これ も 私の 心 か 

ら、 誰に 怨み も ございません。 姿 も 心 も、 いっそ^ を 忘 

れて、 下界の 者と ならう と 決心 はいたし ましたが、 それ 

も、 何から 何まで 思 ひち がへ ました。 なまじ 機 IS 糸つ む 

ぎ、 長者と なった のが、 反って 災 ひとな つた 始め、 此の 


世 は 住み が たう.. - .- ざ い ます 。 (ト 面..^！ ® らす) 

お. ち (や、 語氣 荒く) 人間の 根性 は淺 ましい もの ぢゃ。 

まづ しい 折に は、 まづ しいと て 人 を. g たむ、 さて 長者と 

なっても 善人と はならん、 い k や 長者と 云 はれる ほどの 

者で、 反って 人に 賤 しめられん 者 は 少ない。 (氣の^&げ 

に) こなたの 前で は 云 ひにくい が， 乙 どの、 近頃の みだ 

らな 仕打ち は、 ぉぢ も， あまりの こと、 存じて ゐ ました 

のぢ や。 

天女 (室内 1^ 見 i はし) ごらん 下さい まし、 これが、 あ 

の 今までの、 この 家と は 思 はれませ うか。 

お. ち (とつく リと兑 ま はし) きりはた 太夫と 名 を 立てら 

れた ひと 頃と は、 ほんに 大.？ なち が ひに なった。. 

天女 わたくしが 始めて、 こ、 にまゐ つた 時より、 一段と 

荒れ はて \ を ります る。 

お V まことに。 

天女 たに 子供が いとしう ございます。 あれの ゆく 末ば か 

りが 案ぜられます。 (お V の 方 に すり.， * リ) 何 をお 隱し 

申し ませう。 お？ g み. m. します は、 あなた；；^ お 一 人、 どう 

ぞ あの 子 を … … (トー- ム ひながら 泣いて しま-ふ) 

お； T- ど. どうさつし やりました。 

天 41- 天に は 天 の投 がご ざいます。 羽衣 を 人手に 渡した 獬 

in- むの 罪に S めら れて、 此の 秋が 命の 終り、 木の葉と 一 所 
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に： jR まする。 

お. ち (^つく リ して) .大 の控？ と. 5. して 今 は 下界の 人 

間と おなりな された に …… 

天女 い、 え、 入 間に はなれ ませぬ、 それ故に こそ 乙彥ど 

の も  

お； b  (俄然 立ト： リ) あ、 これと 云 ふの も、 乙 どの、 ふし 

だら から ぢゃ。 え i 强意 兌して 進ぜます とも、 もう 默っ 

て は をら れ ません。 

(お V、 天女が とめる，. 5- 聞かず、 袖ふリ 切って 上 に 

早足て 入る。 天女し. つかに.！ 乂. ち. 下に 下り 左右， ^見 ま 

はす。 J 

天女 あの 子 は どこに 行った かしら。 

(天女 二 に 上り、 機.^ 前 LL して 坐って 織ろ、 カラ- ソ、 

カラクと 昔す るば かり、 苦しげ！ i 吐息つ き、 腕, <J 'さす 

リ 俯れ ろ。 間。 上手 i リ 旅人が 出ろ、 妙な 頭巾， や 冠リ、 

杖 つく、 怪しげな 容貌、 落ちつか 2 足取り、 ？ S つた 

IT) 

旅人 今日は。 遠い 在所の 者 だ あ、 冬の 仕度に、 こちらの 

^0 い 織物 を もら ひたいの だ あ。 

天女 (上り かまち に 来て 恭しく 會釋 し) お 氣の毒 さまで 

ご Vj います。 さし 上げます もの は 何 一 つ ござ、， ません。 

(ト 悲しげに 俯れ る) 


旅人 (簿氣 味惡 くうな づき〕 いや、 たくさん はいらんの 

だ。 

天女 ごらん 遊ばします とほり で。 

旅人 (ジ 口" 眺めて) は、 あ、 そんなら わざく たづね 

てきた 甲斐がない のかえ。 

天女 此の間から 旅の 方 を、 お 三人まで、 すげ なくお 歸し 

いたしました。 申し わけ ご V- いません。 

旅人 やれ/ \>、 せめてし ばらく 休ませて もら はう、 くた 

びれ たでな。 (ぷ ゑんり よに 緣 に 腰かけて 足，^ 伸ばす、 

天女 少し 返いて しとやかに 坐ろ。 や V あ リズ) いや、 こ 

れ はお 見 それ 申した。 おぬしが 瞟に 名高い 天女 どの か。 

あ、 さう であった か、 は、、、 (ト氣 味 惡く笑 ふ) ふし 

ぎな 緣で 下界に 下つ て こられた な あ。 聞けば 子供 衆まで 

ある さうな。 世に 珍ら しい 話 だて。 されば こそ、 珍ら し 

い 者 好きの 手 合 どもが、 おぬしの 美しい 顔 も 見た し、 織 

物 も 手 に 入れた しで、 美 濃 や 尾 張 の 近在 は 云 ふ に 及ばず、 

北 は 越路、 南 は 熊 野、 我 もくと 此の 家 をした うて たづ 

ねて くる。 心 も 浮きく とした 旅人 達が、 東西南北から 

舟 をい そがせ、 山道 こえて、 此の 余 吾の 湖の 浪に ゆられ 

て、 ひとしきりの K かさ、 ま づぉ話 だ、 面白い。 (調子. 

かへ て〕 きりはた 太夫 どの は 仕 合せ 者、 あやかり 者、 だ 

が、 あんまり 仕 合せが よす ぎた のか、 なんと 思うて か、 
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此の頃 は …… 聞けば、 こなたに 愛想 をつ かして、 およら 

ッ兒 とかい ふ 娘ば かり か …… (卜 云 ひかけ て 天女. ^横目 

て 見る。 此の 前から 天女 は 思 人れ あって 旅人. vJ- 見 詰つ め 

てね たが、 視線が 合 ふ。 旅人 ハクと して 杖，^ す * テレ 

隱 しに 笑 ふ) ハ、、 、 、人のお かさまで …… 

天女 (少ト 立.. hr) 山へ ぉ歸 り、 山の 古巢 へ。 (靜 かに、 

强く、 然し 神々 しく 云 ふ) 

旅人 (仰天して下に！^がリ^^sち、 急に 逮ぃ聲 ) なんだ。 山 

の 古, «だ あ。 

天女 伊吹の 山の 谷間へ ぉ歸 り。 

(旅 入 遮二無二 一せ 物，^ ぬ ざ、 頭巾.^ S ぐ。 例の 价 吹の 

山 神の 正體 となる。， 髮は 逆立つ。、 - 

价吹 ゥヌ、 やい、 よくもお いら を 見ぬ き あがった な。 

天女 身の ほど 知らず の邪祌 たち、 いつまでも 呪 はれて ゐ 

るが ぃ&。 -. しづか Li 坐る) 

($i 吹の 主愤 然と 举 i<J '固め、 幾度 も 段に 上って 迫らう 

としたが. 05^ がすく む。 逮 Li 著 物と 杖,^ 抱へ たま.^ 仁王 

に 突立って、 肩て 息す ろ。〕 

伊吹 ゥ ー ム。 ゥ I ム。 おのれ、 二度と 天に 昇り 損ねた 阿 

魔め。 う ー む。 地に 住む 神の 執念 は 深い ぞ。 おのれ、 今 

に 太夫が おぬしに 倦き て 叩き. た すの だ。 今日のお ぬしに 

引き かへ て、 道. はたに ゆき 倒れ、 神通力 を 失ったら、 そ 


の 時 こそ は、 めに めに. 責めぬ いて やる ンだ。 踏む 

わ。 蹴る わ。 え、 くたばれ、 くたばれ。 

($-吹の主殘念の思入れ^^^cしく、愤然と上手に人る。 

天女 しづかに 立上り、 下に 下リ、 歩く ともなく 下手に 

さて、 たまく 井戸に さはろ。 しづかに 井戸ん， ^く。) 

天女 (しんみり) 身 も 世 も 狭うな りつく した。 (胸，^ 押 

へて) 心のお ちつ， なく、 どこに ゐて も氣の 休まる こ 

ともな い。 水に- ゥ つせば、 きの ふの 色香 も 失せ はて、 ふた 

つの 眼 はまた k いて、 これ こそった へ 聞いた 天に 住む 者 

にも 五 つ の衰 への 兆、 かう も 早く、 身に ふり か 、つた か。 

天女の 通力 も 亡び はてた か …… お > あの 子 は、 あの 子 

t  

( 足 もし どろに 下手に 人ろ。 間。 上手から 志 gnlj^ と 比 

sapT が、 血の 滴ろ やうな、 ^8.^棒にくゝリっけて、 か 

つ い， て 出ろ。 綾いて 乙彥が 弓矢ん-持って 傲然と 出る。 

比 夏 男 等 も 弓矢、 刀ん ^？！に つけろ。 投の下^^^.、  f* さ 所 

に 银.^ おく。) 

志 賀 あ ー あ、 直かった。 重かった。 

比 一 恩 よく 肩がぬ けなかった。 

乙彥 御苦勞 々 々 々 、 さぞ 重 か つ たらう。 久しぶり の 獲物 

だった な。 さ、 1 休みして くれ。 

(乙彥 は 二重に 上り、 弓矢 下にお いて、 處に 入る。 
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志 sc;^ と 比 Ksf- は并の 水.^ 汲ん て、 が， フ く,？^ む。 水 

は 長い i+ の 先. V  、に 小 桶ん 結びつけた ものて 汲む のて あ 

る。 その 中に、 乙. 股 *J<-V て v.^ から 出 くる。) 

-r ち 

乙彥 家の 巾に は f ゐ ない。 どこに 行-? をった。 はた も 

いっか、. - 織って ない。 

比お へい、 IT が 織つ てない？ そ、 それ はた い へ んだ。 

(ト水.„^*^みっ、) 此の 家に 機がなくて は、 どうもなら 

ん。 

*s あの まめく しい. 大女 どんに 似合 はんな。 なんの こ 

と、 お ほかた、 旅の 者が きて、 殘らず 買って 行った のよ。 

(乙^^^-ゎゎてト风へに入ろ。 二人 水， かさみ？ t る。 乙彥更 

に 腹.^ 立て.. -出 てく る。) 

乙彥 1K つたので はない。 金 もなん にもない。 あいつ 近頃 

ゐ になり をった。 おれが 留守の 間、 なに をして 暮ら 

した、 機 も おらずに、 どこに 失せた。 (下 に 坐ろ) 

志 K  (井戸が はに 腰かけ) それ はさう と 太夫、 約束の 金 

は たっぷり だぞ。 

比； 4  (ニ宽 上手の 緣に寢 そ ベリ) おんでも ない。 相手 は 

きり は た 太夫 一.m だ 。 念 を 押すな。 

志 K  (忌々 しげに) へつ、 こいつが 昔の 乙彥 かよ。 笑 は 

せら ァ、 あの 貧乏 者の、 間拔 けな かよ。 

比 K これ、 なに をぬ かす。 だが 太夫、 ではない 乙彥。 お 


ぬし は 運の 好い 男 だな あ。 天女が 白鳥に なって、 余 吾の 

湖邊に 下りて くる なぞと いっても、 誰も 相手に しな かつ 

たの だ。 そこで マン マと 一人 じめ だ。 いや、 決して 何事 

も 疑 ふまい。 おれ 達に 何が 分る もの か。 

志賀 (口惜し さう に) 全く 旨くして やられた な あ。 惜し 

いこと だ。 もう 一 度 あんな ことがない もの かな あ。 

乙彥 (_^2笑ひ、 但し 得意に) また S! 議。 

志 |：3； 愚 一 M も 出る だら うて。 な あ 比 良。 

S もう 止めろ。 

乙 度 さ、 つ だ。 早く 猪 を あそこ へ 持つ て 行って くれ。 そし 

て 戻りに 酒 を うて こい。 

志 Is!  はず 立 上ろ) え、 酒 をお ごる か。 

比 K  (コ n くと ffii 上る) 尤も だ 尤も だ。 

「比 Kaf^ と 志賀彥 と 再び 猪，^ かつぐ。) 

志 IH! 戴い な あ。 

比 頁 默 つて かつげ、 褒美の 金 も 霜い とよ。 

乙彥 (いら，. して) え、 早く 戾 つてき て くれ。 

(志 IH! 逢 等 上手に 人ろ。 乙^@ぅた、れする。 間。 下手 

奧. リ天 女子供の 手ん 引いて 出る。 二 ffi に 上り、 乙彥 

, ^见、 思入れもり、と弓矢，„^拾ひ、下手ニ告所にぉく。 

子供 乙彥. ^ゅリ 起す。 乙彥起 上る。 天女、 子 a-f- きに 

坐ろ J 
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乙彥 (子供に) どこに 行って た。 

子供 湖に 行って 遊んで たの。 

乙彥 (天女に) BI もせず、 長い 留守中、 なに をして 暮 

らして ゐた。 

天女 た^お 歸 りになる 時 を、 お待ちして ばかり …… (ト 

俯れ ろ) 

乙彦 (苦笑) フム。 おれ を まだ 忘れなかった のか。 然し 

- つち  £ さ 

おぬしに 待 たれて 歸っ てきた 家が、 この 有樣 か。 接の 音 

も ひい * かず、 織物 も 見えず。 これが、 きりはた 太夫の 住 

家 力 0 

天女 あの 昔の こと は、 あれ は 見果てぬ 夢で ございます。 

乙彥 見果てぬ 夢？ 夢 か 知らん が、 また \ く 間に 近 江 一 

番の 長者と なって、 おれ は大滿 足で、 明け くれ 酒 を 呑ん 

でゐ た。 お \ 今日から は、 おぬし も吞 め、 今に、 比 良 や 

志 賀が賈 うてく る。 

天女 い i え、 いつも 申します とほり、 此の世の 酒 は 頂き 

ませぬ。 

乙彥 それで は ：. を …… なんの 酒 を …… 

天女 天の こんつ を …… 

乙彥 ハ テ、 天の こん づと は？ 

天女 不老不死の 藥の 水、 神仙が 手づ からか もされる 靈酒 

で ござ います。 


乙彥 神仙が 手づ からか もす、 靈酒 だと …… そして 不老 不 

死、 f 1^ らず、 死に もせず。 は、 あ、 それ は、 おれ も 

呑みたい。 

天女 ド界 では 手に入り ませぬ。 

乙彥 (や、 もって) なるほど。 如何にも おぬし は-大女. た 

つた。 おぬしから、 いろくと、 おれ は 天の 話 を 聞かさ 

れた。 そして 子供ら しく も、 それ を 信じた。 が、 みんな、 

おぬしに 欺され た の だ。 おれ もやつ ばり 見果て ぬ 夢を見 

たの だら う。 もう 夢 は 見たくない。 

(天女、 子供に 私語して 奥に 入らせる。) 

乙彥 おれ は、 おぬしが 天から 下りて きた こと も、 今 は 疑 

つてる。 そんな ことが 有る 箬 はない。 ゼ こから か、 暗に 

紛れて、 舟に 乘 つて 來 たのではなかった かな。 然し それ 

はどうで もい &。 おれ は 此の 近 江の 國の、 こ、 の 在所に 

生れ あはせ た、 一通りの 人間 だ。 おぬし はなんだ。 C  た 

ん /\聲 が 和らい \ 、くる。 おし 皮肉に) 

天女 私 は、 羽衣 を 失った-大女で ございました。 

乙 ま ゥム、 羽衣 一 つの ことで、 {仝 をと ぶこと が出來 なく 

なった。 神の 娘と も あらう ものが、 おれの ものに なって 

しまった。 情けない 神 も ある もの だ" 

夭 女 太夫 さま、 今 は 私のお 役 MM も、 すみ ましたで ござい 

ませう。 (しづかに、 然し 力強く 云 ふ) 
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乙^ 役 口 だと？ (不審げ に キクと なろ) 

天女 二人の 問が かうな ります の は、 た^ 時の 早い 遲 いば 

かり、 始めから 定ま つ た 約说バ J とで ノ  /さ い ました。 あの 子 

が れ ました 頃 は、 あなた もやさし い 方で ゐら つし やい 

ました。 けれども やがて 私 は、 此の 機 織の 接同樣 と、 お 

思ひになる^^ぅになりました。 #1 も 1 仪も 休む ひまな く、 

働ら け，/ \ と 仰し やります。 そして その 出來た 織物 は 右， 

から 左へ 酒と か はりました。 

乙^ さう だ。 おぬしが、 そこで：！ をお る。 おれ は、 こ乂 

で 酒を吞 む。 一 牛-の 面白い 時 だ つ た。 

天女 しかし、 それで は 私の 通力 も， Rt^ しに 衰 へなくて 

なんといた しませう。 もう、 接に よる 氣カ もつ きました。 

乙^  (您 いて T 錄 荒く) なに？ もう、 機が おれ なくなつ 

たと？ そ、 それで 役 =； がすんだ と 云 ふの か。 

天女 短い. 問の めう と 仲で.. こざいます。 

乙彥 (せいて) フム、 おぬし は、 おれに 联 つて、 まこと 

に^ n 樣だ、 女と してのお ぬし は、 おれに は 用がない の 

天女 でも 私 は、 あの 子の 母親で ございます。 あの 子が 可 

愛う ございます。 

乙彥 それ はどうと も 思 ふが い k。 可愛がる がい &。 

天女 (ー歷 しづ. All 、而も 強く) けれども それ も 身に 叶 


ひませ ぬ。 もう 命の 終りが 近づきました。 (乙 彥、 色 

失 ふ。 間、 しとやかに) 誰も 恨み ませぬ。 天に こそ 住む 

者が、 地上の 美し さに 心惹 かれました のが、 我から 招い 

た 因果で.. - .1 ざいました" とも 湯 あみに 下りました 六 

人の 者 は、 つれ 立って I, おひ 天に 歸 りました のに、 一人 だ 

け殘 つたの が淺 ましい。 太夫 さま" (が ククリ して、 兩 

手. - ^下に 突き) もう 死にます る。 せっかくの 我 子 さへ、 長 

く 育てる ことが 叶 ひませ ぬ。 羽衣 を とられて、 娘 は 妻と 

なりました。 長者に せいとのお 59- みから、 妻 は 機お る 15^ 

となり もしました。 そして、 そしてとう/ \ 今 死ぬ ほど 

の衰 へやう、 母と しての 樂 しみ も、 短い 月日と 過ぎ まし 

た。 太夫 さま。 祌？ 3^: により、 手 を 合せました ことのない 

私が、 かう して 拜 みます、 お 願 ひ 申します る。 せめて こ 

れ までのめ うとの 情に 、 どうか 羽衣 をお 返し 下さい まし。 

生れ 故. 卿の 天で 死なせて 下さい まし。 たった 一 つの あは 

れな、 お 願 ひで.. こざいます。 (伏し 沈む) 

(乙彥 はさ も 意外 だと い ふ 風 LL 聞 いてね たが、 漸次-て 

の 表愤が 野性 的に なって くろ。 天女の 首 葉が 5^ る や 否 

や、 がバと 突立つ、 天女. ひつく リ して 起 t ろ。) 

乙彦 (興 裔 して 息..^ 切れ- i^LL) な • なんだ と？ 死ぬ？ 

死ぬ と？ おのれ、 まだ おれ を 欺す 氣か。 なるほど、 お 

ぬし は 瘦せ衰 へた、 色香 も 失せた、 然し、 然し、 天女が 
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死んで たまる もの かッ、 え A 根限り 精 限り、 七日 七 一 $^被 

りたて ろッ、 羽、 羽衣 を、 なんでお のれ 12 返す もの か。 

(7- 彥ヅ 力/ \ と 下に 下り ズ、 t 化々 しく 上手に 人る。 

天女^の 所 まて 這 ひ- S つたが、 ^^切られる。 lit なくし 

て、 ：SM き 沈む。 下手. S から 三 上 山の 主、 上半 ゾ i," は 

して 此の様ん ん見、 會 心の 笑ん-洩らして 引 込む。 二重の 

M か ら 子供 が 出て. 大女に 取リ す が る 。 ) 

子^ おかあさん。 おかあさん。 

天女 (ffiA- 、て) お. 1 ::: (口が 利け ない、 やがて 氣ん" は 

げ まして、 とざれ くい ふ〕 お前 は、 お； g は、 あの、 と 

う さまの 鶴し て いらつ し やる、 羽衣の ありか を 知らな い 

かえ。  . 

子供 羽衣 …… た あに？ 

天女 それ、 いっか、 お話しした、 か あさまが 天 かり 下り 

た 時、 身に つけて ゐた …… 

子供 あのき れいな …… 此の間、 とうさんが ひろげて 見て 

ゐ たもの？ 

天女 (ハクと して) えつ、 そ、 それ は どこに？ 

(子供 逸に 人って、 羽衣.^ 持って くる。 天女 わなく 

ふるへ つ  >- ひろげて 見ろ。) 

天女 (狂喜して) お k …… 昔の ま.^ に、 昔の ま、 に …… 

これ さへ あれば 天に 昇れる。 これ さへ あれば …… 


(天女 羽衣， かかい こみ バタ， （、と や 下りて、 井戸 ま 

てきて 、キクと 空.，， J, 見上げる。 子供 わと，^ 迫 ひて 下リ， 

袖. sJ- 引く。) 

子供 わたし も 一所に 天に 昇る の？ 

天女 (子供.， ^で デクと 見て、 し. つかに) いぢら しい …… 人 

間の.^ を 受けた 者 は、 天に 住む こと はでき ません。 それ 

がいと しさに、 今日まで こらへ てゐ たもの を  (ト面 

ん 、お ほひ) けれども、 もう 別れる 時が きた。 親子の 緣が 

切れる 時が きた。 お前 もた t の 子供で はない。 よく g き 

分けて 下さいよ。 (子供うな. つく、 天女 空. ^見上げながら 

腕 や w> 小さす つてね たが、 ハクと して) あ. 此の 厨、 こ 

の 足の 力な さ、 せっかく 羽衣 は 奴り 屍しても、 下界に 住 

んだ 長い 月日 、 馴れぬ； ま. 路が とべ ようか 。 

OK 女 ふろ はぜ、 羽衣，^ す V、、 井戸 1： 凭れて 7.^ き 

沈む、 子供 羽衣 拾って、 後から 告 かける、 ル 1:^ の 

藤に {5 のリの 仕掛け， 屮 しくみて おく。) 

天女 (羽衣.^ 告 せられた に 氣 づき) 敎へ もしない 羽衣の 

つけ 方、 まあ どうして 知って ゐ ました。 (ト 子供，^ 抱き) 

ありがたう。 流石に お 1£ は 天女の 子供。 ありがたう。 た 

とへ 休み休み でも， どうかして 天に ゆ. *v つきたい。 無事 

に 大きく 育つ のです よ。 もし ひょっとすると、 まだ/ \ 

か あさま は 死にません。 そして 夜毎々々 の 天の川から、 
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こ k の 家 を 見下し てゐ ますよ、 ゎづ かの 間の 親子 だ つ た 

ねえ。 (ト 子供.，^ おろす)  - 

子 (天女に とりつ さ) か あさま、 けれど、 いつまた 下 

りてい らっしゃ るの？ あした？ 

天女 (ためら ひがち に) い 、え、 一年に たつ た 一 度き り。 

子供 たった …… 

天女 (しんみりと) 年に一度の 七夕に は、 天女が 下界に 

水 を 浴びに くるの が 定めです。 その 時、 か あさま は、 こ 

の 余 吾の 湖に ドり てきます よ。 どうか 忘れす、 迎へ にお 

いで。 

子供 ノ、 て〕 七夕と いふの はいつな の？ 

天女 (やさしく) 春に なって 桃 や 櫻の 花が さく。 お前の 

好きな が 山々 にか i る。 花 もち つ て 春が すぎる。 それ 

から、 ほと、 ぎす の^く が 聞え たら、 夏が きた かと 思 

ふので す。 

子 (ある 事 ひだし) あの ほと、 ぎす が 鳴いたら 

-ま？ 

天女 さう。 そのうち、 朝夕に 凉 しい 風が 立つ。 毎 晚蟲が 

啼き あかす。 あの、 此の 里の 小さい 娘 達が、 歌 を 歌って 

踊り ま はる、 その 初秋の 七月 七； II、 二人 はやつ と 逢へ る 

のです よ。 (ト 子供の 手ん 提リ しめろ) 

子供 決してもう 忘れません。 (トー； ム ひて 泣く、 また 天女 


の 泣く の." 見て) か あさま も、 わたしの やうに 泣いて る 

のね？ 

天女 え \ いつまでも 泣いて ゐ たい。 なんと 云って、 お 別 

れを しませう。 い、 え、 なんにも 云 はなくたって、 よう 

分って ゐ るの ねえ。 (子供うな づく、 氣.^ かへ て 花やか 

LL) あ、 だんく 氣が 引き立った。 力が ついて くる。 羽 

衣が 風 を はらむ、 さあ、 これが 名殘 りに。 (ト 抱いて 頰 

ずり し、 下して) では 七夕 を おぼえて おいで、 さよな 

ら、 さよなら。 

(これ、 -S リ. {.H のリ になろ。 子供 手， か 打つ ズ 喜ぶ。) 

お、 上手、 上手。 

ノ  #3 のと ほり、 昔のと ほり、 さよなら。 

さよなら、 か あさま。 

(天女 は 上に 上って 見えなくなる。 とたんに ト； 手から 

三 上の 主が 忍び足 •，： 出る。 天女が. 9 ない のて 不審の 思 

ひ 入れ、 やがて ふと 空 仰 ざ、 仰天して 奇聲， ^發 し呆 

れ る。) 

11 幕 11 

第二 場 余 吾の 湖畔 

湖畔に 村の 男女 多勢が ャ /\ いひつ 、空.^ 見 もげて 

る。 中： ，1 伏 香のお v= もね ろ。 上手から、 志 赏彥と 比 14 
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男の 二人 (弓矢な し)。 乙 彥の手 を 取 リ走リ 出 づ。 

志 IB: ぁ& あれ、 あれ、 あれ。 

( 一 同 乙 彥.， ^取リ かこむ。) 

1 同 ぉ气ぉ 、  

比 一良 えらい もの だな あ。 みんな 見た か、 二度と こんな こ 

とが 見られる かな あ。 

お • ち あれ は光ぢ や。 闇 を 照らす 光ぢ や。 この 人の 世に、 

あ S  くた 

余 吾の 里に、 かりそめにも 天下りな された、 ：六，^ けなさ を、 

なん とお 赠を. W. し 述べ よう。 輝く ばかりの 祌々 しいお 美 

しさ は、 世に たぐ ひない、 まのあたり、 拜み 申しました。 

天女 さま …… めでたく 天に お昇りなさい まし、 尊い お 住 

居に ぉ歸 りなさい まし、 天女 さま  

村人 一同 (口々 LL) 天女 さま  夭 女 さま  

お. ち 天女 さま  

村人 一 同 天女 さま …… 

(村人 一 同地に 跪 づき 伏し 萍む。 乙彥 一 人默 然と 天.^ 

仰いて ねたが、 突然 腰の 刀.. 2 き 放ち 兩眼， ^ゑぐ ろ、 

一同. ひつく リし、 袖，. J- ちぶ、 つて 疵口， <J 'お ほ はぜ、 乙彥 

, ^助け 起す。) 

志賀 乙彥、 氣 がちが つたな。 

乙彥 い \ や、 氣 はちが はぬ、 狂 ひも せん。 ぉぢ い。 おぬ 

し の 今の 言葉で …… おれ は 始め て 分 つたの だ。 


お • ち な、 なに を  

乙彥 おれ は 今 こそ 天女の 誠の 姿 を 見た。 これまで は 見て 

見る ことができなかった。 もう 遠い 空の 向 ふに 消えて し 

まって、 影 も 形 も 見え なくなった らう、 然し 此の おれの 

心の n に は、 いつまでも あり./ \ と 見えて ゐる。 みんな 

はおれ を、 愚かな 者と、 笑 ふなら 笑へ。 自分で は、 自分 

では、 仕 合せ 者 だ。 あの 珍ら しい、 ふしぎに 樂 しかった 

思 ひ 出が、 いつまでも 胸に 殘る。 おれが めし ひに なった 

の は、 もうなん にも 他に 見たくない からだ、 た 父 この 思 

ひ 出 一 つに 生きて ゐ たいから なの だ。 

村人 一同 お \ 、む X。 (ト 各々 嘆 I 降，^ 發す) 

— 幕 I 
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戸部 なんだ く、 しらみが 酒の 中に 落ち やしね え か。 汚 

ねえな ァ。 (トー K ひつ V 魚 籠.^ 下にお く) 

加^ 太 落ちて 中に しみこんだら、 酒の 味 もよ くなる だら 

戸部 コレだ 吉 gr 一番の 負けず ぎら ひの 云 ひさうな こと 

だ。 然し それで は 桑 酒でなくて、 しらみ 酒 だ。 もうだい 

ぶ やって るナ。 まァ おれに も  一 口) 

加^ 太 しらみが 三疋 死んで る だ。 

戸部 威すな い (ト吞 む〕 ァ 、うめえ。 

加 伏 太 加 伊太が 手づ くりのお 酒 だ) 

戸部 全くぬ しの 云 ふと ほり 命 り だ。 ハ、、 。(ト 高らか 

に 笑 ふ) 

まリ兒 早い のね え。 もう 上った の？ 

戸部 お 、まだつ かって ゐる のかい。 みんな 上ったら どう 

だい。 なにも 布 を さらしに たのまれて、 生れて きたと い 

ふん ぢ やなから、 T -。 さっきから、 よく 長い こと 水の 中に 

ゐられ たも の だ。 なに をし て も 女 て もの は 、 アツ サリし 

ねな ァ。 

まり 兒 鲇 はとれ たの？ 

戸 IS こ. - にきて 見て くれ。 

ぁ告っ 1« れな いもの だから、 止めたん だよ。 

戸部 (怒って) あきつ だな。 おら ァ仕 合せと、 ぬし 達に 


はく どかれね えが、 魚に はいつ も ほれられる ン だ。 上つ 

てこい、 をの ぞいて びっくり 丁るな。 川下の 野郎 ど 

もの やうに 鶴 を 使 つてと る貼ぢ やね え 。 

まリ兒 魚でなくて、 だれがぬ し を 近 ひま はす 者 か。 

さ ゝら で iai- こ ゆ. くよ 0 

あきつ 行っても い、 かい。 

戸部 え k 早くき ァ がれ。 ほかの 魚 は 知らね えが、 鮎を联 

らしち や あ、 おら ァ神樣 と 張り あっても 負けね えつ もり 

だ。 

(五 人の 女ぞス /\ 出て くる。 中に 布，^ 抱へ て 土手の 

ヒ において くる わる。) 

まリ兒 ドレ 何 匹と つたの よ。 

さ、 ら ロ£ かりさ。 

(五 人 笑 ひながら 魚 籠ん-取り まく、 魚 籠 ひ つ く： r 返る 

のて、 大 凝ぶ、 して 魚, 4- つかまへ る。) 

戸部 お \ 引つ くり 返す 奴が. ある か 。 

た、 ら ァレ 私の 足に くひつ いた。 え、 コノ にくい。 (ト 足 

に つ いた 魚.^ 取って なげる〕 

加 $： 太 へ \、、 鮎の やつ、 た トらに ほれた な。 

た-.' ら 點に見 こまれて どうす ろ もの か。 

まリ兒 よく つたね え、 こんなにまで。 

ぁ告っ ふしぎ. たねえ。 
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ふしぎ だと？ この 野郎 …… 

加 太 ァ 、 おら ァ酒 だ-】 ほかの こと はどう ともなれ。 

まり 兒 ァレ 汚ない。 しらみ をつ ぶし/ \1 ^ん でる よ。 

T てら (た、 ら LL) 然し 蛇に 兑 こまれる ことが S- 々ある 

くら ゐ. た から、 魚に だって ゆだん は できな い かもしれ な 

加^ 太 馬が 女に ほれて、 を かしな 驗を 出す こと は ^^ビ りし 

か あね. ズ。 

あさつ 氣 味が 惡 いよ ゥ。 

戸部 ぬ たって 雄の 奴 は、 女に ほれる とも。 なにしろ、 ぬ 

し t, が 一寸 水に 入っても、 女の 足が 觅 えだす と， 魚の 奴、 

必らず くから よってく るから な 。(もき つ、 足に からん 

だ ん 取ろ のん 兄て) ソ ラ藻 だって まきついて はなれね 

加^ 太 鮎が 大きくな つてく るに つれ、 ぬし 達の 足 も 太つ 

てく ろの だな、 - .- れ なら 魚 も氣が 起きる だら う。 

戸部 白い と 云へば、 大根の 白 いのも 氣持 がい \ が、 女の 

足の 白い 方が い  > -。 よしんば 大根 は 食 ふこと はで きても 

よ 0 

ょリ兒 へ、 女の 足 だってな める くせに。 

加 $. 太 そり や 穰氣が あるから よ。 

戸部 ところが 此の間、 山へ 行って びっくりした。 まっし 


ろな お 骨が あった。 肝 をつ ぶした が、 雨に した、 か 洗 は 

れ たと 兑 えて まつ 白 だ e 然し 骸骨に 惚れる 氣は 起きる ま 

い。 どんな 惚れつ ぼい 男で も 女で もな ァ。 生きた 人間に 

限る よ。 大根 はやつ ばり 大根た" 

まリ兒 私たち を 大根に 比べるなら、 男 はなんだ らう。 

さ、 ら そんな ことより、 その 骸^ は 男だった の、 女 だつ 

たの？ 

加 太 馬鹿な。 吉野の 奥に 女が 登る ためしが ねえ。 行者 

達が 冬の 寒さに、 凍えて ォッ 死んだ なれの 果てよ。 年々 

ある やつ だ。 

戸部 どうい ふつ もりで 山 .>  J もりなん ぞ しあがる か。 

た、 ら そり やきつ と 私たちの 知らない f{ しみが. i める ンだ 

よ 0 

戸部 女 ても の は ^^^り し い こ とを見たり閗 い たり し たがる 

な あ。 

まリ兒 これが たトら さんの 癖. たよ。 

加 伊太 (ヒョ a /^立上り) 山に ゆく 奴 は 山に ゆけ、 ハ 

テ 今年に なって 在所で 七 人ォッ 死んだ。 その 中には 川に 

落ちた 子供 もゐ たが、 五 人まで は、 自分が いくつか 覺ぇ 

きれね えと い ふ 年よりば かりだ つ た。 百まで はやつ と 勘 

定 して ゐ たが  とい ふぢ \ い、 ば、 あ。 それに 引き か 

へ 水々 しい 子供の 數はド ッ と ふえた。 世の中 は どん，/.、 
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新しく か はって ゆく ンだ。 冬枯れの あとで 芽 を だした 草 

が、 もうこん なにの びてきた。 おら ァ 此の 靑々 としたと 

ころ を 見ろ とた^もう 胸が 一 ぱいになる ンで、 命 .収 りの 

桑 酒 を 抱いて、 日が な 一日 こ、 へきて …… 

まり 兒 醉っ ばら つて …… 何 をく どく 云 つてる のよ。 

戸部 その 中、 ぬし 達の だれか^ 餓鬼 を ひり だす だら うと 

よ 0 

-3 ゾの女 アジ、、、 

加价太 女 は 子供 を 生まな けり やい けね え。 全く 子供 を 生 

まなけ り やい けね え。 

五 人の 女 ァハ、 、ゝ。 

C たしぬ けに 下手から 村の 男 宇赏走 つてく る。) 

宇 Ja; オイく ァレ はなんだ く。 (ト 天，^ 指す) . 

戸 SI  (見上げて) ャァ/ \. 妙な 鳥が とんで くる ぞ。 

$ どうやら 人間ら しいの だ。 

た、 ら でも 人間が 穴 H をと ぶなんて ， - 

宇 g 風 ァ ン な 鳥が ある もの か。 こつ ち へ とんで くる、 氣を 

つけ to。 

ま： T 兒 ァ レエ、 人が 大か らふ つ てきた。 

女  一 GI ァ レエ、 ァ レエ。 

戶郃 ァ リャ 雷が 戶 f おひし て 落ちて きたの かも しれね え 

ぞ。 へそ を 出すな。 


( 一 同 口々 さわお 、逃げ まど ふ 中、 上手に 水のお 

が 折れる H ライ 音が した かと 思 ふと、 久 来の 仙人が コ 

口/ \ ころが- リ 出て 氣趟 すろ。 1 同額 見合に ぜ、 、、は 

ご は 近づく。 やがて 宇 ^G; が 「、、いつは 氣！ ^した。」 と 手 

眞 似て 知ら せる のて、 一 同 安 心する。 

「人 問 だ。」 と 各自 眼と 眼て 云 ひ あ ふ。 宇 EH; 手 la! 似て 女 

に 水 持って： いと 云 ふ。 加 价太は 十； 器の 壶か ら殘リ 

の洒を W 人の 口 に押 しこむ。 女達 は 布 しめして きて 

较って水ん、1^^にす。 そして 左右の 手、 左右の 足， ^額て 

}fj 人て さすって やろ。 その 中 仙人 目,^ さまし、 此の 有 

樣 に おどろき、 .E 分の 手足ん さすろ 女 LLS はずしが み 

つく、 一同お どろいて， とびのく、 仙人 手 あた リ次 is. 

に 女ん：，； 3 はんとして 男に さ へャ、 られ る。 女た ち 背くな 

る。) 

宇賀 (ゃっと：！^^^切ろ) ぜ、 ぜんたい、 ぬし はなんだ、 

鳥 か、 けもの か、 化^ か。 

久来 化物？ 

た、 ら ァ、 口 を 利いた。 

久米 口 を 利いた？ 利く とも. わし は 人 間 だつ (ト； い、 ら 

に 迫ろ、 男に 突 、のめされ ろ) 

宇， な、 なに をしょう とする の だえ C 

久. 米 (女逮，^?見まはし) ぬし 達が いとしい ばっかりに、 
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太から とんで 下りて きた、 なぜ、 そんなに つれない の だ。 

まリ兒 ほんに 人間に ちが ひない のかえ。 

久来 人間でなくて、 ほかにな に。 

さ V- ら でも 鳥の やうに とんだり して。 

え * ァ、 ぬし もい としい。 ぬし も か あい、。 (ト 女達に つ 

iv 、まと はう とする) 

戶部 ぇゝ人 問に 空が とべる もの か、 おのれ 鳥の 化物に ち 

が ひない。 (釣 华.. V ふり 上げ) かう かく。 (ト 打ちのめ 

す) 

久米 い、 ァ イタ、 ァ イタ。 

(仙人ん-打って 迫 ひまに マ、 ぃス /\可 笑 味 ぁリ、 ト 

ドー 一： 人の Sf;;lLl さん.， 打 たれる。 ト 下手 rs リ 修行者 

甲乙 とんて きて 仲に 入り、 仙人，. 抉け 起す。) 

甲 t£ つたく、 え、 危ない、 なに をす る。 (ト 仙人 1^ か 

ば ひ) コ レ この 着物が H にっかぬ か、 俗人で はない ぞ。 

• 理不 な 事す るな。 

乙 佛に； y へる 者と 知らぬ か。 見ろ も無殘 な。 

久来 ァ、 よい 所に きて 下された。 とても 打つ やら 獄るゃ 

ら、 すんで に が絕 える ほど。 

宇 p{ ゥヌ 化物の。 

乙 ナ -I 化物？ 

宇 へえ- コリャ 人間で はなうて、 天から ふった 鳥の 化 


物め。 {- ^を とんで …… 

甲 JK から ふった？ 

こ 空 を とんだ …… 

加 5： 太 ゆだん さっし やるな。 

久米 空 をと ぶの が、 なんの ふしぎ、 おどろく おぬし だち 

こそ 反って ふしぎ だ。 

(甲と乙と 茫然。 やがて ハツと 氣づ き。) 

甲 僭體の 姿で 空 をと ぶと は  さて は、 こなた はァ / 久 

米のお 聖 では ございませ ぬか。 

久米 よう 知って ゐる。 それ はわし の 名 だ。 

乙 では こなたが、 久禾の …… (村 入らに) な、 なんたる 

勿體 ない こと をし でかした。 (村人  一 S びつ くリ、 久 来に 

向 ひ) シテ どこも、 お 怪我 は ございませ ぬか。 

戶部 そんなら 此の 仁 は 化物で はなうて？ 

甲 とんでもない。 尊い 方 だ。 

(衬入 一 同 平伏す ろ。〕 

甲 わざ，/ \> お出で 下され ましたの を、 忝い とも 思 はず、 

逆 まなお 迎 へ 方で、 ィャ 無智 文盲の やから ほ ど 度し難 い 

者 は ござり ませぬ。 何卒お？ = 立 ちませ うが。 

久来 ィャ くなんの 腹 を 立て ませぬ。 

乙 御らん のと ほり 我々 は 未熟な： 修行の 者、 御 尊名 は 兼ね 

兼ね 谒仰 いたし、 折 を？ おて 親しく 御敎 化に 预 りた い と 、 
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心に かけて をり ましたと ころ、 今日 計らず 此の 在所で 御 一 

目 ど ほり、 これ も佛 のお 引合せと 存じます。 

甲 か やうな と 一 」 ろで 御說法 を聽聞 させ て ！ S. き ますこ と 

は、 いかめしい 佛 のみ 寺の 中と は 趣 も か はり、 かへ つて 

古への 聖を しのぶた よりと、 なつかし- 「ござります。 幸 

ひ 愚昧な 里 入 を も 敎比游 ば されて 下さり ませ。 

ひぎ や-つ 

乙 殊に 前代未聞の、 飛行 自在の 神通力 を會 得な された 顚 

末、 お聞かせ 下さり ませ。 コリャ (ト村 人に) 人 問のお 

S は 

身で な、 鳥の やうに { 仝 をと ぷ術を お究め 游 ばされ た 物語 

を、 お話し 下さる の だ" 

村人 一同 ホウ. ：… (ト Si 嘆す ろ) 

久来 ハ、、 、 、。 {み をと ぶこと を、 大層 六づ かしい やう 

に 心： ^£ て、 わし を聖 の. 仙人のと 噂 をす るが、 たか 鳥で 

さ へ { へ をと ぶ。 H 組の 大きな 人！ i に とべ ぬ 事 はない 害、 

魚 同樣、 水の 中 さへ 泳く ではない か。 

甲 それ は あまり 御 乘？！ 1^ かと 存じます。 道 を 究められた 高 

德 の 善 智識 の ほかに、 たれが； S 仙 の 境涯に 達せられ ませ 

，つ 0 

久来 サ その 道 だよ。 わし は元來 は、 その 道 を 究めた さに、 

こ V から 程遠から ぬ 宇 妃の龍 門 寺で 髮を 下し、 I 亡、 裟衣を 

身に つけて 戟夕 殊勝 G 今ハ佛 一一 一 昧に日 を 送 つた。 元々 わし 

は 先 fse -々、 劍を とって 帝に 仕へ まつろ 久 米の 一族に 生 


れた、 日本の いくさ 入の 中での いくさび とだ。 それが 世 

の 中が 淺 ましう、 いと はしうな つて、 家 を 捨て 世 をす て 

たわけで、 今から 思へば.！ 3； に 無益の； S り だ つたが、 も 

ろ こし 娑羅 門の 面倒な ：® 論 を、 頭を痛め て 讀み眈 つ た わ 

甲 所 は 宇陀の 龍 s: 寺、 義淵 法師の 御靈 場で.，， J ざり ます 故、 

定め て 珍ら しい 敎 へ の卷々 も？ 敏 して ござり ませう。 

久来 ィャ その 珍ら しい 卷々 を讀ん でも、 わしに は 悟りの 

道に 入り切れぬ。 大{ 仝に 雲が 悠々 ととぶ の を 見て、 { 仝に 

あく がれる 心が 起きた。 やがて、 ある 日、 ふと 怫法 Is の 

啼く i 肆を き、 ム、 鳥に なって 穴 ュに のぼりたい、 と ：2 わつ 

た 刹那、 身 は ひとりでに 地 を はなれて、 フ ハ くと、 宙 

に んだ その 面白さ、 ァ レ ョ/ \ と 一 山の 坊主 共、 32 を 

ま はして おどろき をった。 ヮハ、 、、- 、。(卜 火 笑) 

衬人 一 同 ホウ、 ホウ。 (トコ： 喷) 

乙 さ て は 生身 のま 气 み佛に なられた の で ノ J ざり ます か、 

©1 一一 曰 秘密 の 深奥に 、もしゃ 飛， 仃の m を說 いて をる か と 思 

ひました は 我等の 淺 はかで ござりました。 

甲 誠に 前代 未 IT 祌變奋 特に 存じます る。 

た、 ら そして その {仝 を とんだ ときには、 どの やうに 面， 3! 

かった ことかえ。 

ぁ告 つ ほんに 私 だち も ！ 寸 かりに …… 


ノ'、 fill の 來久 
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甲ァ、 コ レ どうして ぬし 達に。 

乙 IS かに。 (ト 制して) そこで •：•： 

久来 せって みれば、 いっかう に：. S.C くなかった よ。 始め 

の 中 はた^ と. ふだけ でも 珍ら しか つ たが …… 

乙 ハ ハツ。 

久来 その ai5:。 天 は 鳥の 住む ところ、 人 SI の 住む ところで 

はない。 始め わし は、 都の 者 どもの 有 樣が呪 はしく、 嵩 

じて 地の 上がい と はしうな り、 厭離 土の 一念 M 起して 

佛 門に 人った が、 今 31 に 至って 始めて. 人^の 住むべき 

誠の 地の 卜 を 知った の だ。 欣求淨 土と は卽ち - J 、だ。 

乙 こ X と 仰し ります る は。 

ひ：？ 5.5 

久米 今： a はじめて、 こ、 の 空 を 飛行す る 巾、 たまく 下 

お tO  だ 

を兑 下す と、 此の 仁た ちが、 あ、、 人間 本来の 邪念の な 

い 姿で、 たは むれ 游ぶ樂 しさ、 まして、 そこらの をな ご 

どもの の. ！ さの ゆかし さ、 なつかし さ。 

5- え、 つ。 

久米 そのいと しさ、 か あゆら しさ、 高い ところから 見る 

ばかりに は耐 へられず、 一 氣に^^からとびぉりて. …： 

m. で、 では 此の 女子 どもの 白い 脛に n がくれ て …… 

< ^来 わし は. nr 分が に 生れた w 緣を 悟った。 萬 物流 轉の 

大 W 綠を つた。 ィャ人 g とい ふ もの は …… 

乙 おだまりなさい。 それが なんの 悟り だ。 


甲 言語 道斷。 なるほど 里人が 天から ふったと い ふ も 道理、 

みだり が はし い ー惱 故に 神通力 を 失つ て、 下界に 落ちた 

に麵 ない。 

久 * 落ちた ので はない- ド りたの だ。 女子 どもの 手 を： 

ると、 鳥の 化物と 云 ひく さる。 男 共 は 荒々 しく …… 

甲 え、 だまれ。 あ.^ せっかく 神仙の 境遇に 半ば 至り 得た 

仕 合せ 者 も、 女子の 色に 心 迷って.， 憂き 名 を 末^に つた 

へる のか。 見下げ果てた. 他人 ごとながら、 殘念 でなら 

ぬ。 (ト 悲憤の！^," ぐ ふ) 

久 来 見-下げ 果てた？ 昨日まで は 龍 門で 見上げられ、 今 

ni は 見下げられる のか、 まだ 悟り を ひらかぬ 者 は、 これ 

だから t 威の 毒 だ。 

甲 え、 かやうな 奴に 頭 を 下げて、 思へば 口惜しい。 (卜久 

来の 仙人 KJ^ 打たん と マろ、 乙が とめろ、 蹴らん とすろ、 

乙が とめる) プッ、 酒く さい。 おのれ 飮， 約戒 まで 犯した 

な あ、 足蹴に する も 足の けがれ だ。 

乙 立 去らう。 物言 ふこと、 せ 口の けがれ だ。 

甲 然し あまりと 云へば  

乙 琉石 末世 は爭 はれぬ、 雲の あいまから 仙人が、 女子の 

白い 脛 を 見て、 踏み外し て 下界に 落ちる と は … … 

久来 I 洛ち たので はない、 下りた の だ。 

甲 え k まだ つべこべ …… 
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乙 ハ 、 、笑止 千 萬 だ。 笑って ゆかう。 ハ  。 

甲 バ 、 バ 力な 奴が …… 

(甲と乙と 下手に 入ろ。 村人 ども 狐に つま、 れ；： 心、 

仙人 は 立上り、 あう むがへ しに。) 

久来 フン、 バ 力な 奴め …… ハ 、、、、。(卜 快活 LI 笑 ひ) 

さて 鳥で もない、 化物で もない、 た^の 男と 合點 できた 

な、 ぬし 達 はみ な 美しい、 nl 元に 堕の こぼれる やさし さ、 

口つ きの ふくよか さ、 わし も 今日から こ V で暮 さう、 ぬ 

し 達のう ち、 たれで もよ い、 わしと 一所に 此の 在所で …… 

宇賀 ナ、 ナ 1 一 を、 よしんば 人間に せよ "半分 鳥の 化物 だ、 

いつなんどき、 どんな 恐ろしい 事 をしょう もし れん。 (女 

達に) ゥッ カリ そばに 近よ ると、 宙に 引き上げられ てし 

まふ だよ。 

加 伊太 早く こ > を 出て ゆけ。 

戸部 さう とも、 こんな 危ない 奴が ゐて は、 女ば かり か、 

おれたちまで も。 

宇賀 全く だ、 早く 追 ひだして。 (ト 前の 举ふリ もげろ) 

久来 (哀れな 聲て) ま、 まって くれ、 さっき さんぐ 打 

たれた ので、 肩 も 痛し、 腰 も 痛し、 立つ に 立た れん、 ま 

つて くれ。 

宇 と 云って ゥヌは  

久来 修行者 共に は、 わし は 少しもお どろかぬ が、 ぬし 達 


に は、 言葉 を 返す 力 もない。 ハ テサテ なまじい. S なぞと 

ベた のが 災 ひだった。 ィャ 宇陀の 龍 門で、 無益の 學問を 

した ことが、 そ もく  一  の 誤り だ。 都 をす てた ァノ 時 

は、 なぜ その 足で こ、 に はこなかった か。 今に 至って 鳥 

にも なれず、 人に も なれず、 大ト： 大ド 東西南北、 身のお 

きど ころない： 一- 界の すたれ 者 、 返ら ぬ 昔が うら めしい、 

徒らに 年を収 つた。 

戸部 なに を 一人で 云って るの だ。 

久来 (氣 1^ かへ て〕 然し 思へば、 わしょり あはれ な 者 も 

ゐる わく、 まづ都 方の 役人 どもの、 名 g 利欲の 奴と な 

つ てみ づ から 欺いて 暮す 者に 比べれば、 わし はよ つぼ ど 

仕 合せ だ。 また 龍 門の 坊、 どもの、 ャレ聖 の 仙人のと、 

、 J の すたれ 者 を禮拜 する 馬鹿の 骨頂 もゐ る^の 中た 、 ィ 

ャ まだす てた もので はない。 ハ、、 、 、。 鳥の 化物と 怪 

しむぬ し 達の 質朴 さが 尊い、 その 素 i はな 心なら、 せめて 

五 人の 中には 一人で も、 わし をい としう 思うても よかり 

さう だが。 

戸部 どんでも ねえ、 こり やみん なおれ 達の 大事な 女 ども 

だ，， 

加 5. 太 なんで ゥヌに 食 はせ る もの か。 

久来 めつ さうな、 なにも 食 ふので はない。 

宇 ？風 え 出て ゆけ、 行かない か。 
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戸 It まあ、 も-つ 一度 とんで 見せろ。 

久 * とぶ の は 二度と 御免？； ガ るよ。 

た、 ら もうと ベな くな つたの ねえ。 

さ V ら きっと さう だ よ 。 

久米 ナ -1、 ぬした ちが とんで 見せい とい ふの なら、 いつ 

でも とんで 見せよう とも、 それり やもう、 ぬした ちの 望 

みなら。 

戸部 (ふ、^  一^〕 いらん わい。 まだ そこ を 立たぬ か G 

久来 ま k  。(ト 制し) 仕方がない、 こ、 において くれぬ と 

あれば、 出て ゆかう。 (立" 上ろ) サテ 東へ ゆく か、 西に 

する か、 ャ、 鮎 を. 収 つたな。 (ト魚 龍.^ のぞき) 1! 日 さうな 

 ナル ホド 此の 川で、 然しよ くま ァ こんなに。 

戸部 おれが S 、つたんだ よ。 

夂来 へえ、 よくぬ し なぞに …… 

戸部 この 野郎】 

久米 (布ん-. 見て) ハ 、ァ、 これが さらし をった 布で あつ 

たか、 流石 女 一. r の 手 わざ だけに、 雪の やうに ら かなの 

もし ほらし い。 

ま.： r 兒 ァレ さはって は。  • 

久来 さはらぬ く。 (ト しゃがみ つ V) 然しよう これほど 

までに …… この 布 はぬ しの かえ。 

おさつ (た、 らん 5^ し) 此の 人の だよ。 


久来 ホウ、 如何にも ぬしの ものら しい。 ならう ことなら、 

わし も 此の 布に なって、 やさしい 手に さはり。 (ト云 ふと 

宇 I 凤 が竽. ふり-,? げろの て 立上り) ャレ ffi て ゆく とせ 

う。 それなら これが お別れ だ、 さらばく。 (ト  一 E に辭 

傻す るト 被け た 袖が. u ラ する) ハ 、ァ、 こり やさつ 

き 天から 下りた 時、 木の 枝に ぶっかって 引き裂い たの だ 

な。 たった 一枚の m5 物だった が …… とうくな にからな 

にまで 裸になった。 サッ パリした く。 (ト 袖.^ まくる 

と 血が つ いてね る) 

S ャ、 その 怿我 は、 おれが つけた か。 

夂来 木の 枝に 突かれた の だ。 なんの 木の 上に 落ちた の だ 

らう。 ャ さらば/ \.。 

た、 ら ァ、 あの 私の さらした 布が 入り用なら、 持 つ て 行 

つ て もい V の だよ リ 

久来 …… 

た^ ら わえ、 ぬし は 自分で とぶ ばかりでなく、 人 もつれ 

て 空に 昇れる のかえ。 

久米 わけの ない。 

た V ら で は、 私 も； 寸昇 りた いのよ。 

久来 望む ところ だ。 

た、 ら ァ 、嬉しい。 

久来 ァ 11^ い、 生 を …… 


6r.8 


人 仙の 来夂 


(ト久 来の 仙人 尻餅^つ く、 た、 ら驩け り 介抱す ろ、 

1 同 然。) 

— 幕 


額 田 六 福 篇 
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陣出 


史 


出 


(三 幕 五揚) 


登： 場 人名 

一 一階お .信 濃 守の 息女 渚 

秋 田 城 之 介の 嫡男 小 太 郞淸澄 

一 讓 鎮守 範長 

秋 田 城 之 介入 道淨心 

北 條相模 守 時宗 

曰 連 

同日 朗 (B 蓮の 弟子) 

宇都宮下野守^„1;綱 

信 湾 守 妻 初瀨 

同 娘 小 百 合 (诸の 妹) 

侍女 若荣 

百姓 與 次兵衞 

港の 乳母 お 里 (與次 丘 ハ衞の 娘、 若菜の 母) 

その 娘 お 袖 (若菜の 妹) 

かね あ. W ら 

他に、 北 i 藏守義 政、 文章 博士 源 t 早、 二 

階 堂の 家来 友 平、 秋 田の 家來幸 兵衞、 百姓 與 


作、 諸 大名、 武士、 軍兵、 巫女、 侍女、 村の 

者、 町の 者、 旅人 等。 

場 面 

第一 幕 第一 場 鎌 倉 鶴 ヶ岡 八幡 一呂の 社頭 

同 第二 場 二階 堂ケ 谷、 信 濃 守 の 邸 

第二 幕 名 越の 里の 農家 

證 一幕 第一 場 鎌 倉 幕 評定 所 

同 第二 場 嫌 倉 由 比ケ濱 

時 

弘 安四 年 春 一 一月より、 同じく 五月 初旬まで 


第 

第 


一 幕 

一 場 

登場 人. ぬ 

秋 田 小 太 郎淸澄 


信 濃 守 妹娘 小 百 合 

侍女  若 一. 采 

他に、 A&K の 巫子 錦 木、 小 太 郎の家 來幸兵 

衞、 余賫、 往来の 老若男女、 武士 等。 

場 面 


陣出 
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鎌な： g ヶ岡 ス播 社頭の 往還。 

上手 奥 斜めに 大 なる 石の ^31515。 折り 廻して 玉垣。 下手 

は 社家の 泥。 正面 は 杉の 並木の 稍 > ^透かして 野と 山 

弘安 w 年 二月。 肝の 返々 に 梅花。 上手 A? 居の 中、 下 

手 築 の ヒ i リも 同じ 花の 1 枝 二 枝 春，^ 魁け たり。 

近、 き顷。 思 ひ/ \ の 服装 1^ したろ 老 男女、 思 ひ 思 

ひの EliJ--,: 忙し 叙 LL 行き交 ふ。 やがて 其 中の 一人が 立 

佇って 不- お^に 空.^ 仰ぐ。 と、 一人 二人 三人 四 人 …… 

吸 ひ 寄せられろ SIlL して. I ル 佇リ、 53 じく 空 1^- 仰ぐ" 鳩 

の 昔 淋し。 

男 もう 見える か喃。 

老爺 いや、 まだ：0^ぇぬ。 しかし、 もうかれ これ 申の 刻下 

りお や。 毎 曰の 様に 光の 强 さが 硏す 故、 今日 あたり は 日 

が 落ち 切らぬ 先に 見える かも 知れぬ。 

女 星月夜の 井戶 では 、甕 も 見える と 云 ふ 事で ござります e 

老 5^ あ. -。 やがて こ- --ら でも 見え 出す であらう。 (溜息 

, ^して) 恐し い 事に なった 喃。 

-rtc こ 

男の 二 ほんに 恐し ぃ事ぢ や。 俺 は 死んだ 魚の 鋭の？ mi^i あ 

の iagi の 鈍い 光を兒 ると、 中の 血汐が 一 度に 凍てつ い 

て 仕舞 ふ 樣に思 はれる。 


わし  i 

男の 1 俺の 心 は あの 長い 蒼い 尾の 中へ 吸 ひ 込まれて 仕舞 

ひさ うぢ や。 

男の 二 それで ゐて 夜毎に あの； i 星 を 見ねば 氣が濟 まぬ の 

.ぢ や。 

.sou 

男の 一 あ X、 曰の 暮れから 夜明けまで、 鳥；^ の 間 も 目 を 

放さずに 見詰め て 居ねば 瘤お そろし いの ぢゃ。 

まへ じる せ 

老^ 何の 前兆 ぢ ややら I— 心が \ りな 事ぢ や。 恐し い 事 

ぢゃ。 

皆々 あ 、一- 

(沈 默。 鴻の 鳴く 音。 やがてけ た、、 まし. V 、羽音と 共： J- 

稍の 培 一時に 下手へ 飛び 行く。) 

皆々 お X  。 

(驚く。 や がて 肩 や 手に 纏 ひ 付く 鳩， 屮 優しく； -3 ひなが 

ら、 八 極宮の 巫女 銘木 、(下げ 髮、 白の 狩 衣、 饼の切 袴) て 

出. つ。 績 いて 二階 堂 信 濃 守の 妹娘 小 fa 合、 0H ハ歳、 被 

衣、 喪裝 束) 侍女 苦茱、 (十九 歳) 出 づ。) 

錦 木 (笑 ひながら 培 を 追うて) ホ、、 これ 御覧 じ ませ。 

朝夕 姿 を 見知って ゐて、 私が 參れ ば、 この樣 に 何時も 馴 

れ 親しむ ので ござります。 

小百合 (首肯く) 深山の 猛き¥、 馴らせば 馴る、 世の 

敎へ、 鳥 も獸も 眞の心 は 一 つと 見えます る。 

若茱 さ、 その 眞 のお 願が 首尾 好う と どいて、 ぉ鱧詣 にお 


T3 あ i せ 

出 でな される お供が かなうた、 若菜 も ほ ん に 幸福な 生れ 

で ござりました。 

小百合 其 幸福 を 自らと 比べよ 5 とて か。 ！ 願うて かな 

はぬ 緣とは 思 はね. と、 寸善尺 魔の 世の 1 や 日 顷の 勝；；. 熟 も、 

戀故 愚に 還 へ ら せられた 姉樣の 心 を 推し て は， 妹 ぢゃも 

の、 三七日 は 愚か 百日で もチ 曰で も、 詣り績 けようと S3 

うて ゐ ました。 

錦 木 其 御 志が 神樣へ 通じいで 何とし ませう。 冗 ひのお 家 

の 血統な り 家. おなり、 比べ 樣も ない a{ い 緣と、 祌樣 へお 

あはせ 

K 次す ろ 私の 心 も， 共に お 幸福 を 祈つ て をり ました。 

苦茱 武藝 なり If 問な り、 鎌 倉 一 と 云 はれた 小 太郎樣 と、 

名高い 師の から^け 出た 樣 なお 姬樣 と、 一 緒に お 

添 ひなされ たら、 鎌 倉の 晝 はも そ つ と 明るうな り ませう。 

錦 水 ： 花 も 香 を •！？ しませう。 結んで 落ちた 情の 露 は、 やが 

て 黄金に も 王 にも 勝 つ て ts;  く 輝き ませ-つ。 

^菜 それにつ けても 小 W 合 のお セ 5 の； しさ 豐 かさ、 姉 

樣の 爲 めなら 千日で も 詣り續 け よう と 仰 有 つ た 今のお 言 

葉、 伊豆の 山々 に 湧く 揚泉 でも、 斯う？ J ク没 みきって は 

をり ますまい。 

小百合 (押へ て) あこれ、 心 ある 人 も iw いて 居よう ぞ、 

目の あたりに 其 入を稱 へる は、 正しい 道で はない と 云 ふ ， 


S ぢ やと 申して —— 。 

小百合 (遮って) 何のく、 こればかりの 事 を その 機に 

云うたなら、 赏め ると 云 ふ 言 1 が 腹 を 立てよう。 父上、 

舟樣、 她樣 のお 爲め なり や、 こればかり か、 身 も 命も摔 

げ盡 さう ぞ。 11  (錦 木に) $f 木 どの、 いつもの 樣に祌 

前へ 案 內 して 下さり ませ。 

S お、、 思 はぬ 無駄に を 過し ました。 さあ お出でな 

され ませ。 

( 錦 木ん. - 初め 皆々 上手 ft- 居の 奥へ 人る。) 

男の 一 (见 送って) 二 ^常 1 のお 娘御ぢ ゃ喃。 

男の 二 今の 話の 模樣 では、 愈々 秋 田 様の 御 と緣 組が 

定 つたと 見える。 

男の 一 巫女 殿が 云うた 機に、 ほんに おい 緣組ぢ や。 北條 

樣も 一 汐と 安心で あらう。 

男の 二 あ. -、 あべこべ にあの 兩 家が 睨み合 ひで もしたら 

お ほご i 

大變ぢ や。 雙方 名に 負 ふ 大名 ぢ やで、 どの 樣な 穴が 幕 

の 礎の 下に 明かう かも 知れぬ。 

男の 一 あ、。 

女 それにしても， 緣組は 一生の 大事、 首尾 好う か なうた 

め？！ せ 

お 人 は 此の上 もない 幸福な 事で，. - J ざん せう。 

1>£ はせ 

老爺 (重く) ぁ&、 幸福な 入に は 何もかも 幸福に 兌え る 

のぢ や。 .  一 
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金 <fe 老 金 老 < 老 


せ々 え。 

S あの人 達に は どの 樣な 星が 現 はれようと 苦に はなら 

ぬの ぢゃ。 

ゆ：：々 あ > —ー 。 

(W! し 忘れて ねた 舞 sjl の 事が 又 人々 の 頭に 返ろ。 短い 

間。 上手 リ金资 風の 男、 旅 姿に て 足早に 出て 來 る。) 

$  (空，^ 仰いて) お、、 今 中せ も 亦 現 はれた な、 

？ えつ 0 

(思 はず 後へ 振り返ろ。 ^面 杉の 稍， ^透かした 空 に 薄 

く啤 2^1 の^^ はろ。) 

金お 今日は 昨日よりも 亦 早い な。 明日 は 一 層と 1!!!> からう。 

次第に 延びる 春の 日と は 反對ぢ や。 やが て 日の 光 を 奪 ふ 

かも 知れぬ。 

m  (その 方ん 見て) お前 は 金 資殿ぢ やな。 

お 如何にも、 諸國を 11 つ て 歩く 金 商人で- /さり ます。 

爺 して 今度 は どこ を 11 つて ござった ぞ。 

0  奥から 今戾 りました。 

き え、 ^奥から 11 。 そして あの、 .IM 奧で もこの ii 星 

が 見えます るか 喃。 

资 白 河の 關を 越す 頃から 見え 初めました。 

爺 すり やそこ でも 同じ 樣な 不思議が —— 。 

资 それば かり か、 ^はもつ と 不思議な、 もっと 恐し い 


もの を 見て 来ました。 

老爺 え、、 あの ii 星よりも 外にな" 

0 さ うぢ や。 俺 も 小さい 時からの 金 商人で、 何十 年と 

なく 諸國を 遍歴って、 樣々 な 不思議 を 見た が、 あの 樣な 

事 は 初めて ビ あった。 

(繁 石-,, L 腰.^ 掛けて 靜か に 語り 出す。 昔々 其 周 園に 蹂 

つて 開く、)〕 

i け 

0  (指ん-折って) もう 三月と 半になる。 霜月の 末ぢ や。 

丁度 商賫 をしながら、 奥州の 果、 外ケ濱 まで 行き か、 つ 

あ ひ 

た tl; 垂の 灰色の 夕暮ぢ や。 道が 山間から 急に 濱邊 へ 出る 

と、 其處に 黑 山の 樣な 人が 寄り 集って、 何やら 口々 に 罵 

り騷 いで ゐ た" 

皆々 —— 0 

金 K 何事 かと、 何氣 なく 立 寄って 不阔 足元 を 見る と血ぢ 

や. 1. 。 

ゆ；：々 ぇッ 0 

金資 血汐ぢ や 。何 萬 縛の 茜 をと かし て もさう はなる ま い 。 

何千 萬 入の 人の 血汐を 流したら あの 樣 になる かも 知れ 

ぬ。 侮の 波 は 燃える 樣に 赤かった。 

？ お、 — 0 

金賣 思 ひなし か腥ぃ 風が 面 を かすめる。 人の 輪の 中には、 

一 一間 餘の 大きな 魚の 死骸が 橫っ てゐた それが 喃 11 。(息 
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吞んて 人々 見る) R も 無ければ 口 もな い 奇怪な 姿ぢ 

や。 そして 大きな 鯖と 尾と があって、 錯 びた 銀色の 瞵に 

は 何やら 文字ら しい ものが 浮んで ゐた —— 。 

(下手 fs リ若さ of- 出. つ。 立って 開く。) 

金寶 けれども、 何と 云 ふ 事 やら is 事 は 出来なん だ。 何 

と 云 - 、. 魚ぢ や と閗 いたが、 濱の 者 も 兒た事 も閜 い た 事 も 

無い と 云 ふ —— 。 果て は 問 ふ 者 もな く 答 へ ろ 者 も 無く、 

縛られた 様に 身動き もせずに 立ち 盡 した 11 。 

若者 (^然と) 話 は それ 丈け か。 

金賣 (チラと 其方.^ 見て) いや、 それで はすまぬ。 又、 

それ 丈け の 不思議が あつ て 無事に 濟 まう 道理 はな かつ 

た。 (語 氣ん 早めて) 果し. て 其 夜から 得體の 知れぬ 恐し 

い 病が 琉 行り 始めた。 

皆々 お X 。 

金 K 先づ 第 ； に 其 魚 を 見 つけて 濱へ 引き上げた ST が 死ん 

だ" 其 野邊. 途 りの £意 をす る 間に 其 女房が 死んだ、 子が 

鶴れ た。 それから は 風が 朽 木の 林 を 倒す に、 其處 にも 

此處 にも 眞赤 に 血 を 吹 い た 人 の 死； おが 橫 つ た —— 。 

老爺 え、 血 を 吹いて i 「. 

金 K ぉ&、 手 も 足 も、 毛穴と 云 ふ 毛穴から は 悉く 血 を 吹 

いた。 激しい 苦しみ は樓 の間ぢ やが どうす る 事 も出來 ぬ。 

さちが ひ 

そこらの 人 は 只 狂者の 樣に 走り 廻った。 俺 も 品物 も 馬 も 


其 ま、 に、 これ 此 通り 身 一 つで 命から ぐと 逃げて 來た。 

今頃 はもう 其邊 等の 入 は 死に絶えて ゐる かも 知れぬ。 あ 

の 海の 波 はどうで も 人の 血ぢ や。 (空ん 1 て) あの  一 .il! 星 の 

蒼い 尾 は その 人達の 浮ばれぬ 魂の 集り かもしれ ぬ —— 。 

皆々 —— 。 

(短い 間。) 

も 一 わら  おそ..，： 

若者 (冷笑 ふ 様 に) 話 は それ 丈け か。 人の i;,- 怖に つけ 込 

ん でい & 加減な 嘘 は 云 はぬ もの ぢゃ。 

佥 K 何ぢ や。 (立ち上ろ) 目の前に- 兑て來 た を 嘘ぢゃ 

と 云 ふの か。 話した とて 話さぬ とて. GE 分の 益に も 儲けに 

もなら ぬ 事で も、 こなた は嗨ぢ やと 云 ふの か。 

て あ ひ 

若者 お、、 世に は 只 人 を 騒がして 喜ぶ 多いで な。 ふ 

ん、 何處の Li に 赤い 潮が さす もの か。 

金 K  (カクと して) よし、 作り事なら 作り事に してお け。 

^は 日. K 中 を 跨に かける < &賣ぢ や。 

(いさな リ 打って 掛ろ。 ^々驚きながら 支へ ろ。 上手 

. ^リ^ H 朗、 三十 二三 歲、 赏素 なろ 衣、 銷代 笠，^ 冠ろ、 

靜 かに 歩み 出 づ。) 

老爺 あ、、 よい 處へ 坊樣が r ケん た。 その 様な 事が あるか 

無い か SM いて 見よう。 (呼ぶ) もし、 もし  。 

日朗 お、、 愚 as の 事 かな。 (笠，^ 取ろ) 

老爺 や、 お前 は 名！？^ の 11 。 
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お- さ. * や 

(少しく 意外の 面 持。 々甚ば 9 風に 私話告 合 ふ。) 

H 朗 (微笑ん て) ほう •  is の曰朗 なら 御闭は ござらぬ 

かの。 

老 5^ はい、 いえ その 11 0 

しかし、 お.； ias に 川が 無うても、 日朗 はお 身 達に 用 

が あるの ぢゃ。 耳 を iuf つても 說きき かせる。 この 日朗は 

お. せ fji を 地 31 に見棄 て、 おく 率 は出來 ぬ。 . 

¥ —— 。 

00  (g 然と) 今- 佛無 間禪 天魔 11 。 邪法に.？ I はされ て 

何時まで 俊 い 迷 を敏け る の ぢゃ。 法華經 を it ん じ！^ り た 

るた め、 今猶 1 に逼 りたる 國 と 人との 大難 は 何に よって 

防ぐ のぢ や。 

.$ ハ、、 、。又 一 人 狂者が 来た。 何時もの 說法は 聞き 

倦き た。 間き 足った。 (去らん とす〕 

S キラ 乙 や  】< 一-い 一， 

B 朗 止め ズ) 先づ 待た れい。 狂者 もよ し、 賣 as と 

呼ぶ も& 許が 儘ち や。 さりながら (天.^ 桁して) あの s.t 

星 は 何の 爲 めに 現 はれた と 思 はる 、ぞ。 

S —— 。 (思 はず 空 仰ぐ) 

tn 朗 (や ゝ靜 かに) 國土  m れんと する 時 は先づ 鬼神 現 は 

ると 仁王 經に說 かれて あるの はこの 事ぢ や。 鬼神と は 諸 

諸の 不思議の 事 ぢゃ。 去ん ぬる 正嘉の 大地 fer 大 饑飢、 

今 又 あの の 現れし 事 等 • 引き 績 い たる 天 地異 は 、 


そ も 何の ため に 起り し と 思 は る X ぞ。 

皆々 . —— 。 

tn 朗 佛 罰の 前兆 ぢゃ。 皆 之れ 邪法 を 信じて、 今 賜刖ー 時 

の樂しみに久.；1^|の法^.|^を忘れたる人々 の上に、 やがて 落 

ちお. る .. てい 佛 罰の 前 „ ^ぢ や。 

老爺 (進み出て) すり や、 金 K 殿が 云 はれた 様に、 あの 

恐し い 病が こ  > -らへ も 流行 つて 來 るの で..， J ざり ます か。 

B 朗 それ も あらう。 が、 それば かり か、 今 法 華經を 信じ 

て、 上下 心 を 一 つに して 防ぎ 守らず ば、 此の 二つと き 

尊き 日の 本 は、 異！ I の 敵に 薪 ひ 取られよう ぞ。 

若者 ぇッ、 その 異 lil とやら は —— 。 

日朗 云 ふまで も 無い 彼の 蒙古 ぢゃ。 文 永 以来 巳に 二度 ま 

でも 筑紫を 襲うた。 又 其 中に 襲うて 来よう、 しかも 度々 

の 敗戰に 怒って、 海 を 覆 ふ SiH の 大軍を もって 押し寄せよ 

うそ e 

皆々 あ、。 (云 ひ 知れ C- 恐怖に 打 たれろ) 

た こ- 1 ん K つ i いん 

口 m 卽ち、 J れが他 tiig 退， S ぢゃ。 釋迦牟 尼 世 尊 は 一 一 千年 

の 前に. u にこの 事 を 知って 藥師； i に說き 戒められた。 然 

るに 彼の 相 州 殿 を 初めと して、 武家 諸人に 至る まで、 今 

に それ を 信ぜず 悟らず、 居ながら に！！ の 亡ぶ る を 侍たん 

とする は 何事 ぢゃ、 (叫ぶ) あはれ 人 は 無き や。 眞 この 

國を憂 ふる 者 はなき や。 法 華 經 の 功力 を 信ぜよ。 今 此の 
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敵 を 追 ひ拂ふ は、 この 尊き 御經の 力に 依る より 外に 手段 

はない。 

(ヒ 手. * リ秋田 小 太 郎淸澄 (二十 三 歳、 烏帽子、 直垂) 

つか/ \ と 出て 來 ろ。) 

小 太^ 措かれい 御坊。 入 も 無げ なる 其廣 言、 まこと 國を 

思 ふ 者 は 法華經 の 行者ば かり か。 

日朗 なか/ \。 

小 太^ 亡び 果 つる 國とは 何事 ぢゃ、 蒙古が それまでに 恐 

かひ i ふ くろが，？ 

しいか。 鎌 倉 武士の 腕 は 鐵 ぢゃ。 

日朗 (靜か LL) ほう 1-1 。 

小 太^ 相模錢 冶の 打った 刀 は 千 人の 首を切っても 一?5 こぼ 

れー つせ ぬわ。 何とて 法師の 力 を 借. つう や。 

日朗 なか.//'、 目に 見える 敵 は 斬り 拂 ひ？ おても、 目に 見 

えぬ 心の 敵に 何を以 つて 薙ぎ 伏せら る \ そ。 

H 朗 蒙古 今 は 國の名 を 元と 改め て、 勢 日に 益々 盛ん ぢゃ。 

ち の  ミ けいく  VJ 

國は廣 く 人 も 多く 物資 も豐ぢ や。 一 度 一 一度の 敗 戰に鉢 を 

納める 害 はない。 一 一一 度 大舉し て 來ら ば 何と 召さる、。 

小 太 云んでも 無い 事、 三度 一人 も 殘らず 打ち 拂 ふまで 

ぢゃ。 

m 朗 四度來 らば。 

小 太 f お む處ぢ や。 


B 朗 五 度 来らば。 

さかよ せ 

小 太 r 恥 我より 彼の 國へ 逆.？^ せん。 

H 朗 .一 ハ度、 七 度、 十 度、 百度、 千度 襲 は i< なんと 召さる 

る 0 

小 太^  (慎 然として) 措かれい。 此の 劍は血 汐に飢 ゑて 

ゐる。 沙門と 雖も 容赦 はせ ぬぞ。 

B 朗 (泰然と して) い、 や、 日朗 決して 御身 を 愚弄 は 致 

さぬ。 さりながら、 かば かりの 事に 忍び S£ で、 國 家：. 年 

の 計が 立てられ 申さう か。 

小太郞 む. I 。 

m 朗 百度 千度の E お 後まで 堪 へ 忍んで こそ 眞の 勇者 ぢゃ。 

法 華經を 信せられ い。 外面の 力と 內 面の 力と 一 つに 成つ 

て、 初めて 其眞の 力、 眞の 勇氣が 湧いて 出る のぢ や。 

小太郎 お k 11 。 

日朗 祖師 日蓮 上人が 侖を賠 け て 立 K 安 國論を 害 かれた の 

も それが 爲めぢ や。 然も 龍の 口にて は 首の 座に 直り 給 ひ、 

佐渡ケ 島に て は S に 埋められ 給うても、 猶 今に 失せぬ あ 

の 大元氣 は 何の 故と 思 召さる 。 ！ iJC 法 華 信仰の 功力 ぢ 

や 。日 朗が今 御身 の 怒の 双の 前に 立ち 得た も 其 給 物 ぢ や 。 

小 太^  (語な く 深く うなだれたり) 

B 朗 喃、 蒙古 は 必ず 押し寄せる。 今までの 何十 と 云 ふ 

軍勢で 押し寄せる。 此の 鎌 倉 は 海邊、 明 B にで も將 今に 


陣出 


677 


小 幸 小 幸 


でも、 筑 紫へ も よら H -I -て S く樣こ 、 へ 押し せん も 計 

り 知られず、 其 機に 臨んで 露 驚かぬ 心 を 積まれよ。 南無 

妙法 蓮華 經——。 

r 靜 かに 下 pi- へ 4 一ろ。 二 n: 人の 者 それ！.： 從ふ。 小太郎 

は 然として 猶深さ 思 ひに 耽ろ。 間。 ^の 鳴く 音。 や 

がて 下 乎 i りバ ラ くと w 五 人の 町の * が 走リ來 ろ。 J> 

町の 者 一 大變ぢ や。 大變ぢ や。 

二 今に 戰&が 初 まるに 遠 ひない。 とても 斯 5 して はゐ 

、レ J4J^ 

(口々 りながら 行告 過ぐ。 小 太 郞キッ と 成る。) 

S 戰ぢ やとい。 

今の 古と やらが 早ゃ押 -3^ せた ので は あろまい か。 

男の 一 それ は あんまり 不意 ぢゃ。 

男の 二 何に せい 斯うして は をら れぬ。 

(卜-下 S ひ /(-LL IS りおろ。 小 太^ 一  人殘 る。 遠く i 

リ法螺 の 音き こ ゆ。 し 

小 太^ はて、 あやしき 法螺の 音 ぢゃ。 戰なら では 用 ひぬ 

に —— 0 

(評ろ。 又取亂 したろ 人々。 其 中 LL は 鎧 等 か 着け かけ 

たろ 武士 も 交りた リ。) 

小太郎 お \、 愈々 物々 しき 入の 氣配、 何にもせ よ 只事に 

て は ある まじ。 

I 


(身 椿へ す。 下手 rs リ其家 來幸兵 衞拔- お，^ 提げて 出 

づ。) 

幸兵衞 お、 若殿、 これに ゐ させられ たか。 一大事に ござ 

ります。 

小太郞 幸兵衞 か、 何事な ろぞ。 

幸お 衞 戰ぢ や。 早 御用 意 遊ばされ ませい。 

小 太^ 何、 戰ぢ や。 すり や 蒙古が 押し寄せた るか。 

幸お 衞 いやく、 問： だ 所での 手 違で ござります。 いや も 

う、 雙 方の 親類 緣 者が、 思 ひくに 獲物 を 持って 馳 せつ 

お ほく  G  § 

け ますれば、 雪の下 大倉ケ 谷 あたりの 大路 小路 は、 早 や 

戰；！ I 様の 驛 ぎで ノ  /さり ます。 

小 太 r 郎 待て 幸 兵衞、 心 を 落つ けて 仔細 を 申せ。 問 注 所で 

誰と 誰と が爭 うたの ぢゃ。 

：衞 そり や あの ニ隨堂 様と —— 。 

,郞 や、 あの 二階 堂 殿が。 してく その 相手 は 11 。 

# こちらの 殿樣で ノ J ざり ます 。 

0 何、 お 父上 ッ 11 。 (叱ろ 樣 に〕 幸 丘.、 衞、 逆上せ 

たな。 身が 家来と も覺 えぬ ぞ。 

幸兵衞 え、 これ は 又 異なお 言葉、 何し に左樣 な 11 。 

小 太^ はて、 思うても 見い。 この 小 太郎と 二階 堂の 娘 港 

と は、 早ゃ緣 組の 結納まで 濟ん だ仲ぢ や。 

幸 兵衞 さ、 それ は 誰知らぬ^ は ござり ませぬ。 なれ ども 
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初 M 花の：：^。 ル；？^兑の^！？はー：^らぬか。 

^女屮 の 一 はい、 まだ 誰も 戻り ませぬ。 

初 湖 小：， d 八：： の 迎ひは —— 。 

. ^、女中の 一 それ もま だで ござります。 

初 船 はて 歩み 馴れぬ 女の 足で も、 急げば 早 や 戻りつ く 頃 

ぢ やに、 あれと 云 ひこれ と 云 ひ、 心懸 りな 事ぢ ゃ喃。 - 

(変 はし：^ に 表. ^見ろ。 女^  (十八^、 常の 姿の ま 

まに 描，^?! 9 ろ) 下手 i リカな く 歩み 出 づ。) 

诺 (人々 の 姿，^ 見て ハタと する) や、 母樣 —— 。この 張 

り 裂けろ 棵な潘 の 心 を、 何故 汲み 収 つて は 下さり ませぬ。 

初 瀬 何の/^、 止めら る k 迄 もな く、 今の 今と 成って 何 

の&. を 好まう ぞ。 

诸 すり や、 その SIS な 物々 しいお 姿 は —— 。 

和淑 さ、 a- は 好まね ど、 i:^ 人の 留守 を 预るは 妻が 役目 ぢ 

や。 仔細の 程 は 判らね ど、 今の 問 ：！；^ 所より の 法 進に て は 、 

如何なる 大事と ならん も 知られず、 まさかの 時に、 只 一 

入 にても 邸へ 入れて 狼藉 させな ば、 信 濃 守の 妻と 云 ふ 名 

も、 これまで、？^ きょう ぞ。 

沾 あ、。 

初瀨 さ，^; K ふ 中に 和 女 は 何故 身 if 度 をし やらぬ ぞ。 武士 

...  lav* 

の 家に 育つ 身 は、 叙の 中に 怒ね、 纽の 中に 起きる 身ぞと 

は、 豫 ねての 覺悟。 日頃！ C んだ 長卷の 手練 は 何のた めぢ 


や。 常々 勝 氣と云 はれた に 引き 替 へて、 うろた へた 不覺 

者の 名 を K り やん な。 

诸 (恨めし 氣に見 上. けて) そり ゃ母樣 のお 言 紫と も覺ぇ 

ませぬ。 これが 他との 爭 なら、 其 仰せまで も 無く、 留守 

は 見事に この 身で 守って 見せ ませう。 と は 云へ 父上と 淨 

心樣 との & ひに は、 どちらが お勝ちな されても、 怨に怨 

が殘ろ 道理 11 ( デ、 ソと飾 物ん 見ズ) 妾の 願 は 来  1 皆 泡沫 - 

(泣き伏す。) 

初瀨 あ i。 

说 (やる ぜ 無く〕 勝た せと も 無い 勝ちと も 無い、 この 爭 

を 誰が させた ぞ。 仇に 解け 行く 緣 をば、 誰が い たづら に 

さげすみ 

結ん たぞ" ！ 後れたり とも 卑怯 ぞ とも、 輕蔑は 人の 心 

委せ、 今 { せば かり は 其 長 卷の影 を 見て さへ も、 潘の心 は 

風に 揉まる k 木の葉と 共に、 甲 ® もな ぅ戰 きます る。 

初瀨 (y^,^ 誘 はれて) お、、 道理ち や。 道理 ぢゃ。 無情 

う 叱った は 母が 誤り、 姬 御前 の 身で 良人と 思 ふ は 只つ た 

一 人、 册き仕 へ ろ M5 も 一 人。 この 母まで が 指折り 數 へ て 

婉入 する 日 を ^£ つ てゐた 今日 ぢゃ もの、 さう 思 やる も 無 

理 はない。 

诸 ぁ& — 。 

S 今 間 注 所へ はかな はね ど、 ：A ひの 御身に 怪我 さへ 無 

くば、 この 母が 命に 代 へて、 身 を 粉に 碎 い て も 目出度う 
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せ々 お、。 

(颜.^.见合.f,-て少しくH^f^間く。 ヒ\^<-* リ家來 友 平^ 

"出. つ。 〕 

友. 平 殿樣 ぉ歸砣 で ござります。 

m ぇッ。 して 御 無事 か。 

友 平 何事 も ごさり ませぬ。 

^ そして あの 入 造樣も I 。 

友 平 雙方 とも 御 來で ござります。 馳せ 集まった 緣 者の 

方 々 も 殘らす 引 収られ まし て *、  /さり ます。 

初 瀬 すり や ほんの 一 時の 通り魔 か。 何にもせ よ、 皆お 出 

迎へ中 しゃいの。 

奥 i リ初 瀬と 小百合の 襟，^ 持って 出 づ 。皆々 

i  く 居住 ふ。 やが ズ 上手 r4 リ信濃 守 (五十 四 歳、 i 

$& 腕，^ 紕 みて 靜 かに 歩み 出 づ。) 

i^々 お^り 遊ばし ませ。 

初^ どう あら、 つかと 案じ 過して ゐ ましたが、 何 * も 無い 

さが  l-r\r キ C 

お下り は 祝 着に 存じます る。 

S  (151 につく) む \ 、皆に も 心 懸けさせた 销。 

^  (心，^ 急く) そして あの、 爭 とやら の樣子 をき かせて 

下さり ませ。 

S  OESS やかに) その 心せき は 尤も ぢゃ。 云うて 益な 

き 事ながら、 さりと て 云 はで も かな はぬ 真 故 語つ て 聞か 


せん。 (少しく Dibits? 直して) そち 達 も 知る 通り、 去 

ろ 文 永 W 夾 彼の 蒙古 我國を 亡さん とて、 已に早 や 一 一度 ま 

でも "糸の 浦に 押し寄せた。 其 時 は 鎌 倉より 打ち 向 ふま 

でも 無く、 筑 紫の 武士が 追ひ拂 うたが、 對手 はおに し 負 

ふ 大國ぢ や。 何時 三度 兵 を 集めて 押しよ せん も 計り 知ら 

でん もん 

れぬ。 其 時の 用意に と て 今度お 上より 田 文 を K 調べ よう 

との 御沙汰が 下った のぢ や。 

渚 (止めて) 父上、 その 田 文と やら 云 ふ 事 は I— 。 

信 濃 、む \、 田 文と は 讀んで 文字の 如く、 田 や 畑に ついて 

の 書物 ぢゃ。 卽ち 人々 の 領地の 廣 さや、 そこから 上る 眞 

の 收入 など を 調べ て 出せ と の 御 読な のぢ や。 

渚 ぁ气 

信 濃 其 御 心 は 萬 一の 時に 其 知行 高に 應 じて 兵粮 及び 軍兵 

を 刀？ し 出さる  >- 思召ぢ や。 それ 故 忠義 を 存ずろ 者 共 は 直 

ぐ 樣殘ら ず 斯う 斯うと 明ら 樣に由 立 てた。 それが はしな 

く爭の 元と なった。 

初瀕 すり や、 我家の 領地 を 彼の 家に 所領 ぞ とも 一 > 。 

信 濃 さ うぢ や。 武藏の 川 越の 莊 S ぢゃ C 我 もさう と 書け 

ば 、 秋 田 入道 も 自分 の 領地と 書い て 差し 出し た 。 

初 瀬 ぁ气 

信 濃 さり 乍ら、 一 つ の 地所 を兩 家に て 持つ 可き 害 はない。 

すり や 有 る を 無 い と隱し 立 て した 不忠の 讒は 免れても. 
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人の 物 を 我物と した 一 £ 道 者？ 名 は、 二人の 一入が 受けね 

よしみ  -J ちれ 

ばなら ぬ。 それ 故 日頃の 親好 も棄て X 互 ひの 哲譽の ため 

に 命 を 的に 云 ひ 爭 うた のぢ や。 

渚 と は 云へ 無事で ぉ歸り 遊ばした は、 遂に はお 心と お 心 

とが 溶け合うて  。 

信 濃 (重く) い \ や、 心 は 解けぬ。 

渚 ぇッ。 

5^ 濃 只お 上の 御前 を 恐れた のぢ や。 入道 前非 を悔 ゆるま 

では、 兩 家の，：， んも それまで ぢゃ。 

渚 すり や 妾との^ 組 も。 

信 濃 云んでも 無い 事、 不義 者の 子に 吳れ ようとて 育て は 

せぬ。  - 

诸 あ X。 

00 若菜、 料紙^ を 持て。 

若菜 畏 りました。 

(有 合 ふ 料紙 硯 等.^ 前に 置く。 信 濃 守 は 手早く 何か認 

めて 封， かする。) 

S 友 平、 秋 田の 邸へ 持參 致せ。 

友 平 はつ。 

S 常と は 違 ふぞ。 心 を 据 ゑて 參れ。 

友 平 は &ッ。 (走リ 出さん とす) 

S  (止めて) あこれ、 友 平 待ち や。 (K 人に) 秋 田の 邸 


へお 文と は、 何の 御用で ござります。 

信 濃 問 ふまで も 無い。 緣組 破談の 知らせ ぢゃ。 

S ぇッ、 すり やどう あっても —— 。 

信 濃 お k 重ねて 云 ふな。 武士の 尊む 可き は 信義の 一 一字 ぢ 

や。 

初 液 と は 云へ この 可憐し い 娘の 姿 11 。 (泣き 入ろ 娘 

見ながら 奧に 飾った 亂 れ站, 取って 見せろ) 今日は 明 曰 

はと、 嫁入す る 曰を樂 しみ 待った に 引替へ て、 望み も絕 

えてせ も 心 も 消え入る 樣な この 姿 を、 露 哀れと は 思 召さ 

れ ませぬ か。 

信 濃 はて、 何 を 中す。 世に 子 をい つくしまぬ 親が あらう 

か。 

初 なり やお 心 を飜し て、 あなたと 和睦して 下さり ませ。 

何の 知行 所の 一 ケ所 ゃニケ 所、 失うた とて 事缺ぐ 身で は 

なし、 ：^1s; 出に 與 つ たと も 思つ て、 娘ん 願 を かな へて や 

つ て 下さり ませ。 

信 濃 (語 氣 わらく) 默れ初 獺、 金銀 を 惜む商 入の 心で m 

かな 土地 を， ふと 思 ふか ッ。 (や ゝ穩 やかに い そり や * 

和 女が 願 ふまで もな く、 次第に よれば 今の 所領の 半 を 裂 

いても、 i 情 引出に 與 へまい もので はな けれど、 それ は 互 

ひの 道 を 正しての 上の 事、 さも 無い 中 はたと ひ 一寸の 地 

でも 血汐 と共に 爭 はねば ならぬ。 


信 友 信 友 信       信 友 信诸信 


初 M あ i —— 。 

S 今 改めて 云 ひ 聞かす まで も 無く、  i の 領地 は 皆 御 

先-. 綱 殿の 功の 給物ぢ や。 11 軍と 云へば 當の 敵ば 

かり か、 IS も 風 も i|c 敵ぢ や。 霜 も 氷 も iicif ちゃ。 矢 傷 刀 

m> 其 御身から 流れた 血汐 は、 打 死した 多くの 家来の 血 

汐 と共に、 野末の 草 薬 を廣 紅に 染め出した。 

？ —— 。 

信浪 卽ち 我が家の 領 f は 其 @ い 先 腿の 血汐 と、 大勢の 家 

來の 又とない 命との 結 ag ぢゃ。 其 家來の 一人々々 に は 妻 

もあった であらう、 子 も あらう、 老いた る 父母 もあった 

であらう。 取り も 商さず、 すり や、 親 を 失 ひ 子 を 先立て、 

入に ぼれ た 人々 の 悲歎の 淚の tg: りと も 云へ やう。 かく 

まで (立ち上ろ。 力 入れて： >  かくまでの 思 ひ を 積んで 

殘 された 地 を、 無.： K と 入手に 渡して 先祖へ 何と 云 ひわけ 

すろ ぞ。 

渚 お、、 父上 ッ 11 。 (堪 へ統れ て鎚リ つく) 

S  (^しく其？^".^撫てながら、 奥の 調度 振 返って) 

浙 おまでに W 意が 整うた 今と 成つ て、 不緣 にさせる の は 

不 g ぢゃ。 和 女 故に は 武士の 意地 も棄 て、 やりたい。 な 

れ ども、 今 和 女 を 思 ふこの 父の 心と 同じ 心で、 雷 綱 殿 は 

孫子の 63 めに 戰に 出られた のぢ や。 

0 あ >。 


.1 まれ 

濃 そして 殘 された 家の 名譽ぢ や。 喃、 わかった か。 

—— (幽か に 首肯く) 

濃 友平急ぃで^^れ。 

平 畏 りました ッ。 

(急お、 中 門外 へ 走リ 去ろ。) 

濃 (初瀕 に) 餘の事 は 重ねて、 先づ 衣服 を 改めよう ぞ。 

(下手へ 行き. A 、る。 と、 俄か-, ！門 外にて 聲高く 罵り 

騷ぐ聲 きこ ゆ。) 

濃 はて、 何事な らん。 

(耳.^ 錄っ。 友 平 走リ歸 る。) 

平 殿、 一大事に ござります。 

濃 友 平 か。 何事が 出來 した ぞ。 

平 秋 田の 入道 樣が お越しで ござります。 

濃 何、 秋 田の 入道が 押しよ せた 11 して 人数 は 何程と 

見 ゆる ぞ。 

友 平 いや、 供 を も 連れず 常のお 姿で ござります。 

信 濃 ふむ、 只 一 人 か。 (思案す) 

友 平 入る 入れぬ と、 今 表門で 仲 問 共が 立ち騒いで 居り ま 

する。 

信 濃 (決心して) よし、 これへ 通せと 申せ。 奥、 港、 皆 

の 者 は 間 を 隔て 、遠慮せ い。 

猪 . と は 云へ それ は —— 。 • . . ,  . 
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淨信淨 信 淨 信 淨 


淨心 さ、 それが 御 許の 思 ひ 違ひぢ や。 喃、 聖人に も 過 は 

ある、 過つ て改 むる に 何の 恥づる 事が ござらう。 

信 濃 い V や、 そり や 此の方より 云 ふ 可き 事ぢ や。 然るに 

い まだ に 己の 非 を 悟らず、 反って 我意 を つのられ ると は、 

見下げ果てたる 心鹿ぢ や。 

S  (赫 として) 默れ信 濃、 我が 非 を 飾り 我意 をつ のる 

と は 誰が 事ぢ や。 君の ，§. 前なら ねば、 刀を拔 くに る 者 

はない ぞ。 (や、 一 和らげて) 邸へ 戾り 直ちに 暇 もく 

よしみ 

れず、 斯く態々1^^;^來りしも日頃の親好、 まった 小太郞 

の緣 につな がる 好お と は 思 はれぬ か。 

信 m お、、 其 好 も 緣も早 やそれ まで。 その 約お は 今 を K 

りに 破談に 致す。 

淨心 すり や、 倦く まで もこの i 雄心 を 非と する のぢ やな。 

信 濃 問 ふまで もない。 犬 猫に 吳れ ようとて、 不義 者の 子 

に 大事な 娘 はやられぬ。 

淨心 む、、 面白き 其 一言、 他の 事に て 破， 談 とする 法 も あ 

れ、 不義 者と 緣 組まぬ と あれば、 不義で ない 證據 に腕づ 

くで も 連れて行く。 

信 濃 何と ッ。 

淨心 兩 家の 魔 事 は 鎌 倉 中に 早 や 誰れ 知らぬ 者 もない。 そ 

れを今 故な く 破られ て 身が 武士道、 又 小 太郞の 武士道が 

立つ， M 思 ふか。 .， . ： -  r  :i  ：:  I  i 


信 濃 (押へ て) はて、 よい わ。 何事 も 心得て ゐる。 入道 

一 人で 參っ たは、 我が 思 ひ 違 ひ を 悟つ て 来たので あらう。 

(皆々 下手へ 人る。 入れ 遠うて 上手 i リ友 平の 案內 に 

て 秋 田 城 之 介入 道 心 (丸めた ろ 頭に 烏帽子、 直垂、 

六十 歳餘) 出 づ。) 

信 濃 (他意な き 風 に) 入道 か、 よう ぞ參 られ た。 先づ此 

處 へ 進ませられい。 友 平 其方 は 暫く 遠慮 致せ。 

友 平 は \ ッ。 御免。 

(門の 外へ 返く。) 

信 濃 さ、 邪魔 は拂 うた。 何なりと も 仰せられい。 じたい 

あれ は 地續き 故、 それで 思 ひ 違 はれた の で，、 /さらう がの。 

Q  (突き放す 樣に) 思 ひ 違 ひ は 致さぬ。 

#1 や。 

心 淨心は 左程までに 耄碌 は 致さぬ。 

濃 すり や 何のた めに 參られ たぞ。 

心 御 許が 思 ひ 違 ひ を 正さう 爲めぢ や。 

濃 (キタ と) む.. 1、 又晝の 爭を續 けよう でな。 

心 如何にも、 互の 胸に 落ちる まで は 何度でも 爭 ふの ぢ 

や。 (懐中から 書類.^ 取 出して) これ 見られい、 この 書 

付に も ある 通り、 正しく 我家の 領地に 相違ない。 

信 濃 云 はれな 入道、 最前 も緣 返せし 如く、 全く 我家の 莊 

圜 に まぎれな し。 
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S ハ 、 、 、。 而，：： しく。  二 rac せ-信 還寸と 云へば 少し 

は 心？ はかる トせ ぞ。 ならば 手柄に 恋うて 見よ。 

S: 心 何 をッ、 おのれ ッ。 

(刀 拔 いて 斬って か、 ろ、 信澳 i- 拔き合 はぜて 激し 

く^ふ" やがて^ 心 は 一太 刀^け？ 5 じて 樘と轉 ぶ。 直 

ぐに 止めと 駅け 寄る ,<J<、 渚が 走り出て て 遮ろ。) 

诺 これ 父 嫌 I まあく 待って —— 。 

i え、 危ぃ。 退けく。 

(拂ひ 退ける。 其 隙に？ か 心 再び 立ち直って 刀.^ 合 はす。 

.: ^むろお …… 。 ヒ 手より 支 ふろ 友 平ん 人. v> 返け て 小 太 

耶ー故 Lif_ ^リ出 づ。 此の 有様. 6 见て 驚き 仲へ 割って入 

ろ。」 

小 太^ 父上 ッ、 こり や 何事 —— (手 偽. ^兄て) ゃッ、 傷 

を 负 はせられ たな。 

心 お、 小太郎 か。 無念 ぢゃ。 放せ。 

小 太^ お、、 (崩ろ、 如く) かく あらんと 存ぜし 故、 宇 

都 宮ぉ： 綱 殿 を 顧み 參ら せし に、 時 後れた る殘念 さよ。 1 . 

く；^ L.».-r  it の 

さり ながら き S 邪 正 はおられぬ 今、 E 前 の 親の 仇 は見脫 

がし ^ し。 信 &殿、 免。 

(斬って か， - る。) 

S お、、 天 i= れ 孝子 ぞ。 

(二三 合 打ち合 ふ。 小 太 一郎 信 S 守の 肩 1 ケ 斬る。 信 濃！ 4 


はず 後へ たじ/、 となる。) 

渚 (抱き止めて) や、 父上 をッ。 

(思 はず 懷劍に 手. かけし が、 拔き 兼れ て 恨めし 氣に、 

又 饶し氣 に 小 太郎. ^見 詰；； 1。 下手.. * リ 初瀨. ^初め 女中 

共、 皆 十分 Li, =^ 支度して 出 づ。) 

S や あ、 狼藉な り 小太郎 殿、 かくなる 上 は 是非に 及ば 

ず、 親子ながら 此處 一寸 も 立た せ はせ じ 御覺悟 あれ。 

さ J> め 

小 太 節 お \ 、共に 先の世の 宿命 を 呪 ひ 申さん。 いざ 11 。 

(詰め よる) 

渚 (K け 隔て V) あ もし —— すり やどう あっても 此の 場 

の 事 は。 

信 濃 お. 1 問答 無益。 

心 刀を拔 けば 己が 身が 死ぬ か、 對手を 殺す まで ぢゃ。 

渚 あ、、 (百年の 苦悶.. 一時に 集. S て) S の 玉も碎 けて 

は、 道の 邊に 敷く 瓦 同然 11 どうせ かな はぬ 緣 なら、 い 

つ そ、 斯うして —— 。 

(懐 劍ん按 いて 小太郎 に 斬って か、 る。) 

小 太 f 恥 や、 何と ッ。 

(不審ながら 引脫 して 確と 其 手. ^摘む。〕 

渚 (其 手 持ち 添へ て) 小太郞「^^、 おさらば ッ。 

(自害 ぜんとす 。し 

小 太^ や、 自害 か。 お X、 其 苦しみ は 和 女ば かり か 11 。 
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(Is 然となる。) 

^心 未練な り 小 太郞。 今と 成って 何の 塗 百。 信 濃 殿、 い 

ざ 改めて 勝負々々。 

信 濃 云 ふに や 及ぶ 11 。 

(再 •  ひ 斬リ $g ばんと す。 中 門外-, i リ 宇都せ リれ綱 (四十 

歳、 烏帽子、 直 #:) 走り出 づ。) 

良 綱 上意、 上意に 候ぞ。 信 濃 守 は あらぬ か 入道 淨心 I . 

上意。 

二人 は、 I ッ。 

(思 はず^,^ 納める。) 

嵗綱 (中に 立って) 執權 S. 宗 公の 御仰ぢ や。 武州川 越の 

地に 限り、 向後 一 切の 田 文 無用に 致せ。 

二人 む。 

良 綱 (碎 けて) 今度 兩 家の 爭 はお 上で も 殊の外 御 心痛 ぢ 

や。 先 づ刀を 納められい。 一 合 一 勺の 地 も 多く 申し上げ 

お こ <5 せいしん 

て、 御 S に 立てん とせられし 御 許 等が 誠心 は、 心 ある 者 

は ijc 感じ入り 申した。 綱 かく 罷り越す から は、 誓って 

兩 家の 名 は 傷つけ 申す まじ。 

二人 む \ 11 。 

•a 綱 それとも 上意に 背き 私の 意地 を 立て通さる 、か。 ぼ 

綱の あっか ひ を 不服と 思 召さる、 か。 

1 一 人 さあ —— 。 


貞綱 小太郞 殿、 ともあれ 父御 を^に 伴 ひ <5 ^抱せられ よ。 

お， 3み,； り 

初 瀨殿は 信 濃 守の ハ# 着 護 >  さ、、 時 後れて は 悔むも 詮な 

し、 早 やく/ \.。 

(促が す。) 

皆々 ま  > -ッ 0 

淨心 (小 太郎の 肩に 依って〕 云 ふ 可き 仔細 は趟盡 きね ど、 

上意と あれば 詮方な し。 信 濃 殿 さらば 11。 

信 濃 ぉ&、 後日々々。 良 綱 殿、 御免。 

(小 太^ は 上手へ。 信 # ^守 等 は 下手へ。 跡：.： は 渚と 貞 

綱との み殘 ろ。 洁は 恍惚と 小 太 郞の後 ij- か 見送る。) 

a 網 (呼ぶ) 渚 殿、 1, はて — I 。 

お (ハ SN として) お \  。(恥し き，、 なし) 

良 綱 (微笑ん て) 鎌 倉 一 の氣丈 者と 云 はれた 和 女 も、 戀 

には问 じ；； おい 女ぢ ゃ喃。 

诺 と は 云へ 解けても 解けぬ お 二人の 顔色 は 1 。 

Am はて、 お案じ 召さるな。 (刀の 柄.^ 丁と 打って) 良 

綱 改め て 仲人に 立ち 申さう わ。 

— 幕 — 

第二 幕 

登場 人名 
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與 お 與 お 


小 太 郎 i^s 澄 

巧 姓 與次 ぉ衞 

S お 里 

娘お 袖 

© 日 朗 

他に、 小：. d 合、 i, 近所の 若 若與 作、 村の 

場 面 

錢介^？；越の&；なろ践家、 與次 兵衞 のせ。 二重 cie 體、 正 

面 上^ぶ リ、 怫 5r 灰.：？ J の 處 への 出入口の 繩 暖篮。 

甘：； 前に 爐.^ 切リて C 在に ，„1 午 a  掛けた リ。 上手 は 簾.^ 

g 心け たろ 一問の 刖： お。 下手 は 形ば かりの 門、 若葉し 

た 横の 木。 卯の花のお 报、 北； 外 は 名 越の 切通の 方へ 行 

く^? 3。 前 一 ¥ん リ 凡そ 二月 の 後。^ 安 四 年 四月 下旬？ 

卯の花 下し の^れ ii。 

與 次 お 微 の 孫 お 妯 、 十 七 ルビ と 近 所 の 若 ^！? 與 作 ( 十 八 

S とが、 3!?の木に^^中合せに依リか V ってねる。 や 

がて 女は兩 手の 袖て^ うた ま k バタく と 下手へ 

す。 巧 は^て、：？」 ひ Si ろ。 

與作 これ、 どうす る、 何とす るの. ちゃ。 


お 袖 かまうて 下さん すな。 どうせ 嫌 はれた 私ぢゃ もの、 

死なう が 生きよう がお 前に 係り 合 ひ は. こざんせ ぬ。 

與作 はて、 何 を 云 ふの ぢゃ。 何で 和 女. を 嫌 はう ぞ。 

とラ さん 

お 袖 なり や、 何故 父 機に 打ち明けて 下さん せぬ。 思 ひ 出 

す さへ 氣もそ ろな、 あの 雛祭 の 宵の 事 を覺ぇ て ノ  J ざ 

ん すか。 

與作 お X、 何の 忘れよう。 忘れて よい もの か。 盡 未來變 

らぬ女 夫と 云うた。 

お 袖 さ、 その 約束 は 偽りで ござんし たか。 其 時の 嬉しい 

言 紫の 一 つくも、 身にしみて 嬉しう、 片時 も 忘れた 暇 

う-: はら 

も 無い もの を、 口と 心と は反對 な、 只 父 様に 打ち明ける 

位な 事に、 とや かう と 云 はしゃん す は、 やつば り 一時の 

慰に された のぢ や。 積ら れた、 謀られた。 その 恨 は 水の 

底から 云 ひます ぞゃ。 

(报リ 切って 齪け 出す。) 

與作 (抱き止めて) これ 待ち やそれ は あんまり 氣 短な 

袖 ぢ やと 云-つて —— 。 

作 はて、 いっそ 思 ひ 切って 云うて 見よう。 

袖 すり や あの 父樣に i 。 

作お X、 それから 和 女の 爺 一 1 に 話して K はう。 吉凶と 

もに 必ず 短氣を 出し て たもるな や。 
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； i.. そんなら 與 作さん。 

^^..M あ X、 人に 見られぬ 中に 行かう。 おにな つたら 又 何 

時 もの 場所で —— 。 

お 袖 あいく、 待って ゐ ます ぞぇ。 

(與作 下手 へ 行く。) 

お 袖 (思 はず 呼び止めろ) あ もし 11 。 

舆作 何ぢ や。 

お 袖 (走リ 寄って) いえく 何の 事で もない けれども I 

—いっそ 其處 まで 11 。 

與作 はて、 人が 見よう。 たしな みや。 

お 袖 何の、 見て 笑、 つたら、 今に こちらから 笑 ひかへ して 

やる のぢ や。 

さ 4 

(睦 じく rss2 き 合 ひながら 去ろ。 此の 問 LL 面 やつれの 

した 渚が 羡 し氮に 上手の 簇， か 上げて 見送ろ 。臭の 暖簾 

の 下から 乳母のお £:( 四十-お 位) も^く。) 

(やがて 二人の 目が 尸 タと、 行、 き 合 ふと 错は遽 て、 簾 

. ^下す。 乳母 は 傷し 氣 に 其方，^ 見、 又 下手.. 見て ホク 

と 息,. して、 何やら 心に 首肯く。 下手 奥 リ與次 丘ハ 

宿 (六十^ あまり〕 出づ。 J 

舆次 (空ん-仰 いて) ぁ气 丁度よ ぃ樣に 晴れた な。 榍の 

ひ こ， レミ 

若葉が 今の 雨で 一入と 延びた 樣ぢ や。 

お 里 お、 親父 樣 —— そして 畑の 方 はどうで ござり まし 


た。 

與次 上：： 自尾ぢ や。 しかし どうも 入手が 足らぬ で ip。 ，—— 

お前の 亭主が 生きて ゐ るか、 一 一人 の^の 中が 一 人で も 男 

だったら 大 助り ぢ やが —— 。 

お 里 (すり よって) お \ 、それで 思 ひついた。 お 袖に sit 

を K る氣は V  /さり ませぬ か。 

與次 え、 (驚いた 樣 LL) 何 を 又 不意に 云 ひ 出す のぢ や。 

お 里 さあ、 不意の 樣 で 不意で ない、 あれ も最ぅ 十七で ご 

ざり ます。 

與次 さう か、 とんと 忘れて ゐた。 早い もの ぢゃ 喃， 

お 里 それで、 姉の 若； 采は お 邸へ 表 公 すれば みちら の 御 家 

來 と でも 緣が あらう。 妹のお 袖 は 野育ち 故 こ、 らの衆 を 

？！^^にしたぃ。 at.^ 秘めろ 樣 LL しズ) 氣性 なり 年頃な り 

よく 似合うた 、 あ の 多 左 衞門顧 の 弟息子 は どう でノ J ざり 

ませう。 

(激しく 頭.^ 振ろ) え \、 そり やい けぬ。 

え、 そり や 何故に 11 。 

(突き放す 樣 に) 彼奴の 家 は 日蓮 坊主の 宗旨 ぢゃ。 

. ？。 

あの 坊主 は 御 大師 を 0 賊ぢ やと 云 ひ をった。 あの 

樣な 奴が - J の 名 超に 住んで ゐ たと 思 ふ と 其 事 さ へ も が 

立 つ 。 今 は其處 に 日 朗と云 ふ 弟子 坊主が 來て ゐる さうな 
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が、 托鉢に 来ても 門へ も 立た せる^ でない。 

お Sj さあ、 それ はさう でも、 お 袖と あの 與 作と は、 どう 

やら 言 ひ約说 もした 樣子 11 。 

與次 何ぢ や。 をし て ゐる 11 そ 、 それ を 知 つて ゐ 

て 何故 默 つて ゐ るの ぢゃ。 

お 里 でも 似合 ひらし い 仲と 思うた 故 —— 。 (思 ひ 入って) 

喃 親父 Sf 云うて は濟 まぬ 事ながら、 お前な り 私な り は、 

彼 ゆ 一 一人より は 早 やう 死ぬ 體、 少し は 心に かな はぬ 事が 

T3 あ i せ 

あらう とも、 末 長う i}^ き 殘る者 の 幸福 を 思う て やって 下 

され。 

與次 い」 や、 お 造に W いて は 幸福 は續 かぬ。 

お m と は 云へ 切っても 切れぬ 其 時 は 11 (上手 見ズ舉 

ひそ 

秘め) な それ、 奧に來 て ご， さるお 姬 と！； じ 事。 

與次 む 11 。 

お E1 ぉ姬^^は親御！！；志の御不和から、 nr 収 りまで 定 つて 

ゐた 終が 破れた りやこ そ あの 様に、 若い 身空で 念き 一一 昧。 

髮 こそ 下さね 尼の つもりと 仰 有った を、 お；！ 1 は 御 不憫と 

は 思 はれぬ か。 

與次 (にべ なく) 思 はぬ。 じたい 餘 りに 我儘 ぢゃ。 

お m ぇッ。 

與次 親に 從ひ B 人に 從ひ 子に 從ふ のが 女の 道ぢ や。 それ 

に何ぢ や、 それが 親御 達の 故で、 も あるかの 樣に、 面 あ 


ほひ ざ か 

て が ましう 我家 を脫け 出し て來 ると は、 仆 S 坂 あ たりの 

など 

遊女 等の する 事ぢ や。 

お 里 しッ (押へ て) 聲が 高い。 聞え ては惡 い。 

與次 い \ や、 SM えても 構 はぬ。 それでな うても 俺 は 云 は. 

う/. (\ と 思う て ゐ た處ぢ や 。 お 前が 乳 を 上げました 爲め 

に、 その 樣 なお 心に なられた の であつ たら 猶更ぢ や。 

(起ち 上る。) 

お 里 あこれ、 それ は あんまり 一 I 。 

. (止める。 下手から お 袖が 走って 來 る。) 

お 袖 母樣、 I が 見えた。 

お 里 え、 若菜が 来たと —— あの 一 人 かえ。 

お 袖 いえく 小； G 合樣 のお 供ぢ や。 

お Kj ぁ&、 小百合 機が 11 。 

(思 ひ 惑 ふ。) 

與次 それ 見よ、 お 邸から ぉ迎が 見えた。 然も 妹御樣 のお 

使と は 行き 屈いた なされ 方ぢ や。 

(小百合、 若菜 出づ。 市 >  笠. 戴く。) 

母 様、 小百合 樣の お供 をして 來 ました。 

： 父 g や 久しい 喃。 變る事 もない か。 

はい./, \- 有難う *、  /さります。 

.. そして： S は 何 處にぢ や。 早 やう 逢 はせ てた も。 

はいく 今 これへ お連れ 申します る。  ， , 
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m お 渚 お 


られて 後の、 小百合 機の 御 心配 は、 どれ ST ちゃと 思 召し 

ます ぞ 0 

渚 お、。 

紫-菜 餘所 R にも 痛々 しう、 姉； $1 々々と 朝夕 間 は せらる > - 

度 毎に、 K ひ 泣きせ ぬ 者 は 一 人 も ござり ませぬ。 

渚 —— 。 

St 茱 それば かり か 母御 探の 御心勞 (と 持ちた る 文箱.^ 出 

して) w いお 情 はこの 文に 罩 めて、 私に 代って 述れて 戻 

れ との 御言 紫で ござりました。 

诺 すり や 母 _樣 のお 文まで —— 。(押し戴いて 封，^ 切ろ。 や 

がて 讀 みさして ハラく と 泣く) あ \、 何時に 初めぬ お 

情深い 仰 有り やう。 母 様ッ。 (雨 手，^ 突いて) 港 はこれ 

か ら お 鱧 を 申し 上げます る 。 

與次 お、、 よう 仰 有った、 よう 仰 有った、 そこにお 心が 

つけば 貢疊ぢ や。 さ、 若菜お 供の ほ 意せ い。 

渚 (止めて) いや、 そり や 無 はぢゃ。 妾 は 矢 張 戻るまい。 

與次 え、 何と 仰 有ります。 

渚 (やる ぜ 無く) 歸 つたと て、 戻った とて、 この 淋し さ 

が 何で 失せよう、 この 苦し さが 何で 去らう。 —— そり や 

母樣 のお 文で は、 宇都 宮樣 のお 骨折で、 再び 元に 結ばれ 

まい もので も 無い と 仰 有つ たれ ど、 表面 は 解けても 心の 

底 は 解けぬ 武士の 意地、 所詮 この 思 ひは棄 つたわい 喃。 


(二人 は 趣 敷へ 上ろ。 與次 兵衞は 下手の 緣に 腰.^ かけ 

3 

一 (簾.^ 上げて 呼ぶ) 港樣、 港樣。 

(靜 かに 报リ 返って) 乳母 か。 

i はい。 あの 小百合 機が お越しで ござります。 

それ は 洩れて 聞きました。 なれ ども 今 は 逢 ひ 度う 無い。 

志 は 接し けれども、 その ま& 何も 間 はずに 歸 つてた もと 

傳 へて たべ。 

お 里 さ， さう 思 召す は 無理なら ね ど、 折角の 事故、 先づ 

こちらへ お越しな され ませ。 

(無理 に 手.^ 取って 述れ 出す。) 

小百合 (それと 見て 兩 手.^ ついて) 姊樣、 おなつか しう 

存じます る。 

活 お. -、 小 KH 合 か。 よう 來て たもった 喃。 l. さりな が 

ら今も 母に 云 ふ 通り、 これまでの 約束事 と あきら め て 、 

何も 云 はずに 歸 つてた も。 

小 13 合 —— 。(默 つて 頭，^ 横に 振ろ) 

^ さ、 其 志 は 忘れね ど、 所詮 望は絕 えた この 身、 只 この 

儘に 見棄 て、 たも。 

小 丙 合 あ \。 

S  (堪へ 兼れ て 膝，^ 進めろ) そ、 そり やあん まりで ご 

ざり ます。 差し出て 云 ふ は 畏れ あれ ど、 お 邸 を 出で させ 
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與次 はて、 わつ け も 無い。 如何にお 娘 御の II きわけ が 無 

いとて、 現在の 親御 を 斬った 仇 を や ふと は、 たと へ樣も 

無い 御 不孝な ぉ方ぢ や。 

0 不孝 者 —— 不孝^ i ぉ气 その 名が 恐し い、 其 名が 

戀 しい。 0； 親 兄： が この 心から 思ひ棄 てらる k なら、 只 

！;』 いさん 

一^に 死 を も <s がう。 の日顷 の 庭訓が、 あとかた も 

無く 洗 ひ 出されるなら、 あなたの 邸 へ 逃げても； t かう。 

與次 え X、 そり や 11 。 

&  (1; へて) それ も せず、 これ も ひず、 只お めく 

と；^ 一き 永ら へ て ゐる心 は、 若し や 今 j 度 其 入に、 逢 はれ 

る ^も あらう か と、 傻ぃ 中に も髎 い 幻の 影が あれば > J そ 

11 。 火 を 喷く 山の それに も 似た、 張り裂ける やうな こ 

の 心、 少し は 察して たもい 喃。 

與次 a" 竹いて) 如何お、 j 應は 御尤も ぢゃ。 しかし 矢 

張 それ もお； S. はの 我^ち や。 

诸 ぇッ。 

あはせ 

與次 おおりなされ。 is! に 一 つの 僥 teh をお 待ちな される の 

なら、 何故 邸に お出でな されぬ。 

^ さりと て は な 心。 邸の 室に は 嫁入の 衣服 調度が 置い 

て ある。 戀の形 兑の屮 に 身 を めて、 思 ひの 緒が 亂 れい 

で ゐられ ようか。 

與次 はてお； S いお 心、 それ 程の 事が なん ぢゃ。 それでも 


信 濃守樣 のお 娘 御と 云 はれます るか。 武家のお 生れで も 

ない 御 未練な。 

渚お 气 未練 ぢゃ。 氣强ぃ 女と は 誰が 事ぢ や。 武士の 娘 

と は 何お 生れた ぞ。 泣きたい、 泣きたい 泣いて 涙の 泉が 

盡 きたなら、 少し は 幸福な 女の 數 にも 入れよう。 

與次 —— 。 

诸 (^^：茱に) 御 返事 を 認めよう にも 胸が 塞って 筆 も 蓮ぶ 

まい、 Sf はかり は 無事 ぢ やと 傳 へて たもれ。 (立ち上ろ) 

小百合、 折角 來 やった に 笑： 顔 も 見せず、 睦 じい 語ら ひも 

せず、 このま \歸 す 切ない 姉の 心 を 推して どうぞ 邸へ い 

んで たも。 

小百合 (泣く く) ああ、 あい 11 。 

お 里 すり や、 どうあって もお 邸へ は —— 0 

渚 乳母、 許して このま & 置いて たも。 

(上手へ (4: かんとす。) 

小百合 (思 はず 鎚ろ) 铈樣。 

渚 お X。  (♦  ちっと 其 手.^ 執って 額，^ 見詰める。 やがて 思 ひ 

切って) さ、 さらば ぢゃ。 

(上手の 层體 へ 甌け 込み 簾.^ 下す。) 

小 KM 八 a あ- -。 (泣告 伏す) 

お 里 (抱告 起して) 悲しい はお 道理ながら、 斯うまで 思 

ひ 詰め 遊ばした は、 よくく の 事で ござり ませう 程に、 


f92 


陣 ffl 


今 曰 の 處 はお 氣に 逆ら は ぬ樣に 、 このま、 歸 つて 下さり 

ませ、 萬 事 はこの 乳母が よう 心得て をり まする。 

小百合 さう 云 やるなら 1K らう わい の。 必ら ずく； Jt 様の 

事 を 賴むぞ や。 

お 里 はい/ \、 仰存 るまで も ござり ませぬ。 若菜、 氣を 

つけて お供し や。 

若茱 あい、 浸 お前 も窥 をつ けて 11 。 お 袖、 和 女 は 私 

に 代つ て 何 か の 御 <k 抱 や J 賴むぞ や。 

お 袖 あい./ よう 得心して をり まする。 

(小百合、 苦茱 下手へ 出ろ。) 

與次 (默 然とした が 立ち上って) 小百合 樣ぉ録 りか、 俺 

も 一 所に お供 をしょう。 

お 里 え、 何處 へ。 

き  ゎ1> 

與次 知れて ゐる。 二階 堂ケ 谷のお 邸へ ぢゃ。 俺 はどう 仰 

有つ て もお 姬樣 を此處 へ 泊め 申す 事は不 得心 ぢゃ。 と 云 

うて 孫子 を 叱る 樣に 手籠に もなる まい。 殿様に 申し上げ 

て 連れていんで 貰 ふの ぢゃ。 

お 里 さ X、 常々 物 を枉げ ぬ氣質 故、 その 言葉 は 尤も なれ 

ど、 最前 も 云うた 通り、 日頃 考へ 深い 港樣 が、 あ、 おな 

りなされ たの も、 よく，/^ 思 ひ 迫られ たれば こそ —— 0 

若菜 ぉ迎 ひに 来た 私 等が、 このま \ に歸 るの も、 其お 心 

を 汲んでの 事。 (額.,^ 聰 いて) もし、 „^3へ 々に 慰めて 上げ 


て 下さり ませ。 

小百合 自ら も K まう 程に、 邸へ は來 てた もるな。 

與次 む \ 11 。 (默 つて 立って ねたが) あ \ 長生 はせ 

ぬ もの ぢゃ。 (其 儘 フィと 出て 下手 奥へ 去る) 

若菜 あ、、 何處 へやら 行かれた。 

お 里 氣に添 はぬ 時の いつもの 癖ぢ や。 (il 〈つて) 左様な 

れば 小百合 樣 —— 0 

小百合 あ X、 又 逢 ひませ ぅぞ。 

茱 母 事で ゐて 下さり ませ。 

(兩人 下手 Li 去る。) 

お 里 これお 袖、 その 邊 までお 見； 送りし や。 

お 袖 あいく。 

(跡.^ 追 ふ。) 

お 里 (見送って 後、 上手.^ 見て) 港 様、 1 0 

(と 呼ぷ。 返事な し。 不安 氣に そっと 窺 ひ 叉 安心して 

奧の 暖簾の へ 人ろ。 間。 やがて そっと 簾 1^ 上げて 渚 

が 忍ぷ様 にして 出る。 門に 立って 「すまぬ」 と 云 ふ 心 

持て 見送ろ。 やがて 何物かん 兌つ けた 様子て ハタと す 

る。 猶 i く .，，（\- 見定めろ。， i 

渚 お K、 矢 張 それ ぢゃ。 

(サッ と 額，^ 赤らめて、 杻て 初々 しく 何？！！！ へ 病，^^ さ 

うかと 思 ひ 煩 ふ 様 にして、 横の 木の 下 LI 病，^ 寄せて、 
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ひつ クと 方，^ 见 めろ。 下-. す- リ小 太^ ュ £^、 何 か 求 

むる 風 W にて 出て 來 ろ。) > 

小 太^  (門に.； 乂 つて) 鎮まう、 5g まう。 名 越の 里に ある 

と： K ふ、 曰朗 法師の is は いづれ ぢゃ、 案内 賴む。 

者  0 

小 太 W はてな —— 人 は 無き や。 M まう、 ？ M まう。 

小 太^ あ、、 誰も ぬと 見える。 田 <8： 人 はさて く 心安 

い^ぢ や。 

(行告 過ぶ、 ん とす。) 

^  (^リ 出づ) 小太郎 3^ — . 。 

小 太^ や、 何と、 我がお を 呼ぶ は 11 。 

る。) 

诸 で.. こざり ます。 お 懐し う 存じます。 

小 太 >S お X、 港 IK か。 (思 はず 二 n; 歩 其方へ 歩み- 5 リし 

が、 すぐ ひ 返して) いや、 何でもない。 

に 立ち.^、 らんと す。)  メ 

^  (si! ひ つて) あ もし —— 。 

小 太つ 郎 (报 ：.？4 つて) 御用のば しござる か。 我等 は 急ぎの 

ぢゃ。 

诺 して、 その 御 川と は —— 0  ♦ 

小 太^  B 朗^の iig まで 尋ねて 參る。 何時ぞや 鶴 ヶ岡に 


て 問答せ しが、 其 時の 彼の 法師の 一 言が、 深う 耳に 殘っ 

て、 何となく 慕 はしう 思 はれる。 今一度 親しう 逢うて ||S 

深く 問 ひ 正して 見たい。 (不 SI 思 ひついて) お X、 御身 は 

其 庵 を 御存じな いか。 

,  « ご や わ-り は 

渚 はい、 この 名趁は 妾が 乳母の 里 故、 小さい 時から 度々 

來て、 其 庵へ 行く 道 もよう 知って は 居り ますれ ど、 今 そ 

れ をお 敎 へ 申したら、 お前 はすぐ 樣其處 へ お出で 遊ばす 

か。 

小太郎 如何にも。 

渚 あの この 儘 妾を棄 ておいて —— 。 

小 太 m や。 

诸 (恨めし 氣に) その 庵 を 尋ねる 前に、 何： £ ^こ、 に 妾が 

住む かと 間うて は 下さり ませぬ。 法 肺に 許り 用 あつ て、 

この 渚 はどうな らうと も、 御 心に はさ へられ ませぬ か。 

X- 太 邸 え  。 

渚 花 は栴を 離れても、 又 咲く 春 は 廻りく る。 卑怯と 駡ら 

れ て 死に もせず、 未練と 笑 はれても 此の 黑髮を 得 切らな 

んだ は 、 斯うした 折 も あらう か と、 11^ く か け た 願 故 一 . 0 

小 太 m  11 。 

诺 その 顕は今 かなうた。 と は 云へ 變ら せられた 其の 御 心 

11 。(ヂ 、ソと 見上げて) もし、 其お に默 つて ゐ. すと、 可 

愛くな くば 憎い と 云うて 下され。 憎く ければ いっそ 死ね 
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と 仰 有り ませ。 

小 太： 恥 (感動して) よく ぞ 中され た。 其 志 は 小太郞 ig に 

は ira き 申さぬ。 なれ ども、 今更 繰 返す まで も 鍵 一き 兩 家の 

不和。 父と 父と が 互に 受けた 手傷 は 癒えても、 僧 は 其 傷 

跡と 共に 消え去ら である 今、 願へば と て 許さる 、 緣 とも 

.  す，： せ  さ 

覺 えす。 传 宿世より の 蓮 命と あきらめられよ。 

渚 あい、 あきらめます。 あきらめ まする 其 前に、 その 御 

心 の 奧を 聞か せて 下さり ませ。 

小太郎 ぇッ。 

渚 浮世の 義理に 隔てられて、 餘儀 なく 無 t う 遊ばす のか、 

ぬし は 又 —— 。  - 

？ さ、 それ をき かせて 下さり ませ。 その 一言で 千 萬 年の 

後まで も、 一人で 居ても 露祸 しいと は 思 ひませ ぬ。 

V-KE^ お、、 (ハ S\ とせし が、 すぐ 思 ひ 返して) そり や； 

駄ぢ や。 ^に 無き 人の 齡を數 ふる も 同然。 法 肺の 庵 は 他 

にて S き， W. さん。 

(振り切らん とす。) 

渚 (確と 袖 力 e 捉へ て) すり やどう あっても お 心 は — 0 

小 太^ お \。 (判然と) 小 太郎も 武士 ぢゃ。 戀に 溺れて 

親に 背く 不一」 我 者の 群に は 入り 得 申さぬ わ。 

诸 あ X — 0 


.V 太^ 戀 も棄 てた。 命 もやが て 攻め 来る 蒙古の 戰に棄 て 

るの ぢゃ。 

OK ひ繁て V 下手 奥へ *| リ去 る。) 

渚 お、。 

0 近 はんとす ろ も 能 はず、 垣根に 依リ か、 つて 泣く。 

下手 二り お 袖 出て 來り其 有様，^ 見て 驚き 走.： ri ろ。) 

お 袖 港樣、 渚 樣、 どう 遊ばされました。 

渚 お. -ぉ袖 か。 (涙.^ 拭うて) よしない 事が つい 戀 しう 

て喃。 (緣 へ 腰 下して) 和 女の 幸福に 引き か へ て、 思 

ふ お 方に も棄 てられた 傻 いこの 身ぢ や。 

袖 え、 この 私が 幸福と は —— 。 

隱 しゃるな。 皆 知って ゐる。 

袖 (ハ- ソと頸 力 P 染めて) すり や 先程の 話 をば 一 I 。 

お あちらで 聞い てゐ た。 

袖 お 恥し う ござります。 (親.， か 覆 ふ) 

いやく、 何の 恥し からう。 年頃と 云 ひ 似合 ひな 夫婦 

ぢゃ。 末 長う 睦 じう 添 ひ 遂げた がよ ぃぞ や。 

お 袖 あいく 有難う ござります。 したが、 (少し 叙，^ 藝 

ちいさ ま 

らぜ て) 爺お に 云う て 見ねば 何となる やら 氣が かりで な 

り ませぬ。 

诸 それ もさ うぢ や。 然し 命 を 投げ出しての 戀には 恐れる 

者 は ある ま い。 
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お 袖 あい。 

0 この m は 命 を もと 思 ひながら、 猶も棄 て 兼ねて 苦しむ 

でゐ る。 戀に 死ぬ 女から 見り や、 笑止と も 愚かと も 見 ゆ 

るで あらう。 

お 袖 (引. t 取る ほに) 何のく、 誰が その 機な 事 を 思 ひ 

ませう ぞ。 何も 知らぬ 身 も 蔭ながら ぉ氣の 毒に 思うて 居 

ります る。 

洛 お、、 ^ しう 云うて たもる。 同じ 乳に 育てられ たれば 

妹のお にも 思 はれる。 (懷 中より 錦の 袋に 包んだ 香箱ん 

取り出して) 棄 てられた 身に は 用 も 無い この 香箱、 そな 

た 持って 嫁入して たも。 

お 袖 (辭 返す る) いえく 勿體 無い。 その 樣な 立派な 品 

は 私の 身に は 過ぎます る。 

^ はて、 身の たしな みぢ や。 男の 心 はさう もして 引き 止 

めねば ならぬ。 

(無理 LL 持たせろ。) 

お 袖 あい、 それで は 慮な しに 戴きます る。 

(^しおに 懷へ 入れる。 雨蛙 の^く 音。) 

きて 

^  あ、 蛙が 鳴く。 又 雨 を 誘 ふの か 11 。 

(軒，. 見上げて 咬く。 冏。 下手... * リ與次 兵 街が 怒 氣，^ 

合ん て、 何やら 口の 中に 篤り 乍ら 出. つ。 お 袖 見る と 

ィキナ "其 黑髮， ^取って^ y 上げる。) 


渚 (驚いて 支へ ろ) あこれ、 年田斐 もない 手荒な。 理由 

も 云 はずに 何とし やる ぞ。 

與次 え k 、お止めな されます な。 恩義 を 知らぬ 人畜 生 は、 

片時 も 此處へ は 置かれ ませぬ のぢ や。 

渚 え、 すり や 自ら を —— 

與次 いや、 此の 女 奴で ござります。 (引立てろ) さあ 失 

せい。 何處 へな りと も 出て 失せい。 

お 袖 (漸々 額.^ 上げて) 出い と は 何處へ 11 何の 咎 がご 

V； ります。 

とが 

與次 その 咎は おのれの 心に 間へ。 仔細 は 太左衞 門から 皆 

閱 いた ぞ。 

お 袖 ぁッ。 

與次 與 作の 話で はお 袖 御と は 早う から 云 ひ 交 はした 仲と 

の 事、 改めて 嫁に 吳れ るか 每に Is- つて 吳れ るかと 云 ひ 居 

つたが， 何の あの 樣な 外道と 緣組 をす る もの か。 

お 袖 あ >- — 。 

ふぎ. 5 たづら 

與次 武士ば かり か 百姓で も、 不義 fei をよう したと： 赏 める 

者 は あるまい。 それに 加へ て あの 樣な 者の 子と 約束す る 

と は 何事 ぢゃ。 親の 心 子 知らず と は、 ほんに おのれの 事 

ぢゃ。 (港と 二人へ 宛て、 云 ふ) 

お 袖 11 。 

與次 さ、 出て 失せい。 今 を 限りに 爺と も 家と も 思 ふなよ。 


お 與ぉ 與ぉ 


出 お 袖 (思 ひ 入って) 申し 爺樣、 ぉ氣に 負いて これまで 隱 

陣 した^5:は、 どの 樣 にもお 詫び 申します る 程に 一 生の 願 ひ 

初めの 願 ひ 納め、 與 ^ と 夫婦に して 下さり ませ。 

與次 いや、 ならぬ。 今 此處で 思 切る か、 さも 無ければ 家 

を 出て 行け。 

お 袖 あ、 あい 11 。 

诸 (見， 兼れ て) あこれ、 その 樣な 無情い 事 は 云 はぬ もの。 

緣 あれば こそ 思 ひ 思 はれ もし た仲ぢ や 。 妾 も 共に 頼まう 

程に、 二人 を 添 はせ て やって たも。 

與次 措いて 下され。 こ りやこ ちらの 事で ござります。 俺 

の 家の 事 は 俺が 思 ふ 儘に します のぢ や。 

(無理 LL 引立てん とす。. 奧 i リぉ 里が 走り出る。 娘.,， 

引. - 返け て キッと 父親.^ ふリ 仰ぐ。) 

お 里 樣子は 殘らず 問き ました。 餘と 云へば 頭な 其お 心、 

S: ひ 出す と 云 はれても、 お 袖の ために も 世界に 只た 一 つ 

の 生れた 此の 家、 明 B からどう して 暮らして 行ける で ご 

ざり ませう。 

與次 む —— 。 

お 里 最前 云うた は こ、 の 事、 娘氣の 一 圖に 突き詰め て 、 

若しもの 事が あったなら。 勿體 無い が 父樣、 お前 をお 恨 

6  みします ぞぇ。 

6 與次 いやく、 俺の 云 ふ 事に 負く 奴 は、 死なう が 泣かう 


が 可愛 い とも 不 偶な とも 思 はぬ。 

里 え \、 邪慳な 心、 直い 道 を 行く ばかりが 人の 習 か。 

次 お \ 俺 は それで 今まで 白 を经 つて 來た のぢ や。 (お 

袖に) さ、 思 ひ 切る か。 

里 あ —— 。 

次 出て 行く か。 

里 (翁と 娘.，^ 抱いて) いやく、 やらぬ く。 何處へ 

もやらぬ。 お 袖 は 私が 娘ぢ や。 

與次 何 をッ。 

(爭 ふ。 渚が 止めに 人ろ。 下手 i リ tH 朗が 出て 二人， 

支へ る。 此次ざ の 問答の 間に 何時と もな くお 袖 は 暖簾 

の奧へ 消えろ。) 

IH 朗 これく、 親子の 仲で 淺間 しい 〔サは 何事 ぢゃ。 

與次 お \ お前 は日朗 —— 。 

B 朗 如何にも 其 日朗ぢ や。 同じ 里に 住めば 朝夕 顔ば かり 

は 見知って ゐる。 計らず 通り か \ つたの も盡 きせぬ 御佛 

の 御導ぢ や。 仔. 細 を懇と 聞かせられい。 

お 里 (進み出て て) はいく、 よ、 つ 仰 有って 下さります。 

その 仔細と .£. します は —— 。 

與次 (押し返け て) え 气何を 誰に 云 ふの ぢゃ。 (to 朗： .o 

お前の 樣な惡 13 に 云う て かせ る 仔細 は 無い わい。 

BW ほう、 この 日 朗は惡 狩 かの。 
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與次 大 惡人ぢ や。 おのれの 肺 ik: はお 大師 樣の 宗旨 を II 賊 

ぢ やと 云うた であらう が。 ， 

00 如何にも さう 申された。 <J,J*" さう 云， つて ゐられ る。 

與次 さ、 その な 外道に 何 を 聞かせて よい もの か。 さつ 

さと いんで sK れ。 (打って 掛ろ 如き 氣配〕 

(^か LL 制して) 云 はぬ と あれば 强 ひても きくまい。 

なれ ども 其方が 信ずる ぉ大 の敎 では 親子 淺間 しう 爭 

へよ と敎 へられて あるかな。 

與次 む k。  る) 

日朗 其方 は 何の 爲 めに 佛 樣を祀 るの ぢゃ。 お 大師 様 を 信 

仰す るの ぢゃ。 卽ち、 斯様な 事に 出逢うた 時、 善 惡の眞 

の 判定 を 我が 心に つけよう が めで はない か。 

與次 11 。 

S それが、 思 ひネゲ 2」 今の 樣な爭 が 起る の は、 そり や 

此方の 罪で はなく、 其敎の 根本が 惡 いの ぢゃ。 親 も 子 も 

主 も 家來も 赴く 道 は 只 一 っぢ や。 正 法 を 信じて、 押せ ど 

も 突け ども 少しも 搖 がぬ 大： 心.；： の 機な 安心が、 誰の 心に 

も 作られ て ゐ たら、 - J の は 起らぬ t:: ぢゃ。 

お 里 はいく、 よう 仰 有って 下さりました。 (與 次兵衞 

に) もし、 きかねば 敎へも 判らぬ 道理、 今の 有難い お 言 

雜を 何とお 滞き なされた ぞ。 

與次 (猶も 情に) はて、 口 利根な は 偽せ 者の 常ぢ や。 


何で あらう と 早 やう いんで 吳れ。 

ffw いや、 戾 るまい。 如何なる 人に も 我 正 法 を 押し 廣め 

て、 E の 憂 を 除かねば ならぬ。 さり 乍ら 今 はこれ より 鎌 

倉の 大路 へ 說 法に 行く 道 故、 後刻重ねて^^るでぁらぅ。 

l-s.- つ ぜん 

生前 の 佛緣が あ つ たれば こそ か く 問答 も 致し たの ぢゃ。 

適 も 懇と考 へられい。 

(去らん とす。) 

港 (呼び止めて) 暫く —— 

日朗 (报 返って) 御 ffl で ござる かな。 

渚 その 搖 がぬ 巖の樣 な 安む とやら に 入る 道 は —— 0 

2- つ W- つ 一り i!vr5 

to 朗 勇猛 i£g ぢゃ。 

渚 勇猛 商 前と は 11 。 

B 朗 我が 志す 正しき 道に 傍目 も；^ ら ずに 突き 進む のぢ 

や。 さすれば 必ず 求む る 道 は 得られる。 

(下手へ 去る。) 

渚 (見送って 咬く) 只 一筋の 道を迪 らば —— 

與次 (吐き出す 様に) 勝手な 坊主 ぢゃ。 -SI 分の 云 ふ 事 丈 

け を 云うたら！^ ぎに 往 に 居る。 こり やお 袖 —— (报 返つ 

て) や、 お 袖 は 何處へ 行た ぞ。 

(心 付いて) お、、 ほんに 表へ 出た 樣子も 無し 11 。 

(考 へ. 飞フト ある 恐怖 LL 鼓 はれて a.^ 失 ふ) もしゃ 11 。 

(急いて 奧へ 入る。 間。 パラく と 雨が 降り出す。) 
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與次 お k、 又 雨が 來た。  ぶん、 乞食 坊主め が 11 

(眩き 乍ら 干して わろ： g 等，^ 片 づけろ。 下手 奐 i リ扇 

^蘇して 小 太郞が 急ぶ、 足に 出て 來 ろ。) 

小太郎 (垣根 に 立って) 日朗 法師が 此方に 御 入 ありし と 

聞く、 對 面した し联 次を賴 む。 

渚 (夢から 醒めた 樣 に) あ \ さう 云 ふお 聲は 11 。 

(走リ 出 てんと 寸。 與次 兵衞は 驚いて 驅け 隔てる。〕 

與次 はて、 何處 へお 出で-なされます。 

渚 え X  、 退いて たも。 たった 一 言 逢う て 云 ひたい 事が あ 

る —— 。 

舆次 め、 滅相な、 お 袖の 事に も かこつけて、 あれ 程に 申 

上げた がま だお 耳に は 人り ませぬ か。 (小 太 f 郎 1^ 睨ん て) 

.. あり や 現在 親御 樣を斬 つ た 仇で は.、 /さり ませぬ か。 

0  (氣， 急く) 仇で も 鬼で も 魔王で も、 最前 聞き 殘 した 

言葉に 思 ひが 殘る。 さ、 其處 退いて 11 。 

與次 いやく、 滅多に 返き はし ませぬ。  錄 

小 太 「恥 港 殿、 B 朗 法師 は 何 處にぢ や。 

(門の 中へ 入ろ。) 

與次 おのれ ッ。 

(打って か k ろ OJ 

小 太^  (其 手， =5. 執へ て〕 確かに これに 御 入り ありし との 

人の 言葉 ぢゃ。 取次 を 頼み入る。 


やっぱり 

渚 あ、、 矢 張 あの 法師の 事 か 11 。(デ クト 見上げて) 云 

はう/ \ と 思うた 恨 も、 目の 當 りに 見て は 萬 分の 一 も盡 

せぬ" (思 ひ 人って) 小 太 郎樣、 どの 樣に 申しても この 渚 

との 緣は —— 。 

小 太^  (キ、 ソパリ と) お、、 絕 つた。 絕ち 申した。 

渚 す りやこの 渚が どの 樣にな らうと も。 

小 太^ や。 

渚 (懷劍 l: 手，^ わけて) さ、 今一度 仰 有って 下さり ませ。 

其 一 言が 生死の境。 

小太郞 む X 11 。 

诸 さあ。 

與次 おのれ ッ。 

(报リ 解いて 叉 打って か、 ろ。 わしら ふ。 其 處へ表 か 

らお 里 か 髮，^ 振リ亂 して 息 も 招え- i\Li 走リ 萬ろ。) 

お * ち 

お 里 (與 次兵衞 に鎚リ ついて) これ 父樣、 どうせう、 ど 

うせう、 何とせ う ぞい 喃。 

與次 (驚く) え \、 何ぢ や。 

お 里 お 袖が 11 お 袖が 死んだ わい 喃。 

與次 え、、、 (よろくと して) あのお 袖が ッ。 

お 里 かな はぬ 戀に身 を 投げた のぢ や。 村の 衆の 情で 今 こ 

こへ 死^が 来る。 (恨めし 氣に) 不孝 者、 不 i と、 千度 

も緣 返して^ つたが よい。 ： 1' . 
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與次 お、。 

(化石した JSlL 立ち 辣む。 雨 や、 强し。 下手 奧 fs リ百 

姓 一： 一人 戸权 にお 袖の 死骸，^ 乘 ぜて來 ろ。) 

百姓の 一 お a 殿、 やうく 來 ました。 顏を覆 ふ ものが な 

いので、 卯の花 を 折って 來 ました。 

同 二 人好きの する よい 娘で あつたが、 可哀ぃ 事に 成った 

喃。 

同 三 ほんに その 卯の花が すぐに 手向ぢ や。 

同一 (空.^ 仰いて) たうとう i$ も 泣き出して 仕舞うた。 

晚方又 何 かの 手 傳に來 ます ぞゃ。 

sl&m へ 死お， きし，^/、 として 去ろ。) 

(なじろ 様 に) さ、 ちゃつ と 此の 死 P- に 逢うて やつ 

て： ト され、 (港に) ％2S も 泣いて やって 下さり ませ。 

(餌の 澄 ひの 卯 花，^ 取ろ。) 

ぉ\、  (5 し^いて) お 袖 11 お 袖 11 、もう 物 は 云 

ひやらぬ か。 最前の 香箱 はま だ もって ゐゃ るか。 その 時 

の 笑顔 は何處 にぢ や。 (與次 兵衞， <^ 見て) 蕾の 花 はもう 

元の 枝に は 『おらぬ。 さりと て は 情ない 嵐よ 南。 

^ さりながら、 思ふ^3をたど 一 筋に 迎 つて 行った 和 女 は 

幸福 者ぢ や。 11  (フト 他の 思 ひに かき 亂 さろ) あ、 い 

やく 死 出の 山路 は遙々 ぢ やに、 連 もな う 一 人で お行き 


やる か。 (小 太^.^ 兌 上げて) 辦 しからう に 心細から う 

- ■-  。 

小 太^  (V つと 死骸.^ 見 詰. 5 てね たりし が、 此の 時 崩る、 

如く) お X、 不憫 ぢゃ。 今 その 哀れ 深い 死 顔 を 見る につ 

け、 此の 小 太郎の 心の 楣も、 思 ひの 焰に 燒き盡 される わ 

、 0 

0 ぇッ。 

小太郞 手.^ 執リ て) 猪 殿、 二人して 心 ゆく まで 問 ひ 

吊うて 得させ 申さん。 

與次 お- -。 (轉 .ひ 寄って) よう 仰 有って 下さりました。 

(死骸に 縫って) これお 袖、 爺が 惡 かった。 赦せ、 赦せ、 

赦 して 吳 れい。 

(初めて 潜 然と 泣いて 雨 手，^ 合 はす。 雨 愈々 激し、 杜 

0. 1 聲。 ニ聲 …… 。) 

(皆々 愁然と して 死骸，^ 见守 ろ。〕 

—— 幕 11 

第 三 幕 

第 一 場 

S3 人名 

北 條相模 守 時宗 
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同 武藏 守義政 

二階 堂 信 濃 守 

秋 田 入道 淨心 

宇都 宫 S 綱 

文章 博士 源 兼 草 

他に、 諸 大名、 近侍 等 

場 面 

鎌倉幕^^評定所。 

平 舞 蜜， m 面 一 尺 高く 執權の 席に 美しき 簾.^ 懸けたり。 

とほ wuco 

左右 换。 廊下？ ほ 侍 に績 く。 

；：^安四年五月初句。 前 幕 i リ四 五日の 後 夜 三更 過ぶ、。 

上手に 四 五 人の 宿直の 侍 緊張した ろ 面 持に て 坐す。 上 

下 雨 方と も 人の 行き交 ふ a 情 物々 しく、 この 深夜、 常 

なら S 異 錢 の起リ たろ，^ 先づ思 はしむ。 

侍の 一 (下手.^ リ 出て 來ろ〕 秋 田 入道 殿御 到着で ござる。 

侍の 二 む \、 何^？も乍ら氣の早ぃ仁ぢゃ喃。 

侍の 三 しかし 今日が 最後 ぢゃ。 其 心 の ある 者 は 時 を 移 

さず S け つ けらる 、で *、  /さらう。 

侍の 四 如何にも、 十年來 待ちに 待った 今日 ぢゃ。 今度 こ 

そ は 我々 の 日頃の 腕 並 を 見す ろ 事が 出來 申さう。 

侍の 1 仰せの 通り ぢゃ、 これまで 二度の 戰に は、 皆 西 海 


筑紫 の 武士ば かりに 功名 を恣 にさした が、 十 萬の 兵と 中 

せば 少し は 斬り 甲斐 も ござらう。 ハ、、 、。 

侍の 二 お \ 、侍 冥利に は 名 ある 首の 五つ 六つ は联り K い 

もの ぢゃ。 

侍の 五 (下手，， * リ S. つ) 二階 堂 佶 濃 守 殿御 入で ござる。 

侍の 一 お \、  二階 堂 殿が 御 入あった か。 (SS ん、 寄せろ) 

あし 

は て、 入道 殿と 惡ぅ 前後し て參 られ た喃。 

侍の 二 如何 樣、 彼の 田 文の 爭 より 以來、 一と 云へば 二、 

二と あれば 三と、 事毎に 結んで 解けぬ 御兩 所、 今. 好の 評 

定も 穏やかに は納 り. W. すまい。 

侍の 三 しッ、 默ら せられい。 早 や あれへ 見えた。 

(下手 i リ 入道 添 心と 信 濃 守と が 先.^ 爭ふ 襟に して 出 

づ。 信 濃 守 は 直垂の 下に 腹 卷.， ^綺 めたり。 や、^ く 無 

言！， i 向 ひ 合うて 坐す。) 

S  (皮肉に) 信 濃 殿、 お 早い 御 出仕で ござる よの。 心 

の ある 武士 は さ て /\ 違うた も のぢ や。 

信 濃 ふむ、 儘 かに 馬に 鞍 を 置かせる 間の 遲刻を 嘲らう と 

て か。 たと ひ 時 早く 出仕せば とて、 事に 當 つて 其 W 意が 

なければ、 田 を 守る 案山子 同然 ぢゃ。 

や、 云 はれな 信 濃、 一大事の 御 評定と つたれば こ 

* くっさ.， rj 

そ 、 政る 者 も 联り敢 へ ず 斯く最 先に „^ け つ け た の ぢ や。 

信 濃 さ、 其 大事と は 何 を 云 ふの ぢゃ。 愈々 蒙古 押し寄せ 
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たりとの 注進 ありし めなら ず や。 さすれば、 今より 直 

ちに！ 伐に 馳 せ，： i: へ よとの 仰せ を 受けたら、 其 8- さ へ 

もせぬ 姿で 出陣が なり. S. すか。 

？ i 心 む \ 

00  ，身 こそ の不 lis! 人ぢ や。 i も め 鎧 も 持たせ、 

馬に 飼料 を aK れて、 ぐ 出魄の 用意 を 整 へ たまで の 、 

^かな if! 刻が 不忠と ならう か。 

^心 それ こそく、 上よりの 御 仰 は 求ら ね ども、 身が 摘 

子 小太郎 は、 萬 一 の に備 へる 爲め、 此の程より 夜毎に 

濱邊の isSi を 致し る わ。 此の 期に 及んで 初めて 馬に 水 

飼 ふと は不 g 千 ちゃ。 

信^5 よし、 其不覺 者の 双の 斬れ 味に は覺が あらう。 

^心 何 をッ。 

(山乂 ち 上る。 55sr 上 Vl,r5 リ宇^ 宫炱辆 出 づ。) 

a: 斜 あいや 〔I 兩所、 執 權の御 出 座で ござる ぞ。 

兩人 はは ッ。 

(平伏す。 ：4rfS の 族ん- 卷く。 執 權北條 相模守 時宗 (三 

十 1 お、 サ： 子、 狩 衣) 武威四^^^^拂って着座す。 

下手に 執 槻 述 Plf 武 藏.； i-^TK  (二十 五六 歳、 ii? 帽子、 直 

3 近侍、 筏に 太刀 持 J^fei へたり。 同 昨に 左右の 拽，^ 

Ei けズ §9火 名、 文 や. W 士、 汲^ 萃 (四十 歲餘) 等 出づ。 ) 

畔宗 (見 波して 莊宽 に) 夜中ながら 火急の 出仕、 今に 初 


めぬ 方々 の 忠節、 時宗 51 足に 存¥> る。 

皆々 ま >t ッ 0 

くれい * ん 

眸宗 仔細 は 文に も 申せし 通り、 先刻 i お 紫の よりの 

進に て は、 彼の 蒙古い よく 最後の 大軍 を， りて、 早 

や 壹岐對 馬 の 海邊ま で 押し寄せ しと 云 ふ。 (力. -s^ 込めて) 

國の與 る も 今、 亡ぶ る も 今、 先 づ命を 投げ出す 前、 SM 

を 憂 ふる 覺 悟の 程 を、 時宗 改めて 承らう ぞ。 

皆々 まッ 0 

義政 文 永 以來、 家人の 土地の 賫貢を 禁じ、 田 文 を 联り正 

し、 武を 練り、 馬 を 養 ひ、 弓 を 張り 矢を矧 いだに. 皆 今 

.i  くさ て v.,:!i り 

日に 備へ る爲 めで あ つ た。 軍の 手： 戰場 にて の 引 等、 

思 ふ 仔細の あら ん者は 、 身分 老若の 別な く IS らず 申立 て 

* レ 1TV  、 

皆々 はッ。 

時宗 彼の II 書 を 返け、 其 使 を 先 づ曲比 ケ濱に 斬り、 再び 

多 の 浦に 斬り 棄 てし 時の 覺悟 を、 目前に 試す は 今ぢ や、 

相模 武士 の膽の 太 さ を 見す る は今ぢ や。 

IB; 細 は、 ッ、 其 御 仰まで もな く、 斯く ある 可し と は豫ね 

ての 覺悟、 明くる を 待た で 今 これより、 筑 紫へ 馳せ 下る 

軍の 先鋒 は、 この 贞響^^先 に 承る で ノ  /さらう。 

信 濃 信 濃と て も 其 通り、 御， 詫と 共に 出陣の 用意 を 整 へ 、 

家 來殘ら ず 門前まで 引き 述れ 申した。 
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時 號時兼 


はした る 時、 何と 返事 を 認めた るぞ。 我い まだ 藥 せと 稱 

xh^  いはれ  お ここ 

する 國 ある を 聞かず 好 を 通ず る 所謂な しと 、 御 許 自ら 認 

めた ではない か。 

$ さ、 其 時 はまこと に 彼の 國の 様子 を 知ら ざり し 故な 

17 と 

時宗 云 ふな、 其 後に 何と 書いた ぞ。 我が 祌國は 智を以 つ 

て 競 ふ 可から ず、 力 を 持って 爭ふ 可し と 云 ひ 切った では 

しいか もて あそ  - 

ないか。 すり や 詩歌 を 弄ぶ に 等しく  • 唯 心なく 文. Y を述 

ねたに 過ぎぬ か。 

^草 祌 もって 左に は 候ら はす。 と は 云へ、 其 後 敏 度の 來 

寇、 まつ た筑紫 の 者 なぞ の 話 を總べ て 見ます るに、 中々 

思 ひの 外なる 大國、 人智 もお さく 我に 劣らず、 眾船、 

循鎧、 弓矢の 作り 様も遙 かに 我に 將り、 特に 石火矢と 云 

ふ 恐し い 5f 物まで 工夫して ゐ るとの 事、 一 一度の 敗 戰に愤 

り、 四百 絵. 州を舉 つて 押し？？； せな ば、 この II の？ 命 は 積 

み 戴ね たる 卵 同然 11 。 

時宗 默れ く、 ：白 萬 ？ 宽 勢よりも 唯 一つの 心の 眞ぢ や。 

得物よりも 人の カぢ や。 我等が 遠き 祖先より はる、 他 

に 類な き 尊き 血潮の 流れ を 知 ら ぬか。 

$ なれ ども 人の 力に は 限が ある もの、 心. に 彌猛に はや 

れ ども 終に 及ばず、 空しく 其の 下に 路み 翻らる、 を i£ た 

ん より、 何程 かの 土地 を ifl り、 速 かに 和睦 させられ たが、 


淨心 年老いて もこの 淨 心の 勇氣は 昔の 儘、 老の 1 の 徒 

然に、 彼の 軍势を 蹴散らし 申さん。 

大名の 一 千歳 存生 ふ 命より、 唯 一 時の 名 こそ 惜し けれ。 

* の-ふ やた け ご-- ろ あづさ 2 み 

同 二 武士の 彌猛心 は 梓弓。 

同 三 引き は 返へ さじ。 

皆々 由 比ケ濱 より 出で立ち 申さん。 

(德 然と 云 ひ 放つ。) 

单 (席 末 rs リ 進む) あいや 暫く .—— 13  く 11 。 

宗 兼 章 か。 何事 ぢゃ。 

#  g: り 乍ら 御意 見 申 上げた く ——： 。 

宗 む かう。 其方 は 學者ぢ や、 昔 八幡 殿 は大江 IE1 房 

に 兵法 を 習 ばれし と く。 時宗 も 思 ひ 至らざる 事 あらば 

改めん。 何事 ぢゃ 云うて 見い。 

统草 餘の 儀で は ござり ませぬ。 戰を 止めさせられ ませ。 

ti}^ や、 何と ッ。 

0^^ まだ 時期が 後れて は をり ませぬ。 速 かに 和睦 させら 

れ ませい。 左 も 無くば 此の 國 は眞に 亡び 果 つるで *、 /さり 

ませう。 

か SJ あさら 

時宗 (キ -ソ と) や あ 奇怪な り 兼 章、 和睦せ よと は どの 國 

を 指して 云 ふぞ。 

兼 草 昔の 蒙古、 今の 元で ござります。 

時宗 默 れッ、 血迷うた か 兼 章。 彼の 固より 初めて 使 を 遣 
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反つ て國の eil めかと も — 。 

,.に は 

時宗 (^然として〕 國賊ッ、 11创って\^五？=年、 いまだ 

1 度 も 他 11 より されざる 此の 國の 名眷を 永^に 棄て よ 

と 云 ふか。 一 iil- の 安き を 磁ん で 此の 续- き 神の 國 を 夷の 手 

に 渡せと 云 ふか。 n 賊ッ、 斬れい。 

侍の 一 は、 ッ。 

昨宗 5$ 神への.^ 5:f ちゃ。 徒らに 我が 智を街 ふ 似而非 學者 

を 斬れ。 

侍の 二 は、 ッ。 

0^ 难 1^ 述れ おる。 入れ 5^ うて 下手 i リ 一 人の 侍 出 

.3 

侍の 三 勘 文に ござります。 

昨宗 ふむ、 何者 ぢゃ。 

侍の 三 法 难經の 行者 曰 蓮に ござります。 

$ 之へ 持て。 

侍の 三 は 、ッ。 

(にじ.： r 寄って 渡す。 時宗 し K 讚す。) 

S  (^く はに して) 何事で ござるな。 

時宗 (靜 かに 卷告 納めて) 立： 止 安 R 論ぢ や。 

S すりゃ^て^^ったる —— 。 

$  p^, 敎ふる造の^^：惡は措き、 如何なる 艱難に も堪 

へ 了せ たは、 彼 も 亦 * 虏士ぢ や。 


義. K お、。 

$ 彼 弓馬 の 家に 生れな ば、 共に II の 大事 を 謀る 可き に。 

(惜む 如く 咬き て a て) や、 思 はぬ 事に 時 を 移した。 早 

い-、 さ てぐ.^ リ 

速 鼓の 手配 致せ。 M 綱。 

良辋 は >- ッ。 

お ちと 

時宗 御 許 は 都に 上り、 諸事 六波藏 の指阖 によって 筑 紫へ 

向へ、 信濃守は^^ちにこれょり出？？|5の用意せぃ。 

二人 は- -、 委細 承知。 

S 急げ。 

二人 はッ。 

(立ち かける。) 

^£心 (一 てれ，^ 止める 樣 に) あいや 執權、 この 淨心 は何處 

へ 向 ひ 申さう ぞ。 

時宗 あ X、 御 許 は 止って 鎌 倉の i 筒に 勤められい。 

^心 ぇッ、 何と ッ。 鎌 倉の 警 固と な 11 。 

時宗 如何にも、 老 大儀 乍ら！ 1 の 爲めぢ や。 

^心 いや、 そり や 不承知で ござる。 

時宗 何と ッ。 

淨心 淨心 いまだ 左程までに 耄碌 は ii らぬ。 まして 今 は n 

を 舉 げ ての 戰ぢ や。 信 濃 守に 代つ て 先陣 を 仰せつ け 下さ 

信 濃 云 はれな 淨心、 上より の 台命ぢ や、 先陣 は 身共 ぢ や。 

I   
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時^^8き信|{^三  時  淨  信 _^淨 


IS ；、. ^ いや、 どう あっても —— たと ひ 軍律に 觸れて も  0 

信 澄 む \、 美事 御 許が 11 。 

(爭 ふ。) 

良 綱 (止めて) あいや 御兩 所、 御前で ござる ぞ。 

1 一入 は气 

§ 又しても 其爭ひ —— 。 今 を 如何なる 秋と 心得ら る. - 

ぞリ 私の 意地 を 立て、 私の 小さき 心に 先陣の 譽 なぞ を 望 

とさ 

,vofiEL きお 力 

二人 や。 

桌綱 入道 自ら も 申されし 如く、 画 を！ 1 げて の戟ぢ や。 退 

いて 守る も 進んで 戰ふ も 等し く 皆 御 國 の 爲めぢ や。 それ 

程の 事に 氣 付かれぬ 御身 達 か。 

二人 ぉ气 

M 網 そ の 御身 達を斯 くま で に 隔て た 彼 の 田 文の 联調 は 何 

の爲 めで ござった ぞ。 又 御身 達 は 何故 一 寸 一 合の 地 も 多 

く 申立てん とせ ら れ たぞ。 卽ち Jfra 今日 の 御用に 立てん た 

めぢ や。 されば 其 時の爭 さへ： i 一益な りしに、 今に 及んで 

それと 悟らず、 互 ひに 由な く 爭ひ續 けて 鎌 倉に 人 ありと 

許された 御身 達と 云 はれよう か。 

二人  一 I 。 

彌が 上に も 心 を 合せ、 たと ひ 俱に天 を 戴かざる 父の 

簪 なりと も、 手に 手を携 へ、 楣に循 を 並べて 國 難に 赴く 


可き 秋ち や、 入道 殿 11 0 

心 お、。 

綱 信 濃 殿、 じたい どうした 事で ござる ぞ。 

濃 お \、 (ほっとして) 肝に 銘 じたる 其 言葉、 信 濃 ほ 

とく 恥 入り 申した。 淨心殿 曰 の 無禮は 平に 御赦 あれ。 

(手ん-突く) 

心 (遽て V それ ..J; 止めて) いやく  * 其 言ひ譯 は-お 心 

より 先に 申す。 先 づぉ手 を 上げられい。 守 は 確と 预り 

申さん。 心お き 無く 出陣 あれ。 

宗 (欣然と) 綱、 兩人 共に 好く ぞ 中した。 斯くて こ 

そ 我が 頼みし i も あれ、 今 改め て副將 とし て淨 心が 嫡 

子 小 太 郞を信 濃 守と 同 道 させ るぞ。 

人 は > -ッ。 

宗 小 太郞は 初陣 ぢゃ。 信 濃 守 諸事 心 を つ け て？ おさせよ。 

m は 、ッ。 信 濃 身に 及ぶ 限り は ー— 。 

宗 む、、 滿足ぢ や。 淨 心ッ。 

心 はッ。 

宗 信 濃 守の 出陣 を 祝うて 得させい。 御 許 は 聞え た 舞の 

名手 ぢゃ。 ま 綱手 鼓 を 打て。 

二人 は \。 

(入道 立って 舞 ふ。) 
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同 fft 小 お 

太 

B 曰郎 
朗蓮澄 


欲 梓弓、 手に 収り もちて、 つるぎ 太刀、 腰に とり 

佩き、 朝 まもり 夕の 護り に、 天. 21- の、 御門の 護り、 

われ をお きて、 また 人 は あら じと、 いや 立て X、 思 

ひし まさる、 天皇の、 御言の さき ぞ、 きけば た ふと 

み。 (火 作の 家 持の 欲の 一節) 

(S? しく 目出度く 舞 ひ 5^ る。 下手 i り W 前の 侍 兼 草の 

:!E,^ 持ちて 出-つ。) 

侍の 一 兼 ® の 仕 S を 終りました。 

S よし、 (立ち上ろ) これで 日本 11 中 一人の S 病 者 も 

居ぬ (S に 成った。 戰は 勝利 ぢゃ。 この 國の 亡ぶ る 時と は、 

此の 网の人 一 人 も 無く 絕ぇ 果てた 時ぢ や。 其 日 は 永久に 

來ら ぬ。 (佩刀.^ 執って) 信 濃、 首途 の錢ぢ や、 やがて 

此の 劍に映 ゆる 旭の 影 を、 國の 光と 共に 輝かせい。 

( 0 の 意氣。 信浪守 は 跪いて 敬々 しく 受取る。) 

第二 場 

登場 人名 


與 次 兵 .，衞 

二階 堂 信澳守 

入道 淨心 

小百合 

若  菜 

他に、 秋 田の 家來幸 兵衞、 出征の 武士、 軍兵 

等。 

場 面 

鎌 倉 由 比 ケ濱。 

正面 水平線。 渚の 沙濱は 上手へ 延び 曲って 稻 W ケ 崎へ 

iV な， れょ ^ つ 

精く。 せ， 手前 は 大小 数個の 磯 岩 及. ひ 磯馴松の 数 株、 下 

手に も 同じく  11 馴松、 中央に 一隻の 漁船 引き上げられ 

たり。 處々 に 篝 火. 焚く。 

前場と 殆ど 問 じ 時刻。 

小 太 郞淸澄 (直 垂、 紫の 腹卷) 小舟_」腰.^?下して跌然 

とし ズ 差し 俯く。 其 前に $ め 日朗 念珠，^ 手に して 立つ。 

間。 靜 かなる 波の音. V 、： ゆ。 

日朗 (やが \ 、促す 樣に) ど うぢ や、 まだ 悟られぬ か 喃。 

小 太^  1 o 

もとす S 

01 朗 すべ ての 迷 は 物の 本末 を 誤る に 依つ て 生ずる の ぢ 

や。 此の程 もお 敎へ 申した が 人の 此の世に 生れ 出で たる 

恩 は、 何 を 以 つて nIEhi" 尊し とせら る 、ぞ。 


TOG 
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小 太 一郎 (額，^ 上げて) 云 ふまで も 無き 事、 恩 は 天地 を以 

つて 第 一 とすとの 敎、 父母よりも 我 身よりも 父母 を 生み 

たる 國の恩 こそ 尊し と ¥ れ。 

00 然 らば 何 を iZ? つ て 悶え、 何を以 つて 迷 はる \ ぞ。 何 

故 そ の 重き 道に 傍目 も ふらずに 突き進まれぬ ぞ、 我が身 

よりも 父母よりも 我家よりも 猶 尊き 此の 祖先の II に、 他 

こく 1  一ん SS つ 

國 侵逼 の 大難が 迫 つ た 今、 魔 かな 戀のも つ れに心 を惱す 

まこ こ iwi こ 

が眞の 男子 か。 

.V 太 is 

B 朗 眞の 武士 か。 何時ぞや 鶴 ヶ岡に て 逢うた 時 何と 仰せ 

られ たぞ。 - 此國を 救 ふ 者 は 法 華 經 の 行者ば かり かと 云 は 

れた では ノ /さら ぬか？ 其 時の 意氣は 早 や 失な は れ たか。 

小 太^ いや、 其 心 は 今 も 失せ 申さぬ。 又、 その 爲 めに は 

おち ひ 

見事 我が 情に 打ち勝って、 ー度は1^«棄て申した。 なれ 

ども、 我と 我が 心に 湧き出 づる 泉ながら、 言葉に も 形に 

も 云ひ盡 せぬ 不思議の 思 は、 その 世の 敎に從 ひ 行く 我等 

が 行く手 を、 ハタと 黑布 もて 遮り 申した。 

B 朗 む  >1。 

小 太 節 名 越に 住 は せら るれば、 定めて 聞き も 及ばれ つら 

んが、 過ぎし 日 御 ©を 尋ねて 空しく 戾 りし 道す がら、 世 

にも 哀れ 深き 乙女 の 死：^ を 弔 ひ 申した。 

00 む气 あのお 袖 御の 事 か。 


~  ム. ， 

小 太^ されば、 (其 時の 思 ひ 出 に 浸って) ん水 せし 者の 

髮の毛 は 乾く 時が 無い と 云 ふ I— 透き通る ばかりに 蒼 ざ 

めた 顔に、 其黑髮 がまつ はった 樣を觅 た 刹那- この 身と 

この 心と は、 電光の 如く 今まで 住 馴れし 國の 外に 走り出 

で 申した。 

03 朗 ぁ气 それで  。 

1>  あ ば せ 

小太邵 我等 は暫し 幸福で ござった。 其 處には 二人の 他に 

住む 者 もな く、 天 も 地 も 我等の ものとの み 思 はれ 巾し 

た。 その 時 御身が 尋ねて 兑 えた。 

n 朗 態々 名 越まで 道 を 求め て 參られ た と 後で ira い て喃。 

小 太， 郞 斯くて 御 .la は 大義名分 を說 き、 .1 の 尊 さ を說ぃ 

て 、 我等 を 彼 の 夢の 國 から 元の この 世界に 引き戻された。 

我等が 新しき 幸福 は 御^の 言 紫で 微塵に 打ち 碎 かれた。 

我等が 父と 父 とは盡 きせ ぬ 怨に爭 ひ 、 この 11 に はネ- 前の 

• . , たの み  -C*t3 しみ 

大難 カ逼 つて ゐた。 前の 樂 は 反って 骨 を 削る 苦 と變 

り 申した。 

日朗 (重く) それ ぢゃ。 それが 解脫に 入る 第 一 の鬥ぢ や。 

其 苦に 打ち勝って こそ 眞の 大丈夫 ぢゃ。 

小 太^ なれ ども —— 。 

日朗 (押へ て) 苦 まれい。 苦 は眞の 勇氣を 作る 源ぢ や。 

迷 は眞の 道に 入る 道し るべ ぢゃ、 彼の 頑な 老人が 正 法に 

歸依 する 事が 出来た の も、 あの 娘が 死んだ 爲めぢ や。 
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小 太^ と は 云へ この 心 を 何と 致さう。 小太郎 父母 も 忘れ 

ぬ。 家 も 忘れぬ。 又 n も 忘れ 巾さぬ。 さり 乍ら 戀も又 忘 

れ さぬ。 かく 夜毎に この： おへ 出て 警固 する も、 一 つ 

は. おられぬ 夜の 時 を 消さ うがため —— 。 

00  (W1i<r< せて) ほう、 深う も 迷 はせられ たな。 日朗 

不徳に して 今 K ちに 御身 を その 迷より 救 ひ 出す 事の 出來 

ぬ は Si 念の 至り ぢゃ。 (懷屮 i リ法 華經 一 卷. ^取り出し 

て) さりながら、 この 一 卷は釋 迦牢尼 は 尊が、 一代の 力 

を ほめ て說 かれ、 我師日 上人が 命 を 的に めら れた法 

華經ぢ や。 日朗に 御身 を 救 ふ 力 は 無くと も、 法 華 經には 

を も照脫 させる 力が ある。 後刻 再びお H にか 、らん 

時までに 心靜 かに 讀み續 けられい。 

小 太^  (敬々 しく K„< けて) は \、 こ は 有難き 御 仰せ、 ま 

ことの 逍を 1|3 る を 得な ば 11 。 

00 お 身 一人の 幸 PJ のみ か。 さらば。 

(ト： 手へ 去る。) 

G ル つて 二： 一： 歩 見送ろ。 やがてせ； 卷 物.^ 閼 いて 誇 火の 

かつぎ 二 ぶか 

文字，^ 迪る。 ト：手.，-リ^£、 被 衣目 深に 忍び 出 づ。) 

小 太^  (足 背か^ さつけ て) 誰ぢ や。 誰ぢ や。 (透し 见 

て) む、、 女と ゆろ な。 一人で 此の 夜 更に か \ る濱邊 

を さ迷 ふ は 何者 ぢゃ。 


港 お \、 そのお 聲は小 太郎樣 か。 (走リ i ろ) 渚で ござ 

ります。 

小 太^  (ハクと して) む X、  ％ 殿 か。 この 夜 更に、 何し 

に 何處へ 赴かる \ そ。 

诸 何處 へと は 無情い お 言葉、 忍んで 來 たは 此方に 逢 ひ 度 

いためば つかり ！ 。 

小太郎 ゃッ。 一 一 すり やどう して 此處に ゐる事 を 知られ 

たぞ。 

0 命 を 賭けた 戀の 力で。  ， 

小太郎 む&。 

渚 親と 親と は 不仲で も、 浮世の 隔て は 思の 滔で燒 き盡す 

と 仰 有った、 其お 言葉 を 力 草に 、 邸 を脫け て參 りました。 

小 太 一郎 (何も 忘れて) 過分 ぢゃ。 斯くて こそ 世に 生れた 

る 甲斐 も ある なれ。 (四方. 見廻して) 廣々 とした 濱邊 

ぢゃ。 周 圍に人 も 無い、 月影 も 無い。 消え 殘る篝 火と 空 

に 瞬く 星と は、 斯る 景色に は相應 しう も あれ、 邪魔に は 

ならぬ。 

(手，^ 取って 船端に 腰，^ かけさせる。 靜 なる 波の 昔。 

間。 波の音。) 

0  (開き 惚れて) 物靜 かなる 波の 私語き 一ー 。(思 ひ 出し 

て) お \ それよ、 この 濱ょ。 亡 心れ もせ じ、 この 濱で初 

め て 御身 を見參 ら せ た 11 。 


小太郎 む X、 そり や 何時の 程に か。  j 

や ぶ さめ  一 

0 去年の 正月、 この 濱 での 流鏑馬の 御 催 を 忘れさせられ〕 

たか。  i 

小 太^  (目. 輝かす) お X、 其 時 は 此の 小 太郞、 比類なん 

き 働き をして、 將軍 家の 御感に 入った。 

^ さ、 其 時 竹垣の 外の 人 群に、 初めて 覺 えた 心の 高鳴 を i 

* チッと 押へ て、 こなたの 勝 を 祈って ゐた、 この 姿 はお 目； 

に は 止まら ざり しか。  一 

JW.0  1 

小太郞 は て、 神なら ねば 唯 的の 方にば かり 氣をー 収られ て 一 

さ ？た  _ 

喃。 —— 和 女 を 初めて 見知った は、 その 年の 上巳の 吉日、 ： 

奧 殿に て 長卷の 試合が あつ た 折から ぢゃ。 

诸 (恥し く) や、 すり や あの 時の 荒々 しい この 身の 姿 を 八 


小 太^ お \、 この 上 も 無く 勇し う 垣間見た。 月、 雪. 花、」 

雨風の 朝に 夕に、 そ t ろに 思 ひ 浮ぶ 其 姿に、 戀とは 斯う.， 

と 初めて 知った。 

渚 其 心 は 妾 とても 同じ 事、 祕 めた 思 はいつ しかに、 氣に： 

現 はれて 妹にまで、 それと 星 を さ k れた 時の 嬉し さ 恥し j 

さ。 人知れず 神に 願 ひ を かけた も i 鼓。  • 

小 太^  (恍 然と) 思 ひ 思 はれた 戀の眞 は 天に も 通じた。 

思 ひも よらず 父と 父との 仲に 一 一人の 緣が 結ばれた。 .！ 

渚 (悲しく) さ、 さは 左り 乍ら、 由ない « 故 皆 仇と、 消 


え 果てた 時の その 悲し さ。 

小 太^  (強く) いや、 仇に はせ ぬ。 二人の 心に 結ばれた- 

緣は、 他から は 解く 事 は 出来ぬ。  一 

渚 すり や、 倦く まで も 今の 思を續 けて —— 。  < 

小太郞 お X、  二人 は 二人の 國に 生きる のぢ や。 妨げる 者 一 

が あれば 打ち 碎 くまで。 未來 永劫 一 つ 道 を 歩む のぢ や。 

渚 ぁ&。  一 

(嬉し 氣に 寄り添 ふ。 途端 小 太^の 懐.^ リ 前の 經卷ー 

が 昔た て， - 落ちる。)  一 

渚 ぁッ、 何やら —— 。(拾 ひ 上げて 星彭に 透かす) 

小太郎 (愕然として 色.^ 失 ふ) あ \ 。(奪 ふ樣 LL して 取ろ)： 

法 華經ぢ や。 曰朗 法. 師 はこの 身 を卑： ^者と 嘲った 11 。  _ 

渚 ぇッ。  一 

小 太^ いっそ 裂き 棄て. - —— 。 (© つて その a リ LL^J んー 

と liv 踪躇 ふ) いやく、 たと ひ 經文は 裂き 棄て. 1 も、 一 

此の 心の 矛盾 は 抉り 去る 事 は出來 ぬ。 あ X。  リ， 

(樘と 舟 端に 腰.^ 下す。)  一 

渚 (おろく しながら) こり や 何と せられた ぞ。 その 經ー 

文に は 何が 書いて ござります。  一 

小 太^ 名のた めに 戀を棄 てよ と 書いて あるので あらう。 一 

日朗 法師 はさう 云 はれた。 (f. く樣 に) 國も 大事 ぢゃ。 

家 も 大事 ぢゃ。 さり 乍ら 此の 心より 和 女 を 除いて dtf も _ 
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與ニ  與ニ 


生きて ゐられ ようと は 思 はれぬ。 

诸 11 。 

小 太. 抓 戰に 行く も、 功名 手柄 を E む も、 花々 しい 打 死 さ 

へも瑨 むの は、 一 つ は 身の 眷 のた めぢ や。 その 譽は 何の 

G! めぢ や。 若き 命の のためになら でか 11 。 

^ あ.. -。 

小 太 W そ ft を 無下に 菜て よと は、 我が 命を絕 てよ と 云 ふ 

も M じ ぢゃ。 斯くて は 太刀 を 執る 手 も 物憂く、 戰場 

お ！：づ と 

に々. S  く 足 も .E 然と t^:  く覺 ゆる わ。 

渚 お > -。 (すリ 寄って) まづ その 通りに この 港 も、 父母 

も 家 も；： T の あたりに は棄て 兼ねます る。 所詮 此の世で 添 

はれぬ 綠 なら、 死んでの 後の 先の世が 慕 はしい。 (思 ひ 

入って) 小 太 郎樣、 死んで 下さり ませ。 

小 太， g お- -、 戀を棄 て X も 生きられず、 又 戀の爲 めに の 

み 生きられぬ 二人 は、 死 を 急ぐ より 外に 逃れる 道 は 無い。 

(刀 拔 いて 胸-し 常て ろ。 最前 i リ物； i がに 窺 ひし 與次 

ぉ衞、 その 時 1 散に 走り出て、 其 手 に 鎚ろ。 ) 

お 次 お待ちな され ませ。 ま、、 お待ちな され ませ。 

卞： S 與次 兵衞 か。 止めた とて 止められぬ この 心、 只 そこに 

見て ゐて たも。 

與次 さ、、 さう 思 召す は 無理なら ね ど、 世の^に も ある 


通り、 死んで 花寶は 咲き ませぬ。 ま、 先づ お待ちな され 

ませ。 

(やうく 二人，^ 押し 隔てる。) 

與次 仔細 は あれで 聞きました。 (しんみり として) お 袖 

が 死んだ の も それが 爲め —— 。 生きて ゐる 間に は老の 一 

撒から、 手荒な 事 もし ましたが、 死んだ 後に 殘 ろの は 可愛 

t? どり 

さはつ かり 11 (淚. .5- 拭うて) 片羽 もがれた 鴛鴦の 樣に 

しょんぼり とした あの 與 作の 姿 を 見る と、 これが 人の 力 

にかな ふ 事なら、 老 先き 短い 命に 代へ て、 一 日で も 半時で 

も、 冥途から 呼び戻し て 添 はせ て やり 度 い と 思 ひ まする。 

二人 ！ 。 

與次 お！ 一人 樣 にも 親御が ある。 その 親御 樣達 は、 どの 樣に 

云ひ爭 うて 御座つ て も、 このま \ 止めずに 御 死なせ 申し 

た 後で、 與次 兵衞 よう 見逃がして 吳れ たと は 仰 有るまい。 

人 あ、 11 。 

とリ けだもの 

次 武士 も、 町人 も、 百姓 も、 鳥 獸 の 末まで も、 子 を 

いとしまぬ 親 はない。 口に こそ 出して 仰 有るまい が、 ま 

さかの 時の 親 si のお 歎 は、 腸 も 肉 もとろ ける 纏で ご 

ざり ませう ぞ。 

人 あ、。 

次 喃、 必ず 死んで 下さり ますな。 身延 のお 山からの お 

使で、 龍 口の 方へ 行かれた と 云 ふ 日 朗樣の お 跡 を 尋ね て 、 


ふ 1>  あはせ 

はからず こ、 へ來 合せた の も、 不幸な お 袖の 魂が 導いた 

の で ござり ませう。 

小太郎 我 身に 引き 比べての 志、 與次兵 衞、 過分 ぢゃ。 さ 

りながら 死なで 赴く 可き 道 は 無い。 

與次 いや/^ 何處 へな りと も 身 を 8^ しなされ ませ。 や 

が て 時が 來れ ばお 和睦な される 事 も ござり ませう。 よし 

又、 お 和睦の 日 は 何時までも 無うても、 心の奥の 奥で は 

何處 かで お 一 一人が 生きて お出でな される の を、 必ずお 喜 

びな され ませう。 

二人 —— 。 

與次 可哀 やお 袖 は 死に ましたが、 殘 された 者の 心で は、 

生きて ゐ るなら 身の 皮 を剝ぃ でも 支度 をして、 與作は 奴 

て 措き、 ど の 樣な處 へ でも、 あれの 望む が ま k に 嫁入 さ 

せたい と 思 ひ まする。 それば かり か 猶其上 の 愚痴ながら、 

たと ひ 此の 頭に 手 を 擧げる 機な 不孝 者に ならう とも、 生 

きて ゐて さへ 吳れ たなら、 どの 樣に —— どの 樣に 嬉し か 

らうに と ひます る。 

^  (止めて) あ、、 もう —— う 云 やるな。 只 さへ 悲し 

い 此の 心に その 機な 事 を 云 ひ 出して、 此の上 泣かせて た 

もりやるな。 

與次 はい/ \.、 いやもう 何度 云うても 返 へらぬ 事で，. こざ 

ります。 しかし 斯うして あれの 事 を 云うて 泣く のがせめ 


て もの 心の 詫事ぢ やと 思 ひます る。 . 1 赦せ と 云う て も 

答へ る 者 は 松風の 音ば かり、 墓 は 言 を 云 ひませ ぬ" M 

にお 經を唱 へても、 立ち迷 ふ は 香の 烟 ばかり、 あれの 笑 

顔 は 又と 見られ ませぬ —— 。 

港 あ. -。 

(間。 波の音。〕 

與次 (や、 もって 促す 様に) 喃、 何處 へな りと も 落ちて 

行て 下され、 この 爺 を 不憫と 思 召すなら どうぞ、 生き 存 

へ て 下さり ませ。 お 袖に 死なれ、 今 又 同じ 樣 に港樣 にも 

死なれたなら、 乳母 も 生きて は をり ますまい。 

小 太^ あ \。 

(俄に 心 1^- 決し 誠れ て、 歩む ともなく 歩む。 波の 昔 に 

紛れて 幽かな ろ 法螺の 昔 間 ゆ。) 

小 太^  (キ、 ソと 成って) はてな —— 幽かに 聞 ゆる 法螺の 

音 は、 正しく 軍の 首途 の調ぢ や。 

(耳.^ 聲っ。 ヒ手 LL 螢火の 如 ふ、 松 火の 光 3^ はる。 やが 

て 一つ は 二つと なリ、 二つ は 三つ 四つ 五つと なって、 

績 き績告 て 稻村ケ 崎の 方へ 曲リ ゆく。) 

小太郞 む气 夥しき 松 火の 光り 11 何事の 起り しゃらん。 

(籠 チん鎮 す。 下手 rs リ小 Kr 合と 若茱 とが 轉ぷ樣 に し 

て 走 リ出. つ。) 

小百合 i —— 8 —— お. 1、 此處 にか。 (縫リ つく) 
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0  (支へ て) お X、 小 百 八 3 か。 何事が 起り しぞ。 

小； C 八" 何事と はなう、 これ 妯； は 11 何 車と は喃 11 。(口 

髖リて 云 はれ S 科) 

港 え \ 氣. 逝 はしゃ、 若菜 そなた 代って 樣子を 語り や。 

S あい。 ゆしお 葛び なされ ませ。 (小 太邵， ^見て) あ 

なた との 御綠 はかな ひました。 

二人 ぇッ。 

與次 すり や 御 和睦が 調うた か。 

S お」、 お前 は 爺 稼 11 。 さいな。 両 降って 地 固る と 

やら、 火 のお 召しで 評定 所へ 上られた が、 今睦 じう 肩 

を！ K ベ てお り 遊ばしました。 

^ すり や。 それまでに 御 心が とけ 合うた か。 小太郞 機ッ。 

小 太^ お X。 

0 小； n<n。 

小 w 八 " あい。 

(皆々 び 合 ふ。 法螺の sa、 阖 かなる 人馬の 物 昔。 上 

手 r* リ B 如 急； V 出-つ。) 

H 朗 小太郎 殿、 蘭 古 はいよ く 押し寄せ 申した。 祖師 日 

igi 上人 は 身 延の山 を 下られた。 

與次 え、 すりゃ设¥ぉ？^:3ひなされましたか。 

n 郎 お  >- 、出陣の 人々 を兑经 る爲 めに 今 こ \ へ お出でな 

される。 小太郎 殿、 の 程 は 11 。 


(と 尋れろ 折りし も 下手より 小太郞 の家來 幸兵衞 (胴 

丸 小手、 脛當) 走り出 づ。) 

幸兵衞 若殿、 御 出陣で ござり まする ぞ。 

小 太 一郎 む \ 

幸兵衞 總大將 は 一 一階 堂 信 濃 守樣、 ぉ前樣 は 父御に 代って 

其 副將で ござります。 

小 太^ 何ッ、 此の 身が 副將 とな ッ。 (欣然と して) 弓矢 

取る 身の 本懷ぢ や。 (02 朗 LL) 御坊、 小 太 郎名譽 も？ お 申 

した。 戀も？ おた。 殘るは 11 のために 棄 つる 侖 ばかり ぢゃ。 

to 朗 お..！。 

小太郎 いで 出 g の S 意 せん。 港 殿、 さらば ッ。 (云 ひ楚 

て V 下手へ 走リ 去る) 

渚 4? し、 (追 ひ 縫らん として 能 は ず) あ. -、 もう 行か 

れた。 —— 長い 思が 今 かなうて、 嬉しい と 思うた の も 束 

の 間 I 戀の 運命 は それ 程までに^ いか。 それ 程まで つ 

れ ないか。 (決心して) お \。 

與次 (立ち 塞って) え \ 何處 へお いでな されます るぞ。 

あ-りが 

诸 何處 へと は I- 戀の蓮 命に 反抗 ふの ぢゃ。 

(押し退けて 下手 へ 去る。 與 次兵衞 もお 後 1^ 追うて 行 

く。 入れ違うて 花道の 方ム リニ 階 堂 信 濃 守 (澤 絨の 

11^ 引 立 cLt 袍子、 £t は と 冠らず 乔に ふ) 弓 矢.^ 携へ 

栗毛の 駒の 太く たくましき に乘 つて 出づ。 其 後に 入道 


712 


陣出 


s  (底 垂、 紺の 腹卷) 武者 軍兵 等 出づ。 上手 i リ B 

蓮 上人 (六十 S) 出づ。 この 慮の "武老 及び 軍兵 は 出来 

ろ 限り 多く あろ 可し。) 

B 蓮 (莊 重-」) 打 手の 大將信 濃 守 は 何處に 候ぞ。 法 華 經 

の 行者 曰蓮錢 別の 言葉 を傳 へに 參 つた。 

S は、 ッ。 (威に 打 たれて 馬 リ 下ろ) こ は 有難き 御 

志、 戰 場に 赴く から は 命 は 無き 者と こそ れ。 後世の 

ち-: v つ., s，？ 

導に 聽. M: 致す で-、 J ざら う。 

(坐す。 上手に は B 朗、 小百合、 苦茱 等、 下手に は武 

者、 軍兵 等犇々 と 居 竝ぷ。 ) 

信？ 奴 (容， ^正して) いざ、 何なりと も 仰せられい。 

EH 蓮 おう、 よう ぞ 申された。 その 御身の 今の 覺 倍で 今度 

の 勝利 は 早 や 見えた。 さりながら、 我等が 望む 勝利 は、 

今 蒙古に 打ち勝つ のみでな く、 幾 fSE 年の 後々 まで も、 世 

,、 一》 一ん 

界の あら ゆろ H 々に 打ち勝つ 久遠の 勝利 ぢゃ。 

信 濃 ぉ&。 

B 蓮 それ故に 改めてお 問 ひゆす。 御身 達が 今筑 紫へ 赴く 

其覺悟 はな。 

信 濃 (キツ と 見て) 云んでも 無い 事。 尊き 君の 爲め、 祖 

先の s を 守る 爲め。 

B 蓮 よし、 然 らば この 11 の盡す 可き 翁 はな。 

信 濃 や、 それ は 一 I 。 


m 述 正しき 道 を 世界に 廣め るの ぢゃ。 此の 日の 本の 國を 

^つるに 當 つて、 『正しき 道； K@ めん」 と 仰せられた 大 

祌 の 大御心 か 鎖ぎ 奉る のぢ や。 

信 濃 11 。 

cn 蓮 我が 法 華經の 力で 諸々 の惡、 猿、 不義 不德を 此の世 

戸 から 滅し盡 すの ぢゃ。 末法 末世の り 江の、 塗炭に 苦 

しむ 入々 を 救 ふの ぢゃ。 されば こそ 竊 尊 も 一 一千 年の 前に 

於て、 東海の 島 國 に 正 法の 國 起らん と 仰せ 殘 された。 

信 S   。 

B 蓮 (磁 然と) 時 は今ぢ や。 内に 諸々 の 邪法 を棄 て、 外 

に 此の 11 を 犯す 者 を 斬り 從 へ、 此の 日の 本 をし て 三千 大 

S の 淨土 の 中心とす るの は今ぢ や。 

皆々 11 。 

ちり あ,、. U 

B 逮 斯くて こそ 11 のために 命 を座芥 と 鱗つ 1 は あれ。 

法 華 經 を 信ぜよ、 日蓮 を 信ぜよ。 日蓮 は 日本の 大忠 ICT ぢ 

や。 

信 濃 は、 ッ。 P ざ 入 つ たる 御 訓戒、 濃 初め て 心より 戰 

に 赴く 道 を 知り 申した。  - 

00 よし、 その 悟が 鐵の 榍ぢ や。 (七字の艇目^^；^^した 

ろ 羅，^ -與 へ ろ) 妙法 蓮華の^ 目の 向ふ處 草木と 雄 も 

g かぬ はない。 これ を陣 5^ に 立て \ 押し 進まば、 戰 はず 

して 敵 は 亡びん。 


陣出 


713 


m  m 小 淨 與 小 渚 小 

1 じ、 太' じ、 ± 太 


信 濃 (^^に<又けて) は V ッ、 秉々 の 御 芳志 御； 1 は 重ねて 

a 随の 折。 時 移れば 御免 候ら へ。 か ある 馬 引け ッ。 

S は > ッ。 

(信^ 守 爲 に 跨ろ。) 

小 W 介 (^け^^って55に鎚ろ) 父樣 —— 。 

S 小 W 合 か。 (礎し く) 堅！： で暮 せよ。 我が 失き 跡 は 

入 殿 を 父と も 思 ひ、 母 への 孝養 をお こたるまい ぞ。 

小 }= 合 あい。 

倌„ お 滞 心 殿、 留守 はよ しなに。 

&心 お、、 確と！ a まれ 巾した。 g 中小 太 郞が事 は 幾 霜に 

00 心 中した。 方々、 さらば ッ。 

(駒，^ 早めて 上手へ 去ろ。 武^ 共 5^ らず綺 く。) 

H 述 はて、 見事な 武者 振ぢ や。 北條殿 もよ い 家来 を 持た 

れ た喃。 (空.^ 仰いて) む X 東が 白んだ。 やがて 旭 も 出 

づる であらう。 (人々，^ 見て) 殘 つた 者は殘 つた 務を盡 

てう f い on- 

さねば ならぬ。 我 も 敵！！ 調伏 の 祈睛を 捧げん。 日朗 參れ。 

(ゆ："々 靜 かに 別れ 行かん とす。 と、 ™iれ たろ 駒の 蹄の 

音 間 ゆ。) 

i や。 11 。 

($3 々立ち 止る。 下手より 通錢ャ >f\lP の 駒に 鞍 匿 かぜ 


て、 緋械の IS 美々 しく 装うた る 小 太^ 急お、 出づ。 其 轡 

に鎚 つて 诸。 後ろ 鉢 卷に玉 ii、 裾 高々 と 取り上げて、 

右手に 長卷. ^持って 出づ. - 筏よ リ與次 兵 衞。) 

0 卑怯 ぞ。 未練 ぞ。 そこ 放されい。 

いや/ \、 何處 まで も 御供 申す。 

-.0 はて 何し に —— 0 

あこれ、 危ぃ く。 

(爭ひ 乍ら 人々 の 前 まて 來 る。〕 

(キクと 睨ん て) 小 太郞、 何事 ぢゃ。 

0 お、、 父上 か。 (駒.^ 止める) 

讓ッ。 

あい。 (ハツと ぜ しが、 哀願す る標 に) 止めずに やつ 

て 下さり ませ。 

^心 む、 —— 。 

小 太^  (靜 かに) 喃、 潘殿、 その 心根 は 察すれ ども、 陣 

中へ は 女 はかな はぬ。 一 一人の 願 は 思 ふま、 にかな うた 今、 

何の 思 ひ殘す 事が い /さらう ぞ。 小 太郎は 敵に 潔う 命を投 

げ 出す 事が 出来る のぢ や。 

渚 さ、 それ は 男の 事、 男 は戀の 礎の 上に 名譽を 建つ る 事 

も 出来よう。 と は 云へ 女は戀 が命ぢ や。 戀の 上に は戀は 

無い。 戥 となれば 生死 も 知られず、 又 逢 ふ 時 は 何時の 日 

か。 そのいつ 知れぬ 日の 果て を 一人で 待てと 仰 有る か。 
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小太郎 む \ —— 。 

诸 日頃 習ひ覺 えた 長卷の 一手 は 今日の ため、 昔の 巴 板 額 

をな ご  くつ わ 

ばかりが 勇し い 女 か。 馬の 轡を とって 何處 まで ものお 供 

を 願 ふ 心 を 無 理ぢ や と 思 召す か 。 

小太郞 む X。 

港 さあ I 。 

B 蓮 (軍兵 共が 棄て 行き； i ろ 松 火，^ 執リて 渚の 前 LL 進み 

ゆく) 渚 殿と やら、 此の 松 火 は 何の 故に 燃 ゆる ぞ。 

渚 ぇッ。 (驚いて 目 見張ろ) 

to 蓮 な、 夜の 暗 を 照らす ため ぢゃ。 

渚 あ \。 

R 蓮 今度の 戰は 何のた めぢ や。 國の 光輝 を 輝す 戰ぢ や。 

渚 お、。 

日蓮 夜の 暗 を 照らす 爲 めに は、 此の 松 火 はやが て 影 も 形 

も 燃えて 無くなる のぢ や、 此の 國の 光輝 を增 すため に は、 

戰に 死ぬ 者 も、 亦斷ち 難き 愛着 の 詳を斷 つ 尊い 儀牲 もい 

るの ぢゃ。 

谱 あ > -。 

B 蓮 (松 火，^ 消して) 火 を 消せば 松 火 は 無事に 殘 らう。 

その代りに 光 は 無い。 この 樣な 醜い 木ぢ や。 しかも 幾-: a 

年も殘 るので はない。 やがて 無用に 雨風に 洒 されて 朽ち 

果てる のぢ や。 人間の 命 とても 其 通り、 百年 無用に 生き 


るより は、 只 一 日 志す 道に 生きる 方が 遙に 尊い。 

洛 . I 。 

H 蓮 にて 再， ひ 松 火，^ 點じ) 松 火 は 形 を 失うても 光 

と 成つ て 揮く。 人 は 死 すれ ども 國の 名譽と 成つ て殘 る。 

今 若し 和 女が 足 手 纏に 成 つて、 立て ら る k 可き 功 も 立 て 

られ ざる 其 時 は、 啻に 止めた 和 女ば かりの 耻 * か。 

渚 や。 

B 蓮 和 女の ぽ女は それで 立つ か。 行く も 止ろ も 心 は 一 つ。 

た *zi  とに ま 

靈 は 千里 も 通 ふ。 此處に 止って ゐて、 造 かに 誠 を 運ぶ 

事の 出 來ぬぢ やまで 弱い 心 か。 

诸 お \。 (忙しく 鉢 卷，^ 取リ すて- 0 止まり ませう C 港 

はこ、 に 止まり ませう。 (懐 劍てプ s\  、ソリ と 黑髮， ^斷 つ) 

しかし、 心 は何處 まで も、 片時お 傍 を はなれずに お供 を 

致します る。 

(黑 髮.^ 差し出す。) 

小 太^  (受取って〕 滿足ぢ や。 何處 まで も 供 ひ 申す ぞ。 

(確と 懐に 入れて、 更に W 前の 華經， か 取り出し) 日朗 

法師より 賜 つた —— 暫し 肌に つけたれば 我が 片身 ぞ とも 

思 はれよ。 武運 拙く 打 死せ しと 聞き 給 はヾ、 其 經 を 開き 

て囘 向の 程 を？ S み 參ら. i<  0 

(流石に 聲 暴る。〕 

0 お \ —— 。 
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(俗かず 兄 上げろ。) 

小 太^  (CK く 見下して 後、 i^J 然として) いや、 勝利 ぢゃ。 

何の 蒙古の 戰な んぞ に 打 死す 可き。 や が て 吉 左右 御 待ち 

あれ、 さらば ッ。 

(駒，>5-1:;'めて上\^1- へ 去る。〕 

诺 お、。 

(思 はず ニニ： 歩 その 方へ 引かれる。 與次兵 衞が後 f* り 

支 へ る。 旭出 づ。 » し .v.-^ の！！ 下手 i リ 上手 へ 飛び 行 

く。) 

i お、、 夥しき I？ の 群の 西へ 飛び 行く は、 扱 は 八幡 殿 

も， に 出られた か」 旭 も 終に qi- つたわ。 (お 厳に) あは 

れ今此 旭の 照す 如く、 東より ® の！！々 へ 遍く正 法の！ ^やら 

な俾 へん。 一天四^ 皆歸 妙法 11 。 

^  (上手へ 仲 • ひ 上って) お、、 朝霧の 晴れ間に も最 うお 

姿は兑 えぬ C 11 行かせられい。 行かせられい、 世界の 

てまで も 行かせられい。 港 は そなた を 大事に 思 ふの ぢ 

や。 そなた を 生 んだ この 國を 大事に 思 ふ の ぢゃ。 

t せ W  く 強く 叫ぶ。) 

i 南無 妙 ii I- 。 

(-燧 の 如くに "乂， つ。 人々 は！！ かに 跪く。) 

1- 一お I . 
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お 曾モぉ 磯 さ 後 
貝 g 藤 
平^ 源 
數ま治 

靜 太 だ 節 馬ま郞 


は 往還。 家の 一-おは 一 體に 黄葉した 雜木林 泣く れ n 

空に 不二 ケ极. ^仰ぐ。 小-お. 1 日の 1^ 無き 午後。 母のお 節 

称の 木へ 立て かけれ！ 权の 布. ^刹して ねろ。 赏素 なが 

ら、 何 返と なく 昔 しい 氣 品が 溢れて ねろ。 数 馬 は 花 

鉄，^ 持って 上手. V 菊.^ 切 つてね る。 細 前髮の 美男子。 

数 馬 (好き 程に 切って) 母上、 これ 程で よろしう 御痤り 

ます か。 

お 節 (布.^ 剝し 終へ て-ての 方へ 來る) お、、 それでよう 

御座ります。 御 苦勞で ござりました。 (手 Li 受けて) 斯 

うして 色々 と 集めて 見ます ると、 又 一段と 見事 ぢゃ。 今 

m 御侖： n の 父上 樣も、 さぞ かしお 喜びな され ませう。 

数 馬 (或 敬虔な 心 持で) 私 はま だ やうく 八つ か 九つで， 

はつ f  . 

その 頃の 事 は 判然と 覺 えて 居り ませぬ が、 父上 は その 樣 

に 菊 なぞが お好きで 御座り ました か。 

お 節 (- ーコャ かに) 菊ば かりで はあり ませぬ。 花の 類 は 

總じ て お好きで ありました。 氣 高い お生れ つ きで あ つ た 

ので 11 。 

00  (益々 敬 度に) さう で ございまし たか。 さう 承る と、 

私 も 何だか その 樣な事 も 思 ひ 出される 樣な氣 も 致し ま 

す。 來年 はもつ と g& 山に 造り ませう。 お 靜殿も 野菊 を澤 

山 折つ て來 ると 申して 居りました。 

お 節 ぉ靜 どのが。 ( 一 寸ゎる表情.^-見ぜて直ぐに押し隱 


眞 


き 


物 


(十九 歳) 

(十九 歳) 

(四十 位) 

(三十 位) 

(十七 歳) 


m 人 

IS 人 

數 馬の 母 

源 治^の 若騭 

庄屋の 娘、 数 馬の 

戀人. I 


時 

江戸時代の 初期、 

處 

駿州大 宫の傍 

舞 S 

機貝數 馬の 浪宅 

藁葺の 百姓家 か 寺子屋 風に 造作せ ろ體。 小 やか なれ ど 

居心地 rs  く 造る。 前 は にて 上手の 隅 Li 自然 生に 近き 

菊の花 壇.^ 作る。 下手 は 粗末な 竹垣。 柴折 門の-おに は 

大きな 柿の 木が あって、 赤い 置.^ つけて ねる。 門の 外 
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す) それ は しう 氣の ついた 事 * 父上 も 一 入と 思 召され 

ませう。 父御の ssj 兵 衞殿を 初め、 ぉ靜 殿に も、 何かと 常 

常お 胜 IS になる 上、 この 中から は 又お 前の 羽織の 仕 立 を 

頼んで 居ります る。 今にも これへ 兑 えたなら、 たんと お 

禮を云 はねば なりますまい。 (下手ん、 見て^く 樣に) ほ 

ん にょい 姬ぢ や。 器量と 云ひ氣 だてと 云 ひ、 百 石 联の侍 

の檢 にしても 恥し うは あるまい。 

00 え。 

お 節 (ハツと して) いえ、 あの —— 私 は 奥で お 墓 參の支 

度 をし まする 程に、 ぉ靜 どのが 見えたなら よい 樣 にもて 

なして S いて 下さ， rs 

(菊 1^ 手水 鉢に さして、 布，^ 持 つて 靜 かに 奥へ 這 入 る C 

數 US は 凝つ と 見送って、 先刻の 母の 言葉.^ 味 ふ 樣に竹 

緣の 上に 腰.^ 下す。 そして、 其處に 匿いて あった 物語 

の 紙 1^- 取上げて、 見る. て も 無く 弄る。 下手 rs リぉ靜 

i  ひな 

少し^れ た 様子て 出て 來る。 鄙びて はねる が、 美しい 

初々 しい 娘。 仕 立上りの 羽 包んだ 風呂敷 包と 野菊 

の 花 とん 持つ。〕 

0  (柴 折の 外て) 數 馬樣、 參 りました。 

m.0 お IS 殿 か。 (起つ) お入りな され。 今：：： は 何が その 

様な fe! に 立って ゐ るの ぢ や。 

ぉ靜 (淋しく) でも 11 何と やら 恥し うて 11 。 


救 馬 W じい？ (その 方へ 行く。 小？^ て) では 父 一,^ にあ 

の 事 を 云うた のか。 

<  2 ぅぺ _M  -ti さま 

ぉ靜 あい。 そして、 昨夕 小母樣 がお 風呂に お出でな され 

た 時、 父さんが 奥の間へ 呼んで 話しました。 

00  (心 急く) む、、 そして 母上 は 何と 仰せな された。 

ぉ靜 (*n リ として) 何ぞと 云うて —— 私 やお 目 鏡に 叶 

はなんだ ので ござります。 

00 ぇッ、 そり.^!  0 

ぉ靜 キッ パリ と 斷られ たの で ござります。 たと ひ 御 浪人 

なされ て も 一 1=1 は 歴々 の お 侍。 一 つ 里に 住み 馴れた と て 、 

同；  たのが 私の 思 ひ 違 ひで ござんした。 私 や、 

私 やん vulvpii 知らず の 田舍者 でノ /さりました。 (？錄 ，屮 忍 

びて 泣く) 

數馬 (女の 言葉.^ 信ぜぬ 様に) え- -、 何 を 云 ふの やら t- 

も 無い。 行儀作法 は 小さい 時から 我 &の樣 にしつ けて あ 

る。 今 も 今、 この 俺に 聞え よがし に、 百 石 取の 嫁、 にして 

も 恥し うない 器量 ぢ やと 仰せられた。 それ は そなたの 聞 

間違 i ひぢ や。 

ぉ靜 いえく、 間違 ひで は ござり ませぬ。 二人の 心 を 打 

割つ て 賴んだ 時、 父樣は 叱り もせずに 比の 上 もな う 喜ん 

て、 力まく と 細々 と 頼んで 下された に、 こちの 小母樣 

は、 仔細あって 数 馬に は 嫁 は 持たせぬ と、 キッ パリと 仰 
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お' 鼠 


有った とやら —— 。 

数 馬 む、。 (眉ん 、寄せる) 

ぉ靜 (堪へ 切れ 2 樣に 泣く 音.^ 立てる) な、!： んの 仔細 

力 外に あらう。 わ、 私 や 小 母 機に 嫌 はれた のぢ や。 

数 馬 (宥めて〕 靜 かに、 靜 かに。 併し、 その 話 は ii? に は 

どうも i に 落ちぬ。 その 樣 にお 氣に 召さぬ 和 女 を 今の 樣 

に 云 はれる 害 はな い。 これまでの 樣に 可愛がられる も 

ない。 それに 元の 侍に 歸參 する まで 待てと 云 はれる のな 

ら、 その 樣な 返事 も あらう に、 嫁 は 持たせぬ と 一筋に 云 

ひ 切られた と は 11 o( 深く 考 へ る。 ある 疑惑が 雲の 樣 LL 

湧いて 來る。 やがて 決心す ろ) よい わ、 徒らに 考へ るよ 

り その 仔細と 云 ふの を 母上に 問うて 見よう。 その上 は 又 

その上の 事、 それまで は 必ず 力 を 落さぬ がよ い。 

(しめし 合せて 緣の 方へ 來る。 お 節が 奥から 衣服，^ 着 

替 へて 出ろ。 お 靜ん、 見て 微笑む。) 

お 節 ぉ靜 殿、 よう お出でな されました。 

ぉ靜 あい。 (悲しげに 會釋 す. る) やう/ \ に 縫 ひ 上り ま 

した。 

いつ あ 

お 節 (い. ちらしい と 云 ふ 表情) お \ 、何時な がらお 早い 

事で ござりました。 お 禮は又 重ねて。 (数 馬に) それで 

は 留守 を賴 みます ぞゃ。 

(出て 行かう とすろ。 ^；^馬思はずその袖な控へ ろ。) 


^馬 母 卜。 

お 節 (ハツ として) え。 

数 馬 お尋ね 申したい 事が ござります。 暫く 下に ゐて 下さ 

り ませ。 (座敷へ 坐ら ぜ、 自分 も 上へ 上って 下手 LL 兩手 

, ぶ 4^ く) 何 一 つ 隔ての ない 害の 親子の 仲に、 他人の 口 を 

借りて 昨夕の 樣な事 を 申しました 卑怯と 不信 實とは 改め 

てお 詫び 申します。 併し、 何故 この 數馬に は 女房が 持た 

れ ぬので ござります。 私の 身勝手 からか は 知れ ませぬ 

が、 ぉ靜 どのが ぉ氣に 入らぬ と は、 どうしても 考 へられ 

ませぬ。 いや、 私より 母上の 方が 先に、 それ を 望んで ゐ 

られた 機に さへ 思 ひ ま す。 母上 はよ く 幼い 一 一人 を 竝 ベ 

さま 

て、 新う した 仲の よい 樣を 何時までも 眺めて ゐられ るな 

T> あはせ 

ら. この 上の 幸 一幅 はない と 口ぐ せの 樣に仰 有って 御座 

りました。 そして、 それが いつ 知らず 二人の 心の中に 成 

長して、 今 その 望 通りになる 時が 来たのに、 何故 今更の 

樣に それ を 担 まう とな さるので す。 あの 樣に仰 有った の 

は 、 みんなう は ベ 許りの 嘘で- A  /さりました か。 

お 節 (答へ ず。 T 苦悶の i お 情) 

数 馬 (疊 みかけて) い k や 嘘で はあり ませぬ。 それが 嘘 

でない 事 は數馬 はよ く 知って 居ります K*o それな のに、 そ 

の 昔からの 望 を 無理に 心の中で 押 潰して、 一 一人の 仲 を 許 

わけ.. . 

すまいと なさる の は、 どうした 理由からで ござります。 
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ど、 つ 云 ふ堪 情が 俄かに さう さ *J る樣に 成った のです。 そ 

れ とも 11 (凝視して) 母上、 それとも 長い 祕密を 持つ 

て お出でな されました か。 

お ffi  G-1 所，^^ かれた 樣 に) 秘密 11 まあ、 何で 私が —— 。 

(額 窥 つて) いやく、 さう です。 その 顔色が 

あ i 〈た  みんな 

S の 心 を 悉皆 語 つ てゐ ます。 さもなければ 昨夕 あ の 樣 

なむ ご い^を 云 はれる 等. がご ざり ませぬ。 (思 ひ 詰めて) 

母上、 父上 は 何でお 亡くなり なされた ので ござります。 

お (意外の i!^ 愤) え、 それ は I - 

mM  (^3ろ校に) どの^5^な御|;8でござりました。 (小 

渾 になり) 若し や 恐し い 犬 刑お では ござり ませぬ か。 手 

も 足 も 節々 から 腐れて 落ちる と 云 ふ、 翻 病で は /さり ま 

せなん だか。 

お 節 まあ。 外の 問に 驚く。 - てして や、 安心す ろ) 何 

いま は  ち 

ぞと思 へ ばその5:2な^？ —— 何で 父上が その 樣な rJ3 しい 血 

すち 

統 であり ませう。 それ はお 靜 どの 、父樣 もよう 御存じの 

せ： ぢゃ。 

数 では、 何故 御 浪人な された のです か。 浪人な される 

樣な惡 人 だ つたので ノ  /さり ます か 。 

お 節 (險 しい 颜 て) l^lsr お前 は —— (愿 らうと して 急 

に 感悄， ^消す ) そなたは惡人計りが^^人する者と思ひ ま 

する か。 水 消ければ 魚 住まず と 云 ふ # も ある。 


數馬 でも 母上 は、 いつでも 父上 御 在世の 時の 事 や、 故鄕 

の 話 なぞ を 聞く と、 何とな う^はしい 樣な樣 子 をな され 

ます。 それに 又 それ 程 清 簾な 人であった なら、 たと ひ國 

もん 

遠な されても、 を 慕うて ；入ゃ 二人 は 便 をよ こす 人 も 

ありませ うし、 珍 覲の 道す がら そっと 立 寄って 行く 人 も 

ありさう に 思 ひます。 それが、 私が 物心つ いてから、 一 

度 も 誰 一 人 尋ねて 來る者 もなかつ たの はどうした 事で ご 

さみ 

ざり ませう。 私 は、 今まで それが 淋しい より 不思議で な 

ら なか つたので.、 j ざり ますが、 それ も 今 思 ひ 合 はせ ます 

と、 人に 明かされない 業病 を 恥ぢて か、 それとも 思 ひも 

そめぬ 大罪で も 犯して -—— 。 

お 節 (激しく 止. S ろ) これ、 又しても その 樣な事 —— 。 

かりそめに もせよ 子と して 親を識 つて 不孝と は 思 ひませ 

ぬか。 

数 馬 では 私 は 今の 事 を どう 考 へれば よいので す。 父上に 

まつ は .RSJi ひ 

纏る 災 でもな く、 又 我々 も 知らぬ 事なら 何故 一 一人 を 許し 

て 下さり ませぬ。 

お 節 11 。 

救 馬 それとも、 やつば りお 靜 どのが 心に 卟 ひませ ぬか。 

さ、 それ を敎 へて 下さり ませ。 その 理由 を 明して 下さり 

ませ。 

>  ,  .  おの づ から KB 

お 節 (m3 ひ 入って) 明し ませう。 併し それに は 自な機 
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が ある。 その が 来れば 問 はれず とも 明かし もし、 又啧 

れて添 はせられ る ¥ あらう。 それまで は 何事 も 知らぬ 

體で今 ま で の 樣 に 兄妹と 思う て 仲よ く暮し て 下され。 

おき ひ 

S 兄妹と 思うて -!—  。 

お 節 それが 只った 一 つの 母の 志ぢ や。 若し その 垣 を 越し 

sv«t  の ほ 

たなら、 つい 足下から、 上る 事の 出來ぬ 涙の 淵が 口 を 開 

かう も 知れ ませぬ。 

(戒める 樣に 云って、 ぉ靜 から 菊 1^ 受取って 柴折 戸の 

外へ.. おろ。 二人 は 起って 见送 る。 やがてお II は 数 馬 LL 

鎚 る。〕 

お^ 數 馬樣。 

數馬 ぉ靜 どの。 . 

ぉ靜 二人 は、 二人 はどうな るので ござり ませ- 「。越すな 

と 云 はれた 垣 も、 と-つの 昔に 越して ゐ るに。 

,  わし ゎか 

数 馬 さあ。 (腕.^ 組む) 俺に も 判らぬ。 只 その 時の 來る 

の を 待つ より 外 は あるまい。 

き (詰 寄る し では、 その 時に なって 所詮 添 はれぬ と 極 

つ たら 、 お前 は 私 を棻て る 心で 御座ん すか。 

そなた 

» 馬 思 ひも よらぬ。 俺 は どの 樣な 事が あらう と 和 女 を 見 

棄て はせ ぬ。 (凝と 考 へて 決心す ろ) さ うぢ や、 見棄て 

はせ ぬ。 薄 はれ も せ ぬ。 母上の 祕密は 母上 一 人の 事、 

ゎ1- わ 1>  >r ろ. U 

俺 は俺ぢ や。 今 思 ひがけな さに 狼， 狃 へて、 何かと 母上に 


問 ひ 迫った のが 恥し- 「なった。 しかし、 もうこの 上は搖 

ぎ はせ ぬ。 和 女 も 私の 心の 勇氣を 信じて ゐて 吳れ。 そし 

て、 何もかも 私に 委せて 吳れ。 喃、 判った か。 

ぉ靜 あい、 それでも 11 。 

数 馬 まだ 云 ふの か。 さう 覺悟 すれば 何も 云 ふ々 は あろ ま 

い。 (緣へ 呼ん て) さ、 こ. -へ來 やれ。 母上のお 歸りま 

では、 何の 邪魔 も あるまい。 (肩ん、 抱く；； 

ぉ靜 あい。 (眩しげ- -1 傍.^ 向いて 草紙， か 見ろ) その 木 は 

—— 昨 曰 の 草紙 でノ  J ざり ます か。 

數馬 さ うぢ や。 美しい 喃 。今日はい よく 千鳥と 三左衞 

門と が 11 り あ ふの ぢゃ。 

( 一 一 人 肩 Is 奴 ベ て餘 念な く id 十 紙ん， -兄 入る。 時 々 颜，^ • 几 

合 はす。 樂 しげに 笑 ふ。 平和な 小鳥の！^。 間。 やがて 

向 ふ rs リ 後藤 源 治^と 若 露の 付 平 太と が 出て 來る。 二 

人 共 旅 姿、 それ も最ぅ 可成 長旅 綾け たと 见ぇ て、 笠、 

衣服、 手 甲、 脚 都な ど、 ゆ" 黄色な 塵 LL まみれて 傷々 し 

げに 見える。 殊に. 源 治 郎は病 __aLi 惱む體 て、 数 馬 LL 劣 

ら 2 美し い 額も^ ざめ て 吐く P5 も 苦し さうて めろ。 ^ 

« ち どま 

時 立 停って 下腹.^ 押へ る。 贫平太はそれ*^©しぅ介抱 

する。 しかし 餘リ 度重なる と、 i-S 々しげ LL 勵 ます。〕 

$ネ 太 さ、 確りな され ませ。 贵郎も後fl源左衞門^^sの御 

子息で は ござり ませぬ か。 これし きの 事に 弱 つ て どうな 
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されます。 

S0  S4b ぢ やと 云うて、 如何な®^Hも病には 

勝てぬ わい。 

仲 平 太 しかし、 しの 持 3^ 一  つで 少し はどうに かなる もので 

か. U*J 

ござります。 その 樣子 では、 今の 今 仇に 出逢うたら 何と 

なされます。 

^^0 その 時 は 肖 然と 其 時の 心に なれよう。 しかし 今 は 

のど 

(股.^ 押 へ る) あいた k  X  、  \。 これ、 咽が 燒 ける 機 

ぢゃ。 ど こぞ そこらに 湯で も 茶で も 貰 ふ 家 は あるまい か。 

平 太 (数馬の家.^-见て〕 ぁ气 丁度 一 軒 ござります。 

では あれへ 行て 湯 を H うてお 藥を差 上げ ませう。 さ， 少 

しの 問 我 Si なされ ませ。 

(源 15^.^ 肩に かけて 本 舞 毫 へ 来て 垣の 外から 呼び か 

ける。) 

！ W 平 太. もしく、 ちと 御 無心で ござります。 これ は 旅の 

つれ  K んじふ 

^でい /さります るが、 伴が 俄の 食當 りで 難 S 致して 居り 

は，. > 

まする。 どうぞ ご綠の 端な りと ぉ贷し 下さります 譯には 

參 りますまい か。 

00 何、 俄病ぢ やと —— 。 (起って 来ろ 源 治^の 樣子 

^<  ^ぐ 同^^す る V てれ は さぞお 闲り で 御座り ませう。 

よる 

むさくる しけれ ど 夜の 物の  一 二 枚 は ござります。 ゆつ く 

りと お休みな され ませ。 (戶 1^ 明けて やろ) 


曾 平 太 はいく、 有難う ござります。 

(せ 平 太 は 源 治 ^伴うて 家 へ 這 人る。 ぉ靜は 心得て 

奧 から 夜具.^ 出して 來る。 數馬は 草鞋の 紐.^ 解いて や 

る。 源 治郎は それ，^ 見て 無言て 淚 ぐんてね る。 ぉ靜は 

更に， 11.5- 汲ん て來 る。 曾 平 夫 は 印籠の 中から 道中 薬 

出して 飲ませる。 源 殆郎は 暂く落 付いた 樣 Li 見えた 

が、 直ぐに 又 苦しみ 出す。 曾 平 太は當 一お する。) 

うち 

曾 平 太 若し、 失禮 ながらお 家に 何 ぞぉ藥 の 意 は ござり 

ます ま、 力 

と $  SSK /す リ 

數馬 (これ も當 惑して) さあ、 富 山の 置藥の 外に 藥と云 

うても 御座り ませぬ。 大宫 まで は 十四 五 丁の 道程、 一 走 

り 行て 賈 うて 進ぜ ませう か。 (起つ〕 

曾 平 太 (止めて) いやく それ は勿體 ない。 十四 五 丁な 

ら つい 私が 一走り 行て 參 じます る。 ぉ手數 ながら その 間 

の處- どうぞ 宜し， T. 御 願 ひ 申します る。 

数 馬 よろしう ござる。 諸事 御 引受 申した。 

曾 平 太 御免。 

(二人に 會釋 して 一 散に 下手 奥へ 走リ 去る。) 

00  (傷 しげ Li 眩く) 食 あたり さうな。 

ぉ靜 お 可哀想に、 丁度お 前樣と 同じ年 頃ぢ や。 一倍い と 

し， r- ござんす。 

00 見れば 遊山の 旅で もな ささうな。 どうして 街道 筋で 
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もな い y J の 片田舍 へ 來 たので あらう。 

(介抱しながら 嚷き 合 ふ、 .1^ 治 乂 1 層と 苦し み 出 

す。) 

數馬 あ、 こり や 又 ひどうな つた。 

ぉ靜 どうせう、 どうし ませう。 

(ォ 口く すろ。 お 節 下手 i リ 歸リ來 ろ。 、、の 體，^ 見 

て 急いて 配け 上る。) 

お 節 數馬、 こり やどう したお 人ぢ や。 

00 旅の 侍で ござります。 水 あたりら しい 故 休ませて 吳 

れ と賴 まれた の で、 家へ 入れたら この 通り で-、 J ざり ます。 

若 黨が今 藥を賈 ひ に 行 て をり まする 。 

< どく 

お 節 それ はま あよい 功德 をし ました。 そして あの、 家に 

ある 熊の 胃 もさし 上げました か。 

^馬 熊の SE 1— い \ え。 (不審 氣に) その樣 な ものが 貯 

へ て ある の で -- J ざり ます か。 

お 節 ほんに、 お前に はつい 云 ひ 忘れて ゐ ましたが、 一昨 

*J ひ 

日 大澤の 治郎作 殿に 分けて 貰 ひました。 萬 病に 利く 尊い 

藥ぢ やが、 とりわけて 熱と^ 痛 とに は卽 座に 驗が 見える。 

(起って 押入の 中から 竹の 皮 包に 人った 熊の 3«,^ 持つ 

て來 ろ。 ぉ靜 は 心？ おて 水 1 か 汲ん \ 、來 る。 お 節に 源 郎 

の 口 を 割って 藥. ^含 まぜ、 水，^ 與 へる。 源 治 f かは^ 中 

LL 欽み 下す。 I" く靜 かな 間。 病 一せ が 次第に 遠退いて 行 


く 様子。) 

お 節 (效 ."J* 腿き こんて) 如何で. ござります。 少し は 胸が 

開きました か。 

s.^  (漸く U が 利け かけろ。 そして 刎担告 様と して 悶 

える) あ、 有難う. ござります。 再生の 御 © 恩、 い、 一生 

忘却 仕り ませぬ。 

お 節 (押へ て) あれ、 ぉ靜 かにな され ませ。 何のお 躇に 

及び ませう。 早 やう 落 付けた の は お前 様の 蓮が 强か つ た 

ので ごさり ます。 今に 御家來 衆が 戻られたら、 懇 くりと 

相談し て 今 i せ は こ、 に 一宿し て 、 ゆるく 御 養生な され 

ませ。 

sm 有難う ござります。 併し、 それで は餘 りお. 一一 一 C 紫に 

甘え 過ぎます。 (やう.，/. \© き 上る) この 分 なれば 日暮 

頃までに は 次の 宿まで 踏み出せ ませう。 

数 馬 併し、 無理 はなされ ぬがよ い。 前. S. した 通り、 風 も 

拽る、 月 も る あばら 家 なれ ど、 お 構 ひなく 今.； はこ.. - 

で 御休みな されい。 

つるべ お AJ 

ぉ靜 吊 瓶 落しの 秋の 曰 は、 もう 長う も 御座りますまい。 

(感激して 泣く) 御 芳志、 千 萬恭ぅ 存じます。 こ 

の樣に 尾羽 打枯し て は 、 客商寶 の 旅籠 屋 でも 快う はもて 

なして 吳れ ませぬ に、 1:^ ず 知らず の 身に 給つ た 過分 の 御 

志、 改めてお 禮を 申します る。 


■km 


723 


あ ひみ .Ji:li ひみ 

お ffl なんの く、  ^の 巾 はいつ も 相 見. ケ見、 それに 今 曰 

は 志す 佛の 命日、 御 < ^抱 させて 戴く のも怫 への 供養で ご 

ざり ます。 お 16 どの。 (とお 靜に. 奥へ 床，^ 取る 様に 敎へ 

は か  ^ 

て；) それにしても 其處は 端近、 奥へ 行て お休みな され ま 

せ。 

(^謝 *J ^緩け て) いやく、 それで は 冥加に 盡き 

ます。 倖に li も 去って、 もう 旅の 勞が殘 つて ゐる 計りで 

ござります 故、 こ > -で溫 い 日 を 浴びながら、 何かとお 物 

語いた したう 存じます。 

お 節 それで は御自 描に なされ ませ。 ぉ靜 どの は その 仕 立 

物 を。 

(お^- ,1=^ 立 物 ザ 小 持たせて 與へ 去る。) 

数 馬 (額 mj ん 见ズ) 併し、 木 常にもう よろしう 御座り ま 

すか。 

0^ & はい、 もう 何とも 御座り ま せ ぬ。 長の 道中 で、 

か C だ VC- つ 

體 中が 勞れ 切って ゐま すので、 ほんの 僅かの 事が 思 はぬ 

障と な つたので V J ざり ませう。 お ^し い 事で..、 r さり まし 

た。 

mM いやく、 誰に しても 病に は 勝て ませぬ。 併し、 何 

御 W で いづれ から いづれ へ お越しな されます。 

淑^^ はい、 それ は —— 0  (云 ひ 差して 思 はず 口，^ 襟む。 

そして 心お しい 様に うつむく」 


数 馬 (恥 •  ちて) いや、 これ は 心に もない 事 をお 尋ね 申し 

ました。 まだお 逢 ひ 申してから 半時 も 經 ちませ ぬのに、 

この 樣な間 は 慎まねば ならぬ 事で ござりました。 

源！ fH^  (手.^ 振って) いやく、 さう では 御座り ませぬ。 

再生の 御 恩に 比べ て も、 束の間で も 云 ひ 漉った のが 恥し 

，つ.， こ.. さります。 isiJ よ  。 

数 馬 (强ひ \ ^止めて〕 いや、 伺 ひますまい。 それ を 伺 ふ 

程の 用意 も 出来て 居り ませぬ。 しかし この 機な 山里に 住 

み 使び てゐ ます と、 つい 人 懐し う 思 ふ 事が 多 いので ノ J ざ 

ります。 誰に でも 問 ひかけ、 話しかけて 見たい 樣な氣 が 

のどか 

致します。 殊に この 機な 長閑な 小春 n! 和に は、 心の 合う 

た 同じ年 頃の 友達と、 一 曰 倦かずに 語り 暮 したい 樣に思 

ひます。 

源 5 ん m 私 も そ の 樣な氣 が し てゐ ます。 或る 願の ために 

國を 出てから、 もう 四 五 年になります が、 その 間絕 えず 

その 事 計りに 心 を 注いで、 只 それから それ へ と遽 しう 移 

り 歩く 計りで、 名高い 名所 や 繁華な 都 も、 上の空で 見す 

ごして 來 ました。 今でも 其 願 を 成就 させよう とする 心 は 

張 詰めて ゐ ます けれど、 矢 張、 この ー樣な 日に は 何もかも 

亡 心れ て、 靜 かな 日 を 浴び て 無心 に暮し たう ノ J ざり ます。 

»^馬 (喜ぶ) さうな されい、 さうな されい。 私 も 何とな 

う 昔の 友達に 廻り 合うた 樣な氣 になり ました。 今日 初め 
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て 逢うた 人 ではなく、 遠い 遠い昔に どっかで 親しみ 合う 

た 仲の樣 な 心地が します。 (空， か 仰い. て) 見られい、 空 

に は 白い 雲の 影 さへ なく、 不一 一が あの 様に 晴れ渡って 居 

ります る。 

SB  (向 ふん-仰ぐ) ほんに、 よう 晴れて をり まする。 

この 駿 河の！！ に 差し か k ると から、 毎日 の 樣に 眺め て來 

ましたが、 今日の 樣な 晴れ やかな 姿 は つ ひぞ見 ませなん 

だ。 氣 い 姿で ござります 嚼。 

數馬 十 幾年 見馴れても、 やつば り 見 倦かぬ 眺めで ござり 

ます。 

(二人 一！？^ 拉 ベて 不二.^ 仰ぐ。 間。 やがてな" 平 太が 汗 

み ど る になって 一展って 來 る。) 

曾 平 太 もし、 只今 戻りました。 か 見て) おや、 

最 うおよ ろし い の で 御座ります か。 

0§ む气 喜んで 吳れ。 こ、 の 御 一家の 御 親切で、 も 

うこの 機に 快くな つた。 

曾 平 太 (安心す る) さう で 御座ります か。 それ は 何より 

で ござりました。 實は向 ふの 宿に も藥 らし ぃ藥 はなく、 

一 つ 二つ 賈 ふに は 買 ひました が、 どうしようかと 案じな 

がら 戾 りました。 (數馬 に) 有難う ござります。 有難う 

ござります。 (源 治郞 L:) では そろ/ \. と參り ませう か。 

まだ 日 も 高う 御座り ますれば、 一 里 や 一 一里 は 先へ 行かれ 


ませう。 

SB  (物憂く) いや、 今日は 最ぅ 行くまい。 行く にし 

て もせめ て 一時 程 は 期う して 休んで 行きたい。 

會平太 これ はしたり、 何と 云 ふ 事 を 仰 有い ます。 私共が 

ゆ さん 

旅 をす るの は、 遊山 や 物見の 爲め では ござり ませぬ。 病 

が 治れば 片時 も 一 つ 處には ゐられ ますまい。 じたいお 前 

樣は —— 。 (何 か 云 ひつの らうと する) 

0§  (怒った 機に 遮ろ〕 最 うよい。 行かう。 行けば そ 

れで よいの ぢゃ。 その上の 事 は 云 ふまい ぞ。 (数 馬に) IS 

かる、 通りの 始末 故、 折角ながら これにて お 暇 申します。 

mM  (名殘 惜し 氣に) では 最ぅ お行きな さる か。 折角 牛 

き 一 

曰 ほど 樂し ぅ暮 さう と 思うた に、 それ も 仇で ごさり まし 

たな。 (奥へ 向って 呼ぶ) 母上、 々 々 、 客人 はもう 行か 

れ る さう で .V  /さり ます。 

お 節 (立 ち 出て 、 y てれ は餘り 急な 事、 諄う 申す 樣 なれ ど、 

とま 

せめて 今宵 計り はお 宿りな されたら 11  (云 ひ つ ゝ！ 5^1 平 

太.^ 見る。 曾 平 太 も 見ろ。 親 線が 合 ふと 二人とも ハツと 

驚く) おや ッ。  —. 

會平太 お、、 お前 樣 はッ。 (ィ キナリ 走って 治 邵の手 

^執って 表へ 引き出す) さ、 御 闭 意な され ませ、 御 ffll 慕 

なされ ませ。 仇 はとう/ \ 見つけました そ。 

0§ 何、 仇が 見えた ッ、 何 處にぢ や。 (^=5;辚へマろ) 
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せ 平 太 (これ も rtf; 称へ しつ V) 何處 にで も 御 鹿り ませぬ、 

、 J の 〔永 の 中で 御座ります。 

00  (^く」 ぇッ、 この 家に ッ。 

平 太 さう で 御 路 ります。 (化石した 様に 一 方ん-凝視し 

てね るお 節の 方に！ iSi 寄ろ) もし、 li 貝の 御 新 #3 樣、 今に 

なって よも 見知らぬと は 云 はれまい。 後藤の 若 黨曾平 太 

がサぉ n: 那の お供 をし て參 つ た。 尋常に 兵馬 奴 を これへ お 

出しな されい。 (源 ：5£ 郎に) 若 ョ 一都、 裏口へ ぉ氣 をお 付 

けなされ ませ。 

0^^0  知した。 (木 能 的に ijil つて 行かう とする) 

S  at 件の" は 微の錢 化に 哲く 放心して ね；： が、 やう ノ， \ 

我に： S ろ) 待た れい。 さりと て は 不思議な 事 を 聞く もの 

ぢゃ。 餘人は ともあれ、 父上に 限って その 樣な 事が あつ 

てなら うか。 人 違 ひに 相違ない。 

付 平 太 云 ふな、 云 ふな、 この 期に 及んで 人 違 ひ なぞと は 

卑：^ 千 今より 十二 年 前、 筑前福 岡の 松 並木で、 出世 

爭ひ に 後れた を S 恨に 思 ひ、 これなる 源 治 郎樣の 御 父御、 

源 左 衞門様 を-暗 打ちに して 立 返いた は、 誰 あつ て 知らぬ 

^?もなぃ^5^ぢゃ。 脱れ ぬ 事に 云 ひ f りて 卑怯の 名 を據さ 

うより ils^ 常の 勝 A をお 進めな され。 

00 すり や どう あ つ て も 父 上 を —— 。 

せ 平 太 云んでも ない 事。 但し は證據 の： 18、 紋所 は 丸に 


下り 藤、 つい 目の前に 持ち出さ うか。 

数 馬。 む \。  (.M しき 苦悶。 母の 前に 跪いて 訴へ る 樣に叫 

ぷ) 母上、 そり ゃ眞 實 で ござります るか。 今 奴が 申した 

は眞で ござります か。 

お 節 (幽かに) は、 はい 11 。 

00  (我 耳 1^ 疑 ふ 樣に) や、 はいと 仰せられ たな。 では 

矢張り —— さう であ つたの か。 (激し い C? 減，^ 感じて ろ 

ささ ほど 

, ^ると 後へ 倒れ か、 ろ。 先刻から いてね たお 靜は艇 け 

寄って 支へ る) 母上、 怨めしう ござります。 そ. その 樣 

な 惡人を . 何故 世に も 類の 無 い 氣高 ぃ人ぢ やと 私の 心に 

植 ゑつけ ようとな されました ぞ。 

お 節 (苦しげ に) その 怨は 尤も ぢゃ。 併し 何 一 つ 據を知 

を さ.；. iSJ  いま は 

ら ぬ 幼子 の 耳に、 その 樣な 忌し い 話 を 聞か せ樣 とする 母 

親 は 一人 も あるまい。 扱て 五 年 經ち七 年 11 つて、 物心つ 

い てから は猶 更ぢ や。 所詮 何時か は 云 はで 叶 はぬ 事と 覺 

悟して ゐ ながら、 一 日续 りに 曰 を延 したの も、 せめて 其 間 

際まで 其方の-,、」 - , . 一た う 無かった 許り ぢゃ。 あれ こ 

れと、 今まで 1; に.：：：，. た 父上の 事 は、 唯 その 樣な 父上 

を 持たせた いと 思うた、 私の 優い 願 ひであった。 

数 馬 さりと て 今の 今まで 父上 こそ 眞の 武士と、 心に 誇つ 

て ゐた數 &:? の 怨は 薄らぎ ま せぬ。 ぉ靜 どのに も 恥 七い。 

母上 11 。 
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曾 平 太 (遮る) え、、 その 樣な 詮議 は 措いて 吳れ。 どう 

へら ま め 

あらう と >  J つ ちの 知 つ た _8^- では 無 い 。 早 やう 兵馬 奴 を , 、- 

れへ 出せ。 

数 馬 (煽られた 様に) ハ、、 、、 打た るれば 打て。 父上 

は最 うこの 世に は 御座 ら ぬぞ。 

二人 ゃッ。 

数 馬 父上 は 十 年 前にお 果てな された。 卽ち今 曰が 御 命 B 

ぢゃ。 

曾 平 太 すり や あの 兵馬 奴 は 病うて 失せた かッ。 

(思 はず 張 詰めた 氣が ゆるん て 後へ 樘と なる。 源 治^ 

も ホ-ソ と， すろ。 併し、 それ は 曾 平 太と 違って、 丘 (馬の 

死に i つて 数 馬と 仇， 同志て 無くな つ たの，^ 喜ぷ心 が 强 

くその 內心^ 支配して， Q ろ。 曾 平 太 は 足ず りし て 侮 

む。) 

曾 平 太 まだ やうく 十五の 遊び 盛りの 若旦那 を 無理に 他 

國へ 連れ出し、 下郎の 身で あらう 事 か 主人顔に そこ こ 

こと 引 廻し、 一日 は 愚か 半時の 骨 休 もお させ 申さなん 

だの も、 何でも 早 やう 仇 打 を 仕 終せ 元の 知行に お直し 申 

さう と 思うた 爲め 計で あつたに、 さりと て は 神佛も 聞え 

ぬ。 同じ 罪の ある 身なら 何故 今日まで 生けお いて、 孝行 

の 子の 無念を«^ら させようと はなされ ませ ぬぞ。 後藤の 

家 も 半 知 のま \ 、 源 左 衞門樣 の 修羅 の 妄執 も 何時 喑れる 


事 も あるまい。 さりと ては殘 念ぢ や。 (拳，^ 叩いて 敉く) 

お 節 (慰める 樣 に) 曾 平 太 どの、 その 侮み は 尤もながら、 

兵馬 には子が ござります。 その子の 數馬は 父に 代つ て 勝 

負せ まい もので も 御座りますまい。 

背 平 太 ぇッ、 何と 仰 有ります。 (数 馬、 Jg^ 郎 驚く。 せ 

平 太 は 打と 膝，^ 打つ) 成る 程 さ うぢ や。 父親が 亡くなれ 

ば 子 を 打つ まで ぢゃ。 (源： f;:!^ に) さ、 勝負な され ませ。 

太刀先 も 丁度 似合 ぢゃ。 

S0  (拒む) いや、 そり やなるまい。 仇 は 磯：： K 兵馬 一 

人、 數馬 殿に 何の 係り 合 ひが あらう か。 (親しみ. 持つ 

て 数 馬に ) 大晴 御身が 兵馬なら 、 目釘 の 續く 限り 戰ぅ て 、 

父上の 怨を 震ら し 申さう が . 数 馬 殿に は 怨は無 い 。 

曾 平 太 すり や 勝負 はせ ぬと 仰お ります か。 

源； さ うぢ や。 このま >- に立歸 らう。 

曾 平 太 知行 半 地の ま. 1 で、 一生 暮 しても 構 はれませ ぬか。 

Ism それ も 大蓮ぢ や。 あきらめ るより 外 は. い。 

r  ,  か..， U さっち 

曾 平 太 さりと て 仇 打 も 仕遂げ？ おぬ 卑怯者と、 の 御勘氣 

に觸れ て、 知行 を召丄 げられ て も。 

5^ 親類 一同から i された とて、 仇で ない 人 を 仇と 

思 ふ 事 は 出来ぬ。 

曾 平 太 い 丄、、 仇で ござります。 子 も 孫 も 殘らず 仇で.. こ 

ざり ます。 (泣く 様に 愤ろ樣 に) 若 曰； 那 お前 樣は その 畤 
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の 事を少 しも©^ズ」 て お出でな されぬ 故、 その 樣な事 を 

仰お るので ござります。 あの 時の 事が  一 EI でも 思 ひ 出さ 

れ たら、 體 中の 血汐が 逆に 流れて、 子で あらう と、 孫で 

あらう と、 容赦 はない と 仰お るに 違 ひ ありませ ぬ。 私 は 

その 時 十九で、 親 口； 那樣 のお 草履 を 摑んで 毎日お 供 をし 

て 歩きました。 御變 事の その も 一足 違 ひで 行き 合 はせ 

て、 まざ/ \ と 御 無念の 機 子を拜 みました。 卑怯の 竹槍 

故、 唯一 突に は卟 はいで、 手傷 は 四ケ所 五ケ所、 胸 手足 

のきら ひなく 血め の 亂れ、 蒼 ざめ た 顔に 氷の 樣な隨 を 力 

ッと n^is いて お出でな された の を 見た 刹那、 仇 も その 通 

り 寸分 違 はずに 斬り 刻まねば ならぬ と 心に 誓 ひました。 

もし、 若 n; 那 この 樣に 中し て も 矢 張 刀 は拔か ぬ と 仰 有り 

ま寸る 力。 

む、、 拔 くまい ぞ。 成る 程、 まざ/ \ と 父上の 御 

臨終に 行き 合 は せ たお 前 は さう 思 ふ か も 知れ ぬ。 その 時 

；；^も物心っ い てゐ たなら、 矢 張 その 樣に 思うた かも 知れ 

ぬ。 しかし、 幸か不幸か は それ を 見て ゐぬ。 知って ゐ 

る 事 は 唯お 前 や 母上 なぞから かされた 事ば かり ぢゃ。 

»^  にくしみ 

それ も 當の に 廻り 合うた のなら、 自然に 暦 も 湧い て 

出 て^^む 程の 心に もなる かも 知れぬ が、 數馬 殿に は 今 

の 親切な 介拘 のお 禮を云 ふより 外に 何が 仕向けられよう 

ぞ。 ！ S か 半時に も 足らぬ 緣 ながら、 二人 は 不思議に 永い 


昔からの 友達の 樣に睦 じう 思うた。 これから 先、 艱難 を 

ためら 

一 つに して 世に出る 道が あれ は、 少しも 躊躇 ふ 心 もな く、 

肩 を 並べ て、 助け 助けられて 歩み 出されよ うとまで 思う 

た。 仇 を 打てと は 他から 敎 へられた 事、 睦じぅ 思うた は 

自然の 心から 湧い て 出た 思ひぢ や。 俺 は 兵馬 殿が 死なれ 

たと 聞 い て 、 限りな い 重荷 を 下し た 樣な氣 がした。 卑怯と 

云 はれても 構 はぬ。 半 地の 祿で 終らう とも 儘ぢ や。 この 

心 を、 母上 とてもよ も 不孝とば かり はお 叱りな されまい。 

曾 平 太 (强く 拒む) い.^ や、 W つての 外で 御座ります。 

くん f か あだ とも  いた： *  ナ 

君 父の 仇 は 俱に天 を 戴かず とやら、 その 仇の 一家に どれ 

程の 世話になら うと、 怨 は怨ぢ や。 さ、 御 £ 意な され ま 

せ。 御 W 意 を 11 。(JS 治^の 用意.，^ ぜ ぬの， ゃ愤 ろ) よう 

御座ります。 お前 樣 がお t まなら、 私 一 人で 勝負し ます。 

私に 取っても 主人の 仇. 諾無 いと は 申されまい。 (數馬 

に) さ、 御用 意な されい。 

数 馬 (拒む) い，^ や、 私 もすまい。 父上 は 父上、 俺 は 俺 

ぢゃ。 源 左衞門 殿と やらの 事 は 今 聞く が 始めて ぢゃ。 仇 

と 呼ばれる 覺ぇ はない。 

お 節 (詰る 様に) すり や 其方 も 勝負せ ぬと 云 ひます るか。 

数 馬 (反對 に， IS 寄って〕 母上 は 何故 それ をお 懲め なされ 

まする 力 0 

お 節 懲 めた うは 無 けれど、 それが 人 の 因果 ぢゃ。 父上 
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の 惡 業が 其方に 報う て 来た のぢ や。 

救 馬 では、 この 年 H 打 たれて 死ねよ とお 育てな され まし 

え 力 

お 節 (泣く) 怨ん でた もれ。 しかし、 それより 外に 父上 

の 惡 笑-を 消し、 其方 の 名を淸 うする 手段 は 無い のぢ や。 

一 旦 は勿體 お^けれ どこの 身の 手に かけて、 父上の 御 命 を 

戴か- 「と 思う たれ ど、 それで は 私の 義は 立っても、 源治郞 

殿の 武士道が 立つまい と 思 ひ、 泣く くこの 里へ 伴 はれ 

て來た 心に は、 唯 源 治 郞樣が  一 Rr も 早く 成人して、 仇 を 

尋ねて 見える の を 待つ より 外に 生きる 甲斐 はな か つ た 

. I (闇 然として) 其 S 斐も なう、 僅か 一 年も經 たぬ 間 

ふと  か « もと  あす 

に、 不圆 した 風邪が 源に なって、 父上 は 明日 も 知られぬ 

御大 病、 このま、 にお 果てな されて は、 罪 も その ま \、 

源 治， Sf: 殿の 無念の 晴る k 日 も あるまい と 心 を 碎く御 臨終 

に、 やう/. \ 本心に 立ち 歸られ た 父上 は、 自分 の^りに 

數馬を 打た せ て と.、 切れく に 御 1  一一 n な された 11 。 

00 ぇッ 、 すり や 父上が 11 。 

お 節 (血.^ 吐く 樣-」 ) あい 11 あいと 御 返事 申 上げた 母 

§ と 

の 心 は どう あらう。 良 入に 先立 たれて 後は賴 みに 思 ふ は 

我 子ば かり、 その 一 人 子 を、 一 人 子 を、 煩 ふな、 怪我す 

るな、 長生せ よと 祀る 代りに、 潔よう 死んで 吳れ、 打た 

れ てと、 心に 泣いて 育て \ゐ ました。 


皆々 —— 。 

お 節 (お 靜の手 力で 執って) ぉ靜 どの、 そなたの 心 も數馬 

の 心 も、 とうから 推量して をり ました。 未練な 心で は、 

私 一 人 自害して 果てたなら、 見知られた 者 もな く、 行末 

あんのん 

安穩に すごされる にと、 何 ぼ- ゥ思ひ 惑うた か 知れ ませぬ。 

さっさ 

まし て 先刻の 樣に 打ち破 つ て 迫られた 時の 切な さ、 苦し 

さは どう あらう。 では 唬は云 ひませ ぬ。 ぉ靜 どの、 和 女 

をとう から 数 馬の 嫁に と 願うて をり ました 。(涙ん ふ ろ つ 

て) と は 云へ 人間の 義は缺 かれ ませぬ。 折角 本心に 歸ら 

れた父 上 の 造言 も 反古に はならぬ y 尼に する 嫁 は 猶更联 

られ ぬ。 無情い 人と 怨んで 下され。 (敏 馬に) さ， 數馬、 

今と 云 ふ 今、 十一 一年の 母の 祕密を 明かす 時が 來 ました。 

潔よう 勝負して たもれ。 母が 此處 で、 け、 見物し まする。 

S  (與齊 して〕 い.. -ゃ、 それ はなり ませぬ。 母上のお 

言葉 は 道理に 似て 道理で ノ J ざり ませぬ。 父上の 罪 は 父上 

一 人の 罪で， 父上が お 失くな りなされ たら 消えて 仕舞 ふ 

害です。 消えず とも、 其 子にまで 殘 ると は 思 はれませ ぬ。 

. I 私 は 生れてから 何 一 つ 罪 を 犯した 事 も ありませ ぬ。 

不屬 をした 事 も ありま せ ぬ。 それが 思 ひも 寄らぬ 人 の 

惡 業に、 戀も名 も 希望 もみん な 中途で 投げ 祭て & 仕舞 は 

なければ ならぬ と は 、何と 云 ふ 不條理 な 事で 」 ざり ませ 

う。 私 は 否で ござります。 死ぬ の は 否で ござります。 
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お 節 G 木れ て卑む に) さりと て淺 間し い。 其方 はこの 

期に 及んでも 命 を惜 みます るか。 

00 殊更に 惜 みは 致し ませぬ。 併し 道理で 無い 事に は從 

へませ ぬ。 諄い 様 なれ ど、 私に は f 咎も ありませ ぬ。 

そ の 罪の 無 ぃ^！？を殺し た 源 治郎殿 やその 奴 は 、 矢 張 罰 を 

受けねば なりますまい。 仇と ねら はれねば なりますまい。 

(お 靜，^ 見て) もし 私の 子が あり 妻が あれば、 その 妻 や 

子 は 私の ためにもう 一 度 仇 「一 IS に 出ねば なりますまい。 そ 

し て 其 仇 を 殺し て 戻れば、 又 そちから 仇 を 尋ねて 來 るで 

せう。 すれば 人種が 絕ぇ 架て るまで ひ續け ても盡 きま 

すまい。 それが 架して 人間の 義で ござり ませう か。 天地 

の 道理で ござり ませう か。 

お 節 い.^ や、 それ は 違 ひます る。 罪の 元は 父上 故、 磯貝 

いへ  ちゃ-つ *s が；； S  ご はつと 

の 家 こそ 亡ぶ るが 定。 又 仇 は 天下で も 御法度 ぢゃ。 

m.^ では どう あっても 勝 < おせよ と 仰せられます か。 

^0  (敏. ^货 けて) あい、 唯 侍らし うに。 

mM そして 私が 斬られて 死ぬ の をお 靜 どのに 見物 させな 

されます か。 (與裔 し 切って) 勝負し ませう。 勝負し よ 

う。 (鋭く 皮肉に) 母上、 返り 討に したら 何とな され ま 

f  0 

おぬ え。 

00 どうで も 私 を仇ぢ やと 仰せられ ますれば、 仇に なり 

I 


ませう。 そし て 一 一人 共 返り 討に して こ \ を 立 返き ます。 

一 一人の 兄弟 や 親類が その上 仇と ねらうて 來 たら、 それ も 

殘らず 殺して 仕舞 ひます。 (惡楚 的に) 人種の 盡 きる ま 

で 殺して やります。 (手早く 用意して) さあ、 參 るぞ。 

(矢庭に 源 治郞 Li 打って か、 る。， 源 殆邵は 驚いて 飛. ひ 

しさり、 手ん 振って 何 か 云 はう とする が、 数 馬が 激し 

く 斬 込ん て來 るの て、 止む， ケ 得ず 拔 合せて 戰ふ" しか 

し 源！^ 郞の 本心 はどうしても 數馬 1^ 打つ 氣がぜ ぬのて 

自 お 太刀先が 弱く 受太 刀ば かりて あろ。 一一 一人 は 息.^ 殺 

し. て 見守る。 その 中 何 かの 拍子て 源 殆^の 刀の 目釘が 

拔 けて. RR^ が 先へ 飛ぶ、 数 馬 は たりと 一太 刀に 斬ら 

うとす る。 途端にお 節が 鋭く 止める。) 

お 節 數馬 待ち や、 卑怯 ぢゃ。 (數馬 思 はず 太刀， か 引く。 

源 治^に) さ、 目釘 をお 打ちな され ませ。 

(曾 平 太ホ、 ソ として 目釘. 拾うて 打つ。 ぉ靜は 手水 鉢 

の 水 1 か 汲ん て 数 馬に 飮 ませる。) 

0M. さあ こい。 

源；^^ いざ。 

(再び 戰ひ 初める。 数 馬の 太刀先 は 先に も增 して 鋭く 

なろ。 源 治 は 矢 張氣の 進まぬ 體て. Q たが、 對 手の 激 

しさに ra リ 込まれて 段々 Li 激しくなる。 やがて 本能 的 

に. SKI^ かば ふ樣 になる。 暂く 必死の 爭ひ勢 は 互角て あ 
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るが やがて 数 HJI が 後へ 斬リ. N てられろ。 も わ やと 思 ふ 

ir 又 盛り かへ す。 そして 源 治^が 斬 立てられろ。 次第 

LL 後へ 下ろ。 跪いて 倒れろ。 数 馬 打 下す。 その 途端、 

源 治^が 棄 お-し 横に 拂 つた 切 先が 数 馬の 脇腹へ 深く 切 

リ 込む。 数 馬 二言と なく 倒れる。 ぉ靜 かけ i つて 抱き 

起す。 お 節 は 凡てに 心^ 動かす まいと 努力す る。 源 治 

^は 倒れた ま、 放心 す ろ。 曾 平 太 一 人躍リ 上つ て 喜 

ぷ。) 

曾 平 太 や あ， お出来し なされた、 お出 來 しなされた。 さ、 

早 やう 止め をお 刺しな され。 

S0  (我に 歸ろ。 曾 平 太の 言葉に 位る 樣に) 何、 止め 

ぢ やと i- 何で それが. II 俺 は今爭 うたの さ へ 心苦し 

い。 友 を 斬った その 刀 は、 もう 二度と K るまい ぞ。 (雜 

まて 投げ出す) 

口 平 太 (平然と) ハ、、 、。 心 弱い 事 を 仰 有ります な。 

止 め を 刺す の は 仇 討の 作法で ござります。 貴郞が お 嫌な 

ら 私が 代つ て剠 しませう。 

(源 治 那の刀 1^ 拾うて 數 馬の 側に 寄りお 靜，^ 手荒く 引 

き 退けて 止め.. せ 刺す。 皆々 額.^ 覆 ふ。 曾 平太績 いて 數 

馬の 書-か 斬リ血 刀ん-拭うて 雜に 納め、 源！^ 郎に 波す。 

谅 J5H^ 餘 5^ なく 受取る。) 

曾 平 太 (塵,^ 拂 うて) さ、 これで 何もかも 仕 終せ ました。 j 


御 父君 源 左 衞門樣 も、 さぞ か し 御喜び で-、 .- ざり ませう。 

殿樣 にも 御滿 足で ござり ませう。 では 一刻 も 早 や 5 本國 

へ 引き すと しませう。 

(a: 支度ん-する。 源 治^ は餘 儀な く 悄然と して S つ。 

そして 力無く 歩ん て 木戸の あたり まて 行った 時 見送つ 

てね たお 節 田 4 はず ft  かける。) 

お 節 あ もし。 

二人 え。 (振 返ろ) 

お 節 (呼びかけ たが 何も 云 ふ 言葉が 無 い。 とかう 考 へた 

末、 フト 奥.^ 見る と、 先刻の 数 馬の 羽織が 目 に 人る) あ 

あ、 さ うぢ や。 お待ちな され ませ。 (羽 縱.^ 出して 庭に 

下 リズ) 目出度う 御 本望 をお 遂げな された に、 本 國 へお 

出で なされる に は、 そのお 姿 は あまり 見すぼらしう 御座 

ります。 失禮 乍ら この 羽織 は數 馬の 仕 立 下し、 ぉ靜 どの 

が 丹精して 下さりました。 まだ 一度 も 手 を 通さ わば、 仇 

の 品と も 申されますまい。 故鄉へ 飾る 錦に はなります ま 

いが、 折から 冬 も 近し、 せめて 道中で なりと お召しな さ 

れて 下さり ませ。 

8^ では その 羽織 を 私に —— (1?^ ぐみ) 有難う 存じ ま 

する。 無二の 友達の 形見と 思うて、 末 長う 戴いて 參りま 

する。 (E? いて 着る) 

お 節 あれ 、緩 糸が 11 (凝つ と 袖.^ 捉 へて) ぉ靜. との、 ， 
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まあ 御 ii!^ なされ ませ。 T 度 あつら へた 樣ぢ や。 衣紋つ き 

から 髮の結 ひ樣、 ほんに 數 馬と 瓜二つ ぢゃ。 敷 IT が 旅へ 

行く 樣ぢ や。 お、 お H 出度う 存じます る。 

(額 ける。 ぉ靜 は； ^しげ LL 見て 何 か 一" ムは うとし 

て、 卟 はず マツと It 乂て、 泣き 倒れろ。 この e4 ひも 

寄らぬ 光彔 Li 見恍れ てね；： 曾 平 太 は、 、、の 時 人間的な 

感情に 打 たれて ハラ/、 と 落涙す ろ。 そして 荷物，^ 投 

て V お 節の 前に 雨 手，^ 突く。) 

平 太 铊 ります、 詫り ます。 何と 云ふ氣 高い お 心で ござ 

り ませう。 それに 比べ て 十一 一年の 間 憎い と 計り 思 ひ暮し 

たこの 心が 恥し う 御 ® ります。 若 ロー 那を 無理に 連れ出し 

たの も 私で 御座ります。 無理に 勝負 をお させ 申した の も 

私で ござります。 そして 大事な 人のお 子 を 殺さして、 そ 

れが 忠義 ぢ やと 誇つ て をり ました。 何と 云ふ淺 間し い 心 

で 御座り ませう。 せめて そのお 詫の しるしに、 この 儘 頭 

を 丸め て ， 敏馬 樣竝び に 源左衞 門 樣 兵馬 樣の 御 菩提 を 弔 

ひ たう /さり ます。 どうぞお 傍に お ® き 下 さり ませ。 

お 節 いえ/ \、 その 志は恭 なけれ ど、 福 岡まで はま だ 二 

百餘 単： の 海山、 源 治郎樣 にもお 供が 入ります る。 

00 でも、 お； liilS はこの 後お 一人で 11 。 

お ffi その 御 心配に は 及び ませぬ。 今 B の 事は豫 ねての 覺 

悟、 身 を 立 て るよ すが も とうか ら思 ひ 定めて をり まする。 


4iJ^ なれば お 二人 樣。 

二人 (餘 儀な く) 御 健 固で 11 。 

(！^ 1^ 飮んて © つ。 山寺の 鐘の 昔、 夕風 俄かに 驟ぐ。 

曾 平 太 跪いて 死骸 LL 合掌 マる。 皆々 默 然として。) 

— 幕 — 
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第 一 場 

天 保の 頃。 春。 夕 ぐれ 前より 夜半まで。 

舞 臺 

深 川 冬 木、 大和 あ 材木 河岸。 平舞臺 中央 は. i ぃ细割 

の 心。 それ 1^ 覆ふ檨 にして 上下 兩 方に 材木 お リて幾 

棟と なく 向 ふへ 績く。 下手の 河岸 はや、 廣 目に 作り、 

1 费 手前の 倉の 破風 下の 板壁に 山 LL 卜の 印， ^大告 く 打 

つけて わろ。 その 眞 下に 出入口、 周 園に 大小の ^？:!;?: 水 

丸太 杉 板 等，^ 積ん て わる。 や， - 遠く  LL 青い 芽ん 吹いた 

柳。 卜： 手 河岸に は 手前に r5 せて 一本の 十 u い 松の 水。 粋 

が 面白さう Li 曲って、^ ど 堀割の 中央 まて 伸. ひて ねろ。 

第 一 の 庫と 第二の 庫との 間に、 細い 出入 道。 

堀割に は、 上手の 岸に 着けて. K きな 丸木の 筏，^ 幾 木と 

なく 拉 ベて 浮 かぜ、 それ •，： つ いて 上手 河岸に や 诗ぜて 

材木.^ 镜んだ 大きな 荷足 船が 舢， 見せて 繁 いて わろ。 

この 舟と 筏と て、 堀割の if ど 全部 占めて ねろ。 逮く 

に 太效 形の 橋。 舟から は 上手の 河岸へ、 筏から は 下手 

あ.^  V 

へ、 モれん \ に 歩 根，， 架ける。 

天 保の 初年、 わろ 春の B の 午後。 火 初展の t5 の い *。 

新 七、 萬亩、 SE 藏の 三人、 舟から 上げろ 材木. ^揮の 中 

へ擔 ざ、、 んて ねろ。 舟の 中には、 早 太と： 源 六が 船 IS の 


^  ^  (二 幕 三 場) 


八 物 

大和 屋 平太郎 材木屋の 若 主人 (二十 七 歳) 

その 母 おとく  (五十 歳) 

その 叔母 お 政 (四十 二 歳) 

お 政の 娘 お 菊 平 太郎の 許嫁 (十七 歳) 

荷足の 船頭 (赏は 蹄 博打) 藤兵衞 (四十 位) 

その 情婦 お 仙 元 平 太郎の 情婦 (三十 歲位) 

その子 分 早 太 

同  源 六 

大和 屋の 番頭 善兵衞 

同 若い者 新 七、 同 萬吉、 同 留藏 

他に 近所の 材木 Is の 主人、 相模屋 利右衞 門、 

同 山 田屋清 兵衞、 仕 立屋の 老婆お げん、 その 

娘お しん、 女中お 淺。 
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称て、 材木.^ 上げて. QK-。t=  く 無！ 百の 澄 刺と した 勞 働が 

綺く。 やがて、 早 太と 5^ 六 は 額 見合せ \ 、船端へ 上る。 

早 太 (新 七 等に) かう、 皆ん な。 ちっとば かり 休ま うぢ 

や あねえ か。 

、 、  na 

源 六 隨分 はかが 行た ぜ。 あと はもう 『莨』 計り だ。 六つ 

まで にゃあ 大丈夫 だ。 (煙 W: 十 入， ^取り出す) 

新 七 (船の 中，^ 舰 いて) だが、 もう それつ ぼつち なら、 

一 0  忠 ひに 上げて 仕舞 は うぢ やない か。 

^^吉 だしぬけ にやって 來て、 定り 文句 を 聞かされ るの も 

嫩 だからな。 

早 太 べらぼう めえ。 石 や 鐵で拖 へた 體ぢゃ あ 無し、 さう 

無？ お 慮に コ キ使 はれて 溜る もんかい。 

源 六 おいら は 此の 庵へ は 初めて だが、 ー體 どんな 亡者が 

そんな ご託 をつ きゃあが るんだ。 番州 か。 

新セ 違 ふ。 

早 太 ぢゃぁ 旦つく だな。 措き や あがれ。 金の ある 奴 は、 

貧乏人 を 使 波り のしね え 道 E ベた と 思つ てゐゃ あがる。 業 

つくば りッ。 全 體 幾ら 溜り あ 氣が濟 むんだ い。 

源 六 い、 加減に しと かれえ と、 向 ふ 經を蔦 口で かつ ばら 

はれる， 0 云って やれ。 

新 七 處 がそれ が兑當 違 ひなんだ。 何處の 店で も、 鳴った 

り 光ったり するな あ、 大 n; 那か！ fw. 頭の 禿 頭に 定 つて ゐる 


が， こ、 ばかり や あ、 お 天道 樣が 違って ゐな さるんだ。 

早 太 へ 「ん、 (暴^ 鳴らす〕 そいつ あ 聞き もんだ 。 ぢ や あ、 

どんな 化物が そんな 目玉 を 引ん むくんだ。 

萬吉 若 曰； 那 だよ。 

早 太 何 だと。 

00. 若 日； 那が 喧し いんだよ。 まかり 間違 や あ、 自分で 材 

木 を擔ぎ 兼ねないんだ。 

早 太 ふ，" ん、 成る 程、 こいつ あ 少し 陽氣違 ひだ。 (煙？^ 

はたく) 老爺が 雷で、 若い のが 色男た あ 昔からの 街定 I 

なんだ が、 どうして そんな あべ こべが 出來 上った のか。 

源 六、 矢 張 世間 は廣 いな あ。 (ゴロ リと苫 の 上に 横にな 

る) 併しい k 天氣 だ。 もう やがて 六つ だら うが、 こんな 

に 暖か だ。 花見に でも 行き や あ 格別、 こんな 日に 本氣で 

仕事が 出來る もんかい。 

(手足，； 伸ばす。 皆々 もうな づ いて、 思 ひ/、 に 煙草 

出して 吸 ふ 。遠くて 幽かに 眠 さうな 馬鹿： f 子が きこ 

えて 來る。 間。 やがて、 下手から 平 太 邵が矢 立と 幅 面 

とん^ 持って 出る。 地味な、 殆ど 言 縞の 様な 袷 ふ 着て、 

角帶に 紺の 厚い 前垂 VJ> かけて ねる。 それ は 極めて 野暮 

LL ならう と 努めてね ろ 様子て あるが、 ものごし 恰好- J- 

どこと 無く 遊ぴ盡 した 男らしい 粹な樣 子 が 着 纏う て ね 

る。 皆, ^見て ^よせる。) 
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平 太 あ. >-、 皆 そこに ゐた のか。 道理で 一向に 影が 見えな 

いと 思った。 (河岸から 船の 中， か^いて) もう 少し だら 

う。 早く 上げて 仕舞って 吳れ。 明日 は 小石 川の 大久保 機 

の 御用で 朝が 早い から、 今 曰の 中に すっかり 木口 を 揃へ 

て 置かな けり やならぬ。 お 屋敷 方 は 何に し て も 矢 か ま し 

いからな。 

新 七 へえ。 (漉々 と 担つ) 

平 太 それから、 石 町の iSi 梁 も 見える かもしれ ぬ。 〔、早 太 

に) 舟の 衆、 まことに 濟 みません が、 どうか 一 つお 願 ひ 

申します。 

早 太 へ ー イカ 

(據所 無く 起ち 上る。 そして、 鈍い 仕 ぐ S ん k 「ける。 

新 七 等 も 繁臺詞 て やはりの ろくと 擔 いて ゆく。 平 太 

^は それん 、見て、 ムタ とした 樣 子て、 何 か 云 はう とし 

て 唇 か 動かし かけた が、 思 ひ 止って その！ S にある 材木 

. ^調べながら 下手へ 去ろ。) 

早 太 (あと.^ 見送って) 行き あがった な。 成る 程、 大分 

變 つて ゐゃ あがるな。 

源 六 しかし、 い. -男ぢ や あねえ か。 ひどく 野暮な 樣子を 

して ゐ るが、 内々 はさ うぢ や あ 無 ささう だ。 店 を 閉めて 

から、 こっそり 撂 下 あたり へ 時化 込む んぢゃ あねえ か。 

新 七 目が 高け えな。 あり や あすつ かり 猫 だよ。 


早 太 猫 か。 

萬吉 猫 も 猫 も ドラ 猫 だよ。 ついこの 後まで 勘當； S 樣の宿 

無し だつ たんだ。 

新 七 十六の 時 かろ 道樂の 味を覺 えて、 先づ 手近の 樓下を 

振出しに、 向 ふ 河岸の 芳町柳 橋 を 泳ぎ II り、 あげくの 果 

に や あ 家 を 飛び出し て 仕舞 つ たんだ。 矢場 や 水茶屋 は 云 

ふまで もない、 そこいらの 河 3 序に ふ ち にも g 染 が あるんだ。 

ち  すご ォん くね 

賠博も 打つ、 凄い 喧嘩 も 一 一度 や 三度 ぢゃぁ 無 ささう だ。 

早 太 ふむ、 そいつ あ 飛んだ 贋金だった な。 しかし、 そん 

な 一 一 一 拍子 揃 つた 奴が、 どうして 家へ 戾 つて 来たんだ。 

新 七 (説 指ん.^ 出して) レコが 大病で もう 危 いんだ。 

ハ 成る 程、 よく ある 筋 だ。 それで ホ n リ となって、 す 

つかり 改心した と 云 ふんだ な。 

,っま ベ 

新 七 表面 はま あさう だが、 あんまり 受合 はれない な。 お 

袋. 樣も 番頭さん も內 々 ぢ や あち つ とも 氣を 許し て は ゐな 

さらぬ の だ。 

早 太 だけれ ど、 隨分 固さう に 見える ぢゃ あない か。 

萵吉 それが 手 だよ。 今 云 ふ 通り 大日 ー那は 去年 越しの 頃 ひ 

で、 とても この 梅雨 は趑せ さう にないんだ。 明 曰に でも 

コロ リと參 つて 見ね え、 この 大身 代 は 誰の 者になる と 思 

ふ。 さう 考 へり や あ 誰に だって 一年 や 半年の 辛抱 は出來 

ようと 云 ふ もの だ。 
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うま き 

5?^ 六 成る 程、 甘く 掉を 入れて ゐゃ あがるな。 利口な. 奴に 

L つ！！？ 

や あ 叶 はない。 しかし、 その 猫が 尻尾 を 出したら、 こ \ 

の -! 5!^ 代 も 長持ち や あし め えな あ。 

新 七 さあ、 先づ 一 一年 か 三年 かな。 惡 くすりや あ 一 週 忌の 

法事 だ つ て危ぃ かもしれ ぬ。 それにし ちゃ あ 惜し い 身代 

だな あ。 

($: 々流石に 思 入 わって、 下手の 方.^ 見ろ。 そ、、 から 

下女のお 使が 前垂て 手ん 拭きながら 出ろ。) 

ぉ淺 あの 11 新 どん、 皆さん、 お茶が 入りました から 上 

つ て 下さい。 

新 七 何 だお 茶 か。 番茶に 鹽 煎餅 ぢゃ あ、 あんまり 氣 がな 

いな。 

早 太 でも まあ 氣は心 だ。 御馳走に ならう か。 

5« 六 大きな 事 を 云っても、 哥兄も 意地が 稳 ねえな。 

早 太 さう 云 ふ 手前 も 中分 御 〈を 上げて ゐるぢ や あねえ 

か。 (材木.^ 引出して) おう、 ついでに これ を 上げて 仕 

舞 はう。 

新 七 よし 來た。 

(货 々一把 づ. isLL 乘ぜて 下手へ 行かう とする。 上手 

の^^の間から、 a 所の 材木屋の 主人、 相模屋 の 利右衞 

門と 山 e:is の活 ぉ微が 出て 來る。 i^s 兵衞 はや、 年配、 

利右衞£は稍ゃ年^^て少1:£に酔ってゐる。 新 七 等.. 


見て 呼 •  ひかける。) 

淸兵 あ、 もしく 大和 屋 の 若い の。 

新 七 (振 返って) ぁッ、 こり や あ 相 模屋に 山田屋 の且那 

です か。 

5 ち 

淸兵 若 大將は 家 だら うな。 

新 七 へい。 めったに 何 處へも 出かけ はしません。 

淸兵 ぢゃ あ。 私達が 逢 ひに 来たと 云って 下せえ。 何に、 

大した 用ぢゃ あないんだ。 店の 方へ 廻る とい \ ん だが、 

橋 を 越し て 行く と 遠 廻り だからな。 

新 七 承知し ました。 

(皆々 下手 へ 這 入る。 淸兵 街と 利 右衛門と は步 根， や 渡 

つて 筏の 方へ 來 る。) 

%  丁度い.^ 工合だった。 (船端，^ 踏ん て) これが 着い 

てゐ ない と、 四 五 丁 遠 廻り を させられる 處だ つ た。 

利 右 どっから 上った 船 だら う。 大和 屋も 近頃 はよ く 捌く 

樣 だな。 

淸兵 平太郞 さんが 眞黑に 成って やって ゐ るから な。 人間 

も變れ ば變る もの だ。 昔は賴 まれて 意見の 一度 や 二度 は 

した もんだ が 今頃 は こっちが 意見 をされ さう だ。 

あ V;,! 

利 右 しかし。 まさか 明日 來な いと は 云 ふまい な。 仲間の 

長いし きたりなん だから。 

淸兵 當り前 だ。 だが、 ー應は 15 つてお かないと な。 (下 
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手から 平 太郎が 出ろ) お、、 大和 崖さん。 

平 太 (大人しく) お 待たせ 申しました。 何 か 御用 ださう 

で — 。 

兵 飛んだ 處 からお 呼び立て をして 濟 みません。 賁は知 

あした 

つての 通り、 明日 は 組合の 參會を 兼ね て 花見 船 を 出す 事 

になって ゐ るんで、 一 寸 それ を 誘 ひに 來 ましたの さ。 

利 右 今年 や あ 一 つ 趣向 を か へ てゥ ン と娠 やかに やらう と 

思って ゐ ます。 別に 差つ かへ は ございま すまいね。 

平 太 はい。 (考 へて) 有難う ございます。 しかし、 御存 

お-やち 

じの 通り 親父が 煩つ て をり ますので、 甚だ 勝手ながら、 

今年 は 御免 を 蒙りたい と、 责は これから 小 僭 を 使に 出さ 

う - こ 思 つて ゐ た： 樣 なわけ で . I 。 

おとつ  ながね づ Its- 

淸兵 判って ゐ ます。 判って ゐ ます。 阿 父さんの 長 病 の 

中 を、 花見に 出かける と 云 ふな あ、 近所の 手前 も、 家の 

手前 も、 氣の 置け る 一 ありませ う。 しかし、 そこ は 又 

裏の 表で、 何も 長旅へ 出る と 云 ふわけ ぢゃ あなし、 ほん 

の 仲間の 交際と 云 や あ、 それで 通して 吳れる 世間。 ちつ 

と は 息拔き を せねば 體が たまりません よ。 

利 右 お前さんから 云 ひ 出し 憎け り や あ、 私共から お袋 さ 

んに でも 誰に でも 逢つ て、 甘く 木口 を 合せよ うぢ や あり 

ません か。 {赏 は それで かう して 二人で わざ/ \ 出 て來ま 

したの さ。 


平 太 有難う *、  /さ い ます。 色 々 と 御 親切 に 仰お つ て 頂き ま 

すのに この 機な 事 を 申し ては濟 みませぬ が、 親父 の 事ば 

かりで なく 近 須はフ ッッリ と 禁酒 をして をり ますので、 

TH; ふ  まじ  . 

大勢の 中に、 白面な 者が 交って をり まして は、 反って ©ハ 

の 妨げに なり ませう から、 まあ、 どうぞ 其 儘に なすって 

おいて 下さい まし。 

利 右 ハ、、 、。 それが 表 向の 口上、 何 ぼ 禁酒した と 云つ 

て も、 男 一 疋が 一 生盃を 持たずに 過せ る もの ぢゃ あなし、 

世間が 本當に 聞く 譯 も，) い ます ま い 。 何も 潔 味 へ 速れ 

込まう と 云 ふので はなし ほんの あっさり 付合 つ て 下さ 

い。 さう すり や あ、 今年 は 一人 も缺 けなしで、 一 lis 目 出 

度い と 云 ふわけ なんです。 

平 太 はい —— 。 

淸兵 ど-つです。 それとも そんな 處へは 一 切 付合 はぬ とお 

云 ひな さるの か。 

平 太 はい。 一々 お 言 紫 を か へ す樣 では.、 /ざ い ますが 、 ど 

なた も 御 承知の 樣な 以前の 私の 身 持、 皆樣と は？；^ ひ、 遊 

びが 遊び にならず、 ど の 樣な はずみ で 又 元 の 味へ 落ち 

込むまい にも 限り ませぬ 故、 まあ、 見ざる 聞 かざる で 通 

さう と 思って をり ます。 

利 右 (ムク とした 樣 子て) 成る 程お 見上げ 申しました。 

惡 う- - 」 ざ い ました。 そんな 潔白な お前さんに 惡ぃ 遊び を 
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勸め たの は惡 うご ざいました、 詫り ます。 したがねえ、 

平太郞 さん。 人 問 はい、 加減に 人の 云 ふ 事 を 通して 置く 

もんです よ。 でない と、 云 ふまい と 思って ゐた事 も、 つ 

い 云 ひ 出した くなります からね え。 

平 太 (少し 1» 色ばん て) 何と 仰 有ります。 それで は 私が 

何 か 暗い 率で もして ゐ ると 仰 有ります か。 

くら. 2  £ と-ひ 

利 右 曙い か 明るい か 判らない がー 昨日の 雨の 晚、 山淸の 

材木 置 場 の 隅で 、 私 や あお 前 さ んを 見かけ ましたよ。 

平 太 (ハツと して〕 え、 あの 晚に。 

-, よめ  はつ a» 

や 右 夜 E ぢが あある し、 後向きな ので、 樣子は 判然 わか 

らな いが、 まだ 肩上げ も 取れて ゐ ない 小娘、 流石 はお 前 

さんだ と、 あとでつ く， <,H ^心し ましたよ。 

平 太 (逨ズ V) そ、 そり あ 違 ひます。 實は あれ は I o 

利 4? (耳 にかけず〕 さう でせ う。 お前さん だから、 惡ぃ 

事た あして ゐ なさらぬ 害 だ。 ぢゃ 淸兵衞 さん、 そろ/ 

行き やせう か。 

淸兵 (半信半疑て) ふん、 とんだ 話 を 聞いた もんだ が、 

お前さん もどう も 怪しい からな あ。 

右 どうしてく、 これば つかり や ぁ正眞 正銘なん 

で  0 云 ふまい と 思って ゐ たんだが、 あんまり 白 を 切 

りすぎ るんで  0 

(二人 は 仕方話，^ しながら 上手へ 去ろ。 平太郎 は-てれ 


.^ss うて 行て 何 か 云 ひかけ i うとした が 父 思 ひ 止って 

立 停る。 そして、 心外 さう に 凝つ とうつ むく。 間。 靜か 

な 鐘の音。 やう/ \に 瓿.. 上げる。) 

平 太 もう 六つ か。 

(淋し さう に 云って、 强 ひて 心 押へ つけて ト おく 

と 下手へ 歩み 去ろ。 鐘の音。 鈍い 蛙の 鳴く 昔。 間。 や 

がて 上手の 舟の 苦が 音 も 無く 上って、 お 仙が 艷 めい. U 

半 病.，^ 現す。 矢場 女 か 水茶屋の 女 上りら しい 樣子。 束 

れ髮、 荒い 棒縞の 拾に 黑 緩 子の 帶. y タラ リと 結ん てね 

る。 粹と云 ふ rs リは 野暮 Li 近い 太り肉の 肉 Li 爛れ 切つ 

た 無 反省の 女。) 

お 仙 (平 太郎の 後彭. ^見送って) どうやら よく 似た 聲だ 

と 思 つたら、 それ ぢ や あ 矢張り —— 。 

(船端へ 上る。 そして 尙 疑の 殘 つてね る樣 子て 後 影.，^ 

見送る。 鐘の音。 上手 河岸から その 情夫の 藤兵衞 が、 

もと.^ ふリか ヘリ 乍ら 出ろ。 四十 恰好の 赭 額の デツブ 

リと 太った 男。 船頭ら しい 着 付、 しかも 純粹な 船頭と 

も 見えぬ 。さりと て大 親分ら しい 宽 潤な 程 も 窺 はれぬ。 

ほんの 一 寸 とした 赌 博打の 頭。) 

藤 兵 (歩 板に 片足.^ かけて) え气 措 きゃあ がれ。 びつ 

くり させ や あがった。 (お 仙， か 見て) お 仙、 お前 何んだ 

つ て晝中 そんな 處へ 出て ゐ るんだ。 
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中' じ、 仁 そ 


お U お 藤 お 藤  お 藤 お 藤 お 藤 


お 仙 (向 ふへ 向いた 儘) 餘 りむし/ \. する からさ。 

藤 兵 そんなら 何故 その 支度 を しないんだ。 今更 云 ふわけ 

ぢゃ あねえ が、 早 太と 源 六に 摑 ませ て 俺 もこん な 風 をし 

てこの 船へ 這 入 こんで ゐ るの も、 近頃 陸の 張. & みが 嚴し 

いから ぢゃ あない か。 

お 他 (やう/ \ に 振 返ろ) それ ぢぁ何 かい、 船頭の 内儀 

さんそつ くりで、 向 ふ 鉢卷に 尻ば しょりで、 逆にな つて 

棹に つかまる のかい。 嫌な こった。 (クンと すろ〕 

藤 兵 (驚いて 機 凝，^ 取ろ 様に〕 冗、 冗談 ぢゃ あねえ、 誰 

がお 前に そんな 事 をさせる もんかい。 (あた リ> か 見て) 何 

あに、 さう して ゐ たけり やその ま、 でゐる さ。 どう 4,J も 

ぅ日暮 だ。 兩方は 材木 庫、 めったな 奴，？ 來ね えだら う。 

お M 來た つ て 、お前さん さ へ 逃げり や あい. 1 ん だからね。 

私 や ほんのお つき X  口 ひだ。 

藤 兵 (舌 打，^ して) 又 初め や あがった。 何 あに、 いつま 

くてん 

でも こ んな處 に 籠ら し て 置 きゃあし ね え、 今 こまと まつ 

わ らち は  かみが.；； 

た 目 力 出たら、 それ を 草鞋に 履い て、 上方 へ でも 奥州 へ 

でも、 好きな 處へ つれて 行つ て やら あ。 

お 仙 (懇と V らす) いやな こった。 誰が そんな 田舍 なん 

ぞ へ 行く もんか。 かう 見えても 私 や江 戶ッ 子 だよ。 

藤 兵 うそ を 吐き や あがれ。 上總 生れと 云 つ たぢ やな いか。 

お 仙 それが 惡 いかい。 惡 けり や あどう ともして ぉ吳 れ。 


藤 兵 (機 凝ん. - とろ 様に) だってお 前 —— 。 

お 仙 うるさい ね。 默 つて ゐ てお 吳れ、 私ゃ考 へて ゐる事 

が あるんだ から。 

考へ てゐ る。 (傍へ よろ〕 そり や あどん な こったい。 

仙 昔の 情夫の 事 だよ。 

兵 昔の 情夫 —— (鎮 色.^ 變 へろ) と、 とんでもない 二 

つた。 

仙 (からか ふ 様に) 考 へち ゃぁ惡 いかい。 

兵、 惡ぃ とも、 ー體 お前 は — 。 

仙 (引取って〕 押 滑され さう でゐた 借金 を拂 つて、， n: 

由の 身に し て や つ たな あ、 誰のお 庇 だ と 云 ふんだら う。 

そり やお 前さん のお 庇 さ。 だから 斯うして 一緒に 暮し 一」 

ゐ るん ぢ やない か。 

兵 して 見り や あ、 他の 男の 事なん ぞ、 思って い、 か惡 

いか、 判りき つて ゐるぢ や あわえ か。 

ひとりで 

化 たつ て 自然に 思 出され るんだ から 仕方がな いぢ やな 

、力 a 

お (嫉妬深く) どんな 奴 だい。 k 奴 は。 

仙 い 、男 さ。 

丘ハ え。 

仙 粹た男 だよ。 ちょいと 小柄 だが、 小肥りに 太って ゐ 

てね。 第 一 お前さんより は 年が 若い や。 
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0^. ベら 搾め、 本當の 男の 味 は 四十に なら にゃあ 判る も 

んか。 

お 仙 い やだねえ、 何も そんなに むきに. ならな くっても い 

いぢ やない か。 斯う 云った からつ て お前さんの 事 を 忘れ 

てると 云 ふわけ ぢゃ あないし さ。 (廿 垂れて 膝に rs ろ) 

ねえ、 チャン と お前さんの 思 ひ 通りに な つ てる ぢゃ あな 

いか。 

藤氏 ハ 措き あがれ。 そんな 氣 休め をき くもの か。 

レ ，-2T け 

お 仙 甚助。 ぢゃぁ 勝手にお しょ。 (とんと 狡の 上に 下り 

る。 何应 からと も 無しに 櫻の 花が 散って 來ろ。 それ 見 

守って) おや、 花が 散って 來る。 (あた リん、 見て) かう 

兑た fe、 どつ こに も 櫻ら しい 木 はない けれど、 やっぱり 

春 もやが て お 仕 舞 ひなんだ ねえ。 (つまらな さう に〕 あ 

、 、 何時まで. 4,- 龍 見た いにして ゐり や あ い.' だ らう。 何 

でもい 、から W の 中が ひつく りかへ る樣な 事が 出来て 見 

り やい-。 

(岐 いて 凝つ と 下 乎ん-見る。 そこから 早 太と 源 六と が 

^に^って- W て來 る。) 

早 太 や、 もう 澤山、 澤山。 

源 六 何だか それ ぢゃぁ a? 手が 違つ ちゃ つ て —— (云 ひ つ 

つ お 仙ん- 见る) や あ、 姐さん。 そんな 處にゐ なす つ た 

力 0 


お 仙 い 、操" 嫌た ね。 お 店の 御 M 走 か い。 

早 太 うん、 お茶 を飮 ませる と 云 ふから、 尾いて 行つ たん 

だが、 土瓶に ついで あつたな あお 酒よ。 

源 六 さすが は 苦勞人 だ。 や つ ばり ど つか 違つ て ゐゃ あが 

る 0 

お 仙 ぢゃ あ、 二人とも さっきの 若旦那に 酒で 殺されたん 

だね。 

源 六 殺される 程飮め もしね えが やつば り醉 つち や つ たん 

だ。 話せる。 話せる。 

早 太 (少し 嶮ん、 見 ぜ て) だが、 あいつ 俺達ば かりにし や 

ベら せて、 自分お や あ  一 ロも飮 まねえ で默 つて 聞いて ば 

かり ゐゃ あがった。 

お ：|1  一口 もやらない —— (考 へて) ぢゃ あ、 ほんと に 堅 

氣 になった のか しら。 

源 六 え、 何 だって。 

お 仙 何でもな いんだよ。 

めえ  あに； J 

早 太 だってお 前 11 (藤 兵衞. ^見て) お. - 、寄 兄。 そこ 

にゐ なすった か。 (傍へ.^ ろ〕 

ゃか ま 

藤お 喧しい、 しっこんで 居ろ。 

(横面ん 、はり 飛 •  はす。 早 太頗. へて 轉ろ。 お 仙 凝つ 

と 下手，^ 見る。 藤 兵 衞と源 六 は 様子お リ氣 に それ.^: S 

ふ。 かすか LL 馬鹿 嚼子， か 聞 かぜて、 道具 廻る。) 
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中' じ、 水 冬 


第二 場 

0 臺 

大初屋 の^ 座敷。 廻リ綠 つきの 八 墨と 六 《lr 木口.^ 充 

分に 選んだ、 ゲタ シリ とした 蒈請。 八 B|i は 客間に て 正 

面 奥に 床、 違 ひ 棚。 下手の 六 疊は緣 の 方へ 向いて 障子。 

八1|5^との境は地味な模樣の換。 その 下手 は 店の 間 及び 

臺 所へ 镜く。 上手、 廻 リ緣. ^奥へ 突咅當 つた 處 から 

曲尺の 手に 更 LL 奧へ 行く 廊下。 しかし モれは 半ば 壁 LL 

かくされて 上の 方に 一半 間の！ £ 子が はまって ねる。 そ 

の 手前の 空地 は 庭の 心地 に なって ねて、 大きな 松の 樹 

の 下に 笞の むした 小さい 雪見 燈 籠が ある C 

上手 側面 は 板雜。 中央に 五 尺の 潜 戸。 そこから 庫の 方 

へ 通じて ねる。 » の 外 及び 內側 Li は 邪魔 LI ならぬ 樣 LL 

さつ を 

色々 な 材木.^ 積む。 モの上 LL 先刻 早 太 等の 欽んて 行つ 

た 土瓶と， ほ吞が 載つ てね ろ。 その あたり に程宜 く. i い 

柳と 櫻と が 抱き合 ふ樣 にして 生えて わろ。 

前揚 fs リ 少しもと。 平 太郎は 柱に- is つて 物 思 はしげ Li 

蛙の 萆 * か 聞いて， Q ろ。 間。 やがて 下手 障子の 中から、 

いひな づけ  あんどう  う ひく 

平 太^の 許嫁の お 菊が 行 澄ん、 さげて 出て 來 ろ。 初々 し 

い、 すべて 1 か 善意 に 解釋 し.^ うとす ろ樣な 純な 娘。 平 

太 邵は靜 かに 振 返って-てれ. ^兄る。 


平 太 お 菊さん か。 

ゆ. さん 

お 菊 はい。 (行 燈，^ 程よ く  いて 下手へ 兩 手，^ つく) 夕飯 

のお 支度が 出來 ました。 

平 太 (目 醒めた やうに) もう そんな 時 か。 (物憂く) 併し、 

私 は 欲しくない。 誰れ でも 先へ 仕舞って 下さい。 

お 菊 でも、 お前 樣 がすまねば 11 (凝つ と 見て) もし、 

何 處ぞ氣 合で も惡 い ので ノ  J ざ いまする か。 

平 太 い V や。 どうもせ ぬ。 

お 菊 でも、 お 顔の 色が 惡ぃ樣 に 見えます る —— 。 

平 太 さう 見える か。 資 は陽氣 の 故 か 頭の 中が もやく し 

て、 何もかも 叩き 滑し て 仕舞 ひた い 樣な氣 がす るんだ。 

お 菊 え。 (驚く) 

平 太 (ハタと して) いや、 何でもない。 (氣. ^錢 へろ 樣 

に) お前 は 今日 藏 前の 實家 へ 行て 來 ると 云 つ てゐ たが、 

いつ 歸ん なすった。 

お 菊 あい。 つい 半時 程 前に 戾 りました。 

平 太 叔母 樣 にも 叔父 樣 にも 變 つ た 事 は なか つた か。 

おつか  あ. レ 

お 菊 あい。 別に これと 云って 11 阿 母さん は、 今夜 か 明 

日、 叔父 機のお 見舞に 來 ると 云って 居りました。 

ゆ 太 (懷 しさう に) 叔母さんが 來て 下さる のか。 それ は 

よい 話 を土產 にして くれた。 俺 も 逢 ひたい 逢 ひたいと 思 

ひながら、 つい 行き そび れてゐ た。 そして、 それから ま 
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つす ぐに こっちへ 戻った のか。 

ついで  くわん の. 2i 

お 菊 い、 え。 序と 云って は濟 みませぬ が、 觀音樣 へお 參 

りして、 叔父 機の 事 をお 願 ひ. S. して 戾 りました。 

平 太 それはぃ^事をした。 (羨しぃ標な^！^愤て) 今日 頃 

は 花盛り ゆ ゑ、 奥山から 向 ああたり へ かけて は、 定めし 

大勢の 人出であった らうな。 

ひ.：！.. 4 な こ 

お 菊 黑 山の 樣で ござりました。 百 眼 をつ けたり、 酒樽 

を 提げたり 、 それ は く" 版 やかで 」 ざ いました。 

平 太 (思 はず 恍惚と して) 上野 や 飛鳥 山 も 定めて 賑やか 

だら うな あ。 

お 菊 (無 邪， 4b ほんに、 叔父 樣が 御病氣 でなかったら、 

お？ 一  度 お出でな さると よ いに。 

平 太 (急に 氣づ く) いや、 さう はして ゐられ ぬ。 親父 樣 

が 煩うて お出でな さる のに、 そんな 事 を 云 つ て は 罰が 當 

る。 (奥. ^ふり かへ つて) 店の 川が 立て こんで、 午から 

は 一 度 もお 見舞 ひせなん だが 別に 變 つた 樣子は あるまい 

な。 

お 菊 あい。 (急に し 1^ れ乂〕 これ ぞと云 ふ 事 は ございま 

せぬ が、 やつ はり 11 。 

や 太 快い 方へ は 向 はぬ かな あ。 (c 分て うな. つく) では M 

はこれ から i 寸 御見舞. e. して 来る。 阿 母さんに 代って ゐ 

る 間、 皆 先 へ ノ J 飯 を 仕舞 つて 下さい。 


お 菊 あいく。 

(平 太郞 上手 奥へ 這 入る。 お 菊 は 行燈の 灯， か搔き 立て 

て 少し 思 入あって 下手へ 去る。 入れ 遠うて、 廊下の 方 

から 番頭の 善 兵 衞が色 か 蠻 へて 出て 來 る。) 

善 兵 どうも 不思議 だ。 確かに あすこへ 置いた に 違 ひたい 

が 一 。 

(眩- r 、つ 、^：^ハ 處此處 ん见廻 はす。 奥 i り^ a のおと く 

出， つ。 五十 歳 位の 平凡な 女。) 

善 兵 お、、 お袋 樣。 

あね、， 乂 

おとく 善兵衞 どの か。 遽 しい 何事で ござります。 

善 兵 た、 大變 なので 11 か、 金が 失くな りました。 

おとく え、 金が ッ、 そり やどれ 程。 

善 兵 七十 五雨 程で ござります。 

おとく  (驚く) まあ、 そんな 大金が —— 。 

こくち-： V う とうり-やう 

善 兵 石 町の 棟梁から 五十 雨と、 大久 保樣？ 內金 二十 五雨 

と、 確かに 私が 受 ー奴 つて、 一 つに 纏めて 掛硯の 引出しに 

仕舞つ て 置いた ので ござります。 

な  ま Ei 

おとく それが 失くな つたと お 云 ひな さるの か。 外へ 置き 

忘れ たので はあり ませぬ か。 

善 兵 いえ、 確かで ございます。 つい 今し がた ちゃんと 仕 

舞った に 違 ひありません。 

おとく それが 急に 見え なくなつ たと は —— 。 (小 ft にな 
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リ) 若し や 誰れ かど 盗み出し たので は あるまい か。 

善 兵 さあ、 私 もさ 5 思 ひます が、 店の 者 は みんな 表へ 出 

てゐ て、 帳場 へ 来た 者 は 若旦那より 外に は ございません。 

おとく  (奧. ^ふり かへ つて) ぢゃ あ、 若し や 平 太郎が 11 。 

# 兵 (小？ t て) さあ、 寶は私 もさう ではない かと 思って 

をり ます。 何しろ あんな 事の あった 人です から、 どんな 

事で 又 氣が狂 ひお さぬ とも 限りません。 現に 今日 も (す 

リ 寄って _§  く。 おとく 驚く) な、 そんな it も あるので ご 

ぜ」 いますから。 

おとく 仕 機が な い ねえ。 家へ 歸っ て來 て吳れ て 、 やれ 一 

おき 

安心と 思 ふ とすぐ にこれ だ。 阿 父さん に 若しもの 事が あ 

つたら、 私 やどう したら い >t だら う。 (泣く) 

蕃兵 お 察し 申します。 まあ、 みつち りと 御意 見 をす るよ 

り 外に 仕 P はありますまい。 併し、 さしあたって は、 七 

十五 雨 を 持 出し て お 仕舞 ひなされ ぬ 中に、 見 つ け 出した 

いもので ござ います。 

おとく と 云って、 あちらへ 持って行た 樣子 はなし —— 。 

善 兵 表へ 出な すった 樣子 もな し、 どこ ぞこト らに隱 して 

あるか も 知れ ませぬ。 

(起って 庭へ 下りて、 そ、、、、、 と 探す。 おとく は 室の 

中 1 小 改める。 その 中 善兵衞 は、 そ、、 にあろ 土瓶ん <  見つ 

けて 不審 氣に 取上げて、 一 寸 振って 見て 蓋. ^明けて 中 


視く。 酒の 番が 鼻.. j< つく。 ハツと して 殘リの 滴. 

たら  -ゥ な.，： > 

に 滴して 味うて 見て 首 き、 小？ t てお とく.^ 呼びかけ 

5 

善 兵 お袋 樣。 ありまし たよ。 

おとく え、 どこに。 

善 兵 金ではありません。 まあ、 これ を 嗅いで 御覧なさい 

まし。 

おとく  (手に 取 二-、) おや、 こり や あお 酒ぢゃ あない か 

さつ *j 

善 兵 先刻 船の 者まで 呼び込ん でお ゐ でなさい ましたが、 

お茶に しちや ああん まり 賑 かすぎ ると 思って をり まし 

た。 これで 手品の 種が ちんと 出ました。 七十 五兩の 行方 

も 大方 見當 がつ いたと 云 ふ樣な ものです よ。 

おとく 闲 つたね え。 お 政さん に つれられて 戾 つて 来て、 

本當に 改心した と 云 ふから、 ど ん なに よろこんで 居 たか 

知れな いんだ けれど、 矢張り  一 n: 浸み こんだ 泥 は、 なか 

なかに 拔け 切らない ものと a える ねえ。 

(額ん 見合せ て.？ § 息 . ^つく。 奥から 平 太^が 何氣 なく 

出て 來 る。) 

おつ. a 

平 太 阿 母さん。 

おとく お. 1、 平さん かい。 どんな 樣 子だった：，。 

平 太 眠られ さう だから、 あっちへ 行って ゐて吳 れと仰 有 
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いました。 

おとく そり や 丁度よ かった ね (nl£ ず まひ.^ 直して) それ 

はさう と 平太郞 や、 私 やお 前に 少し 聞きたい 事が あるん 

だよ。 

平 太 はい。 (下^に 居ろ) どんな 事で ございます。 

おとく 外ぢゃ あないんだ がね、 お前お 店のお 金 を どうに 

かしゃ あしなかった かい。 

平 太 ぇッ、 S の 金 を —— 。 

おとく 掛 g の 引出に 仕舞って 置いた のが、 急に 見えな く 

なった と 云 ふんだ よ。 お前 別に 外へ 仕舞 直し はしな か つ 

たらう ね。 

X い- -ぇ、 知りません。 一 何處 から そんな 金が 廻つ 

て來 たんです。 

こくち やう y うりや ラ  うち *：>5 

t: &ハ 石 町の 挽 梁と、. 大久 保樣の 内金で ございます。 ぢゃ、 

別に 仕舞 ひか へ て 下す つたと 云 ふわけ ぢゃぁ ございませ 

んか。 

平 太 (ムタ として) 番頭さん * お前さん は變な 言の 云 ひ 

方 をし なさる ね。 知り もしない 金 を 私が どうす る もの か。 

善 兵、 でも、 それから 帳場へ 來 なすつ たの は、 若旦那お 一 

人でした から。 

平 太 ぢゃぁ 何 かい。 私が その 金 を 盗み出し たと 云 ふの か 


ほか 

おとく しッ、 大きな 聲を お出しで ない。 外へ 聞え たら 誰 

の 恥になる のです。 

あ. WW 

平 太 だって そり ゃぁ餘 りな 疑り 樣 です。 (哀颇 すろ 様に) 

阿 母さん、 阿 母 さ んに はま だ 私の 心 持が 判らな い の です 

か。 

おとく だって、 こんな 事が あっち や あ、 信用した くても 

し 切れな いぢ やない か。 昔 は 始終だった からね。 

平 太 昔です か 11 。(急に 爭ふ 力が 抜けた 様に ダ-ソ タリと 

なろ) 

お と く まあ い 、 、 まあ い X  、 大方 そり や あ 番頭さん が 外 

へで も 仕舞 ひ 忘れた の だら うが (土瓶,^ 出し ズ) こり や 

あ 一 體 どうお しなの だ。 

平 太 はい —— 。 

おとく 酒の 匂が する 樣 だね。 誰が こんな 事 を さした の だ 

らう 0 

平 太 はい。 それ は餘り 店の 者が 勞れ た樣 でした から。 

おとく そんなら それで、 何故 ちゃんとした 道具で 飮 して 

おやりな さらぬ。 何 だが 私達が そんな ものまで 惜 んでゐ 

る 樣 に 見える ぢ やない か。 それでな くって さへ、 お前が 

あんな 事 をして お 吳れな もんだ から、 世間 ぢゃ あ、 やれ 

繼子 だの、 外で 出來た 子で 折 合が 惡 いのと、 飛んでも な 

ぃ醺 までして ゐ ると 云 ふぢ やない かね。  でも、 私 や 
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本當 にお 前の 阿 母さんなん だよ。 腹 を 痛めた 親なん です 

よ。 他に 子供 はなし、 も、 つ 何もかも お前の 云 ひなり にし 

て來て やった のに、 何が 不足で そんなに 私にまで 分け 隔 

て をす るの だら う。 (淚， ^拭 ふ) お前 ももう 主人 代り、 

多寡が 御酒の 一 升 や 二 升、 飲ませた いと 思へば、 私が 何 

つ" 乂。  1, ひ 

と 云 ひませ う。 仲間の 衆への 交際 も、 私から 一度 も 出し 

化 J つ た 事 はな いぢ やな いか 何故 そんな 12 怪しな 事 をし て 

ぉ吳れ なの だい。 

平 太 n  。 

5  くち 

善 兵 若 旦郵、 お袋 樣の 後口に 付く 機で は ございま すが、 

お前 樣も 折角 斯うして 心 を 入れ 替 へ てお 歸 りなす つたの 

ですから、 どうか この 上 皆に 心配 させない 樣 にして 下さ 

いまし。 高い 聲ぢゃ あ 云 はれま せんが、 大且那 ももう 長 

い 事 はない 樣子、 その あとの 杖柱 はお 前樣ぉ 一 人。 お袋 

樣 のお 心 もちつ と は 察して 上げて 下さい まし。 (泌々 と) 

私 も 十四の 年から 御窣 公に 上って、 お前 樣も襁 被の 中 か 

らお 守 をいた しました。 口 はヾっ た い 事 を 申す 樣 では ノ J 

ざいます が、 侍で 申さうなら 譜代の 家老と でも 云 ふ 様な 

もの 、 明け暮れお 家の ため を 思 つ て を， リ まする。 さぞ、 聞 

き 倦き なすった で.. こざい ませう が、 どうぞ これ 限りと 思 

つ て、 こんな 事 はすつ ばりと お止めな すって 下さい まし。 

平 太 C 农， か 拭いて) 惡；^ つた。 惡. つ ございました。 詫り 


ます。 これから は キッと 慎みます から、 どうぞ 御 勘辨下 

さい まし。 

おとく  (心ん、 安め て) よう 云って 下す つた。 それほどに 

云 ふ 事で もない が、 何もかも みんなお 前の ためだ からね。 

それ ぢ や あ、 あの 娘の 事 もす つかり 片を つけて お 吳れだ 

らうね。 

平 太 (不審 氣に) え、 あの 娘と 仰^い ますと 11 。 

おとく  (ハラ/ \ と 泣く) まだお 前 —— そ、 そんな 事 ま 

で 一つ 一 つ 云 はせ なけり や あ 判らない のかね。 知れまい 

と 思っても、 何もかも 知れて ゐ るんだ よ。 現に 今； 1: その 

掛 合に 來 たと 云 ふぢ や あない か。 

平 太 (511 々呆れて〕 一向に 判り ませぬ。 それ こそ 何ぞの 

お 間 $S ひで ございませう。 

善 兵 (とめて) 若 曰 ー那、 もうよう ございます。 私が も 

ひこ こ i 

かも 話 をつ けます から、 唯 委せた と 一 言 仰^って- ト さい 

まし。 

平 太 判らない ねえ。 一 體 どうしたと 云 ふんだ。 齒に衣 を 

着せないで すっぱりと 云って 仕舞つ て お 吳れ。 

善 兵 それ ぢゃぁ 申します が、 f ^u. あの 大和 町の 仕 

立屋 の 娘 を どうにか なさ いました でせ う。 

平 太 (驚く.) え、 あの 娘が 11 C 

善 兵 どうで ございます。 どんなにお 隱 しなす つても、 見 


中' t  、木 そ 


745 


一 

たとい ふ 者 も 一 人 や 二人 ぢゃ あないん でもう 一杯の 噂で 

ございま すよ。 

平 太 (^ろ-^リ朵れて) 馬鹿な. あり や あ 唯 それ 丈け の 

事ぢゃ あない か。 

S だって 11 。 

平 太 いえ、 阿 母さん、 それ は 斯うな のです。 この i びの 

夜に、 八幡 5^ へお 參 りに； 仃 つて 山淸 さんの 角まで 戻り ま 

すと、 ふいと すれ違った 娘が、 どうした はずみ か 鼻緒 を 

踏み切って、 横た ふしに 倒れた ので、 びっくりして 抱き 

起す と、 雨の 中 ゆ ゑ 手に も 着物に もべ ッ トリ 泥が ついて 

ゐて、 どうに も 仕樣が ありま せんから、 そっと 林木 置 場 

の 影へ つれて 行って、 持 合せの 鼻紙 や 手拭で 泥 を 落して 

家へ 经 つて やった 丈け で ござい ます。 

おとく 成る さう 聞けば それ も 本當 らしい が、 それ 立 

、 の 率 を 恩に 藩て、 何も ニ遍も 三 遍も店 を 尋ねて 来ないで 

もい. --ぢ やない かね。 

平 太 へえ、 そんなに 幾度 も來 たのです か。 

X  B 慕れ から 二度 も來 ましたよ。 仰 有る 樣に、 それ 丈 

けのお 禮 なら、 私に 云っても すむ 害な のに、 是非 若 曰； 那 

に 逢 はせ て SK れと云 ふの は、 あんまり 叮嘩 すぎる ぢゃぁ 

ありま せんか。 あの 親 娘に も、 近頃よ くない 噂 も ありま 

すから な。 


(と 云 ふ 時、 下手 庭の 方から 若い 卷新 七が 出ろ。) 

新 七 番頭さん、 又來 ましたよ。 

善 兵 しッ、 大きな 聲を 出しな さんな、 何が 來 ましたの ぢ 

や。 

新 七 (小 It て) 先刻の 娘が 11 こんど はお 袋 も 一緒です 

よ 0 

善 兵 お袋 も 11 。(考 へて) よしく 俺が 行て 逢 ふから、 

表から 隙 見 の 出来な ぃ處へ 待たせて おいてお くれ。 

新 七 承知し ました。 (去る) 

善 兵 (しんみりと) 若 且那、 表の 事 は 私が 何もかも 引受 

けて、 い、 樣 にして 歸 します から、 先刻 云った 樣に、 ど 

ぅぞ これから 問 違 ひ の 無い 樣 にして 下さい まし。 それ ぢ 

や あお 袋樣 11 。 

おとく たのみました。 

(善 兵衞 一 人合點 して 下手 へ 立 去る。) 

おとく どれ、 私 も  。 

(と、 母 も 起ち か、 ろ。 そこへ 下手から 換.. ^ 開けて お 

菊が 出る。 續 いて 其 母のお 政が 出る。 h: 十 位の 勝氣て 

は あろが 情知リ らしい、 確と した 町 風の 內 儀。) 

お 菊 藏 前の 阿 母さんが 見えました。 

お 政 今晚 は。 

おとく お， >|、 お 政さん。 
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平 太 (なつかし 氣 に) 叔母さん。 

!?- 二  T£ つち ラ 

S 嫂さん、 暫くでした わえ。 始終 こよ， っ來 ようと は 思 

つて ゐ るんで すが、 やつ ばり 仲 々 出られな いもんで すか 

ら、 すっかり 御無沙汰し ちゃって 11 でも 今日はお 菊 も 

來 て吳れ ましたので 思 ひ 切って 出て 来たんで すよ。 (包 物 

ん、 出して」 これ はほんの お見舞の しるしで すよ。 兄さん 

は 上られな いのでせ うが、 まあ 皆ん なで 召 食って 下さい 

まし。 

おとく まあ、 いつも ノ\ 敷いて ばかり 相す みません。 

お 政 あら、 そんなに 戴かれる 樣 な品ぢ やありません よ。 

それ はさう と、 兄さん は どんな- 樣子 でございます。 お 菊 

の 話で は、 やつば り 同じ 樣 だと 云、 ^事です けれど —— 0 

おとく  (眉 *J<.>S せろ) さあ、 それで 闲 つて ゐ るんで すよ。 

お 醫者樣 の 方角で も變へ て 見たら と 云って 下さる お 方 も 

あります が、 まさか 今までお 世話になって ゐて、 そんな 

. 失 體 な 事 も出來 ません しねえ。 

お 政 そり や あさう です とも。 でも 立會 つて 戴く と 云 ふ 事 

なら 構 ひますまい。 それで 少しで もい、 樣 だったら、 私 

もお 菊の 事 を ちゃんと してお 貰 ひ 申したい と 思つ てゐる 

ん でございますよ。 (お 菊 效.， ^覆 ふ。 平 太^も 思 入) どう 

さま 

せ 昔から 定っ てゐる 事なん です けれど、 矢張り それぐ 

にして 置かない ことに はねえ。 


おとく そり や あ、 私の 方で も、 斯うして 手傳 ひに 来て 貰 

つて ゐれ ば、 別段に それと 變りは 無い 樣な もの、 やつば 

り 何 かなしに 遠慮 も あつ てね え。 (フト 氣づ いた 様に) 

ホ、、 、、 どうし ませう。 當 人達の ゐる 前で、 とんでも 

ない 事 を。 ハ、、 。 

(低く 笑 ふ。 下手から 善 兵衞が プリ /-\ して 出る。) 

兵 怪しからん、 實に 怪しからん 11 お袋 樣。 

とく お \、 番頭さん、 話 はどうな りました。 

兵 どうも 斯う も、 すっかり 無茶苦茶 なんで —— (〈ム ひ 

差して お 政， か 見ろ) おや、 藏 前のお 内儀さん、 お出でな 

さい まし。 

政 暫くで したね。 いつもい ろくと 娘が お世話になり 

ます。 

一お いや、 私 こそ I -。 

とく それで 今の 話 は。 

兵 こ.. 1 で 申 上げても よろしう ございま すか。 

とく ぁ气 どうせ 一 度 は 開いて 貰 はねば なりますまい。 

幸 だから、 こ、 で 話して しま ひませ う。 お 菊さん、 お前 

丈け は あちらへ。 

お 菊 はい。 (下手へ 去る) 

お 政 (見送って) 嫂さん、 何ぞ又 心配事で も 起きた ので 

ご-さいます か。 
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おとく え、。 又 平 太 郞がひ よんな 事 を 仕出来し てね。 

お 政 ひ よんな か _f を 一 I  (思 はず 平 太^, か 見ろ。 平 太郞^ 

. ^上げて 辯 叫す ろ樣 LL 见ろ。 うな. つ いて) それ は 一 體ど 

うした で，, ，- ざ い ます。 

0^ を かしな 娘が 若 ni: 那に逢 ひた い と 尋ね て 來てゐ る の 

で.. こざいます。 

平 太 (遮 、つ ズ) それが 何でも無 いんです。 つい 通り か \ 

%  S ち 

つ て 轉んだ の を 助けて 宅へ つれて 行 て や つ た 丈け で す。 

ぉ攻 ぢゃ あ、 そのお 禮に來 たので せう。 その 機な 親切 は 

何時でも 心がけ てゐ たい もので は ございま せんか。 

善 兵 さあ、 それ 丈け なら、 私に 言づけして ® いた. 一 〜けで 

とく  V?- 

も？ お 心が 行き さうな ものな のに、 歸れと 云っても しっこ 

く 何やら 云って ゐ ますの は、 どうで も 若 or; 那に はね， ま 

わけ  ： 

ならぬ 理. 3 が あるので は ごさ いますまい か。 

お 政 ー そり や あ 入の 性分の 思 ひくで、 それ 位の 事で も、 

人傳に 云って は氣 のす まぬ 人 も あるので せう、 さう 云へ 

さつ a 

ti 先刻 チラ リ tw 先で 見た 樣に思 ひます。 白い か黑 いか、 

外に； は +が あるか 無 いかいつ そこ k へ 呼び 入れ て 、 尋ね 

て兑 ようで は ござんせ ぬか。 

おとく 成 ST それが 近道 かも 知れ ませぬ。 番頭さん、 で 

はこ \ へ 二人 を よんで 下さい。 

S  (1^ ホ々々 に) EI;^ りました。 


(下手へ 人ろ。 緊；； ：g し^ 間。 下女が 茶道具ん」 運んで 來 

て 去ろ。 やがて 庭から 善 兵 衞が仕 立屋の 老婆 おげ X、 

娘お しんの 二人， かつれ て來 る。 二人とも 貧しい I:!- なリ 

乍ら、 處 となく 上品て、 善兵衞 等の 心配す る 襟な 者 

と は 思 はれ ！ so) 

善 兵 さあく、 云 ふ 通りに 述れ て來て 上げた。 若 日ー那 も、 

ふくろ さま - ど-^ ご i 

お袋 樣も 叔母 御樣 もみ んな おそろ ひぢ や。 思 ふ 程お 禮を 

云った がよ い。 ほんに 世話の 燒 ける 人達 ぢゃ。 

お げん はいく。 (前へ 進ん. V) 若旦那 樣、 この 問 は 娘 

が大 is お世話になりまして、 有難た う 存じました。 すぐ 

にお 禮に 出る つもりで.. - / さ い ました けれど、 © 乏暇 無し 

で、 ついく 失體 申しました。 (袂 から 小さな 藥子 包，^ 

出して) これ はほんの 嫌 かで ございます けれど、 お納め 

なすって 下さい まし。 

お 政 まあ、 どれ 程の 事 をいた しました か 知り ませぬ が、 

そんなに して 戴いて は闲 ります。 

あなた 

お げん いえく 贵女、 ほんの しるしで ございます。 C- 娘 

に) さ、 お前 もよ くお 禮を申 上げなさい。 

おしん あいく。 若 ロー 那樣、 いつぞや は 有難う ございま 

した。 

お げん では、 これで ごめん を 蒙ります。 

ぉ欧 (止めて) あ もし、 たった それ 丈け の 御 S でお 出で 
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菊 も 太 菊 太 


なす つたの で..、 J ざ い ます か 。 

お げん はい。 外に 仔細 は ございませ ぬが、 (怨めし さう に 

善 兵衞. 見て) 貧 すれば 鈍す ると やらで 何やら 云 ひが か 

りで もっけに 來た樣 に 云 はれまし たので、 そ の 云 ひ譯に 

つい 長居 をいた しました。 (！^. ^拭うて) 費乏 はした く 

ない もので V J ざ い ます。 疋 直に 暮し てゐ るつ もり でも、 

人 機から とや 斯うと 後 指 を 指されたり 疑ら れ たり、 むノ J 

い 目に 計り 逢 はされ ます。 

お 政 済みません。 店の 者の 不肯は 私から お詫び 申します 

る。 では、 それで 本當に 何も 云 ふ 事 は.. こざんせ ぬか。 

お げん はい 若旦那に お 目に か- -れ ば、 私の 心 持 も それで 

濟 みます。 もう 二度と は參り ませぬ。 さあお しん。 

おしん あいく。 みな f:^ ごめんな され ませ。 

(娘ん- 述れ て、 丁寧 に 挨搜， ^して 下手 へ 去る。) 

お 政 (見送って) 直さうな 人達 ぢゃ ああり ません か。 

善 兵 でも ！ " 

お 政 (押へ て) まあ、 どうぞ。 そんなに 人 を 疑って ゐた 

ら、 一日 も 安心して 暮 して は 行けますまい。 (おとくに〕 

嫂さん 、 何 と さう で は J ざいますまい か。 

お とく  ^し、 まだ 外に も 色 々 な 事が ある もんだ から II 0 

±^  (：J;i^ 打ち切ろ 樣 に) あとで ゆっくり 伺 ひませ う。 

どうせ 今夜 は 泊めて 戴く つもりで 來 ましたから。 (起つ) 


では、 一 寸 兄さん. に 逢って 來 ませう。 

おとく  . ^てゐ るか も 知れません よ。 

お 政 起さない 樣 にします。 (思 ひやり 深く) 平さん、 後 

に ゆっくり お話し ませう。 

(奥へ 行く。 おとく も 仕方なし に つ いて 行く。 善お 衞 

は 下手へ 去る。 平 太郎は 化石した 様 に 一 人 る。 長 

い 間。 や がて 突然 次の 襖の て^ い 女の 泣 さ聲が え 

る。 平 太 r 恥 驚いて 起って 行って 襖， ^明ける。 お i?? が飆 

,か；^^ぅて泣き倒れてねろ0) 

, お、、 お 菊さん。 そんな 處で どうしたの だ。 

. どうしたと 云って — 餘 まり ぢゃ。 餘 りで.. こざんす。 

さあ、 それ 故譯を 尋ねて ゐ るの ぢゃ。 又 店の 者に で 

弄られた のか。 

でも、 あんまり ひどい — 私、 兄さんが いとしう.. こ 

ざん す。 

*  • ,  さつ 4 

平 太 そんなら 先刻の 話 を みんな 聞いて ゐた のか。 

お 菊 あい。 何やら もつれた 樣子 故、 一日 一 あちらへ 行った 

れど、 そっと 引返して 殘ら ず閱 きました。 (縫る) 兄 さ 

ん、 お 察し 申します。 

平 太 では、 お前 は 私 を 信用して 吳れ るの か。 

お 菊 あい、 とうから さう 思って をり ます。 叔母 樣ゃ 番頭 

さん は 邪推で ノ  /さ い ます。 
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平 太 つお ぐむ〕 有 fel う。 お 鱧 を. 云 ふよ。 世界中に その 標 

に 思って れ るの は、 お前 一 人 かも. P れぬ。 ( や 、 反抗す 

ろ^に〕 併し さう 思 はれる の も 無 St- は 無い。 私の 心も體 

も錢 れ^つ てゐ るの だ。 ついこの 前まで は 寐る家 もなか 

つたの だ。 

お 菊 でも -n いえく  たと ひ 昔 はどう あらう と、 今の 

兄 は 潔-; T でございます。 立派で ございます。 あ 、して 

毎 曰 まっくろ になって 働いて ぉゐ でな さるの を 見る と、 

私 はいつ も 涙が こぼれ て なり ませぬ。 

平 太 併し、 淺間 しい：； 一：： の 私の 姿 を 見たら、 矢 張 外の 者の 

S ゆに 私 を 下げす む 様になる だら う。 千に 一 つ 北 n 噺を して 

も、 お前 は 私の 女房に ならう と は S ふま 、-。 

もの 

おお まあ、 どうして その な 言の 云 ひ 方 をな さつ.； ます。 

ひがき-. ち 

0 心 はすて 》 下さい ませ。 私 は 何もかも 阿 母さんから 

g いて を りせ子る。 

ラっ わ T> 

平 太 む、、 それで ゐて、 この 家に 私と 一緒に ゐ ると 云 ふ 

のか。 

お 菊 でも それ は とうから 定ま つ て をり ました も の 。(せえ 

る はに) 私 や、 それ をた のしんで をり ました。 

平 太 有難う。 よく 云って 吳れ た。 それ 一 つで、 II は どん 

な苦努でもこら へ られろ^3gな^^がする。 

- つつ vns 

と fe.-VL める。 恍： とした g^。 上手 潜 戸から お 


仙. 力お 內も なしに 入って 來る。 手に， 穴 打站， ^持って ね 

る。) 

お 仙 ごめんた さい まし。 

人 え。 (ハ -ソ として 飛び退く) 

仙 (知らぬ 纽て) あの 船方の 者です が、 つい 火口 を 切 

らして 闲っ て をり ます。 少しば かり 分けて 戴く 譯に は參 

りますまい か。 

太 ズロ でございます か (云 ひつ、 お 仙, か 見て、 キ ッ と 

なる。 やがてうな づく) お 菊さん、 お S にさう 一 K つて 持 

たせて 上げて 下さ い。 

0 あい 11 。 

(何の 氣も 無しに： 乂去 る。) 

太 どれ、 私 も —— 。 (起ち か、 る) 

仙 (.i めて) ち、、、； it つてお 吳れ J 千さん 私 だよ。 

とんだお 邪魔 をし まし た ねえ。 

太 (閩. a 直いて) お 仙 か 11 。 

仙 ft 氣の 無い 聲 だね。 まあ 下に ゐ てお 吳れ。 ま だ^ひ 

付 きゃあし ないから。 (平 太 i 郞 止むな く下 へ 坐る) でも 久 

しぶりだった ね。 ； 一度 目の 出逢が こんな 處 になろ た あ、 

思 ひがけが 無かった よ。 

平 太 しッ 。(止めて 〕 お前 はどうし て こんた 處 へ 來 たんだ。 

さっさ  か はい VJ- つ M  - にり  か み 

お W 先 a お 名 一； f つ た 通り さ。 可ち， i_ ^に 荷足の 頭 の 內儀さ 
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ん になって しまう たんだよ。 

平 太 ぢゃ あお 前、 今日 来た 船の。 

お 仙 さう なんだ よ。 蛙の 樣に苫 の 下で 丸くな つて ゐる 

と 、 お 前 さ ん の 聲が 問えた か らそ つと^いて 見たん だよ。 

つ きな い 御緣だ と 云 ふわけ でね。 

平 太 ふん、 どんな もんだ か。 as けた， 調子て 云って ハク 

とする〕 いや、 何しろ 驚いた よ。 

お 仙 本當に とんだ 濡 場へ とびこんで 來 てね。 ォ ホ、、 

ホ。 ごめんなさいな。 それ 程 惡黨ぢ や あ 無 いんだが、 つ 

い 何の i 夙な しにぶ つつかつ たと 云 ふわけ なんだから。 

平 太 cm, か けて) ば、 馬鹿な。 

お 仙 隱 さなく つたって い \ ちゃ あ 無い か。 私が どうしょ 

うと 云 ふん ぢゃ あ； i; しさ。 . i だが、 一 寸 い .ligf たね。 

食 ひ 荒らし のお 前さん にゃあ 勿體な い 位 だ。 幾つ だ い。 

平 太 (24 はず 釣り込まれて) 十七 だ。 

お： P 若い ね。 それ ぢゃ あこれ からどん なにで も 仕込める 

わけ だね。 

平 太 冗談 云つ ちゃい けね え。 あんな 小娘 を 11 。 

お 仙 へ ん、 どんな もんだ か。 お前さんの 手際 は あざやか 

だからね。 

平 太 だが 11 。 

(何 か續け うとす ろ睡、 お 菊が 出ろ。 それ.^ 見て ハ 


少 として 元の 謹厳な 様子に 返る。) 

お 菊 お 待 遠 機。 あの ぼ つ ちりしか ありませ ん けれど 11 。 

お 仙 (Is 人の 様に. e-i- に) い、 え、 御 面倒 を. 5. しまして 

濟 みません。 何 あに、 これ 丈け あり ゃぁ澤 山で ございま 

す。 

お 菊 さう でございます か。 .—— では。 (早くむ つて 霄； ひた 

い 様な 思 入) 

お 仙 (一寸 てれろ。 站，^ もっても v-/\ すろ) あの —— 

何でした.；：。 ォ ホ、、 、 。 

お 菊 (二人の 樣 子.？^ 见て、 朧氣 LL 报量 マろ) 兄樣、 私 は 

お 先へ 仕舞 ひます。 (下手へ 下ろ) 

お 仙 い 妬ん 感じて) ほんと に 好い ^ たね。 あんな 

の が あ つ ちゃ あ、 私の 事なん か 思 ひ 出し て も BK れな か つ 

たんだら う。 

平 太 (充分に 警戒して) まあい. <。 そんな 事 はどうで も 

い、 から —— 。 

お 仙 おや、 出て 行けと 云 ふの かい。 そり やお 前さん 酷い 

よ。 たと ひ 別れた つて あれ 程の 仲だった んぢゃ 無い か。 

そんな に 薄情に しないで もい k ぢ やな い の 。 

平 太 ぢゃ あどう しろと 云 ふの だ。 お前 は 何 を 云 ひに 来た 

んだ。 どんな S が あるんだ。 

お 仙 まる 三年ぶ りで 逢った のに、 出て 行けが しに 扱 ふ 
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な^ 情な に、 用なん か ある もんかい。 だが ね、 どんな 

子 だか 一寸お 前さん の 様子 を 兑に來 たのよ。 大層 堅氣 

にな つ たと 云 ふから ね。 それに 舟に 許り ゐ ちゃ ぁ氣 が^ 

つて： y 舞 ふから ねえ。 

平 太 それぢゃぁ退屈^^？ぎに 11 。 

お 仙 まあ、 さう なんだ よ。 手が 廻った と 云 ふ 程 豪 氣な譯 

ぢゃ あないんだ けれど、 陸 は 少し 煙たい から、 當分 あん 

な 處へ游 り 込んで ゐ るんだ が、 この 陽氣ぢ あ、 いくら 何 

でも 少し うんざりして ゐた處 へ 、 ちょいと お前さんの 事 

いろん 

を^ い たもんだ か ら、 急に 色 々 な 事 を 思 ひ 出した の さ。 

ほ くち 

火口が 切れた と は あんまりい k 智慧で もなか つ たけれ 

ど、 外に 仕 f な い しねえ。 (自 膣^ に 横にな つて 手.^ 出 

す) 何しろ、 久しぶり だ、 まあ 一 服 よんで お 吳れ。 

平 太 (化 方な し に) iiw 十 か。 粉に なって ゐる かも 知れな 

いよ。 (そこへ 投げ出す) 

お 仙 i だね え。 序の 事に 吸 ひつけて 貰 ひたいね。 お前 

さん の 吸 付 煙 f 忘れち やった。 (投げ かへ す) 

平 太 し 切って) そ、 そんな 無理な 事 を 云 はないで 

11 私も 今 は と は i^j ふんだ から —— 。 

お 仙 だから 何も 北 "の？ になって れと 云って ゐ るん ぢゃ 

あ 無 いだら う、 私に だ つ て卒 主が あるんだ からね。 

平 太 ぢゃぁ猶更こんな處でもa3^bれては闲る ではない 


お 仙 い >-ん だよ、 何と 思った つて 構 や あしない。 (^草 

盆ん、 引告 rs せて) 仕方がな いお 手 盛 だ。 (のんきな 榛子 

て. ni い 輪，^ 吹く) 

平 太 (凝つ とそ れん-見て ねたが、 何 か 首 $ "いて 起って 棚の 

硯 箱，^ 下して、 その 中から 銅製の 水 入， 出して 孰に 包ん 

て もって 來ろ) 話 は あとで 着ける から、 とにかく これ を 

以 つて 歸 つて 吳れ。 

おつ もの 

お 仙 おや、 異な 品 を吳れ たんです ね。 何 だら う。 (明け 

て 見て) 水 入 か。 ハ、、 、。 とんだ 梅忠 だね。 折角 だが 

返します よ。 私 やゆす りに 来たん ぢゃ無 いんだ からね。 

平 太 ぇッ。 

お 仙 幾らに 引換へ て吳れ るつ もり だか 知らない けれど、 

どうせ 店の 金 をく すね て來 るん ぢ や あ 知れた も んだ 。 私 

も 一 本の 二 本のと 稼ぐ つもりなら、 こんな 形で 一 人で 裏 

口から やって来 はしない。 もっと 役者 を 摘へ て、 表から 

大 びら に 乘 込んで 來ら あな。 (ボイと 投げ 展す) それに 

ね、 今の 亭主 は 男 は 野暮た けれど、 ！^^はぉ前さんょり明 

るいから、 小 遣に 不 fiffi はしない よ。 5:™! 乍ら 金 は 小判と 

云 ふ もの を、 たんと 持って 居ります る だ。 何なら 貸して 

やっても い k よ。 ほら。 (懐中から 小判, や 一 故 取 出し V、 

投げろ〕 まだ あるよ。 
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藤. お 藤 

兵： 仙 ic- 


ろ。 平 太 ®tf ハジ かれた 様に つ。 しかし、 すぐ 理性 

て 押 (、つけ r< うとす ろ。 奥の. M 下の 降 子が 明いて-. お 

とくが 鎮.^ 出して、 樣子. H 规ふ。 二人の 視線が パ -ソク 

でと 合 ふ。 おとく は f!;^ いぐ 障子ん、 EE め 切ろ。 平 太^ は 

ハツと して、 その 方， 視 してね-たが、 何か决 心し；" 

らしく、  4 サ 5 いて 下手の 方へ 行き かけろ。 奧 からお 政が 

足早に 迫. つて 出ろ。)  . 

お 政 これ、 平さん。 

平 太 叔母さん。 (崩 折れる 樣 に 兩手. ^つ く)  3 念で，) 1 ざ 

い ます。 

さつ S  n--„ 

お 政 察し て ゐ ます。 先刻から 又 妙-さんに 色 々 の 事 を IS き 

ました。 思 ひの 外の 廻り 氣で お前 も さぞ 心外 だら うが、 

こ \ が 男の 辛抱の 仕處た と 思 ひます よ 。 

平 太 はい。 

お 政 失くな つた 金と 云 ふの も、 私の 考へ では、 番頭さん 

むづ 

の 仕舞 忘れ だら うと 思 ふけれ ど、 艱ケ しければ 私が そ つ 

と立替 へて おい て も濟む 事。 お 酒の f あり 中の 話、 私 

からよ く 嫂さん に 話して おきました。 い つも 云 ふ 通り、 

悪くなる の はたった 一時、 善く 思 はれる の は 十 年。 一年 

に 一 入 づ\ なっとくさせる 程の つもりで、 氣 ながく 暮し 

て 下さい。 

平 太 はい。 私 もさう 思って、 今日まで 堪 へられる 丈け は 


平 太 いや、 そ、 そんな 事 を 11 。 

お 他 だつ て 、 前 頃 は かう してよ くせび つて 行つ たぢ や 無 

>—、 0  、、->.»  0 

、，. -ん ノ、、 、 

(笑 ひ 乍ら 小判.^ 手 に 取って ねる。 上手 から 前の 

藤兵銜 が 出て 來る。 二人ん 見て ハクと すろ 同時 Lis 氣 

。卞- くむ。」 

お 仙、 お前 - 」 んな處 にゐた の か 。 隨分方 々 St した ぜ。 

とラ 

(ふリ かへ つて) お や 藤さん 、 何 か か い 。 

べらぼうめ ッ、 用が あるから- iif しに 來 たんだ。 手前 

>  J んな處 で 何 をして ゐ た んだ 。 

お 仙 火口が しめったから 貰 ひに 來 たんだよ。 

-ゃけ ぼ fV  、ひ  れ. t ど +> 

(赛て 笑 ふ) ふ、. とんた 燒木 杭. だ。 巫山戯た 眞似を 

し や あが る と、 その 分ぢ や お か ね えぞ。 

お 仙 威張った つて ilEI だよ。 (平 太 郞.^ 敎 へる 樣 Li) 若 

旦都 だよ。 挨： おぐら ゐ はすろ もんだ よ。 

藤 兵 ( 初め て 氣が ついた 樣； J. ) さう か い。 そり や あ と ん 

だ失禮 をし やした。 (お 仙に) こ；；：. でい \ たらう。 ぢゃ、 

■ 行かう。 (手 KJ- 執ろ) 

お 仙 (振 切って〕 およしよ、 見っともない。 

藤 兵 へん、 そんな 柄 かい。 

(巫山戯 乍ら ヒ 手へ 去る。 平 太^ は 凝つ とそれ，^ 見 ^3 

ろ。 彭が 見え なくなった， t、 ドクと 二人が 笑ふ聲 がす 
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堪 へて 來 ました。 どんな？ で 兑られ て も、 私 は 私の つ I 

とめ. M け は 5^ さう と、 この 心 を 押へ つけられる 丈 は 押へ 

つ け てきました。 けれどももう 駄：： r で-、 /さ い ます。 (思 入 

つて〕 叔母 樣、 私 をもう 一 度 この 家から 出して 下さい。 

ぉ玫 さ、 さう 云 ふの は 無 ではない が、 今 云 ふ 通り、 丁 

ぼ こ、 ら が：：^ 上ぢ や。 こ X を 一 つ 踏み こたへ たら、 あと 

は {ZI 然にド り：^、 手 も 足 も輕 くなる でせ う。 

平 太 でも、 私に は 其 一息が 上れ さう に 思 はれませ ぬ。 ど 

のが 

うそ 逃して 下さい まし。 

お 政 と 云って お g が 出て 仆 舞ったら、 この 家 はどうなる 

のです。 お父さん はどうなる のです。 どう 思 ひかへ して 

も 心 もとない 御樣 子、 若しお 前が 又 出て 行ったなら、 す 

ぐに 變が來 よう も 知れ ませぬ。 お前 は 親の 死； K を 足蹴に 

しても、 .E 分の 意地 を 立 て 通さう とお 云 ひなの か。 

平 太 い \ や、 意地ではありません。 ひがむ ので も ありま 

せぬ。 秕問 となら まだ^って 行ける？ 5^ な氣 がします。 土 

に<^^ひっぃても行ける樣な氣がします。 私 は 自分の 心に 

負けさう になった のです。 所詮 このま、 では 過され ぬ 身 一 

だった のです。 

お 政 では、 この 前の 約束 はどうな るの だ。 去年の 秋、 お 

前 から 私の (.s^ を；； ね て來 て、 今までの 樣な寶 の 無 い 暮が 

恐し うなった、 これから は どんな 苦勞 をしても 入 間ら し 


一 ぃ暮 がしたい と、 しみん \ と 云った のは當 庵の がれの 隨 

でした か。 

平 太 い、 え、 嘘で はあり ませぬ。 眞. M さう 思って をり ま 

した。 —— 二十 四の 年 家 を脫け 出してから、 野. お 犬の 樣 

に、 あっち こっちと うろつき 歩きました。 誰も 自分 を |具 

める 者 もな し、 叱る もの もな し、 仕たい 放題、 云 ひたい 

三昧、 喧曄 もす. る g 博 も 打つ、 女 は 元より。 それでも ど 

うに か 斯うに か 生きて 行かれ、 樂も 出來 るので、 同じ 一 

生なら と、 すっかり それで 立て通 十 氣でゐ ましたが、 そ 

§  わる.， 5. ひ 

の 時， 肝 を 食 ひ 合 ふ fi にして ゐた 男が、 惡 病で コ ロリと 

死んで しまった のです o( 深い 追惊に 耽って) さうな る と 

世間 は 薄情な もの、 誰 一人 かまって 吳れる もの も 無い の 

で、 私 一人で、 そいつ をぐ るく 卷 きに ；戒 に卷き 込んで、 

荒繩で しばり つけて、 桐ケ 谷 の 燒 場まで しょ つ て 行き ま 

お. S う 

した。 (段々 言葉が ぞんざいになる) しかし、 隱坊 にやる 

金 も 無えん で、 隅つ この 方で 燃え 殘 りの 稹ゃ藁 を 拾 ひ あ 

つめて 念 佛 を 云って 火 をつ ける と、 仕方が ねえと 云った 

風に 靑ぃ 火が チ ョ 口/ \ と 燃え 出して、 野郎 ヂク， くと 

油 をたら し 初めた。 これで 綺麗 さっぱり 片 がっくと、 ヂ 

ッ とかう 見つめて ゐ ると、 フィ とそい つの 一生の 事 を考 

へ 出したん で 1— > J いつ あ、 この 世の中へ 何 を も つて 來 

て 、 何 を殘し て 行 くんだら う 一 I 何 にもね え —— さう 思 
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ふと、 ゾッと 突ー氣 がして 私ち あ 逃げて 歸 りたくな つた。 

そり あ 外の 男ぢゃ あねえ、 あっし なんで、 あっしが 赤の 

他人 に 燃え 殘り の 榄を拾 つて 燒 かれて ゐ るんで .11 。 

お 政 さ、 それで 本當に 目が 醒めて、 家へ 戻る 氣 になった 

お前が、 if 故 商 分の 心 を 疑ぐ る のです。 

平 太 疑 ひたく はありません が、 私の 星が さう， きまって ゐ 

たのです。 (膝ん-進めて) 叔母 樣、 私が 先刻 店の 者に 內所 

. で 酒を飮 ませて やった の は、 仕事が きびしかった の を 可 

哀想 だと 思った 許り ぢゃ あな か つ たの です。 

お 政 え。 

平 太 酒を飮 ませ て 浮いた 話 を ira かう と 思 ふ 下心が あった 

のです。 お 菊さん が淺 草へ 行った 話 を すれば、 すぐに そ 

こらに ゐた頃 を 思 ひ 出します。 あの 仕 立屋の 娘で も、 親 

切ば かりで < ^抱し て やつ たと は 思 はれませ ぬ。 

お 政 ではお 前 は、 どの 樣 にしても 浮いた 心が 拔 けない と 

お 云 ひなの だね。 

平 太 さ， つです。 それが 私の 生れつき だと 思 ひます、 繼子 

も， ！ぉャ 

綱 親と 云 ふわけ でもな し、 兩親は そろって ゐ るし、 家 も 

ちゃんとして ゐ るのに、 何の譯 もな しに 狂 ひ 出した 私の 

體の 中には、 生れつき 道樂 者の 血が 一 杯つ まって ゐ るの 

です。 一時 はかう して 押へ つけて ゐて も、 いつしか 吹き 

切らない では ゐ ますまい。 その 時 は、 今 も 昔 も 同じ 事で 


す。 それよりか 今の 中に お 菊さん に 婿で も联 つて、 この 

家の 跡の 立つ 樣 にして おくのが、 阿 父さんへの 本 當の孝 

行 だと 思 ひます。 叔母さん、 どうぞ さうな すって. 个 さい 

まし。 

お 政 (頭ん、 ふって) ぃト f.! 、折角 だけれ ど、 それ はお 斷 

りします。 

平 太 え。 、 

お 政 お 菊 はお 前の 許嫁に はしました。 そして 今 はかう し 

て 家の 者同樣 にな つ て ゐれ ど、 元 々一人で この 家 を つ ぐ 

身で はあり ませぬ。 私 もつ がせ はしますまい。 

平 太 有難う ノ 1 ざ い ます。 そ の ノ  J 親. 切 は 一 生 忘 れ ませぬ 

が、 私 はもう あきらめました。 叔母 樣も どうぞ あきらめ 

て 下さい まし ひ 

お 政 い、 え、 私 は あきらめ ませぬ。 お前が さう して 自分 

で 自分の 心 を 責めて ゐる間 は 決して あきらめ はし ませ 

ぬ。 (膝ん 、進めて) ねえ 平さん、 半： れ ながら 善人が 善人で 

一 生 をす ごすの は 易い 事。 惡 人が 善人と ならう と 苦しん 

で 生きて 行く 方が、 どれ 丈け 尊い か 判り ませぬ。 高い 聲 

I うこ； J  わかさ キ おじ l-ri 

では 云 はれね ど、 私の 姑 御 は、 昔 は若狹 m の^ 姑と 9- 

をされ て、 三人まで も 嫁 をい びり 出した お 人。 それ を 承 

知で 嫁 人した 私 だけれ ど、 時には 居た、 まれない 日 も あ 

つて、 世間の 評判 を 味方に して、 逃げて 戾 らうと 思った 
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ぞご 勘辨 下さい まし。 (前へ 出す) 

お 政 それ ぢゃぁ 矢. 張 思った 通りで したね。 (平 太 ¥し) 平 

さん、 御覧なさい。 神樣 はいつ も 御 見通し だから。 (金， 屮 

持って 起つ) さ、 奥へ 行って 皆に この 話 をして よろこば 

せませ う。 

(行き か 、ろ。 上手から お 仙が 水捅. ^提げて 出る。) 

お 政 おや、 お前さん は。 

お 仙 水 をお 貰 ひ 申しに 參 りました。 

(何氣 なく 云 ふ。 平 太郎ハ -ソと 脅え ろ。 二人 は 不審 氣 

に それ.， ^見ろ。) 

—— 幕 11 

第二 幕 

舞 臺 

元の 材木 河岸 

前 幕 i リ 直ぐ もと。 朧月夜の 狡の 上て、 源 六、 新 七、 

萬 古、 お 威 等、 ^い 棒ん、 持 出して 來て、 棒 押し. <J~ して 

ねる。 程よ 告處に 腰掛になる 樣な 材木ん， 出しても ろ。 

初めは 新 七と 源 六と が 勝負， る。 新 七 a ける。 萬. f-" 

代る。 仲々 に 勝 がっかない。 あとの 二人 は棄 Jtl で 

應 S マる。 結局 萬吉が a けろ。 1! お々 ヮッと はやす。 や 


f  ； 一度 や；：； 度で は 無かった が、 その都度に ぢ つと 心 を 

食 ひしめ て、 死. せに なって 辛抱した 故、 今では まことの 

親子 仲より 膀 じぅ暮 して 居ります る。 

平 太 では、 この 平 太， g の 心 も、 奥の 奥から ゆるがぬ 樣に 

なれる 日が ある と 仰 有 い ます か 。 

お 政 なられ ませいで か。 お前が 十 年の 夢の さめた 時の 心 

持 は、 だれの 心 持よりも 尊い と 思 ひます。 

平 太 私 をお 見拔き 下さいます か。 

お 政 疑 ふ 程なら、 大事な ： 人 娘 を こ 、へよ こし はし ませ 

,ぺ- おや 

ぬ。 この 上 どの 樣な 事が あらう とも、 兩親 はま ふまで も 

無く、 世界中の 人が みんなお 前 を 疑っても、 私達 親子 は 

いつまでも 今日の 通り ぢ やと 思つ てゐて 下さい。 

平 太 有難う ございます。 存 ：1 うご ざいます。 (平伏して 

^く) そのお 言 獎が萬 人力です。 私 は それ 一 筋に 縫って 

この 上と もに 出精いた します。 有難う ございます。 私 は 

や つ と 明る い 世界 へ 出た 樣な氣 が い たします。 

S .6 流して i„w ぶ、 下手.^ リ采 S 頭の 善 兵 衞 が 金 包 持 

つて 來る。 二人.^ 見ろ と 恐縮した 樣に兩 手ん-つく。) 

若 n ー那、 相濟 みません。 

善 兵衞 どの、 どうな されました。 

お金が ござい ました。 私が つい W 心して 神棚 へ 上げ 

忘れて をり ました。 色々 な 寧 を 申し ましたの は、 どう 
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がて 下手から お 仙が 空の 儘の 水 桶. 'さげて 出ろ。 

源 六 ぉ&、 姐さん。 

ぉ汕 見つ とも 無 いねえ。 色氣の 無 い 事 をし て ゐるぢ や あ 

源 六 だってお 前さん の樣に 有り 過ぎても 闲ら あ。 (向 ふ 

, ^顎て 指して) 又 行きな すった ね。 

お 仙 水 を 貰 ひに 行つ たんだよ。 

源 六 へえ、 どんな 水 を —— (桶，^ 观 いて) 何んだ、 ：3 つ 

ぼ ぢゃ無 い か 。 お前さんが そんな 殊勝な 事 をす る 害 は 無 

いと 思った。 

お 仙 ご挨！ ^だね。 さう 見くびられ もや あ、 お前さんの 女 

房 にゃあ なれない ね。 . 

源 六 aw ん、 すくめて) ふ、 又お 株 だ。 そんな 事 を 聞かれ 

よう もんなら、 親方に 擲 られら あ。 

お 仙 意氣 地が いねえ。 擲られ る 位が 恐く つて 色が 出来 

>  さつ 

る もん 力。 ( . 貼の 方，^  て) それ は さう と 藤 さ んも早 太 も 

見えない が、 何處 かへ 出かけた のかい。 

源 六 (指て 丸，， や 作って 目の前に 出す) これ だ。 

お 仙 怒った のかい。 

源 六 お前さんが あんまり わいく 騷 ぐもん だから、 氣を 

惡く し て 哥兄を つれて 行つ ちゃつ たんだ。 どっか で を 

きめて ゐ るんだら う。 


お 仙 ふん、 又醉 ばらって 何とか 云 はう と 云 ふんだ ね。 甚 

力。 

源 六 だ つ て お前さんの 樣に 手ば なしで 惚けられ ちゃ あ、 

誰 だって あんまりい 上 1» 持 はしません よ。 

お 仙 でも、 あの人が そんなに 燒餅を 燒く程 私 は 若 n 一都に 

您れ てゐ るん ぢ や あ 無 い よ 。 

源 六 それ ぢ や あ 何故ち よ い く 用を挤 へ て 見に 行きな さ 

るんだ。 あんまり 判らな さすぎ る ぢ や ああり ません か。 

お 仙 さう だね え。 さう 云 や あ 不思議 だ。 私に だって 判ら 

な いんだから —— 。 

源 六 心細い な あ。 

お 仙 (うつと： r. とし，」) だけれ ども、 昔 を 思 や あ 深い 仲 

だつ たんだから ねえ。 (胸，^ 押へ て) こ &ん處 に、 ぼつち 

り それが 殘 つて ゐ るの かも 知れない よ。 

新 七 へ え、 そんない k 仲 だつ たんです か い。 

お 仙 心中まで しかけ たんだよ。 ハ、、 、、 お 互に 若 かつ 

たねえ。 

源 六 (進み. る) そいつ あ 初耳 だ。 どうだい、 退屈し の 

ぎ に 話し て 閱か し て お 吳んな さ い 。 

お 仙 それ こそ.. こ挨接 だ。 だけれ ども、 退屈し のぎ 位の 話 

かもしれ ない ねえ。 (船端に 寄リ か，^ つて 一層^め かし 

く) 面倒臭い 枕は拔 きにする がね え、 私が 芝の 神明の 矢 
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の は  2  d  52^0  ころが 

場で 1^ 根 を 伸し て ゐた 頃よ。 あの人が 打枯し て轉り 

込んで 來た のさ。 年 は 若い が、 一寸 樣子 がい. -ん で、 ま 

あ、 こつ ちか ら 先に ボ ー となつ ちゃつ たんだね。 

源 六 (i ろ-、 ぷ) よう/、。 

お 仙 默 つてお；：！ £ で。 ところが 向 ふで も 萬 でも 無い と 見 

え て ra: じ 藤に >  J つ ち を 見 て ゐる の さ。 さうな り や あ 1 人 

ヽ. たつ S つ S 

EI 志た 逸って 分り は！： T いや わ。 一 一月 三月 はまる で 夢中 

で暮 したんだ よ。 

新し (の： r 出す〕 成る 程、 それから。 

お 仙 あと は 定まりの 借金の 山よ。 身，， ごき も 出來ゃ あし 

ない。 抱 、で， は 一し く 云 ひ 出す。 お 客 はより つ か 無くな 

る。 と のつ まりが これ もお 約束の 道行 さ。 四月の 末 

こ ^か 

で、 お あつ ら へ 向き に 小 § 雨が 降つ て ゐる中 を、 白 手拭 

の 吹き 琉 しで、 素. 跌 足さ。 ちょいと 誰かに 見せたい 機な 

粹な 様子だった よ。 

小-" だって 見つけられ もや あそれ ぎり ぢゃ あない か。 

お 仙 ：！ を 出す んぢゃ 無い よ。 ——- そこで い 、 工合に 逃げ 

出す に は 逃げ出し たもの、、 二人とも 文無し だら う。 と 

て も？ お走りなん ざ あ 出來ゃ あしな い 。 た-つ とう 芝濱 まで 

行った のがお しま ひよ。 

S そこで ドブン とやり なすった かね。 

お 仙 せっかち だね。 それ ぢゃぁ 今まで 生きち や あ B19 られ 


な いぢ や あ 無い か。 

源 六 ぢ や あ、 そこへ い \ 役者が 出 て 来た ん だな。 

あいじ $_$ 

お 仙 ところがお 生愴樣 だ。 誰も 來ゃ あしない。 5^ ぎ もし 

らず、 f 潸げ ず、 思案の 杲 てが、 やつば り 死ぬ より 外 

は！？； いとき まって、 小石 を つて 狭へ お： しこみ、 しごき 

を 解 い て 體と體 と をし つ かり 縛り つけて、 南. 阿 彌陀佛 

てな わけで、 いざ 飛び込まう とする 段に なって、 何だか 

つ まらな くな つ たんだよ。 

l?i.K つまら 無くなった 11 どうして。 

お 仙 判らない かねえ。 そら、 死んだら それつ きりどう す 

る 事 も 出來な い ぢ や あ 無 い か 。 

源 六 へえ。 

お 仙ね、 判ったら 5。 それから さっさと 止めに して、 そ 

つと 家へ 歸っ て 裏 口から 上って、 足 を ゆ： つ て 、 儒れ た 着 

物 も 着 が 〈て、 知ら ん顏 をし て ゐた の さ。 

新 七 そして、 それから も 矢 張 逢つ たんです かい。 

お 仙 それつ きりょ。 あとで 二三 度 来た けれど、 何だか 馬 

鹿々 々しくて 逢って ゐられ や あしない。 それから 思 ひ 出 

しもし なかった よ。 

たよりな 

源 六 賴 いな あ。 それが 今日 初めて 逢った と 云 ふわけ な 

ん だね。 

お 仙 まあ そんな 事 さ。 それが お前、 何にも 知らない 顔で、 
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S 俺等 か。 俺等 はま あ 止さう。 

源 六 ぢゃ あ、 お前と 二人で 行か、 つ。 姐さん 留守 を 頼み ま 

すよ。 

お 仙 なんにも 盗られる 漾な品 はあり やしな いだら う。 

(^^六、 新 七、 上手へ、 他 は 下 へ 去る。 人れ f^j うて 

上手から 藤兵衞 と：： 十 太と が£ て來 る。) 

藤 兵 (怒 氣.. ^含ん て) おいお 仙、 手前 本當に 太い 女 だな。 

お 仙 藤さん かい。 まだ 何とか 一； ム つて ゐ るの かい。 見つ と 

も 無 いぢ や 無い か。 

藤 兵 (船へ 移って) 手前 又 あ いつの 處へ 行き あが つ たな。 

お to うるさい ね。 それが どうしたと 云 ふんだ い。 

藤 兵 どうも 斯う もね え、 欺して やる。 (摑 みか」 らうと 

する) 

お 仙 (逃げて) おや、 お前さん 私 を 手籠に する 氣 かい。 

藤 兵 動かれね ぇ樣に フン 縛って おくんだ。 (手， やれ V 上 

げて〕 やい 早 太、 繩を かして S5K れ。 

早 太 (ためら ふ) だが i 姐さん、 い、 加減に 詫って し 

まひな せえ。 

お 仙 詫れ。 何も あやまる； 樣な事 をした 覺ぇ はない よ。 

藤 _ お .m ばッ くれるな。 こ i の 若 日ー那 つて 奴 は 何 だい。 

お 仙 昔の 情夫 さ。 

藤 兵 昔ば かり ぢゃ あるめえ。 


堅 氣の若 E! 那で 納まって ゐ るんだ から、 一 寸 位なん とか 

云って やりた くなる ぢゃぁ 無い か。 

せつた サ 2 

源 六 それで とんだ 雪駄 Ig! し の 長 五郎と 云 ふわけ だね。 

お 仙 馬鹿にお しで 無い。 私 や 小屋 者 ぢゃぁ 無 いんだ か 

ら。 どうせ あした は どっかへ 漕いで 行く 舟 だ。 未練なん 

か あり やしないよ。 

(、、の. にて 藤 兵 衞と早 太 上手に 一 寸颜， か 出して 引 込 

む。) 

源 六 だが、 その 未練の 無い ものが、 何で そんなに. 1 0 

お 仙 うるさい ね 。( 一 寸考 へ て) ぁ& 判った。 お； g 藤さん 

に 頼まれたん だね。 . 

源 六 (ド ギマギ して) いや、 そ、 そんな 事た あ 1 .0 

お 仙 li したって ちゃんと 知れて ゐ るよ。 (壞 から 金，^ 出 

.ctt  のろ 

す.； ぢゃ あ、 私 も 上げよう。 お惚け 賃 だよ。 どっかで 遊 

んで おいで。 

源 六 (S- に卷 かれて) へえ， I 。 

お 仙 (新 七 等 ：2) お前さん 達 も ise に 行って お出でよ。 

(M え.， - がしに〕 な あに、 みんな 若 日 ー那に 戴い たんだ か 

ら、 . 遠慮 は 入らない よ。 

吉 等に) おい、 どうしょう。 

行って お出でよ。 庫の 戶は 開けて おいて やる から。 

お前 は ！ 。 
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お 仙 (，鉢に ソ どう だか、 勝手の い 、様に 思 ふが い 、 や。 

だが、 縛った つて 殺した つて、 ；；^ ゃ渐 うと 思ったら、 キ 

ッ と^^ふ：：^にして兑せる。 

^お ぢゃ あ、 まだ 逢 はう と 云 ふんだ な。 

お 仙 御 推； w~ の 通り さ。 

藤お よし、 さう iM きゃあ 他に も考 へが ある。 (突き放し 

て〕 おい、 v 太、 先刻 14 つた 樣に、 あいつ を こ、 へしよ 

びき 出して 吳れ。 

早 太 矢 張 やる のかい。 

藤 兵 あたり 前 だ。 こんなに 路 みつけられて 指 を. g へて ゐ 

られる もんかい。 

早 太 だが 何と 云って およう。 

はん 5-  £ で 

藤 兵 判 収が問 つたと か、 few の 木 を 上げた とか、 何と 

か 誤魔化して 來 ねえ。 幸に W の戶が 明いて ゐる樣 だ。 

E 十 太 ぢゃぁ  一 1^. 行て かう か。 その代り、 あの方 は い 、だ 

らうな。 

にハ 大丈夫た。 前佥 まで 渡した ぢゃ あねえ か。 

太 よし 來た。 (下手へ 去ろ) 

仙 お前さん、 i=; 嘩を資 るつ もり かい。 

ル む、、 加勢し や あがる と、 手前から 先へ いはせ る ぞ。 

仙 大丈夫、 大人しく 見物して ゐ ますよ。 だが ね。 あれ 

も 唯の ぢゃ あないん だから、 氣を つけない と 反つ てこ 


つちが 食 ひっかれ るよ。 

おど 

藤お そんな 事で jg! かされる もんかい。 器用に お前 を 渡す 

と 云 や あよし、 四の 五の ぬかし や あ、 首 根 を 押へ つけ 

て、 鼻 itl を 壁へ こすりつけて やら あ。.； 下 *4^,^ 見て〕 野郎 

來ゃ あがった な。 

f 下手から 早 太，： J- 先に 平 太！ g が 何 鼠な く 出て 來る。 お 

仙 見て ハ 、ソ とする がすぐ 元の 核子に かへ る。) 

平 太 間遠って ゐ ると 云って、 どんな H 合で ございます。 

.  pc.-if ぜ  さつ 5 

太 へえ。 (膝 兵 凝と 目 交して) その 先刻 申しました 樣 

に、 新 材木 町の 山サの 店へ 行く、 並 物の 杉 板が まぎれこ 

ん だので 11 。 

平 太 杉 板が。 (そ、、 いら，^ 見て) 一 向 そんな 物 はな ぃ樣 

ちゃ あり ません か。 

早 太 ぢゃ あま だ 舟に 殘 つて ゐた のかな。 すみませんが 一 

寸見 て やって 下せ えまし。 

平 太 舟へ —— (ためらつ たが 餘餞 なく) 見 ませう。 

(狡の 上へ 下りて 來ろ、 それ，^ やり 過して おい て 後 か 

ら藤 兵衞が 呼^かける。 お 仙 は ^.^w い て 知. X 

してね ろ。) 

もし、 若旦那へ。 

はい。 

先刻 はどう も濟 まん 事 をし やした。 > J ん ながさ つ な 
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早 太 (遮る) おっと & 待ちね え。 そ の 他人 の 女 を 家 

へ 引き入れたり、 金まで 吳れ たの は どこの 誰 だい。 

平 太 金 をッ。 へ は- ソ としてお 仙ん」 見る) い \ や 、そんな も 

の を 渡し た覺ぇ は あり ません。 

藤お だ つ て 現在 こ \ に 持って ゐたぢ やねえ か。 お 仙、 何 

とか 云 ひねえ。 

さつ： ffj 

お 仙 ぢゃぁ 先刻の 話 を かげで 聞いて ゐ たんだね。 いけ 好 

かない。 源 六に やつ た 金 は お前さんが 私に 小 造に 吳れた 

んぢゃ あ 無い か。 しっかり おしよ。 そんなに！ 1^ が i 一って 

ど， つす るんだ い。 

藤 兵 何 をッ。 (女に 嘲笑され た 怒ん.^ 平 太 JgLi 移し 乂來 る) 

もう 文句 はねえ、 どうせ こ、 へ 誘び き 出した な あ、 お前 

と 出入 をす るつ もり だ。 お前 も 萬 吏 素人 ぢゃ あわえ さう 

だ。 思 ひきり よく. 度 をす るが い \  。 

平 太 だ つ て そり や. —— どうぞ 御勘辩 なすつ て —— 。 

(わく まて..。 爭 遮け て、 ん. -见て 家 へ げ\ 、行かう 

とする。 藤 兵 衞と早 太と それ，^ 追 ふ。 と 5/- 平 太- 郞拔の 

上から 下手 河岸 へ 飛び 上る。 早 太が 後から ム グ と 組み 

つく。) 

早 太 さあ、 う. ごいて 見や がれ。 

平 太 む \ 。(限りお r す悲. M の纽 せて) ぢゃ、 どうで も喧 

晦を K ると 云 ふの か。 

  一 


野郎です から、 どうか 勘辩 してお 吳ん なさい。  一 

太 はい。  J 

兵 ところで 若 i 那、 ちょっと 御 無.，；； J が あるんだ が、 ど」 

んな 事で も 聞 い て ドせ えます か 。  一 

太 はい。 事と 品に よれば 御 5? 心の 行く 棵に いたし ませ 一 

，つ。  . 

兵 そ い つ あ 有；！ て え。 ( r  ..y  ,1 と 調子 ん、 かへ て) お前、 ： 

それ ぢゃ あ、 この 女 を 知って ゐ なさる かえ。 

： ひこ 

太 あの 女 を —— (凝 少と見 ろ。 - てして 凡て,^ 推して) は 

い。 知って を ります。  ， 

兵 (膽 んれ かれて) え。  一 

太 昔 は隨分 馬鹿 を した 仲です が、 今ぢゃ あ 全くの： 

人、 どんなに でもな すって 下さい まし。  .ー 

藤 兵 え、 それ ぢゃ あお 前 は. I 。  ： 

お 仙 ハ、、 、。 やられ や あがった。 だから 云 はない 事つ 一 

ちゃ あ 無い よ。 お前さんた あ 段 違 ひだよ。  ：j 

藤 兵 r 赫っ として〕 喧しい、 默 つて ゐろ。 (平 太； g に) g_ 

に 器用な 挨； お をし なすった が、 本當 にお 前 他人なん です 一 

力 I 

平 太 二 辰 丁き じ はい、 嘘 を 云った つて 仕樣が ありま 

せん。 (早 太に) それが 御用だった のでしたら、 もう 御 

免 を 蒙ります。 GtM 、かける) 
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早 ぎお 平 
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ホッ として、 央心 した 様に 茫然と して 立つ。 .gr の 鐘〕 

お 仙 は ひの 外の 成 行に 恐怖に 捕 はれて ねたが、 すぐ 

と^ _w らしい 本性.，^ と リー 民す。) 

ラま 

お 仙 お目出度う" 甘く やった ねえ。 

平 太 —— 。 (無言) 

お 仙 (一 ^做の そ. はんそつ と通リ わけて 平 太郎の 傍へ 來る) 

だから 私が 止めて やつたん だよ。 (せえ る 様に) だが お 

前さん * これから どうす る 積り なの。 まさか 驟け 込みな 

ん かしゃし ないだら うね〕 

平 太 . I 。 

お 仙 (あたりん、 窺うて〕 見て ゐ るな あお 月樣 だけ だ。 (益 

益 甘つ 垂れて) ね、 私と 一 緒に どっかへ 行か うぢ や 無い 

か。 私ゃ本赏にぉ前に惚れ！？^しちゃったょ。 

平 太 11 。 (尙も 無言) 

お 仙 (肩，^ 抱いて) ねえ、 ほんと に盡 きない 御緣 だった 

のさ。 もう 一 度 道行 をした つて、 まだ 笑 はれる 程の 年で 

も 無い よ。 ねえ。 こ 屑 越しに 顿. V- 込む) 

平 太 . 1 -。 (無 首に 頭ん-横に ろ〕 

お 仙 いや だとお 云 ひなの か" 

平 太 —— 。 (うな. つく。 刀， や 上げて 上手ん、 示す) 

お 仙 おや、 私に 行けと お 云 ひなの か。 

平 太 (うな づく) 一人で I - 一人で 置いて 吳れ。 


碟兵 さう だよ。 お前 か拖 力、 勝った 奴が 女 を 自由にす る 

の だ。 

平 太 ぢゃ あ、 どこまでも ついて 來る のか。 (瓦 心の 激しい 

苦 ir やがて 煤發 した 様に 叫ぷ) よし、 もうこれ まで だ 

ク 0 

(パ ッ.^早太.^ふリ拂ふ。 早 太 はずみ つて 筏の 上 

LL 范 ちる。 その 拍子に 平 太郎の 襟， か 掘ん て 引く。 肩が 

脱げて 眞白た 肌に 笑し い 上り 龍の 彫物が 現 はれる。) 

さあ、 ついて 来るなら 来て 見や あがれ。 

何 をッ。 (合口,^ キラ リと拔 く) 早 太、 い、 かい。 

合 點 だ。 (之も！？刀^^：拔く) 覺悟 しゃ あがれ。 

(斬って か、 ろ。 平太：郎か ぃ潜って-^^；^伏せ、 短刀， 

も； T 、取る。 その 間 LL 藤 11^ 衞 が^いて 來る。 引っぱ づし 

て^つ。 早 太が 無手て 組つ いて 來る。 平 太 一郎 一太 刀-て 

れか 斬ろ。 早太ク -ソ ト聲. ^立て、 上手へ 逃げ かけて、 

ちゆみ 

歩 板から 水の 中 へ^ちて 姿， す。) 

藤 兵 やり やが つたな。 

平 太 何 をッ。 

(二人 は 必死：. U ポ ふ。 お 仙に どちら が 勝っても い、 樣 

LI レ 肚， ^ふ、. 5 て、 芝 Di5 て も见 る：： g に 面白さう に 見 \ 、 ね る。 

やがて 薛兵微 が 一 太刀 斬られろ。 ひるむ 慮 かっけ 入つ 

て 横腹ん 抉る。 藤 兵 _愤 虚空ん-掴/て 結 5.5 する。 平太郞 
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お 仙 だって 今更に なって 私を棄 てるなん てひどい。 つし 

つかりと 手ん-執って〕 放し やしない。 離れゃしなぃ。(^^ 

ィ /、と 押しつけろ) 

平 太 むん。 

(平 太 マ 恥 てれ.^ 凝つ と 兌ろ。 一ての 目 かほ々 と 接 味ん 帶 

ぴて來 る。 ぉ仙はギ ョ ッとして飛.ひ；^3く。) 

お 仙 まあ 街い 顔 だね。 まさかお 前 私 も 殺す んぢゃ ある ま 

平 太 11 。 (無言、 猶も 銳く见 詰めろ) 

お 仙 ねえ、 平さん、 平さん てば —— (忍びよ つて、 短刀 

持った 手.^ 摑む) 

平 太 何 をす るッ。 ， 

お 仙 どうす る も の か 。 萌 さん の 仇 だ 。 (斬って か、 ろ) 

平 太 何 だと ッ。 

(極度の 僧惡， ^感じて、 すぐに 刀. 奪 ひ 取って 1 太刀 

斬ろ。 お 仙 倒れる。 すぐに. i! め 1^ 刺さう とすろ。 その 

手に 鎚 つて 叫ぶ。) 

お 仙 待って お 吳れ。 平さん、 私 ややつ ばりお 前 を 思って 

ゐ るんだ よ。 お前 一 人 を 殺す 氣ぢゃ あな かったん だ。 一 一 

人で、 二人で 死ぬ つもり だつ たんだ。 

平 太 ,f、  口から 出 委せの 事 を 云 ふな" 手前が 來 たばつ 

かりに、 俺の 一生 を 棒に ふって 仕舞つ たんだ。 


お 仙 そ、 そり や 私 だって II じだ。 私 や P 、される 覺ぇ はな 

あ-り や-つ 

平 太 やかましい。 おのれ はこの 體 について ゐ た惡靈 た。 今 

に それ を 叩き 落し て やる の だ 。 

お 仙 ぢ やどう でも 殺す 氣か、 畜 i}- ッ、 誰か 來て ッ。 (死 

カ.^^5|して刎れかへして上手へ逃げて行告かける) ひ、 

人殺し —— 。 

平 太 うぬ ッ。 

(飛び か、 つて 襟髮. とって 引き す。 お 仙 は 激しく 

抵抗す るが、 と > 切り倒されて 仕舞 ふ。) 

平 太 (上 吊った 音？ 1^ て) ハ、、 、、ざ、 ざま あ 見や がれ。 

もうどう する 案 も出來 めえ。 

(ホッ とする。 と、 急に 息切れが して 樘と其 庭へ 倒れ 

ろ。 短い 間。 下手から お 菊が 足袋 跣 足て 一散に $J つて 

來 る。〕 

お 菊 兄さん" (取リ つく) 

平 太 (我に 返る) お 菊さん か。 (死 做 fJ- 指して) み、 見 

たか。 

お 菊 あい 11 。 

平 太 (悔いる 樣 に) や、 やつち やった。 お前 や 叔母 樣に 

あんなに 云 はれた が、 俺 はやつ ばり こんな 者に 生れつ い 

てゐ るんだ" 
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S い えく ひ ます。 兄さんが 惡 いん ぢゃ ありませ 

ん。 みんな その 人達が 惡 いのです。 

平 太 ぢゃ あお 前 は、 こんなにな つても 私 を 信じて 吳れる 

のか。 

お 菊 あい。 いつまでも./ \、 潔 .m だと 思って をり ます。 

平 太 (引. き.， * せて) よく 云って 吳れ た。 廣ぃ 世間の 中で、 

私 を 人間ら しう 思って 吳れ たの は、 お前と 叔母さん とた 

つた 二人だった。 (泣く) 有難 、つ。 有難う。 叔母さんに 

もよ くお 禮ケ 云って おくれ。 平 太郞は 死ぬ までお 志 を 喜 

んでゐ ましたと 傳へ て くれ。 

お 菊 では、 お前 は 今から —— 。 

平 太 さあ、 よかれ 惡 しかれ、 二人 三人 人 を 害め た 平 太郎、 

もうこの 世の中に は 生きて ゐられ ぬ。 一 J れが 別れ だ 。 

(起って 狡の 方へ 行き か V ろ。) 

お i«? (鎚 つて) あれ、 待って 下さん せ。 とても 叶 はぬ 事 

なら、 私 も 一緒に つれて 行て 下さり ませ。 

平 太 え、 お前が この 私と 一緒に —i 

お 菊 あい。 

平 太 (感^しながら も^) いや、 そり やならぬ。 私の 道 

つれに は、 そこに 居る 二人が Si 應 しい。 何 一 っ據を 知ら 

ぬお 前 を つれる は勿體 ない。 祝言した と 言 ふで はなし、 

どうそ 長： iJi して、 私の 代りにお 二人に 孝行 をして 下され。 


お 菊 (怨めし 氣に) では、 その 長い 年月 を 一人で 淋しう 

-逡れ と： K ひなさん すか。 

平 太 え。 

お 菊 小さい 時から l^K 嫁と 知って ゐて、 好い も惡 いも 只 一 

筋に 槌 つて 來た、 お前に 別れて 何の 生 甲斐が ござんせ う。 

邪魔と なるなら、 いっそ 私から。 

(走って ゆかう とする。 平太邵 抱きと. 5 る。〕 

平 太 待って おくれ。 せめてお 前 丈け は殘 したいと 思った 

が。 斯うなる の も 因緣づ く。 それで はお 前と 一 つ 道に。 

お 菊 あい。 うれしう ござんす。 

平 太 したが、 その 暴らぬ お前の 心に 比べて この 身の 錢が 

うはべ 

恥し い。 せめて liyra 丈け でも 堅氣 にして 夜更けぬ 中に、 

.洲 崎まで。 

お 菊 あい。 

(平 太郞帶 1 ^解いて、 肌，^ 入れろ。 お 菊 は 初めて 女房ら 

しく 帶，^ し A て やる 。上手より 源 六と 新 七が 出て 來る。 

死 殺，^ 見て 仰天して 腰ん」 わかす。 源 六 は 一ての ま、 上手 

へ、 新 七 は 匐 ひ 乍ら そっと 下手へ 來る。 その 問に 平 太 

^は 着物.，^ 直して 仕舞 ふ。 と、 新ヒは 急に 立って 下手 

へ 人る。 二人 は それと 氣づ く。) 

お 菊 今の 物音 は 11 。 

平 太 後 影 はたし かに 店の 者、 邪 11 の 無い 中に 早く、 早 
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お 平お 平お 平お 
菊 太 菊； *： 菊 太 菊 く 


あい 0  ( 上手へ 行き かけて ためら ふ) 

や、 後れた のか。 

い、 え、 もう 一 度 そのお 顏が —— 0 

む、。 (抱 さ 寄せて) もう 云 ふ 事 はない か。 

あい。 私 や、 うれしい、 うれしう ござります。 

わ, 3 が ほ 

私 も 滿足ぢ や。 さ、 その 笑顏の 消えぬ 中に。 

あい。 

(二人 は 下手へ 手 1 ^合せて、 ふり か ヘリ 勝ち LL 上手へ 

去ろ。 途端に、 おとく、 ぉ攻、 善 丘 ハ衞の 三人 走り出 

づ。) 

おとく 今の は 確か 11。 

お.^  (止めて) あこれ、 もう 何も 仰 有ります な。 このま 

lis せ 

まが 一 一人の 幸福で ござり ませう。 

. (上手へ 向いて 合掌す る。 おとく 激しく 泣き出す 0) 

. i 幕 — 
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天 一 


坊 (二 幕) 


入 物 

感應 おの 弟 子 资澤 (後に 天 一 坊) 

竹； s:  5- 賀亮 

赤 川大膳 

老婆お さん 

そ の 娃ぉ光 

馬方 藤 六 (後に 天 一 坊家來 、漭 ：5 藤 六) 

古 ^&賈 七 右 衞！： (同  山 峰 七右衞 門) 

畑 番庄藏 (同  平野 庄 S 

所 司 代與カ &q 一一 十郞 

同 片 岡 逸 干 

庄； E の.：：^ 子甚 五郎 

他に 天 ー坊の 家来 大勢 

時 

享 保の 末年 

虔 

紀州名 草 郡 平野 村 及び 京都 三條 西の 洞 院天 一 坊 


宿所 


第 


幕 


紀州 平野 村感 應院。 

二 間 の 床の ffi い 庵 第 風の w!- 屋。 上手. の 室の 正面 に 須 

彌 境，^ 飾る。 その 前に 古， ひた 佛具 二三。 下手 は 裂 壁、 程 

r<..v  、處 へ奧 への 出入口、 凡て 何の 手 入 もせ 2 と 見えて 

茅の 屋根 は 勿？ i、s 建具の 颠は 悉く 被れ 果て、、 1" ど 無 

住 同様に 荒錢 してね ろ。 庵の 前 は 狭い 庭。 t 手 は下抆 

か めが キ J 

の 上った 要 垣.^ 透かして 卵塔場， 下手 は 低い 四" 目 垣。 

中央に 型ば かりの 柴折 1:^-  eziz^i 一  面の 雜 草と 

^葉と て 地れ て. Q る。 初秋の 頃。 百舌 島の 萆 が鎮リ LL 

聞え て 幕が 明く と 下手の 垣の 處て 感應院 の寶澤 とおさ 

ん 婆の 娃 のお 光と が 何やら la; 似て 話し合 つてね ろ。 

庵の 中て は 馬方の 藤 六と 古着 H の 七 右 街 門と 畑 港の 庄 

藏 とが 古い 經机 1^ 膳の 代りにして 差 向 ひて 酒.^ 飮んて 

？。 橫 に 七輪が あって、 鷄の 肉が ジク /、、と え 立 

つてね ろ。 寶澤は 二十歳 位、 三分 霊に 薄^い 白木 線の 

着物に、 色の 概ぜた 暴 染の腰 衣.^ 着けて ねろ。 打ち 見 

た 處頗ろ 振 はない 1^ 采て あろが、 He 目秀 てて 何處 とな 

く 高貴の 相が 見られる。 お 光 は 十七て 村の 小娘ら しい t 
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梵来、 な 樣チ。 啞\ 、口が. V 、かれ W が、 凝に 咲く 野菊の 樣 

な 可憐の a 姿 1 小して ねる。 中の 三人 は 三十 前後い. つれ 

も 貧乏な 無輯漢 らしい 様子。 

お 光 は 「叔母 さ んは此 頃 方 々 て お産の 手傳 に 行って ね 

ろ。」 と 云 ふ 意味の 事ん 手 a 似て 話す。 齊？^ は 「そんな 

ら 私達 も 亦 何か賀 へろ だ らう。 お前の 丈 Ins, て も 買って 

やらう。」 と 云 ふ 音： 味の 事，^ 云 ふ。 お 光 は 無邪氣 に 嬉し 

さう LL 寄 添 ふ。 つて それ，， " a ズ ねた 藤 六 は その 時？ t 

.1^ かける。 

藤 七 おい く、 い、 加減に して 吳れ。 俺等 あ 盲馬ぢ や あ 

ねえんだ ぜ。 

七 右 幾らお 前の 奢で も、 それ ま ぢゃあ w を 越し.. 兼ねる よ。 

齊澤 喧し い。 默っ て 居ろ よ。 手前 達が 燒餅を 燒く柄 か よ。 

藤 六 (首 > すくめろ) ふッ、 云 ふ 事が 大きい や。 幾ら 何 

かなつ. afu 

でも 啞に 余转： ぢ や あ 死んだ 蛤で 燒き W 斐 がね え や。 

S そんな 洒落が あろ もんか い。 IT 阖々 々 iW はな い で 其 

處で 大人しく 拜 見して 居ろ。 もっと 甘え 酒を飮 ませる 算 

段 をして ゐ るんだ。 

庄藏 又お 婆 をせ びる のかい。 何でも この あとから 隣村の 

方で い、 ぉ產が 二つ 三つあった と 云 ふ 事 だ。 

S  . 耳の 早え. 奴 だな。 俺 も 今 聞い たんだ。 だが そんな 端 

金よ わ、 もっと 大きな 山が あるんだ。 


藤 六 (寧て 頭ん、 叩く a 似， ^です ろ) 例の 一件 かい。 

む、 それ も 今 云った 通り だが、 まだ 外に も 種が ある 

んだ〕 まあ、 仕事 を 見せてから 話さう。 

(お 光に 誰か 呼ん て來 いと 云 ふ 様子，， ケ する。 お 光 は 首 

せいて 向 ふへ 走り去ろ。) 

藤 六 む k、 何だか 常 もとは 仕掛が 違ふ樣 だな。 

S 細工 は 流々 だ。 (^へ 上って 三 入の 中央-」 胡 坐ん、 組 

む) まあ 前 祝に 一 杯。 

S おっと 來た。 (鍋，^ 見て) 丁度1?^ぇ立ったょ。 

S ぉ蕴見 か。 ふ) む气 こり あい V。 近頃に ねえ 

柔 けえ 肉 だ。 

ffi 藏 お前に 赏 めら れ樣と 思って、 い、 處を 選って 來 たん 

七 右 ハ 、 、 I こいつめ、 .HI 分の 處に でも 飼って ゐる樣 

な 事 を 云って ゐゃ あがる" 

庄藏 (平然と) 何處の だって 冏 じだ あ。 しかし、 若い 奴 

はすば やくって、 つかまへ るのに 骨 だ。 變な聲 を 立てら 

れて 冷々 した。 

00 何しろ 正直な 番入 だ。 村の 奴 は 安心して 寢られ る だ 

らうよ。 

yj あ い 

藤 六 違えね え。 お前の 引導で 成佛 する 輩 だからな。 ハ 、 
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1;； 人 ハ 、 、 、。 

卬藏 だが あの 子 は 全くい、 子 だな あ。 あんな； 1& でな け 

り や あ、 俺 も 楽て ちゃ あ かねえん だが -—— 。 

L 右 嘘 をつ け。： ifii 小 常り に當 つて、 ひどく ド シンと や 

つ \ けられた ぢゃ あねえ か。 

兄 の 前 だ。 詰らね え 事 を 云 ふなよ。 

心配し なさん な。 お前と 俺ぢ や あお 人柄が 違 は あな。 

^六 さう 云 や あお 前 は 山 代 坊主に しちや ぁ勿體 ねえ 器量 

だ . そんな t!l え 衣 を. g がして 少し 小 ざつば りと した 風で 

もさせたら、 何の 守 機の 御 f と 云つ て も 大手 を 振つ て 

通-りれ さう だせ。 

^, 滞 てろ ない。 御 1 が いて 呆れら あ" (急に 淋し さ 

- 「に) 尤も 木の 股から 生れた 譯ぢゃ あねえん だから、 ど 

なた 樣か の 御， i に や あ 違えね えんだ がね。 (う つ むく) 

だ つ てお 前、 お さん；：； a? んの身 窃ぢゃ あねえ の か い。 

S あ、、 お 婆が 隣の： 十澤 村に ゐた 頃、 信 州から 来たと 

云 ふ千ケ 達 S が.！ W けつば なしにして 行った の を、 お 婆が 

五 つ 六 つ まで 育て k こ、 の 先住に たんだ さう だ 。 

み K11 ご 

藤 六 ふむ、 それち や あお 前 は 本 當の孤 0- なのかい。 

あか ぶら 

$ お前の 處 にゐ， ci 班の 野 .；=;{大 と じょ。 拾 ひ 食 をし 

ながらで も 宵つ て來 たのが 不思議な 位 だ。 ( か n リ とし 

て) だけれ ども 其處は 人情 だ。 時々 俺 はどうして 兩 親に 


棄 てられたん だかと 思 ふと。 祸 しくって やり切れ ねえ。 

(茶碗. -J^ 出す) 

藤 六 (驚く) え、 お前、 それで のかい。 

寶澤 心1^,-なさんな。 お；： g の體 まで 吞 まうた あ 云 はねえ 

から。 

藤 六 だけん ど i .0 

S  (銳 く)  5» れる程 注 ぐんだ。 元々 てめ えが 詰らね え 

事 を 云 ひだ し たん ぢゃ あわえ か 。 ぼんやり しずと さっさ 

と 酌 をし ろ い 。 巫山戯た g だが 我慢し て やら あ。 

藤 六 (ムク として) 何 だと ッ ；… 。 

齊澤 (向 ふん. - 見て) おっと …… 。待って 吳れ。 ；件 物の 

御 入来 だ。 

藤 六 え。 (氣. ^拔 かれて 其方. ^見る) あり や あ 庄屋の 小 

旦那 ぢゃ あねえ か。 

00 さう だよ。 これから 一 芝居 打た うと 云ふ譯 よ。 お前 

達が こ  > -にゐ ると 調子が 惡 いか-つ、 暫く 奧へ 消えて ゐて 

吳れ。 

藤. K 合 g だ。 庄藏、 七、 ついでに そこいらの 誰 を片づ 

けて @ かう。 

庄藏 あい 來 た" 

(三人 は 何 かの 道具 4- 奥へ 遝んて 4K る。 向 ふから、 お 

光に 手，^ 曳 かれ； ： の 息子の 甚五 が 出て 來る。 二 
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十四 五の 優男。) 

甚五 おい、 どうしたんだ >  何處へ 連れて行か うと 云 ふん 

六 

お 光 ： 。 (手 a 似て 庵ん-指す) 

甚五 矢 張 こ &か。 一 .SM: の 用 なんだら う。 

( 乍ら 木 It 蜜へ 来ろ" 資 澤は それ， ^見て 庭へ 下リ 

て出迎 へ る") 

賓澤 若 日 ー那、 御 苦勞樣 で ございました) よくお 早くお 出 

で 下さいました。 

甚五 (横柄に) 何だか 知らないが、 この 娘が 無闇に 引：： 

るんで な。 - 1 一  體 何の 用な の だ。 

資澤 な あに、 御 心配な さる 樣な 事ぢゃ あ-、 き い ませ ん。 

まあ ともかくお 上ん なすつ て。 

(座敷へ 招 じろ。 甚五！ ^は困 つた 樣 子ぐ 餘篚 なく 上へ 

上ろ。 お 光はド 手の 緣に腰 1^ かけて 空， ヶ見 つめ \ 、ね 

る。) 

S  (坐り 乍ら) それで 一 鼈 用と 云 ふの. にどん な 事なん 

£  -  0 

赍澤 (叮嚀に) 御 無心で ございます。 

甚五 (キタ となろ) 無心と 云 ふと —— お金の 事 かえ。 

齊澤 お 恥し う J ざ い ます。 

甚五 (考 へて) 近頃お 前さん も 評判が よくない 樣 だから 


I 

な。 11- 一  體 幾ら あれば い 、 の だ い 。 

澤 五十 兩せ して 戴きた いんで II 。 

五 五十 兩ッ。 (驚く) 

澤 (押し かぶせて) それ も 譯を云 は にゃあ 理が 通じ ま 

せんが、 御 まの 通り 屋根 も 錘 もボ 口くな んで、 これ を 

1>  たつば 

直す にゃあ、 どう 下端に 見 ；® つ て も それ 位の 金 は 入用た 

と 思 ひます。 

茶： 上 (や、 安心して) ぢゃ あお 前さん は、 こ、 の 庵の 修 

復 のために 金 を 貸せと 云 ふんだ ね。 

寶 It 木當 にお 恥し うご ざいます。 先代の 感應院 が あんな 

不意 死 をし ましてから、 どうぞして 跡目 丈け は 立て --行 

かう と 思 ひました が、 年 も 若く 修業 も 淺ぃ故 か、 一向お 

參も 絶え て、 たうとう こんな 狐の # 、にして 仕 舞 ひ ました。 

併し 此院も 京の 聖護院 の宫ほ の 御 支配で、 山伏と 云 ふ も 

の \、 元々 天台宗の 別れで 坊主 同お、 この 平野 村  一 H の 

法事 や 葬式 萬 端 引き受けて ゐ ます、 云 は r 根那 寺と でも 

云 ふ樣な もの 11 。 

甚五 (引取って) 判って ゐる。 判って ゐる" 併し、 それ 

なら 何も 俺に 相談せ ずと も、 親父な り 五人組の 年寄な り 

に 相談し て 、 それ，^ \ に 寄附 を 割り つけたら い \ ちゃ 無 

いか。 

S 仰 有る まで も 有りません が、 若旦那の 前です が、 ど 
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う も庄： r たの 年寄 だの つ て 奴 は氣が 長くて、 若い者た あ 

肌が 合 ひません。 まあ、 行く く は. 515 附を 募って 戾す事 

にして、 一時の 處を どうで ございませう。 別にお 闲 りに 

なる 身代で も. - 」 ざいますまい。 

と、 飛んでも 無い。 庄： こそして をれ、 こんな 瘦村 

に、 どうして 五十 兩 なんて 大金が 轉 がって ゐる もの か。 

S ぢゃぁ 中 M 方のお 口 ^ ぎで、 どっか からか 借りる 譯に 

は參 りますまい か。 (口調，^ 早めて) 尤も、 只贷 せと 云 

つ て も 私の 證文ぢ や あ 唾 も 引っかけて 吳れ ますまい。 百 

K の に 編 笠と やら、 兎も角 引當て の 品 を 渡したら よ 

からう と 思 ひます。 

S  (£ ば卷 かれて) 何 かそん な寶 物で も あるの かい。 

K 物 11 。( ニヤ リと笑 ふ) まあ そんな 品で せう か。 

(懷 から SB 紗包 取 S す) 一. 寸 SI き.^ を 願 ひませ うか。 

(凝ハ ぶ 見ズ 驚く〕 や、 そり や あ 11 。(取 リ にか、 

る) 

^0  (支へ て) おっと …… 。 そんなに ぞんざいに しちや 

あ が當 ります。 (叮. ながら^く) どうで せう。 五十 

雨の 引當 にゃあ 無理で せう か 。 

^五 (赤くな リ^くなる) そ、 そり や あ 11 成る、 成る 

だら うよ。 


00  (驟. ^大告 く) 成ります か。 有, ゥ ございます。 有 

難う ございます。 それで 凡そ 何時頃までに 話 ケ 纏め て 戴 

け ませう か。 

S さあ、 何時頃と 云って 當は無 けれど、 四 五日の 中に 

は キッと 話 をつ ける から。 (包ん、 取らう とすろ) 

資澤 (手早く 懐へ ち こんて) いけない、 - (-、 こり や 

あ 五十 雨と 引換た。 

甚五 (あきらめて) それ ぢゃ あ、 その 時まで 誰に も 云つ 

て 下さるな よ。 

00  (首 翁く) 云 ふ 位たら こ、 までお 出 は 願 ひません。 

ぢゃぁ 何分お 頼み 申します。 大水で 道が 壞 れてゐ ます か 

ら、 氣を つけて お出でなさい まし。 

(^五郎 無言て ト おくと 下手へ 去ろ。 K 澤は棄 臺詞 

て醴. ^云 ひながら， しズ やった と 云 ふ 思 入て、 敷の 

方へ 來か、 つてお 光.^ みる。〕  .， 

寳澤 あ、、 お前 こ \ にゐ たの か。 うつち やっといて 浙し 

か つ たらうな。 (お 光默 つてね る) チヨ ッ、 仕樣が な い 

な あ。 (肩. つ ゝ いて 上れと 云 ふ。 お 光一 一 ッ コリ 笑って 上 

へ 上つ ヾ寳澤 に. i リ添 ふ) 庄藏の 云 ひ草ぢ や あねえ が、 

$s に 惜しい 女 だ。 (凝つ..， -横餌 fj- 見詰め KJC 奥から 先刻 

の 三人が 首, か 出す) 

藤. 一 ハ 兄貴。 
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寳藤 赘藤齊 


m  m  j± 七 


澤 (ハタと して) 何 だ、 手前 達 はま だ そこに ゐた のか。 一 

山ハ 當り前 だ。 まだ 酒が 半分す ぎ殘 つて ゐら あ。  一 

澤 意地 竊ぇ奴 だな。  一 

六 ふん。 (お 光，" 頸て 指して) どっちが どう だか。 一 

0  ( テ レて) 馬鹿 ッ ： まだ 黑焦 になら ねえの か。 (德は 

ずお 光の 手ん 執る) 

七 右 (見ぬ ふりて) 併し、 何だか ちっとも 判らね ぇ掛合 

だが、 あれで い、 のかい。 

寶澤 い \ も 山の TP1H.、 確かに 五十 兩 持って 來 ると 云った 

ぢゃ あねえ か。 

七 右 そいつ あ 地獄耳 だが、 その 賓 物って 何 だい。 

齊澤 水 1% 離で も. 収 つて 來 なきや あ 目が 潰れる ぞ。 (ポ、 ン 

と庄藏 £ 前へ 攤リ 出す) 

ays 

S 脅しつ こなし だ。 (恐々 と S 'けて 見ろ) 何んだ。 鼻 

紙 入ぢゃ あねえ か。 

藤 六 紙 入 だ。 (取って 见る e やがて ポンと 膝.^ 打つ) せ 

ぇ處を 見つけた な。 いづれ 主の ある 女房 だら うが、 どこ 

の 誰だヒ 

齊澤 五反田の 佐 五平の 女房よ。 

七 右 ふん、 あいつ あ 只った こねえ だ 嫁に 来た 許り ぢゃぁ 

ねえ か。 

庄藏 さう 云 や あ 昔から 譯 があった と 云ふ齒 だ。 


寶澤 そんな 設議 は井戶 端の 嗔 共に 委して おくさ。 朧 S 

なら 見 違 ひもし ようが、 三 里 向 ふの 山の 峰の、 女 鹿の 胸 

毛で も 判然 見えさうな 十五夜 だ。 考へ て 見る と 奴等 もち 

つと 馬鹿 だな あ ^ これが 俺 だからい、 樣な もの \、 他の 

奴に 見つかって 見ね え、 てっきり 首 物 だ。 五十 兩ぢゃ あ 

恩の 字 だせ。 

庄ー i 成る ST 理 m のつ け樣は あろ もんだ な： 

七 右 道理で、 何にも 譯を 聞かね えで 吞 みこんで 歸 つたん 

だな。 

賓澤 どの 道い けね えと 思って、 早く 往生した 處は、 お前 

達より や あ 利口 だよ。 しかし、 何しろ 五十 兩だ。 大きく 

吹いて 見た もの 气 恥しながら 俺 はま だ そんな 大金 を 持 

つた 事 はねえ ぜ。 

お S だ。 

俺 だってよ。 

詰らね え 事 を 威張るな よ。 ハ、、 、。 

しかし、 金の 話 をした 故 か、 懐が ぞく くし て 来た。 

あ 舞の 殘 りで 一杯 やらう か。 

藤 六 待って ゐ ました。 幸 だ。 ぉ光坊 にお 酌 を 頼ま-つ。 ど 

ん なにして も^は 娘た。 

(手 i お似て 舰ん 二， ろ 様に； す。 お 光に 首肯い \、、 

らしい 程 可憐に 笑って 奥へ 入ろ。 庄^ は それ 見て 思 
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ね m 右 六 


は ず ホ n リ となる。) 

庄藏 だが 全く 可哀想 だ。 賓 a ；、 お前 先刻の 五十 兩を せし 

めたら、 せめて 着物の 一枚で も M つて やれよ。 

突， ほ お 光に か。 冗談 云 ふない。 五十 兩も 金が 手に入って、 

あんな 片 ST が 構って ゐられ るかい。 な あ、 藤 六。 

Si 六 ふん、 それが 世間 #,だ" 

0^ 思 ひ 切って 滞 情た な あ。 しかし、 い、 にしろ 惡 いに 

しろ、 か、 つやって 一 つ 鍋 をつ V き 合った 仲 だ。 この 後 ど 

ん なに 出世 をしても 知らぬ顔. W け はしめ えな あ。 

$ 笑 はせ ろない。 どこ を 押し や あそん な 音が 出 るんだ 

い。 この si が 出世す る —— ば、 馬鹿 も 休みく 云へ。 

(笑 ふ- 典から お 光が 德利ナ や 投げて 來て、 フト 何氣な 

く 下 v^,.;^ 見ろ， V 仰天して、 ィキ ナリ藤 六と 七右衞 門の 

腕，^^ んて上 > ^へ 引 張って 行かう とする。) 

藤 六 あいた、 i  、。 何 をす るんだ。 腕が 拔 ける。 

4,- 右 袖が 千切れる。 これ、 どうしたと 云 ふんだ。 

お 光 11 。 (下手， <HS して 早く 逃げる と 一 K ふ 振 1^ すろ) 

f ハ 何だか 判ら わえ。 it#、 お前 通 になって 吳れ。 

00 む、。 (下手ん 見て 驚く) あ、 婆が 來 るんだ。 

藤 六 婆が 來た。 ( M じ く见 ズ！ 肯く) お あつら へ 向き だ 。 

ぢゃ あそろ/ \ 初めよう か。 

0 せく やって BK れろ。 


藤 六 合點 だ。 (急 に 尻 YJ-i くって^ る〕 やい 費澤、 どう 

しょうと 云 ふんだ。 何とか 返事 をし ろい. - 

齊澤 巫山戯る ない。 賠 場の 金 や あ 十萬兩 借りよ つと、 そ 

の 場 限りの 御 定法 だ。 

七 右 ぢゃ あ、 手前 達 や あどう しても 返さね えと 云 ふんだ 

な C 

庄藏 さうよ。 たって ほしけ り や あこの 足で も 首で も拔ぃ 

て 行け。 

藤 六 ぬかした な番 太め。  . 

寶澤 なんだ 馬お： sg:。 

(M 人 は 二つに 分れて 掘み 合 ふ。 お 光 はう ろ/、 と v 

る。 下手から おさん. .\ 急いて 來る。 六十 餘リ の氣 丈 

なる 婆。 この 態ん. 见て 仰. 大して 奥から 築 ん、 持ち出して 

來て手 あたり 次第にな ぐリ つけろ。) 

藤 六 .4§if てえ。 何 をし や あがる。 

寳澤 おれが 知る もんかい。 

(尙 も爭 ふ。 その 中 藤 六 は 寶澤ん >、 七 右衞門 は庄 f お，^ 

一 組み敷く。) 

さあ、 うごいて 見や がれ。 

五十 雨 今の 中に 耳 を 揃へ てけ えす か。 

糞で も 食ら へ ッ ) 百 萬 2 あつたって^ 一  文 もけ えさ 

えから さ う 田 心 へ 。 
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庄藏 さ、 殺せ、 殺せ ッ。 

(呼 ぷ。 おさん は gn く 見て ねたが 何と E 心った かお 光の 

手 曳 いて。)  一 

おさん お は危 い。 

(と 下手へ 定リ 去ろ。 寶澤 はやが て驛. ^かける。 調子 

はすつ かり is つてね る。) 

寶澤 お い 。 婆 はもう いんだ， かい。 

やまいぬ 

藤 六 (同樣 に) む、、 畑の 中 を 狂犬の 樣に 走って ゐる。 

寶澤 ぢゃ あそこ を どいて 吳れ。 (ffij き 上って) 御 苦勞御 

苦勞。 ぉ禮 にゃあ うんと 蜜る せ。 

七 右 何だか 知らね えが、 婆の 居る 前で 摑合 をして 吳れと 

云 ふんで やって 見た が、 どうも 馴 合の 喧曄は 氣が合 はな 

くて いけね え。 

S どうしてく 0 すっかり 本物 だよ。 

藤 六 みんな 下地が あるから な。 

$ 笑 はせ るない。 しかし、 婆に 小つ び どく やられた に 

やあ^つ たな。 

藤 六 あ X、 年寄の くせに 途方 もね え 力 だ。 見ね え、 こん 

な だ。 (腕.^ 捲って 見せろ) 併し、 こんな 事で 本 當に金 一 

が 引き出せる のかい。 

齊澤 さうよ。 さっき 云った 樣 に.、 婆 は 何 處に隱 して ゐる 

のか、 時々 目の 潰れ る樣な 小判 を吳れ ろ 事が あるんだ。 


三月 目に 一 っ吳れ たり 半年に 二つ か 位 だが、 それでも 彼 

れ これ 二十 兩も 貰った 樣だ。 しかし、 i や 田地 持の 後 

家 ぢゃぁ 無し、  > ) んな瘦 せ 村の 取上げ 婆に そんな 大金が 

一 授る箬 はねえ。 てっきり 若い 時に 何とかした，^ を、 何處 

一 かへ if し てゐる に 違 ひな い と 思 ふ んだ 。 それ も n 一十 や 四 

+. ぢゃ ささう， た。 

三人 む、。 

寳澤 そこで、 どうかして 跡の 奴 も殘ら ず卷き 上げようと 

思 ふんだ が、 この頃 は S 心 をして、 いつもの 泣き落し も 

何ん にも ちっともき かなくな つたんで、 チ m ィと 新手 を 

工夫して 見たん だ。 

七 右 しかし、 甘く 註文 通りに 持って 來りゃ あい 卜が た" 

0m 大丈夫 だ。 婆 は 俺が 可愛くて 仕方がな いんだ。 nn の 

前で 摑み 合って、 生かす の 殺す のと 云 や あ、 溧へ 上って 

持つ て來 るに 極って ゐる。 

庄威 しかし、 さう だとす り や あ、 それ を 欺すな あ 可哀想 

一 だな。 

一 寳澤 又 初め や あがった。 手前 もやつ ばり 灰汁が 拔け ねえ 

一 な。 婆は^^に21<れたくっ て让樣がなぃんだ" ，- 丁く つ て 

やる 方が 功德 だよ。 

七 右 まさか 11 。 それで 俺等 はどうしょう。 婆が 引つ か 

へして 來 るまで ゐ るの も 拙 か あねえ か。 
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^0 む \ 。(考 へる) 婆 は あれで 仲々 しっかり 者 だから、 

へ ま を や つ て： でも 捕 へ られ ちゃ あ 形無し だ。 それ ぢ 

や あ 今の 中に 歸 つて おれ。 

添 六 ぢゃ あさう しょう。 だが、 約束の 方 はい \た らうな。 

$ む  > -、 晚に出 して 來 いよ。 (三人 下手 ぺ行 きかけ 

ろ) おっと  そっちへ 行って 途中で 出くわし ちゃ 

あ 拙い。 道を替 へて いんで れ。 

七 右 大きに さう だお や あ 墓場 を拔 けて 行かう。 (中 驄 

いて) Si ねえ 墓ば かりだな あ。 . どなた も眞平 御免なさい 

まし だ。 

( ： 一： 人繁蠆 IF" て h 手 の M  複 して 去る。) 

$  (兄 送って 仲 is すろ) どり や 俺 も 支度 をして 置か 

うか。 

づぷ や 

(眩きながら^ へ 入ろ。 間。 百舌 rtl の？^。 向 ふから 九 

條 家の ® 人、 竹內 $a= ；亮が 出て 來る。 四十 歳 前後、 五 

分 月 代、 ー痫 有リ氣 な 面魂。 1" ど 色の 概せ 切った 黑羽 

二重の 小紬 の？！？ 流し。 统の 刹 げた 大小.^^ 差 LL して、 

被れ IIS て 夕 n ん避 けながら、 や、 醉 うた 足 どり て 謠.^ 

i^i ひながら 出る。) 

花 S 、かば、 ：^：：げんと云ひし山里の、 使は來 たり 馬に 

鞍 …； 浪人に は 付き もの 、鞍馬 天狗 も謠ひ 倦き たな あ。 

切って はめた 2?. な < み 卿恭 公が 嫌に なつ て、 九 條家を ん 


出てから もう 四 五 年、 日本六十餘州の半分3^.?遍歷した 

が、 案外 世の中 は 詰らない もの だ。 千里の 名馬 も 伯樂に 

逢 はなけ り や あ、 只の 駄馬 か。 —— しかし、 ひどく 咽が 

渴 いて 來た。 せめて 水ぐ らゐは 飼って 賀 ひたいな。 (本 舞 

臺へ來 て 庵の 中へ 呼 びかけ ろ ：>  頼む、 頼む。 (返事な し) 

なんだ {4i 奥 か。 だが、 井戸 位 は ある だら う。 

(と、 萬 手へ 廻って 去ろ。 入れ違うて 奧 か.^ 齊澤が 出 

て 來る。 さも 仰山な 怪我，^ した 樣に 手足.^ 白 布て 卷き 

立 ズ V 片足,. 引きずって ねる。) 

齊澤 (四方.^ 見て) はてな。 誰か 來た樣 だと 思った が、 

{人& 耳だった かな。 (見廻して) あ、、 やって来 やが つた。 

年寄に しちや あ 馬鹿に 早え nij. た。 あ、 何だか 風呂敷 包 を 

持って ゐる。 しめ/,, -。 

(と、 侧！ J- ゴ a リと橫 Li なって さも 苦し さう： J-t 'き 

出す。 下手から 前のお さんが 一尺 程の 長さの 風呂敷 

包. 大事 さう に 抱へ て 急 ざ 足： J- 出て 來る。 寶澤は 1. き 

つ  >  けろ。) 

おさん (wa く 山 仏って ねろ。 やがて 平然とし ズ) 賓澤 さん、 

もう 判った から 起きて ぉ吳れ e 

m  (ギヨ、 ソ として) え。 

さん その 大 怪我 も 私が い/だら すぐ 治る の だら う。 

澤 (半分 起き 上って) それ ぢゃ あ、 何もかも 知 つて ゐ 
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たの かい。 

おさん 三年 この 方、 お前の 云うた 事 は 一 つも 眞 はない と 

知って ゐ る" 

寶澤 だ つ てお 前 は い つも 泣いて ゐ たらう 」 

おさん お前の g に は 欺され ぬが、 お前の 淺間 しい 心に 泣 

かされた のぢ や。 併し、 今日と 云 ふ 今日はもう 甘やかし 

て は 居られぬ。 今まで はこの 村の 衆へ も 誰に も 云 はずに 

ゐた、 私の 只った 一 つの 賓物を 見せろ 故、 それ を 見た 上、 

と つ くり と 思案 をき め て 下 され-、 

(と 例の 包 明け \>< 代將軍 直乘 のお 暴： 附と 葵の 定紋 

の 短刀 とん-取 出す。) 

齊澤 (締 めた と 一 IT ふ 思 人) いや、 今日までの 事 は 本當に 

詫の 仕様 も 無い が、 さう 云 はれり や あ 全く こ、 らが 了見 

の 切り 替 へ 時 かも 知れな い 。 ともかく 其寶 物と 云 ふ の を 

拜 見しょう ぢ やない か。 (何氣 なく 短刀.^ 取上げて ギヨ 

ク とする) や、 こり や あ 葵の 御 定紋 付 だ。 

おさん お前 は 字が 讀 める だら う。 その 書付 を 讀んで 見な 

され- 

寶澤 む、、 (巾 昔て 護む) 其方 懷 娘の 由、 我等 血統に 相 

違な し。 若 男子 出生に 於て は 時 g を以 つて 呼 出す 可し。 

女子なら ば 其方の 勝手に 致す 可し。 後日 證據 のた め 我等 

身に 添へ 大切に 致 候 短刀 相 添 へ 遺 置く 者 也" 仍而如 件。 . 


賨永 二. 甲 年 十月。 德太郎 信 房！ t の 井 女へ。 (操 返す) 德 

太 郎信房 —— む、。 (凝つ と 腕， か 組ん て考 へる。 やがて 

ホ-ソ として) それが どうしたと 云 ふんだ い。 

おさん (膝.^ 進めて) 話せば 長い 事ぢ やが、 前の 平澤村 

に 住んで ゐた 頃、 夫の 平 右衞門 どのとの 間に 一人の 娘の 

子が 授かって ゐた。 一人娘の * では あり、 近所の.^ よ 

い 器量 ぢ や 、 篤が 魔 を 生 んだ と赏め て 下さ るので、 生 ひ 

先を樂 しんで、 育て、 ゐ たが、 その 中に 親父 どのに は 死 

なれる、 娘 は 年頃になる、 こんな 村に ほって 置いて 惡ぃ 

蟲 でも 付いて はと、 世話 をす る 人の あつたの を 幸に、 和 

歌 山の 御城 f のお 侍、 加 納將監 一 1. の お 邸に 腰元 奉公に h 

げたと 思 やれ。 

寶？ t む \ 。 

おさん 名 も澤の 井と 改めて、 末の 出世 を 祈って ゐ ろと、 

俄か に 奉八ム がな り 兼ね ると、 出 代り でもな い 霜月に 戻つ 

たお 腹 を 見る と、 女なら すぐ 知れる。 もう 五月の 身電ぢ 

や。 

寳澤 (一人 言の 樣に) ふむ、 章 水 二 年なら 俺と ：！； い 年 だ。 

おさん (首肯く) それで、 仲間 小者 對手 のい たづら 事 か 

と、 びっくりしながら 樣子を 聞く と、 まあ、 この； It な 幸 

が 又と あらう か。 その 對 手と 云 ふの は、 仔細あって 將監 

樣の お 邸に お出でな された、 大納言 樣の 御 I® 太郞信 
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と) この 様な 身 になって 仕舞う て は、 元の 侍 にも 戾られ 

まいが、 身分から 云うても 聖護院 の 宫樣の すぐ 次 に 坐ら 

あつ！ s  えん 

, れる お前、 どうぞ 身 持 を 改めて、 天晴 今の 世の 役の 行者 

漾 とも 云 はれる 樣な聖 になつ てた も。 この 通り 婆が 手 を 

, 合せて 賴 みます る。 

寶澤 (ホ -ソ とする) ふむ、 さう 云 や あ 生れ 年 も 一 つ だし、 

や 刻 も 藤 六が 御 落胤 だと 云 つたの も、 萬更ぉ 世辭ぢ や あ 

. ねえの かしら。 

おさん 何のお 世辭な もの か。 お前の 素性が 自然に 現 はれ 

たの ぢゃ。 それで 無うて 勿體 ない 御 定紋 付の 短刀 や、 お 

墨 附が この 婆の 手に ある もの か。 

00 む、。 (次第に 信じて 來ろ) 

おさん さ、 かう， f 明けて 仕舞へば、 この 二 品 も、 使ひ殘 

すっかり 

りの 五十 兩も 悉皆お 前に やる 故に、 父御の 御 形 身と 大事 

にかけ るが よ い。 

寶澤 では その 二 品 を この 俺に ——. 矢張り 矢張り さう だ つ 

. たの か。 (急に 氣づ いて 本能 的-,: 飛び退って 兩手 1^ 突く) 

. 恐 入りました。 左樣な 身の上と は 露い さ \ かも 存じ ませ 

ず、 いとし がられる ま k に 今日までの 我 8 埒、 何卒お 

, 赦し 下さり ませ。 この 上 はお 言葉 通りに 一心 不亂 に勉强 

して、 天 晴の善 智識と なり、 これまでの 御 恩返し をいた 

します るで ござり ませう。 


おさん (喜ぶ) お. -、 それで はこの 婆の 言雜を 聞け 分け 

て 改心して 下さる か。 

寶澤 はい。 今まで は 氏 も 素性 も 知れぬ、 野. お 犬 同 樣の孤 

兒と ばかり 思うて ゐ まし た 故、 何 の 張 合 も あり ませなん 

だが、 さう 聞く と 急に 心に 勵 みが 出て 來 ました 。い、 え、 

別に 名 乘り合 はなく ともよい のです。 一生 このま k 暮し 

て 行かれ k ば 仕 合せです。 嬉しう ございます。 嬉しう ご 

,さ います。 

(感 極って 泣く  おさん も 泣く。 と、 下手. 奥から 先刻 

の 伊貿亮 が 出て 來て、 兩 刀，. それへ 投げ出して 平伏す 

ろ。 おさん は 驚いて つ。) 

お？ ん や、 ぉュ g 樣は 一 。 

S は" ァ。 拙者 事 は 元 京都 九 條關白 殿下の 御 直參、 竹 

内 伊賀 亮と. W. す 者、 高 贵の御 方に 御拜謁 申した く、 ぉ联 

なしの 儀 願 ひ 奉る。 

おさん え、 高貴の 御 方と は —— 。 

S されば、 拙者 事 はい さ V か 天文 易 學に志 ある 者。 仔 

細あって 九 條家を 浪人な し、 よき 主 1^ もがな と 六十 餘國 

を 遍歴 い たす 中に、 昨夜 は からず 紀の 川の 傍 に て 天文 を 

伺 ふに、 南に 當 つて 一條の 白氣 棚引き、 將 oui 俄かに 光り 

を 增すを 見極め 申した レ 白 氣は卽 ち 王者の 象、 將星 俄か 

に 輝 を 滑せ る は、 やがて 天下の 主と なる 可き 御 方の、 こ 
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5t  一 

の あたりに 隠れ 住 はせ 給 ふ 兆に 相違な しと、 明くる を 待 一 

たで この 鬼へ 立 越し、 家 毎 軒 毎に 伺 ふ處、 計らず 御 庵主 I 

の 相を拜 し？^ るに、 眼 水晶の 如く、 眉靑 柳に 似て 威 あつ 一 

5£ ん. S ん はせ  - 

. て猛 からぬ 御 0 、 正しく 居ながら 三 公の 位に 備る 君と 

, 相し 1^ つた。 何卒 家来の 端々 にも 加 へられ、 粉骨碎 身の 

誠忠 を 致さし め 給 はらば、 身の 面目、 子孫の 譽、 よも こ 

の 上に は きじ と 存じ 申す ひ 

おさん (半ば 茫然と して) では、 お前 樣 はこの 齊澤の 家 

來 になりたい と 云 はっしゃ ります るか。 

如何にも。 御 老_ おのお" 収 なし 偏に 願 ひ 奉る。 (おさん 

ろ。 前 へ 進ん て) 恐れながら 直 々 の お 言葉 

m 戴いた したく 存じます る。 

$  (事件の 急激の f ほに く 放心し-、 ねろ。 や が \、 M ^ 

取 直す。 しかし 尙 幾分 か慄 ヘ^て) む、、 伊賀 亮 とやら 

苦しうな い。 赦す、 近う。 

S は k ッ。 

资？ 近う。 

S はッ。 

(^K 亮小 腰，^. か 1/ め て 前へ 進む。 下手から お 光が 走 

って來て思は2光景に呆れて^=^ち盡す。) 

—-; 幕— 


第二 一幕 

京都 三條通 西の 洞院 にわろ 天 一 坊 宿所の 廣間。 

平 舞臺。 正面 奧、 や、 上手 寄に 二 間々 口の 上段の 間ん， - 

設く。 天 一 坊の 接見 所。 常は靑 簾，^ 下す。 上手 は 折れ 

曲って 金の 齒襖。 下手 同じく。 凡ての 調度 は 及 ぷ限リ 

簾に 作る。 

.前¥-* リ 半年 程の 後。 春の 午後。 幕 明く と 前 幕の 藤 六 

以下 二人が 麻 上下， や 窮屈 さう に 着けて 大胡 坐，^ 組ん て 

. 車座に なって 雜 談，， & してね ろ。 彼等 は 俄かに 齊澤& め 

天 1 坊の 家来と なった のて わるが、 生れ もっか W 侍 業 

に、 自然な 滑稽が 結えず 起って 來ろ。 

庄藏 それで どうしたい。 

藤 六 どうの かう のって 手 も 足 も 出 や あしない C 後で 大瞎 

に 聞く と 茶 の 湯と か 何とか 云 ふ んだ さう だ が、 お 互に ま 

だ そんな 物に 出くわした 事 はねえ だら う。 勿體 ぶった 樣 

さたな 

子 をして、 據 らしい 茶碗に ブクく 泡 を 立て >33 された 

つて、 舐め るんだ か嚙 るんだ か 判り や あしない。 

七 右 おまけに 酌が タボ と來 ちゃ ぁ餘 計に 嚇っ と來 たら 

う 0 

藤 六 全く だ。 それに 前置が 長いんで、 しびれが 切れて 仕 

舞 ふ。 背 や 脇の 下から 冷汗が 浸み 出る。 何も 獻金 をす る 
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ならす で サッサ と金 丈け 寄越し や あ い、 のに、 俺 ああ 

の 藤 尾の 1K= ^頭が 一 生 忘れられ ねえ 程 怨めしかった。 

y 藏 それで、 其 納りを どうつ けたい。 

藤 六 仕方なし に、 拙者 今日 隄 痛で *、  /さる —— とやった ね。 

七. 腹痛 か。 そいつ はお 前にし ちゃ あ 大出来だった な。 

藤 六 處が尙 いけね え。 御 S 痛なら 針醫か 御藥湯 をと 來ゃ 

がった。 

七 右 ハ、、 。お前の 顔が 見える 樣だ。 

藤 六 思 ひやり のね え 奴 だ。 もうく 御 使者 丈け はこり こ 

り だ。 

七 右 お前が こりる 位 だから、 よく/ \ だったらうよ。 ハ 

、 、 、 0 

(聲. ，4? 忍ん て 笑 ふ。 正面 i リ 襖，^ 明けて 赤 川 大 膳が 出 

て來 ろ。 一一 一十一 一一 四の 立派な 侍。) . 

大勝 溝 尾 氏 —— 溝 尾 氏 11  (三人，^ 見て) あ、 これく 

其 許 達 は 又 その 樣に 無作法 千 萬な 11 それが 侍の 行儀で 

ござる か。 

皆々 へい 。「驚いて.^. リ 直す) 

大勝 溝 尾 氏、 その 祷の 着； 採 は 何で， ござる。 お起ち 召され 

い。 某が：！ r ひ 直して 進ん せる。 

藤 六 (し： げて) どうぞ 宜しう お 願 ひ 申します。 どう.^ 

つて Jpv- るつこけ るんで —— 。 


大勝 ずるつ こける —— それが 侍の 言 紫で ござる か。 (結 

^乍ら) 今更 申す まで も 御座らぬ が、 元は 如何様と も あ 

れ、 今 は將軍 家の 御 連枝、 やがて 西の 丸へ も 人ら せらる 

る 天 一 坊樣 御身 內の恃 が、 左 漾な不 行驟で 何と 召さる X 

ぞ。 これで は 今宵 も キッと 申し 聞け ねばなる まい。 御用 

濟み 次第に 拙者の 室 へ 參られ い 。 

一 皆 * へい。 

一 大 膳 さ、 溝 尾 氏 は 早く 奥へ。 何 を 摘 豫) 

藤 六 へい。 (悄然と して 上手へ 去ろ〕 

大膳 (見送って) 斯 くも あらう かと 存じて、 表向きより 

の 用 向 は 必ず 澳の 外より 案內 さす 樣に 申し つけて は あれ 

ど、 所詮 は御邊 達の 修業の ため ぢゃ。 よくく 心 をつ け 

ら れい。 

(云 ひすて、 上手へ 去ろ。 もとの 二人 は X ホク として 

胡 坐 1^ 組む。) 

七 右 よくが みく 云 ふ 奴， たな あ。 

. 庄藏 併し、 根が 三 州の 浪人と 云 ふ 丈け あって、 流石に 灰 

汁がぬ けて ゐ るな。 それに 比べち や あこつ ちと 等 は 骨 次 

ぢゃ。 あの 藤 六のと ぼけた 樣子 はどう だら う。 

七 右 名うての 氣の 早い 奴だった が、 頭からが みく やら 

れ るんで、 この頃 はボッ として 仕舞つ たらし い な。 

一 i いや、 人事 ぢ やねえ。 俺 も 何だか 里心が ついて 来た。 
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侍 m 侍 


出忡 するな あ ちゃ あない もんだ な。 

七な しかし、 費澤 11 ぢゃ あない 天 一 坊 樣は琉 石に 偉い 

もんだ な あ。 や ああの 通りの 道樂 者だった が、 今頃 は 

毎 n ：々 々伊賀 亮ゃ大 瞎を對 手に 學問 ゃ禮 儀の 稽古 だ。 倦 

もしな けり や あ、 膝 一 つ 崩さね えせ。 

0 そり や あ 矢 張 生れ 付 だ。 氏より 育ちと 云 ふが やつば 

り 血統 は はれね えもん だ。 

七 右 いや、 それより か^し いのは、 昔 友達の 俺達 を 斯う 

やって 家來 にして 下す つた 事 だ。 雷 役の 話ぢゃ あ、 これ 

で 無事に 江戶 までお 供 をして 行ったら、 一 一千 石 や 三千 石 

の御條 參に収 立て 、貰へ ると 云 ふ 事 だ。 何と 云 ふ 有難い 

事たら う。 

-：£ 藏 その 情深け えの も 矢張り 血統 だよ。 ^けば 紀 州へ も 

御 使が 行って、 おさん 婆さんに ぉ光坊 に、 应屋の 小 旦那 

まで もお 呼び出し になった と 云 ふ 事 だ。 定めて 何とか 御 

I が 出る 事 だら うよ。 

七 右 何しろ あの gi; ( さんが 御 i た あ、 ほんた うに 

夢の (is だ。 

俺達の； W ぶり も Ifl^ の だ。 

(^ん 見合 はす。 下手 換の 外て 人の 呼ぷ？ がする。 二 

人 はハ、 ソと して 坐リ 直す。) 

七 右 (侍らし く) 誰人ぢ や。 お入り 召されい。 


侍 一 御免。 

(侍 一 换.^ 明けて 獻上 蜜， ケ 目八分に！ t げて 出て 來 ろじ 

侍  一 の洞院 五條の 米 商、 近江屋 傳右衞 門より， 金子 五 

百兩、 時 服 一 重、 御 獻納の 願 ひ 出に ござります。 

七 右 承知 仕った。 いづれ 西の 丸 御 入城の 上 格別の 御沙汰 

が あるで ござらう。 左；. 株 申し 閗 けられい。 

侍 一 畏 りました。 (去ろ) 

七 右 (低く) どうだい。 この 投合 は 甘から う。 こいつ は 

大阪 でも K 々やつ たからな あ。 

^-1 む、、 大阪ぢ ゃ隨分 まった な あ。 

七 右 名代の 鴻池を 初め、 天 一- gEir 八幡 ® みんな 來 たよ、 

凡そ 五六 萬： ぬ もお つた かな あ。 算盤 づくぢ や あやつば り 

大阪の 奴が 一 番拔 H がね えな。 

(下手 i リ又 人の 凝が すろ。〕 

■ 申 上げます。 

： 又 来たな。 お入り 召されい。 

(人 リ來 る〕 只今 所 司 代より 役 向の 與カ御 出 役、 天 

坊樣御 重役 に 1^ 々にお 目 にか、 りたい との 事で V  J ざり 

ます C 

七 右 何、 所 司 代の 與 力が 參 つたと。 (困ろ) ともかく 重 

役に 申し 傳 へ るで ござらう。 これ へ お通し 下されい。 

侍 二 畏 りました。 (去る) 
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庄-威 (不安 氣 Li) 默 つて 通して い、 のかい。 

すつ か 《- 

七 右 あ- -、 何でも 難ケ しさうな 事 は 悉皆 戴 役に 云へ と 云 

ふ 事 だ。 ぢゃ 知らせて 來 よう。 お前 も I ^いや、 貴殿 も 

. 參ら れい。 

(二人し びれ 足， ^引きずって 上手へ 去ろ。 すぐ 入れ違 

うて 下手よ リ所司 代の 與カ、 掘 三十^と 片^ 逸平の 二： 

人が ii^ に案內 されて 出る。 上手 i リ竹内 $^35 亮が繼 上 

下て 前と は 打って 錢 つた 爽 かな 樣 子て 出て 來 る。； 

S  (ジ a". と 見て) 所 司 代の 御 使と は 御 許 達で ござる 

力 

0 如何にも。 拙者 は 與カ邱 主 一十 郞。 

片岡 拙者 は片岡 逸平、 御用の^で 罷： ほした。 して 貴殿の 

御 姓名 は。 

S 天 一 坊樣御 傍役、 竹 2 伊賀 亮と 申す。 元九條 家の 浪 

• 人、 所 司 代 牧野 丹 波 守に も、 は 御 承 かと も 存じます。 

0  (威 H されて) すり や、 御身が 伊賀 亮殿 か。 

^賀 (首肯く) して 御 使の 御 口上 は。 所 司 代より 天ー坊 

機 御着 京の 御 祝 俊 申 上ぐ るた め、 御@應 レノ 日 •  取の 御 伺 ひ 

のた めで ござる か。 

0  (K5 氣.^ 起し 乂) いや、 それ は 重ねて。 ともかく ー應 

は 御 吟味の ため 11 。 

S む 11 0 


堀 たと ひ 如何なる ご 身分に もせよ、 町 旅館 遊ばさる、 節 

は、 當所 支： の 索 行まで 御 屈け 出であって 然る可き 儀な 

-, がら -—— 。 

S 默れ。 

0  (屈せず) 其 御 屈 出 も N1 無く、 あまつ さへ 德 川の 御 表 

札 に御紋 付の 御 幕 は 其 意 を 5r さる 儀 —— 。 

S  (大喝 マる) 默 らっしゃい。 各々 方 は 如何なる 身分 

で 天 ー坊樣 の ご 身分 を あげつら はる、 ぞ。 まして 不 I, ゆめ 

白洲へ なぞと は 何の 嚇ー ー百。 上； 樣御 身分 は、 二 品ん 御證據 

拜見も 相 湾み、 已に御蔡撒に相違なき！！：！！大阪^！^御城.；^、 

堀 田相模 守より 江戸 へ 御. s: 進 ありし. S は、 所 司 代に も豫 

ね て 心得 ある 害。 しかる にわ づ かなお 儀 を 笠に S: 吟味な 

ぞと は無體 至. 極。 强ひ て 御 伺 ひ 申 上げた き £2! も あらば、 

所 司 代 自ら 參上 致す 可き ぢ や。 この 上 は 問答 無益、 すみ 

やかに 立ち 歸ら れい。 

二人 は 11 0 

S  (調子 ゆるめて) 但し、 牧野 殿に. にあ づ かり 存ぜ 

ず、 其方 共兩人 私の 存 意と あらば、 役儀に 免じて 御 忘れ 

つか はさる V 驟、 とりなし. S. すで.. こざら-つ。 

片^ は &ッ。 有難き 仕 合に 存じ： ります る。 全く 以て 拙 

者 共兩人 の 心 違 ひ 、 所 司 代に は か つ て存ぜ ぬ 儀 故、 何 

卒左樣 御 とりなしの 程 願ひ窣 る。 
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S む、。 

就きましては、 兩 人心 のた め 其許樣 まで 御！：^ ひ 申 

します る。 天 ー坊樣 巳に 大 g 表に て 御 i と 御 決定 遊ば 

されし 上 は、 直ち に 江戶 表へ 御 下向 の ^ ^と 存じ 中せ し に、 

わざく こ の 京都 へ 御 立 越 遊ばされし は 、 如何様の 御用 

,2: きで ござり ませう や。 (キ タと 云 ふ) 

(流お だと 云 ふ 54 入) 尤もなる 心 づけ、 上様 は元聖 

護1£のぉ御支-§下にて御條行遊ばされし^1^:故、 その isi へ 

御 挨拶の ため、 まった 巳に 西の 丸 御 入城の 後 は、 御， E 儘 

の 御 入 難ケ しければ、 後學 のた め 諸方 御 見 學の思 召 

立 ちぢ や。 

片^  (わきら めて) 篤と 承知 致しました。 では いづれ 所 

司 代に も 申し ffir、 移 刻 改めて 御 迎に參 るで ござり ませ 

(g! ちか、 ろ 奥から 赤 川.^ ii が 出る。 し 

^0 あいや 所 司 代の 御 使 暫く。 上樣 商々 御 E 通り さし 許 

ご \ ゾ！ 

さる X との 御； ぢゃ。 

二 入 は、 ッ。 (5^ はず 平伏す る) 

火 膳 御 出 iii ッ Q 

(と 呼ぶ。 面の 御旅が 音 もな く 上る。 賓澤 改め 天 1 

；!? が撫 て， を；！？ 1<  々しい 装 ひて 厚い 傅の 上に 端然と して 坐 

つてね る。 前 の. i 賴漢 らしい 面影 は 露程 もない。 如 


何： ，1 も 高貴の らし い 品位が れつて ねろ。) 

2 乂  i:E 所 支 li、 所 司 代 組 下の 與カ、 堀 三十 郞、 片岡 一 平、 

お 言  M 下しお かれ ますれば 有難く 存じ 靡り ます。 

天 一 坊 (悠然と 背く) 何 か は 知らず 大儀で ある。 丹 波 

守に もよ しなに 傳 へ て吳り やれ。 

人 は.^ ッ。 

一 坊 大 瞎、 S 意の 品 を 11 。 

(大膳 は 白木の 簦へ 二 包の 金子.^ 入れて 帛紗. ^掛けた 

のん 取リ 出して 二人の 前に 匿く。) 

大膀 上籍 別の 御 思 召。 時 服の 料ぢ や。 頂戴 致されい。 

二人 は 1。 (禱躇 ふ〕 

火. 膳 摘豫は 反って 御無禮 で. こざらう。 

二人 は 、ッ。 (二人 は 我と なく その 金子.^ 押し戴く) 

大勝 霞ね て御兩 所に. &し 入れる。 天 一 坊 2g 御 生母 御 追善 

のた め、 金子 ニ千兩 窮民 救助の ために 下げ渡さる >-。 洛 

中 洛外と も 大凡の 人數、 御兩 所の 手に て 御 取調べ 願 ひた 

、 0 

ご れん ケ 2 

堀 すり や、 左樣 までの 御 憐憫 を- 

う 存じます る。 早速 联 調べ  御 報告 

見て) 左樣 なれば これにて 御 暇- 

片岡 御前よ しなに。 


IC  (心服す る) 有難 

いたし まする。 (片 岡,^ 
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天 天 侍 犬侍 犬 
一賀  一二 膪 二 瞎 


： 然る可き 譜代の 大名の 屋敷 を 明け渡し て も假の 住居に は 

なる 害ぢ や。 

#M ー應は 御尤もで.. こざり まする。 しかし、 諄く も 申す 

樣に、 何分 先例 とてもな き 事故、 江戶表.！^役人も何かと 

心 を 痛め てゐる 事と 推察され ます。 今 暫くの 御 辛抱が 御 

肝耍で ござり まする。 

天ー坊 其方が さう 申せば 無理に と は 申すまい が、 一時 も 

早くお 父上に 御拜 顔したい もの ぢゃ喃 。この 樣な 身の上 

と 初めて 知った 時 は、 只、 それば かりで )1 足して ゐる心 

であった が、 段々 と 其方 達の 您 めで 美 濃 Ei へ 行き、 それ 

から 大阪へ 立ち 越し、 この 京へ 來る樣 になって、 一入と 

お 懐し う 思 はれ 出して 來た。 何の 儀式 も 入らぬ、 作法 も 

いらぬ。 一 飛びに 江戸へ 行きたい と 思うて ゐる。 (しみ じ 

みと) お壊しい 父上。 昨夕 もま ざ/ \- と 夢で お 逢 ひ 申し 

た 11 。 

(僮れ ろ 様に 云 ふ。 上手の 襖.^ 明けて 藤 六が 出ろ。) 

藤 六 申し上げます。 

大勝 何事で ござる。 

藤 六 (ぞんざいに) 紺 州から 庄屋の 小 曰 ー那に 婆さんに、 

お 光つ 子が —— 。 

大 腊 控 へられい。 紀州 表より 御 招の 人々 が 到 藩いた した 

と 申さる.^ か。 


御 苦勞に 存じ 申す。 (手.^ 拍く) これよ。 

■ (下手 ri リ 出る) は、。 

お 客人のお 立 ちぢ や。 御 案内 申せ。 

eK りました。 (二人ん.. 伴うて 去る) 

坊 (見送って) 伊賀 亮、 何し に參 つたの ぢゃ。 

御身 分 を ひ に ー1| つたの で，) J ざ い ます。 

坊 余が 身分 を 1 - (不快 氣に) 何故 その 樣に 度々 間 

ひ 正す ので あらう。 子が 父 を 尋ねる が 何故 その 機に 疑 は 

しいの であらう。 

S いや、 穴 勝に お 疑 を かける と 申す では ござり ませぬ 

が、 何分に も 年月 を 經 た 上、 思 ひも 寄らぬ 儀に つき、 所 

司 代 共 も P しが 功に 何かと 伺 ひ 奉る の で.. こざり ませう。 

天 一 坊 (首肯く〕 それにしても、 故郷 を 出てから、 美 濃 

大阪で 五月 あまり も 滞在の 上、 この 京都 にても それ 程の 

日數 はか k ると 申す が、 何故 その 樣に 手間取る のぢ や。 

S それ は 昨夜 も. 5. 上げました 通り、 江戸 一お の 御旅館の 

维備が 整 はぬ ためで ござります。 尤も、 常 樂££ 天忠、 藤 

井 左 京 の 兩人ま 配い た し ますれば、 程な う 落着 仕る 事と 

存じます る。 

天ー坊 さ、 それが 余に は 判らぬ のぢ や。 何故 自ら 宿を設 

けねば ならぬ のぢ や。 K ちに 登城 もな り 兼ねる と あらば、 

紀州家 は 云 ふまで も 無く、 尾 張 家、 水戶 家、 さも 無くば 


坊 一天 


783 


藤 六 さ、 左様で 11 0 その 到着いた しました。 

火 m む、。 (天 1 坊 LL) お 問 かせの 通り、 如何と り はか 

らひ 申し ませ 5 や。 

天 li? すぐに 逢 ひたい。 これへ 連れて 參れ。 

藤 六 畏 りました。 

(上手へ 行って おさん、 お 光、 甚 五郎の 三人.^ 連れて 

來 ろ。) 

藤 六 さあ、 こ、 に 御座る のぢ や。 

おさん (懐し さが 先-し 立って) ぉ&、  g 澤 さん 11 。 

大 しつ。 頭が高い。 

おさん へい。 

(三 入 小さくな ろ。) 

天ー坊 (懐 しげに) おさん、 よう 參 つた 喃。 身が ために 

は の IS 母ぢ やが 、 凡 て 高贵の 生れ は 母方の 血統 は 問 は 

ぬと ある 故、 言葉 も 改め、 斯樣に 高 居 も 致す。 赦 して 吳 

り やれ。 

おさん はい./ \>、 そり あ も、 ゥ  。 

天 一 坊 甚五 郞、 在 II のみぎ り は 何かと 無體を 申した が、 

赍澤は 死んだ と 思うて 忘れて 吳れ。 仔細 は 書面に て 申せ 

し 通り、 みと あらば 藤 六 その他と 同樣に 江 戶表 へ 供 を 

しっけ、 行く/ \. は 士分に も. 耿 立て 得させよう ぞ。 

i 有 つ 存じます る。 


一 おさん (驚く) それで は、 お前 は 愈々 あのお 江戸へ 11 。 

天ー坊 (嬉し 氣 に) 品 川の 旅 宿が 出來 上り 次第に こ、 を 

. 立つ のぢ や。 そち も 一 つに 伴うて 大事に 孝 菱を盡 さすで 

あらう。 お 光、 そち も 連れて 參 るぞ。 

お 光 11 。  f 無言て キヨ a / ^してね ろ) 

藤 六 おい、 お 光坊、 (後から 厨， かついて 天 ー坊， <J< 指して 

一 所 連れて行って やろ と 云 ふ 意， ^傅へ る。 お 光 は 喜ん 

てっかくと その 方へ 寄らう として、 人々 か 見て い； T ら 

しげに 跨^ ふ。) 

天ー坊 (涙.^ 催す) 婷 しいか。 西の 丸へ 入ったら 大事に 

か しづかせ て 遣 はす。 天下の 名醫を あつめて、 治る もの 

なら 治して やりたい 喃。 しかし、 それ は 重ねて。 長の 道 

中で さぞ 勞れ たで あらう。 皆 へ 下つ て 休息す るが よ い 。 

甚五 畏 りました。 さ、 お 光坊、 婆さん 11 。 . 

- おさん い \ や、 俺 は 1 寸賓 澤 さんに 話が ある。 先へ 行つ 

て 下され。 

甚五 では 11。 

(甚 五郎と お 光と 藤 六と 上手 へ 去る。) 

大膳 おさん 殿、 この 上 何 か 申し上げら る  >1 ことが ござる 

i  0 

力 

おさん さいな。 (天 1 坊 LL) お前 は 今 愈 々江戸へ 下る と 

云うた が、 本 間の 事で ござる かえ。 
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天 一 坊 如何にも。 今 申し 聞かした 通り、 江戸 表の 旅館が 一 

出来 上り 次第に 引き 移る 所存 ぢゃ。  一 

おさん そして、 それから は —— 何處ぞ のお 寺へ でも 入る 一 

ので.. こ. さる か。  一 

天 一 坊 それ は 判らぬ。 しかし、 大方 は 還俗して 西の 丸へ 一 

入る 事になる であらう。 

おさん え、 西の 丸へ .11 あのお 世繼 にッ。 C 仰天して 叫 一 

ぷ) あ、 飛んだ 事に なった。 どうせう、 どうせう。 どう 一 

せう ぞい 喃。  , 

(とうろ. /(.- すろ。)  . . -」 

伊賀 しッ。 (止めて) 大瞎 殿>  (換の 上下に 氣. ^つけさせ 一 

る、 大膳 起って 行って 四方ん 見廻 r  ) 靜 かに。 じたい ど 

うした と 云 ふの ぢゃ。  ： 

おさん (初めて 氣が ついた 樣 LL) お \ 、お前 もこ  >にゐ 

なされた か。 (縫ろ 樣 LL) どうぞ 止めて 下され。 江戸へ 

行く の を 止めて 下され。 お 願 ひで ござります。  . 

S はて、 不思議な 事 を。 何故に 江戸へ 行って は惡 いの 一 

ぢゃ。  一 

おさん 何故と 云うて、 11 それが 知れたら 命が 無い のぢ； 

や。 うかと 名乘 つて 出たら すぐ 殺される のぢ や。 劍^ の 一 

相が あるの ぢ やひ  ノ 

伊賀 何を他^ぉなぃ。 天 ー坊樣は正しく御^^ぢゃ。 誰ー 


を！ W り、 誰 を 恐れる 事が あらう ぞ。 

おさん え、 御 fl そり や 誰の 事ぢ や。 

^賀 天 一 坊樣ぢ や。 

おさん あの 寶澤 が. I  (凝視して 叫ぶ) そり ゃ嘘ぢ や。 

三人 え。 

おさん 嘘ぢ や。 (寶澤 LL) お前 はやつ ばり 名 も 知れぬ 千 

ケ 寺， 詣の棄 て子ぢ や。 

天ー坊 ハ、 、ゝ。 何 を 云 ふの ぢゃ。 そなた は 嬉し さに 氣 

が 上った のか。 そなたが 余に 與 へたお 墨附 は、 紛ふ 方の 

無い 上樣の 御 直筆、 短刀は紀州家軍^^の责劍と、 大阪の 

城代 も 確か に 見極め た のぢ や。 

おさん さあ、 その 二 品 は 確かに 德太辆 の 御 片身に 

なけれ ど、 それ を 持って ゐる お前 は 偽せ 者. ちゃ。 

一 天ー坊 (や、 ぱき 込んで) しかし、 何も 知らぬ この 身に 

一 一品 を 渡して、 忘れ 片身 ぢ やと 敎 へたの は 其方で はな か 

つた か。 

おさん それが 睡 なの ぢゃ。 和子樣 は その 夜の 引き 明けに 

泣き 死に、 死んで 仕舞 はれた。 娘 も それ を 苦にして 血が 

上った のぢ や。 

天ー坊 む i。  (In 度の 驚！ i とそれ LL 作ふ紹 望から 生れろ 

か-つ さく  ひしめ 

愤怒 とが 交錯した 異様に 物 法 い 情て おく) それ ぢ やお 

前 は 俺 を 吊って ゐ たんだな。 (銳く 睨む) 
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お 5 ん (恐れ 乍ら) 勘忍して 下され。 それ も 悉皆お 前の 

ため を 思うた 許り ぢゃ。 丁度 一 一七 日の 晚に 門口へ 棄 て- - 

あつたお 前の 襟に 縫 ひつけた 書付 を 見る と、 生れた 年月 

も 一 つ 故、 和子樣 の 身代りと 思うて 育て上げ たが、 生れ 

ついて あり 餘る智 を 好い 方へ は 使 はず、 毎日々々 放轉 

ばかり 募る ので、 高 野の 上人 樣 のお 言葉 を 思 ひ 出し、 ど 

ぅぞ して B 人間に 戾 したいと、 あの 二 品が 殘 つて ゐ たの 

を 幸に、 K 翁のお 魔と 云 ひ ira かせたら、 少し は 身 持 も 直. 

らう かと、 思 ひついた の も 年 S3 の淺智 還から ぢゃ。 

三人 —— 。 

おさん (^^なに) そこへぉ前？；！^^がゃって來て、 口 を 合 

せて 下された ので、 俄に 身 持も改 り、 やれ 嬉し やと 思 ふ 

問 もな く、 大阪へ 出て 大勢の 人 を 鍋め、 天下の 胤と 名乘 

つ て 京 へ 上った とやら、 江- iL へ 下る とやら I やれ 一 大 

^と 思う て も 年 .Jw り の 事、 それに 元は と 云へば この 口 か 

ら 通いて 出た 車、 誰に 打 割って 話す * もなら ず、 心 一 杯 

で 案じ てゐる 矢先にお 前からの 迎ひ の 駕籠が 出た ので、 

天の 助けと 飛んで 來 たの ぢゃ。 (天 一 坊， ^見詰めて) こ 

れ、 さぞ？ たうが その 様な 恐い 顔 をせ ずと、 ^|2通：^ 

に！^ S を して 下され。 そして 江戸 行 を やめて、 今の 姿 

のま、 名 W 智識に なって 下され。 頓 みます る。 (に ヒリ 


天ー坊 (突き 退けろ) うるさい ッ。 それ ぢゃ本 當に手 jg 

が きゃあが つたんだ な。 

(蛇の 樣に摑 みか V らうと する 0) 

おさん さあ、 それ もこれ も 皆お 前が 可愛い と 思うた 故ぢ 

や。 

天ー坊 何が 可愛 いんだい。 悉皆 手前 一 人 の 勝手 ぢ や あね 

え か。 何處の 馬の骨 だか 知ら わえ 者 を、 公方の 御 落 m だ 

の 何 だ の と 祭り 上げ て お いて、 いざ これからと 云 ふ處で 

素天邊 から 眞逆樣 に 突き落して 何が お 情た。 (5- 分の 衣 

装ん 见て) 見ろ、 こんな 巫山戯た なりで、 世間へ どの 面 

が 出せ るんだ い。， . ： 

おさん と 云うて 西の 丸へ 乖 込まう と は、 お前の 大 それた 

企て ぢゃ。 

天 一 坊 常り. 前 だ。 本當の 親子と 思 や あ、 逢 ひ 度くなる の 

が 人情 ぢゃ あねえ か。 ， 

；?、 ん さ、 それ も 尤も。 惡 いのは 私 一人 ぢゃ。 どうぞ 勘 

辩 して —— 。 

天 ー坊 勘辨 しろ。 (極度の 位 怒から 言葉が とざれ く  LL 

なろ) ふ、 巫山戲 るない ノそ、 その ひん 曲った 爪で、 こ. 

この 腸 をず た/ \- に 引. 撮き； I！ してお きゃあが つ て —— 

ね、 猫 又， 婆め 2>。 (猛然と 摑 みか、 る) 

おさん あれ ッ。 何 をす るの. ぢゃ。 


786 


坊―关 


大 f# 大 -fJf 

m  n を 膳 の "最 


天 伊 天 fjf 


天 一 坊 (口.^ 塞いて) て。 手前 も、 お、 俺と 向 じに して 

や るんだ 11 。 

(散々 に 打つ。 おさん は 暂く爭 うたが やがて タリ 

となろ。 天 ー坊は その 襟首.^ 摘んだ ま、、 纏 言ん 二 K ひ 

ながらず ろ./ \ と 自分の 居間の 方へ 引さず つて 行く。 

银賀 亮と大 胰 とは猷 つて それ，^ 見詰めて ねたが やがて 

*  5- とすろ。 ：> 

$,賀 大瞎 どの 11 。 

(目て 行って 見ろ と 云 ふ。 大 臉 はうな づ いて 天 1 坊の 

跡， ^追 ふ。 H が 次第に 暮れ か、 る。 凄條な 間。 やがて 

大膀が 色ん 、輕 へて K つて 來 る。) 

$ ^赏 如何で ござった。 

大膳 (眉， ^寄せろ：！ まるで 子供が 人形で も 壊す 機に —— 。 

(手眞 似.,. J~ する) 

む气 (凝つ と考 へる。 そして 又 大膀. ^呼ぶ) 大瞎ど 

はい。 (傍へ よる。 价賀亮 は 何 か-^ く) では あの 二 入 

隱密の 上に も隱密 にな。 

承知 仕った。 

(上手へ 去る。 貿亮 は尙も 端然と 坐って ねろ。 やが 

て奧 から 天 1 坊が兩 の 指，^ 蟹の 足の 樣に 曲げて、 r* ろ 


i、  rs ろ /-、 と、 精 も极も Jsl^ き てた 様 Li して 出る。 

室の 中央 まて 來て、 へ タ -と崩 折れる。 問。 价賀： ぉルは 

やがて ジ n リ と 見て？ t ん、 かけろ。) 

K  (低く) おい、 どうした。 確りし ろ。 

ー坊 伊賀 亮か。 

K 見っともない, を 出すな。 男ぢ やない か。 

ー坊 久米 仙ぢゃ あねえ が、 天上から 地獄の 底へ 落 こつ 

たんだ。 男で も 侍で も 大抵な 奴 は 肝を拔 かれる よ。 だが 

伊賀 亮、 手前の 天文 も 怪しい もんだ な。 

S 天文 I— お \、 あれ か。 あり や あ 出鹪目 だよ。 

天ー坊 何 だと ッ。 

^■p! (胡 坐 1^ 組ん て) そんな 事が 判り や あ 今まで こんな 

貧乏 をして ゐろ もの かね。 醉醒の 水が 欲し さに 裏の 并戶 

端へ 廻って ゐ ると、 お前と 婆との 面白さうな 話が 閗 えた 

ので、 山かん で 一 役賈 つて 出た 丈け よ。 しかし、 思った 

より ゃぁ大 仕事だった よ。 

天ー坊 (怒ろ) ぢゃぁ 手； S も 俺 を擔ぎ やが つたんだ な。 

そんな 事た あ 知らね えで、 泣 い たり 笑 つ たりして ゐた。 

體 のい k 山猿 だ。 

S そんなに 怒るな よ、 猿曳 だって 大 夫の 猿が 甘く 踊つ 

て 吳れ なきや あ 商賫に やなら ね ぇ譯だ 0 

天 一 坊 どっち だって 馬鹿々 々しさ は 同じ だ。 (傍ん、 向く) 


坊 一天 
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# 天伢天 fJi" 天 供 
賀ー 1? 一賀 一賀 


S 氧が 短い な。 そこで 手前 はこれ からどう する つもり 

だ。 

天 一 坊 どうす るた つ て 俺 は 偽せ 者 だ。 

だって あの 短刀と 墨附は 本物 だぜ。 (手 a 似.^ して) 

^はやって 化 舞つ たんだら う。 

天 一 W  (首せ く.) ぢゃ あこの ま、 白ば くれて 江 戶へ乘 り 

込まう と 云 ふの か。 

S さうよ。 他の 邪魔物 は 大瞎が 甘く 片 づけて 吳れた 害 

だ。 大阪 もよ し、 京も上^^尾、 あと は江戶 1 つ だ。 江戶 

にや 名代の 大 M 越 前 守に 松 平 伊豆守の 二人が 居る が、 瘦 

せても 枯れても 九條 家の 諸大 夫竹內 伊賀 亮だ。 九分九厘 

ま ぢゃぁ 云 ひ 伏せる EH 算 はとう からつ いて ゐ るんだ。 

天 一 坊 だが ね 1 - (頭， ^横に 扱る) よさう。 折角 だが 止 

さうよ 0 

S 何故 だい。 

天 一 坊 だって 俺 にゃあ その あとの 一 厘が あぶな かしく つ 

ていけね えんだ。 

S 足腰の ねえ。 そんな 事で af^ の 仕事が 出來 るかい。 

天 1 坊 何とで も 云へ。 俺 あ 今の ド シンで こりく だ。 も 

う 二度と あんなに 寧 ざた か あねえ。 それに だ。 今 だから 

云 ふんだ が、 ： 婆に 擔 がれてから 妙な 氣 になって、 お前 や 

大瞎に 云 はれる まで もな く、 あんなに 行儀 をよ くして ゐ 


たが、 偽せ 者た と閱 いちや あとても そんな 辛抱 は 出來ね 

え。 朝から 晚 まで 左 樣然 らば ぢゃ あ、 半年の S 命も^ ケ 

しい。 やつば り 昔の 感應院 の 費澤の 方が 氣樂で い、 や。 

S さう 云 や あさう だが、 それ も 甘く 乘込 むまでの 辛抱 

よ。 何處 にだって 裏と 表が あら あ。 八ム方 だって 將軍 だつ 

て、 年が年中 奴 服みたい にしゃち こ 張って ゐられ る もの 

か。 

天 一 坊 さう かも 知れね え。 しかし、 どの 道 あんなに のん 

きぢゃ あある めえ からな。 (何氣 なく？ S つ) 馬 は 馬づれ 

牛 は 牛づれ だ。 (下手へ 歩み かけろ) 

手前、 何 處へ行 くんだ い。 

坊 それまで 考 へて ゐる もんかい。 

馬鹿 ッ。 

坊 え。 

馬鹿 ッ。 

坊 何 だと ッ。 

手前 も 面に 似合 はねえ 馬鹿な 奴 だと 云 ふ 事よ。 子供 

の ま k 事の 内裏 遊びた あ 違 ふ、 これまで 大業に 賫り 込ん 

で 置い て、 間違 ひました から 止めます で 世間が 通す もの 

か 通 さ ぬ 者 か、 考 へて 見て も 知れた 事 だ 。 

天ー坊 成る 程、 こいつ あ 誇った" 公方の 名前 を 騙る 大惡 

人 だ。 好く 行って 縛 首、 御 定法なら 碟付 だ。 惡 くすりや 
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天^        价大侍        in 侍 ijt 侍 


五右衞 門の 二の舞 か。 鋸 引か。 (澄と 坐す〕 おい、 馴染 

甲斐た。 痛くない 操に やって 吳れ。 (背ん、 向けろ) 

S む K。  (S 入) こ k でさつ ばりす ると 云 ふの か。 仕 

方が ねえ、 これまでのお. 話 だつ たんだら うよ。 

(刀， 小拔 いて 目の前に^- V 、出す。 天 一 坊は 平然として 

ねる。) 

sp- 、、力、。 今た よ。 

天ー坊 よし 來た。  . 

S ゃッ。 

(パ -ソと 打ち 下す 刀，^ 急 に^して 脊 打！， i すろ。 天 一 坊 

はハ ッとして思はず前へ手，^-突ぃたが、 不思議 さう L1 

二三 度 首ん 振って 見て.、 それから 兩 手て 持 上げて 见る。 

そして 价賀 亮ん、 見て 1? 笑す る。) 

天 一 坊 ふん、 古い 手 を やるな。 

S い \ や 、古 か あ 無い。 確かにお 前の 首 は 斬つ たんだ。 

天ー坊 む  >。 (思 入) ぢゃ あ、 あの はッ とした 氣持 丈け 

が 死ぬ 事な のかい。 (凝つ と 空，^ 見 める 。そして 突然 爆 

發 した 樣 -し 笑 ひ 出す) ハ、、 、。 何んだ くだらね え。 お 

い 伊賀 亮、 それ ぢゃ思 ひ 切って やって 見よう か。 

S む气 やる か。 

天 一 坊 百年 も 生き やしめ え。 丁と 出る か 半と 出る か。 

S 天下 を對 手の 大購 博。 


天 一 坊 どう 轉ん だつ て 元 々 だ あ。 

(二人 額， 小 見合 ぜヾ 微笑む。 と、 急に 下手の 襖，^ 叩く 

音が すろ。) 

の 一 # 申 上げます。 申 上げます。 

,M  (ハ as として) 何事 ぢゃ。 

の 5t  (換の 外て) 所， 司. 代より 御變應 のお 迎 ひとして 丹 

波 守 殿御 自身 で お 出向きで ノ  ^ ざり まする。 

M すり や 丹 波 守が 直々 に參 つたと な。 (天 1 坊に 合^ 

ん よし て 上 iss の 間へ 上げ ろ ) 御用 意 は 整 つ てゐ る。 供 

の を 申しつ けい。 

の！^ は. > -ッ。 

0  (上手 i リ 入り 來ろ) 伊 殿、 諸事 1 で ござる。 

,n む、。 (下手へ 向いて) お立ち。 

(と 呼ぶ。 萆に應 じて 下手の 被，^ 取拂 ふ。 叙燭 々と 

して 目の 屆く限 リ穴ぜ いの 侍が 平伏し ズ ねる。〕 

K 上 揉に は、 先づ、 先づ。 

ー坊 む.^。 

(悠然として 下手へ 歩み かける。) 

11 幕 11 

(大 正 十三 年 六月 二十  一口) 
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本 勘 助 (I 


S 


人 物 

山 本 勘 助 

その  © 

近所の 女房 おせつ 

その 妹お 松 

庄屋 作 兵 衞 

越後の 侍 

甲 の 侍大將 馬場 美 濃 守 

1^ 所の". C 姓 太 郎兵衞 

同  權 十， 

R  平藏 

共 他、 美 i 寸の 家來、 百姓、 小兒、 旅人 等 大勢 

虚 

信 州、 諫訪の 傍 

時 

戰ほ 時代、 秋 

舞 蟇 


或る it 道の 項に 近 ふ、 處。 正面 中央 山路.^ 切開いて 斜め 

に 下手 へ 向けて 小 やかな ろ霜耷 の 百姓家お リ。 半ば 茶 

店 風に しつら へて、 マ 芋 半分 は 土間、 二三 脚の 来 几，^ 

匿く。  土 問の 奧は、 鈎の 手 Li 一  尺ば かりの 床 になって 

居り、 爐ん- 切リ、 自在に 煤けた ろ 土瓶.^ かけたり。 粗 

末な 茶道 其、 駄菜 子等 匿 く。 

上手の 半分 は、 奥の 納戸。 これ も 煤けたろ^ 子， 少閉て 

ゎリ。 店の， H 間よ リは 名ば かリの 四- ソ目垣 建て、 仕 

切ろ。 Im の 下に は 野菊 亂れて 咲く。 

家の 前 11 は、 道飢 神が  一 *T やはり 秋 iC 十：， L 埋れて ある。 

そこから は 道 は 二 筋に 分れて ねる 心に て、 一筋 は、 舞 

臺の 前面，^ 上手へ 行く 村道、 一筋 は、 家の 後，^ 廻って 

行く 坂道の 往還。 下手へ かけて 杉並木 二三 本。 上の 方 

LL は 黄葉した る 銀杏 S 大樹- 外に 色々 の. 葉。 これ 等 

の 凡て：^ 包む 遠景 は、 丘陵の 起伏せ る 澄み 波り たろ 高 

原の 秋景 &、 搶 心地 に 廣 がる。 晴れた る 日の 午後" 勘 

助の 母 一 人。 店の 床几の 上に 糸車 yJ- 持ち出して 靜 かに 

糸. ^紡ぶ、. Q る。 小 やかな ろ 小 の囌. V ヽ ^?$葉の音 …… 

靜 かなろ 問。 

やがて 下手： リ 何事 か 凝し く 罵ろ 人聲 m ゆ。 老母 ハツ 

としたる 體 LL て 糸； S!- の 手ん 止め、 延び 上ろ 襟 に して 其 

方 見ろ。 しかし、 何事 も见 営て 得なん. た 風に、 それ 
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丈け 不安 氣に 元へ 坐ろ。 正面 坂道.^ リ 旅人ら しき 若き 一 

夫婦、 いた は. リ合ひ 乍ら 出る。 一寸 茶店の 方 fj- 見て、 一 

沐ま うか 休むまい か 踪 躇ふ樣 にした が、 その i  、下手 .- 

へ 行き 過 ざて 仕舞 ふ。 と、 又 下手 LL て 人聲聞 ゆ。 老母 

は 驚いて 趣って 下手. 望む。 向 ふ.^ リ山木 勘 助、 や V 

疲れたる 體に 怒氣， ^含ん て 歸リ來 ろ。 侍らし き 小袖、 

符、 大小，^ つけたれ ど、 皆 古 .6 て 塵に まみれて、 いと 

かため W1- かたちし な 

ど みすぼらし 咅 上に、 片目 盲 ひ、 片足 接え たれ. は、 形 

容 凡て 悲慘 なろ 滑稽 Li 滿 さろ。 

は-ちゃ 

勘 助 (侍らし く) 母 者、 今 戻った。 

母 (いそ/、 と) お \ 。最- 「戻り やった か。 今日は 常に 

なう 早かった の。 

勘 助 (沈痛に) 朝 出る 時には、 辰 野 飯 田 あたりまでと 思 

さちが ひ 

うたが 、 何處の 邸 を 尋ね て も 狂者 か 乞食 の樣 にあつ か は 

る、 忌々 しさに、 中途から 引返した。 (嘲ろ 様に) この 

姿 を 一 目 見て は、 呼び入れて 一 言 聞き 試して 見ようと 云 

ふ 心 も 起らぬ と 見える。 (床几に 腰， か 下して) 春 K い 故 

鄉へ 翳って から 最-っ 半年になる。 山 國の秋 は 早い。 天晴 

れ 天下一 の 名馬 を、 何時まで 11 に 繋いで 置かう と 云 ふの 

か。 

母 (慰めて) それ はお 前、 目明き 千 人、 育 目 千 人の^ ぢ 

や。 今日明日に は 無うても、 やがてよ い 主人が 見つかる 


に 極って ゐる。 

お  のが  .n.... さめ ご M 

勘 助 (怒る) 措；^ れい。 其樣な 一 時 退れ の 慰  一一 一一 n は 開き 

倦いた。 さう 云 ふ 口の 下から にも、 腹の 中で は 世間の 奴等 

と 同じ 樣に、 役立 たず の 片輪 者 と 笑うて ゐる の であらう。 

0  (驚く) まあ、 滅相な。 他人 は ともあれ、 何の わしが 

そ の 機な 事 を 思うて ゐ よう ぞ。 お前が 五 年の 間 京都で！^ 

問 をし て 来た 事 は 疑 ひもな ぃ事ぢ や。 

勘 助 (苟々 として) それが 判って ゐ るなら つべこべ 云 は 

ずと 默 つて ゐ なされ。 

母 ぢ やと 云うて —— 。 

勘 助 f 怒鳴る) 矢 かまし い。 入らぬ 愚痴 を こぼす Si に 湯 

でも 茶で も 汲んで 下され。 - 」 の 疲れた 様が 見えぬ の か 。 

母 (初めは ムク としたが すぐ 笑 額に なろ) お、、 こり や 

とんと 忘れて ゐた。 勘忍し なされ。 ほんに いかい 勞れた 

事で あらう。 

(自在の 土瓶ん， -取 つて 茶.^ 汲ん て來 ろ。) 

勘 助 (憎々 しげに) やっと 氣が ついた のか。 (欽 むつ 熱い 

と 云 ふ 思 入れ) 熱ッ。 この 樣な ものが 飮 まれる かッ。 (茶 

碗.^ 床几に 叩きつ けろ) 總 じて 勞れの 激しい 者の 湯 茶の 

所望に は、 初めは 水 同然の ぬるま 揚を 出し、 それから 漸 

次 熱う して 出す のが 心 5S の ある 者の 業ぢ や。 こなた も 勘 

助 程の 者の 母 者なら それ 位の 事 は 工夫 召されい。 
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母 (逆ら はず) あい /\。 今 K から は氣 をつ けます る。 一 

(义议 んて來 る) ， 

勘 助 (心地 i く 飲ん て) 上々 吉、 上々 古"" さて 茶が 濟ん 

だら、 、- れぢ や、 これ ぢゃ。 (足 ，^13 ん て见ぜ る) 

は あ、、 ぉ鞋 をー収 るの かえ。 

抑 助 序に 脚 粋 もとって 下され。 (足.^ 路 みのば し 懐から 

本.^ 出して 歌む) 

^  (云 ふ 様に すろ〕 これでよ いか。  一 

S む、。 しかし この 泥足で も 上られまい。 洗足 を 下さ 

母 ぇッ、 沈 足。 (父 ム、 ソ とした のん. -强 ひて 押へ て) あい 

あい、 今. 収 つて やる ぞぇ。 

(斑 に 水，^ 汲ん て來 る。 勘 助 それに 足.^ 人れ て 飛び 上 

ろ。) 

勘 助 冷い ッ。 何ぢ や、 こり や 水 か。 これ 母 者 人、 秋と 云 

う て も 木の 紫が あの 樣に 舞う て 落ちる 頃ぢ や。 何故 溫湯 

を 下されぬ。 

母 (流石に 堪へ 誠れ て) ぢ やと 云うて、 年寄 子供の 身で 

はなし、 これが どれ 程 身にしみよう ぞ。 

彻助 えい、 措いて 下され。 その 理 ira が 判らずに する 我儘 

ではない わい。 

(di 足，^ げて 斑.^ 躜か へし、 急いて 處の 室へ 入って 


障子，^ 閉て 切る。 母 は 思 はず 後へ rs ろくと なりし が 

やっと 立上り * 腹 立 しげに 见 送りし が、 やがて そっと 

ts-,^ 拭うて、 斑ゃ草鞋等.，^^片_っける。 と 下手 i リ 近所 

の 百姓 太 兵銜、 機 十、 平藏、 子供 二人、 その他 大勢 

口々 に Kg リ 乍ら 出て 來る 。その 中には. 2 ふ鉢卷 して 

竹 检樣の 獲物.^ 携へ たる も あり？ 

太^ さあ ござれ./,, --。 今日と 云 ふ 今日はもう 勘辨 

がなら ぬぞ。 

機 十 さ. 「ともく。 皆 かう して 来たから にに、 確りと？ S 

一 合うて おかねば ならぬ。 

(口々 に繁蠻 n わ リて小 家の 前に 来る、 ひ 

母 (ハツと したる 體 にて) ぉ气 これ は 太 郎兵衞 さんに 

機 十 どの 、 大勢 揃うて どこへ 行きな さる。 まだ 猪の 出る 

頃で も ござる ま い。 

-si いぬ 

太 「恥 お、、 猪に は 早い が、 近頃 狂犬が 暴れ 廻 るので 揃う 

て 退治に やって 來 たの ぢゃ。 

や 《 い a 

母 ぇッ、 狂犬が ッ。 

いつも - やまいぬ  つ J  ； C つかち -IiA>z いぬ 

權十 それ も 常の 狂犬 ぢゃぁ 無い。 跛に 偏 目の 狂犬 ぢゃ。 

(强 く) おい、 母さん、 勘 助 は どこに ゐ る。 

母 (ド ギマギ して) あい、 あの II 作 は 今朝 出た ぎり ま 

一一 だ 戻らぬ。 

一 太^ 房らぬ。 嘘 をつ け。 今の 今 この 坂 を 上る の を 俺の 黑 
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い 目で チャンと 睨んで 來 たの ぢゃ。 

0 でも 11 戻る には戾 つたれ ど、 すぐに 裏の 方へ 出て 行 

つてし まうた。 

太 W 何、 出て 行った 11 。 

a- したが、 お前 達 は 勘 助に 何の 用が ござる のぢ や。 

太 「卧 A 痴め、 m 事 なぞが ある もの か、 見つけ 出して 仕置 

にす るの ぢゃ。 

母 ぇッ、 仕置に —— そり や 又 どうして，."  一 

太^ こ、 に 居る 權 十が 證人ぢ や。 あの 勘 助 奴が 家の 枠 を 一 

どえらい 目に 逢 はせ たの ぢ や。  一 

母 ぇッ。 

權十 證人 は俺ぢ や。 あの 太 郎兵衞 どんの 枠が 向 ふの 教際 

で 遊んで ゐ ると、 いきなり あいつが 來て石 をぶ つつけ た 

のぢ や。 

太 f 郎 命に は 別状 はない もの X、 若し 富り 處が惡 かったら、 

rife になる か 何になる か 知れた もの ぢ やない。 

權十 それに 今日 計り ぢ やない。 一昨日 は 池 尻の 市 助の 錢 

鬼 を 溝 へ 突き落し た さ うぢ やし、 その 前の 曰 はお ら く 後 

家の 一人子 を 川へ はめ かけた さ うぢ や"" 誰れ 彼の；； 9 な 

しに 食 ひつく と はまる で 狂犬 ぢゃ。 今日と 云 ふ 今日は 皆 

揃うて 扮 合に 来たの ぢゃ。 さあ、 勘 助 を こ k へ 出して 吳 

れ。 出て 行った と 云 ふの は 嘘： にき まって ゐる。 


皆々 出して 吳れ。 出せ やい。 

母 (押隔 いえく； 止ぢ や。 勘 助 は 家に はおぬ-し 

たが、 あれ も 十 や 十五の 子供で はなし、 科の 無い 子 を そ 

の樣な 目に 逢 はす 害 は ござるまい。 (菜 子， .J- 取つ ズ 子供 

等の 方へ 行く) これ、 お前 達 は 何ぞ惡 a でも 云うた の だ 

らう。 

子供の 一 い、 んね。 俺、 なんにも 云 はねえ。 

母 さあ、 お前 は 云 はいでも、 あの 子 は 云うた であらう。 

さ、これをゃる程にほ「ぅ^3^に敎へ てた も。 (菜 子， „^ やる) 

子供の 一 (菜 子に 釣られて) お k 、俺 は 云 はね ど、 太郎 

めつ かち S ちが 

吉は偏 目の 氣違 ひと 云うた。 

子供の 二 うそ ぢ やく。 あいつが 跛の 乞食 野郎と 云うた 

-' さま 

のぢ や。 婆樣、 菓子 を 下され。 

子供の 一 い、 や、 俺 は 云 はぬ。 お前 はさう 云うて 石を投 

げたの ぢゃ。 

子供 近 二 お前 も 投げた 11 C 

子供の 一 お前 も —— 。 

(爭 ひかけ る。 母 は 引き離 マ。) 

0 もうよ い./ \ -。  (二人に 一 子，^ 分けて) 何と 皆さん、 

片聞 では 何と やら。 今の を Ig かしゃれ たか。 

太郎 む \。 (言 句に 詰りし が) しかし、 子供 は 正直 ぢ や" 

何もない 事 を 云うた ので はない。 眞 偏目ぢ やによ つて 儡 
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R; ぢ やと 云うた が 何で 惡ぃ。 

權十 さう とも/ \ -。 跛ぢ やによ つて 跛ち やと 云、 「たの ぢ 

や。 まともな- を ds ぢゃ と 云うたら 腌も. 1^ て いぢ やが、 

ds を： S と 云うた の が 何ぢ や 。 

平缺 それに あの 身なり は 何 うぢ や。 鋤 叙 さへ も 一 S 足に も 

てぬ で、 侍め かして 大小 を さし、 我物顔に こ、 ら あた 

り をの さばり 歩く。 狂人と 云うた が 無理 か。 

太^  あたり 前の 云うて ゐ るの ぢゃ。 それに 相手 は 

子供 ぢゃ。 笑うて 通しても 事が 濟 むのに、 その 石 を 拾う 

て 打ち か へ すと は、 おれ か へ つた 和郞ぢ や。 

榔十 今に あの 顔 を 見て 笑うた と 云うて、 村 中に 火 をつ け 

るか もしれ ぬ。 その 樣， な 物騒な 男 は、 今 曰 限り この 村に 

は 住 はせ ぬの ぢゃ。 (立ち か、 ろ〕 

&  (止めて) さ、 さ、 それ はさう でも、 あれの 身に なれ 

. ば 云 ふに 云 はれぬ 切な い？ - ござらう。 あとでよう 云 ひ 

きかせる に、 どうぞ 手荒な 事 はこら へ て 下され。 

太^ いんに や。 今日と 云 ふ 今日は 兩手を 突いて あやまら 

せずに は歸ら ぬの ぢゃ。 (應へ 向 ひて) かう 大勢で 来た 

こ ： おど 

からに は、 iL 痴脅 しの 刀に は 恐れぬ ぞょ。 

母 さ、、 それ はさ-つで も  。 

(爭ふ。 處->^リ期助1^の如く叫ぷ。 1 同 驚く。) 

彻 助の 聲 やかまし 、。だまれ 姐蟲。 


-ー 同 ゃッ > 

0 泥中の 蟲は 自ら 其 臭き を 知らず と は、 偏にお のれ 等が 

-っ- やま すべ 

事ぢ や.^ 此の R3 本 一 の大 人 を 敬 ふ榮は 知らぬ まで も、 

立^いで 書見の 妨げ は 致すな。 

太^  („ 木れ て) あ、 あれ ぢゃ。 先刻からの 話が 聞え てゐ 

れば、 飛び出して 来て 詫 云 ふが 當り 前ぢ やに、 のめく 

と あの 云草ぢ や。 何ぢ ややら 云 ふ 事 は 判らぬ が、 いづれ 

こちの 惡 口に 違 ひ ない。 いよ く 堪忍が なら ぬ 。 

(皆々 奥へ 行かう とする。 母 は 懸命 に.^ めろ。) 

母 どうぞ 待って 下され。 さう 腹の 立つ の は 尤も、 皆 勘 助 

や この 婆が 云 ひす ごし ぢゃ。 したが皆のキ^^^知っ ての通 

り あの 勘 助 も 五 年の 問 都へ 出て、 何やらむ づ かしい 5.^ 問 

とやら を 仕上げ、 どの 樣な處 へで も^ 公 はなる と、 飛び 

立つ 樣 にして 戾 つて 来たに、 どうした 譯 やら 今まで 一 度 

も主联 りが 出来ず、 (.Kn リ となる〕 あれの 身に なって 

見れば、 心外に も あらう、 口惜しう も 御座らう。 それが 

つい 結 ぼれ て、 自分に も あたり、 人樣 にも 當る樣 になつ 

たので あらう 程に な あ- 

權十 (遮って) それが 云 ひわけ になる もの か。 そっちの 

主肢 りが 出来ぬ の は、 こっちの 知つ た事ぢ やない わ。 

母 さ、 それ ぢ やによ つて この樣 に 兩手を 下げて 居ります 

のぢ や。 親父 どのに も 死なれ、 他に 身寄り はなし、 今 こ 
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. こ を 追 立てられたら、 何處へ 行かう やう もない 二人 ぢゃ。 

太邵 さ、、 ぢ やによ つて 俺が 前に そなたに 意見した のぢ 

や。 あの 樣な 一 人前の 野良仕事 さへ も 出 來ぬ不 其 者 を 京 

へ やる とて、 有り 丈け の 田畑 を 費って 仕舞 ふと 云 ふた は 

けが どこに ある も のぞ。 あれさ へ あれば 人手に 小作 さし 

て も 安々 と 過せ る 程の 收入も ある。 勘 助に 乞食 同樣の 

なり を させい でも すんだ のぢ や。 

母 しかし、 それ も あれのた つての 望みで 喃。 (怨めしげ 

,b 京 は 日本中の 名人の 集る 處、 そこへ 行ったら どの 樣 

にも 身 を 立 てる 手蔓が あらう。 どうぞ 行かして 下されと 

頼まれた そ の 時 は、 身の 皮 を 刻 いで もやらず に は をら れ 

なんだ。 

平藏 (や V 同^して〕 しかし、 それにしても 家 倉 殘らず 

賫ら ずと も 仕樣 はあった に。 

かみ わ 

0 さあ、 それ も 生れ 付きの； 1& なら 神業と でも あきらめ 

さす 法 も あらう が、 わしと 親父 どのと が、 つい 一寸した 

油斷 から あの 樣 にし て 退けた と 思 ふと、 何の 後生 の 願 ひ 

どころ か、 この 白髮を 一筋 づ\ 引拔 いても、 あれの 望 を 

卟 へたかった" 

S ふむ、 何でも 谷へ 落した のぢ やと 喃〕 

0  (； く) 仕事の 休みに、 親父 どのと 二人で、 つい 話 

に 貪が 入って ゐる 間に 喃。 (額 1^ 赤らめ) でも。 二人と 


も 若い 身空 ぢゃ もの 喃。 

太^ ヮ ハ、、 、 。 こり や 出 來た。 とんだ 處 で昔噺 をき い 

ての けた。 

平藏 (尙 同情して) しかし、 その 樣 にまでして 出した 者 

が、 あの 樣 になつ て 一お つ て は そなた も 心細 かろ。 一 體何 

を 習うて 戾 つたの ぢゃ。 

0 兵法と やら 云うて 軍の 問ぢ や。 

平藏 やれく、 それ こそ 飛んでも ない 事ぢ や。 あの 樣な 

體 でなん の 軍の 役に立た う。 主取りの 出来ぬ の も尤ぢ や。 

及ばぬ 事 を 望んで を 立 てよう より、 あきら めさつ しゃ 

れ、 あきらめさせ なされ。 

^ はい/ \.。 何もかも ifslp まかせに します る に、 どう 

ぞ 今日の 處は —— C 

平藏 あ- -、 仕樣がない。 その代り これから 氣を つけさつ 

しゃれ。 

欉十 この 次に こんな 事で もす ると、 もう 此の 村へ はお か 

ぬから さう 思へ。 

おつ ほ 1> 

太郎 おかげで 妙な 渐を きいた。 二人とも 若かった で喃。 

ぐ：。 

ノ、、  、  0 

(皆々 笑 ひ 乍ら 下手 へ 去る。) 

母 (見送って) 何が 笑 ひ草ぢ や。 親父 どの も それ 一つ を 
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苦にして なれたの ぢゃ。 俊 か 小石 一 つが 當 つたと て、 

村 中空に する 押よ せて 來て も、 他 入の 子が 片輪に なつ 一 

た 話 は 可笑しい と 見える。  一 

(淋しく SS る。 奥-. 5 リ勘助 一 ， おの. m 欲に 「命のう リも ； 

の」 と fs! きたろ^^ つて 出ろ。)  一 

« お、、 勘 助か。 今の を 問いて はお 前 も さぞ 腹が立た う 

が、 多勢に 無势ぢ や。 よい 主人が 見つかる まで は、 何も 一 

云 はぬ がよ い。  ； 

勘 助 11。 (答へ ず、 紙.，^ 持って 何- 1!^ へ 張らう かと 思案の 一 

髋)  - 

^  (^うて) 何やら 紙に 書いて li 張りつ けて い A も 置か 

うと 云 ふの かい。  一 

勘 助 11 。 (矢 はリ 無言。 やがて 軒の 柱の 程 i き處 へ張リ 

つける) 

母 (^じろ 樣！ i) 矢 張 さう する のぢ やな。 これ、 何と 書 一 

いて あるの ぢゃ。 又、 村の 衆の 惡ロ でも 云うて あるので j 

はない か。  一 

勘 助 (怒ろ) やかましい。 默 つて ござれ。 そなた 達の 知 一 

ら ぬ事ぢ や。  一 

母 でも、 今の 様な E ぎに でもなる と、 困る の は 私ば かり j 

ぢゃ。 

勘 助 それ も滿 足に 宵て.^ 下されたら、 この 樣に はならぬ 


のぢ や。 今 も 親父 どの 、位牌に 怨を 云うた。 

a  . —— 。 (淋しく 口，^ お W む) 

ぁリ キラ 

勘 助 (や V 氣の 毒に) 有 はな、 最ぅ 方々 と 歩き 1~ るの 

は 大儀に なった 故、 こ  に 坐って ゐて 通り か \ つた 侍に 

身 を寶る 事に きめた のぢ や。 これから 侍と 見たら、 居^ 

なぞせ ずと、 隨分氣 を 入れて 引止めさつ しゃれ。 (下 ーチな 

見て) お、、 待つ 間に 莫蓮 をし けぢ や。 あすこから 侍が 

i 人 上 つ て來 る。 肩 を い からし て 大手 を ふ つ て 道 一 杯に 

魔って 來る。 どうやら 頭 は 鈍 さうな が、 まあ 店 出しの 初 

めぢ や。 呼び込んで 下され。 

母 あいく。 

(勘 助 は 奥 へ 入って、 態と 障子 ん- わけ て 後お さ に 本な 

讀み 初めろ。 母 は 道端へ 出る。 向 ふから 犬 兵の 見ろ か 

ら强 さうな 虎 # の 侍が ほ^に \  、出て 來 る。) 

母 (無器用な 調子て) お寄りな され ませ。 峠 はこれ から 

で ノ  /ざり ます。 

侍 (無愛想に) いや、 ？ も 水 も 欲しう はな：、。 これ 程の 

坂道で 勞れる 程の 柔弱 者で はな いわい。 

^ は • はい。 では ござり ませう が、 お 情に 縫って 生きて 

行く 年寄で .v 」 ざ ります。 どうぞお 休みな され て 下さり ま 

せ。 

侍 さう か。 さう g けば 無下に も 歩まれまい。 一 休みいた 
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してつ か はさう か。 (床几 LL 腰.^ 下す 〕 

母 (い モ/ \ と) はい/ \<、 有難う.. こざり ます。 あの 旦 

那樣は いづれ へ お越しで.) /さります。 

侍 - J れ より 諫訪 5 神 へ 參詣し て 、越 後路 へ立歸 るの ぢ や。 

母 それ は/ \> 長い 御 道中で ござります。 したがお 日和つ 

づきで 何よりで..、 J ざり まする。 百姓 共 もよ ぃ秋ぢ やとよ 

ろ こんで をり まする。 

侍 む \荩 もよ い 程に 拈れた。 戰も 今から ぢ ゃ喃。 (云 ひ 

つ、 不園 紙. 見ろ) や 妙な 事が ある。 (讀 む) 命のう 

り もの — (考 へて) はて、 何者の 惡戲ぢ や。 

0  (Jf ん、 汲ん \0 いえ 惡 f; では ござり ませぬ。 恃 になり 

たいので ご， ざり ます。. 

侍 ふむ、 奉公の 望 か。 成る 程 それで 命の 賣物 か。 讀 めた。 

讀 めた。 して， その 者 はこの あたりの 者 か。 

母 はい、 實は 私の； S で ござります。 五 年 前から 京へ 上 

つて、 日本一 の 師匠と やらに ついて、 戰の學 問 を 仕遂げ 

て戾 りました。  - 

あ-さ- 

侍 (ia; 面目に なろ) ふむ、 五 年の 間 京で 兵法の 奥義 を 極 

めた と 申す か。 それ は 定めて 名譽の 勇士で あらう。 (烕 

, ^正して〕 何を隱 さう、 拙者 は 越後の 上 杉 家の 家臣に て、 

長 尾 善？ 信と 云 へ ば 少し は 人に 知られし 者ぢ や。 か k る亂 

世に は、 一 人 にても 多くの 勇士 を 召 抱 へられた き 主 入 謙 .1 


信 公の 命に よ つ て 、密か に 諸國を 遍歴 い たす 歸り 途ぢ や。 

か、 る大 勇士に 廻り 逢 ふ も 一 向 念じ.^ した 諫訪明 神の 御 

引合と 存 ずる。 是非とも 謙 信 公 へ 御推擧 い たす。 

母 有難う ござります。 有難い 事で ござります。 どうぞ 旗 

持に なりと もお 使 ひ 下されたら、 あれの 年頃の 望が 叶 ひ 

まする。 

侍 いやく、 左様な 勇士 を 旗 持 なぞと は 思 ひも よらぬ。 

必ず 然る可き 士分に 御推擧 いたす。 して その 御子 息 は い 

づれ に御陛 あるな。 

0 つい 奥に をり まする。 すぐに 連れて 參 じます る。 

(奥へ 行きて、 勘 助ん-呼ぶ。 勘 助 は 勿^ぶった 返事.^ 

して 起ち 上ろ。 越後の 侍 は どの 様な jsf; 士が現 はれる か 

と 固 唾 飲ん て控 へて 居ろ。 しかし 思の 外の 勘 助 .VJ- 見 

て 驚く。) 

勘 助 (表へ 出ろ) これ は 越後の 長 尾 氏と やら、 仔細 は あ 

れ にて？^ つた。 上 杉 公へ 御 推； t 下されよう とか、 先づも 

つ て 恭ぅ存 する。 

侍 ぇク、 すり や 矢張りお 身が 11 あの 兵法の 達人と 云 は 

る、 かッ。 (全く 驚く。 そして しげ /-、 と见 てす ぐ：， i 輕蔑 

の 念.^ で 起す-) ハ、、 、。 さう で 御 iij るか。 45 何にも. 1 推 

擧 いたさう が、 先づ 御身の 系 阖を 承りたい。 凡そ 何 氏の 

御 末 係で ご， さる か。 
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勘 助 (平然として) されば 、百姓 勘お 衞 門の 枠で ござる。 

侍 いや、 今 は：. n 姓鄉士 となられ て も、 その 昔 は 名高き 侍 

大將 或は 公家 の 流れで /さ つ たで あらう。 

勘 助 い k や、 親 代々 百姓に 相違い ，1 ざらん。 

侍 (明らかに輕^35して) すり や 系 阖は ござらぬ か。 

期 助 憎と 系. 陶 作りに 知合が ござらぬ によって な。 親 代 

代 百^、 この に 山の 近くに 住んで ゐ ますれば、 山の 

麓、 § ち 山 本 勘 助と 名 乘り字 。 

侍 (笑，.^ こらへ て) すり や 全く 氏 も 系 阖も ござらぬ か。 

勘 助 なかく、 系 圃の 一 卷が身 を 守る 矢玉の 箱に はなり 

中 すまい。 

侍 (や、 感心して) なろ 程、 餘 程の 心得と 見 申す。 して 

知行のお SJ. は ござる か。 

期 助 先 づ 五 百赏は 安から うと 心得ます る。 

侍 五 百贯 —— ほう。 (驚く。 そして 人と 思うて 仕舞 ふ) 

いや、 それ も 承知 仕った。 いづれ 後日 主人と も 相談の 上。 

ぉ迎 ひに 參 るで ご. ざら う。 (起ち 上る 。そして 二 一一； 歩行き 

かけ ズ不！ ：h4 ひつく〕 あ \、 とんと 失念 仕った。 主人へ 

の + ^話に、 どうぞ 一本お 立 合 ひ を 願 ひたい。 

勘 助 (驚，^) ぇッ、 あの 試合 をせ よと 仰せら る、 か。 

侍 如何にも， 五 百 貫目の 知行 取のお 腕前 を拜 見いた す。 

勘 助 (^.<_^1^く) それ はどう も 迷惑 千离ぢ や。 見る から 


雲 を つ く樣な 其 許と 拙者と では 、中 々 及び も 申さぬ。 (碎 

けて) 何と これで 試合 は濟 した 體 にして 下されぬ か。 

侍 いや、 そり やなり 申さぬ。 又 その 樣に御 謙 窓め されず 

とも、 勝負 は 時の 運で ノ  J ざる 。 

母 さう とも/ \ -、 今 こそ 出世の 掛撟ぢ や。 日頃の 手練 を 

御 目に かけや。 私 もこ、 で 一生懸命に 明 神 樣を拜 んでゐ 

る。 

勘 助 (詮方な しに) では、 御 相手 仕らう。 

侍 御手 柔 かに、 獲物 は そこの 桓 根の 竹が ようご ざら、 つ。 

(侍に 自分て 竹ん 拔 いて 手 顷な E ほ.， か 二つ 作って 一 つ 

ん勘 助に 波す。 勘 助 は 奇妙な 體 つ-きて 病 構へ る。 母 は 

十 間の 隅て 一 生 懸命に 神に 祈る。) 

侍 御用 意よ くば 參 らう。 いざ。 

勘 助 い.. さ。 

(左右 LL 分れて 病 構へ る。 侍 はすぐ に 隙， 見出して 打 

込ん て來 ろ。 勘 助 は  一 二 合 は. K 能 的に 受 止めた が、 す 

ぐ LL^ じ， f\ と 成って 強く 肩先., か 打 たれて 倒れる。 急 

に は 起， .v 、上られ わ。 母 は 茫然自失す。) 

勘 助 ま、 參 つた。 

侍 ヮ ハ、、 ゝ、。 たはけ 奴ッ。 最前から 怪し.：， 怪しい と 

思うた に、 果して こいつ 大街ぢ や。 小兒 同然の その 腕に、 

i:- ゥち 

どこに 五 百 貫 の 値が あ る ぞ。 
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らぬ早 さで 飛んで 行き、 一 一 百 間 先の 展ぃ榍 も吉野 紙问然 

に 打ち 拔 いて 仕舞 ふ。 弓矢と 違うて、 鎖で も 52 でも 一 た 

もり もない。 されば、 いざ 戰場 となった 時、 この 鐵，： g を 

用 ゆれば、 如何なる 强 力の 名 將も名 も 知れぬ 足 輕 の 手で 

一 打ぢ や。 斯く 申す 勘 助で も 尊公 なぞ は 一 打ぢ や。 

侍 む k。 (思 はず 胸.，^ 押へ る) 

勘 助 (雄 辯に) さすれば 力ば かりで は 勝たれぬ 様になる。 

； 人々々 の戰 より 百 人 一 一 百 人 千 人と 大勢 一 致して 戰 はね 

ばなら ぬ。 その 時の 艇引は 比  1 ハ 法に， # しい 軍 肺の 敎をま 

たねば ならぬ。 勘 助 は その 兵法の 奥義 を學ん だの ぢゃ。 

侍 (吊り 込まれて) 成る 程. 弓矢よりも 强ぃ 飛道具が 现 

はれて は、 先陣の 功名 も危 いもの ぢゃ。 しかし、 その 鐵 

砲と やら を 御邊は 唯今 所持 召さる  >- か。 

勘 助 いや、 まだ 極めて 高 慎の もの 故、 拙者 如き @ 生に は 

求められ なんだ。 しかし、 その 1^ 拔ひ 及び 煙 S の 製法 は 

手練いた した。 

侍 では こ、 に は いので ござる か。 

勘 助 如何にも。 

侍 ハ、、 、、 大方 その 樣な 事で あらう と 思うた。 持って 

ゐ もせ ぬ 道具に 手練れ たと はよう 云 は れた。 鐵の 筒に 玉 

を こめ、 それに 火 をつ ける と 目に もとまらぬ 早 さで 飛ん 

で 行く —— ハ 、 、 、。 その 様な ものが どこに あらう ぞ。 


勘 助 有る とも、 有る とも。 この 身 一 つ を 五 百 貫 は 安い も 

のぢ や。 ァ イタ 、ゝ、 、。 安い もの ぢゃ。 

侍 おのれ、 まだ その 樣に へらず 口 をき、 居る か。 む、、 

¥ る處 おのれ 等 母子 は 武士 を 嘲弄いた す 所存で あら 

う。 以後の 見せしめ、 思 ひ 知れ。 

(先刻の 竹.^ 取って 散々 に 打つ。 母が 駅け 寄る と、 ： 

れも打 たれて 倒れる。) 

ど うぢ や、 骨身に 堪へ たか。 

助 堪 へた。 ァ イタ、、、。 途方もない 馬鹿力 ぢゃ。 

何ッ。 

助 いや、 何も 申さぬ。 しかし、 勘 助 決して 隨は 申さぬ。 

五 百 貫目の 値 打 はこの 胸に ある。 (やう/ \ 起，. V 、上る) 

先づ 聞かれい。 如何にも 今日までの 一 騎 1^ けの 戰爭 では、 

尊公の 機な 力の 强 いもの， 武藝 のす ぐれた 者が いつも 勝 

利 を 占めて 來 たが、 時世 は いつまでも 一 つ 處には 止まつ 

てはゐ ぬ。 戰の 仕樣 も、 陣の備 方 も ガラリ と 夢の 樣に變 

る ：2 が 來てゐ るの ぢゃ。 

侍 ふむ 一 ー 。  (g ，： 蔑し 乍ら 聞く〕 

勘 助 (熱心に) 御身 達 はま だ 知るまい が、 この 程. 都に は 

南蠻 から 鐵 砲と 云 ふ 恐ろしい 道具が 渡来して ゐる。 これ 

は鐵の 細い 筒の 先に 鐵の玉 を こめ、 根本に 壊硝と 云ふ强 

f  、す り 

藥を 詰め、 一度に 火 をつ けて 放す 時 は、 玉 は 目に もとま 
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す。 それ を 見せて、 今日の 事 をお 話しな されたら、 尊公 

の お 手柄が よく 判り ませう。 

侍 (煙に 卷 かれて) む&、 それ は 萬， 六 ふい。 しからば 頂 

戴いた して 參 らう。 

(盯 ま> に 押 戴いて 懐中し、 大手.，^ 振って 奥の 方へ 去る。 

勘 助 は 態々 表へ 出て 見え なくなろ iA, 、其 跡， 見送って 

狂人の 様に 笑 ひ 出す。) 

勘 助 ヮ ハ、、 、 、。 あの 侍. 奴 文字が 讀め ぬと 見えて、 自 

分の 惡ロを 書かれて 喜んで 持つ て 行った わ。 井底の if 蛙 

大海 を 知らず か、 ヮ ハ、、 、。ヮ ハ、、 、 。 

(心の 行く まて 笑 ふ。 と、 モの 中不隨 <n 分の 笑 ひ It の 

空虚な る に氣づ きて 淋し 氣に 口， ケ 襟む。 母 は そ つ と 浜 

か 拭うて 寄 戸の 方へ 去る。) 

勘 助 今 笑うた の は誰ぢ や。 笑 はれた の は誰ぢ や。 勘 助が 

習うた 事 も、 勘 助が 考へ ついた 兵法 も， まだ 時世に I 十す 

-? つ：. る 

ぎた のか。 それとも 末代まで も 用 ひられぬ ま - J との 狂人 

力 

(悲痛に 叫ん て 奥 へ K け 入リ、 山な す u_ (本 か 引き出し 

て 心の 安心ん、 求める 樣に遽 しく 證む。 しかし、 そのい 

づれにも慰められ ぬと見ぇて叩告 っける樣に^^几の上 

一に 置き、 深ぃ溜息.<^-っ ぃて鋭く^-：ナ^-見詰める。 と、 上 

手より 近所の 女房お せつ、 他所 行の 称へ に て 手に 小さ 


信 州の 山猿なら それでも 脅されよ うが 、 日本 filfr の 謙 信 

公の 家來ぢ や。 その 樣な あざとい 手 は 食 はぬ によ つ て さ 

、つ 思へ。 あ VBf 鹿々々 しい。 とんだ 狂人に 出逢うて あた 

ら^ を しての けた。 どり や 出かけよ うか。 (！a つ) 

勘 助 では どうあって も その 樣な 武器 はない と 仰せら る >1 

力 

侍 ^？：ると思はれたぃなら、 目の前に 持ち出して 來る がよ 

、 0 

母 では あの S 舉は。 

侍 おんでも ない 事ぢ や。 この 様な 狂人が 何で 連れて行か 

れ よう ぞ。 旗^£に も兵粮人足にもなりは せ ぬわ。 

母 では- どの； おに 申しても。 

侍 譯ぃ。 

(袖,^ 拂うて 行 ふ-か 、る。 期助ノ 卜 何 か 思 ひ つ いて 止 

める。) 

勘 助 あ もし、 一 寸 お待ちな され ませ。 

(乎早く先刻の！^紙，^-剝ぃ\、、 奥から 華.？. 持 出す と 達 

11^ て-ての 一； ム に 「井底 之. Iter 不知火 海」 と 害いて 出す。) 

何ぢ や。 これ は。 (意味の とれ W 科) 

助 (皮肉に) お めな され ませぬ か。 

(^sk ハ^して) いや。 讀 める。 よく 判る。 

助 で ござり ませう。 それ は」 t 信 公への お 土產に 進上 申 
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き 包 持ち、 いそ C として 出て 來リ、 フレ勘 助.,.^ 見 

る。 勘 助 も 足音.,^ きいて その 方へ 目ん 柊す。 二人い 瞳 

が 思 はず 重った 時お せつ は ハツと して 包，^ 取 落し、 わ 

な/ \ と 戦く。 やがて 無理に 異氣か 起して 勘 助の 方へ 

來 る。) 

おせつ これ 勘 助 どの。 何故 その 樣に 恐し い 顔 をして 私 を 

見る のぢ や。 お前 は まだ あ の 時の 事を怨 んでゐ て か。 

勘 助 II。 (無言て 女. ^見詰めて. Q る〕 

ぉぜっ おん、 矢 張 さ うぢ や。 お前 は 私を怨 んでぢ や。 M 

けば この 頃 は 村 中 の 人 を 仇に し-」、 ajsl; ば かりして ぢゃ 

とやら、 そして 私 も 一所に 憎む のかえ。 さりと て は餘り 

ぢゃ。 こ、 この 心が 何故に お前に 通じ ぬぞ。 (傍 へ すリ.$^3 

らうと して、 恐し 氣：， L ためら ふ) 私 や、 私 や、 と-つから 

お をい としい と 思うて ゐた。 (類^ 覆 ふ〕 

5© 助 .  。 

お VI つ (紋. ^上げて) したが、 娘氣の 恐い 計りが 先に 立 

つ て、 お前の やさしい 手 i 抓の 返事 さへ も、 今日 書か-つか、 

明日 書かう かと 思 ふ 中、 お前 は どこ へ やら 行て 仕舞 はれ 

た。 後で さう ときいた 時 私 や この 弱い 心 を 叱り 通し て 、 

三日三夜 泣き明か したわい 喃。 

勘 助 —— 。 (尙も 無言。 併し、 や、 心のう ごいた 體) 

おせつ と は 云へ、 立てた 操は變 へまい と、 心に 固い 誓 を 


立て、 降る 樣な 緣談も 一 つ 一 つ 無下に 斷 つて ゐ たなれ ど、 

か -r デん 

親の 高お、 二つに は 母さんの 涙に ほ だされて、 つい 心に 

も 染まぬ 良人 を 持ち、 子まで 持つ たれ ど、 心の奥に 燃え 

る 火 は、 お IS ケ 原の 狐火の 樣に絕 えた « はない に、 無情 

い 村の 衆と 一 つに 怨 まる \ と は 情ない。 (泣く) 

勘 助 —— 。(胸 LL こ；，： へた 樣 に面产？ 伏せる) 

おせつ これ、 どうぞ 返事 をして 下され。 この 樣に 云うて 

もま だ 心が とけ ませぬ か。 (凝つ と； 5 おへ 水して) お、 お、 

さ うぢ や。 この 身 はとても 元へ は られ ぬが、 知っての 

通り 妹のお 松 は T 度 今が 娘 盛、 私の 心 もよう 知 リ てゐる 

S. 身替 りに そなたへ 嫁入らせよう 程に、 t^- ぢ やと 思 

うてい としが つて 下され。 や、 © みます る。 では 一走り 

い て 談合せ う。 さらばで ..>  J ざん す。 

(ふり か ヘリ/.、 さも 恐 しげ LL 元來し 方へ 引き返す。 

勘 助 は 茫然と して 見送ろ。 手に もった 水が C" ら地 1： 落 

ちろ 0) 

勘 助 眞と 思うた 俺の 修 菜に は資が なく、 資の Is.:: いと 思 ひ 

暮 した 女に は眞 があった。 何とい はれようと 儘 * いっそ 

望 をす て、、 元の 百姓に 歸 つて、 おせつ 殿の 志に 生きよ 

うか。 

(本の 丧 紙ん， - 引裂 い て资 て、 腰から 刀 .. か拔 き取リ 校の 

紐 半分 ほどほどく。 下手から 庄 eg の 作 兵 銜が. K 急て 
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走って 來る。 勘 助. ^兌 付け ると 無言に その 手， ケ摑ん て 

上手へ つれて 行かう， V 二， る。 期 助は危 く搏リ かけて 立 

.i* ろ。〕 

あこれ。 何とす るの ぢゃ。 

微 (一人 合 して〕 逃げる のぢ や、 逃げる のぢ や。 

逆げ る、 と は 可： f つ 2。 

m 何故 もぶ. ：K もない、 お前が 平生 人 も けな f 言 を 

くによって、 とう/ \ この (株な 事に なった のぢ や。 今 

な. この！ まで の 武 ffl 信- ヌ；. 枕が お出でな されて、 

この 村に 山 木 勘 助と 云 ふ 者が 居る かッ、 と、 火の 出る；. 11 

に 云 はれた。 そこに 居 合せた 者 は 平素は 平素 ぢ やが、 か 

うなれば どうぞし て i: 一し て やりたい と 思うた が、 あの で 

か い e: で 睨まれた ので、 とうく 本當の 事 を 云う て 了う 

た。 そ - J で 馬場： 失 澄 守と 云 ふ 大將 がお 前 を 捕 へに 來る事 

になった。 どうせお 前の 事ぢ やで よい 事 は あるまい。 早 

や-つ ST るが よい。 

g 助 ri- ぜず) はてな、 ！！；^玄公 が 直々 に 見えた と は、 近 

mi ぢゃ。 てた 本ん 拾 ふ) 

S0 これく、 おつ い て 者 へ て ゐる處 ではない。 い つ 

も 乍 E つた 奴ぢ や。 これ、 婆： お、 婆樣。 

母 (.^i:r 出ろ) あい.，^、 皆 2i いて をり ました。 こり 

やどうな る W であらうな。 


作兵衞 (伸び 上って) あ、 さう 云 ふ 中に も うぢき そこ ぢ 

や。 こ んな處 に ゐ て 飛んだ 傍杖 を 食うて はならぬ。 ( 遽 < 

て h 手へ 行き かけて 恐い 者 見た さに 銀杏の 下て 樣 子え  1. 伺 

うてね ろ。 母 は 腰の 拔 けた 樣にぺ タタ" となる。 向 ふよ 

リ武 田家の 侍火將 馬. t 美 濃 守、 ®m 、なス 旅 姿-.. i て、 家來 

二三 人に 進物 塞，^ 捧げさして 歩み 出づ。 あと r* リ先 刻の 

百姓 等お づ くと 伺ひ來 ろ) 

S 濃 守 (本 K.il へ來 て〕 卒爾 乍ら 問 ひ 申す。 山^ 勘； M 大 

先生のお はこれ で 御座る か。 

助 (〔山 込まれて) 如何にも 山 本の 邸 はこ ちらで ござる。 

濃 守 して、 勘 助 失 生に は 御 在宅で ござる か。 

助 む X、 在宅いた します る。 

^守 しからば 武 田の 家来、 馬場 美 濃 守 主命に 依って 御 

意 得た しと 御 1^ 次 下された い 。 

勘 助 知 仕った。 (たちかけて フ ト心づ ふ、 拔 いた 刀ん-差 

し、 持の 紐ん 綺め 直す) いや、 この 方が その 勘 助で ござ 

る。 

モこもこ 

美 濃 守 (驚く) ぇッ、 あの 其 許が 大 軍師で ござる か。 (呆 

れる。 百姓 共ル C 笑 ふ) 

勘 助 如何にも 正眞 正銘、 まが ひなし の 勘 助で ござる。 (百 

SK ふ) 

美漠守 (流石に すぐ 心，^ 引締めて) いや、 これ は/ \-存 
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天下 一 となり 申さう との 返し 文で ござった。 か、 れば卽 

ち、 信. ヌ公 御 自ら この 里まで 御 迎の馬 を 進められ たの で 

ノ  ,A1J フ on- 

勘 助 すり や あの 拙者 奴 を 召 抱 へ ん ため 態 々 駕を枉 げられ 

しとな。 (大地に 平伏す ろ) 古の 黃もー ハムの 靴に も 優ろ 御 

遇、 士は已 を 知る 者の ために 死す、 勘：： 只今より 御 味 

方に 參り、 粉 骨の 御窣公 申す で，. こざらう。 gl: 乍ら 御前よ 

しなに おとりなし 願 ひ 入る。 

美 濃 守 いや、 早速の 御領 承- 拙者 奴 も „1 足に 存 ずる。 さ、 

お 手 を 上げられい。 お 手 を 上げられい。 就て は當 座の 御 

料と して、 時 服 一 赏信. ：ヱ<ム より 下さる、。 御 受納 ありて 

然る 可し。 

勘 助 (やう./, \> に &っ) は &ッ、 何から 何までの 御 心 添 

有難. 「存じ 申す。 

美 澄 守 扱て、 使者 の爽 はこ れ.： K り (起って 19 くの 宋んに 

坐し) 今 曰 より は 拙者 も， お； f の 采配の 下に 働く 身で ご. さ 

るが 、 心 St の ためにお 尋ね 申す。 そも武 田家 唯 一の 强敵 一 

は いづれ で ござらうな。 

勘 助 (考 へ ろ まても なく) されば、 當 CI 村 上 は； 5g 少、 北 

條、 今 川 は 內訌に 苦しめば 兵 を 外へ 出す 力なし. 織 田、 

^川、 今 は尙語 るに 足らず、 只 一 it 常の 勝負の 出來る は、 

越後 の 上 杉 家ば かりで-、 J ざら う。 


せぬ 事と て失禮 仕った。 拙者 事は武 家の 家臣 11 。 

勘 助 OTC!^LL 止めて) いや、 それ は S お前 りました。 し 

て、 この 勘 助に 御用と 仰せら るト は。 

笑 濃 守 ^の 儀で は ござらん。 主人 信 玄、 御邊 のお-名 を 承 

知 致されて、 軍師と して 御 招聘 申した き 存念、 何と 御；，；^ 

引 は 下さるまい か。 

勘 助 ぇッ、 私め を あの 武 田家の 軍師に とな。 (驚く、 皆々 

驚く。  Ssf 師々 * と 私 く) 

美澳守 如何にも。 知行の 儀は當 分の 間 一千 貫、 それ も 御 

不足と あれば 拙者 一 存 にて 如何 機と も 御 計 ひ 申す。 

ぇッ、 一千 K …… 

々 千 賞、 千 K …… 。 (懾 く。 勘 助 は、 J.,^ くむ〕 

濃 守 それとも 他に お望みが. V /さります るかな。 

助 いや、 その 不 ぼ 御座らね ど、 じたい 何者の 口から 

拙者 の 事が お 耳に 入り まし たな。 

美 寧 >  御身の 匠、 井上 新左衛 門 殿の 推 31 で ござる。 (懐 

中 rt リ赛狀 ん、. iH して 見せる) 生 人 C ぶ さお へ 一人の ：！：^ 者 を 

使 はし、 當^^？冠ぬーの泰斗、 井上 殿 を 親しく 御 招き 申さん 

と 申し入れし 處、 お 身の 隣 n 信 州に 山 本 勘 助と 云 へ る 者 

あり、 年い まだ 若 けれど、 身が 奧儀を 悉く 傳 へし 天晴の 

達人、 > J の 程歸 U い たし て い まだ 主联り せ し 便り もな け 

れば、 その 者 を 召 抱 へられよ、 さすれば 武 田家の 武名 は 
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rE^STTV^.^ 打つ) 至極の 御 お、 s 乍ら 琉 石と 

存じ 中す。 して、 兩 ffi. 兵 を 合せろ その^ 所 は。 

拗助 されば、 進んで 戰 はに a 州 川 中島、 退いて 天險を 守 

らば、 上下 M 訪、 ir 仇 あたりが 究竟の 絕所ぢ や。 

せ々 ぇッ。 01? き颜， ^見合 はす) 

期 助 W し、 戰は 出で、 攻 むる 者に 利 あり、 いづれ は 川 中 

air か 決戰 の 地と なり 申さう。 左様 心 5£ ら れ て よ か らう。 

m$ 仔細：^ 知 仕った。 如何にも 掌中の もの を 指す 如き 

御明 <さ>  1:;^>{公の御；施悅もさこそと存じ申す。 然 らば 後 

刻 改め て 行列 を 整 へ ぉ迎ひ に參 上せん。 御 S 意 然る 可う 

御 >s ひ 巾す。 

§ 助 心 巾した。 

御免。 

0^ ぬ 守 は 悠然として 向 ふへ 歸り； く。 勘 助.，^ 哲く 見 

〔-ふ つ て^^ つた」、.^ め、 信玄の へ て與 へ 這 

人ろ。 せ々 ほっとし て^ん 見合せ る。 作 11； 、街 は 何 か 首 

おいて 一 故に 上手へ 去る。 餘の者 は 木舞 ま-へ 來 る。) 

太 ^ さあく  1^ ぢ ゃ事ぢ や、 M を M に 一 -f せた と 云 はう か、 

山の IF が 天上した と 云 はう か、 あの 1 の 半人前が 千 貧 

nr の 知行 収に なると は 、 どうした 世の 迥 合せ だら う。 

.妮 十 倚 はな， お 諫訪； お のお 使 .JK にち よいと やられたん ぢ 一 

やない かと、 何遍も を 抓って 見た が、 やつば り 痛い 處 一 


を 見る と、 冗眞 K 銘ぢ や。 

平藏 さあ それが 正眞 正銘なら いよく 事ぢ や。 お 主た ち 

も 定めて 問いた であらう が、 あのお 侍との 話に、 遠 けれ 

ば 川 中島、 近ければ 上下 諫訪鏖 尻 あたりが 戰場 になる と 

云 ひ 居った。 あいつの 事ぢ やで、 これまでの 怨に 態と こ 

, J ら で戰 をす る樣に 仕向ける かも 知れぬ ぞょ。 

太ー酣 成る 程、 軍師なら それ も 儘になる ので あらう。 思 ふ 

さま 暴れられたら、 家 も 田地 も； CH 灰ぢ や。 こり やえら い 

事に なって 來 たぞ。 

灌十 それ 故 俺 は 初め か ら あまり 勘 助 を 馬鹿 にす るな と 云 

. うたの ぢゃ。 この 村 中が 燒野 になったら、 それ こそお 前 

達の 故ぢ や。 

太 f 恥 何 をぬ かす ぞい。 お前 こそ 一 番 先に 押し かけた 仲間 

ぢ やない か、 燒 殺される の は お前から ぢ や。 

權十 何 をッ。 (撋 みか、 ろ) 

平藏 (止めて) ま. -、 待 たっしゃれ。 今にな つて 咎を塗 

りなっても 初 まらぬ。 この 上 は 勘 助に； —い や 勘 助樣に 

何とか 上手に 乾 を 云うて、 堪へ て 貰 ふより 外 は あるまい。 

太郞 さ うぢ やく。 誰彼れ と 云 ふより は 皆 一 所に 頼んで 

見よう。 

(家の 方へ 來る。 そこに しょんぼりと" 乂 つて. Q ろ 母親 

, ^見付け出す。) 
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平藏 お、、 こり や 勘 助の 母お か。 さても よい 處に ござつ 

た。 はてお H 出度う ござる。 お n: 出度う ござる。 これと 

云 ふの もこな たが 丹 |g して 育てし やった 甲斐が 現 はれた 

と 云 ふ もの ぢゃ。 ほんに お前 は 日本 一 の WK 報者ぢ や。 あ 

あ、 n: 出度い、 目出度い —— 。 

權十 (引きの けて) これく お前ば かり 言 を 云 ふ 法が あ 

るか。 はい 母樣、 かう 見えても. 俺 は 仲々 の 親切 者ぢ や。 

お前 は 知る ま い が、 元のお 前の 田と 俺の 田と は 上下 ぢゃ。 

俺 はよう 眭を 切つ て 水 を 落して やった もの ぢゃ。 身延參 

りに 甲府へ 尋ねて 行ても、 らぬ顏 はすまい 喃。 

§  (子供の 手ん-鬼、， て) さ >1、 こっち は その 樣な蟲 の 

よい 事 は 申し ませぬ。 せめて この 子 を 養 ひとって、 旗 、持 

になり とも 使うて 下され。 (子供に) これ、 ちゃつ とお 

願 ひする のぢ や。 

•  ,  >  *  >  さちが ひ か -さ £ 

子洪 いや ぢ やく、 誰が 狂人の 母； 採に おじぎ をす る もの 

か。 

§ え、 何 をぬ かす ぞい。 その 樣な失 禮な事 を 云 ふと * 

これ ぢゃ。 (举て 頭ん 撲ろ) 

子供の 一 ァ イタ、、、。 これ 父さん、 そんな 事 をす ると、 

あたり 處が惡 うて、 £ になっても 知らぬ ぞぇ。 

太^ 糞 を 食 へッ。 おの れ 等の ！樣な 奴 は 片輪に でもな りく 

され。 そして 勘 助 どのに 肖る のぢ や。 


平藏 何に しても nr 出度い。 

權十 目出度い。 

(交ろ/, \ に 詔 ふ樣に 母の 額.^ 窺き ス  1 む。 e は それ， U 

て つてね たが、 この^^へ 兼れ た樣に ヮツと ft 立 

て 、泣き出す。 皆々 驚く。) 

太郎 こり やど うぢ や、 目出度ぃ曰になんでその^iに泣か 

つし やる のぢ や。 

權十 いつの 間に 泣 上戸に なられた。 

母お- -、 泣 上戶ぢ や。 これが 泣かずに ゐられ る もの か。 

こなた 達 は 出世々々 と 云 はしゃる けれど、 何の あれが 出 

世 か。 死神に 付かれて 行く のぢ や。 

太^ これく、 何 を 云 ふの ぢゃ。 うれし まぎれに 氣が上 

つたの も 無 理 はな い が 、 信. >iii へ 千 貫目で 抱 へ られる 約 

束 の 出 來た事 は ちゃん と 俺等 もき いて ゐ たの ぢゃ。 

母 さ、 それ ぢ やによ つて 尙 悲しい のぢ や。 il,: は 約 鬼が 止 

めになる 様に、 心の中で 祈って ゐた。 あの 侍 は あれ を 地 

獄へ つれて 行く 牛 S 馬頭 ぢゃ。 

權十 ぇッ。 

母 何の あれ に そ の 樣な 器量が あら う。 有- ii^ は 俺 も つい 今 

まで は、 あれ 程に 云 ふ 者 故 少し は 腕 も 立つ と 思うて ゐた 

し， さう あって 吳れ とも 願うて ゐ たが、 今と 云 ふ 今の 先、 

何も か も あれ の 思 ひ 上った 心 ば かり ぢ やと 知れた。 
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十 ふむ、 こり や 可笑しい、 どうして それが 判った ぞ。 

0 さあ、 つい 今の 先 こ.' へ 越後のお 侍が 通り か \ つたと 

思 はしゃれ。 勘 助 奴 は 又い つもの 操に 盧ー 一口 切つ て窣公 を 

願うた 處、 色々の話の末にそれでは&^に立合ぅて見る事 

になった のお やが、 その てが どうな つたと 思 ふ。 

平^ 定め て 勘 助 殿が 美事に 勝 つたの であらう。 

母 それが あべこべ ぢゃ。 向 ふ は 雲 をつ く 樣な大 E つち やが、 

負け る にしても せめて 立 合ら しい 立 合 も あら うかと 思 ふ 

間もなく、 たった 一打ちで 起き 上られ もせぬ 程 打ちのめ 

された。 わしの たった 一 つの 親み の 網. は それぎ り 切れて 

仕舞うた。 

平，！ "お n^su^ しかし、 それ は 不思議な 話ぢ や。 その 

樣な 「つけ 者 を、 どうして 甲斐の Li から 抱へ に來 たので 

あら， r  。 

ひ こづて 

0 さ、 それが 問 i 返. ちゃ。 でなければ 人傳 にあれ の 廣言を 

露に 受け しゃれたの ぢゃ。 

權十 すると、 若し M へ 行って その 化の 皮が 剝 がれたら 

どうな ろので あらう。 

母 不 Iffl 者と、 つい 斬られる は 知れた 事ぢ や。 せめても の 

情に § けられた とて、 あの (^^ に 思 ひ 上って ゐる もの、 つ 

い 氣が違 ふに 極つ てゐ る。 どの € 無事 では ゐられ ま い 。 

泣く のが 無理 か、 何の それが 出世 ぞい 喃。 


太0 成る さう 云 へ ば 俺 もど-つも 腑に 落ちぬ と 思うた。 

やつば り 勘 助 は 木 偶 か。 

權十 やれく、 とんだ 暇つ ぶし ぢゃ。 なる 8^、 だまされ 

でもせ ね ば あ の ：s 者 を 千 貫目で 賈 うて は 行く ま い。 (考 

へて) それとも 向 ふへ つれていんで、 笛吹 川と やらの 堤 

の 人柱に する の では ある ま い か 0 

母 ぇッ、 人柱 —— 。 さ うぢ や、 その 樣な 事に きまって ゐ 

る。 喃、 皆の 衆、 どうぞ あれ を 止めて 下され。 りつけ 

て U も 止め て 下され。 ：§ の 子 ほど 可愛 いもの はない。 

この 上 非業な 死 HI に は 逢 ひたう ござらぬ。 もし、 賴 みま 

する、 頼みます る。 

(人々 の 間ん、 K け 廻って 嘆願 マる。 昔々 つれな くもて 

餘 ます。 上 乎， んリ作 兵.！！、 お * なつ、 お 松、 轉る樣 に 走 

リ出 バ。 お 松 は 嫁入の 樣に 盛装して なろ。) 

作兵衞 さあく、 早う 來ぃ、 早う こい。 何 を 恥し がる 事 

が あらう かい。 

お 松 (しな，^ して、 でも 私 は i = 

作 兵 微 えい、 措いて 吳れ。 今日から は 千 貫目 联の 侍の 女 

房ぢ や。 も 少し はき./ \ するがよい。 喃、 おせつ。 

T> あさ 

おせつ さいな、 この 幸 一 SS. も 元はと 云へば 私が 譲って やつ 

たの V つや。 必ず 姊を 粗末に しゃん な。 (奥へ 向いて) 勘 

助 どの、 約束の通りに 妹 を 連れて来ました〕 表 向の 披露 
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は あとに ならう と、 立つ 前に 盃 丈け してお い て 下さん せ。 

:• ハ ご さ .§ り  J 

M の 女に 魁 はさ せられぬ) 

攛十 (怒った 樣： .0 ふむ、 そんなら こなた 衆 はお 松 女郎 

を 勘 助の 嫁に すろ 氣か。 

おせつ あいな、 と-つから 約 鬼が して ござんした。 私の 目 

き  を 見て 下され。 

權十 ハ、、 、 、。 いや とんだ 目き \た。 これ 庄；^ 殿。 勘 

助の 一 件 は 皆喷ぢ や。 

一一！ 人 ぇッ。 

太 一郎 何もかも 間に合 はせ の 嘘八百 ぢゃ。 その 實 人柱に 買 

はれて 行く のぢ や。 

お 松 ぇッ。 

平， 人柱 は 判らぬ が、 とても 千 貫 s は 愚か 旗 持に も なれ 

まい。 その 證人は 現在の mi 樣ぢ や。 あ i とんだ 男と 約束 

さっし やった 喃リ 

お 松 ぇッ、 そり や 本 で ござる かな。 

平藏 嘘で ない 證據 は、 ©樣 が あすこで 泣いて ゐる。 

お 松 ほんに 泣いて ぢ. や。 うれしうて 泣き はすまい。 (馆然 

と！ t に；？」 る) これ 姉樣、 三 II 一の よい. 婿 どのと は 誰の 事 

ぢゃ。 お前の 一入 合點 で、 跌の偏 H の 嫁に ならう とした〕 

た ん とお 禮を  一 K ひ ，y.  S す； V や。 

ぉゼっ あこれ、 それ は 口が 過ぎる ぞゃ C 權卞と 云， i  ノと 


し，. Bi^ も あれ ど、 千 貫目の 知行 収の 女房になる のなら 古 

袷 同一 1 に棄て \ し まふと 云うた の は誰ぢ や。 (權十 驚く) 

お 松 いえ/、、 それよりか お前 こそ 表裏 者 ぢゃ。 勘 助に 

す. けなう 當 つ た 故、 若し 怨 まれ て， い 目に 逢 ひ はせ ぬか 

と 、 私 を 身代り につれ て 来た の ぢ や 。 お前 は 何時も：.！ 助 

の惡 口ば つかり 云うて ぢ やった。 

おせつ 何のお のれが。 

お 松 何のお 前が。 

(爭 ふ。) 

作兵衞 (制して〕 これ/ \. はしたない。 たしな みや/、、。 

第 一 お前 なぞが この 樣な處 に來る もので はない。 ， 

お 松 ぢ やと 云うて、 轉る 程に トハき 立て、 おき 乍ら ！ 0 

作兵銜 え X、 おのれ、 つべこべと 何ぬ かす ぞい。 女 はロ數 

カバンい もの ぢゃ。 何に せい も、 つ 用 は な い 。 さあ 一;li 、れ /\0 

( 一 一人ん、 無理に 引 張 つて 上手へ 行く。) 

權十 (見送って) いや、 闭が ある ぞ。 あのお 松め、 よう、 

俺 を 欺し くさった。 覺 えて をれ。 

(あとん、 追うて 上手 へ 行く。) 

太 「恥 (伸び 上って) あ ^ あれ、 權 十が 何やら 庄. t.- 殿と や 

かまし う 云うて ゐる。 こり や、 この 方が 大事に なった。 

皆-こざれ./, \0 

(昔々 上 Hi. へ 去ろ。 母 は 尙泣告 伏して ねる。 臭の 障子 
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明け 勘 助が 萍1§ の 陣羽織ん 着て、 片手 1： 大告な 風 

s^^^^^.  ^^.^に矢張，«^^の持.^もって出ろ。 羽 

® に寸； ffi が 5; ら SS て 大男と B ^うて 仕立て V あるの 

て、 ゾ 口  /,、 引ず ろ。) 

勘 助 ヮ ハ、、 、、 母 者、 これ 見られい。 武 田家 は 大男 揃 

と兑ぇ て 、 綠も祷 も この 通り ぢゃ。 (挎ん 前に 営て、 見 

て〕 こり や 矢 張 前の 方が 似合 ぢゃ 。羽織 も 邪. M ぢゃ。 (取 

つて as 中へ 押し込み、 该 中から、 親父め： W 脾，^ 出す) 

これ さへ もつ て 行けば 外に 惜しい もの はなし。 そなた も 

別 に H, 意 は ノ /さ るまい。 そろ /\ と 出か け ませう か。 

母 广 やう/  、 に 欲ん h げて〕 では、 どうあって もお 前 は 

行く のかえ。 

勘 助 お案じな されな。 勘 助の 年來の 望が 今 達し 5. したの 

ぢゃ。 (ふと-ての 敏,^ 見て」 や、 泣いて ござる さ 5 な。 

目出度 い V 途ぢ や 。 不吉な 浪をぉ 見せ 下さるな。 しかし。 

、 m わ はず S. 狀 ぐむ) この 年 H: の 御 心勞、 思 へ ば 勘 助 も 夢 の 機 

な 心地が いたし まする。 (兩 H!.,^ ついて) 志 を ぬま、 

の 今までの 御無饅 は：^ に 御免し 下されい。 ($; 脾に) 父 

上と もた つ た 今より 和睦 いたした。 この に は 身 を 粉に し. 

一」 御 孝行いた します る。 

#  (傍. a.s 様に) やれく、 矢張蟲 が 知らす のぢ や。 死 

ぬ 前に は 5i しも しうな る もの ぢゃ。 


fa 何 を 他愛の ない。 軍 g なぞ は 滅多に 死ぬ 者で は.，」 ざ 

り ませぬ。 さ、 御用 意な され ませ。 そして、 諸事 勘 助の 

S らしう して 下さり ませ 3  (向 ふ チヤ 见て」 あ、、 早 や あ 

す こまで 迎 ひが 来た。 

(向 ふ.^ リ 先刻の 美 濃守黑 駒ん 曳ふ、 て 先頭に、 搶、 0 

刀 等.^ 擔；" T、 .； ： る大； の 軍兵- 美々 しい 行列. < ^立て、 來 

3 

獒濃守 ( 1^ しく) は ッ 、 美 濃 守お 迎ひ に參 つ た。 御用 意 

よくばす ぐに 御供 仕る。 

勘 助 如何にも、 別に ME 意 も，. こざらん。 

美 S 守 然 らば 御馬 を參ら す) ぼ 分て 曳、> て來 る) これ 

ぞ 甲斐の 黑駒 とて 信 .^K ムの 名代の 御 tfel? で 御座る。 いざ。 

勘 助 過. W に存 ずる。 

(勘 助.； §i に 寄って 手 執って m に 乘 らうと すろ。 し 

かし 片足が 短い のて 燈に 足が か V ら 2  。 とかう わせる 

中に 馬 は 腹，^ H^i て 後足て 域つ ける。 勘 助 は 驚いて 後へ 

ひつく リか へる。 獒濃守 は at: 寄って 抱へ 起す。〕 

濃 守 お 危う ござった。 お 怪我 は ござらぬ か。 

助 いや、 何、 少し ：：： (額 しかめて ねろ、 

濃 守 (家來 に) それ、 床几 を 持て。 

助 あい や、 其 儘 々 々 、 勘 助 は 返 つ て 徒歩の 方が 勝手で 

ご， さる。 
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Is 寸 では ござれ ど 11 。 

^ はて、 ようござる。 (荷物, -J^ 持ち に か、 る) 

濃せ 然 らば 其 荷物 を 馬に 乘せ 申さう。 

助 いやく、 これ こそ 勘 助の ために は 一生の 黄 a、 山ハ 

韜 三略ぢ や、 他人に は 扱 はされ ぬ。 (やっこら さと 寄に 負 

ふ) いざ、 御 案內。 

美 濃 守 お立ち。 

皆々 +S  11 ッ 0 

(皆々 平伏す。 勘 助 その 前，^ 悠々 と 風 en 敷 包ん、 113； うて 

跌ん、 ひいて 行く。 綾いて 老婆、 これ は 泣. W 乍ら 行く。 

その わと に 美 漠守 S; 駒ん-走いて 從ふ。 上手、，. 6 リ作 兵衞、 

おせつ、 お 松、 機 十、 太「恥兵衞等大勢出て^?-リて煙に 

卷 かれた 樗 にして 見送る。 4£| の聲、 夕陽 靜 かに く。 J 

—— 幕 11 


に 下の 光 809 


小 ，Cl 助 看 

者 

間 護 

使 田手婦 


小 2 同 園 そそ 堀 

田 だ 妹 君の の 
垣 さ 母 妻 妹 江 

き 光 ^園久 

三 子 ^ 子 子 m 

お- V  か 


醫學士 堀江 泰の 書齋兼 第一 一 診察室 

洋風の 室，^ 上手 i リ 斜めに 見た ろ體 にて、 下手に 扉 二 

ケ所。 手前 は玄 ¥r ひ 患者 溜へ 赴く 通路。 奧は 第一 診 

察 室 ， ャ經て 病室へ 赴く 出入口。 扉 ふ 開きた ろ 時には そ 

の 室の 調度 少しく 見 ゆ。 二つの 扉の 間：， i は^子 張の 器 

械棚。 その上の 壁にば 餘リ 色彩の 強から わ 油^の 風景 

畫.^ 架けた リ。 上手 は 斜めに 唐き W 子 窓。 ズツと 手前 

に 茶の間 臺 所へ 通ず ろ 扉。 窓と扉との間Liも^i子戸の 

書棚。 上に SK 時計。 壁：， i は泰の 父の 背 像^ 架けた リ。 

正面 處は斜 に 窓^ 子.^ 透して、 や ゝ黄紫 ぜんとす る-お 

の 樹木、 更 に 奥まり て 白 塗の 洋風 二階建の 病室 見 ゆ。 

木造 なれ ど 新しければ 美し。 漸く 足場の 取れた ろ體。 

室の 中央に は 長方形の テ I. フル、 椅子。 その後の 窓 に 

沿うて 白の 覆の か、 つた 診 用の 錢 椅子。 これは^ 人 

科 其 他 S 祕密 の病氣 の；？：：！ おで，！ のみ 用 ふ。 その 傍 Li 小形 

の 物 sffiia 一  つ。 

其 他、 凡て 室内の 調！！ は聱澤 なられ ど 好く， 湖 ひたり。 

初秋の 午後。 夕 募 i リ 夜へ。 

幕 上る 時 丁度^ 察 > ^^け リし 三十 歳 許りの 婦人 患者 

前 田、 帶ん 締め 居る。 看誰婦水^5?深切にそれ.^手傳ふ0 

患 * は 一 目 に それと 知らろ 、婦人病 i リ來 ろヒ ス テ 


月光の 下に 


物 


ほ ？學 士  (三十 五 8 

(二十 九 歳) 

(二十四^) 

仏 代 (四十 五六 歳) 

(二十 5〕 

泰の 故鄉の 友人、 縣 親學、 

(三十五^30 


時 

現 代 

私？？^錢553の終點となれる或る山中の都會 

0  0 
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«-  — なリ。 下手に は 助手 内 m 器 = ベ，^; it 付けつ- - わり。 

やがて 下手 第 1 診 移 室の 方 泰が 手ん-拭 ひ 乍ら 出て 

0 力。 紳士ら し， -V 、立， 派なる 體 格と 容貌と 有す。 ffi し 

何處 となく 沈戀 なろ 表情 わり。 ，：" の 手術 服ん」 纏 ふ。 

前 m ど 「も遽 くから 上りまして 相濟 みません。 

泰 (心 持 けて、 然し 柔和に) いや、 私の 方 は 何時 

いらし つても 構 ひません。 病氣は 人の 都合で どうす る 事 

も 出. 丸ません からね。 

前 田 (嬉し 氣に) 全くで ございま すよ。 私達 も 只 あ、 し 

て 遊んで ゐ ます 様な もの、、 それで 又 思 ふ 樣には 出られ 

ません もの でね え。 こちら 樣の 様に 氣. i に 云って 戴き ま 

すと、 つい 外々 へ參 めます より はねえ。 (水 島，， い 見る) 

0  (止めて) ぁ& —— ぉ藥は 今までの 儘に して H きます。 

前 田 では 11 御免下さい まし。 

(舍釋 して 下手 前の 扉 r6 リ去 ろ。 水 島 見送って 出づ。 

內 田 は 第 一 診察室 へ 這 入 る。 泰は 手術 服.. 6 脫 いて テ I 

プルの 前に 來リ 椅子に 腰ん-下し 1- 十に 火ん-つけ- i うと 

して 何 か 物音ん. 問 さつけ たる 風に 凝つ と 下手 か 見ろ。 

やがて ホ 、ソ と 溜息.， 吐 いて 沈思す。 

第 一 診お <i 一お- -5 リ妹久 子 出づ。 輪廓の 正しい 顔。 年より 

は 苦く 見え、 US? 志 も 强氣 なれ ど、 體の 科に 何處 となく 

中年 期の 額 病の 女に 共通な ろ、 或ろ |§ し. V. 樣子見 ゆ。 


顔色 は 先に 歸リ し忠 * に や \ 類似し- /f rn なる al^w- 

ぷ。 白の 管 lif 婦服。 處方 翁.^ 持つ。) 

久； 十 兄さん。 

泰 (恐し き- 1?!, や 見た 様に) 久子 か。 

久子 前 田さん のお, は 元の 儘で い 、 んで すか。 

泰 ぁ&。 今の 處 外に 仕 は あるまい。 

久子 ぢゃァ 、(前に 寄って) 最 ういけ な いんです か。 

泰 いけない？ どう 云 ふ 意味 だ。 

久子 だ つ て あの ぉ藥 が變ら なければ —— 。 

泰 あ、 一。 今日 wn! に 大した 變化は あるまい が、 所詮 長く 

はない ね。 あの人 は最ぅ 精神的に 恢 (3 する 道 を 失って ゐ 

る。 あまり 長く 一  人で 不自然に 暮 して 來 たからな。 十 年 

の 尊い 良 操の 報酬が あの人に は 死 一 つだった の だ。 

久子 まあ。 お 可哀相に！ まだ 小さい お子さん がお 有ん 

なさる のに！ 

泰 それ だ。 その子が あの人の 命を肢 るんだ。 

久子 え。 子が 親の 命 を. 収る .11 ？  . 

泰 あ、。 (强 ひて 冷靜 Li ならう として) ぼの 中の 生物 は 

ひんな 

k 皆 さう だ。 tyijt: 親 を 殺し、 兄弟 を 亡して 榮 えて ゐ るの 

だ。 一 番 親し い 者 同志が j 番 激しく 生きる 爲に ©V ゥてゐ 

るの だ。 あの人 も あの 子の 母親で なかったら 今 死な k い 

で濟 むの だ。 


に 下の 光； 3 
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久子 だって 11 違 ひます わ。 あの人 達 は 兎も角、 私達 は 

お K にどつ 亡し 合つ て來 たでせ う？ 

泰 どうと は I (後.. is^ 返って 父の せ 像，.^ 兌る) 私達の 

： ゆ 親 はおつ この 世に は 生きて ゐな いんだ。 

久：. h だってお： ；人は 天命で お 亡く 成りな すつ たのです 

わ。 私達 は 出來る K りの 御 介抱 をし ました わ。 

^ 私達？ 兄さん も かい。 あの 死： w にも 逢 はな かつ 

た 11 。 

久子 (^然と) さう です とも！ (凝 li して) 兄さん、 何 

故 今更に 成つ て そんな 离プを 仰 有る の。 何だか 近頃 は考 へ 

込んで 計り いら つ しゃる のね。 移-半； ですから 元氣に 成つ 

て H おな。 (窓 の. W ふ.^ 見て) 贵 の 一生の 0- た と 仰 有 

つた あの sj の 新築 もす つかり 出來 上って、 三 四 曰の 中 

に は 者が 這 入れる のです。 町の 人達 はお 祝 をす ると ま 

で云っ て5^^れてゐるのです。 あの s!^ い 他 11 から 來た 私達 

のために！ 

^ だが —— それが 31^ し て 正し い 結 s;^ か どう だか 11 。 

久子  >  愕然として) え、 何です つて？ 

泰 (手.^ 取つ ズ〕 忍して 吳 れ、 赦 して 吳れ。 私 は 今迄 

その 本に 就て考 へ ようと もしな か つ た。 

久子 (sg ひて 笑って) ホ、、 、 、何です ね、 今更 1.— 0 

齊郞は 昔話 をしょう と 仰お るの？ 


泰 (ハツと して) いや、 さ うぢ や 無い。 それ 程にまで し 

てお 前 を 苦しめようと はしない、 然し、 ( 一 寸言 葉な 切 

つて) お前 も 近： S は 淋しく 成った ね" 

久子 え、 私が —— 兄さんの に？ 

泰 あ \。 

久子 S —— - 嘘-です わ，" そんな 事が ある もんです か。 

泰 隱 さな いで もい i お前 は 昨夜、 J  、 で 一人で 泣いて ゐ 

た らう。 

久子 え、 それ を 御存じな の？ 

泰 知って ゐ るよ。 然し、 昨夜 初めて 見る まで、 何故 今迄 

その 事に 氣 がっかなかった かと i 。 

久子 (遮って) 最 うく 云 はないで 下さい。 (猶强 ひて 

笑って〕 何だかね、 一 月に 一 度 位 泣きた くな るんで す。 

この頃の 1^ なんです わ。 別に 理由なん か ある もんです か。 

只ね —— ホ 、 ホ 、 本 常に 馬鹿々 々しい。 (引き：： 巾る 様に 

笑う V 、詰 15 が 怪しう 傑へ ろ) 

內田 (第一 診 至ニリ 額ん、 出す) あの 11 前 田さん がお 

待ちに 成って ゐ ます。 

久子 (常に 復 して) 濟 みません でした。 今す ぐに 參りま 

す。 (內 m 去る。 靜に) 兄さん、 本當 はわ、 私 も 今まで 

考 へ なか つ た 事が 色々 と考 へ られる 様に 成 つ て來 ました 

の。 やつ と 安心した 爲に 心に ゆるみが 出来た の ぢゃ無 い 
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泰！ H 惠  圚泰園 


勞 れてゐ る。 どの 道 少し 休ませなければ ならん。 (起つ〕 

圜子 (追 ひ 鎚ろ樣 にして) 贵郎 どう 遊ばした のです。 久 

子さん の 事と 云へば 直ぐ さう 云 ふ 風に 仰 有い ます。 先に 

は あの方が 私達の 事 を手傳 つて 下さる の を、 一 番 よろこ 

ん でい らしつ た 貴鄭が 11 . 

泰 そんな 事 はない。 そんな 事 は —— (二三 歩 わ ゆん て 立 

ち 止り、 い. ちらし 氣に 見て) あ X、 惡 かった、 惡 かった。 

お前 は 何にも 知らない んだ か らな。 

園 子 え、 それ は 11 。 

泰 い \ よ 。い >t よ。 實 はね、 何だか 斯う この頃 は 頭の ェ 

合が 惡 くって 仕様が無 いんだ。 

圜子 (深く 追求せ ず) あ \、 あんまりお 忙しくな すった 

故です わ。 病室の 新築 や 何 かで 11 お 床で も- 収り ませう 

力 0 

泰 む气 寢て 見よう。 ぁ气 い \ よ。 お前で 無くと も 誰 

かに 耽らせる から。 お前 は最ぅ 一 度 それ を 引合せて 佐 藤 

に 出させて 置い て 吳れ。 それから 料理屋が 來 たら 知らせ 

て吳 れ- 

(上手へ 去る。 園 子 は 扉の 處 まて 见？ f3 つて、 元 へ 一 M リ、 

封書と 控 と.^ 引合せろ。 下手 前の 扉. >4 リ、 その ゆ 松 代 

妹 光子 出づ。 松 代 はや V 小栴 にて、 山中の 邵會の i5S 家 

の 家に 相 應し咅 姿。 小さ 、丸- ijr 光子 は $i リも姊 i 


かと も 思 はれます。 ともかく  (思 ひ 返して) い \ え、 そ 

んな事 も あり ます ま い 。 お 互 に 何も 考 へ な い 方が いぶ 

もしれ ません。 (下手へ 去る) 

泰 (眩く) 考 へない 方が い、？ 而し考 へないで 暮 せる 

だら うか。 

(再^ 凝つ と考へ a む。) 

(上手 M リ妻闻 子 出づ。 丸 雷。 內氣 LL 優し 咅 性質。 兩 

手に 多くの 書状.^ 持つ。) 

子 良人、 これでよう ございま すか。 

(E 醒め；^ 樣に〕 園 子 か。 招待. IJ^ たな。 

子 え  >-、  . 来 &.: 書きました。 こんなに？；；^；山の方をぉ招き 

する の， だと 思 ふと、 書い て as て さへ 肩身が 廣ぃ 機でした 

わ。 

だ が —— お 前が し な くっても S かった に。 

子 だ つ て 私に は 別に 用事が. - /さい ませ ん もの. —— o 

用事がない？ (や、 キクと 成って) お前 は此 家の 主 

婦ぢ やない か。 

園 子 だ つ て. —— 久子様 が 何もかも よくし て 下さ い ます か 

ら —— ほんと に 幸福す ぎる 程 —— 

泰 それが いかん。 久子は 私の 妹で も、 何時までも 此處に 

ゐ る者ぢ やない。 又 置かれ もしない。 家 內の事 は 悉皆お 

前が やる 樣 にし て 吳れ なければ 闲る . それに あれ は 近頃 


に 下の 光 月 


リも 大柄- し て ！® 立 も If ひて、 派手な 理窟 的な 女。 束 京 

其 女 ゆ 出 C 位し それ故に さの. み氣 障- _L は あらず。 祝 

物の 包ん 持 つ。 し 

松 代 gl さん。 

E 子 (^,^55 げて) ぁッ、 いらっしゃ いまし C 表に は 誰 

もゐ ませんで した か。 

松 代 何、 藥. 一? の 方に 誰か ゐた樣 だった けれど、 耿 次を賴 

む でもな からう しね。 

子 でも —— 0 

光子 出し 拔けは ひどい とで も仰贫 るの。 

！ I 子 まさか —— 贵女ぢ や あるまい し。 

光子 まあ、 いつ 私が I ！ 。 

E 子 (笑って) だってよ くそん な 事 をお 云ひぢ やない か。 

ホラ、 この 私が 行 つた 時 だつ て -11 C 

光 あの 時 一1 ？ だって 默 つて 私の 室へ 入って 來 るん 

です もの. - 

ほ 子 ホ、、 、。 こ、 だって S じです よ。 若し 私が いけな 

いのなら 11 。 

光子 だって 11 それと これと は 違 ふわ。 私" 電話 を かけ 

て 置いた でせ う C 

E 子 あの 時 私 はさ、 「しなかった かしら？ 

松 代 何です ね 、来る とお々 から 11 。、包. 取って) あ 


の 何 は？ 

園 子 W です か" 

松 代 あ、。 

,.1 せ 

同 子 奥で 臥って ゐ ます。 何 だが 近頃 無 蘭に 忙し かったん 

で勞れ たんです よ。 いえ、 大した 事 は 無 いんで せう けれ 

ど  C 

松 代 f 一寸 35", .5. 寄せて) さう、 それならい、 がね。 (包.,.^ 

と：. て) これ はね、 今度のお 祝の しるし だよ。 

周 子 まあ！ 頂きます。 (取 っズ 棚の 上に sa く〕 

松 代 それで、 用意 はすつ かり 出來 たかえ。 

鬧 子 え、、 宴 < ^〔は 公會 堂です から、 、 J つ ち は 只 病室 をお 

見せ すれば い. -ん です の。 

松 代 さう。 (ffii つて 窓の S ふ，， 見る) でもね、 これ 迄に 

する に は さん も 並大抵な 苦勞ぢ やなかった ね" 

閬子 (报 返って) さ、 つです わね え。 口に こそ 出して 仰 有 

ら ない けれど、 お； 一人の 御苦勞 はほんと に 血が 出る 樣で 

したら うよ C キットね。 

光子 (咎めろ 樣に) お 二人？ 姉さん は 何故 私達 三人と 

云 はない の。 

1^ 子 だって 私なん か. •—— 。 

光子 (前へ 進ん て) だから 11 姉さん は 駄目な のよ。 貴 

女 はこの 家の 主婦 ぢ やなく つ て ？ 


81-1  に 下の 光 月 


光 m 光-奉 松       泰 松 泰 


閬 子 (うつむく) ぇ&。 

しっか  お <5 

光子 え \ おやない わ。 ^りなさい よ。 大人しく して さへ 

居れば い k 奥様 ぢ や 無 いわ。 自分の す 可き 事 は ズ ン く 

しなく つち ゃァ —— 第 一 自分に 對 して 濟 まな いぢ や あり 

ません か。 (母に 同意.^ 求める 樣に) ねえ、 阿 母さん。 

松 代 そり ゃァ さう だ が 11 何 か え 、 矢張り あの 人が 家中 

の 事 を 切り 廻して ゐる のかい。 

1： 子 え i 藥 局の 方まで！ でも 本當に 優しくして 下さ 

i ます J*v 

光子 幾ら 優しくされ たって 自分の 務 まで 楚 はれて 11 0 

II 子 (ii- めろ 襟に) 光ち やん、 そんな 事 を 云 ふもん， ちゃ 

無い よ。 私 は それで 幸福なん だから 11 0 それにね え 阿 

母さん、 今： K から は 私が 何もかも する 様になる でせ うよ C 

刻 も- が あの人 もす こし は 休ませなければ ならない と 

云って ゐ ましたし、 私 もね え —— 0 

(上手 ニリ泰 出づ。 洋服.^ 脫 いて 樂な 和服.^ 着 流す。) 

閬 子 おや、 お休みに はならなかった のです か。 

泰 む、、 矢張晝 間. は 働く 癖が 着いて ゐ るから な。 費乏入 

は闲 るよ。 や、 阿 母さん。 いらっしゃい。 

松 代 今 B は、 何た かお 加減が よくな. いんです つてね。 

泰 なァ に、 大した 事 はない のです。 

11 子 (祝 物， <S '見せて) お 祝 物 を 頂きました のよ。 


泰 いや、 有難う。 色々 とお 世話になります。 こんどの 事 

なぞ も 全くお 宅のお 力です。 

松 代 だつ て 肝心 の 貴郞が 駄目 だ つ たらね え 11 。 然し 氣 

をお 付けなさい。 

泰 え、 どう？ 

光子 兄さんの 仕事の 邪魔 をしょう とし てゐる 人が あるん 

です よ。 根 も 無い 事 を 云 ひふら して I— 。 

泰 (ハツと して) 根 も 無 い 事 を —— どんな 事です？ 

松 代 (止めて) いえ 何、 つまらない 事なん だけれ ど —— 

餘り 責郎 の 成功が 立派な もんだ か ら 、 他 か ら まれた ん 

です よ。 生れが 遠い E だから.； r 

と 云 ふと — どんな 事です？ 

代 なァ に、 ほんと につまらない 事です， - 

だが き考 のために 問 か せ て 匿い て 下さい。 此方から は 

敢て爭 ひ 度く はありません が、 敵が あれば それに 備 へる 

丈け の 事 はして g か なければ なり ません からね。 

代 だって 有り さう にも 無い 事 だから —— 氣 にかけ な い 

方が よう ■>  J ざん すよ。 

然し (光子に) 光子さん、 費 女 は 知って ゐま すか。 

子 え、、 私が 閗 いて 來 たんです のレ 

聞かして 下さい。 ど、 「云 ふ 事 か！.。 

子 そり ゃァ ねえ 11 。 


： 下の 光 n  815 


夂泰松       泰久泰 久泰久 


松 代 SS 光ッ、 お前 そんな 事 を —— 。 

(平然と) だって 私が 云 はない からって あ の^は 消 

え はしないで せうよ。 

^  ； e うだ、 それで —— ？ 

光子 あのね、 久 子さん が 一 0 

^  (es 然として) え、 久 子が 11 0 

松 代 (& つ) 光子、 お止しと 云 ふのに！  OK ひ譯 する 

^に) 本お につまらない 事なん です よ。 (凝つ と 見 \) 

それ はさ-つと 泰 さん、 久 子さん はどうし て も； 婚 しな い 

んで すか。 

^  (4 苦しく〕 え \、 何 e- まで も れな 人の 友と 成つ 

て 過す と 云って ゐ るので す。 丁度？^が勉強してゐて家の 

事 を 打 つ てゐ たんで、 たうとう 婚期 を 失つ て 仕舞った 

ものです からな。 

松 代 だって まだ 一 一 一十 V や ァ わえ。 

^ いや、 僕 も 始終 さう 云 つ てゐ るんで すが 、 あれで 中々 

剛 なんで 11 、 く は に ) tilt 際 人間が 一 人で ゐる事 は 

ャ 3 に Si いて ゐ ます。 殊に 女 はねえ。 

r 夂； 十 急 、足 に 道 入って 來 る。) 

夂子 兄さん —— (人々， 小 見て) おや、 いらっしゃ いまし。 

光子 今日は。 

^ 何 か 用 かい。 


子 え. -、 五號の 者が どうも 好くない fli ゼ すから 11 。 

五號の ？ あ 、 、 昨夜 町役場から 來た 行き倒れ の 男 か。 

子 、f、 花柳病の —— 。 何だか ひどく 關 節が 痛む さう 

です。 

見て やら-つ。 切 鼠した 處で どうかと 思 ふが —— 0 

子 だって 可 i 炎 相に、 牛の S: に 2 啤 つて ゐ るんで すよ。 

よし。 (起って) とも 角行って 見よう。 (松 代 等 Li) 

一寸 失禮 します。 (閬 子に」 すぐ 來る からね。 何だった 

ら奧で 御 M でも 差し あげてお 吳れ。 

代 いえ/^、 私 はもつ —— 。 

まあい. 1 でせ う。 折角 だから 11  0 

子 どうぞ 御 ゆっくりと。 あとで 私 もお 話 を 伺 ひに 參り 

ます。 

f 兩人 去ろ。) 

松 代 (见 送って) 行き倒れ だって？ 

かつ  s.^s 

闍 子 ぇ气 昨夕 擔 がれて 來 たんで ず。 惡 4^ でね。 傍へ 寄 

るの だって.. ソ ッ とする 位. m れてゐ るんで すって。 

光子 まあ！ そんなの、 醫 者って 厭な 商 賫ね。 

閬子 (窓め て) 光ち やん、 そんな 事 を 云 ふもん ぢ やない 

わ。 何にも 自分が 不攝生 だと 云 ふの ぢ やなし —— (不 園 

思 ひ 出して) それ はさう と。 先刻 云った 惡ぃ 噂って どん 

な 事？ 
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光子 それ？ (下 手^見て) 久 子さん がよく 無い 事 をし 

てゐ たって。 

松 代 嘘に は 違 ひなから うが、 II さんの 學 費を挤 へる ため 

に、 あの人が 酰案婦 に 成つ て 稼いで ゐ たんだって。 

11 子 (驚きの！ n) まあ 久 子さん が —— 。 

光子 だから II の 方で は 開業が 出来ないで、 こんな 遠い 處 

へ來 たんです つて。 

鬧 子 (叱ろ 樣に) 光ち やん、 阿 母さん、 何 を 云 ふ 11 何 

を 仰 有 るんで す。 一 一人して 私 を- めようと なさる の？ 

松 代 まあ、 どうして？ 

11 子 だって， I 泰は 私の 良人です。 久 子さん は その 妹で 

す。  . 

松 代 (止めて〕 まあ そんなに 高聲を 出さないでも 11 。 

誰が 本當 だと 云 ひました。 只. » ^たけ だと 斷っ て ゐるぢ や 

鬧 子 だって、 そんな. gh* ど 親身と して 默 つて 聞いて ゐれら 

るで せう か。 

光子 勿論 だ わ。 若し 事责 ならね 1 .。 

閹子 どうしょうと 云 ふの？ 

光子 私は最 うこの 家へ は來 ません。 

闍 子 (おろく し 乍ら) 嘘よ、 赌 よ。， 久 子さん に 限って 

そ んな事 は 無い わ。 あ んな 立！； K な 方に 11 それ に 若し さ 


うだと しても、 兄さんの 爲に I 身 を竊牲 になす つた； お を、 

尊い と は 思 はない？ 

光子 あれ だ！ だから 姉さん は 古いと 一； ムふ のよ。 女の ffi- 

つて ゐる唯 一 の賓は 何でせ う！ —— 親 ゃ兄ハ の爲 にな 操 

を！！ 性に 供した の を 賞 讚した の は 昔です よ。 昔の： g 狭な 

道德 です よ。  - 

園 子 だって。 

光子 (抑 へて) 女の 一 生の 生活 は 凡て ほ 操が 中心と 成つ 

てゐ なければ なり ま せん。 父母への 孝行 も 兄お へ の 愛情 

もー^_&€その操がぁっ て 初めて 誠と なる のです わ。 その 蹿 

きを 失つ て は 千の 德； 仃 も：. c の 善行 もみん なへ 仝です わ。 中 

核の 無い 生活 を どうして 本 H だと 云 ふ 事が 出来る で せ 

園 子 11 。 

光子 私達 は 新しい^ 界に 生れて ゐ るので す。 眞に强 い 女 

なら どんな 場合に 臨んでも. ま 操 を； K ら ないで 立派に 生 

きて 行く 事が 出來る 竿；； です わ。 百 W 一 一 百阒の 金が 產む 一 

時の 幸福より、 永遠に 魂 を 亡ぼす 不幸の 方が どれ 丈け 深 

刻で せう。 

圃子 (や、 異氣 1^ 得て) だって、 若し さ-つし なかった 爲 

に、 出来る 孝行が 出來 なかったら どうす るの。 その 入の 

魂 はやつ ばり 何時までも 救 はれ はします まいよ。 それで 
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も 光ち やん は その 人を資 めようと する の？ 

光子 駄目々々。 そんな 時には 體を資 つても い、 と 云 ふ 在 

來の考 へが 先に 立つ からさう 心が 咎める のよ。 金錢 にも 

物質に も 代 へ られ 無い もの と 知 つ て ゐれ ば、 それ を穩さ 

い に 命が 助からな くつ て も、 親 は 不孝 者 だと は 思 は 

ないで せう し、 又、 子 は 子と して 外に 生きて 行く 道 を 見 

つけろ でせ うよ。 少く とも 私 はわ。 

11 子 だって、 私 はそんな に 冷たい 心に はなれな いわ。 間 

違つ てゐ ようが どうしょうが、 親が 費 苦に 迫 つて ゐ るの 

を；：^ たら I 。 

光子 まだ 仰 有ろ の。 さう した 心に 先づぉ 恥なさい よ。 そ 

れ から —— 。 

松 代 (止めて) お止しよ、 お止しよ。 そんな 事 はどうで 

も い. > -. ちゃ 無い か。 何も 久- 十さん がさう だと 云 ふん ぢゃ 

なし。 

園 子 だって、 阿 母さん、 若し さう だったら どうな さるお 

松 代 どうって 判って ゐるぢ や 無い か。 お前 を 連れて行く 

しだよ。 

EE 子 え、 私 を —— V. 

松 代 あ \ そんな 5 &な者 を 親類に はも たれない からね。 

これで も 私達の 家 は 町中 切 つての 家柄 だ。 御 維新 前に も 


チャン と 苗字 帶刀を 許されて ゐた家 だからね。 

園 子 だって I -ぃ \ え、 私は歸 りません わ。 今更 そんな 

へ； ん さ-, ゝ 

事 を： 一目 ふ 位なら、 何故 初め にもつ とよく：？： 墜し て ド さら 

なかった の。  ， 

松 代 (思 ひ 出して) 何 だね お前 は、 眞氣 になって 11 。 

阿 母さん だ つ てお 前に ひけ を 5^ ら せる：. 株な 事 はしない 

よ。 この 病院が 建つ ：1 になった の も • 半分 は 宅の 阿父樣 

の 何ん なんだ からね。 

園 子 そり ァさ うです けれども —— 餘りな たから —— 0 

阿 母さん 後生です から 泰には 毛 程 も そんな 事 を 云 つて 下 

さ い ますな。 何 だ か 近頃 は久 子さん の 事と 云 ふ とすぐ. 言 

葉に 角 を 立 てるんで すか ら 11 。 

松 代 まあ、 どうして？ 

園 子 泰は擬 しい 人です から、 餘 計に あの方の 事が I 颯 にか 

かるので せうよ。 (起って 上手 へ 招 じ) さあ どうぞ あちら 

松 代 それ ぢゃァ 御馳走に ならう かね。 

囿 子 光ち やん も どうぞ。 

光子 私 もい. - こと！ 

園 子 皮肉ね。 そんな 言の 言 ひ 方 をす ると 人に 憎まれます 

よ 0 

光子 はい、 はい、 どうせ 本 當の事 を 云 ふ もの は 何時も 憎 
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まれて よ。 

松 代 またかい。 ぃ、4"^5^^にぉしょ。 

(三人 上手へ 去ろ。 liw く 空虚。 ろ。 下手.， -リ 

；; 助手 出て V 無言の ま、 何 か 材料.^ 求 めて 去ろ。 

： 間。 やがて 下手 rs リ 泰と久 子と が 出て 來 ろ。) 

久子 (振 返って) あれで 少し は 落着く でせ、 つか。 

泰 あ、、 まあ、 あ \ して 卷法 でも 度々 联り換 へて や るん 

だね。 (ィャ な 親 して) しかし、 妙な 奴 だ。 いやにお 

前の 鎖ば かり 見つめて ゐ たね。 

久子 さう でした かしら 11 。私氣 がっきませんで したわ 0 

(四方 見て し おや、 もう 何 はお 歸 りに- 1% つた かしら？ 

泰 さあ、 (下手の s;.^-ls けて) 奧 たらう。 洋傘が あるよ。 

あなに 

久子 さ-つ。 それで 一 I 资郞ぉ 夕飯 は？ 

泰 -瀧 の 阿 母さん 達と 一 緒に しょうと 思って ゐ たが、 何 

. だか 食べたくない。 お前 は？ 

久子 私 も！ 

黎 む (見 して) 日が 暮れた ね。 今夜 は 馬鹿に 靜ぢゃ 

久子 え、、 蟲が 鳴いて ゐる樣 です わ。 

泰 月 は 出る かしら？ まあお け。 少し 話さう。 (久子 

寝 1 一の はしに 腰 1^ 下す〕 何だか 斯う 昔 に戾っ た 樣な氣 の 

する 夕暮 だね。 


久子 え > -、 只った 二人 K りで 暮 して ゐた 11 。 此の 病院 

を！^ いた 時 は、 好く かう して 默っ て 向 ひ 合つ てゐ ました 

わね え。 お 互に 胸 一 怀に 輝く； はな 希 m を 持つ て 1 。  • 

ぃモが  vf\ 

泰 此頃は 忙し いので， め々 と 話す 事 も出來 なくな つ たね。 

それに 家の 入 も 多くな つ たし —— 。 

久 子 え V 用事 の 外 は 一日 口 をき かな い 曰 も あり .V  S すね。 

何だかお 互の 心が 離れぐ に 成つ て 行く おな 氣 がします 

わ。 仕 機の 無い 成 行で せう けれど 11。 

泰 ふむ、 どうし て それが —— 。 

久子 (靜 に) 兄さんに は 園 子さん があります。 あの方が 

これまでの 私に 代つ て 下さる でせ うよ。 

泰 (爭 ふ樣 --I) だって園子にはまだぉ前の^：^^は出來な 

、 0 

久子 出來 ますと も！ さして 御覧なさい まし。 f.-^ さへ 

あれば どんな 女で も 私 位な 辜 はして 來 ます。 只 幸福な 人 

に は その 必要が 無い と 云 ふ 丈です" 

泰 さう かしら？ 然し 身 &1K かしらん が 私に はさう は 思 

はれない よ。 ともかくお 前が 居て れ なけ わば 闲る。 

久子 (やろ ぜ 無く) そり ゃァ 何時までも 期う して 一緒に 

置 い て 戴きた いんです けれど 11 0 

泰 —— 。 

久子 (思 ひ 入って〕 兄さん。 
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^ え？ 

久子 (傍へ^^？って〕 私に 暇をド さらない？ 

お 暇 を 1 1 ？ どう 云 ふ 意味 だ。 

久子 この 家 を.：： S して 15 きたいの です。 

^  (驚く) 家 を 出ろ —— ？ さう して どうす るの だ！ 

久子 11 へ でも 歸ら うか と 思 ひ ます。 あれき りお 墓参り も 

しません からね。 

お (S4 ひ？ 迎 へて) あ、、 それ もい、 だら う。 實は私 もさ 

う つ てゐ たと ころ だ。 保 f おが てらに 少し 旅行で もして 

來 たら i とねえ。 

, 人 子 い 、え、. 旅行す るん ぢゃ無 いんです。 私 は 一 人に 成 

つて II へ 行きたい のです。 

一人に 成って E1 へ 行く 11 ？ 

え 、 0 

あの 一 一入 を こ 、 へ： お出した、 不人情な 者 許り 集つ てゐ 

！！ へ？ 

其 M で： W う 一 度 あの 時の？ 一!J に $： と 闘つ て 見た いんで 

お 鬪ふ？ ぢゃ 元の 樣な 生活 をす ると 云 ふの か。 (手 

つて) そり やい かん、 そり ゃァ隨 じて 私の 良心が 11 0 

久子 (押へ て) い、 え、 あんな 事 はしないでも 暮らせる 

と ひます。 あの 時より は ともかく wii を 多く 見て 來ま 


したから ねえ。 

, 泰 ぞれぢ や ァ何か 外の 事 をし て —— V. 

1£ お 

久子 一 人でゃって見ょぅと思ふんです。 ^^負ひ切れ無ぃ 

な赏： 荷 を 背お つてね。 

^ 赏， 荷 を 負って. I (凝つ と 見て や V 鋭く； 入 子ッ。 

久子 ぇッ。 

一一 泰 何故ぉ前はそれ程の事を私に打もwbて„4^、れん。 それ 

程居づ らい 事が あるの なら 何故 さ-つ 云って 5^、 れ ない。 私 

はお； の ため になら どんな 事で もし て やる つ もり だ。 

久子 い、 え、 どうして そんな 事 を 思 ひます もの か。 兄 さ 

ん のして 下さる 事に , J れ許 しも 不平に 思 つ た 事 はあり ま 

せん。 

泰 む气 そんなら あの E1 子 だな。 馬鹿 ッ 何と 思って —I— 

(高く 叫ぷ〕 圃子、 園 子ッ。 

久子 (慌て、 止めて) あれ、 い- -ぇ遠 ひます。 H 子さん 

一一 に關 係はありません。 誰に も 係り 合 ひはありません。 

^ 泰 ぢゃァ 何： 氷 を 出る の だ。 今の 私 はお 前が して 見たい 

一 と 思 ふ 程の * なら、 どんな：.！ しみで もさせる 事が 出来る 

の だ。 何故 この 上に 苦しみ を 求め 樣 とする の だ。 

久子 だ つ て， —— さうな りと もしなければ 私 は 生き 一」 ゐら 

れ ません" - (唇，^. む) 

0 え。 
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久子 (悲しく〕 そり ゃァ ねえ、 私 だって この 卜 一 苦 勞 はし 

たう ございません わ。 女が 一 入で 生きて 行く の は どんな 

に 苦しい か、 知りす ぎる 程 知って ゐ るので す。 けれども 

矢 張 さう しな いで は ゐられ 無 い の です。 生きて 行く 張 合 

が 無 いんです。 兄さん は 立派に お 成ん なさる し 病院 も あ 

ん なに 立派に 建ちました から -—— 。 

泰 まって SK れ。 どうも 腑に 落ち 無い。 私達の 仕事が 完成 

し た んだ か ら 喜ば しいの が 本當ぢ や あるまい か。 一層と 

生き て 行く 張 合が 出來 たと 云 ふ もの ぢ やなから うか。 

久子 だって 兄さん 御自身 はどう？ 

泰 僕が 1 0 

久子 先刻 も 云った でせ う。 何だか 元： M がな く 成った ぢゃ 

ありま せんか！ あの 頃 は どんなに 勞れて いらし つても 

顔ば かり は 琿く樣 に 生 々 として ゐ ましたし、 手足 だつ て 

動か さな い で は 居られ 無 い と 云 つ た 風に 見えた ぢ や あり 

ません か。 それに 今 はどうで せう。 貴方のお 顏には 侮み 

の 色 さへ 見えて ゐ ます。 

泰 え。 悔みの 色が 11 0 

(云 ひさして 口，^ 噤む。 第一 診！^ 室の 方 電話の ぺ 

ルの昔 さ こ ゆ。 間。 やがて 看護 郜の佐 藤が 這 入って 來 

る。) 

佐 藤 お 電話で ございます。 


泰 何處 からだ？ 

佐 藤 小 田 垣さん と 仰 有る 方で、 お n にか、 りたい が、 御 

都合 はどう だら うかと お聞きで ございます。 

泰 小 田 垣と 云 ふと. I .? 

佐 藤 あの、 お 11 の 方から 來 らっしゃった 方 ださう で ござ 

泰 11 の 小 田 垣 —— ぢゃ達 三 君 だら う、 珍しい 入が 來 たね 

え。 

久子 お 逢 ひになります か。 

泰 あ、、 さう 云って 吳れ。 (看護婦 去る。 久 子に〕 お？ M 

も 逢 ふだら うね。 

久子 え \、 (額 1 か 染めて.) 何だか 逢 ひたい？ a にも 思 ひま 

すし、 逢 ひ たく 無い 様な 氣も します。 

泰 だ が 、おは 僕達の 唯一の 同 91 だ つたから ね。 僕達が 

故！. を 立 つ 1^、 ステ ー シ ヨン まで 見 つ て來て S. 力れ たの 

は あの 男 一 人だった。 

久子 (1 ^ぐんて) 確り やれと 仰 有って 下す つたお 言葉が 

今 も 耳に 殘 つて ゐま すわ。 

泰 深切な 男だった な。 今では 縣 の視學 とかに 成って ゐる 

さう だ。 ね、 逢 ふだら うつ 

久子 (躊躇， 0 です けれど 11 。 

(小間使お 君 出 づ。) 
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久ぉ泰 お： 一お お 


久水泰 水 


f 御飯のお 支度が S 來 ました。 おや、 眞 闇です こと！ 

翳  1  戴 をつ けて 3!- れ。 何に 月が すぐ 上る と 思つ てね。 

f  (灯 1^ つけろ) それで あの 御 夕飯 は？ 

すぐ 行く から 始め て K つ て おれ。 

【 久子樣 も。 

, 私 もす ぐ 行きます。 (お 君 去ろ。 山乂ち 上って) あ、、 

すっかり 話しち まひ ましたね。 

0  (止めて.) まあい 气 まだ 話したい 事が 澤山 ある。 

久子 (腰. < ^下して) 先刻のお 話です か。 

泰 それ も あるが ね。 (凝と 兄て) 久 さん、 お前 は 結婚し 

て れ ない？ 

久子 (ハク かれた 様に) .8V. あの 私が I— 。 

お あ \ 私に は 近 顷 お前の 恐し い 影ば かり 見えて ならぬ。 

その 影を见 詰めて ゐ ると (祝 物ん 根 返って〕 何の 喜び も 

無くな つて 化 舞 ふ。 私 は お前 を 幸福 に しなければ なら ぬ 。 

お前が 不宰 であれば お前に 依って 築かれた 私達の 幸福 も 

if の 塔の？ に： 朋れて 了 ふ i 。 

ュ T1 あはせ  k 

久子 (遮って) だ つ て 11 私 は不. ：，；^ ぢゃ あり ませ ん。 幸 

福です。 

^ 然し 私に はさう は 思 はれない。 私 は欝者 だ。 だから 生 

5^的方面から の み；， 1 じすぎ ると 云 ふ 者が あるか も 知れな 

いが、 ともかく 人 問の 不举の lis: はすべ て その 肉 體の缺 


陷カら 來てゐ ると 思 二。 それ は 色々 あるが — (云 ひ 憎 

くさう に) 私 はお ュ g にあの 前 田 の 後 を逍は せ 度くない。 

久子 え、 私が あの 前 田さん の樣に —— f 戰く様 にー：ム ひし 

が、 又 わきら めた 樣 _」) 然し、 こんな 踏み荒された 胸 か 

ら、 .MA へ 對 する？ i か い 愛情が 湧いて 來 ようと は 思 はれ 

ません。 たと ひ 結婚して 吳れる 人が あつたと しても。 

泰 む」。 

こどち  あ i: た 

久子 私に 小兒 が出來 なく 成って ゐる事 は、 贵 方の 方が よ 

く 知ってい らっしゃ います。 私の 體 はこの 上ー感 まれて は 

ゐ ません。 

泰 けれども 若し あの 小 田 垣の-探な .—— 。 

久子 まあ、 (押へ て靜 に) 御 兩親を それん \ に 見， ぶーつ， た 

事、 責郞に 立派に 成って 項いた 事、 その 二つ さへ 孱，^ い 

私に は 惠 まれす ぎて ゐた 幸福でした。 私の 力 は 最ぅ盡 き 

てゐ ます 3 妻と 成り 母と なり 家庭の 主と なる 事 は、 何の 

苦勞 もしな か つ た 幼 い 時代の 夢でした。 

(淚. ^のむ 「- 悲しき 間。 看護婦 水 島 や、 與裔 したる 體 

にて 出. つ。 J 

； 失體 な， I 何と 云 ふ 失體な II あの 先生。 

(僅 Lull^ 擾げ て) どうしました。 

一 だってね、 あの 五號 の， お 者が 11 。 

. え、 また 痛む のです か。 


822 


二 下の 光; 1 


達 ^ 


水 島 い ト疋、 さ うぢ や 無 いんです けれど、 失 蹲な 事 を 申 

します の。 

,ん 子 まあ、 どんな 事 を。 

水 島 (氣 の^さう LL ) あれ は扇屋 のお 玉 だ お 玉 だって 

1 1 幾ら  一 J ちら の 久子？ 掠た と 云 つ て 聞か せ て も 承知し な 

いんで ござ いますよ。 

m  (名狀し雖ふ-^ロ.^-2:^して) む、 それで —— ？ 

水 島 何でも その 扇； 1 と 云 ふの は 好くない 女の 宿 で し 一」 

ね、 あの 男 は そのお 玉と か 云 ふ 女に 隨分 入れ 上げた とか 

云 ふんで. ございま すよ。 

泰 あ、 あの 男が —— (思 はず 久子 1^ 見て) その 女に 久子 

が 似て ゐる —— ば、 馬 as なッ。 

水 fts 全くで ございま すよ。 餘 りな 事 を 申します ので、 最 

う 介抱し て やる の も戲 にな つて 了 ひました。 問 違 へる に 

も 事 を缺 い 一」、 こちら S はの やうな 方と 11 本 當に追 ひ 出 

してやりたい 位で..、 J ざ い 5 すわ 。 

久子 (止めて) ぃ乂 え、 どうぞ そんな 事 はお 思 ひな さら 

ないで 11 (兄ん-慰める 様に) 兄さん、 貴郎 もお 氣 にか 

けなさらないで ，11 ね。 みんな、 ^皆 病氣の 故なん でせ 

う。 人の 見境が なく 成って ゐ るんで す。 瘤の 事大 率に し 

て やりた ぅノ  /さ い ます わ。 

水 島 (感動し VO まあ、 何と 云 ふお やさしい 11 n 


久子 どうぞ。 あ もら へ 行つ て や つ て 下さ い まし 0 

水 島 では 11 。  C 去ろ) 

兄さん。 

泰 久子。 (額， ^見合 はす) 

え 子 私が たった 一 つ 恐れて ゐ たもの が來 ました。 

(テ I. フル の 上に 俯伏す。 看護 佐 藤 下手よ リ 出， つ。) 

藤 小田：^^！がぃらっしゃぃました。 

泰 あ、、 お通し  > 'て れ。 久子、 お前 は どつ する。 

々、子 (弱く ffil つて〕 お nH にか V りますまい。 それに 小ノし 

頭痛が して 來た樣 ですから。 

泰 _ ぢゃァ すぐ 休ん たらよ からう。 あとで 何 かもた せて や 

るから。 

久子 はい。 

(上手へ 去る。 人れ 逮 うて 下手、 ，5 リ小 田坑達 一一；、 ：ffi 藤 

に 內 されて 出づ。 蒈 通の 敎育 家ら し告 官吏。 フ n ッ 

ク n  I ト 0) 

や、 ようこそ。 

一一； 暫く。 

(二人 は 握手 寸 。) 

泰 まあ i^Ii- け 給へ。 入し ぶりだった なァ。 然し あんまり 突 

然 なので、 先刻の 電話 は 誰かと 思った よ。 何時 來 たんだ 
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泰 達泰達 


達： 一！ (云 ひ惯 くさう！.：) 何に、 例の 視. おでね、 一週間ば 

かり 前に 乂 たんだが、 あれ や これ やで つい 來る 1€會 がな 

く つ て ね。 今 曰 や、 つ く 川 事が 片付 いたので やつ て來た 

のさ) 

お さう か。 (少し } ^快ハ 勢し 一： ム つてす ぐ S わ ひかへ して) 然 

し、 よく 來て くれた。 妹 も よろこんで ゐ たよ。 

； 一一 久 子さん も 無 • かい。 

あ、。 今 B は 少し 何た けれど I— 0 

： 一一 風邪で も 引いた のかい。 

少し 痛が する と 云 つ てゐ たが 1 -。  へ な い で殘念 

がって ゐ るよ。 

達 三 さう か" しかし、 何し ろ ひわ も 大成功 だね。 他 II か ら 

來 て これ 丈け に 仕上げる の は 並大抵 ぢ やな いからね。 僕 

も それ をき いて 自： J:? の^の ぽ によろ こんた のさ。 町の 人 

も大 もし @ 敬 もして ゐる やう だ。 全く 大成功 だ。 

それに あの 事で もき か してやつ たら、 どんなに 驚 嘆 する 

だら う。 

泰 あ、 ひ 7( 恐れろ はに) 町の 人 は 妹の 事 なぞ は 何にも 知 

らな いんだから 一 一 。 

途三 だって す 必要の 無い 立派な 核牲 的の 行爲ぢ や 無い 

力 0 

^ 成る sir おは さ、 つ 思って れる かしらな いが、 世 問 は 一 


さつで な いからね。 そ のた め に 僕達 は 生れた 0 に 居る 事 

が出來 なか つ た の だ 。 それに 今 だ つ て 11 。 

三 矢 張 過去の 幽 靈に惱 まされて ゐる のかい。 

ぁ气 こ、 は潜更 敵が 多い からね， - 

H 然し、 そんな 事 は 何んでも な いぢ やない か" 本當の 

腕前 さ へ あれば 11 C 

さう だ、 君の 漾に 階段 を 上る樣 にして 順調に 社會 へ 出 

た 者の ほに はさう 見える だら うが、 僕の 樣に險 し い 道 を 

^つて 來た 者に は、 他の 人の 持つ 事の 出来ない 勇〕 M も あ 

るが、 同時に 他の 人が 覺 えないで すむ 恐怖 も 感じる。 卑 

にもなる。 g 病に もなる —— (It ん、 ひそめて) とも か 

く、 僕 はどうで もい. 1 が、 妹の 幸福の ために 何事 も 云 は 

ないで ゐて やって 2K れ IS へ。 

： 一一 それや ァ 別に 云 ひふら す 必要 もない が 11 。 それで 

何 かい、 久 子さん はどうして ゐ るんだ い C 何た か is だ 

と 云った ぢ やない か-】 

何に、 大した +ゅ は：？ るまい が 11 。 

三 平常 は 君 の V,  its をし てゐ るの か。 

あ \ 妹 だ が感 M する 言葉が 無 い 53 よくして 吳れ るよ。 

三 だが、 何時まで さう しても ffi かれまい e 何とかし な 

くち ゃァ  。 

泰 いや、 それに 就て は 絶えず 頭 をいた めて ゐ るが —i あ 
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泰達  泰 達 泰達泰 


れの體 が 想.， 像 以上に 傷つ けられて ゐ るんで ね。 僕 は 妹 を 一 

救 ふ 事が 出來 ない 樣な氣 がして 来た。 この頃 は 頻りに 過 一 

去が 悔 まれて ならない C  一 

達 三 ふむ、 どう 云ふ譯 で： 

泰 つまり 兩 親の 世話 も 自分の 費 も、 一切 妹の SJf ぃ體 ， 

に 引 負 はせ て來た 事が、 正しい 事で あつたか どうか と 

ね。 —— 勿論 その 時 は 妹 もさう 思って ゐ たらう し、 僕 も 

亦 その 竊牲が やがて 何千 人 を 救 ふ 源と なると 信 じ て ゐ 一 

た。 正しい 道と も 思って ゐた。 又 立派に つぐなうて 行く 一 

日が 來る とも 固く 信じて ゐ た。  一 

達 三 む、 e_  一 

泰 それが どう だら 、「に 僕. は 今日まで 何千と 云 ふ 人 を 救 j 

つ た。 けれども、 た つた 一人の 妹の 靈を救 ふ 事 は 出来な 一 

いんだ C 僕 はどうしても 過って ゐた 樣な氣 がする。 81 

が あまりに 尊す ぎた 樣な氣 がする。 兩 親に あんな 悲慘な _ 

死に 方 を させないでも、 妹の 生命 を 亡さないでも、 人間 一 

として 生きて 行く 道が 無かった と は 決して 云 はれな い。 - 

僕に は どんな 勞働 にも 堪 へ 得られる 立派な |& 格が あつ た 

の だ" — 僕 は あやまって ゐた。 仁術 等と 云 ふ 言葉の 緩 

で目隱 して、 僕 は ほ 分 一 人の 欲望の ために 生き 樣 として 

ゐ たの だ 11 。 

達 三 (慰めろ 樣に) 然し、 十分に 生活の 保證 もし、 又 結 


婚で もさしたら —— 0 

泰 君に は それが 出来る 事と 思 ふか" 1. 實は僕 も 先刻 自 

分で さう 慫め て 見たん だが、 あれの 前身 を 知 つ て ゐるも 

ので、 誰が 妻に 持って 吳れる ものが あらう。 

達 三 さ-.^ ぢゃ 無い。 それ は餘 りに 僻み 過ぎる。 世の中に 

はさう/ \ 盲目ば かり はゐ ない。 眞に 人間の 魂 を！ 1!^ る 事 

の 出来る 者 も あるよ。 

(狂喜して〕 む、 そ、 さう 信じて 吳れ るか。 

一一 一 勿論 だ とも！ 

世間が 何と 云っても？ 

三 世間 は 世 問 さ" どうと も 云 はして おけば い、 ぢゃ無 

、力 

(手， 取って) 有難う。 有難う。 よく 云って sn^ れた。 

妹が それ を 聞 い たら どんなに よろ こぶ だら う。 赏 はね 君、 

妹 はね 11 。 

三 ふむ、 何う した —— ？ 

、、や、 僕 も？ 把えず 希うて ゐ たんだが 11 SI それ 

で 彼女 は $ ^はれる よ。 僕 も I 。 

達 三 む k 11 0 

奉 ね、 どうぞ さう してやって 吳れ。 支度 は どんなに でも 

する。 

達 三 え？ いや —— |!^は、 實 はもう —— 0 
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^ ぇッ、 どう — V. 

S 結婚した よ。 

^ 君が ッ。 然として) もっとも 知らなかった。 君 は 

^し 位 ® が 向上し なければ さう しな い と 云 つ て ゐた 

ぢゃァ ないか。 

逮； 11 (曖^に) む、、 しかし 何かと 不便で ね。 それに 誤 

解され る 事 も 多い し。 

^  (がっかりして) さう か。 ちっとも 知らなかった) 僕 

はおに 妹 を 救つ て K はう と 思つ てゐ た。 

逮： 一; (ギヨ- ソ として) む、 —— 」 

あれ か li  5? が  一 

^ 妹も幽 にさ、 つ 希うて ゐ たらしかった。 しかし、 君が さ 一 

うした と 云へば 11 。  一 

途！ 一一  いや、 僕 も資は 11 その 11 實際久 子さん に は 同情 一 

して ゐ るんだ が —— 。 

^ む、 11 。 

(長 、問。) 

迷； 二  (昨. 叶.^ 出して) いや、 隨分 長く ゐた • "もう 一ヶ所 

行つ て來 る. r が あるから。 11 £ つ ) 失敬しょう。 

お (；； - さ め もせず ：>  さ-つか、 一緒に 夕飯で も 食 はう と 

思って ゐ たんだが 11 。 

有難う" まあ 今 K 來る 時まで 預けて おかう。 

(下手へ 去る。 见 送って 出. つ。 舞 く 空虚。 やが 


て h 手 i リ久子 出づ、 赏 素なる 餘 所行の 和服に 着換へ 

て 手提. ^持つ。 泰 歸リ來 る。) 

泰 あ、 久 さん、 何處 かへ 出かける のかい。 

久子 え、、 今から 國へ 行かう と 思 ひます。 まだ 終列車に 

は 間に合 ふでせ うから。 

泰 (1. く樣 に〕 む、、 どうしても 行く のか。 然し それに 

し て も 今夜の 今夜と は あんまり 急ぢ やない か。 

久子 え、、 私 もこん なに 急に 行かう と は 思って ゐ なかつ 

たのです が、 色々 な 事情が 一時 も 早く 行かなければ なら 

ない 樣に 迫って 来ました。 

泰 だって あと 三日 だ。 せめて あの 開院 式の 日まで 居て 1 

緒に 祝って 立って 吳れ。 

久子 い、 え、 駄目です。 私が ゐては 其 式 だ つ て 無意味に 

あ V,, た 

なります。 一 時間 長く こ & にゐれ ば、 一 時間 だけ 賫郞の 

ために 惡 いのです。 

泰 そんな 事が ある もの か、 そんな 事が —— 。 

久子 落着いて T さい まし。 私 も 落つ ける 丈け 落着きます 

さつ 4 

から。 11 私 はね、 先刻 裏 所へ 參 ります と、 下女 等が 私 

の fl. をし て ゐる の を 開きました。 

泰 む ^、(坤 く 様に) 何ん と 云って ゐた？ 

久子 私の 過去 を 責めて ゐ るので す。 そして あの 五 號の患 

者 だ つ て. I い、 え、 私は些 つと も覺 えて ゐな いんです 
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けれど —— 。 

翁 、つむ、 彼 か。 よし、 追 出して 了 ふ —— つて ゆか 

う とづる) 

久子 ( .i- めズ〕 駄 ：：！： です。 追 ひ 出し たって 私の 過去が 美 

しくよ， なりません。 

泰 だが 11 ぁ气 外での 嘩は小 田 垣が 来て 喋つ たんだな。 一 

あの 僞 者が 11 。 

久子 (押 へて) 靜 にして 下さい。 人 は 恨みますまい。 兎 

に 角 私が 身 を 引き さ へ すれば い k ん です。 私さ へ ゐ なけ 

れば は.. Ml 然に 消える でせ う。  一 

泰 然し 私 は - 〕 の ヒ お前 一 人に Mr 勞 させ て 、 自分ば かり 幸 

福で ゐ ようと は 思 はん" よし、 何とで も 云へ。 私 はお 前 

と  一 ^に 亡びよう。  一 

久子 (叫ぶ」 何 を 仰お るんで す。 今更 そんな —— 私の これ 一 

ユー - で の 苦勞を 悉^^；：-無 にして 仕舞 はう とな さるんで すか！ 

泰. だが 僕. は 過って ゐた。 この 生活 を棄 てる。 

久子 棄 てた とて 私の 體は 元へ は 戻りません。 

泰 む \ 

久子 兄さん、 私 は * 郞に 悔い を 與へ樣 とする ので はあり 

ません。 私 は 31^ う 何もかも あきらめて ゐ るので す。 けれ 

ども、 あの 病室 丈け は 人手 に 渡した う. V  /さ いません。 

泰 (急告 込ん て〕 だから 11 何故 こ k から 出て 行く と 云 


ュ グ /? 

久子 それ は 先刻 云った 樣に、 私 ほ 身の 生きて 行く 道 を：^ 

付ける ためです。 —— 私は自 の ものと して 何 一 つ 持つ 

てゐ ません。 何に SI る もの もありません。 この {4! 虚 にな 

つ た 胸から 湧い て來る もの は 冷た い 涙ば かりです。 

泰 ぁ气 

久子 わ、 行かせて 下さい まし。 —— 自分で 自分の 體を思 

ふま k にす る * の 出来な か つ た 境遇に ゐて も、 私 は 何 か 

しら 昔に は 希望 を 持って ゐ ました。 男と 云 ふ 男に らず 

虐げられた 時に 流した 淚 でも、 今の 樣に 悲しい 色ば かり 

は帶 びて： いませんでした。 こ、 へ來 てから も？ S しい 岡 ひ 

に勞れ くて 倒れ 込んだ 床の 中で も、 私 は 何 かしら 確り 

とした 物を摑 んでゐ ました。 

泰 判った。 判った。 それでお 前が 苦しみの 中に 新しい 生 

活を 見つけ！ 樣と云 ふ 心 は 判った。 しかし、 これから は 何 

を， i 的に 生きて 行く の だ？ 

久子 それ は 判りません。 

泰 判らない —— ？ 

久子 いえ、 その 中に 何 か 見つかる でせ う。 若しかすると 

見つから 無い かも 知れません。 けれども 私に は 其 苦しみ 

乍ら も樂 しか つ た 昔が 懐し い の です。 苦しんで ゐれば 何 

か 知ら 慰められる ものが ある 機な 氣 がする のです。 ねえ 
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行かせて 下さい。 

0 あ k。 

(答な し。 久子も 流：，； -に 去り， 漉れ て慙く 立 ち 盡 す。 

s^。 上手 i リ松 代と 光子と が 急ぶ、 足 LL 出て 來リ いと は 

しげ に 二人，^ 见乂 無言の ま- -に 下手 へ 去ろ。 すぐ 後 rs 

リ 「阿 母さん」 と 呼びかけて 園 子が 定リ 出て 何 か 表 LL 

て 云ひ爭 ふ。 やがて K け 入って 翁と K 人に 縫る。) 

あ； J た 

^ どうした？ 

ra 子 母が 11 m が 私を迎 れて歸 ると 云 ひます。 

^ え、 お前 を 11 ？ 

子 お 二人のお 話 を 殘らず 伺った のです。 

久子 (詰 寄ろ) え、 それで —— 費 女 は歸 るつ もりな ので 

力 

Ira 子 まあ、 (见 上げて) 情けない。 たと ひ 誰が 何と 云つ 

て も、 私に はこ、 より 外に 21 る 家はありません。 

5*- さ .1 

久子 ぢゃ、 こんな 私で も 矢 張 姉妹 だと 思って 下さる の。 

久子 あんな 錢れた 過去 を もって ゐて も？ 

^ 子 久 子さん、 (キクと) 私 は 妹の 樣な 女で はあり ませ 

ん。 

ち . -.11 

久子 へ. a つて) 有雕 つ。 私 を じて 下す つたの は $：! 女と 


！ 兄さんと たった 二人ぎ りでした。 私、 死、 死んでも 忘れ 

一 はしません。 

一 園 子 あ、。 (やうく 額.^ 擡げて) しかし、 母 等が やか 

ましく 申します と、 自然 町の 噂に も 上る だら うと 思 ひま 

すと 11 。 

ま それにつ け 込んで 甲 E, や 橋 本 は 色々 な 事 を 云 ひふら す 

一 だら う。 (窓 1^ 見て) 折角 ぁ& して 立派に 出來 上った 病 

一 室 も、 塵に まみれて 了 ふだら う。 

一 久子 (遮って 決然と) い、 え、 そんな 事が ある もんです 

か。 どうな りと 螺 する 者に はさして 置けば い ん です。 

やが て 其 尊 をす る 事 も 出来な いまでに 叩， *v 遣し て 仕舞 へ 

ばい、 ん です。 兄さん。 私 はもう 何 處へも 行きません。 

ね、 もう 一度 鬪 ひませ う。 今度 は 味方が 三人です。 

一 m む K。 

一 久子 (電燈 消す。 外 は 月光が さや. A に 流れて 病室が ク 

、ソ*リと0^んて來る。 指さして) 二人の 血と 汗と で 築き 

上げた あの 病舍 はび くと もして 居ません。 あの クッキ リ 

と 澄んだ 大空 を 自分の もの、 やうに 奪つ て 聳え て 居 ま 

す。 今に 三人の 力で あの 病室へ 入り切れな いまでの 患者 

を 入れて 見せる のです。 月が 私達の 行く手に 輝いて ゐま 

一 す。 燃えて ゐ ます！ 

一 二人 あ、。 
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見合 はす。 月光い i  く 冴えた リ。) 

. I 慕 — 


(一一 一人 等しく 月光，^ 仰ぐ。 看護婦 水 島 出. つ。) 

水 島 あの、 (云ひさして入々の様子1^?=-て) お 邪魔で ご 

ざ いました かしら。 

久子 い X え、 關 ひません。 何 か 御用です か。 

水 島 はい。 あの 五號の 患者が 11 。 

泰 どうかし ました？ 

ほっさ 

久子 又 作で もしました か。 

水 島 いえ、 貴女に 是非 來て 戴きたい と 申して ゐ ます。 何 

だか 譫言の 樣に 11 。 もう 長く はない 樣 でございます。 

久子 さう です か。 すぐ 行き ま 十、 扇屋 のお 玉が 逢 ひに 行 

くと 云って 下さい。 

„ 貴女が ッ。 . 

(押へ て) どうぞ。 (水 島 去ろ) 

久子、 何故お 前 は あんな 事 を 云 ふんだ。 

- だってもう 隱す 必要が なくなった のです。 私達の 步 

んで來 た 道 は 間違って は 居ません。 私達 は 正 しいんで 

す！ 私達 は 何千と 云 ふ 人 を 恐し い 死から 救って 来たの 

です！ 

二人 あ、。 

久子 兄さん、 あの 新築の 病室に は、 誰よりも 先に あの 五 

號の 患者 を 入れ て やって 下さい。 

(と 立 上って 靜に 下手へ 去ろ。 二人 は默 然として 額，^ 
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5g 常よ 小 友 
右 

二 し 

衞 

藏郞 の^ 門 


江に 臨めろ 花屋の 下座 敷。 

平 舞 lis にて 室.； V 上手 i リゃ、 斜に 見た ろ體。 正面 奥淺 

く 上手 二り の 柱，^ 中心として 下手へ 斜めに 堀江の 上に 

張り出した る 心に て^かけ 窓、 欐干 付。 其 向 ふ は 堀江 

, か 隔てた る 家々、 雨に 煙リ 見 ゆ。 窓と 並ん て 下手 は 

栗色の 壁、 更に 下手へ 出入の 障子、 壁の 前に は 茶棚、 

火 鉢 等 * ^匿き その 前，^  ニ敎 折の 小屛風 に て圍 ふ。 

柱 i リ 上手 は 同じく 窓。 半ば 障子，^ 閉 てた リ。 績 いて 

出入の 搶襖。 その外 は 二階への 梯子段の 上 リロの 心。 

襖の 前に 邪 に 成ら W 樣に 黄八丈の 座 蒲 圑.^ 镜む。 其 

他 一 ^！；卞 盆， ケ片 i せた リ。 

黃 t5» 時。 

ir た 灯 入れ 2 室內は ほの 暗く 只 窓の 外の み 灰色に 明ろ 

く 雨靜に 綾く。 梶虽の 遊女 小梶 (二十 二) 窓に 依って 物 

思 はし 氣 LL 外.^ 眺む。 や、 县き 問。 堀江ん、 通 ふ 捲の 音 折 

々閗 ゆ。 やがて 下手 i リ妹 女^ r* しの (十九 歳〕 出づ。 

しの (眩く) 暗い こと 11 。淵の 底に 居る 樣な 11 0 

(小 梶.^ 見て) お. - 姑さん。 

小梶 (向 ふへ 向いた ま，^) よしの さんか。 

よ しの (そばへ 寄って) どうし なんした。 魂の 拔 けた 人 

形の樣 に 何 を 見て 居て ぢゃ。 

小梶 雨 11 。 兩 で ござんす。 


メ 


物 

iliK 祭 丸 後に 小梶 丸の 荷主 

梶 抱 遊女 

その 妹 女^ 

小捉の 情夫 

eK 榮 丸の 船頭 

平  六 同梶取 

ぉ兵衞 梶屋の 亭主 

お  峰 花屋の 內薛 

他に、 禿、 仲居、 若い者、 船. 頭 等 

時 

天明の a- 

虚 

大阪 堀江の 1^ 

C 1 ) 
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r* しの え。 

小梶 (一人 言の 様に) あの 灰色の 雲 は 何時に なったら 晴 

れ るの やら 11 。 私の 一生 を 押し 包んで しま ふ 暗い 影と 

なる ので は あるまい か。 

： しの ほんに、 春雨なら 手に 受けて 紅 をと かう もの。 斯 

ぅ繁ぅ 降つ て は 何の 風情が あらう。 心の底まで 腐って 仕 

舞 ふ樣ぢ や。 棺雨 時の 習と あきらめて は 居れ ど、 つい 愚 

痴も 出ます るな あ。 

小梶 しかし、 其 愚 擬も恨 も 言うて 居られる 間が 花 かも 知 

れぬ。 やがて 泣く 事 さへ も 出來ぬ 身と なる であらう。 

-ん しの え。 (凝つ と 見て すがる) 姑さん 短氣を 起して 下 

さんすな。 

小梶 え、 — 。 

r* しの 親方さん にもよ うれ 粉んで 置きました。 常さん にも 

文 を 出しました。 今日に 迫 つ て も その £ ^まで は こ つ ちの 

體、 仕樣が 盡 きたと 言 ふで は ござんすまい。 あとの 歎き 

に 成らぬ 樣に、 片時の 命 を 惜んで 下さん せ。 

小梶 (靜に 手,^ 拂 うて) よう 言 5 て 下さん した。 嬉しう 

ござんす。 したが 其 案じ は棄 て、 下され。 私 は 一人で は 

死なれぬ 身ぢ や。 

r< しの お.^。 

小梶 浮 草に も 根 は ある。 流の 戀 にも 誠 は ある。 只 それ 故 


に 何時までも、 物言 はぬ 日が 綾く と 思 ふと、 他へ 受 出さ 

れ るの は 厭で ござんす。 察して 下され。 

r* しの あ > -。 

(泣く。 上手 i リ畏榮 丸の 荷主、 友 右衛門 (三十 歳、 

！ 3- 濶 なる 姿) 出づ。 同時に 下手 i リ仲 nJs 灯. 持ちて 出 

一 づ。) 

犮 右 (立った ま- 0 小梶 11 。 

小梶 (物 m く) 主さん か。 

友 右 C ほ 愈々 今 1 せ出發 ことに 定めた。 

小梶 え。 

友 右 荷物 も 大方 積み 入れた。 遊びに も 倦いた。 和 女 さへ 

til れて 行けば 此の 廊に ffl はない のぢ や。 

よしの 船 を 出す ので ござんす か。 

友 右 む气 

よしの でも、 この g,. 化 縫き に 若しもの 事が あったら どう 

しなさん す。 

友 右 と言うて、 梅雨の 晴れる まで 待っても 居られまい。 

(镜み 重れた ゆ ^ 圑の 上に 腰， <j- 下して) 逆風に も 帆 を かけ 

て 走る のが 舟乘の 習慣 ぢゃ。 一筋に 押し進めば 波 も 風 も 

人の 心に 從ふ もの ぢゃ。 

小梶 そんなら 其 船で 私 を 速れ て 行きな さんす か。 

友 右 む气 月の 無い 海 も 和 女が 行けば igN- かも 知れぬ。 


丸 r に j、 
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(：l:-ij 第 一 一 の 灯，^ i!S ちて 出. つ〕 亭主に もよう 談合 させ て 

おいた。 和 女 も 何 かの ffl® を するがよい 0 

小柅 (そむけて〕 厭で ござんす。 晴れた 曰に さへ 板 一枚 

の は 地：^ と 言 ふ 海の - へ 、 誰が 今 曰の 樣な B に 行く 者 

がご.. さんせ う。 

友. 右 そんなら 晴れる まで 待てば 行く のか。 

小捉 (ハ？ 'として) いえく 行き ませぬ。 { 今 は 晴れても 

此の 心 はつい 晴れ ませぬ。 

お 右 し、 何 e- かその 心の 暗れ る 日 も —— 。 

小柅 (やる ぜ 無く) 來る雍 やら 來ぬ事 やら I 。(外.^ 見 

て) 兩が订 影に 映って 居ります る。 冷たい 色ぢ や。 

(ss^ お ぼ (コ 一十 设餘リ ) 出 づ。) 

S 梶 m の 親方が 見えました。 (四方，^ 見て〕 これ はま 

あ、 二人とも 其 處にゐ ながら、 座敷 もこ しらへ ずに どう 

した 雄ぢ や。 

(sis ん 、作る。 上手 .，< リ柅取 平 六 (四十 歲餘リ ：>  出 づ。) 

平 六 (や、 G?^ はず まぜて) 親方 こ、 にか。 倚 は 何時も 

の  一 一^ かと 思うて をり ました。 

友 右 何、 別に どう 言 ふ 事 は 無しに. 下へ 來た のぢ や。 そし 

て あの 話 はどう 成った。 

平 六 さ、 それにつ いての 話。 一 且は 三百 兩と 手を拍 つて 

© き 乍ら、 いざと 成って 金 を 渡さう とすれば、 小 Sf は 家 


の 金箱 故、 倍の 六百兩 でも 厭ぢ やと 一 。 

友 右 む \ 

平 六 廓 者と は 言 ひながら、 あんまり 足 許に つけ 込み 過ぎ 

ると、 つい K も 立った なれ ど、 一存に も 行かぬ 事故、 儀 

兵 衞奴を 連れて 戻りました。 

友 右 (ほ 寄せろ) はてな、 儀 兵衞は 名代の 男と 開いて 

ゐ たが、 其 言 ひ 分 は腑に 落ちぬ 喃。 

(打ち 案ず。 下手 r* リ梶屋 の 亭主、 儀兵衞 (五十 歳 位) 

出 づ。) 

儀 兵 はい、 はい。 儀兵衞 奴で ござります。 相變ら ずの 長 

兩こ ま  0 

友 右 (さへ ざって) 其 挨拶 は 後でき かう。 何故 三百 雨の 

約束 を 變換し て 小梶を 身請け させぬ のぢ や。 

儀 兵 さあ、 それ は 11 .) ( 凝つ と 小梶， ^見て) 最前 も あ 

なた に 申 上げた 様に、 何分 小梶は 手前 共の 金箱で ござり 

ます 故 —— 。 

友 右 どうあって も ijaii は斷 ると 言 ふの か。 

儀 兵 いや、 たって さう とも 申し ませぬ が、 まあ、 さう と 

云うても よ い ほど 金が —— 。 

友 右 (引取って) 金なら 出さう。 何程 ぢゃ。 

儘 兵 さあ、 (考 へて) さう で ござります。 昔、 仙臺樣 は 

高 尾 の 身 請 をな される 時、 太夫の 身の 雷 量 だけ の 黄金 を 


832 


丸捤小 


友 小 友 小 友 m 小 儀 
右 捉右捉 右 兵梶 兵 


積まれた と 云 ふ 事 なれ ど、 も 末 なれば 人 も 昔で は ノ  J ざ 

りますまい。 まあ 思 ひ 切って、 二 千兩。 

平 六 (驚く)  二 千兩。 (膝.^ 進. S て) おい、 い、 加減に 

してお け。 今の 世に 女郎 一 人が 一 一千 兩た ぁ餘り 業が すぎ 

らぁ。 

镞兵 高い と 仰 有れば それまで〕 又のお 客が 有る まで 店に 

置く 分の 事で ござります。 

小梶 親方さん。 (思 はず 伏し 拜む) 

友 右 (靜 に それ.^ 見て) 宜 からう。 二 千 雨、 如何にも 承 

知した。 

皆々 え >1 ッ。. 

友 右 平 六、 氣 の毒ぢ やが 船まで 一 走り 行って 來て 吳れ。 

(語 氣， かおめ て) 然し S^JK の 御 亭主。 

骸兵 (烕腿 された 樣 に) へ、 へい。 

友 右 三百 雨の 變換 は、 男の 此の 友 右 衞門云 ひ 分 も あるが 

それ は 云 はぬ。 然し 二 千 雨、 その 目の前に 積んだ 時、 否 

應は 有るまい な。 

餞 兵 (幾分 か輕 蔑した 様に) へいく。 その 時 は 二言と 

申し ませぬ。 若し 間違うたら 、斬り 榮ぇ もし ます ま い が 、 

一 J の 首な り と 胴な り と —— 。 

友 右 よし、 確と 約 鬼した。 平 六 駕籠で 急いで 吳れ。 

平 六 それでも 二 千 兩と云 や あ 11 。 


友 右 まあい &。 俺の 事 は 俺の 思 ふ 通りに さして siK れ。 內 

一 儘、 駕籠 を 云うて やって 吳れ。 

j  S かしこまりました。 (去る) 

平 六 それ ぢゃァ 行って 來 ようか。 

友 右 御苦勞 だな。 

(平 六 上手へ 去ろ。) 

では 私 も—。 

親方さん。 

(制して) 御免な され ませ。 

(下手へ 去る。 間。 遠く 二 リ E 、の萆 き、、 ゆ。) 

(やがて 重く) 小捉 11 。 

あい。 

今の 亭主の 言 薬 を 何と ii いた。 

え —— 。 

一 一千 雨と 言 ひ 出した 時には、 人 を 卑しめた 色が での 

頰に 浮んで ゐ たな。 然し (力， か 込めて、 そして 嘲笑 ふ樣 

.b  二 千兩は 愚か 三千 兩五 千兩、 和 女の 爲 めに は し 

て來 た、 この 友 右 衞門を 何と 見た のか。 


友 右 又、これから先も身の廻り金銀に不&1由はさせまぃ。 

長榮丸の荷主は北^I筋の船_1り仲間でも、 少し は 人に 知 

られて 居る。 


丸？ M、 


R33 


小柅  。 

友お 然し。 (E わ ひ WLi 沈ん て) それ もこ 上 一三 年の 事ぢ 

や。 初めて この .Is へ 來て和 女 を 見知った 時 は、 俺 も 見る 

影 も 無い 男であった。  ， 

しの (a^ つて) 私 は あの I 。 

友 右 何處へ 行く のぢ や。 

r* しの でも M ぢ ややら。 

友 右 (微 $;<ん て) かれぬ 話で は 無い。 云 ふ 折りが 無い 

ま 乂に 今まで 云 はずに ゐた黄 話し ぢゃ。 

r* しの あ >-。 

(元へ や-る。 ^く  i リ IS に 三味線の }|S きこ ゆ。) 

友 右 (目.^ つて) T 度 五 年 前の 卷ぢゃ 。故郷の 越 後路 

は やうく $1: が 消え 初め た 頃で あ つたが、 この 浪花に は 

櫻が 〔か、 いて ゐた。 荷 上げ を 仕舞うた 俺 は、 初めて 見る 町 

の "赈 やか さに 小 供の ほに 心 を 躍らせながら、 醉 うて ゆく 

人々 の 跡 を あてど もな しに 迫うて 歩いた。 その 中 一 孱明 

るい 町へ 出た。 ^し い 女が 模様の 樣に 並んで 來る のが 見 

えた。 何處ぢゃと^3の者に1?^;?たら、 その a- は；！ f 江の 廓 

ぢ やと 云うた。 



せ 右 (や V 急く は に) その」 仪俺は 初めて 和 女 を 見た。 袖 

乞の 3g に 家々 の 門に 立って 和 女の 家と 名と を 訊ねた。 け 


れ ども 和 女 を 呼ぶ 程の 金 は 懐に 無かった。 生れて 初めて 

知った 心の 淋し さ を 胸に 抱いて、 一 人 親船に 戾 つた 時 は、 

春と は 云 へ ど 更けて は 川風が 身に g みた。 俺 は 和 女 を 恨 

みたい 樣な 心地が した。 

小梶 (爭 ふ樣 に) どうして それが 11 。 私しに は 見 も 知 

らぬ 客で さ へ も 無 か つ た 主さん、 恨まれる 理由 は ござん 

せぬ。 

友. 右 (押へ て) まあい X、 それ は 俺の 愚痴 ぢゃ。 (女中 

鎏 の 物 跳 子等.^ 持ちて 出づ。 杯.^ 取って) 愚痴 ぢゃ。 愚 

痴ぢ やが 俺 は 泣いた。 それが 男 かと 思うた。 生れて 初め 

て戀し い と 思うた 女に、 物 云 ひかけ る 事 さ へ 出来ぬ 身の 

腑甲斐な さに 此の世が 粲 てたかった。 (女中 去る) 一分 

の 金に さへ 事缺く 身が 味氣 なかった。 果て は 人目の 無い 

折 を 見て、 親方の 金箱に 手 を 人れ ようと までした。 その 

時 ほど 金が 尊い と 思うた 時 は 無 か つ た， - 

小柅 待って 下さん せ。， なるほど 金 は 尊から う。 私 は 金 故 

に 苦界の 勤め、 思 はぬ 人の 前へ も 出る。 したが その 金 故 

に 心まで は賣り はせ ぬ。 

友 右 俺 も 金で 和 女の 心 を 買 はう と は 云 はぬ。 然し、 その 

金 を 作る 迄の、 心と 體の 苦る しみ は 和 女の 誠 を 受ける 事 

が 出来る かも 知れぬ。 (大杯に 酒ん、 注いて) 晝も 夢を見 

乍ら こ \ を 去 つ た 俺 は 、 最ぅ 一 度 和 女 を 見た ぃ爲 め、 骨 
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身の 離れる まで 働き 續 けた。 和 女 を 自分の ものにする 爲 

めに は どの 機な 艱難に も堪 へて 行かう と 思 ひ 詰めた。 

二人  。 

友 右 北の 國の 海の 冬の 物凄 さは、 云うた とて わかる ま い 。 

打ち上げる 波の しぶきに 船板 は 殘らず 氷と なる。 それに 

思 はず 足 を 取られて 波間へ 落ちた 時、 命の 曳き網に^つ 

て 俺 は 和 女の 名 を 呼んだ。 

二人  。 

友 右 (杯.^ 干して しの L1 さす 0  i しのい なむ。 杯..^ 落 

す) 又 ある 夏に は 暴風に 吹き捲られて 人の 居ぬ 離れ 小島 

へ 漂 ひ 着いた 時 もあった。 失望と 凯 とに 餘の 者は朽 木の 

すがた 

樣に 倒れて 死んだ。 然し 俺 は 和 女の 姿 を 思 ひ 出して それ 

に § て 生きて 歸る 事が 出來 た。 飢勞れ た にも 和 女 を 

思うた 時 血が 漲った。 力が！ g いた。 

二人  ：.。 

友 右 (小梶 の 手.^ 取って) それ は浪 風との 戰ぢ や。 人の 

中へ 出て は 罵られた。 あたら 男の 生面 を 踏まれ もした。 

蹴られ も し た 。 けれども 和 女 を 思 ふ 心 の 芽 生 丈け は 兩手 

で 確と かばうて 來た。 折られ もくじ かれ もせなん だ。 (情 

に 激して 来て 確と 女.^ 抱く) 小梶、 もう 何も 云 はぬ。 俺 

は 身 も 心 もお 前に やる。 どこまでも、 どこまでも 一緒に 

行かう と喑れ やかに 云うて くれ。 


小柅 (靜に 手.^ 解いて) 嬉しう 御 ij んす。 數 ならぬ 身 を 

それ 程までに 思うて 下さん した 志 は 一 生 忘れますまい。 

なれ ども 私に は 他に ふ 人が ござんす 故 11 。 

友 右 (引取って) それ も 聞いて ゐる。 然し その 男の 思 ひ 

と 此の 友右衞 門の 心と が 一 つに ならう か。 

小梶 (ム SS- として) ホ、 こり や 面白い。 戀の雷 荷 を 量る 

器 をお 前 は 持って ゐて か。 心の 誠が 一 つなら、 お前が 思 

うて 下さん した 丈け は あの人 も 思うて ぢゃ。 お前が 私の 

爲に千 萬兩の 黄金 を 積んで 下さん すり や、 その 人 は 私の 

爲に 死んで 下さん せう" 

友 右 む&。 

小梶 (猶も 嘲ろ 樣！. L) 北の 國 では、 それ 程の 心中 立 は 珍 

しい の 種に も殘 るで あらう が、 こト！ 'では 日毎 夜毎、 

戀に 死ぬ は 廓の 女の 常で，.、 /さんす。 

r* しの (はらく して) これ： M さん。 

小梶 (大杯 vJ- わ ふって〕 お前の 苦勞 はお 前の 勝手、 それ 

を 恩に 着せられて 妾の 身が 何う 立た う。 ぁ气 氣 うとい 

こと。 

(不 52； て とんと 腰. 下る す。 上手 i リ長榮 丸の 船頭 榮 

藏 (二十 七 八 歳) 拽 *^ 蹴散らして 出て ィキナ リ小梶 1^ 

突 さ 倒す。) 

小梶 あれ、 お前 は榮藏 さん、 どうして 私 を。 


丸お 小 
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^  iJ.^  ：ノぇ 


しゃ ァ こっちの もの。 燒 いて 食 はう と 煮て 食 はう と 勝手 

•■*  一  0 

小梶 (引 c 巾る 樣 LL) ォホ 、 、 、鯉 や 鮒 ぢゃァ あるまい し、 

煮て 食. ふに は、 この 小 g に は チッと 骨が ござんせ う。 

S おのれ、 其 口 をッ。 

(父 打つ V 、か、 る。 內 儀お 峰定リ 出 づ。) 

お 峰 あこれ 何事 ぞ。 榮藏 さん、 食べす ごしての 惡 あがき 

は兑 ともなう ござんす。 小梶 さん も 大人 氣 ない。 (r< し 

のに) お前に は 表に 逢 ひ 度い と 云 ふ 人が ある ぞゃ。 

： しの え、 私に。 

お 峰 (目て 知らせて) さ、 早 やう。 (i しの 去る〕 友 右 

衞樣、 どうした 事で ござんす。 

友 右 (靜 LL) 何でもない。 俺が 小捤を 身受けす ると 云う 

たら、 無情ない 女 を 思 ふの は 馬鹿 ぢ やと 榮藏が 笑うた の 

ぢゃ。 

お 峰 (たしなめろ 樣 に) まあ、 お前 は。 

S やかましい。 お前 なぞの 出る 幕 ぢァ無 いんだ。 (友 

右衞 r に) 親方、 ほんと にい、 加減に したら どう だ。 今 

の 女の性 根ぢゃ あ、 たと ひ 連れて行つ ても樂 しみに はな 

るまい。 

友 右 む \。 よう 分った。 小 Eg が 俺 を 嫌うて ゐ るの は あれ 

でよう 判った。 然し 俺 も 男ぢ や。 命まで 投げ出して 思う 


S  M も m も ある もんかい。 先刻から £ うで 聞いて 居 

り ゃァ、 親方の 氣 のい \ の をつ け 込んで ッ ペコべ とよう 

惡態を 並 ベ 立てた な。 色に は 無粹 でも 北 li の 船頭の 腕に 

は鐵 輪が 入って ゐる。 苦勞 はお 前の 身勝手と、 さ、 もう 

一 度 云うて 兌ろ。 

小柅 (繁 鉢し) 力い こと。 もう 一度 云うたら どうしな さ 

んす。 

S 浙 うする の だッ。 

(れ 报リ 上げる。 i しのが 止め か、 る。〕 

右 (^つた ま V) 榮藏 まて。 

0 だってお 前さん" 

右 (起って 止めて) い、 から 待て。 

^  (女.^ 放して) ^：:: てと 云 ふなら 待ち もしょうが、 親 

方、 お前 もい、 加減に しなす つたら よから う。 人事で も 

腹が立つ。 

友 右 む、。 

これまで にも 幾度 も 云うた が、 何も 世の中に この 女 

が 一人と 云 ふわけ ぢ やなし、 否 だと 言 ふの を 無理に 根 引 

する にも あたるまい。 

友 右 だが —— 。 

榮^ まあ さ、 意地 づ くなら 意地 づ くで、 何も^！り頓までし 

て 1： 嫌を収 るに は 及ぶまい。 費り 物に IQ; ひ 物、 金 さへ 渡 
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丸梶小 


友 小 平 小 平 


厭になる こ とが-、 /さんす も の、 たと ひどの P に 可愛がら 

れて も、 心から 主さん の 思 ひの ま >- に 成る nn は來 ます ま 

い。 その 仇な 情 を 買 はうよ り、 町方の 初心な 娘 衆で も 嫁 

に联 つて、 私 を 放して 下さん せ。 

友. 右 わかった く。 然し 俺 はどうで も 迎れて 行く。 俺 は 

お前が 幸福になる 事なら どの 樣な 事で もす る。 やが て 其 

悲しみの 涙が 暖かい よろこびに 變る 時が 來 るで あら う。 

(せ々，^ 促して 上手 LL 去る。〕 

小 5^  -f。 

(竊 望して 泣き伏す。 間。 下手 fs リ fs しの 窥ひ 出づ。 

小梶の 他に 人な き,^ 見定めて 下手 へ 行て 手て まれく。 

小梶の 情人 常ニ邵 (二十 五 歳) 商家の 手代 風。 ぉづ く 

として 出 づ。) 

rs しの 姉さん。 姉さん。 

小梶 え、 ( 顔 l^gr けて つ と 常 ニーがん 見ろ〕 お .、 、 お前 は 

ッ。 (K け 寄って 鎚る) 

しの あれ 難が 高い。 (四方 .5- 見廻して〕 斯う 成って は 

永う 話す 間 は.. こざんせ ぬ。 あと に 心 の 殘らぬ やうに 覺 US 

して 下さん せ。 私 は 表で 人 を 見張って 居ります る。 

(下手へ 去る。) 

小枢 常さん。 

常 二 お \ 


たからに は、 一 度 は 必ず 心に 從へ て、 胸の 奥底から いと 

しいと は 思 はせ て 見せる。 この 身の 影 を 何時まで も そ の 

心に 刻みつ けて 見せる。 俺 は 世の 波風に 戰ぅ て 勝った の 

ぢゃ。 

榮藏 そんなら どうで も 根 引して。 

友 右 今 { せの 船で 一緒に 行く のぢ や。 

(上手 リ平六 出 づ。) 

六 親方、 金 を 渡して 來 ました。 これが 年季 證文ぢ や。 

0  (思 はず 起って) そんなら 憨々。 

六 ハ、、 、、いや、 お目出度う〕 

梶 何の それが。 

右 はて、 今と なって どうなら う。 内 儀、 立ち SI 、舞に 二 

階で 飮み 直さう。 榮藏、 平 六。 

(上手へ 行き かける。〕 

小梶 (追 ひ 縫って) もし、 あやまります。 あやまります。 

堪忍して 下さん せ。 

友 右 え。 

小梶 最前 云うた は、 皆お 前に 愛想が つかされ たさの 惡 

態、 あやまり まする。 

友 右 む k。 

小梶 その代りに 身受け だけ は堪 へて 下さん せ。 琉の 底へ 

沈んだ 身 は、 いとしい 男で， も 男と 思へば 傍へ 寄る のさへ 
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小捉 子 を 服いて 下さん した か。 

常 二 お、。 あらまし は 手紙で、 今又^>;^でょしのからそっ 

と g いた。 _^ 々あの 船. 础 奴が 一 I 。 

小 さあ、 厭と 云 はれぬ 手 詰の 手 詰。 もう M うなったら 

^ての 估 *  一^に 死んで 下さん せ。 

常 二  (i« から 短刀.^ 出して) 俺 も そのつ もりで 來た。 然 

しこ、 では 人 n が 多い。 仕损 じたら 彼奴 等に 笑 はれよ 

う。 る 勝手 は 分らぬ か。 

小柅 さいな。 (上手，^ 見て) こちら は 表二階。 (下手.，^ 

見て〕 こちら は 勝手。 (奥ん. 見て) こ X から 行く より 外 

は.. こざんすまい。 (ほ 子，^ 開けろ) 

常 二  (^く) む \ 、幸 ひ 潮が 上って ゐる。 小船 か 筏か黑 

いもの. 1 影が 見える。 何よりの 足溜り ぢゃ。 

小 5^  (しご. v、， ^解い \、) そんなら これ を 頼りに して …… 。 

常 二 お.^。 

(忙しく 支度す。 小梶は 一 つ. ^残して 室の 燈火 殘ら 

ず す。) 

山 1 1 さあ。 

(手^取って .M ふへ 下りん とす。 ヒ手： リぉ峰 走リ出 

てて 二人の 帶ん取 つて 引 ふ 、一お す。) 

常 二 や、 お前 は。 

小柯 ぉ内^^さんか。 


お 峰 (小？ t て) 私ぢ や。 ぉ峰ぢ や。 したがお 前 達 は。 

小梶 (手.^ 合せて) 拜 みます。 素人 < 一んで は ござんすまい。 

見の がして 死なせて 下さん せ。 

お 峰 尤も ぢゃ。 私 も 思 ひ 詰めた 昔 は ある。 見の がして 美 

しい 淨 瑠璃の 主と させたい。 なれ ども 今ば かり は 死なせ 

られ ぬ。 

常 二 さ、 あとでの 迷惑 はさる 事ながら、 それ を堪 へて。 

お 峰 何の 何の、 私の 家 なぞ 二人の 戀を賈 うたと 思へば 安 

いが 小梶 さん、 今 死ん で は 親方の 深切 は 無になる ぞぇ" 

小梶 え、 すり やどう して。 

お 峰 はて、 お前と も 思 はれぬ。 三百 雨と 手を拍 つた 身代 

金 を、 何の 理由 も 無しに 變換 して、 男 をみ がく 儀 丘輸さ 

んの顏 が 立た うか。 

小梶 あ。 

お 峰 その 顏を 潰して、 二 千 雨と 法外 も 無い 云ひ樣 は、 皆 

和 女の 心 を 汲んでの 事 ぢゃぞ え。 あれ も 長年 店の 爲に成 

つて 吳れた 女、 萬 一 ひ よんな 事で もあって は —— 。 とさ、 

先刻の 歸 りに 私への 愚痴。 それ を 振り 切 つ て 死んで は、 

苦しい 親方の 深切 は 水の 泡ぢ や。 

小梶 あ \。 

お 崎 それに 又、 このま \ 姿 を かくしても、 相手 は 荒氣の 

船頭 衆、 あとの 詮議が 難 かしから う。 さう したら 親方 は 
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丈棍小 


又の 難儀 ぢゃ。 

二人  。 

お 峰 喃、 こ \ の造理 を かみ 分けて、 大人しう 連れられて 

行て 下され。 人の 世 は 何が 幸に ならう も 知れぬ。 大阪 の. 

土地 さ へ 離れたら、 親方の 身に か X る 難儀 も泪も ある ま 

い。 (目 交ぜす) な、 な。 

常 二 分りました。 分りました、 そんなら 小梶 — 。 

小梶 あい、 又 逢 ふ 日 あで はお 前 も 御 無事で。 

常 二 お \o 

(下手へ 行かん とす。 上手ぶ リ友 右衞 s: 少しく 醉 うて 

出 づ。) 

友 右 小^、 小梶 11 。 

お 峰 ぇッ。 

( 尸 、ソ として げ 出す 小 梶 で 捕へ、 殘リ の.^ ん 消す。 

その 簡 L- まざれて 常 二 邸 は 下手へ 去る。 友 右衛門 不審 

氣 に 簡ん、 透かす。： * 

 つなぎ 幕  

(二) 

大^: 安； f 化 川口の 船 着 51。 舞 蜜 は 河岸の 心に て、 上手 下 

芋 は^ 油 1^ かけた る 荷物 なぞ，^ m く。 中央に 淋し 告柳 


の 水 一 木 もり。 奥 は 泣く 川口 i リ 海，^^ む。 その上 手 

に 大 なる 船の 舢、 半ば 岸に かくれて 见ゅ。 

前場ぶ リ ー晌 程の 後" 雨 やみて 雲 少しく 切れん とす。 

『 H  y サラ ホイ，/ 1,^』 と 荷役 する 藤. 高く  S  く幽に g 

ゆ。 やがて 上手.， - リ長榮 丸の 船頭 三人 出て て 舟箨， ^焚 

ぐ 0 

船頭 一 い \ 鹽 梅に 雨 も歇ん だな。 

同 二 雲 も 切れ かけた 樣ぢ や。 どうか するとお 月 樣が拜 め 

るか も 知れぬ。 

同 三 今日は 十六 日 だな。 明 石の 沖に か、 るの は 夜明け だ 

らうが、 晴れたら よから うな。 

同 1 何しろ 親方 は 運の つよい 人ぢ や。 どう 見定めて か 今 

符 出？？ 15 と 云 へ ば、 この 通り に 空模様が 直つ て 来る。 

同 二 その 運が 無うて、 五 年 や 七 年に これ だけの 船の 荷主 

に はなれぬ わ。 

同！ 一一  さう だ喃。 

(上手.^ リ^ 錢 足早に 出づ。 それ， か 追うて 平 六が け 

て來 る。) 

平 六 これく 榮藏、 お前 は 何處へ 行く の だ。 

S 堀江へ 行って 親方に 逢 ふんだ。 俺 はどう 思うても あ 

の 女 を 此の 艏に乘 せる の は 否 だ。 

平 六 さう 云うても、 親方が 乘せ ると 云へば 仕方が ある ま 
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い。 親方 はこの 船の 持主 ぢゃ。 

S 然し^ はこの 船？ 船； や。 船 は 親方の 所有で もこ 

れを觔 かすの は俺ぢ や。 船 玉樣は 俺が s« るの ぢゃ。 その 

淸 めに 淸 めた 船へ、 あんな 一 货女 がどうして 乘 せられる も 

のか。 

平 六 さ、、 お前の 氣象 として はさう であらう が、 波に 逆 

ら へば 梶が 折れる。 長い間と 云 ふで はなし、 只 越後へ か 

へる までと 云 ふの だか ら —— 。 

§ ふん、 あれ 程に きら はれて ゐ ながら。 (下手へ 行く) 

平. K おい そっちへ 行て どうす るの だ。 

心 1! するな。 こっちから は 堀江へ は 行かれぬ。 

(フィ と Jg-,^ かくす。」 

平 六 (兄 送って) 何處へ 行く 事 やら 11 。 然し 困った 事 

だ。 何か騷 動が 起らねば よいが —— 。 (初めの 船頭.^ 見 

て) おいく、 お前 達 はもう 少し 水 を 汲んで おいて 吳れ。 

水の 上に 居て 水が 一 薪 不自由 ぢゃ。 

船賊共 あい、 あい。 

(皆々 上手へ 去る。 問。 花道 i リ常ニ 節； m 面して 臭輕 

にぃて^^,って走リ出づ。 其 此處と 窺 ひ 見て 鋒 火.^ 取 

つて；^ の 文字.^^ む" 薄く ぉ榮 丸の 三 字 兌 ゆ。 ゃ乂 E き 

て 上手へ 去る。 問。 W び 花道 rs リ脤 やかなる 人の SJj 日 

^えて 美しく 飾りた ろ廍 IS 籠 二 挺、 友 右衞門 (髙 足駄 


蛇の目の 傘，^ 持つ〕 栀屋の 亭主 餞兵衞 若い者 等 出 づ。) 

友 右 (駕籠，^ 呼び止める) こ V だく。 (駕籠.. 下す。 前 

かむろ 

の 駕籠 i リ i しの 六つば かりの 宪，. 連れて 出づ。 後 rs リ 

小梶) 

fs しの (友. 右衞 門に) 最 うこ \ が 川口で ござんす か。 

友 右 さ うぢ や。 そこに 俺の 船が つないで ある。 長榮 丸と 

云 ふ 文字が ほのかに 見えて ゐる。 

よしの あ >1。 

友 右 然し、 俺の 寶の小 梶を乘 せて 行けば、 今 曰から 小梶 

丸と 改めよう か。 亭主、 喜 助。 御苦勞 だった な。 

小梶 よしのさん、 お前と は 長い 馴染、 蔭に なり 日向に な 

つてよう 深切に して 下さん した。 死に \ 行く 身に は 用の 

ない 私の 衣裳、 手 道具、 片身と 思うて 下さん せ。 

r< しの (泣いて) よう 云うて 下さん した。 お前と 思うて 

朝夕 肌に 付けて 居り ませう。 住み なれぬ 國へ 行て、 仕 g 

れぬ 業に 身 を 痛めて 下さん すな や。 

小梶 お前 も 無事で 勤めて 下さん せ。 身 は 賣られ て も 魂 は 

こ.^ に殘し て 行く。 北から 南 へ 渡る 雁の たよりが あった 

なら、 私の 聲と 思うて 下さん せ。 

禿 姉樣。 ごぶ じで 行て 下さり ませ。 

小柅 お前 も 今 曰から はよ し の 樣を 姉さんと 思う て 可愛が 

つて 賀 ひや。 親方さん。 


A 梶小 


餞 兵 お、。 

小梶 これまでの 御 深切、 其れに 今 1  せのお 志、 お 峰さん か 

ら 聞いて 私 や  (む ぜんて) 私 や 拜んで をり まする。 

餞 兵 これく、 何も 云 ふまい。 私 もお 峰 どのから 仔細 を 

きいて、 無慈悲な 親方 と 思 は れいで すんだ とよろ こんで 

ゐ るの ぢゃ。 然し 一 層の 事なら —— 喃。 

小捤 r 淚. .J- 拭うて) それ も 愚痴、 目出度い 身受の 日に 泣 

いて 出 發のも 私の 不運。 そんなら 皆樣。 

儀 兵 名殘 りは盡 きぬが 何時まで 斯うしても ゐられ まい。 

そんなら 小梶、 くどい 樣ぢ やが 體に氣 を 付けて 11 。 

： しの 煩うて 下さん すな。 友 右 樣、 i の 事 をた のみ ま 

する。 

友 右 (笑 ふ) はて、 案じぬ がよ い。 鬼に さら はれて 行く 

ので はない。 世 中の a にも 代へ ぬと 思 ふ 俺が つれ 行く 

のぢ や。 亭主、 秋に は 又 上らう。 

儀 兵 はッ。 又のお 上り を 待って 居ります。 

(皆々 見返 リ 乍ら 花道へ 引返す。 小柅 は延ぴ 上って 見 

送ろ。 舟 唄 かすかに 聞 ゆ。) 

友 右 さ X、 もう 見えぬ 機に 成った。 

(促が して. M 手 へ 行き かける。 途端 上手 i リ 「盗賊」 と 

叫ぶ 聲咅 こえ 常ニ郎 逃げろ 如く 走り出 づ。 平 六 跡 i リ 

出て て 逃がさ じと 爭ふ。 下手よ リ榮藏 出て て 聲.. i-w き 


て 平 六に 加勢す。 常 ニ郎は 遂に 短刀.^ 拔く。  二人 は そ 

れ.^ も ざと つて 海へ 投げ捨て 組敷いて^ 合 ふ 繩にて 縛 

る ひ 上手 i リ 以前の 船頭 手篝. ^持ちて い. つ。) 

友 右 平 六、 どうした ぞ。 

平 六 親方 か。 何奴 か 知らぬ が 積 荷の 中に かくれて ゐ たの 

で、 誰ぢ やと 咎めたら 一 散に 逃げ出した。 

友 右 (傍へ 寄って〕 む&、 顔 を かくして ゐ るな。 然し 物 

联 りと は 思 はれぬ 風體ぢ や。 平 六、 それ を K つて 見い。 

S む \ 

(榮藏 •  没 面 取ろ。 一人が 灯 fs^ 差しつ ける。 小 梶はハ 

少と 驚いて K け よる。) 

小梶 あれ ッ、 お前 は。 

皆々 む、。 

(さて はと 心づ く。) 

小梶 (鎚 つて) 常さん、 お前 も 別れに か。 よう 來て 下さ 

ん したな。 これ、 痛む ところ は ござんせ ぬか。 

(おろく しながら 介抱す。 友 右微 門 は 燃 ゆろ 如 ふ、 嫉 

妬 Llrt-^-J- 慄 はぜ 居リ しが、 ィキ チリ 小 梅，， J< 突きの けて 

男. ^蹴とば す。) 

友 右 おのれ 何奴 ぢゃ。 こ \ へ は 何し に 来た。 

常 二  (觀 < ふした 様に、 そして 勝利. ^誇る 樣 LL) 私 は小梶 

と 二世まで 云 ひか はした 仲ぢ や。 こ  > -へ來 たの は 隙 を 見 
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丸 f さ 小 


友 平 友 榮 友 % 小 友 


て 小梶を i へ 述れ 出さうた めぢ や。 

友 右 む、。 

常 二 それ も 見付けられたら これまで ぢゃ。 荒氣 のお 前 達 

はこの ま、 に歸 しはすまい。 私 も 女 を： おて、 歸 らうと は 

思 はぬ。 さ、 その 刀で 斬って 人れ。 

犮右 お、、 05^ み 通りに の 癒える まで 切りき ざんで やる。 

SS せい。 

(脇差，^ 拔く。 小梶 はわ わて、 其の 手に 鎚 る。) 

犮 右 え、、 け、 け。 

(突告 のけろ。 小梶 は- ん t-C くと" is るけ て 常 ニ^の 上 

に 倒れ かけて、 laf;.,^ もって 男，^ 園 ふ。〕 

友 右 え、 け、 退かぬ とおのれ も 一緒に 殺す ぞ。 

小梶 (強く) 本望 ぢゃ。 さ、 莉 つて ド さんせ。 思 ひ 合 5 

た 二人が あの世まで 一緒に 行か るれば 本望 ぢゃ。 

常 二 よう 云うた。 心さへ 殘れば それで 思 ひ殘す こと は 無 

小柅 死 ぬれば 二人の 世になる のぢ や。 さ、 斬って。 

(二人 は く  g; 目す。) 

友 右 む&。 

(長く  二人，^ 见 詰む。 やがて 其の 刀 は 力なく 其の 芋 r* 

リな ちろ。 人々 は 驚く。 友 右衞門 はハ タトして 又 手に 

取ろ、 そし V- ッ， 力く と 常 ニ膨の 後に 廻 リて繩 目,^ 切 一 

一 


る。〕 

二  (半. は 起きて) や、 こり やどう して —— 0 

右 —— 。 (默 つて 刀て 下手.^ 指す) 

梶 二人 を 免して 下さん すか。 

右 1_ 。  (！}!!背 く) 

藏 (-ソ 力く と 前へ 出て) 親方。 

右 む、。  . 

^  二人 を何處 へやる のぢ や。 

右 (ffi  く) 思 ふま > の 處へ 行かせる のぢ や。 

六 それ ぢゃァ 先刻に I 。 

藏 どうで も 思 ひ 通りに させる と 云うた の は 嘘 か。 

右 (淋しく) 私の 心が 足らなん だの ぢゃ。 (二人.^ 見 

て、 あの 二人 は 誰の 力で も 引 放せまい。 

榮藏 そんなら 思 ひ 切る のか。 

友 右 いや、 俺の 心は棄 てぬ。 俺の 力の あり 丈け を盡 して 

小梶を 举福 にしようと 誓うた 言葉 は 反故に はせ ぬ。 小梶 

は 俺の 一 生に 只 一 人の 戀 しい 女であった。 

S それ を 無慙と 人手に 渡す のか。 (船. ^ふり かへ つて〕 

こなたの 持 船の 長 を、 わざく 小提 丸と 改める と 云 

うた の も、 心の a と 思 ふ 女子 を 梨せ て 行く ためで はない 

友， 右 む V。 
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A 梶小 


小 友 小 友 二 友 常  小  友 平 


榮藏 それ を 他人に 渡した あと は、 何 を 代りに 乘 せて 行く 

のぢ や。 男の 意地 は 何で 通す のぢ や。 (刀，^ ふ樣 にし 

て) いつ そ 殺し て 死骸 を乘 せ て 行く が い \ 。 さう すれば 

何時までも 女 は 自分 の もの ぢゃ。 

友 右 (刀.^ 平 六に 渡し ズ) f 1 時 はさう 思うた。 然し、 

殺された 女の 魂 は 誰 を 恨む であらう。 其れでも 自分の 者 

と 云 はれよう か。 

榮藏 (吐きす てる 様に) 意氣 地な し。 殺す 事が 出来ねば、 

自分で 死ね。 死んで 二人 をのろう て やれ。 

友 右 それ もすまい。 血み どろに 成った 俺の 姿 を 思 ひ 出に 

見て、 二人の 行末が 心安から うと は 思 はれぬ。 俺 は 死な 

ぬ、 世も棄 てぬ。 今までと 同じ 樣に、 商 賫を續 けて 生き 

られる 丈 生きて 行かう。 そこに 俺の 命 も ある。 小 梶の幸 

福 も ある。 

00 チヱ ッ、 もう 云 はぬ" 顏を 見る の も 厭に 成った。 (花 

道の 方へ 行. V 、かける) 

平 六 おい、 どこへ 行く の だ。 

榮藏 判る もの か。 こんな 意氣 地な しと 一 緒に 舟に のって 

ゐ たら 男が 腐ら あ。 

友. 右 それで 行く のか。 

榮藏 さう だ。 お前 もちった あ 骨の ある 男と 思うて ゐ たが 

案外 だ。 糞 忌々 しい ッ。 (去ろ) 


友 右 行った な。 あれ も男ぢ や。 

平 六 然し 船頭が なうて は。 

友 右 よから う。 俺が 昔に戾 らう。 まだ 腕 はに ぶるまい。 

お前 達 は 淀 を卷く 支度 をし て „JK れ。 

六 それ ぢゃァ I— 。 

右 (懷中 リ金 入，^ 出す) 使ひ錢 した 金ぢ やが、 これ 

を 路用に して 何處へ でも 行 つ て 身 を 立 て & 下され。 sis 

の 證文は かう すれば 反故 ぢゃ。 (年季 證文 ， ^裂く) 

モ；； ； 

梶 (兩 手，^ 突いて) 有りが たう ござんす。 お 情に 背い 

た 憎い 女と も 思 はず、 何から 何までの 御 心 添。 お 禮の申 

し樣も ござり ませぬ。 

二 それ は 重ねて 世に でた 時。 

右 あ \、 達者で 仲よう 長生して 下され。 

人 お前 一 1 も 御 無事で 11 。 (起ち 上ろ) 

右 (思 はず 追 ふ 様に) 小梶 11 。 

梶 え。  • 

右 いや、 もう 行く のか。 

梶 さらばで ござんす。 

(二人 は 見返り 乍ら 下手へ 去る。 雲 やぶれて 出て 海 

は 銀の 如く 輝く。) 

友 右 (空.^ 仰いて) 月が 出た。 二人の 行方 は 明るから う。 

海 も 穩かぢ や。 小梶 11 。 小梶九も.^;*に思ふ^^へ着く 


丸梶小 
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であらう。 

(平 六 出づ。 ) 

平 六 親方 W 忍が 出來 ました。 

犮右 む. -。 

(ニー 一； 歩 虫 かれろ 様に 下手へ 行き、 凝つ と 長く  （'二 

人の 行方 l-s^osi める。 7 はく- i リ荷揚 の f  、 、ゆ C) 

— 幕 — 
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濱 村米藏 

池 田大伍 s 

小 傅 

池 S 大 氏 は、 菌>?1 を 銀 次郞と 云って、 明治 十八 年 九月、 

W 八な 市. ，は 橋 Mis 座 四 丁： ：！ 八裕 地に 生れた。 

銀座で 名の 通って ゐ る-火 ぶら や 「天金」 の 若旦那で ある。 

K は 次 5?^ で、 兄の 金太郎 氏が n 一代の 業 を 縫いで、 現に これ 

が U 營に *e つて ゐる。 乳母 曰伞で 育った 人、 子供の 時分 か 

ら芝居 好きで ある こと も， 凡そ 分る 譯 である。 

明治 四十 年 早 * 称 3 大舉 英文科 を卒 菜した。 同窓に は 秋 田 

n. ポ、 屮 村 湖の 諸氏が ゐる。 四十 二 年 文藝協 < ^附屬 0 劇 

研究所が 出來る や、 坪, 2： 博士、 柬鎖鐵 笛、 +: 肥 春 曙 諸氏の 

下に 助手に なって 働いた。 

大 K;¥ 文 協- e の 解散に 遭って、 東, 土 肥 雨 氏と 計 

リ、 ？ 2 劇 無名^ を 起した。 

文 iS? 協 併 瓦解 後の §g 動が 、 手 短 か に 云って、 み； く の 

群 割：^ で隨分 羊；^ を か \ けて 狗肉 を； K つた もの である。 


併し それ も 血 翁の 勇と 容 さなければ ならない やうな 時代で 

あった。 さう して 派手な 新 思想の .H 傳の 方に 忙しい 時 代で 

もあった。 その 中で 歌舞伎 以外の 新劇 術の 樹立と いふ やう 

な、 甚だ 地味な 仕事 をして ゐ たのが、 この 演劇 無名 會のゃ 

うだった。 いひ 換 へれば！. 内 傅士の 理想 を 正しく S 承した 

唯 一 の團體 であった と 思 ふ。 

無名^の 第 一 岡 公演 は、 大正 三年 十月 帝國 劇場で 行 はれ 

た。 この 時 上演され たのが 氏の 多分 處女作 だと 思 ふ 「瀧 口 

S. 節」 である。 

公演 を 雷ね る こと 七 岡、 土 肥 氏の 死に 遭 ひ、 他の 佛礙も 

.h へ 第に 離れて 行 つ て 、 大正 五 年の 暮には 清れ て 了った。 

氏 は、 都 <w 人の 案外な 一 面で ある、 非常な はづ かしがり 

やと 開く。 さう いへば 私に もこん な 記憶が ある。 或る 文藝 

講演 會が 有樂 lij かにあった。 常時のお 歴々 の 中に、 池 W 氏 

は 確か 支那の^ 本に 就て 話す ことにな つて ゐた。 一 體池田 

氏 は 話 上手で、 どっち かと 云へば 談論 風發 する 方の 人ら し 

い。 さう して 引證 該博、 あれから これへ いろくに 花か^ 

いて 盡 きない 性の 人らしい。 が、 どうい ふ もの か、 その g- 

は、 壇上に 出て 來て、 机 を 前に 腰 を かけて、 特に 氏 一人が 

机 を 出させ、 腰 を かけた の だから、 十分 落着いて 話 はする 

つもりだった に 相違ない けれど、 まだ 本題に 入らないで、 

え.. 1 とか、 あ、 とか、 そのと か、 頻に 感役詞 ともう めきと 


もど つちつ かずの、 \3 ^に 角 音 を 立 て 、 た。 ず つ と 後に 分 

つたが、 この 合の手が また 氏の 特 で、 これが 早 u の江戶 

つ 子 口調の 間に 入って、 次第に 油が 乘 ると、 合の手 も 盛ん 

になる が、 一 方 一 層 雄 辯になる やう だ。 Jsw しその S- は、 そ 

の 枕 言 紫の え、 や、 あ、 が 少し 永かった と：^ えて、 聽.5;^が 

や K 湧いて 來て、 笑 ひ 出す 者が あっち こっちに 起った。 無 

論惡 意の あろ もの ではな つた。 すると 自然 氏の あ 、 やえ 

えが 烈しくなる。 途端に 大向 うから 「簡 …… 」 の 聲が飛 

び 上つ て來 た。 そこで、 中には 多少の く つ ろぎ を 感じた も 

の も あらう、 又 笑 聲が揚 つて、 聽衆 席の 大部分 は 今度 こそ 

氏の 本題に 人 つ た 雷 要な 言葉 を聽 くで あらう と 待ち 構 へ て 

ゐ ると、 い きなり 氏 は 立ち 上って、 はつ きり 覺ぇ てゐ ない 

が、 「ぢ や、 これ だけで やめます」 とい ふや、 「た 肯雜 を殘し 

て、 サッサ と演境 を 引上げ て 了つ た。 面白 い と 思 ふので、. 

>  J ん な 話 を 書き つ け て 資く。 

著書に は、 脚本 集 「池 田大伍 集」 第 一 卷、 「男 達ば やり」 

「親友」 等が ある。 

尙氏 は、 昭和 三年 七月、 口 シャの 文化 ®g 協會の 招聘に 

應 じて、 左 M 次が 歌舞伎 紹介の 旅に 上る や、 病氣で 行かれ 

なくな つ た 小山 内 氏の 代り に 、 勞農 口 シャへ 行った。 


大正 三年 二月 有樂 iJ で、 無名- g3 の 一座に 依って 初演され 

た。 

0 「お 月 八幡 祭」 

大正 七 年 八月 歌舞伎 座で、 左 圏 次 一 廢 に 初： がされた。 後 

に 宗十郎 や 延若ゃ 我意 等が. や つ て ゐる。 

Q, 茨木 尾 索 齋」 

書 卸し は 窗个 S 氏で あ るが 、 大 E 四 年 五 月 帝 11 劇場 に 、 梅 

幸、 幸 四 郎等が 上演す るに 及んで、 非常な 好評 を た。 

〇 「塁ば やり」 

大正 十五 年 五月 歌舞 座に、 幸 四. 1 左國 次で 初演され た。 

〇 「西鄉 と 姬」 

書 卸し は柬儀 氏と 川 田芳子 氏で あるが 、 後に 延 若が 當 て 

て、 今では 河 內屋の もの \ やうに 世間から 云 はれて ゐる。 

0 「极 岸の 一 夜し 

大 E 十 一 年 十月 帝國 劇場に、 勘 彌の文 S 座が 上演した。 

0 「謹 打菌」 

敵役の 肺^ を 群集の 中で 思 ふさ ま禱 ぐる 、 上品な 皮肉 の 

ある 喜劇で、 作者の 趨昧ゃ 哲學が 能く 分る 作で ある。 

〇 「親友」 

サ ルド ー の P, 案で、 束 儀と 水 谷 八 軍 子 氏で 初， I した もの 

である。 


〇 「南 力 女 兒國」 

昭和 二； 牛 九！； I；、 水ハ 4： 八 m: 子が 初：； S した。 

支那の 脚本研究の 副；^^物らしく、 邯鄲の夢の 逆 を 行った 

もの で、 K 一  流の 老練な 手法 を窥 へる 作で ある。 

氏の 脚本 を" IS んで 敬服 させられ るの は、 名文 句の 多い こ 

とで ある。 勿論 これ 程の 作家の 脚本に は、 學 ぶべき もの は 

隨分 多い が、 il 違った 文字 を 使 はずに、 あれ だけの 名摹 詞. 

を？ 2 くの は 大§{ とい ふ がする。 太當 である。 

仲木贞 一 篇 

小 傅 

仲. 5 一  氏 は、 明治 十九 年 九月 十 一 日、 石 出 縣金澤 市に 

生れた。 父 は 1\ 航、 山 ロ縣の 人、 陸軍 少將、 氏が 十五の 時- 

歿す。 m は シズ、 沼 雄 藩士の 娘で ある。 

山 口 縣立 ひ， 山中！^ 校 卒業後、 早 稻田大 is- に 入って 明洽四 

士 一年 英文科 を卒 梁した。 

R は、 早" 稻 出大學 卒業後、 m 朝 報の 懸赏小 說に當 選し、 

金： .2 簡を その 金を资 金と して、 遊んで ゐた 學友數 名と に 

共に、 祌田錦 町に 英 校 を！ i 營し、 約 半年 この 仕事 を や 一 


る。 そのうち 鐵道院 の 方に 口が あって、 その 雇と なった の 

で 英語 學校を やめる。 次いで 讀賫 新聞記者 になって、 藝 一! 

座舞矗 主任 を 兼ねた。 又 中央 新 S 社に 轉じ、 それから 新 M. 

劇の 鹿附 作者と なり、 下阪し て 大阪松 竹 合 名 社の 文藝 部員 

となる。 K: ひ讀 新開 記者に 戾 つて、 更に 東京 松 竹 合 名 社 

文藝 部に 入り、 舞臺 監督と 脚本 改作 係 を やる。 松 竹 キネ マ 

が出來 たので、 蒲 田 撮影所に il はって、 撮影 監督と なる。 

最近 は 大正 十一 一年 春より 昭和 一 一年 末まで 文部省 社 會敎育 

調査 委員と なる。 昭和 一 一年 夏から 東京 中央 放爵问 へ 入って、 

現在 は IS 局 社 舞敎 i& 課長の 要職に ある。 別に 大正 十一 一年 春 

から 日本 大學文 科で、 演劇；； i と 映 S 論 を 講義し て 、 今に 

及んで ゐる。 

右の 如くに 氏の 生活 は 、 一 見 「忠 Hi 藏」 七 权早變 り の 觀が 

ある。 その 千變萬 化のう ちで、 忘れられない 思 ひ ほ は、 滞 

田 正 一 一. 旗擧 げの卷 では あるまい か。 澤田氏 は 不思議な 實 

際 的 魅力 を以 つて、 劇壇に 動かすべからざる 一 つの 王 11 を 

^つて ゐる。 田 王 画が 偉大に なれば なる 程、 この 思 ひ 出 

は 何ともい へない 妙 昧を發 揮す る譯 だ。 

藝術 座を脫 返した 澤 田が、 新 富 座の 固 劇 第  一 II 公演に、 

少なからぬ § を 背 良って、 京阪の 劇壇に 水の 陴を敏 く 

*  J と にな つ た 時、 そ の 帷 にあ つ て 、 行く とし て 可なら ざ 

るな き 才能 を： St つ て 、 ダ ム ダ ム 彈 ならぬ 大衆 的 胸 本 を 書 い 
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たのが 氏 だ。 

先づ 最初の 京都 南 座 上演 用に 書 卸した のが 所謂 有名な 

「飛行 曲」、 第二に 書いた のが 「s^ 川 音頭」 である。 八月の 

暑い 時分の ことで、 水の 使へ る もので、 ありふれた 本 雨 だ 

けで は 面白くな いからと いふ ij 方の 註文に 依って、 ，滞 田の 

職工 長が 鐵 管の 破裂 を 止める 筋で、 奇想 妙趣 滾 々 とし て盡 

きない もの、 無論 立 廻りが あって、 雨が 上る、 月が さして 

大見得になる とい ふの だか ら 大抵 想像 は つ く。 

一意 興味本位の 脚本に しろ、 一日の 通し狂言、 五 幕 六 幕 

の 長い もの を、 I 晚 位で 書き上げ たもの ださ、 つ だ。 

氏 は あると ころで、 つ 一 夜 潰で 甘い を 製造し な 

ければ ならん、 然も 少し 濡 場が 過ぎる と、 警察へ 呼 出され 

て、 どうも 君 は 老子の 說を 信じて ゐる やう だが、 少し 孔子 

の 說を联 入れ 給へ、 と 途方もない 御 說法を 喰 はされ たりし 

なければ ならん、 歸 るに 如かす と 思って、 一夜 密かに 下宿 

を拔け 出し、 たうとう 東京へ 歸っ て 了った。」 とかう 述懐し 

てゐ る。 こんな 難行苦行 も 新劇の ェビ ソォド にある ので あ 

る 0 

著書に は、 戯曲 集 「曉」 魏 譯集ハ ー ディの 「テス 其 他」 ゴ 

ルキ ー の 「母親 其 他」 ガルス ヮ ー ジ ー の 「正義」 「アメリカ 

童話 集」 「敎 育映畫 論」 「映霱 劇の 理論と 作法」 「飛行機の 

進歩」 等が ある。  .i 


解 說 

〇 「柿實 る 村」 

大正 七 年 一 一月 有樂陛 で、 花 田 偉 子 一 座の^ 民 iij が 初 し 

たもので ある。 メ ー テル リンクの r ス ティル モ ンドの 市長」 

にヒン トを^^たもの で、 人道主義 的 平和 論 を說く 村長が 異 

彩 を 放って ゐる。 

0 「山賊と 首」 

大正 十三 年 一 一月 早稻田 劇場で、 山 本 裕三郞 一 座の 民衆 劇 

協會が 初演した もの である。 功名 立身に あせ る 者 を 皮肉 つ 

た 喜劇 、併せて 戰爭 とい ふ SIg 目な もの を 茶化し たも の だ 。 

〇 「春霞 墨 田 堤」 

大正 十四 年 十一 一月 甲府市 櫻】. ij で、 村田榮 子 一 座の 初 し 

たもので ある。 これ は勞働 爭議に 際して、 老獪な 资 本家、 

生 一 本の 勞働者 共に、 勞働ブ n 1 力 ー にうまく してやられ 

る  >  」 と を 諷刺した 喜劇で ある。 

0 「首 は 飛ぶ」 

大正 十五 年 六月 &民 講堂で、 新 H 本 劇場 一 座で 初： 奴した 

もの である。 この 作に は 小役人の 不安定な 生活ぶ り を 描き 

その 卑劣な 根性 を ひやかす と Ms- に、 現代の 若い 男女の 不 

眞 面目 さ を 嘲笑した 喜劇で ある。 

これらの 作に 見ても 分る 通り、 一 口に 云って 作者の 筆 は 


nm 


fiiSi 者で ある。 併し 一 向惡達 に墮 して ゐな いのが S 打で あ 

らう。 さう して 材料 やその-取 拔ひ 方が、 迫に 今 曰の 我々 の 

半： 活に 接： 迎 ずる ものが あつ て、 巧みに 見物の 心 を 摑むカ 

が ある。 

以上 四篇 のうちで は、 私 は 「^|1^!1ぼ|田堤」 が 好きだ。 無 

論 大作で はない が、 一風 變っ たもので、 作者の 木質 的な も 

の を？^ ふに 足る もの だと 思 ふ。 


灰 野 庄平篇 

小 傳 

灰鮮芘 平氏 は、 明治 二十 年 四月 十四 曰、 新！ 2! 縣刈 羽都吉 

井村に 生れた。 そこ は 1； や 謙 信の 富蹟で 名の 殘っ て ゐる米 

山の 麓、 數 里に K つた 靑 田が 速って ゐる 農村 だ。 砂 &の彼 

方に 曰 本 一、 S が あ つ て 、 そ の 遠鳴り を S きなが ら 、 氏 は そ の 

少年 代 を；？^ つた 譯 である。 

氏の 附親は 共に おだやかな §515 民 だ つ た。 父 は 酒と 謠 曲が 

好きで * 潤 fJ な &f たったが、 氏の 七 歳の 時に なくなって ゐ 

る。 m は淨土 S 宗の 信仰に 終始した やうな 仁だった。 一昨 

^なくなった。 

小、 舉^^ 、ホ ea. 校 も、 曰 本 泡と 米 山に 近い 柏 崎で 卒 つた。 高等 


學校は 仙 臺で土 井晚翠 氏の 敎 へ を 受けた。 大學は 東京の 帝 

大で 、美 * を專攻 した。 卒業 は 明治 四十 四 年 だ つ た。 その後、 

大 1 保 次 教授の 指導で 、 大學院 に籍を 置い た 一 J とが ある。 

丸見屋 商店に 入って、 久しく 圖 書の 管理 をして ゐて、 一 

日 も 倦む と 一 」 ろが な い と 聞く。 

又 この 數 年來、 日本 大學で 日本 演劇 史の 講義 を續け て ゐ 

る。 講義 は アイヌ 文化の 研究から 始まる もの で、 その 高遠 

にして 精緻な 內容 は、 特に 期界の 識者から 注目され てゐ る。 

、 」 の 方面に 於け る 氏の 學 問が 完成され たら、 蓋し 驚く ベ き 

ものが あるに 相 ji 連ない。 

氏の 著書と し て は、 新潮 社から 出て ゐる 現代 脚本 叢書 5- 

に、 「秦の 始皇」 とい ふ g 本 集が ある。 他に は 感想 集 「未知 

國 への 僮慢」 が ある。 ， 

尙、 最近べ ネットの 「一 里 塚」 と、 ァ ー ヸンの 「船」 の 

譯が、 近く 第 一 書房から 出版され る 害で ある。 

氏の 時 折々 に發 表された 短い 劇評 や、 演劇 論に は、 傑れ 

た 暗示 を 持った 好 文字が 少 くない、 いづれ も 氏の 篤 學を語 

る ものである。 

解 說 

SS 始皇」 

大正 十 年 十 一 一月 明治座で、 •  深 田 正 一 一郎 一 座に 依つ て、 マ；^: 
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田の 始皇、 中 井の 呂不 韋、 久 松の 朱 太后で 演じた ことがあ 

る。 これ は 三篇 で 一 つの 戯曲に なつ てゐ ろ。 一 篇宛 でも 一 

つの 纏った 作：； g になって ゐ るが、 三篇で 一入の 英雄 生 8? 

の 悲哀が 語られて ゐる。 

〇「 サー ワイ ェ ー の. 晴厨」 

眞 面. S な 宣敎 肺が 心に もない こと を勸め ら れ て 、 ほ 分 の 

もので ない 「世界」 へ 入る と 忽ち、 憐れな 滑稽 を 演じて、 一 

人の 道化者に なって 了 ふとい ふやうな 諷刺 を、 上品に 書い 

たもので ある。 

この 作者に は、 先づ 詩人 的 心境の 淸純 と氣嬉 と を 感ず る 。 

けれど コ ン ス トラ クシ ョ ンの 純と、 技巧に 何處 か！： いと 

ころがあって、 全 體 か ら 受け る 感銘 は や 」 弱い。 

傑れた 材料 を摑ん で 、 厄 扱 つ てゐろ 態度 も 相 $1 複雜 であ 

りながら、 もう 一 呼吸 押して 行く カゃ餘 裕に缺 けて ゐ ると 

いった 怨みが、 あり はしない か、 私に はそんな 氣 がする。 

林 和 氏 は、 明治 二十 年 八月、 千 紫 縣小見 川 町に 生れた。 

氏は^^^城縣鹿島郡輕野村高濱代官：ま敷野 ロ和七氏の  一 0 


である。 母 は 利 加と いって 林 家に 生る。 卽ち氏 は 母方の 姓 

を ii いだので ある。 

土地の 學 校に 學ぶ 傍、 土 佐 藩 出の 漢詩 人 延年 翁に 敎 へ を 

受けた。 東京 跑學に 上， おしてから は、 江 見 水 蔭、 岡 田 三面 

子の 世話になり、 早稻 田大舉 文科に 學ひ、 坪- 內 博士の 文藝 

spi 演劇 研究所に 入る。 所の 試 に は 「ハム レット」 の 

「ハム レット」、 「ヘッダ」 の レオ ボルクに 扮 して ゐる。 

岡 所を卒 菜し て、 文 il 協會が 宿題で ある 「ハム レット」 

を、 帝國 劇場に 上す や レア チイ ズを ふられて ゐる。 

其の後、 劇雜誌 「大 f:5fM 藝」 の 主 雄と なった が、 暫く 

で やめ、 大正 三年 三月 有樂陛 で 氏が 中心に なって、 黑猫鹿 

の 公浪と い ふ 旗 31 げが ある。 これが 後の 文藝 M の はじまり 

ともい へない こと はない。 

それ は 氏と 尾 上 菊 五郎と が 中心に なって、 帝大、 早稻 田、 

應の學 生 達で、 「黑 猫」 なる 雜誌を 出した ことがある。 そ 

の學 生の 中には 柳 ffit 健 氏 も 交つ てゐ た。 さう して 「黑 猫」 主 

催で 演藝會 を やって、 k 竭. fi 郎が 踊ったり、 喜劇 を 出したり 

して ゐた。 無論 高踏的な， チ レツ タントの 集りで あつ たら し 

い。 ゥヰ ー ドの 「ねんく はたご」 を 出した 時 は、 六 代：：： 

と 氏が 舞 喜 裏 を やり、 柳^ 氏が 馭者 を やったり した。 それ 

から 前に い ふ 公- 奴と い ふ 段 K にな つ た。 

五日 間 興行で、 出物 はシ ュニッ レルの 「戀愛 三昧」 と 氏 
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の 「どくろ 小町」 を やった 。「どくろ 小町」 では 氏 も 舞 辜" に 

出て 關寺 小町 を やり、 友お 衞門 (當時 藏) の _ マ-僧、 勘彌 

の 文 g 康秀、 千 哉の 小町と いふ 役割で、 氏 は 作者 兼 演出-お 

兼 役者で； 一 一人前の 活 1^ を や つた。 - J れが勘 n が 現代語の 史 

劇 を やった お 初で ある こと はいふまで もない。 

その 年に 文， sj は 打つ て 出た。 卽ち 六月 下句 帝函 劇場に 

第；^ の 公 3! を； 打った。 出物 は武衷 小路. M 篤 氏の 「わし も 

知らない」 と、 氏 B 身の 「惡. M の 曲」 だった。 その 三日間 

の 成 P 、はどう か といへば、 仳 ii 的に は相當 好評の やう だ つ 

たが、 收支俊 ふ >  J とが 出來な いで、 その 爲 めに 氏は靑 山の 寓 

居で 一 年餘も 引：；^ つて、 K: 鬚 を 計らねば ならない 始末 だつ 

た。 無論 これが 使つ て も 減らな い 程の 金持ちなら 知らな い 

こと、 一般の 新劇 運動 者 の 更らぬ 運命で も あ つたの だ。 

第二 は、 大正 五 年 三月の 帝函 劇場で、 出 物 は 「ロミオ 

と， チュリエ タト」 武密 氏の 「或る日の 一 休」 生 田 長江 氏の 

「小：：， ZI の 後」 で、 氏 は 「口 ミオと ヂ ユリ エツ ト」 で マ ー キシ 

ォを 動めた。 これが 氏の 最後の 舞臺 である C 以後 全く 舞臺 

へ 出ない。 

第三 囘 は、 大正 八 年 三月 十五 日有樂 座で、 出物 は 菊池寬 

Kle^ 作 「忠^^柳行狀記」 を tr が 脚色し、 他に アンドレ ー フ 

の 「人の 一 生」 と 近 松原 作、 河 竹 俊 氏 脚色の 「女 S 油 地 

獄 J とい ふ 並 方 だ つた。 この 興行 は 文 藝座 の 與行 以外に 、 


ある 特別な 意味が あった。 それ は 勘 彌が從 來座附 であった 

市 村 座 を. g け て 、 最初に 踏んだ 東京の 舞臺だ つ たからで あ 

る 0 

. 文 藝座は 第十囘 まで 公演 を 行つ たが、 その後 はずつ と途 

絕 えて ゐる。 

大正 十四 年 九月 鶴 託と して、 氏 は帝國 劇場に 招聘され た。 

氏 は 文 藝座旗 St げ 以來、 山 本惠務 の 知遇 を 感じて ゐて、 偶 

偶 久米秀 治 氏の 残 後、 遂に 同 劇場の 人と なった とい はれて 

ゐる。 

一 者 書に は、 脚本 集に 「公 1」 「惡 魔」 の 曲が あり、 他に 「江 

戶 一代 女」 「俠客 物語」 「柳 a: 吉保 評傳」 等が ある。 

W 兌 

0 「三 右衞 門の 賣 出し」 

昭和 元年 七月 帝国 劇場で 、 幸 四郞磨 美 藏で 初演し たも の 

である。 實カ のない 者が 偶然 評判に なって、 男 を賫 出す こ 

とになる とい ふ もので、 輕 薄な 今日 の 世相 を 諷刺し た と 思 

はれる 作で ある。 これ は 氏の 作 中で 佳作のう ちに 數 へて い 

いもので ある。 

CX 鼠 小 i 枕」 

猿 之 助が 大阪へ 行つ て 上演した ことがある。 講釋 種ら し 

いが、 鼠 小 as が 甲州路 の， 侘しい 旅；！ S で、 偶然 父親に めぐ 力 
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逢 ふところに、 一脈の 哀愁 を 持って ゐる。 

era! 屋 おせん」 

云 ふまで もな く 西 鶴の 小說を 脚色した ものである。 昭和 

三年 九月 帝國 劇場で、 勘彌浪 子で 上演した。 割合 ムラの な 

い 作で 、 遣に 老練た 肇で おせんが 復簪に 燃える 徑路が 好く 

描寫 されて ゐる。 

。「田 之 助 色 纖悔」 

洗鍊 された 才筆が 目立 つ 、 色 を 漁る 田 之 助の 淋し い 心境 を 

損へ てゐ るの が 手柄で ある。 しっくり した 味 ひで 見せる 方 

の 作 u 叫た から、 柄 行の い 、俳優が そこ を覘っ て やったら、 

案外 面白 いものに なる かも 知れな い 。 

0 「心中 兩國 橋」 . 

大正 十三 年 秋、 震災 後 復興され た帝國 劇場 の 初舞臺 に、 

梅 幸、 幸 四郎、 勘 彌 で 上場した 力作で ある、 女 主人公のお 

妻が 八郎兵 衞を 愛する 氣 持になる までが、 實に段 1^ よく， 運 

ん である。 殊に 銀 猫の 內 部の 描 寫は、 g 潔で あるが 一 寸凄 

愴な 感じに 打 たれる 程、 しっかりして ゐる。 一 證に三 幕 五 

場と いふ 長篇 では あるが、 作者の 筆に 熱が あつ て 緊張し、 

均整の 美に も 富んで ゐる。 恐らく 作者の 代表作の 一 つと 云 

つ て も 恥し くない もの だら 、つ。 

〇 「荻 江 露 友」 

圓 朝の 人情 湖の 脚色で ある。 昭和 一 一年 九月 帝 劇場で、 


：:… パ y 達に 依って 初演され たもので ある。 徘 優の 力 4里 

にもお ス へたら うが、 露 友の 住居のと ころが、 一番い. -場 ffi 

になって ゐ たやう に， 記憶して ゐる。 

今日の 見物と、 今日の 劇場の 爲 めに、 作者 は 脚本 を 書い 

てね る。 その 歌舞伎 的な 色彩に 富んで ゐ るの は、 劇場 內部 

の 人 だけに、 あてはめて 書く 俳優 のせ ゐかも 知れない が、 

一 つ は 作者の 覘 ひどころ も、 そこに ある やうで ある。 氏の 

作で はいかに 徘 優の 柄 を 見て、 書いて ゐ るかな ど、 さう い 

ふ 實際的 亡 問題 を學ぶ ベ きで， ある 。 


淸見 陸郞篇 

小 傳 

淸見 陸郞氏 は、 明治 十九 年 十月 十 一 日、 東京 神 田 猿樂町 

ニノ 三に 生れた。 

將來畫 家に なれと いふ 父母の 希望に 從っ て、 小學 時代 旣 

に 岡 本 秋 名、 橋本雅 邦、 川端 玉章の 三 家に ついて、 畫を描 

く 修業 をした。 

東京 中 學 卒業後、 前 か ら の 行きが か り で 東京 美 倚學 校に 

入學、 それでも 日本 畫 科に 一 ケ年 程ゐ たけれ ども、 この 以 

前から 動いて ゐた文 學に對 する 愛慕 やみ 難く、 遂に そこ を 
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飛び出して、 〔十 稻 w 大培文 S5 い 科に 入った。 

併し 問 もな く { 水が 破產し て、 舉業 を 暢氣 に續け て ゐられ 

なくなって、 これ も 亦 々数ケ月で 退學の 止む を 得な い に 

とに なった。 

それから 「美術 i」 「秀才 文 培；」 の si を やった あとで 

极 與行部 の 脚本 部に 入 つ て 、 脚本 を 書く ことにな つた。 

そこで 氏 は 不遇な 秀才、 (私 はさう いふ やうな i せがす るが) 

又 五郎と 相 知る 機 付な 得た。 

この の ma は、 氏の 脚本 集 「宮古 ii 掾」 (大正 十 年 

円 出版) の 序文に 詳しい。 次に それ を拔 書き させて 貰 ふ 

ことにする。 

或 偶然の 機お が 私 を 劇作家と し て极岸 興行 部に 關係 させ 

る やうに した。 併し 所 li 邪 劇の 製造に 近い 自分の 仕事に、 

私 は に 興味 を 感ずる 事が 出來 なか つ た。 私が 本 當に劇 

作家と しての 意義 を 痛感し、 一 生 を この 道で 立てよ、 つと 決 

心する に 至った の は、 私の 「宮 古路 豐 後豫」 が 故 中 村 又 五 

郎 に 依つ て^ 出された 時以來 だ。 

又 五郎お の 技藝を 充分に 知って ゐる 誰もが 云 ふ 通り、 君 

の！；^後橡はぉの  一 ti^ を 通じての 傑作 だと 推赏 する に 躊躇し 

ない 程の 出來榮 であった。 作家と しての 私 は、 自己の 作品 

に 第 パ？！^;: 的の 批判 を 加へ る 冷靜を 持たない。 併し 磁れた 君 

の 技藝が 私の この M=ra に、 更に 熱い 血汐 と、 强ぃ 生命と を 


注ぎ込んで くれた 事 だけ は 決し て 疑 は ぬ。 

この 成功に 力 を 得た 私 は、 更に 又 五郎 君の 爲に 「おこよ 

源 一 ニ郎」 を 書 いた。 頁の 都合で この 集に 入れなかった が 「石 

田 三 成」 を も 提供した。 四潘 目に 「松 平忠直 卿」 を 演ぜん 

として 果 さず、 君 は 宿 病の 爲に 急に 不歸の 客と なった。 去 

年 三月 十九 日 11 私が 君と 識 つて 以来 使に 一 年を經 るに 過 

ぎない。 

その 當 IgT 世舁は 私に 収 つて 黑 そのものだった。 光明 

は 君と 共に 永遠 に 私 か ら 去って しまった やうな 氣 持が し た 

兎に角お 前 は 又 五郎 君に 依つ て、 劇作家と しての 1^ 自信 を 

呼覺 まされた ので はない か。 今意氣 地な く 倒れて は、 故人 

に對し て も 恥 か，^  く はな いか。 — これ だけ の 元；. 1^ を 振 ひ 

起して 來 るの は 私に 联 つて は 容易の 事ではなかった。 

かう 氏 は 書いて ゐる。 

脚本家が 自分の 友達で ある 徘優を 見出す ことの、 是非 と 

も 必要で ある こと はいふまで もない。 その 友達 を 得る か、 

0 & いかに 依って、 卿 本家 の 仕事 は 決定され ると いって 

も、 敢て 過言で はない と 思 ふ。 

淸見氏 は 偶々 又 五郎に 一 人の 必要 缺く ベから ざる 知己 を 

見出した。 さう して 脚本家と し て の 自信 を與 へられた。 が、 

間もなく、 それ は餘 りに も 短 か い 月日 だけ を 後に 殘し て 、 

くへ 行つ て 了った の である。 氏の 不幸 は 能く 私に も 分る 
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やうな 氣 がする。 

模岸與 行 部 を やめて 了って から、 氏 は餘り § 本 を 1S3 いて 

ゐ ない。 

著書に は、 g 本 集 「宮 古路 豐後 嫁」 の 他に、 改 ssd から 

ほした 小設の 魏譯が ある。 

解 說 

〇 「坂 崎 出 羽」 

大正 八 年 十 一 月の 作で、 大正 九 年 一 一月 赤 坂 演技 座で、 市 

川 新 之 助 一 座に 依つ て 初演され た。 其の後 新 之 助 も 再演し 

てゐ るが、 風德 三郎、 諸 口 十九 等 もこれ を 演じて ゐる。 「坂 

崎 出^」 にもい ろく ある，； J^、 この 作 は 有名な 山 本 有 三 氏 

の 「坂 崎 出 羽 守」 より、 二 年 も 前に 書かれて ゐる。 これで 

は不仕 合な 出 1^, 守が 家老の 勘 兵 衞に弑 せられる ことにな つ 

てゐ る。 舊 友の 柳 生^馬 守に も 見放され、 世 を 呪 ひ、 人 を 

呪 ひ、 すべ て を 疑つ て 死んで 行く 出 羽 守が 描かれて ゐる。 

0 「故^の 家」 

大正 十二 年 十月 大阪角 座で、 喜 多村錄 郞の延 多津、 小 織 

桂 一郎の 父親、 梅. 4 昇の 枠で 初演され た。 其の後 木 村 操、 

大東鬼 城 等 も 上演して ゐる。 英 一の 氣持 はかなり 好く 描 

かれて ゐ るが、 もう 少しと 思 ふ 部分が ある。 父親 は 書きに 

くい 1: 合に 成功して ゐる方 だ。 


〇 「裏切り」 

大正 十三 年 十 一 月の 作で ある。 「故 函 の 家」 時分から、 作 

者 は 史劇の 筆 を轉じ て 、現代劇に 興味 を 持 つ やうに なった。 

さう し て 作者 はこの 作に 於 て 思； 5?- を g 級 闘爭の 方へ 向け 始 

めた。 尤も これ は 極めて 初 ヰ！ -の もので、 特に 联 立て X いふ 

こと はない。 併し 作者が 旣に 動いて ゐ るので あるから、 そ 

のうちに 氏の 研究 勉強の 報告 を. 十分に is: かせて 賀 へる や 

うな 作に 接する こと だら う。 

氏 も 劇場 內部 にあって 苦勞 した 人で ある。 從っ て 小說に 

ト 書を喧 付けた やうな 脚本 を 書い て、 咸 張って ゐられ な い 

人で ある。 が、 その 方の 苦勞 はもう 十分の やう だ。 作者 も 

無論 そこに 氣 付いて ゐる。 


小 寺 融吉篇 

小 傳 

小 寺 融吉氏 は、 明治！ 一十 八 年 十一 一月 八日 東京に 生れた。 

父は芳 次郎、 母 はた だ、 共に 美澄大 垣の 士族で 實業 家で あ 

る。 

四 歳の 時 家族と 一 緒に、 北海道 小撙に 移って、 土地の 小 

舉 校に 學ぷ。 十 四 歳の 春 小：： &を 終り、 二人の 兄の »を迫 つ 


mm 
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て 上お、 m.^p^is へ 入って、 やが て 卒 菜， m い て 早稻 

田 大學乂 科 英文科に 入り 、大正 七 年 5 一十 四 歳で 卒業した。 

. 早 稻田を 出る 少し 前から、 歌舞 の 型 を 熱. むに S 究し出 

した。 特に 型の 中で も 所作 S に =1 をつ けた。 

^校の 卒菜 論文 は Hi; 顧 期の イブセン」 とい ふ题 で、 最 

後の I の 作に 就て 主として 硏究 した。 この 研究に 氏 はか 

なり 熱心だった。 それに 北； i 道に 永く ゐ たので、 イプセン 

の 作に 現 はれる ノ オル ウェイの ，H 然に對 し て、 特別な 感興 

を 抱いた のが、 この 研究の 進行 を 助け たこと は爭 はれない。 

氏 は イプセンから 多くの もの を a. ん だが、 中學 時代に 坪 

內 博士に 先立って、 戶 g &、  ®! 野兩 氏の 沙 翁の 騸譯 から、 か 

なり 多くの 影 il をう けた。 それから 能から も 大きな 暗示 を 

受けた。 

學校を 出てから^ は 暫 く 齋に 龍った。 二十 八 歳の 大正 

十一 年に、 近代史 論叢 S3 の ー篇 として、 その 二月に 「近代 

舞踊 史論」 が 出た。 越えて 六月、 脚本 「眞 間の手 古奈」 を 

雜認 解放に した。 それ は 直ぐ 翌月 帝國 劇場で、 勘彌律 

子に 伎つ て 初； g された。 併し これ は處女 作で はない 。「露 間 

の 手 古奈」 zf?M に 一 一 つも Q い てゐ る。 併し 氏 を 有名に した 

の は 「ほ 問の 手 古奈」 で、 初演 Z? 後方々 で 上演して ゐる。 

、Jf, なる もの は 林 長； 一： 郎の 五色 ij で 一 一度、 水お 八 雷 子の 難 1W 

座 では 々やって ゐる。 改訂され た 定本が 現代？ K 曲 全集に 
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收錄 されて ゐる。 

「近代 舞踊 史論」 を 出してから、 舞踊に 關 する 論文 や 批評 

をい ろく い た。 それから 大正 十四 年に 始ま つた 日本 靑 

年 館の 熟-十： 舞踊と 民謡の 會に、 柳 男、 高 野 辰 之 氏 等と 

共に、 審査 顧問に なった。 さう して 別に 演奏 資演の 舞豪監 

督を する ことにな つた。 

「近代 舞踊 史論」 以後 七 年 rise  、 昭和 一 一 一 年 九月 赛陽 堂から、 

「舞踊の 美學的 硏究」 を 出した。 

ぬ氏は戶外劇と兒{:ー劇とに立。な藻：^5を持っ てゐる。 大 

正 十 一 年 以後 三つの 戶外 劇を窗 いて、 そのうち 二つ は 自身 

で^3出してゐる。 一 つ は 「お 竹 大日 如來」 で、 芝 公園で 早 

稻 田の 學生を 主として、 素人 優數十 名が 演じた。 これ は 

東京 市 主催の 徒弟 慰安 會の爲 にや つ たもの だが 、 この S に 

增上 寺の 樂 僧が 雅樂 を、 戶山學 校の 軍樂 際と 共に、 さかん 

な^ 奏 をした。 次 は 舞 毫協會 が S! 草 出演の 記念に、 淺草觀 

世 音の 廻廊で 演じた 「石の 枕」 である。 これ は淺草 寺の 緣 

起 を 書いた もので、 佐 々木； g、 山 田 隆^、 柬屋 三郞、 岡 田 

嘉 子の 諸氏が 出演した。 因に これ は 仲 木 ほ 一 氏と 協力の 仕 

事で * 仲 木 氏 も 自作 を 提供して ゐた。 他に 未 上演の ものに 

「萬 物 は 光 あれ」 と い ふ 舞踊劇が ある。 女性 日本人に 出て ゐ 

る。 

一 方 大疋十 一 年の 暮 から、 坪內 博士の 兒童 劇の 資 演に從 
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つた。 博士 は 翌年の 夏に この 仕事 を 打 切った ので、 あと を 

氏 は 永 田 衡吉、 小 田 内通 久兩 氏と、 計つ て兒 ま協會 其の 

他で 折 々續 けて やって ゐた。 兒赏 劇の 脚本 は 人形劇と 共に 

相當 あるが、 未だ 本に 纏って ゐ ない。 但し 昭和 二 年 春弘文 

社發 行の 「兒童 劇の 創作と 演出」 は、 氏が > J の 六 七 年間に 於 

ける この 方面の 收瘦を 整理した ものである。 

大正 十三 年藝術 座が 再興され て か ら、 氏 は水ハ 4= 竹 紫 氏 を 

扶 けて 暫く 内部で 働いた。 氏の 篤 學 と 相俟って、 このい ろ 

いろの 實際 的經驗 が、 脚本 創作の 上に 活かされ るの 曰 は、 

きっと 美事な 花 を 開く であらう。 

現在 は 民俗 li の會の 幹事の 一人で、 雜誌 「民俗 藝術」 の 

11 輯 をして ゐる。  . 

^ 1 ョ B 

0 「人の 世の 曉き」 

これ は 作者が 考へ 出してから、 いくたび か 稿を變 へ、 構 

圖を 練って、 七 年 目に おした ものである。 これ は讀 めば 

分る 通り、 余 吾の 湖の 傳說を 潤色した ものである。 いかに 

創作の 難し いもの であろ か r  、こ れを見 て も 思 ひ 半ば に 過 

ぎる と 思 ふ 。殊に 作者の 歩いて ゐ るの は 箱 根の 山なら ぬ 天 

下の 險 である。 併し 私 もこの 難關の 向う に >  J そ 演劇の 天！ I 

が、 門 を ひらいて 居り、 門の 彼方に 芝居の 大道が 坦々 とし 


て 縦横に 通じて ゐる やうな 1^ がする。 

〇 「久 米の 仙人」 

これ は 大正 十四 年 十月 早稻田 文學に 表された もので あ 

る。 これ も考へ 出してから 二三 年 H の 作で あると M いて ゐ 

る 0 

以上 一 一 つの 作 を 兑ても 分る 通り、 この 作者の 態度 は 普通 

と 違って ゐる。 つまり 見る 0、 問く 耳で、 詩と 音 樂と 舞蹈 

の統 一 を考 へて ゐる。 必ずしも 性格 や 心理の 描寫ゃ 問題の 

提供 をし てゐ ない。 そんな ことよ り 詩と 音 樂と 舞踊 の 三位 

一 1^ の 世界 を 作らう として ゐる。 
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小 傅 及解說 

^  ra 正ニ郞 

額 田 君の 人 及び 作品 

由來 Km に 缺陷の ある 人 は、 妙に こ ぢれて ひねくれる も 

ので ある。 だがゎが£;|手の：础田^^には、 些 しも そんな 暗 さ 

崎 形 さがない。 1. 叫徹 尾、 明るい 常識家で ある。 健 巌な蜜 

岡； である。 氏が 僕に 笞て かう い ふこと を 言った こと を 深 

く 記憶して 忘れない 「戯曲 家と しての 僕 は、 何處 まで もこ 

のま ゝ常迫 を 歩んで 進む。 それで 世間から 笑 はれるなら 幾 

ら笑 はれても かま はない」 —— W 故 S の不自 ，2 に 心 歪まず し 

て、 飽くまで も 明るい 常道 を ^..ん で やまない、 素直な 氏の 

魂 を 涙な しに 見る ことができない。 隻手、 しかも 不自由な 

左 片手に 滞 身の^ 力 を こめて 一 歩々 々手堅い 常道 を 踏みし 

めて 上る 氏の 姿 を 懐し まずに は ゐられ ない。 

〇 

額田^；の ：§.£は 、從 つて 氏の 口 ふ處の 常^に 卿 をお い て 

ゐる。 そこに する ほど 突飛な g き は な い かも 知れな い 、 

戰 る ほどの 鋭い 尖 角 はない かも 知れない、 否、 或は 必 

ずし もぬ 値 を 後世に へ るべき 底の もので はない かも 知れ 
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ない。 しかしながら、 その 時代の 民衆が 如何なる もの を最 

も谒 仰して ゐ たか、 これ を 知る 文化史 的 意義に 於て、 額 田 

君の 戯曲 こ そ、 E に 將來大 い に 造し 傳 へらるべき もので あ 

らう。 時代 錢 味の 常道 を步ん で已 まな い 額 田 氏の 戲曲 こそ 

1^ 今 民衆の 興味の f 正確な バ &  メ ー タ ー でなくて はなら 

ない。 

常に 演劇の 半 ■ 歩 主義 を 遵奉す る 私が 、 始終 好んで 額 田 君 

の 戲曲を 上演し、 rH つ その 成鎮 のよ い 所以 は 全く こ \ にあ 

る 0 

從 つて、 この 選集 中に 出た もので も、 私の 手がけな いも 

の は 甚だ 少ぃ。 「月光の 下に」 「小梶 丸」 「山 本 勘 助」 「冬 木 

心中」 いづれ も舞臺 における 馴染 深い ものである。 その外 

にも 額 田 の 上演 狂言 は 實に數 多い。 

私 は そ の 全局 を 通じ て 以上の 言 紫 を 確言し 得る も の であ 

る。 
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